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第 1 部 メッセージの概要

本書では、DB2® がインストールされたオペレーティング・システムの機能をよく
ご存じであることが前提となっています。以下の章に記載されている情報を使用す
れば、エラーや問題を識別し、適切なリカバリー処置を行って問題を解決すること
ができます。さらに、この情報を使用すると、メッセージが生成され記録される場
所を理解することができます。

メッセージ構造

メッセージ・ヘルプは、メッセージの原因と、そのメッセージへの応答として行う
べき処置を説明します。

メッセージ ID は、3 文字のメッセージ接頭部と、それに続く 4 桁または 5 桁の
メッセージ番号と、それに続く 1 文字の接尾部から成り立っています。例えば、
SQL1042C です。メッセージ接頭部のリストについては、 2ページの『メッセー
ジ・ヘルプの呼び出し』 および 2ページの『その他の DB2 メッセージ』 を参照
してください。 1 文字の接尾部は、エラー・メッセージの重大度を示します。

一般に、メッセージ ID が C で終了するものは重大メッセージ、E で終了するも
のは緊急メッセージ、 N で終了するものはエラー・メッセージ、 W で終了するも
のは警告メッセージ、 I で終了するものは情報メッセージであることを示します。

ADM メッセージの場合、メッセージ ID が C で終了するものは重大メッセージ、
E で終了するものは緊急メッセージ、 W で終了するものは重要メッセージ、 I で
終了するものは情報メッセージであることを示します。

SQL メッセージの場合、メッセージ ID が C で終了するものは重大なシステム・
エラー、N で終了するものはエラー・メッセージ、 W で終了するものは警告メッ
セージまたは情報メッセージであることを示します。

メッセージにはトークン (メッセージ変数と呼ばれることもある) が含まれている場
合があります。トークンを含むメッセージが DB2 によって生成される場合、各ト
ークンは検出されたエラー条件に固有の値によって置き換えられ、ユーザーがエラ
ー・メッセージの原因を診断できるようにします。例えば、DB2 メッセージ
SQL0107N は以下のようになります。

v コマンド行プロセッサーから:

SQL0107N 名前 "<name>" が長すぎます。最大長は "<length>" です。

v DB2 インフォメーション・センターから:

SQL0107N 名前 name が長すぎます。最大長は length です。

このメッセージには、2 つのトークン "<name>" および "<length>" が含まれていま
す。このメッセージが実行時に生成される場合、メッセージ・トークンはエラーの
原因となったオブジェクトの実際の名前と、オブジェクトのタイプに許可される最
大長にそれぞれ置き換えられます。

© Copyright IBM Corp. 2012 1



トークンがエラーの特定のインスタンスに該当しない場合は、代わりに値 *N が戻
されます。例えば以下のようになります。

SQL20416N The value provided ("*N") could not be converted to a security
label. Labels for the security policy with a policy ID of "1" should be "8"
characters long. The value is "0" characters long. SQLSTATE=23523

メッセージ・ヘルプの呼び出し

メッセージ・ヘルプを呼び出すには、コマンド行プロセッサーを開いて、以下を入
力します。

? XXXnnnnn

ここで、XXX は有効なメッセージ接頭部、nnnnn は有効なメッセージ番号を表しま
す。

SQLSTATE 値に関連したメッセージ・テキストは、次のコマンドを実行して検索で
きます。

? nnnnn

または

? nn

ここで、nnnnn は 5 桁の SQLSTATE (英数字) のことで、 nn は 2 桁の
SQLSTATE クラス・コード (SQLSTATE 値の最初の 2 桁) です。

注: db2 コマンドのパラメーターとして受け入れられるメッセージ ID では、大文
字小文字の区別はありません。また、単一文字の接尾部はオプションであり、無視
されます。

そのため、以下のコマンドの結果は同じになります。

v ? SQL0000N

v ? sql0000

v ? SQL0000w

UNIX ベースのシステムのコマンド行でメッセージ・ヘルプを呼び出すには、以下
を入力します。

db2 “? XXXnnnnn”

ここで、XXX は有効なメッセージ接頭部、nnnnn は有効なメッセージ番号を表します。

メッセージ・テキストが長すぎて画面に収まらない場合、以下のコマンドを使用し
ます (UNIX ベースのシステム、または 'more' をサポートする他のシステム)。

db2 “? XXXnnnnn” | more

その他の DB2 メッセージ

DB2 コンポーネントの中には、オンラインで使用不可であるメッセージや本書で解
説されていないメッセージを戻すものもあります。メッセージ接頭部の中には、以
下が入っていることがあります。

AUD DB2 監査機能によって生成されるメッセージ。
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DIA 多くの DB2 コンポーネントによって生成される診断メッセージ。これらの
メッセージは、DB2 診断 (db2diag) ログ・ファイルに書き込まれ、エラー
の調査時にユーザーや DB2 サービス担当者に追加情報を提供することを目
的としています。

ほとんどの場合、これらのメッセージから警告やエラーの原因を判別するのに十分
な情報が得られます。メッセージを生成したコマンドやユーティリティーに関する
詳細な情報は、該当するコマンドやユーティリティーに関して文書化されている適
切な資料を参照してください。

その他のメッセージ・ソース

システムで他のプログラムを実行している場合は、本書で解説されていない接頭部
が付いたメッセージを受け取ることがあります。

それらのメッセージについては、該当するプログラム製品の資料を参照してくださ
い。
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第 2 部 SQL メッセージ
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第 1 章 SQL0000 - SQL0499

SQL0000W ステートメントは正常に処理されました。

説明: 警告状態が発生していなければ、SQL ステート
メントは正常に処理されました。

ユーザーの処置: SQLWARN0 をチェックして、ブラン
クであることを確認してください。ブランクの場合は、
ステートメントが正常に実行されています。ブランクで
ない場合は、警告が発生しています。他の警告標識をチ
ェックして、特定の警告状態を判別してください。たと
えば、SQLWARN1 がブランクでない場合は、ストリン
グが切り捨てられています。

sqlcode: 0

sqlstate: 00000, 01003, 01004, 01503, 01504, 01506,

01509, 01517

SQL0001N バインド、またはプリコンパイルが正常に
完了しませんでした。

説明: 前のメッセージ中に示された理由のために、バイ
ンドまたはプリコンパイル要求が失敗しました。

パッケージは作成されません。

ユーザーの処置: メッセージ・ファイル内のメッセージ
を参照してください。コマンドを再サブミットしてくだ
さい。

サンプル・データベースをインストールしている場合
は、それをドロップしてサンプル・データベースを再イ
ンストールしてください。

SQL0002N バインド・ファイル名が無効です。

説明: 前のメッセージ中に示された理由のために、指定
されたバインド・ファイル名を使用できません。

パッケージは作成されません。

ユーザーの処置: メッセージ・ファイル内のメッセージ
を参照してください。コマンドを再サブミットしてくだ
さい。

サンプル・データベースをインストールしている場合
は、それをドロップしてサンプル・データベースを再イ
ンストールしてください。

SQL0003N データベース名が無効です。

説明: 前のメッセージ中に示された理由のために、指定
されたデータベース名を使用できません。

パッケージは作成されません。

ユーザーの処置: メッセージ・ファイル内のメッセージ
を参照してください。コマンドを再サブミットしてくだ
さい。

SQL0004N パスワードが無効です。

説明: パスワードに無効な文字が入っているか、または
パスワードが長すぎます。

パッケージは作成されません。

ユーザーの処置: 有効なパスワードを指定して、コマン
ドを再サブミットしてください。

SQL0005N メッセージ・ファイル名が無効です。

説明: 前のメッセージ中に示された理由のために、指定
されたメッセージ・ファイル名を使用できません。

パッケージは作成されません。

ユーザーの処置: メッセージ・ファイル内のメッセージ
を参照してください。メッセージ・ファイルの名前をチ
ェックしてください。メッセージ・ファイルがある場合
にはその属性をチェックしてください。コマンドを再サ
ブミットしてください。

SQL0006N datetime format パラメーターが無効で
す。

説明: datetime format パラメーターの値が 0 から 3

の有効な範囲内にありません。

パッケージは作成されません。

ユーザーの処置: 有効な format パラメーターを指定し
て、コマンドを再サブミットしてください。

SQL0007N text の後の文字 character が無効です。

説明: 指定された character は、SQL ステートメント
では有効な文字ではありません。「text」フィールド
は、無効な文字の前にある 20 文字の SQL ステートメ
ントを示します。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 一部の
データ・ソースは、 character および text メッセージ・
トークンの適切な値を提供しません。この場合、
character および text は、 “<data source>:UNKNOWN”

の形式になります。これは、指定されたデータ・ソース
の実際の値が不明であることを示しています。
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ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 無効な文字を取り除くか、または有効
な文字で置き換えてください。

sqlcode: -7

sqlstate: 42601

SQL0008N ホスト変数宣言のトークン token が無効
です。

説明: ホスト変数宣言に構文の誤りがあります。 プリ
コンパイラーがホスト変数を識別できません。

ステートメントは処理できません。ステートメント (セ
ミコロンまで) で宣言されたすべてのホスト変数が受け
付けられません。

ユーザーの処置: ホスト変数宣言の構文を確認してくだ
さい。

SQL0009W プリコンパイル・オプションをオーバーラ
イドしようとしましたが、無視されまし
た。

説明: プリコンパイラー・オプションのオーバーライド
が試みられました。

オプションは無視されます。

ユーザーの処置: すべてのプリコンパイラー・オプショ
ンが正しく指定されていることを確認してください。

SQL0010N string で始まるストリング定数に、終わり
の区切り文字がありません。

説明: ステートメントに、string で始まるストリング定
数が入っていますが、正しく終了していません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメントを調べて、示されてい
るストリング定数にアポストロフィが抜けていないこと
を確認してください。

sqlcode: -10

sqlstate: 42603

SQL0011N コメントが終了していません。

説明: コメントが正しく終了していません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメントを調べて、示されてい
るコメントに区切り文字が抜けていないこと、または余
分な区切り文字がないことを確認してください。

SQL0012W 列 column で修飾のない相関が発生しまし
た。

説明: 示された列は SELECT ステートメント中にあり
ますが、明示的に修飾されておらず、外部の SELECT

ステートメントの FROM 節に指定されている表にあり
ます。 したがって、SELECT ステートメントの列に対
する参照は外部参照と見なされ、相関が発生します。

ステートメントは、相関が指定されたものとして処理さ
れました。

ユーザーの処置: 相関が必要であることを確認してくだ
さい。 外部参照を用いるときには、必ず明示的に修飾
してください。

sqlcode: +12

sqlstate: 01545

SQL0013N 空の区切り ID は無効です。

説明: プリコンパイル時に、空のストリングとして指定
された、カーソル名、ステートメント名、データベース
名、または許可 ID が見つかりました。これは有効では
ありません。 ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 有効なカーソル名、ステートメント
名、データベース名、または許可 ID を指定してくださ
い。

SQL0014N ソース・ファイル名が無効です。

説明: プリコンパイラーの呼び出しに指定したソース・
ファイル名に無効な文字が入っているか、またはソー
ス・ファイル名へのポインターが無効です。

パッケージは作成されませんでした。

ユーザーの処置: 正しいソース・ファイル名を使用して
ください。

SQL0015N ホスト変数のデータ・タイプ token-1 が無
効です。代わりに token-2 を使用してくだ
さい。

説明: WCHARTYPE CONVERT プリコンパイル・オプ
ションが有効な場合には、GRAPHIC ホスト変数はデー
タ・タイプ 'sqldbchar'ではなく、'wchar_t'で宣言されてい
なければなりません。

WCHARTYPE NOCONVERT プリコンパイル・オプシ
ョンが有効で (デフォルト) 、'wchar_t' がこのプラット
フォームに 4 バイト整数として定義されている場合に
は、GRAPHIC ホスト変数はデータ・タイプ 'wchar_t'で
はなく、'sqldbchar'で宣言されていなければなりません。

ユーザーの処置: ホスト変数の現行のデータ・タイプ

SQL0008N • SQL0015N
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を、メッセージに指定されたデータ・タイプと置き換え
てください。

SQL0017N SQL 関数またはメソッドに RETURN ス
テートメントを指定して、実行する必要が
あります。

説明: SQL 関数またはメソッドが RETURN ステート
メントを含んでいないか、あるいは関数またはメソッド
が RETURN ステートメントの実行を終了していません
でした。

ユーザーの処置: 関数またはメソッドが RETURN ステ
ートメントを実行していることを確認してください。

sqlcode: -17

sqlstate: 42632

SQL0020W ターゲット・データベースによってサポー
トされていないため、次のリストにある
BIND または PRECOMPILE コマンドの
パラメーターまたはパラメーター値は無視
されました: parameter-names-or-values。

説明: BIND コマンドを使用すると、プリコンパイラー
によって生成されたバインド・ファイルに保管されてい
る SQL ステートメントを準備し、データベース内にパ
ッケージを作成できます。PRECOMPILE コマンドを使
用すると、組み込み SQL ステートメントが入ったアプ
リケーション・プログラムのソース・ファイルを処理
し、データベース内にパッケージを作成できます。

この警告は次の状況の場合に返されます。

v PRECOMPILE コマンドか BIND コマンドで指定した
1 つ以上のパラメーターが、ターゲット・データベー
ス・サーバーでサポートされていません。

v PRECOMPILE コマンドか BIND コマンドで指定した
1 つ以上のパラメーターの指定値が、ターゲット・デ
ータベース・サーバーでサポートされていません。

ユーザーの処置: ターゲット・データベース・サーバー
でサポートされているパラメーターと値を指定して、
BIND コマンドか PRECOMPILE コマンドを再実行しま
す。

SQL0021W 無効なプリコンパイラー・オプション
option が無視されました。

説明: メッセージに示されたオプションは、有効なプリ
コンパイラー・オプションではありません。

オプションは無視されます。

ユーザーの処置: すべてのプリコンパイラー・オプショ
ンが正しく指定されていることを確認してください。

SQL0022W 重複するプリコンパイラー・オプション
option が無視されました。

説明: プリコンパイラー・オプション option が重複し
ています。

オプションは無視されます。

ユーザーの処置: すべてのプリコンパイラー・オプショ
ンが 1 回だけ指定されていることを確認してくださ
い。

SQL0023N データベース名が無効です。

説明: 指定されたデータベース名は、有効な名前ではあ
りません。

プリコンパイルは終了します。

ユーザーの処置: データベース名のつづりが正しく、短
ID の規則にしたがっていることを確認してください。

SQL0024N データベース名が指定されませんでした。

説明: プリコンパイル時にデータベース名が指定されて
いませんでした。

プリコンパイルは終了します。

ユーザーの処置: データベース名を指定してください。

SQL0025W バインドまたはプリコンパイルが、警告付
きで完了しました。

説明: バインドまたはプリコンパイルは成功しました
が、警告が出されました。パッケージとバインド・ファ
イルのいずれか、または両方が、コマンドで要求された
通りに作成されました。

ユーザーの処置: メッセージ・ファイル内のメッセージ
を参照してください。必要に応じて、問題を訂正してコ
マンドを再サブミットしてください。

SQL0026N パスワードが無効です。

説明: 指定されたパスワードは、有効なパスワードでは
ありません。

プリコンパイルは終了します。

ユーザーの処置: 指定したパスワードが、パスワードの
規則にしたがっていることを確認してください。

SQL0028C バインド・ファイルのリリース番号が無効
です。

説明: バインド・ファイルのリリース番号が、インスト
ールされているバージョンのデータベース・マネージャ
ーのリリース番号と互換ではありません。

SQL0017N
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このバインド・ファイルは、現行バージョンのデータベ
ース・マネージャーでは使用できません。コマンドは処
理されません。

ユーザーの処置: 可能であれば、現在のデータベース・
マネージャーを使用して、プリコンパイル処理を繰り返
してください。または、互換リリース・レベルのデータ
ベース・マネージャーで作成されたバインド・ファイル
のみを使用してください。

SQL0029N INTO 節が必要です。

説明: アプリケーション・プログラムに組み込まれてい
る非カーソル SELECT または VALUES ステートメン
トには、ステートメントの結果を入れる場所を指示する
ための INTO 節が必要です。 動的 SELECT ステート
メントには、INTO 節を使用できません。

ユーザーの処置: INTO 節を SELECT または VALUES

ステートメントに追加して、もう一度アプリケーショ
ン・プログラムをプリコンパイルしてください。

sqlcode: -29

sqlstate: 42601

SQL0030N ソース・ファイル名が指定されませんでし
た。

説明: プリコンパイル時にソース・ファイル名が指定さ
れていませんでした。

プリコンパイルは終了します。

ユーザーの処置: ソース・ファイル名を指定してくださ
い。

SQL0031C ファイル name がオープンできませんで
した。

説明: ファイル name が指定されていますが、オープ
ンできませんでした。

プリコンパイルは終了します。

ユーザーの処置: 示されたファイル名が正しく、ファイ
ル・システム内に存在し、ファイル許可が正しいことを
確認してください。

サンプル・データベースをインストールしている場合
は、それをドロップしてサンプル・データベースを再イ
ンストールしてください。エラーが続く場合は、データ
ベース・マネージャーを再インストールした後に、サン
プル・データベースをインストールしてください。

SQL0032C ファイル name が使用できません。

説明: ファイル name の読み取りまたは書き込み中
に、エラーが起きました。

プリコンパイルは終了します。

ユーザーの処置: もう一度プリコンパイルしてくださ
い。

SQL0033N name は、有効なバインド・ファイルでは
ありません。

説明: 示されたバインド・ファイル name が、有効な
バインド・ファイルではありません。

バインドは終了します。

ユーザーの処置: 正しいファイル名が指定されているこ
とを確認してください。

SQL0034N バインド・ファイル名が指定されませんで
した。

説明: バインド時にバインド・ファイル名が指定されて
いませんでした。

バインドは終了します。

ユーザーの処置: バインド・ファイル名を指定してくだ
さい。

SQL0035N ファイル name がオープンできません。

説明: メッセージ・ファイル name がオープンできま
せんでした。

バインドまたはプリコンパイルは終了しました。

ユーザーの処置: システムがそのファイルにアクセスで
きることを確認してください。

SQL0036N ファイル名 name の構文が無効です。

説明: ファイルがプリコンパイラーへの入力の場合は、
使用する言語に対する正しい拡張子を持っている必要が
あります。ファイルがバインド・プログラムへの入力の
場合は、拡張子 .bnd を持っている必要があります。 ま
た、プラットフォームの最大長を超える完全に解決され
たファイル名も、このエラーの原因となります。

プリコンパイルまたはバインドは終了します。

ユーザーの処置: 示されたファイル名が正しいことを確
認してください。

SQL0029N
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SQL0037W メッセージ・ファイル name の構文が無
効です。

説明: メッセージ・ファイル名 name は、この関数に
対して構文的に正しくありません。

システムは出力を標準出力装置に切り替えます。

ユーザーの処置: 示されたファイル名が正しいことを確
認してください。

SQL0038W BIND オプション SQLERROR

CONTINUE は、この DB2 提供リスト・
ファイルを DB2/MVS、SQL/DS、または
OS/400 とバインドする時に必要となるた
めに、アクティブ化されています。

説明: 次の DB2 提供リスト・ファイルをバインドする
時には、SQLERROR CONTINUE BIND オプションが必
要です。

v ddcsmvs.lst

v ddcsvm.lst

v ddcsvse.lst

v ddcs400.lst

このオプションは、バインド・ファイルに SQL ステー
トメントがある場合にも、これを無効と見なすために、
DRDA サーバーにパッケージの作成を指示します。 す
べての DRDA サーバーが DB2 提供リスト・ファイル
に入っているすべての SQL ステートメントをサポート
していないので、リスト・ファイルのすべてのバイン
ド・ファイルに対してパッケージが作成されるように保
証するためには、SQLERROR CONTINUE BIND オプシ
ョンを使用しなければなりません。

ユーザーの処置: 応答は必要ありません。必要な BIND

オプション SQLERROR CONTINUE が指定されていま
す。 今後、この警告の受信を回避するためには、
SQLERROR CONTINUE BIND オプションを指定してく
ださい。

SQL0039N バインド・ファイルが無効なため、バイン
ド・プログラムが処理を完了できませんで
した。

説明: バインド・プログラムがバインド・ファイルを処
理できませんでした。バインド・ファイルの内容が偶発
的に変更されたため、そのバインド・ファイルは無効と
なっている可能性があります。

バインド・ファイルは処理されません。

ユーザーの処置: 可能であれば、新しいバインド・ファ
イルを作成するために、プリコンパイル処理を繰り返し

てください。または、バインド・ファイルの新しいコピ
ーを取得してください。

SQL0040N リスト name の 1 つ以上のバインド・フ
ァイルでエラーが発生しました。次のファ
イルはバインドされていません: list。

説明: メッセージ・ファイル内の前のメッセージに示さ
れた理由のため、1 つ以上のバインド・ファイルがバイ
ンドされませんでした。バインドされなかったファイル
のリストは 1 から始まる数字で構成されており、その
数字はリスト・ファイル内のバインドされなかったファ
イルの相対位置を示します。 name には、リスト・ファ
イルのパス情報が入っていません。

メッセージには、エラーがあった最初の 20 個のバイン
ド・ファイルしかリストされません。 20 より多いバイ
ンド・ファイルにエラーがあった場合は、リストの最後
のバインド・ファイル名の後に、省略符号 (...) が挿入
されます。

作成されなかったパッケージがあります。

ユーザーの処置: メッセージ・ファイル内のメッセージ
を参照してください。リスト・ファイルをチェックし
て、有効な名前が入っていることを確認してください。
コマンドを再サブミットしてください。

SQL0041N 致命的エラーが発生して処理が終了された
ため、リスト name のファイル番号
number に続くファイルでは、バインドが
試行されませんでした。

説明: バインド処理中の一部のエラーは致命的なエラー
(すなわち、システム・エラーまたはメモリー・エラー)

と考えられます。リスト・ファイルのファイルの処理中
にこれらのエラーの 1 つが発生した場合には、処理は
終了されます。リスト・ファイルの残りのファイルをバ
インドする試みは行われません。

リスト内で指定されたバインド・ファイルをバインド中
に、このようなエラーが発生しました。バインド・ファ
イルの識別に使用される数字が、リスト・ファイルのフ
ァイルの相対位置を示していることに注意してくださ
い。

ユーザーの処置: 発生したエラーを解決するためには、
これに伴って出されたその他のメッセージを参照してく
ださい。コマンドを再サブミットしてください。

SQL0051N 単一プログラムのすべての SQL ステー
トメントを保留するために必要なスペース
が、最大許可値を超えています。

説明: プログラムに必要なすべての SQL ステートメン
トに必要なスペースが、SYSIBM.SYSPLAN の列
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SECT_INFO に適合しません。

プリコンパイルは終了します。

ユーザーの処置: プログラムを単純にするか、個別の小
さいプログラムに分割するか、またはその両方を行って
ください。

SQL0053W プログラムに SQL ステートメントがあ
りません。

説明: 指定されたソース・ファイルには、SQL ステー
トメントが入っていません。

バインドの場合には、空のパッケージが作成されます。

ユーザーの処置: プリコンパイルまたはバインド中のプ
ログラムが正しいことを確認してください。

SQL0055N ソース入力ファイルが空です。

説明: プログラム・ソース入力ファイルに、データが入
っていません。

プリコンパイルは終了します。

ユーザーの処置: 正しい入力ファイルが指定されている
ことを確認してください。

SQL0056N ネストされたコンパウンド・ステートメン
トに SQLSTATE または SQLCODE 変
数宣言があります。

説明: SQLSTATE または SQLCODE 変数宣言が、SQL

ルーチンで最外部のコンパウンド・ステートメントでは
なく、ネストされたコンパウンド・ステートメントにあ
ります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: SQLSTATE および SQLCODE 変数
は、SQL ルーチンで最外部のコンパウンド・ステート
メントでのみ宣言してください。

sqlcode: -56

sqlstate: 42630

SQL0057N SQL 関数またはメソッド内の RETURN

ステートメントには、戻り値が含まれてい
なければなりません。

説明: 返す値の指定なしで、RETURN ステートメント
が SQL 関数またはメソッドに指定されています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: RETURN ステートメントに値を指定
してください。

sqlcode: -57

sqlstate: 42631

SQL0058N SQL プロシージャーにある RETURN ス
テートメントのデータ・タイプは
INTEGER でなければなりません。

説明: INTEGER データ・タイプではない値または式
で、RETURN ステートメントが SQL プロシージャー
に指定されています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: INTEGER のデータ・タイプを持つ
RETURN ステートメントで値を指定してください。

sqlcode: -58

sqlstate: 428F2

SQL0060W name プリコンパイラーが処理中です。

説明: このメッセージは、プリコンパイラーの処理開始
時に、標準出力装置に書き込まれます。 トークン name

は、呼び出された特定言語のプリコンパイラーを示しま
す。

処理を続行します。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL0061W バインド・プログラムが処理中です。

説明: このメッセージは、バインド・プログラムの処理
開始時に、標準出力装置に書き込まれます。

処理を続行します。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL0062W ファイル name の INCLUDE 開始中で
す。

説明: INCLUDE ステートメントが指定されています。
現在、プリコンパイラーは INCLUDE ファイルを処理
しています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL0063W ファイル name の INCLUDE が完了しま
した。

説明: プリコンパイラーが INCLUDE ファイルの処理
を完了しました。 INCLUDE ステートメントを含んで
いるファイルの処理が再開されます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL0053W
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SQL0064N ファイル name が直接または間接的に、
自己 INCLUDE しています。

説明: 循環 INCLUDE が指定されています。 プリコン
パイラー入力ファイルはそのファイル自体を INCLUDE

することはできず、そのファイルを INCLUDE するフ
ァイルに INCLUDE されることもできません。

示されたファイルは INCLUDE されません。

ユーザーの処置: INCLUDE ファイルのネストをチェッ
クして、循環を取り除いてください。

SQL0065N ホスト変数宣言内で、予期しない行の終わ
りに達しました。

説明: ホスト変数宣言に構文の誤りがあります。 宣言
が完了する前に、行の終わりが見つかりました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ホスト変数宣言の構文を確認してくだ
さい。

SQL0078N ルーチン routine-name にパラメーターを
指定しなければなりません。

説明: ルーチン routine-name では、すべてのパラメー
ターについてパラメーター名が指定されていません。
ルーチンが LANGUAGE SQL または SQLMACRO で
定義されている場合、定義済みパラメーターごとにパラ
メーター名が必要です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 定義済みパラメーターすべてがパラメ
ーター名を持っていることを確認してください。

sqlcode: -78

sqlstate: 42629

SQL0079N 宣言されたグローバル一時表または索引
name のスキーマ名は、schema-name では
なく、SESSION でなければなりません。

説明: 宣言された一時表、または宣言されたグローバル
一時表の索引のスキーマ名 name は、SESSION でなけ
ればなりません。 このステートメントは、宣言された
グローバル一時表または宣言されたグローバル一時表の
索引の明示的スキーマ名 schema-name を指定していま
す。 これは許可されません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法でステートメン
トを変更してください。

v スキーマ名を SESSION に変更する

v スキーマ名を除去し、DB2 にデフォルト値 SESSION

を使用させる

sqlcode: -79

sqlstate: 428EK

SQL0081N プリコンパイル / バインド中に、
SQLCODE sqlcode が返されました。

説明: プログラムのプリコンパイル中またはバインド中
に、予期しない SQLCODE sqlcode がデータベース・マ
ネージャーから返されました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: SQLCODE を調べて問題を判別し、
適切なアクションを取ってください。

SQL0082C エラーが発生したため、処理は終了しまし
た。

説明: 前に発生した非 SQL エラーのために、処理が終
了しました。

プリコンパイル / バインド / 再バインドは終了しま
す。パッケージは作成されませんでした。

ユーザーの処置: 前のエラーの原因を訂正して、もう一
度やり直してください。

SQL0083C メモリーの割り振りエラーが発生しまし
た。

説明: 処理を実行するために必要なメモリーが足りなく
なりました。

ユーザーの処置: 可能な解決方法は、以下のとおりで
す。

v システムに十分な実メモリーおよび仮想メモリーがあ
ることを確認してください。

v バックグラウンド処理を除去してください。

提案されたソリューションの試行後もこのメッセージを
受け取る場合は、 IBM お客様サポートに連絡してくだ
さい。

SQL0084N EXECUTE IMMEDIATE ステートメント
に、SELECT または VALUES ステート
メントが含まれています。

説明: SELECT または VALUES ステートメントが
EXECUTE IMMEDIATE ステートメントで使用されてい
ます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 暗黙関数はサポートされていません。
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SELECT または VALUES ステートメントを準備してく
ださい。その後に、OPEN、FETCH、および CLOSE を
使用してください。

sqlcode: -84

sqlstate: 42612

SQL0085N ステートメント名 name は、すでに定義
されています。

説明: 今回の DECLARE ステートメント内で指定され
たステートメント名は、前回の DECLARE ステートメ
ントですでに使用されています。

今回の DECLARE ステートメントは処理できません。
前回の DECLARE ステートメントの指定が、現在も有
効です。

ユーザーの処置: 今回のステートメントには、別の名前
を使用してください。

SQL0086C メモリーの割り振りエラーが発生しまし
た。

説明: 処理を実行するために必要なメモリーが足りなく
なりました。

ユーザーの処置: 可能な解決方法は、以下のとおりで
す。

v システムに十分なメモリーがあることを確認してくだ
さい。

v バックグラウンド処理を除去してください。

SQL0087N NULL 値が、許可されないコンテキスト
に指定されました。

説明: 変数が NULL 値であってはならないコンテキス
トで使用されています。例えば、カーソル変数は OPEN

または FETCH ステートメントで使用できますが、カー
ソル変数の値は NULL 値であってはなりません。 ステ
ートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 変数の値が、NULL 値を許可しない
コンテキストで NULL でないことを確認し、要求を再
試行してください。

sqlcode: -87

sqlstate: 22004

SQL0088N ホスト変数 name が未確定です。

説明: ホスト変数 name を一意的に識別できません。
同じ修飾を持つ複数のホスト変数が検出される可能性が
あります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ホスト変数の修飾を増やすか、または
すでに完全に修飾されたものが存在している場合は、名
前変更してください。

SQL0089N エラーが 100 個に達したので、処理が終
了しました。

説明: エラーが 100 個に達したので、プリコンパイラ
ーまたはバインド・プログラムが処理を終了します。

ユーザーの処置: メッセージ・ログに示されているエラ
ーを修正して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL0091W プリコンパイルまたはバインドが、
number-1 エラーと number-2 警告で終了
しました。

説明: プリコンパイルまたはバインドが、上記の番号の
警告とエラーで終了しました。

プリコンパイルまたはバインドは終了します。

ユーザーの処置: 警告またはエラーが発生した場合は、
必要に応じてプログラムを修正し、プリコンパイルまた
はバインドを再試行してください。

SQL0092N 前のエラーにより、パッケージが作成され
ませんでした。

説明: 前のエラーのために、パッケージが作成されませ
んでした。

ユーザーの処置: エラーを修正して、プリコンパイルま
たはバインドを再試行してください。

SQL0093N EXEC SQL のステートメント終止符の前
に、入力ファイルの終わりを検出しまし
た。

説明: SQL ステートメントの処理中、そのステートメ
ントが終了する前にソースが終了しました。

プリコンパイルは終了します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントが正しく終了し
ていることを確認してください。

SQL0094N ユーザーの割り込み要求で、バインドが終
了しました。

説明: 割り込み要求 (ユーザーが割り込みキーを押した
可能性があります) のために、バインドが終了しまし
た。

処理は終了します。パッケージは作成されません。

ユーザーの処置: 必要な場合には、もう一度バインドの
サブミットを行ってください。

SQL0085N • SQL0094N
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サンプル・データベースをインストールしている場合
は、それをドロップしてサンプル・データベースを再イ
ンストールしてください。

SQL0095N 前のエラーにより、バインド・ファイルが
作成されませんでした。

説明: 前のエラーのために、バインド・ファイルが作成
されませんでした。

バインド・ファイルは作成されません。

ユーザーの処置: エラーを訂正して、プリコンパイルを
再試行してください。

SQL0097N LONG VARCHAR または LONG

VARGRAPHIC データ・タイプの変数ま
たはパラメーターは、 SQL ルーチンで
はサポートされていません。

説明: SQL ルーチン (プロシージャー、関数、または
方式) は、LONG VARCHAR または LONG

VARGRAPHIC データ・タイプの変数またはパラメータ
ーをサポートしていません。

ユーザーの処置: LONG VARCHAR または LONG

VARGRAPHIC データ・タイプの変数またはパラメータ
ーを SQL ルーチンで使用しないでください。 LONG

VARCHAR の場合は、明示的な長さを持つ VARCHAR

を使用してください。 LONG VARGRAPHIC の場合
は、明示的な長さを持つ VARGRAPHIC を使用してく
ださい。

sqlcode: -97

sqlstate: 42601

SQL0100W FETCH、UPDATE または DELETE の
対象となる行がないか、または照会の結果
が空の表です。

説明: 以下に示す条件の 1 つが成立しています。

v UPDATE または DELETE ステートメントに指定され
た検索条件を満たす行が見つかりません。

v SELECT ステートメントの結果が空の表でした。

v 結果表の最後の行の後ろにカーソルを位置付けたとき
に、FETCH ステートメントが実行されました。

v INSERT ステートメントで使用された SELECT の結
果が空です。

データの検索、更新、または削除は実行されませんでし
た。

ユーザーの処置: アクションは不要です。処理の続行は
可能です。

sqlcode: +100

sqlstate: 02000

SQL0101N メモリー限度、SQL 限度、またはデータ
ベース限度などの制限に達したため、ステ
ートメントが処理されませんでした。

説明: このメッセージは、メモリー限度、SQL 限度、
またはデータベース限度などの制限を上回る SQL ステ
ートメントの作成または実行が試行されたときに返され
ることがあります。このコンテキストにおける「メモリ
ー限度」の例を以下に示します。

v ステートメント・ヒープ (STMTHEAP)

v アプリケーション・ヒープ (APPLHEAPSZ)

v アプリケーション・メモリー (APPL_MEMORY)

v インスタンス・メモリー (INSTANCE_MEMORY)

v その他のプロセスまたはシステム・メモリー限度

例えば、以下の理由でこのメッセージが返されることが
あります。

v ステートメント・ヒープが、ステートメントをコンパ
イルするのに十分な大きさではない。(ステートメン
ト・ヒープは、SQL ステートメントまたは XQuery

ステートメントのコンパイル時に、ワークスペースと
して SQL コンパイラーまたは XQuery コンパイラー
によって使用されます。)

v アプリケーション要求を処理するのに十分なアプリケ
ーション・メモリーがない。

v ステートメントが、パックされた記述の作成または変
更を行うものである場合に、新しくパックされた記述
が、システム・カタログの対応する列に対して長すぎ
る可能性がある。

このメッセージは、複雑すぎてコンパイル不可能な
SQL ステートメントの実行が試みられた場合にも返さ
れることがあります。例えば、ステートメントが複雑に
なる要因には以下のものがあります。

v 制約 (表チェック制約や外部キー制約など)

v トリガー

v 行アクセス制御および列アクセス制御

フェデレーテッド環境:

フェデレーテッド環境では、このメッセージ
は、フェデレーテッド・サーバーまたはフェデ
レーテッド・データ・ソースのいずれかの制限
をステートメントが超えた場合に返されること
があります。

コード・ページ変換:

SQL0095N • SQL0101N
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2 つの異なるコード・ページ間で文字データが
変換される場合、変換の結果得られるデータが
制限を超えていると、(元のデータは制限を超え
ていなかったとしても) このメッセージが返さ
れることがあります。

ユーザーの処置: 以下に示す 1 つ以上の処置を講じ
て、このエラーに対応してください。

v stmtheap データベース構成パラメーターを使用してス
テートメント・ヒープのサイズを引き上げるか、また
は stmtheap パラメーターを AUTOMATIC に設定し
てステートメント・ヒープが自動的に引き上げられる
ようにします。

v appl_memory データベース構成パラメーターを
AUTOMATIC に設定することで、アプリケーション
要求に割り振るメモリー量が自動的に引き上げられる
ようにします。

v ステートメントをより短い、またはより簡単な SQL

ステートメントに分割します。

v 以下に示す種類の変更を 1 つ以上行って、ステート
メントの複雑度を低下させます。

– ステートメントに関わる制約 (表チェック制約や外
部キー制約など) の数を減らします。

– ステートメントのトリガーの数を減らします。

– ステートメントに関わる行アクセス制御または列ア
クセス制御の数を減らします。

フェデレーテッド環境:

1. フェデレーテッド・データ・ソースによっ
てエラーが返されているのか、それともフ
ェデレーテッド・サーバーによってエラー
が返されているのかを判別します。

2. 前述の一般的な処置を 1 つ以上講じます。
例えば:

v フェデレーテッド・サーバーによってエ
ラーが返されている場合は、stmtheap デ
ータベース構成パラメーターを使用して
ステートメント・ヒープのサイズを引き
上げるか、または stmtheap パラメーター
を AUTOMATIC に設定します。

v ステートメントの複雑度を低下させま
す。

sqlcode: -101

sqlstate: 54001

SQL0102N string で始まるストリング定数が長すぎま
す。

説明: 以下のいずれかが発生しました。

v COMMENT ON ステートメントのコメントが 254 バ
イトより大きくなっています。

v SQL CONNECT ステートメントに指定されるアプリ
ケーション・サーバー名が、 18 バイトより大きくな
っています。

v string で始まるストリング定数の長さが 32672 バイ
トを超えています。 32672 バイトを超える長さを持
つ文字ストリング、または 16336 文字を超える長さ
を持つ GRAPHIC ストリングは、ホスト変数からの
割り当てを通じてのみ指定することができます。
DB2 ファミリーの他のサーバーが、文字ストリング
に対して別のサイズ制限を指定している可能性があり
ます。詳細については、該当する DB2 製品のマニュ
アルをご覧ください。

v XQuery 式において string で始まるストリング・リテ
ラルの長さが 32672 バイトを超えています。限度は
UTF-8 でエンコードされているストリング・リテラル
で決定されます。長さが 32672 バイトを超えるスト
リングは、データにアクセスする XQuery 関数を使用
して、あるいは XMLQUERY、XMLEXISTS、または
XMLTABLE のような SQL/XML 関数を使用して値
が割り当てられる XQuery 変数を使用してのみ、デー
タベースにある XML 値を使用して XQuery 式に指
定できます。

v フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: デー
タ・ソース特有の制限がパススルー・セッションで超
えないようにしてください。たとえば、パススルー・
セッションで DB2 for OS/390 に送信されるステート
メントに 254 バイト以上の文字リテラルが含まれて
いると、上記のエラーが発生します。

v INGEST コマンドのジョブ ID ストリングが 128 バ
イトを超えています。

v INGEST コマンドのフィールド定義における日付、時
刻、またはタイム・スタンプの形式のストリングが、
最大長を超えています。日付形式ストリングの最大長
は 10 バイトです。時刻形式ストリングの最大長は 8

バイトです。タイム・スタンプ形式ストリングの最大
長は 32 バイトです。

これは、データ変換が行われて、その結果のストリング
が長すぎる状態になる可能性があります。アプリケーシ
ョンと、異なったコード・ページのもとで実行されるデ
ータベースとの間の接続において、ストリング定数は、
アプリケーション・コード・ページからデータベース・
コード・ページに変換されます。特定の状況 (データベ
ースが EUC コード・ページで作成された時など) で
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は、 GRAPHIC ストリング定数は、データベース・コ
ード・ページから UCS-2 (UNICODE) エンコードにさ
らに変換される場合があります。これは、入力ストリン
グより長い結果のストリングをもつ可能性があることを
意味します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 表のコメントまたは列のコメントの場
合は、コメントのサイズを短くしてください。 SQL

CONNECT ステートメントの場合は、アプリケーショ
ン・サーバー名の長さを減らしてください。ストリング
定数の場合、要求された関数は対話式には使用できませ
ん。アプリケーション・プログラムに組み込まれている
CONNECT SQL ステートメント以外でエラーが発生し
た場合は、ホスト変数に長ストリングを割り当てて、
SQL ステートメントのストリング・リテラルとその変
数を置き換えてください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: パスス
ルー・セッションの場合、どのデータ・ソースがエラー
の原因かを判別してください。データ・ソースでどの特
定限度を超えたのか判別するために SQL ダイアレクト
を調べ、失敗したステートメントを必要に応じて調整し
てください。

INGEST ユーティリティーのユーザー: 129 バイトより
小さい取り込みジョブ ID を指定するか、または最大長
以下の形式ストリングを指定してください。

sqlcode: -102

sqlstate: 54002

SQL0103N 数値リテラル literal が無効です。

説明: 示された literal は数字で始まっていますが、有
効な整数、10 進数、または浮動小数リテラルではあり
ません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: パスス
ルー・セッションで、データ・ソースに特定のリテラル
表記エラーが生じました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 無効な数値リテラルを訂正してくださ
い。フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: エ
ラーがパススルー・セッションで生じた場合、どのデー
タ・ソースがエラーの原因かを判別してください。デー
タ・ソースでどのリテラル表示規則が違反しているのか
判別するために SQL ダイアレクトを調べ、失敗したス
テートメントを必要に応じて調整してください。

sqlcode: -103

sqlstate: 42604

SQL0104N text に続いて予期しないトークン token

が見つかりました。予期されたトークンに
token-list が含まれている可能性がありま
す。

説明: SQL ステートメントまたは
SYSPROC.ADMIN_CMD プロシージャーの入力コマン
ド・ストリングの構文エラーが、テキスト text の後の
示されたトークンに見つかりました。「text」フィール
ドは、無効なトークンの前にある 20 文字の SQL ステ
ートメントまたは SYSPROC.ADMIN_CMD プロシージ
ャーの入力コマンド・ストリングを示しています。

解決の手掛かりとして、token-list として、SQLCA の
「SQLERRM」フィールドに有効なトークンの一部のリ
ストが提供されます。このリストは、その時点までのス
テートメントが正しいと想定しています。

このメッセージが返されるのは、コマンド・モードでテ
キストがコマンド行プロセッサー (CLP) に渡されたも
のの、単一引用符や二重引用符など、オペレーティン
グ・システム・シェルによって解釈される特殊文字が、
エスケープ文字によって識別されずにテキストに含まれ
ている場合です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で、このエラー
に対応します。

v 示されたトークンの領域内のステートメントを調べ
て、修正してください。

v コマンド・モードで CLP を使用しており、コマンド
内に引用符などの何らかの特殊文字が含まれている場
合には、円記号 (¥) などのエスケープ文字を使用し
て、オペレーティング・システム・シェルがそれらの
特殊文字に対して特別なアクションをとらないように
します。また、対話モードまたはバッチ・モードで
CLP を使用してステートメントを発行することによ
り、オペレーティング・システム・シェルによる特殊
文字の処理を避けることもできます。

sqlcode: -104

sqlstate: 42601

SQL0105N string で始まるストリング定数が無効で
す。

説明: ステートメントに、string で始まる無効なストリ
ング定数が入っています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 正しいフォーマットのストリング定数
を指定してください。 GRAPHIC ストリング、対の区
切り文字、およびストリング内の文字が偶数バイトであ
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ることをチェックしてください。

sqlcode: -105

sqlstate: 42604

SQL0106N SQL ステートメントは正しく開始されて
いますが、不完全です。

説明: SQL ステートメントは、入力が検出されなくな
る点までは正しいものでした。これは、リテラルが正し
く終わっていないことが原因である可能性があります。
ストリング・リテラルには終わりの引用符が必要です。

この SQL ステートメントの処理が終了しました。

ユーザーの処置: 関数を完成するために必要なパーツの
すべてをステートメントが持っているか、またすべての
節が完了しているかを調べてください。

PL/I の場合: SQL ステートメントがセミコロンの前で
終わっているかを確認してください。アセンブラーの場
合: 継続規則に正しく従っているかを確認してくださ
い。 (ブランク以外の文字が 72 列目になければなら
ず、継続行は 16 列目以降から開始されていなければな
りません。)

COBOL の場合: SQL ステートメントが END-EXEC の
前で終わっているかを確認してください。

sqlcode: -106

sqlstate: 42601, 42603

SQL0107N 名前 name が長すぎます。 最大長は
length です。

説明: name として戻された名前が長すぎます。 この
タイプの名前に許される最大の長さ (バイト数) は、
length で示されています。エスケープ文字が存在する場
合、このバイト数には含まれません。

フェデレーテッド・システムのユーザーの場合: パスス
ルー・セッションでは、データ・ソースに特定の限度を
超過していることがあります。

ステートメントは処理できません。

注: 異なったコード・ページのもとで実行されるアプリ
ケーションおよびデータベースに対して文字データ変換
が実行された場合には、変換の結果の長さが限界を超え
たためにこのエラーが戻されることがあります。

ユーザーの処置: より短い名を使用するか、またはオブ
ジェクト名のつづりを訂正してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: パスス
ルー・セッションの場合、どのデータ・ソースがエラー
の原因かを判別してください。データ・ソースでどの特
定限度を超えたのか判別するために SQL ダイアレクト

を調べ、失敗したステートメントを必要に応じて調整し
てください。

sqlcode: -107

sqlstate: 42622, 10901

SQL0108N 名前 name の修飾子の数が正しくありま
せん。

説明: 名前 name の修飾が正しくありません。

このコンテキストでは、name という名前のオブジェク
トは、修飾子を 1 つしか持てません。

修飾子付きか修飾子なしの表名、または相関名で、列名
は修飾されます。場合によっては、列名には表名修飾子
が必要になります。

ALTER MODULE ステートメント・アクションのモジ
ュール・オブジェクトの ID は、非修飾の 1 部構成の
名前でなければなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: オブジェクトの名前が正しく修飾され
ていることを確認してください。

sqlcode: -108

sqlstate: 42601

SQL0109N clause 節は使用できません。

説明: 示された節は、SQL ステートメントまたはコマ
ンド内では使用できません。

v 副照会、INSERT ステートメント、または CREATE

VIEW ステートメントには、INTO、 ORDER BY、
または FOR UPDATE 節を指定できません。

v 組み込み SELECT ステートメントには、ORDER BY

または FOR UPDATE 節を指定できません。

v 組み込み SELECT ステートメントには、副照会内を
除いて、セット演算子を使用できません。

v カーソル宣言で使用される SELECT または VALUES

ステートメントには、INTO 節を指定できません。

v RAISE_ERROR 関数は、CAST 指定でいくつかのデ
ータ・タイプにキャストされている場合にのみ、選択
リスト項目として使用できます。

v USE AND KEEP 節は、以下の照会で使用することは
できません。

– INHERIT ISOLATION LEVEL WITH LOCK

REQUEST 節を指定して作成されたのではない
SQL 関数または SQL メソッドを呼び出す照会

– トリガーを呼び出す可能性のある照会

– 親または子表を変更し、参照整合性検査を必要とす
る照会
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– マテリアライズ照会表の増分メンテナンスを必要と
する照会

v INITIALSIZE 節はシステム管理スペース (SMS) また
はデータベース管理スペース (DMS) の表スペースで
無効です。

v AUTORESIZE、INCREASESIZE、および MAXSIZE

節は、ロー・デバイス・コンテナーを使用するように
定義されているシステム管理スペース (SMS) 表スペ
ースまたはデータベース管理スペース (DMS)の表ス
ペースで無効です。

v AUTORESIZE、INITIALSIZE、INCREASESIZE、およ
び MAXSIZE 節は、自動ストレージを使用して作成
される TEMPORARY 表スペースで無効です。

v INCREASESIZE および MAXSIZE 節は、自動サイズ
変更が可能になっていない表スペースで無効です。

v 自動サイズ変更が可能になっている表スペースに、
ADD、ADD TO STRIPE SET、および BEGIN NEW

STRIPE SET 節を使用してロー・デバイス・コンテナ
ーを追加することはできません。

v フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: パス
スルー・セッションの場合、データ・ソース特有の制
約事項に違反している可能性があります。

v 非パーティション表での索引の作成時に、CREATE

INDEX ステートメントに PARTITIONED または
NOT PARTITIONED キーワードを指定することはで
きません。

v 作成済み一時表または宣言済み一時表の索引を作成す
る際には、CREATE INDEX ステートメントで表スペ
ース名を指定することはできません。

v REBALANCE 節は、REGULAR および LARGE 自動
ストレージ表に対してのみ使用できます。

v CREATE TABLE、CREATE VIEW、または ALTER

TABLE ステートメントには、分離節またはロック節
を指定することはできません。

v 分離節またはロック節は、以下のような副選択では指
定できません。

– トリガーを呼び出す。

– 参照整合性チェックを行う。

– MQT の保守を行う。

v ロック節は、INHERIT ISOLATION LEVEL WITH

LOCK REQUEST 節で宣言されていない SQL 関数を
参照する副選択内では指定できません。

v 分離節またはロック節は、両方向スクロール・カーソ
ル内の副選択の一部としては指定できません。

v 副選択分離またはロック要求節は、共通表式で競合分
離またはロック・インテントを引き起こす可能性のあ
るコンテキストでは指定できません。

v 副選択分離またはロック要求節は、XML コンテキス
トには指定できません。

v WITH RETURN と宣言されたカーソルは、動的に準
備されるコンパウンド SQL (コンパイル) ステートメ
ント内で TO CALLER を指定できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 節を取り除いて、SQL ステートメン
トまたはコマンドを修正してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: パスス
ルー・セッションの場合、どのデータ・ソースがエラー
の原因かを判別してください。どの特定制約事項を違反
したのか判別するためにそのデータ・ソースの SQL ダ
イアレクトを調べ、失敗したステートメントを必要に応
じて調整してください。

sqlcode: -109

sqlstate: 42601

SQL0110N string は無効な 16 進定数です。

説明: 16 進定数 string が無効です。問題は以下のいず
れかです。

v 無効な 16 進数が指定されています。 '0 から 9'、'A

から F'、および 'a から f' のみが使用できます。

v 偶数でない 16 進数が指定されています。

v 8000 を超える 16 進数が指定されています。

ユーザーの処置: 定数を訂正して、もう一度ステートメ
ントのサブミットを行ってください。

sqlcode: -110

sqlstate: 42606

SQL0111N 列関数 name に、列名が指定されていま
せん。

説明: 列関数 name (AVG、MIN、 MAX、SUM、また
は COUNT(DISTINCT)) が指定されましたが、オペラン
ドに列名が含まれていないため無効です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 列名を、列関数に対するオペランドで
ある式に指定してください。

注: このエラーは、バージョン 2 以前の DB2 のリリー
スにのみ適用されます。

sqlcode: -111

sqlstate: 42901

SQL0110N
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SQL0112N 列関数 name のオペランドに、列関数、
スカラー全選択、または副照会が含まれて
います。

説明: 列関数のオペランドは、以下を含むことはできま
せん。

v 列関数

v スカラー全選択

v 副照会

v XMLQUERY または XMLEXISTS 式。ただし、
XMLAGG 列関数のオペランドとして使用する場合を
除く。

SELECT リストでは、算術演算子のオペランドは
DISTINCT キーワードの入った列関数で使用できませ
ん。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 列関数の使用を訂正して無効な式を取
り除き、もう一度やり直してください。

sqlcode: -112

sqlstate: 42607

SQL0113N identifier が許可されていない文字を含ん
でいるか、または文字を含んでいません。

説明: SQL 変数名、パラメーター名、セキュリティ
ー・ラベル・コンポーネント・エレメント、または条件
名 identifier に無効文字が入っています。

SQL 変数名、パラメーター名、および条件名の場合、
許可されているのは、SQL の通常の ID として有効な
文字だけです。 ID が区切られているため、大文字への
変換が行われず、大文字と小文字がお互いに異なるもの
として扱われることに注意してください。

セキュリティー・ラベル・コンポーネント・エレメント
の場合、許可されているのはエレメント値として有効な
文字だけです。

ユーザーの処置: ID を訂正して、ステートメントを再
サブミットしてください。

sqlcode: -113

sqlstate: 42601

SQL0117N 割り当てられた値の数が、指定された列ま
たは変数の数、または暗黙に指定されてい
る列または変数の数と同じではありませ
ん。

説明: 次のような場合、値の数が同じにならない可能性
があります。

v INSERT ステートメントの値リスト内の挿入値の数
が、明示的または暗黙的に指定された列数と等しくあ
りません。列リストが指定されていない場合は、表ま
たはビューのすべての列 (暗黙的に隠されているもの
を除く) の入った列リストが暗黙に指定されたものと
見なされます。

v SET ステートメントまたは UPDATE ステートメント
の SET 節の割り当ての右側の値の数が、左側の列ま
たは変数の数と一致しません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメントを修正して、指定した
列または変数、または暗黙に指定されている列または変
数ごとに 1 つの値を指定してください。

sqlcode: -117

sqlstate: 42802

SQL0118N INSERT、DELETE または UPDATE ス
テートメントのターゲットとなる表または
ビューが、FROM 節でも指定されていま
す。

説明: INSERT、DELETE または UPDATE ステートメ
ントのターゲットとして指定された表またはビューが、
ステートメント内の副照会の FROM 節中にも指定され
ています。

INSERT、UPDATE または DELETE のターゲットとな
る表またはビューを使って、挿入される値を渡したり、
または挿入、更新、削除される行を修飾することはでき
ません。

ステートメントは処理できません。

このメッセージは、バージョン 1.2 以前のサーバーと、
DB2 Connect を介してアクセスされるホストにのみ適用
されます。

ユーザーの処置: 暗黙関数はサポートされていません。
希望する結果を得るには、オブジェクトとする表または
ビューの一時的なコピーを作成し、そのコピーへの副選
択を指定してください。

sqlcode: -118

sqlstate: 42902

SQL0119N SELECT 節、HAVING 節、または
ORDER BY 節に指定された
expression-start で始まる式が、GROUP

BY 節に指定されていないか、あるいは
GROUP BY 節の指定されていない列関数
のある SELECT 節、HAVING 節、また
は ORDER BY 節に入っています。

SQL0112N
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説明: SELECT ステートメントには、以下に示すエラ
ーのいずれかがあります。

v 識別可能な式と列関数が、SELECT 節、HAVING

節、または ORDER BY 節に入っていますが、
GROUP BY 節がありません。

v 識別可能な式が SELECT 節、HAVING 節、または
ORDER BY 節に入っていますが、GROUP BY 節に
入っていません。

識別可能な式は、expression-start で始まる式です。式は
単一列名にするのがよいでしょう。

NODENUMBER または PARTITION 関数を HAVING

節で指定した場合、基礎表のすべてのパーティション・
キー列が HAVING 節にあると見なされます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: SELECT 節、HAVING 節、または
ORDER BY 節の GROUP BY 節に列を組み込むか、あ
るいは列関数を SELECT 節から削除して、ステートメ
ントを訂正してください。

sqlcode: -119

sqlstate: 42803

SQL0120N 集約関数または OLAP 関数の使用が無効
です。

説明: 集約関数または OLAP 関数は、全選択の選択リ
ストまたは HAVING 節でのみ、もしくは制限付きでの
み、 WHERE 節または GROUP BY 節にて使用できま
す。

WHERE 節が HAVING 節の副照会で使用され、かつ関
数の引数がグループに対する相関参照である場合にの
み、その WHERE 節に集約関数または OLAP 関数を入
れることができます。

GROUP BY 節については、関数の引数が、GROUP BY

節の入った副選択とは異なる副選択の列に対する相関参
照である場合にのみ、この節に集約関数または OLAP

関数を入れることができます。

OLAP 関数は、XMLQUERY または XMLEXISTS 式の
引数リスト内では使用できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 集約関数または OLAP 関数が使用さ
れないように、またはそれらの関数がサポートされる場
所でのみ使用されるように、ステートメントを変更して
ください。

sqlcode: -120

sqlstate: 42903

SQL0121N ターゲット名 name が同じ SQL ステー
トメントの割り当てで 2 回以上指定され
ています。

説明: 同じターゲット名 name が、CALL ステートメ
ントの OUT または INOUT 引数として、または
INSERT ステートメントの列リスト、UPDATE ステー
トメントの SET 節の割り当ての左辺、または割り当て
ステートメントの左辺に 2 回以上指定されています。
ターゲット名は、列、SQL パラメーター、または変数
を識別します。

ビューの 2 つ以上の列が基本表の同じ列にもとづいて
いるビューの更新または挿入を行うときに、このエラー
が発生する可能性があることに注意してください。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメントの構文を修正し、各列
名を 1 度だけ指定するようにしてください。

sqlcode: -121

sqlstate: 42701

SQL0122N GROUP BY 節のない SELECT ステート
メントの SELECT 節に、列名または式と
列関数が含まれているか、または
SELECT 節に含まれている列名または式
が、GROUP BY 節に含まれていません。

説明: SELECT ステートメントには、以下に示すエラ
ーのいずれかがあります。

v 列名または式と列関数が SELECT 節中に入っていま
すが、GROUP BY 節がありません。

v 列名または式が SELECT 節中に入っていますが、
GROUP BY 節中に入っていません。

列または式がスカラー関数の中に入っている可能性があ
ります。

DATAPARTITIONNUM、DBPARTITIONNUM、
NODENUMBER、HASHEDVALUE、または PARTITION

関数を SELECT 節で指定した場合、基礎表のすべての
データベースまたは表パーティション・キー列が
SELECT 節にあると見なされます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: SELECT 節内の GROUP BY 節に列
または式を組み込むか、または SELECT 節から列また
は式を削除して、ステートメントを訂正してください。

sqlcode: -122

sqlstate: 42803

SQL0120N
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SQL0123N 関数 name の位置 n のパラメーターは、
定数かキーワードでなければなりません。

説明: 関数 name の位置 n のパラメーターは、定数で
なければならない場合に定数でなく、キーワードでなけ
ればならない場合にキーワードではありません。

ユーザーの処置: 関数の各引数を、対応するパラメータ
ーの定義に一致させてください。

sqlcode: -123

sqlstate: 42601

SQL0125N ORDER BY 節の列番号が、1 より小さい
か、または結果表の列数より大きくなって
います。

説明: ステートメント内の ORDER BY 節に含まれる
列の番号が、1 以下かまたは結果表の列数 (SELECT 節
内の項目数) より大きくなっています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ORDER BY 節の構文を修正して、各
列の ID が結果表の列を正しく識別するようにしてくだ
さい。

sqlcode: -125

sqlstate: 42805

SQL0127N DISTINCT が 2 回以上指定されていま
す。

説明: DISTINCT 修飾子は、以下のように使用するこ
とはできません。

v SELECT 節および列関数の両方で使用する。

v 同一の SELECT ステートメント内の複数の列関数で
使用する。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: このエラーは、DB2 バージョン 2 以
前の DB2 のリリースと、 DB2 Connect を介してアク
セスされるホストのみに適用されます。

sqlcode: -127

sqlstate: 42905

SQL0129N ステートメントに入っている表名が多すぎ
ます。

説明: SQL ステートメントに入っている表名が多すぎ
ます。 1 個の SQL ステートメントが参照できる最大
の表数は 255 です。参照される任意のビューの各表が
この限度内に含められます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを複数の単純ス
テートメントに分割して、各ステートメントが 255 ま
たはそれ以下の表参照となるようにしてください。

このメッセージは、DB2 Connect を介してアクセスされ
るホストにのみ適用されます。

sqlcode: -129

sqlstate: 54004

SQL0130N ESCAPE 節が単一文字でないか、または
パターン・ストリングに、エスケープ文字
の無効なオカレンスが含まれています。

説明: エスケープ文字は、2 バイト以下の長さの単一文
字でなければなりません。これがパターン・ストリング
に現れるのは、エスケープ文字自身、パーセント記号、
または下線が後に続く場合だけです。 LIKE 述部の
ESCAPE 節に関する詳細については、「SQL リファレ
ンス」を参照してください。

ユーザーの処置: パターン・ストリングまたはエスケー
プ文字を訂正してください。

sqlcode: -130

sqlstate: 22019, 22025

SQL0131N LIKE 述部のオペランドに適合しないデ
ータ・タイプが含まれています。

説明: LIKE または NOT LIKE の左側が文字タイプの
場合は、右側も文字タイプでなければなりません。

左側が GRAPHIC 型の場合は、右側も GRAPHIC 型で
なければなりません。

式の左側のタイプが BLOB の場合は、右側も BLOB タ
イプでなければなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: LIKE 述部をチェックし、同じデー
タ・タイプに修正してください。

sqlcode: -131

sqlstate: 42818

SQL0132N 最初のオペランドがストリング式でない
か、または 2 番目のオペランドがストリ
ングではないため、LIKE 述部、または
POSSTR スカラー関数が無効です。最初
のオペランドがストリングでないか、また
は 2 番目のオペランドがストリング式で
はないため、LOCATE または
POSITION スカラー関数が無効です。

SQL0123N
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説明: 最初のオペランドがストリング式でないか、また
は 2 番目のオペランドがストリングではないため、ス
テートメントの LIKE 述部または POSSTR スカラー関
数が無効です。最初のオペランドがストリングでない
か、または 2 番目のオペランドがストリング式ではな
いため、ステートメントの LOCATE スカラー関数また
は POSITION スカラー関数が無効です。

LIKE または NOT LIKE 述部の左側のオペランド、
LOCATE の 第 2 オペランド、POSITION の第 2 オペ
ランド、または POSSTR の最初のオペランドは、スト
リング式でなければなりません。述部の右側、LOCATE

の最初のオペランド、POSITION の最初のオペランド、
または POSSTR の第 2 オペランドにある値は、以下の
いずれでもかまいません。

v 定数

v 特殊レジスター

v ホスト変数

v LOCATE および POSITION の場合のみ、列参照

v 上記にリストされた項目のいずれかのオペランドを持
つスカラー関数

v 上記にリストされた項目のいずれかを連結する式

以下の制約があります。

v 式のエレメントは LONG VARCHAR、CLOB、LONG

VARGRAPHIC、または DBCLOB のタイプにはでき
ません。 さらに、BLOB ファイル参照変数にはでき
ません。

v 式の実際の長さは、4000 バイトを超えることができ
ません。

LIKE 述部、LOCATE スカラー関数、POSITION スカラ
ー関数、または POSSTR スカラー関数は、DATE、
TIME 、TIMESTAMP では使用できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: LIKE、LOCATE、POSITION、または
POSSTR の構文をチェックし、訂正してください。

sqlcode: -132

sqlstate: 42824

SQL0134N ストリング列、ホスト変数、定数、または
関数 name の使用が不適切です。

説明: ストリング name の使用は許されていません。

以下では、結果が CLOB、DBCLOB、BLOB、LONG

VARCHAR、または LONG VARGRAPHIC データ・タ
イプになる式は許可されていません。

v SELECT DISTINCT ステートメント

v GROUP BY 節

v ORDER BY 節

v DISTINCT を持つ列関数

v UNION ALL 以外のセット演算子の SELECT または
VALUES ステートメント

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: パスス
ルー・セッションの場合、データ・ソース固有の制約事
項によってこのエラーが生じる可能性があります。障害
のあるデータ・ソースについては、「SQL リファレン
ス」の資料を参照してください。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ストリングで要求された処理はサポー
トされていません。

sqlcode: -134

sqlstate: 42907

SQL0135N INSERT ステートメントまたは UPDATE

ステートメントの長ストリング列の入力
は、ホスト変数からのものか、またはキー
ワード NULL でなければなりません。

説明: UPDATE または INSERT は、NULL またはホ
スト変数を使用している定数、列名、または副照会を使
用しています。

長ストリング列は LONG VARCHAR、LONG

VARGRAPHIC、VARCHAR(n) のいずれか (n は 254

より大きく 32767 以下)、または VARGRAPHIC(n) (n

は 127 より大きく 16383 未満) です。

ユーザーの処置: 長ストリングの使用に関しては、DB2

for VM Application Programming マニュアルを参照して
ください。 ステートメントを訂正してください。 もう
一度やり直してください。

sqlcode: -135

sqlstate: 56033

SQL0137N operation の結果の長さが、maximum-value

よりも長くなっています。

説明: 操作の結果として、実際の長さがその操作で許可
されている最大長を超えているストリングが生成されま
した。

操作が CONCAT である場合、指定されたオペランドの
連結結果が、結果タイプによってサポートされている長
さを超えました。

いずれかのオペランドが CLOB で、その制限が 2 ギガ
バイトでない限り、文字ストリングの結果は 32,700 バ
イトに制限されます。

いずれかのオペランドが DBCLOB で、その制限が

SQL0134N
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1,073,741,823 (1 ギガバイトより 1 少ない値) 2 バイト
文字でなり限り、GRAPHIC ストリングの結果は 16,350

文字に制限されます。

バイナリー数ストリングの結果 (オペランドは BLOB)

は 2 ギガバイトに制限されます。

ユーザーの処置: その操作の資料を参照して、結果スト
リングがどのように生成され、操作の最大長がどのよう
に決定されるのかを調べてください。操作の引数を変更
することにより、結果の長さや最大長が変化するかどう
かを検討してください。

操作が CONCAT である場合、オペランドの長さの合計
が、サポートされている最大値を超えないようにして、
操作を再試行してください。

sqlcode: -137

sqlstate: 22001、54006

SQL0138N 組み込みストリング関数の数値引数が範囲
外です。

説明: SUBSTR 関数の場合、下記のいずれかの状態が
存在します。

v SUBSTR 関数の 2 番目の引数値が、値が 1 より小
さいか M より大きい式である。

v SUBSTR 関数の 3 番目の引数値が、値が 0 より小
さいか M-N+1 より大きい式である。

SUBSTRING 関数の場合、下記の状態が存在します。

v SUBSTRING 関数の 2 番目の引数値が、値が 1 より
小さいか M より大きい式である。

LEFT または RIGHT 関数の場合、下記の状態が存在し
ます。

v LEFT または RIGHT 関数の 2 番目の引数値が、値
が 0 より小さいか 1 番目の引数の長さ属性より大き
い式である。

INSERT 関数の場合、下記のいずれかの状態が存在しま
す。

v INSERT 関数の 2 番目の引数値が、値が 1 より小さ
いか M + 1 より大きい式である。

v INSERT 関数の 3 番目の引数値が、値が 0 より小さ
い式である。

OVERLAY 関数の場合、下記のいずれかの状態が存在し
ます。

v OVERLAY 関数の 3 番目の引数値が、値が 1 より
小さいか M + 1 より大きい式である。

v OVERLAY 関数の 4 番目の引数値が、値が 0 より
小さい式である。

固定長の場合、M は最初の引数の長さであり、可変長
の場合、M は最初の引数の最大長です。N は 2 番目の
引数の値です。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: 組み込みストリング関数のすべての数
値引数が、このメッセージの説明に記載された規則に従
っている正当な値であることを確認してください。

sqlcode: -138

sqlstate: 22011

SQL0139W 列 column の指定に重複した節がありま
す。

説明: 列指定内の節が重複しています。

ステートメントは正常に処理されましたが、重複した節
は無視されました。

ユーザーの処置: 列指定を訂正してください。

sqlcode: +139

sqlstate: 01589

SQL0142N この SQL ステートメントはサポートさ
れていません。

説明: 他の SQL ダイアレクトで有効なプロシージャー
型 SQL ステートメントがこのデータ・サーバーにより
サポートされていないか、または他の IBM リレーショ
ナル・データベースで有効な SQL ステートメントがこ
のデータ・サーバーによりサポートされていません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: SQL ス
テートメントをサポートしないデータ・ソースに対する
SQL ステートメントになっていないか調べてくださ
い。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: SQL ステートメントの構文を変更す
るか、またはそのステートメントをプログラムから取り
除いてください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 理由が
不明な場合には、問題を切り分けて要求失敗の原因とな
ったデータ・ソースを突き止め、そのデータ・ソースの
SQL ダイアレクトを調べてください。

SQL0143W この SQL ステートメントはサポートさ
れておらず、無効な構文は無視されます。

説明: 他の IBM リレーショナル・データベース製品で
は、有効な組み込み SQL ステートメントかもしれませ
んが、データベース・マネージャーではサポートされて
いません。

SQL0138N • SQL0143W
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このステートメントは一貫性がないか、または望ましく
ない結果を招く可能性があります。

ユーザーの処置: SQL ステートメントの構文を変更す
るか、またはそのステートメントをプログラムから取り
除いてください。

SQL0150N INSERT、DELETE、UPDATE、
MERGE、または TRUNCATE ステート
メントのターゲットとなる全選択、ビュ
ー、型付き表、マテリアライズ照会表、範
囲がクラスター化された表、またはステー
ジング表は、要求された操作が許可されて
いないターゲットです。

説明: INSERT、UPDATE、DELETE、MERGE、または
TRUNCATE ステートメント内で指定されている全選
択、ビュー、型付き表、マテリアライズ照会表、範囲が
クラスター化された表、またはステージング表は、要求
された挿入、更新、削除、または切り捨て操作が実行で
きないように定義されています。

ビューまたは全選択は、ビューまたは全選択の SELECT

ステートメントに以下のいずれかがある場合にのみ、読
み取り専用となります。

v DISTINCT キーワード

v SELECT リスト内の列関数

v GROUP BY または HAVING 節

v 以下のいずれかの項目を指定する FROM 節

– 複数の表またはビュー

– 読み取り専用のビュー (SYSCAT.VIEWS の
READONLY 列が 'Y' に設定されています)

– 期間の指定が後に続いているシステム期間テンポラ
ル表

v セット演算子 (UNION ALL 以外)

v フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: ビュ
ーを更新不可能にするデータ・ソース特有の制限

上記の条件は SELECT ステートメントまたは全選択の
副照会には適用されません。

NOT DETERMISTIC あるいは EXTERNAL ACTION で
定義されている副照会かルーチンを参照する WHERE

節を、直接または間接に含むビューは、MERGE ステー
トメントのターゲットとして使用されません。

WITH ROW MOVEMENT 節で定義されたビューは、更
新処理を含む MERGE ステートメントのターゲットと
して使用できません。

UNION ALL を使用する全選択で定義されたビューは、
変更操作で period 節が指定されている MERGE ステー
トメントのターゲットとして使用できません。

インスタンス化が可能でない構造化タイプに定義されて
いる型付き表に、行を直接挿入することはできません。
この表の副表では挿入が許可されています。

一般的に、システムが保守するマテリアライズ照会表お
よびステージング表に対して挿入、更新、削除、または
切り捨て操作を行うことはできません。

切り捨て操作では、範囲がクラスター化された表を使用
できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 要求された関数は全選択、ビュー、シ
ステムで保守されるマテリアライズ照会表、範囲がクラ
スター化された表、またはステージング表に対して実行
できません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 理由が
不明な場合には、問題を切り分けて要求失敗の原因とな
ったデータ・ソースを突き止め、そのデータ・ソースの
オブジェクト定義と更新制限を調べてください。

sqlcode: -150

sqlstate: 42807

SQL0151N 列 name は更新できません。

説明: 以下のいずれかの状態のため、示された列は更新
できません。

v オブジェクト表がビューであり、指定された列が、ス
カラー関数、式、キーワード、定数、または列を更新
できないビューの列から派生した列である。

v 指定された列は、システム・カタログの更新不能列
か、または明示的に READ ONLY とマークされた列
です。

v 表の BUSINESS_TIME 期間に、更新対象として指定
された列が含まれています。BUSINESS_TIME 期間の
列をトリガー本体内で変更してはなりません。

v 表の BUSINESS_TIME 期間に、更新対象として指定
された列が含まれています。データ変更ステートメン
トに期間節が含まれている場合は、BUSINESS_TIME

期間の列をトリガー本体内で変更してはなりません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーは、他のデー
タ・ソース特有の制限が列の更新を妨げていないかを調
べてください。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 示された列が、スカラー関数、式、キ

SQL0150N • SQL0151N
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ーワード、または更新できない列から派生した列である
場合は、更新の SET 節の列または挿入の列を省略して
ください。 更新可能カタログ (および更新可能列) のリ
ストについては、「SQL リファレンス」を参照してく
ださい。

フェデレーテッド・システム・ユーザー: 理由が不明な
場合には、問題を切り分けて要求失敗の原因となったデ
ータ・ソースを突き止め、そのデータ・ソースのオブジ
ェクト定義と更新制限を調べてください。

sqlcode: -151

sqlstate: 42808

SQL0152N 制約 constraint-name は、
expected-constraint-type 制約ではなく、
actual-constraint-type 制約です。

説明: 制約 constraint-name の変更またはドロップが試
行されましたが、この制約は指定された
actual-constraint-type 制約ではなく、
expected-constraint-type として定義されています。

ユーザーの処置: 変更またはドロップしようとしている
制約の名前とタイプを検証してください。

sqlcode: -152

sqlstate: 42809

SQL0153N 必要な列リストがステートメントにありま
せん。

説明: 以下の場合には、CREATE VIEW ステートメン
ト、共通表式、または AS 副照会節を含む CREATE

TABLE ステートメントに列リストを指定する必要があ
ります。

v 全選択の SELECT リストのすべてのエレメントが、
列名以外で AS 節を使用して名前が指定されていま
せん。

v AS 節を使用して名前が変更されていない同一の列名
を持つ 2 つのエレメントが存在します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: CREATE VIEW ステートメント、共
通表式、CREATE TABLE ステートメントに列名リスト
を指定するか、または AS 節を使用して、全選択の
SELECT リストに列の名前を指定してください。

sqlcode: -153

sqlstate: 42908

SQL0155N トリガー遷移表は変更できません。

説明: トリガーに、OLD_TABLE または NEW_TABLE

が識別された REFERENCING 節が入っています。
DELETE、INSERT または UPDATE トリガー SQL ス
テートメントが、変更する表として指定されている
OLD_TABLE または NEW_TABLE と同じ名前を使用し
ました。

ユーザーの処置: DELETE、INSERT または UPDATE

トリガー SQL ステートメントを、トリガー・アクショ
ンから取り除くか、または遷移表の名前を変更して、変
更する表と矛盾しないようにしてください。

sqlcode: -155

sqlstate: 42807

SQL0156N この処理に使用されている名前は表名では
ありません。

説明: SQL ステートメント ALTER TABLE、DROP

TABLE、SET INTEGRITY、CREATE TRIGGER、
CREATE INDEX、LOCK TABLE、および RENAME

TABLE は表にのみ適用され、ビューには適用できませ
ん。RUNSTATS、LOAD、および REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP ユーティリティー
も、表にのみ適用可能で、ビューには適用できません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: いくつ
かのユーティリティーおよびステートメントは、フェデ
レーテッド環境ではサポートされていません。詳しく
は、「管理ガイド」を参照してください。

ステートメントまたはユーティリティーは処理されませ
ん。

ユーザーの処置: 正しい表名がステートメントに指定さ
れていることを確認してください。 別名を指定する場
合は、別名が表名に解決されることを確認してくださ
い。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: オブジ
ェクトがニックネームではないことを確認してくださ
い。

sqlcode: -156

sqlstate: 42809

SQL0157N 基本表を識別していないため、name は
FOREIGN KEY 節では許可されていませ
ん。

説明: オブジェクト name が、CREATE または
ALTER TABLE ステートメントの FOREIGN KEY 節に
指定されました。 FOREIGN KEY 節は基本表を識別し
ていなければなりません。

SQL0152N
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ステートメントは処理できません。指定した表は作成ま
たは変更されません。

ユーザーの処置: ステートメントを修正して、
FOREIGN KEY 節内に基本表名を指定してください。

別名を指定する場合は、別名が基本表名に解決されるこ
とを確認してください。

sqlcode: -157

sqlstate: 42810

SQL0158N name 用に選択した列数が、結果表にある
列数と同じではありません。

説明: ID name は、次の中から識別できます。

v CREATE VIEW ステートメントで命名されたビュー

v 共通表式の表名

v ネストされた表の式の相関名

v CREATE TABLE または ALTER TABLE ステートメ
ントに指定されているマテリアライズ照会表

v CREATE FUNCTION ステートメントに指定されてい
る関数

v CREATE METHOD ステートメントに指定されている
メソッド

v CREATE STAGING TABLE ステートメントに指定さ
れているステージング表名

指定された列名の数は、関連した全選択の結果表内の列
数と同じでなくてはなりません。 name がステージング
表であり、関連するマテリアライズ照会表に GROUP

BY 節がある場合、指定する列名の数は、ステージング
表が定義されているマテリアライズ照会表の列数より 2

つ多くなければなりません。 関連するマテリアライズ
照会表に GROUP BY 節がない場合、指定する列名の数
はマテリアライズ照会表の列の数よりも 3 つ多くなけ
ればなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: name に定義されている列名のリスト
が結果表の各列に対して名前を指定するよう、構文を訂
正してください。

sqlcode: -158

sqlstate: 42811

SQL0159N ステートメントは、expected-object-type よ
りむしろ object-type を識別する object を
参照します。

説明: ステートメントまたはコマンドの一部として指定
されているオブジェクト object は、予想されるタイプ

expected-object-type ではなく、object-type のオブジェク
ト・タイプを参照します。

ステートメントまたはコマンドで指定するオブジェクト
のタイプは、expected-object-type で識別されるタイプと
同じでなければなりません。例えば:

v ステートメントが DROP ALIAS PBIRD.T1 の場合、
PBIRD.T1 は別名でなければなりません。

v object-type が TABLE の場合、発行したステートメン
トの表タイプが誤っている可能性があります。

v CREATE MASK または CREATE PERMISSION ステ
ートメントにより、現行のサーバーに存在する基本表
に名前が付けられる必要があります。

ユーザーの処置: expected-object-type で識別されるオブ
ジェクトのタイプと、正しく一致するようステートメン
トまたはコマンドを変更します。

sqlcode: -159

sqlstate: 42809

SQL0160N WITH CHECK オプション節は指定され
たビューには無効です。

説明: 以下の場合は、WITH CHECK OPTION 節をビ
ュー定義で使用することはできません。

v このビューは読み取り専用として定義されています。
SELECT ステートメントに、以下に示す項目のいずれ
かが入っている場合、ビューは読み取り専用となりま
す。 (これらの条件は SELECT ステートメントの副
照会には適用されませんので、注意してください。)

– DISTINCT キーワード

– 選択リスト内の列関数

– GROUP BY または HAVING 節

– 以下のいずれかを示す FROM 節

- 複数の表またはビュー

- 読み取り専用ビュー

– セット演算子 (UNION ALL 以外)

v 副照会の入った CREATE VIEW ステートメントの
SELECT ステートメント (いくつかのカタログ表の特
定の統計列を除く)

v 指定されたビュー定義が従属しているビューに、
INSTEAD OF トリガーが定義されている

v 指定されたビュー定義が従属しているビューに、テキ
スト検索関数が含まれている

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: WITH

CHECK オプション節は、更新可能なニックネームを参
照するビューではサポートされていません。
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ステートメントは処理できません。指定したビューは作
成されません。

ユーザーの処置: このメッセージにリストされた規則に
従うように、WITH CHECK OPTION 文節を削除する
か、またはビュー定義を変更してください。

sqlcode: -160

sqlstate: 42813

SQL0161N INSERT または UPDATE の結果の行
が、ビュー定義に準拠していません。

説明: WITH CHECK OPTION 節が、挿入または更新
処理、もしくはターゲットとしてビューを使用する挿入
または更新処理で指定された FROM 節のオブジェクト
である、ビュー定義で指定されました。その結果、処理
結果がビュー定義に一致するように、そのビュー内の行
に対する挿入または更新処理のすべてがチェックされま
す。

ビューをターゲットとする挿入または更新処理が
FROM 節にある場合、挿入または更新処理は、そのビ
ューに WITH CHECK OPTION 定義がなされているか
のように常に処理されます。

ステートメントは処理できません。挿入または更新処理
は実行されず、ビューおよび基本表の内容は変更されま
せんでした。

ユーザーの処置: ビュー定義を調べて、要求した挿入ま
たは更新処理が拒否された理由を判別してください。こ
れは、データ固有の条件の場合があることに注意してく
ださい。

要求した挿入操作または更新操作によって、ターゲット
列への範囲外の値の設定が試行された可能性がありま
す。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 理由が
不明な場合には、問題を切り分けて要求失敗の原因とな
ったデータ・ソースを突き止め、そのデータ・ソースの
オブジェクト定義とビュー定義を調べてください。

sqlcode: -161

sqlstate: 44000

SQL0170N 関数 name の引数の数が間違っていま
す。

説明: 示されたスカラー関数 name 内の引数の数が、
少なすぎるかまたは多すぎます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: そのスカラー関数に指定した引数の数
が正しいことを確認してください。

sqlcode: -170

sqlstate: 42605

SQL0171N ルーチン name の位置 n にあるパラメー
ターの引数のデータ・タイプ、長さ、また
は値が誤っています。パラメーター名:

parameter-name。

説明: ルーチン name の引数のデータ・タイプ、長
さ、または値が誤っています。引数は、ルーチン name

内のパラメーターが定義されている位置 n と、パラメ
ーターに名前がある場合はパラメーターの名前
parameter-name により識別されます。

位置が適切でないかまたは不明の場合、値 0 が n に対
して戻されます。パラメーター名が適切でないかまたは
不明の場合、空ストリングが parameter-name に対して
戻されます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ルーチンの引数が、説明どおりに、ル
ーチンのパラメーターの規則に従っていることを確認し
てください。

sqlcode: -171

sqlstate: 42815、10608、5UA05、5UA06、5UA07、
5UA08、5UA09、5UA0J

SQL0172N name は、有効な関数名ではありません。

説明: SQL ステートメントに、認識できないスカラー
関数が入っています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 示された関数名のつづりが正しいこと
を確認してください。

sqlcode: -172

sqlstate: 42601

SQL0176N TRANSLATE スカラー関数の 2 番目、3

番目、または 4 番目の引数が間違ってい
ます。

説明: ステートメントが以下の 1 つ以上の理由により
正しくありません。

v TRANSLATE スカラー関数では、異なるバイト数で
エンコードされた他の文字による、文字の置き換えが
許されない。 たとえば、1 バイト文字が 2 バイト文
字で置き換えられないだけでなく、2 バイト文字も 1

バイト文字で置き換えることができません。

v TRANSLATE スカラー関数の 2 番目と 3 番目の引
数は、正しい形式の文字で終わる必要があります。
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v TRANSLATE スカラー関数の最初の引数が CHAR ま
たは VARCHAR の場合、4 番目の引数は、正しい形
式の 1 バイト文字でなければなりません。

v TRANSLATE スカラー関数の最初の引数が GRAPHIC

または VARGRAPHIC の場合、4 番目の引数は、正
しい形式の 2 バイト文字でなければなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: TRANSLATE スカラー関数の 2 番
目、3 番目、4 番目の引数が正しい値を持っていること
を確認してください。

sqlcode: -176

sqlstate: 42815

SQL0180N 日時値のストリング表記の構文が、間違っ
ています。

説明: 日付、時刻、またはタイム・スタンプの値のスト
リング表記が、指定されたデータ・タイプまたは暗黙的
なデータ・タイプの構文に合っていません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 日付、時刻、またはタイム・スタンプ
の値の構文が、そのデータ・タイプの構文にしたがって
いることを確認してください。そのストリングを日付、
時刻、またはタイム・スタンプの値として使用していな
い場合は、使用時に、そのデータ・タイプにならないこ
とを確認してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 問題は
データ・ソースでの日付/時刻表示の問題が原因である可
能性があります。理由が不明な場合は、問題を分離して
要求失敗の原因となったデータ・ソースを突き止め、そ
のデータ・ソースの日時表示の制約事項を調べてくださ
い。

sqlcode: -180

sqlstate: 22007

SQL0181N 日時値のストリング表記が許容範囲を超え
ています。

説明: 日付、時刻、またはタイム・スタンプの値のスト
リング表記に、許容範囲を超える値が入っています。

このエラーは、アプリケーションが日時値の作成に使用
したフォーマットとは異なる日時フォーマットのテリト
リー・コードを使って、アプリケーションから日時値に
アクセスしたことが原因で発生した可能性があります。
たとえば、dd/mm/yyyy のフォーマットで保管されたス
トリングの日付時刻値は、mm/dd/yyyy フォーマットを
採用するアプリケーションを使用するときには無効にな
ります。

日付、時刻、またはタイム・スタンプの値の有効な範囲
は、以下のとおりです。

v 年の場合、0001 から 9999。

v 月の場合、1 から 12。

v 日の場合、1 から 31 (月が 1、 3、 5、 7、 8、
10、 12 の場合)。

v 日の場合、1 から 30 (月が 4、6、9、11 の場合)。

v 日の場合、1 から 28 (月が 2 (うるう年でない) 場
合)。

v 日の場合、1 から 29 (月が 2 (うるう年) の場合)。

v 時間の場合、0 から 24。時刻が 24 の場合、他の表
示データは 0 になります。時間フォーマットが USA

の場合は、時刻は 12 以下でなければなりません。

v 分の場合、0 から 59。

v 秒の場合、0 から 59。

v 小数秒の場合、0 から 999999999999。

v 年間通算日の場合、001 から 365 (うるう年でない)。

v 年間通算日の場合、001 から 366 (うるう年)。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 問題は
データ・ソースでの日付/時刻表示の問題が原因である可
能性があります。データ・ソースでの日付と時刻の値の
範囲については、データ・ソースの資料を参照してくだ
さい。理由が不明な場合は、問題を分離して要求失敗の
原因となったデータ・ソースを突き止め、そのデータ・
ソースの日時表示の制約事項を調べてください。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 指定した値が有効な範囲内にあること
を確認してください。また、アプリケーションの日付時
刻フォーマットがそのストリング値と同じであることも
確認してください。

sqlcode: -181

sqlstate: 22007

SQL0182N 日時値またはラベル付き期間の表現が無効
です。

説明: 指定された表現に、正しくない日付の値、時刻の
値、タイム・スタンプの値、またはラベル付き期間が使
用されています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを調べて問題の
原因を判別し、ステートメントを訂正してください。

sqlcode: -182

sqlstate: 42816
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SQL0183N 日時算術演算または日時スカラー関数の結
果が、有効な日付の範囲を超えています。

説明: 演算処理の値が日付またはタイム・スタンプで、
0001-01-01 から 9999-12-31 までの範囲を超えていま
す。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを調べて、問題
の原因を判別してください。問題がデータによるもので
あれば、エラーが発生した時点で処理されていたデータ
を調べてください。

sqlcode: -183

sqlstate: 22008

SQL0187N 現在の日付/時刻特殊レジスターに対する
参照が無効です。

説明: 日付/時刻情報の検索時に、オペレーティング・
システムがエラーを見つけました。

ユーザーの処置: システム TOD クロックと時間帯の
設定が正しいことを確認してください。

sqlcode: -187

sqlstate: 22506

SQL0190N ALTER TABLE table-name が、既存の列
と互換性のない列 column-name の属性を
指定しました。

説明: ALTER TABLE ステートメントにある表
table-name の列 column-name で ALTER COLUMN 節
に指定されている属性に、既存の列の属性との互換性が
ありません。以下のいずれかの理由で、エラーが返され
ました。

v 既存の列に SET DATA TYPE 節が指定されている
が、以下のような場合。

– データ・タイプが変更できるタイプではない

– 既存のデータまたはデフォルト値のデータ・タイプ
を変換すると、オーバーフロー、許可されない切り
捨て、またはキャスト・エラーが発生する可能性が
ある

– データ・タイプを新しいデータ・タイプに変更でき
ない

– 現在のデータ・タイプが
SYSPROC.DB2SECURITYLABEL で、変更できな
い

– データ・タイプを
SYSPROC.DB2SECURITYLABEL に変更できない

v SET EXPRESSION 節が指定されているが、既存の列
が次のような場合。

– 式を使用して生成されるよう定義されていない

– 表パーティション・キーの一部である

v DROP COLUMN SECURITY オプションが指定され
ているが、列がまだセキュリティー・ラベルで保護さ
れていない。

v DROP DEFAULT が指定されているが、列がデフォル
トの属性を使用して定義されていない。

v DROP IDENTITY が指定されているが、列が ID 列
として定義されていない。

v DROP EXPRESSION が指定されているが、列が生成
式を使用して定義されていない。

v SET DEFAULT が指定されているが、列が生成の別
の形式 (ID または式) で既に定義されていて、対応す
る DROP が同じステートメントに含まれていない。

v SET GENERATED ALWAYS AS (式) が指定されて
いるが、生成の 1 つの形式 (デフォルト、ID、また
は式) を使用して列が既に定義されていて、対応する
DROP が同じステートメントに含まれていない。

v SET GENERATED ALWAYS AS IDENTITY または
SET GENERATED BY DEFAULT AS IDENTITY が
指定されているが、生成の 1 つの形式 (デフォル
ト、ID、または式) を使用して既に列が定義されてい
て、対応する DROP が同じステートメントに含まれ
ていない。

v SET GENERATED ALWAYS または SET

GENERATED BY DEFAULT が指定されているが、
列が ID 列でない。

v 列を行開始、行終了、またはトランザクション開始
ID 列に変更するために SET GENERATED を使用し
て ALTER COLUMN が指定されているが、列がすで
に生成された列として定義されている。

v 列を行開始、行終了、トランザクション開始 ID 列に
変更するために ALTER COLUMN が指定されている
が、列がすでにユーザー指定のデフォルト値を使用し
て定義されている。

v ALTER COLUMN SET DATA TYPE が指定されてい
るが、BUSINESS_TIME 期間の開始列または終了列の
精度が減った。精度を減らすことはできません。

v ALTER COLUMN SET DEFAULT が指定されている
が、列が生成された列である。

v DROP DEFAULT が指定されているが、列が行開始
列、行終了列、またはトランザクション開始 ID 列で
ある。

v DROP GENERATED が指定されているが、列が生成
された列ではない。
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v DROP NOT NULL が指定されているが、列が表の主
キーで指定されているか、列が ID 列、行変更タイ
ム・スタンプ列、行開始列、または行終了列である。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 指定された属性に既存の列との互換性
を与え、属性指定を除去するか、または異なる列名を指
定してください。 SET DATA TYPE 節を指定した場
合、通知ログを調べて、ALTER COLUMN 不能の原因
となった可能性のある対立する行をリストしている項目
があるかどうか確認してください。すでにユーザー定義
のデフォルト値を持っている列に対して ALTER

COLUMN が指定された場合、列定義を変更する前に、
ALTER TABLE ステートメントを発行してデフォルト
をドロップする必要があります。

sqlcode: -190

sqlstate: 42837

SQL0191N フラグメント化された MBCS 文字のため
にエラーが発生しました。

説明: 可能性のある理由は、以下のとおりです。

1. ユーザー・データに正しくない形式のマルチバイト
文字が入っていた。たとえば、DBCS 文字の最初の
バイトは見つかったが、2 番目のバイトが見つから
ないというような場合です。

2. SUBSTR または POSSTR などのスカラー関数がマ
ルチバイト・ストリングを不正に切り捨てた。これ
らの関数については、データベース・コード・ペー
ジのコンテキスト内で、開始および長さの値がバイ
ト単位で正しくなければなりません。 Unicode デー
タベースについては、これと共通の原因として、
UTF-8 ストリングの開始および長さが正しくない可
能性があります。

3. TRANSLATE などのスカラー関数がマルチバイト・
ストリングを変更した。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

ユーザーの処置:

1. 入力データを訂正して、もう一度やり直してくださ
い。

2. 文字がデータベース・コード・ページに変換される
ときに開始および長さの値を変更して、マルチバイ
ト文字が不正に切り捨てられないようにしてくださ
い。

3. エラーのある TRANSLATE を訂正してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: データ
が正しい場合には、問題を切り分けて要求失敗の原因と

なったデータ・ソースを突き止め、そのデータ・ソース
の DBCS 制約事項を調べてください。データが正確で
あるようならば、IBM サービスに連絡してください。

sqlcode: -191

sqlstate: 22504

SQL0193N ALTER TABLE ステートメントでは、列
column-name が NOT NULL として指定
されており、DEFAULT 節が指定されて
いないか、またはDEFAULT NULL とし
て指定されています。

説明: すでに存在する表に新しい列を追加する場合は、
すべての既存の行の新しい列に対して、値を割り当てる
必要があります。デフォルトでは、null 値が割り当てら
れます。 ただし、列が NOT NULL として定義されて
いるので、NULL 以外のデフォルト値を定義する必要が
あります。

ユーザーの処置: 列の NOT NULL 制約を取り除く
か、または列に対して NULL 以外のデフォルト値を指
定してください。

sqlcode: -193

sqlstate: 42601

SQL0195N table-name の最後の列をドロップできませ
ん。

説明: ALTER TABLE ステートメントを使用して、1

つ以上の列をドロップしようとしました。表を変更する
ときには、既存の列が 少なくとも 1 つ保持されている
必要があるため、表 table-name から列をドロップする
ことはできません。

ユーザーの処置: ALTER ステートメント完了後に、表
table-name に少なくとも 1 つの列があるようにしてく
ださい。いずれかの列の DROP を除去して要求を再試
行するか、またはすべての列を削除する必要があれば、
表をドロップし、表を作成し直してください。

sqlcode: -195

sqlstate: 42814

SQL0196N table-name の列 column-name をドロップ
できません。理由コード = reason-code。

説明: 列 column-name をドロップしようとしました。
列をドロップできない理由を説明する理由コードを参照
してください。

1
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この列は、マルチノード分散キー、表パーティ
ション・キー、または MDC 編成ディメンショ
ンの一部であるため、削除できません。

2

システム生成の列がこの列に依存しているた
め、この列をドロップすることはできません。

3

タイプ SYSPROC.DB2SECURITYLABEL の列
はドロップできません。

4

この列は期間の定義で参照されているため、ド
ロップすることはできません。

5

この列は、システム期間テンポラル表の列であ
るため、ドロップすることはできません。

6

この列は、履歴表の列であるため、ドロップす
ることはできません。

ユーザーの処置:

1

表のキーまたはディメンションが変更されるま
で、この列はドロップできません。

2

従属する列の生成式を変更してください

3

タイプ SYSPROC.DB2SECURITYLABEL の列
を作成せずに表をドロップして再作成してくだ
さい。

4

列のドロップを要求しているステートメントを
変更してください。

5

システム期間テンポラル表から列をドロップす
るには、関連付けられている履歴表から列をド
ロップする必要もあります。以下のステップを
使用すると、両方の表から列をドロップできま
す。

1. システム期間テンポラル表を変更し、バー
ジョン管理をドロップします。これによ
り、表の間のリンクが切断されます。

2. システム期間テンポラル表を変更し、列を
ドロップします。

3. 履歴表であった表を変更し、列をドロップ
します。

4. 以前のシステム期間テンポラル表を変更
し、バージョン管理を追加します。これに
より、表の間のリンクが再設定されます。

6

履歴表から列をドロップするには、関連付けら
れているシステム期間テンポラル表から列をド
ロップする必要もあります。以下のステップを
使用すると、両方の表から列をドロップできま
す。

1. システム期間テンポラル表を変更し、バー
ジョン管理をドロップします。これによ
り、表の間のリンクが切断されます。

2. システム期間テンポラル表を変更し、列を
ドロップします。

3. 履歴表であった表を変更し、列をドロップ
します。

4. 以前のシステム期間テンポラル表を変更
し、バージョン管理を追加します。これに
より、表の間のリンクが再設定されます。

sqlcode: -196

sqlstate: 42817

SQL0197N 修飾された列名は、ORDER BY 節では許
されていません。

説明: セット演算子 (UNION、EXCEPT、INTERSECT)

の入った全選択の ORDER BY 節は、修飾された列名を
持つことができません。

ユーザーの処置: ORDER BY 節のすべての列名が無修
飾であることを確認してください。

sqlcode: -197

sqlstate: 42877

SQL0198N PREPARE または EXECUTE

IMMEDIATE ステートメントのステート
メント・ストリングが、ブランクまたは空
です。

説明: PREPARE または EXECUTE IMMEDIATE ステ
ートメントのオブジェクトであるホスト変数がすべてブ
ランクであるか、または空のストリングです。

PREPARE または EXECUTE IMMEDIATE ステートメ
ントは完了されません。

ユーザーの処置: プログラムの論理を修正して、ステー
トメントが実行される前に、PREPARE または
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EXECUTE IMMEDIATE ステートメントのオペランドに
有効な SQL ステートメントを指定してください。

sqlcode: -198

sqlstate: 42617

SQL0199N text に続く予約語 keyword の使用が無効
です。予期されたトークンに token-list が
含まれている可能性があります。

説明: 予約語 keyword が text の後に現れたときに、ス
テートメントのその位置で SQL ステートメントの構文
エラーが検出されました。「text」フィールドは、予約
語の前にある 20 文字の SQL ステートメントを示して
います。ステートメント内の節が間違った順になってい
る可能性があります。

プログラマーへの解決の手掛かりして、token-list とし
て、SQLCA の「SQLERRM」フィールドに有効なトー
クンの一部のリストが提供されます。このリストは、そ
の時点までのステートメントが正しいと想定していま
す。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: キーワード域のステートメントを調べ
てください。コロンまたは SQL 区切り文字が欠落して
いる場合は、追加してください。節が正しい順序で指定
されていることを確認してください。メッセージに示さ
れている予約語が予約語としてリストされている場合
は、その語を区切り ID にしてください。

注: このエラーは、バージョン 2 以前の DB2 のリリー
スにのみ適用されます。

sqlcode: -199

sqlstate: 42601

SQL0203N 参照する列 name が確定できません。

説明: 列 name がステートメントで使用されており、
そのステートメントが参照可能な列が複数あります。こ
れは、以下のいずれかによる可能性があります。

v FROM 節に指定された、同じ名前の列を持つ 2 つの
表

v 選択リストの複数の列に適用される名前を参照する
ORDER BY 節

v 指示するための相関名を使用しない CREATE

TRIGGER ステートメントのサブジェクト表の列に対
する参照（それが古いまたは新しい遷移変数を参照す
る場合）

列名には、どの表の列なのかを明確にするために、より
詳細な情報が必要です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 列名に修飾子を追加してください。
修飾子は表名または相関名です。 選択リストの列の名
前の変更が必要になる場合があります。

sqlcode: -203

sqlstate: 42702

SQL0204N name は未定義の名前です。

説明: このエラーは、以下のいずれかが原因です。

v name によって示されているオブジェクトが、データ
ベースに定義されていません。

v name によって示されているオブジェクトが、モジュ
ールに定義されており、公開されたモジュール・オブ
ジェクトではなく、モジュールの外部から参照されて
いました。

v name によって示されているデータ・パーティション
が、表に定義されていません。

v データ・タイプが使用されています。このエラーは、
以下の理由で発生する可能性があります。

– name が修飾されている場合は、この名前のデー
タ・タイプは、修飾子と一致するスキーマ、または
ユーザーの SQL パスに基づいて最初に検出された
修飾子と一致するモジュールのどちらにも存在しま
せん。

– name が修飾されていない場合は、ユーザーのパス
に必要なデータ・タイプが属しているスキーマが入
っていないか、または参照がモジュール・ルーチン
内にあれば、データ・タイプがモジュールで定義さ
れていません。

– パッケージがバインド時間より前の作成タイム・ス
タンプのデータベースには、データ・タイプはあり
ません (静的ステートメントに該当します)。

– データ・タイプが CREATE TYPE ステートメント
の UNDER 節にある場合は、タイプ名は定義され
たタイプと同じの可能性があります。これは有効で
はありません。

v 関数が以下のいずれかで参照されています。

– DROP FUNCTION ステートメント

– COMMENT ON FUNCTION ステートメント

– CREATE FUNCTION ステートメントの SOURCE

節

name が修飾されている場合は、関数が存在しませ
ん。 name が修飾されていない場合は、この名前
の関数が現行パスのいずれのスキーマにも存在しま
せん。

関数は、
COALESCE、DBPARTITIONNUM、GREATEST、
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HASHEDVALUE、LEAST、MAX (scalar)、MIN

(scalar)、 NULLIF、RID、NVL、RAISE_ERROR、
TYPE_ID、TYPE_NAME、TYPE_SCHEMA、また
は VALUE 組み込み関数から入手することはでき
ないことに注意してください。

v name という名前のエレメントが CREATE

SECURITY LABEL COMPONENT ステートメントの
UNDER 節の右側で使用されていますが、ROOT とし
てまたは他のエレメントの UNDER であるとしてま
だ定義されていません。

v セキュリティー・ラベル・コンポーネント・エレメン
ト name がまだ定義されていません。

v 以下のいずれかのスカラー関数が、データベースで定
義されていない name によって示されるセキュリティ
ー・ポリシーを指定しました。

– SECLABEL

– SECLABEL_TO_CHAR

– SECLABEL_BY_NAME

この戻りコードは、すべてのタイプのデータベース・オ
ブジェクトに対して生成されます。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: name

によって識別されるオブジェクトがデータベースで定義
されていないか、または name が DROP NICKNAME

ステートメントでニックネームになっていません。

一部のデータ・ソースは、name に適切な値を提供しま
せん。この場合、メッセージ・トークンは
"OBJECT:<data source> TABLE/VIEW" のフォーマット
になります。これは、指定されたデータ・ソースの実際
の値が不明であることを示します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: オブジェクト名 (必須の修飾子を含
む) が、SQL ステートメントに正しく指定されており、
それが存在することを確認してください。名前がデー
タ・パーティションを指す場合は、カタログ表
SYSCAT.DATAPARTITIONS を照会して、表のすべての
データ・パーティションの名前を検索してください。
SOURCE 節にデータ・タイプまたは関数が抜けている
場合は、オブジェクトが存在しない可能性があるか、ま
たはオブジェクトはどこかに存在しているが、スキーマ
がパスに存在しない可能性があります。

CREATE または ALTER SECURITY LABEL

COMPONENT ステートメントでは、新規のエレメント
値のロケーションを位置指定するための、参照エレメン
ト値として指定された各エレメントが、セキュリティ
ー・ラベル・コンポーネントにすでに存在することを確
認してください。

CREATE SECURITY LABEL COMPONENT ステートメ
ントでは、各エレメントを、UNDER 節で親として指定
する前に、ROOT としてまたは UNDER 節で子として
指定されていることを確認してください。

スカラー関数 SECLABEL、SECLABEL_TO_CHAR、ま
たは SECLABEL_BY_NAME では、引数
security-policy-name に有効なセキュリティー・ポリシー
が指定されていることを確認してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: ステー
トメントが DROP NICKNAME の場合は、オブジェク
トが実際にニックネームであるかどうかを確認してくだ
さい。オブジェクトはフェデレーテッド・データベース
またはデータ・ソースに存在しない可能性があります。
フェデレーテッド・データベース・オブジェクトとデー
タ・ソース・オブジェクト (存在する場合) の存在を確
認してください。

sqlcode: -204

sqlstate: 42704

SQL0205N 列、属性、または期間 name が
object-name で定義されていません。

説明: object-name が表またはビューである場合は、
name は object-name で定義されていない列または期間
です。object-name が構造化タイプである場合は、name

は、object-name で定義されていない属性です。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合:

object-name はニックネームを参照できます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: object-name が表またはビューである
場合は、列または期間、および表またはビューの名前
(必須の修飾子を含む) が、SQL ステートメントに正し
く指定されていることを確認してください。
object-name が構造化タイプの場合は、属性およびタイ
プ名 (必須の修飾子を含む) が SQL ステートメントに
正しく指定されていることを確認してください。

また、REORG または IMPORT 時にこのエラーを受け
取った場合は、索引の列名が「SQL リファレンス」で
定義されているデータベース・マネージャー命名規則に
違反している可能性があります。

sqlcode: -205

sqlstate: 42703

SQL0206N 使用されているコンテキストで、name は
無効です。

説明: このエラーは、以下の場合に発生する可能性があ
ります。
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34 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



v INSERT または UPDATE ステートメントの場合は、
指定された列が表の列でないか、あるいは挿入または
更新のオブジェクトとして指定されたビューではあり
ません。

v SELECT または DELETE ステートメントの場合は、
指定された列が、ステートメント内の FROM 節で識
別された表またはビューの列ではありません。

v 割り当てステートメントの場合、参照名は、列名また
は変数名には解決されません。

v 行タイプ変数のフィールドを参照する場合、参照名
は、行タイプ内のどのフィールドの名前にも解決され
ません。

v ORDER BY 節については、指定した列が、許可され
ない副選択の相関列参照となっています。

v パラメーター化カーソル・コンストラクター内の
SELECT ステートメントの場合、name への参照は、
列または有効範囲内の変数には一致しません。ローカ
ル変数およびルーチン SQL パラメーターは、パラメ
ーター化カーソルの有効範囲内とは見なされません。

v スタンドアロン・コンパウンド SQL (コンパイル済
み) ステートメントの場合は、以下のとおりです。

– 参照 name は、有効範囲内の列またはローカル変
数の名前には解決されません。

– SIGNAL ステートメントに指定された条件名 name

は、まだ宣言されていません。

– 行タイプ変数のフィールドを参照する場合、参照名
は、行タイプ内のどのフィールドの名前にも解決さ
れません。

v CREATE TRIGGER、CREATE METHOD、CREATE

FUNCTION、または CREATE PROCEDURE ステー
トメントの場合は、以下のとおりです。

– 参照名 name は、列名、ローカル変数、または遷
移変数には解決されません。

– 参照 name は、現在の有効範囲内で使用できない
ローカル変数の名前に解決されます。

– SIGNAL ステートメントに指定された条件名 name

は、まだ宣言されていません。

– 行タイプ変数のフィールドを参照する場合、参照名
は、行タイプ内のどのフィールドの名前にも解決さ
れません。

v CREATE TRIGGER ステートメントの場合は、以下の
とおりです。

– OLD または NEW 相関名を使用せずに、参照がサ
ブジェクト表の列に対して行われました。

– トリガー・アクションの SET 遷移変数ステートメ
ントの割り当ての左側が、新しい遷移変数のみがサ
ポートされる場所で、古い遷移変数を指定しまし
た。

v PREDICATES 節を指定された CREATE FUNCTION

ステートメントの場合は、以下のとおりです。

– SQL 関数の RETURN ステートメントが、パラメ
ーターではない変数、または RETURN ステートメ
ントの有効範囲にない他の変数を参照しています。

– FILTER USING 節が、パラメーター名ではない
か、または WHEN 節内の式名ではない変数を参照
しています。

– 索引指数規則の検索ターゲットが、作成中の関数の
パラメーター名に一致していません。

– 索引指数規則の検索引数が、EXPRESSION AS 節
内の式名、または作成中の関数のパラメーター名に
一致していません。

v CREATE INDEX EXTENSION ステートメントの場
合、RANGE THROUGH 節または FILTER USING

節が、節で使用できるパラメーター名ではない変数を
参照しています。

v パラメーター化カーソル変数参照の場合、パラメータ
ー化カーソル変数の定義で使用される SELECT ステ
ートメントで参照されるローカル SQL 変数または
SQL パラメーターは、現在の有効範囲内では使用で
きません。

v 期間参照の場合、指定した期間が、ステートメント内
のソースまたはターゲットの表またはビューにありま
せん。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 名前が SQL ステートメントに正しく
指定されていることを確認してください。 SELECT ス
テートメントの場合は、すべての必須の表が FROM 節
に指定されていることを確認してください。 ORDER

BY 節の副選択については相関列参照がないので、注意
してください。表に対して相関名を使用している場合
は、後続の参照が、表名ではなく、相関名を使用してい
ることを確認してください。

CREATE TRIGGER ステートメントの場合は、新しい遷
移変数のみが SET 遷移変数ステートメントの割り当て
の左側に指定されており、サブジェクト表の列に対する
参照に、相関名が指定されていることを確認してくださ
い。

スタンドアロン・コンパウンド SQL ステートメント、
CREATE FUNCTION、CREATE PROCEDURE、または
CREATE TRIGGER ステートメントの場合は、列または
変数が現在のコンパウンド SQL ステートメントの有効
範囲内で使用可能であることを確認してください。

db2-fn:sqlquery 関数を使用して XQuery に組み込まれた
全選択の場合、全選択内の参照は、全選択のコンテキス
ト内の列、またはグローバル変数、あるいは
db2-fn:sqlquery 関数の追加引数を使用して新しい SQL
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コンテキストに渡されるパラメーターのいずれかでなけ
ればなりません。

sqlcode: -206

sqlstate: 42703

SQL0207N セット演算子を使用する SELECT ステー
トメントの ORDER BY 節では、列名を
使用できません。

説明: セット演算子を持つ SELECT ステートメント
に、列名を指定する ORDER BY 節が入っています。こ
の場合、ORDER BY 節の列のリストは、整数しか持つ
ことができません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ORDER BY 節の列リストの中には、
整数のみを指定してください。

注: このエラーは、バージョン 2 以前の DB2 と DB2

Connect を介してアクセスされるホストにのみ適用され
ます。

sqlcode: -207

sqlstate: 42706

SQL0208N 列 name は結果表に含まれないので、
ORDER BY 節は無効です。

説明: ORDER BY リスト中に指定されている列 name

が、SELECT リスト中に指定されておらず、結果表にも
無いため、ステートメントは有効ではありません。
SELECT ステートメントの全選択が副選択でない場合、
結果表の列のみが、その結果の順序付けに使用できま
す。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 示された列を結果表へ追加するか、ま
たは ORDER BY 節から削除して、ステートメントの構
文を訂正してください。

sqlcode: -208

sqlstate: 42707

SQL0212N name は、重複した表指定子であるか、あ
るいはトリガー定義の REFERENCING

節に重複指定されています。

説明: name によって指定されている表、ビュー、別
名、または相関名が、同一の FROM 節中にある表、ビ
ュー、別名、または相関名と同じです。

ステートメントが CREATE TRIGGER の場合は、
REFERENCING 節が、サブジェクト表と同じ名前を指
定する場合が、あるいは OLD または NEW 相関名、あ

るいは NEW_TABLE または OLD_TABLE ID の複数に
対して、同じ名前を持つ場合があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: SELECT ステートメントの FROM 節
を訂正してください。 相関名を表名、ビュー名、別名
に関連させて、表名、ビュー名、別名、または相関名が
FROM 節内の他の表名、ビュー名、別名、または相関
名と同じにならないようにしてください。

CREATE TRIGGER ステートメントの場合は、
REFERENCING 節内の名前を、重複しないように変更
してください。

sqlcode: -212

sqlstate: 42712

SQL0213N パラメーター parameter-name がルーチン
routine-name 内にありません。

説明: 名前が parameter-name のパラメーターが、ルー
チン routine-name 内に存在しません。

ユーザーの処置: ルーチンに対して存在するパラメータ
ー名を指定してから、ステートメントを再サブミットし
ます。

sqlcode: -213

sqlstate: 42703

SQL0214N ORDER BY 節の位置の式、または
clause-type 節の expression-start-or-order-

by-position で始まる式が無効です。理由コ
ード = reason-code。

説明: 以下のような reason-code で示された理由で、
clause-type 節の式 expression-start-or-order-by-position の
最初の部分で定義した式が無効です。

1 SELECT ステートメントの全選択は、副選択で
はありません。このタイプの SELECT ステー
トメントについては、ORDER BY 節に式は許
可されません。 clause-type が ORDER BY で
ある場合のみ、この理由コードが発生します。

2 SELECT 節に DISTINCT が指定され、
SELECT リストの式にちょうど一致する式では
ありません。 clause-type が ORDER BY であ
る場合のみ、この理由コードが発生します。

3 ORDER BY 節に列関数があるため、グループ
化が発生しています。 clause-type が ORDER

BY である場合のみ、この理由コードが発生し
ます。

4 GROUP BY 節の式はスカラー全選択を含める
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ことはできません。 clause-type が GROUP BY

である場合のみ、この理由コードが発生しま
す。

5 GROUP BY 節では、間接参照演算子の左辺は
可変関数にできません。 clause-type が
GROUP BY である場合のみ、この理由コード
が発生します。

6 ORDER BY 節の式に、XMLQUERY または
XMLEXISTS を組み込むことはできません。
clause-type が ORDER BY である場合のみ、こ
の理由コードが発生します。

7 GROUP BY 節の式に、XMLQUERY または
XMLEXISTS を組み込むことはできません。
clause-type が GROUP BY である場合のみ、こ
の理由コードが発生します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 次のように reason-code が指定する理
由に基づき、SELECT ステートメントを修正してくださ
い。

1 ORDER BY 節から式を除去してください。結
果の列を参照する場合は、ソート・キーを単一
整数または単一列名の形式に変更してくださ
い。

2 SELECT 節から DISTINCT を除去するか、ま
たはソート・キーを単一整数または単一列名の
形式に変更してください。

3 GROUP BY 節を追加するか、または ORDER

BY 節から列関数を除去してください。

4 GROUP BY 節から、あらゆるスカラー全選択
を除去してください。スカラー全選択に基づい
た結果の列をグループ化させる場合は、ネスト
した表の式または共通の表の式を使用し、結果
の列としての式で結果の表をまず提供してくだ
さい。

5 GROUP BY 節で、間接参照演算子の左辺から
任意の可変関数を除去してください。

6 ORDER BY 節から XMLQUERY または
XMLEXISTS 式をすべて除去してください。
XMLQUERY または XMLEXISTS 式に基づい
た結果の列を順序付けする場合は、ネストした
表の式または共通の表の式を使用し、その式を
結果の列として結果表にまず提供してくださ
い。

7 GROUP BY 節から XMLQUERY または
XMLEXISTS 式をすべて除去してください。
XMLQUERY または XMLEXISTS 式に基づい
た結果の列をグループ化する場合は、ネストし

た表の式または共通の表の式を使用し、その式
を結果の列として結果表にまず提供してくださ
い。

sqlcode: -214

sqlstate: 42822

SQL0216N 述部演算子の両側にあるエレメントの数が
一致しません。 述部演算子は
predicate-operator です。

説明: 述部には、述部演算子の右または左側 (または両
側) に、エレメントのリストが備えられています。 エレ
メント数は両側で同じものでなくてはなりません。これ
らのエレメントは括弧で囲まれた式のリスト内に、また
は全選択にリストを選択するエレメントとして表示され
る可能性があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 述部演算子で、エレメント数が一致し
ていない述部を訂正してください。

sqlcode: -216

sqlstate: 428C4

SQL0217W Explain 情報の要求だけが実行されてお
り、このステートメントは実行されません
でした。

説明: いずれかの Explain 特殊レジスターの現行値
が、EXPLAIN に設定されています。 この値を使えば、
動的 SQL ステートメントの準備と Explain を行うこと
はできますが、動的ステートメントを実行することはで
きません。

ユーザーの処置: この状態になったインターフェースま
たはアプリケーションから、適切な SET ステートメン
トを発行して、EXPLAIN 以外を設定するように、該当
する Explain 特殊レジスターの値を変更してください。

sqlcode: +217

sqlstate: 01604

SQL0219N 必須の Explain 表 name がありません。

説明: Explain 機能が呼び出されましたが、必須の
Explain 表 name を見つけることができませんでした。
Explain 機能を呼び出す前に、Explain 表を作成する必要
があります。

ユーザーの処置: 必須の EXPLAIN 表を作成してくだ
さい。 Explain 表を作成するために必要な SQL データ
定義言語ステートメントは、sqllib の下の misc ディレ
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クトリーの EXPLAIN.DDL というファイルの中にあり
ます。

sqlcode: -219

sqlstate: 42704

SQL0220N Explain 表 name、列 name2 には適切な
定義がないか、あるいは抜けています。

説明: EXPLAIN 機能が呼び出されましたが、
EXPLAIN 表 name の定義が予期されたものではありま
せんでした。 以下の原因のため、定義が正しくありま
せん。

v 正しくない列数が定義されています。( name2 が数値
の場合)

v 正しくないデータ・タイプが列に割り当てられていま
す。( name2 が列名の場合)

v 表の CCSID が間違っています。

ユーザーの処置: 示された Explain 表の定義を訂正し
てください。 Explain 表を作成するために必要な SQL

データ定義言語ステートメントは、sqllib の下の misc

ディレクトリーの EXPLAIN.DDL というファイルの中
にあります。

sqlcode: -220

sqlstate: 55002

SQL0222N カーソル cursor-name を使用するホール
に対して操作が試行されました。

説明: SQLSTATE が 24510 の場合、エラーが発生しま
した。 SENSITIVE STATIC と定義されているカーソル
cursor-name を使って位置指定の更新または削除が試み
られ、現在行は、削除ホールまたは更新ホールと識別さ
れました。 ホールが発生するのは、カーソル
cursor-name の結果表の現在行に対応するデータベース
内の行を DB2 が更新または削除しようとしたときに、
それに対応する行がもう基礎表内に存在しない場合で
す。

SQLSTATE が 02502 の場合、これは警告です。 カー
ソル cursor-name のフェッチの処理中に削除ホールまた
は更新ホールが検出されました。ホールが発生するの
は、カーソル cursor-name の結果表の現在行に対応する
行をデータベースから DB2 が再フェッチしようとした
ときに、それに対応する行がもう基礎表内に存在しない
場合です。 データは戻されません。

削除ホールが発生するのは、基礎表内の対応する行が削
除されてしまっている場合です。

基礎表の対応する行が、カーソルの SELECT ステート
メントで指定された検索条件を更新行がこれ以上満たさ

ないような仕方で基礎表内で更新されたときに、更新ホ
ールは発生します。

ステートメントは処理できません。カーソルはホール上
に置かれたままになります。

ユーザーの処置: FETCH ステートメントを発行し、ホ
ールではない行上にカーソルを位置付けます。

sqlcode: -222

sqlstate: 02502, 24510

SQL0224N 結果表がカーソル cursor-name を使用し
た基本表と一致しません。

説明: 位置指定 UPDATE または DELETE が、カーソ
ル cursor-name (SENSITIVE STATIC として定義) を使
用して、結果表の列の値が基本表行の現行値と一致しな
い行で試行されました。 基本表の行が、結果表に取り
出されたときから位置指定 UPDATE または DELETE

が処理されたときまでに更新されたため、行は一致しま
せん。

ステートメントは処理できません。カーソル位置は変更
されません。

ユーザーの処置: 分離レベルを変更して、基本表の行を
カーソル操作中に再度更新できないようにするか、ある
いは FETCH INSENSITIVE を行うようにアプリケーシ
ョンを変更して、位置付けされた UPDATE または
DELETE を再試行してください。

sqlcode: -224

sqlstate: 24512

SQL0225N カーソルが SCROLL として定義されて
いないため、カーソル cursor-name の
FETCH ステートメントが無効です。

説明: 順方向スクロール・カーソル cursor-name に対
して、以下のいずれかの両方向スクロール・カーソル・
キーワードと共に FETCH ステートメントが指定されま
した。 PRIOR、FIRST、LAST、BEFORE、AFTER、
CURRENT、ABSOLUTE、または RELATIVE。順方向ス
クロール・カーソルに指定できるのは NEXT だけで
す。データは取り出されません。

ステートメントは処理できません。カーソル位置は変更
されません。

ユーザーの処置: FETCH ステートメントの現在の取り
出し方向キーワード (PRIOR または FIRST) を除去し、
NEXT を指定してください。 また、カーソルの定義を
両方向スクロールに変更する方法もあります。

sqlcode: -225

sqlstate: 42872
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SQL0227N カーソル cursor-name の位置が不明のた
め、 FETCH

NEXT、PRIOR、CURRENT、または
RELATIVE は許可されません (sqlcode、
sqlstate)。

説明: cursor-name のカーソル位置が不明です。 カー
ソル cursor-name の直前の複数行 FETCH が、取り出さ
れた複数の行の処理中にエラー (SQLCODE sqlcode、
SQLSTATE sqlstate) になっています。 要求された 1

つ以上の行はエラーのためプログラムに戻すことはでき
ず、カーソル位置は不明のままになりました。

標識構造が直前の複数行 FETCH で提供されていた場合
は、正の SQLCODE が返され、取り出された行はすべ
てアプリケーション・プログラムに返されています。

ステートメントは処理できません。カーソル位置は変更
されません。

ユーザーの処置: カーソルをクローズして再オープン
し、位置をリセットしてください。 両方向スクロー
ル・カーソルの場合は、FETCH ステートメントを変更
して、他の取り出しステートメント
(FIRST、LAST、BEFORE、AFTER、ABSOLUTE など)

の 1 つを指定し、有効なカーソル位置を設定して、デ
ータの行を取り出してください。

sqlcode: -227

sqlstate: 24513

SQL0228N FOR UPDATE 節が読み取り専用カーソ
ル cursor-name に指定されました。

説明: カーソル cursor-name は INSENSITIVE

SCROLL として定義されていますが、対応する
SELECT ステートメントに FOR UPDATE 節が入って
います。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 読み取り専用カーソルを定義するに
は、INSENSITIVE を DECLARE CURSOR に指定しま
すが、カーソルの SELECT ステートメントの一部とし
て FOR UPDATE 節を指定しないでください。

sqlcode: -228

sqlstate: 42620

SQL0231W カーソル cursor-name の現在位置が現在
行の FETCH には無効です。

説明: FETCH CURRENT または FETCH RELATIVE 0

ステートメントが両方向スクロール・カーソル
cursor-name に発行されました。 カーソルが結果表の行
に位置付けられていないため、操作は無効です。

FETCH BEFORE または FETCH AFTER ステートメン
トに続く、あるいは SQLCODE +100 になった FETCH

ステートメントに続く現在行の FETCH は許可されませ
ん。

ステートメントは処理できません。カーソル位置は変更
されません。

ユーザーの処置: 現在行の取り出しを行う前に、カーソ
ルが結果表の行に位置付けられていることを確認してく
ださい。

sqlcode: +231

sqlstate: 02000

SQL0236W SQLDA が integer1 SQLVAR 項目しか指
定していません。 integer2 SQLVAR 項目
が integer3 列に必要です。SQLVAR 項目
が設定されていません。

説明: SQLDA の「SQLN」フィールドの値は、少なく
とも結果セットの列数と同じ大きさでなければなりませ
ん。

データベース・マネージャーは SQLVAR 項目を設定し
ません (さらに、SQLDOUBLED フラグは "オフ" (すな
わち、スペース文字) に設定されます)。

ユーザーの処置: SQLDA の「SQLN」フィールドの値
を、メッセージに示されている値まで増やして (SQLDA

がその容量をサポートするための十分な大きさになるよ
うに)、ステートメントの再サブミットを行ってくださ
い。

sqlcode: +236

sqlstate: 01005

SQL0237W SQLDA が integer1 SQLVAR 項目しか指
定していません。 記述している列の少な
くとも 1 つは特殊タイプであるため、
integer2 SQLVAR 項目を指定する必要が
あります。 2 次 SQLVAR 項目が設定さ
れていません。

説明: 結果セットの列の少なくとも 1 つが特殊タイプ
なので、結果セットの列数と同じ数の SQLVAR 項目に
ついて、スペースを 2 回指定する必要があります。 デ
ータベース・マネージャーは基本 SQLVAR 項目のみを
設定します (さらに、SQLDOUBLED フラグはオフ (す
なわち、スペース文字) に設定されます)。

ユーザーの処置: 結果セットの特殊タイプに関する追加
情報が必要でない場合は、アクションを行う必要はあり
ません。特殊タイプの情報が必要な場合は、SQLDA の
「SQLN」フィールドの値を、メッセージに示されてい
る値まで増やして (その容量をサポートするのに十分な
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大きさの SQLDA があることを確認した後で)、ステー
トメントの再サブミットを行う必要があります。

sqlcode: +237

sqlstate: 01594

SQL0238W SQLDA が integer1 SQLVAR 項目しか指
定していません。 記述している列の少な
くとも 1 つが LOB または構造化タイプ
であるため、integer3 列に integer2

SQLVAR 項目が必要です。SQLVAR 項
目が設定されていません。

説明: 結果セットの列の少なくとも 1 つが LOB また
は構造化タイプなので、結果セットの列数と同じ数の
SQLVAR 項目について、スペースを 2 回指定する必要
があります。 結果セットの 1 つ以上の列が特殊タイプ
である可能性にも注意してください。

データベース・マネージャーは SQLVAR 項目を設定し
ません (さらに、SQLDOUBLED フラグはオフ (すなわ
ち、スペース文字) に設定されます)。

ユーザーの処置: SQLDA の「SQLN」フィールドの値
を、メッセージに示されている値まで増やして (その容
量をサポートするのに十分な大きさの SQLDA があるこ
とを確認した後で)、ステートメントの再サブミットを行
ってください。

sqlcode: +238

sqlstate: 01005

SQL0239W SQLDA が integer1 SQLVAR 項目しか指
定していません。 記述している列の少な
くとも 1 つが特殊タイプまたは参照タイ
プであるため、integer3 列に integer2

SQLVAR 項目が必要です。SQLVAR 項
目が設定されていません。

説明: 結果セットの列が特殊タイプまたは参照タイプの
場合、結果セットの列数と同じ数の SQLVAR 項目につ
いて、スペースを 2 回指定する必要があります。

データベース・マネージャーは SQLVAR 項目を設定し
ません (さらに、SQLDOUBLED フラグはオフ (すなわ
ち、スペース文字) に設定されます)。

ユーザーの処置: 特殊タイプまたは参照タイプの情報が
必要な場合は、SQLDA の「SQLN」フィールドの値
を、メッセージに示されている値まで増やして (その容
量をサポートするのに十分な大きさの SQLDA があるこ
とを確認した後で)、ステートメントの再サブミットを行
う必要があります。 結果セットの特殊タイプまたは参
照タイプに関する追加情報が必要でない場合は、結果セ
ットの列数に適合するのに十分な SQLVAR 項目のみを

指定して、ステートメントの再サブミットを行うことが
できます。

sqlcode: +239

sqlstate: 01005

SQL0242N タイプ object-type の object-name という
オブジェクトが、オブジェクトのリストで
複数回指定されました。

説明: タイプ object-type のオブジェクト名のリスト
で、object-name というオブジェクトが複数回指定され
ました。 ステートメントの操作をオブジェクトで複数
回実行することはできません。

ユーザーの処置: リスト内の重複したオブジェクトを訂
正し、重複するオカレンスを取り除いてください。

sqlcode: -242

sqlstate: 42713

SQL0243N SENSITIVE カーソル cursor-name を指定
された SELECT ステートメントに定義で
きません。

説明: カーソル cursor-name は SENSITIVE と定義さ
れていますが、 SELECT ステートメントの内容では、
カーソルの一時結果表が DB2 で作成されなければなら
ず、このカーソル外部で加えられた変更を必ず表示でき
るとは限りません。この状況は、照会の内容に応じて結
果表が読み取り専用になったときに発生します。たとえ
ば、照会に結合が入っている場合は、結果表は読み取り
専用になります。これらの場合、カーソルは
INSENSITIVE または ASENSITIVE として定義されて
いる必要があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 結果表が読み取り専用でなくなるよう
に照会の内容を変更するか、またはカーソルのタイプを
INSENSITIVE または ASENSITIVE に変更してくださ
い。

sqlcode: -243

sqlstate: 36001

SQL0244N FETCH で指定された SENSITIVITY

sensitivity がカーソル cursor-name では無
効です。

説明: FETCH で指定されたセンシティビティー・オプ
ション sensitivity がカーソル cursor-name で有効になっ
ているセンシティビティー・オプションと矛盾していま
す。下のリストに、FETCH で指定可能なオプションが
示されています:
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DECLARE CURSOR
FETCH Statement
INSENSITIVE INSENSITIVE
SENSITIVE STATIC SENSITIVE

または INSENSITIVE
SENSITIVE DYNAMIC SENSITIVE
SENSITIVE SENSITIVE
ASENSITIVE INSENSITIVE

または SENSITIVE
(カーソルの
有効な
センシティビティー
による)

順方向スクロール・カーソルの場合、センシティビティ
ー・オプションは指定できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: FETCH で指定されたセンシティビテ
ィー・オプションを変更または除去してください。

sqlcode: -244

sqlstate: 428F4

SQL0245N ルーチン routine-name の呼び出しがあい
まいです。位置 position の引数に最も適
合するものがありません。

説明: ルーチンが SQL ステートメントで参照される場
合、データベース・マネージャーは厳密にどのルーチン
を呼び出すかを決定しなければなりません。関数の場
合、このプロセスは関数解決と呼ばれており、組み込み
関数とユーザー定義関数の両方に適用されます。関数の
呼び出しがあいまいな場合には、このエラーが返されま
す。これは、関数解決の基準を満たす候補関数が複数存
在するような状況で発生します。

この場合、2 つの候補関数の位置 position にパラメータ
ーがありますが、2 つの候補関数のパラメーターのデー
タ・タイプは、同じデータ・タイプ優先順位リストに入
っていません。引数に最も適合するものを決定できませ
ん。詳しくは、DB2 インフォメーション・センターの
『関数』のトピックにある『最適な関数の判別』を参照
してください。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 候補関数のセットからあいまいさを取
り除くために、適切なデータ・タイプ、関数定義、また
は SQL パスに引数を明示的にキャストするよう SQL

ステートメントを変更します。その後、再試行してくだ
さい。

sqlcode: -245

sqlstate: 428F5

SQL0257N ロー・デバイス・コンテナーはサポートさ
れていません。

説明: ロー・デバイス・コンテナーの使用が試みられま
したが、 以下に示す条件の 1 つが成立しています。

v ロー・デバイスは、このプラットフォームではサポー
トされていません。

v 自動サイズ変更表スペースの SET TABLESPACE

CONTAINERS コマンドを使用してロー・デバイス・
コンテナーを指定することはできません。

v DB2 pureCluster 環境ではロー・デバイス・コンテナ
ーはサポートされていません。

ユーザーの処置: DB2 pureCluster 環境の場合:

応答は必要ありません。 DB2 pureCluster 環境ではロ
ー・デバイス・コンテナーを使用できません。

DB2 pureCluster 環境以外の環境の場合:

v 表スペースを作成している場合は、代わりにファイ
ル・コンテナーまたはシステム管理表スペースを使用
してください。

v SET TABLESPACE CONTAINERS コマンドを指定し
ている場合は、代わりにファイル・コンテナーを使用
してください。

sqlcode: -257

sqlstate: 42994

SQL0258N 表スペースのリバランスのペンディングま
たは進行中は、コンテナー操作または
REBALANCE を実行することはできませ
ん。

説明: 以下に示す条件の 1 つが成立しています。

1. コンテナー操作または REBALANCE 節を含む
ALTER TABLESPACE ステートメントが、以前にこ
のアプリケーションまたは別のアプリケーションに
よって発行されましたが、まだコミットされていま
せん。

2. リバランスが進行中です。

ユーザーの処置: 条件に適した以下の対応を実行してく
ださい。

1. 可能であれば、コミットされていない作業単位をロ
ールバックし、単一の ALTER TABLESPACE ステ
ートメントを発行して、すべてのコンテナー操作を
発行してください。 可能でない場合は、リバランス
が完了するまで待った後で、もう一度やり直してく
ださい。 同じ ALTER TABLESPACE ステートメン
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トで、表スペースへのページの追加と、表スペース
からのページの除去の両方を行うことはできませ
ん。

2. リバランスが完了するまで待った後で、もう一度や
り直してください。

sqlcode: -258

sqlstate: 55041

SQL0259N 表スペースのコンテナー・マップが複雑す
ぎます。

説明: マップ構造は、表スペースのアドレス・スペース
がさまざまなコンテナーにマップされる方法に関するレ
コードを保持しています。 これが複雑になりすぎる
と、表スペース・ファイルに適合しなくなります。

ユーザーの処置: コンテナー間でデータをもっと均等に
分散するために、表スペースのリバランスが必要になる
場合があります。 そうすれば、マッピングが簡潔にな
る可能性があります。

これがうまくいかない場合は、可能な限り同じサイズの
コンテナーを作成してください。 表スペースをバック
アップした後で、データベース管理ユーティリティーを
使用してコンテナーを変更すれば、既存のコンテナー・
サイズを変更することができます。 その後で、表スペ
ースを新しいコンテナーにリストアしてください。

sqlcode: -259

sqlstate: 54037

SQL0260N 列 column-name は、LONG 列、
DATALINK 列、XML 列、または構造化
タイプ列であるため、分散キーにも表パー
ティション・キーにも属することができま
せん。

説明: 分散キーも表パーティション・キーも、LONG

列、DATALINK 列、XML 列、または構造化タイプ列
を持つことができません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 分散キーにも表パーティション・キー
にも、LONG 列、DATALINK 列、XML 列または構造
化タイプ列を使用しないでください。

表を分散する必要がある場合、その表に LONG 列、
DATALINK 列、XML 列、または構造化タイプ列だけ
が含まれるなら、分散キーに使用できる列を表に追加す
るか、単一パーティションから成るデータベース・パー
ティション・グループで分散キーなしの表を定義してく
ださい。

表をパーティション化する必要がある場合、その表に

LONG 列、DATALINK 列、XML 列、または構造化タ
イプ列だけが含まれるなら、表のパーティション・キー
として使用できる列を追加するか、非パーティション表
を定義してください。

sqlcode: -260

sqlstate: 42962

SQL0262N 分散キーとして使用できる列が存在しない
ため、表 table-name をデータベース・パ
ーティション・グループ group-name に作
成できません。

説明: 表 table-name をデータベース・パーティショ
ン・グループに作成できません。 この表には、分散キ
ーとして使用できる少なくとも 1 つの列が存在してい
る必要があります。以下のデータ・タイプの列は、分散
キーで使用できません。

v BLOB

v CLOB

v DATALINK

v DBCLOB

v LONG VARCHAR

v LONG VARGRAPHIC

v XML

v 構造化タイプ

v 上記にリストされたデータ・タイプのいずれかに基づ
くユーザー定義データ・タイプ

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 分散キーに使用できる 1 つ以上の列
を持つ表を作成するか、単一データベース・パーティシ
ョン・グループにこの表を作成してください。

sqlcode: -262

sqlstate: 428A2

SQL0263N member-number-1 から member-number-2

までのメンバー範囲は無効です。2 番目の
メンバー番号は、1 番目のメンバー番号以
上でなければなりません。

説明: 指定されたメンバー範囲が有効ではありません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: このステートメント内のメンバー範囲
を訂正し、要求を再試行してください。

sqlcode: -263

sqlstate: 428A9
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SQL0264N 表が複数パーティションのデータベース・
パーティション・グループ name で定義
された表スペースに表が常駐しているた
め、パーティション・キーの追加またはド
ロップはできません。

説明: 単一データベース・パーティション・グループ内
の表のパーティション・キーのみを追加またはドロップ
できます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 次の 1 つを実行し、要求を再試行し
てください。

v パーティション・キーを使用する同一表を定義してく
ださい。

v 単一のデータベース・パーティション・グループにデ
ータベース・パーティション・グループを再配布して
ください。

sqlcode: -264

sqlstate: 55037

SQL0265N データベース・パーティション番号のリス
トに、重複したデータベース・パーティシ
ョン番号が検出されました。

説明: CREATE DATABASE PARTITION GROUP ステ
ートメントに対し、ON DBPARTITIONNUMS 節内で 1

度のみデータベース・パーティション番号の表示が可能
です。

CREATE TABLESPACE および ALTER TABLESPACE

ステートメントに対し、データベース・パーティション
番号は 1 度のみ、1 つの ON DBPARTITIONNUMS 節
でのみ表示可能です。

ALTER DATABASE PARTITION GROUP ステートメン
トまたは REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドで、以下のいずれかが発生しました。

v データベース・パーティション番号が ADD

DBPARTITIONNUMS または DROP

DBPARTITIONNUMS 節で複数回表示された。

v データベース・パーティション番号が ADD

DBPARTITIONNUMS および DROP

DBPARTITIONNUMS 節の両方で複数回表示された。

v 追加されるデータベース・パーティション番号は、す
でにデータベース・パーティション・グループのメン
バーである。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ON DBPARTITIONNUMS、ADD

DBPARTITIONNUMS、または DROP

DBPARTITIONNUMS 節内のデータベース・パーティシ
ョン名またはデータ・パーティション番号を必ず固有に
してください。CREATE TABLESPACE および ALTER

TABLESPACE ステートメントに対し、データベース・
パーティション番号が複数の ON DBPARTITIONNUMS

節で表示されていないかを確認してください。

さらに、ALTER DATABASE PARTITION GROUP ステ
ートメントまたは REDISTRIBUTE DATABASE

PARTITION GROUP コマンドでは、次のようにしてく
ださい。

v ADD DBPARTITIONNUMS および DROP

DBPARTITIONNUMS 節の両方でデータベース・パー
ティション番号を指定しないでください。

v データベース・パーティション番号がすでにデータベ
ース・パーティション・グループに定義されている場
合は、ADD DBPARTITIONNUMS 節からそのデータ
ベース・パーティション番号を除去してください。

sqlcode: -265

sqlstate: 42728

SQL0266N 指定されたメンバー番号またはデータベー
ス・パーティション番号 member-number

が無効です。

説明: 指定されたメンバー番号またはデータベース・パ
ーティション番号 member-number が以下のいずれかの
理由のために無効です。

v メンバー番号またはデータベース・パーティション番
号が 0 から 999 の有効範囲内にありません。

v メンバー番号またはデータベース・パーティション番
号がノード構成ファイル内にありません。

v メンバー番号またはデータベース・パーティション番
号がデータベース・パーティション・グループの一部
ではないため、要求された操作を処理できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 次の条件に従います。

v 有効範囲内のメンバー番号またはデータベース・パー
ティション番号を指定してステートメント、コマン
ド、または API を発行します。

v メンバーまたはデータベース・パーティションをシス
テムに追加する手順に従います。

v ステートメント、コマンド、または API の指定され
たメンバーまたはデータベース・パーティションから
メンバーまたはデータベース・パーティションを除去
します。

sqlcode: -266

SQL0264N

第 1 章 SQL0000 - SQL0499 43



sqlstate: 42729

SQL0268N データベース・パーティション・グループ
を再配分している間は operation を実行で
きません。

説明: operation にしたがって、以下のいずれかが適用
されます。

v データベース・パーティション・グループが再配分中
であり、現行操作が完了するまで、このグループを変
更、ドロップまたは再配分できません。

v 表のデータベース・パーティション・グループが再配
分されている間は、表のパーティション・キーをドロ
ップできません。

v このデータベース・パーティション・グループ内の古
いデータベース・パーティションが REDISTRIBUTE

によってすべてドロップされているため、新規オブジ
ェクトは作成できません。

v このデータベース・パーティション・グループ内の古
いデータベース・パーティションが REDISTRIBUTE

によってすべてドロップされているため、新規列は
ALTER TABLE で追加できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 再配分が完了するまで待ち、要求を再
試行してください。

sqlcode: -268

sqlstate: 55038

SQL0269N データベースはパーティション・マップの
最大数が入っています。

説明: データベースに最大数のパーティション・マップ
(32,768) が入っているため、新規データベース・パーテ
ィション・グループの作成、データベース・パーティシ
ョン・グループの変更、または既存のデータベース・パ
ーティション・グループの再配布を行うことができませ
ん。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: データベースの 1 つ以上のデータベ
ース・パーティション・グループをドロップしてくださ
い。

注: データベース・パーティション・グループをドロッ
プすると、データベース・パーティション・グループに
常駐する表スペース、表およびビューなどのデータベー
ス・オブジェクトがすべてドロップされます。

sqlcode: -269

sqlstate: 54033

SQL0270N 関数をサポートしていません (理由コード
= reason-code)。

説明: 以下の理由コードによって示されている制限に違
反しているため、ステートメントを処理できません。

1

主キー、各ユニーク制約、および各ユニーク索
引には表の分散列 (列は任意の順序で表示でき
る) がすべて入っていなければなりません。

2

分散キー列の値の更新はサポートされていませ
ん。

3

外部キーが ON DELETE SET NULL で定義さ
れているとき、NULL 可能な分散キー列をこの
外部キーに組み込むことはできません。このよ
うな制約を定義した結果、分散キー列を更新す
ることになるため、これは理由コード 2 の特
殊事例です。

5

WITH CHECK OPTION 節で作成されたビュー
は、次の場合関数 (または関数を使用する参照
ビュー) を使用できません。

v 非決定的の場合

v 副次作用がある場合

v データの配置に関連する場合。例えば、ノー
ド番号またはパーティション関数。

これらの関数は、新しいビューが CASCADED

チェック・オプションで作成された場合に参照
ビュー内にあってはなりません。

6

ユーザー定義の特殊タイプに対してトランスフ
ォームは定義できません。

7

長いフィールドは、4 KB のページ・サイズの
表スペースを使用するときのみに、定義できま
す。LARGE TABLESPACE は、4 KB のペー
ジ・サイズを使用してのみ作成できます。

8

構造化タイプは、DB2 バージョン 7.1 以前の
表または構造化タイプ属性データ・タイプの列
としてサポートされていません。

9

トリガーは型付き表ではサポートされません。
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10

4 KB のページ・サイズを持つ表スペースに配
置する必要のある 1 つ以上の LOB 列が表に
あり、表の行サイズまたは列数には 8 KB の
ページ・サイズを持つ表スペースが必要である
ため、単一のデフォルト表スペースは選択でき
ません。

11

型付き表あるいは型付きビューは、属性を持た
ない構造化タイプを使用して作成することがで
きません。

12

ソース・キー・パラメーターのタイプは、ユー
ザー定義の構造化タイプか、または
LOB、XML、LONG VARCHAR、または
LONG VARGRAPHIC データ・タイプから生成
されたのではない特殊タイプである必要があり
ます。

13

チェック制約は型付き表で定義することができ
ないか、または WITH CHECK OPTION 節が
型付きビューで指定することができません。

14

参照制約は型付き表に定義することができない
か、または型付き表である親表に定義すること
ができません。

15

デフォルト値は参照タイプ列で定義されませ
ん。

16

参照データ・タイプあるいは構造化データ・タ
イプを、DB2 UDB バージョン 7.1 より前のパ
ラメーター・データ・タイプまたはユーザー定
義関数の戻りデータ・タイプとして使用するこ
とはできません。そうでない場合、有効範囲参
照データ・タイプまたは配列データ・タイプを
ルーチンのパラメーター・データ・タイプまた
は戻りデータ・タイプとして使用することはで
きません。構造化データ・タイプまたは配列デ
ータ・タイプを表または行関数の戻り列として
使用することはできません。

17

SET INTEGRITY ステートメントは型付き表に
対して使用することができません。

18

型付き表、型付きビュー、またはニックネーム
に対する列レベルの UPDATE および
REFERENCES 特権を付与することはできませ
ん。

19

デフォルト値は、型付き表の列に対するデフォ
ルト定義の時に指定する必要があります。

20

ALTER TABLE はマテリアライズ照会表では
サポートされていません。

21

マテリアライズ照会表の基本表である表では、
列をドロップしたり、列の長さ、データ・タイ
プ、セキュリティー、NULL 可能性、または非
表示属性を変更したりすることはできません。

22

マテリアライズ照会表は、CREATE SCHEMA

ステートメントに定義できません。

23

REPLICATED は REFRESH DEFERRED で定
義されたマテリアライズ照会表にのみ指定でき
ます。

24

BEFORE トリガーで起動されたアクションは、
REFRESH IMMEDIATE で定義されたマテリア
ライズ照会表を参照できません。

25

SET INTEGRITY ステートメントには、1 つの
マテリアライズ照会表しか指定できません。

26

再配分されているデータベース・パーティショ
ン・グループに、複製されたマテリアライズ照
会表が少なくとも 1 つ含まれています。

27

複製されたマテリアライズ照会表は、この複製
された表を構成する 1 つ以上の列にユニーク
索引が存在しない表には定義できません。

28

型付き表またはマテリアライズ照会表は名前変
更できません。

29
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FOR EXCEPTION 節は、SET INTEGRITY ス
テートメントのマテリアライズ照会表には指定
できません。

30

型付き表および型付きビューは CREATE

SCHEMA ステートメントで定義できません。

31

分散キーは 500 を超える列では定義できませ
ん。

32

カタログ・パーティション以外の複数パーティ
ション・データベース・パーティション・グル
ープまたは単一パーティション・データベー
ス・パーティション・グループを使用して定義
された表は、FILE LINK CONTROL で定義さ
れた DATALINK 列をサポートしません。

33

REFRESH IMMEDIATE で定義されたマテリア
ライズ照会表の基礎表を、カスケード効果を持
つ (つまり、ON DELETE CASCADE または
ON DELETE SET NULL オプションを持つ)

参照制約の子にすることはできません。

34

基礎オブジェクトの関連機能は、現行リリース
ではサポートされていません。

35

シーケンス列または ID 列を、バージョン 7

マルチノード・データベース環境で作成するこ
とはできません。

36

順序または ID 列を含むマルチノード・バージ
ョン 7 データベースのアクティブ化は許可さ
れていません。

38

索引拡張子を使用する索引は、DB2 UDB バー
ジョン 8.1 修正パッケージ 6 より前の複数パ
ーティション・データベース・パーティショ
ン・グループではサポートされていません。

39

ニックネームまたは OLE DB 表関数は、SQL

関数または SQL メソッドの本体で直接的に、
または間接的に参照できません。

40

IDENTITY_VAL_LOCAL 関数を、トリガーま
たは SQL 関数で使用することはできません。

41

単一の SQL 変数ステートメントは、値をロー
カル変数と遷移変数の両方に割り当てることは
できません。

42

マルチノード・データベース内で、SQL 制御
ステートメントを使ったトリガー、メソッド、
または関数の実行、および動的コンパウンド・
ステートメントの実行は許可されません。

43

指定されたオプションの 1 つ以上は現在サポ
ートされていません。

44

以下の EXPLAIN MODES は、MPP、SMP、お
よび Data Joiner ではサポートされていませ
ん。

v COUNT CARDINALITIES

v COMPARE CARDINALITIES

v ESTIMATE CARDINALITIES

45

マルチディメンション・クラスタリング
(MDC) 表または挿入時クラスタリング (ITC)

表では、APPEND モードはサポートされてい
ません。

46

マルチディメンション・クラスタリング
(MDC) 表または挿入時クラスタリング (ITC)

表では、INPLACE 表再編成はサポートされて
いません。

47

マルチディメンション・クラスタリング
(MDC) 表または挿入時クラスタリング (ITC)

表では、索引拡張はサポートされていません。

48

マルチディメンション・クラスタリング
(MDC) 表のディメンション仕様に対する変更
は、サポートされていません。

49

マルチディメンション・クラスタリング
(MDC) 表または挿入時クラスタリング (ITC)

表では、クラスター索引はサポートされていま
せん。
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50

ユーザー定義一時表は、マルチディメンショ
ン・クラスタリング (MDC) 表にも挿入時クラ
スタリング (ITC) 表にもすることはできませ
ん。

51

コーディネーター・データベース・パーティシ
ョンではないデータベース・パーティションか
らの、LANGUAGE SQL を指定した CREATE

PROCEDURE の使用はサポートされていませ
ん。

52

生成された列が分散キー列であるかまたは
ORGANIZE BY 節、PARTITION BY 節、また
は DISTRIBUTE BY節で使用されている場合、
その列の式を変更したり、式を使用して生成さ
れたのでない列に追加したりできません。

53

LONG VARCHAR、LONG

VARGRAPHIC、LOB、または XML タイプの
列、このいずれかのタイプの特殊タイプ、また
は構造化タイプは、両方向スクロール・カーソ
ルの選択リストには指定できません。

54

指定されたシステム・カタログ表では、
INPLACE 表再編成はサポートされていませ
ん。

55

フェデレーテッド・データベース・システム・
サポートとコンセントレーター機能を同時にア
クティブにすることはできません。

56

再ビルド・モードでのオンライン索引の再編成
は、ALLOW WRITE モードの空間インデック
スではサポートされていません。

57

ALLOW WRITE モードのマルチディメンショ
ン・クラスタリング (MDC) 表または挿入時ク
ラスタリング (ITC) 表でオンライン索引再編成
がサポートされるのは、CLEANUP オプション
または RECLAIM EXTENTS オプションが指
定されたときだけです。

58

バージョン 8 データベースの場合: XML デー
タ・タイプは一時データ・タイプとしてしか使

用できず、データベースに保管したり、アプリ
ケーションに戻したりすることはできません。

59

SQL ステートメントを含む関数またはメソッ
ドは、パーティション・データベース環境では
使用できません。

60

型付き表に依存する、型付きまたは非型付き
VIEW のオブジェクトがあるため、ALTER

TABLE ALTER COLUMN SET INLINE

LENGTH ステートメントは許可されません。

61

テキスト検索関数をチェック制約または生成さ
れた列の式に使用することはできません。

62

WITH CHECK OPTION 節を、直接テキスト検
索関数を参照しているビュー、またはテキスト
検索関数を参照している他のビューに依存する
ビューと共に使用することはできません。

63

LOB タイプの列、LOB タイプ上の特殊タイプ
の列、LONG VARCHAR、LONG

VARGRAPHIC、DATALINK、LOB、XML タ
イプの列、これらのいずれかのタイプ上の特殊
タイプの列、または構造化タイプの列は、イン
センシティブ両方向スクロール・カーソルの選
択リストには指定できません。

64

このプラットフォームでは、フェデレーテッ
ド・プロセッシングはサポートされていませ
ん。

65

ニックネームのローカル・タイプを現行タイプ
から指定タイプに変更することはできません。

66

組み込みトランスフォーム・グループ
SYSSTRUCT はサポートされていません。

67

ニックネームまたはニックネームのビューは、
MERGE ステートメントのターゲットとして指
定することができません。

68
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パーティション・データベースでは、SQL ス
テートメントでサポートされる NEXT VALUE

式の明確な最大数は 55 です。

69

ビューから削除すると、複数のパスにより、下
層表をビュー定義に現れる複数の表に連結削除
します。下層表に定義されたチェック制約また
はトリガーのどちらかを、不確定な最終結果に
従って廃止する必要があります。

70

照会最適化が有効になっているビューの基本表
である表では、列をドロップしたり、列の長
さ、データ・タイプ、セキュリティー、および
NULL 可能性を変更したりすることはできませ
ん。

71

パーティション・データベース環境において、
トリガー、SQL 関数、SQL メソッド、または
動的コンパウンド・ステートメントの中で
CALL ステートメントを使用することはできま
せん。

72

NULL 可能な列を ID 列となるように変更する
ことはできません。

73

パーティション・データベース環境のバックア
ップ・イメージにログを含めることはできませ
ん。

74

タイム・スタンプによるリカバリー履歴ファイ
ルの状況フィールドの更新は許可されていませ
ん。

75

自動統計プロファイルは、複数のデータベー
ス・パーティション・システム、SMP が有効
なシステム、およびフェデレーテッド・システ
ム上でサポートされていません。

83

V9.7 より前のバージョンの DB2 データベー
スの場合、DATA CAPTURE CHANGES と
COMPRESS YES には互換性がないため、ステ
ートメントは処理できません。

87

型付き表、ステージング表、ユーザー一時表、
および範囲がクラスター化された表の各表タイ
プは、パーティション表として定義することは
できません。

88

DB2 データベース・サーバーのバージョン 9.7

GA 以前の場合、REORG INDEXES または
REORG TABLE コマンドは、以下の状態の
ALLOW WRITE モードまたは ALLOW READ

モードのパーティション表でのみサポートされ
ます。

v CLEANUP または ON DATA PARTITION

が指定されている場合に、ALLOW WRITE

および ALLOW READ が REORG

INDEXES に対してサポートされている。

v ON DATA PARTITION が指定されており、
INPLACE 節が指定されていない場合に、
ALLOW READ が REORG TABLE に対し
てサポートされる。

89

REORG INDEX は、パーティション表上の非
パーティション索引に対してのみサポートされ
ます。

90

バージョン 9.7 より前のバージョンの DB2 デ
ータベース・バージョンの場合、パーティショ
ン化索引はサポートされていないため、
PARTITIONED 節は CREATE INDEX ステー
トメントには指定できません。

91

V9.7 より前のバージョンの DB2 データベー
スの場合、コンプレッション・ディクショナリ
ーを持つ表では DATA CAPTURE CHANGES

はサポートされないため、ステートメントは処
理できません。

92

強制された参照整合性制約の親である表からの
デタッチは許可されません。

93

LOAD INSERT を使用して付加されたデータを
含むパーティション、付加されたデータに関し
て増分的にリフレッシュされていない従属マテ
リアライズ照会表または従属ステージング表を
含むパーティションでは、パーティションのデ
タッチは許可されません。

95
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整合性の検証が済んでいないパーティションが
接続されている表は、マテリアライズ照会表に
変更できません。

97

マルチノード分散キー、データ分散キー、また
は MDC 編成ディメンションのエレメントで
は、このデータ・タイプの変更はサポートされ
ていません。

98

ID 列のタイプの変更はサポートされていませ
ん。

99

ALTER TABLE SET DATA TYPE により、チ
ェック制約によって使用される外部 UDF が変
更されました。

101

LOAD コマンドは、LARGE 表スペース内のタ
イプ 1 索引を持つ表ではサポートされませ
ん。バージョン 9.7 以降、タイプ 1 索引は使
用されなくなり、タイプ 2 索引に置き換えら
れました。CONVERT パラメーターを指定して
REORG INDEXES ALL コマンドを使用するこ
とにより、索引をタイプ 2 索引に変換できま
す。

102

型付き表にはセキュリティー・ポリシーは追加
できません。

103

DB2 データベース・サーバーのバージョン 9.5

以前では、XML 列を持つ表に対する ALLOW

WRITE モードのオンライン索引再編成はサポ
ートされません。

104

表に XML 列の索引が定義されている場合は、
インプレース表 REORG は許可されません。

105

REORG INDEX コマンドがサポートされるの
は、CLEANUP モードまたは RECLAIM

EXTENTS モードのブロック索引の場合のみで
す。

106

マテリアライズ照会表へのパーティションのア
タッチはサポートされていません。

109

テキスト検索関数がパーティション表を直接参
照していない場合、またはテキスト検索関数が
OUTER JOIN 節の含まれる副選択のメンバー
である場合は、そのテキスト検索関数をパーテ
ィション表のテキスト索引に適用することはで
きません。

110

SECLABEL、SECLABEL_BY_NAME、および
SECLABEL_TO_CHAR の場合は、セキュリテ
ィー・ポリシー名パラメーターはストリング定
数でなければなりません。

111

監査ポリシーを型付き表に関連付けることがで
きません。

112

非 root インストールの場合、ヘルス・モニタ
ーはアクションや通知の構成をサポートしてい
ません。

113

コンパウンド SQL (コンパイル済み) ステート
メントの、トリガー本体での使用は、パーティ
ション・データベース環境ではサポートされて
いません。DB2 バージョン 9.7 フィックスパ
ック 1 以前では、コンパウンド SQL (コンパ
イル済み) ステートメントの、SQL 関数本体と
しての使用は、パーティション・データベース
環境ではサポートされていませんでした。

114

パーティション空間インデックスはサポートさ
れていません。

115

このソース派生関数は V9.7 以前のリリースで
作成されたため、再び妥当性検査を行うことが
できません。

116

同じ名前が、コンパウンド SQL (コンパイル済
み) ステートメント内の動的に準備または実行
された複数の名前付きパラメーター・マーカー
で使用されています。

118

関数 ENV_GET_NETWORK_RESOURCES また
は ENV_GET_DB2_SYSTEM_RESOURCES が
サポートしないプラットフォームまたはオペレ
ーティング・システム上で、これらの関数のど
ちらかを実行しようとしました。
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119

ROW 変数のフィールドに ARRAY タイプがあ
る場合、配列要素値を、ROW 変数フィールド
参照にある要素の対応する索引値を指定して直
接取り出すことができません。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1

CREATE TABLE、ALTER TABLE または
CREATE UNIQUE INDEX ステートメントを訂
正します。

2

複数パーティションの表の分散キー列を更新し
たり、分散列で削除した後に新しい値を持つ行
を挿入しようとしたりしないでください。

3

分散キー列を NULL 可能ではなくするか、別
の ON DELETE アクションを指定するか、ま
たは表の分散キーを変更して、外部キーに分散
キーの列が組み込まれないようにしてくださ
い。

4

DATA CAPTURE NONE を指定するか、ある
いはカタログ・パーティションを指定する単一
パーティション・データベース・パーティショ
ン・グループの表スペースに表があることを確
認してください。

5

WITH CHECK OPTION 節を使用したり、ビュ
ー定義から関数またはビューを除去したりしな
いでください。

6

トランスフォームはユーザー定義の特殊タイプ
に対して自動的に行われます。 CREATE

TRANSFORM ステートメントはユーザー定義
の構造化タイプのみに使用してください。

7

長いフィールドの入った任意の表に対して、4

KB ページ・サイズの表スペースを使用してく
ださい。DMS 表スペースを使用する場合は、
長いフィールドは 4 KB ページ・サイズの表
スペースに配置し、他の表または索引データは
異なるページ・サイズの表スペースに配置する
ことができます。LARGE TABLESPACE を定
義する場合は、PAGESIZE 4K を使用してくだ
さい。

8

DB2 UDB バージョン 7.1 より前のサーバーで
あれば、CREATE TABLE ステートメントまた
は ALTER TYPE ADD COLUMN ステートメ
ントに構造化タイプの列データ・タイプがない
ことを確認してください。CREATE TYPE ス
テートメントまたは ALTER TYPE ADD

ATTRIBUTE ステートメントでのどの属性デー
タ・タイプも構造化タイプでないことを確認し
てください。

9

型付き表ではトリガーを定義しないでくださ
い。

10

表の行サイズあるいは列数を減らすか、または
ロング・データが 4 KB ページ・サイズの表
スペースにあり、基本データが 8 KB ペー
ジ・サイズの表スペースにあるような 2 つの
表スペースを指定してください。

11

型付き表あるいは型付きビューを作成する場合
は、最低でも 1 つの属性を定義している構造
化タイプを指定します。

12

ソース・キー・パラメーターのタイプには、ユ
ーザー定義の構造化タイプか、または
LOB、XML、LONG VARCHAR、あるいは
LONG VARGRAPHIC タイプから派生していな
い特殊タイプだけを使用してください。

13

型付き表の CREATE TABLE または ALTER

TABLE ステートメントでは、チェック制約を
指定しないようにします。型付きビューの
CREATE VIEW ステートメントでは、WITH

CHECK OPTION 節を指定しないでください。

14

CREATE TABLE または ALTER TABLE ステ
ートメントでは、型付き表を含む参照制約を指
定しないようにします。

15

CREATE TABLE または ALTER TABLE ステ
ートメントで参照データ・タイプを指定した列
に対して、DEFAULT 節を指定しないようにし
ます。

16
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DB2 UDB バージョン 7.1 より前のサーバーで
あれば、ユーザー定義関数の作成時に構造化タ
イプ・パラメーターまたは戻りタイプを指定し
ないでください。また、有効範囲内参照タイプ
をパラメーターまたは戻りタイプとして指定し
ないでください。 構造化タイプを表または行
関数の戻り列として指定しないでください。

17

SET INTEGRITY ステートメントにある型付き
表を指定しないようにします。

18

型付き表、型付きビュー、またはニックネーム
に対する REFERENCES または UPDATE 特権
を付与するときに、特定の列名を組み込まない
ようにします。

19

型付き表の列で DEFAULT 節を指定する時
に、特定の値を組み込むようにします。

20

マテリアライズ照会表をドロップし、任意の属
性を指定して再作成します。

21

マテリアライズ照会表の基本表となっている表
の列をドロップまたは変更するには、以下のス
テップを実行します。

1. 従属のマテリアライズ照会表をドロップし
ます。

2. 基本表の列をドロップするか、この列の長
さ、データ・タイプ、NULL 可能性、また
は非表示属性を変更します。

3. マテリアライズ照会表を再作成します。

22

CREATE SCHEMA ステートメントの外側で
CREATE SUMMARY TABLE ステートメント
を発行してください。

23

REPLICATED 指定を除去するか、またはマテ
リアライズ照会表の定義に REFRESH

DEFERRED が指定されていることを確認しま
す。

24

BEFORE トリガーのトリガー・アクションにあ
るマテリアライズ照会表への参照を除去しま
す。

25

各マテリアライズ照会表ごとに、別々の SET

INTEGRITY IMMEDIATE CHECKED ステート
メントを発行します。

26

データベース・パーティション・グループにあ
る複製されたマテリアライズ照会表をすべてド
ロップし、REDISTRIBUTE DATABASE

PARTITION GROUP コマンドを再発行しま
す。複製されたマテリアライズ照会表を再作成
します。

27

マテリアライズ照会表に定義された列のサブセ
ットが、基本表のユニーク索引を構成する列セ
ットでもあることを確認します。

28

型付き表あるいはマテリアライズ照会表名を変
更するには、その表をドロップして、新しい名
前で作成し直すしか方法がありません。表をド
ロップした場合、その表に依存する他のオブジ
ェクトにも影響する可能性があり、その表に対
する特権は失われます。

29

SET INTEGRITY ステートメントから FOR

EXCEPTION 節を除去します。

30

CREATE SCHEMA ステートメントの外部で、
型付きビューまたは型付き表の CREATE ステ
ートメントを発行します。

31

分散キー内の列の数を減らします。

32

DATALINK 列に NO LINK CONTROL を指定
するか、またはカタログ・パーティションを指
定する単一パーティション・データベース・パ
ーティション・グループの表スペースに表を配
置してください。データを複数パーティショ
ン・データベース・パーティション・グループ
に再配分する場合は、再配分を継続するために
表をドロップする必要があります。

33

以下のいずれかの方法を使用します。

v REFRESH IMMEDIATE を使って子として定
義されているマテリアライズ照会表の基礎表
に、カスケード効果を持つ (つまり、ON

DELETE CASCADE または ON DELETE
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SET NULL オプションを指定した) 参照制
約を定義しないでください。

v カスケード効果を持つ (つまり、ON

DELETE CASCADE または ON DELETE

SET NULL オプションを指定した) 参照制
約の子である基礎表を持つ REFRESH

IMMEDIATE マテリアライズ照会表を定義し
ないでください。

34

サポートされていないオブジェクトの関連機能
の使用を除去してください。

35

GENERATED [ALWAYS | BY DEFAULT] AS

IDENTITY ... 属性を作成あるいは除去しない
でください。

36

新規ノードをドロップして、単一ノード構成に
戻してください。さらにノードが必要な場合
は、新規ノードを追加する前に順序または ID

列がある表をドロップしてください。

38

索引拡張子を使用する索引を、複数パーティシ
ョン・データベース・パーティション・グルー
プの表に作成することはできません。 索引拡
張子を使用する索引がデータベース・パーティ
ション・グループ内の表に存在している間、そ
のデータベース・パーティション・グループを
複数パーティション・データベース・パーティ
ション・グループにすることはできません。こ
のような索引をドロップしてパーティションを
データベース・パーティション・グループに追
加する (この場合、索引を再作成できません)

か、またはデータベース・パーティション・グ
ループを未変更のままにしてください。

39

ニックネームまたは OLE DB 表関数への参照
を除去するか、または間接的にこれらのいずれ
かを参照しているオブジェクトへの参照を除去
してください。

40

IDENTITY_VAL_LOCAL 関数の呼び出しを ト
リガー定義または SQL 関数定義から除去して
ください。

41

割り当てを 2 つの別々のステートメントに分
割します。 一方のステートメントは SQL 変

数にのみ値を割り当て、もう一方のステートメ
ントは遷移変数にのみ値を割り当てなければな
りません。

42

新規ノードをドロップして、単一ノード構成に
戻してください。さらにノードが必要な場合
は、制御ステートメントを含むトリガー、関
数、またはメソッドをドロップしなければなり
ません。

43

RUNSTATS コマンドを再発行し、サポートさ
れていないオプションをオフにしてください。

44

これらの EXPLAIN モードを、SMP、MPP、お
よび Data Joiner 環境で使用することはできま
せん。可能であれば、順次モードで照会を実行
してください。あるいは、EXPLAIN モードを
YES または EXPLAIN に設定して、実際のカ
ーディナリティー以外については、同じ情報を
提供してください。

45

マルチディメンション・クラスタリング
(MDC) 表または挿入時クラスタリング (ITC)

表に対する ALTER TABLE ステートメント
に、APPEND 節を指定しないでください。

46

INPLACE オプションを指定せずに、REORG

コマンドを再発行してください。

47

マルチディメンション・クラスタリング
(MDC) 表または挿入時クラスタリング (ITC)

表に対する CREATE INDEX ステートメント
に、EXTENSION 節を指定しないでください。

48

マルチディメンション・クラスタリング
(MDC) 表をドロップし、変更したディメンシ
ョン指定を使って表を再作成してください。

49

マルチディメンション・クラスタリング
(MDC) 表または挿入時クラスタリング (ITC)

表に対する CREATE INDEX ステートメント
に、CLUSTER 節を指定しないでください。

50
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宣言済みグローバル一時表に対し、CREATE

TABLE ステートメントに ORGANIZE BY 節
を指定しないでください。

51

コーディネーター・データベース・パーティシ
ョンから LANGUAGE SQL 節を指定した
CREATE PROCEDURE ステートメントを発行
してください。

52

式を変更したり、それを既存の列に追加したり
しないでください。PARTITIONING KEY 節、
ORGANIZE BY 節、PARTITION BY 節、
DISTRIBUTE BY 節、または生成された列であ
るそのメンバーの生成式の構成を変更するに
は、表をドロップし、再作成して、表に再度デ
ータを追加してください。

53

これらのタイプの列を含めないように、両方向
スクロール・カーソルの選択リストを変更して
ください。

54

INPLACE オプションを指定せずに、REORG

コマンドを再発行してください。

55

コンセントレーターまたはフェデレーテッド・
データベース・システム・サポートをオフにし
てください。コンセントレーターをオフにする
には、データベース・マネージャー構成パラメ
ーター MAX_CONNECTIONS の値を、データ
ベース・マネージャー構成パラメーター
MAX_COORDAGENTS の値以下に設定してく
ださい。フェデレーテッド・データベース・シ
ステムのサポートをオフにするには、データベ
ース・マネージャー構成の FEDERATED パラ
メーターを NO に設定してください。

56

ALLOW NONE または ALLOW READ を指定
して、REORG INDEXES コマンドを再発行し
てください。

57

ALLOW NONE または ALLOW READ を指定
して、REORG INDEXES コマンドを再発行し
てください。

58

バージョン 8 データベースの場合: XML 入力
を受け入れる関数の 1 つに XML データを入

力し (最後には XMLSERIALIZE)、関数の出力
をデータベースに保管するか、またはアプリケ
ーションに戻してください。

59

パーティション・データベース環境では、NO

SQL オプションを指定して定義された関数と
メソッドだけを使用してください。

60

型付き表に依存するビューをドロップしてくだ
さい。型付き表に対する ALTER TABLE

ALTER COLUMN SET INLINE LENGTH ステ
ートメントを再発行し、ドロップしたビューを
再作成してください。

61

テキスト検索関数をチェック制約または生成さ
れた列の式に使用しないでください。可能であ
れば、CONTAINS ではなく LIKE 関数を使用
してください。

62

このビューに WITH CHECK OPTION 節を指
定しないでください。

63

これらのタイプの列を含めないように、両方向
スクロール・カーソルの選択リストを変更して
ください。

64

このプラットフォームでは、フェデレーテッ
ド・プロセッシングを実行しないでください。

65

ニックネームのローカル・タイプを現行タイプ
から指定タイプに変更しないでください。

66

SYSSTRUCT をトランスフォーム・グループと
して指定しないでください。

67

ニックネームまたはニックネームのビューを、
MERGE ステートメントのターゲットとして指
定しないでください。

68

ステートメントの明確な NEXT VALUE 式の
数を減らすか、または非パーティション・デー
タベースに変更してください。

69
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DELETE FROM ビュー名を使用しないでくだ
さい。

70

照会最適化が有効になっているビューを無効に
した後、基本表の列をドロップまたは変更して
から、それらのビューの照会最適化を有効にし
てください。

71

パーティション・データベース環境において
は、トリガー、SQL 関数、SQL メソッド、ま
たは動的コンパウンド・ステートメントの中で
CALL ステートメントを使用しないでくださ
い。

72

列が NULL 可能なら、それを ID 列にするこ
とはできません。この変更を行うには、表をド
ロップした後、NULL 可能でない列を使用して
再作成し、再びデータを入れる必要がありま
す。新しい列を ID 列として追加することもで
きます。

73

INCLUDE LOGS オプションを指定しないで
BACKUP コマンドを発行してください。

74

EID によってのみ、リカバリー履歴ファイルの
状況フィールドを更新します。

75

以下のいずれかの方法を使用します。

データベース構成パラメーター
AUTO_STATS_PROF および
AUTO_PROF_UPD を OFF に設定することに
よって、このデータベースの自動統計プロファ
イルを無効にします。

システムを、有効な SMP がなくフェデレーテ
ッドではない単一データベース・パーティショ
ン上のシステムに変更します。

83

DATA CAPTURE CHANGES と COMPRESS

YES の両方が指定されている場合は、そのい
ずれか 1 つだけを指定する必要があります。
DATA CAPTURE CHANGES または
COMPRESS YES のいずれかが指定されている
場合、表に対してすでに一方が有効であるの
で、他方を指定しないでください。

87

表を非パーティション表として作成してくださ
い。

88

デフォルトまたは ALLOW NO ACCESS モー
ドを使用して REORG INDEXES または
REORG TABLE コマンドを再発行してくださ
い。REORG TABLE が INPLACE 節を使用し
て指定された場合は、INPLACE 節を除去して
ください。 REORG INDEXES が指定されてい
る場合は、パーティション表での非パーティシ
ョン索引のオンライン再編成に、REORG

INDEX コマンドを使用することを考慮してく
ださい。

89

REORG INDEXES ALL コマンドを使用して、
表またはデータ・パーティション上のすべての
索引を再編成してください。

90

デフォルトを使用するか、または CREATE

INDEX で NOT PARTITIONED を明示的に指
定して、非パーティション索引を作成してくだ
さい。

91

この表には DATA CAPTURE CHANGES を指
定しないでください。

92

次のステートメントを使用して参照制約をドロ
ップしてください。

ALTER TABLE ’child-table’

DROP CONSTRAINT ...

あるいは、次のように、外部キー制約が強制さ
れないように外部キー・リレーションシップの
子表を変更してください。

ALTER TABLE ’child-table’

ALTER FOREIGN KEY ... NOT ENFORCED

注: 外部キー制約で親表からのデタッチの失敗
ステートメントが実行されましたが、制約の強
制は子表に対して実行されます。これらの 2

つの表は、外部キー制約が自己参照でない限
り、別個のものです。次に ALTER TABLE ...

DETACH PARTITION ステートメントを再サブ
ミットしてください。これで、次のステートメ
ントを使用することによって、子表を変更して
外部キー制約を強制することができます。

ALTER TABLE ’child-table’
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ALTER FOREIGN KEY ... ENFORCED

このステートメントは、表を再検査して外部キ
ー・リレーションシップがまだ強制されている
ことを確実にします。

93

SET INTEGRITY ステートメントに
IMMEDIATE CHECKED オプションを指定し
て発行し、LOAD INSERT を使用して付加され
たデータに関して、従属マテリアライズ照会表
または従属ステージング表を保守してくださ
い。

95

表に対して SET INTEGRITY ステートメント
に IMMEDIATE CHECKED または
IMMEDIATE UNCHECKEDオプションを指定
して発行し、接続されているパーティションの
整合性を検証してください。

97

列データ・タイプは変更しないでください。

98

ID 属性をドロップし、タイプを変更してか
ら、ID 属性を再び有効にしてください。

99

チェック制約をドロップしてから、ALTER ス
テートメントを再発行してください。

101

LOAD コマンドを発行する前に、CONVERT

パラメーターを指定して REORG INDEXES コ
マンドを使用することにより、表に既に存在す
る索引をタイプ 2 索引に変換してください。

102

型付き表にはセキュリティー・ポリシーを追加
しないでください。

103

DB2 データベース・サーバーのバージョン 9.5

以前では、REORG INDEXES コマンドを再発
行して ALLOW READ ACCESS または
ALLOW NO ACCESS を指定してください。

104

INPLACE オプションを除去して REORG

TABLE コマンドを再発行してください。

105

CLEANUP または RECLAIM EXTENT を指定
して REORG INDEX コマンドを再発行する
か、または REORG INDEXES ALL を発行し
て表のすべての索引 (ブロック索引を含む) を
再編成してください。

106

パーティションを表にアタッチしようとする前
に、ALTER TABLE ステートメントを発行し
て表からマテリアライズ照会属性をドロップし
てください。

109

テキスト索引が含まれるパーティション表を直
接参照し、OUTER JOIN 節は含まない副選択
内にテキスト検索関数が含まれるよう、照会を
変更してください。

110

セキュリティー・ポリシー名パラメーターにス
トリング定数を指定してください。

111

監査ポリシーを型付き表に関連付けないでくだ
さい。

112

非 root インストールの場合、ヘルス・モニタ
ー用にアクションや通知を構成しようとしない
でください。

113

可能であれば、コンパウンド SQL (インライン
化) ステートメントを使用してトリガーを定義
するか、トリガー定義を除去してください。フ
ィックスパック 1 を適用する前の DB2 バー
ジョン 9.7 では、コンパウンド SQL (インラ
イン化) ステートメントを使用して関数または
トリガーを定義するか、関数またはトリガー定
義を除去してください。

114

CREATE INDEX ステートメントで NOT

PARTITIONED 節を使用して、空間インデック
スを非パーティション索引として作成してくだ
さい。

115

SYSCAT.ROUTINEAUTH のソース派生関数に
付与されている特権を記録してから、ソース派
生関数をドロップし、再作成して、そのソース
派生関数に特権を付与します。

116
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コンパウンド SQL (コンパイル済み) ステート
メントにおける、動的に準備または実行される
名前付きパラメーター・マーカーそれぞれに固
有の名前を付けます。

118

関数 ENV_GET_NETWORK_RESOURCES およ
び ENV_GET_DB2_SYSTEM_RESOURCES

は、現在のプラットフォームではサポートされ
ていません。アプリケーションが現在のプラッ
トフォームでこれらの関数を呼び出さないよう
にアプリケーションを変更してください。

119

ROW 変数のフィールドに ARRAY タイプがあ
る場合、要素値を取り出す際に索引値を指定し
ないでください。

sqlcode: -270

sqlstate: 42997

SQL0271N fid fid を伴う表の索引ファイルがない
か、または無効です。

説明: fid fid を伴う表の索引ファイルは処理中に要求
されます。 このファイルは無くなっているか、または
有効でないかのいずれかです。

このステートメントを処理することができず、アプリケ
ーションは、まだデータベースに接続されています。
この条件は、この表の索引を使用しない他のステートメ
ントには影響を及ぼしません。

ユーザーの処置: すべてのユーザーが、そのデータベー
スから切断されていることを確認し、すべてのノードに
RESTART DATABASE コマンドを発行してください。
その後、要求を再試行してください。

この索引 (または索引群) は、データベースの再始動時
に再作成されます。

sqlcode: -271

sqlstate: 58004

SQL0276N リストア・ペンディング状態にあるため、
データベース name に接続することはで
きません。

説明: 接続が完了する前にデータベースをリストアして
ください。

接続は行われていません。

ユーザーの処置: データベースをリストアし、再度
CONNECT ステートメントを発行してください。

sqlcode: -276

sqlstate: 08004

SQL0279N データベース接続が COMMIT または
ROLLBACK 処理中に終了しました。 ト
ランザクションが確定していない可能性が
あります。理由コード = reason-code。

説明: コミット処理がエラーを検出しました。このトラ
ンザクションは、コミット状態に入っていますが、コミ
ット処理は完了していない可能性があります。 このア
プリケーションのデータベース接続は、終了していま
す。

エラーの原因は、reason-code に示されています。

1 トランザクションで呼び出されたノードまたは
データ・ソースが失敗しています。

2 ノードの 1 つに対してコミットが拒否されま
した。 詳細については管理通知ログをチェッ
クしてください。

ユーザーの処置: エラーの原因を判別してください。
最も一般的なエラーの原因はノード障害または接続障害
なので、システム管理者に連絡して援助を求める必要が
あります。 RESTART DATABASE コマンドはこのトラ
ンザクションのコミット処理を完了します。

sqlcode: -279

sqlstate: 08007

SQL0280W ビュー、トリガー、またはマテリアライズ
照会表 name が、既存の作動不能のビュ
ー、トリガーまたはマテリアライズ照会表
を置換しました。

説明: 既存の作動不能のビュー、トリガー、またはマテ
リアライズ照会表 name が以下のように置き換えられま
した。

v CREATE VIEW ステートメントの結果としての新し
いビュー定義

v CREATE TRIGGER ステートメントの結果としての新
しいトリガー定義

v CREATE SUMMARY TABLE ステートメントの結果
としての新しいマテリアライズ照会表定義

ユーザーの処置: 必要ありません。

sqlcode: +280

sqlstate: 01595
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SQL0281N 表スペース tablespace-name はシステム管
理表スペースであるため、追加コンテナー
では変更できません。

説明: 追加コンテナーはシステム管理表スペースに追加
できません。 この場合に対する例外は、データベー
ス・パーティション・グループが表スペースなしでノー
ドを追加するように修正され、次にコンテナーが
ALTER TABLESPACE コマンドを使用して新規ノード
上に一度追加された場合です。一般的に、追加のコンテ
ナーを加えるには、表スペースがデータベースに管理さ
れている必要があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: システム管理表スペースにさらにコン
テナーを増やすには、それぞれのコンテナーがコンテナ
ー・サイズの限度と同じサイズであるか、あるいはそれ
より小さいサイズであるかを確認して、表スペースをド
ロップしてからコンテナーを増やして表スペース再度作
成するか、または DMS 表スペースに変更してくださ
い。

sqlcode: -281

sqlstate: 42921

SQL0282N 表スペース内の少なくとも 1 つの表
table-name が、他の表スペースに 1 つ以
上の部分を持っているため、表スペース
tablespace-name がドロップできません。

説明: 示された表スペースの表に、その表のすべての部
分が入っているわけではありません。複数の表スペース
が指定された場合は、指定された表スペースのいずれか
にある表に、リスト内にその表のすべての部分が入って
いるわけではありません。基本表、索引、または長いデ
ータが他の表スペースに存在する可能性があるため、表
スペースのドロップによって表が完全にドロップされま
せん。そのため、表が不整合状態に置かれ、そのために
表スペースをドロップできません。

ユーザーの処置: 表スペースのドロップを試行する前に
表スペース tablespace-name に入っているすべてのオブ
ジェクトがこの表スペースのすべての部分を収容してい
ることを確認するか、またはリスト内の部分の入ったこ
れらの表スペースをドロップに組み込みます。

これには、表スペースをドロップする前に、表
table-name のドロップが必要になる場合があります。

sqlcode: -282

sqlstate: 55024

SQL0283N SYSTEM TEMPORARY 表スペース
tablespace-name だけが、データベース内
で page-size ページ・サイズを持つ
SYSTEM TEMPORARY 表スペースであ
るため、ドロップすることはできません。

説明: データベースには、カタログ表スペースのペー
ジ・サイズと同じページ・サイズの SYSTEM

TEMPORARY 表スペースが少なくとも 1 つ入っている
必要があります。 表スペース tablespace-name をドロッ
プすると、page-size ページ・サイズを持つ最後の
SYSTEM TEMPORARY 表スペースがデータベースから
ドロップされます。

ユーザーの処置: この表スペースのドロップを試行する
前に、データベースに他の page-size ページ・サイズの
SYSTEM TEMPORARY 表スペースがあることを確認し
てください。

sqlcode: -283

sqlstate: 55026

SQL0284N 節 clause の後に続く表スペース
tablespace-name が tablespace-type 表スペ
ースであるため、表は作成されませんでし
た。

説明: CREATE TABLE、CREATE GLOBAL

TEMPORARY TABLE、または DECLARE GLOBAL

TEMPORARY TABLE ステートメントが、節 clause の
後に、この節に有効な表スペースのタイプではない表ス
ペース tablespace-name を指定しました。

これは以下の状況で発生します。

v 通常の表の場合、tablespace-name が IN 節に指定さ
れていて、表スペースが REGULAR または LARGE

表スペースではありません。

v 作成済み一時表または宣言済み一時表の場合、
tablespace-name が IN 節に指定されていて、表スペ
ースが USER TEMPORARY 表スペースではありませ
ん。

v tablespace-name が LARGE 節に指定されています
が、表スペースが、データベースによって管理される
LARGE ではありません。

v tablespace-name が INDEX IN 節に指定され、表スペ
ースが、データベース、表スペースによって管理され
る REGULAR または LARGE ではありません。

v 挿入時クラスタリング (ITC) 表の作成時に
tablespace-name が指定されましたが、この表スペー
スはデータベースによって管理される表スペースでは
ありません。

ユーザーの処置: ステートメントを訂正して、clause
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節に適切なタイプで表スペースを指定してください。

sqlcode: -284

sqlstate: 42838

SQL0285N PRIMARY 表スペース tablespace-name

がシステム管理表スペースであるため、表
table-name の索引と長い列のいずれか、ま
たは両方を、独立表スペースに割り当てる
ことができません。

説明: PRIMARY 表スペースがシステム管理表スペー
スの場合は、表のすべての部分がその表スペースに入っ
ている必要があります。 PRIMARY 表スペース、索引
表スペース、LONG 表スペースがデータベース管理表ス
ペースの場合にのみ、表の部分を独立表スペースに持つ
ことができます。

ユーザーの処置: PRIMARY 表スペースにデータベー
ス管理表スペースを指定するか、または表の部分を他の
表スペースに割り当てないでください。

sqlcode: -285

sqlstate: 42839

SQL0286N 許可 ID user-name が使用を許可されてい
る少なくとも pagesize のページ・サイズ
を持つ表スペースが検出されませんでし
た。

説明: CREATE TABLE、CREATE GLOBAL

TEMPORARY TABLE、または DECLARE GLOBAL

TEMPORARY TABLE ステートメントで表スペースが
指定されませんでした。また、許可 ID user-name が
USE 特権を持っている、十分なページ・サイズ
(pagesize 以上) の適切なタイプ (作成済み一時表または
宣言済み一時表の場合は USER TEMPORARY) の表ス
ペースが見つかりませんでした。

表に十分なページ・サイズがあるかどうかは、行のバイ
ト数あるいは列の数で判別されます。

ユーザーの処置: pagesize 以上のページ・サイズがある
正しいタイプ (REGULAR または USER TEMPORARY)

の表スペースが存在すること、また、その表スペースに
対して許可 ID user-name が USE 特権を持っているこ
とを確認してください。

sqlcode: -286

sqlstate: 42727

SQL0287N SYSCATSPACE はユーザー・オブジェク
トには使用できません。

説明: CREATE TABLE または GRANT USE OF

TABLESPACE ステートメントが、カタログ表のために
予約されている表スペース SYSCATSPACE を指定しま
した。

ユーザーの処置: 別の表スペース名を指定してくださ
い。

sqlcode: -287

sqlstate: 42838

SQL0288N MANAGED BY SYSTEM を使って
LARGE 表スペースを定義することはで
きません。

説明: 定義される表スペースは、ラージ・オブジェクト
と長ストリングで使用されます。 これらは、データベ
ース管理スペースに定義された表スペースにのみ格納す
ることができます。したがって、システム管理スペース
を使用するように、LARGE 表スペースを定義できませ
ん。

ユーザーの処置: キーワード LARGE を除去するか、
またはCREATE TABLESPACE ステートメントで
MANAGED BY DATABASE に変更してください。

sqlcode: -288

sqlstate: 42613

SQL0289N 表スペース tablespace-name の新規ページ
を割り振れません。

説明: 1 つ以上のデータベース・パーティションで、以
下に示す条件の 1 つが成立しています。

1

この SMS 表スペースに割り当てられたコンテ
ナーのいずれかが、最大ファイル・サイズに達
しました。これが、エラーの原因である可能性
があります。

2

この DMS 表スペースに割り当てられているす
べてのコンテナーがいっぱいです。 これが、
エラーの原因である可能性があります。

3

リバランスが進行中ですが、新しく追加される
スペースを使用できるようにするのに十分なも
のにまでは進んでいません。

4
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リダイレクト・リストアの実行先のコンテナー
が小さすぎます。

5

リダイレクト・リストアに続いてロールフォワ
ードが実行されていますが、この表スペースに
割り当てられたコンテナーはすべてフルです。

6

コンテナー追加をスキップするロールフォワー
ドが実行され、この表スペースに割り当てられ
たすべてのコンテナーがフルになっています。

7

使用できる 5 個未満のエクステントを使って
表スペースを作成しようとしました。

8

自動サイズ変更表スペースはその最大サイズに
達し、コンテナーがすべてフルになっていま
す。あるいは、現行サイズと最大サイズの間に
コンテナーを拡張または追加するための十分な
スペースがないため、スペースの自動増加を行
えません。

9

コンテナー・スペースが等しく配分されない初
期サイズの値で自動ストレージ表スペースが作
成されています。そのため、高い方の値が使用
されており、この値は指定された最大サイズを
超えています。

10

自動サイズ変更が可能な DMS 表スペースはそ
の最大サイズに達していませんが、コンテナー
が存在するファイル・システムの 1 つがフル
で、コンテナーを大きくすることができませ
ん。

11

自動サイズ変更が可能な DMS はその最大サイ
ズに達しておらず、表スペースが存在するファ
イル・システムがフルになっていません。ただ
し、コンテナー操作 (または後続のリバランス)

は進行中で、それが完了するまで自動サイズ変
更機能は中断されます。

ユーザーの処置: エラーの原因に対応するアクションを
実行してください。

1

DMS TABLESPACE に切り替えるか、あるい
は (ディレクトリー数) >= (最大表サイズ /最
大ファイル・サイズ) のようなディレクトリー

(パス) を使用して、SMS TABLESPACE を再
作成してください。最大ファイル・サイズはオ
ペレーティング・システムによって変わること
に注意してください。

2

リバランサーが新しいページを使用できるよう
にした後で、新しいコンテナーを DMS 表スペ
ースに追加して、操作をやり直してください。

3

リバランサーが終了するのを待ってください。

4

リダイレクト・リストアを大きなコンテナーで
再度実行してください。

5

リダイレクト・リストアを大きなコンテナーで
再度実行してください。

6

コンテナーの追加を許可してロールフォワード
を再度実行するか、またはリダイレクト・リス
トアを大きなコンテナーに対して実行してくだ
さい。

7

表スペースに使用できるエクステントが少なく
とも 5 個あることを確認して、CREATE

TABLESPACE ステートメントを再サブミット
してください。

8

表スペースの最大サイズを増やしてください。

9

初期サイズを減らすか、または表スペースの最
大サイズを増やしてください。

10

表スペースにコンテナーの新規ストライプ・セ
ットを追加してください。既存のコンテナーは
これ以上大きくならず、表スペースの最後の範
囲にあるそれらの新規コンテナーのみ自動サイ
ズ変更の実行時に拡張されます。

11

操作および後続のリバランスが完了するのを待
ってください。

sqlcode: -289

sqlstate: 57011
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SQL0290N 表スペース・アクセスが許されていませ
ん。

説明: 無効な状態にある表スペースへのアクセスが処理
により試行されましたが、意図されたアクセスはその表
スペースに対して許可されていません。

v 表スペースが静止状態 (「Quiesced:

SHARE」、「Quiesced: UPDATE」、または
「Quiesced: EXCLUSIVE」) の場合は、表スペースを
静止状態に保留している処理のみが、その表スペース
に対するアクセスを許されます。

v 表スペースが他のいずれかの状態の場合は、現在の表
スペースの状態を生じさせたアクションを実行する処
理のみが、その表スペースに対するアクセスを許され
ます。

v アクティブなシステム一時表、作成済み一時表、また
は宣言済み一時表の入った SYSTEM または USER

TEMPORARY 表スペースはドロップできません。

v 表スペースが「リストア・ペンディング」状態でない
限り、SET CONTAINER API はコンテナー・リスト
の設定に使用できません。

ユーザーの処置: 解決策は以下のとおりです。

v 表スペースが静止状態の場合は、その表スペースで静
止共有または静止更新の取得を試みてください。ある
いは、表スペースのリセットの静止を試みてくださ
い。

v 表スペースが他のいずれかの状態の場合は、アクセス
する前に、その表スペースが通常の状態に戻るまで待
ってください。

表スペースの状態に関する詳細については、「管理ガイ
ド」を参照してください。

sqlcode: -290

sqlstate: 55039

SQL0291N 状態遷移は、表スペースでは許されていま
せん。

説明: 表スペースの状態の変更が試みられました。新し
い状態が表スペースの現在の状態との互換性がないか、
または特定状態をオフにしようと試みたが、表スペース
がその状態ではありません。

ユーザーの処置: 表スペースの現在の状態に応じて、バ
ックアップの完了、ロードの完了、ロールフォワードの
完了などが発生すると、表スペースの状態が変わりま
す。表スペース状態に関する詳細については、「systems

administration guide」を参照してください。

sqlcode: -291

sqlstate: 55039

SQL0292N 内部データベース・ファイルが作成できま
せんでした。

説明: 内部データベース・ファイルが作成できませんで
した。

ユーザーの処置: そのファイルの入ったディレクトリー
が、アクセス可能 (たとえば、取り付けられている) で
あること、およびデータベース・インスタンス所有者に
よって書き込み可能であることをチェックしてくださ
い。

sqlcode: -292

sqlstate: 57047

SQL0293N 表スペース・コンテナーにアクセス・エラ
ーが発生しました。

説明: このエラーは、以下のいずれかの条件によって発
生した可能性があります。

v コンテナー (ディレクトリー、ファイルまたはロー・
デバイス) が見つかりませんでした。

v コンテナーに、適切な表スペースに所有されているこ
とを示すタグが付いていません。

v コンテナー・タグが壊れています。

このエラーはデータベースの始動時および ALTER

TABLESPACE SQL ステートメントの処理時に返されま
す。

ユーザーの処置: 次のアクションを試行してください。

1. ディレクトリー、ファイル、または装置が存在し、
ファイル・システムがマウントされている (それが独
立したファイル・システム上にある場合) ことを確か
めてください。 コンテナーは、データベース・イン
スタンス所有者によって、読み書き可能でなければ
なりません。

2. 最新のバックアップがある場合は、表スペースまた
はデータベースのリストアを試みてください。 正し
くないコンテナーのためにリストアが失敗し、コン
テナーが DEVICE タイプでない場合は、まず手操作
でそのコンテナーを取り除いてください。

エラーが SWITCH ONLINE オプション付きの ALTER

TABLESPACE SQL ステートメントの処理から返された
場合は、問題を訂正した後にステートメントを再発行し
てください。

エラーが残る場合、IBM サービス担当者に連絡してく
ださい。

sqlcode: -293

SQL0290N
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sqlstate: 57048

SQL0294N コンテナーはすでに使用中です。

説明: 表スペース・コンテナーを共有できません。この
エラーの原因として可能性のあるものは以下のとおりで
す。

v CREATE TABLESPACE または ALTER

TABLESPACE ステートメントに、他の表スペースで
すでに使用中のコンテナーが組み込まれていました。

v CREATE TABLESPACE または ALTER

TABLESPACE ステートメントに、ドロップされてい
る表スペースからのコンテナーが組み込まれていまし
たが、DROP ステートメントはコミットされていませ
んでした。

v データベース・パーティションを追加するのに使用さ
れる ALTER DATABASE PARTITION ステートメン
トが、同じ物理データベース・パーティションにある
LIKE データベース・パーティションのコンテナーを
使用していました。そのため、これらのコンテナーは
すでに使用中となっています。

v CREATE TABLESPACE または ALTER

TABLESPACE ステートメントが、単一の物理データ
ベース・パーティションの 2 つ以上の論理データベ
ース・パーティションにある同じコンテナーを使用し
ようとしました。同じコンテナーを、同じ物理データ
ベース・パーティションの 2 つ以上のデータベー
ス・パーティションに対して使用することはできませ
ん。

v ADD DATABASE PARTITION コマンドまたは API

が、同じ物理データベース・パーティションにある
LIKE データベース・パーティションの SYSTEM

TEMPORARY 表スペースからコンテナーを使用しま
した。そのため、これらのコンテナーはすでに使用中
となっています。

v CREATE TABLESPACE ステートメント、ALTER

TABLESPACE ステートメント、または CREATE

DATABASE コマンドに、もう存在していないけれど
も正しくドロップされていない、別のデータベースか
らの DMS コンテナーが組み込まれていました。実
際、このコンテナーは使用されていませんが、使用中
であるとタグ付けされています。 そのため、タグが
外されるまで、DB2 データ・サーバーはコンテナー
の使用を許可しません。ただし、タグが外されるとき
に、このコンテナーが同じデータベースまたは別のデ
ータベースによって使用中ではないことを確認するこ
とが重要です。 タグを外したときにコンテナーが使
用中であれば、関係するデータベースは損傷を受けま
す。

v REORG は使用する DMS TEMPORARY 表スペース
を自動選択しようとしましたが、適切なページ・サイ
ズのものが存在するものの、それは現在別の REORG

コマンドによって使用されています。

v データベース・パーティションを追加するのに使用さ
れた REDISTRIBUTE コマンドの ADD

DBPARTITIONNUM オプションは、最も小さい番号
のデータベース・パーティションにある表スペースの
表スペース・コンテナー名に基づいて、新しく追加さ
れたデータベース・パーティションの表スペース・コ
ンテナー名を作成します。これらのコンテナー名が絶
対パスを指定しており、新規のデータベース・パーテ
ィションが、同じコンテナー名を使用するデータベー
ス・パーティションと同じ物理装置に存在する場合、
新規のパーティションのコンテナーはすでに使用され
ていることになります。

v もはや存在しない、適切にドロップされなかったデー
タベースのコンテナーが RESTORE DATABASE コ
マンドによって検出されました。

v トランスポート操作用に一時ステージング・データベ
ースが作成された後で、この一時ステージング・デー
タベースがまだ存在するのにターゲット・データベー
ス上に表スペースを作成しようとしました。

ユーザーの処置: コンテナーがユニークかどうか確認し
てください。

v CREATE または ALTER TABLESPACE ステートメ
ントに対し、表スペースに別のコンテナーを指定して
ください。

v ドロップされた表スペースに属するコンテナーが組み
込まれた CREATE または ALTER TABLESPACE ス
テートメントの場合、 DROP ステートメントがコミ
ットされてから再度試行するか、あるいは別のコンテ
ナーを指定してください。

v ALTER DATABASE PARTITION ステートメントに
対し、WITHOUT TABLESPACES 節を使用してこの
ステートメントを再発行し、新規データベース・パー
ティションのユニーク・コンテナーを作成するのに
ALTER TABLESPACE ステートメントを使用してく
ださい。

v 物理データベース・パーティション上に複数の論理デ
ータベース・パーティションが組み込まれた環境にあ
る CREATE または ALTER TABLESPACE ステート
メントの場合、同じコンテナーがこのような論理デー
タベース・パーティションで指定されていないことを
確認してください。

v ADD DATABASE PARTITION コマンドまたは API

に対し、WITHOUT TABLESPACES 節を使用してス
テートメントを再発行し、SYSTEM TEMPORARY 表
スペースの新規データベース・パーティションでユニ
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ーク・コンテナーを作成するのに ALTER

TABLESPACE ステートメントを使用してください。

v もう存在しなくても正しくドロップされていないデー
タベースに属していた DMS コンテナーの使用を試み
ている場合、db2untag ユーティリティーを使用して
DB2 コンテナー・タグを外すことができます。 この
タグが外されると DB2 はコンテナーの解放を考慮
し、このコンテナーは CREATE TABLESPACE ステ
ートメント、ALTER TABLESPACE ステートメン
ト、または CREATE DATABASE コマンドで使用で
きます。

注: db2untag の使用には十分に気を付けてください。
データベースによって使用されているコンテナーに対
して db2untag コマンドを発行すると、そのコンテナ
ーを使用していたデータベース、および現在でも使用
しているデータベースの両方が損傷を受けます。

v REORG の場合、必要な表スペースを使用していた最
初の REORG が完了した後にコマンドを再サブミッ
トするか、または適切なページ・サイズの別の
TEMPORARY 表スペースを使用できるように用意し
てください。

v REDISTRIBUTE コマンドの場合、ADD

DBPARTITIONNUM オプションを使用するのではな
く、REDISTRIBUTE コマンドを発行する前に
WITHOUT TABLESPACES 節を使用して ALTER

DATABASE PARTITION GROUP ステートメントを
発行し、新規データベース・パーティションのユニー
ク・コンテナーを作成するのに ALTER

TABLESPACE ステートメントを使用してください。

v (もはや存在しない、適切にドロップされなかったデ
ータベースに属するコンテナーを扱う) RESTORE

DATABASE コマンドの場合、コンテナーを除去して
ください。

注: コンテナーを除去する前に、他のデータベースに
よってそれが使用されていないことを確認してくださ
い。

v トランスポート操作用の一時ステージング・データベ
ースが作成されている場合は、不要になった後にその
一時ステージング・データベースを除去してから、ス
テージング・データベースが存在していたためにブロ
ックされたターゲットに対する操作を試行してくださ
い。

sqlcode: -294

sqlstate: 42730

SQL0295N 表スペースのすべてのコンテナー名を結合
した長さが、長すぎます。

説明: コンテナーのリストを格納するために必要な合計
スペースが、表スペース・ファイルのこの表スペースに
割り当てられたスペースを超えました。

ユーザーの処置: 以下の 1 つ以上を試みてください。

v シンボリック・リンク、マウント・ファイル・システ
ムなどを使用して、新しいコンテナー名を短縮してく
ださい。

v 表スペースのバックアップを行った後で、データベー
ス管理ユーティリティーを使用して、コンテナーの数
と名前の長さ、またはそのいずれかを減らしてくださ
い。 その後で、表スペースを新しいコンテナーにリ
ストアしてください。

sqlcode: -295

sqlstate: 54034

SQL0296N オブジェクトに対するデータベースの制限
に達したため、CREATE ステートメント
が失敗しました。制限: limit-number。オ
ブジェクト・タイプ・キーワード:

object-keyword

説明: データベースに対して定義された、そのタイプの
データベース・オブジェクトの最大数がすでに存在する
場合に、データベース・オブジェクトを作成しようとす
ると、このメッセージが返されます。

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で、このエラー
に対応します。

v 使用していない同じタイプのデータベース・オブジェ
クトのいずれかを削除して、CREATE ステートメン
トを再発行してください。

v 表スペースについては次のようにします。

1. 複数の小さい表スペースから、より大きな 1 つの
表スペースにデータを移動してください。

2. 元の小さい表スペースを削除してください。

3. CREATE ステートメントを再発行してください。

sqlcode: -296

sqlstate: 54035

SQL0297N コンテナーのパス名またはストレージ・パ
スが長すぎます。

説明: 以下に示す条件の 1 つが成立しています。

v コンテナー名を指定する絶対パスが、最大許容長
(254 文字) を超えています。データベース・ディレク
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トリーに関連するパスとして、コンテナーが指定され
ている場合は、それら 2 つの値の連結が最大長を超
えてはなりません。管理通知ログで詳細を参照できま
す。

v ストレージ・パスは最大許容長 (175 文字) を超えて
います。

ユーザーの処置: パスの長さを短くしてください。

sqlcode: -297

sqlstate: 54036

SQL0298N コンテナー・パスが正しくありません。

説明: コンテナー・パスが、以下のいずれかの要件に違
反しています。

v コンテナー・パスは、有効な完全修飾された絶対パ
ス、または有効な相対パスでなければなりません。
文字は、データベース・ディレクトリーに関連して解
釈されます。

v EXTEND、REDUCE、RESIZE および DROP 操作に
対し、指定されたコンテナー・パスが存在している必
要があります。

v パスはインスタンス ID に対して読み取り/書き込み
可能でなければなりません (UNIX ベース・システム
のファイル許可をチェックしてください)。

v コンテナーはコマンドに指定したタイプでなければな
りません (ディレクトリー、ファイルまたは装置)。

v システム管理表スペースのコンテナー (ディレクトリ
ー) は、コンテナーとして指定された場合は空でなけ
ればならず、他のコンテナーの下にネストしてはなり
ません。

v 1 つのデータベースに対するコンテナーは、別のデー
タベースのディレクトリーの下に位置してはならず、
別のデータベースに対して現れるディレクトリーの下
にもなれない場合があります。 この規則は、形式が
SQLnnnnn ('n' は数字) のディレクトリーには適用さ
れません。

v コンテナーは、オペレーティング・システムのファイ
ル・サイズ制限内でなければなりません。

v ドロップ済みデータベース管理表スペースのコンテナ
ー (ファイル) は、すべてのエージェントが終了およ
び開始した後で、システム管理表スペースのコンテナ
ー (ディレクトリー) としてのみ再利用できます。

v リダイレクト・リストア中に、SMS コンテナーが
DMS 表スペースに指定されたか、あるいは DMS コ
ンテナーが SMS 表スペースに指定されました。

v EXTEND、REDUCE、RESIZE、または DROP 操作に
対して指定されたコンテナー・タイプは、コンテナー

が作成されたときに指定されたコンテナー・タイプ
(FILE または DEVICE) と一致しません。

このメッセージは、コンテナーへのアクセスを DB2 に
禁止する、その他の予期しないエラーが発生した場合に
も返されます。

クラスター・マネージャーを使用している場合、DB2

データベース・マネージャーがデータベース・コンテナ
ー・パスをクラスター・マネージャー構成に追加するこ
とを失敗したときに、このエラーが戻されることがあり
ます。クラスター・マネージャーがこのパスにアクセス
できない場合、クラスター・マネージャーはこのパスに
関連したフェイルオーバーを正常に管理できません。ク
ラスター・マネージャーからのエラー・メッセージは、
db2diag ログ・ファイルに記録されます。

ユーザーの処置: 別のコンテナー・ロケーションを指定
するか、またはコンテナーを変更して DB2 に受け入れ
可能にし (ファイル許可の変更など)、もう一度やり直し
てください。

クラスター・マネージャーを使用している場合、問題を
訂正してコマンドを再サブミットしてください。

1. db2diag ログ・ファイルを見て、クラスター・マネー
ジャーからのエラー・メッセージがあるかどうかを
調べます。

2. db2diag ログ・ファイル内のクラスター・マネージャ
ー・エラー・メッセージに応答することにより、
DB2 データベース・マネージャーがパスをクラスタ
ー・マネージャー構成に追加することを妨げていた
基本的な問題を訂正します。

3. コマンドを再サブミットしてください。

sqlcode: -298

sqlstate: 428B2

SQL0299N コンテナーは、すでに表スペースに割り当
てられています。

説明: 追加しようとしたコンテナーが、すでに表スペー
スに割り当てられていました。

ユーザーの処置: 別のコンテナーを選択して、もう一度
やり直してください。

sqlcode: -299

sqlstate: 42731
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SQL0301N 入力変数、式、またはパラメーター番号
number の値は、そのデータ・タイプのた
め、使用できません。

説明: number の位置にある変数、式、またはパラメー
ターは、そのデータ・タイプが、意図された値の使用法
と非互換であるため、ステートメントに指定されたよう
に使用できませんでした。

このエラーは、EXECUTE または OPEN ステートメン
ト上の SQLDA 内に正しくないホスト変数または
SQLTYPE 値を指定した場合に発生します。ユーザー定
義構造化タイプの場合、ホスト変数または SQLTYPE

の関連する組み込みタイプがステートメントのトランス
フォーム・グループで定義された TO SQL トランスフ
ォーム関数のパラメーターと互換性がないことが考えら
れます。文字データ・タイプと GRAPHIC データ・タ
イプ間で暗黙または明示的 cast を実行する場合、この
エラーは、非 Unicode 文字または GRAPHIC ストリン
グを使ってそのような cast が試行されたことを示して
います。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメント中のすべてのホスト変
数のデータ・タイプがその使用法との間に互換性がある
ことを確認してください。

sqlcode: -301

sqlstate: 07006

SQL0302N EXECUTE または OPEN ステートメン
ト内のホスト変数の値が、対応する使用の
範囲外にあります。

説明: 入力ホスト変数値が、SELECT、VALUES、また
は準備されたステートメントに定義された使用の範囲外
にあることが検出されました。

以下のいずれかが発生しました。

v SQL ステートメントで使用されている対応するホス
ト変数またはパラメーター・マーカーがストリングと
して定義されていますが、入力ホスト変数が長すぎる
ストリングを持っています。

v SQL ステートメントで使用されている対応するホス
ト変数またはパラメーター・マーカーが数値として定
義されていますが、入力ホスト変数が範囲外の数値を
持っています。

v 終了のための NUL 文字が C 言語の NULL で終了
する文字ストリング・ホスト変数から欠落していま
す。

v フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: パス
スルー・セッションの場合、データ・ソース特有の制
約事項に違反している可能性があります。

このエラーは、EXECUTE または OPEN ステートメン
ト上の SQLDA に正しくないホスト変数、または正しく
ない SQLLEN 値を指定したときに発生します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 入力ホスト変数値のタイプと長さが正
しいことを確認してください。

入力ホスト変数でパラメーター・マーカーに値を与えて
いる場合は、その値がパラメーター・マーカーの暗黙的
なデータ・タイプと長さと一致するようにしてくださ
い。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: パスス
ルー・セッションの場合、どのデータ・ソースがエラー
の原因かを判別してください。

どの特定制約事項を違反したのか判別するためにそのデ
ータ・ソースの SQL ダイアレクトを調べ、失敗したス
テートメントを必要に応じて調整してください。

sqlcode: -302

sqlstate: 22001, 22003

SQL0303N データ・タイプに互換性がないため、
SELECT、VALUES、FETCH、または割
り当てステートメントのホスト変数に、値
を割り当てられません。

説明: 組み込まれた SELECT、VALUES、FETCH、ま
たは割り当てステートメントが、ホスト変数に値を割り
当てようとしましたが、変数のデータ・タイプと、対応
する SELECT-list、VALUES-list、または割り当てステー
トメントの右側のエレメントのデータ・タイプに互換性
がありません。ユーザー定義のデータ・タイプの場合、
ホスト変数は、ステートメントのトランスフォーム・グ
ループで定義された FROM SQL トランスフォーム関数
の結果タイプとは互換性のない関連した組み込みデー
タ・タイプを使用して定義される場合があります。たと
えば、列のデータ・タイプが日付または時刻の場合は、
変数のデータ・タイプは適切な最小長を持つ文字でなけ
ればなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 表定義が現在のものであり、ホスト変
数が適切なデータ・タイプであることを確認してくださ
い。ユーザー定義のデータ・タイプの場合、ホスト変数
の関連する組み込みタイプが、ステートメントのトラン
スフォーム・グループで定義された FROM SQL トラン
スフォーム関数の互換性のあるタイプと互換性があるこ
とを確認してください。

sqlcode: -303

sqlstate: 42806

SQL0301N
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SQL0304N 値がホスト変数のデータ・タイプの範囲外
なので、その値をホスト変数に割り当てる
ことができません。

説明: ホスト変数リストへの FETCH、VALUES、
SELECT、または割り当ては、ホスト変数が検索された
値を保留するのに十分な大きさでないため、失敗しまし
た。

ステートメントは処理できません。データは取り出され
ませんでした。

ユーザーの処置: 表定義が現在のものであり、ホスト変
数が適切なデータ・タイプであることを確認してくださ
い。 SQL データ・タイプの範囲については、「SQL リ
ファレンス」を参照してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: デー
タ・ソースから返されたデータ・タイプの範囲について
は、そのデータ・ソースの資料を参照してください。

sqlcode: -304

sqlstate: 22001, 22003

SQL0305N 標識変数が指定されていないので、ホスト
変数に NULL 値を割り当てられません。

説明: FETCH、代入、または組み込み SELECT または
VALUES 操作の結果として、標識変数が指定されてい
ないホスト変数に挿入される NULL 値を取り出しまし
た。列が NULL 値を返す可能性がある場合は、標識変
数を指定する必要があります。

ステートメントは処理できません。データは取り出され
ませんでした。

ユーザーの処置: FETCH または SELECT オブジェク
ト表の定義、VALUES リストのエレメント、または割
り当てステートメントの右側を調べてください。それら
の列の NULL 値を取り出すことができるすべてのホス
ト変数に対して、標識変数を指定するように、プログラ
ムを修正してください。

sqlcode: -305

sqlstate: 22002

SQL0306N ホスト変数 name が定義されていませ
ん。

説明: ホスト変数 name が DECLARE SECTION で宣
言されていません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ホスト変数が宣言されていること、ま
たその名前のつづりが正しいことを確認してください。

SQL0307N ホスト変数 name はすでに定義されてい
ます。

説明: ホスト変数 name は、すでに DECLARE

SECTION で定義されています。

定義は無視されます。 代りに、前回の定義が使用され
ます。

ユーザーの処置: ホスト変数のつづりが正しく、名前は
1 つのプログラムにつき 1 回だけ定義されていること
を確認してください。

SQL0308N ホスト変数の数の制限に達しました。

説明: ホスト変数の数の制限は、SYSPLAN の
HOST_VARS 列に指定された値によって異なります。こ
の制限に達しました。

残りの変数宣言は無視されます。

ユーザーの処置: プログラムを単純にするか、または個
別の小さいプログラムに分割してください。

SQL0309N OPEN ステートメントのホスト変数の値
が NULL ですが、対応する他のステート
メントでは NULL 値は使用できません。

説明: 入力ホスト変数の値が NULL でしたが、
SELECT、VALUES、または準備されたステートメント
での対応する使用法に、標識変数が指定されていません
でした。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: USING 節を使用する必要があること
を確認してください。別の方法としては、必要な場合に
のみ標識変数が指定されていることを確認してくださ
い。

sqlcode: -309

sqlstate: 07002

SQL0310N SQL ステートメントに含まれるホスト変
数が多すぎます。

説明: ステートメント中のホスト変数が最大数を超えて
います。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメントのホスト変数を減らす
か、またはステートメントが複雑すぎないことを確認し
てください。

SQL0304N
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SQL0311N ストリング・ホスト変数番号 var-number

の長さが、負であるか、または最大を超え
ています。

説明: 評価時に、SQLDA の項目が <var-number> (1 に
基づく) で示されるストリング・ホスト変数の長さ指定
が負であるか、またはそのホスト変数に定義された最大
長より長くなっています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: プログラムを訂正して、すべてのスト
リング・ホスト変数の長さが負の値ではないか、あるい
は最大長より短くするようにしてください。

sqlcode: -311

sqlstate: 22501

SQL0312N 変数 variable-name が定義されていない
か、または使用できません。

説明: 変数 variable-name が SQL ステートメントで使
用されていますが、以下のいずれかの条件が存在してい
ます。

v ホスト変数 variable-name が SQL ステートメントで
使用されていますが、変数は動的 SQL ステートメン
トまたは DDL ステートメントで使用することができ
ません。

v ホスト変数 variable-name が、構造参照が許されてい
ない場所で使用された構造です。構造参照を SQL ス
テートメントで使用すると、そのコンポーネント・フ
ィールドのコンマで区切られたリストが、その代わり
に使用されたかのように扱われます。 ホスト変数の
リストは PREPARE などの SQL ステートメントで
使用できないので、複数フィールドを持つ構造に対す
る参照にもなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 次の 1 つを実行し、要求を再試行し
てください。

v 動的 SQL ステートメントでは、ホスト変数の代わり
に、パラメーター・マーカーを使用してください。

v DDL ステートメントでは、ホスト変数への参照を除
去してください。

v 参照 variable-name を、構造体ではないホスト変数と
置き換えてください。

sqlcode: -312

sqlstate: 42618

SQL0313N EXECUTE ステートメントの変数の数、
OPEN ステートメントの変数の数、また
はパラメーター化カーソルの OPEN ステ
ートメントの引数の数が、必要な値の数と
等しくありません。

説明: EXECUTE または OPEN ステートメントで指定
されている変数の数が、SQL ステートメントのパラメ
ーター・マーカーで必要なホスト変数の数と同じではあ
りません。

パラメーター化カーソルが参照される場合、カーソル引
数の数は予期される数と同じにはなりません。

ユーザーの処置: EXECUTE または OPEN ステートメ
ントで指定されている変数の数と、SQL ステートメン
トのパラメーター・マーカーの数が同じになるように、
アプリケーション・プログラムを訂正してください。

正しい数の引数が指定されるように、パラメーター化カ
ーソル参照を訂正してください。

sqlcode: -313

sqlstate: 07001, 07004

SQL0314N ホスト変数 name の宣言が正しくありま
せん。

説明: ホスト変数 name の宣言が、以下のいずれかの
理由により正しくありません。

v 指定したタイプがサポートされていません。

v 指定した長さがゼロか、負か、または大きすぎます。

v 初期化指定子を使用しています。

v 指定した構文が正しくありません。

変数は定義されません。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーがサポー
トする宣言のみを、正しく指定していることを確認して
ください。

SQL0315N ホスト変数の宣言が正しくありません。

説明: ホスト変数の宣言が、以下のいずれかの理由によ
り正しくありません。

v 指定したタイプがサポートされていません。

v 指定した長さがゼロか、負か、または大きすぎます。

v 指定した構文が正しくありません。

変数は定義されません。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーがサポー
トする宣言のみを、正しく指定していることを確認して
ください。

SQL0311N
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SQL0317N BEGIN DECLARE SECTION の後に
END DECLARE SECTION がありませ
ん。

説明: DECLARE SECTION の処理中に、入力の終わり
に達しました。

プリコンパイルは終了します。

ユーザーの処置: DECLARE SECTION を終了させるた
めの END DECLARE SECTION ステートメントを追加
してください。

SQL0318N 先行する BEGIN DECLARE SECTION

がない END DECLARE SECTION が見
つかりました。

説明: END DECLARE SECTION ステートメントが見
つかりましたが、先行する BEGIN DECLARE

SECTION がありません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: END DECLARE SECTION の前に
BEGIN DECLARE SECTION を入力してください。

SQL0324N usage 変数 name は間違ったタイプです。

説明: INDICATOR 変数 name が短整数でないか、ま
たは STATEMENT 変数 name が文字データ・タイプで
はありません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 変数が正しいタイプで、正しく指定さ
れていることを確認してください。

SQL0327N 定義済みデータ・パーティションの範囲外
であるため、行を表 table-name に挿入で
きません。

説明: 操作が挿入または更新である場合、行の表パーテ
ィション・キーの値が定義済みデータ・パーティション
の値の範囲に入っていません。操作が表を変更して範囲
パーティション表にする場合、定義済みデータ・パーテ
ィションの値の範囲に入らない表パーティション・キー
値を持つ行が、表に 1 つ以上存在します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 挿入または更新操作の場合は、表パー
ティション・キー列が表のデータ・パーティションの指
定範囲に入っているかどうか確認してください。追加デ
ータ・パーティションを表に追加する必要がある場合が
あります。表を変更して範囲パーティション表にする場
合は、表のすべてのデータがデータ・パーティションの
範囲に入るように必要な範囲が指定されているかどうか
確認してください。

sqlcode: -327

sqlstate: 22525

SQL0329N パス名リスト string-constant-or-host-

variable が無効です。

説明: ストリング定数または入力ホスト変数
string-constant-or-host-variable に、無効なパス名リスト
が含まれています。 SQL パス (FUNCPATH BIND オ
プションまたは CURRENT PATH 特殊レジスター) ま
たはパッケージ・パス (CURRENT PACKAGE PATH 特
殊レジスター) のスキーマ名の最大数を超過しました。
この限度について詳しくは、「SQL リファレンス」の
限度に関する付録を参照してください。

ステートメントまたはコマンドが処理されません。

ユーザーの処置: 限度を超えないように、より少ないス
キーマ名を指定してください。ユーザー定義関数、プロ
シージャー、メソッド、特殊タイプ、またはパッケージ
を統合してより少数のスキーマにすることを検討してく
ださい。

sqlcode: -329

sqlstate: 0E000

SQL0330N ストリングは、処理不能なため、使用でき
ません。理由コード = reason-code。コー
ド・ポイント = code-point。ホスト変数位
置 = host-variable-position。

説明: ストリングを異なるコード化文字セットに変換中
に変換エラーが発生したため、ストリングを処理できま
せん。エラーのタイプは reason-code に示されます:

8 長さ例外 (たとえば、PC MIXED データに必要
な拡張がストリングの最大長を超えている)。

12 無効なコード・ポイント (たとえば、
SYSSTRINGS の ERRORBYTE オプションを
使用している)。

16 形式例外 (たとえば、無効な MIXED デー
タ)。

20 変換プロシージャー・エラー (たとえば、z/OS

サーバー上の出口でストリングの長さ制御フィ
ールドが無効な値に設定された)。

24 wchar_t host 変数に含まれるストリングで 1

バイト文字が見つかった。

reason-code が 12 の場合、code-point は無効なコード・
ポイントです。それ以外の場合、code-point はブランク
または出口から戻された追加の理由コードのどちらかで
す。ストリングが入力ホスト変数の値である場合、
position-number は SQLDA 内の変数の順序を表しま
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す。ストリングがホスト変数の値ではない場合、
position-number はブランクです。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいて、以下のいずれ
かのアクションを行ってください。

8 ストリング変換時に生じる拡張を見越して、ホ
スト変数の最大長を拡張してください。

12 変換表を変更してコード・ポイントを受け入れ
るか、またはデータを変更してコード・ポイン
トを除去します。

16 ストリングが MIXED データとして記述されて
いる場合は、その記述を変更するか、または整
形式混合データの規則に準拠するストリングに
変更します。

20 変換プロシージャーを訂正してください。

24 グラフィック・ストリングから 1 バイト文字
を削除してください。

sqlcode: -330

sqlstate: 22021

SQL0332N ソース・コード・ページ source-code-page

からターゲット・コード・ページ
target-code-page への文字変換はサポート
されていません。

説明: source-code-page と target-code-page との間のコ
ード・ページ変換はないため、操作は失敗しました。こ
れは、以下のいずれかが理由である可能性があります。

1. ソース・コード・ページとターゲット・コード・ペ
ージの文字リポジトリーが非互換であるため、ソー
ス・コード・ページとターゲット・コード・ページ
との間の変換時に、文字の消失および破損が引き起
こされる可能性があります。

2. この特定のコード・ページ変換はサポートされてい
ません。

このエラーの原因として考えられる操作には、以下が含
まれます。

v クライアントのコード・ページがデータベース・コー
ド・ページと異なる場合に、クライアントをデータベ
ースに接続する。

v クライアントのコード・ページがデータベース・コー
ド・ページと異なる場合に、SQL ステートメントを
実行する。

v ファイルのコード・ページがデータベース・コード・
ページと異なる場合に、IXF ファイルをインポートま
たはエクスポートする。

v フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: デー
タ・ソースは指定されたコード・ページ変換をサポー
トしません。

ユーザーの処置:

1. ソースとターゲットのコード・ページに互換性を持
たせてください。サポートされる DB2 コード・ペ
ージの互換性については、DB2 インフォメーショ
ン・センター (http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/

db2luw/v9) から、「コード・セットのテリトリー・
コード」という句を使用して検索してください。ク
ライアントのコード・ページを、データベース・コ
ード・ページと互換性があるように設定するには、
以下のようにします。

v UNIX プラットフォーム上で、
LANG、LC_CTYPE、または LC_ALL 環境変数
を、データベース・コード・ページと互換性があ
るコード・ページを持つロケールに設定します。
有効なロケール名およびそれぞれに関連したコー
ド・ページについては、プラットフォームの資料
を参照してください。

v Windows プラットフォーム上では、
DB2CODEPAGE レジストリー変数を設定して、ク
ライアントのコード・ページをデータベース・コ
ード・ページと互換性がある値でオーバーライド
します。

2. データベース・マネージャーのコード・ページのサ
ポートについては、DB2 インフォメーション・セン
ター (http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/

v9) から、「コード・セットのテリトリー・コード」
という句を使用して検索してください。フェデレー
テッド・システム・ユーザーの場合は、データ・ソ
ースのコード・ページについて「連合システム・ガ
イド」を参照してください。ソースとターゲットの
コード・ページに互換性がある場合、現在のところ
DB2 はこの特定のコード・ページの変換をサポート
しません。そのようなサポートが追加可能かどうか
については、技術サービス担当者にお問い合わせく
ださい。

DB2 UDB for System i ユーザーは、CCSID 65535 があ
る文字列またはグラフィック列はサポートされないこと
に注意してください。 CCSID 65535 がある文字列また
はグラフィック列は、DB2 Connect を使用してアクセス
する前に、サポートされる CCSID に (CAST を使用し
て) 変換する必要があります。

sqlcode: -332

sqlstate: 57017
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SQL0334N コード・ページ source からコード・ペー
ジ target への変換中にオーバーフローが
発生しました。ターゲット域の最大サイズ
は、max-len でした。ソース・ストリング
の長さは source-len で、その 16 進数表
記は string でした。

説明: SQL ステートメントの実行中に、コード・ペー
ジ変換処理の結果が、ターゲット・オブジェクトの最大
サイズより大きなストリングになりました。

ユーザーの処置: 以下を行って、状況に応じて、オーバ
ーフロー条件が発生しないようにデータを修正してくだ
さい。

v ソース・ストリングの長さを短くするか、あるいはタ
ーゲット・オブジェクトのサイズを大きくしてくださ
い (このリストに続いて記載された注を参照してくだ
さい)。

v 操作を変えてください。

v 暗号化されたデータ値を暗号化解除関数で使用する前
に、バイト数のより多い VARCHAR ストリングにキ
ャストしてください。

v アプリケーション・コード・ページとデータベース・
コード・ページが同じであることを確認してくださ
い。同じであれば、ほとんどの接続でコード・ページ
変換は必要なくなります。

注: 文字変換の一部として文字または GRAPHIC ストリ
ングのデータ・タイプの自動プロモーションが行われる
ことはありません。結果のストリングの長さがソース・
ストリングのデータ・タイプの最大長を超えた場合に
は、オーバーフローが発生します。この状況を訂正する
には、ソース・ストリングのデータ・タイプを変更する
か、または変換してストリング長を長くするためにデー
タ・タイプをキャストします。

sqlcode: -334

sqlstate: 22524

SQL0336N 10 進数の位取りをゼロにする必要があり
ます。

説明: 10 進数は、位取りがゼロでなければならないコ
ンテキストにおいて使用されます。これは、10 進数が
START WITH、INCREMENT、MINVALUE、
MAXVALUE、または RESTART WITH の CREATE ま
たは ALTER SEQUENCE ステートメントで指定された
ときに発生します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 10 進数の区切り文字の右側にある、
ゼロ以外の数字を除去してください。

sqlcode: -336

sqlstate: 428FA

SQL0338N JOIN 演算子または MERGE ステートメ
ントに関連付けられている ON 節が無効
です。

説明: JOIN 演算子または MERGE ステートメントに
関連した ON 節が、次の理由の 1 つのため、有効では
ありません。

v ON 節には副照会を組み込むことはできません。

v ON 分節内の列参照は、ON 節のスコープ内にある表
の列のみを参照しています。

v スカラー全選択は、ON 節の式では使用できません。

v 全外部結合の ON 節で参照される関数は決定的なも
のであり外部アクションは不要です。

v 間接参照操作 (->) は使用できません。

v SQL 関数または SQL メソッドを使用できません。

v ON 節に XMLQUERY または XMLEXISTS 式を組み
込むことはできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ON 節を訂正して、該当する列を参照
するか、または他の副照会あるいはスカラー全選択を削
除してください。間接参照操作、SQL 関数、または
SQL メソッドを ON 節から除去してください。

全外部結合を使用する場合には、ON 節のすべての関数
が決定的なもので外部アクションが必要のないことを確
認してください。

sqlcode: -338

sqlstate: 42972

SQL0340N 共通表式 name が、同じステートメント
内の共通表式定義の他のオカレンスと同じ
ID を持っています。

説明: 共通表式名 name が、ステートメントの複数の
共通表式の定義で使用されています。共通表式の記述に
使用される名前は、同じステートメント内でユニークで
なければなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 共通表式のいずれかの名前を変更して
ください。

sqlcode: -340

sqlstate: 42726
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SQL0341N 共通表式 name1 と name2 の間に、循環
参照が存在しています。

説明: 共通表式 name1 が全選択内の FROM 節の
name2 を参照し、name2 が全選択内の FROM 節の
name1 を参照しています。上記の形態の循環参照は許さ
れていません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: いずれかの共通表式から循環参照を取
り除いてください。

sqlcode: -341

sqlstate: 42835

SQL0342N 共通表式 name が再帰的なため、
SELECT DISTINCT は使用できず、
UNION ALL を使用する必要がありま
す。

説明: 上記について、以下の 2 つの説明が考えられま
す。

v 共通表式が再帰的なため、共通表式 name 内の全選択
は、SELECT DISTINCT で開始することができませ
ん。

v 共通表式 name 内の全選択が、再帰的な共通表式に必
要な UNION ALL の代わりに、UNION を指定して
います。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: キーワード DISTINCT を共通表式か
ら取り除いて、UNION の後にキーワード ALL を追加
するか、または共通表式内の再帰参照を取り除いてくだ
さい。

sqlcode: -342

sqlstate: 42925

SQL0343N 再帰共通表式 name には、列名が必要で
す。

説明: 再帰共通表式 name は、共通表式の ID の後に
列名を指定する必要があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 共通表式の ID の後に、列名を追加
してください。

sqlcode: -343

sqlstate: 42908

SQL0344N 再帰共通表式 name には、列
column-name に適合しないデータ・タイ
プ、長さ、コード・ページがあります。

説明: 再帰共通表式 name が、共通表式の繰り返し全
選択で参照される列 column-name を持っています。デ
ータ・タイプ、長さ、およびコード・ページは、この列
の初期化全選択にもとづいて設定されます。繰り返し全
選択の列 column-name に対する式の結果が、その列に
値を割り当てない可能性がある異なるデータ・タイプ、
長さ、またはコード・ページになりました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 再帰共通表式の全選択で使用している
列を、初期化列が繰り返し列と一致するように修正して
ください。

sqlcode: -344

sqlstate: 42825

SQL0345N 再帰的共通表式 name の全選択は、2 つ
以上の全選択の UNION でなければなら
ず、列関数、GROUP BY 節、HAVING

節、ORDER BY 節、または ON 節を含
む明示的な結合を含むことはできません。

説明: 共通表式 name に、それ自体に対する参照が入
っているため、以下のようになります。

v 2 つ以上の全選択の合併でなければなりません。

v GROUP BY 節を組み込むことはできません。

v 列関数を持つことはできません。

v HAVING 節を組み込むことはできません。

v 繰り返し全選択に ORDER BY 節を含むことはでき
ません。

v ON 節との明示的な結合を組み込むことはできませ
ん。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 以下のように共通表式を変更してくだ
さい。

v 2 つ以上の全選択の合併を作成する。

v 一部の列関数、GROUP BY 節、HAVING 節、
ORDER BY 節、または ON 節を含む明示的な結合を
除去する。

v 再帰参照を取り除く。

sqlcode: -345

sqlstate: 42836
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70 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



SQL0346N 同じ FROM 節、または副照会の FROM

節に 2 回目のオカレンスがあるため、共
通表式 name に対する無効な参照が最初
の全選択で発生しました。

説明: 共通表式 name に、以下のいずれかによって記
述されている、それ自体に対する無効な参照が入ってい
ます。

v UNION ALL セット演算子の前にある最初の全選択の
再帰参照。最初の全選択は初期化でなければならず、
再帰参照を組み込むことはできません。

v 同じ FROM 節の同じ共通表式に対する複数の参照。
上記の参照は、再帰共通表式では許されていません。

v 副照会の FROM 節の再帰照会。再帰循環は、副照会
では定義できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを行ってください。

v 合併演算子の前にある全選択を、再帰参照を組み込ま
ないように変更してください。

v 同じ共通表式に対する複数の参照の入った FROM 節
を、ただ 1 つの参照に変更してください。

v 副照会の FROM 節を、共通表式を参照しないように
変更してください。

sqlcode: -346

sqlstate: 42836

SQL0347W 再帰共通表式 name に、無限ループが含
まれている可能性があります。

説明: name という名前の再帰共通表式が、完了しない
可能性があります。この警告は、再帰共通表式の繰り返
し部分の一部として、特定の構文が見つけられないこと
に基づいています。予期されている構文は、以下のとお
りです。

v 繰り返し選択リストの INTEGER 列の 1 ずつの増加

v "counter_col < constant" または "counter_col <

:hostvar" 形式の繰り返し部分の節の WHERE 節の述
部。

再帰共通表式にこの構文がないため、結果として無限ル
ープになる可能性があります。再帰共通表式のデータま
たは他の特性のおかげで、ステートメントが正常に完了
する場合があります。

ユーザーの処置: 無限ループを避けるには、上記の構文
を組み込んでください。

sqlcode: +347

sqlstate: 01605

SQL0348N sequence-expression はこのコンテキストで
は指定できません。

説明: ステートメントに、無効なコンテキストで
NEXT VALUE 式または PREVIOUS VALUE 式が入っ
ています。以下のコンテキストには、NEXT VALUE 式
および PREVIOUS VALUE 式を指定できません。

v 完全外部結合の結合条件

v CREATE TABLE または ALTER TABLE ステートメ
ント内の列の DEFAULT 値

v CREATE TABLE または ALTER TABLE ステートメ
ント内の生成された列定義

v CHECK 制約の条件

v CREATE TRIGGER ステートメント (NEXT VALUE

式が指定される可能性がありますが、PREVIOUS

VALUE 式は指定されません)

v CREATE VIEW ステートメント、CREATE METHOD

ステートメントまたは CREATE FUNCTION ステー
トメント

以下のコンテキストには、NEXT VALUE 式を指定でき
ません。

v CASE 式

v 総計関数の引数リスト

v INSERT、UPDATE または VALUES INTO ステート
メントの全選択を除く副照会

v 外部 SELECT に DISTINCT 演算子を備えた
SELECT ステートメント

v 外部 SELECT に GROUP BY 節を備えた SELECT

ステートメント

v 結合の結合条件

v 外部 SELECT ステートメントが、
UNION、INTERSECT、または EXCEPT セット演算
子を使用する別の SELECT ステートメントと結合し
た SELECT ステートメント

v ネストされた表の式

v 表関数の引数リスト

v XMLTABLE、XMLQUERY、または XMLEXISTS 式
の引数リスト

v 最外部の SELECT ステートメント、DELETE、また
は UPDATE ステートメントの WHERE 節

v 最外部の SELECT ステートメントの ORDER BY 節

v UPDATE ステートメントの SET 節における、式の全
選択の SELECT 節

v SQL ルーチンにおける IF、WHILE、DO...UNTIL、ま
たは CASE ステートメント
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v CONNECT_BY_ROOT 演算子および
SYS_CONNECT_BY_PATH 関数の引数リスト

v START WITH および CONNECT BY 節

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: シーケンス式への参照を除去して、ス
テートメントを再サブミットしてください。

sqlcode: -348

sqlstate: 428F9

SQL0349N 位置 column-position にある列の NEXT

VALUE 式の指定は、すべての行の同じ列
の他のすべての式の指定に一致していなけ
ればなりません。

説明: 複数行 INSERT ステートメントの VALUE 節ま
たは VALUE 式の位置 column-position にある列に指定
された式に、NEXT VALUE 式が入っています。 NEXT

VALUE 式の入った式がこれらのいずれかにある列の値
を指定するために使用されているとき、その同じ式がす
べての行のその列に指定されていなければなりません。
たとえば、以下の INSERT ステートメントは正常に処
理されます。

INSERT INTO T1
VALUES(

NEXT VALUE FOR sequence1 + 5, ’a’
),
(
NEXT VALUE FOR sequence1 + 5, ’b’
),
(
NEXT VALUE FOR sequence1 + 5, ’c’
)

ただし、以下の INSERT ステートメントは失敗しま
す。

INSERT INTO T1
VALUES(

NEXT VALUE FOR sequence1 + 5, ’a’
),
(
NEXT VALUE FOR sequence1 + 5, ’b’
),
(
NEXT VALUE FOR sequence1 + 4, ’c’
)

ユーザーの処置: 構文を訂正して、ステートメントを再
サブミットしてください。

sqlcode: -349

sqlstate: 560B7

SQL0350N 列のデータ・タイプがサポートされないコ
ンテキストで、列 column-name が暗黙的
または明示的に参照されました。

説明: 以下のいずれかの理由で、ALTER ステートメン
ト、CREATE ステートメント、または DECLARE

GLOBAL TEMPORARY TABLE ステートメントが無効
です。

v LOB、LONG VARCHAR、LONG VARGRAPHIC、
XML、または構造化タイプの列は、キーでは使用でき
ません。

v LOB、LONG VARCHAR、LONG VARGRAPHIC、
XML、または構造化タイプの列は、ユニーク制約では
使用できません。

v LOB、LONG VARCHAR、LONG VARGRAPHIC、
XML、または構造化タイプの列は、生成された列では
使用できません。

v LONG VARCHAR、LONG VARGRAPHIC、
SYSPROC.DB2SECURITYLABEL、XML、 または構
造化タイプの列は、作成済み一時表では使用できませ
ん。

v LONG VARCHAR、LONG VARGRAPHIC、
SYSPROC.DB2SECURITYLABEL、または構造化タイ
プの列は、宣言済み一時表では使用できません。

v LOB 列は索引定義では使用できません。

v XML 列のほかに列がなく、XMLPATTERN 節が指定
されている場合にのみ、索引定義で XML 列を使用で
きます。

v 構造化タイプ列のほかに列がなく、関連する索引拡張
子が指定されている場合にのみ、索引定義で構造化タ
イプ列を使用できます。

v 列マスクまたは行の許可の定義が LOB 列および
XML 列を参照できません。

v LOB 列または XML 列について列マスクを定義でき
ません。

また、基本データ・タイプが上記リストのいずれかの制
約を受けるような特殊タイプ列にも、同じ制限が適用さ
れます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: データ・タイプがサポートされないコ
ンテキストから列を除去するか、列のデータ・タイプを
変更します。XML 列または構造化タイプ列を索引付け
する場合は、そのほかに列がなく、索引定義に適切な節
が組み込まれていることを確認してください。

sqlcode: -350

sqlstate: 42962
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SQL0351N サポートされていない SQLTYPE が出力
SQLDA (選択リスト) の位置
position-number で検出されました。

説明: 位置 position-number の SQLDA のエレメント
は、アプリケーション・リクエスターまたはアプリケー
ション・サーバーがサポートしないデータ・タイプのた
めのものです。 アプリケーションが SQLDA ディレク
トリーを使用していない場合は、position-number は選択
リストまたは CALL ステートメントのパラメーターの
エレメントの位置を表します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメントを変更して、サポート
されていないデータ・タイプを除去してください。
SELECT ステートメントについては、サポートされてい
ないデータ・タイプを持つ選択リスト内の列の名前を除
去するか、または照会でキャストを使用して、サポート
されているデータ・タイプに列をキャストしてくださ
い。

sqlcode: -351

sqlstate: 56084

SQL0352N サポートされていない SQLTYPE が入力
リスト (SQLDA) の位置 position-number

で検出されました。

説明: 位置 position-number の SQLDA のエレメント
は、アプリケーション・リクエスターまたはアプリケー
ション・サーバーがサポートしないデータ・タイプのた
めのものです。 アプリケーションが SQLDA ディレク
トリーを使用していない場合は、position-number は入力
ホスト変数、パラメーター・マーカー、または CALL

ステートメントのパラメーターの位置を表します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメントを変更して、サポート
されていないデータ・タイプを除去してください。

sqlcode: -352

sqlstate: 56084

SQL0355N 定義されている列 column-name が、ログ
に記録するには大きすぎます。

説明: ラージ・オブジェクト・データ・タイプ
(BLOB、CLOB、DBCLOB) は、最大 2 ギガバイト
(2,147,483,647 バイト) のサイズで作成される可能性が
あります。データ値のロギングは、サイズが 1 ギガバ
イト (1,073,741,823 バイト) 以下のオブジェクトに対し
てのみ許されています。したがって、サイズが 1 ギガ

バイトを超えるラージ・オブジェクトは、ログに記録す
ることができません。

ユーザーの処置: 列の作成中に NOT LOGGED 句を使
用して、明示的にデータのロギングが必要ないことを示
すか、または列の最大サイズを 1 ギガバイトまたはそ
れ以下まで減らしてください。

sqlcode: -355

sqlstate: 42993

SQL0359N ID 列またはシーケンスで値の範囲がいっ
ぱいになっています。

説明: DB2 は ID 列またはシーケンス・オブジェクト
に値を生成しようとしましたが、すでにすべての許容で
きる値が割り当てられています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ID 列の場合、ID 列の値の範囲を大
きくして、表を再定義してください。値の範囲が列のデ
ータ・タイプの範囲より小さくなるように制限する
MAXVALUE または MINVALUE が指定されている場
合、列を変更して有効値の範囲を拡張できます。これを
行わない場合、ID 列を再作成する必要がありますが、
そのためには表を再作成しなければなりません。最初に
既存の表をドロップして、ID 列に異なるデータ・タイ
プを指定して表を再作成します。 ID 列の現在のデー
タ・タイプより大きい値の範囲を持つデータ・タイプを
指定してください。

シーケンス・オブジェクトの場合、値の範囲を大きくし
てシーケンスを再定義してください。 MAXVALUE ま
たは MINVALUE 節によって値の範囲がシーケンス・オ
ブジェクトのデータ・タイプの範囲よりも小さくなるよ
うに制限されている場合、シーケンスを変更して有効値
の範囲を拡張してください。これを行わない場合、シー
ケンス・オブジェクトをドロップし、より大きな値の範
囲を許可するデータ・タイプを指定して CREATE

SEQUENCE ステートメントを再発行してください。

sqlcode: -359

sqlstate: 23522

SQL0360W 表 table-name がデータ・リンク調整ペン
ディング (DRP) またはデータ・リンク調
整不可 (DRNP) 状態にあるため、
DATALINK 値が無効である可能性があり
ます。

説明: 表がデータ・リンク調整ペンディング (DRP) ま
たはデータ・リンク調整不可 (DRNP) 状態にあるため、
表 table-name の DATALINK 値が無効である可能性が
あります。 これらのいずれかの状態にある間は、DB2
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Data Links Manager でのファイルの制御は保証されませ
ん。

ステートメント処理が続行しています。

ユーザーの処置: データ・リンク調整ペンディング
(DRP) およびデータ・リンク調整不可能 (DRNP) 状態
で該当するアクションを取るための情報については、管
理ガイドを参照してください。

sqlcode: +360

sqlstate: 01627

SQL0361W 操作は正常に実行されましたが、部分的に
操作が失敗しました。操作 msg-token3 に
関する詳細がトークン msg-token1 および
msg-token2 に示されています。

説明: 指定された操作は部分的に正常に完了しました
が、操作のいくつかの部分が失敗しました。

ユーザーの処置: 操作 msg-token3 に応じて、取るべき
アクションを次のように判別します:

SYSPROC.ADMIN_REVALIDATE_DB_OBJECTS - 妥当
性再検査するよう指定されたいくつかのオブジェクトを
正常に妥当性再検査できませんでした。理由: これらの
オブジェクトで参照される少なくとも 1 つのオブジェ
クトが存在しないか、引き続き無効です。妥当性再検査
されていない 1 つのオブジェクトは msg-token1、それ
が参照するオブジェクトは msg-token2 です。妥当性再
検査が完了していないオブジェクトを妥当性再検査する
必要がある場合には、存在すべきオブジェクトをすべて
作成してください。また、妥当性再検査されるオブジェ
クトによって参照される、引き続き無効なオブジェクト
をすべて修正してください。無効なオブジェクトについ
ての情報は SYSCAT.INVALIDOBJECTS カタログ・ビ
ューに含まれています。msg-token1 が許可またはマスク
のオブジェクトを参照し、msg-token2 に CREATE

PERMISSION または CREATE MASK が含まれる場
合、ADMIN_REVALIDATE_DB_OBJECTS を実行するユ
ーザーに SECADM 権限があることを確認してくださ
い。

sqlcode: +361

sqlstate: 0168B

SQL0364W operation 操作中に、DECFLOAT 例外
exception-type が生じました。

説明: operation-type 操作をデータ・タイプが
DECFLOAT のフィールドに対して行うときに、例外
exception-type が生じました。算術式の処理中に例外が生
じました。

考えられる exception-type の値は、以下のとおりです。

v アンダーフロー例外を示す UNDERFLOW

v オーバーフロー例外を示す OVERFLOW

v 不正確な例外を示す INEXACT

v 無効演算例外を示す INVALID OPERATION

v ゼロによる除算の例外を示す DIVISION BY ZERO

考えられる operation-type の値は、以下のとおりです。

v 加算演算を示す ADDITION

v 減算演算を示す SUBTRACTION

v 乗算演算を示す MULTIPLICATION

v 除算演算を示す DIVISION

v 否定演算を示す NEGATION

v 組み込み関数演算を示す BUILT-IN FUNCTION

DECFLOAT 例外は、演算のために DECFLOAT に変換
されたデータの一時的な内部コピーによって生じること
があります。

組み込み関数の処理中に、どの例外も生じる可能性があ
ります。 operation-type が FUNCTION の場合、入力、
中間、または最終値の処理中に例外が生じています。そ
の原因として、パラメーターの値が範囲外であった可能
性があります。

ステートメント処理が続行しています。

ユーザーの処置: この警告が戻されないようにするに
は、警告の出された式を検討して、例外の原因、または
原因の可能性が高い要素を調べてください。例外はデー
タ依存であることがあり、その場合には警告の発生時に
処理されていたデータを検討する必要があります。
DECFLOAT 値のサポートされる範囲については、
「SQL リファレンス」を参照してください。

sqlcode: +364

sqlstate: 0168C

sqlstate: 0168D

sqlstate: 0168E

sqlstate: 0168F

SQL0365N 位置 position にある拡張標識変数値が無
効です。

説明: 位置 position の拡張標識変数に関して、デフォ
ルト値 (-5) または未割り当て値 (-7) が使用されまし
た。このコンテキストでは、これらの値は許可されませ
ん。これらの値が許可されるのは、
INSERT、UPDATE、および MERGE ステートメントに
おいて列値のソースとして使用する場合だけです。デフ
ォルト値または未割り当て値を表すホスト変数あるいは
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パラメーター・マーカーを式で使用することはできませ
ん。ただし、単一の変数、または単一の変数の CAST

として使用する場合は例外です。

また、以下の場合には、拡張標識変数にデフォルト値
(-5) または未割り当て値 (-7) を使用することはできま
せん。

v 値の行を複数指定する VALUES 節の場合

v ニックネームの更新、またはニックネームへの挿入を
行っている INSERT、UPDATE、または MERGE ス
テートメントの場合

position が 0 の場合、拡張標識サポートにおいて不一致
が発生しています。動的に準備された UPDATE ステー
トメントで拡張標識サポートが明示的に有効/無効にされ
ておらず、更新のターゲットとなる動的に準備された
SELECT ステートメントに対して明示的に有効/無効に
された拡張標識サポートと、バインドまたはプリコンパ
イル用の拡張標識サポートの間に不一致がありました。

ユーザーの処置: 拡張標識変数の値を、それが使用され
るコンテキストで許可されている値に変更してくださ
い。

position が 0 の場合、動的に準備された UPDATE ステ
ートメントに関して拡張標識サポートを明示的に有効ま
たは無効にしてください。または、更新のターゲットと
なる動的に準備された SELECT ステートメントに指定
された拡張標識サポートが、バインドまたはプリコンパ
イル用の拡張標識サポートと同じであることを確認して
ください。

sqlcode: -365

sqlstate: 22539

SQL0368N DB2 Data Links Manager dlm-name がデ
ータベースに登録されていません。

説明: DB2 Data Links Manager dlm-name がデータベ
ースに登録されていません。データベース・マネージャ
ー構成パラメーター DATALINK が NO に設定されて
いる場合は、登録された DB2 Data Links Manager は無
視されます。 DB2 Data Links Manager は DROP

DATALINKS MANAGER コマンドでドロップされた可
能性があります。 DB2 Data Links Manager が同じ名前
で新たに登録されていることが考えられます。この場合
エラーは、その DB2 Data Links Manager の以前にドロ
ップされた 1 つ以上の登録に関連しています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: データベース・マネージャー構成パラ
メーター DATALINK が YES に設定されていることを
確認してください。以前にドロップされた DB2 Data

Links Manager へのリンクである DATALINK 値を、調

整ユーティリティーを使用してドロップする必要があり
ます。詳細については、「コマンド・リファレンス」に
ある DROP DATALINKS MANAGER コマンドの使用
上の注意を参照してください。

sqlcode: -368

sqlstate: 55022

SQL0370N 位置 n のパラメーターは、LANGUAGE

SQL 関数 name の CREATE

FUNCTION ステートメントで指定しなけ
ればなりません。

説明: LANGUAGE SQL で定義されたすべての関数パ
ラメーターには、それぞれ parameter-name が必要で
す。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 関数の各パラメーターにパラメーター
名を組み込みます。

sqlcode: -370

sqlstate: 42601

SQL0372N ROWID、ID、セキュリティー・ラベル、
行変更タイム・スタンプ、行開始、行終
了、またはトランザクション開始 ID の
列タイプは、1 つの表につき 1 回だけ指
定できます。

説明: 以下のいずれかを試みました。

v 複数の ID 列を持つ表を作成

v すでに 1 つの ID 列を持つ表に同じ列を追加

v 複数の ROWID 列を持つ表を作成

v すでに 1 つの ROWID 列を持つ表に同じ列を追加

v 複数のセキュリティー・ラベル列を持つ表を作成

v すでにセキュリティー・ラベル列を持つ表にもう 1

つ追加

v 複数の行変更タイム・スタンプ列を持つ表を作成

v 既に行変更タイム・スタンプ列を持つ表にもう 1 つ
追加

v 複数の行開始列を持つ表を作成

v すでに行開始列を持つ表にもう 1 つ追加

v 複数の行終了列を持つ表を作成

v すでに行終了列を持つ表にもう 1 つ追加

v 複数のトランザクション開始 ID 列を持つ表を作成

v すでにトランザクション開始 ID 列を持つ表にもう 1

つ追加

v 1 つの表で期間を複数回定義
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ROWID データ・タイプは、DB2 for z/OS および DB2

for System i でサポートされています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: CREATE TABLE ステートメントの
場合、指定された属性を表に対して 1 回だけ指定して
ください。ALTER TABLE ステートメントの場合は、
表に対して指定された列はすでに存在します。1 つの表
で期間を複数回定義しようとしないでください。

sqlcode: -372

sqlstate: 428C1

SQL0373N 列または SQL 変数 name に対して
DEFAULT 節を指定できません。

説明: 列または SQL 変数 name の定義または変更時
に DEFAULT 節が指定されました。列定義または SQL

変数宣言のデータ・タイプでは、DEFAULT はサポート
されません。以下の項目を定義する場合に、CREATE

または ALTER TABLE ステートメントで DEFAULT

節を使用することはできません。

v ID 列

v ROWID 列

v XML 列

v 行変更タイム・スタンプ列

v セキュリティー・ラベル列

v 行開始列

v 行終了列

v トランザクション開始 ID 列

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: DEFAULT 節を除去して、ステート
メントを再サブミットしてください。

sqlcode: -373

sqlstate: 42623

SQL0374N LANGUAGE SQL 関数 function-name の
CREATE ステートメントが clause 節で
指定されていませんが、関数本体ではこの
指定を要求しています。

説明: 次の状態がエラーの原因だと思われます:

LANGUAGE SQL を指定して定義された関数の本文で
SQL データを変更する可能性がある場合、または SQL

データを修正する可能性のある関数またはプロシージャ
ーを呼び出す場合は、MODIFIES SQL DATA を指定す
る必要があります。

LANGUAGE SQL を指定して定義された関数の本文に

副選択が入っている、または SQL データを読み取れる
関数を呼び出す場合は、READ SQL DATA を指定しな
ければなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 節を指定するか、または関数本体を変
更してください。

sqlcode: -374

sqlstate: 428C2

SQL0385W SQL ルーチンで SQLSTATE または
SQLCODE 変数への割り当てが上書きさ
れたと思われるため、ハンドラーをアクテ
ィブ化しません。

説明: 値を SQLSTATE または SQLCODE 特殊変数に
割り当てているステートメントが少なくとも 1 つ、
SQL ルーチンに入っています。 これらの変数には、
SQL ルーチンでの SQL ステートメントの処理によって
値が割り当てられています。そのため、SQL ステート
メント処理の結果、割り当てられている値が上書きされ
たと考えられます。さらに、SQLSTATE 特殊変数への
値の割り当ては、どのハンドラーもアクティブ化しませ
ん。

ルーチン定義は正常に処理されました。

ユーザーの処置: 必要ありません。 この警告が出され
ないようにするには、SQLSTATE または SQLCODE 特
殊変数への割り当てを除去してください。

sqlcode: +385

sqlstate: 01643

SQL0388N 関数 function-name の CREATE CAST

ステートメントでは、ソース
source-data-type-name およびターゲット
target-data-type-name の両方が組み込まれ
たタイプかまたは同じタイプです。

説明: データ・タイプのどちらかがユーザー定義のタイ
プでなければなりません。ソース・タイプおよびターゲ
ット・タイプの両方が同じデータ・タイプであってはな
りません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ソースまたはターゲットのデータ・タ
イプを変更してください。

sqlcode: -388

sqlstate: 428DF
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SQL0389N CREATE CAST ステートメントで識別さ
れた特定の関数インスタンス
specific-name は、複数のパラメーターが
あるか、ソース・データ・タイプと一致し
ないパラメーターがあるか、またはターゲ
ットと一致しないデータ・タイプを戻しま
す。

説明: cast 関数には、

v 1 つのパラメーターがなければなりません。

v パラメーターのデータ・タイプがソース・データ・タ
イプと同じでなければなりません。

v 結果データ・タイプはターゲット・データ・タイプと
同じでなければなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 別の関数を選択するか、またはソー
ス・データ・タイプまたはターゲット・データ・タイプ
を変更してください。

sqlcode: -389

sqlstate: 428DG

SQL0390N 関数 function-name は、使用されているコ
ンテキストの中では無効な特定の関数
specific-name に解決されました。

説明: 関数は、使用されているコンテキストの中で無効
な特定の関数に解決されました。 specific-name が空ス
トリングの場合、関数は function-name で示される組み
込み関数に解決されます。以下のリストでは、このメッ
セージが返される可能性のある状態の一部を示します。

v 特定の関数は、(ソース派生スカラー関数を作成する
ような) スカラー、列、あるいは行関数のみが予想さ
れる表関数です。

v 特定の関数は、(照会の FROM 節内のような) 表関数
のみが予想されるスカラー、列、あるいは行関数で
す。

v 特定の関数は、スカラーあるいは列関数のみが予想さ
れる行関数です。

v 特定の関数は、制限されたコンテキスト内でのみ許可
されていますが、関数に許可されていないコンテキス
トで参照されています。関数の説明で、関数が許可さ
れているコンテキストが指定されています。

v 指定された関数に OUT または INOUT パラメーター
が含まれています。この関数が使用されているコンテ
キストはサポートされていません。関数呼び出しが、
コンパウンド SQL (コンパイル済み) ステートメント

内の SET 変数のステートメントの右側で唯一の式で
ある場合にのみ、コンパイル済み関数を呼び出すこと
ができます。

v 指定された関数はコンパイル済み SQL 関数です。こ
の関数が使用されているコンテキストはパーティショ
ン・データベース環境ではサポートされていません。
関数呼び出しが、コンパウンド SQL (インライン) ス
テートメント内ではない SET 変数ステートメントの
右側で唯一の式である場合にのみ、コンパイル済み関
数をパーティション・データベース環境で呼び出すこ
とができます。

v 指定された関数は汎用表関数ですが、型付き相関節が
指定されませんでした。

v 指定された関数は汎用表関数ではありませんが、型付
き相関節が指定されました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 正しい関数名および引数が指定されて
いることと、現行パスに正しい関数が定義されているス
キーマが入っていることを確認してください。関数名、
現行パス (SET CURRENT FUNCTION PATH または
FUNCPATH BIND オプション使用) を変更するか、あ
るいは関数が使用されているコンテキストを変更する必
要があるかもしれません。

sqlcode: -390

sqlstate: 42887

SQL0391N 関数 function-name に基づいた行の使用が
無効です。

説明: ステートメントは、次の理由のいずれか 1 つか
ら、使用できない行ベースの関数 function_name を使用
しています。

v 関数は GROUP BY または HAVING 節で使用されま
すが、選択リストには入っていません。

v 関数は、ステートメントの再帰的本質のため、このコ
ンテキストで使用されません。

v 関数は、チェック制約で使用されません。

v 関数は、生成された列で使用されません。

v 関数は、WITH CHECK OPTION 節が指定されている
ビュー定義、または WITH CHECK OPTION 節を指
定するようなビューに従属するビューでは使用されま
せん。

v 関数には、基本表の行に解決されない引数がありま
す。これは、NULL 生成行が可能な外部結合の結果列
を伴う状態が含まれます。

v この関数は複製されたマテリアライズ照会表の行では
使用できません。
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ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: function-name が使用できないコンテ
キストから、これを除去してください。

sqlcode: -391

sqlstate: 42881

SQL0392N カーソル cursor に提供される SQLDA

が、以前のフェッチ以降に変更されていま
す。

説明: アプリケーションが DB2 規則で実行されてお
り、1 つの FETCH ステートメントの LOB として、ま
た他の FETCH ステートメントのロケーターとして
LOB データを返すことを要求しています。これは許さ
れていません。

ユーザーの処置: ステートメントは実行できません。

DB2 規則を使用しないようにするか、または連続した
フェッチ間で LOB から SQLDA のロケーターへの (ま
たはその逆の) データ・タイプ・コードの変更を行わな
いように、アプリケーションを変更してください。

sqlcode: -392

sqlstate: 42855

SQL0396N Object-type object-name (特定名
specific-name) が最終呼び出し処理中に、
SQL ステートメントを実行しようとしま
した。

説明: ルーチン object-name (特定名 specific-name) が
FINAL CALL (呼び出しタイプ = 255) 処理中に、(カー
ソルの CLOSE 以外の) SQL ステートメントを実行し
ようとしました。これは許可されません。

ユーザーの処置: FINAL CALL (呼び出しタイプ =

255) 処理中に SQL ステートメントを発行しないよう、
ルーチンを変更してください。

sqlcode: -396

sqlstate: 38505

SQL0401N 演算 operator のオペランドのデータ・タ
イプが非互換または比較不能です。

説明: 以下のいずれかの理由で、operator を使用する操
作を処理できません。

v オペランドのデータ・タイプは比較可能かつ互換でな
ければならないが、比較不能または互換性のないタイ
プの対が少なくとも 1 つある。

v オペランドのデータ・タイプが (それ自身またはその
他のタイプと) 比較できない XML である。

v オペランドのデータ・タイプが (それ自身またはその
他のタイプと) 比較できない DATALINK である。

v オペランドのデータ・タイプが (それ自身またはその
他のタイプと) 比較できない構造化タイプである。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: このデ
ータ・タイプ違反は、データ・ソースまたはフェデレー
テッド・サーバーで発生した可能性があります。

一部のデータ・ソースは、 operator に適切な値を提供
しません。この場合、メッセージ・トークンは
「<data-source>:UNKNOWN」のフォーマットになりま
す。これは、指定されたデータ・ソースの実際の値が不
明であることを示します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: すべてのオペランドのデータ・タイプ
をチェックして、データ・タイプが比較可能であるこ
と、およびステートメント内の使用法に互換性があるこ
とを確認してください。

SQL ステートメントのオペランドがすべて正しく、し
かもビューにアクセスしている場合には、ビューのすべ
てのオペランドのデータ・タイプをチェックしてくださ
い。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 理由が
不明な場合には、問題を切り分けて要求失敗の原因とな
ったデータ・ソースを突き止め、そのデータ・ソースの
データ・タイプ制限を調べてください。

sqlcode: -401

sqlstate: 42818

SQL0402N 算術関数または演算 operator のオペラン
ドのデータ・タイプが無効です。

説明: 無効なオペランドが、算術関数または演算子
operator に対して指定されています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: SQL ステートメントの構文を調べ、
指定された関数または演算子のすべてのオペランドが有
効となるように修正してください。

有効なオペランドは数値であるか、数値データ・タイプ
に暗黙的にキャスト可能です。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 理由が
不明な場合には、問題を切り分けて要求失敗の原因とな
ったデータ・ソースを突き止め、そのデータ・ソースに
適用される演算子を調べてください。

sqlcode: -402

sqlstate: 42819
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SQL0403W 新しく定義された別名 name は、現在未
定義のオブジェクト name2 に解決されて
います。

説明: 別名 <name> は、以下のように定義されていま
す。

v データベースに現在定義されていない表、ビュー、モ
ジュール、またはシーケンス。

v データベースに定義されていない表、ビュー、モジュ
ール、またはシーケンスに解決される他の別名。

オブジェクト <name2> は未定義のオブジェクトです。
SQL ステートメント (CREATE ALIAS 以外) が、新し
く作成された別名を正常に使用するには、このオブジェ
クトが存在している必要があります。指定された別名
<name> は作成されます。

別名の作成について、作動不能なビューは未定義である
と見なされます。

ユーザーの処置: SQL ステートメント (CREATE

ALIAS 以外) の新しく作成された別名を使用する前に、
未定義オブジェクト <name2> が定義されていることを
確認してください。

sqlcode: +403

sqlstate: 01522

SQL0404N UPDATE または INSERT ステートメン
ト内のストリングが、列 name に対して
長すぎます。

説明: INSERT または UPDATE ステートメント内で指
定された値が、示されている列に保管できるストリング
の最大長を超えています。

ステートメントは処理できません。

注: INSERT または UPDATE ステートメントの構文に
応じて、SQLCA 内に name が返されることも返されな
いこともあります。

ユーザーの処置: オブジェクトとなる列の長さをチェッ
クして、プログラムまたは SQL ステートメントを修正
して、挿入または更新するストリングの長さが最大長を
超えないようにしてください。

sqlcode: -404

sqlstate: 22001

SQL0405N 数値リテラル literal は、値が有効な値の
範囲外になっているため、無効です。

説明: 指定された数値リテラルが適切な範囲内にありま
せん。

SQL 値の適切な範囲は以下のとおりです。

v FLOAT 値の場合:

– 0

– +2.225E-307 から +1.79769E+308 までの正の範囲

– -1.79769E+308 から -2.225E-307 までの負の範囲

v 10 進値の場合: -9999999999999999999999999999999

から 9999999999999999999999999999999 までの範囲

v INTEGER 値の場合: -2147483647 から 2147483647

までの範囲

v 短整数 (SMALLINT) 値の場合: -32768 から +32767

の範囲

特定のコンテキストでは、リテラルが、このエラーの原
因となる追加の制限を持っている場合があります。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この範
囲違反は、データ・ソースまたはフェデレーテッド・サ
ーバーで発生した可能性があります。データ・ソース表
に配置された SQL 値の適正範囲はデータ・ソースに依
存します。正しい範囲を判別するには、データ・ソース
に該当する資料を参照してください。一部のデータ・ソ
ースは、 literal に適切な値を提供しません。この場
合、メッセージ・トークンは「<data

source>:UNKNOWN」のフォーマットになります。これ
は、指定されたデータ・ソースの実際の値が不明である
ことを示します。

範囲がクラスター化された表: 範囲定義の終了の値は開
始の値よりも小さくなります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: リテラル値を適切なサイズに減らして
ください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 理由が
不明な場合には、問題を切り分けて要求失敗の原因とな
ったデータ・ソースを突き止め、そのデータ・ソースの
データ範囲制限を調べてください。

範囲がクラスター化された表: 範囲定義の終了の値は開
始の値よりも大きくなります。

sqlcode: -405

sqlstate: 42820

SQL0406N UPDATE または INSERT ステートメン
ト内の数値が、ターゲット列の範囲内にあ
りません。

説明: UPDATE または INSERT SQL ステートメント
の処理中に計算された、ホスト変数の値または数値がタ
ーゲット列の範囲外です。この問題は、オブジェクトの
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列で発生する値、それらの値で実行される SQL 処理、
またはその両方によって発生する可能性があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 10 進浮動小数点を除く、数値デー
タ・タイプに許されている範囲については、メッセージ
SQL0405 の説明を参照してください。

v DECFLOAT(16) 値の場合:

– 0

– 1.000000000000000E-383 から
9.999999999999999E+384 までの正の範囲

– -9.999999999999999E+384 から
-1.000000000000000E-383 までの負の範囲

v DECFLOAT(34) 値の場合:

– 0

– 1.000000000000000000000000000000000E-6143 から
9.999999999999999999999999999999999E+6144 まで
の正の範囲

– -9.999999999999999999999999999999999E+6144 か
ら -1.000000000000000000000000000000000E-6143

までの負の範囲

これらは、通常の 10 進浮動小数点数の限度です。有効
な 10 進浮動小数点の値には、特殊値
INFINITY、-INFINITY、NAN、-NAN、SNAN、および
-SNAN が含まれます。これらの特殊値は、他のすべて
の DB2 数値タイプでは不正な値になります。

注: システム・カタログの更新に関しては、「SQL リフ
ァレンス」を参照して、更新可能なカタログのさまざま
な列の有効な範囲を確認してください。

sqlcode: -406

sqlstate: 22003

SQL0407N NULL 値の NOT NULL 列 name への代
入は許されていません。

説明: 以下のいずれかが発生しました。

v 更新値または挿入値は NULL ですが、オブジェクト
となる列が表定義で NOT NULL として宣言されてい
ます。その結果、以下のようになります。

– NULL 値はその列に挿入できない。

– 更新はその列の値を NULL に設定できない。

– トリガーの SET 遷移変数ステートメントは、その
列の値を NULL に設定できない。

v 更新値または挿入値は DEFAULT ですが、オブジェ
クトとなる列が表定義で WITH DEFAULT のない
NOT NULL として宣言されています。その結果、以
下のようになります。

– NULL のデフォルト値はその列に挿入できない。

– 更新はその列の NULL のデフォルト値を設定でき
ない。

– トリガーの SET 遷移変数ステートメントは、その
列の NULL のデフォルト値を設定できない。

v INSERT ステートメントの列名リストに、表定義で
NOT NULL および WITH DEFAULT なしで宣言さ
れた列がありません。

v INSERT ステートメントのビューに、基本表定義で
NOT NULL および WITH DEFAULT なしで宣言さ
れた列がありません。

v 表変更ステートメントが SET NOT NULL の列を変
更しようとしましたが、既存の表データに NULL 値
を持つ行が含まれていました。

name の値が形式 "TBSPACEID=n1, TABLEID=n2,

COLNO=n3" であれば、エラーが出力されたときに SQL

ステートメントの列名が使用できませんでした。示され
ている値は、NULL 値を許可していない基本表の表スペ
ース、表、および列番号を表しています。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態は、フェデレーテッド・サーバーまたはデータ・ソー
スによっても検出されます。一部のデータ・ソースは、
name に適切な値を提供しません。この場合、メッセー
ジ・トークンは「<data source>:UNKNOWN」のフォー
マットになります。これは、指定されたデータ・ソース
の実際の値が不明であることを示します。

ステートメントは処理できません。

いくつかの状況では、トークン name が充てんされない
場合があります (SQLCA の「sqlerrmc」フィールドが充
てんされません)。

ユーザーの処置: オブジェクト表定義を調べて、NOT

NULL 属性を持つ表の列と、WITH DEFAULT 属性を持
たない表の列を判別した後で、SQL ステートメントを
修正してください。

name の値が形式 "TBSPACEID=n1, TABLEID=n2,

COLNO=n3" であれば、以下の照会を使用して表名およ
び列名を判別することができます。

SELECT C.TABSCHEMA, C.TABNAME,
C.COLNAME

FROM SYSCAT.TABLES AS T,
SYSCAT.COLUMNS AS C

WHERE T.TBSPACEID = n1
AND T.TABLEID = n2
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AND C.COLNO = n3
AND C.TABSCHEMA = T.TABSCHEMA
AND C.TABNAME = T.TABNAME

この照会で識別される表および列は、SQL ステートメ
ントに障害があったビューの基本表だと考えられます。

表変更ステートメントの一部としてエラーが戻されると
き、列を NOT NULL に設定中である場合は、NULL

値を含む列のすべての行データを変更して、ステートメ
ントを再試行してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 理由が
不明な場合には、問題を切り分けて要求失敗の原因とな
ったデータ・ソースを突き止め、そのデータ・ソースの
オブジェクト定義を調べてください。デフォルト
(NULL および NOT NULL) はデータ・ソースの間で同
じである必要はないことに注意してください。

sqlcode: -407

sqlstate: 23502

SQL0408N 値には、その割り当てターゲットのデー
タ・タイプとの互換性がありません。ター
ゲット名は name です。

説明: SQL ステートメントによって列、パラメータ
ー、SQL 変数、または遷移変数に割り当てられる値の
データ・タイプに、その割り当てターゲットの宣言され
たデータ・タイプとの互換性がありません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメント (およびターゲット表
またはビュー) を調べて、ターゲット・データ・タイプ
を判別してください。割り当てられている変数、式、ま
たはリテラル値が割り当てターゲットとして正しいデー
タ・タイプであることを確認してください。

ユーザー定義の構造化タイプの場合、ステートメントに
対するトランスフォーム・グループで定義された TO

SQL トランスフォーム関数のパラメーターを、割り当
て済みターゲットとしても考慮してください。

sqlcode: -408

sqlstate: 42821

SQL0409N COUNT 関数のオペランドが無効です。

説明: SQL ステートメントに指定されているような、
COUNT 関数のオペランドは SQL 構文の規則に適合し
ません。 COUNT(*) および COUNT(DISTINCT column)

だけが許可されます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: COUNT(*) または COUNT(DISTINCT

column) を指定します。

注: このメッセージは、バージョン 2 以前の DB2 のバ
ージョンにのみ適用されます。

sqlcode: -409

sqlstate: 42607

SQL0410N 数値 value が長すぎます。

説明: 指定した値は長すぎます。浮動小数点ストリング
の最大長は 30 文字です。 10 進浮動小数点ストリング
の最大長は 42 文字です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 指定したリテラルを短くしてくださ
い。

sqlcode: -410

sqlstate: 42820

SQL0412N 1 つの列しか許可されていない副照会から
複数の列が返されました。

説明: SQL ステートメントのコンテキストでは、結果
として 1 つの列だけを持つよう全選択が指定されてい
ます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: スカラー全選択が 1 つだけ許可され
ている場合は、1 つの列だけを指定してください。

sqlcode: -412

sqlstate: 42823

SQL0413N 数値データ・タイプの変換中にオーバーフ
ローが発生しました。

説明: SQL ステートメントの処理中、ある数値タイプ
のデータを別のタイプへ変換するときにオーバーフロー
が発生しました。数値変換は SQL の標準規則に従って
実行されます。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 数値変
換は、フェデレーテッド・サーバー、データ・ソース、
またはその両方で発生する可能性があります。

ステートメントは処理できません。データの検索、更
新、または削除は実行されませんでした。

ユーザーの処置: SQL ステートメントの構文を調べ
て、エラーの原因を判別してください。問題がデータに
依存する場合は、エラーが発生した時点で処理されてい
たデータを調べる必要があります。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 理由が
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不明な場合には、問題を切り分けて要求失敗の原因とな
ったデータ・ソースを突き止め、そのデータ・ソースの
データ範囲制限を調べてください。

sqlcode: -413

sqlstate: 22003

SQL0415N 対応する列のデータ・タイプは、セット演
算子を含む全選択または、INSERT また
は全選択の VALUES 節の複数行に互換
性がありません。

説明: このエラーが発生する可能性のあるステートメン
トはたくさんあります。

v このエラーは、セット演算 (UNION、INTERSECT、
または EXCEPT) の入った SELECT または VALUES

ステートメント内で発生する可能性があります。
SELECT または VALUES ステートメントを作成する
副選択または全選択の対応する列は、互換性がありま
せん。

v このエラーは、複数行に挿入している INSERT ステ
ートメント内で発生する可能性があります。この場
合、VALUES 節内で指定された行の対応する列は、
互換性がありません。

v このエラーは、複数行を伴い使用される VALUES 節
がある SELECT または VALUES ステートメント内
で発生する可能性があります。この場合、VALUES

節内で指定された行の対応する列は、互換性がありま
せん。

これは、配列コンストラクターで発生する可能性があり
ます。コンストラクター内にリストされた 2 つの値の
データ・タイプに互換性がない場合です。

データ・タイプの互換性について、詳しくは SQL リフ
ァレンスの『割り当てと比較』を参照してください。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: SELECT ステートメントで使用され
る列名または VALUES 節の式を訂正し、対応するすべ
ての列が互換タイプになるようにしてください。

sqlcode: -415

sqlstate: 42825

SQL0416N UNION ALL 以外のセット演算子で接続
された SELECT または VALUES ステ
ートメントには、254 バイトを超える結果
列を指定できません。

説明: セット演算子で接続された SELECT または
VALUES ステートメントのいずれかが、254 バイトよ

り長い結果列を指定しています。 254 バイトより長い
VARCHAR または VARGRAPHIC 結果列は、UNION

ALL セット演算子とのみ使用することができます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: UNION 演算子の代わりに、UNION

ALL を使用するか、または 254 バイトより長い結果列
を、SELECT または VALUES ステートメントから取り
除いてください。

sqlcode: -416

sqlstate: 42907

SQL0417N 準備されたステートメント・ストリング
に、同じ演算子のオペランドとしてパラメ
ーター・マーカーが含まれています。

説明: PREPARE または EXECUTE IMMEDIATE のオ
ブジェクトとして指定されたステートメント・ストリン
グに、CAST 指定のない同一の演算子のオペランドとし
て使用されているパラメーター・マーカーを持つ述部ま
たは式が含まれています。 例えば:

? > ?

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: このような構文はサポートされていま
せん。 CAST 指定を使用して、少なくとも 1 つのパラ
メーター・マーカーをデータ・タイプに指定してくださ
い。

sqlcode: -417

sqlstate: 42609

SQL0418N ステートメントで、無効な型なしパラメー
ター・マーカー、DEFAULT キーワー
ド、または NULL 値が使用されていま
す。

説明: 型なしパラメーター・マーカー、DEFAULT キ
ーワード、または型なし NULL 値 (型なし式) を次のよ
うな方法で使用することはできません。

v SELECT リスト内 (ただしステートメントでの使用の
コンテキストに基づいてタイプを解決できる場合を除
く)

v 日時の算術演算における唯一の引数として

v 場合によっては、スカラー関数の引数として

v GROUP BY 節内の独立した引数として

v OLAP 仕様の集約指定の PARTITION BY 節におけ
る独立した引数として

v OLAP 仕様の集約指定の ORDER BY 節における独
立した引数として
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v CASE 式のすべての結果式が型なしである場合

v 単純な CASE 式で、CASE キーワードの後に続く式
が型なしであり、WHEN キーワードの後に続くすべ
ての式が型なしである場合

v 列の生成式の結果が型なしである場合

v いくつかの異なるコンテキストで同じ型なし式が参照
され、異なるデータ・タイプに解決される場合。例え
ば、次のような表の場合、

CREATE TABLE order (ordered INT,
amount DECIMAL(6,2)
desc VARCHAR(100))

以下の照会によって、1 つのパラメーター・マーカー
が別々のデータ・タイプに解決されます。

MERGE INTO order USING (VALUES (?,?)
AS x(a1,a2) ON (ordered=a1)
WHEN MATCHED THEN UPDATE

SET amount=a2, desc=a2;

v XMLQUERY、XMLEXISTS、または XMLTABLE 式
の引数として

v UNNEST、CARDINALITY、MAX_CARDINALITY の
引数として、または TRIM_ARRAY の最初の引数と
して。または配列エレメント指定での使用。

v NULLIF スカラー関数の両方の引数が型なしである場
合

v 割り当てステートメントの右側のデータ・タイプを判
別できないときに、左側で。

v コンテキストに基づいて型なし式を解決できない場合

v ビューに対する期間の指定または期間節の中で

パラメーター・マーカーは、以下で使用することはでき
ません。

v 準備されたステートメントではないステートメント内

v CREATE VIEW ステートメントの全選択内

v CREATE TRIGGER ステートメントのトリガー・アク
ション内

XQuery 関数 db2-fn:sqlquery の第 1 引数での
PARAMETER 関数の参照も、パラメーター・マーカー
とみなされます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメントの構文を訂正してくだ
さい。型なしパラメーター・マーカーまたは型なし
NULL 値が許可されない場合は、CAST 指定を使って型
なし式にデータ・タイプを与えてください。DEFAULT

が許可されない場合、値を指定してください。

sqlcode: -418

sqlstate: 42610

SQL0419N 結果の位取りが負になるため、10 進数の
除算は無効です。

説明: 指定された 10 進除算は、結果の位取りが負の値
になるために有効ではありません。

10 進除算の結果の位取りを計算するために内部的に使
用される公式は、以下のとおりです。

Scale of result = 31 - np + ns - ds

ここで、np は分子の精度、ns は分子の位取り、ds は分
母の位取りを表します。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 10 進数
除法は、フェデレーテッド・サーバー、データ・ソー
ス、またはその両方で発生する可能性があります。指定
された 10 進数除法の結果は、そのデータ・ソースの位
取りが無効になります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 10 進除算で使用される可能性のある
すべての列の精度と位取りを調べてください。整数また
は短整数は、計算のために 10 進数に変換される場合が
あることに注意してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 理由が
不明な場合には、問題を切り分けて要求失敗の原因とな
ったデータ・ソースを突き止め、そのデータ・ソースの
データ範囲制限を調べてください。

sqlcode: -419

sqlstate: 42911

SQL0420N 無効文字が、関数 function-name の文字ス
トリング引数で見つかりました。

説明: 関数 function-name が、数値 SQL 定数では無効
な文字の入った文字ストリング引数を持っています。関
数は、ターゲット・データ・タイプとして function-name

を使った CAST 指定の結果として呼び出されたか、引
数が暗黙的に数値データ・タイプにキャストされるよう
な場合に呼び出された可能性があります。SQL ステー
トメントに使用された関数またはデータ・タイプが、
function-name の同義語である可能性があります。

10 進文字を DECIMAL 関数に指定する場合は、それが
デフォルト 10 進文字の代わりに使用する必要がある文
字になります。

ユーザーの処置: 指定する場合は、数値タイプに変換さ
れる文字ストリングが、10 進文字を使用する数値 SQL

定数に有効な文字のみを備えていることを確認してくだ
さい。

sqlcode: -420
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sqlstate: 22018

SQL0421N セット演算子のオペランドまたは
VALUES 節が、列数と同じ数ではありま
せん。

説明: UNION、EXCEPT、INTERSECT などのセット演
算子のオペランドは、列数と同じ数でなければなりませ
ん。 VALUES 節の行は、列数と同じ数を持つ必要があ
ります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを修正して、各
オペランドまたは VALUES 節の各行が、列数とまった
く同じ数を持つようにしてください。

sqlcode: -421

sqlstate: 42826

SQL0423N ロケーター変数 variable-position は、現
在、どんな値も表していません。

説明: ロケーター変数にエラーがあります。有効な結果
セットロケーターまたはそれに割り当てられた LOB ロ
ケーター変数値がないか、または変数と関連したロケー
ターが解放されているか、あるいは結果セット・カーソ
ルがクローズされています。

variable-position が提供される場合には、エラーのある
変数の序数位置が指定される変数セットに示されます。
エラーを検出した時点によっては、データベース・マネ
ージャーが variable-position を判別できないことがあり
ます。

variable-position は序数位置の代わりに、関数名が識別
したユーザー定義の関数から戻ったロケーター値がエラ
ーであること示す "function-name RETURNS" 値を備え
ている可能性があります。

ユーザーの処置: ステートメントの実行の前に、SQL

ステートメントで使用されるロケーター変数に有効な値
があるように、プログラムまたはルーチンを訂正してく
ださい。

LOB 値は、SELECT INTO ステートメント、VALUES

INTO ステートメント、あるいは FETCH ステートメン
トによって、ロケーター変数に割り当てることができま
す。

結果セット・ロケーターは、ASSOCIATE LOCATORS

ステートメントから返されます。結果セット・ロケータ
ー値は、基となる SQL カーソルがオープンしている場
合にのみ有効です。コミットまたはロールバック操作が
実行されると、カーソルと関連した結果セット・ロケー
ターはもはや有効ではありません。戻りカーソルであっ

た場合、割り振りの前にカーソルがオープンされている
ことを確認してください。

アプリケーション・コードについて以下のステートメン
トがすべて真の場合:

v アプリケーションに LOB 列を含む結果セットを定義
する照会に対して宣言されたカーソルが含まれる

v カーソル宣言に WITH HOLD 節が含まれる

v LOB ロケーターがカーソルの結果セット内で LOB

値を参照するために使用される

v カーソルがクローズされる前に作業単位がコミットさ
れる

アプリケーションのアップグレードが正常に行われるよ
うに、以下のいずれかのアクションを実行して、この警
告の原因となった要素を除去してください。

v SQLRULES STD オプションを含めることに注意しな
がら、PREP コマンドを使用してアプリケーションを
再びプリコンパイルします。

v 可能であれば、アプリケーションを変更して LOB 列
がロケーターではなく値として検索されるようにしま
す。

v 可能であれば、アプリケーションを変更してカーソル
が WITH HOLD オプションと共に宣言されないよう
にして、カーソルがクローズされる前にコミットを除
去します。

sqlcode: -423

sqlstate: 0F001

SQL0426N アプリケーションの実行環境では、動的コ
ミットは無効です。

説明: CONNECT TYPE 2 環境 または CICS などの分
散トランザクション処理 (DTP) 環境で実行中のアプリ
ケーションが、SQL 動的 COMMIT ステートメントを
実行しようとしました。 SQL 動的 COMMIT ステート
メントは、この環境では実行できません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: SQL 動
的 COMMIT ステートメントをパススルー・セッション
で実行することはできません。

ユーザーの処置:

v DTP 環境によって提供されるコミット・ステートメ
ントを使用して、コミットを実行してください。たと
えば、CICS 環境の場合、これは CICS SYNCPOINT

コマンドになります。

v このステートメントがストアード・プロシージャー内
で実行された場合は、ステートメントを完全に取り除
いてください。
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フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合:

COMMIT ステートメントをコメント化するか、または
静的ステートメントとしてコーディングしてください。
その後、プログラムを再サブミットしてください。

sqlcode: -426

sqlstate: 2D528

SQL0427N アプリケーションの実行環境では、動的ロ
ールバックは無効です。

説明: CONNECT TYPE 2 環境 または CICS などの分
散トランザクション処理 (DTP) 環境で実行中のアプリ
ケーションが、SQL 動的 ROLLBACK ステートメント
を実行しようとしました。 SQL 動的 ROLLBACK ステ
ートメントは、この環境では実行できません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: SQL 動
的 ROLLBACK ステートメントをパススルー・セッシ
ョンで実行することはできません。

ユーザーの処置:

v DTP 環境によって提供されるロールバック・ステー
トメントを使用して、ロールバックを実行してくださ
い。 たとえば CICS 環境の場合、これは CICS

SYNCPOINT ROLLBACK コマンドになります。

v このステートメントがストアード・プロシージャー内
で実行された場合は、ステートメントを完全に取り除
いてください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合:

ROLLBACK ステートメントをコメント化するか、また
は静的ステートメントとしてコーディングしてくださ
い。その後、プログラムを再サブミットしてください。

sqlcode: -427

sqlstate: 2D529

SQL0428N SQL ステートメントは、作業単位の最初
のステートメントとしてのみ許可されてい
ます。

説明: この SQL ステートメントは、作業単位を開始す
る他の SQL ステートメントよりも前に実行する必要が
あります。以下の状況が考えられます。

v SQL ステートメントは作業単位の先頭になければな
らず、SQL が作業単位内の接続に対して発行されて
いる

v SQL ステートメントは作業単位の先頭になければな
らず、WITH HOLD カーソルが接続に対してオープ
ンされている

ステートメントが DISCONNECT ALL である場合、す
べての接続に対して DISCONNECT が実行されるため、
いずれかの接続が前述の制限に違反すると、要求が失敗
することに注意してください。

ユーザーの処置: SQL ステートメント処理の前に、
COMMIT または ROLLBACK を発行してください。
WITH HOLD カーソルがある場合、それらをクローズ
する必要があります。ステートメントが SET

INTEGRITY であれば、COMMIT THRESHOLD 節を除
去してください。

sqlcode: -428

sqlstate: 25001

SQL0429N 並行 LOB ロケーター の最大数を超えま
した。

説明: 作業単位ごとに、最大 4,000,000 の並行 LOB ロ
ケーターが、DB2 ではサポートされています。

ユーザーの処置: 必要とされる並行 LOB ロケーターの
数が少なくなるようにプログラムを修正して、もう一度
プログラムを実行してください。例えば、アプリケーシ
ョンで必要とされなくなった LOB ロケーターをただち
に解放するために FREE LOCATOR ステートメントを
使用します。

sqlcode: -429

sqlstate: 54028

SQL0430N ユーザー定義関数 function-name (特定名
specific-name) が異常終了しました。

説明: 示された UDF が制御されている間に、異常終了
が発生しました。

ユーザーの処置: UDF を修正する必要があります。
UDF の作成者またはデータベース管理者に連絡してく
ださい。修正されるまで、その UDF は使用するべきで
はありません。

sqlcode: -430

sqlstate: 38503

SQL0431N ユーザー定義関数 function-name (特定名
specific-name) が、ユーザーによって割り
込まれました。

説明: 示された UDF に制御があるときに、ユーザー/

クライアント割り込みが発生しました。

ユーザーの処置: これは、無限ループまたは待機などの
UDF の問題を示している可能性があります。問題が続
く場合 (すなわち、割り込みを行うことが必要になった
場合に、同じエラー状態になる) は、UDF 作成者または
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データベース管理者に連絡してください。問題が修正さ
れるまでは、その UDF を使用するべきではありませ
ん。

sqlcode: -431

sqlstate: 38504

SQL0432N パラメーター・マーカーまたは NULL 値
が、ユーザー定義タイプ名、または参照タ
ーゲット・タイプ名 udt-name を持つこと
ができません。

説明: ステートメント内の型なし式 (パラメーター・マ
ーカーまたは NULL 値) は、使用されているコンテキ
ストに基づいて、ユーザー定義タイプ udt-name、または
ターゲット・タイプ udt-name の参照タイプであると判
断されました。型なし式のデータ・タイプとしてユーザ
ー定義タイプまたは参照タイプを使用することはできま
せん。ただし、これが割り当てに含まれる場合 (INSERT

の VALUES 節または UPDATE の SET 節)、あるいは
CAST 指定を使ってユーザー定義の特殊データ・タイプ
や参照データ・タイプに明示的にキャストされる場合を
除きます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ユーザー定義特殊データ・タイプまた
は参照データ・タイプへの明示的キャストを型なし式で
使用します。あるいは、ユーザー定義特殊データ・タイ
プの列を対応するソース・データ・タイプにキャストす
るか、または参照データ・タイプの列を対応するタイプ
にキャストしてください。

sqlcode: -432

sqlstate: 42841

SQL0433N 値 value が長すぎます。

説明: 値 value が、その値をいくつかの方法でトラン
スフォームするために呼び出される、システム (組み込
み) キャストまたは調整関数による切り捨てを要求しま
した。この値が使用されている場所では、切り捨てが許
されていません。

トランスフォームされる値は、以下のいずれかです。

v ユーザー定義関数 (UDF) に対する引数

v UPDATE ステートメントの SET 節に対する入力

v 表に INSERT される値

v 他の特定のコンテキストでのキャストまたは調整関数
に対する入力

v そのデータ・タイプおよび長さが再帰の初期化部分で
判別され、再帰の反復部分で大きくできる、再帰的に
参照される列

v XMLSERIALIZE 関数によって出力がシリアライズさ
れる XML データ値

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: value が SQL ステートメントのリテ
ラル・ストリングの場合は、その使用目的に対して長す
ぎます。

value がリテラル・ストリングでない場合は、SQL ステ
ートメントを調べて、トランスフォーメーションが行わ
れる場所を判別してください。トランスフォーメーショ
ンに対する入力が長すぎるか、またはターゲットが短す
ぎます。

問題を訂正して、ステートメントを再実行してくださ
い。

sqlcode: -433

sqlstate: 22001

SQL0434W 節 clause のサポートされない値が、値
value で置き換えられました。

説明: 節 clause に指定された値はサポートされていな
いため、特定のサポートされている値 value で置き換え
られました。

ユーザーの処置: 選択された値が受け入れ可能であれ
ば、変更する必要はありません。そうでない場合は、
clause に有効な値を指定してください。

sqlcode: +434

sqlstate: 01608

SQL0435N アプリケーション定義の無効な
SQLSTATE sqlstate が指定されました。

説明: RAISE_ERROR 関数、SIGNAL ステートメン
ト、または RESIGNAL ステートメントで指定された
SQLSTATE の値は、アプリケーション定義 SQLSTATE

の規則に従っていません。

ユーザーの処置: SQLSTATE に指定された値を訂正し
てください。 SQLSTATE の値は、5 文字の文字ストリ
ングでなければなりません。これは、長さ 5 で定義さ
れた CHAR タイプ、または長さ 5 以上で定義された
VARCHAR タイプでなければなりません。 SQLSTATE

の値は、アプリケーション定義 SQLSTATE の規則に従
う必要があります。

SIGNAL または RESIGNAL ステートメントに指定する
SQLSTATE の値の規則は、以下のとおりです。

v 各文字は、数字のセット ('0' から '9')、またはアクセ
ントの付かない大文字 ('A' から 'Z') でなければなり
ません。
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v SQLSTATE クラス (最初の 2 文字) を '00' にするこ
とはできません。

RAISE_ERROR 関数に指定する SQLSTATE の値の規則
は、以下のとおりです。

v 各文字は、数字のセット ('0' から '9')、またはアクセ
ントの付かない大文字 ('A' から 'Z') でなければなり
ません。

v エラー・クラスではないので、SQLSTATE クラス
(最初の 2 文字) を '00'、'01'、または '02' することは
できません。

v SQLSTATE クラス (最初の 2 文字) が文字 '0' から
'6' または 'A' から 'H' で始まっている場合、サブク
ラス (最後の 3 文字) は 'I' から 'Z' までの文字で始
まらなければなりません。

v SQLSTATE クラス (最初の 2 文字) が文字
'7'、'8'、'9' または 'I' から 'Z' で始まっている場合、
サブクラス (最後の 3 文字) は '0' から '9' または
'A' から 'Z' のいずれでもかまいません。

sqlcode: -435

sqlstate: 428B3

SQL0436N C 言語の NULL 終了文字ストリング・ホ
スト変数から、終了の NULL 文字が欠落
しています。

説明: C プログラミング言語の入力ホスト変数コード
の値には、ストリングの最後に NULL 終止符が必要で
す。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 入力ホスト変数の値が、NULL 終止
文字で終了していることを確認してください。

sqlcode: -436

sqlstate: 22024

SQL0437W この複合照会のパフォーマンスが最適では
ない可能性があります。理由コード:

reason-code

説明: 照会の最適化は、アプリケーション・パフォーマ
ンスに影響を与える要因の 1 つです。SQL および
XQuery コンパイラーは、いくつかのステップを実行し
て、実行可能なアクセス・プランを作成します。

このメッセージは通常、照会が複雑なために必要となる
リソースが得られないか、または最適化境界条件が検出
された場合に返されます。

以下の理由コードは、パフォーマンスが最適ではない可
能性がある理由をより詳細に示すものです。

1

メモリーの制約のため、結合列挙メソッドが変
更されました。

2

照会の複雑さのため、結合列挙メソッドが変更
されました。

3

オプティマイザーのコスト・アンダーフロー

4

オプティマイザーのコスト・オーバーフロー

5

照会最適化クラスが低すぎました。

6

オプティマイザーが無効な統計を無視しまし
た。

13

最適化ガイドラインは適用できませんでした。

15

選択されたプランによって中間結果セットがマ
テリアライズされますが、そのサイズがレジス
トリー変数 DB2_OPT_MAX_TEMP_SIZE によ
って課される制限を超える可能性があります。

16

データベース・パーティション環境では並列化
されない XQuery 変換式が照会に含まれていま
す。

ステートメントは処理されます。

ユーザーの処置: クエリーのパフォーマンスが最適でな
い場合は、以下の 1 つ以上のアクションを実行しま
す。

v データベース構成ファイルのステートメント・ヒープ
(stmtheap) の大きさを増やしてください。 stmtheap

構成パラメーターを引き上げた後、ステートメントが
再コンパイルされるようにしてください。(理由コー
ド 1)

v ステートメントをより簡単な SQL ステートメントに
分割してください。 (理由コード 1、2、3、4)

v 述部に必要以上の応答セットを指定していないことを
確認してください。(理由コード 3)

v 現在の照会最適化クラスを、低い値に変更してくださ
い。(理由コード 1、2、4)

v 照会に関連した表に対して、RUNSTATS を発行して
ください。(理由コード 3、4)
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v 現在の照会最適化クラスを、高い値に変更してくださ
い。(理由コード 5)

v 照会で呼び出された表およびその対応索引に対して、
RUNSTATS を再発行します。つまり、表と索引の統
計が一致するように、AND INDEXES ALL 節を使用
します。(理由コード 6)

v Explain 診断機能を使用して、最適化ガイドラインが
適用できなかった理由についての詳細情報を取得して
ください。(理由コード 13)

v ソート・スピルによってマテリアライズが起きる場合
は、ソートを回避する索引を作成してみてください。
警告を抑止するには、レジストリー変数
DB2_OPT_MAX_TEMP_SIZE で指定される値を大き
くするか、または完全に設定解除します。(理由コー
ド 15)

v サーバー・オプション
CPU_RATIO、IO_RATIO、COMM_RATE、または関
数マッピング・オプション IOS_PER_INVOC、
INSTS_PER_INVOC、IOS_PER_ARGBYTE、
INSTS_PER_ARGBYTE、PERCENT_ARGBYTES、
INITIAL_IOS、INITIAL_INSTS を、高すぎることも低
すぎることもない値に設定します。(理由コード 3、4)

v 変換式を並列化するように、クエリーを書き直してく
ださい。(理由コード 16)

sqlcode: +437

sqlstate: 01602

SQL0438N アプリケーションで次の診断テキストを持
つエラーまたは警告が発生しました: text

説明: このエラーまたは警告は、トリガーの
RAISE_ERROR 関数または SIGNAL SQLSTATE ステ
ートメントの実行の結果として発生しました。 '01' ま
たは '02' で始まる SQLSTATE 値は警告を示します。

ユーザーの処置: アプリケーションの資料を参照してく
ださい。

sqlcode: -438, +438

sqlstate: アプリケーション定義

SQL0439N ユーザー定義関数 function-name が関数
source-function によって間接的に実行さ
れ、その結果、エラー sqlcode が発生し
ました。

説明: 関数 function-name がユーザーのステートメント
内で参照されていました。ただし、SOURCE 節がこの
関数の定義に使用されていたため、関数 source-function

が実際にその関数をインプリメントすることになりまし
た。 (function-name から source-function へは、直接ま

たは間接的な定義パスが存在する可能性があります。)

コンパイル時に、source-function のカプセル化プログラ
ム (関数に代わって作動する DB2 コード) が、sqlcode

で示されるエラーを返しました。

ユーザーの処置: 修正を行う前に、実際のエラー状況を
理解する必要があります。 sqlcode の説明を調べてくだ
さい。 source-function が組み込み関数の場合、組み込み
関数がユーザーのステートメントで直接参照されたとき
には、sqlcode が問題を示します。 source-function がユ
ーザー定義関数の場合は、メッセージが、引数のいずれ
かまたは関数の結果を使用して、最も可能性のある問題
を示します。

問題を訂正して再度試行してください。

sqlcode: -439

sqlstate: 428A0

SQL0440N 互換性のある引数を持つ、タイプ
routine-type の routine-name という名前の
許可されたルーチンが見つかりませんでし
た。

説明: これは、データベース・マネージャーが参照を実
行するために使用できるルーチンを見つけられない場
合、ルーチン routine-name への参照で発生します。原
因は以下のとおりです。

v routine-name が間違って指定されたか、またはデータ
ベースに存在しません。

v 修飾付き参照が行われましたが、修飾子の指定が正し
くありませんでした。

v ユーザーの SQL パスに、必要な関数またはメソッド
が属しているスキーマが入っていなかったために、無
修飾参照が使用されました。

v ユーザーの SQL パスには、必要なルーチンが属する
モジュールが入っていません。

v モジュール修飾ルーチン参照はモジュールの外部で作
成されますが、モジュール・ルーチンは公開されてい
ません。

v 間違った数の引数が組み込まれていました。

v 正しい数の引数が関数またはメソッド参照に組み込ま
れていましたが、引数の 1 つ以上のデータ・タイプ
が正しくありませんでした。

v ルーチン routine-name のパラメーター名と一致しな
い名前付き引数が使用されました。

v 現行のコンパウンド・ステートメント内に、同じ名前
および同じパラメーター数を持つ 1 つ以上のルーチ
ンが宣言されています。

v 外部コンパウンド・ステートメント内に、同じ名前を
持つ 1 つ以上のルーチンが宣言されています。その
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外部コンパウンド・ステートメント内で、ルーチンを
宣言している現行のコンパウンド・ステートメントが
ネストされています。

v ルーチンが、パッケージのバインド時に使用されたも
のと同じ関数 ID を持つデータベースに存在しません
(静的ステートメントに該当します)。

v UPDATE ステートメントで使用されている属性割り
当てに対応する mutator メソッドが見つかりませんで
した。属性の新しい値のデータ・タイプが、属性のデ
ータ・タイプと同じ、またはプロモート可能なデー
タ・タイプではありません。

v ルーチンの起動側が、ルーチンを実行するよう許可さ
れていません。

v サーバーの時刻がリセットまたは変更されています。

v 時刻または時間帯が異なるサーバー上にデータベース
がリストアされています。

v 複数パーティション・データベース環境内のメンバー
に関連付けられた時刻が同期していません。

ユーザーの処置: 問題を修正して、やり直してくださ
い。これには、カタログ・アクセス、ステートメントに
対する変更、ルーチンの起動側への実行特権、新しい関
数の追加、および SQL パスに対する変更も含まれま
す。

sqlcode: -440

sqlstate: 42884

SQL0441N function-name 関数を持つキーワード
DISTINCT または ALL の使用が無効で
す。

説明: 可能性のある原因は、以下のとおりです。

v キーワード DISTINCT または ALL が関数
function-name を参照する括弧内で検出され、関数は
スカラー関数として解決されました。スカラー関数で
のキーワード DISTINCT または ALL の使用は無効
です。

v キーワード DISTINCT が、サポートされていない列
関数で使用されました。これらの関数には、
COVARIANCE、CORRELATION、および REGR で
始まる線形回帰関数が含まれます。

v 関数がキーワード ALL または DISTINCT をサポー
トしている列関数であるという前提でしたが、それが
解決した関数は列関数ではありませんでした。

ユーザーの処置:

v スカラー関数が使用されている場合は、キーワード
DISTINCT または ALL を除去してください。スカラ
ー関数には無効です。

v 関数が DISTINCT または ALL キーワードをサポー
トしない列関数である場合は、キーワードを除去して
ください。

v 列関数が使用されている場合は、関数解決に問題があ
ります。パスをチェックして必要な関数がいずれかの
スキーマに存在するかどうかを調べ、関数名のつづ
り、パラメーターの数およびタイプについて
SYSFUNCTIONS カタログもチェックしてください。

エラーを訂正し、やり直してください。

sqlcode: -441

sqlstate: 42601

SQL0442N ルーチン routine-name の参照中にエラー
が発生しました。引数の最大許容数 (90)

を超えました。

説明: ルーチン routine-name への参照に指定された引
数が多すぎます。最大許容数は 90 です。

ユーザーの処置: ステートメントに、正しい数の引数が
使用されていることを確認して、もう一度やり直してく
ださい。

sqlcode: -442

sqlstate: 54023

SQL0443N ルーチン routine-name (特定名
specific-name) が、診断テキスト text とと
もにエラー SQLSTATE を返しました。

説明: 組み込みルーチンまたはユーザー定義ルーチン
(プロシージャー、関数、メソッド) が失敗すると、この
メッセージが返されます。

3 つ目のランタイム・トークン text の内容には、次の
ようなものがあります。

v ユーザー定義ルーチンの失敗によりこのメッセージが
返された場合、3 つ目のランタイム・トークン text

の内容は、ルーチンの作成者が実装したものです。

v 通常、組み込みルーチンの失敗によりこのメッセージ
が返された場合、3 つ目のランタイム・トークン text

の内容には、次のような組み込みエラー・コードが含
まれます。

例 1

この例では、text はメッセージ DBA7904 を参照しま
す。

[IBM][CLI Driver][DB2/AIX64] SQL0443N ルーチン
"SYSPROC.ALTOBJ" (特定名 "ALTOBJ") が、
診断テキスト "DBA7904, DBAD" とともにエラー
SQLSTATE を返しました。SQLSTATE=38553
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例 2

この例では、text は sqlcode -805 を参照します。

[IBM][CLI Driver][DB2/AIX64] SQL0443N ルーチン
"SYSIBM.SQLTABLES" (特定名 "TABLES") が、
診断テキスト "SYSIBM:CLI:-805" とともにエラー
SQLSTATE を返し
ました。SQLSTATE=38553

v SYSFUN スキーマの組み込み関数の失敗によりこの
メッセージが返された場合、3 つ目のランタイム・ト
ークン text は、次の形式になります。

SYSFUN:nn

この nn は、以下の意味を持つ理由コードです。

01

数値が範囲外

02

ゼロによる除算

03

算術オーバーフローまたはアンダーフロー

04

無効な日付形式

05

無効な時刻フォーマット

06

無効なタイム・スタンプ・フォーマット

07

タイム・スタンプ期間の無効な文字表示

08

無効なインターバル・タイプ

09

ストリングが長すぎる

10

ストリング関数の長さまたは位置が範囲外に
なっている

11

浮動小数点数では無効な文字表示である

12

メモリー不足

13

予期しないエラー

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で、このエラー
に対応します。

v ユーザー定義のプロシージャー、関数、またはルーチ
ンの失敗によりこのメッセージが返された場合は、3

つ目のランタイム・トークン text にある診断情報を
確認し、プロシージャー、関数、またはルーチンの作
成者と協力して、問題の原因についてトラブルシュー
ティングしてください。

v DB2 組み込みプロシージャー、関数、またはルーチ
ンの失敗によりこのメッセージが返された場合は、次
のトラブルシューティング手順を実行してください。

1. 3 つ目のランタイム・トークン text に、どのエラ
ー・コードが組み込まれているか判断する。

2. Information Center でメッセージ ID または
sqlcode を検索して、組み込みエラー・コードの拡
張メッセージを確認する。

3. db2diag ログ・ファイルで、組み込みエラー・コー
ドのランタイム・トークンの値など、その他の診
断情報を確認する。

SQL0444N ルーチン routine-name (特定名
specific-name) が、アクセスできないライ
ブラリーまたはパス library-or-path、関数
function-code-id のコードで実行されてい
ます。理由コード: code

説明: データベース・マネージャーが、ルーチン
routine-name (特定名 specific-name) を実行するコードの
本体にアクセスを試みましたが、理由コード code (下の
リストで説明) によってアクセスできません。ルーチン
を実行するファイルは library-or-path で、関数は
function-code-id で示されています。

ライブラリー名、パス名、または関数名は、使用可能な
最大トークン長の制限により切り捨てられる場合があり
ます。以下の照会を使用して、システム・カタログ・ビ
ューから完全なライブラリー・パスと関数名を入手でき
ます。

SELECT implementation
FROM syscat.routines
WHERE specificname = ’specific-name’

1

パス名 library-or-path が、最大値 (255 バイト)

を超えています。

2

DB2 インスタンス・パス名が DB2 から検索で
きませんでした。

3

パス library-or-path が見つかりませんでした。
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4

以下のいずれかの理由で、library-or-path でフ
ァイルが見つかりませんでした。

1. ルーチンに関連したルーチン・ライブラリ
ーは、ルーチン CREATE ステートメント
定義内の EXTERNAL 節により指定された
ロケーションでは入手できません。

2. ルーチン・ライブラリーは、位置指定でき
ない共有ライブラリーに依存しています
(UNIX ベース・システムでは LIBPATH 環
境変数で、Windows システムでは PATH

環境変数で指定されたディレクトリーの連
結内)。この理由コードの前に、複数レベル
の間接原因がある場合があります。例え
ば、ルーチン本体 X が見つかった場合、共
有ライブラリー Y が必要となります。 Y

はここで検出されるものです。しかし Y

は、位置指定できない別の共有ライブラリ
ー Z を必要とします。

3. これはパーティション・データベースで、
ライブラリーはユーザー定義関数が実行さ
れたパーティションのいずれかにはありま
せん。

5

関数の入ったライブラリーをロードするための
メモリーが足りないか、または 1 つ以上のシ
ンボルを解決できませんでした。理由コード
は、以下のいずれかの状態を示しています。

1. 1 つ以上のシンボルが解決されていない可
能性があります。ルーチン・ライブラリー
は、位置指定できない共有ライブラリーに
依存している可能性があります (UNIX ベー
ス・システムでは LIBPATH 環境変数で、
INTEL システムでは PATH 環境変数で指
定されたディレクトリーの連結を使用)。

2. ルーチンに 32 ビット DB2 インスタンス
内ではサポートされていない 64 ビット・
ライブラリーがあるか、またはルーチン
に、ルーチン定義と非互換の 64 ビット
DB2 インスタンス内の 32 ビット・ライブ
ラリーまたは DLL があります。

3. 関数の入ったライブラリーをロードするた
めのメモリーが足りませんでした。

6

関数 function-code-id が、指定されたライブラ
リーで見つかりませんでした。

7

関数名として指定された記号 (function-code-id)

は、指定されたライブラリーにある有効な関数
の名前ではありません。

8

このメッセージに示された理由以外で、"load"

システム関数が失敗しました。オブジェクト・
ファイルは、正しくリンクされていないか、ま
たはまったくリンクされていない可能性があり
ます。

9

メモリーが不足しているため、library-or-path

で識別されるライブラリーの関数名
function-code-id を解決できません。

10

"loadquery" システム呼び出しが失敗しました。
これは、UNIX オペレーティング・システムで
のみ発生し、データベース・マネージャーが正
しくインストールされていないという症状で
す。

11

エージェント処理が、libdb2.a library に存在し
ているべき特定のデータベース・マネージャー
関数を検索していましたが、見つかりませんで
した。これは、UNIX オペレーティング・シス
テムでのみ発生し、データベース・マネージャ
ーが正しくインストールされていないという症
状です。

15

システムまたはネットワーク・アクセスが拒否
されています。これが発生するのは、Windows

環境で、ルーチン定義ステートメントの
EXTERNAL NAME 指定で絶対パスが指定され
ていない場合や、db2_installation_path¥function

というディレクトリーに関数が存在しないため
PATH 環境変数を使った検索が必要になる場合
です。例えば、PATH で、関数の含まれるディ
レクトリーの前に LAN ドライブが含まれてお
り、DB2 インスタンスが SYSTEM アカウント
で実行されている場合、この理由コードの結果
になることがあります。

その他:

未確認システム障害が発生しました。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: このユ
ーザー定義関数が関数テンプレートである場合 (そのた
め、フェデレーテッド・サーバーに存在するためのコー
ドが必要ない場合)、 この関数がリモート・データ・ソ
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ースで評価されるようにするために、 SQL ステートメ
ントまたは統計の変更を考慮してください。

ユーザーの処置: 各理由コードごとに、次のようになり
ます。

1

ルーチン定義をもっと短いパスを指定するよう
に変更する必要があるか、または DB2 インス
タンス・パス名が長すぎます。 DB2 カタロ
グ・ビュー内のルーチン定義を分析して、取る
べきアクションを判断してください。関数本体
を、もっと短いパス名のディレクトリーに移動
することが必要になる場合があります。

2、10、および 11

システム管理者に連絡して、該当する理由コー
ドの全文を提供してください。

3、6、および 7

ルーチンの作成者またはデータベース管理者に
連絡してください。該当する理由コードの全文
を提供してください。ルーチン定義またはルー
チンのロケーションを訂正しなければなりませ
ん。

4

可能なソリューションは、メッセージ説明で示
される原因ごとにグループ化されています。

1. 次のようにして、ルーチンに関連したルー
チン・ライブラリーを使用可能にします。

v ルーチン定義 EXTERNAL 節の値を訂正
するか、またはルーチン・ライブラリー
が EXTERNAL 節により指定されたロケ
ーションにあることを検査してくださ
い。

v 組み込みルーチンについては、データベ
ースを別のフィックスパック・レベルに
最近アップデートしたためシステム・カ
タログの更新が必要になった場合には、
データベースを現在のリリースに更新す
るコマンドを発行することにより組み込
みルーチンを含むシステム・カタログを
更新した後、インスタンスを再始動しま
す。

v データベース・マネージャーからルーチ
ン・ライブラリーにアクセスできること
を検証します。fenced ルーチンの場合
は、fenced プロセス所有者がライブラリ
ーまたは DLL に対する実行アクセス許
可を持っていることを検査してくださ
い。unfenced ルーチンの場合は、インス

タンス所有者がライブラリーまたは DLL

に対する読み取りアクセス許可を持って
いることを検査してください。

2. ルーチンを再リンクするか、または従属ラ
イブラリーが LIBPATH (UNIX) または
PATH (INTEL) で使用可能であることをユ
ーザーが検査する必要があります。db2set

コマンドを使用して LIBPATH を更新し、
ライブラリーまたは DLL があるパスを組
み込んでください。例えば、db2set

db2libpath=/db2test/db2inst1/sqll とします。

3. パーティション・データベースでは、ユー
ザー定義関数に関連付けられているライブ
ラリーはデータベースのすべてのパーティ
ションで ライブラリーまたはパス として
アクセス可能である必要があります。ルー
チン・ライブラリーが、データベースのす
べてのパーティション上の関数ディレクト
リーにデプロイされていることを検査して
ください。

5

可能なソリューションは、メッセージ説明で示
される原因に対応させて配列されています。

1. この理由コードの前に、複数レベルの間接
原因がある場合があります。例えば、ルー
チン本体 X を検出でき、それはやはり検出
できる共有ライブラリー Y を必要とする
が、Y は検出できない別の共有ライブラリ
ー Z を必要としているという場合がありま
す。ルーチン・ライブラリーを再リンクす
るか、またはすべての従属ライブラリーが
LIBPATH (UNIX) または PATH (INTEL)

で使用可能であることをユーザーが検査す
る必要があります。db2set コマンドを使用
して LIBPATH を更新し、ライブラリーが
あるパスを組み込んでください。例えば、
db2set db2libpath=/db2test/db2inst1/sqll とし
ます。

2. サポートされるライブラリーを使用してく
ださい。

3. メモリー不足と判別した場合は、DB2 に使
えるメモリーを増やすようにシステム構成
を変更する必要があります。

8

モジュールが正しくリンクされていることを確
認してください。

9
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ルーチンの作成者またはデータベース管理者に
連絡して、関数の入ったライブラリーが正しく
リンクされているかを確認してください。
DB2 サーバーがもっと多くのメモリーを使用
できるように、システム構成の変更が必要にな
る場合があります。

15

ルーチン定義ステートメントの EXTERNAL

NAME 節に絶対パスが含まれていること、ま
たは db2_installation_path¥function というディ
レクトリーに関数が存在することを確認しま
す。

これらの状態のいずれかが当てはまる場合に、
PATH 環境変数内の当該関数を含むディレクト
リーの前にある LAN ドライブにアクセスでき
ないアカウントで DB2 インスタンスが実行さ
れているためにエラーが発生する場合は、
PATH 環境変数内のすべてのネットワーク・パ
スへのアクセス権があるユーザー・アカウント
で実行されるように DB2 サービスを再構成す
る必要があります。

DB2 サービスにユーザー・アカウントを割り
当てる場合は、必要なすべての拡張ユーザー権
限をアカウントに付与してください。

その他:

コードを書き留めて、システム管理者に連絡し
てください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: このユ
ーザー定義関数が関数テンプレートである場合 (そのた
め、フェデレーテッド・サーバーに存在するためのコー
ドが必要ない場合)、 この関数がリモート・データ・ソ
ースで評価されるようにするために、 SQL ステートメ
ントまたは統計の変更を考慮する必要があります。

sqlcode: -444

sqlstate: 42724

SQL0445W 値 value が切り捨てられました。

説明: 値 value は、システム (組み込み) キャスト、調
整、またはコード・ページ変換機能などによる何らかの
方法でトランスフォームされたときに切り捨てられまし
た。これは警告状態です。

トランスフォームされた値は、以下のいずれかの可能性
があります。

v ルーチン (ユーザー定義関数 (UDF) またはメソッド)

の出力。ルーチン定義に CAST FROM の指定がある
ため、トランスフォームされています。

v ルーチン (ユーザー定義関数 (UDF) またはメソッド)

の出力。これは別の関数にソース派生しており、結果
をトランスフォームする必要があります。

v 例えばストリングの長さの単位の指定などが原因で、
処理中にコード・ページ変換を実行する必要がある、
組み込みストリング処理ルーチンの出力。

ユーザーの処置: 出力が予期されていること、および切
り捨てが予期しない結果の原因とならないことを確認し
てください。

sqlcode: +445

sqlstate: 01004

SQL0447W ステートメントに、節 clause を含む重複
指定があります。

説明: clause キーワードが、ステートメントに 2 回以
上入っています。これは警告状態です。

ユーザーの処置: 冗長が意図されたものである場合、ま
たは重複が障害を引き起こさないと判断した場合は、対
応する必要はありません。 "障害" とは、例えば、他の
必須キーワードが抜けていることを示しています。

sqlcode: +447

sqlstate: 01589

SQL0448N ルーチン routine-name の定義中にエラー
が発生しました。パラメーターの最大許容
数 (ユーザー定義関数およびメソッドの場
合は 90、ストアード・プロシージャーの
場合は 32767) を超えました。

説明: ルーチン routine-name の定義中、指定されたパ
ラメーターが多すぎます。ルーチン定義ステートメント
は CREATE FUNCTION、CREATE PROCEDURE、
CREATE TYPE (メソッド定義)、または ALTER TYPE

(メソッド定義) だと思われます。

ユーザーの処置: ステートメントを変更して、パラメー
ターの数を減らしてください。

sqlcode: -448

sqlstate: 54023

SQL0449N ステートメント定義ルーチン routine-name

で、無効なフォーマットのライブラリー/

関数識別が EXTERNAL NAME 節に含
まれています。

説明: ユーザー定義関数 (UDF)、ユーザー定義メソッ
ド、またはプロシージャー routine-name の CREATE ス
テートメントの EXTERNAL NAME 節にエラーが検出
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されました。ライブラリー/関数識別の規則は、以下のと
おりです。

LANGUAGE C の場合、名前の形式は '<a> または
'<a>!<b>' です。ただし、

v <a> は、呼び出すルーチン (関数) を含むファイル名

v <b> は、ルーチン本体として呼び出される <a> 内の
入り口点 (関数)。 <b> を省略した場合は、デフォル
トの入り口点として <a> が使用されます。

LANGUAGE OLE の場合、名前の形式は '<a>!<b>' で
す。ただし、

v <a> は、OLE オブジェクトのプログラマチック ID

または クラス ID

v <b> は、呼び出すオブジェクトのメソッド

LANGUAGE JAVA および LANGUAGE CLR の場合、
名前の形式は '<a>:<b>!<c>' です。ただし、

v <a> は、クラスの存在する jar ID (LANGUAGE

JAVA) またはアセンブリー・ファイル (LANGUAGE

CLR) です。 LANGUAGE JAVA の場合、'<a>:' はオ
プションであり、それを省略した場合は、関数ディレ
クトリーか CLASSPATH の中に対応するクラスが存
在していなければなりません。

v <b> は、呼び出すメソッドを含むクラス

v <c> は、呼び出すメソッド。 LANGUAGE JAVA の
場合、'!<c>' の代わりに '.<c>' を使用できます。

どの言語でも、先頭や末尾にブランク文字を含めたり、
単一引用符、オブジェクト ID、または分離文字の間に
ブランク文字を含めることはできません (例えば、' <a>

! <b> ' は無効)。一方、パス名とファイル名には、プラ
ットフォームで許可されている限り、ブランクを含める
ことができます。

どのファイル名の場合も、ファイルは名前の短い形式
(例: math.a (UNIX)、 math.dll (Windows)) か、または完
全修飾パス名 (例: /u/slick/udfs/math.a

(UNIX)、d:¥udfs¥math.dll (Windows)) を使用して指定で
きます。ファイル名の短い形式を使用する場合、そのフ
ァイルは次のようにして探索されます。

v UNIX プラットフォームの場合、またはルーチンが
LANGUAGE CLR ルーチンの場合: 関数ディレクト
リー

v プラットフォームが Windows の場合: システム
PATH

ファイル拡張子 (例: .a (UNIX)、.dll (Windows)) は、常
にファイル名に含めてください。

ユーザーの処置: 問題を訂正して再度試行してくださ
い。原因として、ブランクが含まれているか、名前の先

頭または最後に '!' または ':' が入っている可能性があり
ます。

sqlcode: -449

sqlstate: 42878

SQL0450N ルーチン routine-name (特定名
specific-name) が、長すぎる結果値、
SQLSTATE 値、メッセージ・テキスト、
またはスクラッチパッドを生成しました。

説明: ルーチン routine-name (特定名 specific-name) か
らの戻りにおいて、以下のいずれかに割り振られている
バイト数を超えるバイト数を返されたことを DB2 が見
つけました。

v 結果値 (ルーチン定義に基づきます)。可能性のある原
因は、以下のとおりです。

– 結果バッファーに移動したバイトが多すぎる。

– データ・タイプは VARCHAR のようにデータ値を
null で区切る必要があり、区切りの null は定義さ
れたサイズの範囲内ではない。

– DB2 はこの値の前に 2- あるいは 4- バイト長の
値を予想し、この長さが結果に定義されたサイズを
超過しています。

– ルーチンが LOB ロケーターを戻しました。このロ
ケーターに関連する LOB 値の長さが、結果のサイ
ズとして定義された値を超えています。

ルーチンの結果引数の定義は、データ・タイプの要件
に適合している必要があります。

v SQLSTATE 値 (NULL 終止符を含めて 6 バイト)

v メッセージ・テキスト (NULL 終止符を含めて 71 バ
イト)

v スクラッチパッドの内容 (CREATE FUNCTION で宣
言された長さ)

これは許されていません。

また、スクラッチパッドの長さフィールドがルーチンに
よって変更された場合にも、このメッセージが返されま
す。

ユーザーの処置: データベース管理者、またはルーチン
の作成者に連絡してください。

sqlcode: -450

sqlstate: 39501
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SQL0451N ルーチン routine-name を定義するステー
トメント内の data-item 定義の中には、所
定の言語で作成された非ソース・ルーチン
または自立走行式として定義されたルーチ
ンに適切でないデータ・タイプ type が含
まれています。

説明: ルーチン routine-name を定義しているステート
メントの data-item 部分でエラーが発生しました。ユー
ザーのステートメントに、無効なタイプ type、または無
効なタイプ type に基づいているユーザー定義タイプ
(UDT) が入っています。ルーチン定義は CREATE

FUNCTION、CREATE PROCEDURE、CREATE TYPE

(メソッド定義)、または ALTER TYPE (メソッド定義)

だと思われます。

data-item は、ステートメントの問題の領域を識別するト
ークンです。例えば、"PARAMETER 2"、"RETURNS"、
または "CAST FROM" です。

自律型トランザクションでは、トランザクション内のス
テートメントのブロックは、そのトランザクションがロ
ールバックされた場合でもコミットできます。CREATE

PROCEDURE コマンドに AUTONOMOUS キーワード
を指定して使用し、ロールバックされた作業単位内から
呼び出された場合でも、その作業をコミットするプロシ
ージャーを作成できます。

ユーザーの処置: どの状態が発生したかを判別して、修
正してください。修正アクションには、以下が含まれま
す。

v ルーチン定義をサポートされているタイプに変更 (例
えば DECIMAL から FLOAT) してください。ここに
は、ルーチン本体それ自身の変更がかかわってくる可
能性があり、ルーチンの使用での cast 関数の使用も
関与する可能性があります。

v 新しい (適切な) ユーザー定義タイプを作成するか、
または既存の UDT の定義を変更してください。

sqlcode: -451

sqlstate: 42815

SQL0452N ホスト変数 variable-position によって参照
されているファイルにアクセスできませ
ん。理由コード: reason-code

説明: "nth" (この場合、n は variable-position) ホスト
変数によって参照されるファイルへのアクセスしようと
したとき、またはアクセス中にエラーが発生しました。
理由は reason-code です。ホスト変数の位置を判別でき
なかった場合、<variable-position> は 0 に設定されま
す。可能性のある理由コードは、以下のとおりです。

v 01 - ファイル名の長さが無効か、またはファイル名
とパスのいずれか、または両方のフォーマットが無効
です。

v 02 - ファイル・オプションが無効です。以下のいず
れかの値を持つ必要があります。

SQL_FILE_READ
- 既存のファイルから読み込む

SQL_FILE_CREATE
- 書き込み用に新しいファイルを作成する

SQL_FILE_OVERWRITE
- 既存のファイルを上書きする
ファイルが存在しない場合は、
ファイルを作成する

SQL_FILE_APPEND
- 既存のファイルに追加する
ファイルが存在しない場合は、
ファイルを作成する

v 03 - ファイルが見つかりませんでした。

v 04 - SQL_FILE_CREATE オプションが、既存のファ
イルと同じ名前を持つファイルに指定されました。

v 05 - ファイルへのアクセスが拒否されました。ユー
ザーが、ファイルをオープンするための許可を持って
いません。

v 06 - ファイルへのアクセスが拒否されました。ファ
イルが非互換モードで使用中です。書き込まれるファ
イルが、排他モードでオープンされています。

v 07 - ファイルへの書き込み中に、ディスクがフルに
なりました。

v 08 - ファイルの読み取り中、予期しないファイルの
終了が見つかりました。

v 09 - ファイルのアクセス中に、メディア・エラーが
発生しました。

v 10 - ファイルから読み取り中に、不完全または無効
なマルチバイト文字が検出されました。

v 11 - ファイル・コード・ページからアプリケーショ
ンの GRAPHIC 文字コード・ページにデータを変換
中に、エラーが検出されました。

ユーザーの処置: 理由コード 01 の場合は、ファイル名
の長さ、ファイル名およびパスを訂正してください。

理由コード 02 の場合は、有効なファイル・オプション
を指定してください。

理由コード 03 の場合は、ファイルにアクセスする前
に、指定したファイルが存在することを確認してくださ
い。

理由コード 04 の場合は、ファイルが必要ないときは、
そのファイルを削除するか、または存在しないファイル
名を指定してください。

理由コード 05 の場合は、ユーザーが、ファイルに対す
るアクセス (正しいファイル許可) を持っていることを
確認してください。
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理由コード 06 の場合は、別のファイルを使用するか、
またはそのファイルにアクセスする必要があるときは、
ファイルが同時にアクセスされないように、アプリケー
ションを変更してください。

理由コード 07 の場合は、不必要なファイルを削除し
て、ディスク・スペースを解放するか、または十分なデ
ィスク・スペースを持つ別のドライブ/ファイル・システ
ムに常駐するファイルを指定してください。また、オペ
レーティング・システムまたはユーザー・ファイル・サ
イズの限界に達していないことを確認してください。ユ
ーザーのアプリケーションのコード・ページがマルチバ
イト・エンコード・スキーマを使用していて、最後の文
字の部分だけが書き込み可能な場合には、そのファイル
に完全書式の文字だけが入っていることを確認してくだ
さい。

理由コード 08 の場合は、ファイルが入力に使用されて
いるときは、ファイル全体が読み取られる前に、そのフ
ァイルが変更されていないことを確認してください。

理由コード 09 の場合は、ファイルが常駐しているメデ
ィアのすべてのエラーを修正してください。

理由コード 10 の場合は、アプリケーションのコード・
ページに基づいて有効なマルチバイト文字だけがファイ
ルに入っていることを確認するか、あるいはファイルの
内容と同じコード・ページのもとで実行している間にそ
の要求を投入してください。

理由コード 11 の場合には、日本語 EUC などのファイ
ルのコード・ページと、UCS-2 などのアプリケーション
の図形文字コード・ページとの間の文字変換サポートが
インストールされていることを確認してください。

sqlcode: -452

sqlstate: 428A1

SQL0453N ルーチン routine-name を定義しているス
テートメントの RETURNS 節で、問題が
識別されています。

説明: ルーチン routine-name の結果をキャストする問
題が識別されました。 CAST FROM データ・タイプ
が、RETURNS データ・タイプにキャストできないの
で、問題が発生しました。データ・タイプ間のキャスト
の詳細については、「SQL リファレンス」を参照してく
ださい。

ユーザーの処置: RETURNS または CAST FROM 節を
変更して、CAST FROM データ・タイプが RETURNS

データ・タイプにキャストできるようにしてください。

sqlcode: -453

sqlstate: 42880

SQL0454N ルーチン routine-name の定義で与えられ
ているシグニチャーが、他のルーチンのシ
グニチャーに一致しています。

説明: 関数のシグニチャーは、関数名、関数に定義され
ているパラメーターの数、およびパラメーターのタイプ
の順序リストによって構成されています。

メソッドのシグニチャーは、メソッド名、メソッドのサ
ブジェクト・タイプ、メソッドに定義されているパラメ
ーターの数、およびパラメーターのタイプの順序リスト
によって構成されています。

プロシージャーのシグニチャーは、プロシージャーの名
前およびプロシージャーに定義されているパラメーター
の数 (データ・タイプは考慮されていません) から構成
されています。

これは、次のような場合に発生します。

v 作成される関数またはプロシージャーと同じシグニチ
ャーを持つ関数またはプロシージャー (routine-name)

が、すでにスキーマ、モジュール、またはコンパウン
ド SQL (コンパイル済み) ステートメントに存在す
る。モジュールを変更してルーチン本体を定義済みの
ルーチン・プロトタイプに追加する場合、ルーチンに
は既にルーチン本体定義があります。

v 宣言されるプロシージャーと同じ名前を持つプロシー
ジャー (routine-name) が、すでに外部コンパウンド
SQL (コンパイル済み) ステートメントに存在する。

v 追加されるメソッド指定、または作成されるメソッド
本体と同じシグニチャーを持つサブジェクト・タイプ
のメソッド (routine-name) がすでに存在する。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 既存のルーチンが必要な機能を提供し
ているかどうかを判別してください。提供していない場
合、ルーチンのシグニチャーを変更しなければなりませ
ん。 (例えば、ルーチン名を変更)

モジュールを変更してルーチン本体を定義済みのルーチ
ン・プロトタイプに追加する場合、シグニチャーが一致
しているか、またはシグニチャーも変更する必要がある
かを確認してください。さらにルーチン名および固有名
が、定義済みのルーチン・プロトタイプのルーチン名お
よび固有名と一致することを確認してください。既存の
モジュール・ルーチンのルーチン本体を変更する必要が
ある場合は、ルーチンをドロップするようにモジュール
を変更し、さらに新規ルーチン本体を使用してルーチン
を再作成するようにモジュールを変更します。

sqlcode: -454

sqlstate: 42723
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SQL0455N ルーチン routine-name において、
SPECIFIC 名として与えられているスキ
ーマ名 schema-name1 が、ルーチンのスキ
ーマ名 schema-name2 に一致していませ
ん。

説明: SPECIFIC 名が 2 つの部分の名前として指定さ
れている場合、schema-name1 部分は、routine-name の
schema-name2 部分と同じでなければなりません。
routine-name の schema-name2 部分が、直接指定されて
いる場合があること、またはステートメントの許可 ID

に対するデフォルトを持っている場合があることに注意
してください。ルーチンがメソッドであれば、
schema-name は、そのメソッドのサブジェクト・タイプ
のスキーマ名を指します。

ユーザーの処置: ステートメントを訂正して、もう一度
やり直してください。

sqlcode: -455

sqlstate: 42882

SQL0456N ルーチン routine-name の定義において、
SPECIFIC 名 specific-name は既にスキー
マまたはモジュールに存在しています。

説明: ユーザーは明示 SPECIFIC 名 specific-name をル
ーチン routine-name の定義に与えましたが、この名前
はスキーマまたはモジュール内の関数、メソッド、また
はプロシージャーの SPECIFIC 名として存在していま
す。

ユーザーの処置: 新しい SPECIFIC 名を選択して、も
う一度やり直してください。

sqlcode: -456

sqlstate: 42710

SQL0457N システム使用のために予約されているた
め、名前 name を関数、メソッド、ユー
ザー定義データ・タイプ、または構造化デ
ータ・タイプ属性に付けることはできませ
ん。

説明: 示されている名前はシステム使用のために予約さ
れているので、ユーザー定義関数、メソッド、ユーザー
定義データ・タイプ、または構造化データ・タイプを作
成できません。関数名、特殊タイプ名、構造化タイプ
名、あるいは属性名に対して使用されない名前には、以
下のものがあります。

"=","<",">",">=","<=",
"&=","&>",,"&<",
"!=","!>","!<","<>",

SOME, ANY, ALL, NOT, AND, OR,
BETWEEN, NULL, LIKE, EXISTS, IN,
UNIQUE, OVERLAPS, SIMILAR, and MATCH.

ユーザーの処置: システム使用のために予約されていな
い関数、メソッド、ユーザー定義データ・タイプ、ある
いは構造化データ・タイプ属性の名前を選択してくださ
い。

sqlcode: -457

sqlstate: 42939

SQL0458N シグニチャーによるルーチン routine-name

への参照において、一致するルーチンが見
つかりませんでした。

説明: シグニチャーによる関数、メソッド、またはスト
アード・プロシージャー routine-name への参照におい
て、一致する関数、メソッド、またはストアード・プロ
シージャーが見つかりませんでした。

パラメーターを受け入れることができるデータ・タイプ
が使用されている場合、タイプ・パラメーターはオプシ
ョンです。例えば CHAR(12) の場合、CHAR(12) とパ
ラメーターを指定でき、また CHAR() とパラメーター
を省略することができます。パラメーターを指定する
と、DBMS は、データ・タイプとデータ・タイプ・パ
ラメーターに完全に一致するものだけを受け入れます。
パラメーターを省略すると、DBMS データ・タイプの
みに一致するものを受け入れます。 CHAR() 構文は、
一致する関数が見つかったときにデータ・タイプ・パラ
メーターを無視するよう DBMS に指示する方法を提供
します。

DROP FUNCTION/PROCEDURE、COMMENT ON

FUNCTION/PROCEDURE、および TRANSFER

OWNERSHIP FUNCTION/PROCEDURE/METHOD ステ
ートメントでは、無修飾参照がステートメント許可 ID

で修飾され、問題が見つかる可能性があるスキーマにな
ることにも注意してください。CREATE 関数の
SOURCE 節では、修飾は現行パスから作成されます。
この場合、一致する関数はパス全体に存在しません。

関数は、
COALESCE、DBPARTITIONNUM、GREATEST、
HASHEDVALUE、LEAST、MAX (scalar)、MIN

(scalar)、NULLIF、NVL、RID、RAISE_ERROR、
TYPE_ID、TYPE_NAME、TYPE_SCHEMA、または
VALUE 組み込み関数から入手することはできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 以下の対応を行ってください。

v 正しいスキーマが備わるように、パスを変更します。

v データ・タイプの指定からパラメーターを取り除きま
す。
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v SPECIFIC 名を使用して、シグニチャーの代わりに、
関数あるいはプロシージャーを参照します。

sqlcode: -458

sqlstate: 42883

SQL0461N データ・タイプ source-data-type を持つ値
を、タイプ target-data-type に CAST で
きません。

説明: ステートメントに、データ・タイプ
target-data-type にキャストされるデータ・タイプ
source-data-type を持つ最初のオペランドが指定された
CAST が入っています。このキャストはサポートされて
いません。

ユーザーの処置: キャストがサポートされるよう、ソー
スまたはターゲットのいずれかのデータ・タイプを変更
してください。事前定義されたデータ・タイプについて
は、SQL リファレンスを参照してください。ユーザー
定義特殊タイプの入ったキャストの場合、キャストは基
本データ・タイプとユーザー定義の異なるタイプ間、ま
たは基本データ・タイプにプロモート可能なデータ・タ
イプから、ユーザー定義特殊タイプに対してのみ行われ
ます。

sqlcode: -461

sqlstate: 42846

SQL0462W コマンドまたはルーチン
command-or-routine-name (特定名
specific-name) が、診断テキスト text とと
もに警告 SQLSTATE を返しました。

説明: コマンドまたはルーチン command-or-routine-

name (特定名 specific-name) が、メッセージ・テキスト
text とともに形式 01Hxx の SQLSTATE を DB2 に返
しました。command-or-routine-name がコマンドである場
合は、specific-name に値 ''*N'' が含まれます。

ユーザーの処置: 警告の意味を理解する必要がありま
す。データベース管理者、またはルーチンの作成者に連
絡してください。

sqlcode: +462

sqlstate: 有効な警告 SQLSTATE が、ユーザー定義関
数、外部プロシージャー CALL、またはコマンド呼び出
しによって返されました。

SQL0463N ルーチン routine-name (特定名
specific-name) が、診断テキスト text とと
もに無効な SQLSTATE state を返しまし
た。

説明: ルーチンが返すことができる有効な SQLSTATE

は 38xxx (エラー)、38502 (エラー)、および 01Hxx (警
告) です。 このルーチン routine-name (特定名
specific-name) が、無効な SQLSTATE state をメッセー
ジ・テキスト text とともに返しました。 ルーチンはエ
ラー状態です。

ユーザーの処置: ルーチンを修正する必要があります。
データベース管理者、またはルーチンの作成者に連絡し
てください。間違った SQLSTATE のアプリケーション
重要度をルーチンの作成者から得ることもできます。

sqlcode: -463

sqlstate: 39001

SQL0464W プロシージャー procedure-name が
generated-nbr-results 照会結果セットを返
しました。このプロシージャーは、定義さ
れた制限 max-nbr-results を超えていま
す。

説明: procedure-name と名付けられたストアード・プ
ロシージャーが正常に完了しました。しかし、そのスト
アード・プロシージャーは、プロシージャーが返すこと
ができる照会結果セットの数について定義された制限を
超えていました。

generated-nbr-results

ストアード・プロシージャーによって返された
照会結果セットの数を示します。

max-nbr-results

ストアード・プロシージャーの照会結果セット
数について定義された制限を示します。

最初の max-nbr-results の照会結果セットのみが SQL

CALL ステートメントを発行した SQL プログラムに返
されます。

考えられる原因は、以下のとおりです。

v クライアントによって課された DRDA 制限のため、
ストアード・プロシージャーが generated-nbr-results

結果セットを返せない。 DRDA クライアントが、
MAXRSLCNT DDM コード・ポイントによってこの
制限を確立した。

v プロシージャーが C アプリケーションから呼び出さ
れた。 C での結果セットの処理はサポートされない
ため、結果セットは C アプリケーションに戻される
前にそのままクローズされます。
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ユーザーの処置: SQL ステートメントが成功しまし
た。 SQLWARN9 フィールドが 'Z' に設定されまし
た。

sqlcode: +464

sqlstate: 0100E

SQL0465N fenced モード処理の開始、初期化、また
は通信を実行できません。理由コード
code

説明: fenced モード・ルーチン (ユーザー定義関数また
はメソッド) の実行に関係する、システム関連問題があ
ります。問題の正確な特質は、code で示されていま
す。これは、ユーザーの問題ではありません。可能性の
ある理由コードは、以下のとおりです。

ルーチン処理エラー

21: 内部データまたはアプリケーション・データの
初期化が失敗しました。

22: シグナル・ハンドラーの登録が失敗しました。

23: エージェント処理に、REQUEST QUEUE のア
クセス授与を付与することに失敗しました。

24: ルーチン処理の共有メモリーへの接続が失敗し
ました。

25: REPLY QUEUE のオープンが失敗しました。

26: REPLY QUEUE への書き込みが失敗しまし
た。

27: REQUEST QUEUE の作成が失敗しました。

28: REQUEST QUEUE からの読み取りが失敗しま
した。

29: ルーチン処理が停止しました。

30: ルーチン処理が USER INTERRUPT シグナル
を受け取りました。

31: ルーチン・モジュールをアンロードできません
でした。

32: モジュールのロード/アンロードに使用される制
御ブロックに対するストレージの割り振りが失
敗しました。

33: エージェント処理からルーチン処理に SIGINT

の送信できませんでした。

34: OLE ライブラリーの初期化に失敗しました。

35: OLE DB 初期化サービス・コンポーネントの初
期化に失敗しました。

40: ルーチン処理で内部エラーが発生しました。

エージェント処理エラー

41: ルーチン処理を spawn できませんでした。

42: REPLY QUEUE の作成が失敗しました。

43: REPLY QUEUE からの読み取りが失敗しまし
た。

44: REQUEST QUEUE のオープンが失敗しまし
た。

45: REQUEST QUEUE への書き込みが失敗しまし
た。

47: ルーチン処理に、UDFP 共有メモリー・セット
に対するアクセス許可を付与できませんでし
た。

48: ルーチン処理に REPLY QUEUE に対するアク
セス許可を付与できませんでした。

49: モジュールのロード/アンロードに使用される制
御ブロックに対するストレージの割り振りが失
敗しました。

50: ルーチン・コードまたはエージェント・コード
の実行中にエージェント処理が消滅しました。

51: unfenced ルーチン・コードの実行中に、エージ
ェント処理が USER INTERRUPT を受け取り
ました。

60: ルーチン処理で内部エラーが発生しました。

ユーザーの処置: データベースまたはシステム管理者に
連絡してください。

sqlcode: -465

sqlstate: 58032

SQL0466W プロシージャー procedure-name が、スト
アード・プロシージャーから
number-results の結果セットを返しまし
た。

説明: このメッセージは、CALL SQL ステートメント
の発行の結果として返されます。 これは、ストアー
ド・プロシージャー procedure-name に、関連する
number-results の結果セットがあることを示していま
す。

ステートメントは正常に完了しました。

ユーザーの処置: 必要ありません。

sqlcode: +466

sqlstate: 0100C
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SQL0467W プロシージャー procedure-name には、別
の結果セットが含まれています。合計
max-nbr-results の結果セットがあります。

説明: このメッセージはカーソルのクローズの結果とし
て戻されます。 これは、ストアード・プロシージャー
procedure-name に別の結果セットが存在し、次の結果セ
ットでカーソルがオープンされたことを示しています。
ストアード・プロシージャーには、合計 max-nbr-results

の結果セットがあります。

ステートメントは正常に完了しました。

ユーザーの処置: 必要ありません。 フェッチは、次の
結果セットで続行できます。

sqlcode: +467

sqlstate: 0100D

SQL0469N パラメーター・モード OUT または
INOUT は、特定名 specific-name で
routine-name という名前のルーチンのパラ
メーター (パラメーター番号 number、名
前 parameter-name) には無効です。

説明: SQL プロシージャーのパラメーターが OUT と
宣言され、その対応する引数が有効な割り当てターゲッ
トではありません。パラメーターが OUT または
INOUT として宣言され、その対応する引数が SQL 変
数、グローバル変数、または SQL パラメーターでない
のは、関数の場合のみです。

定数または式が OUT または INOUT パラメーターに対
して無効な引数の一例です。

たとえば、my_function という関数に OUT パラメータ
ーが 1 つあるよう宣言された場合、OUT パラメーター
に渡される引数には値を割り当てることができないた
め、以下の関数呼び出しは無効です。

SET my_variable = my_function( 1 + 2 );

ユーザーの処置: SQL プロシージャーを呼び出す場
合、出力引数を有効な割り当てターゲットに変更してく
ださい。関数を呼び出す場合、OUT または INOUT 引
数を SQL 変数、グローバル変数、または SQL パラメ
ーターに変更してください。

sqlcode: -469

sqlstate: 42886

SQL0470N ユーザー定義ルーチン routine-name (特定
名 specific-name) には、パスされなかった
引数 argument の NULL 値があります。

説明: ルーチンには NULL 標識を渡さないパラメータ
ー・スタイルで定義された NULL 値のある入力引数が

入っているか、あるいはこのパラメーターのデータ・タ
イプは NULL 値をサポートしません。

ユーザーの処置: ルーチンが NULL 値で呼び出される
場合は、パラメーター・スタイルと入力タイプが NULL

値を受け入れ可能であることを確認してください。 関
数の場合、"RETURNS NULL ON NULL INPUT" で関
数を作成することができます。

sqlcode: -470

sqlstate: 39004

SQL0471N 理由 reason-code のためにルーチン name

の呼び出しが失敗しました。

説明: ルーチン name の呼び出しが失敗しました。理
由コード reason-code を使用して、失敗の原因の詳細を
調べてください。

ユーザーの処置: 理由コードが "DSNX9" で始まって
いる場合は、以下のことが考えられます。

v DB2 Universal Database for z/OS サーバーでルーチン
が呼び出されました。サーバーのシステム・コンソー
ルにこのエラーを説明する DSNX9xx メッセージが表
示される場合があります。 DB2 UDB for z/OS サー
バーの資料を調べて、理由コードで説明されている条
件を正してください。

それ以外の場合、表示された理由コードに対応するアク
ションは、以下のとおりです。

1 SQL ルーチンが前のリリースの製品で作成さ
れていて、DBMS はそれを現行リリースにマ
イグレーションできなかったために、呼び出し
が失敗しました。ルーチンをドロップして、再
び動作するように再作成する必要があります。

sqlcode: -471

sqlstate: 55023

SQL0472N 1 つ以上のカーソルが、関数またはメソッ
ド routine-name (特定名 specific-name) に
よってオープンされたままでした。

説明: 関数またはメソッド routine-name (特定名
specific-name) は、呼び出しているステートメントが完
了する前にすべてのカーソルをクローズしませんでし
た。呼び出しているステートメントが完了する前に、関
数およびメソッドはすべてのカーソルをクローズする必
要があります。

ユーザーの処置: 関数またはメソッドの開発者に問い合
わせてください。呼び出しているステートメントが完了
する前にすべてのカーソルがクローズされていることを
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確認するために、関数またはメソッドを作成しなおす必
要があります。

sqlcode: -472

sqlstate: 24517

SQL0473N 組み込みデータ・タイプと同じ名前のユー
ザー定義データ・タイプは許可されませ
ん。

説明: 組み込みデータ・タイプと同じ名前のユーザー定
義データ・タイプを作成しようとしているか、そのよう
な名前のユーザー定義データ・タイプを含むデータベー
スをアップグレードしようとしています。このリリース
では、データ・タイプの名前として
ARRAY、BINARY、CURSOR、DECFLOAT、ROW、
VARBINARY、XML が含まれるようになりました。

組み込みデータ・タイプの名前を使ってユーザー定義デ
ータ・タイプを作成することはできません。また、区切
り文字を追加した場合にもエラーが戻されます。

コマンドまたはステートメントは処理されませんでし
た。

ユーザーの処置: 以下の中から、適切ないずれかのアク
ションを行ってください。

v 非予約データ・タイプ名を使ってステートメントを再
発行する。

v データベース・アップグレードの前に、このデータ・
タイプ、およびこのデータ・タイプを参照するデータ
ベース・オブジェクトをドロップした後、非予約デー
タ・タイプ名を使って再作成する。その後、データベ
ースのアップグレード先となる DB2 コピーから
UPGRADE DATABASE コマンドを発行します。

sqlcode: -473

sqlstate: 42918

SQL0475N SOURCE 関数の結果タイプ (type-1) は、
ユーザー定義関数 function-name の
RETURNS タイプ (type-2) にはキャスト
できません。

説明: ソースであるユーザー定義関数 (UDF) の
CREATE を有効にするには、ソース関数の結果タイプ
(type-1) が作成される関数の RETURNS タイプ (type-2)

にキャスト可能でなければなりません。これらのデー
タ・タイプ間でサポートされるキャストはありません。
データ・タイプ間のキャストの詳細については、「SQL

リファレンス」を参照してください。

ユーザーの処置: RETURNS データ・タイプまたは
SOURCE 関数識別を変更して、SOURCE 関数の結果タ

イプが RETURNS データ・タイプにキャストできるよ
うにしてください。

sqlcode: -475

sqlstate: 42866

SQL0476N ルーチン function-name への参照がシグニ
チャーなしで行われましたが、ルーチンは
そのスキーマでユニークではありません。

説明: シグニチャーなしの関数あるいはストアード・プ
ロシージャーの参照は許可されていますが、示された関
数あるいはストアード・プロシージャー function-name

がそのスキーマ内でユニークではありませんでした。ル
ーチンがメソッドであれば、シグニチャーのない参照が
許可されていますが、ここで示されているメソッドはデ
ータ・タイプとしてユニークではありません。

DROP FUNCTION/PROCEDURE および COMMENT

ON FUNCTION/PROCEDURE ステートメントでは、無
修飾参照がステートメント許可 ID で修飾され、問題が
見つかる可能性があるスキーマになることに注意してく
ださい。 CREATE 関数の SOURCE 節では、修飾は現
行パスから作成されます。この場合は、この名前を持つ
関数の入ったパスの最初のスキーマが、同じ名前の別の
関数を持っています。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: パスス
ルー・セッションでは、ステートメントが CREATE

FUNCTION MAPPING ステートメントの場合、このエ
ラーは、関数のマッピングを 1 つのリモート関数から
複数のローカル関数に作成しようとしたことを示しま
す。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを行って、参照を訂正
してください。

v シグニチャーを完了する

v 目的のルーチンの SPECIFIC 名を使用する

v SQL パスを変更する

その後で再試行してください。

sqlcode: -476

sqlstate: 42725

SQL0478N オブジェクト・タイプ object-type1 は、こ
のオブジェクトに従属するタイプ
object-type2 のオブジェクト object-name

が存在するため、
DROP、ALTER、TRANSFER

OWNERSHIP、または REVOKE できま
せん。
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説明: この object-type1 には従属関係が存在するため、
要求された DROP、ALTER、TRANSFER OWNERSHIP

または REVOKE は処理できません。

タイプ object-type2 (オブジェクト object-name はその一
例) のオブジェクトに定義されている制約従属関係があ
ります。

object-type1 が ALIAS の場合、DROP の従属関係に
は、この別名を参照する行許可または列マスクが含まれ
ている可能性があります。

object-type1 が SYNONYM の場合、DROP の従属関係
には、このシノニムを参照する行許可または列マスクが
含まれている可能性があります。

object-type1 が TABLE の場合、DROP の従属関係に
は、この表を参照する行許可または列マスクが含まれて
いる可能性があります。

object-type1 が VIEW の場合、DROP の従属関係には、
このビューを参照する行許可または列マスクが含まれて
いる可能性があります。

object-type1 が TABLE の場合、この表を対応する履歴
表として使用する、システム期間テンポラル表が存在し
ます。

object-type1 が TABLESPACE の場合、対応する履歴表
がこの表スペース内にあるシステム期間テンポラル表が
存在します。

DB2 for z/OS サーバーで、object-type1 が DATABASE

の場合、対応する履歴表がこのデータベース内にあるシ
ステム期間テンポラル表が存在します。

オブジェクトに、間接的な従属関係がある可能性があり
ます。システム・カタログの情報を参照することによ
り、オブジェクト object-name との直接的または間接的
な従属関係を持つデータベース・オブジェクトがあるか
どうか判別することができます。

例えば次のように、行許可が表と間接的な従属関係にあ
るため、その表でのドロップは失敗します。

v 表 T1 が作成される

v ビュー V1 が T1 を使って定義されている

v V1 を使用する許可 P1 が定義される

v P1 は V1 と、V1 は T1 と従属関係にあるため、P1

は T1 と間接的に従属関係にあり、表 T1 のドロップ
は失敗します

例えば次のように、他の関数との直接的な従属関係と、
ビューとの間接的な従属関係があるため、その関数での
ドロップは失敗します。

v 関数 F1 のソースが関数 F2 である

v ビュー V1 が F1 を使って定義されている

v F1 と F2 には直接的な従属関係があり、V1 と F2

には間接的な従属関係があるため、F2 のドロップは
失敗します

ユーザーの処置:

1. システム・カタログを調べ、オブジェクト
object-name との直接的または間接的な従属関係を持
つオブジェクトを判別してください。

2. このオブジェクトに対する従属関係を除去してか
ら、要求を再発行してください。

sqlcode: -478

sqlstate: 42893

SQL0480N プロシージャー procedure-name は呼び出
されていません。

説明: ASSOCIATE LOCATORS ステートメントで識別
されているプロシージャーがアプリケーション処理内で
呼び出されていないか、またはプロシージャーは呼び出
されていますが、ステートメントの前に暗黙的または明
示的なコミットが行われました。

ユーザーの処置: CALL ステートメントにプロシージ
ャー名を指定するための構文が、ASSOCIATE

LOCATORS ステートメントの構文と同じになるよう、
ステートメントを訂正してください。修飾されていない
名前がプロシージャーを呼び出すために使用されている
場合、別のステートメントに 1 部構成の名前も指定し
なければなりません。ステートメントを発行し直してく
ださい。

sqlcode: -0480

sqlstate: 51030

SQL0481N GROUP BY 節に、element-2 内でネスト
されている element-1 が含まれています。

説明: 次のネストのタイプは、GROUP BY 節内で許可
されていません:

v CUBE CUBE, ROLLUP, または GEL 内

v ROLLUP CUBE, ROLLUP, または GEL 内

v () CUBE, ROLLUP, または GEL 内

v GROUPING SETS GROUPING SETS, CUBE,

ROLLUP, または GEL 内

v いずれかの関数、CASE 式、または CAST 指定内の
CUBE、ROLLUP、()、GROUPING SETS。 GEL は
GROUP BY 節の構文図でグループ化式リストとして
表示されるエレメントを表しています。

GEL は GROUP BY 節の構文図でグループ化式リスト
として表示されるエレメントを表しています。
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いくつかのインスタンスでは、値“---”が element 2 につ
いて示されます。この場合、“---”は
CUBE、ROLLUP、GROUPING SETS、または GEL の
いずれかを表しています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ネストを除去する GROUP BY 節を
修正してください。

sqlcode: -481

sqlstate: 428B0

SQL0483N ユーザー定義関数 function-name の
CREATE のパラメーターの数が、
SOURCE 関数のパラメーターの数と一致
しません。

説明: 別の関数がソースであるユーザー定義関数
function-name の作成が試みられました。以下のいずれか
の状態になっています。

v SOURCE 節が、関数名 (入力パラメーター・リスト)

を使用してソース関数を識別しましたが、リスト内の
タイプの数が、作成される関数のパラメーターの数と
異なります。

v SOURCE 節が、異なる構文を使用してソース関数を
識別しましたが、その関数のタイプの数が、作成され
る関数のパラメーターの数と異なります。

ユーザーの処置: SOURCE 関数と作成される関数のパ
ラメーターの数は、同じでなければなりません。
SOURCE 関数の識別を、以下のように変更する必要が
あります。

v 入力パラメーター・リストを修正する。

v 適切な関数を識別するように、関数名または関数特定
名を修正する。

関数の正しい解決が行われるように、パスの修正が必要
になる場合もあります。

sqlcode: -483

sqlstate: 42885

SQL0486N BINARY および VARBINARY データ・
タイプは現在内部的にのみサポートされて
います。

説明: ステートメントの 1 つ以上のデータ・タイプが
BINARY または VARBINARY です。これは、DB2 の
現行バージョンではサポートされていません。

ユーザーの処置: データ・タイプを変更して、ステート
メントの再サブミットを行ってください。

sqlcode: -486

sqlstate: 42991

SQL0487N ルーチン routine-name (特定名
specific-name) が、SQL ステートメントを
実行しようと試みました。

説明: ルーチンの本体を実行するためのプログラムは、
SQL ステートメントの実行を許可されていません。こ
のルーチン routine-name (特定名 specific-name) には、
SQL ステートメントが入っているか、あるいはこのル
ーチンは、SQL ステートメントを使用するプロシージ
ャー (SYSPROC.ADMIN_CMD プロシージャーなど) を
呼び出しています。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを除去した後
で、プログラムを再コンパイルしてください。ルーチン
を定義しているステートメントへの指定を許可されてい
る SQL のレベルを調べてください。

sqlcode: -487

sqlstate: 38001

SQL0489N SELECT または VALUES リスト項目内
の関数 function-name が、BOOLEAN 結
果を作成しました。

説明: 関数 function-name が、ブール結果を戻す述部と
しての使用を定義されています。このような結果は、選
択リストでは無効です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 関数名を訂正するか、または関数の使
用を除去してください。

sqlcode: -489

sqlstate: 42844

SQL0490N SQL ステートメントまたはコマンドに直
接指定されている数値 number は、この
コンテキストにおける許容値
(minval,maxval) の範囲外です。

説明: 数値 (number) は、指定されたコンテキストで無
効です。このコンテキストでの最小の許容値は、minval

です。このコンテキストで許容される最大値は、maxval

です。n は minval と maxval で指定された範囲内でな
ければなりません (minval =< n => maxval)。

表スペースを作成または変更している場合、最小値およ
び最大値は表スペースのページ・サイズによって異なる
場合があります。表スペースの限界について詳しくは、
「SQL リファレンス」を参照してください。

ユーザーの処置: ステートメントまたはコマンドで、値
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n を有効な値に変更してください。

sqlcode: -490

sqlstate: 428B7

SQL0491N routine-name の定義に使用される
CREATE FUNCTION または ALTER

MODULE ステートメントは、RETURNS

節、さらに EXTERNAL 節 (他の必須キ
ーワードとともに)、SQL 関数本体、また
は SOURCE 節のいずれかが必要です。

説明: 必要な節が、ルーチン routine-name の定義に見
つかりません。 EXTERNAL が指定されている場合は、
以下のいずれかの節も指定されている必要があります:

LANGUAGE、PARAMETER STYLE。

SQL 関数を定義する場合は、ALTER MODULE の
PUBLISH アクションを使用して SQL 関数プロトタイ
プを定義するのでない限り、SQL 関数本体を組み込ま
なければなりません。

ユーザーの処置: 足りない節を追加した後で、もう一度
やり直してください。

sqlcode: -491

sqlstate: 42601

SQL0492N ユーザー定義関数 function-name、パラメ
ーター番号 number の CREATE に問題
があります。SOURCE 関数との不一致に
なる場合があります。

説明: 関数 function-name の位置 number にあるパラメ
ーターがエラーであるため、CREATE が実行できませ
ん。ソース関数の位置 number にあるパラメーターが、
作成中の関数の対応するパラメーターにキャストできま
せん。

ユーザーの処置: 以下の修正が考えられます。

v 別のソース関数を識別します。

v 作成中の関数のパラメーターのデータ・タイプを変更
して、ソース関数のデータ・タイプがこのデータ・タ
イプにキャストできるようにします。

sqlcode: -492

sqlstate: 42879

SQL0493N ルーチン routine-name (特定名
specific-name) が、構文的または数値的に
無効な日付、時刻、またはタイム・スタン
プ値を返しました。

説明: ユーザー定義関数 (UDF) またはメソッド

routine-name (特定名 specific-name) の本体からが、無効
な日付、時刻、またはタイム・スタンプ値が戻されまし
た。

構文的に無効な日付の値の例は '1994-12*25' で、'*' を
'-' にする必要があります。数知的に無効な時刻の値の例
は '11.71.22' で、時間には 71 分は存在しません。

ユーザーの処置: ルーチンを修正する必要があります。
データベース管理者、またはルーチンの作成者に連絡し
てください。

sqlcode: -493

sqlstate: 22007

SQL0494W 結果セットの数がロケーターの数よりも大
きくなっています。

説明: ASSOCIATE LOCATORS ステートメントで指定
された結果セット・ロケーターの数は、ストアード・プ
ロシージャーによって戻された結果セットの数未満で
す。最初の“n”個の結果セット・ロケーター値が戻され
ます。 “n”は SQL ステートメントで指定された結果セ
ット・ロケーター変数の数値です。

SQL ステートメントが成功しました。 SQLWARN3 フ
ィールドが 'Z' に設定されました。

ユーザーの処置: SQL ステートメントで指定された結
果セット・ロケーター変数の数値を増やします。

sqlcode: +494

sqlstate: 01614

SQL0495N コスト・カテゴリー cost-category で、
estimate-amount1 プロセッサー秒の見積も
られたプロセッサー・コスト
(estimate-amount2 サービス単位) が、
limit-amount サービス単位のリソース制限
エラーしきい値を超えています。

説明: 動的 INSERT、UPDATE、DELETE、または
SELECT SQL ステートメントの準備の結果、リソース
限定表 (RLST) で指定されたエラーしきい値を超えたコ
スト見積もりになりました。

DB2 のコスト・カテゴリー値が "B" になった場合もこ
のエラーが発行され、RLST の RLF_CATEGORY_B 列
で指定されたデフォルトのアクションがエラーを発行し
ます。

estimate_amount1

準備された INSERT、UPDATE、DELETE また
は SELECT ステートメントが実行される場合
のコストの見積もり (プロセッサー秒)。

SQL0491N
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estimate_amount2

準備された INSERT、UPDATE、DELETE また
は SELECT ステートメントが実行される場合
のコストの見積もり (サービス単位)。

cost-category

この SQL ステートメントについての DB2 の
コスト・カテゴリー。可能な値は A または B

です。

limit-amount

RLST の RLFASUERR 列で指定されたエラー
しきい値 (サービス単位)。

動的 INSERT、UPDATE、DELETE、または SELECT

ステートメントの準備に失敗しました。

ユーザーの処置: コスト・カテゴリー値が "B" である
ためにこの SQLCODE が返された場合は、ステートメ
ントがパラメーター・マーカーを使用しているか、また
は参照される表と列について使用できない統計が存在す
る可能性があります。管理者が、参照された表でユーテ
ィリティー RUNSTATS を実行したことを確認してくだ
さい。また、ステートメントが実行されるときに UDF

が呼び出されるか、または INSERT、UPDATE、または
DELETE ステートメントについては、変更された表にト
リガーが定義されている可能性もあります。このステー
トメントについて DSN_STATEMNT_TABLE または
IFCID 22 レコードをチェックして、この SQL ステー
トメントがコスト・カテゴリー "B" になった理由を判
別してください。プログラムを変えられない場合、また
は統計を入手できない場合は、管理者に問い合わせて
RLST の RLF_CATEGORY_B 列の値をステートメント
を実行できるようにする "Y" に変更するか、またはエ
ラーではなく警告を返す "W" に変更してください。

SQL ステートメントがプロセッサー・リソースを多く
使用しすぎていることが警告の原因である場合は、ステ
ートメントが効率良く実行されるために書き直してみて
ください。あるいは、管理者に RLST のエラーしきい
値を増やすように依頼してください。

sqlcode: -495

sqlstate: 57051

SQL0499N カーソル cursor-name は、プロシージャ
ー procedure-name から、この結果セット
または別の結果セットに対して、すでに割
り当てられています。

説明: 結果セットにカーソルを割り当てようとしました
が、複数のカーソルがすでにプロシージャー
procedure-name に割り振られています。

ユーザーの処置: ターゲットの結果セットが以前にカー
ソルに割り当てられているか、判別してください。複数

のカーソルがプロシージャー procedure-name に割り振
られている場合、1 つのカーソルだけが、ストアード・
プロシージャーの結果セットを処理するために使用され
るようにしてください。

sqlcode: -499

sqlstate: 24516

SQL0499N
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第 2 章 SQL0500 - SQL0999

SQL0501N FETCH ステートメントまたは CLOSE

ステートメントに指定されたカーソルがオ
ープンしていないか、またはカーソル・ス
カラー関数参照内のカーソル変数がオープ
ンしていません。

説明: プログラムが、以下のいずれかを実行しようとし
ました。

v 指定されたカーソルがオープンされていないときに、
プログラムが FETCH (カーソルを使用) を試みまし
た。

v 指定されたカーソルがオープンされていないときに、
プログラムがカーソルの CLOSE を試みました。

v OPEN ステートメントでカーソル変数を参照しました
が、カーソル変数がオープンしていませんでした。

v CURSOR_ROWCOUNT 関数などのカーソル・スカラ
ー関数を参照しましたが、カーソル変数がオープンし
ていませんでした。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: カーソルをクローズした可能性がある
前のメッセージの (SQLCODE) をチェックしてくださ
い。カーソルをクローズした後では、フェッチまたはカ
ーソルをクローズするステートメントに、SQLCODE

-501 が返されます。

前回の SQLCODE が発行されていない場合は、アプリ
ケーション・プログラムを修正して、FETCH または
CLOSE ステートメントが実行されるときに、カーソル
がオープンされているようにしてください。

カーソル変数がカーソル・スカラー関数内で参照されて
いる場合は、カーソルが非 NULL であり、定義済み
で、オープンしていることを確認してください。あるい
は、カーソル変数をその状態の別のカーソル変数と置き
換えてください。

sqlcode: -501

sqlstate: 24501

SQL0502N OPEN ステートメントに指定されたカー
ソルは、すでにオープンしています。

説明: プログラムが、すでにオープンしているカーソル
に対して OPEN ステートメントを実行しようとしまし
た。

ステートメントは処理できません。カーソルは変更され
ません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正
して、すでにオープンされているカーソルに対して
OPEN ステートメントを実行しないようにしてくださ
い。

sqlcode: -502

sqlstate: 24502

SQL0503N カーソルの SELECT ステートメントの
FOR UPDATE 節で列が識別されていな
いので、この列は更新できません。

説明: プログラムが、カーソル宣言または準備された
SELECT ステートメント内の FOR UPDATE 節内で識
別されていない表の列内の値を、カーソルを使用して更
新しようとしました。

更新される列は、カーソル宣言の FOR UPDATE 節内
で識別される必要があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正
してください。列の更新が必要な場合は、その名前をカ
ーソル宣言の FOR UPDATE 節に追加してください。

sqlcode: -503

sqlstate: 42912

SQL0504N カーソル name が定義されていません。

説明: UPDATE または DELETE WHERE CURRENT

OF name が指定されていますが、カーソル name がア
プリケーション・プログラムに宣言されていません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムが完全
であることを確認して、カーソル名のつづりのエラーを
訂正してください。

sqlcode: -504

sqlstate: 34000

SQL0505N カーソル name はすでに定義されていま
す。

説明: DECLARE ステートメントに指定されているカ
ーソル名は、すでに宣言されています。
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ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: カーソル名のつづりが正しいことを確
認してください。

SQL0507N UPDATE または DELETE ステートメン
トに指定されたカーソルは、オープンして
いません。

説明: 指定されたカーソルがオープンされていないとき
に、プログラムが UPDATE または DELETE WHERE

CURRENT OF カーソル・ステートメントを実行しよう
としました。

ステートメントは処理できません。更新または削除は実
行されません。

ユーザーの処置: カーソルをクローズした可能性がある
前のメッセージの (SQLCODE) をチェックしてくださ
い。カーソルがクローズした後に、フェッチまたはカー
ソルをクローズするステートメントを使用すると、
SQLCODE -501 を受け取り、更新または削除ステート
メントを使用すると、SQLCODE -507 を受け取りま
す。アプリケーション・プログラムの論理を修正して、
UPDATE または DELETE ステートメントが実行された
ときに、指定したカーソルがオープンされているように
してください。

sqlcode: -507

sqlstate: 24501

SQL0508N UPDATE または DELETE ステートメン
トに指定されたカーソルが、行を示してい
ません。

説明: 指定されたカーソルがオブジェクト表の行を示し
ていないときに、プログラムが UPDATE または
DELETE WHERE CURRENT OF カーソル・ステートメ
ントを実行しようとしました。 カーソルは、更新また
は削除する行を示している必要があります。

行が削除されるときに、カーソルが行を示しません。こ
れには、ROLLBACK TO SAVEPOINT が実行されると
きの保管点内のカーソルの使用も含まれます。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: リモー
ト・データ・ソースのレコードが、別のアプリケーショ
ン (またはこのアプリケーション内の別なカーソル) に
よって更新および/または削除されたため、レコードは存
在しません。

ステートメントは処理できません。更新または削除され
るデータはありません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムの論理
を修正して、UPDATE または DELETE ステートメント
が実行される前に、カーソルがオブジェクト表の意図し

た行を正しく示すようにしてください。 FETCH がメッ
セージ SQL0100W (SQLCODE = 100) を返した場合
は、カーソルが行を示していないことに注意してくださ
い。

sqlcode: -508

sqlstate: 24504

SQL0509N UPDATE または DELETE ステートメン
トに指定された表が、カーソルの
SELECT に指定された表と同じではあり
ません。

説明: プログラムが UPDATE または DELETE

WHERE CURRENT OF カーソル・ステートメントを実
行しようとしましたが、そのステートメントに指定され
た表名が、カーソルを宣言する SELECT ステートメン
トに指定された表の名前と一致しませんでした。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正
して、UPDATE または DELETE ステートメントに指定
した表とカーソル宣言に指定した表が同じになるように
してください。

sqlcode: -509

sqlstate: 42827

SQL0510N 指定されたカーソルに対して、UPDATE

または DELETE は許容されていませ
ん。

説明: 要求された更新または削除処理が許されていない
表またはビュー定義に対して、プログラムが UPDATE

または DELETE WHERE CURRENT OF カーソル・ス
テートメントを実行しようとしました。たとえば、この
エラーは読み取り専用のビューからの削除、またはカー
ソルが FOR UPDATE 節とともに定義されていない場
合の更新で起きる可能性があります。

SELECT ステートメントに以下が含まれる場合、データ
ベース・マネージャーにおいてビューが読み取り専用
(RO) になります。

v DISTINCT キーワード

v SELECT リスト内の列関数

v GROUP BY または HAVING 節

v 以下のいずれかの項目を指定する FROM 節

– 複数の表またはビュー

– 読み取り専用のビュー (SYSCAT.SYSVIEWS の
READONLY 列が 'Y' に設定されています)

v セット演算子 (UNION ALL 以外)
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これらの条件は SELECT ステートメントの副照会には
適用されませんので、注意してください。

カーソルが FOR FETCH ONLY 節とともに宣言されて
います。

カーソルが未確定で、BLOCKING ALL BIND オプショ
ンが指定されています。

カーソルが INSTEAD OF UPDATE (または DELETE)

トリガーを含むビューを参照しています。

カーソルは、WITH ROW MOVEMENT 節で定義され、
UPDATE WHERE CURRENT OF CURSOR が試行され
たビューを直接的または間接的に参照します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーがステー
トメントを失敗して、カーソルが読み取り専用、
SELECT または VALUES ステートメントに基づいてい
る場合は、そのカーソルに対して、更新または削除ステ
ートメントを発行しないでください。

データベース・マネージャーでステートメントが失敗
し、カーソルが読み取り専用 SELECT または VALUES

ステートメントに基づいておらず、FOR FETCH ONLY

節とともに定義されている場合は、この節をカーソル定
義から除去するか、または更新または削除ステートメン
トを発行しないでください。

データベース・マネージャーがステートメントを失敗
し、カーソルがフェッチ専用、あるいはその定義または
コンテキストから更新可能のどちらであるかを判別でき
ない場合は、BLOCKING NO または BLOCKING

UNAMBIG BIND オプションを使用して、プログラムを
再バインドしてください。

データベース・マネージャーがステートメントを失敗し
て、カーソルが INSTEAD OF UPDATE (または
DELETE) トリガーを持つビューに基づいている場合
は、検索済み UPDATE (または DELETE) ステートメ
ントを使用してください。

データベース・マネージャーがステートメントを失敗し
て、カーソルが WITH ROW MOVEMENT 節で定義さ
れたビューを直接的または間接的に参照する場合は、更
新ステートメントを発行しないでください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 問題を
切り分けて要求失敗の原因となったデータ・ソースを突
き止めてください。データ・ソースの要求が失敗する場
合、データ・ソースの制約事項をチェックして、問題の
原因および解決を判別してください。データ・ソースに
制約事項がある場合は、そのデータ・ソースの SQL リ
ファレンスを参照して、オブジェクトがなぜ更新不可能
かを判別してください。

sqlcode: -510

sqlstate: 42828

SQL0511N カーソルで指定された表が変更できないの
で、FOR UPDATE 節は使用できませ
ん。

説明: SELECT または VALUES ステートメントの結
果表は更新できません。

カーソルが、以下を含む VALUES ステートメントまた
は SELECT ステートメントにもとづいている場合、結
果表は読み取り専用になります。

v DISTINCT キーワード

v SELECT リスト内の列関数

v GROUP BY または HAVING 節

v 以下のいずれかの項目を指定する FROM 節

– 複数の表またはビュー

– 読み取り専用ビュー

– 型付き表あるいはビューで使用する OUTER 節

– データ変更ステートメント

v セット演算子 (UNION ALL 以外)

これらの条件は SELECT ステートメントの副照会には
適用されませんので、注意してください。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 指定されたように、結果表では更新を
実行しないでください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 問題を
切り分けて要求失敗の原因となったデータ・ソースを突
き止めてください。

データ・ソースの要求が失敗する場合、データ・ソース
の制約事項をチェックして、問題の原因および解決を判
別してください。

データ・ソースに制約事項がある場合は、そのデータ・
ソースの SQL リファレンスを参照して、オブジェクト
がなぜ更新不可能かを判別してください。

sqlcode: -511

sqlstate: 42829

SQL0512N リモート・オブジェクトを参照する 3 部
構成の名前 name は、それが表示される
コンテキスト内でサポートされません。理
由コード = reason-code。

説明: 以下のように reason-code によって示されてい
る、リモート・オブジェクトを参照する 3 部構成の名
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前についての制限に違反しているため、ステートメント
を処理できません。

1

IMPORT および EXPORT は、リモート・オブ
ジェクトを参照する 3 部構成の名前に対して
サポートされません。

2

リモート・オブジェクトを参照する 3 部構成
の名前での CREATE ALIAS は、パーティショ
ン・データベースではサポートされません。

3

CREATE INDEX、GRANT、REVOKE、LOCK

TABLE、ALTER NICKNAME、DROP

NICKNAME、COMMENT、RENAME、
CREATE VIEW、CREATE TABLE、CREATE

TRIGGER、CREATE FUNCTION (SQL および
外部)、CREATE PROCEDURE (SQL および外
部)、CREATE METHOD および REFRESH

TABLE は、リモート・オブジェクトを参照す
る 3 部構成の名前に対してサポートされませ
ん。

4

リモート・オブジェクトを参照する 3 部構成
の名前は、静的 SQL ではサポートされませ
ん。

ユーザーの処置: リモート・オブジェクトを参照する 3

部構成の名前は、それがサポートされていない場合は指
定しないでください。

sqlcode: -512

sqlstate: 56023

SQL0513W この SQL ステートメントは、表全体ま
たはビュー全体を変更します。

説明: UPDATE または DELETE ステートメントに
は、WHERE 節が入っていないので、このステートメン
トが実行されると、表またはビューのすべての行が変更
されます。

このステートメントは受け付けられます。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: すべて
のデータ・ソースがこの警告状態を報告するわけではあ
りません。フェデレーテッド・サーバーは条件が存在す
ればこの警告の発行を試行しますが、フェデレーテッ
ド・サーバーが常にこの条件を検出できる保証はありま
せん。 UPDATE/DELETE 操作が全体表またはビューへ
影響を及ぼすことを排除する目的で、この警告を使用し
ないでください。

ユーザーの処置: 実際にすべての表またはビューを修正
する必要があることを確認してください。

sqlcode: +513

sqlstate: 01504

SQL0514N カーソル name が、準備された状態では
ありません。

説明: このアプリケーション・プログラムが、準備状態
ではないカーソルを使用しようとしました。カーソル
は、以下の条件に一致するステートメントに関連付けら
れています。

1. 準備が整っていない

2. パッケージの明示的または暗黙的な再バインドによ
って無効にされている

3. 以前のトランザクションで準備されており、アプリ
ケーションのパッケージが KEEPDYNAMIC NO で
バインドされている

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置:

1. 指定されているステートメントを DECLARE

CURSOR ステートメントで準備してから、カーソル
のオープンを試行してください。

2. カーソルの PREPARE を再発行する必要がありま
す。

3. COMMIT または ROLLBACK の後にステートメン
トを再度準備する必要があります。または、パッケ
ージを KEEPDYNAMIC YES でバインドするか、
ALTER PACKAGE ステートメントを使用して
KEEPDYNAMIC プロパティーを YES に変更しま
す。

sqlcode: -514

sqlstate: 26501

SQL0516N DESCRIBE ステートメントが、準備され
たステートメントを指定していません。

説明: DESCRIBE ステートメントのステートメント名
は、同一のデータベース・トランザクションで用意され
たステートメントを指定する必要があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメント名が準備されたステー
トメントを指定していることを確認してください。

sqlcode: -516

sqlstate: 26501
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SQL0517N このカーソル name は SELECT または
VALUES ステートメントでない準備され
たステートメントを識別しています。

説明: カーソル name は、カーソル宣言に指定されて
いる準備されたステートメントが、SELECT または
VALUES ステートメントではないために、指定された
通りに使用できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメント名が、カーソル name

の PREPARE ステートメントおよび DECLARE

CURSOR ステートメントに、正しく指定されているこ
とを確認してください。または、プログラムを修正し
て、準備された SELECT または VALUES ステートメ
ントのみが、カーソル宣言との関連で使用されるように
してください。

sqlcode: -517

sqlstate: 07005

SQL0518N EXECUTE ステートメントに指定された
ステートメントが準備状態ではないか、あ
るいは SELECT または VALUES ステ
ートメントです。

説明: アプリケーション・プログラムが、以下のいずれ
かの状態のステートメントの EXECUTE を試行しまし
た。

1. 準備が整っていない

2. SELECT または VALUES ステートメントである

3. パッケージの明示的または暗黙的な再バインドによ
って無効にされている

4. 以前のトランザクションで準備されており、アプリ
ケーションのパッケージが KEEPDYNAMIC NO で
バインドされている

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置:

1. EXECUTE を試行する前にステートメントを準備し
ます。

2. ステートメントが SELECT または VALUES ステー
トメントではないことを確認します。

3. カーソルの PREPARE を再発行する必要がありま
す。

4. COMMIT または ROLLBACK の後にステートメン
トを再度準備する必要があります。または、パッケ
ージを KEEPDYNAMIC YES でバインドするか、
ALTER PACKAGE ステートメントを使用して
KEEPDYNAMIC プロパティーを YES に変更しま
す。

sqlcode: -518

sqlstate: 07003

SQL0519N PREPARE ステートメントが、オープ
ン・カーソル name の SELECT または
VALUES ステートメントを識別していま
す。

説明: カーソルがすでにオープンされているときに、ア
プリケーション・プログラムが、指定されたカーソルの
SELECT または VALUES ステートメントを準備しよう
としました。

ステートメントは準備されません。カーソルは影響を受
けません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正
して、オープン済みのカーソルに対して、SELECT また
は VALUES ステートメントを準備しないようにしてく
ださい。

sqlcode: -519

sqlstate: 24506

SQL0525N この SQL ステートメントはバインド時
にエラーになったため実行できません。セ
クション = section-number パッケージ =

pkgschema.pkgname 整合性トークン =

Xcontoken。

説明: 以下のいずれかです。

v パッケージが BIND されたときにステートメントに
エラーがありましたが、オプション SQLERROR

(CONTINUE) が使用されたためエラーは無視されま
した。 ステートメントにエラーが入っているため、
実行できません。

v このステートメントはこのロケーションでは実行可能
ステートメントでないか、または DB2 アプリケーシ
ョン・リクエスターによってのみ実行可能である可能
性があります。

contoken は 16 進数で指定される点に注意してくださ
い。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: SQL ステートメントが指定のロケー
ションで実行しない場合は、プログラムを訂正し、エラ
ーのステートメントがそのロケーションで実行されない
ようにしてください。 パッケージをプリコンパイル、
コンパイル、およびバインド置換してください。 この
SQL ステートメントが示されたロケーションで実行さ
れることになっている場合は、見つかった問題を訂正し
て、ACTION(REPLACE) を使って PREP または BIND
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を再発行してください。パッケージの複数のバージョン
がバインドされている場合は、次の SELECT ステート
メントを発行してどのバージョンがエラーになっている
のかを判別してください。 SELECT PKGVERSION

FROM SYSCAT.PACKAGES where

PKGSCHEMA='pkgschema' AND PKGNAME = 'pkgname'

and HEX(UNIQUE_ID) = 'contoken'

sqlcode: -525

sqlstate: 51015

SQL0526N 要求された関数は、一時表に適用されませ
ん。

説明: 実行されている SQL ステートメントは、作成済
み一時表または宣言済み一時表を参照しています。作成
済み一時表または宣言済み一時表は、このコンテキスト
では使用できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 作成済み一時表または宣言済み一時表
に対するオブジェクト参照が存在しないよう、SQL ス
テートメントを修正してください。

sqlcode: -526

sqlstate: 42995

SQL0528N 表またはニックネーム
tablename-or-nickname には、制約 name

と重複しているユニーク制約が既に存在し
ます。

説明: UNIQUE 節は、PRIMARY KEY 節、別の
UNIQUE 節または PRIMARY KEY と同一の列リスト
を使用するか、または表 tablename にすでに存在してい
る UNIQUE 節を使用します。ユニーク制約の重複は許
可されていません。

いずれかが指定または存在している場合は、name は制
約名になります。制約名が指定されていない場合、name

は、3 つのピリオドに続く UNIQUE 節の列リストで指
定された最初の列名です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 重複 UNIQUE 節を除去するか、ある
いは列リストをユニーク制約の一部でない列のセットに
変更してください。

sqlcode: -528

sqlstate: 42891

SQL0530N FOREIGN KEY constraint-name の挿入ま
たは更新の値は、親表の親キーの値と同じ
ではありません。

説明: オブジェクト表の外部キーに値を設定しようとし
ましたが、この値は親表の親キーの値と同じではありま
せん。

行を従属表へ挿入する時には、外部キーの挿入値は、関
連するリレーションシップの親表の行の親キーの値と等
しくしてください。

同様に、外部キーの値を更新する時には、外部キーの更
新値は、ステートメント完了時の関係する親表の行の親
キーの値と等しくしてください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 制約が
データ・ソースに存在する可能性があります (子および
親表がデータ・ソース上に存在する場合)。

一部のデータ・ソースは、 constraint name に適切な値
を提供しません。この場合、メッセージ・トークンは
“<data source>:UNKNOWN”のフォーマットになりま
す。これは、指定されたデータ・ソースの実際の値が不
明であることを示します。

ステートメントは実行できませんでした。オブジェクト
表の内容は変更されません。

ユーザーの処置: まず、外部キーの挿入値または更新値
を調べた後で、親表の各親キーと比較をして、問題の判
別と訂正を行ってください。

sqlcode: -530

sqlstate: 23503

SQL0531N リレーションシップ constraint-name の親
行の親キーを更新できません。

説明: 操作は親表の行で親キーの更新を試行しました
が、指定行の親キーは constraint-name 制約において関
連付けされる従属表の従属行を持っていました。

制約 constraint-name の更新規則が NO ACTION の時、
親行にある親キーの値は、親行にステートメント完了時
に従属行がある場合は、更新することはできません。

制約 constraint-name の更新規則が RESTRICT の時、親
行にある親キーの値は、親行を更新しようとした時に、
親行に従属行がある場合は、更新することはできませ
ん。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 制約が
データ・ソースに存在する可能性があります (子および
親表がデータ・ソース上に存在する場合)。

一部のデータ・ソースは、 constraint name に適切な値
を提供しません。この場合、メッセージ・トークンは
“<data source>:UNKNOWN”のフォーマットになりま
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す。これは、指定されたデータ・ソースの実際の値が不
明であることを示します。

ステートメントは実行できませんでした。対象表の内容
は変更されません。

ユーザーの処置: オブジェクト表の親キーおよび従属表
の外部キーを調べて親キーの指定行の値が変更されてい
るかを判別してください。 問題が明らかにならない場
合は、オブジェクト表および従属表の内容を調べて、問
題の判別と訂正を行ってください。

sqlcode: -531

sqlstate: 23001, 23504

SQL0532N リレーションシップ constraint-name が削
除を制限しているので、親行が削除できま
せん。

説明: 親表の指定行の削除する操作をしましたが、指定
行の親キーには参照制約 constraint-name に従属行があ
り、NO ACTION または RESTRICT の削除規則がリレ
ーションシップに指定されています。

制約 constraint-name の削除規則が NO ACTION のと
き、従属行がステートメント完了時に親キーにまだ依存
している場合は親表の行を削除できません。

制約 constraint-name の削除規則が RESTRICT のとき、
親行が削除時に従属行を持っている場合は親表の行を削
除できません。

削除によって、NO ACTION または RESTRICT の削除
規則を持つ従属表で他の行がカスケードして削除される
可能性があることに注意してください。 このように、
制約 constraint-name はオリジナル削除操作とは別の表
にある可能性があります。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 制約が
データ・ソースに存在する可能性があります (子および
親表がデータ・ソース上に存在する場合)。

一部のデータ・ソースは、 constraint name に適切な値
を提供しません。上記の場合、実際の値は不明であるこ
とを示す値 (たとえば“unknown”) が該当するフィールド
に入ります。

ステートメントは実行できませんでした。表の内容は変
更されません。

ユーザーの処置: すべての下層表の削除規則を調べて、
問題の判別と訂正を行ってください。 関係する特定の
表は、リレーションシップ constraint-name から判別で
きます。

sqlcode: -532

sqlstate: 23001, 23504

SQL0533N リレーションシップが全選択の結果を 1

行に制限しているので、INSERT ステー
トメントは無効です。

説明: 全選択を使用する INSERT 処理が、同じ参照制
約内で親と従属である表に、複数行を挿入しようとしま
した。

INSERT 処理の全選択は、1 行のデータしか返すことは
できません。

INSERT ステートメントを実行できませんでした。 オ
ブジェクト表の内容は変更されません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 制約が
データ・ソースに存在する可能性があります (子および
親表がデータ・ソース上に存在する場合)。

ユーザーの処置: 全選択の探索条件を調べて、1 行のデ
ータのみが選択されていることを確認してください。

sqlcode: -533

sqlstate: 21501

SQL0534N 複数行の更新は無効です。

説明: UPDATE 処理が、主キーまたはユニーク索引に
組み込まれた列の複数行更新を実行しようとしました。

主キーまたはユニーク索引の列の複数行更新はサポート
されていません。

UPDATE ステートメントは実行できませんでした。 表
の内容は変更されません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 制約が
フェデレーテッド・サーバーに存在するか (子および親
表がフェデレーテッド・サーバーに表として存在する場
合)、またはデータ・ソースに存在する (子および親表が
データ・ソースに存在する) 可能性があります。

ユーザーの処置: UPDATE ステートメントの探索条件
を、オブジェクト表の 1 行のみを更新するようにして
ください。

sqlcode: -534

sqlstate: 21502

SQL0535N 自己参照リレーションシップが削除を 1

行に制限しているので、DELETE ステー
トメントは無効です。

説明: WHERE 節付きの DELETE 処理が、RESTRICT

または SET NULL 削除規則を持つ参照制約において同
じリレーションシップにある親表と従属表から、複数行
を削除しようとしました。
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DELETE 処理の WHERE 節では、1 行のデータしか選
択できません。

DELETE ステートメントは実行できませんでした。 オ
ブジェクト表の内容は変更されません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 制約が
データ・ソースに存在する可能性があります (子および
親表がデータ・ソース上に存在する場合)。

ユーザーの処置: WHERE 節の探索条件を調べて、1

行のデータのみが選択されていることを確認してくださ
い。

注: これは、バージョン 2 以前の DB2 のリリースのみ
に関する制約です。

sqlcode: -535

sqlstate: 21504

SQL0536N 表 name が処理に影響される可能性があ
るため、DELETE ステートメントは無効
です。

説明: 副照会で参照される、示された表を使用する
DELETE 処理が実行されようとしました。

以下のいずれかの理由で、DELETE ステートメントの副
照会内で参照される、示された表が影響される可能性が
あります。

v CASCADE または SET NULL 削除規則と関係する
DELETE のオブジェクト表の従属

v CASCADE または SET NULL 削除規則と関係する別
の表の従属と、その表にカスケードしている可能性の
ある DELETE のオブジェクト表からの削除

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 制約が
データ・ソースに存在する可能性があります (子および
親表がデータ・ソース上に存在する場合)。

一部のデータ・ソースは、name に適切な値を提供しま
せん。上記の場合、実際の値は不明であることを示す値
(たとえば“unknown”) が該当するフィールドに入りま
す。

ステートメントを処理できませんでした。

ユーザーの処置: 表が DELETE ステートメントによる
影響を受ける可能性がある場合は、DELETE ステートメ
ントの副照会で、表を参照しないでください。

注: このエラーは、バージョン 2 以前の DB2 と DB2

Connect を介してアクセスされるホストにのみ適用され
ます。

sqlcode: -536

sqlstate: 42914

SQL0537N キー列リストに列 column-name が複数回
示されています。

説明: キー列リストに列 column-name が複数回出現し
ます。キー列リストは、CREATE または ALTER ステ
ートメントの PRIMARY KEY 節、FOREIGN KEY

節、 UNIQUE 節、DISTRIBUTE BY 節、ORGANIZE

BY 節、PARTITION BY 節、または機能上の従属関係
に現れることが考えられます。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 制約が
データ・ソースに存在する可能性があります (子および
親表がデータ・ソース上に存在する場合)。

一部のデータ・ソースは、 column-name に適切な値を
提供しません。上記の場合、実際の値は不明であること
を示す値 (たとえば“unknown”) が該当するフィールドに
入ります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 重複した列名を除去してください。

sqlcode: -537

sqlstate: 42709

SQL0538N FOREIGN KEY name は表またはニック
ネーム table-name-or-nickname の親キーの
記述と一致していません。

説明: 示された外部キーの定義は、表またはニックネー
ム table-name-or-nickname の親キーの記述と一致してい
ません。

次のような理由が考えられます。

v 外部キーの列リストの列数が、親キーの列リストの列
数と一致していません。

v 外部キーの列リストの列数が、親表または親ニックネ
ームの主キーの列数と一致していません (親キーの列
リストが指定されていません)。

v 対応する列の記述は互換性がありません。対応する列
に互換データ・タイプがある (どちらの列も数値、文
字ストリング、グラフ、日付/時刻であるか、あるい
は同じ特殊タイプである) 場合、列の記述が互換にな
ります。

v REFERENCES 節にある列名のリストは、
BUSINESS_TIME WITHOUT OVERLAPS で定義され
ている親キーを参照できません。

name は FOREIGN KEY 節に指定される場合の制約名
です。制約名を指定していない場合、name は、3 つの
ピリオドに続く節に指定された最初の列名です。

フェデレーテッド・システム・ユーザーは、一部のデー
タ・ソースが name および table-name-or-nickname に適
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切な値を提供しないことに注意する必要があります。上
記の場合、実際の値は不明であることを示す値 (たとえ
ば「unknown」) が該当するフィールドに入ります。

制約がデータ・ソースに存在する可能性があります (子
および親表がデータ・ソースに存在する場合)。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 外部キーの記述が親キーの記述に一致
するようにこのステートメントを訂正してください。

sqlcode: -538

sqlstate: 42830

SQL0539N 表またはニックネーム name には、
key-type キーがありません。

説明: 以下のいずれかが発生しました。

v 表またはニックネーム name が、FOREIGN KEY 節
内で親表として指定されていますが、その表またはが
主キーを持っていないので、親表として定義できませ
ん。

v ALTER TABLE ステートメントはこの表 name の
FOREIGN KEY を作成しようとしましたが、この表
またはニックネームに主キーがありません。

v ALTER TABLE ステートメントはこの表 name の主
キーをドロップしようとしましたが、この表は主キー
を持っていません。

v ALTER TABLE ステートメントはこの表 name のパ
ーティション・キーをドロップしようとしましたが、
この表はパーティション・キーを持っていません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 制約が
データ・ソースに存在する可能性があります (子および
親表がデータ・ソース上に存在する場合)。

一部のデータ・ソースは、 name および key-type に適
切な値を提供しません。上記の場合、実際の値は不明で
あることを示す値 (たとえば“unknown”) が該当するフィ
ールドに入ります。

ステートメントは処理できません。システム・カタログ
は、参照制約の親表として定義できません。

ユーザーの処置: 参照制約の作成時には、外部キー (制
約) を指定する前に、主キーを指定してください。

sqlcode: -539

sqlstate: 42888

SQL0540N 1 次索引または要求されたユニーク索引が
ないため、table-name 表の定義が不完全で
す。

説明: 指定された表は PRIMARY KEY 節または
UNIQUE 節で定義されていました。その定義が不完全で
す。主キーに (1 次索引) および任意の UNIQUE 節の
各列セット (必須のユニーク索引) に対してユニーク索
引が定義されるまで使用できません。 FOREIGN KEY

節の表、または SQL 操作ステートメントの表を使用し
ようとしました。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: 参照する前に、1 次索引または必須の
ユニーク索引を表で定義してください。

sqlcode: -540

sqlstate: 57001

SQL0541W 参照、主キーまたはユニーク制約 name

は、重複制約のため、無視されます。

説明: name が参照制約を参照する場合、 FOREIGN

KEY 節は別の FOREIGN KEY 節と同じ外部キーと親
表、または同じ外部キーと親ニックネームを使用しま
す。

name が主キーまたはユニーク制約を参照する場合、次
の状況のいずれかが存在します。

v PRIMARY KEY 節はこのステートメントの UNIQUE

節と同じ列のセットを使用します。

v UNIQUE 節は、このステートメントの PRIMARY

KEY 節または別の UNIQUE 節と同じ列のセットを
使用します。

v 同じ列のセットにある PRIMARY KEY または
UNIQUE 制約が、表にすでに存在しています。

指定された場合、name は制約名です。

制約名を指定しなかった場合、 name は FOREIGN

KEY または UNIQUE 節の列リストで指定された、 3

つのピリオドに続く最初の列名になります。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 制約が
データ・ソースに存在する可能性があります (子および
親表がデータ・ソース上に存在する場合)。

一部のデータ・ソースは、name に適切な値を提供しま
せん。上記の場合、実際の値は不明であることを示す値
(たとえば「unknown」) が該当するフィールドに入りま
す。

指示された参照制約またはユニーク制約は作成されませ
んでした。 ステートメントは正常に処理されました。
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ユーザーの処置: アクションは不要です。処理の続行は
可能です。

sqlcode: +541

sqlstate: 01543

SQL0542N column-name という名前の列は、NULL

値を含む可能性があるので、主キーおよび
ユニーク・キー制約の列にすることができ
ません。

説明: PRIMARY KEY 節または UNIQUE 節で識別さ
れた、column-name という名前の列が NULL 値を許可
するように定義されているか、または PRIMARY KEY

または UNIQUE 制約の一部である列で NULL 値を許
可するよう変更が試行されました。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 一部の
データ・ソースは、 column-name に適切な値を提供し
ません。上記の場合、実際の値は不明であることを示す
値 (たとえば「unknown」) が該当するフィールドに入
ります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 列、主キーまたはユニーク・キーの定
義を訂正してください。表変更ステートメントの一部と
してこのエラーが戻された場合、NULL 値を許可するよ
うに列を変更する前に、PRIMARY KEY または
UNIQUE 制約を除去する必要があります。

sqlcode: -542

sqlstate: 42831

SQL0543N チェック制約 constraint-name が削除を制
限しているために、親表の行が削除できま
せん。

説明: ターゲット表が親表であって、しかも参照制約を
使用して、SET NULL の削除規則を持つ従属表に接続
されているために、削除処理を実行できません。 ただ
し、従属表にチェック制約が定義されているので、列へ
の null 値の組み込みが制限されます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 外部キー、従属表の削除規則、矛盾す
るチェック制約を調べてください。 相互矛盾がないよ
うに、削除規則またはチェック制約を変更してくださ
い。

sqlcode: -543

sqlstate: 23511

SQL0544N 制約に違反する行が表に含まれているため
に、チェック制約 constraint-name が追加
できません。

説明: 表の少なくとも 1 つの既存の行が、ALTER

TABLE ステートメントに追加されるチェック制約に違
反しています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ALTER TABLE ステートメントに指
定されているチェック制約定義および表のデータを調べ
て、制約の違反が存在する理由を判別してください。制
約に違反しないように、チェック制約またはデータを変
更してください。

sqlcode: -544

sqlstate: 23512

SQL0545N 行がチェック制約 constraint-name を満た
していないために、要求された処理は実行
されません。

説明: チェック制約違反は、INSERT または UPDATE

処理で発生する可能性があります。結果の行が、その表
のチェック制約定義に違反しました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: データとカタログ・ビュー
SYSCAT.CHECKS のチェック制約定義を調べて、
INSERT または UPDATE ステートメントが失敗した理
由を判別してください。制約に違反しないように、デー
タを変更してください。

sqlcode: -545

sqlstate: 23513

SQL0546N チェック制約 constraint-name が無効で
す。

説明: CREATE TABLE、CREATE

NICKNAME、ALTER TABLE、または ALTER

NICKNAME ステートメントのチェック制約が、以下の
1 つ以上の理由で無効です。

v 制約定義に副照会が入っている。

v 制約定義に列関数が入っている。

v 制約定義にホスト変数が入っている。

v 制約定義にパラメーター・マーカーが入っている。

v 特殊レジスター、または特殊レジスターの値に依存す
る組み込み関数が制約定義に入っている。

v 制約定義にグローバル変数が入っている。

v 制約定義に可変ユーザー定義関数が入っている。
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v 制約定義に外部処理を使用するユーザー定義関数が入
っている。

v 制約定義に scratchpad オプションを使用するユーザ
ー定義関数が入っている。

v チェック制約が列定義の一部で、そのチェック条件
に、定義されている列以外の列名に対する参照が入っ
ている。

v 制約定義に参照解除操作または DEREF 関数が入って
おり、その有効範囲参照引数がオブジェクト ID

(OID) 列以外になっている。

v 制約定義で TYPE 述部が使用されている。

v 制約定義に SCOPE 節を指定した CAST が指定され
ている。

v 機能上の従属関係が、属性 ENFORCED を使って定
義されている。

v 機能上の従属関係の子セット列で、NULL 可能列が指
定されている。

v 制約定義にテキスト検索関数が入っている。

v 制約定義にXML 列が入っている。

v 制約定義にXMLQUERY または XMLEXISTS 列が入
っている。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: エラーの原因に応じて、以下のいずれ
かを行ってください。

v リストされた項目を入れないように、チェック制約を
変更してください。

v 表レベルの制約定義になるように、チェック制約定義
を列定義の外側に移動してください。

v 機能上の従属関係が ENFORCED 属性を指定しない
ようにこの関係を変更してください。

v 機能上の従属関係の子セット列で、NULL 可能列を
NULL 不能に変更してください。

sqlcode: -546

sqlstate: 42621

SQL0548N check-condition-element で定義されている
チェック制約または生成された列が無効で
す。

説明: CREATE TABLE、CREATE

NICKNAME、ALTER TABLE、または ALTER

NICKNAME ステートメントのチェック制約が、以下の
1 つ以上の理由で無効です。

v 制約定義に副照会が入っている。

v 制約定義に列関数が入っている。

v 制約定義にホスト変数が入っている。

v 制約定義にパラメーター・マーカーが入っている。

v 特殊レジスター、または特殊レジスターの値に依存す
る組み込み関数が制約定義に入っている。

v 制約定義にグローバル変数が入っている。

v 制約定義に、deterministic 関数ではない関数が入って
いる。

v 制約定義に外部処理を使用するユーザー定義関数が入
っている。

v 制約定義に scratchpad オプションを使用するユーザ
ー定義関数が入っている。

v 定義に、CONTAINS SQL (SQL を含む) または
READS SQL DATA (SQL データの読み取り) オプシ
ョンを使用するユーザー定義関数が入っている。

v 定義に、式に基づく生成された列への参照が入ってい
る。

v チェック制約が列定義の一部で、そのチェック条件
に、定義されている列以外の列名に対する参照が入っ
ている。

v 生成された列の定義に、それ自身への参照が入ってい
る。

v 制約定義に参照解除操作または DEREF 関数が入って
おり、その有効範囲参照引数がオブジェクト ID

(OID) 列以外になっている

v 制約定義で TYPE 述部が使用されている

v 制約定義に SCOPE 節を指定した CAST が指定され
ている

v 制約または生成された列定義にテキスト検索関数が含
まれている

v 制約定義にXML 列が入っている

v 制約定義にXMLQUERY または XMLEXISTS 列が入
っている

v 生成された列式が、列マスクが定義されている列を参
照している

エラー・メッセージのテキスト内のトークンが、無効な
項目をリストしています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: エラーの原因に応じて、以下のいずれ
かを行ってください。

v リストされた項目を入れないように、チェック制約ま
たは生成された列を変更してください。

v 表レベルの制約定義になるように、チェック制約定義
を列定義の外側に移動してください。

sqlcode: -548
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sqlstate: 42621

SQL0549N BIND オプション DYNAMICRULES

RUN は object-type2 には無効なため、
statement ステートメントは、object-type1

object-name1 に対して許可されません。

説明: プログラムが、実行動作を示すパッケージでのみ
動的に準備できるいくつかの SQL ステートメントの 1

つである、示された SQL ステートメントを実行しよう
としました。この SQL ステートメントは以下のとおり
です。

v 動的 GRANT ステートメント

v 動的 REVOKE ステートメント

v 動的 ALTER ステートメント

v 動的 CREATE ステートメント

v 動的 DROP ステートメント

v 動的 COMMENT ON ステートメント

v 動的 RENAME ステートメント

v 動的 SET INTEGRITY ステートメント

v 動的 SET EVENT MONITOR STATE ステートメン
ト

v 動的 TRANSFER OWNERSHIP ステートメント

v 動的 CREATE USAGE LIST

v 動的 ALTER USAGE LIST

statement

エラーになっている SQL ステートメント

object-type1

PACKAGE または DBRM。 DBRM は DRDA

接続でのみ有効です。

object-name1

object-type1 が PACKAGE である場合は、
object-name1 はフォーマット
'location-id.collection-id.package-id' のパッケージ
の名前です。 object-type1 が DBRM である場
合は、object-name1 はフォーマット 'plan-name

DBRM-name' の DBRM の名前です。

object-type2

PACKAGE または PLAN。 PLAN は DRDA

接続でのみ有効です。 object-type1 が
PACKAGE である場合は、object-type2 は
PACKAGE または PLAN になります
(DYNAMICRULES(BIND) でバインドされる場
合)。 object-type1 が DBRM である場合は、
object-type2 は PLAN になります。

SQL ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを行って、エラーを訂
正してください。

v SQL ステートメントが組み込まれている場合は、そ
れを除去し、再度アプリケーション・プログラムをプ
リコンパイルおよびコンパイルして、BIND コマンド
を再発行してください。

v 該当する場合は、DYNAMICRULES(RUN) でバインド
されるパッケージまたはプランを持つ SQL ステート
メントを使用してください。

v SQL ステートメントがバインドされるプランまたは
パッケージに対して、REBIND コマンドを
DYNAMICRULES(RUN) オプション付きで発行してく
ださい。

sqlcode: -549

sqlstate: 42509

SQL0551N authorization-ID は、オブジェクト
object-name で処理 operation を実行する
必要な権限または特権を持っていません。

説明: 許可 ID authorization-ID は、適切な許可を持た
ずに object-name に対する示された操作 operation を実
行しようとしました。このメッセージは、以下のような
状況で戻される可能性があります。

1. 参照制約を持つ表を作成または変更している場合、
このメッセージは、外部キーを作成またはドロップ
するための REFERENCES 特権をユーザーが持って
いないことを示している可能性があります。この場
合は、operation が REFERENCES で、 object-name

が、制約が参照するオブジェクトです。

2. DB2 ユーティリティーまたは CLI アプリケーショ
ンを実行しようとしている場合、データベースを作
成したユーザー ID が存在しなくなったか、必要な
特権を持たなくなったために、DB2 ユーティリテ
ィー・プログラムまたは CLI パッケージをデータ
ベースに再バインドする必要があるかもしれませ
ん。EXECUTE 特権を付与する必要があるかもしれ
ません。

3. このエラーが、呼び出し中またはルーチンの作成中
に発生した場合には以下のようになります。

v 呼び出し中: 許可 ID authorization-ID は、SQL

パス内の候補ルーチンに対する EXECUTE 特権
を持っていません。object-name は、SQL パスに
ある候補ルーチンの名前です。

v 作成中: ルーチンのバインドに使われた許可 ID

authorization-ID は、ルーチン内のすべてのステ
ートメントを発行するために必要な特権を持って
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いない可能性があります。たとえば、ルーチン内
のステートメントが表 A を更新し、
authorization-ID には表 A に対する更新特権がな
い場合には、バインディング操作は失敗します。
静的 SQL ステートメントのバインドでは、グル
ープ特権は使われません。

4. このエラーが、保護表に対する REPLACE モード
を使用した LOAD または IMPORT ユーティリテ
ィーの実行中に発生した場合には、許可 ID

authorization-ID には以下のいずれかの追加の権限ま
たは特権が必要です。

v DATAACCESS 権限

v ターゲット表またはビューに対する CONTROL

特権

5. operation が SET ROLE の場合、 authorization-ID

は役割 object-name 内にメンバーシップを持ちませ
ん。

6. operation が REVOKE ROLE である場合、WITH

ADMIN OPTION 節付きで役割のメンバーシップを
付与された許可 ID から役割 object-name が取り消
されるなら、authorization-ID は SECADM 権限を
持ちません。

7. スケジュールされたタスクを更新または除去しよう
とする場合、ユーザーはタスクの作成者であるか、
DBADM、SYSADM、SYSCTRL、または
SYSMAINT 権限を所有している必要があります。
この場合は、operation が UPDATE または
REMOVE で、name はタスク名です。

8. OR REPLACE オプションを使って既存のオブジェ
クトを置換している場合、ユーザーはオブジェクト
の所有者でなければなりません。

9. FEDERATED システム・ユーザーの場合、以下の状
況でこのメッセージが戻される可能性があります。

v 必要な権限のないユーザーが
REMOTE_PASSWORD ユーザー・マッピング・
オプションを変更しようとしました。
REMOTE_PASSWORD オプションの設定を変更
するには、ユーザーは、更新されている行の許可
ID 列の値と一致する DBADM 権限または許可
ID (USER 特殊レジスター内の値) を持つ必要が
あります。

v トラステッド・ユーザー・マッピングを持つ
(USE_TRUSTED_CONTEXT オプションが「Y」
に設定された) ユーザーが、ユーザー・マッピン
グを変更しようとしました。トラステッド・ユー
ザー・マッピングを使用するとき、ユーザーは
REMOTE_PASSWORD オプションの設定だけを
変更できます。トラステッド・ユーザー・マッピ

ングの他のオプションを変更するには、ユーザー
に DBADM 権限が必要です。

v ユーザーが FED_PROXY_USER ユーザー・マッ
ピング・オプションまたは
USE_TRUSTED_CONTEXT ユーザー・マッピン
グ・オプションを変更しようとしました。これら
のオプションの値を変更するには、ユーザーに
SECADM 権限が必要です。

v ユーザーが、FED_PROXY_USER オプションま
たは USE_TRUSTED_CONTEXT オプションを持
つユーザー・マッピングを作成またはドロップし
ようとしました。これらのオプションを持つユー
ザー・マッピングを作成またはドロップするに
は、ユーザーに SECADM 権限が必要です。

v ユーザーが FED_PROXY_USER サーバー・オプ
ションを変更しようとしました。このオプション
の設定を変更するには、ユーザーに SECADM 権
限が必要です。

v ユーザーが、FED_PROXY_USER オプションを
持つサーバーを作成またはドロップしようとしま
した。このオプションを持つサーバーを作成また
はドロップするには、ユーザーに SECADM 権限
が必要です。

10. 許可 ID authorization-ID を持つユーザーが
ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャーを呼び出し
たときにこのメッセージ返される場合、その原因
は、ユーザーがオンライン表移動操作を開始したユ
ーザーと同じ許可 ID を持っていないためです。

一部のデータ・ソースは、authorization-ID、operation、
および object-name に適切な値を提供しません。この場
合、メッセージ・トークンは <data source>

AUTHID:UNKNOWN、UNKNOWN、および <data

source> :TABLE/VIEW のフォーマットになります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: それぞれの状況で推奨される解決方法
は、次のとおりです。

1. ステートメント GRANT REFERENCES ON

object-name TO authorization-ID を使用して
REFERENCES 特権を付与します。

2. DB2 ユーティリティー・プログラムまたは CLI パ
ッケージをデータベースに再バインドする必要があ
る場合、データベース管理者は、データベース接続
中にインスタンスの bnd サブディレクトリーから
以下のいずれかの CLP コマンドを発行できます。

v DB2 ユーティリティーの場合: DB2 bind

@db2ubind.lst blocking all grant public

v CLI パッケージの場合: DB2 bind @db2cli.lst

blocking all grant public
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パッケージへの EXECUTE 特権を付与するには、
GRANT ステートメントを使用します。例えば次の
ようにします: GRANT EXECUTE ON PACKAGE

NULLID.SYSH200 TO PUBLIC。

3. 呼び出し中にエラーが発生する場合、ステートメン
ト GRANT EXECUTE ON object-name TO

authorization-ID を使用して、ルーチンに対する
EXECUTE 特権を authorization-ID に付与します。

作成中にエラーが発生する場合、ルーチン内のステ
ートメントがアクセスしようとするオブジェクトに
対する明示的な特権を authorization-ID に付与しま
す。

4. DBADM 権限あるいはターゲット表またはビューに
対する CONTROL 特権を authorization-ID に付与
します。

5. 役割内のメンバーシップ object-name を
authorization-ID に付与します。

6. SECADM 権限を持つ 許可 IDを使用して、役割を
取り消します。

7. タスクをスケジュールしたのと同じユーザー、ある
いは DBADM、SYSADM、SYSCTRL、SYSMAINT

のいずれかの権限を持つユーザーであることを確認
します。

8. ステートメントを発行するユーザーが、置換対象の
オブジェクトの所有者であることを確認します。必
要に応じて、(SECADM 権限を持つ) セキュリティ
ー管理者は TRANSFER OWNERSHIP ステートメ
ントを使ってオブジェクトの所有権を移転できま
す。

9. フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 必
要な許可は、フェデレーテッド・サーバー、デー
タ・ソース、またはフェデレーテッド・サーバーお
よびデータ・ソースの両方に対して行うことができ
ます。

10. オンライン表移動操作を開始したユーザーと同じ許
可 ID を使用して、プロシージャーを再度呼び出し
てください。

sqlcode: -551

sqlstate: 42501、5UA0K

SQL0552N authorization-ID は、操作 operation を実
行する特権を持っていません。

説明: 許可 ID authorization-ID が、適切な許可を持た
ずに、示された operation を実行しようとしました。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 一部の
データ・ソースは、 authorization-ID および <operation>

に適切な値を提供しません。この場合、メッセージ・ト

ークンは「<data source> AUTHID:UNKNOWN」および
「UNKNOWN」のフォーマットになります。これは、指
定されたデータ・ソースの許可 ID および操作の実際の
値が不明であることを示します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: authorization-ID が、処理を実行する
許可を持っていることを確認してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この許
可は、フェデレーテッド・サーバー、データ・ソース、
またはその両方に対して付与できます。

sqlcode: -552

sqlstate: 42502

SQL0553N スキーマ名 schema-name を持つオブジェ
クトは、作成できません。

説明: スキーマ名 schema-name が無効な理由は、その
スキーマ名が、作成されるオブジェクトのタイプに依存
しているためです。

v 表、ビュー、索引、およびパッケージ・オブジェクト
は、スキーマ名
SYSCAT、SYSFUN、SYSPUBLIC、SYSSTAT、
SYSIBM、または SYSIBMADM を使用して作成する
ことはできません。将来、SYS で始まる追加のスキー
マが DB2 製品専用に予約される可能性があるため、
スキーマ名をこれらの文字で始めないことを強くお勧
めします。

v 他のすべてのタイプのオブジェクト (例えば、ユーザ
ー定義関数、特殊タイプ、トリガー、スキーマ、別
名、使用量リスト) は、文字 SYS で始まるスキーマ
名を使って作成できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 有効なスキーマ名を使用するか、また
は明示スキーマ名を取り除いて、ステートメントを再実
行してください。

sqlcode: -553

sqlstate: 42939

SQL0554N 許可 ID はそれ自体に特権または権限を
付与できません。

説明: 許可 ID が特権または権限をそれ自体に付与す
るステートメントを実行しようとしました。これが
GRANT ステートメントの場合、許可 ID それ自体は、
特権、権限、セキュリティー・ラベル、または免除が付
与される許可 ID リスト内の項目の 1 つとして表示さ
れます。これが CREATE TRUSTED CONTEXT または
ALTER TRUSTED CONTEXT である場合、許可 ID そ
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れ自体は SYSTEM AUTHID 属性の値または WITH

USE FOR 節に指定された許可名の 1 つとして表示され
ます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 許可 ID をステートメントから除去
するか置き換えてください。

sqlcode: -554

sqlstate: 42502

SQL0555N 許可 ID はそれ自体の特権は取り消せま
せん。

説明: 許可 ID が、特権が取り消される許可 ID リス
ト内の項目であるにもかかわらず、REVOKE ステート
メントを実行しようとしました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: リストから許可 ID を除去してくだ
さい。

sqlcode: -555

sqlstate: 42502

SQL0556N authorization-ID はこの特権、セキュリテ
ィー・ラベル、免除、または役割を持って
いないので、authorization-ID の特権、セ
キュリティー・ラベル、免除、または役割
を取り消す試みは拒否されました。

説明: authorization-ID には特権、セキュリティー・ラ
ベル、免除、または役割がないため、特権、セキュリテ
ィー・ラベル、免除、または役割を取り消すことができ
ません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: REVOKE 規則に一致するように
REVOKE ステートメントを変更して、ステートメント
の再サブミットを行ってください。 REVOKE ステート
メントに、拒否する対象として複数の特権、セキュリテ
ィー・ラベル、免除、または役割のリストと、許可 ID

のリストとが含まれている場合、各許可 ID に、指定さ
れている特権、セキュリティー・ラベル、免除、または
役割のうち少なくとも 1 つが付与されていることを確
認してください。

sqlcode: -556

sqlstate: 42504

SQL0557N 指定された特権の組み合わせは、与えるこ
とも取り消すこともできません。

説明: 以下のいずれかが発生しました。

v GRANT または REVOKE ステートメントに、異なっ
たクラスの特権の組み合わせが入っています。特権は
すべて 1 つのクラスでなければなりません。例は
DATABASE、PLAN、または TABLE です。

v GRANT ステートメントが、許可されていない特権を
ビューに付与しようとしました。
ALTER、INDEX、REFERENCES はビューに付与でき
ません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメントの訂正と再サブミット
を行ってください。

sqlcode: -557

sqlstate: 42852

SQL0558N authorization-ID から特権を取り消そうと
しましたが、authorization-ID は control

特権を持っているため、拒否されました。

説明: authorization-ID が control 特権を保留していま
す。 取り消される特権は control 特権によって暗黙的
に与えられるため、control 特権も取り消さない限り、
これを取り消すことはできません。

control の有効な値は、以下のとおりです。

v DBADM

v CONTROL

v CREATE NOT FENCED ROUTINE

ステートメントは実行できません。取り消される特権は
ありません。

ユーザーの処置: 必要に応じて、control 特権を取り消
してください。

sqlcode: -558

sqlstate: 42504

SQL0562N 指定されたデータベース特権は、役割を使
用して直接または間接に、PUBLIC には
与えられません。

説明: GRANT ステートメントが、役割を使用して直接
または間接に、データベース特権を予約済み許可 ID

PUBLIC に与えようとしました。DBADM 権限は
PUBLIC に付与することができません。

ステートメントは処理できません。
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ユーザーの処置: 管理権限 (例えば DBADM) を
PUBLIC に付与した場合、すべてのユーザーが管理機能
にアクセスできるようになるため、このような付与操作
は不可能です。

sqlcode: -562

sqlstate: 42508

SQL0567N 指定された許可名が ID 命名規則に合致
していないため、操作が失敗しました。許
可名: authorization-name。

説明: すべてのデータベース・オブジェクト、ユーザー
名や許可名、パスワード、グループ、ファイル、および
パスには、命名の規則が存在します。これらの規則の一
部は、作業を行っているプラットフォームに固有のもの
です。

このメッセージは、指定された許可名が ID 命名規則を
満たしていないときに返されます。例えば、a から
z、A から Z、0 から 9、およびサポートされる特殊文
字以外の文字が許可名に含まれている場合、このメッセ
ージが返される可能性があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ID 命名規則を満たしている許可名を
指定して、操作を再び実行してください。

sqlcode: -567

sqlstate: 42602

SQL0569N 許可 ID authorization-name は、システム
内のユーザー、グループ、または役割を一
意的に識別しません。

説明: GRANT または REVOKE ステートメントによっ
て指定された許可 ID は、セキュリティー名前空間内の
ユーザー、役割、またはグループを一意的に識別しませ
ん。 authorization-name への参照が未確定です。 DCE

セキュリティーを使用する場合、USER、GROUP、また
は ROLE キーワードは常に必須であることを注意して
ください。

ユーザーの処置: 指定された許可 ID を一意的に識別
する USER、GROUP、または ROLE キーワードを明示
的に指定するように、ステートメントを変更してくださ
い。

sqlcode: -569

sqlstate: 56092

SQL0570W タイプ object-type のオブジェクト
object-name の要求した特権がすべて付与
されたわけではありません。

説明: GRANT 操作がタイプ object-type のオブジェク
ト object-name で試行されましたが、付与されない特権
があります。 ステートメントを発行した許可 ID に
は、GRANT オプションで認められるすべての特権が備
わっていないか、あるいは ACCESSCTRL または
SECADM 権限がありません。

有効な要求された特権はすべて付与されました。

ユーザーの処置: 要求権限を入手し、操作を再試行して
ください。

sqlcode: +570

sqlstate: 01007

SQL0572N パッケージ pkgname は操作不能です。

説明: パッケージ pkgname は作動不能とマークされて
おり、使用するためには、その前に (RESOLVE

CONSERVATIVE を指定せずに、) 明示的に再バインド
する必要があります。このパッケージが依存している 1

つ以上のユーザー定義関数がドロップされているので、
このパッケージは使用できません。

ユーザーの処置: REBIND (RESOLVE

CONSERVATIVE の指定なし) または BIND コマンド
を使って、指定されたパッケージを明示的に再バインド
してください。

sqlcode: -572

sqlstate: 51028

SQL0573N 制約 name の参照節に指定された列リス
トが、親表または親ニックネーム
table-name のユニーク制約を識別しませ
ん。

説明: name によって識別された制約の参照節で指定さ
れた列名のリストが、参照表 table-name の主キーまた
はユニーク・キーの列名と一致しません。

指定された場合、name は制約名です。制約名を指定し
なかった場合、name は FOREIGN KEY 節の列リスト
で指定された、 3 つのピリオドが後に続く最初の列名
になります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 参照節の列リストを訂正するか、また
はユニーク制約を参照される表またはニックネームに追
加してください。

sqlcode: -573
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sqlstate: 42890

SQL0574N DEFAULT 値または IDENTITY 属性値
は、表 table-name の列 column-name で有
効ではありません。理由コード:

reason-code

説明: 表 table-name の列 column-name の DEFAULT

値または IDENTITY 属性値は有効ではありません。可
能性のある理由コードは、以下のとおりです。

1 定数がそのデータ・タイプの定数についてのフ
ォーマットに従っていないので、つまり値の長
さ、または精度が正しくないか、または関数が
間違ったデータ・タイプを戻したので、値が列
に割り当て可能ではありません。

2 浮動小数点定数が指定され、列が浮動小数点デ
ータ・タイプになっていません。

3 10 進定数が指定され、非ゼロ桁が列への割り
当て時に切り捨てられます。

4 値は、16 進数定数の X、完全に修飾された関
数名、および括弧のような接頭部文字や、スト
リングについての引用符を組み込んで 255 バ
イト以上です。値の有効でないブランクは無視
されます。等しくないコード・ページ環境で
は、データベース・コード・ページのストリン
グの拡張の結果、値は 255 バイト以上になり
ます。

5 USER 特殊レジスターが指定され、文字ストリ
ング・データ・タイプの長さ属性は、8 よりも
小さくなります。

6 日付時刻特殊レジスター (CURRENT

DATE、CURRENT TIME、または CURRENT

TIMESTAMP) が指定され、列のデータ・タイ
プと一致しません。

7 サポートされていない関数が指定されました。
指定される関数は、システム生成 cast 関数、
または組み込み関数 BLOB、DATE、TIME、ま
たは TIMESTAMP の 1 つでなければなりませ
ん。

8 日時関数の引数が、ストリング定数、または対
応する日時の特殊レジスターではありませんで
した。

9 システム生成 cast 関数が指定され、列がユー
ザー定義の異なるタイプとして定義されていま
せんでした。

10 非ゼロの位取りによる値が、ID 列の START

WITH または INCREMENT BY オプションに
指定されました。

11 DEFAULT 値として特殊レジスターが指定され
ており、文字ストリング・データ・タイプの長
さ属性が 128 未満です。

12 10 進浮動小数点定数が指定され、列が 10 進
浮動小数点データ・タイプになっていません。

< 0 ゼロより小さい理由コードは SQLCODE で
す。 DEFAULT 値指定のエラーは、この
SQLCODE に対応するエラー・メッセージのチ
ェックによって判別することができます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 返された理由コードに基づいて、
DEFAULT 値または IDENTITY 属性値を訂正してくだ
さい。

sqlcode: -574

sqlstate: 42894

SQL0575N ビューまたはマテリアライズ照会表 name

は作動不能とマーク付けされているため、
使用できません。

説明: ビューまたはマテリアライズ照会表が従属する
表、ビュー、別名、または特権が除去されたため、その
ビューまたはマテリアライズ照会表 name は作動不能と
マーク付けされました。 ビューは、以下のいずれでも
ない SQL ステートメントでは使用できません。

v COMMENT ON

v DROP VIEW または DROP TABLE

v CREATE ALIAS

v CREATE VIEW または CREATE TABLE

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: name がビューの場合、作動不能のビ
ューと同じビュー定義を使用する CREATE VIEW ステ
ートメントを発行して、ビューを再作成してください。
name がマテリアライズ照会表の場合は、作動不能のマ
テリアライズ照会表定義と同じマテリアライズ照会表の
定義を使い、CREATE TABLE ステートメントを発行し
て、マテリアライズ照会表を再作成してください。

sqlcode: -575

sqlstate: 51024

SQL0576N 反復別名チェーンとなるため、別名 name

を name2 に対して作成できません。

説明: name2 上の name の別名定義は、解決されるこ
とのない反復別名チェーンになります。 たとえば、"別
名 A が、別名 A を参照する別名 B を参照する" こと
は、解決されることのない反復別名チェーンです。
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ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: name の別名定義を変更するか、また
は別名チェーンの他のいずれかの別名定義を改訂して、
反復チェーンを回避してください。

sqlcode: -576

sqlstate: 42916

SQL0577N ユーザー定義ルーチン routine-name (特定
名 specific-name) がデータを変更しようと
しましたが、MODIFIES SQL DATA

(SQL データの変更) として定義されてい
ませんでした。

説明: ルーチンの本体の実施に使用されたプログラム
が、SQL データを変更することはできません。

ユーザーの処置: データを変更する SQL ステートメン
トを除去した後で、プログラムを再コンパイルしてくだ
さい。ルーチンを定義する際に指定された、許可される
SQL のレベルを調べてください。

sqlcode: -577

sqlstate: 38002

sqlstate: 42985

SQL0579N ルーチン routine-name (特定名
specific-name) がデータの読み取りを試行
しましたが、このルーチンは READS

SQL DATA (SQL データの読み取り) ま
たは MODIFIES SQL DATA (SQL デー
タの変更) として定義されていません。

説明: ルーチンの本体のインプリメントに使用されるプ
ログラムが、SQL データの読み取りを許可されていま
せん。

ユーザーの処置: データを読み取る SQL ステートメン
トを除去した後、プログラムを再コンパイルしてくださ
い。ルーチンを定義する際に指定された、許可される
SQL のレベルを調べてください。

sqlcode: -579

sqlstate: 38004

sqlstate: 42985

SQL0580N CASE 式の結果式を、すべて NULL にす
ることはできません。

説明: すべての結果式 (THEN および ELSE キーワー
ドに続く式) がキーワード NULL で指定された CASE

式が、ステートメントに存在します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: キーワード NULL 以外の結果式が少
なくとも 1 つ入るように、CASE 式を変更してくださ
い。

sqlcode: -580

sqlstate: 42625

SQL0581N CASE 式または DECODE 関数の結果式
のデータ・タイプに互換性がありません。

説明: 互換性のない結果式 (CASE 式の THEN および
ELSE キーワードに続く式) を持つ CASE 式または
DECODE 関数が、ステートメントに存在します。

CASE 式のデータ・タイプまたは DECODE 関数の結果
は、結果式の "結果データ・タイプの規則" を使用して
決定されます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 互換性を持つように、結果式を修正し
てください。

sqlcode: -581

sqlstate: 42804

SQL0582N VALUES 節、IN 述部、GROUP BY 節
または ORDER BY 節の CASE 式に、
比較述部、全選択を用いた IN 述部、ま
たは EXISTS 述部を含めることはできま
せん。

説明: CASE 式の検索条件は以下のとおりです。

v 比較述部 (SOME、ANY、または ALL を使用)

v 全選択を使用する IN 述部

v EXISTS 述部

さらに、CASE 述部は以下の一部です。

v VALUES 節

v IN 述部

v GROUP BY 節または

v ORDER BY 節

上記の CASE 式はサポートされていません。 CASE 式
は SQL で書き込まれた関数の一部である可能性があり
ます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 比較述部、IN 述部、または EXISTS

述部の使用を、CASE 式から取り除いてください。
CASE 式が関数の一部である場合、照会はエラーの原因
となる関数を除いて書き込む必要があります。

sqlcode: -582

SQL0577N
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sqlstate: 42625

SQL0583N deterministic 関数ではないか、または外
部アクションを含んでいるため、ルーチン
または式 name の使用は無効です。

説明: ルーチン (関数またはメソッド) または式は、非
決定的または外部アクションを持つものとして定義され
ます。これは、使用されているコンテキストではサポー
トされていません。無効になるコンテキストは、以下の
とおりです。

v BETWEEN 述部の最初のオペランド。

v 単純-case-式の最初の WHEN キーワードの前の式の
中。

v DECODE 関数の最初の引数。

v RATIO_TO_REPORT 関数の引数。

v GROUP BY 節の式の中。

v ORDER BY 節 (外部処理のみ) の式の中。

v PARTITION BY 節の式の中。

v ユーザー定義の述部指定、または索引拡張子定義の
FILTER 節の中。

v プロシージャー定義のグローバル変数またはパラメー
ターのデフォルト式。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: deterministic ではないルーチンまたは
外部アクション・ルーチンまたは式が使用されるよう意
図していない場合、これらの特性のないルーチンに置き
換えてください。 deterministic ではないルーチンまたは
外部アクション・ルーチンまたは式に関連する動作が意
図したものである場合は、その意図を明示するステート
メントの代替形式を使用してください。

v BETWEEN 述部の代わりに、比較述部の等価組み合
わせ (a between b and c の代わりに、a>=b and a<=c

) を使用する対応するステートメントを使用してくだ
さい。

v 単純-when-文節または DECODE 関数の代わりに、ル
ーチンが探索条件ごとに指定される探索-when-文節を
使用してください。

v RATIO_TO_REPORT 関数の引数をネストした照会に
プッシュします。

v deterministic ではないルーチンまたは式、または外部
アクション・ルーチンまたは式を、GROUP BY 節か
ら除去してください。 deterministic ではないルーチン
または式、または外部アクション・ルーチンまたは式
に基づいた結果の列をグループ化させる場合は、ネス
トした表の式または共通の表の式を使用し、結果の列
としての式で結果の表をまず提供してください。

v ORDER BY 節から外部アクション・ルーチンを除去
してください。列が照会の結果セットの一部である場
合、ORDER BY 節の式を単一整数または単一列名形
式のソート・キーに変更してください。

v deterministic ではないルーチンまたは式、または外部
アクション・ルーチンまたは式を、FILTER 節から除
去してください。

v 非 deterministic または外部アクションのルーチン/式
を、プロシージャー定義のグローバル変数またはパラ
メーターのデフォルト節から除去してください。

sqlcode: -583

sqlstate: 42845

SQL0584N NULL または DEFAULT の使用は無効
です。

説明: DEFAULT は、それが INSERT または MERGE

ステートメントの一部である場合にのみ、VALUES 節
内で使用できます。

INSERT ステートメントに含まれない VALUES 節は、
各列の少なくとも 1 行に非 NULL 値を持つ必要があり
ます。ただし、ステートメントで使用されるコンテキス
トに基づいて NULL のデータ・タイプを解決できる場
合を除きます。

DEFAULT を WHERE または HAVING 節の列名とし
て使用する場合には、これを大文字にして、二重引用符
で囲まなければなりません。

DEFAULT は、SQL プロシージャー、ホスト変数、ま
たはパラメーター・マーカー内で SQL 変数または SQL

パラメーターに割り当てを行っている、割り当てステー
トメント内では使用できません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合:

DEFAULT は、オブジェクトがニックネームである
INSERT ステートメントの VALUES 節では使用されま
せん。

ユーザーの処置: VALUES 節の値を、NULL または
DEFAULT 以外に置き換えてください。 DEFAULT を
列名として使用する場合には、これを大文字にして、二
重引用符で囲まなければなりません。 DEFAULT を、
SQL プロシージャー、ホスト変数、またはパラメータ
ー・マーカー内の SQL 変数または SQL パラメーター
に割り当てないでください。

sqlcode: -584

sqlstate: 42608
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SQL0585N スキーマ名 schema-name は、SET

special-register ステートメントに複数回出
現します。

説明: 特殊レジスター special-register の SET ステー
トメントに、スキーマ schema-name が複数個組み込ま
れています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 重複物のある SET ステートメント内
のリストを調べてください。 スキーマ名を誤って入力
したために、たまたま別の入力と重複してしまったにす
ぎないエラーの場合、スキーマ名を正しいものに訂正し
てから、ステートメントを再発行してください。 入力
内容が実際に重複している場合、アクションは不要で
す。

sqlcode: -585

sqlstate: 42732

SQL0586N special-register 特殊レジスターの全長は
length を超えることはできません。

説明: special-register は、 SET ステートメントで指定
した値よりも短い長さとして定義されています。ストリ
ングの内容に、二重引用符で区切られ、コンマで次のス
キーマ名から分離されている各スキーマ名が入っていま
す。 特殊レジスター内のすべてのスキーマ名のストリ
ングの全長は、特殊レジスターの最大長を超えてはなり
ません。 SET PATH または SET CURRENT

PACKAGE PATH ステートメントを使うと、このメッセ
ージが表示されます。

ステートメントまたはコマンドが処理されません。

ユーザーの処置: スキーマ名を除去して、特殊レジスタ
ーの長さに収まるように合計長を削減してください。
失敗したステートメントが SET PATH であって、しか
もすべてのスキーマ名が必要である場合、いくつかのユ
ーザー定義関数、プロシージャー、メソッド、または特
殊タイプを統合して、 SQL PATH に必要なスキーマ名
を減らす必要があるかもしれません。

sqlcode: -586

sqlstate: 42907

SQL0590N コンテキスト context-tag で指定された名
前 name がユニークではありません。

説明: 名前 name がパラメーター、SQL 変数、カーソ
ル、ラベル、または条件として、context-tag によって定
義されたコンテキストに指定されています。この名前は
固有名ではありません。

context-tag が“BEGIN...END”の場合、エラーのコンテキ

ストは動的 SQL コンパウンド・ステートメントです。
そうでない場合、エラーのコンテキストはトリガーまた
はルーチンであり、context-tag はコンパウンド・ステー
トメントの入ったトリガー名またはルーチン名です。

v name がパラメーター名の場合、これはパラメータ
ー・リストとルーチンの EXPRESSION AS 節内でユ
ニークでなければなりません。

v name が SQL 変数名、カーソル名、または条件の場
合、これはコンパウンド・ステートメント内でユニー
クでなければなりません。

v ラベルはコンパウンド・ステートメント内でユニーク
でなければならず、ネストされたステートメントのラ
ベルとは異なっていなければなりません。

ユーザーの処置: 固有名になるように変更してくださ
い。

sqlcode: -590

sqlstate: 42734

SQL0593N ROW CHANGE TIMESTAMP 列、
ROW BEGIN 列、ROW END 列、また
は期間の列に、NOT NULL を指定する必
要があります。 column-name。

説明: 行変更タイム・スタンプ、行開始、および行終了
列は NULL 値をサポートしません。そのような列が
CREATE TABLE ステートメントまたは ALTER

TABLE ステートメントで定義される場合、その列に
NOT NULL 節を指定する必要があります。

期間の列は、NOT NULL として定義する必要がありま
す。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: ステートメントを変更して、NOT

NULL を列 column-name に指定します。

sqlcode: -593

sqlstate: 42831

SQL0595W 分離レベル requested-level が、
escalated-level にエスカレートされまし
た。

説明: 示された分離レベルは、DB2 ではサポートされ
ていません。 DB2 がサポートしている分離レベルの次
に高いレベルになりました。

ユーザーの処置: この警告を防ぐには、DB2 がサポー
トしている分離レベルを指定してください。 DB2 は、
繰り返し可能読み取り (RR)、読み取り固定 (RS)、カー
ソル固定 (CS)、非コミット読み取り (UR) の分離レベ
ルをサポートしています。
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sqlcode: +595

sqlstate: 01526

SQL0597N DATALINK 値を検索できません。理由コ
ード = reason-code。

説明: DATALINK 値を検索できません。可能性のある
理由コードは、以下のとおりです。

01 DB2 Data Links Manager では、 DATALINK

値参照ファイルを変更するための書き込みトー
クン付きで組み込まれた DATALINK 値を、
DB2 ユーザーが検索することを許可しませ
ん。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいたアクションは、
以下のとおりです。

01 DB2 Data Links Manager 管理者に連絡し、こ
のファイルに対する書き込みアクセスを付与し
てください。

sqlcode: -0597

sqlstate: 42511

SQL0598W 既存索引 name が主キーまたはユニー
ク・キーの索引として使用されます。

説明: 主キーまたはユニーク・キーを定義する ALTER

TABLE 操作には索引が必要で、示された索引が必要な
索引と一致しています。

非パーティション主キーまたは非パーティション・ユニ
ーク・キー索引の索引記述が、主キーまたはユニーク・
キーと同じ列セットを識別し (順序は問わない)、ユニー
クなものとして指定されている場合、それは昇順または
降順の指定に関係なく、一致していると見なされます。

ただし、列が範囲パーティション・キー列のスーパーセ
ットではないパーティション化索引は、一致していると
見なされません。

ステートメントは正常に処理されます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

sqlcode: +598

sqlstate: 01550

SQL0599W 長ストリング・データ・タイプに基づいた
特殊タイプに対して、比較関数が作成され
ません。

説明: 長ストリング・データ・タイプ (BLOB、
CLOB、DBCLOB、LONG VARCHAR、または LONG

VARGRAPHIC) に基づいた特殊タイプに対しては、対応

する関数がこれらの組み込みデータ・タイプに対して使
用できないために、比較関数が作成されません。

これは警告状態です。ステートメントは正常に処理され
ます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

sqlcode: +599

sqlstate: 01596

SQL0600N 重複シグニチャーのため、あるいは既存の
ルーチンをオーバーライドするため、ルー
チン routine-name を生成できませんでし
た。

説明: 同じ名前を持つ他の関数およびシグニチャーがス
キーマにすでに存在するため、あるいはメソッドまたは
関数が既存のメソッドをオーバーライドするため、
CREATE または ALTER 操作中は、システム生成 cast

関数、observer メソッド、 mutator メソッド、または
constructor 関数を作成できませんでした。

ユーザーの処置: 競合の発生しているユーザー定義タイ
プ、属性、cast 関数に他の名前を選択するか、または生
成できなかった関数またはメソッドと同じ名前を持つ関
数またはメソッドをドロップしてください。

sqlcode: -600

sqlstate: 42710

SQL0601N 作成されるオブジェクト名が、タイプ
type の既存の名前 name と同じです。

説明: CREATE または ALTER ステートメントが、タ
イプ type のオブジェクトが、その名前でアプリケーシ
ョン・サーバー、または同じステートメントにすでに存
在しているときに、オブジェクト name の作成または追
加を行おうとしました。

type が FOREIGN KEY、PRIMARY KEY、UNIQUE、
または CHECK CONSTRAINT の場合、 name は、
ALTER NICKNAME、ALTER TABLE、CREATE

NICKNAME、または CREATE TABLE ステートメント
に指定されている制約名であるか、あるいはシステムに
よって生成されます。

type が ROLE の場合、名前は CREATE または
ALTER ROLE ステートメントで指定された役割名で
す。

type が DATA PARTITION の場合、name は ALTER

TABLE または CREATE TABLE ステートメントで指定
されているデータ・パーティション名です。

このエラーは、REGISTER コマンドまたは
XSR_REGISTER、XSR_DTD、または XSR_EXTENTITY
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のいずれかのプロシージャーを使用して XML スキー
マ・リポジトリー・オブジェクトを登録するときに発生
することもあります。 XSROBJECT の名前がすでに存
在しているときに、エラーとなります。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 一部の
データ・ソースは、 name および type メッセージ・ト
ークンに適切な値を提供しません。このような場合、
name と type は次のフォーマットになります。
「OBJECT:<data source> TABLE/VIEW」と
「UNKNOWN」。これは、指定されたデータ・ソースに
ある実際の値が不明であることを示しています。

type が permission の場合、name は CREATE

PERMISSION ステートメントで指定された許可名で
す。

type が mask の場合、name は CREATE MASK ステー
トメントで指定されたマスク名です。

ステートメントは処理できません。新しいオブジェクト
は作成されず、 既存のオブジェクトは変更も修正もさ
れません。

ユーザーの処置: 既存のオブジェクトをドロップする
か、または新しいオブジェクトに別の名前を選択してく
ださい。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: ステー
トメントが CREATE FUNCTION MAPPING または
CREATE TYPE MAPPING ステートメントの場合、ユ
ーザーはタイプ・マッピング名を提供する必要はなく、
システムが自動的にこのマッピングのための固有名を生
成します。

sqlcode: -601

sqlstate: 42710

SQL0602N CREATE INDEX、CREATE INDEX

EXTENSION、または ALTER INDEX

いずれかのステートメントで指定された
列、期間、またはキー式が多すぎます。

説明: CREATE INDEX ステートメントで指定されてい
る、列の数に指定期間数の 2 倍を足したものが、許可
されている最大数を超えました。 DB2 で許可されてい
る最大数は 64 です。索引が型付き表に定義された場合
は、指定された列の最大数を 63 に減らすための追加オ
ーバーヘッドがあります。

CREATE INDEX EXTENSION ステートメントの場合、
GENERATE KEY 関数は、索引内で許可されている最大
64 列を超えた列数を返します。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 他のデ
ータ・ソースの制限が異なります。制限を超えている可
能性があります。この問題はフェデレーテッド・サーバ

ーで検出されるか、またはデータ・ソースで検出される
可能性があります。

ステートメントを処理できず、指定された索引は作成さ
れませんでした。

ユーザーの処置: システムでの制限の 64 に適合するよ
うに、索引定義を変更してください。CREATE INDEX

EXTENSION ステートメントの場合、異なる
GENERATE KEY 関数を指定するか、または少ない列を
返すよう関数を再定義してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 索引定
義を変更して、データ・ソースの列数制限に適合するよ
うにしてください。

sqlcode: -602

sqlstate: 54008

SQL0603N 索引項目が重複する原因となるデータが表
に含まれているため、ユニーク索引は作成
できません。

説明: CREATE INDEX ステートメントに定義されてい
る索引は、指定された表が、識別された列および期間の
値が重複する行をすでに含んでいるために、ユニークな
索引として作成されませんでした。 XML 列に索引を定
義する場合、1 つの XML 文書から生成される索引値が
重複することがあります。

パーティション表に新規にアタッチされたパーティショ
ン (つまり、SYSDATAPARTITIONS カタログ表の
STATUS 列に値 'A' があるパーティション) がある場
合、新規にアタッチされたパーティションに重複する索
引項目が存在していることがあります。新規にアタッチ
された表パーティション内のデータがまだ表示できない
場合でも、CREATE INDEX ステートメントは、そのパ
ーティションに対する索引パーティションを作成しま
す。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによって検出されることもありま
す。

ステートメントは処理できません。指定された索引は作
成されません。

ユーザーの処置: データを調査して、重複データが有効
であるかどうかを判断してください。または、非
UNIQUE 索引を作成することを考慮してください。

索引がパーティション化され、表に新規にアタッチされ
たパーティションがある場合は、SET INTEGRITY ステ
ートメントを実行し、新規にアタッチされたパーティシ
ョンをオンラインにしてください。重複データは他の制
約に違反するため、SET INTEGRITY ステートメントに
より除去される可能性があるので、CREATE INDEX ス
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テートメントを再度発行する必要があります。ユニーク
索引が再び作成されない場合は、結果として重複索引項
目になるデータを確認してください。

sqlcode: -603

sqlstate: 23515

SQL0604N 列の長さ、列の精度、列の桁数の属性、特
殊タイプ、構造化タイプ、配列型、構造化
タイプの属性、ルーチン、キャスト・ター
ゲット・タイプ、タイプ・マッピング、ま
たはグローバル変数 data-item が無効で
す。

説明: CREATE または ALTER ステートメントのデー
タ・タイプ指定、または CAST 指定にエラーがありま
す。無効な長さ、精度、または桁数の属性が指定されて
いる可能性があるか、あるいはこのコンテキスト内では
データ・タイプ自体が正しくないか、または許されてい
ない可能性があります。 エラーのロケーションは
data-item によって、以下のように示されます。

v CREATE または ALTER TABLE ステートメントの
場合、data-item はエラーを含んでいる列の名前か、
またはエラーを含んでいるデータ・タイプを示しま
す。 列データ・タイプが構造化タイプまたは XML

データ・タイプであれば、INLINE LENGTH 値は少
なくとも 292 で、32673 を超えることはできませ
ん。LOB データ・タイプの場合、INLINE LENGTH

値は少なくとも LOB 記述子のサイズである必要があ
り (CREATE TABLE ステートメントを参照)、32673

を超えることはできません。

v CREATE FUNCTION ステートメントの場合、
data-item は、ステートメントの問題の領域を識別す
るトークンです。例えば、"PARAMETER

2"、"RETURNS"、または "CAST FROM" です。場合
によっては、エラーのあるデータ・タイプになる可能
性もあります。

v CREATE DISTINCT TYPE ステートメントの場合、
data-item は定義されるタイプの名前か、またはエラ
ーを含んでいるソース・データ・タイプの名前を示し
ます。

v CREATE TYPE(array) ステートメントの場合、
data-item はエラーを含んでいるデータ・タイプを示
します。大括弧内に指定された整数値は、1 以上
2147483647 以下の整数でなければなりません。

v CREATE または ALTER TYPE ステートメントの場
合、data-item はエラーを含んでいる属性のタイプ、
またはインライン長の値が誤っている構造化タイプの
名前を示します。インライン長を 292 よりも、また
構造化タイプの constructor 関数によって返されたサ
イズよりも小さくすることはできません。

v CREATE VARIABLE ステートメントの場合は、
data-item が正しくないデータ・タイプの変数の名前
を示します。グローバル変数のデータ・タイプは、
LONG タイプ、LOB、XML、ARRAY、および構造化
タイプを除く任意の組み込みデータ・タイプとするこ
とができます。特殊タイプおよび参照タイプはサポー
トされています。

v CAST(式 AS データ・タイプ) の場合、data-item は
"CAST" またはエラーのあるデータ・タイプです。

v XMLCAST (式 AS データ・タイプ) の場合、
data-item は "XMLCAST" またはエラーのあるデー
タ・タイプです。

v 反転タイプのマッピングの場合、リモート・データ・
タイプに [p..p] 式を使用することはできません。たと
えば、以下のステートメント (反転タイプ・マッピン
グ) は誤っています。

CREATE TYPE MAPPING tm1
FROM SERVER drdasvr TYPE CHAR([1..255])
TO SYSIBM.VARCHAR

これに対して、以下のステートメント (順方向タイ
プ・マッピング) は正しいステートメントです。

CREATE TYPE MAPPING tm1
TO SERVER drdasvr
TYPE CHAR([1..255])
FROM SYSIBM.VARCHAR

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: ステー
トメントが CREATE TYPE MAPPING ステートメント
の場合に、ローカル・データ・タイプまたはリモート・
データ・タイプのいずれかのタイプ属性が無効なタイ
プ・マッピングの作成が試行されました。次のような理
由が考えられます。

v ローカルな長さ / 精度が 0 あるいは負の値にセット
されている。

v 長さ / 精度属性が、日付 / 時間 / タイム・スタン
プ、浮動、または整数のようなデータ・タイプに対し
て指定されている。

v 桁数の属性が、文字、日付 / 時間 / タイム・スタン
プ、浮動、または整数のようなデータ・タイプに対し
て指定されている。

v FOR BIT DATA 節が、文字以外のタイプに対して指
定されている。

v リモート精度が、Informix 日付以外のリモート・デー
タ・タイプに対して 0 にセットされている。

v 無効なフィールド修飾子が Informix 日付タイプに対
する入力マッピングで使用されている。

v 終了値が、精度 / 位取りの範囲での開始値より小さ
くなっている。

ステートメントは処理できません。
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ユーザーの処置: 構文を訂正し、再試行してください。

sqlcode: -604

sqlstate: 42611

SQL0605W 一致する定義を持つ索引 name がすでに
存在しているため、索引は作成されません
でした。

説明: CREATE INDEX ステートメントは、既存の索引
定義と一致する新規索引を作成しようとしました。

列、列の順序、昇順または降順の指定が同じで、ユニー
クの強制が両方、または既存の方のみに指定されている
場合、2 つの索引の定義が一致すると判断されます。

また、列、列の順序が同じで、それらの索引キーの順序
は昇順と降順が同じまたは逆で、かつ 1 つ以上の索引
が順方向と逆方向スキャンの両方をサポートする場合
も、 2 つの索引の定義は一致すると判断されます。

パーティション表の場合、他のすべての指定が一致する
場合でも、一方がパーティション表で他方が非パーティ
ションの 2 つの索引定義は一致しません。他の点で類
似の定義を持つパーティション索引と非パーティション
索引は、同じ表上で共存できます。

新しい索引は作成されませんでした。

ユーザーの処置: 既存の索引 name が適切な索引であ
る限り、アクションは不要です。たとえば、既存の索引
が反転スキャンを許可しておらず、必要な索引がそれを
許可している場合、既存の索引 name は適切な索引では
ありません (その逆も同じです)。この場合、索引 name

は必要な索引が作成される前にドロップされなければな
りません。

sqlcode: +605

sqlstate: 01550

SQL0606N COMMENT ON または LABEL ON ス
テートメントが、指定された表または列が
owner によって所有されていないために失
敗しました。

説明: 存在しないか、またはメッセージ・テキストで示
された所有者によって所有されていない表または列で、
コメントまたはラベルに対する試行が行われました。

SQL ステートメントの処理は終了しました。

ユーザーの処置: ステートメントを訂正してください。
もう一度やり直してください。

sqlcode: -606

sqlstate: 42505

SQL0607N operation は、システム・オブジェクトに
定義されていません。

説明: SQL ステートメントに指定されている operation

は、システム・オブジェクトでは実行できません。 以
下のいずれかが、試みられました。

v システム・カタログ表、組み込み関数、または組み込
みデータ・タイプなどのシステム所有オブジェクトの
ALTER、DROP、または TRANSFER OWNERSHIP。

v システム所有組み込み関数の COMMENT ON。

v システム・カタログ表の INSERT、DELETE、または
TRUNCATE。

v システム・カタログ表での UPDATE ディレクトリ
ー。システム・カタログ表のサブセットの一部の列は
更新可能です。これらのカタログ表の UPDATE 操作
では、 SYSSTAT スキーマの更新可能なビューを使
用する必要があります。更新可能なカタログ・ビュー
(SYSSTAT ビュー) の記述については、「SQL リフ
ァレンス」を参照してください。

v システム表での索引の CREATE または DROP。

v システム表でのトリガーの CREATE。

v FOR UPDATE 節の入った SELECT ステートメント
の FROM 節で更新不可のシステム表が識別されまし
た。更新可能なシステム・カタログのリストについて
は、「SQL リファレンス」を参照してください。

v システム表スペースの DROP または ALTER。

v システムデータベース・パーティション・グループの
DROP または ALTER。

v システム・デフォルト・ワークロードの DROP。

v ENABLE、DISABLE、POSITION、ADD、または
DROP オプションが指定された、
SYSDEFAULTUSERWORKLOAD の ALTER。

v COLLECT 以外のオプションが指定された、
SYSDEFAULTADMWORKLOAD の ALTER。

v SYSDEFAULTADMWORKLOAD または
SYSDEFAULTUSERWORKLOAD が POSITION

BEFORE または AFTER オプションの値として指定
された、ワークロードの ALTER。

v IBMCATGROUP または IBMTEMPGROUP データベ
ース・パーティション・グループの
REDISTRIBUTE。

v 名前が "SYS" で始まるスキーマの所有権を転送しま
す。

v ワーク・アクション・セットの CREATE、またはデ
フォルトの管理ワークロード
SYSDEFAULTADMWORKLOAD のしきい値の
CREATE。
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オンラインの ADMIN_MOVE_TABLE 操作は、予約済
みスキーマの表に対しては実行できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 更新可能な SYSSTAT ビューを使っ
て更新可能なシステム・カタログ表の列を除き、システ
ム・オブジェクトの変更を試行しないでください。詳し
くは、「SQL リファレンス」を参照してください。

sqlcode: -607

sqlstate: 42832

SQL0612N name は重複名です。

説明: 同じ名前のステートメントが発行され、重複が許
可されていない箇所で数回にわたって現れました。これ
らの名前の現れる場所は、ステートメントのタイプによ
って異なります。

v CREATE TABLE ステートメントは、2 つの列に定義
された同じ列名を持つことができません。

v 表パーティションを指定する CREATE TABLE ステ
ートメントは、2 つのデータ・パーティションに同一
データ・パーティション名を定義することはできませ
ん。

v ALTER TABLE ステートメントでは、表にすでに存
在するデータ・パーティションの名前と同じパーティ
ション名を指定してデータ・パーティションを表に追
加またはアタッチすることはできません。

v CREATE VIEW ステートメントまたは共通表式定義
は、列名リストに同じ列名を持つことができません。
列名リストを指定しない場合は、ビューの選択リスト
の列の列名をユニークにする必要があります。

v ALTER TABLE ステートメントは、すでに存在する
列の名前、または追加する別の列と同じ名前を使用し
て、列を表に追加することはできません。さらに、列
名は、単一 ALTER TABLE ステートメントの 1 つ
の ADD、DROP COLUMN、または ALTER

COLUMN 節内でのみ参照することができます。

v CREATE INDEX は、索引キーまたは索引の
INCLUDE 列の一部として複数回指定されている列名
を持つことはできません。

v CREATE TRIGGER は、更新トリガーをアクティブ化
する列のリストに複数回指定されている列名を持つこ
とはできません。

v ステートメントの CREATE TABLE OF は、 REF IS

列および構造化タイプの任意の属性に定義された名前
と同じ名前を持つことはできません。

v CREATE TYPE ステートメントは、ROW データ・タ
イプの 2 つのフィールドまたは構造化タイプ内の 2

つの属性に定義されているものと同じ名前を持つこと

ができません。フィールド名および属性名は、タイプ
およびすべてのスーパータイプ内でユニークでなけれ
ばなりません。

v ALTER TYPE ステートメントは、タイプまたはサブ
タイプで別の追加属性としてすでに存在している属性
の名前を使用して、構造化タイプに属性を追加するこ
とはできません。さらに、属性の名前は、構造化タイ
プが作成した任意の表の REF IS 列と同じでない可能
性があります。さらに、属性名は、単一 ALTER

TYPE ステートメントで、1 つのみの ADD または
DROP ATTRIBUTE 節に参照することができます。

v CREATE INDEX EXTENSION ステートメントは、2

つのパラメーターに定義された同じ名前を持つことが
できません。

v 列名は、単一 ALTER NICKNAME ステートメントの
1 つの ALTER COLUMN 節でのみ参照できます。

v XMLQUERY、XMLEXISTS、または XMLTABLE 引
数リストに、同じ名前の引数が 2 つ 含まれていま
す。

v XMLTABLE 列リストには、同じ名前の列が 2 つ 含
まれています。

v SELECT ステートメントの型付き相関節に同じ名前の
列を 2 つ含むことはできません。

v CREATE または ALTER TABLE ステートメント
で、ユニーク・キーに同一の期間を複数回指定するこ
とはできません。

v CREATE または ALTER TABLE ステートメント
で、同じ名前を持つ期間および列を定義することはで
きません。

v 期間は同じ ALTER TABLE ステートメントで追加ま
たは変更されているため、同時にドロップすることは
できません。例えば、同じ期間名を同じ ALTER

TABLE ステートメントの DROP PERIOD 節と ADD

PERIOD 節の両方に指定することはできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメントのタイプとして適切な
固有名を指定してください。

sqlcode: -612

sqlstate: 42711

SQL0613N name によって識別される主キー、ユニー
ク・キー、または表パーティション・キー
が長すぎるか列および期間が多すぎます。

説明: このエラーは、以下のいずれかが原因です。

v name によって識別された PRIMARY KEY 節または
UNIQUE 節の列の内部長の合計が索引キーの長さ制
限を超えているか、列の数に期間の 2 倍の数を足し
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たものが最大の 64 を超えています。また、主キーま
たはユニーク・キーは、LONG VARCHAR 列を使用
して定義できません。型付き表で主キーまたはユニー
ク制約が定義された場合は、指定された列の最大数を
63 に減らし、長さを 4バイトに制限する追加の索引
オーバーヘッドがあります。

v PARTITION BY 節内の列の数が最大の 16 を超えて
います。

指定された場合、name は主キーまたはユニーク制約の
制約名です。制約名が指定されなかった場合は、name

が 3 つのピリオドが後に続く主キーまたはユニーク制
約節に指定された最初の列名になります。

索引キーの長さ制限は、索引が使用する表スペースのペ
ージ・サイズに基づいています。

キーの最大長 ページ・サイズ
-------------- ---------
1K 4K
2K 8K
4K 16K
8K 32K

表パーティション・キーの場合、name は制限を超えて
いる列の列名です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 列数の制限である 64 およびキーの長
さ制限に適合するように、1 つ以上のキー列または期間
を削除して、主キー、ユニーク・キー、または表パーテ
ィション・キーの定義を変更してください。

sqlcode: -613

sqlstate: 54008

SQL0614N 指定された列を結合した長さが長すぎるた
め、索引または索引拡張子 index-name は
作成されないか、または変更されません。

説明: キー列の内部長の合計が索引キーの長さ制限を超
えたため、索引は作成または変更できませんでした。ま
た、LONG VARCHAR、LONG VARGRAPHIC、または
LOB 列を使用する索引は作成できません。索引が型付
き表で定義された場合は、最大長を 4 バイトまで減ら
す追加の索引オーバーヘッドがあります。索引は、1 つ
またはそれ以上の列のデータ・タイプを変更する
ALTER TABLE または ALTER NICKNAME ステート
メントによって変更可能です。

GENERATE KEY 関数によって戻された列の合計が索引
キーの長さ制限を超えたため、索引拡張子を作成できま
せんでした。

索引キーの長さ制限は、索引が使用する表スペースのペ
ージ・サイズに基づいています。

キーの最大長 ページ・サイズ
-------------- ---------
1K 4K
2K 8K
4K 16K
8K 32K

ステートメントは処理できません。示されている索引ま
たは索引拡張子が作成されなかったか、または表または
ニックネームを変更できませんでした。

ユーザーの処置: 索引定義を修正するか、または列を変
更するには、1 つまたはそれ以上のキー列を除去して、
キーの長さを許容最大長まで減らしてください。索引拡
張子定義の場合、異なる GENERATE KEY 関数を指定
するか、または返される行の長さが減るよう関数を再定
義してください。

sqlcode: -614

sqlstate: 54008

SQL0615N 現在使用中のため、タイプ object-type の
オブジェクト object-name をドロップでき
ません。

説明: 使用中である場合、オブジェクトの DROP ステ
ートメントを出すことはできません。

ステートメントは処理できません。このオブジェクトは
ドロップされません。

ユーザーの処置: オブジェクト object-name に直接的、
または間接的に依存するカーソルをクローズし、ステー
トメントを再サブミットしてください。

TEMPORARY 表スペースの場合、表スペースが使用さ
れていないときにステートメントを再サブミットしてく
ださい。

sqlcode: -615

sqlstate: 55006

SQL0620N CREATE TABLE ステートメントが、
user-id に専用の、 255 より少ない表を持
つリカバリー可能な dbspace がないため
に失敗しました。

説明: dbspace 名が CREATE TABLE ステートメント
で指定されていないため、データベース・マネージャー
は、user-id が所有する専用 DB スペースを見つけよう
としました。このメッセージは、以下のいずれかの条件
のもとで表示されます。

1. DB2 (VM データベース版) で検出された user-id の
専用 DB スペースがありません。

2. 1 つ以上の専用 DB スペースが user-id で見つかり
ましたが、それぞれに 255 の表が入っています。
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3. 専用 DB スペースが、リカバリー不能ストレージ・
プールに配置されました。リカバリー可能ストレー
ジ・プールに存在する専用 DB スペースのみが、
CREATE TABLE ステートメントが dbspace 名を指
定しなかった場合に使用できるようになります。

SQL ステートメントの処理は終了しました。

ユーザーの処置: 想定される 3 つの条件に対する提案
は、以下のとおりです。

1. リカバリー可能ストレージ・プールで専用 DB スペ
ースを取得します。データベース管理者の援助が必
要になるかもしれません。

2. リカバリー可能ストレージ・プールの専用 DB スペ
ースにある表をドロップして項目を解放するか、ま
たは (1) で示されたアクションを行います。

3. 表をリカバリー不能ストレージ・プールの既存の
DB スペースに作成する場合は、 CREATE TABLE

コマンドで DB スペース名を指定します。それ以外
の場合は、(1) で示されたアクションを行ってくださ
い。

その後、CREATE TABLE ステートメントを再実行しま
す。

該当する場合は、ユーザーの専用 DB スペースを取得
してください。

sqlcode: -620

sqlstate: 57022

SQL0622N 節 clause は、このデータベースには無効
です。

説明: 示された節は、このデータベースで定義された特
性と互換性がないため、無効です。

以下の理由が考えられます。

v Unicode コード・ページを使用して作成されたデータ
ベースに接続する場合は、CCSID ASCII および
PARAMETER CCSID ASCII を指定できません。

v Unicode 以外のコード・ページを使用して作成された
データベースに接続する場合は、CCSID UNICODE

および PARAMETER CCSID UNICODE を指定でき
ません。最初に、代替照合シーケンスをデータベース
構成に指定してください。

v Unicode 以外のコード・ページを使用して作成された
データベースに接続する場合は、CCSID UNICODE

または PARAMETER CCSID UNICODE を指定でき
ません。

v FOR SBCS DATA は、単一バイト・コード・ページ
を使用して作成されたデータベースに接続する場合に
のみ指定できます。

v FOR MIXED DATA は、2 バイトまたは Unicode コ
ード・ページを使用して作成されたデータベースに接
続する場合にのみ指定できます。

v アプリケーションが現在接続しているデータベースの
名前と一致しないデータベース名を使用して、 IN

database-name.table-space-name または IN

DATABASE database-name 節が指定されました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 節を変更または除去して、SQL ステ
ートメントを再発行してください。

Unicode 以外のデータベースで Unicode オブジェクトを
許可するには、データベース構成を更新し、代替照合シ
ーケンス (ALT_COLLATE) を指定してください。

sqlcode: -622

sqlstate: 56031

SQL0623N クラスタリング索引はすでに name 表で
存在します。

説明: CREATE INDEX ステートメントは 2 番目のク
ラスタリング索引を、指定された表に作成します。与え
られた表には 1 つのみのクラスタリング索引が有効で
す。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: 既存のクラスタリング索引の ID と
妥当性検査を name 表でチェックしてください。索引を
CLUSTER 属性なしで作成することを考慮してくださ
い。

sqlcode: -623

sqlstate: 55012

SQL0624N 表 name にはすでに、指定した列および
期間を使用した主キーまたはユニーク制約
があります。

説明: 主キーまたはユニーク制約は、示された表にすで
にあるため、ALTER TABLE ステートメントで定義す
ることはできません。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: 1 つの表が複数の主キーを持つことは
できません。1 つの表が既存の制約と重複するユニーク
制約を持つことはできません。

sqlcode: -624

sqlstate: 42889
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SQL0628N clause-type 節を含む、複数のキーワード
または矛盾するキーワードが存在します。

説明: ステートメントについて、この状態が診断される
さまざまな理由が存在します。原因は、clause-type の値
によって示されます。考えられる理由には、以下のもの
があります。

v キーワードが、他のキーワードと同じステートメント
に指定されていない可能性があります。

v キーワードが一連のキーワードの一部であり、そのキ
ーワードの指定の順序が強制されていない可能性があ
ります。このような順序のキーワードは、矛盾するキ
ーワードとともに指定されている可能性があります。

v キーワードが、別の関連値で、複数回出現する可能性
があります。

v このキーワードには、他の特定のキーワードが同じス
テートメントで指定されていることが必要なのに、そ
れらが指定されなかった可能性があります。

v オブジェクトを変更するときに、オブジェクトの既存
のプロパティーと矛盾するキーワードが指定されまし
た。

v パーティション表を変更するとき、ADD、ATTACH、
および DETACH 節と他の節との同時指定はサポート
されません。

v LIKE table-name 節 (table-name はニックネームを示
す) を指定して表を作成または宣言する場合、
INCLUDING COLUMN DEFAULTS 節に効果はな
く、列のデフォルトはコピーされません。

v OUT および INOUT パラメーターをサポートしない
関数内のパラメーターを定義するために、パラメータ
ー・モード OUT または INOUT が使用されました。

v RETURNS GENERIC TABLE 節を指定した CREATE

PROCEDURE ステートメントを使用して汎用表関数
を作成しようとしましたが、以下のいずれかのエラー
が発生しました。

– JAVA 以外の言語が LANGUAGE 節に指定されま
した。

– DB2GENERAL 以外のパラメーター・スタイルが
PARAMETER STYLE 節に指定されました。

v トリガーの CREATING のときに、同じトリガー・イ
ベントが複数回指定されました。

v 表スペースの作成時に、'USING STOGROUP' 節を
DMS または SMS 表スペースで使用できません。

v 表スペースの作成時に、STOGROUP を一時自動スト
レージ表スペース用に変更できません。

v 表スペースの作成時に、DATA TAG を一時表スペー
ス用に設定できません。

v 表スペースの作成時に、DATA TAG をシステム・カ
タログ表スペース用に設定できません。

v 表の作成または変更時に、LIKE を使用した
VERSIONING を as-result-table または
materialized-query-definition 用に指定できません。

ユーザーの処置: ステートメントが、そのステートメン
トに定義された構文と規則に一致していることをチェッ
クしてください。重複または矛盾するキーワードの無効
な分を訂正してください。

sqlcode: -628

sqlstate: 42613

SQL0629N 列または FOREIGN KEY name には
NULL 値を含めることができないため、
SET NULL は指定できません。

説明: ALTER TABLE ステートメントまたは示された
FOREIGN KEY 節の SET NULL オプションは無効で
す。ALTER TABLE ステートメントの場合、列 name

は外部キー制約の最後の NULL 可能な列であり、アク
ション・タイプが「ON DELETE SET NULL」に設定さ
れていたため、この列を NULL 値を許可しないように
変更することはできません。

FOREIGN KEY 節の場合、キーの列に NULL 値は許可
されていません。指定された場合、name は制約名で
す。制約名を指定しなかった場合、name は FOREIGN

KEY 節の列リストで指定された、 3 つのピリオドが後
に続く最初の列名になります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ALTER TABLE ステートメントの場
合、外部制約を除去するか、またはこの制約の少なくと
ももう 1 つの列を NULL 可能に変更してください。
FOREIGN KEY 節の場合、キー列を変更して NULL 値
への割り当てを許可するか、または削除規則を変更して
ください。

sqlcode: -629

sqlstate: 42834

SQL0631N FOREIGN KEY name が長すぎるか、ま
たは列の数が多すぎます。

説明: CREATE TABLE ステートメントの FOREIGN

KEY 節で識別された列の内部長の合計が索引キーの長
さ制限を超えているか、または識別された列の数が 64

を超えています。また、外部キーは、LONG VARCHAR

列では定義できません。

FOREIGN KEY 節で指定すると、name は制約名になり
ます。制約名を指定しなかった場合、name は
FOREIGN KEY 節の列リストで指定された、 3 つのピ
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リオドが後に続く最初の列名になります。

索引キーの長さ制限は、索引が使用する表スペースのペ
ージ・サイズに基づいています。

キーの最大長 ページ・サイズ
-------------- ---------

1K 4K

2K 8K

4K 16K

8K 32K

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 外部キー定義を修正するには、1 つ以
上のキー列を削除することによって、列の限界である
64 およびキーの長さの制限に合うようにしてくださ
い。

sqlcode: -631

sqlstate: 54008

SQL0632N 削除規則制限により、表を表 table-name

の従属表として定義できないので、
FOREIGN KEY name は無効です (理由
コード = reason-code)。

説明: 以下のいずれかの理由コードのため、 CREATE

TABLE または ALTER TABLE ステートメントのオブ
ジェクト表が、表 table-name の従属表として定義する
ことができないので、参照制約は定義できません。

v (01) リレーションシップが自己参照であり、 SET

NULL 削除規則を持つ自己参照リレーションシップは
すでに存在しています。

v (02) リレーションシップが、表がそれ自体に連結削除
されることになるような 2 つ以上の表のサイクルを
構成しています (サイクルの他のすべての削除規則は
CASCADE になります)。

v (03) 表が、複数のリレーションシップを通じて示され
ている表に連結削除されることになるようなリレーシ
ョンシップであり、既存のリレーションシップの削除
規則が SET NULL です。

エラーの原因は、CREATE TABLE または ALTER

TABLE ステートメント内の FOREIGN KEY 節に指定
されている削除規則ではなく、既存のリレーションシッ
プの削除規則にあります。

FOREIGN KEY 節で指定すると、name は制約名になり
ます。制約名を指定しなかった場合、name は
FOREIGN KEY 節の列リストで指定された、 3 つのピ
リオドが後に続く最初の列名になります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 可能であれば、CREATE TABLE ま
たは ALTER TABLE ステートメントから特定の
FOREIGN KEY 節を取り除いてください。

sqlcode: -632

sqlstate: 42915

SQL0633N FOREIGN KEY name の削除規則は
delete-rule でなければなりません (理由コ
ード = reason-code)。

説明: CREATE TABLE または ALTER TABLE ステ
ートメントの FOREIGN KEY 節内に指定された削除規
則が無効です。以下の理由コードのために、示された削
除規則が必要です。

v (01) 参照制約が自己参照で、既存の自己参照制約が示
された削除規則 (NO ACTION、RESTRICT または
CASCADE) を持っています。

v (02) 参照制約が自己参照で、表が CASCADE 削除規
則とのリレーションシップにある従属表です。

v (03) リレーションシップが、複数のリレーションシッ
プを通して表を同一表に連結削除しており、このよう
なリレーションシップは、同じ削除規則 (NO

ACTION、RESTRICT または CASCADE) を持つ必要
があります。

FOREIGN KEY 節で指定すると、name は制約名になり
ます。制約名を指定しなかった場合、name は
FOREIGN KEY 節の列リストで指定された、 3 つのピ
リオドが後に続く最初の列名になります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 可能ならば、削除規則を変更してくだ
さい。

sqlcode: -633

sqlstate: 42915

SQL0634N FOREIGN KEY name の削除規則は
CASCADE であってはなりません (理由
コード = reason-code)。

説明: CREATE TABLE または ALTER TABLE ステ
ートメントの FOREIGN KEY 節で指定された
CASCADE 削除規則が、以下の理由コードのいずれかの
ために無効です。

v (01) SET NULL、NO ACTION または RESTRICT の
削除規則を持つ自己参照制約が存在します。

v (02) リレーションシップが、表をそれ自体に連結削除
しているサイクルを構成します。サイクル内の既存の
削除規則の 1 つが CASCADE ではないので、削除規
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則が CASCADE でない場合は、このリレーションシ
ップが定義できる可能性があります。

v (03) リレーションシップが、異なる削除規則または
SET NULL に等しい削除規則を持つ複数のパスを通
して、別の表を同一表に連結削除しています。

FOREIGN KEY 節で指定すると、name は制約名にな
ります。制約名を指定しなかった場合、name は
FOREIGN KEY 節の列リストで指定された、 3 つの
ピリオドが後に続く最初の列名になります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 可能ならば、削除規則を変更してくだ
さい。

sqlcode: -634

sqlstate: 42915

SQL0636N データ・パーティション partition-name に
指定された範囲は無効です。理由コード
= reason-code。

説明: パーティション・キーに指定された範囲は、以下
のいずれかの理由コードで無効です。

1

パーティションの STARTING 値が ENDING

値より大きくなっています。通常、パーティシ
ョンの STARTING 値は ENDING 値より小さ
くなければなりません。ただし、両方の境界が
包含的である場合は、開始値を終了値と等しく
することができます。 MINVALUE または
MAXVALUE を含む境界は排他的です。たとえ
ば、STARTING (1, MINVALUE) ENDING (1,

MINVALUE) として定義されたパーティション
は正しくありません (理由コード 1)。なぜな
ら、境界値が等しく、両方とも排他的だからで
す。 1 つの境界のみ (たとえば STARTING 境
界のみ) が明示的に指定されている場合でも、
(欠落している境界が生成された後の) 結果の境
界がこの規則に違反すれば、この理由コードが
戻されます。

3

最下位キーを持つパーティションに
STARTING 値が指定されていません。

4

最上位キーを持つパーティションに ENDING

値が指定されていません。

5

直前の ENDING 値が指定されなかった場合、
STARTING 値が指定されていません。

7

DB2 UDB for System i の場合のみ: データ・
パーティションが昇順で指定されていません。

9

パーティションの STARTING 値または
ENDING 値が長すぎます。表パーティション・
キーのしきい値の合計の長さは、512 バイト以
下でなければなりません。

10

範囲が別のパーティションとオーバーラップし
ます。各データ・パーティションの開始と終了
の境界は適切に定義されなければならず、各デ
ータ値はただ 1 つのデータ・パーティション
に入らなければなりません。また、あるパーテ
ィションの終了境界と次のパーティションの開
始境界に同じ値 (MINVALUE または
MAXVALUE を除く) を使用する場合は、これ
らの境界の少なくとも 1 つを排他的として定
義する必要があります。既存の表のパーティシ
ョンの境界が包含的か排他的かを判別するに
は、次のようにして
SYSCAT.DATAPARTITIONS カタログ表を照会
します ('table-schema' と 'table-name' は該当す
る値に置き換えてください)。

SELECT
DATAPARTITIONID, DATAPARTITIONNAME,
LOWINCLUSIVE, LOWVALUE, HIGHINCLUSIVE,
HIGHVALUE
FROM SYSCAT.DATAPARTITIONS
WHERE TABSCHEMA=’table-schema’
AND TABNAME=’table-name’
ORDER BY SEQNO

11

EVERY 節を指定しているときに MINVALUE

と MAXVALUE を指定することはできませ
ん。

12

EVERY 節に指定される値はゼロより大きく、
かつユニークなパーティションを定義できるだ
けの大きさでなければなりません。

13

パーティションの STARTING 値または
ENDING 値の MINVALUE または
MAXVALUE の後に定数を指定することはでき
ません。 MINVALUE または MAXVALUE を
指定した場合、後続の (有意性の低い) すべて
の列はそれぞれ MINVALUE または
MAXVALUE でなければなりません。

14
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10 進浮動小数点の特殊値は、EVERY 節が指定
されている場合に、開始バウンド、終了バウン
ド、または増分として指定できません。

15

パーティションの STARTING 値および
ENDING 値は NULL 値にできません。
varchar2_compat データベース構成パラメータ
ーが ON に設定されている場合、長さゼロの
文字ストリング値は NULL 値として扱われる
ことに注意してください。

partition-name の値が "PARTITION=value" の形式のもの
である場合は、エラーが発生していてパーティション名
を使用できませんでした。指定された値は、パーティシ
ョン・リスト節内の問題のパーティションの開始値また
は終了値を示しています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: データ・パーティションの無効な範囲
を訂正してください。

sqlcode: -636

sqlstate: 56016

SQL0637N キーワード keyword の使用法が無効で
す。

説明: SQL ステートメントに、示されたキーワードを
持つ重複または競合指定の節が含まれます。例えば:

v DEFAULT、UNIQUE、および PRIMARY は列定義で
1 度しか指定できません。

v UNIQUE および PRIMARY を同じ列定義で両方指定
することはできません。

v PRIMARY は CREATE TABLE ステートメントで 1

度しか指定できません。

v PREPARE ステートメントで指定される
attribute-string ではオプションを複数回指定できませ
ん。または競合するオプションがあります。

v ACTIVATE または DEACTIVATE ROW ACCESS

CONTROL は 1 度しか指定できません。

v ACTIVATE または DEACTIVATE COLUMN

ACCESS CONTROL は 1 度しか指定できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 重複または競合指定の節を訂正してく
ださい。

sqlcode: -637

sqlstate: 42614

SQL0638N 列定義が指定されていないので、表 name

が作成できません。

説明: CREATE TABLE ステートメントに、列定義が
入っていません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 1 つ以上の列定義をステートメントに
追加してください。

sqlcode: -638

sqlstate: 42601

SQL0644N ステートメント statement-type のキーワー
ド keyword に指定された値が無効です。

説明: statement-type の記述で許可されているとおりの
キーワード keyword の後に無効な値があります。数値
の場合は、値が定義された範囲外にある可能性がありま
す。 その他のタイプの場合は、値が有効な値の定義セ
ットにありません。

ユーザーの処置: statement-type の解説資料から、有効
な値を判別し、適切な変更を行ってください。

sqlcode: -644

sqlstate: 42615

SQL0647N バッファー・プール bufferpool-name は現
在アクティブではありません。

説明: バッファー・プール bufferpool-name は現在のデ
ータベース環境ではアクティブになっていません。同じ
ページ・サイズの別のバッファー・プールを検出しよう
としましたが、現在のデータベース環境ではこのような
バッファー・プールがアクティブになっていません。バ
ッファー・プール bufferpool-name は最近定義されまし
たが、まだアクティブではありません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 要求されたバッファー・プールをアク
ティブ化にするには、データベースを停止して、開始し
なおしてください。

sqlcode: -647

sqlstate: 57003

SQL0648N 表 owner1.table-name1 が、複数のパスを
介した表 owner2.table-name2 に連結削除
されることになるため、この外部キーは定
義できません。理由コード =

reason-code。

説明: 以下のいずれかの理由コード = reason-code の
ために外部キーを定義できません。
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01 このリレーションシップによって、表
owner1.table-name1 は、複数のパスを介した表
owner2.table-name2 に、 SET NULL の同じ削
除規則によって連結削除されることになりま
す。

02 このリレーションシップによって、表
owner1.table-name1 は、複数のパスを介した表
owner2.table-name2 に、異なる削除規則によっ
て連結削除されることになります。

SQL ステートメントの処理は終了しました。

ユーザーの処置: ステートメントを訂正してください。
もう一度やり直してください。

sqlcode: -648

sqlstate: 42915

SQL0650N ALTER ステートメントは実行できませ
ん。理由コード = reason-code。

説明: 索引または表の ALTER は指定されたとおりに
実行できません。理由は以下のように理由コードで示さ
れます。

23

MDC ブロック索引、ITC ブロック索引、XML

パス索引、SPECIFICATION ONLY 指定の索引
には、圧縮は指定できません。

ユーザーの処置: 理由コードで示されることにしたがっ
て ALTER ステートメントを修正し、ステートメントを
もう一度発行してください。

sqlcode: -650

sqlstate: 56090

SQL0658N オブジェクト name は、明示的にドロッ
プまたは変更できません。

説明: ID name は以下のいずれかを示しています。

v 特殊タイプでの使用を目的としてシステムによって作
成されたため、DROP ステートメントではドロップで
きない cast 関数または比較関数

v ソース派生関数であるために変更できない関数

v 構造化タイプでの使用を目的としてシステムによって
作成されたため、 ALTER TYPE メソッドではドロッ
プできないメソッド

v SQL プロシージャーでの使用を目的としてシステム
によって作成されたため、 DROP ステートメントで
はドロップできないパッケージ。整合性トークン (ま

たは unique_id) は、"pkgschema.pkgname 0Xcontoken"

の形式のパッケージ名の一部として 16 進数で指定さ
れています。

v ワーク・アクション・セットのコンテキストで定義さ
れたしきい値。

v LANGUAGE SQL を使って定義されているため変更
できないルーチン

v マテリアライズ照会表定義の全選択内で参照されてい
るため、キャッシング不許可に変更できないニックネ
ーム

v DROP PERMISSION ステートメントを使用して明示
的にドロップできない、デフォルトの行許可

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置:

v 関数 name は、この関数の定義の原因となった特殊タ
イプまたは構造化タイプをドロップすることでしかド
ロップできません。特殊タイプ名は、関数の名前、あ
るいは関数に対するパラメーターのタイプのいずれか
に対応します。

v 関数 name は、ドロップしてから再作成することによ
ってのみ変更できます。

v メソッド name は、このメソッドを定義した構造化タ
イプをドロップすることによってのみドロップできま
す。メソッド名は、構造化タイプの属性名に対応して
います。

v パッケージ name は、このパッケージを定義した
SQL プロシージャーをドロップすることによっての
みドロップできます。 SQL プロシージャーの特定名
は、 DSCHEMA と DNAME を
SYSIBM.SYSDEPENDENCIES カタログ表から検索し
て見つけることができます。この表の中で、
BSCHEMA、BNAME、および BUNIQUE_ID は name

の関連する部分に一致し、BTYPE は 'K' で DTYPE

は 'L' です。整合性トークン (または unique_id) は、
同じスキーマと名前を共有するパッケージ・バージョ
ンごとに区別されている必要があります。

v ALTER WORK ACTION SET または DROP WORK

ACTION SET を使用して、しきい値を変更またはド
ロップします。

v このルーチン name を変更するには、ルーチンをドロ
ップして、再定義する必要があります。

v あらゆるマテリアライズ照会表定義内のニックネーム
への参照をすべてドロップすることによってのみ、ニ
ックネーム name をキャッシング不許可に変更できま
す。

v DROP TABLE ステートメントを使用して関連する表
をドロップした場合にのみ、デフォルトの行の許可を
暗黙的にドロップできます。そうしない場合は、
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ALTER TABLE ステートメントで DEACTIVATE

ROW ACCESS CONTROL 節を使用して、デフォル
トの行の許可をドロップできます。

SQL0659N 表オブジェクトの最大サイズを超えまし
た。

説明: 表を構成する 1 つ以上のオブジェクトが、最大
サイズに達しました。表を構成するストレージ・オブジ
ェクトは、以下のとおりです。

v データ: これは、基本列データが格納される場所で
す。

v 索引: これは、表のすべての索引が格納される場所で
す。

v 長いデータ: これは、LONG VARCHAR と LONG

VARGRAPHIC 列データが格納される場所です。

v Lob/Lob 割り振り: これは、 BLOB、 CLOB、
DBCLOB 列データ、および制御情報が格納される場
所です。

v XML: これは、XML データが格納される場所です。

ストレージ・オブジェクトは最大サイズまで大きくなる
と、それ以上は拡張できません。

ユーザーの処置: オブジェクト内の既存のスペースを、
新しいデータが格納できるようにするには、以下のアク
ションが必要になる可能性があります。

v 表を再編成してください。

v 表から不必要な行を削除してください。

v 表から索引をドロップしてください。

v データ量が減るように行を更新してください (未使用
ストレージを再利用するために、このアクションの後
に REORG が必要になる可能性があります)。

v 不必要な XML 文書を削除してください。

sqlcode: -659

sqlstate: 54032

SQL0663N データ・パーティション partition-name の
パーティション値の数が正しくありませ
ん。

説明: データ・パーティションの STARTING または
ENDING 節で、誤った数のデータ・パーティション・キ
ーのしきい値が指定されていました。データ・パーティ
ションの指定に EVERY 節を含めた場合は、データ・タ
イプが数値または日時の表パーティション・キー列が 1

つだけ存在しなければなりません。 partition-name の値
が "PARTITION=value" の形式のものである場合は、エ
ラーが発生していてパーティション名を使用できません

でした。指定された値は、パーティション・リスト節内
の問題のパーティションの開始値または終了値を示して
います。

ユーザーの処置: STARTING または ENDING 節で指
定する値の数を、表パーティション・キーの列の数と一
致するように変更してください。あるいは、表パーティ
ション・キーの列の数を変更してください。

sqlcode: -663

sqlstate: 53038

SQL0667N 表に、親表の親キーで検索できない外部キ
ーの値が入っている行が含まれているた
め、FOREIGN KEY name を、作成する
ことはできません。

説明: 変更された表が親表の親キーに一致しない外部キ
ーがある行に少なくとも 1 つ入っているため、指示さ
れた外部キーの定義が失敗しました。

指定された場合、name は制約名です。制約名を指定し
なかった場合、name は FOREIGN KEY 節の列リスト
で指定された、 3 つのピリオドが後に続く最初の列名
になります。

ステートメントは処理できません。指定した表は変更さ
れません。

ユーザーの処置: 誤りのある表の行を取り除いて、外部
キーを定義してください。

sqlcode: -667

sqlstate: 23520

SQL0668N 理由コード reason-code のため、表
table-name に対する操作は許可されませ
ん。

説明: 表 table-name へのアクセスは制限されていま
す。原因は、次の理由コード reason-code に基づいてい
ます。

1

表は、SET INTEGRITY ペンディング・アクセ
スなし状態です。表の整合性が強制されておら
ず、表の内容が無効である可能性があります。
従属表が SET INTEGRITY ペンディング・ア
クセスなし状態である場合は、SET

INTEGRITY ペンディング・アクセスなし状態
でない親表または基礎表に対する操作も、この
エラーを受け取る可能性があります。

2

表はデータ移動なし状態です。この状態のとき
には、データ移動の原因となる操作は許可され
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ません。データ移動操作には、
REDISTRIBUTE、データベース・パーティショ
ン・キーの更新、多次元クラスタリング・キー
の更新、範囲クラスタリング・キーの更新、表
パーティション・キーの更新、および REORG

TABLE などがあります。

3

表はロード・ペンディング状態です。この表に
対する直前の LOAD 試行が失敗しました。こ
の LOAD 操作の再始動または終了の時点ま
で、表へのアクセスは許可されません。

4

表は読み取りアクセス状態です。この状態は、
オンライン LOAD 処理 (READ ACCESS オプ
ションを指定した LOAD INSERT) 中、または
オンライン LOAD 操作後で、SET

INTEGRITY ステートメントを使ってすべての
制約が表の新しく付加された部分で妥当性検査
される前に発生することがあります。この状態
は、SET INTEGRITY ステートメントで整合性
検査をオフにしているときに READ ACCESS

節が使用された場合にも発生することがありま
す。この表に対する更新アクティビティーは許
可されません。

5

表はロード中状態です。現在この表に対して
LOAD ユーティリティーの操作が実行中であ
り、この LOAD が完了するまではアクセスは
許可されません。

6

ニックネームを参照するマテリアライズ照会表
は DB2 Enterprise Server Edition 内では更新で
きません。

7

表は REORG ペンディング状態です。これ
は、REORG の推奨対象となる操作が含まれる
ALTER TABLE ステートメントの後に発生す
る可能性があります。

8

表は変更ペンディング状態です。REORG の推
奨対象となる操作が含まれる ALTER TABLE

ステートメントと同じ作業単位で表を使用して
いる場合に、この状態になることがあります。

9

表が再配分ペンディング状態にある。この表に
対して REDISTRIBUTE ユーティリティーが完

了しておらず、REDISTRIBUTE が完了するま
ではアクセスは許可されません。

10

表は進行中の ADMIN_MOVE_TABLE 操作の
ソース表です。試行された操作は、移動が完了
または取り消されるまで制限されます。

11

非パーティション索引がある表に新しいデー
タ・パーティションがあり、そのパーティショ
ンを作成した追加操作かアタッチ操作と同じト
ランザクション内の操作がアクセスしようとし
ましたが、このトランザクションでは表は排他
モードでロックされません。

ユーザーの処置:

1

表 table-name に対して IMMEDIATE

CHECKED オプションを指定して SET

INTEGRITY ステートメントを実行し、表を
SET INTEGRITY ペンディング・アクセスなし
状態から抜け出させます。ユーザーが保守する
マテリアライズ照会表では、 IMMEDIATE

CHECKED ではなく IMMEDIATE

UNCHECKED オプションを指定して、ステー
トメントを実行してください。

2

従属即時マテリアライズ照会表と表 table-name

のステージング表に対して REFRESH TABLE

ステートメントを実行します。これらの従属即
時マテリアライズ照会表とステージング表の内
容は、直前の LOAD INSERT 操作を通じて
table-name の付加データから、および
ATTACH 節を指定した前の ALTER TABLE

ステートメントを通じて table-name の接続デ
ータから増分的に保守することができます。

3

直前に失敗したこの表に対する LOAD 操作
を、 RESTART または TERMINATE オプショ
ンを指定して LOAD を発行し、再始動または
終了します。

4

LOAD のために読み取りアクセス状態だった場
合は、LOAD QUERY コマンドを発行して、表
がロード処理中であるかどうかを確認してくだ
さい。ロード中の場合は、 LOAD ユーティリ
ティーが完了するまで待機するか、または必要
に応じて、直前に失敗した LOAD 操作を再始
動または終了してください。 LOAD が現在進
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行中でない場合は、 IMMEDIATE CHECKED

オプションを指定して SET INTEGRITY ステ
ートメントを発行し、表の新しくロードされた
部分の制約を検証してください。

整合性検査をオフにしていたために読み取りア
クセス状態だった場合は、IMMEDIATE

CHECKED オプションを指定して SET

INTEGRITY ステートメントを発行してくださ
い。

5

現在の LOAD 操作が完了するまで待機してく
ださい。 LOAD QUERY コマンドを使って、
ロードの進行状態をモニターすることができま
す。

6

MAINTAIN BY USER オプションを使用して
マテリアライズ照会表を定義してください。そ
の後、マテリアライズ照会表にデータを追加す
るために 副照会と共にINSERT ステートメン
トを使用してください。

7

REORG TABLE コマンドを使用して、表を再
編成してください。

REORG ペンディング状態の表の場合、以下の
節は表の再編成で許可されないことに注意して
ください。

v INPLACE REORG TABLE 節

v 表に非パーティション索引が定義されている
場合のパーティション表の ON DATA

PARTITION 節

8

作業単位を完了し、コマンドを再発行してくだ
さい。

9

REDISTRIBUTE ユーティリティーが作動して
いる場合、現在の表に対する作業が完了するま
で待ってください。 LIST UTILITIES コマンド
を使って、REDISTRIBUTE ユーティリティー
の進行状態をモニターすることができます。以
前の REDISTRIBUTE 操作が失敗し、表がこの
状態のままになっている場合、CONTINUE ま
たは ABORT オプションを指定して
REDISTRIBUTE ユーティリティーを再度発行
して、この表に対する操作を完了させてくださ
い。

10

表移動操作を完了するかまたは取り消して、コ
マンドを再発行してください。移動操作の状況
に関する情報については、
SYSTOOLS.ADMIN_MOVE_TABLE 表を照会
できます。

11

非パーティション索引があるターゲット表の新
しいパーティションにアプリケーションがアク
セスする前に、そのパーティションの追加操作
かアタッチ操作が含まれるトランザクションが
コミットされるように、アプリケーションを変
更してください。または、新しいパーティショ
ンを作成した追加操作かアタッチ操作と同じト
ランザクション内でそのパーティションがアク
セスされる際に、非パーティション索引があり
オンラインの追加操作やアタッチ操作の影響を
受ける表が排他ロックされるように、アプリケ
ーションを変更してください。

sqlcode: -668

sqlstate: 57007

SQL0669N システム必須索引のドロップはできませ
ん。

説明: DROP INDEX ステートメントがドロップする索
引は、以下で必要なものです。

v 表で主キー制約を行う

v 表でユニーク制約を行う

v 型付き表階層のオブジェクト ID (OID) 列の固有性を
適用する

v 複製されたマテリアライズ照会表を保守する

v 表の XML 列を保守する

システム必須索引は、DROP INDEX ステートメントを
使用してドロップされません。

ステートメントは処理できません。指定された索引はド
ロップされません。

ユーザーの処置: 主キーまたはユニーク制約を保持しな
い場合は、ALTER TABLE ステートメントの DROP

PRIMARY KEY 節または DROP CONSTRAINT 節を使
用して、その主キーまたはユニーク制約を除去してくだ
さい。索引が強制された主キーまたはユニーク・キーに
のみ作成されている場合は、索引はドロップされます。
そうでない場合は、DROP INDEX ステートメントが処
理されます。

OID 列の索引は、表のドロップによってのみドロップさ
れます。
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複製されたマテリアライズ照会表の保守に必要な索引
は、複製されたマテリアライズ照会表を最初にドロップ
しないとドロップできません。

表内の 1 つ以上の XML 列に関連するシステム要求索
引は、明示的にドロップできません。このような索引は
データベース・マネージャーによって保守されて、表の
XML 列をサポートします。 DROP INDEX ステートメ
ントに指定された索引をドロップするには、表もドロッ
プしなければなりません。

sqlcode: -669

sqlstate: 42917

SQL0670N 表の行の長さが length バイトの制限を超
えています。 (表スペースは
tablespace-name。)

説明: データベース・マネージャーの表の行の長さは、
以下のいずれかの制限の範囲にしてください。

v 4K ページ・サイズでは、4005 バイト

v 8K ページ・サイズの表スペースでは 8101 バイト

v 16K ページ・サイズの表スペースでは 16293 バイト

v 32K ページ・サイズの表スペースでは 32677 バイト

行の長さは、列の内部的な長さを加算した合計です。内
部列の長さの詳細については、「SQL リファレンス」の
CREATE TABLE を参照してください。

以下のいずれかの条件が存在する可能性があります。

v CREATE TABLE または ALTER TABLE ステートメ
ントに定義されている表の行の長さが、表スペースの
ページ・サイズ制限を超えています。 REGULAR 表
スペース名 tablespace-name は、ページ・サイズが行
の長さ制限を決定するために使用される表スペースを
示しています。

v CREATE GLOBAL TEMPORARY TABLE または
DECLARE GLOBAL TEMPORARY TABLE ステート
メントに定義されている表の行の長さが、表スペース
のページ・サイズ制限を超えています。USER

TEMPORARY 表スペース名 tablespace-name は、ペ
ージ・サイズが行の長さ制限を決定するために使用さ
れる表スペースを示しています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 原因にしたがって、以下のいずれかを
実行してください。

v CREATE TABLE、ALTER TABLE、CREATE

CLOBAL TEMPORARY TABLE の場合、あるいは
DECLARE GLOBAL TEMPORARY TABLE の場合
は、可能であればページ・サイズを大きくして表スペ
ースを指定します。

v ページ・サイズを大きくできない場合、列を除去して
行の長さを減らすか、または列の長さを短くします。

sqlcode: -670

sqlstate: 54010

SQL0672N DROP 操作は、表 table-name では許可さ
れていません。

説明: 以下のいずれかの理由で、DROP 操作が失敗し
ました。

v ドロップ中の表に RESTRICT ON DROP 属性があり
ます。

v ドロップ中の表スペースまたはデータベース・パーテ
ィション・グループに、RESTRICT ON DROP 属性
を持つ表が入っています。

DROP ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: 問題が DROP TABLE ステートメン
トで発生する場合は、 DROP RESTRICT ON DROP 節
を使用して ALTER TABLE ステートメントを発行して
ください。その後、DROP TABLE ステートメントを再
発行してください。

DROP TABLESPACE または DROP DATABASE

PARTITION GROUP ステートメントで問題が発生した
場合は、表スペースまたはデータベース・パーティショ
ン・グループ内に、 RESTRICT ON DROP 属性を持つ
表が他にないことを確認してください。以下の SELECT

ステートメントは、表を識別するのに役立ちます。

SELECT TB.TABNAME, TB.TABSCHEMA,
TS.TBSPACE, TS.NGNAME
FROM SYSCAT.TABLES TB,

SYSCAT.TABLESPACES TS
WHERE TYPE = ’T’ AND

DROPRULE = ’R’ AND
TB.TBSPACEID = TS.TBSPACEID

ORDER BY TS.NGNAME, TS.TBSPACE,
TB.TABSCHEMA, TB.TABNAME;

RESTRICT ON DROP 属性を持つ表を識別した後に、
RESTRICT ON DROP 属性を持つ表ごとに、 DROP

RESTRICT ON DROP 節を使用して ALTER TABLE ス
テートメントを発行してください。次に、DROP

TABLESPACE または DROP DATABASE PARTITION

GROUP ステートメントを再発行してください。

sqlcode: -672

sqlstate: 55035
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SQL0673N 主キーまたはユニーク・キー索引は、制約
name の識別された主キーまたはユニー
ク・キーの列の値と重複している行が表に
含まれているため、作成されません。

説明: name によって識別される制約の主またはユニー
ク・キー定義が、PRIMARY KEY または UNIQUE 節
の列の複製値を伴う行が、すでに変更されている表に入
っているため失敗しました。

指定された場合、name は制約名です。制約名が指定さ
れなかった場合は、name が 3 つのピリオドが後に続く
主キーまたはユニーク制約節に指定された最初の列名に
なります。

ステートメントは処理できません。指定した表は変更さ
れません。

ユーザーの処置: 主キーまたはユニーク・キーの定義を
試行する前に表から誤った行を除去してください。

sqlcode: -673

sqlstate: 23515

SQL0678N リテラル literal は、列 column-name のデ
ータ・タイプ data-type と互換性がなけれ
ばなりません。

説明: STARTING、ENDING、または EVERY 節に指
定されたリテラル literal は、列 column-name のデー
タ・タイプと互換性がありません。列のデータ・タイプ
は data-type です。 EVERY 節で使用されるリテラルの
値は、ゼロまたは負であってはなりません。
PARTITION BY 節で日時データ・タイプが指定される
場合、EVERY 節で期間を指定する必要があります。

ユーザーの処置: STARTING、ENDING、または
EVERY 節で有効なリテラルを指定してください。

sqlcode: -678

sqlstate: 53045

SQL0680N 表、ビュー、または表関数に指定されてい
る列の数が多すぎます。またはユーザー定
義行データ・タイプに指定されているフィ
ールドの数が多すぎます。

説明: 表に許可されている列の最大数は、表スペースの
ページ・サイズと列のデータ・タイプに基づいていま
す。

ページ・サイズに応じて、以下のようになっています。

v 4K: 許可されている列の最大数は 500 です。

v 8K、16K、または 32K: 許可されている列の最大数は
1012 です。

表の実際の列数は、次の公式で決定されます: 合計列数
* 8 + LOB 列の数 * 12 + データ・リンク列の数 * 28

<= ページ・サイズに関する行サイズの限度

ビューに許可されている列の最大数は 5000 です。

表関数に許可されている列の最大数は 255 です。これ
には、型付き相関節で列数が指定されている汎用表関数
も含まれます。

ニックネームに許可されている列の最大数は 5000 で
す。

ユーザー定義行データ・タイプに許可されているフィー
ルドの最大数は 1012 です。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 他のデ
ータ・ソースは異なった最大列制限を持っている可能性
があります。この制限を超えました。行タイプに許可さ
れているフィールドの最大数は 1012 です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 列またはフィールドの数が制限を超え
ないようにしてください。

ページ・サイズが大きいと列の数表を作成する場合に
は、ページ・サイズを大きくして表スペースを指定して
ください。要求されたように、分離する表またはビュー
を作成して、制限を超えた追加情報を保留にしてくださ
い。

行データ・タイプを作成する場合、1 つ以上のフィール
ドを除去し、フィールドの合計数が許可されている最大
数を超えないようにしてから、再試行してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 表列の
数を、データ・ソースにサポートされた最大数に制限し
てください。要求されたように、分離表またはビューを
作成して、データ・ソースがサポートする最大数を超え
た列の追加情報を保留にしてください。

詳しくは、以下についての資料を参照してください: *

CREATE TABLE、* CREATE VIEW、* CREATE

FUNCTION、* CREATE TYPE。

sqlcode: -680

sqlstate: 54011

SQL0683N 列、属性、ユーザー定義・タイプ、または
関数 data-item の指定に、非互換節が入っ
ています。

説明: 汎用表関数を参照している CREATE ステートメ
ント、ALTER ステートメント、XMLTABLE 式、また
は SELECT ステートメントの型付き相関節のデータ項
目の指定にエラーがあります。 "INTEGER と FOR BIT
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DATA" などの非互換の指定が存在します。列がタイプ
DB2SECURITYLABEL である場合、非互換の指定に
NOT NULL WITH DEFAULT が含まれます。エラーの
ロケーションは data-item によって、以下のように示さ
れます。

v CREATE TABLE ステートメント、ALTER TABLE

ステートメント、XMLTABLE 式、または SELECT

ステートメントの型付き相関節の場合、data-item は
エラーを含んでいる列の名前を示します。

v CREATE FUNCTION ステートメントの場合、
data-item は、ステートメントの問題の領域を識別す
るトークンです。たとえば、"PARAMETER

3"、"RETURNS"、または "CAST FROM" です。

v CREATE DISTINCT TYPE ステートメントの場合
は、data-item が定義されているタイプの名前を示し
ます。

v CREATE または ALTER TYPE ステートメントの場
合、data-item は、エラーを含んでいる節を示すか、
またはエラーを含んでいる属性の名前を示します。

v CREATE または ALTER TABLE ステートメントの
場合、BUSINESS_TIME 期間の列を DATE または
TIMESTAMP(p) として定義する必要があります。p

は 0 から 12 までの値です。

v CREATE または ALTER TABLE ステートメントの
場合、行開始、行終了、トランザクション開始 ID 列
の data-item は TIMESTAMP(12) である必要があり
ます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 非互換性を取り除いて、もう一度ステ
ートメントをやり直してください。

sqlcode: -683

sqlstate: 42842

SQL0695N 提供された値 (seclabel) をセキュリティ
ー・ラベルに変換できませんでした。
policy-id のポリシー ID を持つセキュリ
ティー・ポリシーでは、エレメント値
element-value は、序数位置 ordinal のコ
ンポーネント内のどのエレメントにも対応
しません。

説明: INSERT または UPDATE ステートメントは、タ
イプ DB2SECURITYLABEL の列に値を指定しました。
その値は、表を保護しているセキュリティー・ポリシー
の有効なセキュリティー・ラベルに変換できません。
seclabel 値が *N の場合、実際の値は db2diag ログ・フ
ァイルに書き込まれています。

コンポーネント番号により示されたコンポーネントでの

値に問題があります。序数位置は、ポリシーを作成する
ために使用される CREATE SECURITY POLICY ステ
ートメントの COMPONENTS 節にあるコンポーネント
の位置を指します。示されているエレメント値はそのコ
ンポーネント内の有効なエレメントに対応しません。

ユーザーの処置: 挿入または更新ステートメントを確認
し、セキュリティー・ラベル列に設定されている値が表
を保護するセキュリティー・ポリシーに対して有効であ
るようにしてください。ターゲット表と同じセキュリテ
ィー・ポリシーで保護されていない表から SELECT を
実行すると、無効な値が生成されることもあります。セ
キュリティー・ラベルをコピーできるのは、同じセキュ
リティー・ポリシーで保護された表の間だけです。

特定のポリシー ID のセキュリティー・ポリシー名を取
得するには、この SQL 照会を使用してください。
policy-id は、エラー・メッセージに示されているポリシ
ー ID 番号に置き換えてください。

SELECT SECPOLICYNAME
FROM SYSCAT.SECURITYPOLICIES
WHERE SECPOLICYID = policy-id

sqlcode: -695

sqlstate: 23523

SQL0696N トリガー trigger-name の定義に、無効な
相関名または遷移表名 name が使用され
ています。理由コード = reason-code。

説明: トリガー定義に、無効な name が使用されてい
ます。 reason-code の値によって問題が識別されます。

1

コンパウンド SQL (コンパイル済み) ステート
メントを使用して DELETE トリガーが定義さ
れていない場合、NEW 相関名および NEW

TABLE 名は DELETE トリガーでは使用でき
ません。

2

コンパウンド SQL (コンパイル済み) ステート
メントを使用して INSERT トリガーが定義さ
れていない場合、OLD 相関名および OLD

TABLE 名は INSERT トリガーでは使用できま
せん。

3

OLD TABLE 名および NEW TABLE 名は
BEFORE トリガーでは使用できません。

4

コンパウンド SQL (コンパイル済み) ステート
メントを使用してトリガーが定義されている場
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合、OLD TABLE 名および NEW TABLE 名は
トリガーでは使用できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 先行するキーワードとともに、無効な
相関名または遷移表名を除去してください。

SQL0697N OLD または NEW 相関名は、FOR

EACH STATEMENT 節で定義されたト
リガーでは使用できません。

説明: 定義されたトリガーに、OLD または NEW 相関
名 (あるいは、その両方) が指定された REFERENCING

節、および FOR EACH STATEMENT 節が入っていま
す。これらは一緒に指定できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: OLD または NEW 相関名を
REFERENCING 節から取り除くか、または FOR EACH

STATEMENT を FOR EACH ROW で置き換えてくだ
さい。

sqlcode: -697

sqlstate: 42899

SQL0707N 指定された ID はシステム使用のために
予約されているため、この名前 name は
使用できません。

説明: 予約名と修飾子についての規則を以下にリストし
ます。

v 表スペース名は SYS で開始できない

v ストレージ・グループ名は SYS で開始できない

v データベース・パーティション・グループ名は SYS

または IBM で開始できない

v モジュール名は SYS で開始できない

v モジュール内で定義されているオブジェクトのオブジ
ェクト名は、SYS_ で開始することはできません (た
だし、モジュール初期化プロシージャーを除く)。

v savepoint 名は SYS で開始できない

v 役割の名前を SYS で始めることはできず、
ACCESSCTRL、DATAACCESS、DBADM、NONE、
NULL、PUBLIC、SECADM、SQLADM、または
WLMADM という名前にすることもできない。

v ワークロード管理オブジェクト名は SYS で開始でき
ない

ユーザーの処置: 予約されていない名前を選択してくだ
さい。

sqlcode: -707

sqlstate: 42939

SQL0713N special-register の置換値が無効です。

説明: SET special-register ステートメントに指定した
値は、示された特殊レジスターの有効な値ではないか、
指定した値が特殊レジスターには有効であっても現行の
サーバーでは使用できないか、または指定した値が、標
識変数の結果として NULL になったかのどちらかで
す。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: 置換値と標識変数の両方、またはいず
れかを訂正してください。各特殊レジスターの有効な値
の説明については、「SQL リファレンス」を参照してく
ださい。

sqlcode: -713

sqlstate: 42815

SQL0719N ユーザー auth-id に対するバインド・エラ
ー。 パッケージ package-name はすでに
存在します。

説明: PRECOMPILE または BIND の ACTION ADD

オプションを使って、すでに存在するパッケージを追加
しようとしました。 'pkgschema.pgkname.pkgversion' の
組み合わせは、SYSCAT.PACKAGES カタログ・ビュー
の中でユニークでなければなりません。

auth-id BIND または PREP の起動者の許可 ID

package-name

'pkgschema.pkgname.pkgversion' の形式によるパ
ッケージの名前。パッケージ・バージョンが空
のストリングの場合、'.pkgversion' は名前から
省略されます。

パッケージは作成されていません。

ユーザーの処置: 重複する項目の追加を試行していない
ことを確認するには、次のような方法があります。

v 既存のアプリケーション・パッケージの名前につい
て、SYSCAT.PACKAGES カタログ・ビューをチェッ
クする。 使用されていない
'pkgschema.pkgname.pkgversion' を指定して、
PRECOMPILE または BIND を再度呼び出してくださ
い。

v ACTION ADD オプションを指定せずに PREP また
は BIND ステートメントを再発行する。これによ
り、既存のパッケージが置換されます。

sqlcode: -719

sqlstate: 42710
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SQL0720N パッケージ pkgschema.pkgname WITH

VERSION pkgversion を置換しようとしま
したが、このバージョンはすでに存在しま
す。

説明: ACTION REPLACE REPLVER オプションを使
って、すでに存在するパッケージのバージョンを作成し
ようとしています。 REPLVER キーワードに指定され
たバージョンが、 VERSION プリコンパイル・オプショ
ンに指定されたバージョンと異なっています。
VERSION プリコンパイル・オプションに指定されたバ
ージョンは、すでにカタログに存在しています。
'pkgschema.pkgname.version' の組み合わせは、
SYSCAT.PACKAGES カタログ・ビューの中でユニーク
でなければなりません。

作成されているバージョンが REPLVER キーワードに
指定されているものであると、ユーザーが勘違いするこ
とがよくあります。 これは正しくありません。
REPLVER キーワードに指定されているバージョンは、
置換されるバージョンの名前です。 作成されるバージ
ョンは、VERSION オプションでプログラムに渡される
バージョンです。

パッケージは作成されません。

ユーザーの処置: 作成されるバージョンがまだ存在して
いないことを確認してください。

この問題を解決するには、2 つの方法があります。

v 新しいバージョン名を使ってプログラムを再度プリコ
ンパイルして、元の PREP または BIND コマンドを
再発行します。

v もう 1 つの方法は、REPLVER 指定なしに ACTION

REPLACE 節を指定して PREP または BIND コマン
ドを再発行します。この場合、REPLACE は
VERSION オプションに指定されたバージョンに一致
するバージョンを置換します。

sqlcode: -720

sqlstate: 42710

SQL0721N パッケージ pkgschema.pkgname (整合性ト
ークン = 0Xcontoken) はユニークでない
ため、作成できません。

説明: そのパッケージに対してユニークでない整合性ト
ークンを持つパッケージを追加または置換しようとしま
した。 'pkgschema.pkgname.contoken' の組み合わせは、
すでに存在します。 この原因としては、PRECOMPILE

の LEVEL オプションを使って整合性トークンを指定し
たことが考えられます。

パッケージは作成されていません。

ユーザーの処置: SYSCAT.PACKAGES カタログ表で、
示された整合性トークンを持つ既存のアプリケーショ
ン・パッケージの名前をチェックしてください。
'pkgschema.pkgname.contoken' がカタログ内でユニークに
なるように、PREP または BIND コマンドを再発行して
ください。 カタログを照会するためには、以下の SQL

ステートメントを使用することができます。

SELECT PKGSCHEMA,PKGNAME
FROM SYSCAT.PACKAGES
WHERE HEX(UNIQUE_ID) = ’contoken’;

プリコンパイルで LEVEL オプションが使用された場
合、プリコンパイルを再発行して別の LEVEL 値を指定
すると整合性トークンが変更されます。 LEVEL オプシ
ョンを使用しないことをお勧めします。プリコンパイル
の LEVEL オプションを指定しない場合、整合性トーク
ンは必ず現在のタイム・スタンプ値になります。

SQL0722N auth-id に対する bind-command の実行エ
ラー。パッケージ package-name は存在し
ません。

説明: 存在しないパッケージに対してバインドまたは再
バインドが発行されました。 ACTION REPLACE が指
定されており、REPLVER オプションが存在しないバー
ジョンを指定した場合には、エラーが発生します。

bind-command

発行されたバインド・コマンド (BIND |

REBIND) のタイプ。 'BIND' という値は、プ
リコンパイルにも使用される点に注意してくだ
さい。

auth-id

バインドまたは再バインドを発行した許可
ID。

package-name

'pkgschema.pkgname.pkgversion' の形式によるパ
ッケージの名前。パッケージ・バージョンが空
のストリングの場合、'.pkgversion' は名前から
省略されます。

パッケージはバインドまたは再バインドされませんでし
た。

説明: SYSCAT.PACKAGES カタログ・ビューで、
REPLVER オプションに指定する正しい
'pkgschema.pkgname.pkgversion' をチェックしてくださ
い。

sqlcode: -722

sqlstate: 42704
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SQL0723N トリガー trigger-name のトリガー SQL

ステートメントでエラーが発生しました。
エラーに関して戻された情報には、
SQLCODE sqlcode、 SQLSTATE sqlstate

およびメッセージ・トークン token-list が
含まれています。

説明: トリガー trigger-name の SQL ステートメント
が、トリガーの実行中に失敗しました。
sqlcode、sqlstate、メッセージ・トークン・リスト (各ト
ークンは縦線によって区切られています) が提供されま
す。メッセージ・トークンは切り捨てられる可能性があ
ります。エラーの詳細な説明として、sqlcode に対応す
るメッセージを参照してください。

トリガーと、トリガーを実行させたオリジナル SQL ス
テートメントは、処理されません。

ユーザーの処置: 失敗した SQL ステートメントの
SQLCODE に関連するメッセージをチェックしてくださ
い。 メッセージで提案されているアクションに従って
ください。

sqlcode: -723

sqlstate: 09000

SQL0724N タイプ object-type の object-name のアク
ティブ化は、間接的な SQL カスケード
の最大レベルを超えます。

説明: 間接的 SQL のカスケードは、トリガーが別のト
リガー (おそらく、参照制約の削除規則を介して) をア
クティブ化したり、SQL を含むルーチンが別のルーチ
ンを呼び出した場合に発生します。このカスケードの深
さは、トリガーの場合は 16、ルーチンの場合は 64 に
制限されています。

再帰的状態 (トリガーが、直接または間接的に同じトリ
ガーをアクティブ化する、トリガー済み SQL ステート
メントを組み込んだり、またはルーチンが直接または間
接的にそのルーチン自身を呼び出す状態) は、カスケー
ドが制限を超えるのを避けるための条件が存在しない場
合に、このエラーの原因となる可能性の高い、カスケー
ドの形式である点に気を付けてください。

object-type は、TRIGGER、FUNCTION、METHOD、ま
たは PROCEDURE のいずれかです。

指定された object-name は、カスケードの 17 番目のレ
ベルでアクティブ化されるオブジェクトの 1 つです。

ユーザーの処置: このエラーを受け取ったステートメン
トによってアクティブ化または呼び出されるオブジェク
トから開始します。 このオブジェクトのいずれかが再
帰的である場合は、制限を超えてそのオブジェクトをア
クティブ化または呼び出さないようにするための条件が

存在することを確認してください。これが原因でない場
合は、アクティブ化または呼び出されるオブジェクトの
チェーンをたどって、カスケードの制限を超えるチェー
ンを判別してください。

sqlcode: -724

sqlstate: 54038

SQL0727N 暗黙的にシステム・アクション・タイプ
action-type を実行中にエラーが発生しまし
た。エラーに関して戻された情報には、
SQLCODE sqlcode、 SQLSTATE sqlstate

およびメッセージ・トークン token-list が
含まれています。

説明: ステートメントあるいはコマンドの処理によっ
て、データベース・マネージャーが追加の処理を行う場
合があります。この処理中にエラーが発生しました。試
行されたアクションは、action-type によって表示されま
す。

1

パッケージの暗黙的な再バインド

2

キャッシュされた動的 SQL ステートメントの
暗黙的な準備

3

オブジェクトの暗黙的な妥当性再検査

4

この戻りコードは、DB2 による使用のために
予約されています。

5

静的 SQL ステートメントの増分バインドが、
パッケージ・バインド時にバインドされていま
せん。

6

ホスト変数、特殊レジスター、またはパラメー
ター・マーカーの入った再最適化可能なステー
トメントの暗黙の準備。

7

トリガーの暗黙的再生成

8

関数の暗黙的再生成

9

チェック制約の暗黙的再生成

10
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グローバル変数の暗黙的インスタンス化

11

モジュール初期化ルーチンの暗黙的呼び出し

sqlcode、sqlstate、メッセージ・トークン・リスト (各ト
ークンは縦線によって区切られています) が提供されま
す。メッセージ・トークンは切り捨てられる可能性があ
ります。エラーの詳細な説明として、sqlcode に対応す
るメッセージを参照してください。

action-type を引き起こすオリジナル SQL ステートメン
トあるいはコマンドは処理されず、暗黙的なシステム・
アクションは成功しませんでした。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: パスス
ルー・セッションで SQL ステートメントを動的に準備
し、セッションがクローズされた後でこのステートメン
トの実行を試みたために、このメッセージを受け取った
と思われます。

ユーザーの処置: 失敗した SQL ステートメントの
SQLCODE に関連するメッセージをチェックしてくださ
い。 メッセージで提案されているアクションに従って
ください。

無効なパッケージの場合、REBIND コマンドを使用して
このエラーを再作成またはすでにエラーの原因が解決さ
れているこのパッケージを、明示的に有効にすることが
できます。

データベース・オブジェクトの妥当性再検査中に発生し
たエラーの場合:

1. 管理通知ログ内で妥当性再検査失敗のメッセージを
見つけて、妥当性再検査できなかったデータベー
ス・オブジェクトの名前を判別します。

2. 将来このエラーを回避するには、以下のいずれか 1

つを行うことができます。

v このエラーの原因となっているデータベース・オ
ブジェクトが不要になった場合は、そのデータベ
ース・オブジェクトをドロップします。

v このデータベース・オブジェクトの妥当性再検査
の原因となったステートメントまたはコマンドが
変更できる場合は、ステートメントまたはコマン
ドを変更して、次回にそのステートメントまたは
コマンドが実行されるときに、データベース・オ
ブジェクトが妥当性再検査されないようにしま
す。

v 以下のいずれかを行って、即時にデータベース・
オブジェクトを妥当性再検査します。

– データベース・オブジェクトを直接参照する
SQL ステートメントを実行します。

– データベース・オブジェクトに対して
ADMIN_REVALIDATE_DB_OBJECTS プロシー
ジャーを呼び出します。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 障害の
あったステートメントがパススルー・セッションで動的
に準備されていた場合、別のパススルー・セッションを
オープンし、もう一度ステートメントを作成および準備
し、セッションがオープンしている間に実行してくださ
い。

sqlcode: -727

sqlstate: 56098

SQL0740N ルーチン routine-name (特定名
specific-name) が MODIFIES SQL DATA

(SQL データの変更) オプションを使って
指定されています。これは、このルーチン
が呼び出されるコンテキストでは無効で
す。

説明: ルーチン routine-name (特定名 specific-name) は
MODIFIES SQL DATA (SQL データの変更) を使って
定義されており、次の場合には許可されません。

v コンパウンド SQL (コンパイル済み) ステートメント
を使用して定義されたのではない BEFORE トリガー

v 相関副照会

v 検索条件 (WHERE 節やチェック制約など)

モジュール関数、および関数本体としてコンパウンド
SQL (コンパイル済み) ステートメントで定義された関
数が、MODIFIES SQL DATA オプションで定義されて
いる場合、それらは、コンパウンド SQL (コンパイル済
み) ステートメント内の割り当てステートメントの右側
で唯一の式としてのみ使用できます。

ユーザーの処置: ルーチンの解決が目的のルーチンに解
決されていることを確認してください。失敗したステー
トメントからルーチンを除去するか、または MODIFIES

SQL DATA (SQL データの変更) 以外の SQL アクセス
標識を使ってルーチンを再定義してください。

sqlcode: -740

sqlstate: 51034

SQL0746N ルーチン routine-name (特定名
specific-name) が表 table-name に対して操
作 operation の実行を試みたときに、ネス
トされた SQL ステートメント規則に違
反しました。

説明: ルーチン routine-name (特定名 specific-name)
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は、表 table-name に対して操作 operation を実行しよ
うとしました。 この操作は、アプリケーション、ある
いはそのアプリケーションから直接または間接的に呼び
出されるルーチンによる表の使用と競合します。

この操作が“READ”の場合、表 table-name は現在、アプ
リケーションまたは他のルーチンによる書き込みが行わ
れているところです。

この操作が“MODIFY”の場合、表 table-name はすでに、
アプリケーションまたは他のルーチンによる読み取りま
たは書き込みが行われているところです。

table-name が EXPLAIN 表を参照しており、このエラ
ー・メッセージを受け取るステートメントが PREPARE

ステートメントまたは EXECUTE IMMEDIATE ステー
トメントである場合は、EXPLAIN 情報を EXPLAIN 表
に挿入するときに競合が発生します。

ユーザーの処置: この操作は、再試行すると正常に実行
されることがあります。 競合を回避するには、アプリ
ケーションまたはルーチンを設計し直してください。

競合が動的ステートメントの EXPLAIN 情報の挿入時に
発生した場合は、 動的ステートメントの EXPLAIN を
使用不可にして、再度 PREPARE ステートメントまた
は EXECUTE IMMEDIATE ステートメントの実行を試
行してください。

sqlcode: -746

sqlstate: 57053

SQL0750N 表または列を名前変更できないためにステ
ートメントが失敗しました。

説明: 以下のいずれかの理由により、RENAME ステー
トメントのソース表を名前変更できません。

v 表が 1 つまたは複数のマテリアライズ照会表で参照
されている。

v 表が親または従属表として、参照制約に入っている。

v 表が 1 つ以上の XSR オブジェクトの分解用のター
ゲット表である。

v 表がシステム期間テンポラル表である。

v 表が履歴表である。

v データベース・マネージャーの構成パラメーター
auto_reval が DISABLED に設定され、以下のいずれ
かが生じている。

– 表が既存のビューで参照されている。

– 表が既存のトリガーで参照されている。これには、
トリガー SQL ステートメントの表または参照上の
トリガーを含みます。

– 表が既存の SQL 関数または SQL メソッドで参照
されている。

– 表にはチェック制約が定義されている。これには、
生成された列が原因のチェック制約も含まれます。

ターゲット表が履歴表であるために、ALTER TABLE

ステートメントのターゲット表の列を名前変更できませ
ん。

ユーザーの処置: エラーが RENAME ステートメント
に関するものである場合、RENAME ステートメントを
発行する前に、表に従属するビュー、マテリアライズ照
会表、トリガー、SQL 関数、SQL メソッド、チェック
制約、参照制約、または XSR オブジェクトをドロップ
してください。カタログを照会することにより、表に従
属するオブジェクトを判別できます。

v 表に従属するビューまたはマテリアライズ照会表の場
合は、表が BSCHEMA 列と BNAME 列に一致する
SYSCAT.VIEWDEP を照会してください。

v 表に従属するトリガーの場合、表が BSCHEMA およ
び BNAME 列に一致する SYSCAT.TRIGDEP を照会
してください。

v SQL 関数または SQL メソッドの場合、表が
BSCHEMA 列および BNAME 列に一致する
SYSCAT.ROUTINEDEP を照会してください。

v 表に対するチェック制約の場合、表が TABSCHEMA

および TABBNAME 列に一致する SYSCAT.CHECKS

を照会してください。

v 表に従属する参照制約の場合、表が TABSCHEMA お
よび TABNAME 列、または REFTABSCHEMA およ
び REFTABNAME 列に一致する
SYSCAT.REFERENCES を照会してください。

v ターゲットである表の分解用に有効な XSR オブジェ
クトの場合、表が BSCHEMA および BNAME 列 に
一致する SYSCAT.XSROBJECTDEP を照会してくだ
さい。

エラーが ALTER TABLE ステートメントの RENAME

COLUMN アクションに関するものである場合、ターゲ
ット表が履歴表である間は、列を直接名前変更できませ
ん。以下のアクションのいずれかを実行して、列を名前
変更できます。

v 履歴表を使用するシステム期間テンポラル表の名前を
判別し、ALTER TABLE ステートメントのターゲッ
トとしてその名前を使用して RENAME COLUMN 操
作を実行してください。これにより、システム期間テ
ンポラル表とそれに関連付けられている履歴表の両方
の列が名前変更されます。

v システム期間テンポラル表の名前を判別し、ALTER

TABLE ステートメントのターゲットとしてその名前
を使用して DROP VERSIONING 操作を実行してく
ださい。これにより、履歴表とシステム期間テンポラ
ル表が通常の表に変更されます。これで、元の
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ALTER TABLE ステートメントの表の列を名前変更
できます。列を名前変更すると、表は、バージョン管
理がドロップされた表の履歴表として機能できなくな
ります。

sqlcode: -750

sqlstate: 42986

SQL0751N ルーチン routine-name (特定名
specific-name) が、許可されていないステ
ートメントを実行しようとしました。

説明: ルーチンの本体をインプリメントするために使用
されるプログラムは、接続ステートメントの発行を許可
されていません。ルーチンが関数またはメソッドの場合
は、 COMMIT および ROLLBACK (SAVEPOINT オプ
ションなし) も許可されません。ルーチンがプロシージ
ャーであり、それがトリガー、関数、メソッド、または
動的コンパウンド・ステートメントの中で呼び出される
場合、そのプロシージャーの中で COMMIT または
ROLLBACK ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: 許可されないステートメントを除去し
て、プログラムを再コンパイルしてください。

sqlcode: -751

sqlstate: 38003, 42985

SQL0752N CONNECT タイプ 1 設定が使用されてい
る場合、論理作業単位内でのデータベース
への接続は許可されていません。

説明: COMMIT または ROLLBACK ステートメントを
発行する前に、別のデータベースまたは同じデータベー
スへの接続が試みられました。 要求は、CONNECT タ
イプ 1 環境内では処理できません。

ユーザーの処置:

v 他のデータベースへの接続を要求する前に、COMMIT

または ROLLBACK ステートメントのサブミットを
行なってください。

v 作業単位内で複数データベースを更新する必要がある
場合は、再プリコンパイル、またはアプリケーション
内から SET CLIENT API の発行を行なって、接続設
定を SYNCPOINT TWOPHASE と CONNECT 2 に
変更してください。

sqlcode: -752

sqlstate: 0A001

SQL0773N CASE ステートメント用のケースが見つ
かりませんでした。

説明: ELSE 節のない CASE ステートメントが、SQL

ルーチンのルーチン本体に見つかりました。 CASE ス
テートメントに指定されている条件が一致しません。

ユーザーの処置: 可能性のある条件をすべて扱えるよ
う、CASE ステートメントを変更してください。

sqlcode: -773

sqlstate: 20000

SQL0774N このステートメントは、ATOMIC コンパ
ウンド SQL ステートメント内では実行
できません。

説明: ATOMIC コンパウンド SQL ステートメントの
コンテキスト内で、COMMIT または ROLLBACK ステ
ートメントを検出しました。 これらのステートメント
は、このコンテキストでは許可されません。

ユーザーの処置: COMMIT または ROLLBACK ステー
トメントを除去するか、またはATOMIC コンパウン
ド・ステートメントにならないように、コンテキストを
変更してください。

sqlcode: -774

sqlstate: 2D522

SQL0776N カーソル cursor-name の使用は無効で
す。

説明: カーソル cursor-name が、SQL プロシージャー
の FOR ステートメントにカーソル名として指定されて
います。 このカーソルは、FOR ステートメント内の
CLOSE、FETCH、または OPEN ステートメントには指
定できません。

ユーザーの処置: CLOSE、FETCH、または OPEN ステ
ートメントを除去してください。

sqlcode: -776

sqlstate: 428D4

SQL0777N ネストされたコンパウンド・ステートメン
トは許可されていません。

説明: SQL プロシージャーのルーチン本体の ATOMIC

コンパウンド・ステートメントをネストすることはでき
ません。

ユーザーの処置: ネストされた ATOMIC コンパウン
ド・ステートメントが SQL プロシージャーに組み込ま
れていないことを確認してください。

sqlcode: -777
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sqlstate: 42919

SQL0778N 終了ラベル label が開始ラベルと同じでは
ありません。

説明: FOR、 IF、 LOOP、 REPEAT、 WHILE または
コンパウンド・ステートメントの末尾に指定されている
ラベル label が、ステートメントの先頭にあるラベルと
異なっています。 開始ラベルが指定されていない場
合、終了ラベルを指定することはできません。

ユーザーの処置:

FOR、IF、LOOP、REPEAT、WHILE、およびコンパウ
ンド・ステートメントで、終了ラベルが開始ラベルと同
じであることを確認してください。

sqlcode: -778

sqlstate: 428D5

SQL0779N GOTO、ITERATE または LEAVE ステ
ートメントに指定されているラベル label

が無効です。

説明: GOTO、 ITERATE または LEAVE ステートメ
ントにラベル label が指定されています。 このラベル
は定義されていないか、またはステートメントの有効な
ラベルではありません。

ITERATE ステートメントのラベルは、FOR、 LOOP、
REPEAT、または WHILE ステートメントのラベルであ
る必要があります。

LEAVE ステートメントのラベルは、
FOR、LOOP、REPEAT、WHILE、またはコンパウン
ド・ステートメントのラベルである必要があります。

GOTO のラベルは、GOTO ステートメントの有効範囲
である必要があります。

v GOTO ステートメントが FOR ステートメントで定義
されている場合、 label は、ネストされた FOR ステ
ートメントまたはネストされたコンパウンド・ステー
トメント以外の同一の FOR ステートメントで定義さ
れる必要があります。

v GOTO ステートメントがコンパウンド・ステートメ
ントで定義されている場合、 label は、ネストされた
FOR ステートメントまたはネストされたコンパウン
ド・ステートメント以外の同一のコンパウンド・ステ
ートメントで定義される必要があります。

v GOTO ステートメントがハンドラーで定義されてい
る場合、 label は、他の有効範囲の規則に準拠して同
一のハンドラーで定義される必要があります。

v GOTO ステートメントがハンドラー外で定義されて
いる場合、 label はハンドラー内で定義してはなりま
せん。

ユーザーの処置: GOTO、ITERATE、または LEAVE

ステートメントに有効なラベルを指定してください。

sqlcode: -779

sqlstate: 42736

SQL0780N UNDO がハンドラーに指定されています
が、ATOMIC がコンパウンド・ステート
メントに指定されていません。

説明: UNDO が SQL プロシージャーにあるコンパウ
ンド・ステートメントのハンドラーに指定されていま
す。 コンパウンド・ステートメントが ATOMIC でな
いかぎり、UNDO を指定することはできません。

ユーザーの処置: コンパウンド・ステートメントが
ATOMIC になるよう指定するか、またはハンドラーに
EXIT あるいは CONTINUE を指定してください。

sqlcode: -780

sqlstate: 428D6

SQL0781N 条件 condition-name が定義されていない
か、定義が有効範囲内にありません。

説明: 条件 condition-name がハンドラー宣言、SIGNAL

ステートメント、または RESIGNAL ステートメントで
指定されましたが、条件参照を含むコンパウンド・ステ
ートメントの有効範囲内で条件が定義されていないか、
または条件を定義済みモジュール条件として見つけるこ
とができませんでした。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 条件参照を含むコンパウンド・ステー
トメント内で DECLARE CONDITION ステートメント
を使用するか、または条件が参照されている可視のモジ
ュール内で条件を定義することにより、条件を定義して
ください。別の方法として、条件参照を特定の
SQLSTATE 値と置き換えるか、あるいは条件を参照す
るハンドラー宣言、SIGNAL ステートメント、または
RESIGNAL ステートメントを除去することができま
す。

sqlcode: -781

sqlstate: 42737

SQL0782N ハンドラーに指定されている条件または
SQLSTATE 値が無効です。

説明: 以下のいずれかの理由で、SQL ステートメント
のハンドラーに指定されている条件または SQLSTATE

値が無効です。

v 条件または SQLSTATE 値が、すでに同じ有効範囲に
ある別のハンドラーによって指定されている
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v 条件または SQLSTATE 値が、同じハンドラーに
SQLEXCEPTION、SQLWARNING、または NOT

FOUND として指定されている

v エラー・トレラントな nested-table-expression の
continue-handler 節に指定された条件、SQLSTATE 値
または SQLCODE 値が無効である

ユーザーの処置: 条件、SQLSTATE 値、または
SQLCODE 値をハンドラーから除去してください。

sqlcode: -782

sqlstate: 428D7

SQL0783N 重複する列名または無名列が、FOR ステ
ートメントの DECLARE CURSOR ステ
ートメントに指定されました。

説明: FOR ステートメントの選択リストには、ユニー
クな列名が入っていなければなりません。指定された選
択リストに重複する列名、または名前のない式がありま
す。

ユーザーの処置: FOR ステートメントに指定されてい
る選択リストにユニークな列名を指定してください。

sqlcode: -783

sqlstate: 42738

SQL0784N 制約 constraint-name をドロップできない
ためにステートメントが失敗しました。

説明: BUSINESS_TIME 期間が定義されている場合に
暗黙的に生成される制約は、DROP CHECK 節または
DROP CONSTRAINT 節を指定した ALTER TABLE ス
テートメントでは除去できません。

ユーザーの処置: DROP CHECK 節または DROP

CONSTRAINT 節を ALTER TABLE ステートメントか
ら除去してください。制約をドロップする必要がある場
合、ALTER TABLE ステートメントで DROP PERIOD

節を使って BUSINESS_TIME 期間をドロップできま
す。

sqlcode: -784

sqlstate: 42860

SQL0785N SQLSTATE または SQLCODE 変数の宣
言あるいは使用は許可されていません。

説明: SQLSTATE または SQLCODE が SQL ルーチン
のルーチン本体で変数として使用されましたが、以下の
いずれかの理由で無効です。

v SQLSTATE が CHAR(5) として宣言されていない

v SQLCODE が INTEGER として宣言されていない

v 変数に NULL 値が割り当てられている

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: SQLSTATE 変数を CHAR(5) とし
て、また SQLCODE 変数を INTEGER として宣言して
ください。 変数を有効な値に設定してください。

sqlcode: -785

sqlstate: 428D8

SQL0787N RESIGNAL ステートメントがハンドラー
内にありません。

説明: RESIGNAL ステートメントは、条件ハンドラー
内でのみ使用できます。

ユーザーの処置: RESIGNAL ステートメントを除去す
るか、あるいは SIGNAL ステートメントを代わりに使
用してください。

sqlcode: -787

sqlstate: 0K000

SQL0788N ターゲット表 table-name の同一行が、
MERGE ステートメントの更新、削除、
または挿入操作に対して、複数回確認され
ました。

説明: MERGE ステートメントの ON 検索条件が、ソ
ース表参照の複数行を指定した指定ターゲット表からの
単一行に一致しました。 この結果、ターゲット行が、
更新または削除操作で複数回操作されることになります
が、これは許可されません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 検索条件を訂正して、ターゲット表の
各行が、ソース表の 1 行にのみ一致することを確認し
てください。

あるいは、GROUP BY 機能を使用して、ターゲット表
の行に一致するソース表の行を集約するか、または
ROW_NUMBER() OLAP 式を使用してデータをクリア
してください。

sqlcode: -788

sqlstate: 21506

SQL0789N パラメーターまたは SQL 変数 name の
データ・タイプは、ルーチン、コンパウン
ド SQL ステートメント、またはカーソ
ル値コンストラクターのパラメーター・リ
ストでサポートされていません。

説明: SQL ルーチン (関数、メソッド、プロシージャ
ー) またはコンパウンド SQL ステートメントは、
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REFERENCE、LONG VARCHAR、LONG

VARGRAPHIC、または構造化データ・タイプのパラメ
ーターや SQL 変数をサポートしません。本体がコンパ
ウンド SQL (コンパイル済み) ステートメントであるト
リガーまたは関数、スタンドアロンのコンパウンド
SQL ステートメント、または SQL メソッドであるルー
チンは、XML データ・タイプのパラメーターと SQL

変数をサポートしません。ARRAY、ROW、または
CURSOR タイプのパラメーターにデフォルト値を指定
することはできません。

外部ルーチンは、構造化データ・タイプのパラメーター
をサポートしません。

カーソル値コンストラクターのパラメーター・リスト
は、ARRAY、BOOLEAN、CURSOR、ROW、LONG

VARCHAR、LONG VARGRAPHIC、REFERENCE、お
よび構造化データ・タイプのパラメーターをサポートし
ません。

ユーザーの処置:

v SQL ルーチン定義またはコンパウンド SQL ステー
トメントでは、REFERENCE、LONG VARCHAR、
LONG VARGRAPHIC、または構造化データ・タイプ
のパラメーターや SQL 変数を使用しないでくださ
い。

v 本体がコンパウンド SQL (コンパイル済み) ステート
メントであるトリガーまたは関数、スタンドアロンの
コンパウンド SQL ステートメント、または SQL メ
ソッドであるルーチンでは、XML データ・タイプの
パラメーターや SQL 変数を使用しないでください。

v 外部ルーチンでは構造化データ・タイプのパラメータ
ーを使用しないでください。

v パラメーターまたは SQL 変数 name に異なるデー
タ・タイプを指定してください。

v ARRAY、ROW、または CURSOR タイプのパラメー
ターにデフォルト値を指定しないでください。

v カーソル値コンストラクターのパラメーター・リスト
では、ARRAY、BOOLEAN、CURSOR、ROW、
LONG VARCHAR、LONG VARGRAPHIC、
REFERENCE、および構造化データ・タイプのパラメ
ーターを使用しないでください。

sqlcode: -789

sqlstate: 429BB

SQL0796N 役割 role-name1 を役割 role-name2 に付
与することは循環を作成するため、それは
無効です。

説明: 役割が循環を作成する場合、役割を付与できませ
ん。役割 role-name1 には、恐らくは別の役割を介した

役割 role-name2 が含まれます。そのため、役割を
role-name2 に付与することはできません。

ユーザーの処置: 該当する場合、循環が作成されないよ
うにするには、役割 role-name2 を役割 role-name1 から
取り消すか、または role-name2 が含まれている
role-name1 の中に含まれる役割から取り消してから、ス
テートメントを再サブミットしてください。

sqlcode: -796

sqlstate: 428GF

SQL0797N トリガー trigger-name が、サポートされ
ていないトリガー SQL ステートメント
で定義されています。

説明: 以下のリストのステートメントのみを含むトリガ
ー SQL ステートメントでトリガーを定義する必要があ
ります。

トリガーには、次の制御ステートメントを含めることが
できます。

v コンパウンド SQL (コンパイル済み) ステートメント

v コンパウンド SQL (インライン) ステートメント

v FOR ステートメント

v GET DIAGNOSTICS ステートメント

v IF ステートメント

v ITERATE ステートメント

v LEAVE ステートメント

v SIGNAL ステートメント

v WHILE ステートメント

AFTER トリガーまたは INSTEAD OF トリガーには、
次のトリガー SQL ステートメントも含めることができ
ます。

v INSERT ステートメント

v 探索済み UPDATE ステートメント

v 探索済み DELETE ステートメント

v MERGE ステートメント

v CALL ステートメント

v 全選択

v 割り当てステートメント (遷移変数の割り当てを除く)

SQL コンパウンド (コンパイル済み) ステートメントを
使用して定義された BEFORE トリガーには、以下のト
リガー SQL ステートメントを含めることもできます。

v INSERT ステートメント

v 探索済み UPDATE ステートメント

v 探索済み DELETE ステートメント
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v MERGE ステートメント

v CALL ステートメント

v 全選択

v 割り当てステートメント

SQL コンパウンド (コンパイル済み) ステートメントを
使用して BEFORE トリガーが定義されたのではない場
合、または SQL コンパウンド (コンパイル済み) ステ
ートメントによって BEFORE INSERT トリガーが定義
された場合に、トリガー操作が UNION ALL ビューに
対する INSERT、または WITH ROW MOVEMENT ビ
ューに対する UPDATE であれば、トリガー SQL ステ
ートメントに以下のものを含めることはできません。

v SQL データを変更するコンパウンド SQL (コンパイ
ル済み) ステートメントによって定義された表関数ま
たはスカラー関数

v ネストされた DELETE、INSERT、MERGE、または
UPDATE ステートメント

いくつかの場合には、trigger-name がこのメッセージに
現れません。

ユーザーの処置: このトリガーのトリガー SQL ステー
トメントを確認して、このメッセージに記載されたリス
トに合致しないステートメントを見つけ、削除してくだ
さい。

sqlcode: -797

sqlstate: 42987

SQL0798N GENERATED ALWAYS として定義され
ている列 column-name に値を指定するこ
とはできません。

説明: 表内の行を挿入または更新しているとき、
GENERATED ALWAYS 列 column-name に値が指定さ
れました。キーワード DEFAULT が指定されていない
かぎり、GENERATED ALWAYS 列を INSERT のため
列リストに、あるいは UPDATE のため SET 節に指定
することはできません。

INSERT または UPDATE は実行されません。

ユーザーの処置: GENERATED ALWAYS 列を列リス
トまたは SET 節から除去するか、または列の値として
DEFAULT を指定してください。

sqlcode: -798

sqlstate: 428C9

SQL0799W SET ステートメントがサーバー・サイト
に存在しない特殊レジスターを参照してい
ます。

説明: DB2 サーバーが理解不能な SET ステートメン
トを受け取りました。

SET SPECIAL REGISTER 要求は無視されます。

ユーザーの処置: この SQLCODE は、任意の SQL ス
テートメントのアプリケーションに戻せます。この
SQLCODE は、SQL ステートメントが受信した他のネ
ガティブ SQLCODE にマスクされている可能性があり
ます。 サーバーでの処理を続行します。

sqlcode: +799

sqlstate: 01527

SQL0801N ゼロによる除算が試みられました。

説明: 列関数または算術式の処理が、結果としてゼロに
よる除算となりました。

ステートメントは処理できません。
INSERT、UPDATE、または DELETE ステートメントの
場合は、挿入も更新も実行されません。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを調べて、問題
の原因を判別してください。問題がデータによるもので
あれば、エラーが発生した時点で処理されていたデータ
を調べてください。データ・タイプの有効範囲について
は、「SQL リファレンス」を参照してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: SQL ス
テートメントを調べて、問題の原因を判別してくださ
い。問題がデータによるものであれば、エラーが発生し
た時点でデータ・ソースで処理されていたデータを調べ
てください。

sqlcode: -801

sqlstate: 22012

SQL0802N 算術オーバーフロー、またはその他の算術
例外が発生しました。

説明: 列関数または算術式の処理で、算術オーバーフロ
ーが発生しました。

ステートメントは処理できません。
INSERT、UPDATE、または DELETE ステートメントの
場合は、挿入も更新も実行されません。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを調べて、問題
の原因を判別してください。問題がデータによるもので
あれば、エラーが発生した時点で処理されていたデータ
を調べてください。データ・タイプの有効範囲について
は、「SQL リファレンス」を参照してください。
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SQL ステートメントによって返された値を列関数が扱
えない場合にも、このエラーが返されることがありま
す。たとえば、MAX_LONGINT_INT SQL 制限で定義さ
れているよりも多い行を持つ表に対して SELECT

COUNT ステートメントを出すと、算術オーバーフロ
ー・エラーが発生します。 2,147,483,647 を超える行を
持つ表には COUNT_BIG 列関数を使用するよう考慮し
てください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: SQL ス
テートメントを調べて、問題の原因を判別してくださ
い。問題がデータによるものであれば、エラーが発生し
た時点でデータ・ソースで処理されていたデータを調べ
てください。データ・タイプの有効範囲を判別するに
は、対応する SQL リファレンスでデータ・ソースを参
照してください。

sqlcode: -802

sqlstate: 22003

SQL0803N INSERT ステートメント、UPDATE ステ
ートメントの 1 つ以上の値、および
DELETE ステートメントが原因で発生し
た外部キーの更新は無効です。これは、
index-id で識別される主キー、ユニーク制
約、またはユニーク索引が表 table-name

が索引キーに対して重複する値を持つこと
を制限しているためです。

説明: INSERT または UPDATE のオブジェクトとなる
表 table-name は、 1 つ以上の UNIQUE 索引により、
ある列または列のグループ内にユニークな値を持つよう
に制約されています。あるいは、親表の DELETE ステ
ートメントが、 1 つ以上の UNIQUE 索引によって制約
されている従属表 table-name 内の外部キーの変更を行
いました。ユニーク索引は、表に定義されている主キー
またはユニーク制約をサポートしている可能性がありま
す。要求された INSERT、UPDATE、または DELETE

ステートメントを完了すると列の値が重複してしまうた
め、ステートメントを処理できません。索引が XML 列
上にある場合、索引キーに対して重複する値が単一の
XML 文書内から生成されることがあります。

または、INSERT または UPDATE ステートメントのオ
ブジェクトがビューの場合には、そのビューが定義され
ている表 table-name が制約を受けます。

index-id が整数値である場合は、以下の照会を発行する
ことによって SYSCAT.INDEXES から索引名を取得で
きます。

SELECT INDNAME, INDSCHEMA
FROM SYSCAT.INDEXES
WHERE IID = <index-id>
AND TABSCHEMA = ’schema’
AND TABNAME = ’table’

'schema' は table-name のスキーマ部分で、'table' は
table-name の表名部分を表しています。

ステートメントは処理できません。表は変更されませ
ん。

ユーザーの処置: index-id で識別される索引の定義を調
べてください。

UPDATE ステートメントの場合は、指定した処理自体
がユニーク制約との間に矛盾がないことを確認してくだ
さい。それでもエラーの内容が不明な場合には、オブジ
ェクト表の内容を調べて、問題の原因を判別してくださ
い。

INSERT ステートメントの場合は、オブジェクト表の内
容を調べて、ユニーク制約に違反している指定した値リ
ストの値を判別してください。または、INSERT ステー
トメントに副照会が入っている場合に問題の原因を判別
するには、その副照会によって示される表の内容をオブ
ジェクト表の内容と一致させる必要があります。表がセ
キュリティー・ポリシーを使用して保護されている場
合、エラーの原因となっている行を参照することが
LBAC 信用証明情報により許可されない場合がありま
す。

索引が XML 列上にあり、ステートメントが INSERT

または UPDATE のいずれかである場合、結果として単
一の XML 文書内で値が重複することにならないか考慮
してください。

DELETE ステートメントの場合、示された従属表につい
て、外部キーのユニーク制約を調べ、規則 ON DELETE

SET NULL で定義されているかを調べてください。 こ
の表には、示されたユニーク索引に組み込まれた外部キ
ー列を持っています。この表の列に NULL がすでにあ
るために外部キー列を NULL に設定できません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 問題を
切り分けて要求失敗の原因となったデータ・ソースを突
き止め、前にリストされた索引定義および条件のデータ
を調べてください。

sqlcode: -803

sqlstate: 23505

SQL0804N 現在の要求に対するアプリケーション・プ
ログラムのパラメーターが無効です。 理
由コード reason-codeSQLDA のホスト変
数または SQLVAR が無効な場合、ホス
ト変数/SQLVAR 番号 = var-number、
SQLTYPE = sqltype、SQLLEN =

sqllen、ホスト変数/SQLVAR タイプ =

input-or-output です。

説明: 現行要求を処理中にエラーが発生しました。
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v 呼び出しパラメーター・リストはプリコンパイラーで
作成されますが、アプリケーション・プログラマーが
プリコンパイラーの出力を修正し、あるいは別の方法
で呼び出しパラメーター・リストを上書きする場合に
は正しくない可能性があります。

v SQL 内の SQLDA あるいはホスト変数が無効であ
る。

v 作成された要求がサポートされていないか、またはコ
ンテキスト外にある。

理由コードは次のように解釈されます。

100 作成された要求がサポートされていないか、ま
たはコンテキスト外にある。

101 SQLDA.SQLN が SQLDA.SQLD より小さい。

102 SQLVAR.SQLTYPE が無効である。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合:

指定したデータ・タイプは、フェデレーテッ
ド・サーバー、またはアクセスするデータ・ソ
ースによってサポートされていません。

103 SQLVAR.SQLLEN あるいは
SQLVAR2.SQLLONGLEN で指定した長さが
SQLVAR.SQLTYPE で与えられた SQL タイプ
に対して間違っている。

104 SQLVAR を 2 倍することが予期されていた
が、SQLDA.SQLDAID の SQLDOUBLED フィ
ールドが '2' に設定されていない。ラージ・オ
ブジェクト・タイプまたは構造化タイプのため
に、これが必要になる場合があります。

105 2 バイト文字ラージ・オブジェクトには
SQLVAR2.SQLDATALEN ポインターで示され
る奇数値があり、これが常にバイトで、
DBCLOB に対してもそうである。

106 SQLDATA ポインターが無効であるか、あるい
は不十分なストレージを示している。

107 SQLIND ポインターが無効であるか、あるいは
不十分なストレージを示している。

108 SQLDATALEN ポインターが無効であるか、あ
るいは不十分なストレージを示している。

109 特定数のホスト変数/SQLVARS が、現在の
SQL ステートメントに対して予期されていま
す。

110 LOB ロケーターが互換タイプの LOB に関連
していない。

111 LOB が SQLVAR の SQLTYPE に示されてい
るが、2 番目の SQLVAR は NULL である。

112 SQLDATATYPE NAME フィールドが無効。

データベース内で既存のユーザー定義タイプを
識別するための形式に適合していません。既存
のユーザー定義タイプを識別するための形式
は、8 バイト、その後にピリオド、さらにその
後に 18 バイトです。

113 SQLFLAG4 フィールドが無効。 構造化タイプ
が指定されている場合、値は X'12' でなければ
なりません。 参照タイプが指定されている場
合、値は X'01' でなければなりません。 その
他の場合、値は X'00' でなければなりません。

114 DB2_TRUSTED_BINDIN レジストリー変数が
有効になっていて、サポートされていないホス
ト変数データ・タイプが BINDIN の実行中に
使用されます。 DB2_TRUSTED_BINDIN レジ
ストリー変数を設定解除するか、または入力す
るホスト変数のデータ・タイプを変更してくだ
さい。

115 XML サブタイプ標識が、XML データを含む
ことができない SQLVAR.SQLTYPE の
SQLVAR.SQLNAME フィールドで設定されま
す。

ホスト変数を指定した SQL ステートメントでは、ホス
ト変数番号を使用してステートメント (あるいはコンパ
ウンド SQL の場合はサブステートメント) の最初から
カウントし無効なホスト変数を探し出すことができま
す。 SQLDA を使用したステートメントでは SQLVAR

番号が無効な SQLVAR の検出に使用されます。 入力
SQLDA では入力ホスト変数あるいは SQLVAR をカウ
ントするだけです。出力も同様です。この番号の基本は
1 であることに注意してください。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 示されたエラーについて、アプリケー
ション・プログラムを調べてください。プログラマー
は、プリコンパイラー出力を変更するべきではないこと
に注意してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 理由コ
ード 102 を受け取った場合、サポートされているデー
タ・タイプを指定してプログラムを再サブミットしてく
ださい。

sqlcode: -804

sqlstate: 07002

SQL0805N パッケージ package-name が見つかりませ
んでした。

説明: 必要なパッケージがカタログに見つからなかった
ため、ステートメントを完了できません。

SQL0805N

156 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



package-name は、以下のいずれかの形式になります。

v 'pkgschema.pkgname 0Xcontoken'。この場合、整合性ト
ークンは 16 進数で指定されます。

v 'pkgschema.pkgname.pkgversion'。パッケージ・バージ
ョンが空ストリングの場合、'.pkgversion' は名前から
省略されます。

v CURRENT PACKAGE PATH が設定されている場合
は '%.pkgname'。 CURRENT PACKAGE PATH 内の
一連のスキーマ名は、パーセント文字 ('%') によって
暗黙指定されます。

このメッセージ (SQLCODE) の原因として、以下のこと
が考えられます。

v パッケージがバインドされていなかったか、またはド
ロップされていた。

v DB2 ユーティリティーまたは CLI アプリケーション
の実行を試行中の場合、DB2 ユーティリティーをそ
のデータベースに再バインドする必要がある。

v CURRENT PACKAGE PATH が設定されている場合
は '%.pkgname'。ただし、 CURRENT PACKAGE

PATH 内のどのスキーマでも '%.pkgname' の名前の付
いたパッケージが見つからない。

指定された package-schema.package-name に対してバー
ジョン ID が使用されている場合、同じパッケージ・ス
キーマとパッケージ名を使って定義されたパッケージが
存在するけれども、既存のパッケージが要求されたバー
ジョンまたは整合性トークンと一致しないため、正しい
パッケージが見つからない可能性があります。 パッケ
ージは、パッケージ名の 3 つの部分すべてが一致して
いなければなりません。 複数のバージョンが使用され
ている場合、このメッセージが表示された原因として、
さらに以下のことが考えられます。

v 実行されているアプリケーションのバージョンはプリ
コンパイルされ、コンパイルされ、リンクされている
けれどもバインドされていないか、またはバインドさ
れているけれども、パッケージのそのバージョンが後
にドロップされている。

v アプリケーションはプリコンパイルされてバインドさ
れているけれども、 コンパイルとリンクが行われて
いないか、またはそのいずれかが行われていないた
め、実行されているアプリケーションが最新ではな
い。

v コンパイルされて、アプリケーション実行可能プログ
ラムにリンクされた、変更済みソース・ファイルを作
成したプリコンパイルとは別のソース・ファイルのプ
リコンパイルによって生成されたバインド・ファイル
からパッケージがバインドされている。

v 新規アプリケーションが、既存のパッケージの名前
(およびバージョン) を使ってバインドされたため、既

存のパッケージが置換された。 置換されたパッケー
ジと関連したアプリケーションが実行された場合に
は、エラーが発生します。

このいずれの場合も、要求の整合性トークンが既存バー
ジョンの整合性トークンと一致していないため、パッケ
ージが検出されないと考えられています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 正しいパッケージ名を指定するか、ま
たはプログラムをバインドしてください。実行中のアプ
リケーションがデータベースにバインドされていない場
合は、データベース管理者に連絡して、バインドに必要
な処置を行ってください。実行しているアプリケーショ
ンまたはオブジェクト・モジュールが、コンパイルさ
れ、プリコンパイルおよびそのパッケージを生成したバ
インドと関連付けられた、リンクされた変更済みソー
ス・コードであることを確認してください。

CURRENT PACKAGE PATH が設定されている場合
は、このパッケージを収めたスキーマが、CURRENT

PACKAGE PATH に指定されていることを確認してくだ
さい。

別のバージョンのパッケージがあるかどうかを判別する
には、以下の SQL ステートメントを使用してカタログ
を照会することができます。

SELECT PKGSCHEMA, PKGNAME,
PKGVERSION, UNIQUE_ID

FROM SYSCAT.PACKAGES
WHERE PKGSCHEMA = ’pkgschema’

and PKGNAME=’pkgname’.

UNIQUE_ID 列は、整合性トークンに対応する点に気を
付けてください。

DB2 ユーティリティー・プログラムがデータベースに
再バインドされる必要がある場合、データベース管理者
は、データベースへの接続中にインスタンスの bnd サ
ブディレクトリーから以下のいずれかの CLP コマンド
を発行することによって、これを実行することができま
す。

v DB2 ユーティリティーの場合は "db2 bind

@db2ubind.lst blocking all grant public"。

v CLI の場合は "db2 bind @db2cli.lst blocking all grant

public"。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: フェデ
レーテッド・サーバーに必要なパッケージが、該当する
データ・ソースに確実にバインドされているようにして
ください。データ・ソースへのパッケージのバインドに
関する詳細については、「フェデレーテッド・システ
ム・ガイド」を参照してください。
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sqlcode: -805

sqlstate: 51002

SQL0808N CONNECT ステートメント・セマンティ
クスに、他の既存の接続のセマンティクス
との整合性ありません。

説明: CONNECT ステートメントが、接続が存在する
ソース・ファイルの接続オプション
(SQLRULES、CONNECT タイプ、SYNCPOINT、または
RELEASE タイプ) とは異なる接続タイプでプリコンパ
イルされたソース・ファイルから作成されています。

ユーザーの処置: すべてのソース・ファイルが、同じ
CONNECT オプションでプリコンパイルされていること
を確認するか、または確認できない場合は、最初の
CONNECT ステートメントを発行する前に、SET

CLIENT api を呼び出して、アプリケーション・プロセ
スに必要なオプションを設定してください。

sqlcode: -808

sqlstate: 08001

SQL0811N スカラー式全選択、SELECT INTO ステ
ートメント、または VALUES INTO ス
テートメントの結果が複数行にまたがって
います。

説明: 以下のいずれかがエラーの原因です。

v 組み込み SELECT INTO または VALUES INTO ス
テートメントの実行結果が、複数行の結果表になりま
した。

v スカラー全選択の実行結果が、複数行の結果表になり
ました。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態は、フェデレーテッド・サーバーまたはデータ・ソー
スによっても検出されます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメントに適切な条件指定が入
っていることを確認してください。条件指定が適切な場
合には、1 行のみが想定されているときに、複数の行ま
たは値を返すデータの問題である可能性があります。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 問題を
切り分けて要求失敗の原因となったデータ・ソースを突
き止め、そのオブジェクトの選択基準およびデータを調
べてください。

sqlcode: -811

sqlstate: 21000

SQL0817N SQL ステートメントは、ステートメント
の結果が禁止された更新操作となるため、
実行されません。

説明: アプリケーションは、実行結果がユーザー・デー
タあるいはサブシステム・カタログへの更新となる
SQL を実行しようとしました。これは、以下のいずれ
かの理由から禁止されています。

v アプリケーションが IMS 照会専用トランザクション
として動作している

v アプリケーションが 2 フェーズ・コミットをサポー
トしないリモート DBMS でデータを更新しようとす
る IMS または CICS アプリケーションである

v アプリケーションが、複数のロケーションおよび 2

フェーズ・コミットをサポートしないロケーションの
いずれかでデータを更新しようとした

SQL ステートメントには
INSERT、UPDATE、DELETE、CREATE、ALTER、
DROP、GRANT、および REVOKE が入っています。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: アプリケーションが IMS 照会専用ト
ランザクションとして動作している場合、アプリケーシ
ョン実行下での照会専用トランザクションの状況変更に
ついて、IMS システム・プログラマーを調べてくださ
い。

IMS または CICS アプリケーションがリモートの更新
を行う場合、アプリケーションがサーバー DBMS での
ローカル・アプリケーションとして動作するか、あるい
はサーバー DBMS が 2 フェーズ・コミットをサポー
トするようにアップグレードされる必要があります。

アプリケーションが複数のロケーションでデータを更新
しようとする場合、アプリケーションを変更するか、あ
るいはすべての DBMS が 2 フェーズ・コミットをサ
ポートするよう、アップグレードされる必要がありま
す。

sqlcode: -817

sqlstate: 25000

SQL0818N タイム・スタンプの矛盾が起きました。

説明: プリコンパイル時にプリコンパイラーによって生
成されたタイム・スタンプが、バインド時にパッケージ
とともに格納されたタイム・スタンプと同じではありま
せん。

この問題は、以下の状況で発生する可能性があります。

SQL0808N
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v アプリケーションはプリコンパイルされ、コンパイル
され、およびリンクされているけれども、バインドさ
れていない。

v アプリケーションはプリコンパイルされてバインドさ
れているけれども、コンパイルとリンクが行われてい
ないか、またはそのいずれかが行われていないため、
実行されているアプリケーションが最新ではない。

v コンパイルされて、アプリケーション実行可能プログ
ラムにリンクされた、変更済みソース・ファイルを作
成したプリコンパイルとは別のソース・ファイルのプ
リコンパイルによって生成されたバインド・ファイル
からパッケージがバインドされている。

v 新規アプリケーションが、同じ名前と既存のパッケー
ジを使ってバインドされたため、既存のパッケージが
置換された。置換されたパッケージと関連したアプリ
ケーションが実行された場合には、エラーが発生しま
す。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 前にリ
ストされた原因に加えて、必須パッケージをすべての適
用可能なデータ・ソースにバインドするわけではないた
め、問題が発生する可能性もあります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: オブジェクト・モジュールと一致する
プログラムのバインド・ファイルを使用して、もう一度
アプリケーションをバインドしてください。または、デ
ータベース内に格納されているパッケージに対応するプ
ログラムを実行してください。

サンプル・データベースをインストールしている場合
は、このメッセージの番号とテキストを記録して、技術
サービス担当者に連絡してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 前にリ
ストされたアクションに加えて、フェデレーテッド・サ
ーバーに必要なパッケージが適用可能なデータ・ソース
にバインドされていることを確認してください。デー
タ・ソースへのパッケージのバインドに関する詳細につ
いては、「フェデレーテッド・システム・ガイド」を参
照してください。

sqlcode: -818

sqlstate: 51003

SQL0822N SQLDA に、無効なデータ・アドレスまた
は標識変数のアドレスが含まれています。

説明: アプリケーション・プログラムによって、無効な
アドレスが SQLDA に置かれました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正

して、有効なアドレスが SQLDA に置かれるようにして
ください。

sqlcode: -822

sqlstate: 51004

SQL0840N SELECT リストに戻された項目が多すぎ
ます。

説明: SELECT リスト内に返された項目数が、許容最
大値を超えています。 SELECT リストの最大値 (共通
表式以外) は 1012 です。共通表式での SELECT リス
トの最大は 5000 です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: すべての情報が実際に必要かどうかを
判別してください。 (SQL ステートメント SELECT *

from A、B、C の SELECT list * によって戻される項
目数は、 3 つの表すべての列数の合計です) 可能であれ
ば、情報の必要な項目だけが戻されるように SQL ステ
ートメントを書き直してください。すべての情報が必要
な場合は、SQL ステートメントを 2 つ以上のステート
メントに分割してください。

sqlcode: -840

sqlstate: 54004

SQL0842N サーバー server-name への接続はすでに存
在しています。

説明: SQLRULES(STD) が実際あり、CONNECT ステ
ートメントは既存 SQL 接続を識別します。

ユーザーの処置: エラーに対する処置は、以下のとおり
です。

v サーバー名が意図した名前でない場合は、訂正してく
ださい。

v SQLRULES(STD) が有効で、CONNECT ステートメ
ントが既存の SQL 接続を識別している場合は、
CONNECT を SET CONNECTION に置き換えるか、
またはオプションを SQLRULES(DB2) に変更してく
ださい。

アプリケーションのエラーを修正して、もう一度やり直
してください。

sqlcode: -842

sqlstate: 08002

SQL0822N
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SQL0843N サーバー名は既存の接続に該当しません。

説明: ステートメント、コマンド、または API は、ア
プリケーション処理の既存の SQL 接続を識別しないサ
ーバー名を指定しました。

次の使用で発生した可能性があります。

v SET CONNECTION ステートメント

v RELEASE ステートメント

v DISCONNECT ステートメント

v SET または QUERY CLIENT INFORMATION

ユーザーの処置: エラーに対する処置は、以下のとおり
です。

v サーバー名が意図した名前でない場合は、訂正してく
ださい。

v サーバーへの接続が確立されており、接続の要求を発
行する前に、現在または休止状態にあることを確認し
てください。

アプリケーションのエラーを修正して、もう一度やり直
してください。

sqlcode: -843

sqlstate: 08003

SQL0845N PREVIOUS VALUE 式は、NEXT

VALUE 式がシーケンス sequence-name

の現行セッションで値を生成するまで使用
できません。

説明: PREVIOUS VALUE 式がシーケンス
sequence-name を指定していますが、値がまだこのシー
ケンスについて生成されていません。シーケンスの
PREVIOUS VALUE 式を発行するためには、このシーケ
ンスについて値を生成するために、NEXT VALUE 式を
このセッションで発行する必要があります。

ユーザーの処置: セッション内で同じシーケンスについ
て PREVIOUS VALUE 式を発行する前に、シーケンス
に少なくとも 1 つの NEXT VALUE 式を発行してくだ
さい。

sqlcode: -845

sqlstate: 51035

SQL0846N ID 列またはシーケンス・オブジェクト
object-type object-name の指定が無効で
す。理由コード = reason-code。

説明: ID 列またはシーケンス・オブジェクトについ
て、 CREATE または ALTER ステートメントの属性の

指定が、以下のいずれかの理由により無効である可能性
があります。

1. ID 列の基礎となるデータ・タイプまたはシーケン
ス・オブジェクトがサポートされていません。 ID

列とシーケンス・オブジェクトは、データ・タイプ
SMALLINT、INTEGER、BIGINT、および位取りがゼ
ロの DECIMAL (または NUMERIC) をサポートしま
す。

2. START WITH、INCREMENT BY、MINVALUE また
は MAXVALUE に対する値が、ID 列またはシーケ
ンス・オブジェクトのデータ・タイプの範囲外で
す。

3. MINVALUE は MAXVALUE 以下でなければなりま
せん。

4. 無効な値が CACHE に指定されました。 この値
は、最小値 2 の INTEGER でなければなりません。

ユーザーの処置: 構文を訂正して、ステートメントを再
サブミットしてください。

sqlcode: -846

sqlstate: 42815

SQL0857N 指定されたオプションが矛盾しています
(option1、option2)。

説明: 指定されたオプションが矛盾しています。
option1 と option2 の両方を指定するか、または 2 つの
オプションのどちらも指定しないかのいずれかでなけれ
ばなりません。

列を定義する際に IMPLICITLY HIDDEN が指定される
場合、その列を ROW CHANGE TIMESTAMP 列として
定義する必要もあります。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: オプションに応じて、オプションを両
方とも指定するか、またはどちらのオプションも指定し
ないかのいずれかにしてください。

sqlcode: -857

sqlstate: 42867

SQL0859N トランザクション・マネージャー・データ
ベースに対するアクセスが、SQLCODE

SQLCODE で失敗しました。

説明: アプリケーションが SYNCPOINT(TWOPHASE)

でプリコンパイルされ、2 フェーズ・コミットを調整す
るために、トランザクション・マネージャー・データベ
ースを必要としています。 トランザクション・マネー
ジャー・データベースが使用できない理由には、以下が
考えられます。

SQL0843N
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v トランザクション・マネージャー・データベースが作
成されていません。

v データベース・マネージャー構成ファイルの
「tm_database」フィールドが更新されておらず、デー
タベースの名前でアクティブになっています。

v データベースは存在しますが、データベースに対する
通信が失敗しました。

ユーザーの処置: 解決策は以下のとおりです。

v このメッセージとともに返された SQLCODE を参照
して、その SQLCODE に関する適切なアクションに
したがってください。

v tm_database が存在することを確認し、存在しない場
合は、新しいデータベースを作成するか、または TM

データベースとして使用できる既存のデータベースを
選択してください。 ディスク・ストレージに重大な
制約が存在しない場合は、独立したデータベースを作
成することが推奨されます。

v フィールド「tm_database 」を使用した TM データベ
ースのデータベース・マネージャー構成の更新を行っ
ていない場合は、それを実行してください。

v tm_database への接続が作成可能なことを確認してく
ださい。 たとえば、コマンド行プロセッサーを使用
して、接続を試みてください。

v 選択された tm_database が DB2 Connect を介してア
クセスされたデータベースでないことを確認してくだ
さい。

sqlcode: -859

sqlstate: 08502

SQL0863W 接続は成功しましたが、1 バイト文字しか
使用できません。

説明: サーバー・データベースおよびクライアント・ア
プリケーションは異なる言語タイプのコード・ページを
使用し、7 ビット ASCII 範囲外の文字は使用できませ
ん ( 7 ビット ASCII 内の文字のみがすべてのコード・
ページに存在します)。たとえば、日本語とラテン 1 コ
ード・ページ間の接続があっても、日本語文字はすべて
ラテン 1 コード・ページでは使用できません。 そのた
め、これらの文字すべてを避ける必要があります (英語
の文字は問題ありません)。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 可能性
のある理由は、以下のとおりです。

v フェデレーテッド・データベースは単一バイトおよび
2 バイト文字の両方をサポートしていますが、データ
ベース・クライアント・システムは単一バイト文字の
みをサポートします。

v データ・ソースは 1 バイト文字と 2 バイト文字の両
方をサポートしていますが、フェデレーテッド・シス
テムは 1 バイト文字のみをサポートします。

ユーザーの処置: アプリケーションおよびデータベー
ス・コード・ページ間で共通でない文字を使用する
SQL ステートメントまたはコマンドを実行要求しない
でください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: クライ
アント・システム、フェデレーテッド・システム、およ
びデータ・ソース間で共通でない文字を使用する SQL

ステートメントまたはコマンドをサブミットしないでく
ださい。

sqlcode: +863

sqlstate: 01539

SQL0864N 参照制約 constraint-name が全選択内の
SQL データ変更ステートメントにより修
正される表 table-name の行の修正を試行
しました。

説明: SQL データ変更ステートメントが FROM 節に
指定されましたが、SQL データ変更ステートメントの
ターゲット基本表に同じ表を修正する参照制約が含まれ
ています。 これは許可されません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: FROM 節内の SQL データ変更ステ
ートメントの使用を回避するか、または SQL データ変
更ステートメントのターゲットである表を修正しないよ
うに参照制約を変更してください。

sqlcode: -864

sqlstate: 560C6

SQL0865N tm_database の値が無効です。

説明: データベース・マネージャー構成で tm_database

として選択されたデータベースが有効ではありません。
データベースはレベル DB2 V2.1 またはそれ以降のレ
ベルでなければならず、DRDA プロトコルで (DB2

Connect で) アクセスされるデータベースは使用できま
せん。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置:

1. データベース・マネージャー構成を更新して、
tm_database パラメーター に、有効なデータベース
を指定してください。

2. db2stop と db2start を発行して、変更を反映してく
ださい。

SQL0863W
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sqlcode: -865

sqlstate: 08001

SQL0866N db2dsdriver.cfg ファイルの
<alternategroup> セクションが無効なた
め、データ・サーバー・ドライバーまたは
データ・サーバー・クライアントはデータ
ベース名 database-name への接続を終了
しました。

説明: データベースへの接続が失敗した場合に
db2dsdriver.cfg ファイルの <alternategroup> セクション
を使用し、自動クライアント・リルートに接続先となる
複数の代替データベース・サーバーを指定できます。こ
の機能は、DB2 for Linux, UNIX, and Windows サーバ
ーおよび DB2 for z/OS サーバーでサポートされます。

DB2 for z/OS データベース・サーバーに接続する場
合、db2dsdriver.cfg ファイルの <alternategroup> セクシ
ョンの内容に関して制約事項がいくつかあります。db_A

という名前のデータベースが DB2 for z/OS データベー
ス・サーバー上にある場合、db_A の <alternategroup>

セクションには 1 つしか <database> 項目を指定できま
せん。

このメッセージは、以下のいずれかの状況が発生したと
きに戻されます。

1. データベース名 database-name に存在するデータベ
ース・サーバー上で代替グループがサポートされて
いない場合。

2. db2dsdriver.cfg の内容が <alternategroup> セクション
に関する DB2 for z/OS の制約事項を満たしていな
い場合。

ユーザーの処置: db2dsdriver.cfg ファイルで、該当する
データベース database-name の項目やセクションが
<alternategroup> サポート制約事項を満たすように、関
連する <alternategroup> セクションを変更します。

1. db2dsdriver.cfg ファイルの <alternategroup> セクショ
ンを除去します。

2. <alternategroup> セクションに 1 つのデータベース
項目のみを指定します。

sqlcode: -866

sqlstate: 08001

SQL0868N USER/USING 節を使用する CONNECT

が、接続がすでに存在するサーバーに対し
て試みられました。

説明: サーバーに対する現行または休止接続が存在する
ので、USER/USING 節を使用したこのサーバーへの

CONNECT (接続) が試みられました。

ユーザーの処置: 解決策は以下のとおりです。

v SET CONNECTION ステートメントを使用して、
DORMANT 接続を現行接続にしてください。

v アプリケーションが SQLRULES(DB2) を使用してい
る場合は、USER/USING なしの CONNECT ステート
メントを使用してください。

v 既存の作業単位を完了して切断し、USER/USING を
使用して再接続してください。

sqlcode: -868

sqlstate: 51022

SQL0873N 別のコード化スキームでエンコードされた
オブジェクトを同じ SQL ステートメン
トで参照することができません。

説明: SQL ステートメントが参照するすべての表、
SQL 関数、および SQL メソッドが同じコード化スキー
ムで定義されていません。

この状態は、次のような場合に発生します。

v ASCII または Unicode コード化スキームのいずれか
で作成された表が、異なるコード化スキームで作成さ
れた表のステートメントで参照されている場合。

v ASCII または Unicode コード化スキームのいずれか
で作成された SQL 関数または SQL メソッドが、異
なるコード化スキームで作成された表のステートメン
トで参照されている場合。

v 関数が、元となる関数とは異なるコード化スキームで
作成されている場合。

v 例外表が、操作用の基本表とは異なるコード化スキー
ムで作成されている場合。

ユーザーの処置: 同じコード化スキームで作成されたオ
ブジェクトのみを参照するように SQL ステートメント
を訂正してください。

sqlcode: -873

sqlstate: 53090

SQL0874N すべてのパラメーターの CCSID は、ル
ーチンの PARAMETER CCSID と一致
する必要があります。

説明: ルーチンのすべてのパラメーターは、ルーチン自
体と同じコード化スキームを使用する必要があります。
パラメーターに CCSID を指定している場合、明示的ま
たは暗黙的に指定されたルーチンの PARAMETER

CCSID オプションと一致する必要があります。

ユーザーの処置: パラメーターから CCSID オプション

SQL0866N
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を除去、またはステートメントを変更して全体に同じ
CCSID 値を指定してください。

sqlcode: -874

sqlstate: 53091

SQL0880N SAVEPOINT savepoint-name が存在しな
いか、またはこのコンテキストでは無効で
す。

説明: RELEASE または ROLLBACK TO SAVEPOINT

savepoint-name ステートメントを出した時点でエラーが
発生しました。この名前を持つセーブポイントが見つか
らないか、または現在の ATOMIC 実行コンテキストの
外側に設定されています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメントにあるセーブポイント
の名前を訂正して、ステートメントを出し直してくださ
い。

sqlcode: -880

sqlstate: 3B001

SQL0881N 名前 savepoint-name の SAVEPOINT が
存在しますが、このセーブポイント名は再
利用できません。

説明: 名前 savepoint-name は SAVEPOINT ステートメ
ントですでに使用されています。このセーブポイント名
を使用している SAVEPOINT ステートメントの少なく
とも 1 つが、名前がユニークでなければならないこと
を宣言している UNIQUE キーワードも指定しているた
め、この名前を再利用することはできません。

ステートメントは処理できません。新しいセーブポイン
トは設定されていません。同じ名前の古いセーブポイン
トが存在します。

ユーザーの処置: このセーブポイントに別の名前を選択
し、SAVEPOINT ステートメントを出し直してくださ
い。既存のセーブポイント名を再利用する必要がある場
合、 RELEASE SAVEPOINT ステートメントを出して
既存のセーブポイントを解放してください。ただし、指
定されたセーブポイントが設定された後でトランザクシ
ョンに設定されたセーブポイントも、この RELEASE

SAVEPOINT ステートメントによって解放されるので注
意してください。詳細については、SQL リファレンス
を参照してください。

sqlcode: -881

sqlstate: 3B501

SQL0882N セーブポイントが存在しません。

説明: ROLLBACK TO SAVEPOINT ステートメントを
出したときにエラーが発生しました。既存のセーブポイ
ントがない場合、特定のセーブポイント名を指定せずに
ROLLBACK TO SAVEPOINT を出すことは許可されて
いません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 異なるステートメントを出すか、また
は ROLLBACK ステートメントでトランザクション全
体のロールバックを試みてください。

sqlcode: -882

sqlstate: 3B502

SQL0900N アプリケーションの状態にエラーがありま
す。 データベース接続が存在しません。

説明: データベースに対する接続が存在しません。これ
は、以下のいずれかが理由である可能性があります。

v アプリケーション状態における重大エラーのため、デ
ータベース接続が失われました。

v アプリケーションがデータベースから切断された可能
性があり、次の SQL ステートメントを実行する前
に、新しい現行接続が確立されていません。

v トラステッド接続のユーザーを切り替える要求が失敗
しました。

ユーザーの処置: 既存の休止接続に切り替える
(CONNECT TO または SET CONNECTION を使用)

か、または新しい接続を確立 (CONNECT を使用) する
か、あるいはトラステッド接続の別のユーザーに適切に
切り替えて、現行接続を再確立してください。

sqlcode: -900

sqlstate: 08003

SQL0901N データベース・システム・エラーのために
SQL ステートメントまたはコマンドが失
敗しました。(理由 reason)

説明: このメッセージが返される可能性のあるシナリオ
は数多くあります。以下に、このメッセージが返される
可能性のあるシナリオの例を 2 つ示します。

v Windows オペレーティング・システム: Windows オ
ペレーティング・システムでこのエラーが返されるこ
とがある理由の 1 つとして、DB2 データベース・マ
ネージャーによる DB2 データベースまたはデータベ
ース・マネージャー関連のファイルに対する読み取り
または書き込みが、アンチウィルスまたはファイアウ
ォール・ソフトウェアによって妨げられることが原因
である場合があります。
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v マイグレーションおよびアップグレードのシナリオ:

新しいバージョンの DB2 データベースへのアップグ
レード後、またはフィックスパックの適用後にこのエ
ラーが返されることがある理由の 1 つとして、1 つ
以上の表、関連する索引、または統計ビューに関する
統計が最新でないことが原因である場合があります。

場合によっては、SQL ステートメントを実行するこの
試みが失敗しても、後でこの SQL ステートメントまた
は他のステートメントを実行する試みが成功することも
あります。

ランタイム・トークン reason は空であるか、または
IBM ソフトウェア・サポート担当者のみを対象にした
英語のテキストが含まれている可能性があります。

ユーザーの処置: 以下のトラブルシューティング・ステ
ップを実行して、このエラーに対応します。

Windows オペレーティング・システム:

アンチウィルスまたはファイアウォール・ソフ
トウェアを無効にします。

DB2 データベースがインストールされたコン
ピューターにアンチウィルスまたはファイアウ
ォール・ソフトウェアをインストールして実行
中である場合は、アンチウィルスまたはファイ
アウォール・ソフトウェアを無効にし、ステー
トメントを再実行することにより、アンチウィ
ルスまたはファイアウォール・ソフトウェアが
問題の原因でないかどうかを判別します。

アンチウィルスまたはファイアウォール・ソフ
トウェアを無効にすることで問題が解決する場
合は、以下に示す DB2 データベース関連のデ
ィレクトリーに対する例外を追加してから、ア
ンチウィルスまたはファイアウォール・ソフト
ウェアを再び有効にします。

v "IBM¥¥sqllib" - DB2 データベース・アプリ
ケーション・ファイル

v "IBM¥¥DB2" - DB2 データベース・マネー
ジャー・インスタンス

v "<install-drive>¥¥DB2" - データベース・パー
ティション・ディレクトリー

マイグレーションおよびアップグレードのシナリオ:

RUNSTATS コマンドを使用して統計を更新し
た後、ステートメントを再実行します。

フェデレーテッド環境:

1. エラーを返しているフェデレーテッド・デ
ータ・ソースまたはフェデレーテッド・デ
ータベース・サーバーを判別します。

2. エラーを返しているデータ・ソースまたはフェデ
レーテッド・データベース・サーバーのために、
診断情報を収集し、トラブルシューティング・ス
テップを実行します。

データ・ソースの問題判別手順にはさまざまなも
のがあるため、エラーを返しているデータ・ソー
スまたはフェデレーテッド・データベース・サー
バーのための診断およびトラブルシューティング
の参照情報を調べてください。

記載されたトラブルシューティング・ステップを実行し
た後もエラーが続く場合は、以下に示すように IBM ソ
フトウェア・サポートに連絡して支援を受けてくださ
い。

1. DB2 トレースおよび独立トレース機能などのトレー
ス機能を使用して診断情報を収集します。

2. 以下の診断情報を収集します。

v 問題の説明

v SQLCODE

v 理由 reason

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能な場合)

3. IBM ソフトウェア・サポートに連絡します。

sqlcode: -901

sqlstate: 5UA0L, 58004

SQL0902C システム・エラーが発生しました。後続の
SQL ステートメントは処理されません。
IBM ソフトウェア・サポートの理由コー
ド: reason-code。

説明: このメッセージは、データベースを引き続き使用
することが不可能になり得るクリティカル・エラー (重
大なオペレーティング・システム・エラー、またはスト
レージ・メディアへのアクセス・エラーなど) がデータ
ベース・マネージャーで発生すると返されます。オペレ
ーティング・システム・エラーまたは重大なメディア・
エラーがデータベース・マネージャーで発生する可能性
があるシナリオにはさまざまなものがあります。このメ
ッセージが返される可能性があるシナリオの一例を以下
に示します。

v データベース・マネージャー・リソースにセマフォー
が必要なときに、その要求を満たすのに十分なセマフ
ォーがないと、このメッセージが返されることがあり
ます。

ランタイム・トークン reason-code は空のこともありま
すが、IBM ソフトウェア・サポート担当者の支援のみ
を目的としています。
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ユーザーの処置: 以下のトラブルシューティング・ステ
ップを実行して、このメッセージに対応します。

1. db2diag ログ・ファイル内の診断情報を調査して、こ
のメッセージが返される前に発生したエラーを特定
します。

2. 要求されたセマフォーが多すぎること、またはデー
タベース・マネージャーの要求を満たすのに十分な
セマフォーが存在しないことを示すメッセージが
db2diag ログ・ファイル内にある場合は、オペレーテ
ィング・システム・パラメーターを使用してセマフ
ォーの数を増やします。

記載されたトラブルシューティング・ステップを実行し
た後もエラーが続く場合は、以下に示すように IBM ソ
フトウェア・サポートに連絡して支援を受けてくださ
い。

1. DB2 トレースおよび独立トレース機能などのトレー
ス機能を使用して診断情報を収集します。

2. 以下の診断情報を収集します。

v 問題の説明

v SQLCODE

v 理由 reason

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能な場合)

3. IBM ソフトウェア・サポートに連絡します。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 問題を
切り分けて要求失敗の原因となったデータ・ソースを突
き止め、そのデータ・ソースで必要な診断手順を実行し
てください。データ・ソースの問題判別手続きはそれぞ
れ違うので、適用できるデータ・ソース・リファレンス
を参照してください。

sqlcode: -902

sqlstate: 58005

SQL0903N COMMIT ステートメントが失敗し、トラ
ンザクションはロールバックされました。
理由コード: reason-code

説明: 現在の作業単位に関連する 1 つ以上のサーバー
が、コミットされるデータベースを準備できませんでし
た。 COMMIT ステートメントは失敗し、トランザクシ
ョンはロールバックされました。現在の作業単位に関係
するサーバーが 1 台のみである場合、トランザクショ
ンは代わりにコミットされた可能性があります。

可能性のある理由コードは、以下のとおりです。

01

作業単位に関連するいずれかのデータベースに
対する接続が失われました。

02

作業単位に関連するデータベースまたはノード
の 1 つがアクセスされましたが、コミットを
準備できません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合:

接続したデータベースが、ニックネームが使用
されているフェデレーテッド・サーバー・デー
タベースである場合、ニックネームに必要ない
ずれかのデータ・ソースがコミットを準備でき
ません。

03

作業単位に関連する DB2 Data Links Manager

がコミットを準備できませんでした。

04

1 つ以上の作成済み一時表または宣言済み一時
表が、矛盾した状態にあります。

05

予期しないエラーが発生しました。 詳細につ
いては管理通知ログをチェックしてください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合:

接続したデータベースが、ニックネームが使用
されているフェデレーテッド・サーバー・デー
タベースである場合、ニックネームに必要なデ
ータベース内のいずれかのデータ・ソースへの
接続が失われました。

06

再同期情報を参加者のいずれかに送信できませ
ん。その参加者は IPv4 しかサポートしませ
ん。その参加者に対してデュアル・スタック・
モードを有効にしてください。

ユーザーの処置: データベースに対する接続が失われた
場合は、接続を再確立します。障害が接続に関連してい
ない場合は、リモート・システムのエラー診断ログを参
照して、障害の特質と必要なアクションを判別します。
アプリケーションを再実行してください。

sqlcode: -903

sqlstate: 40504

SQL0904N 使用できないリソースのため、実行が失敗
しました。理由コード: reason-code、リソ
ースのタイプ: resource-type、およびリソ
ース名: resource-name。

説明: タイプ resource-type のリソース resource-name
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は、reason-code に示された時刻に使用できなかったた
め、SQL ステートメントを実行できませんでした。 リ
ソース・タイプ・コードの解説には DB2 (MVS 版) の
問題判別資料を参照してください。

ユーザーの処置: 使用できなかったリソースの ID を
チェックしてください。 リソースが使用できなかった
理由を判別するには、指定された reason-code を参照し
てください。

sqlcode: -904

sqlstate: 57011

SQL0905N リソースの限界を超過しているため、実行
が失敗しました。リソース名 =

resource-name、制限 = limit-amount1 CPU

秒 (limit-amount2 サービス単位) 、
limit-source から導出。

説明: リソース制限を超えたため、SQL ステートメン
トの実行が終了しました。

制限を超えたリソースの名前は resource-name です。
これは、制限の派生元のリソース限定表の列名でもあり
ます。 超えた制限は、CPU 秒単位で limit-amount1、サ
ービス単位で limit-amount2 です。 resource-name は、
各 SQL ステートメントに許可されている CPU 秒の数
値の、ASUTIME である可能性があります。 許可され
る最大 CPU 秒数は、limit-amount1 です。 サービス単
位での最大数は、limit-amount2 です。

この制限量の導出元ソースは limit-source で、これはリ
ソース限定表の名前か、または 'システム・パラメータ
ー' の名前です。ソースがシステム・パラメーターの場
合、表へのアクセス時に、リソース限定表に適用可能項
目が入っていなかったか、またはエラーが発生しまし
た。いずれかの場合において、制限はインストール (シ
ステム) パラメーターから取得されました。

ユーザーの処置: SQL ステートメントがなぜ長時間か
かったかを判別して、適切なアクションをとってくださ
い。 SQL ステートメントの単純化、表および索引の再
作成、またはリソース限定表保守担当のインストール・
グループに連絡することを考慮してください。

この戻りコードを受け取るアプリケーション・プログラ
ムが追加 SQL ステートメントを実行できます。

sqlcode: -905

sqlstate: 57014

SQL0906N 以前のエラーのためにこの関数が無効にな
っているため、SQL ステートメントを実
行できません。

説明: 前のエラーのため要求された関数が無効になって

いるため、SQL ステートメントの実行が失敗しまし
た。この状態は、アプリケーション・プログラムが異常
終了を代行受信した場合 (たとえば、ON ERROR PL/I

プログラムで ON ERROR 条件)、および SQL ステー
トメントの実行を継続した場合に発生します。また、こ
の状態は、DB2 CICS トランザクションでスレッド作成
エラーが発生したにもかかわらず、 SYNCPOINT

ROLLBACK を最初に発行せずに、SQL 要求の発行を継
続した場合に発生します。

ユーザーの処置: 一般には、アプリケーション・プログ
ラムはこの戻りコードを受信した段階で終了する必要が
あります。この戻りコードで、アプリケーションが他の
SQL ステートメントを実行するためのすべての試行が
失敗します。 DB2 CICS トランザクションの場合、
SQLCA で SQLERRP フィールドがモジュール名
DSNCEXT1 を含む場合、トランザクションが
SYNCPOINT ROLLBACK を発行して、処理を継続する
可能性があります。トランザクションが ROLLBACK

を選択して処理を継続する場合は、最初のスレッド作成
エラーの原因となった状況を修正することが可能でなけ
ればなりません。

sqlcode: -906

sqlstate: 24514, 51005, 58023

SQL0907N MERGE ステートメントのターゲット表
table-name を、制約またはトリガー name

によって変更しようとしました。

説明: MERGE ステートメントによって、制約またはト
リガー name がアクティブ化します。これらはターゲッ
ト表または MERGE ステートメントの同じ表階層内の
表でもある表 table-name の更新、挿入または削除を行
おうとします。 これは許可されません。

ユーザーの処置: MERGE ステートメントを変更して、
制約またはトリガーがアクティブ化する操作を除去する
か、または制約またはトリガーのある表を変更して、タ
ーゲット表への参照を除去してください。

sqlcode: -907

sqlstate: 27000

SQL0908N auth-id を使った bind-type エラー。権限
BIND、REBIND、または
AUTO_REBIND 操作は許可されません。

説明: BIND と REBIND の場合、示された許可 ID

は、示された bind-type を、プランまたはパッケージに
対して実行することを許可されません。 リソース限定
表 (RLST) に入力することは、この許可 ID、またはす
べての許可 ID によってのバインドおよび再バインドを
禁止します。 AUTO-REBIND の場合、AUTO-REBIND
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166 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



操作を制御するシステム・パラメーターが
AUTO-REBIND を禁止するように設定されています。

bind-type

バインド操作のタイプ (BIND、REBIND また
は AUTO-REBIND)。

auth-id BIND サブコマンドの起動者の許可 ID または
AUTO-REBIND 操作に対する起動者の 1 次許
可 ID。

ユーザーの処置: 指示された許可 ID がバインドに使
用できる場合、アクティブ RLST 表を入力変更してく
ださい。 AUTO-REBIND 操作が無効になった場合、パ
ッケージを再実行する前に再バインドしてください。

sqlcode: -908

sqlstate: 23510

SQL0909N オブジェクトが削除されています。

説明: アプリケーション・プログラムは、(1) 表をドロ
ップしてからアクセスしようとしました、または (2) 索
引をドロップしてからその索引を使用してオブジェクト
表にアクセスしようとしました。

ユーザーの処置: ドロップした後に、オブジェクトにア
クセスまたは使用としないように、アプリケーション・
プログラムの論理を訂正する必要があります。

アプリケーション・プログラム内で索引をドロップする
ことは特に危険です。なぜならば、アプリケーション
(バインドまたは再バインドによって) に対して生成され
たプランがオブジェクト表にアクセスするため、実際に
特別な索引を使用していることを判別する方法はないか
らです。

sqlcode: -909

sqlstate: 57007

SQL0910N 変更がペンディングになっているオブジェ
クトには SQL ステートメントからアク
セスできません。

説明: アプリケーション・プログラムが、以下のいずれ
かが行なわれたのと同じ作業単位内のオブジェクトにア
クセスしようとしました。

v アプリケーション・プログラムが、オブジェクトまた
は関連オブジェクト (たとえば、表の索引) に対して
DROP を発行した。

v アプリケーション・プログラムが、制約を追加または
ドロップしたオブジェクトに対して、ステートメント
を発行した。

v アプリケーション・プログラムが、直接または間接的
にオブジェクトに影響を与える DROP TRIGGER ま
たは CREATE TRIGGER ステートメントを発行し
た。

v アプリケーション・プログラムが、オブジェクトを変
更ペンディング状態にする ROLLBACK TO

SAVEPOINT ステートメントを発行した。

v アプリケーション・プログラムが発行したステートメ
ントが原因で、NOT LOGGED 作成済み一時表または
宣言済み一時表のすべての行が削除された。

v アプリケーション・プログラムが、オブジェクト (こ
の場合は表) に対して ALTER TABLE ... ADD

PARTITION、ALTER TABLE ... ATTACH

PARTITION、または ALTER TABLE ... DETACH

PARTITION ステートメントを発行した。作業単位に
ALTER TABLE ... ATTACH PARTITION が含まれる
場合は、以降同じ作業単位内で同じ表に対して
ALTER TABLE ... DETACH PARTITION を実行する
ことはできません。

v アプリケーション・プログラムが DETACH を発行し
て、パーティション MDC 表内のデータ・パーティ
ションからこのオブジェクトを作成した。

v アプリケーション・プログラムが、変更が保留中のト
ラステッド・コンテキスト・オブジェクトにアクセス
しようとする SQL ステートメントを発行しました。
SQL ステートメントは以下のいずれかである可能性
があります。

– ALTER TRUSTED CONTEXT

– CREATE TRUSTED CONTEXT

– DROP TRUSTED CONTEXT

v アプリケーション・プログラムが CREATE USER

TEMPORARY TABLESPACE ステートメントまたは
ALTER TABLESPACE ステートメントを発行しまし
た。作業単位に CREATE USER TEMPORARY

TABLESPACE ステートメントまたは ALTER

STATEMENT ステートメントが含まれる場合は、以
降同じ作業単位内で、表をインスタンス化する作成済
み一時表への参照を行うことはできません。

または、アプリケーション・プログラムが、変更が保留
中の WLM オブジェクトにアクセスしようとする SQL

ステートメントを発行しました。SQL ステートメント
は以下のいずれかである可能性があります。

v ALTER HISTOGRAM TEMPLATE

v ALTER THRESHOLD

v ALTER SERVICE CLASS

v ALTER WORK ACTION

v ALTER WORK CLASS

v ALTER WORKLOAD
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v CREATE HISTOGRAM TEMPLATE

v CREATE THRESHOLD

v CREATE SERVICE CLASS

v CREATE WORK ACTION

v CREATE WORK CLASS

v CREATE WORKLOAD

v 次のオブジェクトのいずれかの DROP: HISTOGRAM

TEMPLATE、THRESHOLD、SERVICE

CLASS、WORK ACTION、WORK

CLASS、WORKLOAD

v GRANT (ワークロード特権)

v REVOKE (ワークロード特権)

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 以前に
リストされた原因に加えて、オブジェクトへのアクセス
を妨げる、データ・ソースに特有の他の制限が存在する
可能性があります。

SQL ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 変更が行なわれたのと同じ作業単位内
のオブジェクトにアクセスしないように、アプリケーシ
ョン・プログラムを変更してください。通常は、データ
定義言語 (DDL) ステートメントを、同じオブジェクト
にアクセスするデータ操作言語 (DML) ステートメント
とは異なる作業単位に分離します。

失敗したステートメントを正常に処理するためには、作
業単位がコミットまたはロールバックを行う必要があり
ます。コミットされた修正がオブジェクトをドロップす
る場合は、失敗した SQL ステートメントを正常に処理
するために、オブジェクトの再作成が必要になる可能性
があります。

オブジェクトが SAVEPOINT 内で変更されている場
合、 ROLLBACK TO SAVEPOINT ステートメントを発
行した後でそのオブジェクトへのアクセスを試みないよ
う、アプリケーション・プログラムを変更してくださ
い。変更されたオブジェクトにアクセスし、
ROLLBACK TO SAVEPOINT の時点でオープンされて
いたカーソルはアクセス不能になります。カーソルをク
ローズするようアプリケーションを変更してください。

NOT LOGGED 作成済み一時表または宣言済み一時表を
扱う挿入、削除、または更新ステートメントが失敗する
と、その表にある行はすべて削除されます。障害が発生
した時点で、この表に対してオープンされていたカーソ
ルはアクセス不能になるため、アプリケーションによっ
てクローズされなければなりません。

ペンディング状態の ALTER TABLE ... ATTACH

PARTITION が原因で ALTER TABLE ... DETACH

PARTITION が失敗する場合は、2 つの別々の作業単位

を使用してこの 2 つの操作を行ってください。

SQL ステートメントでトラステッド・コンテキスト・
オブジェクトにアクセスしようとした場合は、そのステ
ートメントを後で再発行してください。

SQL ステートメントで WLM オブジェクトにアクセス
しようとした場合は、そのステートメントを後で再発行
してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 前のア
クションで問題が解決されない場合は、要求を分離しま
す。その後、データ・ソース上に対して存在するその他
の制約のうち、オブジェクトへのアクセスを妨げる原因
となっているものについて調べてください。アプリケー
ションがそれらの制約に違反しないことを確認してくだ
さい。

sqlcode: -910

sqlstate: 57007

SQL0911N デッドロックまたはタイムアウトのため、
現在のトランザクションがロールバックさ
れました。 理由コード reason-code

説明: 現在の作業単位が、オブジェクトの使用につい
て、未解決競合状態になったために、ロールバックされ
ました。

理由コードは以下のとおりです。

2

デッドロックのために、トランザクションがロ
ールバックされました。

68

ロック・タイムアウトのために、トランザクシ
ョンがロールバックされました。

72

トランザクション中の DB2 Data Links

Manager エラーのために、トランザクションが
ロールバックされました。

73

CONCURRENTDBCOORDACTIVITIES しきい
値などのキューイングしきい値が原因で 2 つ
以上のアクティビティーがデッドロック状態に
なったため、トランザクションがロールバック
されました。詳しくは、DB2 インフォメーシ
ョン・センターの
『CONCURRENTDBCOORDACTIVITIES しき
い値』を参照してください。

アプリケーションは直前の COMMIT にロールバックさ
れました。
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ユーザーの処置: 作業単位に関連する変更は、もう一度
入力する必要があります。

デッドロックまたはロック・タイムアウトを防ぐには、
可能であれば、長く実行されるアプリケーションまた
は、デッドロックを引き起こしやすいアプリケーション
に対して、頻繁に COMMIT を発行してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: デッド
ロックはフェデレーテッド・サーバーまたはデータ・ソ
ースで発生する可能性があります。データ・ソースおよ
び潜在的にフェデレーテッド・システムをスパンするデ
ッドロックを検出するメカニズムが存在しません。要求
が失敗したデータ・ソースを識別することができます。
(問題判別の手引きを参照して、SQL ステートメントの
処理に失敗したデータ・ソースを判別してください。)

デッドロックはだいたい標準であるか、または決まった
SQL の組み合わせを処理中に予期されます。可能な限
りデッドロックを避けるために、アプリケーションを設
計することをお勧めします。

CONCURRENTDBCOORDACTIVITIES しきい値などの
キューイングしきい値のためにデッドロック状態になっ
た場合は、キューイングしきい値の値を増やしてくださ
い。

sqlcode: -911

sqlstate: 40001

SQL0912N データベースに対するロック要求の最大値
に達しました。理由コード = reason-code

説明: ロック要求のためのメモリーが十分でないため、
データベースのロックの最大数に達しました。

理由コードは、制限に達したメモリーのタイプを示して
います。

1

ローカル・ロック・マネージャー・メモリー。
これは LOCKLIST データベース構成パラメー
ターを使用して構成されます。

2

グローバル・ロック・マネージャー・メモリ
ー。これは CF_LOCK_SZ データベース構成パ
ラメーターを使用して構成されます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: アプリケーションは、他の SQL ステ
ートメントのサブミットを行う前に、COMMIT または
ROLLBACK ステートメントのサブミットを行う必要が
あります。理由コードで示されているデータベース構成
パラメーターの値を増やして、より多くのロック要求を
サポートするようにします。

1

ローカル・ロック・マネージャーに割り振られ
たロック・メモリーを管理する LOCKLIST デ
ータベース構成パラメーターを増やしてくださ
い。

2

グローバル・ロック・マネージャーに割り振ら
れたロック・メモリーを管理する
CF_LOCK_SZ データベース構成パラメーター
を増やしてください。

sqlcode: -912

sqlstate: 57011

SQL0913N 実行がデッドロックまたはタイムアウトに
よって失敗しました。理由コード
reason-code

説明: 発行された要求が、オブジェクトの使用について
未解決競合で呼び出されており、実行は失敗しました。

理由コードは以下のとおりです。

2

デッドロックのために、トランザクション・ブ
ランチが正常に実行されていません。

68

ロック・タイムアウトのために、トランザクシ
ョン・ブランチが正常に実行されていません。

72

トランザクションに関係する DB2 Data Links

Manager に関連するエラーのために、トランザ
クションがロールバックされました。

80

タイムアウトのために、ステートメントが正常
に実行されていません。

このメッセージのテキストとランタイム・トークンは、
DB2 データベース・サーバーやクライアントのバージ
ョンやプラットフォームに応じて変わることがありま
す。

ユーザーの処置:

v 理由コード 80 の場合、アプリケーションを終了せず
に失敗したステートメントを再試行することができま
す。 アプリケーションが複数のリモート・データベ
ースにアクセスする場合、グローバル・デッドロック
を防ぐために、トランザクションをロールバックする
のはよい方法です。
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v その他の理由コードの場合、トランザクションをロー
ルバックするように要求を出してください。トランザ
クションは現在のトランザクション・ブランチの障害
のため、コミットできません。

v デッドロックまたはロック・タイムアウトを回避する
には、可能であれば長時間実行アプリケーションで、
または高速同時アクセスでデータを要求するアプリケ
ーションで頻繁に COMMIT 操作を発行してくださ
い。

sqlcode: -913

sqlstate: 57033

SQL0917N パッケージのバインドが失敗しました。

説明: エラーが発生したため、パッケージを作成できま
せんでした。

この SQLCODE はバインドまたはコミット処理中に発
行できます。これがコミット処理中に発行された場合
は、データベースに対する変更がすべてロールバックさ
れます。バインド処理中に発行された場合は、パッケー
ジの作成が失敗するだけであり、作業論理単位内のその
他の変更はコミット可能です。

ユーザーの処置: 多くの場合、この問題は、エラーが発
生したために 1 つ以上の SQL ステートメントをバイ
ンドできなかったことが原因です。

エラーの原因となっているステートメントを特定し、そ
れを訂正してください。コマンドを再発行して、パッケ
ージを作成してください。

sqlcode: -917

sqlstate: 42969

SQL0918N アプリケーションがロールバックを実行す
る必要があります。

説明: データベースの作業単位はすでにロールバックさ
れていますが、この作業単位に含まれている他のリソー
ス・マネージャーはまだロールバックしていません。こ
のアプリケーションの整合性を保証するために、アプリ
ケーションがロールバックを発行するまで、すべての
SQL 要求が拒否されます。

ユーザーの処置: アプリケーションがロールバックを発
行するまで、すべての SQL 要求が拒否されます。 た
とえば、CICS 環境の場合、これは CICS SYNCPOINT

ROLLBACK コマンドになります。

sqlcode: -918

sqlstate: 51021

SQL0920N データベース・クライアント・システムの
データは、他のデータベース・クライアン
ト・システムからはアクセスできません。

説明: ワークステーションが、クライアントまたはロー
カル・クライアントを持つサーバーとして構成されてい
ます。このシステムで作成されたデータベースは、他の
ワークステーションとは共有できません。

関数は処理されません。

ユーザーの処置: サーバー・ワークステーションからの
みデータを要求してください。

sqlcode: -920

sqlstate: 57019

SQL0925N アプリケーション実行環境の SQL

COMMIT が無効です。

説明: 以下の場合には、COMMIT を実行できません。

v CICS などの分散トランザクション処理環境の場合、
静的 SQL COMMIT ステートメントが試みられまし
たが、環境特有のコミット・ステートメントが必要で
す。 たとえば、CICS 環境の場合、これは CICS

SYNCPOINT コマンドになります。

v プリコンパイルされた、または非 TP モニター環境の
CONNECT 2 を使用するように設定された DB2 アプ
リケーションが、静的 SQL COMMIT しか許されて
いないにもかかわらず、動的 SQL COMMIT を発行
しました。

v ストアード・プロシージャーから発行された場合、呼
び出し側プログラムが分散作業単位または分散トラン
ザクション処理環境で実行されているときは、SQL

COMMIT も許可されません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを行って、問題を解決
してください。

v COMMIT を発行するステートメントを取り除いて、
環境に対して有効なコミットを行うステートメントで
置き換えてください。

v 非 TP モニター環境の接続タイプ 2 の場合は、静的
COMMIT のみを使用してください。

v ストアード・プロシージャーの場合は、COMMIT を
取り除いてください。

sqlcode: -925

sqlstate: 2D521
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170 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



SQL0926N アプリケーション実行環境の SQL

ROLLBACK が無効

説明: 以下の場合には、ROLLBACK が実行できませ
ん。

1. CICS などの分散トランザクション処理環境で、静的
SQL ROLLBACK ステートメントが試みられました
が、環境特有のロールバック・ステートメントが必
要です。 たとえば CICS 環境の場合、これは CICS

SYNCPOINT ROLLBACK コマンドになります。

2. プリコンパイルされた、または CONNECT 2 を使用
するように設定された DB2 アプリケーションが、
静的 SQL ROLLBACK しか許されていないにもかか
わらず、動的 SQL ROLLBACK を発行しました。

3. ストアード・プロシージャーから発行された場合、
呼び出し側プログラムが分散作業単位 (CONNECT

タイプ 2) または分散トランザクション処理環境で実
行されているときは、SQL ROLLBACK も制限され
ます。

ユーザーの処置:

1. ROLLBACK を発行するステートメントを取り除い
て、環境に対して有効なロールバックを行うステー
トメントで置き換えてください。

2. 接続タイプ 2 の場合は、静的 COMMIT のみを使用
してください。

3. ストアード・プロシージャーの場合は、それ自体を
取り除いてください。

sqlcode: -926

sqlstate: 2D521

SQL0930N ステートメントを処理するためのストレー
ジが足りません。

説明: 別のメモリー・ページを必要とする要求がデータ
ベースに対して行われましたが、データベース・マネー
ジャーが利用できるページがありません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 可能な解決方法は、以下のとおりで
す。

v システムに十分な実メモリーおよび仮想メモリーがあ
ることを確認してください。

v バックグラウンド処理を除去してください。

v DUOW 再同期でエラーが発生した場合は、データベ
ース・マネージャー構成パラメーターの値
RESYNC_INTERVAL を減らしてください。

v ルーチン (UDF、ストアード・プロシージャー、また
はメソッド) を参照したステートメントでエラーが発

生している場合、引数と戻り値を入れるのに必要なス
トレージが、システムで使用できるメモリー量を超え
ている可能性があります。これは、このルーチンが、
大きなサイズ (たとえば、2GB など) の
BLOB、CLOB、 DBCLOB パラメーターまたは戻り
値を使って定義されている場合に発生することがあり
ます。

これらの解決方法を試しても問題が解決されない場合
は、このルーチンの定義の変更を考慮する必要がある可
能性があります。

sqlcode: -930

sqlstate: 5UA0L、57011

SQL0931C オペレーティング・システム・ファイル表
がオーバーフローしました。後続の SQL

ステートメントは処理されません。

説明: オペレーティング・システムの制限に達しまし
た。アプリケーション・プログラムは、これ以上 SQL

ステートメントを発行できません。データベースにはリ
カバリーが必要であるというマークが付けられ、このデ
ータベースを使用しているすべてのアプリケーション
は、このデータベースにアクセスできなくなります。

ユーザーの処置: データベースを使用しているすべての
アプリケーションを終了してください。データベースを
再始動してください。

この問題の再発を防ぐには、以下のことを実行してくだ
さい。

v MAXFILOP データベース構成パラメーターを小さな
値に変更してください (これにより、 DB2 のオペレ
ーティング・システム・ファイル表の使用度が減少し
ます)。

v できれば、システム・ファイルを使用しているアプリ
ケーションを終了してください。

v オペレーティング・システム・ファイル表制限の増加
方法については、オペレーティング・システムの資料
を参照してください。ほとんどの UNIX 環境では、
これはカーネル構成をより大きな値で更新することに
より、行うことができます。 (AIX の場合、これは、
使用しているマシンのメモリー容量を増やすことによ
ってのみ可能です。)

sqlcode: -931

sqlstate: 58005
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SQL0949N 無効なオペレーティング・システム操作が
UTL_FILE モジュール・ルーチンにより
試行されました。オペレーティング・シス
テム・エラー = error-text。

説明: UTL_FILE モジュール・ルーチンにより試行さ
れた操作により、オペレーティング・システムは
error-text で示されているエラーを返しました。

ユーザーの処置: オペレーティング・システムのエラ
ー・メッセージ情報を参照し、error-text により報告さ
れた問題の訂正方法を判別してください。

sqlcode: -949

sqlstate: 58024

SQL0950N 表または索引は、現在使用中のため、ドロ
ップできません。

説明: オープン・カーソルが現在表または索引を使用し
ている場合は、 DROP TABLE または DROP INDEX

ステートメントを発行することができません。

ステートメントは処理できません。表または索引はドロ
ップされません。

ユーザーの処置: 必要なカーソルをすべてクローズし
て、ステートメントの再サブミットを行ってください。

sqlcode: -950

sqlstate: 55006

SQL0951N 同じアプリケーション処理で使用されてい
るため、タイプ object-type のオブジェク
ト object-name を変更できません。

説明: ロック状態または使用中のオブジェクトに対する
ALTER ステートメント、SET INTEGRITY ステートメ
ント、または TRUNCATE ステートメントを発行するこ
とはできません。

ステートメントは処理できません。このオブジェクトは
変更されていません。

ユーザーの処置: オブジェクト object-name に直接的、
または間接的に依存するカーソルをクローズし、ステー
トメントを再サブミットしてください。

sqlcode: -951

sqlstate: 55007

SQL0952N 割り込みにより、処理が取り消されまし
た。

説明: ユーザーが割り込みキー・シーケンスを押した可
能性があります。

ステートメントの処理は終了します。終了が発生する前
の変更が、データベースに適用されている可能性があり
ますが、コミットされません。

また、照会がタイムアウトになったため Call Level

Interface (CLI) が割り込みを発行した場合にも、このエ
ラーを受け取る可能性があります。例えば、アプリケー
ションが SQLSetStmtAttr() 関数を使って
SQL_ATTR_QUERY_TIMEOUT ステートメント属性を
非ゼロ値に構成する場合、指定された時間内に SQL ス
テートメントまたは XQuery 式が完了しなければ、CLI

は実行をキャンセルしてアプリケーションに戻るために
割り込みを発行します。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

ユーザーの処置: アプリケーションを続行してくださ
い。

サンプル・データベースをインストールしている場合
は、それをドロップしてサンプル・データベースを再イ
ンストールしてください。

照会タイムアウト時に CLI による割り込みの発行を防
ぐには、db2cli.ini ファイルで
QUERYTIMEOUTINTERVAL=0 を設定することで、照
会タイムアウトの動作を無効にすることができます。照
会タイムアウトの動作を無効にすると、デッドロックま
たはロック待機のタイムアウト値がサーバーで設定され
ていない限り、照会は完了するまで実行されます。

sqlcode: -952

sqlstate: 57014

SQL0954C ステートメントの処理に使用できる十分な
ストレージが、アプリケーション・ヒープ
にありません。

説明: アプリケーションの使用可能メモリーをすべて使
いきってしまいました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: このメッセージを受け取ったアプリケ
ーションを終了してください。 applheapsz データベー
ス構成パラメーターが AUTOMATIC に設定される場
合、APPL_MEMORY データベース構成設定または
INSTANCE_MEMORY データベース・マネージャー構
成設定を増やす必要があります。そうでない場合、より
多くのアプリケーション・ヒープを使用できるようにす
るために、applheapsz データベース構成パラメーターを
増やしてください。

構成パラメーターを更新する場合、エラー条件が解決さ
れるまで、一度に現行サイズの 10% ずつ構成パラメー
ターを変更することが推奨されています。applheapszを
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変更するには、以下のようなコマンドを入力します。こ
れは、データベース sample の applheapsz をサイズ
4000 に設定します。

db2 UPDATE DB CFG FOR sample USING APPLHEAPSZ 4000

関連したすべての構成パラメーターが AUTOMATIC ま
たは COMPUTED に設定された場合、インスタンスの
メモリー要求はマシンに構成されているメモリーの容量
を超過します。可能な解決方法には、データベース・ワ
ークロードの削減、接続コンセントレーター・フィーチ
ャーの使用可能化、マシンへのメモリー追加などがあり
ます。

sqlcode: -954

sqlstate: 57011

SQL0955C このステートメントを処理するためのソー
ト・メモリーを割り振れません。理由コー
ド = reason-code。

説明: ソート処理を行うため、データベース・エージェ
ントで使用できる仮想メモリーが不足しています。理由
コードの説明

1 専用処理メモリーが不十分です。

2 ソート処理のためのデータベース広域共有メモ
リー域に共有メモリーが不十分です。

このステートメントは処理されませんが、他の SQL ス
テートメントは処理される可能性があります。

ユーザーの処置: 以下の中から 1 つ以上を行ってくだ
さい。

v 対応するデータベース構成ファイル内のソート・ヒー
プ・パラメーター ( sortheap) の値を小さくしてくだ
さい。

v 理由コード 1 の場合、可能であれば、使用できる専
用仮想メモリーを増やしてください。たとえば UNIX

システムでは、ulimit コマンドを使用して処理用のデ
ータ域の最大サイズを大きくすることができます。

v 理由コード 2 の場合は、データベース全体で共有さ
れているソート処理用指定メモリー域のサイズを増や
してください。このサイズを増やすには、
SHEAPTHRES_SHR データベース構成パラメーター
の値を大きくします。

sqlcode: -955

sqlstate: 57011

SQL0956C ステートメントの処理に使用できる十分な
ストレージが、データベース・ヒープにあ
りません。

説明: データベースの使用可能メモリーをすべて使いき
ってしまいました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: このメッセージを受け取ったアプリケ
ーションを終了してください。

より多くのデータベース・ヒープを使用できるようにす
るために、dbheap データベース構成パラメーターを増
やしてください。入出力サーバーの数が上限に近い場合
は、この数を減らすことも役に立つ可能性があります。

dbheap データベース構成パラメーターが AUTOMATIC

に設定される場合、DATABASE_MEMORY データベー
ス構成設定または INSTANCE_MEMORY データベー
ス・マネージャー構成設定を増やす必要があります。

構成パラメーターを更新する場合、エラー条件が解決さ
れるまで、一度に現行サイズの 10% ずつ構成パラメー
ターを変更することが推奨されています。dbheap を変
更するには、以下のようなコマンドを入力します。これ
は、データベース sample の dbheap をサイズ 2400 に
設定します。

db2 UPDATE DB CFG FOR sample
USING DBHEAP 2400

データベースから切断されているときに dbheap を変更
するには、以下のようなコマンドを入力します。

db2 CONNECT RESET;
db2 UPDATE DB CFG FOR sample

USING DBHEAP 2400

関連したすべての構成パラメーターが AUTOMATIC ま
たは COMPUTED に設定された場合、インスタンスの
メモリー要求はマシンに構成されているメモリーの容量
を超過します。可能な解決方法には、データベース・ワ
ークロードの削減、接続コンセントレーター・フィーチ
ャーの使用可能化、マシンへのメモリー追加などがあり
ます。

sqlcode: -956

sqlstate: 57011

SQL0958C 開くことができるファイルの最大数に達し
ました。

説明: データベースが使用できるファイル・ハンドルの
最大数に達しました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: データベースのロケーションに許され
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ているオープン・ファイルの最大数に影響を与えるパラ
メーターを増やしてください。これには、構成パラメー
ター ( maxfilop) を増やして、インスタンスがもっと多
くのファイル・ハンドルを使用できるようにすること
と、他のセッションを終了して、使用中のファイル・ハ
ンドルを減らすことが含まれます。

sqlcode: -958

sqlstate: 57009

SQL0959C ステートメントの処理に使用できる十分な
ストレージが、サーバーのコミュニケーシ
ョン・ヒープにありません。

説明: サーバーのコミュニケーション・ヒープの使用可
能メモリーをすべて使いきってしまいました。

コマンドまたはステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: このメッセージを受け取ったアプリケ
ーションを終了してください。サーバー・ワークステー
ションのデータベース・マネージャー構成ファイルのコ
ミュニケーション・ヒープ ( comheapsz) パラメーター
のサイズを増やしてください。

注: このメッセージは、バージョン 2 より前の DB2 リ
リースにのみ適用されます。

sqlcode: -959

sqlstate: 57011

SQL0960C 最大数のオブジェクトが次の名前または
ID を持つ表スペースに作成されました:

table-space-list。

説明: 表スペースでオブジェクトが最大数に達したた
め、表スペースに新しいオブジェクトを作成できませ
ん。

ユーザーの処置: オブジェクトまたは表を作成する別の
表スペースを指定します。 表スペースを SYSTEM

TEMPORARY 表スペースにした場合、同時に使用され
る一時表が多すぎます。

sqlcode: -960

sqlstate: 57011

SQL0964C データベースのトランザクション・ログが
いっぱいです。

説明: トランザクション・ログのすべてのスペースを使
い切ってしまいました。

2 次ログ・ファイルを持つ循環ログが使用されている場
合は、 2 次ログ・ファイルの割り振りと使用が試みら
れています。ファイル・システムにスペースがない場合

は、2 次ログを使用することができません。

アーカイブ・ログが使用されている場合、ファイル・シ
ステムは、新しいログ・ファイルを収容するためのスペ
ースを提供しません。

このメッセージは、可能なログ・シーケンス番号のほぼ
すべてをデータベースが使用済みであるために返される
こともあります。データベース・マネージャーは、ロ
グ・シーケンス番号 (LSN) と呼ばれる固有 ID を使用
してデータベース・ログ・レコードを識別します。トラ
ンザクションに関連してデータベース・ログを書き込む
必要があるたびに、データベースは新しい LSN 値を使
用します。

アプリケーションは、データベースでのログ・レコード
書き込みを伴うトランザクションを実行することができ
ません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: このメッセージ (SQLCODE) を受け
取った場合は、 COMMIT または ROLLBACK を実行
するか、またはもう一度やり直してください。

データベースが並行アプリケーションで更新されている
場合は、もう一度やり直してください。他のアプリケー
ションがトランザクションを完了すると、ログ・スペー
スが解放される場合があります。

もっと頻繁にコミット処理を行ってください。トランザ
クションがコミットされていない場合は、そのトランザ
クションがコミットされたときに、ログ・スペースが解
放される場合があります。アプリケーションの設計時
に、更新トランザクションのコミット時期を考慮して、
ログがフルにならないようにしてください。

デッドロックが発生している場合は、より頻繁にチェッ
クしてください。これは、データベース構成パラメータ
ー DLCHKTIME を減らせば可能です。そうすれば、デ
ッドロックを見つけることができ、すみやかにデッドロ
ックを解決 (ROLLBACK を使って) して、ログ・スペ
ースを解放することができます。

この状態が頻発する場合は、より大きなログ・ファイル
を使用できるようにするために、データベース構成パラ
メーターを増やしてください。より大きなログ・ファイ
ルは容量を必要としますが、アプリケーションの再試行
を減少させます。より大きなログ・ファイルは、より多
くのスペースを必要としますが、再処理を行うためのア
プリケーションの実行を減少させます。調整が必要にな
る可能性のあるトランザクション構成パラメーターは、
LOGFILSIZ、LOGPRIMARY、LOGSECOND です。トラ
ンザクション・ログについての詳細は、DB2 インフォ
メーション・センターで、「トランザクション・ログ」
などの語句を使用して検索してください。

サンプル・データベースをインストールしている場合
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は、それをドロップしてサンプル・データベースを再イ
ンストールしてください。

可能な LSN 値のほぼすべてをデータベースが使用済み
であるためにこのメッセージが返された場合は、以下の
ステップを実行することによって LSN 値をゼロにリセ
ットできます。

1. データベースからすべてのデータをアンロードする

2. データベースをドロップして再作成する

3. すべてのデータをロードする

sqlcode: -964

sqlstate: 57011

SQL0965W このワークステーションのメッセージ・フ
ァイルには、 SQL 警告 SQLCODE に対
応するメッセージ・テキストがありませ
ん。警告は、オリジナル・トークン
token-list とともに、モジュール name か
ら返されました。

説明: データベース・サーバーは、アプリケーションに
コード SQLCODE を返しました。この警告コードは、
このワークステーションの DB2 メッセージ・ファイル
のメッセージに対応していません。

ユーザーの処置: 指定された SQLCODE についての詳
細は、データベース・サーバーの資料を参照してくださ
い。

SQL0966N データベース接続サービス・ディレクトリ
ーに指定されたエラー・マッピング・ファ
イル name が見つからないか、またはオ
ープンできません。

説明: 以下に示す条件の 1 つが成立しています。

v エラー・マッピング・ファイルが存在しません。

v エラー・マッピング・ファイルが、現在他のアプリケ
ーションによってオープンされています。

v エラー・マッピング・ファイルが指定したパスに存在
しません。

v エラー・マッピング・ファイルが壊れています。

エラー・マッピング・データは検索されませんでした。

ユーザーの処置: ファイルをオープンしているアプリケ
ーションからファイルを解放するか、またはオリジナ
ル・ファイルを再インストールまたはリストアしてくだ
さい。

sqlcode: -966

sqlstate: 57013

SQL0967N データベース接続サービス・ディレクトリ
ーに指定されたエラー・マッピング・ファ
イル name のフォーマットが無効です。

説明: プログラムがエラー・マッピング・ファイルの読
み取りを行っていたときに、エラーが発生しました。

エラー・マッピング・データは検索されませんでした。

ユーザーの処置: エラー・マッピング・ファイルのすべ
ての構文エラーを訂正してください。

sqlcode: -967

sqlstate: 55031

SQL0968C ファイル・システムがいっぱいです。

説明: データベースを持っているファイル・システムの
いずれかがいっぱいです。このファイル・システムに
は、データベース・ディレクトリー、データベース・ロ
グ・ファイル、または表スペース・コンテナーが入って
いる可能性があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 不要なファイルを消去して、システ
ム・スペースに空きを作ってください。データベース・
ファイルは消去しないでください。さらにスペースが必
要な場合は、不要な表および索引のドロップが必要にな
る場合があります。

unix ベース・システムでは、カレント・ユーザー ID に
許可されている最大ファイル・サイズを超えたために、
このディスク・フル状態になる場合があります。 chuser

コマンドを使用して、fsize を更新してください。リブ
ートが必要になる場合があります。

コンテナーのサイズ変化により、ディスクがフルになっ
た可能性があります。 ファイル・システムに十分なス
ペースがある場合は、表スペースをドロップしてコンテ
ナーを同じサイズで再作成してください。

処理できないステートメントが LOB データ・タイプを
参照した場合:

v アプリケーションで使用されたカーソルが使用の直後
にクローズされることを確認します。

v アプリケーション内で、COMMIT ステートメントが
定期的に実行されることを確認します。

v このステートメントの実行中に一時 LOB データを保
持するためのコンテナーをシステム一時表スペースに
さらに追加します。

sqlcode: -968

sqlstate: 57011

SQL0965W

第 2 章 SQL0500 - SQL0999 175



SQL0969N このワークステーションのメッセージ・フ
ァイルには、 SQL エラー error に対応
するメッセージ・テキストがありません。
エラーは、オリジナル・トークン
token-list とともに、モジュール name か
ら返されました。

説明: このデータベース・サーバーは、ご使用のアプリ
ケーションに SQLCODE error を戻しました。このエラ
ー・コードは、このワークステーション上の DB2 メッ
セージ・ファイルのメッセージに対応していません。

ユーザーの処置: 指定された SQLCODE については、
データベース・サーバーの資料を参照してください。デ
ータベース・サーバーの資料にある指定されたアクショ
ンを行い、この問題を修正してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 問題を
切り分けて要求失敗の原因となったデータ・ソースを突
き止めてください。データ・ソースのマニュアルで
error を探してください。問題がデータに依存する場合
は、エラー発生時にデータ・ソースで処理されていたデ
ータを調べることが必要になるかもしれません。

SQL0970N システムが、読み取り専用ファイルへの書
き込みを試みました。

説明: データベースによって使用されているファイルが
読み取り専用とマークされているか、または存在しませ
ん。このファイルに対し、データベースには書き込みア
クセスが必要です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: このメッセージ (SQLCODE) を受け
取ったアプリケーションを終了してください。すべての
データベース・ファイルが、読み取りと書き込みの両方
のアクセスを許されていることを確認してください。指
定されたファイル名に必要のないブランク・スペースが
ないかどうか調べてください。

sqlcode: -970

sqlstate: 55009

SQL0972N データベースのドライブに、正しいディス
ケットが入っていません。

説明: ドライブ内のディスケットが、データベース・デ
ィスケットではありません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 必要なディスケットをドライブに挿入
してください。そのドライブに存在するデータベースを
使用するアプリケーションを始動した場合は、そのディ
スケットを取り除かないでください。

sqlcode: -972

sqlstate: 57019

SQL0973N ステートメントの処理に使用できる十分な
ストレージが、heap-name ヒープまたはス
タックにありません。

説明: このヒープの使用可能メモリーをすべて使いきっ
てしまいました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: このメッセージ (SQLCODE) を受け
取ったアプリケーションを終了してください。
heap-name 構成パラメーターを修正して、ヒープ・サイ
ズまたはスタック・サイズを大きくしてください。

heap-name 構成パラメーターが AUTOMATIC に設定さ
れる場合、APPL_MEMORY データベース構成設定、
DATABASE_MEMORY データベース構成設定、または
INSTANCE_MEMORY データベース・マネージャー構
成設定を増やす必要があります。そうでない場合、
heap-name 構成パラメーター値を変更して、ヒープ・サ
イズを大きくしてください。

DATABASE_MEMORY データベース構成パラメーター
を変更する場合:

v パラメーターを AUTOMATIC に設定すると、データ
ベース・マネージャーにデータベース・メモリーを管
理するように自動的に通知されます。

v パラメーターが現在ユーザー定義の数値に設定されて
いる場合、値を 256 ページずつ大きくすると、問題
が解決するはずです。

アプリケーション共有ヒープ・サイズの場合、
APPL_MEMORY データベース構成設定、または
INSTANCE_MEMORY データベース・マネージャー構
成設定を増やす必要があります。

構成パラメーターを更新する場合、エラー条件が解決さ
れるまで、一度に現行サイズの 10% ずつ構成パラメー
ターを変更することが推奨されています。

例えば、heap-name が UTIL_HEAP_SZ であり、データ
ベース名が TORDB1 である場合、このデータベース構
成パラメーターを 10000 に更新するには、以下のコマ
ンドを発行してください。

db2 update db cfg
for TORDB1
using UTIL_HEAP_SZ 10000

データベース構成パラメーターのリストを表示するに
は、GET DATABASE CONFIGURATION コマンドを使
用してください。
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データベース・マネージャー構成パラメーター、つまり
MON_HEAP_SZ を新規のサイズ 100 に更新するには、
次のコマンドを発行します。

db2 update dbm cfg
using MON_HEAP_SZ 100

データベース・マネージャー構成パラメーターのリスト
を表示するには、GET DATABASE MANAGER

CONFIGURATION コマンドを使用してください。

関連したすべての構成パラメーターが AUTOMATIC ま
たは COMPUTED に設定された場合、インスタンスの
メモリー要求はマシンに構成されているメモリーの容量
を超過します。可能な解決方法には、データベース・ワ
ークロードの削減、接続コンセントレーター・フィーチ
ャーの使用可能化、マシンへのメモリー追加などがあり
ます。

sqlcode: -973

sqlstate: 57011

SQL0974N データベースの入っているドライブが、ロ
ックされています。

説明: データベースの入ったドライブがロックされてい
ることを、システムが報告しました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ドライブをロックできる他の処理 (た
とえば、CHKDSK) が、システムで実行されていないこ
とを確認してください。操作を再試行してください。

サンプル・データベースをインストールしている場合
は、それをドロップしてサンプル・データベースを再イ
ンストールしてください。

sqlcode: -974

sqlstate: 57020

SQL0975N データベースまたはインスタンス name

がユーザー username によって静止されて
いるため、新しいトランザクションを開始
できませんでした。静止タイプ: type

説明: 使用しようとしていたインスタンスまたはデータ
ベースは他のユーザーによって静止されており、このイ
ンスタンスまたはデータベースが静止状態でなくなるま
で、新規トランザクションは許可されません。

静止タイプ type は、すでに静止されているインスタン
スまたはデータベースを参照しています。 '1' がインス
タンスで、'2' がデータベースです。

ユーザーの処置: 現在インスタンスまたはデータベース
を静止しているユーザーに連絡して、 DB2 が静止から

解放される時期を尋ね、解放されたときに要求を再試行
してください。

sqlcode: -975

sqlstate: 57046

SQL0976N 指定された入出力装置の準備ができていま
せん。

説明: 入出力装置またはメディアは入出力コマンドを受
け入れる準備ができていません。

ステートメントは処理できません。

ユーザー応答:

入出力装置またはメディアの準備ができていることを確
認し、操作を再試行してください。

ユーザーの処置: sqlcode: -976

sqlstate: 57021

SQL0977N COMMIT 状態が不明です。

説明: tm_database が、 COMMIT 処理中に使用できな
くなったため、COMMIT の結果が不明になりました。
データベースの再同期化が、 tm_database が使用できる
ようになったときに発生します。再同期化中に、トラン
ザクションがロールバックされる場合があることに注意
してください。これ以降の SQL ステートメントの実行
は安全に行われますが、ロックは、再同期処理が完了す
るまで保持されます。

ユーザーの処置: たとえば、CLP を使用して、
tm_database に対する接続が可能なことを確認してくだ
さい。接続できない場合は、返された SQLCODE に必
要なアクションにしたがって、接続が確立できることを
確認してください。

sqlcode: -977

sqlstate: 40003

SQL0978N ストレージ・メディアが書き込み保護にな
っています。

説明: 書き込み操作がデータベースに対して試みられま
したが、データベースのストレージ・メディアが書き込
み保護になっています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 正しいストレージ・メディアを使用し
ていることを確認してください。必要に応じて、ストレ
ージ・メディアから書き込み保護を取り除いてくださ
い。

sqlcode: -978
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sqlstate: 55009

SQL0979N NONE の SYNCPOINT で実行中のアプ
リケーション処理の COMMIT が、 num

データベースに対して失敗しました。失敗
には、alias/SQLSTATE1、
alias/SQLSTATE2、alias/SQLSTATE3、
alias/SQLSTATE4 というデータベース別名
と SQLSTATE の対 (最大 4 つまで返さ
れます) が含まれます。

説明: アプリケーションが複数のデータベースに接続さ
れており、COMMIT が発行されましたが、それらの接
続の 1 つ以上に対して失敗しました。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 失敗し
た接続が、ニックネームが使用されているフェデレーテ
ッド・サーバー・データベースである場合、ニックネー
ムに必要なデータ・ソースに対するコミットが失敗しま
す。

ユーザーの処置: 更新されるアプリケーションとデータ
の性質に応じて、アプリケーションが意図した変更が、
すべてのデータベースにわたって整合性を持って反映さ
れていることを確認するために、これ以上の処理の中
止、失敗のログへの記録、および適切な SQL の発行が
必要になる可能性があります。

COMMIT エラーによって影響を受けるデータベースの
全リストが返されない場合は、全リストの診断ログを参
照してください。

sqlcode: -979

sqlstate: 40003

SQL0980C ディスク・エラーが発生しました。後続の
SQL ステートメントは処理されません。

説明: 現在および後続の SQL ステートメントの正常な
実行を妨げるディスク・エラーが発生しました。アプリ
ケーション・プログラムは、これ以上 SQL ステートメ
ントを発行できません。たとえば、アプリケーション処
理に関連するリカバリー・ルーチンは、追加の SQL ス
テートメントを発行できません。データベースにはリカ
バリーが必要であるというマークが付けられ、このデー
タベースを使用しているすべてのアプリケーションは、
このデータベースにアクセスできなくなります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 可能であれば、SQLCA からすべての
エラー情報を記録してください。データベースを使用し
ているすべてのアプリケーションを終了してください。
エラーがハードウェア・エラーかどうかを判断してくだ
さい。データベースを再始動してください。リカバリー
が不可能な場合には、バックアップ・コピーからデータ

ベースをリストアしてください。

サンプル・データベースをインストールしている場合
は、それをドロップしてサンプル・データベースを再イ
ンストールしてください。

sqlcode: -980

sqlstate: 58005

SQL0982N ディスク・エラーが発生しました。ただ
し、後続の SQL ステートメントは処理
できます。

説明: 一時システム・ファイルの処理中に、現在の
SQL ステートメントの正常な実行を妨げるディスク・
エラーが発生しました。ただし、後続の SQL ステート
メントは処理できます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: このメッセージ (SQLCODE) を受け
取ったアプリケーションを終了してください。

sqlcode: -982

sqlstate: 58004

SQL0983N このトランザクション・ログは、現在のデ
ータベースにはありません。

説明: ログ・ファイルに格納されているシグニチャー
が、データベースの従属シグニチャーと一致しません。
通常このエラーは、データベースが格納されているディ
レクトリーとは異なるディレクトリーに格納されている
ログ・ファイルを指定したときに発生します。ファイル
のリダイレクトが行われた可能性があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ログ・ファイルに対する適切なアクセ
スを持つコマンドを再サブミットしてください。

sqlcode: -983

sqlstate: 57036

SQL0984C COMMIT または ROLLBACK が失敗し
ました。後続の SQL ステートメントは
処理されません。

説明: システム・エラーのために、コミットまたはロー
ルバック処理が正常に処理できませんでした。アプリケ
ーション・プログラムは、これ以上 SQL ステートメン
トを発行できません。たとえば、アプリケーション処理
に関連するリカバリー・ルーチンは、追加の SQL ステ
ートメントを発行しない可能性があります。データベー
スにはリカバリーが必要であるというマークが付けら
れ、このデータベースを使用しているすべてのアプリケ
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ーションは、このデータベースにアクセスできなくなり
ます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: メッセージ番号 (SQLCODE)、および
可能であれば、すべての SQLCA エラー情報を記録して
ください。データベースを使用しているすべてのアプリ
ケーションを終了してください。データベースを再始動
してください。サンプル・データベースをインストール
している場合は、それをドロップしてサンプル・データ
ベースを再インストールしてください。

リカバリーが不可能な場合には、バックアップ・コピー
からデータベースをリストアしてください。

トレースがアクティブな場合は、オペレーティング・シ
ステムのコマンド・プロンプトから、独立トレース機能
を呼び出してください。技術サービス担当者に以下の情
報を報告してください。

必須情報:

v 問題の説明

v SQLCODE

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 問題を
切り分けて要求失敗の原因となったデータ・ソースを突
き止め、そのデータ・ソースで必要な診断手順およびデ
ータベース・リカバリー手順を実行してください。デー
タ・ソースの問題判別手順とデータベース・リカバリー
手順はそれぞれ違うので、該当するデータ・ソース・リ
ファレンスのマニュアルを参照してください。

sqlcode: -984

sqlstate: 58005

SQL0985C データベース・カタログの処理中に、ファ
イル・エラーが発生しました。データベー
スは使用できません。

説明: システムが、カタログ・ファイル入出力エラーを
リカバリーできません。

システムは、データベースを使用するステートメントを
処理できません。

ユーザーの処置: バックアップ・コピーからデータベー
スをリストアしてください。

サンプル・データベースをインストールしている場合
は、それをドロップしてサンプル・データベースを再イ
ンストールしてください。

sqlcode: -985

sqlstate: 58005

SQL0986N ユーザーの表の処理中に、ファイル・エラ
ーが発生しました。表は使用できません。

説明: 表のデータは有効ではありません。

システムは、表を使用するステートメントを処理できま
せん。

ユーザーの処置: データベースに不整合がある場合は、
バックアップ・バージョンからデータベースをリストア
してください。

サンプル・データベースをインストールしている場合
は、それをドロップしてサンプル・データベースを再イ
ンストールしてください。

sqlcode: -986

sqlstate: 58004

SQL0987C アプリケーション・コントロール共有メモ
リーのセットの割り振りができません。

説明: アプリケーション・コントロール共有メモリーの
セットの割り振りができません。このエラーは、操作の
試行をしているデータベース・マネージャーまたは環境
のいずれかに十分なメモリー・リソースがないため発生
します。この問題の原因となるメモリー・リソースに
は、以下が含まれます。

v システムに割り振られている共有メモリー ID の数

v システムで使用できるページングまたはスワッピン
グ・スペースの量。

v システムで使用できる物理メモリーの量。

ユーザーの処置: 以下の中から 1 つ以上を行ってくだ
さい。

v データベース・マネージャー要件およびシステムで実
行中の他のプログラムの要件を満たすだけの十分なメ
モリー・リソースが使用できることを確認してくださ
い。

v 影響を与えるデータベース構成パラメーター
app_ctl_heap_sz を削減して、このメモリー・セットの
データベース・マネージャー・メモリー所要量を削減
してください。

v データベース構成パラメーター
dbheap、util_heap_sz、および buffpage のうちの 1 つ
以上を小さくしてください。割り振られたデータベー
ス・グローバル・メモリーの量に影響するパラメータ
ーについては、「管理ガイド」を参照してください。
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v intra_parallel が yes に設定されている場合、データベ
ース・マネージャーの構成パラメーター sheapthres を
小さくし、そうでなければ intra_parallel を no に設
定してください。

v 該当する場合は、システムを使用している他のプログ
ラムを停止してください。

sqlcode: -987

sqlstate: 57011

SQL0989N AFTER トリガー trigger-name が FROM

節内の SQL データ変更ステートメント
により修正される表 table-name の行の修
正を試行しました。

説明: SQL データ変更ステートメントが FROM 節に
指定されましたが、SQL データ変更ステートメントの
ターゲット基本表に同じ表を修正する AFTER トリガー
が含まれています。これは許可されません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: FROM 節内の SQL データ変更ステ
ートメントの使用を回避するか、または SQL データ変
更ステートメントのターゲットである表を修正しないよ
うにトリガーを変更してください。

sqlcode: -989

sqlstate: 560C3

SQL0990C 索引エラーが発生しました。 表を再編成
してください。

説明: 索引に対するアクティビティーが激しく、索引用
のすべてのフリー・スペースを使いきりました。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 行った作業をコミットして、コマンド
を再発行してください。エラーが続く場合は、作業をロ
ールバックしてください。さらにエラーが続く場合は、
可能であれば、表を再編成してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 問題を
切り分けて要求失敗の原因となったデータ・ソースを突
き止め、そのデータ・ソースの索引再作成手順に従って
ください。

SQL0992C プリコンパイルされたプログラムのリリー
ス番号が無効です。

説明: プリコンパイルされたプログラム (パッケージ)

のリリース番号に、インストールされているバージョン
のデータベース・マネージャーのリリース番号との互換
性がありません。

プリコンパイルされたプログラム (package) は、現行バ
ージョンのデータベース・マネージャーでは使用できま
せん。コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 互換リリース・レベルのデータベー
ス・マネージャーでプリコンパイルされたプログラムの
みを使用してください。

sqlcode: -992

sqlstate: 51008

SQL0993W データベース構成ファイルのログへの新し
いパス (newlogpath) が無効です。

説明: ログ・ファイルへのパスが、以下のいずれかの理
由により無効です。

v パスが存在しません。

v 正しい名前のファイルが指定されたパスに見つかりま
したが、このデータベースのログ・ファイルではあり
ませんでした。

v データベース・マネージャーのインスタンス ID が、
パスまたはログ・ファイルへのアクセスを許可されて
いません。

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: ログ・ファイルへのパスを変更するに
は、有効な値を持つデータベース構成コマンドをサブミ
ットしてください。

sqlcode: +993

sqlstate: 01562

SQL0994N アプリケーションのセーブポイントの使い
方が無効です。

説明: アプリケーション・セーブポイント関数の使用法
に矛盾があります。プログラムが、以下のいずれかを実
行しようとしました。

v 複数のアクティブ・セーブポイントの要求。

v アクティブ・セーブポイントのない終了セーブポイン
ト呼び出しの発行。

v アクティブなセーブポイントのないロールバック・セ
ーブポイント呼び出しの発行。

関数は処理されません。

SQL0989N

180 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



ユーザーの処置: プログラムのセーブポイントの使い方
を訂正してください。

SQL0995W ログ・ファイルへの現行パス (logpath) が
無効です。ログ・ファイル・パスはデフォ
ルトにリセットされました。

説明: ログ・ファイルへのパスが、以下のいずれかの理
由により無効です。

v パスが存在しません。

v 正しい名前のファイルが指定されたパスに見つかりま
したが、このデータベースのログ・ファイルではあり
ませんでした。

v データベース・マネージャーのインスタンス ID が、
パスまたはログ・ファイルへのアクセスを許可されて
いません。

循環ロギングの場合は、ログ・ファイルがデフォルト・
ログ・パスに作成されます。アーカイブ・ログの場合
は、次のログ・ファイルがデフォルト・ログ・パスに作
成されます。要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: ログ・ファイルへのパスを変更するに
は、有効な値を持つ構成コマンドをサブミットしてくだ
さい。

sqlcode: +995

sqlstate: 01563

SQL0996N 表スペースのオブジェクト用のページを解
放できません。

説明: 表スペース内に壊れた内部データベース・ペー
ジ、または内部論理エラーがあります。

ユーザーの処置: オブジェクトまたは表スペースの使用
を続けないでください。 オブジェクトおよび表スペー
スを調べるために、IBM サービスに連絡してくださ
い。

sqlcode: -996

sqlstate: 58035

SQL0997W トランザクション処理に関する一般情報メ
ッセージです。理由コード =

XA-reason-code

説明: SQLCODE 997 は、データベース・マネージャ
ーのコンポーネント間でのみ渡され、アプリケーション
へは戻されません。エラー以外の状況については、XA

戻りコードを伝達するために使用されます。理由コード
には、以下のものがあります。

v XA_RDONLY (3) - トランザクション・ブランチが読
み取り専用で、コミットされています。

v 64 - TM データベースが、DUOW 再同期でトランザ
クションがコミットされる必要があることを示してい
ます。

v 65 - TM データベースが、DUOW 再同期でトランザ
クションがロールバックされる必要があることを示し
ています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL0998N トランザクションまたはヒューリスティッ
ク処理中に、エラーが発生しました。理由
コード = reason-code。サブコード =

subcode。

説明: 分散トランザクションを処理している時にエラー
が検出されました。トランザクションは以下のとおりで
す。

v 分散トランザクション処理環境での処理 (たとえば、
CICS やその他のトランザクション・マネージャーか
らのもの)。

v ヒューリスティック操作の実行。

v フェデレーテッド・データベース内の複数のニックネ
ームの更新。それぞれの更新されたニックネームが異
なるデータ・ソースを表します。上記の場合、デー
タ・ソースの 1 つがトランザクション処理中に失敗
しました。この場合、返された理由コードは、フェデ
レーテッド・データベースではなくデータ・ソースで
の障害の理由です。

可能性のある理由コード (対応する X/Open XA 理由コ
ードが括弧内に示されます) は、以下のとおりです。

v 01 - (XAER_ASYNC) 非同期処理がすでに未解決で
す。

v 02 - (XAER_RMERR) トランザクション・ブランチ
で、リソース・マネージャーが発生しました。

v 03 - (XAER_NOTA) XID が無効です。

v 04 - (XAER_INVAL) 無効な引数が与えられました。
可能性のあるサブコードは、以下のとおりです。

– 01 - xa_info ポインターが無効です。(たとえば、
XAOpen ストリングが null です)

– 02 - データベース名が最大長を超えました。

– 03 - ユーザー名が最大長を超えました。

– 04 - パスワードが最大長を超えました。

– 05 - ユーザー名は指定されていますが、パスワー
ドがありません。

– 06 - パスワードは指定されていますが、ユーザー
名がありません。

– 07 - xa_info ストリングにパラメーターが多すぎま
す。
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– 08 - 複数の xa_opens が、同じデータベース名に
対してさまざまな RM ID を生成しました。

– 09 - データベース名が指定されていません。

– 10 - exe_type が無効です。

– 11 - Sybase LRM 名が xa_config ファイル内にな
いか、または xa_config ファイルが存在していませ
ん。

v 05 - (XAER_PROTO) ルーチンが不適切なコンテキス
トで呼び出されました。

v 06 - (XAER_RMFAIL) リソース・マネージャーを使
用できません。

v 07 - (XAER_DUPID) XID がすでに存在します。

v 08 - (XAER_OUTSIDE) RM がグローバル・トランザ
クション以外で作業中です。

v 09 - トランザクション・マネージャーの登録 (ax_reg)

が失敗しました。可能性のあるサブコードは、以下の
とおりです。

– 01 - 結合 XID が見つかりませんでした。

– 02 - tp_mon_name 構成パラメーターに指定された
動的ライブラリーが、ロードできませんでした。

v 10 - 中断中に、別のトランザクションを開始しよう
としました。

v 12 - トランザクション・マネージャーの登録解除
(ax_unreg) が失敗しました。

v 13 - ax インターフェース障害: ax_reg() および
ax_unreg() が見つかりません。

v 14 - Microsoft 配布の Transaction Coordinator を使用
した DB2 への参加は失敗しました。 MSDTC サー
ビスがダウンしている可能性があります。現在のトラ
ンザクションを終了する必要があります。

v 15 - トランザクションは存在しません。

v 16 - Microsoft 分散トランザクション コーディネー
ター (MSDTC) で障害が発生しました。可能性のある
サブコードは、以下のとおりです。

– 01 - DB2 が MSDTC と通信できません。

– 02 - MSDTC が DB2 接続を登録できません。サ
ブコードは Microsoft のエラー・コードを表してい
ます。

– 03 - MSDTC は、 DB2 接続を分散トランザクシ
ョンに参加させることができません。サブコードは
Microsoft のエラー・コードを表しています。

– 04 - アクティブなトランザクションが存在するた
め、DB2 接続を参加させることができません。

– 05 - トランザクションが存在しません。接続を参
加させることができませんでした。

v 35 - 非 XA データベースに対するヒューリスティッ
ク操作は無効です。

v 36 - XID がデータベース・マネージャーに認識され
ていません。

v 37 - トランザクションは、すでにヒューリスティッ
クにコミットされています。

v 38 - トランザクションは、すでにヒューリスティッ
クにロールバックされています。

v 39 - トランザクションが未確定トランザクションで
はありません。

v 40 - このトランザクションには、ロールバックのみ
が許されています。

v 41 - ノード障害のため、トランザクションは MPP

従属ノードでヒューリスティックにコミットされませ
ん。

v 42 - DB2 Connect XA サポートは、TCP/IP を使用し
て確立したアウトバウンド接続にのみ使用できます。

v 43 - サーバーがネイティブ XA をサポートしないた
め、接続を確立できません。

v 69 - DUOW 再同期化中にデータベース・ログ ID の
不一致が発生しました。

v 85 - ヒューリスティック処理の結果、トランザクシ
ョンは部分的にコミットされ、ロールバックされまし
た。

v 210 - このトランザクションでは、ヒューリスティッ
ク・コミットのみが許可されています。ノードの中に
はすでにコミット状態のものがあります。

v 221 - ホスト上の DBMS のバージョンでは、同じ
XA トランザクションに関係するアプリケーションが
すべて、データベースに接続するために同じユーザー
ID を使用しなければなりません。

v 222 - ホスト上の DBMS のバージョンでは、同じ
XA トランザクションに関係するアプリケーションが
すべて、同じ CCSID を持っていなければなりませ
ん。

v 223 - DB2 Connect XA サポートは、ローカル・クラ
イアントに、またはインバウンド接続を設定するため
に TCPIP を使用しているリモート・クライアントに
のみ使用できます。

v 224 - DB2 Connect XA サポートは、少なくともバー
ジョン 7.1 のクライアントにのみ使用できます。

v 225 - 操作は XA 疎結合トランザクションでは無効
です。可能性のあるサブコードは、以下のとおりで
す。

– 01 - DDL ステートメントは許可されません。

– 02 - WHERE CURRENT OF 節を指定した更新ま
たは削除は許可されません。

– 03 - バッファーの挿入操作は許可されません。
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– 04 - このトランザクションには、ロールバックの
みが許されています。

– 05 - 暗黙的な再バインド操作は許可されません。

v 226 - トランザクションは、すでにロールバックされ
ています。

v 227 - コーディネーター・ノードでヒューリスティッ
ク要求を実行してください。

v 228 - オープン・カーソルがあります。

v 229 - 直前のトランザクションが完了していません。

v 230 - トランザクションがすでにコミットされまし
た。

ユーザーの処置: 理由コード 1 から 8 については、
SQLCA が呼び出し元に戻されない場合があるので、シ
ステム・ログに項目が作成されます。

エラーの原因が、ニックネームに関連する、障害が発生
したデータ・ソースである場合は、障害が発生したデー
タ・ソースのロケーションは必ずフェデレーテッド・サ
ーバーのシステム・ログに表示されます。

理由コード 4 については、xa open ストリングの内容
を調べて、必要な修正を行ってください。

理由コード 4、サブコード 11 の場合、xa_config ファ
イルが $SYBASE/$SYBASE_OCS ディレクトリー内に
存在しており、NODE サーバー・オプションとして指定
されている LRM 名がファイル内に存在していることを
確認してください。

理由コード 9、サブコード 02 については、
tp_mon_name 構成パラメーターに、トランザクションの
動的登録に使用される ax_reg() 関数を持つ外部製品の
動的ライブラリーの名前が入っていることを確認してく
ださい。

理由コード 14 については、MSDTC サービスがアクテ
ィブであることを確認してください。

理由コード 15 については、このエラーは MSDTC ト
ランザクションのタイムアウト値が小さすぎる場合に発
生することがあります。タイムアウトの値をもっと大き
くして、エラーが引き続き発生するかどうかを調べてく
ださい。

理由コード 16 の場合:

v サブコードが 01 なら、MSDTC サービスがアクティ
ブであることを確認してください。

v サブコードが 02 なら、MSDTC は接続を登録できま
せんでした。詳しくは、db2diag ログ・ファイルまた
は Windows の「イベント ビューア」で
MicrosoftXARMCreate というタイトルの項目を調べて
ください。

v サブコードが 03 なら、MSDTC は接続をトランザク
ションに参加させることができませんでした。詳しく

は、db2diag ログ・ファイルまたは Windows の「イ
ベント ビューア」で MicrosoftEnlishWithRM という
タイトルの項目を調べてください。よくあるエラーと
して、現在のトランザクションが明示的にまたは暗黙
的にロールバックしたことがあります。これは、
MSDTC トランザクションのタイムアウトの設定が低
すぎる場合に発生することがあります。タイムアウト
の値をもっと大きくして、エラーが引き続き発生する
かどうかを調べてください。

v サブコードが 04 なら、別の分散トランザクションで
現在アクティブである DB2 接続を参加させようとし
ました。

v サブコードが 05 なら、 SQL ステートメントを発行
する前に接続を参加させてください。

理由コード 35 については、グローバル・トランザクシ
ョンの読み取り専用リソース・マネージャーとしてのみ
関連するデータベースに対して、ヒューリスティックな
操作の実行が試みられました。例は MVS 上の DB2 な
どの DRDA データベースです。これらのタイプの非
XA データベースは、XA 未確定トランザクションを持
つことができません。

理由コード 36、37、38 については、未確定トランザク
ションで無効なヒューリスティック操作の実行が試みら
れました。間違った XID を指定したか、あるいはこの
XID が記録された後でヒューリスティック処理または再
同期処理が実行された可能性があります。まだヒューリ
スティック処理を実行する必要があるかどうかを確認す
るには、ヒューリスティック照会要求を実行して、未確
定トランザクションの現在のリストを入手してくださ
い。

理由コード 39 の場合、 2 フェーズ・コミットが始ま
るのを待っている終了済みトランザクションに対して、
XID が指定されました。 2 フェーズ・コミット処理が
開始され、未確定トランザクションとなったトランザク
ションにのみ、ヒューリスティック処理を実行できま
す。

理由コード 40 については、失敗したトランザクション
の下で、SQL ステートメントが試みられました。これ
の例は、トランザクションに関連する密結合スレッドが
異常終了した後で、正常に登録されている同じトランザ
クション・スレッドで SQL ステートメントを試みるこ
とです。

理由コード 41 の場合、管理通知ログでこの問題に関す
る詳細情報を調べてください。失敗したノードで、DB2

を再始動する必要があります。システム管理者に連絡し
て援助を求める必要がある場合があります。
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理由コード 42 の場合、ゲートウェイ・カタログを変更
して TCP/IP 通信プロトコルを使用できるようにする
と、アウトバウンド接続を確立できます。

理由コード 43 については、System z または System i

サーバー上で DB2 に接続する場合、 DB2 Connect を
使用してデータベースをカタログし、同期点マネージャ
ーを開始してください。

理由コード 69 については、トランザクション・マネー
ジャー (TM) データベース、リソース・マネージャー
(RM) データベース、またはその両方が、未確定トラン
ザクションが発生したときのデータベースとは異なりま
す。換言すれば、TM データベースまたは RM データ
ベースの名前は異なるデータベースのインスタンスを参
照することができます。ログ ID 不一致は、以下の理由
によって発生する可能性があります。

v RM インスタンスでの TM データベースのデータベ
ース・ディレクトリーが正しくありません。

v 未確定トランザクションが発生した後で、構成が変更
された可能性があります。

v データベースがドロップされて、再作成された可能性
があります。この場合は、ヒューリスティックに未確
定トランザクションをコミットまたはロールバックす
ることしかできません。

理由コード 85 の場合、ユーザーが複数のデータ・ソー
スを更新中に、いくつかのデータ・ソースがヒューリス
ティックにロールバック、またはコミットされ、その結
果、トランザクションは部分的にコミットされ、ロール
バックされます。この理由コードでは、データは矛盾し
た状態です。トランザクションで更新されたデータ・ソ
ースをすべて手動でチェックし、データを訂正する必要
があります。

理由コード 210 の場合、すでにコミット状態であるノ
ードがあります。未確定トランザクションを解決するに
は、ヒューリスティック・コミットを実行する必要があ
ります。

理由コード 221 の場合、同じ XA トランザクションに
関係するアプリケーションがすべて、データベースに接
続するために同じユーザー ID を使用していることを確
認してください。

理由コード 222 の場合、同じ XA トランザクションに
関係するアプリケーションがすべて、同じ CCSID を持
っていることを確認してください。

理由コード 223 の場合、ローカル・クライアントを使
用するよう、またリモート・クライアントについては、
ゲートウェイに接続するために通信プロトコルとして

TCPIP を使用するようアプリケーションおよびクライア
ント・セットアップを変更してください。

理由コード 224 の場合、クライアントを 7.1 またはそ
れ以降のバージョンに更新してください。

理由コード 225 の場合、アプリケーションに XA 疎結
合トランザクションで無効な操作が含まれていないこと
を確認してください。 XA 疎結合トランザクションを
使用できる共通アプリケーション・サーバー環境は、
IBM Encina Transaction Server、 IBM WebSphere

Application Server、Microsoft Transaction Server、および
BEA Tuxedo です。この理由コードが検出された場合
は、使用するアプリケーションを検討し、示されたいず
れのアクションも実行されていないことを確認してくだ
さい。

理由コード 226 の場合、トランザクションがロールバ
ック状態に到達し、このノード上でロールバックをして
います。

理由コード 227 の場合、コーディネーター・ノード上
でヒューリスティック要求を実行して、db2diag ログ・
ファイルでコーディネーター・ノード番号を確認してく
ださい。

理由コード 228 の場合、この要求を出す前に、カーソ
ルがクローズしていることを確認してください。

理由コード 229 の場合、この要求を出す前に、トラン
ザクションが完了していることを確認してください。

理由コード 230 の場合、トランザクションはすでにコ
ミットされています。

一般情報を収集する手順は、以下のとおりです。

理由コードで識別された問題が解決できない場合は、メ
ッセージ番号 (SQLCODE)、理由コード、およびメッセ
ージのオプションのサブコードまたはシステム・ログ内
の SQLCA を記録してください。

障害の原因がフェデレーテッド・データベースである場
合、フェデレーテッド・サーバーのシステム・ログで見
つかる、障害が発生したデータ・ソースのロケーション
も記録する必要があります。

トレースがアクティブな場合は、オペレーティング・シ
ステムのコマンド・プロンプトから、独立トレース機能
を呼び出してください。その後で、技術サービス担当者
に以下の情報を知らせてください。

v 問題の説明

v SQLCODE、組み込み理由コード、そしてサブコード

v SQLCA の内容 (可能であれば)
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v トレース・ファイル (可能であれば)

v 障害がフェデレーテッド・サーバーで発生している場
合、障害が発生したデータ・ソースのロケーション

コンソール、あるいはトランザクション・マネージャー
およびデータベース・マネージャーのメッセージ・ログ
にも、追加情報がある可能性があります。

sqlcode: -998

sqlstate: 58005
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第 3 章 SQL1000 - SQL1499

SQL1000N alias は、有効なデータベース別名ではあ
りません。

説明: コマンドまたは api に指定された別名が、有効
ではありません。 別名は、1 から 8 文字 (MBCS を使
用している国ではバイト) でなければならず、すべての
文字を、データベース・マネージャーの基本文字セット
から使用する必要があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 正しい別名を指定して、コマンドを再
サブミットしてください。

SQL1001N name は、有効なデータベース名ではあり
ません。

説明: コマンドに指定されたデータベース名の構文が無
効です。 データベース名は、1 から 8 文字でなければ
ならず、すべての文字をデータベース・マネージャーの
基本文字セットから使用する必要があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 正しいデータベース名を指定して、コ
マンドを再サブミットしてください。

sqlcode: -1001

sqlstate: 2E000

SQL1002N drive は、有効なドライブではありませ
ん。

説明: コマンドに指定されたドライブが無効です。ドラ
イブは、データベースまたはデータベース・ディレクト
リーが存在する、ディスケット・ドライブまたはハー
ド・ディスク・パーティションを示す 1 文字 (A から
Z) です。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 正しいドライブを指定して、コマンド
を再サブミットしてください。

SQL1003N 構文が正しくないためにパスワードが無効
になっているか、またはパスワードが、指
定されたデータベースのパスワードと一致
しません。

説明: パスワードの長さは 18 文字以下です。 ただ
し、パスワードが APPC 対話でチェックされる場合
は、8 文字以下でなければなりません。

ユーザーの処置: パスワードが許容限界より長くないこ
とを確認してください。

sqlcode: -1003

sqlstate: 28000

SQL1004C コマンドの処理に十分なストレージが、フ
ァイル・システムにありません。

説明: コマンドを処理するには、指定されたファイル・
システムのストレージが十分ではありません。

Windows 環境のパーティション・データベース環境で
は、パーティション・データベース・グループのノード
にはそれぞれ、CREATE DATABASE コマンドを成功さ
せるために使用できる (使用できるスペースが含まれて
いる) まったく同一の物理ハード・ディスク指定 (文字)

がある必要があります。物理ハード・ディスク名は、デ
ータベース・マネージャー構成で指定されます。
DFTDBPATH がブランクのままの場合、デフォルトは
DB2 がインスタンス所有マシン (db2 インストール・パ
ス) にインストールされているハード・ディスクとなり
ます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 別のファイル・システムを選択する
か、またはデータベース・マネージャー関数にスペース
を与えるために、指定したファイル・システムからデー
タベース・ファイル以外のいくつかのファイルを削除し
てください。

Windows 環境のパーティション・データベース環境で
は、次のステップに従ってください。

v どのハード・ディスク指定 (文字) が必要か決定す
る。ドライブ名は、エラー・メッセージで指定されて
います。

v データベース・パーティションのどのノードで問題が
発生しているか判別する。多くの場合インスタンス所
有ノードの db2diag ログ・ファイルで、この情報を見
つけることができます。

v 問題が発生しているそれぞれのノードで、ドライブ上
の問題を訂正するか、またはデータベース・マネージ
ャー構成でのドライブ指定を変更して、パーティショ
ン・データベース・グループのノードごとに、同じド
ライブが使用できる (十分なスペースがある) ように
してください。

v コマンドを再発行してください。
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SQL1005N データベース別名 name は、すでにロー
カル・データベース・ディレクトリーまた
はシステム・データベース・ディレクトリ
ーのどちらかに存在しています。

説明: 指定された別名は、すでに使用されています。
catalog database コマンドに別名を指定しないと、データ
ベース名が別名として使用されます。 データベースの
作成時には、別名はデータベース名と同じになります。

このエラーは、すでにシステム・データベース・ディレ
クトリーに別名が存在するのに、 catalog database コマ
ンドを発行したために発生した可能性があります。

create database コマンドでこのエラーが発生した場合
は、以下の可能性が考えられます。

v 別名が、すでにシステム・データベース・ディレクト
リーおよびローカル・データベース・ディレクトリー
に存在する。

v 別名が、すでにシステム・データベース・ディレクト
リーに存在しますが、ローカル・データベース・ディ
レクトリーには存在しない。

v 別名が、すでにローカル・データベース・ディレクト
リーに存在しますが、システム・データベース・ディ
レクトリーには存在しない。

ユーザーの処置: catalog database コマンドの場合は、
システム・データベース・ディレクトリーから別名をア
ンカタログした後で、オリジナル・コマンドを再サブミ
ットするか、または異なる別名でデータベースをカタロ
グしてください。

create database コマンドの場合は、上記にリストされた
3 つの状況に対応する、以下の操作を行ってください。

v 別名を使用しているデータベースをドロップしてくだ
さい。その後で、オリジナル・コマンドを再サブミッ
トしてください。

v 別名をアンカタログしてください。その後で、オリジ
ナル・コマンドを再サブミットしてください。

v 別名をシステム・データベース・ディレクトリーにカ
タログしてください。同じ別名を使用しているデータ
ベースをドロップしてください。その後で、オリジナ
ル・コマンドを再サブミットしてください。

SQL1006N アプリケーションのコード・ページ
code-page が、データベースのコード・ペ
ージ code-page と一致していません。

説明: データベースのアクティブ・コード・ページが、
作成時のアクティブ・コード・ページと異なっているた
め、アプリケーションがデータベースに接続できません
でした。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 現在のアプリケーション・プログラム
を終了して、オペレーティング・システムに戻ってくだ
さい。処理のコード・ページを変更して、アプリケーシ
ョン・プログラムを再始動してください。

SQL1007N 表スペースのオブジェクト用のページの検
索でエラーが発生しました。

説明: 表スペースの壊れた内部データベース・ページ、
または内部ロジック・エラーが存在します。

ユーザーの処置: オブジェクトまたは表スペースの使用
を続けないでください。 オブジェクトおよび表スペー
スを調べるために、IBM サービスに連絡してくださ
い。

sqlcode: -1007

sqlstate: 58034

SQL1008C 無効なストレージ・グループまたは表スペ
ース ID です。

説明: 指定されたストレージ・グループまたは表スペー
ス ID が存在しません。現在の最大ストレージ・グルー
プまたは表スペース ID より大きいか、またはストレー
ジ・グループまたは表スペースがドロップされていま
す。

ユーザーの処置: データベースの使用を続けないでくだ
さい。エラー・ログの診断情報を保存して、IBM ソフ
トウェア・サポートに連絡してください。

sqlcode: -1008

sqlstate: 58036

SQL1009N このコマンドは無効です。

説明: このコマンドは、クライアント専用ワークステー
ション上、またはリモート・データベースに対する発行
ではサポートされていません。 このようなコマンドの
例は、ローカル・データベースのカタログです。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 可能な解決方法は、以下のとおりで
す。

v クライアント専用でないワークステーション、または
データベースが常駐するワークステーション上で、指
定したコマンドを発行してください。

v データベースが正しくカタログされていることを確認
してください。

v 別のコマンドを発行してください。

SQL1005N • SQL1009N

188 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



SQL1010N type は無効なタイプ・パラメーターで
す。

説明: Database Environment コマンドに指定されたタイ
プが、有効ではありません。これは、間接データベース
の場合は '0'、リモート・データベースの場合は '1' でな
ければなりません。

さらに、UNIX プラットフォームの場合は、DCE グロ
ーバル名を持つデータベースのタイプを '3' にすること
ができます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なタイプを指定して、コマンドを
再サブミットしてください。

SQL1011N 間接項目に対する CATALOG

DATABASE コマンドに、ドライブが指定
されていません。

説明: CATALOG DATABASE コマンドが、間接項目
に対して発行されましたが、パスが指定されていませ
ん。間接項目は、データベースが常駐するパスを指定す
る必要があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 必要なパスを指定してコマンドを再サ
ブミットするか、またはタイプを変更してください。

SQL1012N リモート項目に対する CATALOG

DATABASE コマンドにノード名が指定さ
れていません。

説明: リモート項目に対する CATALOG DATABASE

コマンドに、nodename パラメーターが指定されていま
せん。 リモート項目は、データベースのノード名を指
定する必要があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: nodename パラメーターまたは別のタ
イプを指定して、コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL1013N データベース別名またはデータベース名
name が見つかりませんでした。

説明: コマンドに指定されたデータベース名または別名
が既存のデータベースではないか、あるいはそのデータ
ベースが (クライアントまたはサーバーの) データベー
ス・ディレクトリーまたは db2dsdriver.cfg 構成ファイル
内で見つかりませんでした。

ユーザーの処置: 指定したデータベース名が、システ
ム・データベース・ディレクトリーに存在することを確
認してください。 データベース名がシステム・データ

ベース・ディレクトリーに無い場合には、データベース
が存在しないか、あるいはデータベース名がカタログさ
れていないかのいずれかです。

データベース名がシステム・データベース・ディレクト
リーに存在し、項目タイプが INDIRECT である場合に
は、そのデータベースが指定したローカル・データベー
ス・ディレクトリーに存在することを確認してくださ
い。 項目タイプが REMOTE の場合は、データベース
が存在し、サーバーのデータベース・ディレクトリーに
カタログされていることを確認してください。

AT DBPARTITIONNUM 節を使用した CREATE

DATABASE の場合、データベース名が INDIRECT の
項目タイプおよび -1 と同等ではないカタログ・データ
ベース・パーティション番号を持ち、システム・データ
ベース・ディレクトリーに存在することを確認してくだ
さい。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 前述の
対応に加えて、SYSCAT.SERVERS に指定されているデ
ータベース名がすべて有効であるかどうかを確認しま
す。SYSCAT.SERVERS 項目で指定されたデータベース
が存在しない項目は訂正してください。

sqlcode: -1013

sqlstate: 42705

SQL1014W スキャン中のディレクトリー、ファイル、
またはリストには、これ以上の項目はあり
ません。

説明: ディレクトリー、ファイル、またはリストのスキ
ャンは完了されます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1015N データベースが、不整合状態にあります。

説明: 不整合状態の考えられる原因は以下のとおりで
す。

v 前のセッションが異常終了 (たとえば、電源障害) し
たために、データベースがオフラインになっている。

v db2ckupgrade コマンドの発行時にエラーが検出された
場合、

– データベースがオンラインで SQL が発行されたた
め、データベース内のデータが変更された。

– データベースがオンラインで HADR が有効になっ
ている。

DB2 pureCluster 環境の場合のみ、以下の原因も考えら
れます。

v 前のセッションが異常終了したために、この DB2 メ
ンバーのデータベースがオフラインになっている。
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v 前のセッションが異常終了したために、DB2

pureCluster インスタンス全体でデータベースがオフラ
インになっている。

v インスタンスで追加またはドロップ操作が行われる場
合に、リカバリー可能なデータベースが既にバックア
ップ・ペンディング状態になっている。データベース
のバックアップが終了するまでは、追加およびドロッ
プ操作は許可されません。

ユーザーの処置:

v 前のセッションが異常終了したためにデータベースが
オフラインになっている場合、以下のアクションを実
行して対応してください。

1. RESTART DATABASE コマンドを使用してデー
タベースを再始動します。パーティション・デー
タベース・サーバー環境では、このコマンドはす
べてのデータベース・パーティションに対して発
行されます。

v db2ckupgrade コマンドの発行時にこのエラーが発生し
た場合、以下のアクションを実行して対応してくださ
い。

1. データベースのクリーン・シャットダウンを行い
ます。

2. シャットダウンの後、データベースで HADR が
有効になっている場合、データベースに STOP

HADR コマンドを発行します。

3. db2ckupgrade コマンドを再発行してください。

DB2 pureCluster 環境の場合のみ:

v 前のセッションが異常終了したためにこの DB2 メン
バーのデータベースがオフラインになっている場合、
以下のアクションを実行して対応してください。

デフォルトでは、DB2 pureCluster 環境ではメンバ
ー・クラッシュ・リカバリーが自動的に開始されるた
め、ユーザーのアクションは不要です。メンバー・ク
ラッシュ・リカバリーが自動的に有効にならない場
合、RESTART DATABASE コマンドを発行してこの
DB2 メンバーでメンバー・クラッシュ・リカバリー
を実行してください。

一部のデータベース操作は、あるメンバーが不整合状
態でも、他の整合状態のメンバーで完了することがで
きます。メンバー・クラッシュ・リカバリーの際にデ
ータベースにアクセスするには、アクティブな DB2

メンバーに接続してください。この特定のメンバーに
アクセスするには、メンバー・クラッシュ・リカバリ
ーが完了するのを待ちます。

v 前のセッションが異常終了したために、DB2

pureCluster インスタンス全体でデータベースがオフラ
インになっている場合、リカバリーが完了するまでデ
ータベースは使用できないことをユーザーに警告して

ください。次のステップは、グループ・クラッシュ・
リカバリーが自動的に有効になるかどうかによって異
なります。有効になる (デフォルト) 場合、ユーザ
ー・アクションは不要です。グループ・クラッシュ・
リカバリーの自動化が有効ではない場合、以下のアク
ションを実行して対応してください。

1. RESTART DATABASE コマンドを発行してグル
ープ・クラッシュ・リカバリーを実行します。

2. リカバリーの完了後、未確定トランザクションの
ある他のメンバーでメンバー・クラッシュ・リカ
バリーを実行します。

v バックアップ・ペンディング状態にあるデータベース
をバックアップしてから、追加またはドロップ操作を
再サブミットします。

sqlcode: -1015

sqlstate: 55025

SQL1016N CATALOG NODE コマンドに指定された
local_lu 別名 name が無効です。

説明: CATALOG NODE コマンドで指定されたローカ
ル LU ( local_lu) 別名は使用できません。ローカル LU

別名はローカル SNA LU 別名で、1 から 8 文字でなけ
ればならず、ブランク文字は使用できません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 別名が、可能な LU 名であることを
確認してください。名前に使用されている文字を確認し
てください。有効な LU 名を使用して、コマンドを再サ
ブミットしてください。

SQL1017N CATALOG NODE コマンドで指定された
モード・パラメーター mode は無効で
す。

説明: CATALOG NODE コマンドで指定されている
mode パラメーターは使用できません。

mode パラメーターが、コミュニケーション・マネージ
ャーがセッションのセットアップに使用する通信プロフ
ァイルを識別しています。 モードは 1 から 8 文字で
なければなりません。有効な文字は大文字または小文字
の A から Z、0 から 9、#、@、および $ です。 先頭
の文字は英字でなければなりません。 システムは小文
字を大文字に変更します。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 名前が、可能なモード名であることを
確認してください。名前に使用されている文字を確認し
てください。正しいモードを指定して、コマンドを再サ
ブミットしてください。
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SQL1018N CATALOG NODE コマンドで指定された
ノード名 name は、すでに存在していま
す。

説明: CATALOG NODE コマンドの nodename パラメ
ーターに指定されているノード名は、すでにこのファイ
ル・システムのノード・ディレクトリーにカタログされ
ています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: nodename パラメーターが正しくタイ
プされている場合は、処理を継続してください。

ノードのカタログ情報が無効な場合は、ノード・ディレ
クトリーの中でカタログされているノードをアンカタロ
グした後で、コマンドを再サブミットしてください。ノ
ードのカタログ情報が有効な場合は、新しいノード名を
定義して、それを使用してコマンドを再実行してくださ
い。

SQL1019N コマンドに指定されたノード名 name が
無効です。

説明: コマンドに指定されたノード名が無効です。 ノ
ード名は 1 から 8 文字で、すべての文字はデータベー
ス・マネージャーの基本文字セットから使用する必要が
あります。指定されたノード名を、ローカル・インスタ
ンス名と同一名にすることはできません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: DB2INSTANCE 環境変数の値を表示
して、ノード名がローカル・インスタンス名と同一名で
ないことを確認してください。 UNIX オペレーティン
グ・システムでは、次のコマンドを入力して
DB2INSTANCE 環境変数を表示してください。

echo $DB2INSTANCE

Windows オペレーティング・システムでは、次のコマン
ドを入力して DB2INSTANCE 環境変数を表示してくだ
さい。

echo %DB2INSTANCE%

正しいノード名を指定して、コマンドを再サブミットし
てください。

SQL1020C ノード・ディレクトリーがいっぱいです。

説明: ノード・ディレクトリーには、これ以上項目が入
りません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ノード・ディレクトリー内の不要な項
目をアンカタログしてください。

SQL1021N UNCATALOG NODE コマンドで指定さ
れたノード名 name が、見つかりませ
ん。

説明: コマンドに指定された nodename が、ノード・
ディレクトリーに見つかりませんでした。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: nodename パラメーターが正しい場合
は、ノードがすでにアンカタログされている可能性があ
り、処理を継続することができます。その他の場合は、
正しいノード名を使用して、コマンドを再サブミットし
てください。

SQL1022C コマンドの処理に使用できる、十分メモリ
ーがありません。

説明: コマンドの処理に使用できるランダム・アクセ
ス・メモリー (RAM) が不足しています。

リモート・プロシージャーが呼び出された場合は、その
リモート・プロシージャーが、許容最大値 (4K) より大
きなローカル変数のスペースを使用する可能性がありま
す。

ステートメントにユーザー定義関数 (UDF) が含まれて
いる場合は、「ASLHEAPSZ」データベース・マネージャ
ー構成パラメーターによって制御されているメモリー・
セットが、使用できるメモリーより大きい可能性があり
ます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: アプリケーションを停止してくださ
い。可能な解決方法は、以下のとおりです。

v CONFIG.SYS ファイルの MEMMAN NO SWAP、NO

MOVE オプションを、SWAP、MOVE に変更してく
ださい。

v バックグラウンド処理を除去してください。

v メモリーの割り振りを定義する構成パラメーターの値
を減らしてください。 UDF が失敗したステートメン
トに含まれている場合は、ASLHEAPSZ も減らしてく
ださい。

v もっと多くのランダム・アクセス・メモリー (RAM)

をインストールしてください。

v リモート・プロシージャーが呼び出された場合は、そ
のリモート・プロシージャーが 4K 以下のローカル変
数のスペースを使用することを確認してください。

v リモート・データ・サービスを使用している場合は、
アプリケーションごとに少なくとも 1 ブロックが使
用されるので、サーバーとクライアント構成でリモー
ト・データ・サービスのヒープ・サイズ (rsheapsz) を
増やしてください。
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sqlcode: -1022

sqlstate: 57011

SQL1023C 通信での対話が失敗しました。

説明: 通信による対話でエラーが発生しました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: オリジナル・コマンドを再発行してく
ださい。 エラーが続く場合は、通信管理者に連絡して
ください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

sqlcode: -1023

sqlstate: 08001

SQL1024N データベース接続が存在しません。

説明: データベースに対する接続が存在しません。
SQL CONNECT ステートメントが先に実行されるまで
は、他の SQL ステートメントは処理できません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: データベースからの接続中にエラーが
発生した場合は、処理が続けられます。エラーが他の
SQL ステートメントで発生した場合は、 SQL

CONNECT ステートメントをサブミットして、コマンド
またはステートメントの再サブミットを行ってくださ
い。

sqlcode: -1024

sqlstate: 08003

SQL1025N データベースがまだアクティブになってい
るために、データベース・マネージャーが
停止されませんでした。

説明: データベース・マネージャーの制御下にあるデー
タベースに接続されているアプリケーションが存在する
場合、データベースがアクティブ化されている場合、ま
たはこのデータベース・マネージャーの制御下にアクテ
ィブな HADR 1 次またはスタンバイ・データベースが
ある場合、 stop database manager コマンドを処理する
ことはできません。

アクションはとられません。

ユーザーの処置: 通常、アクションは不要です。 デー
タベース・マネージャーを停止するには、すべてのアク
ティブ・アプリケーションを、使用しているすべてのデ
ータベースから切り離す必要があります。 または、
FORCE コマンドを使用してアプリケーションを強制的
に切断してから、DEACTIVATE コマンドを使用して、

HADR 1 次またはスタンバイ・データベースなどのデー
タベースを非アクティブ化することもできます。

SQL1026N データベース・マネージャーはすでにアク
ティブになっています。

説明: データベース・マネージャーは既に開始されてい
るので、開始コマンドは処理されませんでした。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーは開始さ
れているので、データベース・アプリケーションは続行
できます。

SQL1027N ノード・ディレクトリーが見つかりませ
ん。

説明: ノード・ディレクトリーが見つからないため、
list node directory コマンドは処理できません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 適切なパラメーターを使用して、
CATALOG NODE コマンドを発行し、現在のコマンド
を再サブミットしてください。

SQL1029N CATALOG NODE コマンドに指定された
partner_lu 別名 name が無効です。

説明: CATALOG NODE コマンドで指定される
partner_lu 別名が、指定されていないか、または無効な
文字を含んでいます。 partner_lu 別名はパートナー
SNA LU 別名で、1 から 8 文字でなければならず、ブ
ランク文字は使用できません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: partner_lu のつづりエラーを調べてく
ださい。別名が、可能な LU 名であることを確認してく
ださい。別名に使用されている文字を確認してくださ
い。正しい partner_lu を使用してコマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL1030C データベース・ディレクトリーがいっぱい
です。

説明: システム・データベース・ディレクトリーまたは
ローカル・データベース・ディレクトリーは、これ以上
項目を保留できません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ディレクトリー内の不要な項目をアン
カタログしてください。ローカル・データベース・ディ
レクトリーがフルの場合は、別のファイル・システムに
新しいデータベースを作成してください。
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SQL1031N 指定されたファイル・システムには、デー
タベース・ディレクトリーが見つかりませ
ん。

説明: システム・データベース・ディレクトリーまたは
ローカル・データベース・ディレクトリーを見つけるこ
とができませんでした。データベースが作成されていな
いか、または正しくカタログされていません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: データベースが、正しいパスの指定で
作成されていることを確認してください。 Catalog

Database コマンドは、データベースが常駐するディレク
トリーを指定するパス・パラメーターを持っています。

sqlcode: -1031

sqlstate: 58031

SQL1032N start database manager コマンドが発行
されていません。

説明: start database manager コマンドが処理されてい
ません。 データベース・マネージャーの停止、SQL ス
テートメント、ユーティリティーを発行する前に、この
コマンドを処理する必要があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: データベース・マネージャー開始コマ
ンドを発行して、現在のコマンドを再サブミットしてく
ださい。

複数の論理ノードを使用している場合、 DB2NODE 環
境変数が正しく設定されていることを確認してくださ
い。 DB2NODE 環境変数は、アプリケーションの接続
試行の接続先ノードを示します。 DB2NODE をこのア
プリケーションと同じホストで定義されたノードの 1

つのノードに設定する必要があります。

DB2 pureCluster 環境では、以下の方法のいずれかでこ
のメッセージに対応します。

v DB2NODE 環境変数をアクティブな DB2 メンバーに
設定します。

v クラスター・キャッシング・ファシリティー (CF) の
みを実行するように構成されていないコンピューター
でコマンドを再実行します。

sqlcode: -1032

sqlstate: 57019

SQL1033N 使用されているためデータベース・ディレ
クトリーにアクセスできません。

説明: データベース・ディレクトリーは現在更新中のた
めアクセスできません。また、データベース・ディレク
トリーが何らかの理由ですでにアクセスされている場合
は、更新のためにディレクトリーにアクセスすることは
できません。こうした状態は、システム・データベー
ス・ディレクトリーまたはローカル・データベース・デ
ィレクトリーのいずれでも発生します。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: アクセスが完了するまで待ち、このコ
マンドを再サブミットしてください。

sqlcode: -1033

sqlstate: 57019

SQL1034C データベースが壊れています。データベー
スを処理するすべてのアプリケーションは
停止しました。

説明: データベースに障害が発生しました。データベー
スはリカバリーするまで使用できません。データベース
に接続されていたすべてのアプリケーションは切断さ
れ、データベース上でアプリケーションを実行していた
すべての処理が停止しました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 一般的には、以下のステップを実行し
てこのエラーに対応します。

1. RESTART DATABASE コマンドを発行してデータベ
ースをリカバリーします。

2. RESTART DATABASE コマンドが整合性のために失
敗した場合は、データベースのバックアップからの
リストアが必要になる可能性があります。

パーティション・データベース環境では、以下のステッ
プを実行してこのエラーに対応します。

1. バックアップからデータベースをリストアする前
に、syslog を参照して RESTART DATABASE コマ
ンドが失敗した原因がデータベース・パーティショ
ンの障害または通信障害であるかどうかを判別しま
す。

2. RESTART DATABASE コマンドがデータベース・パ
ーティション障害または通信障害のために失敗した
場合は、以下の条件が真であることを確認します。

v データベース・マネージャーが稼働している。

v すべてのデータベース・パーティションの間で通
信が使用可能である。
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3. 以下に示すように db2_all コマンドを使って
RESTART DATABASE コマンドを再サブミットしま
す。

db2_all db2 restart database <database_name>

4. RESTART DATABASE コマンドの完了後に未解決の
未確定トランザクションがある場合、RESTART

DATABASE コマンドを何回か実行して、すべての未
確定トランザクションが解決されるようにしてくだ
さい。

DB2 pureCluster 環境では、以下のステップを実行して
このエラーに対応します。

1. 管理ログを参照して、RESTART DATABASE コマン
ドが失敗した原因が、再始動中のメンバーが共有ス
トレージ装置にアクセスできないことであるかどう
かを判別します。

2. RESTART DATABASE コマンドが失敗した原因が、
再始動中のメンバーが共有ストレージ装置にアクセ
スできないことである場合、アクセス問題を修正し
て、RESTART DATABASE コマンドを再試行しま
す。

3. 再始動中のメンバーが共有ストレージ装置にアクセ
スできる場合、別のメンバーから RESTART

DATABASE コマンドを発行します。

4. これらのアクションが機能しない場合、データベー
スをリストアして、ロールフォワード操作を実行し
ます。

ロールフォワード処理中にこのエラーが発生した場合、
以下のステップを実行してこのエラーに対応してくださ
い。

1. データベースをバックアップからリストアする。

2. ロールフォワード操作を再実行する。

サンプル・データベースをインストールしている場合、
以下のステップを実行してこのエラーに対応してくださ
い。

1. サンプル・データベースをドロップする。

2. サンプル・データベースを再インストールする。

sqlcode: -1034

sqlstate: 58031

SQL1035N データベースは現在使用中です。

説明: 下記のいずれかの状態が存在します。

1. データベースへのオープン接続が試行した操作の成
功を妨げています。これは以下の状況で発生しま
す。

v 排他使用が要求されましたが、そのデータベース
は、(同一処理内の) 他のユーザーにより、共有デ
ータベースとしてすでに使用されています。

v 排他使用が要求されましたが、そのデータベース
はすでに排他データベースとして使用されていま
す (2 つの異なるプロセスが同じデータベースに
アクセスしようとしています)。

v データベースへの接続の最大数に達しました。

v データベースが、他のシステムの他のユーザーに
よって使用されています。

2. データベースが明示的にアクティブ化されたため、
操作が成功しません。

3. データベースは現在 WRITE SUSPEND 状態なので
アクティブです。

4. DB2 pureCluster 環境で、以下の一連のイベントが発
生しました。

a. データベースに対してオフライン操作 (バックア
ップ、リストア、またはロールフォワード) が開
始されました。

b. オフライン操作がデータベースへの排他的接続を
獲得しました。

c. オフライン操作が開始されたメンバーで障害が発
生しました (例えば、ハードウェアまたはソフト
ウェア障害のため)。

d. オフライン操作によって保持していた排他的接続
が解放されませんでした。

e. オフライン操作が開始されたメンバーが自動的に
再始動できませんでした。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置:

1. 次が有効なオプションです。

v データベースが使用中でなくなったときに、コマ
ンドを再サブミットしてください。

v 現在のユーザーに一致するように許可を変更する
か、またはデータベースが使用中でなくなるまで
待ってください。

v データベースが排他使用でなくなるまで待ってく
ださい。

v 他のシステムの他のユーザーが、データベースか
ら切断するまで待ってください。

v QUIESCE DATABASE DEFER WITH TIMEOUT

<minutes> コマンドおよび CONNECT RESET コ
マンドを発行してデータベースへの接続を解放
し、アプリケーション・ユーザーが再接続しない
ようにしてください。DEFER オプションを使用す
ると、実行中のすべてのトランザクションをロー
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ルバックする代わりに、アプリケーションが現在
の作業単位をコミットするまで待機します。

v データベースへの接続をリストするには、LIST

APPLICATIONS コマンドを発行します。データベ
ースへの接続を解放するには、FORCE

APPLICATION ALL コマンドを発行します。注:

FORCE APPLICATION ALL は、非同期コマンド
であるため、接続のクリーンアップが継続してい
る場合でも正常終了として戻る可能性がありま
す。コマンドが完了するまでには不確定の時間間
隔が必要です。

2. コマンド DEACTIVATE DATABASE <DBALIAS>

を使用してデータベースを非活動状態にします。

3. SET WRITE RESUME FOR DATABASE コマンドを
発行し、データベースで書き込み操作を再開しま
す。

4. 以下のコマンドを発行して、オフライン操作が実行
されたメンバーを再始動してください。

db2start member <member-number>

コマンドを再発行してください。

sqlcode: -1035

sqlstate: 57019

SQL1036C データベースのアクセス中に入出力エラー
が発生しました。

説明: 以下のいずれかの状態で問題が発生した可能性が
あります。

v システムが、データベース・ファイルのオープン、読
み取り、または書き込みを行うことができません。

v システムが、データベース・ファイルまたはデータベ
ースのディレクトリーを作成中にエラーが発生したた
めに、データベースを作成することができません。

v システムが、データベース・ファイルまたはデータベ
ースのディレクトリーを削除中にエラーが発生したた
めに、データベースをドロップすることができませ
ん。

v システムがデータベース・ファイルまたはデータベー
スのディレクトリーを作成または削除中に割り込みを
受信したため、システムはデータベースを作成できま
せん。

v システムは接続中にデータベース・サブディレクトリ
ーまたはデータベース構成ファイルを位置指定するこ
とはできません。

以下では、発生頻度の多い順番に問題の原因が並べられ
ます。

v ログ・ファイルがアクティブ・ログ・パス・ディレク
トリーに見つかりません。

v 操作の試行対象であるデータベース・ディレクトリー
に問題がある可能性があります。

v 操作を完了するための十分なディスク・スペースがな
い可能性があります。

データベースは使用することができません。

ユーザーの処置: 説明に記載された問題原因に対する適
切な対応策は以下のとおりです。

v ログ・ファイルが欠落しているかどうか確認するに
は、db2diag ログ・ファイルを開いて、ロギング・エ
ラー (戻りコードに SQLO_FNEX が含まれる) の存
在を調べてください。これが存在する場合、欠落して
いるログ・ファイルの名前がこのエラーに含まれてい
ます。ファイルがアクティブ・ログ・パス・ディレク
トリーに存在することを確認してください。ファイル
が存在しない場合、欠落しているログ・ファイルの前
のログ・ファイルで参照されている過去の時点まで、
データベースをリストアおよびロールフォワードしま
す (欠落ファイルのタイム・スタンプより前のタイ
ム・スタンプを使用します)。

v データベース・ディレクトリーに問題がある可能性が
あります。ディレクトリーの整合性を検査してくださ
い。たとえば、許可の問題、マウント・ポイントの問
題、破損などの可能性があります。

v ファイル・システム・サイズを増やします。

注: CREATE DATABASE または DROP DATABASE

コマンドを処理しているときにエラーが発生した場合、
後続の CREATE DATABASE または DROP

DATABASE コマンドは、正常に処理されなかった
CREATE DATABASE または DROP DATABASE コマ
ンドが残したファイルおよびディレクトリーを削除しよ
うとします。

sqlcode: -1036

sqlstate: 58030

SQL1037W ノード・ディレクトリーが空です。

説明: ノード・ディレクトリーの内容を読み取ろうとし
ましたが、項目が存在しません。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

sqlcode: +1037

sqlstate: 01606
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SQL1038C ノード・ディレクトリーへのアクセス中に
入出力エラーが発生しました。

説明: 入出力エラーのために、ノード・ディレクトリー
がアクセスできませんでした。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: コマンドを再サブミットしてくださ
い。エラーが続く場合は、ノード・ディレクトリー
(sqllib ディレクトリーの下の sqlnodir) を取り除いて、
もう一度ノード名をネットワークにカタログしてくださ
い。

sqlcode: -1038

sqlstate: 58031

SQL1039C データベース・ディレクトリーのアクセス
中に入出力エラーが発生しました。

説明: システム・データベース・ディレクトリーまたは
ローカル・データベース・ディレクトリーにアクセスで
きません。このエラーは、システムがデータベースをカ
タログまたはアンカタログしているときのみでなく、デ
ィレクトリーにカタログされているデータベースにアク
セスしているときにも発生する可能性があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 可能な解決方法は、以下のとおりで
す。

v ディスケット・システムでエラーが発生した場合に
は、正しいディスケットがドライブに挿入されてい
て、その使用準備ができていることを確認してくださ
い。ディスケットが書き込み保護になっていないこと
を確認してください。

v データベース・ディレクトリーが損傷を受けている場
合には、カタログされているデータベースをバックア
ップ・バージョンからリストアして、カタログしてく
ださい。

サンプル・データベースをインストールしている場合
は、それをドロップしてサンプル・データベースを再イ
ンストールしてください。

sqlcode: -1039

sqlstate: 58031

SQL1040N データベースに接続されているアプリケー
ションの数が、すでに最大数に達していま
す。

説明: データベースに接続されているアプリケーション

の数が、データベースの構成ファイルに定義されている
最大値と同じです。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 他のアプリケーションがデータベース
から切断するまでお待ちください。もっと多くのアプリ
ケーションを並行して実行する必要がある場合は、
maxappls の値を増やしてください。すべてのアプリケー
ションがデータベースから切断されて、データベースを
再始動すると、新しい値が反映されます。

sqlcode: -1040

sqlstate: 57030

SQL1041N 並行処理できる最大数のデータベースが、
すでに始動しています。

説明: アプリケーションが、非アクティブ・データベー
スを始動しようとしましたが、アクティブ・データベー
スの数が、システム構成ファイルに定義されている最大
値に達しています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: データベースの 1 つが非アクティブ
になるのを待ってください。より多くのデータベースを
同時にアクティブにする必要がある場合は、「numdb」
の値を増やしてください。新しい値は、次のデータベー
ス・マネージャーが正常に始動した後に反映されます。

sqlcode: -1041

sqlstate: 57032

SQL1042C 予期しないシステム・エラーが発生しまし
た。

説明: システム・エラーが発生しました。このエラーは
以下の理由で発生した可能性があります。

v データベース・マネージャーが正しくインストールさ
れていないか、または環境が正しくセットアップされ
ていません。

v UNIX ベースのシステムでは、新しいシステム構成の
取得を可能にするため、あるいはいくつかの製品オプ
ション、FixPak、または修正レベルのインストール/除
去に関連した機能へのアクセスを可能にするために、
db2iupdt を実行して DB2 インスタンスをアップデー
トする必要があるかもしれません。

v 正しい DB2 Administration Server パスワードを使用
していない場合に、このメッセージを受け取る可能性
があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置:
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196 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



v 構成の取得または機能へのアクセスを可能にするため
にインスタンスをアップデートするには、DB2IUPDT

<InstName> を実行します。

v データベースへの接続中にエラーが発生した場合は、
トレースを取得 (以下に指示があります) して、IBM

サポートに連絡してください。

問題がこれらの提案に当てはまらない場合は、システム
の日付と時刻が正しく設定されていること、および使用
可能なメモリーおよびスワッピング/ページング・スペー
スがシステムに十分備わっていることを確認してくださ
い。

現在のコマンドを再サブミットしてください。

エラーが続く場合は、データベース・マネージャーを停
止してから再始動してください。

まだエラーが続く場合は、データベース・マネージャー
を再インストールしてください。

トレースがアクティブな場合は、オペレーティング・シ
ステムのコマンド・プロンプトから、独立トレース機能
を呼び出してください。技術サービス担当者に以下の情
報を報告してください。

必要な情報は以下のとおりです。

v 問題の説明

v SQLCODE またはメッセージ番号

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 必要に
応じて、問題を切り分けて要求拒否の原因となったデー
タ・ソースを突き止めてください。問題がデータ・ソー
スのものである場合、そのデータ・ソースのための問題
判別手順に従ってください。

sqlcode: -1042

sqlstate: 58004

SQL1043C データベース・サービスは、システム・カ
タログを初期化できませんでした。エラー
error が返されました。

説明: システム・カタログの初期化時に、CREATE

DATABASE コマンドが失敗しました。

ユーザーの処置: このメッセージのメッセージ番号
(SQLCODE) とエラーを記録してください。

トレースがアクティブな場合は、オペレーティング・シ
ステムのコマンド・プロンプトから、独立トレース機能

を呼び出してください。技術サービス担当者に、以下の
情報を知らせてください。

v 環境: アプリケーション

v 必要な情報は以下のとおりです。

– 問題の説明

– SQLCODE またはメッセージ番号とエラー ID

– SQLCA の内容 (ある場合)

– トレース・ファイル (可能であれば)

SQL1044N 割り込みにより、処理が取り消されまし
た。

説明: ユーザーが割り込みキー・シーケンスを押した可
能性があります。

処理は停止します。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

ユーザーの処置: 割り込みを処理するために、処理を継
続してください。

サンプル・データベースをインストールしている場合
は、それをドロップしてサンプル・データベースを再イ
ンストールしてください。

データベース・マネージャーを開始している場合は、
DB2 コマンドを発行する前に、db2stop を発行してくだ
さい。

sqlcode: -1044

sqlstate: 57014

SQL1045N データベースが、正しくカタログされてい
ないために、見つかりませんでした。

説明: データベース・ディレクトリーの間接項目が、別
の非 HOME 項目を指しています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: directory scan コマンドを使用して、
すべての関連するデータベース・ディレクトリーの項目
を確認してください。

sqlcode: -1045

sqlstate: 58031

SQL1046N 許可 ID が無効です。

説明: ログオン時に指定された許可が、データ・ソース
またはデータベース・マネージャーのどちらかに無効で
す。以下のいずれかが発生しました。
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v Windows プラットフォームでは 30 文字、その他の
プラットフォームでは 8 文字を超える文字が許可 ID

に入っています。

v 許可 ID に、許可 ID では無効な文字が入っていま
す。有効な文字は A から Z、a から z、0 から
9、#、@ および $ です。

v 許可 ID が、PUBLIC または public です。

v 許可 ID が、SYS、sys、IBM、ibm、SQL、または sql

で始まっています。

v 許可はデータ・ソース特定命名規則に違反していま
す。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な許可 ID を使用して、ログオ
ンしてください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 必要に
応じて、問題を切り分けて要求拒否の原因となったデー
タ・ソースを突き止め、そのデータ・ソースに有効な許
可 ID を使用してください。

sqlcode: -1046

sqlstate: 28000

SQL1047N このアプリケーションは、すでに他のデー
タベースに接続されています。

説明: アプリケーションは他のデータベースに接続され
ているときには、データベースを作成できません。

すでに他のデータベースに接続している場合は、データ
ベースにバインド・ファイルをバインドすることは許さ
れていません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: アクティブ・データベースから切断し
て、コマンドを再サブミットしてください。

SQL1048N START USING DATABASE または
CONNECT TO コマンドの use パラメー
ター parameter は無効です。共有アクセ
スの場合は 'S'、排他使用の場合は 'X'、
単一ノードで排他使用の場合は 'N' を使
用してください。 DB2 Connect 接続の場
合、S のみがサポートされます。 N は
MPP 構成でのみサポートされます。

説明: START USING DATABASE または CONNECT

TO コマンドの use パラメーターは、共有使用時には
'S'、排他使用時には 'X' でなければなりません。 DB2

Connect を使用してデータベースに接続している場合に
は、共有アクセスのみが許可されています。これらの値

に対して、SQLENV.H ファイルで略号が提供されてい
ます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な use パラメーター (略号も使
用できます) を使用して、コマンドを再サブミットして
ください。

SQL1049C アプリケーションの状態にエラーがありま
す。 データベース接続は失われました。

説明: データベースへの接続が切り離されました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: CONNECT RESET ステートメントを
発行してください。

SQL1050N このデータベースはホーム・データベース
なので、アンカタログできません。

説明: UNCATALOG DATABASE コマンドに指定され
たデータベースは、ホーム・データベースです。データ
ベースがドロップされた時点でディレクトリー項目が削
除されるため、ホーム・データベースはアンカタログで
きません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: データベース名が正しく指定されてい
る場合は、処理を継続してください。

SQL1051N パス path が存在しないか、または無効で
す。

説明: 以下に示す条件の 1 つが成立しています。

v データベース・ディレクトリーまたはストレージ・パ
スに指定された値が存在しないか、またはアクセス不
能です。

v データベース・ディレクトリーまたはストレージ・パ
スに指定された値には、データベースのコード・ペー
ジと非互換の文字が含まれています。

v ストレージ・パスは絶対パス名でなければならず、相
対パス名は不可です。

v データベースのアクティブ化および接続が試行されて
いますが、ストレージ・パスが見つからないか、アク
セス不能です。

v 定義済みストレージ・パスをバックアップ・イメージ
に保守している間、自動ストレージ・データベースの
リストアが試みられました。しかし、ストレージ・パ
スが見つからないか、アクセス不能です。

v ロールフォワードはストレージ・パスの追加に関連し
てログ・レコードの再生を試行していますが、ストレ
ージ・パスが見つからないか、アクセス不能です。

SQL1047N • SQL1051N

198 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



v データベースに関連付けられていないストレージ・パ
スをドロップしようとしています。

クラスター・マネージャーを使用している場合、DB2

データベース・マネージャーが指定のストレージ・パス
をクラスター・マネージャー構成に追加することを失敗
したときに、このメッセージが戻されることがありま
す。クラスター・マネージャーからのエラー・メッセー
ジは、db2diag ログ・ファイルに記録されます。

ステートメントまたはコマンドが処理されません。

ユーザーの処置: 次の条件に従います。

v パスが存在しない場合に作成し、アクセス不能の場合
にはパスの許可を変更します。ステートメントまたは
コマンドを再サブミットしてください。

v データベース・ディレクトリーおよびストレージ・パ
スにサポートされる文字を使用してください。詳しく
は、DB2 インフォメーション・センターの命名規則
に関するトピックを参照してください。

v 相対ストレージ・パス名を指定している場合、代わり
にその絶対パス名を指定します。ステートメントまた
はコマンドを再サブミットしてください。

v ストレージ・パスを使用して問題を解決し、コマンド
を再サブミットします。ストレージ・パスが使用でき
なくなっている場合、データベースをバックアップ・
イメージからリストアする必要があります。

v ストレージ・パスが存在しない場合に作成し、アクセ
ス不能の場合にはパスの許可を変更します。あるい
は、RESTORE DATABASE コマンドの ON パラメー
ター、または SET STOGROUP PATHS コマンドを使
用してストレージ・パスを再定義することもできま
す。

v ストレージ・パスが存在しない場合に作成し、アクセ
ス不能の場合にはパスの許可を変更します。あるい
は、データベースを再びリストアし、データベースに
関連したストレージ・パスを再定義することもできま
す。リストア中にストレージ・パスが再定義される
と、その後に追加されるストレージ・パスのログ・レ
コードはすべて無視されます。

v ストレージ・パスをドロップしようとしている場合
は、それが存在し、データベースに関連付けられてい
ることを確認します。その後、要求を再試行してくだ
さい。

クラスター・マネージャーを使用している場合、問題を
訂正してコマンドを再サブミットしてください。

1. db2diag ログ・ファイルを見て、クラスター・マネー
ジャーからのエラー・メッセージがあるかどうかを
調べます。

2. db2diag ログ・ファイル内のクラスター・マネージャ
ー・エラー・メッセージに応答することにより、
DB2 データベース・マネージャーがパスをクラスタ
ー・マネージャー構成に追加することを妨げていた
基本的な問題を訂正します。

3. コマンドを再サブミットしてください。

sqlcode: -1051

sqlstate: 57019

SQL1052N データベース・パス path が存在しませ
ん。

説明: コマンドの path パラメーターに指定されたパス
が無効です。その名前のパスがないか、または
DB2_CREATE_DB_ON_PATH レジストリー変数が無効
になっている場合にパスが指定されていたかのどちらか
です (Windows のみ)。

Windows または UNIX 環境のパーティション・データ
ベース環境では、パーティション・データベース・グル
ープのノードにはそれぞれ、CREATE DATABASE コマ
ンドを成功させるために使用できるスペースとともに、
同一のハード・ディスク指定 (パス) が存在している必
要があります。ハード・ディスク・パスは、データベー
ス・マネージャー構成で指定されます。 DFTDBPATH

がブランクのままの場合、デフォルトは DB2 がインス
タンス所有マシン (db2 インストール・パス) にインス
トールされているハード・ディスク・パスとなります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 正しいデータベース・パスを指定し
て、コマンドを再サブミットしてください。

Windows または UNIX 環境のパーティション・データ
ベース環境では、次のステップに従ってください。

v どのハード・ディスク指定 (パス) が必要か決定す
る。パスは、エラー・メッセージで指定されていま
す。

v データベース・パーティションのどのノードで問題が
発生しているか判別する。多くの場合インスタンス所
有ノードの db2diag ログ・ファイルで、この情報を見
つけることができます。

v 問題が発生しているノードで、ドライブ上の問題を訂
正するか、またはデータベース・マネージャー構成で
のドライブ指定を変更して、パーティション・データ
ベース・グループのノードごとに、同じドライブが使
用でき、十分なスペースがあるようにしてください。

v コマンドを再発行してください。

v Windows では、データベースにアクセスするすべて
のアプリケーションが少なくともバージョン 9 外部
API で構築されている場合、パスをデータベース・パ
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スとしてサポートするように、
DB2_CREATE_DB_ON_PATH レジストリー変数を有
効にすることができます。

SQL1053N 割り込みは、すでに処理されています。

説明: システムは現在割り込みを処理しているため、他
の割り込みは受け付けられません。

割り込み要求が無視されます。

ユーザーの処置: 現在の割り込み処理が完了するのを待
って、コマンドを再サブミットしてください。

SQL1054N COMMIT が進行中なので、割り込みはで
きません。

説明: このシステムは、現在 COMMIT を処理してい
ます。ユーザーが割り込みキー・シーケンスを入力しま
した。

割り込み要求が無視されます。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

ユーザーの処置: COMMIT 完了するまで待って、割り
込み要求の再サブミットを行ってください。

SQL1055N ROLLBACK が進行中なので、割り込み
はできません。

説明: このシステムは、現在 ROLLBACK を処理して
います。ユーザーが割り込みキー・シーケンスを入力し
ました。

割り込み要求が無視されます。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

ユーザーの処置: ROLLBACK が完了するまで待って、
割り込み要求の再サブミットを行ってください。

SQL1056N すでに 8 つのデータベース・ディレクト
リー・スキャンがオープンしています。

説明: この処理の 8 つのデータベース・ディレクトリ
ー・スキャンは、すでにオープンされています。 8 つ
を超えるスキャンのオープンは許されていません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 1 つ以上の CLOSE DIRECTORY

SCAN コマンドを発行して、オリジナル・コマンドを再
サブミットしてください。

sqlcode: -1056

sqlstate: 54029

SQL1057W システム・データベース・ディレクトリー
が空です。

説明: システム・データベース・ディレクトリーの内容
を読み取ろうとしましたが、項目が存在しませんでし
た。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

sqlcode: +1057

sqlstate: 01606

SQL1058N Directory Scan コマンドの handle パラ
メーターが無効です。

説明: Directory Scan コマンドに指定されている handle

パラメーターが有効ではありません。 handle は、OPEN

DIRECTORY SCAN または OPEN NODE DIRECTORY

SCAN コマンドから返されたものでなければなりませ
ん。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な handle パラメーターを指定し
て、コマンドを再サブミットしてください。

SQL1059N Open Scan コマンドが発行されていない
ために、Get Next コマンドが処理できま
せん。

説明: スキャンをオープンする前に、directory scan コ
マンドが発行されました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: OPEN DIRECTORY SCAN または
OPEN NODE DIRECTORY SCAN コマンドを発行し
て、現在のコマンドを再サブミットしてください。

SQL1060N ユーザー authorization-ID は CONNECT

特権を持っていません。

説明: 指定された許可 ID には、データベースにアク
セスするための CONNECT 特権が与えられていませ
ん。データベースに接続する前に、CONNECT 特権を付
与される必要があります。このエラーは、トラステッド
接続で許可されているユーザー ID によってユーザー切
り替え要求が出されたが、そのユーザー ID にはデータ
ベースに対する CONNECT 特権がない場合にも表示さ
れます。接続は未接続状態になります。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: データベースのシステム管理者または
データベース管理者に連絡して、許可 ID に対して
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GRANT CONNECT 要求を発行してください。コマンド
を再サブミットしてください。

このエラーがユーザー切り替え要求の結果として戻され
る場合、有効なユーザー ID (トラステッド接続を確立
したユーザー ID またはトラステッド接続で許可されて
いるユーザー ID) によるユーザー切り替え要求が出さ
れるまで、SQL ステートメントが発行されるとエラー
が戻されます (SQLSTATE 08003)。未接続状態でなくな
ったとき、接続はトラステッドのままです。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 必要に
応じて、問題を切り分けて要求拒否の原因となったデー
タ・ソースを突き止め、そのデータ・ソースに付与され
た特権が正しいものであることを確認してください。一
部のデータでは、データベースへの接続に必要な特権
に、CONNECT 特権とは異なる名前が使用される場合が
あります。

sqlcode: -1060

sqlstate: 08004

SQL1061W RESTART DATABASE コマンドは正常
に完了しましたが、データベースに対する
未確定トランザクションが存在していま
す。

説明: データベースの再始動操作は正常に完了しました
が、既存の未確定トランザクションを解決する必要があ
ります。データベースは使用できますが、データベース
への最後の接続をドロップする前に、未確定のトランザ
クションを解決しないと、次にデータベースを使用する
前に、再び RESTART が必要になります。

DB2 pureCluster 環境では、未確定トランザクションが
及ぼす影響は、関連付けられている DB2 メンバー、お
よび完了したリカバリー操作のタイプによって異なりま
す。未確定トランザクションが、再始動操作が発行され
た DB2 メンバーと関連付けられている場合、データベ
ースは使用可能になりますが、未確定トランザクション
に関連付けられているデータにはアクセスできません。
再始動コマンドがグループ・クラッシュ・リカバリーを
開始して、未確定トランザクションが異なる DB2 メン
バーに関連付けられている場合、DB2 メンバーはメン
バー・クラッシュ・リカバリーの間は不整合状態であ
り、メンバー・クラッシュ・リカバリーが完了するまで
未確定トランザクションは解決できません。

ユーザーの処置: 未確定トランザクションを解決する
か、いつでもデータベースを使用するときにデータベー
スの再始動できるよう準備してください。(XA/DTP 環
境で) データベースを使用していたトランザクション・
マネージャー (TM) が使用できる場合は、管理者が TM

を使用して、未確定トランザクションを解決する必要が
あります。または、十分に注意して、管理者が CLP を

使用して、トランザクションをヒューリスティックに完
了することもできます。

v パーティション・データベース・サーバー環境では、
RESTART DATABASE コマンドがノードごとに実行
されます。データベースをすべてのノードで再始動す
るようにするには、次のコマンドを使用してくださ
い。

db2_all db2 restart database
<database_name>

このコマンドを実行すると、すべてのノードが作動可
能の場合、未確定トランザクションを解決します。

このコマンドは、すべての未確定トランザクションが
解決したことを確認するには、数回実行する必要があ
ります。

v DB2 pureCluster 環境では、ユーザーの対応は、自動
リカバリーが有効 (デフォルト) かどうかによって異
なります。自動リカバリーが有効である場合、いずれ
かのメンバーで (例えば、db2start コマンドによっ
て、または DB2 クラスター・サービスによって)

DB2 プロセス・モデルが始動されるときにメンバ
ー・クラッシュ・リカバリーが自動的に行われます。
自動リカバリーが有効ではない場合、RESTART

DATABASE コマンドを使用して手動でメンバー・ク
ラッシュ・リカバリーを開始する必要があります。ど
ちらの場合でも、メンバー・クラッシュ・リカバリー
の完了後に未確定トランザクションを解決できます。

SQL1062N データベース・パス path が見つかりませ
んでした。

説明: コマンドで指定されたデータベース path パラメ
ーターが存在しません。 パスが指定されていない場合
は、システム構成ファイルに定義されているデフォル
ト・パスが使用され、それが存在しませんでした。

Windows 環境のパーティション・データベース環境で
は、パーティション・データベース・グループのノード
にはそれぞれ、CREATE DATABASE コマンドを成功さ
せるために使用できる (使用できるスペースが含まれて
いる) まったく同一の物理ハード・ディスク指定 (文字)

がある必要があります。物理ハード・ディスク名は、デ
ータベース・マネージャー構成で指定されます。
DFTDB がブランクのままの場合、デフォルトは DB2

がインスタンス所有マシン (db2 インストール・パス)

にインストールされているハード・ディスクとなりま
す。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: パスまたはデフォルト・パスを調べ
て、システムに存在することを確認してください。コマ
ンドを再サブミットしてください。
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Windows 環境のパーティション・データベース環境で
は、次のステップに従ってください。

v どのハード・ディスク指定 (文字) が必要か決定す
る。ドライブ名は、エラー・メッセージで指定されて
います。

v データベース・パーティションのどのノードで問題が
発生しているか判別する。多くの場合インスタンス所
有ノードの db2diag ログ・ファイルで、この情報を見
つけることができます。

v 問題が発生しているそれぞれのノードで、ドライブ上
の問題を訂正するか、またはデータベース・マネージ
ャー構成でのドライブ指定を変更して、パーティショ
ン・データベース・グループのノードごとに、同じド
ライブが使用できる (十分なスペースがある) ように
してください。

v コマンドを再発行してください。

SQL1063N DB2START の処理が正常に終了しまし
た。

説明: データベース・マネージャーを始動させるコマン
ドが、正常に完了しました。

SQL1064N DB2STOP の処理が正常に終了しまし
た。

説明: データベース・マネージャーを停止させるコマン
ドが、正常に完了しました。

SQL1065W データベースは正常に作成またはアップグ
レードされましたが、リスト list-name 内
の 1 つ以上のバインド・ファイルをバイ
ンディングする際にエラーが発生しまし
た。バインド・リスト・ファイル内の以下
の位置のファイルがバインドされていませ
ん: list

説明: 1 つ以上のユーティリティーが、データベースに
バインドされませんでした。リスト・ファイル list-name

には、バインド・ファイルのリストが入っています。
list の番号は、リスト・ファイル内のアンバインド済み
ファイルの相対位置を示します。

リストされているユーティリティー・バインド・ファイ
ルは、作成されたあるいはアップグレードされたデータ
ベースへはバインドされません。

ユーザーの処置: バインド・ファイルのリスト
list-name を使用して、示されているユーティリティーを
データベースにバインドします。バインド・プログラム
呼び出しには format オプションを使用しないでくださ
い。

SQL1066N DB2START の処理が正常に終了しまし
た。 IPX/SPX プロトコル・サポートは正
常に始動しませんでした。

説明: IPX/SPX プロトコル・サポートの始動に失敗し
ました。リモート・クライアントは IPX/SPX を使用し
て、サーバーに接続することができません。可能性のあ
る理由は、以下のとおりです。

v ワークステーションが、NetWare ファイル・サーバー
にログインしていません。

v ワークステーションが、NetWare ファイル・サーバ
ー・バインダリーにオブジェクトを作成するための権
限を持っていません。

v ネットワークの別のデータベース・マネージャーが、
データベース・マネージャー構成ファイルに指定され
ているオブジェクト名と同じ名前を使用しています。

ユーザーの処置: ワークステーションが NetWare ファ
イル・サーバーにログインしており、ファイル・サーバ
ーのバインダリーに、オブジェクトを作成するための十
分な権限を持っていることを確認してください。
SUPERVISOR またはそれと同等の ID でログインする
必要があります。 また、データベース・マネージャー
構成ファイルに指定されているオブジェクト名が、ネッ
トワーク内のすべてのデータベース・マネージャーに対
してユニークであることも確認してください。 訂正を
行って、DB2STOP を実行した後で、もう一度
DB2START を実行してください。

問題が続く場合は、オペレーティング・システム・コマ
ンド・プロンプトに、DB2TRC ON -L 0X100000 をタ
イプしてください。 DB2START を再実行した後で、コ
マンド・プロンプトに、"DB2TRC DUMP ファイル名"

をタイプして、トレース情報を保管してください。 ト
レースをオフにするには、DB2TRC OFF をタイプして
ください。トレース情報をサービス・コーディネーター
に渡してください。

SQL1067N DB2STOP の処理が失敗しました。
IPX/SPX プロトコル・サポートは正常に
停止されませんでした。

説明: IPX/SPX プロトコル・サポートの停止に失敗し
ました。可能性のある理由は、以下のとおりです。

v ワークステーションが、NetWare ファイル・サーバー
にログインしていません。

v ワークステーションが、NetWare ファイル・サーバ
ー・バインダリーのオブジェクトを削除するための権
限を持っていません。

ユーザーの処置: ワークステーションが NetWare ファ
イル・サーバーにログインしており、ファイル・サーバ
ーのバインダリーのオブジェクトを削除するための十分
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な権限を持っていることを確認してください。
SUPERVISOR またはそれと同等の ID でログインする
必要があります。 訂正を行って、もう一度 DB2STOP

を実行してください。

問題が続く場合は、オペレーティング・システム・コマ
ンド・プロンプトに、DB2TRC ON -L 0X100000 をタ
イプしてください。 DB2STOP を再実行した後で、コマ
ンド・プロンプトに、"DB2TRC DUMP ファイル名" を
タイプして、トレース情報を保管してください。 トレ
ースをオフにするには、DB2TRC OFF をタイプしてく
ださい。トレース情報をサービス・コーディネーターに
渡してください。

SQL1068N CONNECT または ATTACH ステートメ
ントのユーザー ID user-ID を所有してい
るドメインが、DB2DOMAINLIST 環境変
数に定義されていません。

説明: CONNECT TO または ATTACH TO ステートメ
ントのユーザー ID が、DB2DOMAINLIST 環境変数に
定義されているドメインに属していません。

ユーザーの処置: DB2SET コマンドを使用して、その
ユーザー ID を所有しているドメインの名前を
DB2DOMAINLIST 環境変数に指定してください。

sqlcode: -1068

sqlstate: 08004

SQL1069N データベース name は、ホーム・データ
ベースではありません。

説明: データベースがローカル・データベースではあり
ません。 ローカル・ データベースは、システム・デー
タベース・ディレクトリーに間接的にカタログされてお
り、この項目が、同じノードのローカル・データベー
ス・ディレクトリーのホーム項目を示しています。 リ
モート・データベースはドロップできません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 示されたデータベース名が正しくない
場合は、正しいデータベース名を使用して、コマンドを
再サブミットしてください。示されたデータベース名が
正しく、そのデータベース名をデータベース・ディレク
トリーから除去する場合は、UNCATALOG DATABASE

コマンドを使用してください。

SQL1070N database name パラメーターのアドレス
が無効です。

説明: アプリケーション・プログラムが、database

name パラメーターに無効なアドレスを使用しました。
そのアドレスが割り振られていないバッファーを指して

いるか、またはそのバッファー内の文字ストリングに
NULL 終止符がありません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正
して、有効なアドレスを使用し、入力ストリングが
NULL で終了するようにしてください。

SQL1071N database alias パラメーターのアドレスが
無効です。

説明: アプリケーション・プログラムが、このパラメー
ターに無効なアドレスを使用しました。そのアドレスが
割り振られていないバッファーを指しているか、または
そのバッファー内の文字ストリングに NULL 終止符が
ありません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なアドレスがアプリケーション・
プログラムで使用され、入力ストリングが NULL で終
了していることを確認してください。

SQL1072C データベース・マネージャー・リソース
が、不整合状態にあります。データベー
ス・マネージャーが異常終了したか、ある
いは、他のアプリケーションによるシステ
ム・リソースの使用が、データベース・マ
ネージャーが使用しているシステム・リソ
ースの使用と競合している可能性がありま
す。システム・リソースのクリーンアップ
が必要になる場合があります。

説明: データベース・マネージャー・リソースが不整合
状態にあるために、要求が失敗しました。この状態は、
次のような場合に発生します。

v データベース・マネージャーが異常終了した (UNIX

ベース・システムの場合、例えば、処理が stop

database manager コマンドではなく、"kill" コマンド
で終了した場合に、この状態が生じる可能性がありま
す)。

v 他のアプリケーションまたはユーザーが、データベー
ス・マネージャー・リソースを取り除いた (UNIX ベ
ース・システムの場合、例えば、十分な特権を持つユ
ーザーが、データベース・マネージャーが所有してい
るプロセス間通信 (IPC) リソースを、誤って "ipcrm"

コマンドで除去した可能性があります)。

v 他のアプリケーションによるシステム・リソースの使
用が、データベース・マネージャーによるシステム・
リソースの使用と矛盾している (UNIX ベース・シス
テムの場合、例えば別のアプリケーションが、データ
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ベース・マネージャーで IPC リソースの作成に使用
するキーと同じキーを使用している可能性がありま
す)。

v データベース・マネージャーの別のインスタンスが、
同じリソースを使用している可能性がある。2 つのイ
ンスタンスが異なったファイル・システム上にあっ
て、複数の sqllib ディレクトリーが同じ i ノードを
偶然持っている (i ノードは IPC キーを取得するため
に使用される) 場合に、UNIX ベース・システムでこ
の状態が生じることがあります。

ユーザーの処置: リソースのクリーンアップが必要にな
る可能性があります。詳しくは、db2diag ログ・ファイ
ルを参照してください。

v インスタンス ID の下で実行中のすべてのデータベー
ス・マネージャー・プロセスを除去してください
(UNIX ベース・システムの場合、db2_ps コマンドを
使用することによりインスタンス ID の下で実行中の
すべてのデータベース・マネージャー・プロセスのリ
ストを取得し、"kill -9 process_ID" コマンドを使用す
ることによりそれらを除去します)。

v インスタンス ID の下で実行されているアプリケーシ
ョンが他に存在しないことを確認した後で、そのイン
スタンス ID が所有しているすべてのリソースを取り
除いてください (UNIX ベース・システムの場合、
"ipcs | grep instance_ID " コマンドを使用すると、イ
ンスタンス ID が所有しているすべての IPC リソー
スをリストすることができ、 "ipcrm -[q|m|s] ID" コ
マンドを使用すると、それらを取り除くことができま
す)。

v データベース・マネージャーの他のインスタンスが実
行中の場合は、i ノード競合が発生する可能性があり
ます。これは、2 つのインスタンスを同時にアクティ
ブにすることはできませんが、個別に開始できること
を示しています。いずれかのインスタンスの IPC キ
ーの生成に使用される i ノードを変更する必要があ
ります。

単一ノード・インスタンスの場合は、sqllib directory

からインスタンス所有者として以下のステップを実行
します。

1. .ftok ファイルを削除する。

rm .ftok

2. 新しい .ftok ファイルを作成する。

touch .ftok

マルチノード・インスタンスの場合は、インスタンス
所有者として以下を行います。

1. sqllib と同じレベルで別のディレクトリーを作成す
る。

2. sqllib の下にあるすべてのものを新しいディレクト
リーに移動する。

3. sqllib を削除する。

4. 新しいディレクトリーを sqllib の名前に変更す
る。

v 単一ノードのインスタンスでは、db2ftok コマンドを
インスタンス所有者として実行して、データベース・
マネージャーによって使用されるシステム・リソース
を整合した状態にリストアします。

v データベース・マネージャー・インスタンスを再始動
してください。

SQL1073N ノード・ディレクトリーのリリース番号が
正しくありません。

説明: ノード・ディレクトリーのリリース番号が、その
製品について期待されるリリース番号と一致しません。
ノード・ディレクトリーが、以前のリリースで作成され
たものと思われます。

ユーザーの処置: すべてのノード項目を再カタログし
て、コマンドを再発行してください。

SQL1074N password パラメーターのアドレスが無効
です。

説明: アプリケーション・プログラムが、このパラメー
ターに無効なアドレスを使用しました。そのアドレスが
割り振られていないバッファーを指しているか、または
そのバッファー内の文字ストリングに NULL 終止符が
ありません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なアドレスがアプリケーション・
プログラムで使用され、入力ストリングが NULL で終
了していることを確認してください。

SQL1075N database comment パラメーターのアドレ
スが無効です。

説明: アプリケーション・プログラムが、このパラメー
ターに無効なアドレスを使用しました。そのアドレスが
割り振られていないバッファーを指しているか、または
そのバッファー内の文字ストリングに NULL 終止符が
ありません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なアドレスがアプリケーション・
プログラムで使用され、入力ストリングが NULL で終
了していることを確認してください。
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SQL1076N count パラメーターのアドレスが無効で
す。

説明: アプリケーション・プログラムが、count パラメ
ーターに無効なアドレスを使用しました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なアドレスが、アプリケーショ
ン・プログラムで使用されていることを確認してくださ
い。

SQL1077N handle パラメーターのアドレスが無効で
す。

説明: アプリケーション・プログラムが、handle パラ
メーターに無効なアドレスを使用しました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なアドレスが、アプリケーショ
ン・プログラムで使用されていることを確認してくださ
い。

SQL1078N buffer パラメーターのアドレスが無効で
す。

説明: アプリケーション・プログラムが、buffer パラメ
ーターに無効なアドレスを使用しました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なアドレスが、アプリケーショ
ン・プログラムで使用されていることを確認してくださ
い。

SQL1079N nodename パラメーターのアドレスが無効
です。

説明: アプリケーション・プログラムが、無効な
nname パラメーター・アドレスを使用しました。そのア
ドレスが割り振られていないバッファーを指している
か、またはそのバッファー内の文字ストリングに NULL

終止符がありません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なアドレスがアプリケーション・
プログラムで使用され、入力ストリングが NULL で終
了していることを確認してください。

SQL1080N local_lu name パラメーターのアドレスが
無効です。

説明: アプリケーション・プログラムが、local_lu name

パラメーターに無効なアドレスを使用しました。そのア
ドレスが割り振られていないバッファーを指している

か、またはそのバッファー内の文字ストリングに NULL

終止符がありません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なアドレスがアプリケーション・
プログラムで使用され、入力ストリングが NULL で終
了していることを確認してください。

SQL1081N partner_lu name パラメーターのアドレス
が無効です。

説明: アプリケーション・プログラムが、partner_lu パ
ラメーターに無効なアドレスを使用しました。そのアド
レスが割り振られていないバッファーを指しているか、
またはそのバッファー内の文字ストリングに NULL 終
止符がありません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なアドレスがアプリケーション・
プログラムで使用され、入力ストリングが NULL で終
了していることを確認してください。

SQL1082N mode パラメーターのアドレスが無効で
す。

説明: アプリケーション・プログラムが、mode パラメ
ーターに無効なアドレスを使用しました。そのアドレス
が割り振られていないバッファーを指しているか、また
はそのバッファー内の文字ストリングに NULL 終止符
がありません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なアドレスがアプリケーション・
プログラムで使用され、入力ストリングが NULL で終
了していることを確認してください。

SQL1083N データベース記述ブロックが処理できない
ため、データベースを作成できません。理
由コード =reason-code

説明: アプリケーションが CREATE DATABASE コマ
ンドを発行しましたが、データベース記述ブロック
(DBDB) が、以下のいずれかの理由コードが原因で処理
できませんでした。

1 DBDB のアドレスが無効です。

2 DBDB の「SQLDBDID」フィールドの値が無効
です。これは、値 SQLDBDB1 に設定される必
要があります。

4 DBDB の「SQLDBCSS」フィールドの値が無
効です。CREATE DATABASE CLP コマンド
を使用する場合、COLLATE USING オプショ
ンで指定された値が無効です。
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5 SQLDBUDC で指定された照合値が、照合タイ
プ SQL_CS_UNICODE には無効です。
CREATE DATABASE CLP コマンドを使用す
る場合、COLLATE USING オプションで指定
された値が UTF-8 コード・セットでは無効で
す。

6 データベースを明示的照合タイプ、および暗黙
的コード・セットを使用して作成できません。
希望するコード・セットを指定するか、または
照合を SQL_CS_SYSTEM のままにしておく必
要があります。CREATE DATABASE CLP コ
マンドを使用する場合、明示的な照合タイプを
使用して希望するコード・セットを指定する
か、あるいは COLLATE USING オプションを
使用せずに暗黙的な照合を使用してください。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: エラーを訂正して、コマンドを再サブ
ミットしてください。

SQL1084C オペレーティング・システムのカーネル・
メモリーの制限に達したため、データベー
ス・マネージャーが共有メモリーの割り振
りに失敗しました。

説明: オペレーティング・システムのカーネル・パラメ
ーターのデフォルト値が、DB2 データベースを実行す
るのに十分ではありません。DB2 データベースと同じ
システム上で他のソフトウェアが稼働している場合は、
そのソフトウェアとオペレーティング・システムのリソ
ースが競合し、カーネル・パラメーターの構成をより難
しくすることになります。カーネル・パラメーターの構
成を簡素化するために、一部のオペレーティング・シス
テムでインスタンスが開始すると、データベース・マネ
ージャーは自動的に一部のカーネル・パラメーター設定
を調整します。また、db2osconf というツールをオペレ
ーティング・システムで使用して、DB2 データベー
ス・システムを実行するためのオペレーティング・シス
テム・カーネル設定の推奨最小値を判別することができ
ます。

オペレーティング・システム・カーネル・メモリーの制
限 (例えば Linux での SHMMAX) に達したために、デ
ータベースのアクティブ化やデータベースのロールフォ
ワードなどのアクティビティー中にデータベース・マネ
ージャーが共有メモリーを割り振りできない場合に、こ
のメッセージが返されます。

ユーザーの処置: 以下の 1 つ以上のトラブルシューテ
ィング・ステップを実行してこのエラーに対応してくだ
さい。

v 次のコマンドを実行して、データベース構成の推奨値
を生成します。

DB2 AUTOCONFIGURE APPLY NONE

v データベース・マネージャーが使用できるオペレーテ
ィング・システム・メモリーの量を制限する、オペレ
ーティング・システムのカーネル設定を増やします。

v database_memory 構成パラメーターの値を減らして、
データベースが使用するメモリーの量を減らします。

v Linux オペレーティング・システムのみ: カーネル構
成パラメーター (SHMMAX など) のデフォルト値の
大きさが、DB2 LUW に対して不十分です。現行のカ
ーネル構成パラメーターの設定値を判別し、大きさが
不十分なカーネル・パラメーターを変更します。

これらのトラブルシューティング・ステップを実行して
もこのエラーが発生し続ける場合は、db2support ユーテ
ィリティーを使用して診断情報を収集し、IBM ソフト
ウェア・サポートに連絡してください。

sqlcode: -1084

sqlstate: 57019

SQL1085N アプリケーション・ヒープを割り振ること
ができません。

説明: データベース構成ファイルに指定された 4K ペ
ージ単位のアプリケーション・ヒープを、データベー
ス・マネージャーが割り振ることができなかったので、
アプリケーションはデータベースに接続することができ
ませんでした。 システムに 4K ページがありません。
コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 可能な解決方法は、以下のとおりで
す。

v データベース構成ファイル内のアプリケーション・ヒ
ープの大きさ (applheapsz) を減らしてください。

v データベース構成ファイル内のアプリケーションの最
大数を減らしてください。

v バックグラウンド処理を除去してください。

v メモリーを増やしてください。

sqlcode: -1085

sqlstate: 57019

SQL1086C オペレーティング・システム・エラー
error が発生しました。

説明: コマンドが、オペレーティング・システムからエ
ラーを受け取ったために、これ以上処理を続けることが
できません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: オペレーティング・システムのユーザ
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ー・マニュアルを参照して、エラーの詳細を解析してく
ださい。

SQL1087W データベースは正常に作成あるいはアップ
グレードされましたが、リスト・ファイル
name のオープン中にエラーが発生しまし
た。DB2 ユーティリティーはデータベー
スにバインドされません。

説明: CREATE DATABASE または UPGRADE

DATABASE コマンドは、ユーティリティー・バイン
ド・ファイルのリストが入っているリスト・ファイルを
オープンできませんでした。リスト・ファイルは sqllib

サブディレクトリーの bnd サブディレクトリーに置い
てください。

ユーティリティー・バインド・ファイルは、作成された
あるいはアップグレードされたデータベースへはバイン
ドされません。

ユーザーの処置: ユーティリティーをデータベースにバ
インドしてください。バインド・プログラム呼び出しに
は format オプションを使用しないでください。詳細に
ついては、DB2 インフォメーション・センターを参照
してください。

SQL1088W データベースは正常に作成あるいはアップ
グレードされましたが、ユーティリティー
のバインド中にエラーが発生しました。ユ
ーティリティーはデータベースにバインド
されません。

説明: CREATE DATABASE または UPGRADE

DATABASE コマンドが、ユーティリティー・バイン
ド・ファイルをデータベースにバインドできませんでし
た。

ユーティリティー・バインド・ファイルは、新しく作成
されたデータベースまたはアップグレードされたデータ
ベースにはバインドされません。

ユーザーの処置: 以下のアクションを実行してくださ
い。

v ユーティリティーをデータベースにバインドしてくだ
さい。バインド・プログラム呼び出しには format オ
プションを使用しないでください。

v データベース・サーバーから db2schema.bnd ファイル
をバインドしてください。

これらの操作を実行する方法について、詳しくは DB2

インフォメーション・センターを参照してください。

SQL1089W データベースは作成されましたが、ユーテ
ィリティーのバインドが中断しました。ユ
ーティリティーはデータベースにバインド
されません。

説明: データベースへユーティリティーをバインド中
に、CREATE DATABASE コマンドが割り込みを受けま
した。割り込みキー・シーケンスが押された可能性があ
ります。

ユーティリティー・バインド・ファイルは、新しく作成
されたデータベースへはバインドされません。

ユーザーの処置: ユーティリティーをデータベースにバ
インドしてください。バインド・プログラム呼び出しに
は format オプションを使用しないでください。

SQL1090C プリコンパイルされたアプリケーション・
プログラムまたはユーティリティーのリリ
ース番号が無効です。

説明: プリコンパイルされたアプリケーション・プログ
ラムまたはユーティリティーのリリース番号が、インス
トールされているデータベース・マネージャーのリリー
ス番号と互換ではありません。

アプリケーション・プログラムが、下位レベルのデータ
ベース・マネージャー・ライブラリーまたは DLL を、
データベース・マネージャー構成ファイルのインストー
ル・バージョンにアクセス中に使用する場合は、エラー
が発生する可能性があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: アプリケーション処理に対して選択さ
れたデータベース・マネージャー・ライブラリーのバー
ジョンまたは DLL が前のもの (古い) ではないことを
チェックしてください。

問題が続行する場合は、現在のデータベース・マネージ
ャーを使用して、プリコンパイル処理を繰り返してくだ
さい。 互換リリース・レベルのデータベース・マネー
ジャーでプリコンパイルされたアプリケーション・プロ
グラムのみを使用してください。

SQL1091C データベースのリリース番号はサポートさ
れていません。

説明: データベースのリリース番号は、インスタンスの
リリース番号と同じではありません。これはデータベー
ス作成時またはデータベース・アップグレード時に設定
されたリリース番号です。または、システム・カタログ
に定義されている最新のバージョン、リリース、変更、
フィックスパック・レベルです。

コマンドは処理されません。
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データベース・アップグレードまたはデータベース・リ
ストアでエラーが発生した場合は、非互換リリースのデ
ータベースをアップグレードまたはリストアしようとし
ています。

フィックスパック除去後の最初の接続でエラーが発生し
た場合は、より新しいフィックスパック・レベルでのみ
サポートされるデータベースに接続しようとしていま
す。

ユーザーの処置: データベース・アップグレードまたは
データベース・リストアでエラーが発生した場合は、ま
ず最初に、アップグレード後の DB2 コピーでデータベ
ース・アップグレードがサポートされるリリースに、デ
ータベースをアップグレードする必要があります。

フィックスパック除去後の最初のデータベース接続でエ
ラーが発生した場合は、バックアップからデータベース
をリストアした後、そのデータベースをサポートするフ
ィックスパック・レベルの DB2 コピーから、データベ
ースを現在のレベルに更新するコマンドを発行します。

sqlcode: -1091

sqlstate: 08004

SQL1092N このユーザー ID には要求されたコマン
ドまたは操作を実行する権限がないため、
要求されたコマンドまたは操作が失敗しま
した。ユーザー ID: user-id。

説明: ユーザーの認証は、DB2 データベース・システ
ム外のセキュリティー機能 (オペレーティング・システ
ムの一部または別個の製品) を使用して実行されます。
許可を与えることは、DB2 機能 (DB2 表および構成フ
ァイルを使用) を使用して実行されます。このメッセー
ジは、認証または許可の問題がある場合に返されること
があります。

認証および許可の問題のトラブルシューティングは複雑
です。これは、複数のエージェントがアクセスの制御を
さまざまなレベル (ローカル・オペレーティング・シス
テムのログイン資格情報、Windows ユーザー・グルー
プ、ドメイン、Kerberos などのサード・パーティーのセ
キュリティー・サービス、コマンドを実行するコンテキ
スト、DB2 権限レベル、データベース・オブジェクト
などはその一部) で行っているためです。

以下に、このメッセージが返される可能性がある一般的
なシナリオのいくつかを、オペレーティング環境別にリ
ストします。

グループを使用する Windows オペレーティング・シス
テム

グループを使用する Windows 環境でこのメッ
セージが返される可能性があるシナリオについ
て、以下に説明します。

DB2 データベース構成:

v DB2 データベース・マネージャー・インス
タンス・ユーザーを Windows LocalSystem

アカウント (または別のローカル Windows

アカウント) に設定して、DB2 データベース
製品がインストールされました。

v DB2_GRP_LOOKUP 環境変数が設定されて
いません。

失敗する操作:

v ユーザーが、リモート・ドメインで定義され
た 2 部構成のユーザー ID を使用して、デ
ータベースへの接続を試みます。

失敗の理由:

v 環境変数 DB2_GRP_LOOKUP が設定されて
いないため、データベース・マネージャーは
ユーザー ID が定義されている場所でグルー
プの列挙を試みます。しかし、データベー
ス・マネージャーは LocalSystem アカウント
のコンテキストで稼働しているため、データ
ベース・マネージャーには、ユーザー ID が
定義されている場所でグループの列挙を行う
ためにネットワークにアクセスする権限があ
りません。

Kerberos を使用する Windows オペレーティング・シ
ステム

Kerberos 認証を使用している Windows 環境で
は、ドメイン・アカウントではないアカウント
を使用してコンピューターにログオンしようと
すると、このメッセージが返されることがあり
ます。

Extended Security を使用する Windows オペレーティ
ング・システム

Extended Security が有効な Windows 環境で
は、ローカル DB2USERS グループまたは
DB2ADMNS グループのメンバーではないユー
ザー ID によってデータベース・リソースの使
用または変更が試みられている場合に、このメ
ッセージが返されることがあります。

Lightweight Directory Access Protocol (LDAP) 環境

LDAP 環境では、コマンド CATALOG

DATABASE、CATALOG ...

NODE、CATALOG DCS DATABASE を実行す
るための権限がユーザー ID または DB2

Connect ゲートウェイに付与されていない場合
に、このメッセージが返されることがありま
す。

Windows コマンド・プロンプト
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Windows Vista 以降のバージョンの Windows

オペレーティング・システムでは、ユーザーに
管理特権が付与されていても、コマンド・プロ
ンプトには標準ユーザー特権が付与されている
場合があります。標準特権のみが付与されたコ
マンド・プロンプトから、管理特権を必要とす
るコマンドが実行されると、このメッセージが
返されることがあります。

フェデレーテッド・データベース環境

フェデレーテッド環境では、このエラーがフェ
デレーテッド・サーバーまたはフェデレーテッ
ド・データ・ソースで発生する可能性がありま
す。

ユーザーの処置: 一般的には、以下のトラブルシューテ
ィング・ステップを実行して、このエラーに対応しま
す。

1. システム管理者またはデータベース管理者と協力し
て、当該ユーザー ID に付与された特権および権限
に関する情報を収集します。特定のユーザー ID に
関するこの種の情報を収集する方法の一例を以下に
示します。

db2 SELECT * FROM TABLE
(SYSPROC.AUTH_LIST_GROUPS_FOR_AUTHID(’<id>’))

2. 試行されて失敗した操作を特定します。

3. 当該ユーザー ID に付与された特権および権限と、
試行された操作を比較します。

4. 以下に示す種類の管理操作を 1 つ以上実行すること
で、必要な権限および特権が付与された別のユーザ
ー ID を使用するか、または必要な特権をユーザー
ID に付与します。

v 必要なグループにユーザー ID を追加する

v ユーザー ID が既に属するグループの権限または
特権を変更する

v GRANT ステートメントを使用して操作を実行す
る権限を限定的にユーザー ID に付与する

以下に、特定のシナリオに対応する方法の例をいくつか
示します。

Kerberos を使用する Windows オペレーティング・シ
ステム

Kerberos 認証を使用している Windows 環境で
は、ドメイン・アカウントを使用してコンピュ
ーターにログオンします。

Extended Security を使用する Windows オペレーティ
ング・システム

Extended Security が有効な Windows 環境でデ
ータベース・リソースを使用または変更するに
は、以下に示す操作のいずれかを行います。

v ユーザー ID をローカル DB2USERS グルー
プまたは DB2ADMNS グループに追加す
る。

v ローカル DB2USERS グループまたは
DB2ADMNS グループのメンバーであるユー
ザー ID を使用する。

Lightweight Directory Access Protocol (LDAP) 環境

LDAP 環境では、コマンド CATALOG

DATABASE、CATALOG ...

NODE、CATALOG DCS DATABASE を実行す
るための権限がユーザー ID または DB2

Connect ゲートウェイに付与されていない場合
には、catalog_noauth データベース・マネージ
ャー構成パラメーターを使用して、SYSADM

権限なしでユーザーがデータベースおよびノー
ド (または DCS ディレクトリーおよび ODBC

ディレクトリー) をカタログおよびアンカタロ
グできるようにします。

Windows コマンド・プロンプト

完全な管理特権でコマンドを実行するには、以
下のステップを実行してください。

1. DB2 データベースのインストール・プロセ
ス中に作成された「コマンド・ウィンドウ -

管理者」というショートカットを使用する
ことで、完全な管理特権で実行されるコマ
ンド・ウィンドウを開きます。

2. このコマンドは、完全な管理特権で実行し
ているコマンド・ウィンドウから起動して
ください。

フェデレーテッド環境

フェデレーテッド・サーバーによってエラーが
返されているのか、あるいはフェデレーテッ
ド・データ・ソースによってエラーが返されて
いるのかを判別してから、このメッセージに説
明されているトラブルシューティング・ステッ
プを実行します。

SQL1093N ユーザーはログオンしていません。

説明: ユーザーは、許可を必要とするコマンドが処理さ
れる前に、ログオンしておく必要があります。このエラ
ーの原因には、以下が含まれます。

v ユーザー ID が取得できない。

v ログオン時に、予期しないオペレーティング・システ
ムのエラーが発生した。

v アプリケーションがバックグラウンド処理で実行され
ている。

v ユーザーがログオンを取り消した。
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コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なユーザー ID でログオンし
て、コマンドを再サブミットしてください。さまざまな
並行処理がログオンを要求しているときは、数秒待って
から、ログオン手順を再試行してください。

sqlcode: -1093

sqlstate: 51017

SQL1094N ノード・ディレクトリーは更新中なので、
アクセスできません。

説明: ノード・ディレクトリーの更新中は、ノード・デ
ィレクトリーをスキャンすることも、使用することもで
きません。また、データベース・ディレクトリーが何ら
かの理由ですでにアクセスされている場合は、更新のた
めにディレクトリーにアクセスすることはできません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 更新が完了してからコマンドを再サブ
ミットしてください。

sqlcode: -1094

sqlstate: 57009

SQL1095N すでに 8 つのノード・ディレクトリー・
スキャンがオープンしています。

説明: 8 つのノード・ディレクトリー・スキャンがこの
処理でオープンされており、これ以上スキャンをオープ
ンすることはできません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 1 つ以上の CLOSE NODE

DIRECTORY SCAN コマンドを発行してください。コ
マンドを再サブミットしてください。

sqlcode: -1095

sqlstate: 54029

SQL1096N このコマンドは、このノード・タイプには
無効です。

説明: コマンドをサポートしないノードでコマンドが発
行されたか、またはこのノード・タイプを正しくセット
アップしていないシステム環境が見つかりました。たと
えば、データベースが、クライアント・ノードで
LOCAL としてカタログされています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: コマンドおよびパラメーターが、ノー
ド・タイプに対して正しいことを確認してください。
また、コマンドが処理される環境が正しいことを確認し
てください。 コマンドを再サブミットしてください。

SQL1097N ノード名がノード・ディレクトリーに見つ
かりません。

説明: リモート・データベースのデータベース・ディレ
クトリーにリストされているノード名、またはアタッチ
するコマンドに指定されているノード名が、ノード・デ
ィレクトリーにカタログされていません。

コマンドは処理されません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

ユーザーの処置: データベース・ディレクトリーにリス
トされているノード名、またはアタッチ・コマンドのオ
ブジェクトのノード名が、ノード・ディレクトリーにカ
タログされていることを確認してください。ノードがノ
ード・ディレクトリーにリストされない場合は、
CATALOG NODE コマンドをサブミットしてくださ
い。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: これら
のアクションに加えて、すべての SYSCAT.SERVERS

項目にリストされたノード名が正しいことを確認してく
ださい。ノードがノード・ディレクトリーにリストされ
ず、サーバーが DB2 ファミリーのメンバーである場合
は、そのノードに CATALOG NODE コマンドを発行し
てください。

sqlcode: -1097

sqlstate: 42720

SQL1098N このデータベースには、アプリケーション
がすでに接続されています。

説明: データベースへの接続が要求されましたが、アプ
リケーションは指定されたデータベースにすでに接続さ
れています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

sqlcode: -1098

sqlstate: 53056

SQL1099N ディスケットが書き込み保護になっていま
す。

説明: 書き込み操作が、書き込み保護になっているディ
スケット内のデータベースに対して試みられました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 正しいディスケットを使用しているこ
とを確認してください。必要に応じて、ディスケットか
ら保護を取り除いてください。
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SQL1100W Catalog Database コマンドに指定された
ノード名 name が、ノード・ディレクト
リーにカタログされていません。

説明: Catalog Database コマンドがノード名 name を指
定しましたが、ノード・ディレクトリーにカタログされ
ていません。リモート・データベースを使用する前に、
ノード名をカタログする必要があります。

CATALOG DATABASE コマンドは正常に完了しまし
た。

ユーザーの処置: CATALOG NODE コマンドを発行し
てください。

SQL1101N ノード node-name のリモート・データベ
ース name に、指定された許可 ID とパ
スワードでアクセスできませんでした。

説明: ノード node-name 上のリモート・データベース
name への接続が要求されましたが、(リモート許可表か
実行時に) このノードに対して指定された許可 ID とパ
スワードの組み合わせをリモート・ノードが受け入れま
せんでした。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: このエ
ラーは以下のいずれかが当てはまる場合にも発生する可
能性があります。

v ユーザー・マッピングが存在しておらず、リモート許
可 ID またはリモート・パスワードが DB2 フェデレ
ーテッド・データベースへの接続時に指定された許可
ID またはパスワードと一致していない。

v ユーザー・マッピングが REMOTE_PASSWORD オプ
ションを指定しておらず、DB2 フェデレーテッド・
データベースへの接続時にパスワードが指定されなか
った。

v ユーザー・マッピングが REMOTE_PASSWORD オプ
ションを指定しておらず、リモート・パスワードが
DB2 フェデレーテッド・データベースへの接続時に
指定されたパスワードと一致しない。

v ユーザー・マッピングが REMOTE_AUTHID オプシ
ョンを指定しておらず、リモート許可 ID が DB2 フ
ェデレーテッド・データベースへの接続時に指定され
た許可 ID と一致しない。

v リモート許可またはリモート・パスワードが、ユーザ
ー・マッピングで指定されているものと一致しない。

要求は処理できません。

ユーザーの処置: リモート・システム用の有効な許可
ID およびパスワードを組み合わせ使用して、要求の再
サブミットを行なってください。

sqlcode: -1101

sqlstate: 08004

SQL1102N データベース名が指定されませんでした。

説明: データベース・アップグレード処理を進めるため
に必要なデータベース名が指定されませんでした。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: アップグレード用のデータベース名を
指定してください。

SQL1103W UPGRADE DATABASE コマンドが正常
に完了しました。

説明: UPGRADE DATABASE コマンドが正常に完了
しました。これで、このデータベースにアクセスできま
す。

データベースが既に現在のレベルであるためアップグレ
ードされなかった場合でも、このメッセージが返される
ことに注意してください。

ユーザーの処置: データベースをアップグレードした後
に必要なアップグレード後タスクの詳細については、
DB2 インフォメーション・センターを参照してくださ
い。

SQL1104N program name パラメーターのアドレス
が無効です。

説明: アプリケーション・プログラムが、program

name に無効なアドレスを使用しました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムで正し
いアドレスを使用してください。

SQL1105N リモート・アプリケーション・インターフ
ェース・プロシージャー内では、SQL

CONNECT RESET ステートメントは使
用できません。

説明: リモート・アプリケーション・プロシージャー
に、SQL CONNECT RESET ステートメントが含まれて
います。

リモート・プロシージャーは続行できません。

ユーザーの処置: SQL CONNECT RESET ステートメ
ントを取り除いて、リモート・プロシージャーを再実行
してください。

sqlcode: -1105

sqlstate: 38003
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SQL1106N 指定された DLL name モジュールはロー
ドされましたが、関数 function は実行で
きませんでした。

説明: DLL (ダイナミック・リンク・ライブラリー) 内
の関数が見つかりませんでした。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: DLL モジュールが正しく作成されて
いることを確認してください。定義ファイルのモジュー
ルを参照してください。

sqlcode: -1106

sqlstate: 42724

SQL1107N 指定された DLL name をロード中に、割
り込みを受けました。

説明: DLL (ダイナミック・リンク・ライブラリー) モ
ジュールをロードしているときに、コマンドが割り込み
を受けました。(Ctrl+Break が押された可能性がありま
す)

処理は停止します。

ユーザーの処置: コマンドを再サブミットしてくださ
い。

sqlcode: -1107

sqlstate: 42724

SQL1108N 指定された DLL name をロード中に、予
期しない入出力エラーまたはオペレーティ
ング・システム・エラーを受け取りまし
た。

説明: 「プログラム名」フィールドに指定された DLL

(ダイナミック・リンク・ライブラリー) モジュールをロ
ードするときに、予期しないエラーが発生しました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 現在のコマンドを再サブミットしてく
ださい。それでも、エラーが続く場合は、データベー
ス・マネージャーを再インストールしてください。

再インストールしてもエラーが解決しない場合は、メッ
セージ番号 (SQLCODE)、および可能であれば、SQLCA

内のすべての情報を記録しておいてください。

トレースがアクティブな場合は、オペレーティング・シ
ステムのコマンド・プロンプトから、独立トレース機能
を呼び出してください。さらに、サービス担当者に連絡
してください。

sqlcode: -1108

sqlstate: 42724

SQL1109N 指定された DLL name をロードできませ
んでした。

説明: 指定された DLL (ダイナミック・リンク・ライ
ブラリー) モジュールが見つかりませんでした。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 指定したファイルが、システムの
LIBPATH に指定されたサブディレクトリーに存在する
ことを確認してください。

sqlcode: -1109

sqlstate: 42724

SQL1110N 指定されたデータ・エリアが無効で、使用
できませんでした。

説明: データ域が正しく初期化されていません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ユーザー指定の「入力 SQLDA」また
は「出力 SQLDA」フィールドが、正しく初期化されて
いることを確認してください。

SQL1111N 指定されたプログラム名 name は無効で
す。

説明: DLL (ダイナミック・リンク・ライブラリー) モ
ジュールまたはプログラム名の構文が正しくありませ
ん。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: DLL またはプログラム名が正しく指
定されていることを確認してください。

sqlcode: -1111

sqlstate: 42724

SQL1112N 指定された DLL name のロードに十分な
システム・リソースがありません。

説明: 指定された DLL (ダイナミック・リンク・ライ
ブラリー) モジュールをロードするためのランダム・ア
クセス・メモリー (RAM) が、十分ではありません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: アプリケーションを停止してくださ
い。可能な解決方法は、以下のとおりです。

v CONFIG.SYS ファイルの MEMMAN NO SWAP、NO

MOVE オプションを、SWAP、MOVE に変更してく
ださい。

v バックグラウンド処理を除去してください。
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v メモリー割り振りを定義する構成パラメーターの値を
減らしてください。

v もっと多くのランダム・アクセス・メモリー (RAM)

をインストールしてください。

sqlcode: -1112

sqlstate: 42724

SQL1113N 出力 SQLDA の sqlvar n のデータ・タ
イプが、type-1 から type-2 に変更されま
した。

説明: リモート・ストアード・プロシージャーが、出力
SQLDA 内の n 番目の SQLVAR のデータ・タイプを変
更しました。(n は、不一致が見つかった最初の
SQLVAR の通し番号を示します)

ストアード・プロシージャーはデータを戻しません。

ユーザーの処置: リモート・ストアード・プロシージャ
ーを修正して、出力 SQLDA のデータ・タイプ情報が変
更されないようにしてください。

sqlcode: -1113

sqlstate: 39502

SQL1114N 出力 SQLDA の sqlvar n のデータ長
が、length-1 から length-2 に変更されま
した。

説明: リモート・ストアード・プロシージャーが、出力
SQLDA 内の n 番目の sqlvar のデータ長を変更しまし
た (n は、不一致が発見された最初の SQLVAR の通し
番号を示します)。

ストアード・プロシージャーはデータを戻しません。

ユーザーの処置: リモート・ストアード・プロシージャ
ーを修正して、出力 SQLDA のデータの長さ情報が変更
されないようにしてください。

sqlcode: -1114

sqlstate: 39502

SQL1115N 出力 SQLDA の sqlvars の数が、count-1

から count-2 に変更されました。

説明: リモート・プロシージャーが、出力 SQLDA の
「sqld」フィールドを変更しました (sqld は、SQLDA

内の使用された sqlvar の数を示します)。

ストアード・プロシージャーはデータを戻しません。

ユーザーの処置: リモート・ストアード・プロシージャ
ーを修正して、出力 SQLDA の「sqld」フィールドが変
更されないようにしてください。

sqlcode: -1115

sqlstate: 39502

SQL1116N 「バックアップ・ペンディング」のため
に、データベース name の接続またはア
クティブ化を行うことはできません。

説明: ロールフォワード・リカバリーの開始点を用意す
るために、指定されたデータベースがバックアップを要
求しています。

接続は行われていません。

ユーザーの処置: BACKUP ルーチンを呼び出すことに
より、データベースをバックアップするか、またはロー
ルフォワードを必要としない場合は、データベース構成
パラメーター LOGARCHMETH1 および
LOGARCHMETH2 を OFF に設定してください。

sqlcode: -1116

sqlstate: 57019

SQL1117N 「ロールフォワード・ペンディング」のた
めに、データベース name の接続または
アクティブ化を行うことはできません。

説明: 指定されたデータベースは、ロールフォワード・
リカバリーが有効な状態でリストアされましたが、ロー
ルフォワードは行なわれません。

接続は行われていません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

ユーザーの処置: データベースをロールフォワードする
か、または ROLLFORWARD コマンドを使用して、ロ
ールフォワードを行なわないことを指示してください。
データベースのロールフォワードを行なわないと、デー
タベースの最後のバックアップ以降に書かれたレコード
が、データベースに適用されないことに注意してくださ
い。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 必要に
応じて、問題を切り分けて要求拒否の原因となったデー
タ・ソースを突き止め、そのデータ・ソースに適切なリ
カバリー・アクションを行い、データ・ソースを整合点
までリカバリーします。

sqlcode: -1117

sqlstate: 57019
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SQL1118N 前のバックアップが完了していないため
に、データベース name の接続またはア
クティブ化を行うことはできません。

説明: バックアップ処理中にシステム・エラーが発生し
たので、データベースが不整合状態になっています。

接続は行われていません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

ユーザーの処置: BACKUP コマンドを発行して、もう
一度コマンドをやり直してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 必要に
応じて、問題を切り分けて要求拒否の原因となったデー
タ・ソースを突き止め、コマンドを再試行する前に、そ
のデータ・ソースに対して BACKUP コマンドを発行し
てください。

sqlcode: -1118

sqlstate: 57019

SQL1119N 前のリストアが完了していないか、進行中
であるために、データベース name の接
続またはアクティブ化を行うことはできま
せん。

説明: リストア処理中にシステム・エラーが発生した
か、あるいはリストアが進行中であるため、データベー
スが不整合状態になっています。

接続は行われていません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによって検出できます。

ユーザーの処置: 現在のコマンドを再発行する前に、デ
ータベースが正常にリストアされていることを確認して
ください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 必要に
応じて、問題を切り分けて要求拒否の原因となったデー
タ・ソースを突き止め、コマンドを再試行する前に、そ
のデータ・ソースに対して RESTORE コマンドを発行
してください。

sqlcode: -1119

sqlstate: 57019

SQL1120N 前のバックアップまたはリストアが完了し
ていないために、データベース name の
接続またはアクティブ化を行うことはでき
ません。

説明: バックアップまたはリストア処理中にシステム・
エラーが発生したので、データベースが不整合状態にな

っています。バックアップまたはリストアのどちらが処
理されていたかが決定できません。

接続は行われていません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

ユーザーの処置: BACKUP または RESTORE コマンド
を発行してから、もう一度コマンドをやり直してくださ
い。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 必要に
応じて、問題を切り分けて要求拒否の原因となったデー
タ・ソースを突き止め、コマンドを再試行する前に、そ
のデータ・ソースに対して BACKUP コマンドまたは
RESTORE コマンドを発行してください。

sqlcode: -1120

sqlstate: 57019

SQL1121N node structure パラメーターのアドレスが
無効です。

説明: アプリケーションが、node structure パラメータ
ーに無効なアドレスを使用しました。 そのアドレスが
割り振られていないバッファーを指しているか、または
必須入力を含むための十分なバッファーがありません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: プログラムが必要なバッファー域の割
り振りを行なっていることを確認して、コマンドを再サ
ブミットしてください。

SQL1122N protocol structure パラメーターのアドレ
スが無効です。

説明: アプリケーションが、protocol structure パラメー
ターに無効なアドレスを使用しました。 そのアドレス
が割り振られていないバッファーを示しているか、また
は正しくないプロトコル・バッファーを示しているかの
どちらかです。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: プログラムが、ノード構造の「プロト
コル」フィールドに基づいた必須バッファー域の割り振
りを行なっていることを確認して、コマンドを再サブミ
ットしてください。

SQL1123N プロトコル type が無効です。

説明: Catalog コマンドのノード構造に指定したプロト
コル・タイプが、認識されない値です。有効なプロトコ
ル・タイプは、sqlenv ヘッダー・ファイルに定義されて
います。
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コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ノード構造のプロトコル・タイプを確
認して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL1124N リモート・ワークステーション名 name

が無効です。

説明: Catalog コマンドの NETBIOS プロトコル構造に
指定したリモート・ワークステーション名が、指定され
ていないか、または無効な文字を含んでいます。 ワー
クステーション名は 1 から 8 文字でなければなりませ
ん。有効な文字は A から Z、a から z、0 から
9、#、@ および $ です。 最初の文字は、英字または
特殊文字 #、@、または $ でなければなりません。小
文字は、システムによって大文字に変更されます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: リモート・ワークステーション名に指
定された文字を確認してください。 有効なワークステ
ーション名を使用して、コマンドを再サブミットしてく
ださい。

SQL1125N アダプター番号 number が無効です。

説明: Catalog コマンドの NETBIOS プロトコル構造に
指定されたアダプター番号が無効です。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: アダプター番号が有効なことを確認し
て、コマンドを再サブミットしてください。

SQL1126N ネットワーク ID ID が無効です。

説明: Catalog コマンドの APPN プロトコル構造のネ
ットワーク ID が無効です。ネットワーク ID が、リモ
ート LU (LU) が存在する SNA ネットワークを識別し
ています。ネットワーク ID は 1 から 8 文字でなけれ
ばなりません。有効な文字は A から Z、a から z、0

から 9、#、@ および $ です。 最初の文字は、英字ま
たは特殊文字 #、@、または $ でなければなりませ
ん。小文字は、システムによって大文字に変更されま
す。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ネットワーク ID に指定された文字
を確認してください。有効なネットワーク ID を使用し
て、コマンドを再サブミットしてください。

SQL1127N リモート LU 名 name が無効です。

説明: Catalog コマンドの APPN プロトコル構造に指
定されたリモート LU (LU) 名が無効です。リモート
LU 名は、リモート SNA LU 名で、1 から 8 文字でな

ければなりません。有効な文字は A から Z、a から
z、0 から 9、#、@ および $ です。 最初の文字は、
英字または特殊文字 #、@、または $ でなければなり
ません。小文字は、システムによって大文字に変更され
ます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: リモート LU 名に指定された文字を
確認してください。有効なリモート LU 名を使用して、
コマンドを再サブミットしてください。

SQL1128W SAVECOUNT は無視されます。 理由コ
ード = reason-code。

説明: 可能性のある理由コードは、以下のとおりです。

1

MDC 表または ITC 表にロードする場合、整
合点はサポートされていません。

2

指定されたファイル・タイプは、整合点を許可
しません。

3

パーティション表にロードする場合、整合点は
サポートされていません。

4

XML 列を含む表にロードする場合、整合点は
サポートされていません。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1129N 新しい処理を生成するためのリソースが不
足しているため、新しいストアード・プロ
シージャー処理を開始できませんでした。

説明: 新しい処理を生成するためのリソースが不足して
いるため、新しいストアード・プロシージャー処理を開
始できませんでした。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行します。

v DB2 を使用しているユーザー数を減らしてくださ
い。

v システム処理の上限を増やしてください。

sqlcode: -1129

sqlstate: 42724
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SQL1130N サーバー上で共存できる処理の最大数に達
したため、新しいストアード・プロシージ
ャー処理を開始できませんでした。

説明: サーバー上で同時に共存できる処理の最大数に達
したため、新しいストアード・プロシージャー処理を開
始できませんでした。

ユーザーの処置: fenced_pool 構成パラメーターの値を
増やします。

sqlcode: -1130

sqlstate: 42724

SQL1131N ストアード・プロシージャー処理が異常終
了しました。ルーチン名: routine-name。
特定名: specific-name。

説明: DB2 アーキテクチャーは、アプリケーションが
DB2 データベース・サーバーとは異なるアドレス・ス
ペースで稼働するように設計されています。異なるアド
レス・スペースでアプリケーションを実行すると、アプ
リケーション・プログラミング・エラーによりデータベ
ース・マネージャーの内部バッファーまたは内部ファイ
ルが上書きされるのを防止したり、アプリケーション・
エラーによりデータベース・マネージャーが異常終了す
るのを防止したりできます。fenced モード・プロセス
(db2fmp) は、DB2 データベース・サーバーとは異なる
アドレス・スペースでの fenced ストアード・プロシー
ジャーおよびユーザー定義関数の実行を担当します。

指定されたルーチンの実行中に db2fmp プロセスが異常
終了すると、このメッセージが返されます。db2fmp プ
ロセスが以下のようなさまざまな理由で異常終了した可
能性があります。

v db2fmp プロセスが実行していたストアード・プロシ
ージャーまたはユーザー定義関数の実装において、ゼ
ロによる除算または境界外のポインター参照などのコ
ーディング・エラーがありました。

v 他のプロセスが、終了シグナル SIGTERM などのシ
グナルを使用して db2fmp プロセスを強制終了しまし
た。

ユーザーの処置:

1. ストアード・プロシージャーまたはユーザー定義関
数のコードを見直して単体テストを行い、異常終了
の原因となった可能性のあるストアード・プロシー
ジャーまたはユーザー定義関数にコーディング・エ
ラーがないようにします。

2. システム上で稼働しているすべてのアプリケーショ
ンのアクティビティーおよびシステムにアクセスし
ているユーザーを確認し、他のアプリケーションま

たはユーザーが db2fmp プロセスに終了シグナルを
送信しないようにします。

3. ストアード・プロシージャーを再び実行します。

ストアード・プロシージャーを再び実行します。

sqlcode: -1131

sqlstate: 38503

SQL1132N このコマンドをストアード・プロシージャ
ー内で実行することは許可されていませ
ん。

説明: ストアード・プロシージャーの有効範囲内で無効
なコマンドが発行されました。

プロシージャーを続行できません。

ユーザーの処置: プロシージャー内の無効なコマンドを
除去して、再試行してください。

sqlcode: -1132

sqlstate: 38003

SQL1133N 出力 SQLDA の sqlvar (index = n ) 内
のポインター・アドレスが、DARI (スト
アード・プロシージャー) 関数内で変更さ
れました。

説明: 出力 SQLDA の sqlvar 内の“sqlind”または
“sqldata”ポインターが、ユーザーが用意した DARI 関数
内で変更されました。

ストアード・プロシージャーはデータを戻しません。

ユーザーの処置: 出力 SQLDA 内の示された sqlvar の
使用法を修正して、DARI(ストアード・プロシージャー)

機能ルーチンの内で、ポインター・アドレスが変更され
ないようにしてください。

sqlcode: -1133

sqlstate: 39502

SQL1134N データベース認証タイプ CLIENT の場
合、このコマンドはストアード・プロシー
ジャーの有効範囲内では許可されていませ
ん。

説明: SYSADM 許可を必要とするコマンドは、データ
ベース認証タイプが CLIENT である場合にはストアー
ド・プロシージャー内で許可されていません。

ストアード・プロシージャーはデータを戻しません。

プロシージャーを続行できません。

ユーザーの処置: プロシージャー内の許可されないコマ
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ンドを除去して、ストアード・プロシージャーを再実行
してください。

sqlcode: -1134

sqlstate: 38003

SQL1135N データベースの作成時に、無効なセグメン
ト数が指定されました。

説明: セグメント数に指定された値が範囲外です。 有
効範囲は 1 から 256 です。

ユーザーの処置: セグメント数を指定し直して、もう一
度データベースを作成してください。

SQL1136N データベースの作成時に、無効なデフォル
ト表スペース・エクステント・サイズ
(dft_extentsize) が指定されました。

説明: デフォルト表スペース・エクステント・サイズ
(dft_extentsize) に指定された値が範囲外です。 有効範囲
は 2 から 256 です。

ユーザーの処置: 表スペース・エクステント・サイズを
訂正して、やり直してください。

SQL1137W データベース dbalias のドロップ時に、デ
ータベース・マネージャーがデータベー
ス・パスまたはいくつかのコンテナーを除
去できませんでした。 クリーンアップが
必要です。

説明: コンテナーのリストがアクセスできなかったか、
またはコンテナーまたはデータベース・ディレクトリー
の除去中に障害が発生しました。

クラスター・マネージャーを使用している場合、DB2

データベース・マネージャーが指定のデータベース別名
からのコンテナー・パスをクラスター・マネージャー構
成から除去することに失敗したときに、このエラーが戻
されることがあります。クラスター・マネージャーから
のエラー・メッセージは、db2diag ログ・ファイルに記
録されます。

ユーザーの処置: システム管理コンテナー (ディレクト
リー)、およびデータベース管理ファイル・コンテナー
を、オペレーティング・システム・コマンドを使用し
て、手操作で除去することが必要になる可能性がありま
す。デバイス・コンテナーを解放するには、担当の
IBM サービス担当者に連絡してください。

New Log Path 構成パラメーターでログ・ディレクトリ
ーが変更されている場合は、ログ・ディレクトリー・フ
ァイル・システムを手操作でアンマウントし、ログおよ
びデータベース・ディレクトリーを除去してください。

クラスター・マネージャーを使用している場合、問題を

訂正してクラスター・マネージャー構成からパスを除去
してください。

v db2diag ログ・ファイルを見て、クラスター・マネー
ジャーからのエラー・メッセージがあるかどうかを調
べます。

v db2diag ログ・ファイル内のクラスター・マネージャ
ー・エラー・メッセージに応じて、クラスター・マネ
ージャーの構成からパスを除去できない原因となった
問題を修正します。

v クラスター・マネージャーのツールおよびユーティリ
ティーを使用して、このデータベースのコンテナー・
パスをクラスター・マネージャー構成から除去しま
す。

SQL1138W ユニーク索引 name が据え置きユニー
ク・チェックをサポートするためにマイグ
レーションされました。新規索引は作成さ
れませんでした。

説明: CREATE INDEX 処理が既存の索引で試行されま
した。索引が据え置きユニーク・チェックをサポートす
るためにまだマイグレーションされていなかったため、
このマイグレーションは実行されませんでした。

ユニーク索引のマイグレーションされたフォーマットで
は、複数行更新において、各行の更新時ではなく更新ス
テートメントの最後に索引列のユニーク性チェックを実
行できます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

sqlcode: +1138

sqlstate: 01550

SQL1139N 表スペースの合計サイズが大きすぎます。

説明: 現在の表スペースの合計サイズが大きすぎます。
REGULAR 表スペースのサイズは 0x0100 0000

(16777216) ページに制限され、LARGE および
TEMPORARY 表スペースのサイズは 0x7FFF FEFF

(2147483391) ページに制限されています。

ユーザーの処置: 詳細については管理通知ログをチェッ
クしてください。表スペースのサイズを減らして、SQL

ステートメントを訂正してください。

sqlcode: -1139

sqlstate: 54047

SQL1140W コスト・カテゴリー cost-category で、
estimate-amount1 プロセッサー秒の見積も
られたプロセッサー・コスト
(estimate-amount2 サービス単位) が、
limit-amount サービス単位のリソース制限
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警告しきい値を超えています。

説明: 動的 INSERT、UPDATE、DELETE、または
SELECT SQL ステートメントの準備の結果、リソース
限定表 (RLST) に指定された警告しきい値を超えるコス
ト見積もりが発生しました。

この警告は、DB2 のコスト・カテゴリー値が "B" であ
り、RLST の RLF_CATEGORY_B 列に指定されたデフ
ォルトのアクションが警告の発行である場合にも発行さ
れます。

estimate_amount1

準備された INSERT、UPDATE、DELETE また
は SELECT ステートメントが実行される場合
のコストの見積もり (プロセッサー秒)。

estimate_amount2

準備された INSERT、UPDATE、DELETE また
は SELECT ステートメントが実行される場合
のコストの見積もり (サービス単位)。

cost-category

この SQL ステートメントについての DB2 の
コスト・カテゴリー。可能な値は A または B

です。

limit-amount

RLST の RLFASUWARN 列に指定されている
警告しきい値 (サービス単位)。

動的 INSERT、UPDATE、DELETE、または SELECT

ステートメントの準備は成功しました。 準備されたス
テートメントを実行して、RLST に指定された
ASUTIME 値を超える場合は、SQLCODE -905 が発行
される可能性があります。

ユーザーの処置: 警告を扱って、ステートメントの実行
を許可するか、またはステートメントを実行しないこと
を決定するためのアプリケーション・ロジックが存在す
ることを確認してください。コスト・カテゴリー値が
"B" であるためにこの SQLCODE が返された場合は、
ステートメントがパラメーター・マーカーを使用してい
るか、または参照される表と列について使用できない統
計が存在する可能性があります。管理者が、参照された
表でユーティリティー RUNSTATS を実行したことを確
認してください。また、ステートメントが実行されると
きに UDF が呼び出されるか、または INSERT、
UPDATE、または DELETE ステートメントについて
は、変更された表にトリガーが定義されている可能性も
あります。このステートメントについて
DSN_STATEMNT_TABLE または IFCID 22 レコードを
チェックして、この SQL ステートメントがコスト・カ
テゴリー "B" になった理由を判別してください。

SQL ステートメントがプロセッサー・リソースを多く
使用しすぎていることが警告の原因である場合は、ステ

ートメントが効率良く実行されるために書き直してみて
ください。もう 1 つのオプションとして、RLST の警
告しきい値を上げることを管理者に要請することもでき
ます。

sqlcode: +1140

sqlstate: 01616

SQL1141N 操作は完了しましたが、エラーまたは警告
がありました。 この詳細は結果ファイル
file-name にあります。このファイルは、
db2inspf ユーティリティーを使ってフォ
ーマットする必要があります。

説明: パーティション化データベース環境では、ファイ
ル拡張子はデータベース・パーティションのノード番号
に対応しています。 ファイルは、DIAGPATH データベ
ース・マネージャー構成パラメーターで指定されている
ディレクトリーにあります。

ユーザーの処置: db2inspf ユーティリティーを使って、
検査データ結果ファイル file-name をフォーマットしま
す。

SQL1142N ファイル file-name はすでに使用中のた
め、この操作は完了できません。

説明: INSPECT コマンドに指定されたファイル名を使
用する既存ファイルが存在します。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: まだ使用されていない別のファイル名
を使ってコマンドを再サブミットしてください。 また
は、既存ファイル file-name を除去して、コマンドを再
サブミットしてください。

パーティション化データベース環境では、ファイル拡張
子はデータベース・パーティションのノード番号に対応
しています。 ファイルは、DIAGPATH データベース・
マネージャー構成パラメーターで指定されているディレ
クトリーにあります。

SQL1143N ファイル file-name でファイル・エラーが
発生したために、操作を完了できません。

説明: 入出力エラーのために、ファイルにアクセスでき
ませんでした。システムが、ファイルのオープン、読み
取り、または書き込みを行うことができません。ファイ
ルが不完全であるか、またはディスクがフルの可能性が
あります。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 可能であれば、SQLCA からすべての
エラー情報を記録してください。 追加情報について
は、診断ログ・ファイルを調べてください。
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データベース・パーティション環境では、ファイル拡張
子はデータベース・パーティションのノード番号に対応
します。 ファイルは、DIAGPATH データベース・マネ
ージャー構成パラメーターで指定されているディレクト
リーにあります。

sqlcode: -1143

sqlstate: 5UA0A、5UA0B

SQL1144N 索引の作成に失敗したため、現在のトラン
ザクションはロールバックされました。
sqlcode =sqlcode。

説明: 同じトランザクションで、最後に残った表の索引
がドロップされ、同じ表について新しい索引が作成され
ました。 この索引の作成は、エラー sqlcode で失敗し
たか、または ROLLBACK TO SAVEPOINT ステートメ
ントによりロールバックされました (sqlcode=0)。 最後
に残った表の索引の索引ドロップがまだコミットされて
いない場合、索引作成のロールバックは、正常に完了で
きません。 このいずれの場合も、トランザクション全
体がロールバックされます。 索引は、ALTER TABLE

ステートメントのユニーク・キーまたは主キーの制約を
ドロップまたは追加しても、作成またはドロップできる
点に留意してください。

ユーザーの処置: 可能であれば、トランザクション全体
がロールバックされるのを避けるために、同じ表につい
て新しい索引を作成する前に、索引のドロップをコミッ
トしてください。 sqlcode が 0 でない場合は、その
sqlcode のメッセージで、訂正アクションを確認してく
ださい。 ロールバック・トランザクションのすべての
ステートメントを再発行する必要があります。 sqlcode

がゼロで、索引が savepoint 有効範囲内でドロップされ
ている場合は、同じ表に対する古い索引をドロップする
前に、新しい索引を作成するためにステートメントの再
配列が必要な場合があります。ユニーク・キーまたは主
キーのドロップと追加が同じ ALTER TABLE ステート
メントにある場合は、2 つのステートメントで行う必要
があります。1 つ目のステートメントで ADD を実行
し、2 つ目のステートメントでドロップを実行します。

sqlcode: -1144

sqlstate: 40507

SQL1145N ゲートウェイ・コンセントレーターを使用
している場合、PREPARE ステートメン
トはサポートされていません。理由コード
: reason-code

説明: 以下のいずれかの reason-code によって、ステー
トメントが失敗しました。

1 ゲートウェイ・コンセントレーターが ON に

なっている場合、組み込み SQL にある動的に
準備されたステートメントはサポートされてい
ません。この構成では、クライアントが CLI

アプリケーションである場合のみ、動的に準備
されたステートメントがサポートされていま
す。

2 ゲートウェイ・コンセントレーターが ON に
なっている場合、動的に準備された SET ステ
ートメントはサポートされていません。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいて、以下のいずれ
かのアクションを行ってください。

1 動的 SQL ステートメントに CLI を使用する
ようアプリケーションを変更するか、または静
的 SQL を使用するようアプリケーションを変
更する

2 SET ステートメントに EXECUTE

IMMEDIATE を使用する

sqlcode: -1145

sqlstate: 560AF

SQL1146N 表 table-name に索引がありません。

説明: 索引再編成で指定した table-name に索引があり
ません。

ユーザーの処置: 有効な表名を使用して、コマンドを再
サブミットしてください。

SQL1147W TOTALFREESPACE は、MDC 表および
ITC 表では無視されます。

説明: 表のフリー・スペースは MDC 表および ITC 表
では適正に管理されているため、TOTALFREESPACE フ
ァイル・タイプ修飾子は不必要で、無視されます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1148N 索引をリフレッシュする必要があります。
ただし、索引は現在バックアップ・ペンデ
ィング状態の表スペースにあり、リフレッ
シュすることができません。

説明: 索引をリフレッシュする必要があります。ただ
し、索引は現在バックアップ・ペンディング状態の表ス
ペースにあり、リフレッシュすることができません。

ユーザーの処置: データベースまたは表スペースのバッ
クアップを完了して、照会またはコマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL1144N • SQL1148N

第 3 章 SQL1000 - SQL1499 219



SQL1149N CLP エラー clp-msg-id、簡略テキスト
clp-msg-short-text が戻されました。詳細に
ついては、CLP メッセージ資料を参照し
てください。

説明: CLP エラーが検出されました。clp-msg-id 情報
を使用して、示された CLP メッセージに該当するメッ
セージ詳細を検索してください。

ユーザーの処置: 取るべきアクションの詳細について
は、CLP メッセージ情報を参照してください。

sqlcode: -1149

sqlstate: 5U007

SQL1150N user id パラメーターのアドレスが無効で
す。

説明: アプリケーション・プログラムが、このパラメー
ターに無効なアドレスを使用しました。そのアドレスが
割り振られていないバッファーを指しているか、または
そのバッファー内の文字ストリングに NULL 終止符が
ありません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なアドレスがアプリケーション・
プログラムで使用され、入力ストリングが NULL で終
了していることを確認してください。

SQL1151N Load REMOTEFETCH メディア・オプ
ションが無効です。理由コード:

reason-code。

説明: ロード・ユーティリティーは REMOTEFETCH

メディア・タイプを使用して呼び出されましたが、1 つ
以上の指定された引数が非互換または無効です。これは
以下のいずれかの理由によります。

1 サーバーが REMOTEFETCH メディア・タイプ
をサポートしていません。

2 ソース・データベース名が指定されませんでし
た。

3 user-id フィールドが指定されていないのに
password フィールドが指定されました。

4 ソースの table-name または schema のいずれ
かのフィールドが一方だけ指定されています。

5 ソースの table-name とソースの statement の両
方のフィールドが指定されました。

6 ソースの table-name とソースの statement のい
ずれのフィールドも指定されていません。

7 指定された isolation-level が無効です。

8 指定された引数のいずれかが、その引数に適用
できる最大サイズを超えています。

9 SQLU_REMOTEFETCH_ENTRY API 構造は正
しくセットアップされていません。

ユーザーの処置: 各理由コードに対応する応答は、以下
のとおりです。

1 サーバー・レベルがバージョン 9 以上である
ことを確認してください。

2 ソースの database-name が指定されていること
を確認してください。このフィールドは必須で
す。

3 user-id フィールドを指定せずに password フィ
ールドを指定しないでください。

4 ソース照会の代わりにソースの table-name を
指定する場合、ソースの table-name と schema

の両方を指定してあることを確認してくださ
い。

5 ソースの table-name と schema、またはソース
の statement の両方ではなくいずれかを指定し
てください。

6 ソースの table-name と schema またはソース
の statement を指定してください。

7 指定された分離レベルが正しいかどうか確認し
てください。

8 指定した引数およびその長さトークン (API) が
すべて有効であるかを確認してください。

9 SQLU_REMOTEFETCH_ENTRY API 構造がセ
ットアップされていて、正しく初期化されてい
ることを確認してください。未使用のフィール
ドは NULL でなければなりません。長さ値を
設定する必要があります。

SQL1152N ユーティリティーの優先順位が無効です。

説明: 指定された優先順位が、0 - 100 の範囲にありま
せん。

ユーザーの処置: 有効な優先順位を使用して、コマンド
を再発行してください。

SQL1153N ユーティリティー ID utility-ID が存在し
ません。

説明: 指定されたユーティリティー ID が見つかりま
せんでした。 無効な ID が指定されているか、または
ユーティリティーがすでに完了しています。

ユーザーの処置: ユーティリティーが存在するか確認
し、コマンドを再サブミットしてください。 ユーティ
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リティーが完了しているか判断するには、データベー
ス・マネージャーのスナップショット・データを調べて
ください。

SQL1154N スロットルをサポートしないユーティリテ
ィーの優先順位は設定できません。

説明: スロットルをサポートしないユーティリティーを
スロットルしようとしています。

ユーザーの処置: このユーティリティーは、引き続き未
スロットルのまま稼働します。

SQL1155W データ・タイプの範囲外である数値は、値
に見合う最大値または最小値に置換されま
した。

説明: ADMIN_CMD プロシージャーからの結果セット
列に割り当てられる値が、列のデータ・タイプの最大値
より大きいか、または データ・タイプの最小値より小
さいかのいずれかです。値が最大値より大きかった場合
は、データ・タイプの最大値が割り当てられています。
値が最大値より小さかった場合は、データ・タイプの最
小値が割り当てられています。SMALLINT データ・タ
イプの場合、最大値に割り当てられる値は 32767 で、
最小値に割り当てられる値は -32768 です。INTEGER

データ・タイプの場合、最大値に割り当てられる値は
2147483647 で、最小値に割り当てられる値は
-2147483648 です。BIGINT データ・タイプの場合、最
大値に割り当てられる値は 9223372036854775807 で、
最小値に割り当てられる値は -9223372036854775808 で
す。

ユーザーの処置: ADMIN_CMD プロシージャーによっ
て戻される実際の値については、db2diag ログ・ファイ
ルを参照してください。

sqlcode: +1155

sqlstate: 01608

SQL1156N ユーティリティー操作 ID が無効です。

説明: 提供されたユーティリティー操作 ID が無効で
す。この ID は、NULL にすることはできず、以前にそ
の ID によって実行されたユーティリティーに対して、
SYSPROC.ADMIN_CMD プロシージャーから戻された
値である必要があります。ただし、
SYSPROC.ADM_REMOVE_MSGS プロシージャーによ
ってメッセージが除去されてしまうと、それ以後ユーテ
ィリティー操作 ID を使用してサーバー上のメッセージ
を参照することはできなくなります。

ユーザーの処置: メッセージはサーバーから検索されて
いないか、除去されていません。正しい値が提供された
かどうか確認してください。SYSPROC.ADMIN_CMD

プロシージャーは、最初の結果セットの
MSG_RETRIEVAL および MSG_REMOVAL 列に SQL

ステートメントを戻します。それらのステートメント
は、実行中にユーティリティーに対応する操作 ID を取
ります。メッセージの検索または除去には、これらの
SQL ステートメントを使用してください。

sqlcode: -1156

sqlstate: 5U008

SQL1157N ルーチン routine-name をトリガー内で呼
び出すことはできません。

説明: ルーチン routine-name をトリガー内で呼び出す
ことは許可されていません。トリガーは、API の実行、
COMMIT ステートメントの実行、および結果セットの
戻りをサポートしていません。

ユーザーの処置: トリガー定義からルーチン参照を除去
してください。

sqlcode: -1157

sqlstate: 42987

SQL1158N ディレクトリー directory-name はアクセ
スが制限されています。

説明: ディレクトリー directory-name にはデータベー
ス機密情報が含まれているため、このディレクトリーへ
のアクセスは制限されています。データベースの整合性
を維持するため、このディレクトリーの下でアプリケー
ションは新規ファイルの作成、ファイルの読み取り、フ
ァイルへの書き込み、またはファイルの削除を実行でき
ません。

ユーザーの処置: 別のディレクトリー名を指定してくだ
さい。

sqlcode: -1158

sqlstate: 42832

SQL1159N IBM Data Server Provider for .NET で
の初期設定エラー。理由コード:

reason-code。

説明: このメッセージの理由コードは以下のとおりで
す。

1

コードベース・パスが短すぎます

2

ファイルが存在しません

3
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dll をロードできません

4

機能照会での無効な戻りコード

5

機能結果での無効な長さ

6

ファイル db2app.dll は cli ドライバーでなかっ
た

7

レジストリー・キー・エラー

8

ネイティブ・コードと被管理コードの間の構造
サイズの不一致

9

リモート・デバッグ初期化中のセキュリティー
違反。共有メモリー内の無効なセキュリティー
記述子、以前から存在するカーネル・オブジェ
クト、または無効データのいずれかが検出され
ました。

10

IBM.Data.DB2.dll と db2app.dll の間のバージョ
ンの不一致

ユーザーの処置: DB2 のインストールに問題がありま
した。このコンピューターに DB2 がインストールされ
たのが初めてである場合、インストール・ログで考えら
れるエラーを検討し、「コントロール パネル」アプレ
ットの「プログラムの追加と削除」から DB2 の修復を
実行してください。インストール・ログのデフォルトの
ロケーションは、インストールを実行したユーザーの
My Documents¥DB2LOG フォルダーです。このように
しても問題が解決しない場合、IBM サポートに連絡し
て、このメッセージに関連した理由コードとインストー
ル・ログを提出してください。

SQL1160N DOS network-protocol TSR がロードされ
ていません。

説明: 指定された通信プロトコルの終了後常駐型 (TSR)

ネットワーク・ドライバーはロードされていません。
TSR はネットワーク通信を使用する前にロードされて
いる必要があります。

ユーザーの処置: 指定した通信プロトコルの TSR が正
常にロードされていることを確認した後で、もう一度ア
プリケーションを実行してください。

SQL1161W 調整処理が失敗しました。 DataLink 列
が DB2 DataLinks Manager で定義され
ていません。詳細については管理通知ログ
をチェックしてください。

説明: 表の DataLink 列に関するメタデータ情報が
DB2 DataLinks Manager にありません。調整処理が失敗
しました。 表はデータ・リンク調整不可 (DRNP) 状態
になります。

ユーザーの処置: 表をデータ・リンク調整不可 (DRNP)

状態から解除するには、「管理ガイド」の「データ・リ
ンク調整不可 (DRNP) 状態から表を解除する」に記載さ
れている手順にしたがってください。

SQL1162W 調整処理が失敗しました。 例外処理中に
DB2 DataLinks Manager が使用できなく
なりました。

説明: 表データによって参照されている DB2

DataLinks Manager の 1 つが、調整の例外処理中に使用
できなくなりました。 調整処理が失敗しました。 表は
データ・リンク調整ペンディング (DRP) 状態になりま
す。

ユーザーの処置: もう一度調整を実行します。

SQL1163N タイプ ident-type の ID 名 ident-type が
長すぎるために、データ・キャプチャーに
ついて表を有効にすることができませんで
した。

説明: データ・キャプチャーは、特定の長さを超える
ID タイプではサポートされていません。 試みられた変
更の処理中に、タイプ ident-type の ID ident-name が長
すぎることがわかりました。データ・キャプチャーを可
能にするための ID タイプと最大長は以下のとおりで
す。

1. 列。データ・キャプチャーを有効にするためには、
列名は 128 バイト以下でなければなりません。

2. 表。データ・キャプチャーを有効にするためには、
表名は 128 バイト以下でなければなりません。

3. スキーマ。データ・キャプチャーを有効にするため
には、スキーマ名は 128 バイト以下でなければなり
ません。

ユーザーの処置: この表のデータ・キャプチャーを有効
にする場合は、問題の ID が、説明に示されている最大
サイズを超えていないことを確認してください。そうで
ない場合は、長い ID 名を使用するために表のデータ・
キャプチャーを無効にしてください。

sqlcode: -1163

sqlstate: 42997
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SQL1164N SQL ステートメントで使用されているタ
イプ type の SQLDA あるいはホスト変
数が無効です。 理由コード reason-code、
ホスト変数 /SQLVAR 番号 var-number。

説明: SQLDA あるいは SQL ステートメントのホスト
変数を処理している間にエラーが発生しました。

呼び出しパラメーター・リストはプリコンパイラーで作
成されますが、アプリケーション・プログラマーがプリ
コンパイラーの出力を修正し、アプリケーション・プロ
グラムで SQL で始まる変数名を使用するか、あるいは
別の方法で呼び出しパラメーター・リストを上書きする
場合には正しくない可能性があります。

また SQLDA がアプリケーションによって直接渡される
場合正しく初期化されない可能性があります。

ホスト変数 /SQLDA タイプ:

1 入力ホスト変数あるいは SQLDA

2 出力ホスト変数あるいは SQLDA

ホスト変数を指定した SQL ステートメントでは、ホス
ト変数番号を使用してステートメント (あるいはコンパ
ウンド SQL の場合はサブステートメント) の最初から
カウントし無効なホスト変数を探し出すことができま
す。 SQLDA を使用したステートメントでは SQLVAR

番号が無効な SQLVAR の検出に使用されます。 入力
SQLDA では入力ホスト変数あるいは SQLVAR をカウ
ントするだけです。出力も同様です。この番号の基本は
1 で、すべての理由コードに適用できるわけではないこ
とに注意してください。 理由コードは次のように解釈
されます。

1 SQLDA.SQLN が SQLDA.SQLD より小さい。

2 SQLVAR.SQLTYPE が無効である。

3 SQLVAR.SQLLEN あるいは
SQLVAR2.SQLLONGLEN で指定した長さが
SQLVAR.SQLTYPE で与えられた SQL タイプ
に対して間違っている。

4 ラージ・オブジェクト SQLVAR はあるが、
SQLDA.SQLDAID の SQLDOUBLED フィール
ドが '2' に設定されていない。

5 入力 varchar が現行の長さ (varchar 自身の長さ
フィールドから) が最大長より大きくなってい
るものを提供している。 最大長は宣言 (ホスト
変数の場合) あるいは SQLVAR.SQLLEN の設
定 (ユーザー定義 SQLDA の場合) によって判
別されます。

6 入力ラージ・オブジェクトの現行の長さ (LOB

自身の長さフィールドあるいは
SQLVAR2.SQLDATALEN ポインターで示され

る) が最大長より大きく渡される。 最大長は宣
言 (ホスト変数の場合) あるいは
SQLVAR2.SQLLONGLEN の設定 (ユーザー定
義 SQLDA の場合) によって判別されます。

7 2 バイト文字ラージ・オブジェクトには
SQLVAR2.SQLDATALEN ポインターで示され
る奇数値があり、これが常にバイトで、
DBCLOB に対してもそうである。

8 SQLDATA ポインターが無効であるか、あるい
は不十分なストレージを示している。

9 SQLIND ポインターが無効であるか、あるいは
不十分なストレージを示している。

10 SQLDATALEN ポインターが無効であるか、あ
るいは不十分なストレージを示している。

11 入力ホスト変数 /SQLVARS の特定値が現行
SQL ステートメントで予想される。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 示されたエラーについて、アプリケー
ション・プログラムを調べてください。プログラマー
は、プリコンパイラー出力を変更するべきではないこと
に注意してください。

sqlcode: -1164

sqlstate: 07002

SQL1165W 値がホスト変数のデータ・タイプの範囲外
なので、その値をホスト変数に割り当てる
ことができません。

説明: ホスト変数リストへの FETCH、VALUES、また
は SELECT は、ホスト変数が検索された値を保留する
のに十分な大きさでないため、失敗しました。

このステートメント処理は -2 の null 標識を戻し続行
しました。

ユーザーの処置: 表定義が現在のものであり、ホスト変
数が適切なデータ・タイプであることを確認してくださ
い。 SQL データ・タイプの範囲については、「SQL リ
ファレンス」を参照してください。

sqlcode: +1165

sqlstate: 01515

SQL1166W ゼロによる除算が試みられました。

説明: 算術式の処理でゼロの除算が発生しました。この
警告は、警告の原因となった行とは別の行で戻ってくる
場合があります。これは、たとえば、述部での算術式
で、または照会がシステム一時表を使用して処理を行っ
ている場合に発生します。 null 標識変数が -2 に設定
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されているときにはいつでも警告が戻されるために再度
発行される可能性があります。

ステートメント処理は続けられ、null を除算式の結果と
して使用し、 null 標識 -2 を戻すことが考えられま
す。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを調べて、問題
の原因を判別してください。問題がデータによるもので
あれば、エラーが発生した時点で処理されていたデータ
を調べてください。

sqlcode: +1166

sqlstate: 01564

SQL1167W 算術オーバーフロー、またはその他の算術
例外が発生しました。

説明: 算術式の処理で算術オーバーフロー、アンダーフ
ロー、あるいは他の算術例外が発生しました。この警告
は、警告の原因となった行とは別の行で戻ってくる場合
があります。これは、たとえば、述部での算術式で、ま
たは照会がシステム一時表を使用して処理を行っている
場合に発生します。 null 標識変数が -2 に設定されて
いるときにはいつでも警告が戻されるために再度発行さ
れる可能性があります。

ステートメント処理は続けられ、null を算術式の結果と
して使用し、 null 標識 -2 を戻すことが考えられま
す。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを調べて、問題
の原因を判別してください。問題がデータによるもので
あれば、エラーが発生した時点で処理されていたデータ
を調べてください。データ・タイプの有効範囲について
は、「SQL リファレンス」を参照してください。

sqlcode: +1167

sqlstate: 01519

SQL1168N Load REMOTEFETCH メディア・エラ
ー。理由コード: reason-code。

説明: ロード・ユーティリティーは、REMOTEFETCH

メディアに関連したエラーを検出しました。これは以下
のいずれかの理由によります。

1

REMOTEFETCH メディアの引数で指定された
データベース名への接続ができませんでした。

2

REMOTEFETCH メディアの引数で指定された
ソース表の名前は存在しないか、ソース表はア
クセス不能です。

3

REMOTEFETCH メディアの引数で指定された
ソース照会は PREPARED にできませんでし
た。

4

ソース表または照会からの結果セットはターゲ
ット表の定義と互換性がありません。

5

ソース表または照会からレコードを取り出し中
にエラーが発生しました。

ユーザーの処置: 各理由コードに対応する応答は、以下
のとおりです。

1

database-name、userid、および password 引数が
すべて正しいかどうか確認してください。

2

table-name が正しいかどうか確認してくださ
い。

3

照会が有効かどうか確認してください。

4

ソース表または照会と、ターゲット表に互換性
のある列定義があることを確認してください。

5

db2diag ログ・ファイルを調べてエラーの原因
を判別してください。

SQL1169N ステートメントの Explain 処理中にエラ
ーが発生しました。理由コード =

reason-code。

説明: 前に REOPT ONCE を指定してコンパイルされ
たステートメントの Explain のために Explain 機能が呼
び出されましたが、次の理由コードのいずれかのエラー
が発生しました。

1. 指定されたステートメントがパッケージ・キャッシ
ュの中に見つかりませんでした。

2. キャッシュに入っているステートメントは、 REOPT

ONCE を使用してコンパイルされたものではありま
せん。

3. キャッシュに入っているステートメントは、複数の
環境で REOPT ONCE を指定してコンパイルされて
おり、固有に識別できません。

4. キャッシュに入っている再最適化ステートメントの
ための値が見つかりませんでした。
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5. Explain 表の列が小さすぎます。additional-information

は、スキーマ名、表名、および列名だけでなく、
Explain 機能により生成されたデータを入れるために
必要な列サイズを示します。その形式は、
schema-name.table-name.column-name

(recommended-size) となります。

名前が非常に長い場合、additional-information は切り
捨てられる場合があります。db2diag ログ・ファイル
には詳細が含まれます。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1. 指定されたステートメント・テキストが、パッケー
ジ・キャッシュの中のステートメントのステートメ
ント・テキストと一致していることを確認してくだ
さい。

2. REOPT ONCE を使用してステートメントを再コン
パイルしてください。詳しくは、「コマンド解説
書」を参照してください。

3. ステートメントの環境が REOPT ONCE の設定され
たユニークな環境であることを確認してください。

4. ステートメントが、元来再最適化の対象となったデ
ータベース・パーティションにおいて、 Explain さ
れていることを確認してください。

5. 必要な列のサイズをご使用の表およびデータベース
に収容できるようにするかどうかを決定してくださ
い。できるようにする場合、ALTER TABLE ステー
トメントを使用して列のサイズを増やしてくださ
い。

sqlcode: -1169

sqlstate: 560C9

SQL1170N データベース・パーティション dbpartition

が使用できないため、操作を継続できませ
ん。

説明: データベース・パーティション dbpartition は使
用できません。新規ストレージ・パスが RESTORE コ
マンドの一部として使用中である場合、あるいは ON

DBPARTITIONNUM 節を使用して BACKUP コマンド
を実行中である場合に、このエラーが発生します。

ユーザーの処置: データベース・パーティションが使用
できるようになった後に、BACKUP または RESTORE

コマンドを再サブミットしてください。使用できないデ
ータベース・パーティションが使用できるようにならな
い場合は、新規ストレージ・パスを指定せずに
RESTORE コマンドを再サブミットするか、あるいは
BACKUP コマンドからデータベース・パーティション
を除いてください。

sqlcode: -1170

sqlstate: 5U013

SQL1171N ストレージ・パスの最大数に達しました。

説明: ストレージ・グループのストレージ・パスの最大
数は 128 で、この数に達しました。発行された
CREATE DATABASE コマンドまたは ALTER

STOGROUP ステートメントに含まれているパスが多す
ぎるか、データベースでは許可されている最大数をすで
に使用しています。

ユーザーの処置: このエラーが CREATE DATABASE

コマンドの一部として発生した場合は、指定されたパス
が多すぎであったことを示します。ストレージ・パスの
数を減らして、コマンドを再発行してください。

このエラーが ALTER STOGROUP ステートメントの一
部として発生した場合は、許可最大数より多い数のパス
が指定されていたか、または指定されたパスの数とすで
にこのストレージ・グループが使用中のパスの数の合計
が最大値より大きいかのいずれかです。ALTER ステー
トメントに指定したストレージ・パスの数を減らして、
ステートメントを再サブミットしてください。

sqlcode: -1171

sqlstate: 5U009

SQL1172N 非カタログ・データベース・パーティショ
ン上でのリストア操作には、自動ストレー
ジ・パスを指定できません。

説明: パーティション・データベース内の非カタログ・
パーティションにリストアする際に、リストア操作にス
トレージ・パスのリストが指定されました。これはサポ
ートされていません。

ユーザーの処置: ストレージ・パスのリストを指定しな
いでリストア操作を実行し直すか、またはストレージ・
パスの新規リストを使用してカタログ・パーティション
をまずリストアしてください。

sqlcode: -1172

sqlstate: 5U010

SQL1173N リストア操作には自動ストレージ・パスを
指定する必要があります。

説明: パーティション・データベース内の自動ストレー
ジ・パスのリストを指定したカタログ・パーティション
のリストアが直前に試行されましたが、このリストアは
失敗しました。カタログ・パーティション上で実行する
それ以降のどのリストア操作にも、自動ストレージ・パ
スのリストを指定する必要があります。一度ロールフォ
ワード操作を行って、データベースを通常の状態に戻す
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と、データベースはこの制限から解除されます。

ユーザーの処置: 自動ストレージ・パスを指定して、リ
ストア操作をもう一度実行してください。

sqlcode: -1173

sqlstate: 5U011

SQL1174N パス path でのデータベース・パーティシ
ョン式の使用法が無効であるか間違ってい
ます。理由コード = reason-code。

説明: 指定されたパス path で $N 表記を使用したデー
タベース・パーティション式が検出されましたが、その
使用が許可されていないか、または正しく指定されてい
ません。理由コードは以下のとおりです。

1

データベース・パスの一部としてデータベー
ス・パーティション式が使用され、最初のスト
レージ・パスとして暗黙的に、または
DBPATH ON オプションを使用して明示的に
指定されましたが、この方法は許可されていま
せん。

2

データベース・パーティション式はパス内で検
出されましたが、構文にエラーがあるため、式
を評価できませんでした。

3

データベース・パーティション式が許容範囲外
の数値を指定しました。数値が N 引数
($[number]N) の前に指定された場合は、数値は
2 から 6 (2 と 6 を含む) です。

ユーザーの処置: データベース・パスからデータベー
ス・パーティション式を除去してください。または、デ
ータベース・パスがリストの最初のストレージ・パスか
ら派生している場合は、DBPATH ON オプションを使
用してデータベース・パスを明示的に指定してくださ
い。ただし、指定するデータベース・パスにはデータベ
ース・パーティション式を含めないようにします。デー
タベース・パーティション式を訂正します。コマンドを
再サブミットしてください。

sqlcode: -1174

sqlstate: 5U012

SQL1175I REMOTEFETCH 実行を最適化するた
め、ロード・パーティション・エージェン
トの数は小さく変更されました。

説明: ロード・ユーティリティーは、REMOTEFETCH

並列処理を最適化するように、パーティション・エージ

ェントの数を自動的に削減しました。

SQL1176N パラメーター parameter-1 に割り当てられ
た値とパラメーター parameter-2 に割り当
てられた値は非互換です。

説明: コマンドまたは API のパラメーターに非互換の
値が指定されました。

ユーザーの処置: どちらかのパラメーターを変更してコ
マンドを再サブミットしてください。有効な値について
詳しくは、「コマンド・リファレンス」または「API リ
ファレンス」を参照してください。

SQL1177N 現行 DB2 データベース・サーバー環境で
のルーチン routine-name (特定名
specific-name) のランタイム実行が失敗し
ました。

説明: OLE、OLEDB、および CLR ルーチンは、
Windows オペレーティング・システム環境にある DB2

データベース・サーバーでのみ作成、実行できます。現
行 DB2 データベース・サーバーは Windows オペレー
ティング・システム環境にありません。このサーバーか
らルーチンを呼び出すことができません。

ユーザーの処置: Windows オペレーティング・システ
ム環境にある DB2 データベース・サーバーで
OLE、OLEDB、または CLR ルーチンを作成して、その
DB2 データベース・サーバーからルーチンを呼び出す
ことを再試行してください。

sqlcode: -1177

sqlstate: 42997

SQL1178N object-name と呼ばれるフェデレーテッド
object-type は、フェデレーテッド・データ
ベース・オブジェクトを参照していませ
ん。

説明: object-name で識別されているタイプ object-type

のオブジェクトは、キーワード FEDERATED を使って
定義されていますが、ステートメントの全選択はフェデ
レーテッド・データベース・オブジェクトを参照してい
ません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: キーワード FEDERATED をステート
メントから除去してください。

sqlcode: -1178

sqlstate: 429BA
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SQL1179W 呼び出し側がデータ・ソース・オブジェク
トについて必要な権限を持っていること
を、object-name と呼ばれる object-type が
必要としていると思われます。

説明: object-name で識別されているオブジェクトは、
データ・ソースに実際のデータが存在するフェデレーテ
ッド・オブジェクト (OLE DB 表関数、フェデレーテッ
ド・ルーチン、フェデレーテッド・ビュー、またはニッ
クネームなど) を参照しています。データ・ソース・デ
ータにアクセスしている場合、ユーザー・マッピングお
よび許可チェックは、操作を開始したユーザーに基づい
ています。

object-type が SUMMARY TABLE であれば、操作はマ
テリアライズ照会表のデータをリフレッシュしていま
す。 リフレッシュを行う REFRESH TABLE または
SET INTEGRITY ステートメントを呼び出したユーザー
に、データ・ソースにある基礎データ・ソース・オブジ
ェクトにアクセスするための権限が必要だと思われま
す。

object-type VIEW であれば、データ・ソースにある基礎
データ・ソース・オブジェクトにアクセスするための権
限が、ビューのユーザーに必要だと思われます。

object-type が PROCEDURE、FUNCTION、または
METHOD の場合、ルーチンの呼び出し元は、データ・
ソースにあるそのルーチンの SQL ステートメントの基
礎データ・ソース・オブジェクトへのアクセスに必要な
特権を持っていることが要求される可能性があります。

object-type が PACKAGE の場合、アプリケーションの
プリコンパイルまたはバインディングの結果としてこの
メッセージが出されたなら、アプリケーションの呼び出
し元は、アプリケーション内のすべての静的 SQL ステ
ートメントのデータ・ソースにおける基礎データ・ソー
ス・オブジェクトへのアクセスに必要な特権を持たなけ
ればならない可能性があります。

object-type が PACKAGE の場合、SQL または XQuery

プロシージャーを作成した結果としてこのメッセージが
出されたなら、プロシージャーの呼び出し元は、プロシ
ージャー内のすべての静的 SQL ステートメントのデー
タ・ソースにおける基礎データ・ソース・オブジェクト
へのアクセスに必要な特権を持たなければならない可能
性があります。

いずれの場合も、データ・ソース・オブジェクトへのア
クセスが試行されたときに、許可エラーが発生する可能
性があります。

ユーザーの処置: オブジェクトに対する特権を付与する
だけでは、データ・ソースからそのデータにアクセスす
る操作をサポートするのに十分ではない場合がありま
す。 基礎データ・ソース・オブジェクトのデータ・ソ

ースで、ユーザー・アクセスを付与する必要がある可能
性があります。

object-type が PACKAGE の場合、アプリケーションの
プリコンパイルまたはバインディングの結果としてこの
メッセージが出されたなら、オプション FEDERATED

YES を PRECOMPILE (PREP) または BIND コマンド
で指定してください。

object-type が PACKAGE の場合、SQL または XQuery

プロシージャーを作成した結果としてこのメッセージが
出されたなら、オプション FEDERATED YES が含まれ
るように SQL および XQuery プロシージャーのプリコ
ンパイル/バインド・オプションを設定してください。
SQL および XQuery プロシージャーのプリコンパイル/

バインド・オプションを設定するには、レジストリー変
数 DB2_SQLROUTINE_PREPOPTS を設定するか、プロ
シージャー SYSPROC.SET_ROUTINE_OPTS を呼び出し
ます。例えばレジストリー変数を設定するには、オペレ
ーティング・システムのコマンド・プロンプトで以下の
コマンドを発行します:

db2set DB2_SQLROUTINE_PREPOPTS="FEDERATED YES"

sqlcode: +1179

sqlstate: 01639

SQL1180N ルーチン routine-name (特定名
specific-name) により、OLE エラーが発生
しました。HRESULT=hresult 診断テキス
ト: message-text

説明: DB2 は、ユーザー定義関数 (UDF) またはスト
アード・プロシージャー routine-name (特定名
specific-name) の OLE オートメーション・サーバーとの
通信を試行中、OLE エラー・コードを受け取りまし
た。 HRESULT hresult が戻された OLE エラー・コー
ドで、message text が検索されたエラー・メッセージで
す。

以下に、エラー・メッセージ、HRESULTS、および可能
性のある原因のリストの一部を示します。エラー・メッ
セージ・テキストは OLE によって変更される可能性が
あり、新規のエラー・コードが OLE によって追加され
る場合もあります。

不明なインターフェース (0x80020001):

指定の OLE オブジェクトは IDispatch インタ
ーフェースをサポートしません。

タイプの不一致 (0x80020005):

SQL データ・タイプの 1 つ以上のものがメソ
ッド引数のデータ・タイプと一致しません。
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不明な名前 (0x80020006):

指定された OLE オブジェクトの指定されたメ
ソッド名が見つかりません。

無効なパラメーター数 (0x8002000E):

メソッドに渡された引数の数が、メソッドの受
け入れる引数の数と違っています。

無効なクラス・ストリング (0x800401F3):

指定の ProgID あるいは CLSID が無効です。

クラスが登録されていない (0x80040154):

CLSID が正しく登録されません。

アプリケーションが見つからない (0x800401F5):

ローカル・サーバー EXE が見つかりません。

クラスの DLL が見つからない (0x800401F8):

処理中の DLL が見つかりません。

サーバー実行の失敗 (0x80080005):

OLE オブジェクトの作成ができません。

ユーザーの処置: 特殊用語の意味を含む、完全な資料に
ついては、「OLE プログラマー参考書 」を参照してく
ださい。

sqlcode: -1180

sqlstate: 42724

SQL1181N ルーチン routine-name (特定名
specific-name) で、記述 message-text と共
に例外が発生しました。

説明: ユーザー定義関数 (UDF) またはストアード・プ
ロシージャー routine-name (特定名 specific-name) で例
外が発生しました。メッセージ・テキストには、ルーチ
ンによって返された例外のテキスト記述が示されていま
す。

ユーザーの処置: ユーザーは例外の意味を理解する必要
があります。ルーチンの作成者に連絡してください。

sqlcode: -1181

sqlstate: 38501

SQL1182N ユーザー定義関数 function-name が指定さ
れた OLE DB provider のデータ・ソー
ス・オブジェクトを初期化できませんでし
た。 HRESULT=hresult 診断テキスト:

message-text

説明: 指定された OLE DB provider の OLE DB デー
タ・ソース・オブジェクトをインスタンス化または初期
化できませんでした。 hresult は返された OLE DB エ
ラー・コードで、 message-text は検索されたエラー・メ
ッセージです。

以下に HRESULTS および可能性のある原因のリストの
一部を示します。

0x80040154

クラス (OLE DB provider) が登録されていま
せん。

0x80040E73

指定された初期化ストリングが指定に準拠して
いません。

0x80004005

指定外のエラー (初期化中)。

ユーザーの処置: OLE DB provider の正しい登録と、
接続ストリング内のパラメーターの初期化を確認しま
す。 OLE DB コア・コンポーネント内のデータ・リン
ク API 接続ストリング構文と HRESULT コードの完全
な資料については、Microsoft OLE DB Programmer's

Reference and Data Access SDK を参照してください。

sqlcode: -1182

sqlstate: 38506

SQL1183N ユーザー定義関数 function-name が指定さ
れた OLE DB provider から OLE DB

エラーを受け取りました。
HRESULT=hresult 診断テキスト:

message-text

説明: 指定された OLE DB provider が OLE DB エラ
ー・コードを返しました。 hresult は返された OLE DB

エラー・コードで、 message-text は検索されたエラー・
メッセージです。

以下に HRESULTS および可能性のある原因のリストの
一部を示します。

0x80040E14

コマンドに、1 つ以上のエラーが入っていまし
た。たとえば、パススルー・コマンド・テキス
トの構文エラーです。

0x80040E21

エラーが発生しました。たとえば、入力した
columnID は無効です
(DB_INVALIDCOLUMN)。

0x80040E37

指定された表が存在しません。

ユーザーの処置: HRESULT コードの完全な資料につい
ては、Microsoft OLE DB Programmer's Reference and

Data Access SDK を参照してください。

sqlcode: -1183

sqlstate: 38506
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228 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



SQL1184N 1 つ以上の EXPLAIN 表が、現行バージ
ョンの DB2 を使用して作成されていませ
ん。

説明: DB2EXMIG を使用して表がマイグレーションさ
れるか、または DB2 の現行バージョンの
EXPLAIN.DDL CLP スクリプトを使用して表がドロッ
プまたは再作成されるまで、EXPLAIN はこれらの表に
挿入できません。

ユーザーの処置: DB2EXMIG を使用して表をマイグレ
ーションするか、または DB2 の現行バージョンの
EXPLAIN.DDL CLP スクリプトを使用して表をドロッ
プまたは再作成してください。コマンドを再発行してく
ださい。

sqlcode: -1184

sqlstate: 55002

SQL1185N FEDERATED value が、パッケージのバ
インドで誤って使用されています。

説明: value が NO であれば、パッケージ内の少なく
とも 1 つの静的 SQL ステートメントに、ニックネー
ム、または OLE DB 表関数か OLE DB プロシージャ
ーのいずれかへの参照が入っています。 この場合、パ
ッケージをバインドするために FEDERATED YES を指
定しなければなりません。

value が YES であれば、パッケージ内の静的 SQL ス
テートメントに、ニックネーム、または OLE DB 表関
数か OLE DB プロシージャーのいずれかへの参照が入
っていません。 この場合、パッケージをバインドする
ために FEDERATED NO を指定しなければなりませ
ん。

パッケージは作成されていません。

ユーザーの処置: 正しい FEDERATED オプションを指
定してください。

SQL1186N タイプ object-type、名前 object-name のオ
ブジェクトが、FEDERATED 節が指定さ
れずに、フェデレーテッド・オブジェクト
になるように変更されているか、またはフ
ェデレーテッド・オブジェクトとして作成
されています。

説明: object-name で識別されているオブジェクトは、
データ・ソースに実際のデータが存在するフェデレーテ
ッド・オブジェクト (OLE DB 表関数、フェデレーテッ
ド・ルーチン、フェデレーテッド・ビュー、またはニッ
クネームなど) を参照しています。

非フェデレーテッド・ビューが変更中であり、全選択が
現在、直接または間接的にフェデレーテッド・データベ

ース・オブジェクトを参照している場合、FEDERATED

を指定する必要があります。

フェデレーテッド・ビューが変更中であり、全選択がま
だ、直接または間接的にフェデレーテッド・データベー
ス・オブジェクトを参照している場合、NOT

FEDERATED を指定することはできません。

マテリアライズ照会表を作成中であり、全選択が、直接
または間接的にフェデレーテッド・データベース・オブ
ジェクトを参照している場合、NOT FEDERATED を指
定することはできません。

SQL ルーチンを作成中であり、そのルーチンが、直接
または間接的にフェデレーテッド・データベース・オブ
ジェクトを参照している場合、NOT FEDERATED を指
定することはできません。

ユーザーの処置: 非フェデレーテッド・ビューをフェデ
レーテッド・ビューにするよう変更するには、
FEDERATED 節を指定してください。

フェデレーテッド・ビューへ継続するフェデレーテッ
ド・ビューを変更するには、NOT FEDERATED 節を指
定しないでください。

全選択がフェデレーテッド・データベース・オブジェク
トを直接または間接的に参照するマテリアライズ照会表
を作成するには、NOT FEDERATED 節を指定しないで
ください。

フェデレーテッド・データベース・オブジェクトを直接
または間接的に参照する SQL ルーチンを作成するに
は、NOT FEDERATED 節を指定しないでください。

sqlcode: -1186

sqlstate: 429BA

SQL1187W データベースは正常に作成またはアップグ
レードされましたが、詳細デッドロック・
イベント・モニター event-monitor-name

の作成中に、エラーが発生しました。詳細
デッドロック・イベント・モニターは作成
されませんでした。

説明: CREATE DATABASE または UPGRADE

DATABASE コマンドは、作成またはアップグレードさ
れたデータベースに関する詳細デッドロック・イベン
ト・モニターを作成できませんでした。

ユーザーの処置: 必要であれば、詳細デッドロック・イ
ベント・モニターを作成してください。
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SQL1188N SELECT または VALUES ステートメン
トの列 src-col-num が、表列 tgt-col-num

と非互換です。ソース列は sqltype

src-sqltype、ターゲット列は sqltype

tgt-sqltype です。

説明: ソース列とターゲット列が非互換です。
SELECT または VALUES ステートメントの列の順序に
誤りがあるか、またはMETHOD P または METHOD N

指定の順序に誤りがある可能性があります。

ユーザーの処置: ソース列とターゲット列が互換性を持
つようにコマンドを訂正して、コマンドを再サブミット
してください。

SQL1189N 指定された LOAD METHOD は、指定さ
れたファイル・タイプには無効です。

説明: 指定されたファイル・タイプに、無効な
METHOD が指定されました。

ユーザーの処置: 別の METHOD を使ってコマンドを
再サブミットしてください。

SQL1190N LOAD ユーティリティーは、SQLCODE

sqlcode、SQLSTATE sqlstate、およびメッ
セージ・トークン token-list を検出しまし
た。

説明: LOAD ユーティリティーは、SQLCODE sqlcode

のエラーを検出して、処理を停止しました。

ユーザーの処置: メッセージ・リファレンスで、
SQLCODE sqlcode を参照してください。 必要な訂正ア
クションを実行して、コマンドを再サブミットしてくだ
さい。

SQL1191N METHOD パラメーターに指定された列
col-spec は存在しません。

説明: 列 col-spec は、照会の結果に存在しません。

ユーザーの処置: 無効な列指定を訂正して、コマンドを
再サブミットしてください。

SQL1192W 現在のファイル・タイプに指定された入力
ソースの数が多すぎます。 許可される最
大数は、max-input-sources です。

説明: 指定されたファイル・タイプでは、単一ロードに
対して max-input-sources を超える入力ソースを指定す
ることは許可されません。

ユーザーの処置: max-input-sources を超えない入力ソー
スの数を指定して、コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL1193I ユーティリティーは、SQL ステートメン
ト statement からのデータのロードを開始
しています。

説明: これは、SQL ステートメントからのロードが開
始されたことを示す通知メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1194W ターゲット列番号 col-num に対応する行
row-num の値が無効です。この行は拒否
されています。

説明: ターゲット列 col-num に対応する値がその列に
有効な値でないため、行番号 row-num は拒否されまし
た。

次のような理由が考えられます。

v 数値がそのターゲット列の最小または最大範囲内に入
っていません。

v ターゲット列に対して文字値が長すぎます。

ユーザーの処置: 入力値を調べてください。 必要に応
じて、ターゲット列 col-num をより適切に定義された列
で置き換えて新規表を定義し、処理を繰り返してくださ
い。

SQL1195N ツール・カタログ・データベース
database-name の作成または初期化が
server-name で失敗しました。SQLCODE

= SQLCODE。

説明: ツール・カタログ・データベース database-name

の作成または初期化が server-name で失敗しました。
SQLCODE = SQLCODE。

ユーザーの処置: 操作から戻された SQLCODE につい
てユーザー応答を参照してください。

SQL1196W バックアップが正常に完了しました。 た
だし、1 つ以上のデータ・リンク・ファイ
ル・マネージャーに接触できません。 こ
のバックアップ・イメージのタイム・スタ
ンプは backup-image-timestamp です。

説明: バックアップが正常に完了しました。 バックア
ップ処理中、1 つ以上のデータ・リンク・ファイル・マ
ネージャーが使用できませんでした。 そのデータ・リ
ンク・ファイル・マネージャーが利用できるようになっ
たときに、そのデータ・リンク・ファイル・マネージャ
ーから追加の検査が必要です。

ユーザーの処置: バックアップ処理に利用できなかった
データ・リンク・ファイル・マネージャーを立ち上げて
ください。すべてのデータ・リンク・ファイル・マネー
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ジャーへの接触が可能になると、DB2 は自動的にこの
バックアップ・イメージの最終検査を完了します。

SQL1197N コマンド command のキーワード keyword

に対して無効な値が指定されました。

説明: command に指定された keyword 値は無効です。
数値の場合は、値が定義された範囲外にある可能性があ
ります。 それ以外のタイプの場合は、指定された値
が、定義されている有効な値のセットにありません。

ユーザーの処置: command の解説資料から、有効な値
を判別し、適切な変更を行ってください。 このエラー
が API によって戻された場合は、command API の解説
資料から、該当する API オプションに有効な値を判別
し、適切な変更を行ってください。

SQL1198N このコマンドは、現在の下位レベルのクラ
イアント/サーバー構成ではサポートされ
ていません。 理由コード =

reason-code。

説明: 入力されたコマンドは、V8 より前のクライアン
トまたはサーバーに関連する、現在の構成ではサポート
されていません。可能性のある理由コードは、以下のと
おりです。

1

V8 以降のゲートウェイを介した、 V8 より前
のクライアントから DB2 サーバーへの両方向
スクロール・カーソルはサポートされていませ
ん。

2

V8 以降のゲートウェイを介した、 V8 より前
のクライアントから DB2 サーバーへのユーテ
ィリティー・コマンドはサポートされていませ
ん。

3

V8 以降のゲートウェイを介して V8 より前の
サーバーにアクセスすることはサポートされて
いません。

4

V8 以降のクライアントから V8 より前のサー
バーへのユーティリティー・コマンドはサポー
トされていません。

5

V8 より前のクライアントは、表、表関数、お
よび対応コード・ページがデータベース・コー
ド・ページと同じである CCSID 値で作成され
たプロシージャーにのみアクセスできます。

6

V9 より前のクライアントから V9 以降のサー
バーへの表スペース・ポイント・イン・タイ
ム・ロールフォワード・コマンドはサポートさ
れていません。こうしたコマンドの機能の中に
は、クライアント・サイドで実行されるものが
あるからです。 V9 より前のクライアントは、
V9 以降のサーバーに接続されると、こうした
操作を実行できません。

7

バックレベル API は現在のクライアント/サー
バー構成ではサポートされていません。

98

V8 以降のクライアントから V8 より前のサー
バーへの操作はサポートされていません。

99

V8 より前のクライアントから V8 以降のサー
バーへの操作はサポートされていません。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいたアクションは、
以下のとおりです。

1

ゲートウェイを介して下位レベルのクライアン
トから両方向スクロール・カーソルを使用しな
い。クライアント/サーバーの直接接続を使用す
るか、またはクライアントを互換性のあるリリ
ースにアップグレードしてください。

2

ゲートウェイを介して下位レベルのクライアン
トからユーティリティー・コマンドを発行しな
い。 クライアント/サーバーの直接接続を使用
するか、またはクライアントを互換性のあるリ
リースにアップグレードしてください。

3

互換性のあるレベルのゲートウェイを使用する
か、または(ゲートウェイを使用しない、) サー
バーへの直接接続を構成する。

4

互換性のあるクライアント・レベルを使用して
V8 ユーティリティー・コマンドを発行する。

5

表、表関数、および対応コード・ページがデー
タベース・コード・ページとは異なる CCSID

値で作成されたプロシージャーにアクセスする
には、V8 以降のバージョンを使用してくださ
い。
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6

V9.1 クライアントを使用してポイント・イ
ン・タイム・コマンドへのロールフォワードを
再サブミットします。あるいは、ログの末尾ま
で (その時点まででなく) ロールフォワードし
ます。

7

現在のクライアント/サーバー構成を続けるに
は、より新しいバージョンの API を使用して
ください。

98

互換性のあるクライアント・レベルを使用して
このコマンドを発行するか、またはサーバーの
コード・レベルをアップグレードする。

99

互換性のあるサーバー・レベルを使用してこの
コマンドを発行するか、またはクライアントの
コード・レベルをアップグレードする。

sqlcode: -1198

sqlstate: 42997

SQL1200N object パラメーターが無効です。

説明: COLLECT DATABASE STATUS 関数呼び出し
の object パラメーターに指定された値が無効です。 有
効値は以下のとおりです。

SQLE_DATABASE

状況が単一データベースに対して収集されるこ
とを示します。

SQLE_DRIVE

状況が単一パス上のすべての LOCAL データベ
ースに対して収集されることを示します。

SQLE_LOCAL

状況がすべての LOCAL データベースに対して
収集されることを示します。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: object パラメーターを訂正して、もう
一度 COLLECT DATABASE STATUS 関数呼び出しを
行ってください。

SQL1201N status パラメーターが無効です。

説明: COLLECT DATABASE STATUS 関数呼び出し
の status パラメーターに指定された値が無効です。 有
効値は以下のとおりです。

SQLE_SYSTEM

システム状況が収集されます。

SQLE_DATABASE

システム状況とデータベース状況が収集されま
す。

SQLE_ALL

システム状況、データベース状況、ユーザー状
況が収集されます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: status パラメーターを訂正して、もう
一度 COLLECT DATABASE STATUS 関数呼び出しを
行なってください。

SQL1202N 状況がまだ集められていません。

説明: GET NEXT DATABASE STATUS BLOCK 関数
呼び出しまたは FREE DATABASE STATUS

RESOURCES 関数呼び出し内の handle パラメーターに
指定された値が無効です。 ハンドルは、COLLECT

DATABASE STATUS 関数呼び出しから返される正の関
数値でなければなりません。

これは、処理から行なわれた 2 度目の COLLECT

DATABASE STATUS 呼び出しです。 最初の
COLLECT DATABASE STATUS 呼び出しは終了し、そ
のハンドルは使用できません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: handle パラメーターを訂正して、も
う一度 COLLECT DATABASE STATUS 関数呼び出し
を行ってください。

SQL1203N このデータベースには、接続しているユー
ザーがありません。

説明: データベースのユーザー状況が要求されました
が、そのデータベースにはユーザーが接続されていませ
ん。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: データベース名と接続状況を確認して
ください。現在使用されているデータベースを使用し
て、コマンドを再サブミットしてください。

SQL1204N コード・ページ code-page とテリトリ
ー・コード territory-code のいずれか、ま
たはその両方が、インストールされている
データベース・マネージャーのバージョン
でサポートされていません。

説明: このバージョンのデータベース・マネージャー
は、アクティブ・コード・ページまたはテリトリー・コ
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ード、あるいはその両方をサポートしていません。

コマンドは処理されません。

このバージョンのデータベース・マネージャーがサポー
トしているアクティブ・コード・ページとテリトリー・
コードを選択してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 必要に
応じて、問題を切り分けて要求拒否の原因となったデー
タ・ソースを突き止め、フェデレーテッド・サーバーと
データ・ソースの両方でサポートされているアクティ
ブ・コード・ページとテリトリー・コードを選択してく
ださい。

ユーザーの処置: 現在のプログラムを終了して、オペレ
ーティング・システムに戻ってください。

sqlcode: -1204

sqlstate: 22522

SQL1205N 指定されているコード・ページ code-page

かテリトリー・コード territory のいずれ
か、またはその両方が無効です。

説明: このバージョンの DB2 は、Create Database コ
マンドによって指定されたアクティブ・コード・ページ
かテリトリー・コード、またはその両方をサポートして
いません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: DB2/2 でサポートされている有効な
コード・ページとテリトリー・コードの対に関する詳細
については、「コマンド・リファレンス」の中で Create

Database コマンドを参照してください。

SQL1206N PRUNE LOGFILE はこのデータベース構
成ではサポートされません。

説明: PRUNE LOGFILE は以下の場合にはサポートさ
れません。

1. データベースがリカバリー可能モードではない。デ
ータベースがリカバリー可能モードであるのは、
LOGARCHMETH1 が DISK、TSM、VENDOR、
USEREXIT、または LOGRETAIN に設定されている
か、または LOGARCHMETH2 が DISK、TSM、ま
たは VENDOR が設定されている場合です。

2. アクティブなログ・ファイル・パスがロー・デバイ
スに設定されている。

ユーザーの処置: このデータベースに PRUNE

LOGFILE コマンドを発行しないでください。

SQL1207N コミュニケーション・マネージャー構成フ
ァイル name が見つかりません。

説明: CATALOG NODE コマンドに指定されたコミュ
ニケーション・マネージャー構成ファイル名が、指定さ
れたパスまたはデフォルト・ドライブの CMLIB ディレ
クトリーに見つかりませんでした。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 正しいコミュニケーション・マネージ
ャー構成ファイル名とパスを使用して、コマンドを再サ
ブミットしてください。

SQL1208W ロード・ユーティリティーのパフォーマン
スは、使用可能メモリーによって制限され
る場合があります。

説明: ロード・ユーティリティーは、要求されたメモリ
ーすべてを割り振ることができません。操作の成功には
影響はありませんが、パフォーマンスは低下する可能性
があります。ロード・ユーティリティーに使用できるメ
モリーは、DATA BUFFER ロード・オプションの値ま
たは util_heap_sz データベース構成パラメーターの値の
いずれかにより決定されます。

ユーザーの処置: ふさわしければ、将来ロード・ユーテ
ィリティーを呼び出すときのために、メモリー限度を増
やしてください。

SQL1209W CATALOG NODE 関数に指定された
partner_lu 名 name が存在していませ
ん。名前は作成されました。

説明: CATALOG NODE 関数に指定された論理パート
ナー装置名が、デフォルト・ドライブの CMLIB ディレ
クトリーに存在するコミュニケーション・マネージャー
構成ファイルにありません。

示された名前で LU プロファイルが作られました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1210W 1 つ以上の構成ファイル・パラメーターに
デフォルト値が返されました。

説明: 1 つ以上の DOS リクエスター/WINDOWS リク
エスター構成ファイル・パラメーターに、デフォルト値
が使用されます。パラメーターが、DOS リクエスタ
ー/WINDOWS リクエスター構成ファイルに定義されて
いないか、またはこの構成ファイルがオープンできない
か、またはファイルの読み取り中にエラーが発生した可
能性があります。

ユーザーの処置: DOS リクエスター/WINDOWS リク
エスター構成ファイルが適切なパスに存在し、パラメー
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ターが明示的に定義されていることを確認してくださ
い。

SQL1211N コンピューター名 name が無効です。

説明: カタログ・コマンドの NPIPE プロトコル構造で
指定されたコンピューター名は無効です。コンピュータ
ー名のサイズは 15 文字またはそれ以下でなくてはなり
ません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: コンピューター名が有効であるか確認
し、コマンドを再サブミットしてください。

SQL1212N インスタンス名 name が無効です。

説明: カタログ・コマンドで指定されたこのインスタン
ス名は無効です。インスタンス名のサイズは 8 文字ま
たはそれ以下でなくてはなりません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: インスタンス名が有効であるか確認
し、コマンドを再サブミットしてください。

SQL1213N パスワード変更 LU 名 name が無効で
す。

説明: CATALOG コマンドの APPN プロトコル構造に
指定されたパスワード変更 LU (LU) 名が無効です。

パスワード変更 LU 名はリモート SNA LU 名であり、
1 から 8 文字でなければなりません。 有効な文字は A

から Z、a から z、0 から 9、#、@ および $ です。
最初の文字は、英字または特殊文字 #、@、または $

でなければなりません。小文字は、システムによって大
文字に変更されます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: パスワード変更 LU 名に指定された
文字を確認してください。

有効なパスワード変更 LU 名を指定してコマンドを再サ
ブミットしてください。

SQL1214N トランザクション・プログラム名 name

が無効です。

説明: CATALOG コマンドの APPN プロトコル構造に
指定されたトランザクション・プログラム (TP) 名が無
効です。

TP 名はリモート SNA アプリケーション TP 名であ
り、1 から 64 文字でなければなりません。 有効な文
字は A から Z、a から z、0 から 9、#、@ および $

です。 最初の文字は、英字または特殊文字 #、@、ま
たは $ でなければなりません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: TP 名に指定された文字を確認してく
ださい。

TP 名を指定してコマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL1215N LAN アダプター・アドレス address が無
効です。

説明: CATALOG コマンドの APPN プロトコル構造に
指定された LAN アダプター・アドレスが無効です。

LAN アダプター・アドレスはリモート SNA LAN アダ
プター・アドレスであり、12 の 16 進数でなければな
りません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: LAN アダプター・アドレスを確認し
てください。

有効な LAN アダプター・アドレスを指定してコマンド
を再サブミットしてください。

SQL1216N GRAPHIC データと GRAPHIC 関数は、
このデータベースではサポートされていま
せん。

説明: データベースのコード・ページは、GRAPHIC デ
ータをサポートしません。データ・タイプ
GRAPHIC、VARGRAPHIC、LONG VARGRAPHIC、お
よび DBCLOB が、このデータベースには無効です。
GRAPHIC リテラルと VARGRAPHIC スカラー関数
が、このデータベースには無効です。

ステートメントは処理できません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

ユーザーの処置: 有効なデータ・タイプを使用して、コ
マンドを再サブミットしてください。

sqlcode: -1216

sqlstate: 56031

SQL1217N REAL データ・タイプはターゲット・デ
ータベースによってサポートされていませ
ん。

説明: SQL 操作は入力または出力変数として REAL の
データ・タイプ (単精度浮動小数点数) を使用していま
す。 REAL データ・タイプがこの要求のターゲット・
データベースにサポートされていません。

このステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ご使用のアプリケーション内の SQL
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データ・タイプ DOUBLE と一致する宣言を使用する
SQL データ・タイプ REAL に相当するホスト変数の宣
言を置換してください。

sqlcode: -1217

sqlstate: 56099

SQL1218N 現在、バッファー・プール buffpool-num

で使用できるページはありません。

説明: 現在、バッファー・プールのすべてのページが使
用中です。別のページの使用の要求が失敗しました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: バッファー・プールは、すべてのデー
タベース処理またはスレッドにページ作成できるほど大
きくはありません。 バッファー・プールが小さすぎる
か、またはアクティブ処理またはアクティブ・スレッド
が多すぎます。

再実行すれば、このステートメントが正常である可能性
があります。このエラーがしばしば発生する場合は、以
下のいずれかのまたはすべてのアクションがこの失敗を
防ぐのに役立ちます。

1. バッファー・プールのサイズを大きくする。

2. データベース・エージェントおよび/または接続の最
大数を減らす。

3. 並列処理の最大数を減らす。

4. このバッファー・プールの表スペースのプリフェッ
チ・サイズを減らす。

5. いくつかの表スペースを別のバッファー・プールへ
移動させる。

sqlcode: -1218

sqlstate: 57011

SQL1219N 専用仮想メモリーの割り振りができないた
めに、要求が失敗しました。

説明: 要求を処理するための十分な専用仮想メモリーを
インスタンスが割り振れませんでした。これは、共有メ
モリー割り振りが他の (関連のない) 処理で行われた結
果として発生する場合があります。

ユーザーの処置: 問題の解決法は、以下のとおりです。

v マシンで実行されているアプリケーション、特に共有
メモリーを大量に使用するアプリケーションを停止し
てください。

sqlcode: -1219

sqlstate: 57011

SQL1220N データベース・マネージャーが、共有メモ
リーの割り振りに失敗しました。

説明: データベース・マネージャーはさまざまな時にメ
モリーの割り振りおよび割り振り解除を行います。指定
のイベントが発生すると (アプリケーションの接続時な
ど)、メモリーが特定のメモリー領域に割り振られる場合
があります。あるいは、構成の変更に応じてメモリーの
再割り振りが行われる場合もあります。

通常、以下の問題のうちの 1 つが原因でデータベー
ス・マネージャーが操作を実行できない場合に、このメ
ッセージが返されます。

v データベース・マネージャーのメモリー・リソースが
不十分である

v 環境メモリー・リソースが不十分である

具体的には、以下のタイプのメモリー・リソースの割り
振りまたは構成に問題がある場合に、このメッセージが
返されることがあります。

v インスタンス・メモリー

v システムで使用できる物理メモリーの量

v システムに割り振られている共有メモリー ID の数

v 共有メモリー・セグメントのサイズ

v システムで使用できるページングまたはスワッピン
グ・スペースの量

ユーザーの処置: 現行のメモリー構成を調べて、このメ
ッセージに対応します。

v データベース・マネージャーの構成パラメーター
instance_memory を AUTOMATIC に設定してくださ
い。

v データベース・マネージャーとシステムで実行中の他
のプログラムの要求を満たすだけのメモリー・リソー
スが使用できることを確認してください。

v Linux 32-bit の場合、カーネル・パラメーター
shmmax を 256MB に増やしてください。 Linux

64-bit の場合、カーネル・パラメーター shmmax を
1GB に増やしてください。

v 必要に応じて、システムを使用しているほかのプログ
ラムを停止し、システム・リソースを解放してそれを
データベース・マネージャーが使えるようにします。

SQL1221N アプリケーション・サポート層ヒープを割
り振ることができません。

説明: アプリケーション・サポート層ヒープを割り振る
ことができませんでした。このエラーの原因としては、
データベース・マネージャー、またはデータベース・マ
ネージャーの処理が試みられていた環境に、十分なメモ
リー・リソースが存在しなかった可能性があります。
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この問題の原因となるメモリー・リソースには、以下が
含まれます。

v システムに割り振られている共有メモリー ID の数

v システムで使用できるページングまたはスワッピン
グ・スペースの量

v システムで使用できる物理メモリーの量

ユーザーの処置: 以下の中から 1 つ以上を行ってくだ
さい。

v データベース・マネージャーとシステムで実行中の他
のプログラムの要求を満たすだけのメモリー・リソー
スが使用できることを確認してください。

v aslheapsz 構成パラメーターを減らしてください。

v 該当する場合は、システムを使用している他のプログ
ラムを停止してください。

sqlcode: -1221

sqlstate: 57011

SQL1222N その要求の処理に使用できる十分なストレ
ージが、アプリケーション・サポート層ヒ
ープにありません。

説明: アプリケーション・サポート層ヒープの中の使用
可能メモリーをすべて使いきってしまいました。

ユーザーの処置: aslheapsz 構成パラメーターを増やし
てください。

sqlcode: -1222

sqlstate: 57011

SQL1224N エラーまたは強制割り込みがあったため
に、データベース・マネージャーが新しい
要求を受け付けることができないか、進行
中のすべての要求処理を終了したか、指定
された要求を終了しました。

説明: このメッセージが返される理由は数多くありま
す。例えば、次のような理由があります。

クライアント/サーバー構成の問題

v TCP/IP プロトコルを使用しているクライア
ント/サーバー環境: クライアントで TCP/IP

サービス名に割り当てられたポート番号は、
サーバーのポート番号と異なります。このエ
ラー状態は、フェデレーテッド・サーバーま
たはデータ・ソースによって検出される可能
性があります。

データベース・マネージャー・エージェントが使用不可
であった

v データベース・サーバーでデータベース・マ
ネージャーが停止していたか、または始動し
ていませんでした。

v 管理者が、データベース・エージェントをシ
ステムから強制的に切断しました。

v データベース・マネージャーのプロセスが異
常終了しました。

ユーザー ID の権限が不十分であった

v ユーザー ID は、SYSADM 権限を持つ別の
ユーザーが FORCE QUIESCE コマンドを発
行した際に強制的にシステムから切断されま
した。FORCE QUIESCE コマンドにより、
データベースまたはインスタンスに対する
CONNECT QUIESCE 権限がないか、または
CONNECT QUIESCE 権限を持つグループに
属していないユーザーはすべてシステムから
強制的に切断されます。

v Windows オペレーティング・システム環境:

Extended Security が有効でしたが、ユーザー
ID は DB2USERS グループと DBADMINS

グループいずれのメンバーでもありませんで
した。

データベース・ディレクトリーの競合

v 同じデータベース名および同じデータベース
別名を持つ 2 つのデータベース (1 つはロ
ーカル、もう 1 つはリモート) がありまし
た。

v ローカル・データベースが、リモート・デー
タベースとしてカタログされていました。

v 1 つ以上のデータベースをカタログする方法
が変更された後も、キャッシュされたデータ
ベース・カタログ情報のコピーをデータベー
ス・マネージャーが引き続き使用しているた
めに変更が有効になりませんでした。

構成済みのデータベース限度またはシステム・リソース
限度に達した

v アプリケーションは、max_log データベース
構成パラメーターまたは num_log_span デー
タベース構成パラメーターで許可された量よ
りも多くのトランザクション・ログ・スペー
スを使用していました。

v アプリケーションの要求を処理するコーディ
ネーター・エージェントが不足していまし
た。WITH HOLD カーソルでロックを保持
し、コンセントレーター・モードで実行する
ためのキューに入れられているアプリケーシ
ョンがあると、それらのロックを待機するた
めにアクティブ・エージェントが停滞してし
まう可能性があります。
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v 接続が、CONNECTIONIDLETIME しきい値
に指定された時間よりも長い間アイドル状態
でした。

v 接続での作業単位が UOWTOTALTIME しき
い値に指定された時間よりも長く継続し、し
きい値アクションが FORCE APPLICATION

に指定されていたため、接続が終了しまし
た。

v 照会が、SQL_ATTR_QUERY_TIMEOUT ス
テートメント属性に指定された時間よりも長
くかかりました。

要求された機能がサポートされていない

v restart light モードのメンバーへの接続が試
みられました。

ユーザーの処置: データベースに再接続してください。

引き続き接続に失敗する場合は、データベース管理者の
支援を受けて以下のトラブルシューティング・ステップ
を実行してください。

1. フェデレーテッド環境のみ: フェデレーテッド・デー
タ・ソースによってエラーが返されているのか、あ
るいはフェデレーテッド・データベース・サーバー
によってエラーが返されているのかを判別します。

2. 以下のように、クライアント/サーバー構成が正しい
ことを確認します。

a. 通信サブシステム (ネットワーク・ケーブル、ネ
ットワーク・カード、TCP/IP などの通信プロト
コルなど) が動作しているかどうかを確認しま
す。

b. TCP/IP プロトコルを使用しているクライアント/

サーバー環境: サーバーのポート番号と同じポー
ト番号を、クライアントの TCP/IP サービス名に
割り当てます。

3. 以下のように、データベース・マネージャーが稼働
中であることを確認します。

a. DB2 データベース・マネージャーが稼働中である
かどうかを確認します。

b. データベース・マネージャー・プロセスの異常な
中断または終了が生じた形跡がないかどうか、
db2diag ログ・ファイルを調べます。

c. データベース・マネージャーが停止されている場
合、またはデータベース・マネージャー・エージ
ェントに異常な中断または終了が生じている形跡
が診断ログにある場合は、データベース・マネー
ジャーを再始動します。

4. 以下のように、ユーザー ID に権限が付与されてい
ることを確認します。

v データベースまたはインスタンスが静止された場
合は、以下のいずれかのアクションを実行しま
す。

– データベースまたはインスタンスを静止解除し
ます。

– CONNECT QUIESCE 権限を持つグループにユ
ーザー ID を追加します。

v Windows オペレーティング・システム環境:

Extended Security が有効な場合は、Windows のロ
ーカル・セキュリティー・グループ DB2USERS

または DB2ADMNS に適切なユーザー ID を追加
します。

5. 以下のように、データベース・ディレクトリーの競
合を解消します。

a. ローカル・データベース・ディレクトリーおよび
システム・カタログの内容を、データベース構成
と比較します。特に、以下の問題について調べま
す。

v 同じ名前または別名を持つ 2 つのデータベー
スが存在しないことを確認します。

v ローカル・データベースがローカルとしてカタ
ログされ、すべてのリモート・データベースが
リモートとしてカタログされていることを確認
します。

b. データベースをカタログする方法を変更した後
は、データベース・マネージャー・インスタンス
を停止し、再始動します。

6. 以下のように、構成およびアプリケーションに必要
な変更を加えて、データベースまたはオペレーティ
ング・システムの制限を超えないようにします。

db2diag ログ・ファイルを調べて超過している制限を
判別した後、以下の変更を 1 つ以上行います。

v 以下の変更を 1 つ以上行うことにより、トランザ
クション・ログ・スペースの使い過ぎのためにア
プリケーションが強制的に切断される可能性を小
さくします。

– もっと頻繁にコミット・ステートメントを発行
するようアプリケーションを変更してくださ
い。

– max_log データベース構成パラメーターまたは
num_log_span データベース構成パラメーターを
引き上げます。

v 以下の変更を 1 つ以上行うことにより、コーディ
ネーター・エージェントの不足のためにアプリケ
ーションが強制的に切断される可能性を小さくし
ます。

– max_connections の値と比較して、
max_coordagents の値をさらに大きくします。
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– WITH HOLD カーソルの使用を減らします。

v CONNECTIONIDLETIME しきい値を引き上げるこ
とにより、アイドル状態の時間の超過が原因で接
続がクローズされる可能性を小さくします。

v UOWTOTALTIME しきい値を引き上げることによ
り、作業単位の実行にかかる時間の超過が原因で
接続がクローズされる可能性を小さくします。

v SQL_ATTR_QUERY_TIMEOUT ステートメント属
性を引き上げるか、または QueryTimeoutInterval

CLI/ODBC 構成キーワードを使用することによ
り、照会がタイムアウトになる可能性を小さくし
ます。

v AIX の 32 ビット環境: 以下の変更を 1 つ以上行
うことにより、AIX 共有メモリーが不足する可能
性を小さくします。

– TCP/IP を使用するループバック・データ・ソー
スとしてデータベースをカタログします。

– アプリケーションがローカル・プロトコルで複
数のコンテキストを使用している場合は、アプ
リケーション内の接続数を減らすか、または別
のプロトコル (TCP/IP など) に切り替えます。

– アプリケーションが EXTSHM パラメーターを
サポートしており、このパラメーターを使用す
るのに十分なメモリー・リソースがある場合
は、EXTSHM パラメーターを設定します。

7. サポートされない使用シナリオを回避するため、必
要に応じて以下のようにアプリケーションを変更し
ます。

v restart light モードの DB2 メンバーへの接続を回
避するために、restart light モードではないメンバ
ーを指定するか、または特定のメンバーを指定し
ないで、データベース・マネージャーが適切なメ
ンバーに接続をルーティングできるようにしま
す。

sqlcode: -1224

sqlstate: 55032

SQL1225N オペレーティング・システムの処理、スレ
ッド、またはスワップ・スペースの限界に
達したために、要求は失敗しました。

説明: オペレーティング・システムの処理、スレッド、
またはスワップ・スペースの限界に達しました。管理通
知ログでこの問題に関する詳細情報を調べてください。

ユーザーの処置: 管理通知ログを調べて、限界に達した
ものを判別し、その限界値を大きくしてください。

sqlcode: -1225

sqlstate: 57049

SQL1226N クライアント接続の最大数がすでに開始さ
れています。

説明: クライアント接続数は既に、システム構成ファイ
ルでインスタンスに対して定義された最大値と同数にな
っています。

このエラーは、メンテナンス操作で使用されるシステム
主導型接続において報告されることがあります。そのよ
うな接続の上限は、アクティブなユーザー・ワークロー
ドの割合によって決まります。これ以上接続ができなく
なると、これらの操作は後で自動的に再試行されます。

この操作は処理できません。

ユーザーの処置: 他のアプリケーションがデータベース
から切断するまでお待ちください。 1 つ以上のアプリ
ケーションを並行して実行する必要がある場合は、
max_connections の値を増やしてください。クライアン
ト接続の試みでエラーが返された場合は、接続をサポー
トするのに十分なメモリーがある限りいくつでも接続で
きるように、max_connections を AUTOMATIC に設定
することを考慮することもできます。max_connections

の値が max_coordagents の値よりも大きい場合は、コン
セントレーター機能がオンになります。

sqlcode: -1226

sqlstate: 57030

SQL1227N 列 column のカタログ統計 value は、タ
ーゲット列の範囲外か、フォーマットが無
効か、または他の統計との関係において矛
盾があります。理由コード = code。

説明: 更新可能カタログに指定された統計の値またはフ
ォーマットは、無効であるか、範囲外であるか、または
矛盾しています。 値、範囲、およびフォーマットに対
する最も一般的なチェックは以下のとおりです (code に
対応):

1

数値統計は -1 または >= 0 でなければなりま
せん。

2

パーセントを表す数値統計 (たとえば、
CLUSTERRATIO) は、0 と 100 の間でなけれ
ばなりません。

3

HIGH2KEY、LOW2KEY に関連する規則は、
以下のとおりです。

SQL1225N
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v HIGH2KEY、LOW2KEY の値のデータ・タ
イプは、それに対応するユーザー列と同じデ
ータ・タイプでなければなりません。

v HIGH2KEY、LOW2KEY の値の長さは、33

またはターゲット列のデータ・タイプの最大
長より短くなければなりません。

v 対応する列に 3 つ以上の異なる値が存在す
る場合は、常に HIGH2KEY が >

LOW2KEY でなければなりません。 列に 3

つ未満の異なる値が存在する場合は、
HIGH2KEY が LOW2KEY と同じでもかま
いません。

4

PAGE_FETCH_PAIRS に関連する規則は、以下
のとおりです。

v PAGE_FETCH_PAIRS 統計の個々の値は、ブ
ランク区切り文字によって分離されていなけ
ればなりません。

v 単一の PAGE_FETCH_PAIR 統計には、正確
に 11 対が存在しなければなりません。

v CLUSTERFACTOR が > 0 の場合は、常に
有効な PAGE_FETCH_PAIRS 値でなければ
なりません。

v PAGE_FETCH_PAIRS 統計の個々の値は、19

桁より大きくてはならず、最大整数値
(MAXINT = 9223372036854775807) より小さ
くなければなりません。

v PAGE_FETCH_PAIRS のバッファー・サイズ
項目は、昇順の値でなければなりません。ま
た、PAGE_FETCH_PAIRS 項目のいずれのバ
ッファー・サイズの値も、32 ビット・プラ
ットフォームの場合は MIN(NPAGES,

1048576)、64 ビット・プラットフォームの
場合は MIN(NPAGES, 2147483647) 以下でな
ければなりません。ここで NPAGES は、対
応する表のページ数です。

v AVGPARTITION_PAGE_FETCH_PAIRS の
"fetches" 項目は、NPAGES より少ない個別
の fetches 項目を持たずに、降順の値でなけ
ればなりません。また、
AVGPARTITION_PAGE_FETCH_PAIRS 項目
の "fetch" サイズの値は、対応する表の
CARD (カーディナリティー) 統計以下でな
ければなりません。

v バッファー・サイズの値が 2 つの連続した
列で同じ場合は、ページ・フェッチの値もそ
の両方で同じでなければなりません。

5

CLUSTERRATIO と CLUSTERFACTOR に関
連する規則は、以下のとおりです。

v CLUSTERRATIO の有効な値は -1、または
0 と 100 の間です。

v CLUSTERFACTOR の有効な値は -1、または
0 と 1 の間です。

v CLUSTERRATIO または CLUSTERFACTOR

のどちらかは、常に -1 でなければなりませ
ん。

v CLUSTERFACTOR が正の値の場合は、有効
な PAGE_FETCH_PAIR 統計が伴わなければ
なりません。

6

列 (SYSCOLUMNS の COLCARD 統計) また
は列グループ (SYSCOLGROUPS の
COLGROUPCARD) のカーディナリティーは、
対応する表 (SYSTABLES の CARD 統計) の
カーディナリティー以下でなければなりませ
ん。

7

ユーザー定義の構造化タイプでは統計がサポー
トされません。データ・タイプ LONG

VARCHAR、LONG

VARGRAPHIC、BLOB、CLOB、および
DBCLOB の列では、統計は AVGCOLLEN お
よび NUMNULLS に限ってサポートされま
す。

8

統計が、このエンティティーに関連する別の統
計と矛盾しているか、またはこのコンテキスト
では無効です。

9

パーティション化されていない表の場合、
SYSSTAT.INDEXES 内の表パーティション統
計の AVGPARTITION_CLUSTERRATIO、
AVGPARTITION_CLUSTERFACTOR、
AVGPARTITION_PAGE_FETCH_PAIRS、
DATAPARTITION_CLUSTERFACTOR を更新
することはできません。

10

AVGPARTITION_PAGE_FETCH_PAIRS に関連
する規則は、以下の通りです。

v AVGPARTITION_PAGE_FETCH_PAIRS 統計
の個々の値は、ブランク区切り文字によって
分離されていなければなりません。
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v 単一の
AVGPARTITION_PAGE_FETCH_PAIR 統計
には、正確に 11 対が存在しなければなりま
せん。

v AVGPARTITION_CLUSTERFACTOR が > 0

の場合は、常に有効な
AVGPARTITION_PAGE_FETCH_PAIRS 値で
なければなりません。

v AVGPARTITION_PAGE_FETCH_PAIRS 統計
の個々の値は、19 桁以下でなければなら
ず、最大整数値 (MAXINT =

9223372036854775807) より小さくなければ
なりません。

v AVGPARTITION_PAGE_FETCH_PAIRS のバ
ッファー・サイズ項目は、昇順の値でなけれ
ばなりません。また、
AVGPARTITION_PAGE_FETCH_PAIRS 項目
のいずれのバッファー・サイズの値も、32

ビット・プラットフォームの場合は
MIN(NPAGES, 1048576)、64 ビット・プラッ
トフォームの場合は MIN(NPAGES,

2147483647) 以下でなければなりません。こ
こで NPAGES は、対応する表のページ数で
す。

v AVGPARTITION_PAGE_FETCH_PAIRS の
"fetches" 項目は、NPAGES より少ない個別
の fetches 項目を持たずに、降順の値でなけ
ればなりません。また、
AVGPARTITION_PAGE_FETCH_PAIRS 項目
の "fetch" サイズの値は、対応する表の
CARD (カーディナリティー) 統計以下でな
ければなりません。

v バッファー・サイズの値が 2 つの連続した
列で同じ場合は、ページ・フェッチの値もそ
の両方で同じでなければなりません。

11

AVGPARTITION_CLUSTERRATIO と
AVGPARTITION_CLUSTERFACTOR に関連す
る規則は、以下のとおりです。

v AVGPARTITION_CLUSTERRATIO の有効な
値は -1、または 0 と 100 の間です。

v AVGPARTITION_CLUSTERFACTOR の有効
な値は -1、または 0 と 1 の間です。

v AVGPARTITION_CLUSTERRATIO または
AVGPARTITION_CLUSTERFACTOR のどち
らかは、常に -1 でなければなりません。

v AVGPARTITION_CLUSTERFACTOR が正の
値の場合は、有効な

AVGPARTITION_PAGE_FETCH_PAIR 統計
が伴わなければなりません。

12

DATAPARTITION_CLUSTERFACTOR に関連
する規則は、以下のとおりです。

v DATAPARTITION_CLUSTERFACTOR の有
効な値は -1、または 0 と 1 の間です。

13

AVGCOMPRESSEDROWSIZE に関連する規則
は、以下のとおりです。

v AVGCOMPRESSEDROWSIZE の有効な値は
-1、または 0 と AVGROWSIZE の間です。

14

AVGROWCOMPRESSIONRATIO に関連する規
則は、以下のとおりです。

v AVGROWCOMPRESSIONRATIO の有効な値
は -1、または 1 より大きい値です。

15

PCTROWSCOMPRESSED に関連する規則は、
以下のとおりです。

v PCTROWSCOMPRESSED の有効な値は -1、
または 0 と 100 の間 (0 と 100 を含む) で
す。

ユーザーの処置: 新しいカタログ統計が、示された範
囲、長さ、およびフォーマットのチェック項目を満たし
ていることを確認してください。

統計に対する更新が、相互関係 (たとえばカーディナリ
ティー) において整合性を持っていることを確認してく
ださい。

パーティション化されていない表の場合は、パーティシ
ョン表に固有の統計列を更新しないでください。

sqlcode: -1227

sqlstate: 23521

SQL1228W DROP DATABASE は完了しましたが、
データベース別名またはデータベース名
name が num ノードに見つかりません。

説明: drop database コマンドは正常に完了しました
が、データベース別名またはデータベース名が見つから
ないノードがあります。 DROP DATABASE AT NODE

がこのノードですでに実行されている可能性がありま
す。

ユーザーの処置: これは注意メッセージです。 応答は
必要ありません。

SQL1228W
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SQL1229N システム・エラーのため、現在のトランザ
クションがロールバックされました。

説明: 以下のいずれかが発生しました。

1. メンバー障害または接続障害などのシステム・エラ
ーが発生しました。アプリケーションは直前の
COMMIT にロールバックされます。

DB2 ユーティリティー関数の場合は、次のような動
作となります。

インポート

アプリケーションがロールバックされま
す。 COMMITCOUNT パラメーターを使用
した場合、操作が直前のコミット・ポイン
トにロールバックします。

Reorg

操作がアボートし、再実行する必要があり
ます。

再配分

操作は打ち切られますが、正常に終了して
いる操作もある可能性があります。「続
行」オプションで要求を再度出すと、失敗
した時点から操作を再始動します。

ロールフォワード

操作がアボートし、データベースはロール
フォワード・ペンディング状態のままで
す。コマンドを再実行してください。

バックアップ/リストア

操作がアボートし、再実行する必要があり
ます。

2. FCM (高速コミュニケーション・マネージャー) 通信
に割り当てられたサービス・ポート番号は、DB2 イ
ンスタンスのすべてのメンバーにおいて同じではあ
りません。すべてのメンバーのサービス・ファイル
をチェックし、ポートが同じであることを確認して
ください。ポートは次のフォーマットを使用して定
義されました。

DB2_<instance> xxxx/tcp
DB2_<instance>_END xxxx/tcp

<instance> は DB2 インスタンス名、xxxx はポート
番号です。これらのポート番号が DB2 リモート・
クライアント・サポートに使用されていないことを
確認してください。

ユーザーの処置:

1. 要求を再試行してください。エラーが残る場合、管
理通知ログでこの問題に関する詳細情報を調べてく
ださい。 このエラーが最も多く発生する理由は、メ

ンバー障害のため、システム管理者に連絡して援助
してもらうことが必要な場合があります。

db2nodes.cfg ファイルに定義されているネット名と
ホスト名が異なる環境では、このエラーはネット名
インターフェースで障害が発生することによる症状
である可能性があります。これは、複数パーティシ
ョン・データベース環境と DB2 pureCluster 環境の
両方に当てはまります。

2. すべてのメンバーにおいて同じになるように、サー
ビス・ポートを更新し、要求を再実行してくださ
い。

SQLCA の 6 番目の sqlerrd フィールドが、メンバー障
害を検出したメンバー番号を示します。障害を検出した
メンバーでは、障害が発生したメンバーを示すメッセー
ジは db2diag ログ・ファイルに置かれます。

sqlcode: -1229

sqlstate: 40504

SQL1230W 指定されたエージェント ID の中に、強
行できないものが少なくとも 1 つありま
した。

説明: Force コマンドに指定されたエージェント ID の
中に、強行できないものが少なくとも 1 つありまし
た。 この警告の原因としては、以下が考えられます。

v 存在しないエージェント ID、または無効なエージェ
ント ID が指定されました。

v エージェント ID の収集と Force コマンドの発行ま
での間に、エージェントがデータベース・マネージャ
ーから切断されました。

v エージェント ID が実行できない並列エージェントに
対して指定されました。

ユーザーの処置: 存在しないエージェント ID、または
無効なエージェント ID を指定した場合は、有効なエー
ジェント ID を使用して、コマンドを再発行してくださ
い。

SQL1231N 無効な強制カウントが指定されました。

説明: Force コマンドの count パラメーターに指定され
た値が有効ではありません。 指定する値は、正の整数
または SQL_ALL_USERS でなければなりません。0 の
値はエラーになります。

ユーザーの処置: count の値を訂正して、コマンドを再
サブミットしてください。
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SQL1232N 無効な強制モードが指定されました。

説明: Force コマンドの mode パラメーターに指定され
た値が有効ではありません。 Force コマンドでは、非同
期モードのみがサポートされています。 このパラメー
ターは、値 SQL_ASYNCH にセットされなくてはなり
ません。

ユーザーの処置: mode を SQL_ASYNCH に設定して
コマンドを再サブミットしてください。

SQL1233N このデータ・タイプ、節、またはスカラー
関数の使用は、Unicode データベースでの
みサポートされています。

説明: 以下の事柄は、Unicode データベースでのみサポ
ートされています。

v NCHAR、NVARCHAR、および NCLOB データ・タ
イプ。

v フォーマット UX'hex-digits' を使用している UCS-2

16 進定数を指定している。

v NCHAR、NVARCHAR、NCLOB、TO_NCHAR、
TO_NCLOB、および EMPTY_NCLOB スカラー関
数。

v VARCHAR スカラー関数の最初の引数としてグラフ
ィック式を指定する。

v VARGRAPHIC スカラー関数の 2 番目の引数が指定
されている場合に、最初の引数としてグラフィック式
を指定する。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: Unicode データベースでのみ使用可能
なデータ・タイプ、節、またはスカラー関数を除去して
ください。

sqlcode: -1233

sqlstate: 560AA

SQL1234N 表スペース tablespace-name を LARGE

表スペースに変換できません。

説明: REGULAR DMS 表スペースのみ、LARGE DMS

表スペースに変換できます。システム・カタログ表スペ
ース、SMS 表スペース、および TEMPORARY 表スペ
ースは、LARGE 表スペースに変換できません。

ユーザーの処置: SELECT TBSPACE, TBSPACETYPE,

DATATYPE FROM SYSCAT.TABLESPACES WHERE

TBSPACE = 'tablespace-name' を発行して、表スペース
の属性を確認してください。表スペースはシステム・カ
タログ表スペースであってはならず (TBSPACE を
'SYSCATSPACE' にすることはできない)、むしろ DMS

表スペースでなければならず (TBSPACETYPE が 'D' で

ある )、また REGULAR 表スペースでもなければなり
ません (DATATYPE が 'A' である)。

sqlcode: -1234

sqlstate: 560CF

SQL1235N 表スペース tablespace-name は、表
table-name により LARGE 表スペースへ
の変換が制限されています。

説明: このパーティション表は、複数の REGULAR な
DMS 表スペース内にデータ・パーティションを持って
います。表スペースには、LARGE 表スペースに変換で
きるように、パーティション表のすべてのデータ・パー
ティションが含まれている必要があります。

ユーザーの処置: パーティション表の表スペースを正常
に変換するには、以下のようにします。

1. パーティション表のデータ・パーティションを含む
各表スペースは 1 つを除いて、これらの表スペース
内のデータ・パーティションをパーティション表か
らデタッチします。デタッチ・アクションをコミッ
トします。

2. ALTER TABLESPACE ステートメントの COVERT

TO LARGE オプションを使用して、これらの各表ス
ペースを変換します。各ステートメントをコミット
します。

3. パーティション表の残りのデータ・パーティション
を含む表スペースを変換します。このアクションを
コミットします。

4. REORG INDEXES ALL FOR TABLE table-name

ALLOW NO ACCESS を使用するか、パーティショ
ン表を再編成して、パーティション表上の索引を再
ビルドします。

5. データ・パーティションのデタッチによって作成さ
れた新しい表をそれぞれ再編成します。

6. 各表をパーティション表に再接続します。

sqlcode: -1235

sqlstate: 560CF

SQL1236N REORG コマンドが失敗しました。ID

index-id を持つ索引はまだラージ RID を
サポートしていないため、表 table-name

は新規ページを割り振ることができませ
ん。

説明: この表がある表スペースは、ALTER

TABLESPACE ステートメントの CONVERT TO

LARGE 節によって LARGE 表スペースに変換されまし
た。表上に以前から存在しているすべての索引を再編成
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するか再ビルドしてラージ RID をサポートするまで
は、表自体がラージ RID をサポートできません。 この
表の将来の拡大をサポートできるように、索引を再編成
または再ビルドする必要があります。

ユーザーの処置: 索引は、REORG INDEXES ALL

FOR TABLE table-name コマンドの再ビルド・オプショ
ンを使用して再編成できます。パーティション化された
表の場合は、ALLOW NO ACCESS を指定する必要があ
ります。別の方法としては、すべての索引を再ビルドす
るだけでなく、ページあたり 255 行より多い行数を表
がサポートできるようにするかたちで、表を再編成でき
ます (INPLACE 節を指定しない REORG TABLE)。

sqlcode: -1236

sqlstate: 55066

SQL1237W 表スペース tbspace-name を REGULAR

から LARGE に変換中です。この表スペ
ース内の表の索引を再編成または再ビルド
して、ラージ RID をサポートする必要が
あります。

説明: 変換中の表スペースは (COMMIT の後)、
REGULAR 表スペースの記憶容量より大きい容量をサポ
ートすることができます。 REGULAR 表スペースでの
データ・ページの最大ページ番号は 0x00FFFFFF で
す。 表が 0x00FFFFFF より大きいページ番号をサポー
トするには、表上の索引を再編成または再ビルドする必
要があります。

ユーザーの処置: 「DB2 SQL リファレンス」の
ALTER TABLESPACE ステートメントに関する説明
に、CONVERT TO LARGE オプションを使用する場合
のベスト・プラクティスが示されています。 将来
0x00FFFFFF より大きいページ番号が表に割り振られた
ときに障害が起きないようにするために、事前の対策と
して推奨事例にしたがい、この表スペース内にあるすべ
ての表のすべての索引を再編成または再ビルドしておく
ことをお勧めします。

sqlcode: +1237

sqlstate: 01686

SQL1238N クライアントに戻すよう指定された結果セ
ットが無効です。理由コード =

reason-code。

説明: CREATE PROCEDURE (ソース) ステートメント
内の WITH RETURN TO CLIENT 節により指定された
結果セットは無効です。可能性のある理由コードは、以
下のとおりです。

1 データ・ソースが Microsoft SQL

Server、Sybase、または Informix である場合、

CREATE PROCEDURE (ソース) ステートメン
ト内の WITH RETURN TO CLIENT 節の結果
セットのうち、戻されたセットにある位置番号
により指定された結果セットは 1 ではありま
せん。

2 データ・ソースが Oracle である場合、
CREATE PROCEDURE (ソース) ステートメン
ト内の WITH RETURN TO CLIENT 節の結果
セットのうち、戻されたセットの中の最大の位
置番号は、データ・ソースにある REF

CURSORS の最大数より大きいです。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいたアクションは、
以下のとおりです。

1 結果セットのうち、戻されたセットの中で 1

以外のすべての位置番号への参照を除去してく
ださい。

2 結果セットのうち、戻されたセットの中で、デ
ータ・ソースにある REF CURSORS の最大数
より大きいすべての位置番号への参照を除去し
てください。

sqlcode: -1238

sqlstate: 560CI

SQL1239N バージョン 9.5 以前の DB2 データベー
ス・サーバーでは、pureXML データ・ス
トア・フィーチャーは単一パーティショ
ン・データベースでのみ使用できます。

説明: バージョン 9.5 以前の DB2 データベース・サ
ーバーでは、XML データ・ストア・フィーチャーは、
単一のデータベース・パーティションを持つデータベー
スでのみ使用できます。データ・タイプ XML の列の定
義、XML スキーマ・リポジトリー・オブジェクトの登
録、XQuery 式などの機能は、パーティション・データ
ベース環境内では使用できません。

ユーザーの処置: バージョン 9.5 以前の DB2 データ
ベース・サーバーの場合、複数のデータベース・パーテ
ィションを持つデータベースでは、XML 入力を受け入
れる関数に XML データを入力し、関数の出力をデータ
ベースに保管するか、またはアプリケーションに戻すこ
とができます。この場合、pureXML ストレージの機能
を使用するには、データベース・パーティション機能が
使用されていない個別のインスタンスに新規のデータベ
ースを作成する必要があります。同様に、データベー
ス・パーティション機能を使用するには、pureXML ス
トレージ機能が使用されていないデータベースを使用す
るか、あるいは個別のパーティション・データベース環
境で新規のデータベースを作成する必要があります。
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sqlcode: -1239

sqlstate: 42997

SQL1240N 静止状態の最大数に達しました。

説明: すでに 5 つの処理によって静止されている表ス
ペースに対して、静止状態の取得が試みられました。

ユーザーの処置: いずれかの処理が静止状態を解放する
のを待って、もう一度やり直してください。

SQL1241N データベースの作成時に、無効な値が
tbs-name 表スペースに指定されました。
属性は string です。

説明: 表スペース属性の値が範囲外です。 create

database api に使用されている sqletsdesc 構造のフォー
マットについては、DB2 インフォメーション・センタ
ー (http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9) を
参照してください。識別された属性は、この構造のフィ
ールド名です。

ユーザーの処置: create database 要求を訂正してくださ
い。

SQL1242N 使用されているコンテキストで、XML フ
ィーチャーはサポートされていません。理
由コード = reason-code。

説明: XML フィーチャーがサポートされていないコン
テキストで使用しようとしたため、ステートメントは処
理できません。reason-code は、以下のコンテキストを
示します。

1

バージョン 9.5 以前の DB2 データベース・サ
ーバーの場合、XML データ・タイプの列は、
ディメンションによって編成されている表では
サポートされません。

2

バージョン 9.5 以前の DB2 データベース・サ
ーバーの場合、XML データ・タイプの列は、
範囲パーティション表ではサポートされませ
ん。

3

データ・タイプ XML の列は、既存のタイプ 1

索引を持つ表に追加できません。バージョン
9.7 以降、タイプ 1 索引は使用されなくなり、
タイプ 2 索引に置き換わります。

4

分散キーは XML 列を持つ表では定義できませ
ん。

5

データ・タイプ XML の列は、INSTEAD OF

トリガーのターゲットであるビューではサポー
トされていません。

6

データ・タイプ XML の遷移変数への参照はト
リガー定義ではサポートされていません。

7

XML データ・タイプの列を含む表に対して
XML 列のドロップ操作を行う場合、1 つの
ALTER TABLE ステートメントを使って表の
すべての XML 列をドロップする必要がありま
す。

バージョン 9.5 以前の DB2 データベース・サ
ーバー上の、XML データ・タイプの列を含む
表の場合、REORG の推奨対象となる操作を
ALTER TABLE ステートメントで指定するこ
とはできません。

8

列定義にオプションがない場合に限り、デー
タ・タイプ XML の列がニックネーム定義に関
連したラッパーによってサポートされます。そ
のような列は、データ・ソースから戻された
XML 文書の内容を参照します。

9

関数内のコンパウンド SQL (コンパイル済み)

ステートメント、トリガー、またはコンパウン
ド SQL (インライン) ステートメント内の
XML データ・タイプまたは値への参照は許可
されていません。XML は、プロシージャー内
のコンパウンド SQL (コンパイル済み) ステー
トメントでのみサポートされています。

100

パーティション・データベース環境では、XML

列を含む表は、データベース・カタログ表を含
むデータベース・パーティション
(IBMCATGROUP データベース・パーティショ
ン) でのみサポートされます。

101

DB2 バージョン 9.7 より前では、ADD

DBPARTITIONNUM コマンドおよび
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドは、XML 列を含む表が入っ
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たデータベース・パーティション・グループで
はサポートされていません。

102

パーティション・データベース環境では、アノ
テーション付き XML スキーマ分解は、データ
ベース・カタログ表を含むデータベース・パー
ティション (IBMCATGROUP データベース・
パーティション) でのみサポートされます。

103

パーティション・データベース環境では、以下
に示す XML 関連コマンドは、データベース・
カタログ表を含むデータベース・パーティショ
ン (IBMCATGROUP データベース・パーティ
ション) でのみサポートされます。

v COMPLETE XMLSCHEMA

v REGISTER XMLSCHEMA

v ADD XMLSCHEMA DOCUMENT

v REGISTER XSROBJECT

104

パーティション・データベース環境では、XML

データを処理するアプリケーションはデータベ
ース・カタログ表を含むデータベース・パーテ
ィション (IBMCATGROUP データベース・パ
ーティション) に接続する必要があります。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいたアクションは、
以下のとおりです。

1

バージョン 9.5 以前の DB2 データベース・サ
ーバーの場合、ディメンションによって編成さ
れている表に定義された列に対して、XML デ
ータ・タイプを使用しないでください。

2

バージョン 9.5 以前の DB2 データベース・サ
ーバーの場合、範囲パーティション表に定義さ
れた列に対して XML データ・タイプを使用し
ないでください。

3

ALTER TABLE コマンドを発行してタイプ
XML の列を追加する前に、CONVERT パラメ
ーターを指定して REORG INDEXES ALL コ
マンドを使用することにより、表に既に存在す
る索引をタイプ 2 索引に変換してください。

4

分散キーと XML 列の両方を持たないようにす
るため、表定義を変更してください。これを行

うには、CREATE TABLE ステートメントで
DISTRIBUTE BY 節 (または PARTITIONING

KEY 節) を除去するか、XML データ・タイプ
のすべての列を除去します。ALTER TABLE

ステートメントでは、タイプ XML の列を追加
する前に分散キーをドロップするか、分散キー
を追加する前にすべての XML 列をドロップし
ます。

5

データ・タイプ XML の列を持つビューを
INSTEAD OF トリガーのターゲットとして指
定しないでください。

6

トリガー定義に、データ・タイプ XML の遷移
変数を使用しないでください。

7

XML データ・タイプの複数の列を含む表に対
しては、どの XML 列もドロップしないか、あ
るいは 1 つの ALTER TABLE ステートメン
トを使って表のすべての XML 列をドロップし
てください。

バージョン 9.5 以前の DB2 データベース・サ
ーバーの場合、REORG 推奨の変更が ALTER

TABLE ステートメントに含まれていれば、そ
れらをすべて除去してください。

8

ニックネーム定義の中で、列オプションが指定
されている XML タイプの列を確認します。正
しくないそれぞれの列定義について、データ・
タイプを変更するか、すべての列オプションを
除去してください。

9

XML データ・タイプまたは値参照をコンパウ
ンド SQL (コンパイル済み) ステートメントか
ら除去するか、またはコンパウンド SQL (コン
パイル済み) ステートメントを SQL プロシー
ジャーに組み込んでください。

100

XML 列を含む表を作成するには、
IBMCATGROUP データベース・パーティショ
ンで表を作成してください。

101

以下のいずれかの方法で、この理由コードに応
答します。

v XML 列を含む表が入ったデータベース・パ
ーティション・グループに新しいデータベー
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ス・パーティションを追加しようとしたため
にこのメッセージが返された場合、その新し
いデータベース・パーティションを、XML

列を含む表が入っていないデータベース・パ
ーティション・グループに追加してくださ
い。

v XML 列を含む表が入ったデータベース・パ
ーティション・グループ全体にデータを再配
分しようとしてこのメッセージが返された場
合、応答は不要です。XML 列を含む表の入
ったデータベース・パーティション・グルー
プ全体へのデータの再配分は、サポートされ
ていません。

102

パーティション・データベース環境でアノテー
ション付き XML スキーマ分解を使用して
XML 文書を分解するには、データベース・カ
タログ表を含むデータベース・パーティション
(IBMCATGROUP データベース・パーティショ
ン) で分解を実行してください。

103

XML 関連のアクションを実行するには、
IBMCATGROUP データベース・パーティショ
ンで必要なコマンドを実行してください。

104

XML データを処理するには、アプリケーショ
ンをカタログ・パーティション
(IBMCATGROUP データベース・パーティショ
ン) に接続してください。

sqlcode: -1242

sqlstate: 42997

SQL1243W DB2 バージョン 8 データベースの
SYSTOOLS.DB2LOOK_INFO db2look 操
作表のドロップが失敗しました。

説明: UPGRADE DATABASE コマンドは、DB2 バー
ジョン 8 データベースに SYSTOOLS.DB2LOOK_INFO

という db2look 操作表があるかどうかを調べ、存在する
場合にはこの表をドロップします。データベースが同じ
名前の表を所有している場合でも、列定義が異なる場合
には表のドロップ・コマンドは失敗します。

ユーザーの処置: データベースのアップグレードが完了
した後、SYSTOOLS.DB2LOOK_INFO 表の定義を確認し
てください。その表がシステム作成による表である場
合、手動でドロップする必要があります。その表がユー
ザー作成の表である場合、その名前を変更する必要があ
ります。そうしないと、DB2 バージョン 9 の ALTER

TABLE および COPY SCHEMA ステートメントの実行
が失敗します。

SQL1244W トランザクション・マネージャー・データ
ベース server-name の切断が、次の
COMMIT で発生します。

説明: TM データベースとして活動中のデータベースに
対して、切断が発行されました。次の COMMIT が処理
されるまで、切断は完了しません。

ユーザーの処置: TM データベースとして活動中のデー
タベースを即座に切断する必要がある場合は、処理の実
行を続ける前に、COMMIT ステートメントを発行して
ください。

sqlcode: +1244

sqlstate: 01002

SQL1245N 接続限界に達しました。 このクライアン
トからは、これ以上接続できません。

説明: 接続数が制限されているか、または事前定義され
る必要がある環境で、並行データベース接続の最大数に
達しました。これが発生する可能性がある主な例には、
NETBIOS プロトコルの使用があります。

ユーザーの処置: 解決策は以下のとおりです。

v SET CLIENT コマンドまたは API を使用して、
「MAX NETBIOS CONNECTIONS」フィールドを必
要な同時接続の最大数に設定してください。これは、
接続を行う前に実行する必要があります。

sqlcode: -1245

sqlstate: 08001

SQL1246N 接続が存在している間は、接続設定を変更
できません。

説明: 以下のいずれかが発生しました。

v SET CLIENT API を使用するアプリケーションの接
続設定の変更が試みられました。 1 つ以上の接続が
存在するために、拒否されました。

v アプリケーションに、 DB2 コール・レベル・インタ
ーフェース API 呼び出しと組み込み SQL の入った
関数への呼び出しの両方が入っており、接続管理が
CLI API で呼び出されませんでした。

ユーザーの処置: 解決策は以下のとおりです。

v SET CLIENT API (sqlesetc または sqlgsetc) あるいは
CLP コマンドを発行する前に、アプリケーションが
すべてのサーバーから切断されていることを確認して
ください。
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v CLI がアプリケーションで使用されている場合は、す
べての接続管理要求が、DB2 コール・レベル・イン
ターフェース API 経由で発行されていることを確認
してください。

SQL1247N XA トランザクション処理環境で実行する
アプリケーションには、SYNCPOINT

TWOPHASE 接続設定を使用する必要が
あります。

説明: アプリケーションが、オプション SYNCPOINT

ONEPHASE または SYNCPOINT NONE でプリコンパ
イルされているか、または SYNCPOINT 接続設定が、
SET CLIENT API を使用して、上記のいずれかのオプ
ションに変更されました。 これらの設定は、トランザ
クション処理同期点コマンド (たとえば、CICS

SYNCPOINT) を実行するアプリケーションには無効で
す。 SYNCPOINT ONEPHASE が、デフォルト・プリコ
ンパイラー・オプションであることに注意してくださ
い。

ユーザーの処置: 解決策は以下のとおりです。

v プリコンパイラー・オプション SYNCPOINT

TWOPHASE を使用して、もう一度アプリケーション
をプリコンパイルしてください。

v 他の処理の前に、接続オプションを SYNCPOINT

TWOPHASE に設定するために、SET CLIENT API

が呼び出されるように、プログラムを変更してくださ
い。

sqlcode: -1247

sqlstate: 51025

SQL1248N データベース database-alias は、トランザ
クション・マネージャーに定義されていま
せん。

説明: トランザクション・マネージャーによってオープ
ンされていないデータベースのアクセスが試みられまし
た。 2 フェーズ・コミットに使用するには、データベ
ースがトランザクション・マネージャーに定義されてい
る必要があります。

ユーザーの処置: 分散トランザクション処理環境のトラ
ンザクション・マネージャーにリソース・マネージャー
として、データベースを定義してください。たとえば、
CICS 環境の場合、XAD ファイルにデータベースを追
加し、データベース別名を XAD 項目の XAOpen スト
リングに指定する必要があります。

sqlcode: -1248

sqlstate: 42705

SQL1249N DATALINK データ・タイプはサポートさ
れていません。 DATALINK データ・タ
イプの使用を回避するように、db-object

をドロップするか変更する必要がありま
す。

説明: db2ckupgrade コマンドは、データベース・アッ
プグレードの失敗の原因となる DATALINK データ・タ
イプの存在を識別しました。

DATALINK データ・タイプを使用するデータベース・
オブジェクトには、表、ビュー、関数、メソッド、特殊
タイプ、および構造化データ・タイプが含まれます。

ユーザーの処置: データベースのアップグレードを試み
る前に、DATALINK データ・タイプを参照する
db-object によって識別されるデータベース・オブジェク
トを除去または更新してください。

SQL1250N XML フィーチャーがインスタンスで使用
されているため、データベース・パーティ
ションは追加されません。

説明: データベース・マネージャーのインスタンスに
は、XML オブジェクト (データ・タイプ XML の列を
持つ表、XML スキーマ・リポジトリー・オブジェクト
など) が作成されたデータベースが少なくとも 1 つ作成
されています。XML オブジェクトがもう存在していな
い場合であっても、データベース・マネージャー・イン
スタンスは XML を使用したと見なされます。このよう
にしてデータベース・マネージャー・インスタンスが
XML を使用したとしていったん認識されると、そのイ
ンスタンスは複数のデータベース・パーティションを持
つことが許可されなくなります。データベース・パーテ
ィションを追加しようとすると、このエラーが戻されま
す。

ユーザーの処置: インスタンスの一部であるデータベー
スのいずれかがデータ・タイプ XML の列または XML

スキーマ・リポジトリー・オブジェクトを使用している
場合には、複数のデータベース・パーティションを持つ
インスタンスを設定するには別のインスタンスが必要に
なります。

インスタンスにあるデータベースに XML データの保管
を実際にしない場合には、インスタンスをクレンジング
して XML データへのすべての参照を除去する必要があ
ります。データ・タイプ XML の列および XML スキ
ーマ・リポジトリー・オブジェクトがもうない場合で
も、インスタンスおよびデータベースに標識がまだ存在
しています。インスタンスの XML 標識およびデータベ
ース・レベルの XML 標識を消去するための 2 つの方
法があります。
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1. XML 以外のデータをインスタンスにある既存のデー
タベースからエクスポートします。新しいデータベ
ースを持つ新しいインスタンスを作成します。新し
いインスタンスにあるデータベースにデータをイン
ポートします。

2. パスワードで保護されている db2pdcfg オプションを
使用して、インスタンス内の各データベースのデー
タベース構成内の XML 標識、およびインスタンス
のデータベース・マネージャー構成用の XML 標識
を変更します。これを行う前に、インスタンス内の
データベースにタイプ XML の列が含まれないこ
と、および各データベースの XML スキーマ・リポ
ジトリーが空であることはきわめて重要です。この
オプションを使用する際は、IBM サービスにお問い
合わせください。

SQL1251W ヒューリスティック照会に戻されるデータ
はありません。

説明: データベースに未確定トランザクションも、終了
して同期点処理に入るのを待っているトランザクション
もありません。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1252N CREATE PROCEDURE (ソース) ステー
トメントで指定されたソース・プロシージ
ャー source-procedure-name のデータ・ソ
ースに、複数のプロシージャーが発見され
ました。理由コード = reason-code。

説明: CREATE PROCEDURE (ソース) ステートメント
で指定されたソース・プロシージャー procedure-name

のデータ・ソースに、複数のプロシージャーが発見され
ました。可能性のある理由コードは、以下のとおりで
す。

1 同一のソース・プロシージャー名およびソー
ス・スキーマ名を持つ複数のソース・プロシー
ジャーがデータ・ソースにあります。

2 同一のソース・プロシージャー名、ソース・ス
キーマ名、および NUMBER OF

PARAMETERS を持つ複数のソース・プロシー
ジャーがデータ・ソースにあります。

3 同一のソース・プロシージャー名を持つ複数の
ソース・プロシージャーがデータ・ソースにあ
ります。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいたアクションは、
以下のとおりです。

1 CREATE PROCEDURE (ソース) ステートメン
トに NUMBER OF PARAMETERS を指定し、

データ・ソースでプロシージャーをユニークに
識別できるようにします。

2 CREATE PROCEDURE (ソース) ステートメン
トに UNIQUE ID を指定し、データ・ソース
でプロシージャーをユニークに識別できるよう
にします。

3 CREATE PROCEDURE (ソース) ステートメン
トに source-schema-name を指定し、データ・
ソースでプロシージャーをユニークに識別でき
るようにします。

sqlcode: -1252

sqlstate: 42725

SQL1253N 名前 source-procedure-name を持つソー
ス・プロシージャーはデータ・ソースで見
つかりませんでした。理由コード =

reason-code。

説明: CREATE PROCEDURE (ソース) ステートメント
で指定されたソース・プロシージャーは、データ・ソー
スで見つかりませんでした。可能性のある理由コード
は、以下のとおりです。

1 ソース・オブジェクト名に加えて NUMBER

OF PARAMETERS を指定しても、データ・ソ
ースのプロシージャーを識別しません。

2 ソース・オブジェクト名に加えて NUMBER

OF PARAMETERS および UNIQUE ID を指定
しても、データ・ソースのプロシージャーを識
別しません。

3 CREATE PROCEDURE (ソース) ステートメン
トで指定されたソース・パッケージ名は、デー
タ・ソースで見つかりません。

4 CREATE PROCEDURE (ソース) ステートメン
トで指定されたソース・パッケージ名は、デー
タ・ソースで無効としてマークされています。

5 ソース・オブジェクト名ではデータ・ソースの
プロシージャーを識別しません。

6 ソース・オブジェクト名は UNIQUE ID を指
定しますが、UNIQUE ID はデータ・ソースで
サポートされていません。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいたアクションは、
以下のとおりです。

1 指定された NUMBER OF PARAMETERS が正
しいことを確認してください。

2 指定された UNIQUE ID がデータ・ソースで
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有効であり、データ・ソースでプロシージャー
を識別することを確認してください。

3 指定されたソース・パッケージ名が正しいこと
を確認してください。

4 データ・ソースでパッケージ定義を訂正してく
ださい。

5 指定されたソース・オブジェクト名が正しいこ
とを確認してください。

6 UNIQUE ID 節を除去してください。

sqlcode: -1253

sqlstate: 42883

SQL1254N データ・タイプ data-type は、フェデレー
テッド・サーバーまたはデータ・ソース
server-name によりサポートされていませ
ん。そのデータ・タイプは、プロシージャ
ー procedure-name のパラメーター
parameter-name で使用されました。

説明: プロシージャーのために指定されたパラメーター
のデータ・タイプは、フェデレーテッド・サーバーまた
はアクセスされたデータ・ソースのいずれかでサポート
されていません。

ユーザーの処置: サポートされているデータ・タイプを
指定してプログラムを再サブミットしてください。

sqlcode: -1254

sqlstate: 428C5

SQL1255N プロシージャー procedure-name のために
指定されたオプション値 value は、ソー
ス・プロシージャーの対応するオプション
と一致しません。

説明: CREATE PROCEDURE (ソース) ステートメント
で指定された、SQL データ・アクセスの値 (NO

SQL、CONTAINS SQL、 READS SQL DATA、または
MODIFIES SQL DATA)、決定論 (DETERMINISTIC ま
たは NOT DETERMINISTIC)、または外部アクション
(EXTERNAL ACTION または NO EXTERNAL

ACTION) は、ソース・プロシージャーの対応するオプ
ションと一致しません。

ユーザーの処置: ソース・プロシージャーの対応するオ
プションと一致するようにオプション値を訂正してくだ
さい。

sqlcode: -1255

sqlstate: 428GS

SQL1256W データ・ソースにあるソース・プロシージ
ャー source-procedure-name のパッケージ
本体が見つからなかったか、無効です。

説明: フェデレーテッド・プロシージャーは正常に作成
されましたが、データ・ソースにあるソース・プロシー
ジャー procedure-name のパッケージ本体が見つからな
かったか、無効です。

ユーザーの処置: フェデレーテッド・プロシージャーを
呼び出す前に、ソース・プロシージャーのパッケージ本
体が有効であることを確認してください。

sqlcode: +1256

sqlstate: 0168A

SQL1257N 照会には、ニックネーム nickname 内の列
column-name を使用する述部が含まれてい
なければなりません。

説明: データ・ソースには、示された列を使用する述部
が必要です。述部が照会にないか、述部が照会にあるも
のの、照会のコンパイル中にデータ・ソース・ラッパー
が使用できないかのいずれかです。

ユーザーの処置: 必要な列が照会の述部で使用されない
場合、列を適切に使用する述部を追加してください。必
要な列が照会の述部にある場合、述部が有効になるよう
に照会を再構築してください。有効な述部は、データ・
ソースの資料にリストされています。

sqlcode: -1257

sqlstate: 429C0

SQL1258N SYSTOOLSPACE および
SYSTOOLSTMPSPACE 表スペースは、
IBMCATGROUP データベース・パーテ
ィション・グループに作成する必要があり
ます。

説明: SYSTOOLSPACE および SYSTOOLSTMPSPACE

表スペースを作成するために、それら表スペースを
IBMCATGROUP データベース・パーティション・グル
ープで定義する必要があります。

ユーザーの処置: CREATE TABLESPACE コマンドを
再サブミットして IN IBMCATGROUP 節を指定してく
ださい。

sqlcode: -1258

sqlstate: 560CJ
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SQL1259N データベース・パーティション
partition-list 上のデータベース db-name

に対する ARCHIVE LOG コマンドは、
SQLCODE SQLCODE のために失敗しま
した。

説明: データベース・パーティション partition-list 上
のデータベース db-name に対して ARCHIVE LOG コ
マンドを発行中に SQL エラーが発生しました。

ユーザーの処置: 「メッセージ解説書」の SQLCODE

でユーザー応答を参照し、ARCHIVE LOG コマンドを
もう一度実行してください。

SQL1260N データベース name は、ノード node-list

でのロールフォワード・リカバリー用に構
成されていません。

説明: 指定されたデータベースは指定されたノードで、
ロールフォワード・リカバリー用に構成されません。
",..." がノード・リストの終わりに表示されている場合、
ノードの完全なリストを見るには管理通知ログを調べて
ください。

データベースは指定のノードでロールフォワードされま
せん。

(注: パーティション・データベース・サーバーを使用し
ている場合、ノード番号は、エラーの発生しているノー
ドを示しています。そうでない場合、これは関係のない
ものなので無視してください。)

ユーザーの処置: 指定ノードでリカバリーが必要か確認
して、次にこのノードでデータベースの最新のバックア
ップ・バージョンをリストアしてください。

SQL1261N データベース name はノード node-list で
ロールフォワード・ペンディング状態では
ありません。そのためこのノードでロール
フォワードする必要はありません。

説明: 指定のデータベースは指定ノードでロールフォワ
ード・ペンディング状態にありません。この理由として
は、データベースがリストアされていないか、または
WITHOUT ROLLING FORWARD オプションを指定し
てリストアされたか、またはロールフォワード・リカバ
リーがこのノードで完了している可能性があります。

",..." がノード・リストの終わりに表示されている場合、
ノードの完全なリストを見るには管理通知ログを調べて
ください。

データベースはロールフォワードされません。

(注: パーティション・データベース・サーバーを使用し
ている場合、ノード番号は、エラーの発生しているノー
ドを示しています。そうでない場合、これは関係のない

ものなので無視してください。)

ユーザーの処置: 以下のことを実行してください。

1. 指定ノードでリカバリーが必要か確認してくださ
い。

2. このノードのデータベースのバックアップ・バージ
ョンをリストアしてください。

3. ROLLFORWARD DATABASE コマンドを発行して
ください。

SQL1262N データベース name のロールフォワード
に指定されたポイント・イン・タイムが無
効です。

説明: 停止ポイント・イン・タイム値に指定された
timestamp パラメーターが有効ではありません。
timestamp は ISO フォーマット (YYYY-MM-DD-

hh.mm.ss.<ssssss> で、YYYY は年、MM は月、DD は
日、hh は時、mm は分、ss は秒を表し、ssssss はオプ
ションでマイクロ秒を表します) で入力する必要があり
ます。

データベースはロールフォワードされません。

ユーザーの処置: timestamp が正しいフォーマットで入
力されていることを確認してください。

ROLLFORWARD DATABASE コマンドを発行する場合
は、2105 より大きい年を指定していないことを確認し
てください。

SQL1263N アーカイブ・ログ・ファイル logfile は、
データベース・パーティション
dbpartitionnum およびログ・ストリーム
log-stream-ID 上のデータベース
database-name に対して有効なログ・ファ
イルではありません。

説明: 指定のアーカイブ・ログ・ファイルが、指定され
たデータベース・パーティションのデータベース・ロ
グ・ディレクトリーまたはオーバーフロー・ログ・ディ
レクトリーで見つかりましたが、ファイルが無効でし
た。

ロールフォワード・リカバリー処理は停止します。

(注: パーティション・データベース・サーバーを使用し
ている場合、データベース・パーティション番号はエラ
ーの発生しているデータベース・パーティションを示し
ます。そうでない場合、この値は関係のないものなので
無視してください。)

ユーザーの処置: 正しいアーカイブ・ログ・ファイルを
判別するには、 QUERY STATUS オプションを付け
て、ROLLFORWARD DATABASE コマンドを発行して
ください。正しいアーカイブ・ログ・ファイルをデータ
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ベース・ログ・ディレクトリーに移すか、またはデータ
ベースが整合性のある状態の場合は、正しいアーカイ
ブ・ファイルを指すようにログ・パスを変更して、
ROLLFORWARD DATABASE コマンドを再発行してく
ださい。別の方法として、正しいアーカイブ・ファイル
を指しているオーバーフロー・ログ・パスを使用して、
コマンドを再発行してください。

SQL1264N アーカイブ・ログ・ファイル logfile は、
データベース・パーティション
dbpartitionnum およびログ・ストリーム
log-stream-ID 上のデータベース
database-name に属していません。

説明: 指定のアーカイブ・ログ・ファイルがログ・ディ
レクトリー、またはオーバーフロー・ログ・ディレクト
リーで見つかりましたが、指定されたデータベースには
属していません。

ロールフォワード・リカバリー処理は停止します。

(注: パーティション・データベース・サーバーを使用し
ている場合、データベース・パーティション番号はエラ
ーの発生しているデータベース・パーティションを示し
ます。そうでない場合、この値は関係のないものなので
無視してください。)

ユーザーの処置: データベースに属していない最初のア
ーカイブ・ログ・ファイルを判別するには、
ROLLFORWARD DATABASE コマンドに QUERY

STATUS オプションを指定して発行してください。ロー
ルフォワード・リカバリーを続行するには、次のように
します。

v オーバーフロー・ログ・パスを使用する場合、適切な
データベースに適用されており、適切なアーカイブ・
ファイルが含まれていることを確認します。

v オーバーフロー・ログ・パスを使用しない場合、適切
なアーカイブ・ログ・ファイルを見つけて、それらを
データベース・ログ・ディレクトリーにコピーしま
す。

ロールフォワード・リカバリーを停止するには、
ROLLFORWARD DATABASE...STOP コマンドを発行す
る前に以下のステップのいずれかを実行します。

v 無効なログ・ファイルをアクティブ・ログ・パスとア
ーカイブ・パス (オーバーフロー・パスを含む) から
削除します。

v アクティブ・ログ・パスとアーカイブ・パス (オーバ
ーフロー・パスを含む) の無効なログ・ファイルを適
正なログ・ファイルに置き換えます。

SQL1265N アーカイブ・ログ・ファイル logfile は、
データベース・パーティション
dbpartitionnum およびログ・ストリーム
log-stream-ID 上のデータベース
database-name の現行のログ・シーケンス
に関連付けられていません。

説明: ロールフォワード・リカバリーの場合は、ログ・
ファイルは正しい順序で処理される必要があります。ロ
グ・ファイルの順序は、リストアされたデータベース、
または処理されたログ・ファイルによって決定されま
す。さらに、表スペース・レベル・ロールフォワード・
リカバリーの場合は、ログ・ファイルが、データベース
の現在の状態に達した順序で処理される必要がありま
す。指定されたアーカイブ・ログ・ファイルは、指定デ
ータベース・パーティションのデータベースのログ・デ
ィレクトリーまたはオーバーフロー・ログ・パスで見つ
かりましたが、ログ・ファイルのログ・シーケンスが正
しくありませんでした。

ロールフォワード・リカバリー処理は停止します。

(注: パーティション・データベース・サーバーを使用し
ている場合、データベース・パーティション番号はエラ
ーの発生しているデータベース・パーティションを示し
ます。そうでない場合、この値は関係のないものなので
無視してください。)

ユーザーの処置: 正しいアーカイブ・ログ・ファイルを
判別するには、 QUERY STATUS オプションを付け
て、ROLLFORWARD DATABASE コマンドを発行して
ください。正しいアーカイブ・ログ・ファイルをデータ
ベース・ログ・ディレクトリーに移すか、またはデータ
ベースが整合性のある状態の場合は、正しいアーカイ
ブ・ファイルを指すようにログ・パスを変更して、
ROLLFORWARD DATABASE コマンドを再発行してく
ださい。別の方法として、正しいアーカイブ・ファイル
を指しているオーバーフロー・ログ・パスを使用して、
コマンドを再サブミットしてください。

SQL1266N 指定されたポイント・イン・タイム値が無
効であるため、ロールフォワード操作が失
敗しました。このロールフォワード操作
は、直前のロールフォワード操作の続きで
した。このロールフォワード操作に指定さ
れたポイント・イン・タイム値が、直前の
ロールフォワード操作に指定されたポイン
ト・イン・タイム値よりも前でした。デー
タベースまたは表スペース名:

database-or-table-space-name。直前のロー
ルフォワード操作に指定されたポイント・
イン・タイム値: timestamp。

説明: ロールフォワード操作が失敗するか、中断される
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か、STOP または COMPLETE オプションを指定してい
ないのに終了する場合、ROLLFORWARD コマンドまた
は db2Rollforward API を呼び出して再度ロールフォワ
ード操作を続行する必要があります。しかし、ロールフ
ォワードは、直前のロールフォワード操作に指定された
ポイント・イン・タイム値よりも前の時点には継続でき
ません。

このメッセージは、ロールフォワード操作が完了してい
ない直前のロールフォワード操作の続きであり、直前の
ロールフォーワード操作が、このロールフォワード操作
に指定されたポイント・イン・タイムよりも後の時点ま
でのであった場合に返されます。あるポイント・イン・
タイムまでのロールフォワード操作を継続する場合、新
しいロールフォワードは以下のいずれかでなければなり
ません。

v 同じポイント・イン・タイムへのロールフォワード

v それより後のポイント・イン・タイムへのロールフォ
ワード

v ログの終わりへのロールフォワード

このエラーは、データベースおよび表スペースの両方の
ロールフォワード操作で発生する場合があります。

このエラーが発生すると、ロールフォワード処理は停止
します。

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で、このエラー
に対応します。

v 有効なポイント・イン・タイム値を指定して、
ROLLFORWARD コマンドまたは db2Rollforward API

を再サブミットします。

v ログの終わりまでのロールフォワードを指定して、
ROLLFORWARD コマンドまたは db2Rollforward API

を再サブミットします。

v 以下のステップを実行して、バックアップ・イメージ
からリカバリーします。

1. バックアップ・イメージからデータベースまたは
表スペースのサブセットをリストアします。

2. ROLLFORWARD コマンドまたは db2Rollforward

API を再サブミットします。

SQL1267N システムが、現在の PATH で db2uexit

を見つけることができませんでした。

説明: ユーザー提供ファイル db2uexit が、現在の
PATH 環境変数に存在しないか、またはファイルが存在
しないために、見つかりませんでした。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: db2uexit へのパスを含むように、現在
の PATH 環境変数を更新するか、または db2uexit ファ

イルを作成して、必要に応じて、PATH 環境変数を更新
してください。

SQL1268N データベース・パーティション
dbpartitionnum およびログ・ストリーム
log-stream-ID 上のデータベース
database-name のログ・ファイル logfile

の取得中に、エラー error のためにロー
ルフォワード・リカバリー処理が停止しま
した。

説明: ロールフォワード処理が必須のログ・ファイルを
検索できません。このエラーは、バックアップ・イメー
ジのリストア先となるターゲット・システムが、ソー
ス・システムがトランザクション・ログをアーカイブす
るために使用する機能へのアクセス権がないときに返さ
れる場合があります。

(注: パーティション・データベース・サーバーを使用し
ている場合、データベース・パーティション番号はエラ
ーの発生しているデータベース・パーティションを示し
ます。そうでない場合、この値は関係のないものなので
無視してください。)

ユーザーの処置:

v 管理通知ログを調べることにより、ログのアーカイブ
が正しく実行されていることを確認します。エラーが
あれば訂正して、ロールフォワード・リカバリーを再
開します。

v データベースがユーザー出口プログラムへのログ・ア
ーカイブを使用するよう構成されている場合は、ユー
ザー出口診断ログを確認して、ユーザー出口プログラ
ムを実行中にエラーが発生したかどうかを判別しま
す。エラーを訂正して、ロールフォワード・リカバリ
ーを再開します。

v バックアップ・イメージのリストア先となるターゲッ
ト・システムが、トランザクション・ログのアーカイ
ブ用にソース・システムで使用される機能へのアクセ
ス権限を持っていることを確認します。適切な変更を
行ってから、ロールフォワード・リカバリーを再開し
ます。

SQL1269N 表スペース・レベル・ロールフォワード・
リカバリーがすでに実行中です。

説明: 表スペース・レベル・ロールフォワード・リカバ
リーの使用が試みられましたが、すでに実行されていま
す。一時点では、1 つのエージェントのみが、ロールフ
ォワード・リカバリーを実行することができます。

ユーザーの処置: 表スペース・レベル・ロールフォワー
ド・リカバリーが完了するまで待ってください。リカバ
リーが必要な表スペースがまだある場合は、もう一度表
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スペース・レベル・ロールフォワード・リカバリーを開
始してください。

SQL1270C LANG 環境変数が string にセットされて
います。この言語はサポートされていませ
ん。

説明: LANG 環境変数が、データベース・マネージャ
ーがサポートしていない言語に設定されています。処理
を継続できません。

ユーザーの処置: LANG 環境変数を、サポートされて
いる言語に設定してください。詳細については、「管理
ガイド」の「各国語サポート」付録を参照してくださ
い。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: NLS 情
報については、「フェデレーテッド・システム・ガイ
ド」を参照してください。

SQL1271W データベース name はリカバリーされま
したが、1 つ以上の表スペースがメンバー
またはノード node-list でオフラインで
す。

説明: このメッセージは、クラッシュ・リカバリー、デ
ータベース・レベル・ロールフォワード・リカバリー、
または表スペース・レベル・ロールフォワード・リカバ
リーの後に出力される場合があります。データベース・
レベル・ロールフォワード・リカバリーについて、デー
タベースは STOP オプションが指定されている場合使
用できます。指定されたメンバーまたはノードにある 1

つ以上の表スペースは使用できません。これは以下の場
合に発生します。

v 1 つ以上の表スペースがリカバリー中に入出力エラー
を受け取った。

v 1 つ以上の表スペースでリカバリーの後、ストレージ
定義が必要になる場合がある。

v 1 つ以上の表スペースが使用できず、ドロップしなけ
ればならない。

v 1 つ以上の表スペースがオフラインにされた。

v 表スペース・レベル・ロールフォワード・リカバリー
がすでに進行中である間に、追加の表スペースがリス
トアされた。

v データベースが以前に表スペースがロールフォワード
されたポイント・イン・タイムを過ぎてロールフォワ
ードされると、関連するすべての表スペースがリスト
ア・ペンディング状態になる。

オフライン状態の表スペースは、
MON_GET_TABLESPACE 表関数によって指定されたメ
ンバーまたはノード上で特定できます。DB2 pureCluster

環境以外の環境では、db2dart ユーティリティーも使用
できます。特定された表スペースについての詳細な情報
は管理通知ログに出力されます。

",..." がメンバーまたはノード・リストの終わりに表示さ
れている場合、メンバーまたはノードの完全なリストを
見るには管理通知ログを調べてください。

注: メンバーまたはノード番号は、DB2 pureCluster 環境
およびパーティション・データベース環境でのみ役立つ
情報を提供します。それ以外の場合は、この情報は無視
してください。

ユーザーの処置: 必要に応じて表スペースの修復あるい
はリストアを行いロールフォワード・リカバリーを実行
します。同じメッセージが発生する場合、表スペース・
レベル・ロールフォワード・リカバリーをオフラインで
実行してみてください。

SQL1272N データベース name に対する表スペー
ス・レベル・ロールフォワード・リカバリ
ーが、メンバーまたはノード node-list で
完了する前に停止しました。

説明: すべての修飾表スペースがロールフォワードされ
る前に、表スペース・レベル・ロールフォワード・リカ
バリーが指定メンバーまたはノードで停止しました。こ
れは、以下のいずれかによって発生した可能性がありま
す。

v トランザクション表がフルである。

v ロールフォワードされた表スペースのすべてが入出力
エラーを受け取った。

v ポイント・イン・タイム表スペース・レベルのロール
フォワードでロールフォワードされた表スペースのい
ずれかに入出力エラーが発生した。

v ポイント・イン・タイム表スペース・レベルのロール
フォワードでロールフォワードされた表スペースのい
ずれかに対して、変更を行ったアクティブなトランザ
クションを検出した。このトランザクションは未確定
トランザクションである場合があります。

v 表スペース・レベル・ロールフォワードが中断し、再
開する前にロールフォワードしていたすべての表スペ
ースが再度リストアされた場合にも発生する可能性が
あります。

v 表スペース・ロールフォワード状態情報が壊れている
か、または失われている。

",..." がメンバーまたはノード・リストの終わりに表示さ
れている場合、メンバーまたはノードの完全なリストを
見るには管理通知ログを調べてください。
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注: メンバーまたはノード番号は、DB2 pureCluster 環境
およびパーティション・データベース環境でのみ役立つ
情報を提供します。それ以外の場合は、この情報は無視
してください。

ユーザーの処置: 原因については、管理通知ログをチェ
ックしてください。原因にしたがって以下のいずれかを
行ってください。

v MON_GET_TABLESPACE 表関数を使用して、表スペ
ースが入出力エラーを受け取ったかを判別してくださ
い。表スペースが入出力エラーを受け取った場合、修
復します。

v トランザクション表がフルの場合、MAXAPPLS デー
タベース構成パラメーターを増やすか、あるいは表ス
ペース・レベル・ロールフォワードをオフラインで実
行してみてください。

v 原因がアクティブあるいは未確定のトランザクション
にある場合、トランザクションを完了してください。

v 前の表スペース・レベル・ロールフォワードを中断し
た後で、表スペースがリストアされた場合、前の表ス
ペース・レベル・ロールフォワードはこの時点で取り
消されます。次の表スペース・レベル・ロールフォワ
ード・コマンドが、ロールフォワード・ペンディング
状態の表スペースを調べます。

v ロールフォワード操作をキャンセルします。これで、
表スペースはリストア・ペンディング状態になりま
す。ROLLFORWARD コマンドを再発行する前に、表
スペース・レベルのバックアップ・イメージをリスト
アします。

表スペース・レベル・ロールフォワード・リカバリーを
再度実行してください。

SQL1273N ログ・ファイル log-file-name が欠落して
いるため、データベース database-name

のログを読み取る操作を続行できません。
データベース・パーティション
dbpartitionnum、ログ・ストリーム
log-stream-ID。

説明: 操作は、指定されたログ・ストリームのアーカイ
ブ、データベース・ログ・ディレクトリー、およびオー
バーフロー・ログ・ディレクトリーで、指定されたロ
グ・ファイルを検出できませんでした。ログを読み取る
操作は停止しました。この操作は、リカバリー操作、ロ
ールフォワード操作、db2ReadLog API の呼び出し、ま
たはトランザクション・ログへのアクセスを必要とする
他の操作でした。

操作がクラッシュ・リカバリーだった場合、データベー
スは不整合状態のままです。操作がロールフォワード操
作だった場合、この操作は停止し、データベースはロー

ルフォワード・ペンディング状態のままになっていま
す。

ユーザーの処置: 以下のアクションのいずれかを実行し
て、欠落しているログ・ファイルをリカバリーします。

v 指定されたログ・ファイルをデータベース・ログ・デ
ィレクトリーに移動し、操作を再開します。

v オーバーフロー・ログ・パスを指定できる場合は、オ
ーバーフロー・ログ・パスにログ・ファイルを含むパ
スを指定して、操作を再開します。

欠落したログ・ファイルを見つけることができない場
合、以下の特殊なケースのいずれかが適用されるかどう
か判別します。

v 操作がログ・シッピングによるスタンバイ・システム
の保守のための ROLLFORWARD DATABASE コマ
ンドである場合、このエラーが生じても正常である可
能性があります。これは、1 次サイトで使用可能なフ
ァイルの一部がスタンバイ・システムではまだ使用可
能になっていないことが原因です。スタンバイ・シス
テムを確実に最新の状態にしておくには、各ロールフ
ォワード操作後に QUERY STATUS オプションを指
定して ROLLFORWARD DATABASE コマンドを発
行することにより、ログの適用が適切に進行している
かを検査します。スタンバイ・システム上のロールフ
ォワード操作が長時間にわたって進行しない場合、欠
落が報告されたログ・ファイルがスタンバイ・システ
ム上で使用不可である理由を判別し、問題を修正しま
す。ARCHIVE LOG コマンドを使用して、現在 1 次
システム上でアクティブなログ・ファイルを切り捨
て、これがアーカイブおよびスタンバイ・システム上
で後に行うログの適用に適格になるようにすることが
できます。

v オンライン・バックアップ・イメージからのリストア
操作に続けて ROLLFORWARD DATABASE コマン
ドに TO END OF LOGS オプションを指定して発行
し、使用可能なログがこのバックアップ・イメージ内
に含まれているものしかない場合は、以下の 2 つの
シナリオが考えられます。

– シナリオ 1: バックアップ・イメージ内に含まれる
すべてのログ・ファイルがロールフォワード操作で
検出されている。それにもかかわらず、ロールフォ
ワード操作ではオリジナルのバックアップ操作の後
に更新されたログ・ファイルをさらに検索してい
る。この場合は、データベースを一貫性のある状態
にするため、ROLLFORWARD DATABASE コマン
ドに STOP オプションを指定して (TO END OF

LOGS オプションは指定せずに) 発行してくださ
い。将来このようなシナリオにならないようにする
には、END OF LOGS オプションではなく END

OF BACKUP オプションを使用します。これによ
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り、ロールフォワード操作ではバックアップを取っ
た後に更新されたログ・ファイルを検索しないよう
になります。

– シナリオ 2: バックアップ・イメージに含まれてい
る 1 つ以上のログ・ファイルがロールフォワード
操作で検出されない。データベースを一貫性のある
状態にするにはこれらのログ・ファイルが必要で
す。ROLLFORWARD DATABASE コマンドに
STOP オプションを指定して (TO END OF LOGS

オプションは指定せずに) 発行することにより、デ
ータベースを一貫性のある状態にしようとしても、
SQL1273N で失敗してしまいます。この場合は、
このセクションで前述した方法で、欠落したログ・
ファイルをリカバリーしてください。

欠落したログ・ファイルをリカバリーできない場合は次
のようにします。

v このときの操作が ROLLFORWARD DATABASE コ
マンドの場合、ROLLFORWARD DATABASE コマン
ドに STOP オプションを指定して (END OF LOGS

オプションおよび END OF BACKUP オプションは
どちらも指定せずに) 再発行することにより、データ
ベースを一貫性のある状態にします。この一貫性ポイ
ント (欠落したログ・ファイルの直前) が適切でない
場合は、データベースをリストアして欠落したログ・
ファイル以前の任意の時点にロールフォワードするこ
とができます。これを行うには、ROLLFORWARD

DATABASE コマンドに、より早期のタイム・スタン
プを指定します。

v 操作が ROLLFORWARD DATABASE コマンドで、
STOP または COMPLETE オプションを指定して
(END OF LOGS オプションおよび END OF

BACKUP オプションは指定しない) 実行した場合、
データベースを一貫性のある状態にするには欠落して
いるログ・ファイルが必要です。欠落したログ・ファ
イルがリカバリーできないので、リストアしてより早
期の (最小リカバリー時間より前でない) 特定の時点
にロールフォワードしなければなりません。

v 操作が、データ複製のための db2ReadLog または
db2ReadLogNoConn API の呼び出しである場合、複製
された表を再同期して、API が使用する現在の接続を
終了します。API が災害復旧サイトを保守するために
使用される場合、欠落しているログ・ファイルの最後
のタイム・スタンプより後に作成されたバックアッ
プ・イメージを、災害復旧サイトにリストアする必要
があります。このようにしないと、後続の API 呼び
出しは正常に完了できません。API が他の目的のため
に使用される場合、API が使用している接続を終了し
て、データベースを非アクティブにします。いずれの
場合でも、データベースへの新規接続を作成し、照会
アクションを指定して API を呼び出すことによって

スキャンを再実行します。API への次の呼び出しで
nextStartLRI を piStartLRI として使用します。

SQL1274N データベース name にロールフォワー
ド・リカバリーが必要であり、ポイント・
イン・タイムはログの最後に設定する必要
があります。

説明: データベースがロールフォワードされる必要があ
ります。データベース・レベル・ロールフォワード・リ
カバリーでは、ログの最後までのデータベース・レベ
ル・ロールフォワードがすでに進行中であるため、ポイ
ント・イン・タイムをログの最後に設定する必要があり
ます。ロールフォワードを継続するには、同じ停止時間
を指定しなければなりません。

以下の理由で、表スペース・レベル・ロールフォワー
ド・リカバリーの場合は、ポイント・イン・タイムをロ
グの最後に設定する必要があります。

v システム・カタログにはロールフォワード・リカバリ
ーが必要です。システム・カタログはいつも、他のす
べての表スペースと整合性を保つために、ログの最後
にロールフォワードする必要があります。

v ログの最後に、表スペース・レベル・ロールフォワー
ドがすでに進行中です。ロールフォワードを継続する
には、同じ停止時間を指定しなければなりません。

v 表スペース・レベルのロールフォワードに指定された
ポイント・イン・タイムは、データベースのログの終
了をすぎています。この時刻は誤っている可能性が非
常に高いです。これが、リカバリー停止時刻を意味す
る場合、 END OF LOGS オプションを指定して、コ
マンドを再サブミットしてください。

データベースはロールフォワードされません。

ユーザーの処置: ROLLFORWARD TO END OF LOGS

を指定して、ROLLFORWARD コマンドを再サブミット
してください。

SQL1275N ノード node-list のデータベース name に
は指定された時刻より後の情報が含まれる
ため、ロールフォワード・ユーティリティ
ーに渡される停止時刻は、タイム・スタン
プ timestamp 以降にする必要がありま
す。

説明: ロールフォワード・ユーティリティーに渡される
停止時刻は、指定ノードでバックアップが終了した時刻
以降でなければなりません。

",..." がノード・リストの終わりに表示されている場合、
ノードの完全なリストを見るには管理通知ログを調べて
ください。
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(注: パーティション・データベース・サーバーを使用し
ている場合、ノード番号は、エラーが発生したノードを
示しています。そうでない場合、これは関係のないもの
なので無視してください。)

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行します。

v 停止時刻を timestamp 以降にして、コマンドを再サブ
ミットしてください。時刻は CUT (Coordinated

Universal Time) で指定する必要があります。

v ノードに前のバックアップをリストアして、
ROLLFORWARD DATABASE コマンドを再発行しま
す。

SQL1276N データベース name は、ロールフォワー
ドが timestamp 以降のポイント・イン・
タイムを渡すまでは、ロールフォワード・
ペンディング状態を抜け出すことができま
せん。これは、ノード node-number に、
指定されたポイント・イン・タイムよりも
後の情報が含まれるためです。

説明: 呼び出し元のアクション
SQLUM_ROLLFWD_STOP、SQLUM_STOP、
SQLUM_ROLLFWD_COMPLETE、
SQLUM_COMPLETE を指定して、データベースあるい
は表スペースのサブセットについて、ロールフォワー
ド・ペンディング状態を解除させる要求が行なわれまし
た。ただし、ロールフォワードされたデータベースある
いは少なくとも表スペースのいずれか 1 つがオンライ
ンでバックアップされました。指定されたノードのオン
ライン・バックアップ・タイム・スタンプの終わりにデ
ータベースまたはすべての表スペースがロールフォワー
ドされるまで、この要求は実行できません。

このエラーは、要求されたリカバリーを実行するため
に、すべてのログ・ファイルが提供されているわけでは
ない場合にも発生します。

(注: パーティション・データベース・サーバーを使用し
ている場合、ノード番号は、エラーの発生しているノー
ドを示しています。そうでない場合、これは関係のない
ものなので無視してください。)

ユーザーの処置: ROLLFORWARD コマンドに指定さ
れた停止時刻が timestamp より小さい場合は、
timestamp 以降の停止時間で、コマンドを再サブミット
してください。

ログ・ファイルがすべて提供されていることを確認して
ください。 ROLLFORWARD QUERY STATUS コマン
ドは、どのログ・ファイルが次に処理されるかを示しま
す。ログ・ファイルの欠落に対する理由には、次のもの
があります。

v ログ・パスが変更となった。ファイルは、前のログ・
パスにあります。

v DB2 は、現在の LOGARCHMETH1 または
LOGARCHMETH2 データベース構成パラメーターに
よって反映されるアーカイブ・ロケーションからロ
グ・ファイルを検索しましたが、見つかりませんでし
た。

欠落ログ・ファイルが見つかった場合、これをログ・パ
スにコピーし、コマンドを再実行します。

SQL1277W リダイレクトされたリストア操作が実行中
です。表スペースのリストアの際には、リ
ストアされる表スペースのパスのみ再構成
できます。データベースのリストアの際に
は、ストレージ・グループのストレージ・
パスと DMS 表スペースのコンテナーを
再構成できます。

説明: リストア・ユーティリティーは、リストア中の各
表スペースが必要とするコンテナーが、現在システムで
アクセス可能であるかどうかをチェックします。アクセ
ス可能な場合は、コンテナーが存在しないと、リスト
ア・ユーティリティーがコンテナーを作成します。コン
テナーが作成できない場合、現在別の表スペースが使用
中の場合、または他の理由でアクセスできない場合は、
リストア操作を続ける前に、必要なコンテナーのリスト
を訂正する必要があります。

リダイレクトされたリストアにおいて、リストアされて
いる非自動ストレージ表スペースの各コンテナーの状態
は、「ストレージを定義してください」に設定されま
す。それによって、ストレージを再定義するのに、コン
テナーに対して SET TABLESPACE CONTAINERS コ
マンドまたは API を使用することができます。

自動ストレージを使用する表スペースの場合、コンテナ
ー・パスを再定義する唯一の方法は、特定のストレー
ジ・グループに対して SET STOGROUP PATHS コマン
ドを使用するか、RESTORE DATABASE コマンド発行
時に ON キーワードを使用して、すべてのストレー
ジ・グループ・パスを再定義することです。自動ストレ
ージ表スペースに対して、SET TABLESPACE

CONTAINERS コマンドまたは API を使用することは
できません。

ユーザーの処置: リストア中の各表スペースのコンテナ
ーのリストを判別するには、MON_GET_CONTAINER

表関数を使用してください。各表スペースの更新したリ
ストを指定するには、SET TABLESPACE

CONTAINERS コマンドまたは API を使用してくださ
い。この API により、このリストがコンテナーの初期
リスト (すなわち、後続のロールフォワードが、データ
ベース・ログに記録されている "コンテナーの追加" 処
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理を再実行します) か、または最終リスト (ロールフォ
ワード操作で "コンテナーの追加" 処理が再実行されま
せん) かを指定することができます。

コンテナーまたはストレージ・パスが読み取り専用の可
能性もあります。この場合、リストアを続行するために
必要なアクションは、コンテナーまたはストレージ・パ
スへの読み取り/書き込みアクセスの付与だけです。

データベース・リストアの際に特定のストレージ・グル
ープのパスを再構成するには、SET STOGROUP PATHS

コマンドを使用します。

リストア実行の準備ができたなら、CONTINUE キーワ
ードを指定した RESTORE DATABASE コマンドを発行
することにより、実際にリストアを実行してください。

SQL1279W いくつかの索引が再作成されていない可能
性があります。

説明: データベースの再始動中、または表再編成の後、
索引再作成中にエラーが発生しました。そのため、いく
つかの索引の再作成が正常に実行されなかった可能性が
あります。管理通知ログで詳細を参照できます。

データベースの再始動または Reorg 表は成功しまし
た。

ユーザーの処置: 管理通知ログを調べて索引が再作成で
きなかった理由を判別し、問題を訂正してください。表
が最初にアクセスされたときに、表の無効な索引が再作
成されます。

SQL1280N ロールフォワードに渡される停止時間は、
データベース name の timestamp 以前に
してください。これは、少なくとも 1 つ
の表スペースが、すでにこの時点までロー
ルフォワードされたためです。

説明: ポイント・イン・タイムに対するロールフォワー
ドで指定された表スペースの少なくとも 1 つが、以前
にすでにロールフォワードされています。これ以上ロー
ルフォワードを行うことはできません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行します。

v 停止時刻 timestamp を指定してコマンドを再実行して
ください。

v すべての表スペースを再度リストアし、 timestamp よ
り前の停止時刻を指定してコマンドを再実行してくだ
さい。

v 表スペースの、前のポイント・イン・タイムの表スペ
ース・ロールフォワードで行ったバックアップをリス
トアし、このポイント・イン・タイムと同一の停止ポ
イント・イン・タイムでコマンドを再実行してくださ
い。

時刻は CUT (Coordinated Universal Time) で指定する必
要があります。

SQL1281N パイプ pipe-name に障害が発生したため
に、データベース database-alias への接続
が切断されました。

説明: DB2 サーバーがパイプを壊したために、接続が
失われました。現在のトランザクションはロールフォワ
ードされました。

ユーザーの処置: 現在のコマンドを再サブミットしてく
ださい。エラーが続く場合は、技術サービス担当者に連
絡してください。

トレースがアクティブな場合は、オペレーティング・シ
ステムのコマンド・プロンプトから、独立トレース機能
を呼び出してください。技術サービス担当者に以下の情
報を報告してください。

必要な情報は以下のとおりです。

v 問題の説明

v SQLCODE またはメッセージ番号

v SQLCA の内容 (可能な場合)

v トレース・ファイル (可能な場合)

sqlcode: -1281

sqlstate: 40504

SQL1282N pipe-name 上のパイプ・インスタンスがす
べて使用中であるために、データベース
database-alias への接続が失敗しました。

説明: 接続が DB2 によって拒否されたので、Named

PIPE への接続が失敗しました。 Named PIPE で許され
る接続の数には制限があります。

ユーザーの処置: DB2 サーバーの接続制限を増やす
か、または Named PIPE を使用しているいくつかのア
プリケーションを終了させて、接続リソースを解放して
ください。

sqlcode: -1282

sqlstate: 08001

SQL1283N パイプ pipe-name が別の処理で使用中な
ので、データベース database-alias への接
続が失敗しました。

説明: Named PIPE の名前が、すでに別の処理によって
使用されています。 Named PIPE サポートは開始しま
せんでした。

ユーザーの処置: 環境変数 DB2PIPENAME を設定して
違う名前を選択するか、または Named PIPE を使用す
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る別のプログラムに異なるパイプ名を使用させます。

SQL1284N パイプ pipe-name が見つからないため
に、データベース database-alias への接続
が失敗しました。

説明: サーバーが Named PIPE サポートを開始してい
なかったか、またはサーバーが Named PIPE に対して
別の名前を使用しています。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーを始動し
て、Named PIPE サポートを開始してください。 Named

PIPE サポートが開始されている場合は、環境変数
DB2PIPENAME を同じ値に設定して、Named PIPE の名
前をクライアントとサーバーの間で同じにしてくださ
い。

sqlcode: -1284

sqlstate: 08001

SQL1285N パイプ pipe-name が無効なために、デー
タベース database-alias への接続が失敗し
ました。

説明: 環境変数 DB2PIPENAME によって設定された代
替パイプ名が無効です。

ユーザーの処置: 環境変数 DB2PIPENAME の値は、有
効なパイプ名でなければなりません。 パイプ名は 8 文
字を超えてはならず、通常のファイル名と同じ構文制約
にしたがう必要があります。

sqlcode: -1285

sqlstate: 08001

SQL1286N オペレーティング・システムが、パイプ
pipe-name のリソースを使い果たしたため
に、データベース database-alias への接続
が切断されます。

説明: オペレーティング・システムがリソース (スワッ
ピング・スペース、ディスク・スペース、ファイル・ハ
ンドル) を使い果たしたために、Named PIPE が失敗し
ました。現在のトランザクションはロールフォワードさ
れました。

ユーザーの処置: システム・リソースを解放して、もう
一度やり直してください。

sqlcode: -1286

sqlstate: 40504

SQL1287N Named PIPE pipe を検出できないため
に、インスタンス instance のアタッチが
正常に実行されていません。

説明: サーバーがその Named PIPE のサポートを開始
していないか、あるいはインスタンス名が正しくありま
せん。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーがそのサ
ーバーで始動していて、Named PIPE のサポートが開始
されていることを確認してください。インスタンス名が
正しいことを確認してください。

SQL1288N リモート・サーバーは、この操作をサポー
トしていません。

説明: リモート・サーバーは 64 ビットのプラットフォ
ームで実行されており、バージョン 7 (またはそれ以前)

の 32 ビットのクライアントからの非 SQL 要求をサポ
ートしていません。

ユーザーの処置: サポートされているクライアントから
この操作を実行してください。

SQL1289W function-name への引数をコード・ページ
from-code-page からコード・ページ
to-code-page に変換中に、1 つ以上の無効
文字が置換文字に置き換えられたか、また
は末尾部分のマルチバイト文字が結果から
省略されました。

説明: コード・ページ変換関数に渡された
function-name への入力に、入力コード・ページ
from-code-page では無効な文字であるバイト・シーケン
スが含まれています。無効なバイト・シーケンスはそれ
ぞれ、to-code-page への変換時に、置換文字に置き換え
られました。挿入された置換文字は、最終結果に含まれ
る場合もありますし、含まれない場合もあります。入力
の終わりに現れる無効なバイト・シーケンスは、置換文
字に置き換えられるのではなく、結果から除去されま
す。

ユーザーの処置: 変換されるデータに無効なバイト・シ
ーケンスが含まれていないか確認してください。

sqlcode: +1289

sqlstate: 01517

SQL1290N DFT_CLIENT_COMM データベース・マ
ネージャー構成パラメーター、または
DB2CLIENTCOMM 環境変数の値は無効
です。

説明: 正しくない値が指定されたか、または指定された
プロトコルが、ターゲット・データベースによってサポ
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ートされていません。許容される値は:

v UNIX プラットフォーム: TCPIP および APPC

v Windows: TCPIP、APPC (Windows 32 ビット専用)、
NETBIOS、および NPIPE

複数の値を指定する場合は、それらをコンマで区切る必
要があります。

このメッセージは、接続で呼び出された中間ノードから
返される場合があることに注意してください。 たとえ
ば、DB2 Connect ゲートウェイ経由で DRDA サーバー
に接続しようとしており、クライアント・ワークステー
ションがグローバル・ディレクトリー・サービスを使用
していない場合は、このメッセージが DB2 Connect ゲ
ートウェイから返される可能性があります。

ユーザーの処置: 値を訂正して、もう一度やり直してく
ださい。

sqlcode: -1290

sqlstate: 08001

SQL1291N ディレクトリー・サービス・エラーが検出
されました。サービス:

directory-services-type、API: API、関数:

function、エラー・コード: rc。

説明: ディレクトリー・サービス・サブシステムによっ
て、エラーが検出されました。詳細については、トーク
ンの値を参照してください。以下は、トークン値の説明
です。

directory-services-type

使用されたディレクトリー・サービスのタイ
プ。有効なトークンは、以下のとおりです。

v DCE

API

リストされたディレクトリー・サービスへのア
クセスに使用された、アプリケーション・プロ
グラミング・インターフェース。有効なトーク
ンは、以下のとおりです。

v XDS/XOM

function

エラー・コードを返したディレクトリー・サー
ビス・サブシステム関数の名前。

rc

示された関数から返されたエラー・コード。値
の意味は、使用している API によって異なり
ます。

ds_read などの XDS 関数の場合、戻りコード
の値は、DCE インクルード・ファイル xds.h

で見つかります。

om_get などの XOM 関数の場合、戻りコード
の値は、DCE 組み込みファイル xom.h で見つ
かります。

このメッセージは、接続で呼び出された中間ノードから
返される場合があることに注意してください。 たとえ
ば、DB2 Connect ゲートウェイ経由で DRDA サーバー
に接続しようとしており、クライアント・ワークステー
ションがグローバル・ディレクトリー・サービスを使用
していない場合は、このメッセージが DB2 Connect ゲ
ートウェイから返される可能性があります。

ユーザーの処置: 以下を確認してください。

v ディレクトリー・サービスを提供する製品が、正しく
インストールされ、作動可能になっていること。

v ディレクトリー・サービス提供者 (たとえば、DCE)

がログインを要求している場合は、ディレクトリー項
目にアクセスするための適切な許可を持って、ディレ
クトリー・サービスにログインしていること。

問題が続く場合は、システム管理者またはデータベース
管理者、もしくは両者に連絡し、提供されたトークンの
セットを使用して、問題の原因を判別してください。

sqlcode: -1291

sqlstate: 08001

SQL1292N データベースまたはデータベース・マネー
ジャー・インスタンスのグローバル名が無
効です。

説明: データベースまたはデータベース・マネージャ
ー・インスタンスのグローバル名には、NULL を使用す
ることはできず、255 文字を超えることもできません。
グローバル名前は "/.../" または "/.:/" で始まる必要があ
ります。

このメッセージは、接続で呼び出された中間ノードから
返される場合があることに注意してください。 たとえ
ば、DB2 Connect ゲートウェイ経由で DRDA サーバー
に接続しようとしており、クライアント・ワークステー
ションがグローバル・ディレクトリー・サービスを使用
していない場合は、このメッセージが DB2 Connect ゲ
ートウェイから返される可能性があります。

ユーザーの処置: グローバル名を訂正して、もう一度や
り直してください。
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SQL1293N グローバル・ディレクトリー項目で、エラ
ーが検出されました。エラー・コード:

error-code

説明: 使用しているグローバル・データベース・ディレ
クトリー項目のいずれかで、エラーが検出されました。
詳細は、以下のエラー・コードを参照してください。

1 データベース・オブジェクトに、認証情報が入
っていません。

2 データベース・オブジェクトとデータベース・
ロケーター・オブジェクトの両方に、通信プロ
トコル情報が入っていません。

10 項目がデータベース・オブジェクトではありま
せん。

11 データベース・オブジェクトの固有データベー
ス名が見つからないか、または長すぎるかのど
ちらかです。

12 データベース・オブジェクトのデータベース・
プロトコルが、見つからないか、または長すぎ
るかのどちらかです。

13 データベース・オブジェクトで、無効な認証情
報が見つかりました。

14 データベース・オブジェクトで、十分でない
か、または無効な通信プロトコル情報が見つか
りました。

15 データベース・ロケーター・オブジェクト名
が、データベース・オブジェクトにありませ
ん。

16 データベース・オブジェクトのデータベース・
ロケーター・オブジェクト名が無効です。

20 項目がデータベース・ロケーター・オブジェク
トではありません。

22 データベース・ロケーター・オブジェクトで、
十分でないか、または無効な通信プロトコル情
報が見つかりました。

30 項目がルーティング情報オブジェクトではあり
ません。

31 ターゲット・データベース情報が、ルーティン
グ情報オブジェクトで見つかりませんでした。

32 ルーティング情報オブジェクトのターゲット・
データベースの情報が不十分です。

33 適切なゲートウェイが、ルーティング情報オブ
ジェクトで見つかりませんでした。

34 ゲートウェイでの認証のためのフラグが無効で
す。

35 ゲートウェイのデータベース・ロケーター・オ
ブジェクト名が無効です。

36 ルーティング情報オブジェクトのターゲット・
データベース情報属性のデータベース名が、見
つからないか、または長すぎるかのどちらかで
す。

37 ルーティング情報オブジェクトのターゲット・
データベース情報属性のデータベース・プロト
コルが、見つからないか、または長すぎるかの
どちらかです。

DCE サブシステムが操作不能の場合、または DCE デ
ィレクトリー項目を読むための十分な特権を持っていな
い場合も、このメッセージが表示される場合があること
に注意してください。

このメッセージは、接続で呼び出された中間ノードから
返される場合があることに注意してください。 たとえ
ば、DB2 Connect ゲートウェイ経由で DRDA サーバー
に接続しようとしており、クライアント・ワークステー
ションがグローバル・ディレクトリー・サービスを使用
していない場合は、このメッセージが DB2 Connect ゲ
ートウェイから返される可能性があります。

ユーザーの処置: DCE サブシステムが操作可能で、デ
ィレクトリー項目を読むための適切な特権を持っている
ことを確認してください。問題が続く場合は、データベ
ース管理者に連絡して、ディレクトリー項目のエラーを
訂正してください。これらのディレクトリー・オブジェ
クトのフォーマットについては、「管理ガイド」を参照
してください。

sqlcode: -1293

sqlstate: 08001

SQL1294N グローバル・ディレクトリー・アクセスに
使用されているディレクトリー・パス名
が、指定されていないかまたは無効です。

説明: グローバル・ディレクトリー・サービスを使用す
るには、ディレクトリー・パス名を、 dir_path_name デ
ータベース・マネージャー構成パラメーター、または
DB2DIRPATHNAME 環境変数のどちらかに指定する必
要があります。 名前が指定されていないか、または指
定した名前が有効ではありません。

このメッセージは、接続で呼び出された中間ノードから
返される場合があることに注意してください。 たとえ
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ば、DB2 Connect ゲートウェイ経由で DRDA サーバー
に接続しようとしており、クライアント・ワークステー
ションがグローバル・ディレクトリー・サービスを使用
していない場合は、このメッセージが DB2 Connect ゲ
ートウェイから返される可能性があります。

ユーザーの処置: 正しい名前をデータベース管理者に尋
ね、正しい名前を指定して、もう一度やり直してくださ
い。

sqlcode: -1294

sqlstate: 08001

SQL1295N グローバル・ディレクトリー・アクセスに
使用されているルーティング情報オブジェ
クト名が、指定されていないかまたは無効
です。

説明: このクライアントに対してネイティブではないデ
ータベース・プロトコルを使用して、リモート・データ
ベースにアクセスするグローバル・ディレクトリー・サ
ービスを使用するには、ルーティング情報オブジェクト
の名前を、 route_obj_name データベース・マネージャ
ー構成パラメーター、または DB2ROUTE 環境変数に指
定する必要があります。 名前が指定されていないか、
または指定した名前が有効ではありません。

このメッセージは、接続で呼び出された中間ノードから
返される場合があることに注意してください。 たとえ
ば、DB2 Connect ゲートウェイ経由で DRDA サーバー
に接続しようとしており、クライアント・ワークステー
ションがグローバル・ディレクトリー・サービスを使用
していない場合は、このメッセージが DB2 Connect ゲ
ートウェイから返される可能性があります。

ユーザーの処置: 正しいオブジェクト名をデータベース
管理者に尋ね、正しい名前を指定して、もう一度やり直
してください。

sqlcode: -1295

sqlstate: 08001

SQL1296N DIR_TYPE パラメーターが NONE でな
い場合は、データベース・マネージャー構
成パラメーターである
DIR_PATH_NAME および
DIR_OBJ_NAME パラメーターに、有効
な値を指定しなければなりません。

説明: これらのパラメーターには相互関係があります。
DIR_TYPE の値が NONE の場合は、他の 2 つの値は
無視されます。 DIR_TYPE の値が NONE でない場合
は、他の 2 つとも、有効な値を持っている必要があり
ます。 DIR_TYPE が NONE でない場合は、以下の規
則が適用されます。

1. DIR_PATH_NAME と DIR_OBJ_NAME の値は、
NULL (またはブランク) にすることはできません。

2. DIR_TYPE の値が DCE の場合は、
DIR_PATH_NAME の値を、引用符で囲まれた特殊な
DCE ストリングである "/.../" または "/.:/" で始める
必要があります。

ユーザーの処置: DIR_TYPE の値を変更する場合は、
最初に、DIR_PATH_NAME と DIR_OBJ_NAME パラメ
ーターに有効な値が指定されていることを確認してくだ
さい。 DIR_PATH_NAME または DIR_OBJ_NAME パ
ラメーターをブランクにする場合は、最初に、
DIR_TYPE を NONE に設定してください。

SQL1297N このコマンドは、このプラットフォームで
は現在サポートされていません。

説明: このコマンドで要求された関数は、このプラット
フォームではサポートされていません。

ユーザーの処置: このコマンドを使用しないでくださ
い。

SQL1300N カタログ・ステートメント内に無効な
DCE プリンシパル名があります。

説明: カタログ・データベース操作中の DCE プリンシ
パル名が無効です。 DCE プリンシパル名には次の条件
があります。

v AUTHENTICATION が DCE として指定されている
場合、プリンシパル名はカタログ・ステートメントに
含まれる必要があります。

v AUTHENTICATION が DCE として指定されていな
い場合、プリンシパル名はカタログ・ステートメント
に含みません。

v プリンシパル名の最大長は 1024 バイトです。

ユーザーの処置: リストされた条件をプリンシパル名が
満たしていることを確認し、カタログ・コマンドを再実
行してください。

SQL1301N サーバーの DCE キータブ・ファイルに
アクセス中にエラーが発生しました。

説明: サーバーの DCE キータブ・ファイルにアクセス
中にエラーが発生しました。キータブ・ファイルを有効
にするには、次の条件が満たされている必要がありま
す。

v 存在するサーバーのキータブ・ファイルの名前が
keytab.db2 であり、 sqllib/security ディレクトリーに
あること。

v キータブ・ファイルには単一項目しかないこと。

ユーザーの処置: DCE が開始済みであることを確認し
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てください。次に、キータブ・ファイルが存在するこ
と、単一項目を含んでいること (rgy_edit で) をチェッ
クしてください。操作を再試行してください。

SQL1302N DB2 許可 ID に対する DCE プリンシパ
ルのマッピング・エラー。理由コード:

reason-code

説明: DB2 許可 ID に DCE プリンシパル・エレメン
トをマッピングする時にエラーが発生しました。以下の
理由コードを参照してください。

1

DB2 許可 ID のマッピングに対して DCE ユ
ーザーが欠落しているか無効である。

2

2. DB2 許可 ID のマッピングに対して DCE

グループが欠落しているか無効である。

ユーザーの処置: DCE プリンシパル・エレメントに
は、DB2 許可 ID に対する ERA マッピングが必要で
す。欠落している項目を DCE レジストリーに追加し、
操作を再試行します。

sqlcode: -1302

sqlstate: 08001

SQL1303N セキュリティー・デーモンは再始動できま
せん。

説明: エージェントとセキュリティー・デーモンとの間
の通信が切断されたか、あるいはセキュリティー・デー
モンが異常終了した後に、セキュリティー・デーモンを
再始動できません。データベース・マネージャーとのす
べての新しい接続は拒否され、認証は不可能です。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーを停止し
て再始動します。 db2start コマンドが失敗した場合、そ
の SQLCODE のユーザー応答にしたがってください。

sqlcode: -1303

sqlstate: 58004

SQL1304N TCP/IP のセキュリティー・タイプ
SOCKS は無効です。

説明: Catalog Node コマンドの TCP/IP プロトコル構
造中の TCP/IP セキュリティー・タイプ SOCKS が、認
証タイプ DCE で無効です。

ユーザーの処置: セキュリティー・タイプ SOCKS を
指定した TCP/IP プロトコルと、認証タイプ DCE の組
み合わせを使用していないことを確認してください。

sqlcode: -1304

sqlstate: 08001

SQL1305N 内部 DCE エラーが発生しました。

説明: 内部 DCE エラーで DB2 プロセスが失敗しまし
た。

ユーザーの処置: DCE が開始済みであることを確認し
てください。問題が続く場合、サービス担当者に連絡し
てください。

sqlcode: -1305

sqlstate: 58004

SQL1306N 無効なパラメーターがセキュリティー監査
機能の呼び出し中に指定されました。理由
コード: reason-code。

説明: セキュリティー監査 API のパラメーターの 1

つが正しくありません。理由:

1 無効な監査オプションの指定。

2 構成/記述 sqleaucfg 構造に無効なポインター。

3 無効な構成/記述パラメーター・トークン。

4 無効な構成/記述パラメーター値。値は正しくな
いか、またはパラメーターの有効範囲外です。

5 構成/記述パラメーターに無効なカウント指定。

6 構成/記述パラメーターに割り振られた長さが不
十分。

7 sqleauextract 構造の抽出に無効なポインター。

8 抽出パラメーター・トークンが無効。

9 抽出パラメーター値が無効。値は正しくない
か、または有効範囲外です。

10 抽出パラメーターに無効なカウント指定。

11 抽出パラメーターに無効な長さ。

12 アーカイブ・パラメーター値が無効です。値は
正しくないか、または有効範囲外です。

13 パスが無効です。パスの長さが有効な範囲外で
す。

14 相対パスの使用はサポートされていません。

ユーザーの処置: システム管理者は、それぞれの理由に
応じて特定の処理を取ってください。

1 sqlutil.h 組み込みファイルを参照して、監査
API 呼び出しに正しいオプション値を与えてく
ださい。

2 構成/記述構造に有効なポインターが与えられて
いるかチェックしてください。
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3 sqleaucfg パラメーター・トークンの監査機能参
照セクションを調べることによって、正しいパ
ラメーターが指定されます。

4 監査機能参照で有効な値を調べて、パラメータ
ー値を訂正してください。

5 可変長パラメーターに正しいカウントを指定
し、該当する長さを割り振り/初期化してくださ
い。

6 SQLCA で返されたエラー・トークンに基づい
て、構成/記述パラメーターに割り振られた長さ
を訂正してください。

7 抽出構造に有効なポインターが与えられている
かチェックしてください。

8 sqleauextract パラメーター・トークンの監査機
能参照セクションを調べることによって、正し
いパラメーターが指定されます。

9 監査機能参照で有効な値を調べて、パラメータ
ー値を訂正してください。

10 可変長パラメーターに正しいカウントを指定
し、該当する長さを割り振り/初期化してくださ
い。

11 SQLCA で返されたエラー・トークンに基づい
て、抽出パラメーターに割り振られた長さを訂
正してください。

12 監査機能参照で有効な値を調べて、パラメータ
ー値またはパラメーター長を訂正してくださ
い。

13 サポートされる範囲内の長さを持つパスを指定
してください。

14 絶対パスを指定してください。

SQL1307N セキュリティー監査機能の呼び出し中にエ
ラーが発生しました。理由コード:

reason-code。

説明: セキュリティー監査 API の呼び出しによってエ
ラーが発生しました。理由:

1. 監査が開始済み。

2. 監査がすでに停止している。

3. 監査構成ファイルに無効なチェックサム。

4. デフォルトまたはユーザーが提供する監査パス名が
長すぎる。

5. 監査構成ファイルを更新できない。ファイル・シス
テムがいっぱいであるか、書き込みを許可しないか
のどちらかです。

6. 構成ファイルが検出できない。ファイル、またはフ
ァイルを含むディレクトリーのどちらかが存在しま
せん。

7. 抽出ファイルが検出できない。

8. 抽出中の監査レコードの形式が無効。ファイルは破
壊されました。

9. ファイルが存在しません。

10. ファイル許可が原因でファイルへのアクセスが拒否
されました。

11. アクティブな監査ログがすでにアーカイブされてい
るため、新規のイベントをそのログに記録すること
ができません。

12. ディスク・スペースがありません (ディスクが満杯
です)。

13. 抽出またはアーカイブ中にファイル入出力エラーが
発生しました。

14. アクティブな監査ログ・ファイルで抽出を実行でき
ません。

ユーザーの処置: システム管理者は、それぞれの理由に
応じて特定の処理を取ってください。

1. アクションは不要です。

2. アクションは不要です。

3. バックアップから構成ファイルをリストアするか、
または'audit reset' コマンドを発行してください。

4. ファイル名の長さが限度内の、異なる監査パス名を
選択してください。

5. ファイル許可が正しくない場合、所有者によって書
き込みが許されるように設定してください。ファイ
ル・システムがいっぱいの時は、続行する前にフリ
ー・スペースを作成してください。

6. 監査構成ファイルが欠落している場合、バックアッ
プからリストアするか、またはファイルをデフォル
トに初期化するために 'reset' コマンドを発行してく
ださい。ディレクトリーが欠落している場合、バッ
クアップからリストアするか、またはデータベー
ス・マネージャーのインスタンスを再作成してくだ
さい。

7. 指定されたパスにファイルが存在するかどうか検証
してください。ファイルが欠落している場合、使用
できるならバックアップからリストアしてくださ
い。

8. 監査ログ・ファイルが破壊された可能性が最も高い
です。他の監査ログ・ファイルで問題が持続する場
合は、DB2 サービスに通知してください。

9. アーカイブするアクティブ・ログ・ファイルまたは
抽出するアーカイブ・ログ・ファイルが、指定され
たパスに存在するかどうか確認してください。
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10. ファイル・システム内のファイル許可を訂正してく
ださい。

11. アーカイブされた監査ログ・ファイルが、アクティ
ブな監査ログ・ファイルに名前変更されました。ア
クティブな監査ログ・ファイルを、アーカイブされ
た監査ログ・ファイルに名前変更しなおす必要があ
ります。

12. 使用できる十分なディスク・スペースがあることを
確認してください。

13. 詳細については db2diag ログ・ファイルを調べてく
ださい。

14. アーカイブされた監査ログ・ファイルで抽出を実行
する必要があります。アクティブな監査ログ・ファ
イルを抽出する前にアーカイブしてください。

SQL1308W 監査抽出機能は処理を完了しました。
num-records レコードが抽出されました。

説明: セキュリティー監査抽出機能は処理を正常に完了
し、指定された数のレコードを抽出しました。

ユーザーの処置: ゼロのレコードが抽出された場合、ユ
ーザーは抽出ファイルに抽出パス名が含まれているか、
そして抽出パラメーターが正確であるか検証してくださ
い。

SQL1309N サーバー・プリンシパル名が無効です。

説明: データベース・カタログのステートメントで指定
されたサーバー・プリンシパル名は、DCE 登録に存在
しません。 このため、DCE チケットは DB2 サーバー
で取得できません。

ユーザーの処置: データベース・カタログ項目のプリン
シパル名が DB2 サーバーで使用されている DCE プリ
ンシパルに対応していることを確認してください。プリ
ンシパル名を完全に修飾することが必要である可能性が
あります。

sqlcode: -1309

sqlstate: 08001

SQL1310N データベース接続サービス・ディレクトリ
ーのアクセス中に、データベース接続サー
ビス・ディレクトリー・サービスが失敗し
ました。

説明: データベース接続サービス・ディレクトリー・フ
ァイルのアクセス中にファイル・エラーが発生したため
に、データベース接続サービス・ディレクトリー・サー
ビスが失敗しました。

関数は処理されません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行した後で、関数
を再実行してください。

v データベース接続サービス・ディレクトリーに項目を
追加する場合は、ディレクトリー・ファイルが大きく
なっても十分なスペースがあることを確認してくださ
い。

v 他の並行して実行されているプログラムが、ファイル
にアクセスしていないことを確認してください。

v ディレクトリー・ファイルが壊れていないことを確認
してください。リカバリー不能の場合は、消去してか
ら再作成するか、またはバックアップ・バージョンか
らリストアする必要があります。

SQL1311N データベース接続サービス・ディレクトリ
ーが見つかりません。

説明: ディレクトリーが見つかりません。ディレクトリ
ーが削除された可能性があります。

関数は処理されません。

ユーザーの処置: CATALOG DCS DATABASE コマン
ドを使用して、データベース接続サービス・ディレクト
リーに項目を追加するか、またはディレクトリーをバッ
クアップ・バージョンからリストアしてください。

SQL1312W データベース接続サービス・ディレクトリ
ーが空です。

説明: データベース接続サービス・ディレクトリーの内
容の読み取りが試みられましたが、項目が存在しませ
ん。

処理を続行しますが、項目を使用する後続のコマンドは
処理されません。

ユーザーの処置: Catalog DCS Database コマンドを使
用して、ディレクトリーに項目を追加するか、または項
目を含むバックアップ・バージョンからリストアしてく
ださい。

SQL1313N データベース接続サービス・ディレクトリ
ーがいっぱいです。

説明: ディレクトリーがすでに最大サイズに達している
ので、項目をデータベース接続サービス・ディレクトリ
ーに追加できません。

関数は処理されません。

ユーザーの処置: 項目を追加する前に、ディレクトリー
から項目を 1 つ以上削除してください。
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SQL1314N データベース接続サービス・ディレクトリ
ーの項目パラメーターのアドレスが無効で
す。

説明: アプリケーション・プログラムが、このパラメー
ターに無効なアドレスを使用しました。そのアドレスが
割り振られていないバッファーを指しているか、または
必須入力を含むための十分なバッファーがありません。

関数は処理されません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムが必要
なバッファー域を割り振っていることを確認して、コマ
ンドを再サブミットしてください。

SQL1315N ローカル・データベース名が無効です。

説明: ローカル・データベース名に無効な文字が指定さ
れました。すべての文字は、データベース・マネージャ
ーの基本文字セットの文字でなければなりません。

関数は処理されません。

ユーザーの処置: ローカル・データベース名に使用され
ている文字が、データベース・マネージャー基本文字セ
ットの文字であることを確認して、コマンドを再サブミ
ットしてください。

SQL1316N データベース接続サービス・ディレクトリ
ーに、指定されたローカル・データベース
名の項目が見つかりませんでした。

説明: データベース接続サービス・ディレクトリーに、
入力されたローカル・データベース名に対応する項目が
見つからないために、データベース接続サービス・ディ
レクトリー・サービスが失敗しました。

関数は処理されません。

ユーザーの処置: ローカル・データベース名が正しいこ
とを確認して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL1317N ローカル・データベース名が、すでにデー
タベース接続サービス・ディレクトリーに
存在します。

説明: ローカル・データベース名の項目がすでにディレ
クトリーに存在するために、項目がディレクトリー追加
できませんでした。

関数は処理されません。

ユーザーの処置: ユニークなローカル・データベース名
を指定するか、または既存の項目を削除して新しい項目
を追加してください。

SQL1318N パラメーター 1 の入力構造内のエレメン
ト name の長さが無効です。

説明: データベース接続サービス・ディレクトリー項目
構造の長さの値はゼロ以上か、またはエレメントが持つ
最大長以下でなければなりません。

関数は処理されません。

ユーザーの処置: ディレクトリー項目構造のエレメント
を指定する場合は、関連した長さがエレメントのバイト
数を表している必要があります。そうでない場合は、長
さの値はゼロでなければなりません。すべてのディレク
トリー項目構造エレメントが、コマンドに必要な指定と
長さを持っていることを確認して、コマンドを再サブミ
ットしてください。

SQL1319N データベース接続サービス・ディレクトリ
ーの項目が集められていません。

説明: ディレクトリーの全項目をコピーする要求を受信
しましたが、事前に項目を集める要求を受信しなかった
か、または事前に項目を集める要求が失敗しました。

関数は処理されません。

ユーザーの処置: ディレクトリーをオープンする要求を
出して、項目を集めてください。次に、このコマンドを
再サブミットしてください。

SQL1320N データベース接続サービス・ディレクトリ
ーには、現在アクセスできません。

説明: データベース接続サービス・ディレクトリーにア
クセスする要求が失敗しました。データベース接続サー
ビス・ディレクトリーへの接続は、要求したアクセスの
タイプとディレクトリーの現在のアクティビティーによ
って異なります。ディレクトリーを更新する要求の場合
は、ディレクトリーがアクティブであってはなりませ
ん。要求がディレクトリーの読み取りの場合は、ディレ
クトリーが更新されていなければ、アクセスが許可され
ます。

関数は処理されません。

ユーザーの処置: 現在のアクティビティーが完了するの
を待って、コマンドを再サブミットしてください。

SQL1321N ディレクトリー項目構造に指定された構造
ID が無効です。

説明: ディレクトリー項目構造が受け取った構造 ID

が、認識できる値を持っていません。

関数は処理されません。

ユーザーの処置: ディレクトリー項目構造に渡した構造
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ID の値が有効であることを確認して、コマンドを再サ
ブミットしてください。

SQL1322N 監査ログ・ファイルに書き込み中にエラー
が発生しました。

説明: DB2 監査機能は、監査記録に監査イベントを記
録するために呼び出されたときに、エラーが発生しまし
た。監査ログが含まれているファイル・システムにはス
ペースがありません。このファイル・システムでスペー
スを空けるか、または監査ログを整理してサイズを縮小
してください。

スペースがさら使用できるときは、db2audit を使用して
メモリーのデータを取り除いて、記録権限を作動可能状
態にリセットしてください。ログの整理を実行する前
に、適切な抽出が実行されたこと、およびログのコピー
が作成されていることを確認してください。削除された
記録はリカバリーできません。

ユーザーの処置: 監査機能がロギングを再開するには、
システム管理者が必要な修正をする必要があります。

sqlcode: -1322

sqlstate: 58030

SQL1323N 監査構成ファイルにアクセス中にエラーが
発生しました。

説明: db2audit.cfg を開けなかったのか、または無効で
した。以下の理由が考えられます。

v db2audit.cfg ファイルが存在していないか、または損
傷を受けています。以下のいずれかのアクションを実
行してください。

– ファイルの保管されたバージョンからリストアして
ください。

– db2audit 実行可能プログラムからリセット・コマン
ドを実行して、監査機能構成ファイルをリセットし
てください。

ユーザーの処置: この問題を解決するには、システム管
理者が適切なアクションを行わなければなりません。

sqlcode: -1323

sqlstate: 57019

SQL1324N ニックネーム列 schema.name.columnから
データを変換中にエラーが発生しました。
理由コード: reason-code。値: value。

説明: データをリモート・ソースとの間で転送している
間に、データ変換問題が発生しました。以下の理由が考
えられます。

1 数値が範囲外です。

2 数値構文エラーです。

3 Base 64 デコード・エラーです。

4 Hexbin デコード・エラーです。

ユーザーの処置: リモート・タイプとローカル・タイプ
の間のデータ・タイプ・マッピングを調べてください。
さらに、リモート・システムが有効なデータを戻すこと
を確認してください。

SQL1325N リモート・データベース環境は、コマンド
またはコマンド・オプションのいずれもサ
ポートしていません。

説明: DB2 ワークステーション・データベース固有の
コマンドまたはコマンド・オプションを、DB2 Connect

またはフェデレーテッド・サーバーを通してホスト・デ
ータベースに対して発行しようとしました。以下のコマ
ンドが DB2 (MVS* 版)、DB2 (OS/400* 版)、または
SQL/DS* データベースに対して発行されると、このエ
ラーが発生します。

v OPSTAT(操作状況の把握)

v GETAA(管理者許可の入手)

v GETTA(表許可の入手)

v PREREORG(表再編成の準備)

v REORG(再編成関数の呼び出し)

v RQSVPT/ENSVPT/RLBSVPT(サブトランザクション要
求)

v RUNSTATS(統計の実行)

v COMPOUND SQL ATOMIC STATIC (ATOMIC コン
パウンド SQL)

v ACTIVATE DATABASE

v DEACTIVATE DATABASE

同様に、以下のコマンドでも、間違ったオプションによ
りこのエラーが発生します。

v IMPORT (表のインポート) ファイル・タイプは
IXF、コミット・カウントは 0 (オフライン・インポ
ートの場合) または automatic 以外 (オンライン・イ
ンポートの場合)、 Action String (たとえば
"REPLACE into ...") の最初の語は INSERT でなけれ
ばなりません。

v EXPORT (表のエクスポート) ファイル・タイプは
IXF でなければなりません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ホスト・データベースに対して DB2

Connect またはフェデレーテッド・サーバーを通してこ
のコマンドを発行しないでください。
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SQL1326N ファイルまたはディレクトリー name に
アクセスできません。

説明: ファイルまたはディレクトリー name が、ファ
イル許可が間違っているか、またはファイル・パスが違
っている、あるいはディレクトリーまたはパスに十分な
スペースがないためアクセスできません。

クラスター・マネージャーを使用している場合、DB2

データベース・マネージャーが指定のパスをクラスタ
ー・マネージャー構成に追加することを失敗したとき
に、このエラーが戻されることがあります。クラスタ
ー・マネージャーからのエラー・メッセージは、db2diag

ログ・ファイルに記録されます。

ユーザーの処置: コマンドに指定されたパスまたはファ
イル名が有効なこと、およびそのパスまたはファイル名
にアクセスする適切な許可を持っていてそのファイルが
含まれるだけの十分なスペースがあることを確認してく
ださい。問題を訂正して、コマンドを再サブミットして
ください。問題が解決しない場合は、システム管理者に
問い合わせてください。

クラスター・マネージャーを使用している場合、問題を
訂正してコマンドを再サブミットしてください。

v db2diag ログ・ファイルを見て、クラスター・マネー
ジャーからのエラー・メッセージがあるかどうかを調
べます。

v db2diag ログ・ファイル内のクラスター・マネージャ
ー・エラー・メッセージに応答することにより、DB2

データベース・マネージャーがパスをクラスター・マ
ネージャー構成に追加することを妨げていた基本的な
問題を訂正します。

v コマンドを再サブミットしてください。

SQL1327N 暗黙接続に失敗しました。 database-name

は、有効なデータベース名ではありませ
ん。

説明: 暗黙接続の実行に失敗しました。 DB2DBDFT

環境変数により指定されたデータベース別名の構文が、
有効ではありません。データベース名は 1 から 8 バイ
トで、すべての文字はデータベース・マネージャー基本
文字セットから使用する必要があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: DB2DBDFT 環境変数で指定したデー
タベース別名を修正して、コマンドをサブミットしてく
ださい。コマンド行プロセッサーを使用している場合
は、コマンドを再発行する前に、"db2 terminate" を発行
する必要があります。暗黙接続を実行したくない場合
は、DB2DBDFT 環境変数を取り除いてください。

sqlcode: -1327

sqlstate: 2E000

SQL1328N 暗黙接続に失敗しました。データベース別
名またはデータベース名 name が、ロー
カル・データベース・ディレクトリーに見
つかりませんでした。

説明: 暗黙接続の実行に失敗しました。 DB2DBDFT

環境変数によって指定されたデータベース名が、既存の
データベースではありません。データベースが、データ
ベース・ディレクトリーの中に見つかりませんでした。

コマンドは処理されません。

分散作業単位内で発行された CONNECT RESET 要求
は、デフォルト・データベースに対する暗黙接続を試み
ます。これが、このエラーの理由になる場合がありま
す。

ユーザーの処置:

v DB2DBDFT 環境変数で指定したデータベース別名を
修正して、コマンドをサブミットしてください。

v 意図したアクションが、分散作業単位環境での処理中
に接続を除去することである場合は、 CONNECT

RESET ステートメントを、DISCONNECT または
RELEASE ステートメントで置き換えることを考慮し
てください。

v コマンド行プロセッサーを使用している場合は、コマ
ンドを再発行する前に、"db2 terminate" を発行する必
要があります。

v 暗黙接続を実行したくない場合は、DB2DBDFT 環境
変数を取り除いてください。

sqlcode: -1328

sqlstate: 42705

SQL1329N コマンドに指定された解決済みパスが長す
ぎます。

説明: コマンドに指定された解決パスが、データベー
ス・マネージャーがサポートする最大長を超えていま
す。解決後のパスの長さが 215 文字を超えてはなりま
せん。 Create Database、Catalog Database、スキャンの
ための Open Database Directory、change database

comment コマンドの実行中は、データベース・マネージ
ャー・インスタンス名が指定されたパスの最後に追加さ
れます。

ユーザーの処置: 完全に解決された絶対または相対パス
名が、データベース・マネージャー・インスタンス名を
含めて、 215 文字を超えていないことを確認してくだ
さい。パスを訂正して、コマンドを再実行してくださ
い。
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SQL1330N 記号宛先名 name が無効です。

説明: Catalog Node コマンドの CPIC プロトコル構造
の記号宛先名が、指定されていないか、または許された
長さを超えています。 名前は、1 から 8 バイトの長さ
でなければなりません。

ユーザーの処置: 記号宛先名が指定されており、その長
さが 8 バイトを超えていないことを確認してくださ
い。有効な記号宛先名を使用して、コマンドを再サブミ
ットしてください。

SQL1331N CPIC セキュリティー・タイプ type が無
効です。

説明: Catalog Node コマンドの CPIC プロトコル構造
に指定された CPIC セキュリティー・タイプが無効で
す。セキュリティー・タイプは、LU 6.2 アーキテクチ
ャーの指定にしたがって、データベース・クライアント
がパートナー LU との対話を割り振るときに含まれるセ
キュリティー情報を指定します。セキュリティー・タイ
プの正しい値は、以下のとおりです。

SQL_CPIC_SECURITY_NONE

アクセス・セキュリティー情報は含まれませ
ん。

注: これは、フェデレーテッド・サーバーを使
用している場合はサポートされません。DB2

Connect が使用されていれば、認証タイプが
DCE、KERBEROS、または
SERVER_ENCRYPT の場合のみサポートされ
ます。

SQL_CPIC_SECURITY_SAME

ユーザー ID が、それがすでにチェック済みで
あることを示す標識とともに含まれます。認証
タイプ SERVER が DB2 Connect またはフェ
デレーテッド・サーバーで使用されている場
合、あるいは認証タイプが
DCE、KERBEROS、または
SERVER_ENCRYPT である場合、これはサポ
ートされません。

SQL_CPIC_SECURITY_PROGRAM

ユーザー ID とパスワードの両方が含まれま
す。認証タイプ CLIENT が DB2 Connect で使
用されている場合、あるいは認証タイプが
DCE、KERBEROS、または
SERVER_ENCRYPT である場合、これはサポ
ートされません。

ユーザーの処置: セキュリティー・タイプを、このメッ
セージにリストされたタイプのいずれかに設定し、コマ
ンドを再実行してください。

sqlcode: -1331

sqlstate: 08001

SQL1332N ホスト名 name が無効です。

説明: Catalog Node コマンドの TCP/IP プロトコル構
造のホスト名が、指定されていないか、または許された
長さを超えています。 名前は 1 から 255 文字の長さ
でなければならず、すべてブランクは使用できません。

ユーザーの処置: ホスト名が指定されており、それが
255 文字より長くないことを確認してください。有効な
ホスト名を使用して、コマンドを再サブミットしてくだ
さい。

SQL1333N サービス名 name が無効です。

説明: Catalog Node コマンドの TCP/IP プロトコル構
造のサービス名が、指定されていないか、または許され
た長さを超えています。 名前は 1 から 14 文字の長さ
でなければならず、すべてブランクは使用できません。

ユーザーの処置: サービス名が指定されており、それが
14 文字より長くないことを確認してください。有効な
サービス名を使用して、コマンドを再サブミットしてく
ださい。

SQL1334N データベース・サーバーまたは DB2

Connect サーバーを使用して、リモート
要求をこの構成の 2 番目のデータベー
ス・サーバーにルーティングすることはで
きません。

説明: サポートされていない組み合わせのクライアント
とターゲット・データベース・サーバーを使用するデー
タベース・サーバー・ノードまたは DB2 Connect サー
バー・ノードを経由して要求をルーティングしようとし
たか、LUW データベース・サーバーまたは DB2

Connect サーバーを経由して非 LUW DRDA クライア
ントから DRDA ターゲット・データベースに要求をル
ーティングしようとしました。要求は、クライアントか
ら、ターゲット・データベースが実行されているノード
に対して直接ルーティングする必要があります。

ユーザーの処置: クライアント・マシンでデータベース
をアンカタログした後で、データベースが実際に常駐す
るノードを指定して、データベースをカタログしてくだ
さい。ノードもカタログされていることを確認してくだ
さい。
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SQL1335N アプリケーション・リクエスター名が無効
です。

説明: アプリケーション・リクエスター名が指定されま
したが、その中に無効な文字が含まれています。すべて
の文字は、データベース・マネージャーの基本文字セッ
トの文字でなければなりません。

ユーザーの処置: アプリケーション・リクエスター名に
使用されている文字が、データベース・マネージャー基
本文字セットから使用されていることを確認して、コマ
ンドを再実行してください。

SQL1336N リモート・ホスト hostname が見つかりま
せんでした。

説明: システムが、リモート・ホストのアドレスを解決
できません。可能性のある理由は、以下のとおりです。

v TCP/IP ノードのカタログ時に、間違った hostname

の値が指定されました。

v 正しい hostname が指定されましたが、このクライア
ント・ノードにアクセス可能な TCP/IP ネーム・サー
バーのどれにも、あるいはクライアントのホスト・フ
ァイルにも、定義されていません。

v 接続しようとしたときに、hostname が定義されてい
る TCP/IP ネーム・サーバーが使用できませんでし
た。

v TCP/IP が実行されていません。

v リモート・ホストが CATALOG TCPIP6 NODE コマ
ンドを使用してこのクライアントにカタログされまし
た。ただし、リモート・ホストは IPv6 をサポートし
ません。

ユーザーの処置: TCP/IP が実行されており、TCP/IP ノ
ードをカタログするときに指定した hostname が正し
く、アクセス可能なネーム・サーバーまたはローカル・
ホスト・ファイルに定義されていることを確認してくだ
さい。

リモート・ホストが CATALOG TCPIP6 NODE コマン
ドを使用してこのクライアントにカタログされたもの
の、リモート・ホストが IPv6 をサポートしない場合に
は、(1) まず UNCATALOG コマンドを使用し、(2) 次
に CATALOG TCPIP NODE コマンドを使用して再カタ
ログしてください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: リモー
ト・ホストが SYSCAT.SERVERS ビューに正しくカタ
ログされていることを確認してください。

sqlcode: -1336

sqlstate: 08001、08508

SQL1337N サービス service-name が見つかりません
でした。

説明: システムが、service-name に関連するポート番号
を解決できませんでした。可能性のある理由は、以下の
とおりです。

v TCP/IP ノードがカタログされたときに、正しくない
service-name の値が指定されました。

v 正しい service-name が指定されましたが、クライア
ントのサービス・ファイルに定義されていませんでし
た。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

ユーザーの処置: TCP/IP ノードのカタログにおいて指
定されたサービス名が正しい名前で、ローカル・サービ
ス・ファイルに定義されていることを確認してくださ
い。

フェデレーテッド・システム・ユーザーは、名前がデー
タ・ソースのサービス・ファイルに定義されていること
も確認する必要があります。

SQL1338N 記号宛先名 symbolic-destination-name が見
つかりませんでした。

説明: システムが、指定された symbolic-destination-

name に関連するサイド情報を見つけることができませ
ん。可能性のある理由は、以下のとおりです。

v CPIC NODE がカタログされたときに、正しくない
symbolic-destination-name が指定されました。

v 記号宛先名とその関連するサイド情報が、SNA 通信
サブシステムに定義されていません。

v SNA 通信サブシステムは開始されていません。

ユーザーの処置: CPIC ノードをカタログするときに指
定した symbolic-destination-name が正しい名前であり、
それがローカル SNA 通信サブシステムに定義されてい
ることを確認してください。

SNA 通信サブシステムが開始されていない場合は、開
始してください。

SQL1339N n SQL エラーが、非 ATOMIC コンパウ
ンド SQL ステートメントの実行で検出
され、識別は error1 error2 error3 error4

error5 error6 error7 です。

説明: コンパウンド SQL ステートメントの 1 つ以上
の SQL サブステートメントが、SQL エラー (負の戻り
コード) になりました。

エラー・トークンは CLI/ODBC アプリケーションには
返されません。 CLI/ODBC アプリケーションは、
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SQLGetDiagRec、SQLGetDiagField、または SQLError

APIs を使用してそれぞれのエラーについての詳細を取
得できます。

ユーザーの処置: 提供されるエラー識別情報を調べてく
ださい。 <n> <errorX> のトークンが埋められ、7 が最
大です。各 <errorX> が SQL ステートメント・エラー
を表します。これらのエラーは、見つかった順序でリス
トされます。メッセージ・テキストが形式化されていな
い場合、この情報は「SQLERRMC」フィールドの 2 番
目で後続するトークンで見つけることができます (トー
クンは 1 バイトの 16 進数値 0xFF で区切られていま
す)。

各 <errorX> は PPPSSSSS の形式で、意味は以下のとお
りです。

PPP PPP は、コンパウンド SQL ブロック内のエラ
ーの原因となったステートメントの位置を表
し、左寄せされています。たとえば、最初のス
テートメントが失敗した場合、このフィールド
には番号 1 ("1 ") が含まれます。

SSSSS 失敗したステートメントの SQLSTATE です。

SQLCA 自体を調べることにより、詳細な情報を見つけ
ることができます。 3 番目の「SQLERRD」フィールド
にはコンパウンド SQL ステートメントにより影響を受
けた行の番号が入り、 4 番目の「SQLERRD」フィール
ドには成功した最後のステートメントの位置が入り、 5

番目の「SQLERRD」フィールドには、IBM データ・サ
ーバー・クライアント/DB2 サーバーおよび SQL/DS デ
ータベースがアクセスされたときに、参照整合により影
響を受けた行の番号が入り、 6 番目の「SQLERRD」フ
ィールドには失敗した (負の SQLCODES が返された)

ステートメントの番号が入ります。

sqlcode: -1339

sqlstate: 56091

SQL1340N ファイル・サーバー fileserver が見つかり
ませんでした。

説明: システムが、指定されたファイル・サーバーをネ
ットワークで見つけることができませんでした。可能性
のある理由は、以下のとおりです。

v IPX/SPX ノードがカタログされたときに、正しくない
fileserver 名が指定されていました。

v 正しい fileserver 名が指定されていましたが、接続時
に、ファイル・サーバーを使用できませんでした。

ユーザーの処置: IPX/SPX ノードをカタログするとき
に指定した fileserver 名が正しく、ファイル・サーバー

がネットワーク上で使用できることを確認してくださ
い。

SQL1341N ワークステーション名を、クライアント・
データベース・マネージャーの構成ファイ
ルに指定してください。

説明: ワークステーション名が、クライアント・データ
ベース・マネージャー構成ファイルに指定されていませ
ん。 NetBIOS を使用してサーバーと通信を行う場合
は、ワークステーション名を指定する必要があります。

ユーザーの処置: クライアント・データベース・マネー
ジャー構成ファイルにワークステーション名を指定して
ください。

SQL1342N ファイル・サーバー名 name は存在しな
いか、または無効です。

説明: コマンド/API に指定されたファイル・サーバー
名がないか、または無効です。

ユーザーの処置: ファイル・サーバー名が指定されてお
り、名前に無効な文字が含まれておらず、 48 文字より
長くないことを確認してください。有効なファイル・サ
ーバー名を使用して、コマンド/API を再サブミットし
てください。

SQL1343N オブジェクト名 name がないか、または
無効です。

説明: コマンド/API に指定されているオブジェクト名
がないか、または無効です。

ユーザーの処置: オブジェクト名が指定されており、名
前に無効な文字が含まれておらず、 48 文字より長くな
いことを確認してください。有効なオブジェクト名を使
用して、コマンド/API を再サブミットしてください。

SQL1344N システム・カタログの中に孤立行が検出さ
れました。データベース・アップグレード
を試みる前に、技術サービス担当者に連絡
してください。

説明: 1 つ以上のシステム・カタログの中に孤立行が含
まれているため、データベース・アップグレードが失敗
する可能性があります。

ユーザーの処置: サービス担当者に連絡してください。
この問題が解決するまでは、データベース・アップグレ
ードを試みないでください。

SQL1340N • SQL1344N

270 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



SQL1345N クラスター・マネージャー・エラーのため
に、実行が失敗しました。このエラーは、
後続の SQL ステートメントの正常な実
行には影響しません。

説明: 現在の環境コマンドまたは SQL ステートメント
の正常な処理を妨げるクラスター・マネージャー・エラ
ーが発生しました。実行時にエラーが発生しました。

コマンドまたはステートメントは処理できません。現在
のトランザクションはロールバックされず、アプリケー
ションはデータベースに接続されたままです。

ユーザーの処置: メッセージ番号を記録してください。
可能であれば、SQLCA からすべてのエラー情報を記録
してください。 db2diag ログ・ファイルにあるクラスタ
ー・マネージャーの戻りコードに基づいて必要な訂正ア
クションを試行し、コマンドまたは SQL ステートメン
トを再サブミットしてください。

必要な情報は以下のとおりです。

v 問題の説明

v SQLCODE と理由コード

v SQLCA の内容 (可能な場合)

v トレース・ファイル (可能な場合)

sqlcode: -1345

sqlstate: 58038

SQL1348W 表スペースのサイズを小さくすることがで
きませんでした。

説明: 表スペースの高水準点を超えるフリー・スペース
が存在しないため、表スペースのサイズを減らすことが
できませんでした。

ユーザーの処置: 表または索引の再編成操作を実行する
と高水準点以下のスペースを解放できるようになること
があり、その場合は、後続の ALTER TABLESPACE ...

REDUCE ステートメントを使用して表スペースのサイ
ズを小さくすることができます。

sqlcode: +1348

sqlstate: 0168J

SQL1349W 外部 NOT FENCED ルーチンおよび/ま
たはユーザー定義ラッパーが、db2ckmig

によって、またはデータベース・マイグレ
ーション中に検出されました。データベー
ス・マイグレーション中に、DB2 エンジ
ン・ライブラリーとの従属関係を持たない
外部 NOT FENCED ルーチンはすべて、
FENCED および NOT THREADSAFE

に変更されます。さらに、すべてのユーザ
ー定義ラッパーの DB2_FENCED オプシ
ョンが、Y に変更されます。影響を受け
るルーチンのリストについては、
generated-file を参照してください。

説明: DB2 バージョン 9.5 以降、データベース・マネ
ージャーはマルチスレッド対応になっていますが、
Linux および UNIX プラットフォームではマルチプロ
セスです。マルチスレッド・データベース・マネージャ
ーで NOT FENCED および NOT THREADSAFE 外部
ルーチンを実行すると、正しくない結果が出たり、デー
タベース破壊、またはデータベース・マネージャーの異
常終了が発生したりする可能性があります。その結果、
すべての NOT FENCED ルーチンは THREADSAFE で
なければなりません。

同様に、マルチスレッド・データベース・マネージャー
で NOT FENCED であるユーザー定義ラッパーを使用
すると、正しくない結果が出たり、データベース破壊、
またはデータベース・マネージャーの異常終了が発生し
たりする可能性があります。そのため、NOT FENCED

であるユーザー定義ラッパーは、すべてスレッド・セー
フでなければなりません。

データベースのマイグレーション中に、DB2 エンジ
ン・ライブラリーとの従属関係を持たないすべての外部
NOT FENCED ルーチンは、スレッド・セーフでないコ
ードを実行した結果として発生する問題を避けるため
に、FENCED および NOT THREADSAFE に変更され
ます。同様に、データベース・マイグレーション中に、
すべてのユーザー定義ラッパーについて DB2_FENCED

オプションが Y に設定されます。

db2ckmig の実行中に、DB2 エンジン・ライブラリーと
の従属関係を持たない外部 NOT FENCED ルーチンが
検出されます。これらのルーチンは、データベースのマ
イグレーション中に FENCED および NOT

THREADSAFE に変更されます。影響を受けるすべての
外部 NOT FENCED ルーチンのリストを含む、ファイ
ル generated-file が生成されます。さらに、db2ckmig の
実行時に、ユーザー定義ラッパーが検出され、データベ
ースのマイグレーション中に DB2_FENCED オプション
が Y に変更されます。

影響を受けるすべての外部 NOT FENCED ルーチンの
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リストとユーザー定義ラッパーを含む、ファイル
generated-file が生成されます。

ユーザーの処置: データベースをマイグレーションする
際には、影響を受けるすべてのルーチンおよびユーザー
定義ラッパーが、NOT FENCED および THREADSAFE

として安全に実行できることを確認してください。確認
した後、それらを NOT FENCED および
THREADSAFE に変更することができます。ファイル
generated-file は、すべてのルーチンとおよびユーザー定
義ラッパーを NOT FENCED に変更するために実行で
きる CLP スクリプトです。このファイルを、実行すべ
き ALTER ステートメントだけを含めるように変更し、
データベースがマイグレーションされた後で CLP スク
リプトを実行してください。

db2ckmig の実行時に、データベースのマイグレーショ
ン前に、生成ファイル generated-file でリストされた影
響を受けるルーチンを FENCEDおよび NOT

THREADSAFE モードに変更すること、また、ユーザー
定義ラッパーの DB2_FENCED オプションを Y に変更
することを選択できます。

SQL1350N アプリケーションが、この要求を処理する
ための正しい状態ではありません。理由コ
ード = rc。

説明: 対応する rc:

01 アプリケーションは現在 SQL を処理してお
り、要求されたユーティリティー・コマンドを
処理できません。

02 バックアップ要求が進行中です。バックアップ
が完了する前に、さらに要求が必要であること
を示す警告が、初期ユーティリティー呼び出し
から返されました。

03 リストア要求が進行中です。リストアが完了す
る前に、さらに要求が必要であることを示す警
告が、初期ユーティリティー呼び出しから返さ
れました。

04 ロールフォワード要求が進行中です。ロールフ
ォワードが完了する前に、さらに要求が必要で
あることを示す警告が、初期ユーティリティー
呼び出しから返されました。

05 ロード要求が進行中です。ロードが完了する前
に、さらに要求が必要であることを示す警告
が、初期ユーティリティー呼び出しから返され
ました。

07 フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合:

アプリケーションは、SQL ステートメントを
実行した後でこのコマンドを処理することはで
きません。

ユーザーの処置: 対応する rc:

01 このコマンドを再発行する前に、作業単位を完
了 (COMMIT または ROLLBACK を使用) し
てください。

02-05 進行中のユーティリティーの完了に必要な呼び
出しを行なった後で、このコマンドを再発行し
てください。

07 フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合:

アプリケーションは、データベース・マネージ
ャーとの接続を確立した後、他のどの SQL ス
テートメントよりも前に、このコマンドを発行
する必要があります。

SQL1351C FCM チャネルは使用できません。

説明: FCM チャネルは使用できません。最大値に達し
ているため、FCM は自動的にチャネルの数を増加でき
ません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 他の処理がこのリソースをいくらか解
放した後に、この要求を再試行してください。

エラーが持続する場合、データベース・マネージャー構
成ファイルで指定された FCM チャネル
(fcm_num_channels) 数を増やし、要求を再試行してくだ
さい。

sqlcode: -1351

sqlstate: 57011

SQL1352N トランザクション中に、トラステッド接続
は再利用できません。

説明: 接続がトランザクション中であるため、接続を再
利用しようとしましたが失敗しました。現在接続は未接
続状態です。

ユーザーの処置: 接続の再利用を試行する前に、コミッ
トまたはロールバックを必ず実行してください。

SQL1353N 列 column-name の列オプションは透過
DDL ステートメント内では無効です。理
由コード = reason-code。

説明: 透過 DDL ステートメントはデータ・ソースに
オブジェクトを作成しました。フェデレーテッド・サー
バーで作成されたオブジェクト用に指定できる列オプシ
ョンは、透過 DDL ステートメント経由ではサポートさ
れていません。列 column-name に指定した列オプショ
ンは、reason-code によって次のように表されます。

1. lob-options
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2. unique-constraint、referential-constraint、または
check-constraint

3. default-clause

4. generated-column-spec (default-clause は含まない)

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 無効なオプションを除去するか置き換
えてください。

sqlcode: -1353

sqlstate: 428GO

SQL1354N ルーチン routine-name 内の SQL 変数
は、少し前に行われたコミットまたはロー
ルバック操作のために、参照に使用できま
せん。

説明: ルーチン routine-name の実行中にデータ・タイ
プが XML の SQL 変数または SQL パラメーターの参
照が試みられましたが、少し前のコミットまたはロール
バック操作によってその値が使用できなくなったため、
参照できません。

コミットまたはロールバック操作が行われた後で先に新
しい値を割り当てずにデータ・タイプ XML の変数また
はパラメーターを SQL プロシージャーで参照すること
はサポートされません。

ユーザーの処置: エラーが発生しないようにするには、
以下の 1 つ以上を行ってください。

v コミットまたはロールバック操作を、データ・タイプ
XML の SQL 変数または SQL パラメーターを参照
する SQL ステートメントの後に移動する。

v コミットまたはロールバック操作の後のデータ・タイ
プ XML の SQL 変数または SQL パラメーターの参
照を除去する。

v コミットまたはロールバック操作の後の SQL ステー
トメントで参照されるデータ・タイプ XML の SQL

変数または SQL パラメーターに値を割り当てる。

v デッドロックやシステム障害のような状態の結果とし
てロールバックが暗黙的に行われた場合は、トランザ
クションを再試行する。

sqlcode: -1354

sqlstate: 560CE

SQL1355N アラート構成設定値の検索時に指定した 1

つ以上の値が無効です。理由コード:

reason-code

説明: 理由コード reason-code に示されている理由のた
め、アラート構成設定値の検索時に指定した 1 つ以上

の値が無効です。可能性のある理由コードは、以下のと
おりです。

1 指定したオブジェクト・タイプが無効です。

2 指定した構成レベルが無効です。

3 データベース名が指定されていないため、特定
のデータベースに対するアラート構成の検索要
求が失敗しました。

4 データベース名またはオブジェクト名のいずれ
かが指定されていないため、特定のオブジェク
トに対するアラート構成の検索要求が失敗しま
した。

5 指定したオブジェクトのオブジェクト・タイプ
が一致しません。

6 オブジェクトは指定されましたが、オブジェク
ト・レベル設定が要求されませんでした。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1 データベース・マネージャーのアラート構成設
定値を検索するにはオブジェクト・タイプ
DBM を、データベースについて検索する場合
は DB を、表スペースについて検索する場合
は TS を、表スペース・コンテナーについて検
索する場合はTSC を指定します。

2 オブジェクト・タイプが DBM の場合、インス
トール・デフォルト設定値を検索するには構成
レベル D を、インスタンス・レベル設定値を
検索するには G または O を指定します。オ
ブジェクト・タイプが DBM ではない場合、イ
ンストール・デフォルト設定値を検索するには
構成レベル D を、グローバル・レベル設定値
を検索するには G を、オブジェクト・レベル
設定値を検索するには O を指定します。

3 データベース名を指定します。

4 データベース名とオブジェクト名の両方が指定
されていることを確認します。

5 指定したオブジェクトのオブジェクト・タイプ
が一致していることを確認してください。

6 オブジェクト名は、オブジェクト・レベル設定
値を検索する場合にのみ指定します。

要求を再サブミットしてください。

sqlcode: -1355

sqlstate: 560CD
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SQL1356N データ・パーティションを表 tablename

からデタッチすることはできません。

説明: ALTER TABLE ... DETACH PARTITION ステ
ートメントを処理できません。データ・パーティション
は同じ作業単位 (UOW) 内で接続されているため、表に
はペンディング中の変更処理があります。

ユーザーの処置: パーティションをデタッチする前に、
ペンディング中の ATTACH トランザクションに対して
COMMIT または ROLLBACK を実行してください。

SQL1357N 指定されたデータ・タイプが、データ・ソ
ースからのデータ・タイプ・マッピング用
のローカル・データ・タイプとして無効で
す。理由コード = reason-code。ローカ
ル・タイプを指定されたデータ・タイプに
変更することはできません。

説明: 指定されたデータ・タイプが無効なタイプ・マッ
ピングであるか、サポートされないデータ・タイプで
す。

ユーザーの処置: reason-code は、取るべきアクション
を示します。

1. 指定されたローカル・データ・タイプは、データ・
ソースからマップされているデータ・タイプと互換
性がありません。データ・ソースのデータ・タイプ
と互換性のあるデータ・タイプを指定してくださ
い。

2. 指定されたデータ・タイプは組み込みデータ・タイ
プではありません。適切な組み込みデータ・タイプ
を指定してください。

3. ラッパーがデータ・タイプ・マッピングをサポート
していません。ラッパーによってサポートされるデ
ータ・タイプを指定してください。

sqlcode: -1357

sqlstate: 42815

SQL1358N 重複したカーソルはオープンできません。

説明: このネスト・レベルで最初のインスタンスがオー
プンされてから、このカーソルの 65533 を超えるイン
スタンスがオープンされました。

ユーザーの処置: このネスト・レベルにあるこのカーソ
ルのインスタンスをすべてクローズしてください。

sqlcode: -1358

sqlstate: 54064

SQL1359N トラステッド・コンテキストのユーザー切
り替え要求の処理は、割り込みにより取り
消されました。

説明: ユーザー切り替え処理中に割り込み要求を受け取
りました。ユーザー切り替え要求は完了しておらず、接
続は未接続状態になっています。

ユーザーの処置: アプリケーションを続行してくださ
い。有効なユーザー切り替え要求を発行するか、または
この接続を終了して新規接続を確立することで、接続を
まず接続済み状態に戻す必要があります。

sqlcode: -1359

sqlstate: 51018

SQL1360N 現在の処理は割り込み不能です。

説明: ユーザーが、割り込み可能でない処理の割り込み
を試みました。

ユーザーの処置: 現在の処理の割り込みを行わないでく
ださい。

SQL1361W 実行時間がタイムアウト値を超えました。
割り込みを行いますか?

説明: コマンドが事前定義されたタイムアウト期間より
も長くかかる場合は、 (Windows クライアントの場合)

このコマンドの割り込みを行うかどうかを確認するため
のダイアログ・ボックスがポップアップされます。

このメッセージは Windows 環境にのみ適用され、ダイ
アログ・ポップアップ・ボックスにのみ表示されます。

ユーザーの処置: YES - すぐに割り込みます; NO - 続
行し、プロンプトを表示しません; CANCEL - 続行し、
タイムアウトになります、という 3 つの選択がありま
す。

SQL1362W 即時変更のためにサブミットされた 1 つ
以上のパラメーターが動的に変更されませ
んでした。クライアントの変更は、次回の
アプリケーション始動時、または
TERMINATE コマンドが発行されるまで
有効になりません。次の DB2START コ
マンドまで、サーバーの変更は有効になり
ません。

説明: データベース・マネージャーの構成変更のうちい
くつかの変更を即時に適用することができませんでし
た。これらのパラメーターについては、DB2 の開始後
に変更が適用されます。通常これは、サーバーでの
DB2START の後、およびクライアントでのアプリケー
ションの再始動の後に発生します。
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ユーザーの処置: どのパラメーターの変更が動的に有効
になったか、あるいはどのパラメーターの変更が動的に
有効にならなかったかを調べるには、以下のコマンドを
使用して、データベース・マネージャー構成パラメータ
ーを検索し、パラメーターの詳細を表示してください。

DB2 GET DBM CFG SHOW DETAIL

ユーザーがインスタンスにアタッチされている場合にの
み、データベース・マネージャー構成パラメーターへの
変更は動的に有効になります。すべての構成パラメータ
ーが動的更新をサポートしているわけではありません。
どのパラメーターを動的に変更できるのかを調べるに
は、「管理ガイド」を参照してください。

グループ内で複数のパラメーターがサブミットされた場
合は、パラメーターを個々にサブミットしてください。
構成パラメーターを動的に変更できない場合には、以下
の 1 つ以上を行ってください。

v ユーザー・アプリケーション: アプリケーションの停
止および開始

v CLP: TERMINATE および再接続

v サーバー: DB2STOP および DB2START の発行

SQL1363W 即時変更のためにサブミットされた 1 つ
以上のパラメーターが動的に変更されませ
んでした。これらの構成パラメーターの場
合、構成パラメーターの変更を有効にする
には、データベースをシャットダウンして
再アクティブ化する必要があります。

説明: データベース構成コマンドは正常に処理されまし
た。しかし、いくつかの変更は即座に処理されませんで
した。

データベースに接続している場合にのみ、データベース
構成パラメーターへの変更は動的に有効になります。す
べての構成パラメーターが動的更新をサポートしている
わけではありません。つまり、データベースが非アクテ
ィブ化されて再アクティブ化されるまで有効になりませ
ん。

ユーザーの処置: どのパラメーターの変更が動的に有効
になったか、あるいはどのパラメーターの変更が動的に
有効にならなかったかを調べるには、以下のコマンドを
使用して、データベース構成パラメーターを検索し、パ
ラメーターの詳細を表示してください。

DB2 GET DB CFG FOR <database-alias> SHOW DETAIL

パラメーターがグループでサブミットされた場合は、個
別にパラメーターの更新を再サブミットしてください。

動的更新をサポートしない構成パラメーターの場合は、
以下の 1 つ以上を実行してください。

v DEACTIVATE DATABASE コマンドを使用してデー
タベースを非アクティブ化し、次いで ACTIVATE

DATABASE コマンドを使用して再びアクティブ化す
る。

v バインド中に新規値が使用されるため、新規構成パラ
メーターが反映された後、パッケージを再バインドす
る。

v FLUSH PACKAGE CACHE コマンドを使用して、
SQL キャッシュ内の動的ステートメントを無効にす
る。

SQL1364W 1 つ以上のパラメーターが AUTOMATIC

をサポートしていないのに、
AUTOMATIC に設定されました。

説明: 1 つ以上の構成パラメーターが、AUTOMATIC

をサポートしていないのに AUTOMATIC に設定されま
した。

ユーザーの処置: パラメーターの変更がグループとして
サブミットされた場合は、どのパラメーターの変更が成
功したか調べるために、変更を個々に再サブミットして
ください。

1 つのパラメーターがサブミットされただけである場合
は、このメッセージは、値 AUTOMATIC がこのパラメ
ーターでサポートされていないことを示します。

どの構成パラメーターが AUTOMATIC 値をサポートす
るかを調べるには、「管理ガイド」を参照してくださ
い。

SQL1365N db2start または db2stop は、プラグイン
plugin-name の処理に失敗しました。理由
コード = reason-code。

説明: サーバー側のセキュリティー・プラグイン
plugin-name の処理が失敗しました。 reason-code に対
応する説明は、以下のとおりです。

1

セキュリティー・プラグインが見つからない。

2

セキュリティー・プラグインを利用できない。

3

複数の Kerberos セキュリティー・プラグイン
が SRVCON_GSSPLUGIN_LIST データベー
ス・マネージャー構成パラメーターに指定され
ている。

4

Kerberos ベースのセキュリティー・プラグイン
が見つからないのに、 Kerberos が
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SRVCON_AUTH または AUTHENTICATION

データベース・マネージャー構成パラメーター
に指定されている。

5

必須の API がセキュリティー・プラグインに
欠落している。

6

セキュリティー・プラグインのタイプが誤って
いる。

7

セキュリティー・プラグインのアンロードでエ
ラーが生じた。

8

セキュリティー・プラグイン名が無効である。

9

セキュリティー・プラグインから報告された
API のバージョンに、DB2 との互換性がな
い。

10

データベース・サーバー上で想定外のエラーが
セキュリティー・プラグインによって検出され
た。

11

SRVCON_GSSPLUGIN_LIST データベース・マ
ネージャー構成パラメーターが設定されていな
いのに、 GSSPLUGIN または
GSS_SERVER_ENCRYPT が SRVCON_AUTH

または AUTHENTICATION データベース・マ
ネージャー構成パラメーターに指定されてい
る。

12

データベース・マネージャー構成パラメーター
COMM_EXIT_LIST 内の通信バッファー出口ラ
イブラリー名が無効である。

13

通信バッファー出口ライブラリーが見つからな
かった。

14

通信バッファー出口ライブラリーをロードでき
なかった。

15

通信バッファー出口ライブラリーに、必要とさ
れる API が含まれていない。

16

通信バッファー出口ライブラリーがロード中に
エラーを検出した。

17

通信バッファー出口ライブラリーから報告され
た API のバージョンに、DB2 との互換性がな
い。

ユーザーの処置: reason-code に対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1

指摘されたセキュリティー・プラグインは、
server-plug-in ディレクトリーに置かれているこ
とを確認してください。

2

管理通知ログ・ファイルを調べて障害の原因を
確かめて、管理通知ログのエラー・メッセー
ジ・テキストに示された問題を解決してくださ
い。

3

SRVCON_GSSPLUGIN_LIST データベース・マ
ネージャー構成パラメーターに指定した
Kerberos セキュリティー・プラグインは 1 つ
だけであることを確認してください。

4

SRVCON_GSSPLUGIN_LIST データベース・マ
ネージャー構成パラメーターに Kerberos セキ
ュリティー・プラグインを 1 つ指定するか、
または SRVCON_AUTH または
AUTHENTICATION データベース・マネージャ
ー構成パラメーターには Kerberos を指定しな
いでください。

5

管理通知ログ・ファイルで、欠落している必須
の API の名前を確かめて、 欠落している API

をセキュリティー・プラグインに追加してくだ
さい。

6

該当するデータベース・マネージャー構成パラ
メーター内に、正しいタイプのセキュリティ
ー・プラグインを指定してください。たとえ
ば、ユーザー ID/パスワード・ベースのセキュ
リティー・プラグインを
SRVCON_GSSPLUGIN_LIST データベース・マ
ネージャー構成パラメーターに指定しないでく
ださい。
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7

管理通知ログ・ファイルを調べて障害の原因を
確かめて、管理通知ログのエラー・メッセー
ジ・テキストに示された問題を解決してくださ
い。

8

有効なセキュリティー・プラグイン名を指定し
てください。その名前には、ディレクトリー・
パス情報を記入してはなりません。

9

サポートされているバージョンの API がセキ
ュリティー・プラグインで使用されていて、正
しいバージョン番号が報告されることを確認し
てください。

10

詳細は、クライアント上とサーバー上の管理通
知ログ・ファイルで調べてください。管理通知
ログのエラー・メッセージ・テキストに示され
た問題を解決してください。

11

SRVCON_GSSPLUGIN_LIST データベース・マ
ネージャー構成パラメーターに GSS-API ベー
スのセキュリティー・プラグインを少なくとも
1 つ指定するか、または SRVCON_AUTH また
は AUTHENTICATION データベース・マネー
ジャー構成パラメーターに別のタイプの認証タ
イプを指定してください。

12

通信バッファー出口ライブラリーの命名規則と
矛盾しないライブラリー名を使用してくださ
い。

13

示されている通信バッファー出口ライブラリー
が commexit ディレクトリー内にあることを確
認してください。

14

db2diag.log 内で、通信バッファー出口ライブラ
リーをロードできない理由を示すメッセージを
調べてください。

15

db2diag.log 内で、欠落している API 名を調べ
てください。欠落している API を通信バッフ
ァー出口ライブラリーに追加してください。

16

db2diag.log 内で、通信バッファー出口ライブラ
リーから戻されたメッセージを調べてくださ
い。このメッセージは、DB2 ではなく通信バ
ッファー出口ライブラリーがエラーを検出した
ことを示しています。

17

このバージョンの DB2 と互換性のあるバージ
ョンの通信バッファー出口ライブラリーを使用
してください。

SQL1366N セキュリティー・プラグイン plugin-name

の処理エラーがクライアントで発生しまし
た。理由コード = reason-code。

説明: クライアント側のセキュリティー・プラグインが
エラーを戻しました。 reason-code に対応する説明は、
以下のとおりです。

1. 必須の API がセキュリティー・プラグインに欠落し
ている。

2. セキュリティー・プラグインのタイプが誤ってい
る。

3. クライアントのセキュリティー・プラグインをロー
ドできない。

4. セキュリティー・プラグインをアンロードできな
い。

5. プラグイン名が無効である。

6. セキュリティー・プラグインから報告された API の
バージョンに、DB2 との互換性がない。

7. 想定外のエラーがセキュリティー・プラグインで検
出された。

8. クライアントの証明書が無効である。

9. 期限切れの証明書がセキュリティー・プラグインで
受信された。

ユーザーの処置: reason-code に対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1. 管理通知ログ・ファイルで、欠落している必須の
API の名前を確かめてから、 欠落している API を
セキュリティー・プラグインに追加してください。

2. 該当するデータベース・マネージャー構成パラメー
ター内に、正しいタイプのセキュリティー・プラグ
インを指定してください。たとえば、ユーザー ID/パ
スワード・ベースのセキュリティー・プラグインを
SRVCON_GSSPLUGIN_LIST データベース・マネー
ジャー構成パラメーターに指定しないでください。

3. 管理通知ログ・ファイルを調べて障害の原因を確か
めて、管理通知ログのエラー・メッセージ・テキス
トに示された問題を解決してください。
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4. 管理通知ログ・ファイルを調べて障害の原因を確か
めて、管理通知ログのエラー・メッセージ・テキス
トに示された問題を解決してください。

5. 有効なセキュリティー・プラグイン名を指定してく
ださい。その名前には、ディレクトリー・パス情報
を記入してはなりません。

6. サポートされているバージョンの API がセキュリテ
ィー・プラグインで使用されていて、正しいバージ
ョン番号が報告されることを確認してください。

7. 詳細は、クライアント上とサーバー上の管理通知ロ
グ・ファイルで調べてください。管理通知ログのエ
ラー・メッセージ・テキストに示された問題を解決
してください。

8. クライアント証明書 (db2secGenerateInitialCred で生
成されたものか、またはインバウンドの代行証明書
として用意されたもの) が、セキュリティー・プラグ
インで認識されるフォーマットになっていることを
確認してください。証明書は、コンテキストの開始
に使用されるので、INITIATE または BOTH 証明書
でなければなりません。

9. ステートメントをサブミットするユーザーは、該当
する認証を取得し (または最初の証明書を再取得し)

てから、そのステートメントを再サブミットする必
要があります。

SQL1367N オペレーティング・システム構成が不足し
ているため、リソース・ポリシーをサポー
トできません。

説明: リソース・ポリシーは、現在のオペレーティン
グ・システム構成をサポートしていません。

ユーザーの処置: 適切なオペレーティング・システム・
レベルをインストールするか、または
DB2_RESOURCE_POLICY レジストリー変数を無効にし
てください。

SQL1368N 無効なリソース・ポリシー構成です。

説明: リソース・ポリシー・ファイルが無効です。

ユーザーの処置: DB2_RESOURCE_POLICY レジスト
リー変数で定義されているファイルで指定されているポ
リシー定義を訂正してください。

DB2_RESOURCE_POLICY レジストリー変数をクリアす
ることによってリソース・ポリシー・サポートを無効に
するか、または DB2_RESOURCE_POLICY を
AUTOMATIC に設定して自動構成にしてください。

SQL1369N 無効な XML 文書です。

説明: 現在の XML 文書は無効です。

ユーザーの処置: 先へ進む前に XML 文書を検証して
ください。

SQL1370N インスタンスまたはデータベース name1

を静止しようとして失敗しました。原因
は、インスタンスまたはデータベース
name2 がすでにユーザー username によ
り静止されているためです。静止タイプ:

type

説明: データベースが別のユーザーによって、すでに静
止されているにもかかわらず、インスタンスを静止する
というような、静止のオーバーラップになるインスタン
スまたはデータベースの静止が試みられました。

静止タイプ type は、すでに静止されているインスタン
スまたはデータベースを参照しています。 '1' がインス
タンスで、'2' がデータベースです。

ユーザーの処置: 現在インスタンスまたはデータベース
を静止しているユーザーに連絡して、 DB2 が静止から
解放される時期を尋ね、解放されたときに要求を再試行
してください。

SQL1371W 指定されたインスタンスまたはデータベー
ス name は既に静止しているため、静止
操作は実行されませんでした。

説明: 保守アクティビティーを実行する前に、インスタ
ンスまたはデータベースを静止することにより、データ
ベース・マネージャーのインスタンスまたはデータベー
スからユーザーを強制的に切断することができます。

既に静止しているインスタンスまたはデータベースを静
止しようとすると、このメッセージが返されます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1372N トランザクションの実行中は、静止を実行
できません。

説明: 静止を発行するユーザーが、未完の作業単位を持
っているにもかかわらず、データベースまたはインスタ
ンスを静止しようとしました。この状態の間は、静止を
発行できません。

ユーザーの処置: 作業単位を完了 (COMMIT または
ROLLBACK) させて、もう一度やり直してください。
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SQL1373W インスタンスまたはデータベース name

は、静止状態にされていないために静止解
除を行うことができません。

説明: インスタンスまたはデータベースが静止状態では
ないため、静止解除が失敗しました。

ユーザーの処置: 静止解除が正しいインスタンスまたは
データベースに対して発行されていることを確認してく
ださい。

SQL1374N インスタンスまたはデータベース name

は、他のユーザー username によって静止
状態にされているために、 QUIESCE

RESET を行うことができません。

説明: インスタンスまたはデータベースが静止されまし
たが、それは他のユーザーによって行われました。

ユーザーの処置: quiesce reset が正しいインスタンスま
たはデータベースに対して発行されていることを確認し
てください。

SQL1375N 無効なパラメーターが api に渡されまし
た。パラメーター parm-code がエラーで
す。

説明: parm-code が、以下のエラーがあるパラメーター
を示しています。

1 有効範囲

2 オプション

値が範囲外または無効である可能性があります。

ユーザーの処置: api の構文をチェックしてパラメータ
ーを訂正し、もう一度やり直してください。

SQL1376N fenced として定義されたラッパーを使用
するソース化プロシージャーの作成または
呼び出しはサポートされていません。

説明: fenced として定義されたラッパーを使用してソ
ース化プロシージャーを作成または呼び出すことはでき
ません。

ユーザーの処置: unfenced として定義されたラッパー
を使用してステートメントをサブミットしてください。

sqlcode: -1376

sqlstate: 55069

SQL1377N ソース化プロシージャーの作成または変更
はこのデータ・ソースでサポートされてい
ません。

説明: ソース化プロシージャーをこのデータ・ソースで
作成または変更できません。

ユーザーの処置: サポートされるデータ・ソースでステ
ートメントをサブミットしてください。

sqlcode: -1377

sqlstate: 560CL

SQL1379W データベース・パーティション・グループ
partition_group が部分的に再配分されまし
た。再配分された表の数は number で、
まだ再配分されていない表の数は number

です。理由コード = reason-code。

説明: この再配分操作は正常に完了しましたが、データ
ベース・パーティション・グループは部分的にのみ再配
分されます。その結果、データベース・パーティショ
ン・グループ内の再配分済みの表が、まだ再配分されて
いない表とは別のパーティション・マップを使用する可
能性があります。さらに、再配分操作の前に、再配分済
みの表と再配分されていない表の間の連結が存在した場
合、それらの表の間の連結プロパティーは一時的に無効
にされます。そのため、照会パフォーマンスが最適にな
らない可能性があります。

理由コード:

1

再配分要求で表リストが指定されましたが、そ
の表リストには指定されたデータベース・パー
ティション・グループ内のすべての表が含まれ
ていませんでした。その結果、要求で指定され
たリストにない、データベース・パーティショ
ン・グループ内のその他の表は再配分されませ
ん。

2

STOP AT パラメーターが再配分要求で指定さ
れ、その再配分操作が完了する前に値に達しま
した。

ユーザーの処置: CONTINUEパラメーターを指定した
別の再配分要求を発行することによって、指定された別
の表集合またはデータベース・パーティション・グルー
プの残りの部分のいずれかに新しい分散を適用してくだ
さい。あるいは、ABORT パラメーターを指定すること
によって、再配分操作を取り消して古い配布システムに
戻ってください。
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SQL1380N 予期しない Kerberos セキュリティー・エ
ラーが発生しました。

説明: 認証中に、予期しない Kerberos セキュリティ
ー・エラーが発生しました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1381N Security Support Provider Interface は使
用できません。

説明: Security Support Provider Interface (SSPI) が使用
できなかったため、認証に失敗しました。

ユーザーの処置: Windows オペレーティング・システ
ムを稼働している場合、ファイル security.dll がシステ
ム・ディレクトリーに存在することを確認してくださ
い。また、使用されているオペレーティング・システム
で SSPI がサポートされていることを確認してくださ
い。

SQL1382N Kerberos サポートは使用できません。

説明: Kerberos サポートがインストールされていない
ため、認証に失敗しました。

ユーザーの処置: Kerberos サポートがインストールさ
れ、操作可能であることを確認してから、接続を再び試
みてください。

SQL1383N ターゲット・プリンシパル名が無効です。

説明: CATALOG DATABASE コマンドに指定された
ターゲット・プリンシパル名が無効です。

ユーザーの処置: UNCATALOG DATABASE コマンド
を使用して、無効なターゲット・プリンシパル名を含ん
でいるデータベース項目を除去してください。
CATALOG DATABASE コマンドを使用して、有効なタ
ーゲット・プリンシパル名でデータベース項目を再カタ
ログしてから、接続を再び試みてください。

Windows オペレーティング・システム環境を稼働してい
る場合、ターゲット・プリンシパル名は、形式 <domain

name>¥<user ID> の DB2 サービスのログオン・アカウ
ント名です。

SQL1384N 相互認証を完了できません。

説明: クライアントまたはサーバーが相互認証を完了で
きなかったため、接続に失敗しました。

ユーザーの処置: ターゲット・プリンシパル名が
CATALOG DATABASE コマンドに指定された場合、ク
ライアントが接続を試みているサーバーに対し、ターゲ
ット・プリンシパル名が有効であることを確認してくだ
さい。

Windows オペレーティング・システム環境を稼働してい
る場合、ターゲット・プリンシパル名は、形式 <domain

name>¥<user ID> の DB2 サービスのログオン・アカウ
ント名です。

ターゲット・プリンシパル名が無効と思われる場合は、
IBM サービスまでご連絡ください。

SQL1385N パラメーター parameter が誤って再配分
操作に指定されました。理由コード =

reason-code。

説明: エラー・メッセージの中で示されているパラメー
ターは、無効か、誤って指定されているか、または指定
されている他の再配分オプションの 1 つと互換性のな
いものです。

理由コード:

1

無効な再配分オプションが指定されました。配
分オプションは、U (均等)、T (ターゲット・マ
ップ)、C (続行)、または A (アボート) のいず
れかです。

2

パーティション・リストのパーティション数の
最大数は、1 つのクラスターで許可されるパー
ティションの最大数より小か等しくなければな
りません。

3

STOP AT パラメーター値が無効です。 STOP

AT 値は、長さが 26 の ISO 形式でなければ
なりません。形式は "yyyy.mm.dd.hh-mm-ss-

nnnnnn" でなければなりません。

7

STATISTICS パラメーター値が無効です。値は
DB2REDIST_STAT_USE_PROFILE ('P') か
DB2REDIST_STAT_NONE ('N') のいずれかで
なければなりません。

8

表名の長さが範囲外です。各表の名前の最大長
は (SQL_MAX_IDENT + SQL_MAX_IDENT

+2) です。

9

表オプション・パラメーターが無効です。表オ
プション値は DB2REDIST_TABLES_FIRST

('F') か DB2REDIST_TABLES_ONLY ('O') のい
ずれかでなければなりません。

10

SQL1380N
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入力パラメーター構造からの情報が欠落してい
ます。入力構造 db2RedistStruct は NULL にす
ることができません。また、そのフィールド構
造 db2RedistIn も NULL にすることができま
せん。

11

データベース・パーティション・グループ名が
未定義であるか、またはデータベース・パーテ
ィション・グループ名に対する構造体 (struct)

db2Char が正しくありません。データベース・
パーティション・グループ名を指定する必要が
あります。データベース・パーティション・グ
ループ名を格納する構造体 db2Char には有効
なデータが含まれていなければなりません。デ
ータベース・パーティション・グループ名に対
する構造体 db2Char を調べてください。
pioData が NULL である場合、iLength はゼロ
でなければならず、逆に後者がゼロなら前者が
NULL でなければなりません。

12

データ配布ファイル名を保管している構造
db2Char が無効です。

13

ターゲット・パーティション・マップ・ファイ
ル名を保管している構造 db2Char が無効で
す。

14

再配分オプション 'T' (ターゲット・マップ) が
指定されましたが、ターゲット・マップ・ファ
イルが指定されていません。

15

再配分オプションが 'T'(ターゲット・マップ)

または 'A' (アボート) である場合、データ配布
ファイルを指定してはなりません。

16

再配分オプションが 'U' (均等)、'C' (継続)、ま
たは 'A' (アボート) である場合、ターゲット・
マップ・ファイルを指定してはなりません。

17

再配分オプションが 'T'(ターゲット・マップ)、
'C' (継続)、または 'A' (アボート) である場
合、パーティション・リストの追加、パーティ
ション・リストのドロップは空でなければなら
ず、カウントの追加およびカウントのドロップ
はゼロでなければなりません。

18

再配分オプションを複数回指定することはでき
ません。

19

正しくないバージョン番号が API に渡されま
した。

20

表リストで指定された型付き表は、階層全体の
ルート表ではありません。

21

DATA BUFFER パラメーター値が無効です。
値は 0 より大きく、util_heap_sz db cfg パラメ
ーターのサイズより小さくなければなりませ
ん。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいて、対応するパラ
メーターをチェックし、有効なパラメーターが指定され
ていることを確認してから、ユーティリティーを再度呼
び出してください。

SQL1387W DB2 高可用性災害時リカバリー (HADR)

のテークオーバーが正常に完了しました。
ただし、HADR リソース・グループはロ
ックされたままで、クラスター・マネージ
ャーはそのリソース・グループを制御して
いません。

説明: HADR のテークオーバーは正常に完了して、ク
ラスター・マネージャーは影響を受けるクラスター・ノ
ード上のリソース・グループを管理する役割を再び果た
すことになります。

ただし、DB2 データベース・マネージャーはリソー
ス・グループの制御をクラスター・マネージャーに戻す
ことに失敗しました。その結果、クラスター・マネージ
ャーは現在そのリソース・グループを制御していませ
ん。

クラスター・マネージャーがこのリソース・グループを
制御していない場合、クラスター・マネージャーはその
リソース・グループに関連した障害に対して反応しませ
ん。

クラスター・マネージャーからのエラー・メッセージ
は、db2diag ログ・ファイルに記録されます。

ユーザーの処置: リソース・グループのロックを手動で
解除して、クラスター・マネージャーがリソース・グル
ープを制御できるようにします。

1. db2diag ログ・ファイルを検討して、DB2 データベ
ース・マネージャーがリソース・グループのロック
を解除してリソース・グループの制御をクラスタ
ー・マネージャーに戻すことに失敗した詳しい理由
を示す診断情報を調べてください。
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2. クラスター・マネージャーのツールおよびユーティ
リティーを使用して、影響を受けたリソース・グル
ープをロック解除、使用可能化、またはモニターし
ます。

SQL1388W 要求されたリソースまたはリソースの一部
にアクセスしようとして、エラーが起きま
した。部分的な情報が戻されています。詳
細は、メッセージ message-number の管理
通知ログで入手できます。

説明: 要求された情報の 1 つ以上のソースにアクセス
しようとして、エラーが発生しました。収集できた情報
は有効で、戻されましたが、一部のレコードが欠落して
いる可能性があります。

ユーザーの処置: 照会結果は完全ではありません。詳細
については、管理通知ログの関連項目を参照し、訂正し
てから、コマンドを再サブミットしてください。問題が
解決しない場合は、IBM サポートに連絡してくださ
い。

SQL1389N 表指定子 table-designator が式には無効で
す。

説明: 表指定子がこの SQL ステートメント内の表指定
子になるように定義されていないか、表指定子が SQL

ステートメント内で指定された場所をこの表指定子で参
照できません。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: 構文を訂正して、ステートメントを再
サブミットしてください。 ROW CHANGE

TIMESTAMP 式および ROW CHANGE TOKEN 式の表
指定子、または RID および RID_BIT 組み込み関数の
規則については、「DB2 SQL リファレンス」を参照し
てください。

sqlcode: -1389

sqlstate: 42703

SQL1390C 環境変数 DB2INSTANCE が定義されて
いないか、または無効です。

説明: 環境変数 DB2INSTANCE が定義されていない
か、または有効なインスタンス所有者に設定されていま
せん。

ユーザーの処置: DB2INSTANCE 環境変数を、使用す
るインスタンスの名前に設定してください。使用するイ
ンスタンスの名前、または DB2INSTANCE 環境変数の
インスタンス名への設定方法が分からない場合は、「管
理ガイド」を参照してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合:

DB2INSTANCE 情報については、「フェデレーテッド・
システム・ガイド」を参照してください。

PATH 環境変数に、使用するインスタンスのホーム・デ
ィレクトリーの sqllib/adm パスが入っていることを確認
してください (たとえば、 /u/instance/sqllib/adm

で、/u/instance は、 UNIX システムのインスタンス所有
者のホーム・ディレクトリーです)。

SQL1391N データベースは、すでにデータベース・マ
ネージャーの他のインスタンスで使用され
ています。

説明: データベースが、データベース・マネージャーの
他のインスタンスによって使用中 (データベースは、 1

つのインスタンスにしか使用できない可能性があります)

のために、要求が失敗しました。これは、他のマシンに
ある他のインスタンスにもアクセス可能な、取り付け済
みファイル・システム上のデータベースにアクセスしよ
うとして発生する可能性があります。

また、データベースに対してオープン接続 (SNA を介し
て) をもっていて、データベース・マネージャーが異常
終了した場合にも、これが発生することがあります。

ユーザーの処置:

v 正しいデータベースを使用しており、このデータベー
スを他のインスタンスが使用していないことを確認し
てください。

v データベース・マネージャーが異常終了して、それに
対してコマンド行プロセッサー接続がある場合には、
「db2 の終了」を実行して、問題となっているオープ
ン接続をクローズしてから、もう一度接続をやり直し
てください。

sqlcode: -1391

sqlstate: 51023

SQL1392N prep,-bind,-import,-export を使用している
アプリケーションの複数インスタンスがサ
ポートされていません。

説明: WINDOWS 内では、一時点で実行できるインス
タンスは prep、bind、import、 export のいずれか 1 つ
だけです。

ユーザーの処置: WINDOWS 内では、 prep、 bind、
import、 export を使用するアプリケーションを複数始動
しないでください。
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SQL1393C 環境変数 DB2PATH が定義されていない
か、または無効です。

説明: 環境変数 DB2PATH が定義されていないか、ま
たは有効なディレクトリー・パスに設定されていませ
ん。

ユーザーの処置: DB2PATH 環境変数を、データベー
ス・マネージャーがインストールされているディレクト
リーに設定してください。

SQL1394N インスタンスが定義されていません。

説明: インスタンスが未定義のため、新規インスタンス
がアプリケーションに設定できません。

このメッセージは、現在のインスタンス環境で実行する
ための必要な権限を現在のユーザーが持っていない場合
に戻される可能性があります。

ユーザーの処置: 指定されたインスタンスが存在するこ
と、および現在のインスタンス環境でプログラムを実行
するための十分な権限を現在のユーザーが持っているこ
とを確認してください。次のように db2ilist コマンドを
使用して、インスタンスのリストを表示します。

db2ilist

SQL1395N アプリケーションが複数のコンテキストを
使用しているため、別のインスタンスに切
り替えできません。

説明: アプリケーションが複数のコンテキストを使用し
ているため、別のインスタンスに切り替える要求が失敗
しました。

ユーザーの処置: 別のインスタンスに切り替える前に、
アプリケーションが複数のコンテキストを使用していな
いか、または確認してください。

SQL1396N アプリケーションはデータベースに接続さ
れているか、またはインスタンスにアタッ
チされているため、別のインスタンスに切
り替えできません。

説明: アプリケーションがデータベースに接続あるいは
インスタンスに接続しているため、別のインスタンスに
切り替える要求が失敗しました。

ユーザーの処置: 別のインスタンスに切り替える前に、
アプリケーションがデータベースあるいはインスタンス
に接続されていないか、または確認してください。

SQL1397N DB2 サービスがログオンに失敗しまし
た。

説明: DB2 サービスがログオンの失敗のため、開始で
きません。

ユーザーの処置: DB2 Administration Server を開始し
ている場合、 DB2ADMIN SETID コマンドで新規のロ
グオン・アカウントを設定します。 Windows で DB2

サーバーを開始している場合、「コントロール パネ
ル」の「サービス」ダイアログ・ボックスを使用して、
DB2 サービスに対するログオン・アカウントを設定す
ることができます。

SQL1398N ルーチン routine-name はパーティショ
ン・データベース環境でサポートされてい
ません。

説明: ルーチン routine-name はパーティション・デー
タベース環境でサポートされていません。 RID 関数の
戻りデータ・タイプはデータベース・パーティション間
で行を一意的に識別しません。 RID 関数は、DB2 for

z/OS の互換性のために、非パーティション・データベ
ース環境でサポートされます。

ユーザーの処置: 非パーティション・データベース環境
でのみルーチンを使用してください。 RID 関数を使用
する代わりに、RID_BIT 関数を使用してください。

sqlcode: -1398

sqlstate: 56038

SQL1399N オブジェクト object-name のオプション
option-name2 のため、操作 operation-name

はオプション option-name1 には無効で
す。理由コード = reason-code

説明: 2 つのラッパー・オプションまたはサーバー・オ
プションには相互に従属関係があります。オプションを
ドロップできるかまたは追加できるかは、別のオプショ
ンが存在するかどうかによって異なります。

理由コードには、以下のものがあります。

01 オブジェクト object-name のオプション
option-name2 が存在しないため、オプション
option-name1 を追加できません。

02 オブジェクト object-name のオプション
option-name2 が存在するため、オプション
option-name1 をドロップできません。

ユーザーの処置: 2 つのラッパー・オプションまたはサ
ーバー・オプションには相互に従属関係があります。オ
プションをドロップできるかまたは追加できるかは、別
のオプションが存在するかどうかによって異なります。
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理由コードには、以下のものがあります。

01 オブジェクト object-name のオプション
option-name2 を追加します。次に、オプション
option-name1 を追加します。

02 オブジェクト object-name のオプション
option-name2 をドロップします。次に、オプシ
ョン option-name1 をドロップします。

SQL1400N 認証はサポートされていません。

説明: 指定された認証タイプはサポートされていませ
ん。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なパラメーターの値を使用して、
コマンドを再発行してください。

SQL1401N 認証タイプが一致しません。

説明: リモート・ノードの認証タイプとは異なる認証タ
イプで、ローカル・ノードにカタログされているリモー
ト・データベースに接続しようとしました。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: このメ
ッセージは以下の場合にも表示されます。

v データ・ソースが SYSCAT.SERVEROPTIONS に
OPTION ='PASSWORD' の SETTING='N' を指定して
識別され、データ・ソースが承認クライアント・モー
ドで実行されていない (つまり、データ・ソースにパ
スワードが必要である)。

v データ・ソースが SYSCAT.SERVEROPTIONS で
OPTION ='PASSWORD' に SETTING='Y' を指定して
識別されており、データ・ソースがトラステッド・ク
ライアント・モード (データ・ソースがパスワードを
予期しないモード) で実行されている。

v SYSCAT.SERVEROPTIONS の OPTION='PASSWORD'

にサーバー・オプションが指定されておらず、
PASSWORD に対するシステム・デフォルト値が、デ
ータ・ソース・パスワード要件に違反している。

ユーザーの処置: コマンドは処理されません。

リモート・データベースと同じ認証タイプで、クライア
ント・ノードにデータベース別名を再カタログしてくだ
さい。 コマンドを再サブミットしてください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合:

v データ・ソースがパスワードを必要としているが、そ
のサーバーについて SYSCAT.SERVEROPTIONS に
OPTION='PASSWORD'の SETTING='N' が含まれてい
るという問題がある場合は、ALTER SERVER SQL

ステートメントを使用して

SYSCAT.SERVEROPTIONS を変更し、正しいデー
タ・ソース・パスワード要件を反映させてください。

v データ・ソースがパスワードを必要としていないが、
SYSCAT.SERVEROPTIONS には
OPTION='PASSWORD' の SETTING='Y' が含まれて
いるという問題がある場合は、ALTER SERVER SQL

ステートメントを使用して
SYSCAT.SERVEROPTIONS を変更し、正しいデー
タ・ソース・パスワード要件を反映させてください。

v OPTION='PASSWORD' のサーバー・オプションが
SYSCAT.SERVEROPTIONS に設定されていない場合
は、CREATE SERVER SQL ステートメントを使用し
て項目を作成し、正しいデータ・ソース・パスワード
要件を反映させてください。

sqlcode: -1401

sqlstate: 08001

SQL1402N 予期しないシステム・エラーのため、ユー
ザーを認証できません。

説明: システム管理者に連絡してください。 UNIX ベ
ース・システムでは、ファイル db2ckpw に正しい許可
ビット・セットがないかあるいはシステムがスワップ /

ページング・スペースを使いきっている可能性がありま
す。 Windows で DB2 セキュリティー・サービスがま
だ開始されていないか、アカウントがロックされている
可能性があります。

コマンドは処理されません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

ユーザーの処置: UNIX ベースのシステムでは、システ
ム管理者に依頼して、db2ckpw に対する正しいアクセス
許可が設定されていること、および十分なスワップ/ペー
ジング・スペースが割り振られていることを確認してく
ださい。Windows では、アカウントがロックされていな
いことを確認してください。

SQL1403N 指定されたユーザー名とパスワードのいず
れか、またはその両方が正しくありませ
ん。

説明: 指定された無効なユーザー名とパスワードのいず
れか、またはその両方が正しくないか、ユーザー名/パス
ワードの組み合わせが無効か、または接続しようとして
いるデータベースの認証タイプが SERVER で、
CONNECT TO ステートメントにユーザー名とパスワー
ドが指定されていません。

DB2 Connect を使用している場合には、ホスト接続用の
DCS ディレクトリー項目が見つからなかったことが問
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題である可能性があります。

コマンドは処理されません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

ユーザーの処置: 正しいユーザー名とパスワードの組み
合わせを提供してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合:

SYSCAT.USEROPTIONS の項目が、アクセスされるデ
ータ・ソースの正しいユーザー名とパスワードを含むこ
とを確認してください。

sqlcode: -1403

sqlstate: 08004

SQL1404N パスワードの期限が切れています。

説明: パスワードの期限が切れています。

ユーザーの処置: パスワードを変更した後で、新しいパ
スワードを使用して要求を再試行してください。コマン
ド行プロセッサーを使用して、CONNECT ステートメン
トまたは ATTACH コマンドを発行し、パスワードを変
更することができます。

sqlcode: -1404

sqlstate: 08004

SQL1405N ローカル DB2 認証サーバーと通信できま
せん。

説明: ローカル DB2 認証サーバーとの通信中のエラー
のために、アプリケーションが認証に失敗しました。

ユーザーの処置: DB2 認証サーバーが開始しているこ
とを確認してください。

SQL1406N 共有ソート・メモリーをこのユーティリテ
ィーに割り振ることができません。

説明: 共有ソート・メモリーは使用できない状態になっ
ていますが、この操作には必要です。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行します。

v SHEAPTHRES_SHR 構成パラメーターの値を、共有
メモリーでソートを行えるように構成します。

v INTRA_PARALLEL 構成パラメーターを YES に設定
して、パーティション内並列処理を有効にします。

v 接続コンセントレーターをアクティブ化します。

SQL1407N option-name オプションは feature と非互
換です。

説明: このユーティリティーでは、feature の指定され
た option_name オプションはサポートされていません。

ユーザーの処置: 互換性のあるオプションを使用して、
コマンドを再サブミットしてください。

SQL1408N タイプ object-type のオブジェクト
object-name で、監査ポリシー audit-policy

がすでに使用中です。

説明: タイプ object-type のオブジェクト object-name

の AUDIT USING ステートメントは指定されたオブジ
ェクトの監査ポリシーと関連付けようとしましたが、監
査ポリシー audit-policy がすでに使用中です。特定のオ
ブジェクトに関連付けることができるのは 1 つの監査
ポリシーのみです。ステートメントを処理できませんで
した。

ユーザーの処置: AUDIT ステートメントの REPLACE

オプションを使用して、既存の監査ポリシーを希望する
監査ポリシーに置き換えます。

sqlcode: -1408

sqlstate: 5U041

SQL1409N 監査ポリシーが、タイプ object-type のオ
ブジェクト object-name と関連付けられて
いません。

説明: REMOVE オプションを指定する AUDIT ステー
トメントは、タイプ object-type のオブジェクト
object-name との関連を除去しようとしましたが、関連
が存在しません。ステートメントを処理できませんでし
た。

ユーザーの処置: 正しいオブジェクトおよびタイプが使
用されたかどうか確認してください。正しい場合、関連
が存在しないため、何も行う必要はありません。

sqlcode: -1409

sqlstate: 5U042

SQL1410N SQL ステートメントを XA トランザクシ
ョン内で発行できません。

説明: 以下のステートメントのいずれかが発行されまし
たが、XA トランザクション内でそれを発行することが
できません。

v CREATE、ALTER、または DROP WORKLOAD

v GRANT または REVOKE USAGE ON WORKLOAD

v CREATE、ALTER、または DROP SERVICE CLASS
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v CREATE、ALTER、または DROP WORK CLASS

SET

v CREATE、ALTER、または DROP WORK ACTION

SET

v CREATE、ALTER、または DROP THRESHOLD

v CREATE、ALTER、または DROP TRUSTED

CONTEXT

v CREATE、ALTER、または DROP AUDIT POLICY

ユーザーの処置: XA 以外の接続からステートメントを
再発行するか、あるいは現在の XA トランザクション
が完了するまで待機してから、ステートメントを再発行
してください。

sqlcode: -1410

sqlstate: 51041

SQL1411N 指定された節、clause がサービス・スー
パークラス用にサポートされていません。

説明: 指定された節、clause はサービス・サブクラス
には有効ですが、サービス・スーパークラスには無効で
す。サービス・サブクラスを作成または変更する場合
は、UNDER 節を使用してください。

ユーザーの処置: サポートされない節を除去するか、ま
たは UNDER 節を指定してサービス・サブクラスを作
成または変更してください。

sqlcode: -1411

sqlstate: 5U043

SQL1412N table-name という名前の表を処理できませ
んでした。理由: reason-code。

説明: 可能性のある理由コードは、以下のとおりです。

31

バージョン 9.5 以前の DB2 データベース・サ
ーバーで作成された XML データ・タイプが表
に含まれています。再配分ユーティリティーで
は、バージョン 9.7 より前の DB2 データベー
ス・サーバーで作成された XML タイプのデー
タが入っている XML 列を含む表は処理できま
せん。

ユーザーの処置: reason-code に対応するアクションを
取ってください。

31

プロシージャー
SYSPROC.ADMIN_MOVE_TABLE を使用し
て、表を再作成します。新しいバージョンの表
を分散することができます。

以下の手順に従うことにより、データベース・
パーティション・グループ内の他の表に、バー
ジョン 9.7 より前の DB2 データベース・サー
バーで作成された XML 列が存在しないことを
確認できます。

1. 表関数 ADMIN_GET_TAB_INFO を使用す
るか、管理ビュー
SYSIBMADM.ADMINTABINFO を確認し
て、表の XML_RECORD_TYPE 情報を検索
します。

2. 戻される列 XML_RECORD_TYPE の値が 2

以上であれば、再配分ユーティリティーは
表を処理できます。

3. XML_RECORD_TYPE の値が 1 である場
合、再配分ユーティリティーは表を処理で
きません。プロシージャー
SYSPROC.ADMIN_MOVE_TABLE を使って
表を再作成してください。

sqlcode: -1412

sqlstate: 55019

SQL1413N 表 table-name の行変更タイム・スタンプ
列の指定が無効です。

説明: 行変更タイム・スタンプ列の指定が無効です。行
変更タイム・スタンプ列では、以下を行うことはできま
せん。

v 外部キーの列にする。

v 関数的依存関係 DEPENDS ON 節の列にする。

v データベース・パーティション・キーの列にする。

v 一時表に対して定義する。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: 構文を訂正して、ステートメントを再
サブミットしてください。

sqlcode: -1413

sqlstate: 429BV

SQL1414N 表指定子 table-designator が式には無効で
す。

説明: 表指定子がこの SQL ステートメント内の表指定
子になるように定義されていないか、表指定子が SQL

ステートメント内で指定された場所をこの表指定子で参
照できません。ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: 構文を訂正して、ステートメントを再
サブミットしてください。 ROW CHANGE

TIMESTAMP 式および ROW CHANGE TOKEN 式の表

SQL1411N

286 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



指定子の規則については、「DB2 SQL リファレンス」
を参照してください。

sqlcode: -1414

sqlstate: 42703

SQL1415N ステートメントは診断の目的のためにだけ
コンパイルされたので、これは実行されて
いません。

説明: ステートメントは、サービス機能を使用して診断
情報を収集するために、システムの一部を介して処理さ
れました。 ステートメントのその後の処理を可能にす
るために必要なステップは完了していません。

ユーザーの処置: このエラーは、サービス機能を使用し
て準備されたステートメントのシステムで、それ以上の
処理ができないようにするために戻され、予定されたも
のです。

SQL1416N ラッパー・ライブラリー
wrapper-library-name には、フェデレーテ
ッド・サーバーにインストール済みの
DB2 のリリースとの互換性がありませ
ん。ラッパー・ライブラリーは、
list-of-DB2-releases の各 DB2 リリースと
互換性があります。

説明: ラッパー・ライブラリーには、フェデレーテッ
ド・サーバーにインストール済みの DB2 のリリースお
よびフィックスパック・レベルとの互換性がありませ
ん。ラッパー・ライブラリーは、list-of-DB2-releases に
リストされている DB2 のリリースと互換性がありま
す。このエラーの最も一般的な原因は以下のいずれかで
す。

v DB2 フィックスパックがインストールされています
が、対応する InfoSphere Federation Server フィック
スパックがインストールされていません。

v InfoSphere Federation Server フィックスパックのイン
ストール中に、fenced ラッパー・ライブラリーをリン
クするスクリプトが実行されなかったか、あるいは正
常に完了しませんでした。

v fenced ラッパー・ライブラリーをリンクするスクリプ
トの実行が必要な InfoSphere Federation Server のパ
ッチがインストールされています。このスクリプトが
実行されなかったか、あるいは正常に完了しませんで
した。

v 非互換の製品ライブラリーが DB2 インストール・デ
ィレクトリーに配置されています。

ユーザーの処置: DB2 のリリースおよびフィックスパ
ック・レベルを判別するには、db2level コマンドを発行
します。必要に応じて、現行の DB2 リリースおよびフ

ィックスパック・レベルと同等の InfoSphere Federation

Server フィックスパックをインストールします。fenced

ラッパー・ライブラリーにリンクするスクリプトをラッ
パーで実行する必要がある場合、そのリンク・スクリプ
トを実行します。これが必要なラッパーは次のとおりで
す。

データ・ソー
ス

デフォルト・ラッパ
ー名

リンク・スクリプト

Informix INFORMIX djxlinkInformix

Microsoft

SQL Server

DJXMSSQL3 djxlinkMssql

Oracle NET8 djxlinkOracle

Sybase CTLIB djxlinkSybase

Teradata TERADATA djxlinkTeradata

リンク・スクリプトの詳細については、「InfoSphere

Federation Server Installation Guide」を参照してくださ
い。

sqlcode: -1416

sqlstate: 560CN

SQL1417W ラッパー wrapper-name はデータ・ソー
ス・サーバー・バージョン
list-of-data-source-versions をサポートして
います。それ以後のバージョンでラッパー
を使用すると、エラーが発生するか、また
は予期しない結果が生じるおそれがありま
す。

説明: IBM では、リスト list-of-data-source-versions に
あるデータ・ソース・サーバー・バージョンでのみラッ
パーをテストしています。ラッパーを使用して、
CREATE SERVER または ALTER SERVER ステートメ
ントで指定したバージョンのデータ・ソース・サーバー
にアクセスする場合、エラーまたは予期しない結果が生
じる可能性があります。

ユーザーの処置: データ・ソース・ベンダーに連絡し
て、使用中のデータ・ソース・サーバーのバージョン
に、以前のバージョンで作成されたアプリケーションと
の互換性があるかどうかを確かめてください。使用中の
データ・ソース・サーバーのバージョンに互換性がある
場合、ラッパーは正しく機能するはずです。ただし、
IBM では、使用中のデータ・ソース・サーバーのバー
ジョンを使用してラッパーをテストしていません。使用
中のデータ・ソース・サーバーのバージョンに互換性が
ない場合、ラッパーをそのまま使用してそのバージョン
のデータ・ソース・サーバーにアクセスすると、エラー
または予期しない結果が生じる場合があります。
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sqlcode: +1417

sqlstate: 0168Q

SQL1418W データベース構成パラメーター
DECFLT_ROUNDING を変更すると、予
期しない結果が生じる可能性があります。
値が動的に変更されませんでした。変更を
有効にするには、このデータベースからす
べてのアプリケーションを切断する必要が
あります。

説明: データベース構成パラメーター (DB 構成パラメ
ーター) DECFLT_ROUNDING を変更すると、幾つかの
予期しない結果が生じる可能性があります。DECFLOAT

データ・タイプを使用して計算した場合、新規の丸めモ
ードによって異なる結果が生成される可能性がありま
す。

以下のリストでは、最も重要な結果の一部を示します。

v 以前に構成された MQT には、新規の丸めモードで生
成されるものとは異なる結果が含まれる可能性があり
ます。

v トリガーの実行が丸めモードに依存する可能性がある
場合、新規の丸めモードに基づいて、異なる結果が作
成される可能性があります。ただし、トリガーの結果
が丸めモードの影響を受けることはあっても、丸めモ
ードの変更がすでに作成済みのデータに影響を与える
ことはありません。

v 表にデータを挿入することを許可する制約であって
も、制約が再評価されると、その同じデータが拒否さ
れる可能性があります。同様に、表にデータを挿入す
ることを許可しない制約であっても、新規の丸めモー
ドによって、その同じデータが受け入れられる可能性
があります。

v 1 つの行が DECFLT_ROUNDING に対する変更の前
に挿入され、もう 1 つの行が変更の後に挿入された
場合、計算が DECFLT_ROUNDING に依存する生成
された列の値が、生成された列の値以外は同じである
これら 2 つの行で異なる可能性があります。

– 注: 丸めモードはパッケージにコンパイルされない
ため、DECFLT_ROUNDING を変更した後で静的
SQL を再コンパイルする必要はありません。

構成パラメーターの値は動的に変更されていませんが、
この値が有効になるのはすべてのアプリケーションがこ
のデータベースから切断した後です。データベースがア
クティブ化されている場合、それを非アクティブ化する
必要があります。

ユーザーの処置: MQT の問題を訂正するには、丸めモ
ードによって影響を受けた可能性のある MQT をすべて
リフレッシュします。丸めモードによって影響を受けた

トリガーに関連したすべての問題を手動で評価し、訂正
してください。

新規の丸めモードに基づいた制約に現在違反している表
内のデータの存在を訂正するには、SET INTEGRITY を
使用して、新規の丸めモードに基づいた制約に違反して
いる行がないかどうか調べます。生成された列の問題を
訂正するには、その問題の影響を受けた可能性がある生
成された列を含む表で、FORCE GENERATED オプショ
ンを指定して SET INTEGRITY を使用します。

別の方法として、丸めモードのデータベース構成パラメ
ーター (DB 構成パラメーター) DECFLT_ROUNDING

を前の値に戻して、このメッセージに示された起こりう
る結果をすべて回避します。

構成パラメーターの新規値を有効にするには、このデー
タベースからすべてのアプリケーションを切断してくだ
さい。データベースがアクティブ化されている場合、そ
れを非アクティブ化する必要があります。

sqlcode: +1418

sqlstate: 0168M

SQL1420N 連結演算子が多すぎます。

説明: 連結演算子の入った、長いまたはラージ・オブジ
ェクト・ストリング結果タイプの式の評価中に、データ
ベース・マネージャーが内部限界に達しました。

ユーザーの処置: 式の連結数を減らして、もう一度やり
直してください。

sqlcode: -1420

sqlstate: 54001

SQL1421N ホスト変数または sqlvar number を from

wchar_t format に変換 (またはその逆に
変換) 中に、MBCS 変換エラーが発生し
ました。 理由コード rc。

説明: 組み込み SQL ステートメントを持つ C/C++ ア
プリケーションが、 WCHARTYPE CONVERT オプシ
ョンでプリコンパイルされました。実行時に、入力ホス
ト変数の場合は wcstombs()、出力ホスト変数の場合は
mbstowcs() の変換中に、アプリケーションがエラーを受
け取りました。ホスト変数または sqlvar 番号は、問題
の発生したデータ項目を示しています。有効な理由コー
ドは、以下のとおりです。

1 入力データで問題が発生しました

2 出力データで問題が発生しました

ユーザーの処置: アプリケーション・データがすでに
MBCS 形式の場合は、 WCHARTYPE NOCONVERT を
使用してアプリケーションをプリコンパイルして、再作
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成してください。アプリケーション・データが wchar_t

形式であることを意図している場合は、 wcstombs() で
失敗する入力データは壊れている可能性があります。デ
ータを訂正して、アプリケーションを再実行してくださ
い。

sqlcode: -1421

sqlstate: 22504

SQL1422N コンテナーのサイズが無効です。

説明: データベース管理表スペースで使用されるコンテ
ナーのいずれかが、大きすぎるか、または小さすぎま
す。 コンテナーの長さは、少なくとも 2 * エクステン
ト・サイズ・ページでなければなりません。 コンテナ
ーの最大サイズは、オペレーティング・システムによっ
て異なります。 最も一般的なシステム制限は 2 ギガバ
イト (524288 4K ページ) です。

ユーザーの処置: 詳細については管理通知ログをチェッ
クしてください。その後で、SQL ステートメントを訂
正してください。

sqlcode: -1422

sqlstate: 54039

SQL1423N 照会に、ラージ・オブジェクト・データ・
タイプを持つ列が含まれています。

説明: 照会に、データ・タイプ BLOB、 CLOB または
DBCLOB を持つ列が含まれています。 通常、このよう
なデータ・タイプは、バージョン 2.1 以前のクライアン
トからは処理できません。

警告 SQLCODE +238 に対応する状況のエラーが発生し
ました。状況に関する詳細については、このメッセージ
を参照してください。このメッセージを受け取ったクラ
イアント・レベルでは、BLOB データ・タイプを処理で
きません。 SUBSTR 関数を使用するか、または LOB

列が、サポートされている長さの文字データ・タイプよ
り大きくない場合は、SQLDA のデータ・タイプをバー
ジョン 1 で使用できる文字データ・タイプのいずれか
に設定することにより、CLOB および DBCLOB デー
タ・タイプの処理が可能になる場合があります。

ユーザーの処置: 照会を変更して、データ・タイプ
BLOB、 CLOB または DBCLOB を持つ列を除外して
ください。照会に、タイプ BLOB の列が含まれている
場合は、これが唯一可能なアクションです。列 (たとえ
ば C1) が CLOB の場合は、CAST(C1 AS LONG

VARCHAR) を使用すると、最初の 32700 文字を取得す
ることができます。同様に、DBCLOB 列 (DC1) の場合
は、CAST(DC1 AS LONG VARGRAPHIC) を使用する
と、最初の 16350 文字を取得することができます。ア
プリケーション・コードが変更可能な場合は、コードを

追加して SQLDA を変更し、 LONG VARCHAR また
は LONG VARGRAPHIC を CLOB および DBCLOB

に対して使用するようにできます。

sqlcode: -1423

sqlstate: 56093

SQL1424N 遷移変数および遷移表列に対する参照が多
すぎるか、またはそれらの参照の行が長す
ぎます。理由コード = rc。

説明: トリガーに、1 つ以上の遷移表および遷移変数を
識別する REFERENCING 節が入っています。 トリガ
ーのトリガー・アクションに、理由コードによって以下
のいずれかの状態が示されている、遷移表の列または遷
移変数に対する参照が含まれています。

1 表の列数の制限を超える参照の合計

2 表の行の最大長を超える参照の合計長

ユーザーの処置: トリガーのトリガー・アクションにお
ける、遷移変数および遷移表の列に対する参照の数を減
らして、長さが短くなるようにするか、またはその参照
の合計数が、表の列の最大数より小さくなるようにして
ください。

sqlcode: -1424

sqlstate: 54040

SQL1425N パスワードがユーザー ID なしで指定さ
れました。

説明: ユーザー ID とパスワードを受け入れるコマン
ド/API は、ユーザー ID なしのパスワードは受け入れ
ません。

ユーザーの処置: コマンド/API を再サブミットして、
すでにパスワードを指定している場合は、 ユーザー ID

を指定してください。

SQL1426N デフォルト・インスタンスを判別できませ
ん。

説明: 明示的に 'インスタンスへの ATTACH' が実行さ
れていない場合は、インスタンス・コマンドがデフォル
ト・インスタンスへの暗黙的アタッチメントを確立しよ
うとします。デフォルト・インスタンスは、
DB2INSTDFT および DB2INSTANCE 環境変数から決定
されます。両方とも設定されていない場合は、 暗黙的
アタッチメントは確立できません。

ユーザーの処置: 上記のいずれかの環境変数を有効なイ
ンスタンス名に設定して、コマンドを再サブミットして
ください。
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SQL1427N インスタンス・アタッチメントが存在しま
せん。

説明: アプリケーションがインスタンスに ATTACH

されていません。 既存のインスタンス・アタッチメン
トが存在しないかぎり、 要求されたコマンド/API は実
行できません。

ユーザーの処置: インスタンスからの切断中にエラーが
発生した場合は、処理が続けられます。他のコマンドの
実行中にエラーが発生した場合は、インスタンスに
ATTACH して、失敗したコマンドを再発行してくださ
い。

SQL1428N 出されたコマンドが正常に実行されるため
には、 nodename2 へのアタッチメントが
必要ですが、アプリケーションがすでに
nodename1 にアタッチされています。

説明: コマンドを正常に処理するには、現在存在してい
るノード以外のノードとのアタッチが必要です。アプリ
ケーションにおいて、 1) コマンドが発行された時点で
アタッチがないこと、または 2) コマンドが必要とする
ノードに既にアタッチされていること、のいずれかでな
ければなりません。

ユーザーの処置: コマンド発行前にアプリケーションに
アタッチがないこと、または既存のアタッチが正しいノ
ードに対するものであることを確認してください。

SQL1429N ノード名が DB2INSTANCE 環境変数の
値と一致する、ノード・ディレクトリー項
目は作成できません。

説明: CATALOG NODE コマンドまたは API では項
目が許可されず、そのノード名は DB2INSTANCE 環境
変数の値と一致しています。

ユーザーの処置: ノードがカタログされている別のノー
ド名を選択して、もう一度やり直してください。

SQL1430N データベース名 database が、ノード
nodename のシステム・データベース・デ
ィレクトリーで見つかりません。

説明: 特定のデータベース名がデータベース・モニター
に指定されている場合は、それらのデータベースが、
ユーザーが現在 ATTACH しているノード、またはロー
カル・ノードに常駐している必要があります。

ユーザーの処置: 要求にリストされているすべてのデー
タベースが、ユーザーが ATTACH しているノード、
またはローカル・ノードに常駐していることを確認して
ください。要求を再発行してください。

SQL1431N リモートでの実行中は、相対パス path は
使用できません。

説明: アプリケーションがサーバーからリモートである
場合は、相対パスを使用できません。

ユーザーの処置: サーバーで有効な完全修飾パスを指定
して、コマンドを再発行してください。

SQL1432N サーバーが認識しないデータベース・プロ
トコルを使用して、サーバーに要求が送ら
れました。

説明: このエラーは、要求の伝送に使用しているデータ
ベース・プロトコルを理解しないサーバーに対して
DB2 要求が送信したことが原因で発生します。この状
況は、DB2 バージョン 2 またはそれ以上のサーバーで
ないノード・ディレクトリーにリストされたサーバーに
DB2 ATTACH 要求を送信すると、よく発生することが
あります。また、ATTACH 要求を AS/400 サーバー用
の DB2、MVS サーバー用の DB2、およびまたは VM

および VSE サーバーの用の DB2 に送信した時にも発
生することがあります。

ユーザーの処置: 説明にリストされたサーバーに
ATTACH を試みないでください。

SQL1433N アプリケーションはすでに database1 に
接続されていますが、出されたコマンドを
正常に実行するためには、database2 への
接続が必要です。

説明: コマンドを正常に処理するには、現在存在してい
るデータベース以外のものに対する接続が必要です。ア
プリケーションは以下のいずれかでなければなりませ
ん。 1) コマンドが出された時に接続がないか、あるい
は 2) コマンドで必要なデータベースにすでに接続され
ている。

ユーザーの処置: コマンドを発行する前に、 アプリケ
ーションが接続をもっていないこと、または存在する接
続が正しいデータベースに対するものであることを確認
してください。

SQL1434N 32 ビットと 64 ビットのプラットフォー
ム間のクライアント/サーバー非互換性の
ため、 CONNECT または ATTACH ス
テートメントが失敗しました。

説明:

1. バージョン 7 は、 32 ビットと 64 ビットのプラッ
トフォーム間のクライアント/サーバー接続をサポー
トしていません。
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2. バージョン 8 Windows 64-bit データベース・サーバ
ーは、バージョン 7 の 64-bit クライアントからの
クライアント/サーバー接続をサポートしていませ
ん。

ユーザーの処置: シナリオ 1 に対し、以下のシナリオ
で CONNECT または ATTACH ステートメントを発行
することができます。

v 32 ビット・クライアントから 32 ビット・サーバー

v 64 ビット・クライアントから 64 ビット・サーバー

上記のシナリオ 2 に対し、サポートされているクライ
アントからステートメントを再発行します。

sqlcode: -1434

sqlstate: 08004

SQL1435N 自動保守ポリシー構成ストアード・プロシ
ージャーのバインディングまたは再バイン
ドに失敗しました。

説明: ストアード・プロシージャー
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE および
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE を使用し
て、自動バックアップ、自動再編成、および自動統計収
集などの、DB2 サーバーの自動保守アクティビティー
を構成することができます。

SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY、
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE、
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY、または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE を使用する
前に、これらのストアード・プロシージャーは、それら
を実行するデータベースにバインドされている必要があ
ります。これらのストアード・プロシージャーのバイン
ド・ファイルは db2policy.bnd と呼ばれます。

DB2 サーバーは、これらの自動保守ポリシー構成スト
アード・プロシージャーを自動的にバインドしようとし
ます。ただし、この自動バインディングあるいは再バイ
ンドは失敗しました。

データベースにバインドされるまで、これらのストアー
ド・プロシージャーを使用することはできません。

ユーザーの処置: これらの自動保守ポリシー構成ストア
ード・プロシージャーをバインドするには、以下のステ
ップを実行します。

1. これらのストアード・プロシージャーを使用するデ
ータベースに接続します。

2. SQLLIB/bnd ディレクトリーの db2policy.bnd という
バインド・ファイルを使用して、次のように DB2

bind コマンドを実行します。

DB2 bind db2policy.bnd blocking

all grant public

これらの自動保守ポリシー構成ストアード・プロシージ
ャーについて詳しくは、DB2 インフォメーション・セ
ンターのトピック
『SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE を使用した
自動保守の構成』を参照してください。

sqlcode: -1435

sqlstate: 5U0ZZ

SQL1436N 自動保守ポリシー構成ファイル file-name

をオープンできませんでした。

説明: ストアード・プロシージャー
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE および
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE を使用し
て、自動バックアップ、自動再編成、および自動統計収
集などの、DB2 サーバーの自動保守アクティビティー
を構成することができます。

SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE を呼び出す
ときに、構成する自動保守ポリシーの詳細が含まれる
XML ファイルを指定することができます。この場合、
指定されたファイルをオープンできませんでした。

新規の自動保守ポリシー構成が適用されませんでした。

ユーザーの処置:

1. 指定されたファイルが以下の条件を満たしているか
どうか確認してください。

v ファイルが存在する

v ストアード・プロシージャーが実行されているユ
ーザー ID にファイルの読み取り権限がある

v ファイルが空でない

v ファイルのフォーマットが UTF-8 である

2. 上記にリストされた条件を満たすファイルを指定し
て、SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY プロシー
ジャーまたは
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE プロシー
ジャーを再度呼び出します。

sqlcode: -1436
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sqlstate: 5U0ZZ

SQL1437N 行番号 line-number および列番号
coumn-number で、
AUTOMAINT_SET_POLICY または
AUTOMAINT_SET_POLICYFILE に渡さ
れた自動保守ポリシー・ファイルまたは
LOB パラメーターの XML が無効です。
妥当性検査エラー・メッセージ:

error-message。

説明: ストアード・プロシージャー
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE および
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE を使用し
て、自動バックアップ、自動再編成、および自動統計収
集などの、DB2 サーバーの自動保守アクティビティー
を構成することができます。

SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE には次の 2

つの形式があります。このストアード・プロシージャー
の 1 つの形式は、自動保守構成の詳細を含む XML フ
ァイルの名前であるパラメーターを取り、もう 1 つの
形式は、自動保守構成の詳細 (XML 形式) を含む LOB

パラメーターを取ります。

SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE に渡された
自動保守構成ファイルまたは LOB パラメーターの
XML で、指定された行に無効な XML が含まれていま
す。列番号は、エラーの発生した行内のロケーションを
示します。

新規の自動保守構成が適用されませんでした。

ユーザーの処置: XML 構成ファイルの内容を訂正し
て、ストアード・プロシージャーを再度呼び出してくだ
さい。

詳しくは、DB2 インフォメーション・センターでトピ
ック『SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE を使用した
自動保守の構成』を参照してください。

sqlcode: -1437

sqlstate: 5U0ZZ

SQL1438N 自動保守ポリシー構成ファイルまたは
LOB パラメーターが
AUTOMAINT_SET_POLICY または
AUTOMAINT_SET_POLICYFILE に渡さ
れた XML を処理中に、内部エラーが発
生しました。

説明: ストアード・プロシージャー
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE および
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE を使用し
て、自動バックアップ、自動再編成、および自動統計収
集などの、DB2 サーバーの自動保守アクティビティー
を構成することができます。

SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE には次の 2

つの形式があります。このストアード・プロシージャー
の 1 つの形式は、自動保守構成の詳細を含む XML フ
ァイルの名前であるパラメーターを取り、もう 1 つの
形式は、自動保守構成の詳細 (XML 形式) を含む LOB

パラメーターを取ります。

SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE に渡された
自動保守構成ファイルまたは LOB の XML を処理中
に、内部エラーが発生しました。

新規の自動保守構成が適用されませんでした。

ユーザーの処置:

SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE に渡された
XML 構成ファイルまたは LOB パラメーターの内容が
有効であることを確認して、ストアード・プロシージャ
ーを再度呼び出してください。

詳しくは、DB2 インフォメーション・センターでトピ
ック『SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE を使用した
自動保守の構成』を参照してください。

sqlcode: -1438

sqlstate: 5U0ZZ

SQL1439N 自動保守ポリシー構成情報を検索できませ
んでした。

説明: ストアード・プロシージャー
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE および
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE を使用し
て、自動バックアップ、自動再編成、および自動統計収
集などの、DB2 サーバーの自動保守アクティビティー
を構成することができます。

ストアード・プロシージャー
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE は、デフォ
ルトの自動保守ポリシーを検出できなかったため、既存
の自動保守構成情報を収集できませんでした。
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自動保守構成情報が収集されませんでした。

ユーザーの処置: デフォルトの自動保守ポリシーは
DB2 ヘルス・モニターによって作成されます。ヘル
ス・モニターがデフォルトの保守ポリシーをまだ作成し
ていない場合は、以下のようにそれらを手動で作成でき
ます。

1. デフォルトの自動保守ポリシーを作成するデータベ
ースに接続します。

2. 以下のパラメーターを指定して、システムのストア
ード・プロシージャー
SYSPROCS.SYSINSTALLOBJECTS を呼び出しま
す。

SYSPROCS.SYSINSTALLOBJECTS( ’POLICY’,’C’,’’,’’)

SYSINSTALLOBJECTS システム・ストアード・プロシ
ージャーについて詳しくは、DB2 インフォメーショ
ン・センターでトピック『SYSINSTALLOBJECTS プロ
シージャー』を参照してください。

詳しくは、DB2 インフォメーション・センターでトピ
ック『SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE を使用した
自動保守構成情報の収集』を参照してください。

sqlcode: -1439

sqlstate: 5U0ZZ

SQL1440W GRANT (データベース権限) ステートメ
ント、GRANT (索引特権) ステートメン
ト、または表あるいはビューに
CONTROL 特権を GRANT する際に、
WITH GRANT OPTION は無視されまし
た。

説明: WITH GRANT OPTION は、データベース権限
または特権、あるいは索引に対する特権を GRANT す
るときには適用されません。 WITH GRANT OPTION

は、表、ビュー、索引またはパッケージの CONTROL

特権を適用していません。

有効な要求された特権はすべて付与されました。

ユーザーの処置: データベース権限または索引特権を
GRANT する場合、WITH GRANT OPTION 節を含めな
いでください。 CONTROL を GRANT しているとき
は、WITH GRANT OPTION 節を指定せずに分離
GRANT ステートメントを使用してください。

sqlcode: +1440

sqlstate: 01516

SQL1441N 無効なパラメーターです。 理由コード
code

説明: 以下は有効な理由コードのリストです。

1 コンテキスト・ポインターに NULL が渡され
ました。

3 コンテキスト・ポインターは初期化されました
が、有効なコンテキスト領域ではありません。

4. 無効なオプション

5 予約されたパラメーターは NULL ではありま
せんでした。

ユーザーの処置: アプリケーション・コンテキスト・ポ
インターが正しく初期化され、使用されているオプショ
ンが有効であることを確認してから、再試行してくださ
い。

SQL1442N コンテキストは使用中でもなく、現行スレ
ッドでも使用されていません。理由コード
code

説明: 以下の理由で呼び出しが失敗しました。

1 コンテキストはどのスレッドにも使用されてい
ません (アタッチが行われていません)。

2 コンテキストは現行スレッドによって使用され
ていません。

3 現行スレッドはコンテキストを使用していませ
ん。

ユーザーの処置: デタッチ呼び出しの場合、コンテキス
トが現行スレッドによって使用されているもので、対応
するアタッチが行われていることを確認してください。

get 現行コンテキスト呼び出しの場合、スレッドが現在
コンテキストを使用しているか確認してください。

SQL1443N スレッドはすでにコンテキストにアタッチ
されています。

説明: ユーザーはコンテキストをスレッドにアタッチし
ようとしましたが、スレッドはすでにコンテキストを使
用しています。

ユーザーの処置: 新しいコンテキストにアタッチする前
に、前のコンテキストからデタッチしてください。

SQL1444N 使用中のため、アプリケーション・コンテ
キストは破棄できません。

説明: ユーザーはまだ使用中にもかかわらず、アプリケ
ーション・コンテキストを破棄しようとしました。 コ
ンテキストに接続しているスレッドがあるか、コンテキ
ストにはそれに関連した CONNECT または ATTACH
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があります。 破棄する前に、CONNECT RESET または
DETACH を行い (CONNECT または ATTACH が行わ
れていた場合)、コンテキストからすべてのスレッドをデ
タッチしてください。

ユーザーの処置: コンテキストにアタッチするすべての
呼び出しに対応するデタッチがあり、すべての
CONNECT には対応する CONNECT RESET があり、
すべての ATTACH には対応する DETACH があること
を確認してください。

SQL1445N スレッドまたは処理には使用するためのコ
ンテキストがありません。

説明: SQL_CTX_MULTI_MANUAL のコンテキスト・
タイプには影響しますが、現行のスレッドまたは処理は
コンテキストにアタッチされていません。

ユーザーの処置: データベース呼び出しを行う前に、現
行のスレッドまたは処理がコンテキストにアタッチされ
ているか確認してください。

SQL1446N 自動保守ポリシー構成ファイルまたは
LOB パラメーターが
AUTOMAINT_GET_POLICY または
AUTOMAINT_GET_POLICYFILE に渡
された XML を処理中に、内部エラーが
発生しました。

説明: ストアード・プロシージャー
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE および
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE を使用し
て、自動バックアップ、自動再編成、および自動統計収
集などの、DB2 サーバーの自動保守アクティビティー
を構成することができます。

SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE には次の 2

つの形式があります。このストアード・プロシージャー
の 1 つの形式は、自動保守構成の詳細を含む XML フ
ァイルの名前であるパラメーターを取り、もう 1 つの
形式は、自動保守構成の詳細 (XML 形式) を含む LOB

パラメーターを取ります。

SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE に渡された
自動保守構成ファイルまたは LOB の XML を処理中
に、内部エラーが発生しました。

自動保守構成が収集されませんでした。

ユーザーの処置:

SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE に渡された

XML 構成ファイルまたは LOB パラメーターの内容が
有効であることを確認して、ストアード・プロシージャ
ーを再度呼び出してください。

詳しくは、DB2 インフォメーション・センターでトピ
ック『SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE を使用した
自動保守構成情報の収集』を参照してください。

sqlcode: -1446

sqlstate: 5U0ZZ

SQL1447N AUTOMAINT_SET_POLICY または
AUTOMAINT_SET_POLICYFILE に渡さ
れた自動保守ポリシー・ファイルまたは
LOB パラメーターの XML が理由
reason-code で無効です。

説明: ストアード・プロシージャー
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE および
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE を使用し
て、自動バックアップ、自動再編成、および自動統計収
集などの、DB2 サーバーの自動保守アクティビティー
を構成することができます。

SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE に渡された
自動保守構成ファイルまたは LOB パラメーターに、以
下に指定された理由コードに従って無効な XML が含ま
れています。

1 PathName エレメントに有効なパスが指定され
ていません。例えば、指定したパスが存在しな
い場合に、このメッセージが戻されます。

2 FilterClause エレメントの SQL 構文が無効で
す。

3 データベース・マネージャーは、/home/misc デ
ィレクトリー内のスキーマ文書を使用して
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY に渡し
た XML 入力ファイルまたは LOB パラメータ
ーを妥当性検査しようとしました。データベー
ス・マネージャーは、スキーマ文書を見つけら
れませんでした。

4 XML 入力ファイルまたは LOB パラメーター
内の最初のエレメントは、有効な XML ではあ
りません。

5 入力 XML ファイルのエンコード方式は、
UTF-8 ではありません。

新規の自動保守構成が適用されませんでした。

SQL1445N • SQL1447N
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ユーザーの処置: 以下のように、理由コードに応じて応
答します。

1、2、および 4

XML 構成ファイルまたは LOB パラメーター
の内容を訂正して、ストアード・プロシージャ
ーを再度呼び出してください。

3 このスキーマ文書がないと、
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY、
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE、
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY、または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE プ
ロシージャーを使用できません。

このスキーマ文書を手動で元の場所に戻すこと
はできません。欠落ファイルを元の場所に戻す
には、DB2 サーバーを再インストールしま
す。

5 XML 入力の最初の行が encoding="UTF-8" を
指定していることを確認してください。 XML

入力の作成に使用したエディターが別のエンコ
ード方式を使用してファイルを保管した場合、
そのファイルを UTF-8 エンコード方式を使用
して再度保管してください。

詳しくは、DB2 インフォメーション・センターでトピ
ック『SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE を使用した
自動保守の構成』を参照してください。

sqlcode: -1447

sqlstate: 5U0ZZ

SQL1448N AUTOMAINT_GET_POLICY または
AUTOMAINT_GET_POLICYFILE に渡
されたパスまたはファイル名 full-file-name

が存在しません。

説明: ストアード・プロシージャー
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE および
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE を使用し
て、自動バックアップ、自動再編成、および自動統計収
集などの、DB2 サーバーの自動保守アクティビティー
を構成することができます。

SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE を呼び出す
ときに、ストアード・プロシージャーからの出力を保管
する XML ファイルの名前を指定できます。この場合、
指定されたファイルの作成、またはファイルへの書き込
みを行うことができませんでした。

自動保守ポリシー構成情報が保管されませんでした。

ユーザーの処置:

1. 指定されたパスおよびファイルが以下の条件を満た
しているかどうか確認してください。

v ディレクトリー・パスおよびファイルが存在する

v ストアード・プロシージャーが実行されているユ
ーザー ID にファイルの作成または書き込み権限
がある

2. 上記にリストされた条件を満たすファイルを指定し
て、SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICY プロシー
ジャーまたは
SYSPROC.AUTOMAINT_SET_POLICYFILE プロシー
ジャーを再度呼び出します。

これらの自動保守ポリシー構成ストアード・プロシージ
ャーについて詳しくは、DB2 インフォメーション・セ
ンターのトピック
『SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICY または
SYSPROC.AUTOMAINT_GET_POLICYFILE を使用した
自動保守構成情報の収集』を参照してください。

sqlcode: -1448

sqlstate: 5U0ZZ

SQL1449C ツール・カタログは、現在のレベルに正常
にマイグレーションされました。理由コー
ド reason-code のために、スケジューラー
が正常に開始されていません。

説明: db2tdbmgr コマンドにより、データベースは現在
のレベルに正常にマイグレーションされましたが、理由
コードによって示された理由により、スケジューラーは
正常に開始しませんでした。

1

DB2 Administration Server 構成パラメーターの
ツール・カタログ・データベース構成が正しく
ありません。

2

ツール・カタログ・データベースが含まれてい
るデータベース・マネージャーが開始されてい
ません。

3

ツール・カタログ・データベースが別のスケジ
ューラーに使用されています。

4

スケジューラーを開始中に予期しないエラーが
発生しました。

SQL1448N
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ユーザーの処置:

1

DB2 Administration Server 構成パラメーターの
ツール・カタログ・データベース構成を訂正し
てください。ツール・カタログ・データベース
の構成方法については、「DB2 管理ガイド」
の DB2 Administration Server に関する項を参
照してください。

2

ツール・カタログ・データベースが含まれてい
るデータベース・マネージャーを開始します。

3

ツール・カタログ・データベースが別のスケジ
ューラーに使用されなくなるまで待ちます。

4

DB2 Administration Server を停止して再始動し
ます。

SQL1450N 登録情報ポインターが無効です。

説明: 無効な登録情報ポインターが、register/deregister

DB2 server command/API に渡されました。

ユーザーの処置: 有効なポインターが、
register/deregister DB2 server command/API に渡された
ことを確認してください。

SQL1451N DB2 サーバーの登録または登録取り消し
は、サーバー・ノードから発行しなければ
なりません。

説明: DB2 サーバーの登録または登録取り消しが、無
効なノードから発行されました。

ユーザーの処置: サーバー・ノードから
register/deregister DB2 server command/API を再発行し
てください。

SQL1452N 無効な登録ロケーションが指定されまし
た。

説明: 無効な登録ロケーションが、register/deregister

DB2 server command/API に渡されました。

ユーザーの処置: 有効な登録ロケーションが、
register/deregister DB2 server command/API に渡された
ことを確認してください。

SQL1453N データベース・マネージャー構成ファイル
のファイル・サーバー名の項目がないか、
または無効です。

説明: configuration command/API またはデータベー
ス・マネージャー構成ファイルに指定されたファイル・
サーバー名がないか、または無効です。

ユーザーの処置: ファイル・サーバー名が指定されてお
り、名前に無効な文字が含まれておらず、 48 文字より
長くないことを確認してください。データベース・マネ
ージャー構成ファイルのファイル・サーバー名を更新し
て、command/API を再サブミットしてください。

SQL1454N データベース・マネージャー構成ファイル
のオブジェクト名の項目がないか、または
無効です。

説明: configuration command/API またはデータベー
ス・マネージャー構成ファイルに指定されたオブジェク
ト名がないか、または無効です。

ユーザーの処置: オブジェクト名が指定されており、名
前に無効な文字が入っておらず、48 文字より長くない
ことを確認してください。 データベース・マネージャ
ー構成ファイルのオブジェクト名を更新して、
command/API を再サブミットしてください。

SQL1455N データベース・マネージャー構成ファイル
の IPX ソケット番号の項目がないか、ま
たは無効です。

説明: configuration command/API またはデータベー
ス・マネージャー構成ファイルに指定された IPX ソケ
ット番号がないか、または無効です。

ユーザーの処置: IPX ソケット番号が指定されてお
り、番号に無効な文字が入っておらず、4 文字よりも長
くないことを確認してください。 データベース・マネ
ージャー構成ファイルの IPX ソケット番号を更新し
て、command/API を再サブミットしてください。

SQL1456N データベース・マネージャー構成ファイル
に指定されたオブジェクト名は、すでに
NetWare ファイル・サーバーに存在しま
す。

説明: DB2 サーバー・オブジェクト名を NetWare ファ
イル・サーバーに登録するときに、重複するオブジェク
ト名が見つかりました。

ユーザーの処置: データベース・マネージャー構成ファ
イルに指定されたオブジェクト名は、すでに使用されて
います。 オブジェクト名を変更して、DB2 サーバーを
再登録してください。

SQL1450N
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SQL1457N NetWare ディレクトリー・サービス接続
が、すでに NetWare ファイル・サーバー
に対して確立されているために、登録 /

登録解除が、指定されたそのファイル・サ
ーバーにログインできませんでした。

説明: NetWare ディレクトリー・サービス接続が、す
でに指定されたファイル・サーバーに対して確立されて
いる場合は、NWLoginToFileServer を使用したバインダ
リー・ログインは実行できません。

ユーザーの処置: まず、ログアウトおよびディレクトリ
ー・サービスからのデタッチを実行してディレクトリ
ー・サービス接続を切断してから、登録 / 登録解除を再
発行してください。

SQL1458N 直接アドレッシング用の IPX/SPX が、デ
ータベース・マネージャー構成ファイルの
中に構成されています。 NetWare ファイ
ル・サーバーに対する DB2 サーバーの登
録 / 登録解除は必要ありません。

説明: データベース・マネージャー構成ファイルが、
IPX/SPX 直接アドレッシング用に構成されているため、
登録 / 登録解除の発行は必要ありません。例: Fileserver

と objectname が '*' で指定されています。

ユーザーの処置: DB2 サーバーは直接アドレッシング
用に構成されているので、ファイル・サーバー・アドレ
ッシングを使用する IPX/SPX クライアントは、このサ
ーバーに接続できません。 IPX/SPX クライアント・ア
ドレッシングの両方のタイプをサポートするサーバーの
場合は、 fileserver と objectname をデータベース・マ
ネージャー構成ファイルに指定してください。

SQL1459I ツール・カタログは、現在のレベルに正常
にマイグレーションされました。

説明: db2tdbmgr コマンドにより、データベースは現在
のレベルに正常にマイグレーションされました。

ユーザーの処置: 応答は必要ありません。

SQL1460N SOCKS サーバー名の解決に必要な環境変
数 variable が定義されていないか、また
は無効です。

説明: SOCKS 環境変数 SOCKS_NS または
SOCKS_SERVER が定義されていません。 SOCKS プロ
トコル・サポートには、これらの両方の環境変数の定義
が必要です。

SOCKS_NS

これはドメイン・ネーム・サーバーの IP アド
レスであり、ここに SOCKS サーバーが定義さ
れます。

SOCKS_SERVER

これは SOCKS サーバーのホスト名です。

ユーザーの処置: 脱落している環境変数を定義して、コ
マンドを再サブミットしてください。

SQL1461N セキュリティー・オプション security が
無効です。

説明: TCP/IP ノードの SECURITY オプションに
'SOCKS' 以外の値があります。このオプションは、カタ
ログしている TCP/IP ノードを有効にするために使用さ
れ、ファイアウォールを横切るために SOCKS プロトコ
ル・サポートを使用します。 'SOCKS' 以外の値は許さ
れません。

ユーザーの処置: SOCKS プロトコル・サポートが必要
なことを確認してください。 その場合には、
SECURITY SOCKS によってノードのカタログをやり直
してください。 そうでない場合には、ノードのカタロ
グをやり直しますが、SECURITY オプションを省いて
ください。

SQL1462N 要求は同期ポイント・マネージャー接続の
みに有効です。

説明: 試行された要求は同期ポイント・マネージャー接
続に対してのみ有効ですが、同期ポイント・マネージャ
ー・インスタンスは接続されていません。

ユーザーの処置: 同期ポイント・マネージャー・インス
タンスに接続し、要求を再発行してください。

SQL1463N 管理タスク表 table-name が使用できない
ため、この管理タスクに対して操作を実行
することはできません。

説明: タスクに関する情報を保管するために使用される
表 table-name を必要に応じて使用することができない
ため、この管理タスクの追加、更新、または除去を行え
ません。表は存在しますが、現在の状態では使用できま
せん。管理タスク表は、管理タスクがデータベース・シ
ステムに追加されるときに自動的に作成されます。他の
何らかの方法でこの表が作成された場合は、管理タスク
操作に使用できない可能性があります。

ユーザーの処置: 管理タスク表を管理タスク操作に使用
できるようにします。表 table-name を再作成するため
に、その表を明示的にドロップしてから
SYSPROC.ADMIN_TASK_ADD プロシージャーを呼び
出してタスクをスケジュールします。

SQL1457N
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sqlcode: -1463

sqlstate: 55070

SQL1464W いくつかのタスクは実行中であったため、
タスクのすべては除去されませんでした。

説明: SYSPROC.ADMIN_TASK_REMOVE プロシージ
ャーはタスクのセットを除去しようとしましたが、タス
クのすべては除去されませんでした。実行中でなかった
タスクはプロシージャーにより除去されましたが、プロ
シージャーが除去しようとしたときに実行中であったタ
スクは除去されませんでした。

ユーザーの処置: 実行中のタスクが完了するまで待ち、
SYSPROC.ADMIN_TASK_REMOVE プロシージャーを
使ってタスクを除去してください。タスクの実行状況を
確認するには、SYSTOOLS.ADMIN_TASK_STATUS ビ
ューを使用できます。

sqlcode: +1464

sqlstate: 0168S

SQL1465N 管理タスクに指定された SQL ステート
メントの結果は、管理タスクに指定された
プロシージャー procedure-name の入力と
しては無効です。

説明: スケジュール済みの管理タスクの
PROCEDURE_INPUT として指定された SQL ステート
メントは実行されましたが、その結果は、スケジュール
済みの管理タスクに指定されたプロシージャー
procedure-name の入力として使用できませんでした。
SQL ステートメントの結果は 1 行を超えてはならず、
列数がプロシージャーの引数の数と同じでなければなり
ません。

ユーザーの処置: データベース内のデータを変更して、
SQL ステートメントの結果が 1 行以内になるようにす
るか、または管理タスクを変更して、それに指定されて
いる SQL ステートメントまたはプロシージャーを変更
します。SQL ステートメントが戻す行が 1 行を超えな
いようにし、管理タスクに指定されているプロシージャ
ーの引数の数が SQL ステートメントが戻す列数と一致
するようにしてください。管理タスクを変更するには、
SYSPROC.ADMIN_TASK_REMOVE プロシージャーを
使ってタスクを除去し、その後
SYSPROC.ADMIN_TASK_ADD を呼び出して再作成し
てください。

sqlcode: -1465

sqlstate: 21507

SQL1467C データベース・マネージャーは、表スペー
ス ID が table-space-id のシステム管理
TEMPORARY 表スペースからページを
読み取ろうとしましたが、入出力エラーを
受け取りました。

説明: この入出力エラーの原因として最も可能性が高い
のは、ファイル・システムまたはハードウェアのエラー
です。

ステートメントを処理することができません。このステ
ートメントが含まれるユーティリティーまたはトランザ
クションはロールバックされます。

ユーザーの処置:

SQL1468N ノード database-partition-number2 に対す
る CONNECT または ATTACH を試行
する前に、サーバー・インスタンス
instance (データベース・パーティション
番号 database-partition-number1) で、デー
タベース・マネージャー TCP/IP リスナ
ーが構成され、実行されている必要があり
ます。

説明: ノードを database-partition-number2 に
CONNECT または ATTACH するよう設定するために、
SET CLIENT コマンドまたは api、あるいは環境変数
DB2NODE が使用されました。 このノードに
CONNECT または ATTACH するには、サーバー・イン
スタンス instance (データベース・パーティション番号
database-partition-number1) でデータベース・マネージャ
ー TCP/IP リスナーが構成され、実行されている必要が
あります。

注: このメッセージは暗黙的 CONNECT あるいは
ATTACH で返される可能性があります。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを行ってください。

v インスタンス instance、データベース・パーティショ
ン番号 database-partition-number1 上のデータベー
ス・マネージャー構成で svcename が指定され、
TCP/IP を使用するよう DB2COMM 環境変数が設定
され、TCP/IP リスナーが DB2START 時刻に正常に
開始されたことを確認します。

または

v ノードとデータベースを明示的にカタログしてくださ
い。

sqlcode: -1468

sqlstate: 08004

SQL1464W
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SQL1469N インスタンス instance-name (データベー
ス・パーティション番号
database-partition-number1) では、ノード
database-partition-number2 が db2nodes.cfg

ファイルで指定されていません。

説明: ノードを database-partition-number2 に
CONNECT または ATTACH するよう設定するために、
SET CLIENT コマンドまたは api、あるいは環境変数
DB2NODE が使用されました。 後続の CONNECT ま
たは ATTACH 処理は、インスタンス instance-name (ノ
ード database-partition-number1) にある db2nodes.cfg フ
ァイルでこのノードを見つけられませんでした。

注: このメッセージは暗黙的 CONNECT あるいは
ATTACH で返される可能性があります。

ユーザーの処置: SET CLIENT コマンドまたは API、
あるいは DB2NODE 環境変数によって指定されたノー
ド番号が、中間インスタンス instance-name、ノード
database-partition-number1 の db2nodes.cfg ファイルに存
在していることを確認してください。

sqlcode: -1469

sqlstate: 08004

SQL1470N DB2NODE 環境変数の値が無効です。

説明: DB2NODE 環境変数は、アプリケーションの接
続試行の接続先ノードを示します。 DB2NODE が未設
定またはブランクの場合、このアプリケーションはデフ
ォルト・ノードへの接続を試行します。それ以外は、
DB2NODE をこのアプリケーションと同じホストで定義
されたノードの 1 つのノードに設定する必要がありま
す。

ユーザーの処置: DB2NODE 環境変数を次の値のいず
れかに設定してください。

未設定 アプリケーションにデフォルト・ノードが接続
されます。

ブランク
アプリケーションにデフォルト・ノードが接続
されます。

番号 アプリケーションにそのノード番号のノードが
接続されます。このノードはこのアプリケーシ
ョンと同じホストで実行されていなくてはなり
ません。

sqlcode: -1470

sqlstate: 08001

SQL1471N このノードのデータベースがカタログ・ノ
ードと同期化していないため、ノード
node-number のデータベース
database-name に接続できません。

説明: このノードのログの終わりの情報がカタログ・ノ
ードの対応するレコードと一致しません。これは、別の
場合にバックアップされたノードのデータベースをリス
トアするため発生します。

ユーザーの処置: データベースが 1 つのノードでロー
ルフォワードなしでリストアされている場合、データベ
ースがロールフォワードなしですべてのノードで一致す
るオフライン・バックアップでリストアされていること
を確認してください。

sqlcode: -1471

sqlstate: 08004

SQL1472N カタログ・ノードのシステム時刻とこのノ
ードの仮想タイム・スタンプとの間の相違
が max_time_diff データベース・マネー
ジャー構成パラメーターより大きいため、
ノード node-number のデータベース
database-name に接続できません。

説明: コンピューター構成時のシステム時刻の相違
(db2nodes.cfg ファイルにリストされている) は
max_time_diff データベース・マネージャー構成パラメー
ターより大きいです。

ユーザーの処置: "すべてのコンピューターのシステム
時刻を合わせて、 max_time_diff パラメーターがデータ
ベース・マシン間の通常の通信遅延ができるように構成
されているか、確認してください。

これで問題が解決しない場合は、DB2 インフォメーシ
ョン・センターを参照して考えられる原因と処置につい
て調べてください。

sqlcode: -1472

sqlstate: 08004

SQL1473N ローカル・ノードのシステム時刻とノード
node-list の仮想タイム・スタンプ間の相違
が max_time_diff データベース・マネー
ジャー構成パラメーターより大きいため、
トランザクションをコミットできません。
トランザクションはロールバックされま
す。

説明: コンピューター構成時のシステム時刻の相違
(db2nodes.cfg ファイルにリストされている) は
max_time_diff データベース・マネージャー構成パラメー
ターより大きいです。
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",..." がノード・リストの最後に表示された場合、完全な
ノード・リストについては、 syslog ファイルを参照し
てください。

ユーザーの処置: "すべてのコンピューターのシステム
時刻を合わせて、 max_time_diff パラメーターがデータ
ベース・マシン間の通常の通信遅延ができるように構成
されているか、確認してください。

sqlcode: -1473

sqlstate: 40504

SQL1474W トランザクションは正常に完了しました
が、ローカル・メンバーのシステム時刻と
メンバー member-list の仮想タイム・スタ
ンプ間の時刻の相違が max_time_diff デ
ータベース・マネージャー構成パラメータ
ーより大きくなっています。

説明: コンピューター構成時のシステム時刻の相違
(db2nodes.cfg ファイルにリストされている) は
max_time_diff データベース・マネージャー構成パラメ
ーターより大きいです。

この警告メッセージはこの状態に影響されないため、読
み取り専用トランザクションに返されます。 ただし、
これ以外のトランザクションはロールバックされます。
このメッセージはユーザーになるべく早くアクションを
とるようにこの状態について通知するものです。

",..." がメンバー・リストの最後に表示された場合、完全
なメンバー・リストについては、syslog ファイルを参照
してください。

ユーザーの処置: "すべてのコンピューターのシステム
時刻を合わせて、max_time_diff パラメーターがデータ
ベース・マシン間の通常の通信遅延ができるように構成
されているか、確認してください。

sqlcode: +1474

sqlstate: 01607

SQL1475W CONNECT RESET 処理中にシステム・
エラーが発生しました。

説明: CONNECT RESET は成功しましたがノード障害
やコミュニケーション・エラーのようなシステム・エラ
ーが発生する可能性があります。

ユーザーの処置: 詳細については管理通知ログをチェッ
クしてください。このノードのデータベースを再始動す
る必要があります。

sqlcode: +1475

sqlstate: 01622

SQL1476N 現行トランザクションがエラー sqlcode

のため、ロールバックしました。

説明: トランザクションは、以下の理由によりロールバ
ックされました。

1. 暗黙的または明示的 CLOSE CURSOR が失敗しまし
た。

2. NOT LOGGED INITIALLY オプションで表を作成中
であったか、または NOT LOGGED INITIALLY が
既存の表に対してアクティブ化されました。同じ作
業単位でエラーが発生したか、または ROLLBACK

TO SAVEPOINT ステートメントが出されました。
この作業単位はロールバックし、以下のようになり
ます。

v この作業単位で作成された表はすべてドロップさ
れます。

v トランザクションでアクティブ化された NOT

LOGGED INITIALLY 表はすべてアクセス不能と
マークされており、ドロップだけを行うことがで
きます。

v ROLLBACK TO SAVEPOINT がトランザクショ
ン内で出された場合、sqlcode は 0 になります。

3. ROLLBACK TO SAVEPOINT が失敗したか、または
RELEASE SAVEPOINT が失敗しました。

4. アトミック配列の入力操作中に、重大エラーが発生
しました。

5. システム一時 LOB の作成中にエラーが発生しまし
た。これは、行の削除対象となる宣言済み一時表ま
たは作成済み一時表の LOB 列の LOB ロケーター
値を維持するために使用されるはずでした。

ユーザーの処置: エラー sqlcode で示された問題を訂
正して、トランザクションを再実行してください。
NOT LOGGED INITIALLY 表が作成またはアクティブ
化される、同じトランザクションで使用されている
ROLLBACK TO SAVEPOINT ステートメントを除去し
てください。

sqlcode: -1476

sqlstate: 40506

SQL1477N 表 table-name で、表スペース tbspace-id

内のオブジェクト object-id にはアクセス
できません。

説明: アクセスできないいずれかのオブジェクトを含む
表に対してアクセスしようとしました。以下のいずれか
の理由のため、この表にアクセスできないと思われま
す。

v 作業単位がロールバックされたとき、表が NOT

LOGGED INITIALLY をアクティブ化していた

SQL1474W
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v その表はパーティション化された作成済み一時表また
は宣言済み一時表で、一時表がインスタンス化または
宣言された後、1 つ以上のデータベース・パーティシ
ョンに障害が発生した。

v ROLLFORWARD が、この表での NOT LOGGED

INITIALLY のアクティブ化、またはこの表での
NONRECOVERABLE ロードを見つけた

その整合性を保証できないため、この表へのアクセスは
許可されていません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかのアクションを行うこ
とができます。

v オブジェクトが表であり、その表が NOT LOGGED

INITIALLY をアクティブ化している場合、この表を
ドロップします。この表が必要な場合は、それを再作
成してください。

v オブジェクトがデータ・パーティションである場合
は、それを表からデタッチします。このデータ・パー
ティションが必須である場合は、新規のデータ・パー
ティションを追加してください。

v オブジェクトが非パーティション索引の場合は、その
索引をドロップします。索引が必須である場合は、新
規の索引を作成してください。

v 表が作成済み一時表であれば、サーバーから切断して
再接続することにより、作成済み一時表の新しいコピ
ーをインスタンス化してください。

v 表が宣言された一時表であれば、この表をドロップし
てください。 この表が必要な場合、宣言し直してく
ださい。

v そうでない場合、表スペースまたはデータベース・バ
ックアップからリストアしてください。バックアッ
プ・イメージは、リカバリー不能操作 (NOT

LOGGED INITIALLY 操作または
NONRECOVERABLE ロード) の完了に続き、コミッ
ト・ポイントの後でとられています。

カタログおよび管理ビューを使用すると、オブジェクト
を判別できます。オブジェクトが表であるかを判別する
には、次の照会を使用します。

SELECT TABNAME
FROM SYSCAT.TABLES
WHERE TBSPACEID=tbspace-id AND

TABLEID=object-id

この照会の結果として表名が表示されない場合、次の照
会を使用して、オブジェクトがパーティションであるか
どうかを判別できます。

SELECT DATAPARTITIONNAME, TABNAME
FROM SYSCAT.DATAPARTITIONS
WHERE TBSPACEID=tbspace-id AND

PARTITIONOBJECTID=object-id

オブジェクトが索引であるかどうかを判別するには、次
の照会を使用します。

SELECT INDNAME
FROM SYSCAT.INDEXES
WHERE TBSPACEID=tbspace-id AND

INDEX_OBJECTID=object-id

オブジェクトが作成済み一時表または宣言済み一時表で
あることを判別するには、次の照会を使用します。

SELECT TABNAME
FROM SYSIBMADM.ADMINTEMPTABTABLES
WHERE TBSP_ID=tbspace-id AND
INDEX_TAB_FILE_ID=object-id

sqlcode: -1477

sqlstate: 55019

SQL1478W 定義されたバッファー・プールを開始でき
ませんでした。代わりに、DB2 のサポー
トするページ・サイズごとに、小さいバッ
ファー・プールを開始しました。

説明: 定義されたバッファー・プールを開始できません
でした。代わりに、DB2 のサポートするページ・サイ
ズごとに、小さいバッファー・プールを開始しました。
以下の理由から、定義されたバッファー・プールを開始
できませんでした。

v このデータベースに指定されたバッファー・プールの
合計サイズに対して十分なメモリーが割り振られてい
ません。

v データベース・ディレクトリーにあるバッファー・プ
ール・ファイルが抜けているか、壊れています。

ユーザーの処置: 問題の正しいソースについては管理通
知ログをチェックしてください。以下は適用可能なソリ
ューションです。

v データベースを正しく開始できるように 1 つ以上の
バッファー・プールの大きさをドロップするか、また
は変更してください。

この変更を行ったあとで、データベースを切断し、デー
タベースの開始をやり直してください。

sqlcode: +1478

sqlstate: 01626

SQL1479W 結果セットが最初の行セットを戻す前に、
フェッチを試行しました。

説明: 要求された行セットが結果セットの開始にオーバ
ーラップし、次に示すフェッチ指示
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SQL_FETCH_PRIOR

以下のいずれかの状態です。

v 現行ポジションが最初の行を超えて、現在行
の数が行セットの大きさより小さいか、等し
くなっています。

v 現行ポジションが結果セットの終わりを超え
て、行セットの大きさが結果セットより大き
くなっています。

SQL_FETCH_RELATIVE

フェッチ・オフセットの絶対値が現行行セット
の大きさより小さいか等しくなっています。

SQL_FETCH_ABSOLUTE

フェッチ・オフセットが負で、フェッチ・オフ
セットの絶対値が結果セットの大きさより大き
くなっていますが現行行セットの大きさより小
さいか、等しくなっています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1480N DISCOVER データベース・マネージャー
構成パラメーターで指定されたディスカバ
ー・タイプが無効です。

説明: データベース・マネージャー構成ファイルの
DISCOVER パラメーターの有効値は DISABLE、
KNOWN、あるいは SEARCH です。

ユーザーの処置: DISCOVER データベース・マネージ
ャー構成パラメーターを DISABLE、KNOWN、あるい
は SEARCH で更新してください。

SQL1481N DISCOVER_COMM パラメーターで指定
された 1 つ以上の通信プロトコルが無効
です。

説明: データベース・マネージャー構成ファイルの
DISCOVER_COMM パラメーターの有効値は
NETBIOS、および TCPIP の組み合わせをコンマで区切
ったものです。

ユーザーの処置: DISCOVER_COMM データベース・
マネージャー構成パラメーターを NETBIOS、および
TCPIP をコンマで区切って組み合わせ、更新してくださ
い。

SQL1482W BUFFPAGE パラメーターは、バッファ
ー・プールのどちらか 1 つのサイズが -1

と定義されている場合にのみ使用されま
す。

説明: バッファー・プールのサイズが -1 と定義されて
いない場合、 BUFFPAGE データベース構成パラメータ
ーが無視されることを警告します。 -1 は、バッファ

ー・プールがバッファー・プール・ページ数として
BUFFPAGE パラメーターを使用することを示します。

ユーザーの処置: SYSCAT.BUFFERPOOLS から選択
し、バッファー・プールの定義をチェックしてくださ
い。サイズ -1 (NPAGES) でバッファー・プールが定義
されていない場合、 BUFFPAGE パラメーターの設定は
このデータベースのバッファー・プールのサイズを変更
しません。

SQL1483N データベース・パーティション・サーバー
partitionnum に関する、データベース・パ
ーティション・サーバーの追加処理が失敗
しました。戻されたエラー情報には、
SQLCODE sqlcode、 SQLSTATE

sqlstate、およびメッセージ・トークン
token-list が含まれます。

説明: データベース・パーティション・サーバー
partitionnum に関する、データベース・パーティショ
ン・サーバーの追加処理が失敗しました。
sqlcode、sqlstate、メッセージ・トークン・リスト (各ト
ークンは縦線によって区切られています) が提供されま
す。メッセージ・トークンは切り捨てられる可能性があ
ります。エラーの詳細な説明として、sqlcode に対応す
るメッセージを参照してください。

ユーザーの処置: 失敗した SQL ステートメントの
SQLCODE に関連するメッセージをチェックしてくださ
い。 メッセージで提案されているアクションに従って
ください。

sqlcode: -1483

sqlstate: 5UA02

SQL1484N データベース・パーティション・サーバー
partitionnum の追加処理中には、要求
request を実行できません。

説明: データベース・パーティション・サーバー
partitionnum の追加中であるため、要求 request は許可
されません。

ユーザーの処置: データベース・パーティション・サー
バーの追加操作が完了するのを待って、要求を再びサブ
ミットしてください。

sqlcode: -1484

sqlstate: 55071

SQL1485N データベースまたはインスタンス name

の状態が state であるため、データベー
ス・パーティション・サーバーを追加でき
ません。
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説明: データベース・パーティション・サーバーは、デ
ータベースまたはインスタンスが state の状態にある場
合には追加できません。

ユーザーの処置: データベース・パーティション・サー
バーを追加できる状態になるようデータベースまたはイ
ンスタンスを変更して、要求を再サブミットしてくださ
い。

sqlcode: -1485

sqlstate: 55019

SQL1487W データベース・パーティション・サーバ
ー、DB2 メンバー、または CF は正常に
追加されましたが、インスタンスの再始動
までは作動しません。

説明: パーティション・データベース環境では、このメ
ッセージは、新しいデータベース・パーティション・サ
ーバーが単一パーティション・データベース環境に追加
された場合に返されます。データベース・パーティショ
ン・サーバーの追加操作が完了後、DB2 インスタンス
が再始動されるまでは新しいデータベース・パーティシ
ョン・サーバーはアクティブになりません。

DB2 pureCluster 環境では、このメッセージは、新しい
DB2 メンバーまたはクラスター・キャッシング・ファ
シリティー (CF) が DB2 インスタンスに追加されると
きに返されます。メンバーまたは CF は、追加されても
インスタンスが再始動されるまではアクティブになりま
せん。

ユーザーの処置: インスタンスを再始動します。

SQL1488W データベース・パーティション・サーバー
の追加操作が成功しました。新しいデータ
ベース・パーティション・サーバー
partitionnum がアクティブ状態です。DB2

クラスター・マネージャーがインスタンス
内に検出されています。新しいデータベー
ス・パーティション・サーバーをクラスタ
ー・マネージャー用に構成するために、ク
ラスター・マネージャー・ツール
db2haicu を実行できます。

説明: インスタンスは DB2 クラスター・マネージャー
によって管理されます。新しく追加されたデータベー
ス・パーティション・サーバーを構成する際、クラスタ
ー・マネージャーで管理することが可能です。

ユーザーの処置: 新しいデータベース・パーティショ
ン・サーバーをクラスター・マネージャーに追加するに
は、db2haicu ツールを使用してください。

SQL1489I データベース・パーティション・サーバー
の追加操作が成功しました。新しいデータ
ベース・パーティション・サーバー
dbpartitionnum がアクティブ状態です。

ユーザーの処置: 応答は必要ありません。

SQL1490W データベースは正常にアクティブになりま
したが、このデータベースは 1 つ以上の
ノードですでにアクティブになっていま
す。

説明: データベースが 1 つ以上のノードで、明示的に
開始 (活動) しています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1491N データベース name はまだ使用中のため
に、非アクティブ化されませんでした。

説明: 指定されたデータベースに接続されたアプリケー
ションがある場合には、そのデータベースを非アクティ
ブ化することはできません。

ユーザーの処置: すべてのアプリケーションが
CONNECT RESET を行ったことを確認してから、もう
一度やり直してください。

SQL1492N データベース name はアクティブ化され
ていないため、非アクティブ化されません
でした。

説明: 指定されたデータベースはアクティブになってい
ないために、このデータベースを非アクティブ化するこ
とはできません。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1493N このアプリケーションは、アクティブ・デ
ータベースにすでに接続されています。

説明: アプリケーションがデータベースにすでに接続さ
れているために、 ACTIVATE DATABASE および
DEACTIVATE DATABASE コマンドを先行することは
できません。

ユーザーの処置: データベースから切り離してから、コ
マンドを再サブミットしてください。

SQL1494W データベースは正常にアクティブになりま
したが、このデータベースへの接続は既に
存在しています。

説明: 1 つ以上のノード上に既にデータベース接続があ
ります。

SQL1487W • SQL1494W
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ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1495W データベースの非アクティブ化は正常に実
行されましたが、このデータベースとの接
続がまだ存在しています。

説明: 1 つ以上のノード上にデータベース接続がまだあ
ります。最後の接続がデータベースから切断されるとき
に、データベースはシャットダウンされます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1496W データベースの非アクティブ化は正常に実
行されましたが、このデータベースはアク
ティブにされてはいませんでした。

説明: データベースの非アクティブ化が実行された際、
1 つ以上のノードではデータベースが明示的に開始され
ていませんでした。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1497W データベースのアクティブ化/非アクティ
ブ化は成功しましたが、いくつかのノード
でエラーが発生しました。

説明: 少なくともカタログ・ノードおよびコーディネー
ター・ノードでデータベースのアクティブ化 / 非アクテ
ィブ化は成功しましたが、その他のノードでエラーが発
生しました。

ユーザーの処置: 診断ログを参照しどのノードでどうい
うエラーが発生しているかを調べて可能であれば問題を
修正し、データベース・コマンドのアクティブ化 / 非ア
クティブ化を再発行してください。

SQL1498W 1 つ以上のタイプ 1 索引を含む表がデー
タベースに存在します。これらをタイプ 2

索引に変換するには、データベース・アッ
プグレードの前に generated-file CLP ス
クリプトを実行してください。

説明: DB2 バージョン 9.7 以降、タイプ 1 索引はサ
ポートされなくなったため、タイプ 2 索引に変換する
必要があります。タイプ 1 に置き換わる索引として
DB2 UDB バージョン 8 で導入されたタイプ 2 索引
は、ネクスト・キー・ロッキングを最小化し、255 バイ
トより長い列を索引キーに含めて使用することで、並行
性を改善します。

db2ckupgrade コマンドはすべてのタイプ 1 索引を識別
し、コマンドのログ・ファイルと同じディレクトリーに
generated-file CLP スクリプト・ファイルを生成しま
す。CLP スクリプトには、識別されたタイプ 1 索引ご
とに ALLOW WRITE ACCESS および CONVERT オプ

ション付きの REORG INDEXES ALL ステートメント
が含まれています。これを実行すると、識別されたすべ
てのタイプ 1 索引をタイプ 2 索引に変換できます。

データベース・アップグレード中にタイプ 1 索引が残
っている場合、それらは無効とマークされます。データ
ベース・アップグレード後に初めて表にアクセスすると
き、データベース・マネージャーはこれらの索引をタイ
プ 2 索引として自動的に再作成します。索引の再作成
が完了するまでは、表にアクセスできません。

ユーザーの処置: 初めて表にアクセスする際の索引の再
作成によるオーバーヘッドを防ぐには、db2ckupgrade コ
マンドによって生成された generated-file CLP スクリプ
トを実行することで、データベース・アップグレード前
にタイプ 1 索引をタイプ 2 索引に変換してください。

SQL1499W データベース・アップグレードは成功しま
したが、追加のユーザー処置が必要である
可能性があります。詳細については、管理
通知ログを参照してください。

説明: データベース・アップグレードは成功しました
が、以下の 1 つ以上の状態が検出されたため、追加の
ユーザー処置が必要である可能性があります。

v データベース・アップグレードにより、NOT

FENCED ルーチンが FENCED および NOT

THREADSAFE に変更されたか、ユーザー定義ラッパ
ーが FENCED に変更された (UNIX および Linux オ
ペレーティング・システム)。

v データベース・アップグレードで、システム・カタロ
グ表についての統計を正常に収集できなかった。

v データベース・アップグレードで NULL という ID

が検出された。

v データベース・アップグレードで、1 つ以上の表の索
引が再作成の対象としてマークされた。

v データベース・アップグレードで、ワークロード接続
属性にアスタリスクが検出された。

v データベース・アップグレードで、XML Extender が
有効になったデータベースが検出された。

v データベース・アップグレードで、DB2 WebSphere

MQ 関数が有効になったデータベースが検出された。

ユーザーの処置: 検出された状態の詳細について管理通
知ログを参照すると、必要なアクションの判別に役立ち
ます。

SQL1495W
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SQL1509N すべての使用可能なトランスポートが使用
中で、トランスポートをさらに作成するこ
とができないため、ステートメントを処理
できません。理由コード: reason-code

説明: トランスポートは、データベースへの物理接続で
す。トランスポートについて詳しくは、DB2 インフォ
メーション・センターのトピック『トランザクション・
レベルでのロード・バランシング (Transaction-level load

balancing)』を参照してください。

トランスポートをさらに作成できない理由は、示される
理由コードによって表されます。

1

追加のトランスポートのために使用できるメモ
リーがありません。

2

構成パラメーター maxTransports に設定されて
いる値に達しました。

ユーザーの処置: 以下のように、理由コードに応じてこ
のエラーに対応します。

1

メモリー不足を次のようにして解決します。

1. アプリケーションでメモリーをさらに使用
できるようにします。例えば、使用してい
ない接続を終了させます。

2. ステートメントを再実行します。

2

データベース構成を変更して、さらにトランス
ポートを許可するようにします。

1. db2dsdriver.cfg 構成ファイル内の
maxTransports 構成パラメーターを現在より
高い値に設定します。

maxTransports または db2dsdriver.cfg 構成フ
ァイルについて詳しくは、DB2 インフォメ
ーション・センターを参照してください。

2. アプリケーションを再始動します。

sqlcode: -1509

sqlstate: 57060

SQL1510N CREATE PROCEDURE ステートメント
の WITH RETURN TO CLIENT 節内の
結果セット・エレメント・リストが無効で
す。次の理由コードは、結果セット・エレ
メント・リストが無効である理由を示して
います: reason-code

説明: CREATE PROCEDURE ステートメントで WITH

RETURN TO CLIENT 節を使用することにより、複数
のインターリーブド結果セットをストアード・プロシー
ジャーから戻すことができます。

インターリーブド結果セットの詳細については、DB2

インフォメーション・センターのトピック『インターリ
ーブド結果セット (Interleaved result sets)』を参照して
ください。

以下のような理由コードは、指定された結果セット・エ
レメントが無効である理由を示しています。

1

結果セット・エレメントのリストに、正整数で
はない値が含まれています。WITH RETURN

TO CLIENT を使って指定される結果セット・
エレメントは、正整数でなければなりません。
無効な結果セット・エレメントの例:

-2、0、2.3

2

結果セット・エレメントのリストに、重複する
項目が含まれています。1 つの結果セット・エ
レメントを複数回にわたってリストに含めるこ
とはできません。無効なリストの例: (1, 2, 2)

3

結果セット・エレメントが昇順で指定されませ
んでした。有効なリストの例: (1, 3)。無効なリ
ストの例: (3, 1)。

4

32767 より大きいエレメントが結果セット・リ
スト内に存在します。最も大きい有効な結果セ
ット・リスト・エレメントは 32767 です。

ストアード・プロシージャーは作成されませんでした。

ユーザーの処置: 有効な結果セット・エレメントを指定
して、CREATE PROCEDURE ステートメントを再び呼
び出してください。
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SQL1511N 指定された節 clause は、サービス・サブ
クラス用にサポートされていません。

説明: 指定された節 clause はサービス・スーパークラ
スには有効ですが、サービス・サブクラスには無効で
す。

ユーザーの処置: サポートされない節を除去するか、サ
ービス・スーパークラスを指定します。

sqlcode: -1511

sqlstate: 5U044

SQL1512N ddcstrc が、指定されたファイルに書き込
めませんでした。

説明: ddcstrc は、書き込み先として指定されたファイ
ル名に、トレース情報を書き込めませんでした。

ユーザーの処置: 指定したファイル名が、ファイル・シ
ステムに有効なことを確認してください。ファイル名を
指定していない場合は、デフォルト・ファイル
ddcstrc.tmp に対して必要な書き込み許可を持っているこ
とを確認してください。

SQL1513W ddcstrc がオフになっていません。

説明: エラー状態のために、ddcstrc がオフになりませ
んでした。これは、トレース情報がファイル内に安全に
格納される前に、失われないようにするために行われま
した。

ユーザーの処置: このエラーの前に報告された ddcstrc

のエラー状態を修正して、もう一度トレースをオフにし
てください。

SQL1514N 指定されたメンバーが DB2 pureCluster

環境の一部であるため、ADMIN MODE

オプションを指定した DB2START は続
行できません。

説明: DB2 pureCluster 環境では、db2start コマンドは
ADMIN MODE オプションと互換性がありません。

ユーザーの処置: 特定のメンバーへのアクセスを制限す
る必要がある場合、db2stop または STOP DATABASE

MANAGER コマンドの QUIESCE オプションを使用し
てください。

SQL1515N 既存のユーザー・マッピングまたはフェデ
レーテッド・サーバー・オプションと競合
するため、サーバー server-name のユーザ
ー・マッピングを作成できません。理由コ
ード reason-code

説明: PUBLIC 用に定義されたユーザー・マッピング

は、個々のユーザー用に定義されたユーザー・マッピン
グを持つサーバー上、またはフェデレーテッド・サーバ
ー・オプション FED_PROXY_USER を使って定義され
たサーバー上には共存することができません。ユーザ
ー・マッピングを作成しようとして、失敗しました。

ユーザーの処置: 理由コード reason-code は具体的な状
況を示しています。次のようなアクションによって、そ
の状況を解決できます。

1

個々のユーザー用のユーザー・マッピングを定
義しようとしましたが、PUBLIC 用に定義され
たユーザー・マッピングがサーバー
server-name に既に存在します。PUBLIC 用に
定義されたユーザー・マッピングをサーバーか
らドロップして、ユーザー・マッピングを再び
作成してください。

2

PUBLIC 用のユーザー・マッピングを定義しよ
うとしましたが、個々のユーザー用に定義され
たユーザー・マッピングがサーバー
server-name に既に存在します。個々のユーザ
ー用に定義されたすべてのユーザー・マッピン
グをサーバーからドロップして、PUBLIC 用の
ユーザー・マッピングを再び作成してくださ
い。

3

PUBLIC 用のユーザー・マッピングを定義しよ
うとしましたが、サーバー server-name はフェ
デレーテッド・サーバー・オプション
FED_PROXY_USER を使って既に定義されてい
ます。サーバーを変更して FED_PROXY_USER

オプションを除去した後、PUBLIC 用のユーザ
ー・マッピングを再び作成してください。

sqlcode: -1515

sqlstate: 428HE

SQL1516N 既存のユーザー・マッピングと競合するた
め、ALTER SERVER ステートメントに
よって FED_PROXY_USER フェデレー
テッド・サーバー・オプションをサーバー
server-name に追加できません。

説明: PUBLIC 用に定義されたユーザー・マッピング
がサーバー server-name に既に存在するため、
FED_PROXY_USER フェデレーテッド・サーバー・オプ
ションをこれに追加することはできません。ALTER

SERVER ステートメントが失敗しました。

SQL1511N • SQL1516N
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ユーザーの処置: PUBLIC 用に定義されたユーザー・
マッピングをサーバーからドロップして、ALTER

SERVER ステートメントを再び発行してください。

sqlcode: -1516

sqlstate: 428HE

SQL1517N クラスター・マネージャー・リソース状態
が不整合であるため、db2start が失敗し
ました。

説明: クラスター・マネージャー・リソース・モデルと
db2nodes.cfg ファイルの間に不整合があるため、db2start

コマンドはプロセスを開始できませんでした。クラスタ
ー・マネージャーと同期されていない db2nodes.cfg に
対する変更 (意図したものでも意図しないものでも) が
ある場合、これらの不整合が発生します。

不整合が解決されるまで、DB2 pureCluster インスタン
スも新しいリソースも開始できません。既に開始されて
いる DB2 リソースはこのエラーの影響を受けません。

ユーザーの処置: db2nodes.cfg ファイルを以前の構成
(クラスター・マネージャーと同期されていた構成) にリ
ストアしてください。これができない場合、クラスタ
ー・リソース・モデルを修復してください。修復するに
は、グローバル db2stop を発行してインスタンスを停止
し、db2cluster ツールに -repair オプションを指定して実
行します。

SQL1520N バッファー・サイズは 65536 以上の数値
でなければなりません。

説明: ddcstrc コマンドに無効なバッファー・サイズが
指定されました。

ユーザーの処置: バッファー・サイズに、65536 (64K)

以上の数値が使用されていることを確認してください。
使用されるメモリーは、64K の倍数であることに注意し
てください。 ddcstrc は、指定されたバッファー・サイ
ズを最も近い 64K の倍数に切り捨てます。

SQL1522N 指定されたデータベースで未確定トランザ
クションが検出された 1 つ以上のメンバ
ーで DEACTIVATE コマンドが失敗しま
した。

説明: このメッセージは、DEACTIVATE DATABASE

コマンドまたは sqle_deactivate_db API を使用してデー
タベースを明示的に非アクティブ化しようとしたが、1

つ以上のメンバーの指定されたデータベースで未確定ト
ランザクションが検出されたためにデータベースを非ア
クティブ化できなかった場合に返されます。

未確定トランザクションが検出されなかったメンバーで

は、データベースは非アクティブ化されました。未確定
トランザクションが検出されたメンバーでは、データベ
ースは、アクティブ状態のままか、非アクティブ化コマ
ンドが発行される前と同じ状態です。

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で、このエラー
に対応します。

v トランザクション・マネージャーが未確定トランザク
ションを解決するのを待ちます。

1. LIST INDOUBT TRANSACTIONS コマンドを使用
してそのデータベースが関係する未確定トランザ
クションを識別します。

2. トランザクション・マネージャーが未確定トラン
ザクションを自動的に解決するまで、未確定トラ
ンザクションをモニターします。

3. DEACTIVATE DATABASE コマンドを再サブミッ
トするか、sqle_deactivate_db API を再度呼び出し
ます。

v 以下のようにしてトランザクションを手動で解決しま
す。

1. LIST INDOUBT TRANSACTIONS コマンドを使用
してそのデータベースが関係する未確定トランザ
クションを識別します。

2. 未確定トランザクションを手動で解決します。
DEACTIVATE DATABASE コマンドを再サブミッ
トするか、sqle_deactivate_db API を再度呼び出し
ます。

v FORCE オプションを指定した DEACTIVATE

DATABASE コマンドを呼び出してデータベースを強
制的に非アクティブ化します。

1. db2diag ログ・ファイルを参照して非アクティブ化
操作が失敗したメンバーを判別します。

2. 非アクティブ化操作が失敗した各メンバーで、
FORCE オプションを指定して DEACTIVATE

DATABASE コマンドを呼び出します。

未確定トランザクションは未解決のまま残りま
す。

SQL1523N エクステント移動操作で tablespace-name

という名前の表スペースにアクセスしよう
としましたが、別の処理が既にこの表スペ
ースにアクセスしています。理由コード
= reason-code。

説明: エクステント移動操作で、高水準点を低くするた
めに未使用のストレージを再利用しようとしましたが、
別のユーティリティーまたは処理がその表スペースに既
にアクセスしています。エクステント移動操作は、
REDUCE または LOWER HIGH WATER MARK 節を
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指定した ALTER TABLESPACE ステートメントの結果
として発生しました。

その表スペースを扱っているユーティリティーまたは処
理は、以下のいずれかの理由コードによって示されます:

1

表スペースはバックアップ・ペンディング状態
である。

2

表スペースはリストア進行中の状態である。

3

表スペースはリストア・ペンディングまたはリ
カバリー・ペンディング状態である。

4

表スペースはリバランスが進行中の状態であ
る。

5

表スペースはロールフォワード進行中の状態で
ある。

6

表スペースはロールフォワード・ペンディング
状態である。

7

表スペースは再配分が進行中の状態である。

8

表スペースは静止モードで共有される状態であ
る。

9

表スペースは静止モードで更新される状態であ
る。

10

表スペースは静止モードによる排他の状態であ
る。

11

表スペースは pstat_deletion 状態である。

12

表スペースは pstat_creation 状態である。

13

表スペースは stordef ペンディング状態であ
る。

14

表スペースは使用不可ペンディング状態であ
る。

15

表スペースは移動が進行中の状態である。

ユーザーの処置: 表スペースのさまざまな状態について
は、資料を参照してください。さらに、エクステント移
動操作を行うことのできる状態に変更する方法について
資料を参照するか、進行中の処理が終わるのを待つこと
ができます。例えば、表スペースをバックアップするこ
とにより、バックアップ・ペンディング状態から変更で
きます。ステートメントを再発行してください。

sqlcode: -1523

sqlstate: 55039

SQL1524N インスタンス内のすべてのアプリケーショ
ンが新規データベース・パーティション・
サーバーを認識するまで、要求は行われま
せん。

説明: 新規データベース・パーティション・サーバー
は、オンラインでインスタンスに追加されています。こ
のイベントが生じた場合、既存のアプリケーションは次
のトランザクション境界で新規データベース・パーティ
ション・サーバーを認識するようになります (アプリケ
ーションにオープンした WITH HOLD カーソルがある
場合は例外が起きます)。新規データベース・アプリケー
ションは、その最初の要求で新規データベース・パーテ
ィション・サーバーを認識するようになります。インス
タンス内のすべてのアプリケーションが新規データベー
ス・パーティション・サーバーを認識するまで、
CREATE DATABASE PARTITION GROUP、ALTER

DATABASE PARTITION GROUP、DROP DATABASE

PARTITION GROUP、および REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP 要求は許可されませ
ん。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行してから、要求
を再試行してください。

v すべてのアプリケーションが新規データベース・パー
ティション・サーバーを認識するまで待機します。

v 待機を選択しない場合は、要求の失敗の原因となって
いるアプリケーションを終了します。db2pd -addnode

oldviewapps コマンドまたは db2pd addnode

-oldviewapps 詳細コマンドを使用すると、このアプリ
ケーションを識別できます。

v 複数のデータベース・アプリケーションが要求を妨げ
ている場合、すべてのアプリケーションを強制終了す
るか、またはインスタンスを静止します。

sqlcode: -1524

SQL1524N
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sqlstate: 55077

SQL1525N DB2 セキュリティー・デーモンを開始中
にエラーが発生しました。

説明: DB2 セキュリティー・デーモンを開始中に予期
しないエラーが発生しました。

ユーザーの処置: DB2START コマンドを再試行してく
ださい。問題が続く場合、IBM サービス担当者に連絡
してください。

SQL1526N DB2VIA サポートが開始していないた
め、db2start ができません。理由コード
reason-code

説明: DB2VIA サポートは、db2start 時間で正常に開始
されていませんでした。理由コードは、次のエラーを示
しています。

1. DB2_VI_VIPL レジストリー変数で指定された VIPL

ライブラリーをロードできない。

2. DB2_VI_DEVICE レジストリー変数で指定された装
置名がオープンできない。

3. DB2 は VIA インプリメンテーションのインストー
ルをサポートしない。

ユーザーの処置:

1. DB2 レジストリー DB2_VI_VIPL が正常に設定さ
れ、DB2_VI_VIPL で指定された名前が %PATH%

環境変数にあることを確認してください。

2. DB2 レジストリー DB2_VI_DEVICE が正常に設定
されていることを確認してください。

3. DB2 は、少なくとも信頼できる送達レベルをサポー
トする VIA インプリメンテーションのサポートのみ
を行います。 VIA インプリメンテーションが、Intel

Virtual Interface Architecture Implementation Guide に
従って適合する組を渡すことも必要です。選択した
VIA インプリメンテーションが、この要件を満たし
ているかどうか、確認してください。

SQL1528W 有効なワークロードが無効なサービス・ク
ラスと関連付けられています。

説明: 着信接続は有効なワークロード workload-name

に割り当てられますが、サービス・クラス
service-class-name が無効であるため、ワークロードは新
規要求をそのサービス・クラスにマップできません。無
効なサービス・クラスにマップまたは再マップされたす
べての新規要求について、SQL4714N エラー・メッセー
ジを受け取ります。

ユーザーの処置: 必要な場合には、ワークロードを無効
にするか、またはサービス・クラスを有効にすることで

問題を訂正してください。そうでない場合には、アクシ
ョンは不要です。

sqlcode: +1528

sqlstate: 01HN0

SQL1529N 最後に残った CF はドロップできませ
ん。

説明: DB2 pureCluster 環境には少なくとも 1 つのク
ラスター・キャッシング・ファシリティー (CF) が存在
している必要があります。最後の 1 つはドロップでき
ません。

ユーザーの処置: 新しい CF を追加して変更内容をア
クティブにしてから、この CF をドロップしてくださ
い。

SQL1530W 指定の並列処理の度合いは、システムがパ
ーティション内の並列処理ができないた
め、無視されます。

説明: DEGREE BIND オプションが 1 より大きい値で
指定されたか、あるいは SET CURRENT DEGREE ス
テートメントが 1 より大きい値で実行されながらデー
タベース・マネージャーがパーティション内並列処理が
できないかのいずれかです。

インスタンスでパーティション内並列処理ができるよう
にするには、intra_parallel 構成パラメーターを ON に設
定して、データベース・マネージャーを開始してくださ
い。

ステートメントあるいはコマンドは正常に完了しました
が、度合いの指定は無視されます。

ユーザーの処置: パーティション内並列処理を使用する
場合には、intra_parallel 構成パラメーターを ON に設定
して、データベース・マネージャーを再始動します。

そうでない場合、1 あるいは ANY を度合いの指定に使
用します。

sqlcode: +1530

sqlstate: 01623

SQL1531N データベース別名 database-alias が
db2dsdriver.cfg 構成ファイルに見つかり
ません。

説明: db2dsdriver.cfg 構成ファイルにはデータベース情
報が含まれており、以下のドライバーおよびクライアン
トがこのファイルを使用します。

v IBM Data Server Driver for ODBC and CLI

v IBM Data Server Driver Package

SQL1525N
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v DB2 バージョン 9.7 の場合: CLI およびオープン・
ソース・アプリケーションでは、IBM Data Server

Client および IBM Data Server Runtime Client

db2dsdriver.cfg ファイル内の情報は、IBM Data Server

Client または IBM Data Server Runtime Client 上のシス
テム・データベース・ディレクトリー内にある情報と類
似しています。

IBM Data Server Driver for ODBC and CLI、または
IBM Data Server Driver Package を使用して別名に接続
するには、db2dsdriver.cfg 構成ファイルにその別名を追
加する必要があります。

接続が失敗しました。

ユーザーの処置:

1. 指定されたデータベース別名を db2dsdriver.cfg 構成
ファイルに追加します。

2. アプリケーション・プロセスを停止して再始動し、
新規 db2dsdriver.cfg ファイル設定が有効になるよう
にします。

3. 指定されたデータベース別名への接続を再試行しま
す。

SQL1532N db2dsdriver.cfg 構成ファイルには、デー
タベース別名 database-alias に対して複数
の項目が含まれています。

説明: db2dsdriver.cfg 構成ファイルにはデータベース情
報が含まれており、以下のドライバーおよびクライアン
トがこのファイルを使用します。

v IBM Data Server Driver for ODBC and CLI

v IBM Data Server Driver Package

v DB2 バージョン 9.7 の場合: CLI およびオープン・
ソース・アプリケーションでは、IBM Data Server

Client および IBM Data Server Runtime Client

db2dsdriver.cfg ファイル内の情報は、IBM Data Server

Client または IBM Data Server Runtime Client 上のシス
テム・データベース・ディレクトリー内にある情報と類
似しています。

クライアント・ドライバー構成ファイルには、複数の同
一のデータベース別名項目または複数の同一のデータベ
ース項目を含めることはできません。

ユーザーの処置:

1. db2dsdriver.cfg 構成ファイルから重複する項目を除去
します。

2. アプリケーション・プロセスを停止して再始動し、
新規 db2dsdriver.cfg ファイル設定が有効になるよう
にします。

SQL1533N db2dsdriver.cfg 構成ファイルには、次の
プロパティーのデータベースに対して複数
の項目が含まれています。データベース名
database-name、サーバー名 server-name、
ポート番号 port-number。

説明: db2dsdriver.cfg 構成ファイルにはデータベース情
報が含まれており、以下のドライバーおよびクライアン
トがこのファイルを使用します。

v IBM Data Server Driver for ODBC and CLI

v IBM Data Server Driver Package

v DB2 バージョン 9.7 の場合: CLI およびオープン・
ソース・アプリケーションでは、IBM Data Server

Client および IBM Data Server Runtime Client

db2dsdriver.cfg ファイル内の情報は、IBM Data Server

Client または IBM Data Server Runtime Client 上のシス
テム・データベース・ディレクトリー内にある情報と類
似しています。

クライアント・ドライバー構成ファイルには、複数の同
一のデータベース別名項目または複数の同一のデータベ
ース項目を含めることはできません。

ユーザーの処置:

1. db2dsdriver.cfg 構成ファイルから重複する項目を除去
します。

2. アプリケーション・プロセスを停止して再始動し、
新規 db2dsdriver.cfg ファイル設定が有効になるよう
にします。

SQL1534N 無効なコマンド・オプションが指定された
ため、db2dsdcfgfill への呼び出しが失敗
しました。

説明: db2dsdcfgfill コマンドを使用して db2dsdriver.cfg

構成ファイルを作成し、その値を、ローカル・データベ
ース・ディレクトリー、ノード・ディレクトリー、およ
び DCS ディレクトリーの内容に基づいて設定すること
ができます。

db2dsdcfgfill の構文

db2dsdcfgfill
[ -i <instance-name> [ -db2cliFile <path> ] |

-p <instance-path> [ -db2cliFile <path> ] |
-migrateCliIniFor.NET -db2cliFile <path> |
-o <output-path> ] |

[ -h ]

コマンド・オプションは以下のとおりです。

-h

このメッセージをプリントします。

-i <instance-name>

SQL1532N
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データベース・マネージャー・インスタンスの
名前。このインスタンスのデータベース・ディ
レクトリー、ノード・ディレクトリー、および
dcs ディレクトリーが db2dsdcfgfill によって入
力として使用されます。

-db2cliFile <path>

Microsoft Windows システムの場合のみ:

db2cli.ini ファイルの絶対パス。

-p <instance-path>

データベース・マネージャー・インスタンス・
ディレクトリーの絶対パス。この下に、システ
ム・データベース・ディレクトリー、ノード・
ディレクトリー、および dcs ディレクトリーが
あります。

-migrateCliIniFor.NET

Microsoft Windows システムの場合のみ:

db2cli.ini ファイルの項目のサブセットを
db2dsdriver.cfg ファイルにコピーします。

-o <output-path>

db2dsdcfgfill が db2dsdriver.cfg 構成ファイルを
作成するパス。

ユーザーの処置: 有効なコマンド・オプションを指定し
て db2dsdcfgfill を再実行します。

SQL1535I db2dsdcfgfill ユーティリティーは
db2dsdriver.cfg 構成ファイルを正常に作
成しました。

説明: 構成ファイル db2dsdriver.cfg には、人間可読形
式のデータベース・ディレクトリー情報とクライアント
構成パラメーターが含まれています。db2dsdcfgfill ユー
ティリティーを使用して、構成ファイル db2dsdriver.cfg

を作成し、データを設定することができます。

ユーザーの処置: このメッセージに対処する必要はあり
ません。

SQL1536N db2dsdcfgfill ユーティリティーが
db2dsdriver.cfg 構成ファイルの作成に失
敗しました。理由コード: reason-code

説明: db2dsdcfgfill ユーティリティーを使用して
db2dsdriver.cfg 構成ファイルを作成し、その値を、ロー
カル・データベース・ディレクトリー、ノード・ディレ
クトリー、および DCS ディレクトリーの内容に基づい
て設定することができます。

理由コードは以下のとおりです。

1

システム・リソースが不足したため、
db2dsdcfgfill ユーティリティーは
db2dsdriver.cfg 構成ファイルを作成できません
でした。例えば、出力ディレクトリーに新規フ
ァイルを作成するのに十分なスペースがない場
合、このエラーが起きることがあります。

2

重大ではない、内部エラーまたはシステム・エ
ラーが発生しました。

ユーザーの処置: db2dsdcfgfill ユーティリティーを再び
実行します。

問題が解決しない場合は、示された理由コードに応じ
て、このエラーに対処してください。

1

システム・リソースの問題を次のようにして解
決します。

1. オペレーティング・システムの診断ツール
を使用してシステム・リソース・データを
調べます。例えば、新規ファイルを作成す
るのに十分なスペースがあることを確認し
ます。

2. 使用可能なシステム・リソースを増やしま
す。例えば、ディスク・スペースを解放し
ます。

3. db2dsdcfgfill ユーティリティーを再び実行し
ます。

2

IBM サポートの支援を受けて、次のように内
部エラーまたはシステム・エラーを解決しま
す。

1. db2dsdcfgfill ユーティリティーの実行中に
db2trace を使用して診断情報を収集しま
す。

2. IBM サポートに連絡して、収集された
db2trace 診断情報を調べます。

SQL1537N 無効な値がコマンドに渡されたため、
db2dsdcfgfill ユーティリティーが失敗し
ました。理由コード: reason-code

説明: db2dsdcfgfill ユーティリティーを使用して
db2dsdriver.cfg 構成ファイルを作成し、その値を、ロー
カル・データベース・ディレクトリー、ノード・ディレ
クトリー、および DCS ディレクトリーの内容に基づい
て設定することができます。

db2dsdcfgfill ユーティリティーについて詳しくは、DB2

インフォメーション・センターのトピック『db2dsdcfgfill

SQL1535I
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ユーティリティー』を参照してください。

このメッセージが戻された理由は、示される理由コード
によって表されます。

1

指定されたデータベース・マネージャー・イン
スタンスがこのクライアント上に存在しませ
ん。

2

指定されたデータベース・マネージャー・イン
スタンスのパスが無効です。例えば、パスが存
在しないか、db2dsdcfgfill ユーティリティーに
そのディレクトリーへのアクセス権限がない可
能性があります。

3

指定された出力ディレクトリーが無効です。例
えば、ディレクトリーが存在しないか、
db2dsdcfgfill ユーティリティーにそのディレク
トリーでのファイル作成権限がない可能性があ
ります。

4

指定された db2cli.ini ファイル・パスが無効で
す。例えば、ディレクトリーが存在しないか、
db2dsdcfgfill ユーティリティーにそのファイル
またはディレクトリーへのアクセス権限がない
可能性があります。

ユーザーの処置: 以下のように、示された理由コードに
応じてこのメッセージに応答します。

1

有効なデータベース・マネージャー・インスタ
ンスを指定して db2dsdcfgfill を再び実行しま
す。

2

データベース・マネージャー・インスタンス・
ディレクトリーの問題を次のようにして解決し
ます。

1. db2dsdcfgfill が指定されたデータベース・マ
ネージャー・インスタンス・ディレクトリ
ーにアクセスできなかった理由を判別しま
す。例えば、ディレクトリーの許可が、
db2dsdcfgfill がそのディレクトリーにアクセ
スできない設定になっていないか確認しま
す。

2. db2dsdcfgfill が指定されたデータベース・マ
ネージャー・インスタンス・ディレクトリ
ーにアクセスできなかった理由に応じて対
処します。例えば、ディレクトリーの許可

の設定を、db2dsdcfgfill がそのディレクトリ
ーにアクセスできる設定に変更します。

3. db2dsdcfgfill を再び実行します。

3

出力ディレクトリーの問題を次のようにして解
決します。

1. db2dsdcfgfill が指定された出力ディレクトリ
ーにアクセスできなかった理由を判別しま
す。例えば、ディレクトリーの許可が、
db2dsdcfgfill がそのディレクトリーでファイ
ルを作成できない設定になっていないか確
認します。

2. db2dsdcfgfill が指定されたディレクトリーで
db2dsdriver.cfg 構成ファイルを作成できなか
った理由に応じて対処します。例えば、デ
ィレクトリーの許可の設定を、db2dsdcfgfill

がそのディレクトリーでファイルを作成で
きる設定に変更します。

3. db2dsdcfgfill を再び実行します。

4

db2cli.ini ファイル・パスの問題を次のように解
決します。

1. db2dsdcfgfill が指定されたファイルにアクセ
スできなかった理由を判別します。例え
ば、ディレクトリーの許可が、db2dsdcfgfill

がそのディレクトリーのファイルにアクセ
スできない設定になっていないか確認しま
す。

2. 指定されたディレクトリーの db2cli.ini ファ
イルに db2dsdcfgfill がアクセスできなかっ
た理由に応じて対処します。例えば、ディ
レクトリーの許可の設定を、db2dsdcfgfill が
そのディレクトリーのファイルを読み取る
ことができる設定に変更します。

3. db2dsdcfgfill を再び実行します。

SQL1538N 以下のキーワードは現在の環境ではサポー
トされていません: keyword。

説明: DB2 pureCluster 環境では指定したキーワードは
サポートされていません。

ユーザーの処置: サポートされるキーワードだけを指定
して、コマンドを再実行するか、SQL ステートメント
を再実行します。

sqlcode: -1538

sqlstate: 56038

SQL1538N
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SQL1539N ロード・ターゲット表が、全般的に例外表
と非互換であるか、または特に特定の例外
表と非互換であるために、ロード操作が失
敗しました。理由コード: reason-code

説明: 大量のデータを効率的に移動するには、新たに作
成された表に移動するか、またはロード・ユーティリテ
ィーを使用して、既にデータの入っている表に移動する
ことができます。

ロード例外表を使用したロード操作中に、ユニーク索引
規則、範囲制約、およびセキュリティー・ポリシーに違
反したすべての行についての、統合されたレポートを作
成することができます。 LOAD コマンドの FOR

EXCEPTION 節を使用することにより、ロード例外表を
指定します。

理由コードは、このエラーが返された特定の理由を示し
ます。

1

ターゲット表のロードは LBAC セキュリティ
ーを使用し、少なくとも 1 つの XML 列を持
ちます。

2

ターゲット表のロードは範囲によってパーティ
ション化されており、少なくとも 1 つの XML

列を持ちます。

3

ロード・ターゲット表のパーティション・マッ
プが、指定されたロード例外表のパーティショ
ン・マップと同じではありません。

パーティション・マップによって、データベー
ス・パーティション間の表の行の分散が決定さ
れます。ロード・ターゲット表の行の分散は、
ロード例外表の行の分散と同じでなければなり
ません。

ユーザーの処置: FOR EXCEPTION オプションを指定
せずに、LOAD コマンドを再発行してください。

sqlcode: -1539

sqlstate: 5U049

SQL1540N ストレージ・グループまたは表スペースの
オブジェクトが特定のメンバーでアクセス
できないため、SQL ステートメントまた
は DB2 ユーティリティーでエラーが発生
しました。オブジェクト ID: object-id。メ
ンバー: member-id。オブジェクト・タイ
プ・キーワード: object-type-keyword。

説明: データベース・オブジェクトが置かれているスト

レージ・グループまたは表スペースがこのメンバーでは
アクセスできないため、SQL ステートメントまたは
DB2 ユーティリティーでエラーが発生しました。
SYSCAT.TABLESPACES カタログ・ビューを使用し
て、指定された表スペース ID の表スペース名を識別で
きます。SYSCAT.STOGROUPS カタログ・ビューを使
用して、指定されたストレージ・グループ ID のストレ
ージ・グループ名を識別できます。オブジェクト ID ト
ークン値が "*N" の場合、このメンバーではストレー
ジ・グループのファイル・ヘッダーにアクセスできませ
ん。

ユーザーの処置: すべてのデータベース・ストレージ・
パスがこのメンバーでアクセス可能であることを確認し
てから、SQL ステートメントを再発行するか、異なる
メンバー上で SQL ステートメントを発行してくださ
い。

sqlcode: -1540

sqlstate: 57048

SQL1541N 指定されたメンバーがこの DB2

pureCluster インスタンスでの唯一のメン
バーであるため、このメンバーのドロップ
が失敗しました。最後のメンバーはドロッ
プできません。

説明: DB2 pureCluster 環境では、少なくとも 1 つの
メンバーが存在しなければなりません。最後の 1 つは
ドロップできません。

ユーザーの処置:

1. -add オプションを指定した db2iupdt コマンドを使用
して新しいメンバーを追加します。

2. -drop オプションを指定した db2iupdt コマンドを使
用して元のメンバーをドロップします。

SQL1542N DB2 インスタンスでの CF の最大数に達
したため、CF の追加が失敗しました。

説明: DB2 pureCluster 環境では、DB2 インスタンスご
とに最大で 2 つのクラスター・キャッシング・ファシ
リティー (CF) がサポートされます。このメッセージ
は、最大数を超える CF を追加しようとする場合に返さ
れます。

ユーザーの処置:

1. -drop オプションを指定した db2iupdt コマンドを使
用して既存の CF の 1 つをドロップします。

2. -add オプションを指定した db2iupdt コマンドを使用
して新しい CF を追加します。
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SQL1543N CF に指定されたホストは重複していま
す。

説明: DB2 pureCluster 環境では、特定のホストに存在
できるクラスター・キャッシング・ファシリティー
(CF) は、1 つだけです。

ユーザーの処置: まだ CF がない別のホストを指定し
てください。

SQL1544N DB2 pureCluster 環境でのトポロジーの
変更後に行われるデータベースのバックア
ップは、新しく追加されたメンバーからは
実行できません。

説明: DB2 pureCluster 環境でのトポロジーの変更後に
は、データベースのバックアップが必要です。これは、
以前から存在していたインスタンス・メンバーの 1 つ
から実行する必要があります。

ユーザーの処置: 以前から存在していたメンバーの 1

つからバックアップを実行してください。

SQL1545N 以前のトポロジーからのデータベース・イ
メージのリストアはサポートされていませ
ん。

説明: DB2 pureCluster 環境では、現在のデータベー
ス・トポロジーとは異なるトポロジー (セットアップま
たはメンバー数が異なる) のイメージのリストアは許可
されていません。

ユーザーの処置: 最新のトポロジーの変更後に取られた
イメージをリストアして、そこから開始してください。

SQL1546N メンバーの追加またはドロップ操作を経た
ロールフォワードは許可されていません。

説明: DB2 pureCluster 環境では、トポロジーの変更
(メンバーの追加またはドロップ) を伴うロールフォワー
ドは許可されていません。

ユーザーの処置: トポロジーの変更後に取られたイメー
ジをリストアして、そこからロールフォワードを開始し
てください。

SQL1547N 直前の未完了の追加またはドロップ操作が
あるため、開始または停止コマンドが失敗
しました。

説明: DB2 メンバーまたはクラスター・キャッシン
グ・ファシリティー (CF) を追加またはドロップしよう
として失敗しました。結果として、未完了の追加または
ドロップ操作が修正されるまで、開始または停止コマン
ドは処理できません。

ユーザーの対応

1. fixtopology パラメーターを指定した db2iupdt コマン
ドを使用して、失敗した追加またはドロップ操作を
手動で修正します。

fixtopology パラメーターを指定して db2iupdt コマン
ドを使用すると、未完了の追加またはドロップ操作
を完了するために、常にドロップ操作を実行するこ
とに注意してください。

2. 開始または停止コマンドを再サブミットします。

ユーザーの処置:

SQL1548N ALLOW WRITE ACCESS モードおよび
ALLOW READ ACCESS モードはパー
ティション表では無効なため、REORG

コマンドが失敗しました。

説明: パーティション表では、REORG コマンドは次の
ALLOW WRITE ACCESS および ALLOW READ

ACCESS モードの使用をサポートします。

v REORG INDEXES ALL コマンドの場合、ALLOW

WRITE ACCESS モードまたは ALLOW READ

ACCESS モードは、節 ON DATA

PARTITION、CLEANUP、RECLAIM EXTENTS のう
ち 1 つ以上が指定されているときにのみサポートさ
れます。

v REORG TABLE コマンドの場合、ALLOW READ

ACCESS モードは、ON DATA PARTITION 節が指
定されており、XML PATH 索引以外の非パーティシ
ョン索引が表で定義されておらず、INPLACE 節が指
定されていないときにのみサポートされます。

ユーザーの処置: パーティション表の適切なアクセス・
モードで索引またはデータの再編成コマンドを再発行し
ます。

sqlcode: -1548

sqlstate: 5U047

SQL1549N ON DATA PARTITION 節はこのコマン
ドでは許可されていません。

説明: ON DATA PARTITION 節を指定した REORG

TABLE コマンドは以下の両方の条件を満たす表に対し
ては許可されません。

v REORG ペンディング状態にある。

v 1 つ以上の非パーティション索引が表に対して定義さ
れている。非パーティション索引は、ユーザー定義の
索引であることも、システム作成の索引 (表に XML

列が含まれる場合に作成される XML PATH 索引な
ど) であることもあります。

ユーザーの処置: REORG TABLE コマンドを ON
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DATA PARTITION 節なしで発行してください。

sqlcode: -1549

sqlstate: 5U047

SQL1550N 理由コードで示されている状況のために、
SET WRITE SUSPEND コマンドが失敗
しました。理由コード = reason-code。

説明: reason-code で示される条件が解決するまで、
SET WRITE SUSPEND コマンドを発行することができ
ません。

1

データベースがアクティブではありません。

2

データベースのバックアップ操作が、ターゲッ
ト・データベースに対して現在進行中です。

3

データベースのリストア操作が、ターゲット・
データベースに対して現在進行中です。

4

データベースに対して、すでに書き込み操作が
延期されています。

5

下記のいずれかの状態が存在します。

v 1 つ以上の表スペースの現在の状態では、書
き込み操作を中断することはできません。

v 表スペースに関連付けられているバッファ
ー・プールへの変更がペンディング中であ
り、書き込み操作を中断することはできませ
ん。

6

データベースでの書き込み操作を中断しようと
しているときに、エラーが発生しました。

DB2 pureCluster 環境では、DB2 クラスターの
1 つ以上のメンバーで SET WRITE コマンド
が失敗した場合に、理由コード 6 で
SQL1550N が返されることがあります。

7

データベースが静止しているか、一時的に書き
込み操作を中断できない状態にあります。これ
は、例えば、静止したデータベースまたはイン
スタンス、あるいは進行中のデータベースの非
アクティブ化が原因で生じることがあります。

ユーザーの処置: 以下のように、理由コードに応じてこ
のメッセージに応答します。

1

ACTIVATE DATABASE コマンドを発行するこ
とによりデータベースをアクティブにし、SET

WRITE SUSPEND コマンドを再発行します。

2

BACKUP プロシージャーが終了したら、SET

WRITE SUSPEND コマンドを再発行します。

3

RESTORE プロシージャーが終了したら、SET

WRITE SUSPEND コマンドを再発行します。

4

データベースの書き込み操作を再開する場合
は、SET WRITE RESUME コマンドを発行し
ます。

5

v MON_GET_TABLESPACE 表関数を使用し
て、表スペース状態を表示します。ペンディ
ング状態の表スペースがある場合、SET

WRITE SUSPEND コマンドを再発行する前
に、これらの表スペースを、ペンディング状
態から解放するための適当なコマンドを発行
してください。

v 1 つ以上の表スペースで操作が進行中の場合
は、その操作が完了するまで SET WRITE

SUSPEND コマンドを再発行するのを待って
ください。例えば、セルフチューニング・メ
モリー・マネージャーが有効である場合、バ
ッファー・プールの変更が進行中である可能
性があります。変更が完了すると、書き込み
中断操作が使用可能になります。

6

以下のステップを実行して、理由コード 6 に
対応してください。

1. 管理通知ログを調べて、失敗の原因を調査
します。

DB2 pureCluster 環境では、DB2 クラスタ
ーの各メンバーの管理通知ログを調べてく
ださい。

2. SET WRITE コマンドの成功を妨げている
問題を修正します。

DB2 pureCluster 環境では、DB2 クラスタ
ーのさまざまなメンバーがこの問題のさま
ざまな根本原因を報告している場合は、そ
れらのメンバーによって報告された原因の
すべてを修正してください。
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3. SET WRITE SUSPEND コマンドを再発行
します。

7

データベースを静止解除するか (静止している
場合)、少し待った後、SUSPEND オプションを
指定して SET WRITE コマンドを再発行しま
す。

SQL1551N 理由コードで示されている状況のために、
SET WRITE RESUME コマンドまたは
WRITE RESUME パラメーターを指定し
た RESTART DATABASE コマンドが失
敗しました。理由コード = reason-code。

説明: reason-code によって示される以下の状況が解決
されるまで、SET WRITE RESUME コマンドまたは
WRITE RESUME パラメーターを指定した RESTART

DATABASE コマンドを発行できません。

1

スナップショット・バックアップが、ターゲッ
ト・データベース用に進行中です。

2

データベースは現在 WRITE SUSPEND 状態で
はありません。

3

データベースへの書き込み操作を再開しようと
しましたがエラーが発生しました。

ユーザーの処置: 以下のように、理由コードに応じてこ
のメッセージに応答します。

1

1. スナップショットのバックアップが完了す
るまで待ってください。

2. SET WRITE RESUME コマンドを再発行し
てください。

2

失敗したコマンドが SET WRITE RESUME コ
マンドである場合、書き込み操作はこのデータ
ベースで既に有効になっているため、アクショ
ンは不要です。データベースでの書き込み操作
を中断するには、SET WRITE SUSPEND コマ
ンドを発行してください。

失敗したコマンドが WRITE RESUME パラメ
ーターを指定した RESTART DATABASE コマ
ンドである場合、WRITE RESUME パラメータ
ーを指定せずに RESTART DATABASE コマン
ドを発行してください。これも失敗し、データ

ベースが WRITE SUSPEND 状態ではない場
合、次のようにします。

1. すべての SET WRITE SUSPEND 操作が完
了するまで待ってください。

2. WRITE RESUME パラメーターを指定して
RESTART DATABASE コマンドを再発行し
てください。

3

1. DB2 診断ログ・ファイルを検討して、失敗
の原因を調査してください。

2. 問題を訂正します。

3. SET WRITE RESUME コマンドを再発行し
てください。

SQL1552N データベースへの書き込み操作が中断され
ているか、または中断処理中のため、コマ
ンドが失敗しました。

説明: db2SetWriteForDB API を使用するか、SUSPEND

節を指定した SET WRITE コマンドを使用して、デー
タベースの書き込み操作を中断することができます。デ
ータベースへの書き込み操作が中断されているとき、ま
たはデータベース・マネージャーがデータベースへの書
き込み操作の中断処理を行っている間は、以下のように
そのデータベースで実行できない操作があります。

v データベースのバックアップ

v データベースのリストア

v データベースの再始動

v データベースへの接続またはデータベースのアクティ
ブ化

v データベース構成ファイルの更新またはリセット

WRITE SUSPEND 状態にあるデータベース、または書
き込み操作中断処理中のデータベースに対してこれらの
操作を実行しようとすると、このメッセージが返されま
す。

ユーザーの処置: まず、データベースの書き込み操作が
中断処理中である場合、suspend_io 構成パラメーターを
使用してデータベースの状態をモニターし、SET

WRITE SUSPEND 操作が完了するまで待機してから操
作を続行します。

次に、メッセージが返されるシナリオに応じて、このエ
ラーに対応します。

データベースのバックアップまたはリストア:

1. SET WRITE RESUME FOR DATABASE コ
マンドを発行して、データベースの書き込
み操作を再開します。
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2. バックアップ操作またはリストア操作を再
び実行します。

WRITE RESUME 節を指定しないで行うデータベース
の再始動:

次のいずれかのアクションを実行して、再始動
を再び実行します。

v WRITE RESUME 節を指定して RESTART

DATABASE コマンドを発行します。

v DB2_RESUME_WRITE オプションを指定し
て db2DatabaseRestart API を呼び出します。

複数データベース・パーティション環境では、
各データベース・パーティションで再始動コマ
ンドまたは API 呼び出しを再発行します。

DB2 pureCluster 環境での WRITE RESUME 節を使用
したデータベースの再始動:

v 自動再始動データベース構成パラメーターの
設定が ON で自動再始動が有効になってい
る場合、数秒待機し、WRITE RESUME 節ま
たは DB2_RESUME_WRITE オプションを指
定して、再始動を再びサブミットします。

v 自動再始動データベース構成パラメーターの
設定が OFF で自動再始動が無効になってい
る場合、以下の 2 つのステップを実行しま
す。

1. WRITE RESUME 節または
DB2_RESUME_WRITE オプションを指定
せずにデータベースを再始動します。

2. WRITE RESUME 節または
DB2_RESUME_WRITE オプションを指定
してデータベースを再始動します。

その他のシナリオ (データベースへの接続、データベー
スのアクティブ化、またはデータベース構成ファイルの
更新など):

次のいずれかのアクションを実行して、データ
ベースを再始動します。

v WRITE RESUME 節を指定して RESTART

コマンドを発行します。

v DB2_RESUME_WRITE オプションを指定し
て db2DatabaseRestart API を呼び出します。

DB2 pureCluster 環境では、いずれか 1 つのメ
ンバーでこのコマンドまたは API を発行する
と、中断しているすべてのメンバーで書き込み
操作が再開されます。

SQL1553N 1 つ以上のデータベースが WRITE

SUSPEND 状態のため、DB2 を停止でき
ません。

説明: 書き込み操作が中断されているデータベースはシ
ャットダウンできません。 データベースは現在 WRITE

SUSPEND 状態です。

ユーザーの処置: SET WRITE RESUME コマンドを発
行して、データベースの書き込み操作を再開し、次に
db2stop コマンドを再発行してください。

sqlcode: -1553

SQL1554N LIST TABLESPACES および LIST

TABLESPACE CONTAINERS コマンド
は推奨されておらず、DB2 pureCluster

環境ではサポートされていないため、この
コマンドは失敗しました。

説明: 表スペースおよび表スペース・コンテナーに関す
る情報を表示するコマンドおよび API は推奨されなく
なっており、DB2 pureCluster 環境ではサポートされて
おらず、将来のリリースでは削除される可能性がありま
す。LIST TABLESPACES および LIST TABLESPACE

CONTAINERS コマンドは、今後新しい機能が追加され
て更新されることはありません。

ユーザーの処置: 推奨されないコマンドまたは API を
使用する既存のスクリプトを、
MON_GET_TABLESPACE または
MON_GET_CONTAINER 表関数を呼び出すように変更
します。これらの表関数は、推奨されなくなったコマン
ドおよび API よりも詳細な情報を返します。

sqlcode: -1554

sqlstate: 5U001

SQL1560N 表 table-name の統計プロファイルが存在
しません。

説明: 使用する前に、統計プロファイルを定義する必要
があります。

ユーザーの処置: RUNSTATS コマンドの SET

PROFILE オプションを使ってこの表の統計プロファイ
ルを登録してから、この操作を再発行してください。

SQL1561N 統計オプションが、データベース・サーバ
ーのレベルと非互換です。

説明: 指定された 1 つ以上のオプションが、データベ
ース・サーバーのレベルと非互換です。このデータベー
ス・サーバーのバージョンは、db2runstats API で使用可
能な統計オプションのすべてをサポートしていません。
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ユーザーの処置: sqlustat API を使って統計を収集する
か、 db2runstats API を使い、sqlustat API で使用可能
なオプションだけを指定してください。

SQL1562N 統計ノード・オプションは、表 table-name

の既存の統計と非互換です。

説明: 統計ノード・オプションが、この表の既存の表ま
たは索引統計、あるいはその両方と異なっています。

ユーザーの処置: 一貫したノード・オプションを使っ
て、表の統計を収集してください。

SQL1563N SYSINSTALLOBJECTS プロシージャー
が Explain 表のマイグレーションに失敗
しました。

説明: SYSINSTALLOBJECTS プロシージャーを使用し
て Explain 表をマイグレーションできるのは、Explain

表が DB2 バージョン 9.5 以上で作成されている場合に
限られます。

ユーザーの処置: db2exmig コマンドを使用して
Explain 表をマイグレーションしてください。

sqlcode: -1563

sqlstate: 5U048

SQL1564N 指定された操作はサポートされていないた
め、リストアまたはロールフォワード操作
は正常に完了しませんでした。

説明: 以下の操作はサポートされていません。

v DB2 pureCluster 環境での、トポロジーの異なる (メ
ンバー数が異なるか、メンバー番号が異なる) システ
ムへのバックアップ・イメージのリストア

v DB2 pureCluster 環境での、トポロジーの変更を超え
たロールフォワード・リカバリー

v DB2 pureCluster 環境でない環境から取られたバック
アップ・イメージの DB2 pureCluster 環境へのリスト
ア

v DB2 pureCluster 環境から取られたバックアップ・イ
メージの DB2 pureCluster 環境ではない環境へのリス
トア

ユーザーの処置: エラーがリストア操作中のトポロジー
の不一致に関するものである場合、以下に示すアクショ
ンのいずれかを実行します。

v ターゲット・システムと同じトポロジーで生成され
た、異なるバックアップ・イメージからリストアしま
す。

v ターゲット・システムのトポロジーを更新してから、
リストア操作を試行します。

それ以外の場合は、互換性のある環境 (DB2 pureCluster

環境または DB2 pureCluster 環境でない環境) のバック
アップ・イメージをリストアします。

ロールフォワード操作の際にこのエラー状態を回避する
には、最新のトポロジーの変更後に取られたバックアッ
プ・イメージをリストアします。

SQL1565N データベース・マネージャー構成ファイル
内の CF 診断ディレクトリー・パス
(cf_diagpath) の入力が無効です。

説明: データベース・マネージャー構成ファイル内のク
ラスター・キャッシング・ファシリティー (CF) の診断
ディレクトリー・パス用の項目は cf_diagpath です。

このメッセージは、無効なパスを指定して dbm 構成パ
ラメーター cf_diagpath を更新しようとするときに返さ
れます。UPDATE DATABASE MANAGER

CONFIGURATION コマンドで cf_diagpath に無効な値
が指定されています。例えば、存在しないパスが指定さ
れている場合、またはデータベース・マネージャーが書
き込み権限を持たないパスが指定されている場合、この
メッセージが戻される可能性があります。

ユーザーの処置: cf_diagpath に有効な値を指定してコ
マンドを再実行してください。これが、有効な完全修飾
パスであることを確認してください。

sqlcode: -1565

sqlstate: 5U054

SQL1566N cf_diaglevel 構成パラメーターに指定され
た値が無効であるため、UPDATE

DATABASE MANAGER

CONFIGURATION コマンドが失敗しま
した。

説明: データベース・マネージャーの構成パラメーター
cf_diaglevel を使用して、cfdiag.log ファイルに記録され
る診断エラーのレベルを指定できます。

UPDATE DATABASE MANAGER CONFIGURATION

コマンドで cf_diaglevel に無効な値が指定された場合
に、このメッセージが返されます。

ユーザーの処置: cf_diaglevel に有効な値を指定してコ
マンドを再実行してください。

sqlcode: -1566

sqlstate: 5U054
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SQL1567N この環境では、単一のデータベース・パー
ティションに排他的な接続はできません。

説明: DB2 pureCluster 環境では、排他モードでの単一
データベース・パーティションへの接続はサポートされ
ていません。

ユーザーの処置: CONNECT ステートメントに ON

SINGLE DBPARTITIONNUM 節を指定しないでくださ
い。

SQL1568N データベース・マネージャー構成ファイル
にアクセスできません。

説明: データベース・マネージャー構成ファイルにアク
セスしようとしてエラーが発生しました。このファイル
はインスタンスの作成時に作成され、すべての DB2 処
理に重要です。データベース・マネージャー構成ファイ
ルにアクセスできないということは、インスタンスのセ
ットアップが完了していないか、インスタンスに損傷が
ある可能性があります。

このメッセージは、データベース・マネージャー構成フ
ァイルが存在するファイル・システムが使用できないと
きにも返される場合があります。例えば、共有ファイ
ル・システムが IBM General Parallel File System

(GPFS) である場合、GPFS クラスターがオフラインの
ときにこのメッセージが返される可能性があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 以下のトラブルシューティング・ステ
ップを実行して、このメッセージに対応します。

v データベース・マネージャー構成ファイルが存在する
共有ファイル・システムがマウントされていることを
確認します。

v 共有ファイル・システムのタイプが GPFS である場
合、以下のステップを実行してファイル・システム・
クラスターが停止していないことを確認します。

1. 以下のコマンドを使用して共有ファイル・システ
ム・クラスターの状況を確認します。

db2cluster -cfs -list -host -state

2. 共有ファイル・システム・クラスターが停止して
いる場合、以下のコマンドを使用してクラスター
を再始動します。

db2cluster -cfs -start -host <hostname>

v DB2 データベース・マネージャー・インスタンスが
最近作成されたものである場合、db2icrt コマンドを
使用してインスタンスを再作成します。

SQL1569N コマンドまたは API に無効なデータベー
ス・パーティションが指定されているた
め、操作が失敗しました。

説明: このメッセージがバックアップ操作の結果として
返された場合、指定されたデータベース・パーティショ
ンは現在データベースに定義されていません。このメッ
セージがロールフォワードまたはリカバリー操作の結果
として返された場合、ON DBPARTITIONNUMS または
ON DBPARTITIONNUM 節が指定されており、無効な
データベース・パーティション番号が指定されました。
DPF 以外の環境では、指定できるのは、現在のデータ
ベース・パーティションだけです。

ユーザーの処置: バックアップ操作の場合は、既存のデ
ータベース・パーティションを指定してコマンドまたは
API を再発行してください。ロールフォワードおよびリ
カバリー操作の場合は、ON DBPARTITIONNUMS を指
定せずに、または現在のデータベース・パーティション
だけを指定してコマンドまたは API を再発行してくだ
さい。

sqlcode: -1569

sqlstate: 428A9

SQL1572N ディスクがいっぱいであるため、データベ
ース・ロールフォワードまたはグループ・
クラッシュ・リカバリーが失敗しました。

説明: ログ満杯状態がデータベース・ロールフォワード
またはグループ・クラッシュ・リカバリーの際に発生し
た場合、必要に応じて追加のログ・ファイルが自動的に
割り振られます。しかし、この場合は、ディスク・スペ
ースの不足のために、新しいログ・ファイルを割り振る
ことができませんでした。リカバリーまたはロールフォ
ワード操作は失敗しました。

ユーザーの処置: グループ・クラッシュ・リカバリーま
たはデータベース・ロールフォワードにさらに多くのデ
ィスク・スペースを使用できるようにして、コマンドを
再発行してください。

または、以下のように異なるメンバーで再発行すると、
操作が成功する場合があります。

v 失敗した操作がグループ・クラッシュ・リカバリーだ
った場合、DB2 クラスター・サービスは異なるメン
バーでグループ・クラッシュ・リカバリーを自動的に
再発行します。DB2 pureCluster インスタンスで自動
クラッシュ・リカバリーが有効になっていない場合、
別のメンバーでグループ・クラッシュ・リカバリー操
作を手動で再発行する必要があります。

v 失敗した操作がデータベース・ロールフォワードだっ
た場合、ロールフォワード操作を別のメンバーで手動
で再始動する必要があります。
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SQL1573N 現在のインスタンス環境では、データベー
スをアクティブ化したり、データベースに
接続したりできません。

説明: このメッセージは、次の場合に返されます。

v DB2 pureCluster 環境との適合性を検証されていない
データベースに対してアクティブ化または接続を試行
しているユーザーが、DB2 pureCluster 環境を使用し
ている。

v DB2 pureCluster 環境との適合性が検証されたデータ
ベースに対してアクティブ化または接続を試行してい
るユーザーが、DB2 pureCluster 環境を使用していな
い。

これら 2 つのアクションは、サポートされていませ
ん。

ユーザーの処置: DB2 pureCluster 環境を使用している
場合は、db2checkSD ユーティリティーを使用して、そ
の環境でデータベースを使用できるかどうか確認してく
ださい。db2checkSD ユーティリティーがエラーを報告
しない場合、再びデータベースをアクティブ化するか、
データベースに接続してください。

sqlcode: -1573

sqlstate: 55001

SQL1575N この DB2 pureCluster 環境でのデータベ
ース dbname で DB2 メンバーを追加ま
たはドロップしようとする直前の試行は失
敗しました。

説明: この DB2 pureCluster 環境で DB2 メンバーの追
加またはドロップ (トポロジーの変更) を行うと、デー
タベース dbname がリカバリー不能な状態になります。

ユーザーの処置: データベース dbname をバックアッ
プまたはドロップしてから、DB2 メンバーの追加また
はドロップ操作を繰り返してください。

SQL1576N クラスター・マネージャー・エラーのため
に、データベースの削除が失敗しました。

説明: drop コマンドの正常な処理を妨げるクラスタ
ー・マネージャー・エラーが発生しました。

データベースに関連付けられているすべてのデータ・フ
ァイルが削除されました。しかし、データベースのロケ
ーション情報は削除されなかった可能性があります。

ユーザーの処置: 以下のステップを実行して、クラスタ
ー・マネージャーが削除できなかったデータベース・リ
ソースをクリーンアップしてください。

1. 可能な限り以下の診断情報を収集します。

v SQLCA からのエラー情報

v db2diag ログ・ファイル内の関連したエラー

2. db2diag ログ・ファイルのクラスター・マネージャー
戻りコードに基づいて必要な修正アクションを実行
します。

3. 関連するマウント・リソースを手動で除去または削
除します。

4. UNCATALOG DATABASE コマンドを使用してシス
テム・データベース・ディレクトリーからデータベ
ースのロケーション情報を削除します。

この手順を使用してデータベース・リソースを正常に削
除できない場合、IBM サポートに連絡して以下の情報
を提供してください。

v 問題の説明

v SQLCODE

v SQLCA の内容 (可能な場合)

v db2support コマンドを使用して収集されたクライアン
トおよびサーバーに関する環境データ

sqlcode: -1576

sqlstate: 5U056

SQL1577N STANDALONE パラメーターが指定され
たため、および現在の環境が DB2

pureCluster 環境であるため、START コ
マンドが失敗しました。

説明: DB2 pureCluster 環境では、START コマンドに
STANDALONE パラメーターはサポートされていませ
ん。

ユーザーの処置: STANDALONE パラメーターを指定
せずにコマンドを再度呼び出してください。

SQL1578N RESTART パラメーターが指定されたた
め、および現在の環境が DB2

pureCluster 環境であるため、START コ
マンドが失敗しました。

説明: DB2 pureCluster 環境では、START コマンドに
RESTART パラメーターはサポートされていません。

ユーザーの処置: RESTART パラメーターを指定せずに
コマンドを再度呼び出してください。

SQL1573N
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SQL1579N データベース・パーティション
dbpartitionnum 上のデータベース dbname

の複数のログ・ストリームが異なるログ・
チェーンに続いています。ログ・ストリー
ム stream1 上のログ・ファイル file1 はロ
グ・チェーン chain1 に続き、ログ・スト
リーム stream2 上のログ・ファイル file2

はログ・チェーン chain2 に続きます。

説明: ポイント・イン・タイムまでのデータベース・ロ
ールフォワード操作が完了したか、ロールフォワードの
ないデータベース・リストア操作が行われると、ログ・
チェーンと呼ばれるデータベースの新しい履歴が作成さ
れます。データベース・マネージャーはログ・チェーン
番号をログ・エクステントと他のデータベース・オブジ
ェクトに割り当てることにより、オブジェクトのセット
が同じデータベース履歴に属していることを検査できる
ようにします。データベース・マネージャーは、複数の
ログ・ストリームが異なるログ・チェーンに続いている
ことを検出し、現在の操作を停止しました。

ユーザーの処置: このメッセージで識別されるログ・ス
トリームを確認して、正しいログ・チェーンに従ってい
るログ・ストリームを判別します。無効なログ・ストリ
ームからオーバーフロー・ログ・パスに必要なログ・フ
ァイルを取り出して、操作を再試行します。

SQL1580W コード・ページ source-code-page からコ
ード・ページ target-code-page への変換中
に、末尾ブランクが切り捨てられました。
ターゲット域の最大サイズは、max-len で
した。ソース・ストリングの長さは
source-len で、その 16 進数表記は string

でした。

説明: SQL ステートメントの実行中に、コード・ペー
ジ変換処理の結果が、ターゲット・オブジェクトの最大
サイズより大きなストリングになりました。ブランク文
字だけが切り捨てられたために、処理を続行します。

ユーザーの処置: 出力が予期されていること、および切
り捨てが予期しない結果の原因とならないことを確認し
てください。

sqlcode: +1580

sqlstate: 01004

SQL1581N 表 table-name は付加モードの状態でクラ
スタリング索引をもつことができません。

説明: このエラーが発行された状態が 2 つあります。

v クラスタリング索引は表のために存在し、また、
ALTER TABLE は付加モードでその表を位置づける
ために使用されます。

v 表は付加モードで、CREATE INDEX はクラスタリン
グ索引を作成するために使用されます。

ユーザーの処置: クラスタリング索引が必要な場合は、
表を変更して、付加モードをオフにしてください。 付
加モードが必要な場合、表の既存のクラスタリング索引
をドロップしてください。

sqlcode: -1581

sqlstate: 428CA

SQL1582N 表スペース tbspace-name の PAGESIZE

は、表スペースと関連しているバッファ
ー・プール bufferpool-name の
PAGESIZE と一致しません。

説明: CREATE TABLESPACE ステートメントで指定
された PAGESIZE 値は、表スペースと共に使用するた
めに指定されたバッファー・プールのページ・サイズと
一致しません。これらの値が一致しなければなりませ
ん。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: バッファー・プールのサイズと一致す
るように PAGESIZE に指定された値を変更するか、ま
たはバッファー・プールのページ・サイズを一致する値
に変更してください。

sqlcode: -1582

sqlstate: 428CB

SQL1583N PAGESIZE 値 pagesize はサポートされて
いません。

説明: 指定された PAGESIZE は、サポートされるペー
ジ・サイズではありません。サポートされるページ・サ
イズは 4096、8192、16384、および 32768 ですが、4

K、8 K、16 K、または 32 K の値も指定可能です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: サポートされているページ・サイズか
ら 1 つを指定してください。

sqlcode: -1583

sqlstate: 428DE

SQL1584N 少なくとも pagesize のページ・サイズを
持つ SYSTEM TEMPORARY 表スペー
スが見つかりませんでした。

説明: ステートメントを処理するために、SYSTEM

TEMPORARY 表スペースが必要でした。 pagesize また
はこれより大きいページ・サイズを持つ、使用可能な
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SYSTEM TEMPORARY 表スペースがありませんでし
た。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 少なくとも pagesize のページ・サイ
ズを持つ SYSTEM TEMPORARY 表スペースを作成し
てください。

sqlcode: -1584

sqlstate: 57055

SQL1585N ページ・サイズに互換性のある SYSTEM

TEMPORARY 表スペースが存在しない
ため、一時表を作成できませんでした。

説明: TEMPORARY 表スペースには、ソートや結合な
どの操作を実行する際にデータベース・マネージャーが
必要とする一時データが保持されます。そうした活動で
は、結果セットを処理するための余分のスペースが必要
になるためです。ページ・サイズに互換性があり、「正
常」状態になっている表スペースをデータベース・マネ
ージャーが検出できないために、データベース・マネー
ジャーによる一時表の作成が失敗すると、このメッセー
ジが返されます。

このメッセージは、次のいずれかの状態になったときに
返されることがあります。

v 生成されるシステム一時表の行の長さが、現在「正
常」状態になっている SYSTEM TEMPORARY 表ス
ペースに最大ページ・サイズで収容できる長さを上回
っています。

v システム一時表に必要な列数が、データベース内で最
大の SYSTEM TEMPORARY 表スペースに適用でき
る制限を超えました。

ユーザーの処置: 以下のトラブルシューティングのステ
ップを実行します。

1. 以下の表を使用して、必要とされる TEMPORARY

表スペースのサイズを求めます。

最大 最大 TEMPORARY 表
レコード 列数 スペースの
長 ページ・サイズ
----------- ---- ------------
4005 バイト 500 4K
8101 バイト 1012 8K
16293 バイト 1012 16K
32677 バイト 1012 32K

2. MON_GET_TABLESPACE 表関数を使用して、「正
常」状態で、ページ・サイズが十分な大きさの
TEMPORARY 表スペースが存在するかどうか判別し
ます。

3. ページ・サイズが十分な大きさの表スペースが存在
しない場合は、ページ・サイズを大きくして
SYSTEM TEMPORARY 表スペースを作成します。

4. 「正常」状態で、ページ・サイズが十分な大きさの
表スペースが既に存在する場合は、以下のステップ
のいずれかを実行します。

v 1 つ以上の列をシステム一時表から除去してくだ
さい。

v 要求されたように、分離する表またはビューを作
成して、制限を超えた追加情報を保留にしてくだ
さい。

5. ページ・サイズが十分な大きさでも「正常」状態で
はない表スペースが既に存在する場合は、その表ス
ペースを「正常」状態に移行するのに必要な操作を
実行します。例えば、表スペースのドロップと再作
成が必要になる可能性があります。

sqlcode: -1585

sqlstate: 54048

SQL1586N 照会コンパイラーがステートメント内のテ
キスト検索関数を正常に解決できなかった
ため、このステートメントは実行されませ
んでした。

説明: テキスト検索関数が、照会コンパイラーによって
正常に解決されないという状況がまれに生じることがあ
ります。そうした状況の 1 つの例は、OUTER JOIN の
NULL プロデューサーから列に対してテキスト検索関数
を適用する場合です。

照会コンパイラーがテキスト検索関数を正常に解決でき
ない場合に、このメッセージが返されます。

ステートメントは実行されませんでした。

ユーザーの処置: 処置は必要ありません。指定されたス
テートメントは実行できません。

SQL1587N コマンドまたはステートメントが実行され
たホスト上に現在 CF があるため、コマ
ンドまたはステートメントは失敗しまし
た。コマンドまたはステートメントのタイ
プ: command-statement-code。ホスト名:

host。

説明: DB2 クラスター・キャッシング・ファシリティ
ー (CF) が置かれているホスト上では実行できない DB2

コマンド (例えば、ATTACH) および SQL ステートメ
ント (例えば、CONNECT) がいくつかあります。この
メッセージは、これらのコマンドまたはステートメント
が明示的または暗黙的に発行された場合に返されること
があります。

トークン command-statement-code は、試行されたコマン
ドまたは SQL ステートメントのタイプを示します。
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1

明示的または暗黙的な CONNECT TO

<database-alias>

2

明示的または暗黙的な ATTACH TO

<instance-alias>

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で、このメッセ
ージに応答します。

v 以下のステップを実行して、CF が置かれていないホ
ストでコマンドまたはステートメントを再実行してく
ださい。

1. 以下のコマンドを使用して、現在 CF がないホス
トを検出します。

db2instance -list

2. 現在 CF がないホストにログインします。

3. DB2 コマンドまたは SQL ステートメントを再実
行します。

v 以下の方法のいずれかを使用して、現在 CF のないホ
ストを指定します。

– 環境変数 DB2NODE を使用してメンバーを指定し
てから、DB2 コマンドまたは SQL ステートメン
トを再実行します。

– Set Client コマンドの CONNECT_MEMBER また
は ATTACH_MEMBER オプションを DB2 コマン
ドまたは SQL ステートメントとともに使用しま
す。

sqlcode: -1587

sqlstate: 560CW

SQL1588N メンバー member-ID でのエラー sqlcode

により、現在のステートメントが処理でき
ません。

説明: メンバー member-ID のエラー sqlcode の原因で
ある状況が修正されるまで、現在のメンバーはデータ変
更ステートメントを処理できません。 ステートメント
は処理できません。

ユーザーの処置: 操作を再試行してください。エラーが
続く場合、問題を修正して再試行してください。

sqlcode: -1588

sqlstate: 57063

SQL1589N オペレーティング・システムのリソースの
限界に達したため、データベース接続が失
敗しました。

説明: このメッセージは、同時に 1024 を超えるローカ
ル・データベース接続があり、その結果、オペレーティ
ング・システムの限界に達した場合に返されることがあ
ります。AIX オペレーティング・システムの場合、単一
のプロセスまたはアプリケーションによって確立された
ローカル・データベース接続は同時に 1024 を超えて存
在することはできません。

このメッセージは、DB2 データベース・マネージャー
がオペレーティング・システム呼び出しの実行中に内部
エラーを検出した場合にも返されることがあります。

ユーザーの処置: 不要なローカル・データベース接続を
終了してください。

ローカル・データベース接続を終了することで問題が解
決する場合は、使用する同時ローカル接続を少なくする
ようにアプリケーションを変更して、このエラーの再発
を防いでください。アプリケーションが多数のデータベ
ース接続を必要とする場合、ローカル接続ではなく、
TCP/IP を使用したリモート接続 (または、データベー
ス・サーバーとクライアントが同じホスト・マシン上に
ある場合はループバック接続) を使用してください。

ローカル接続の数を減らしてもこの問題が解決しない場
合は、IBM ソフトウェア・サポートに連絡して、問題
の原因を調べるうえでの支援を受けてください。

sqlcode: -1589

sqlstate: 54067

SQL1590N LONG VARCHAR および LONG

VARGRAPHIC フィールドは、 DEVICE

上にビルドされる TABLESPACE では許
可されません。

説明: HP 上の装置 (ロー入出力) では、入出力を 1024

バイト境界上に位置合わせする必要があります。 LONG

VARCHAR および LONG VARGRAPHIC フィールドは
512 バイトごとにハンドルされるので、これを使用でき
るのは、 SYSTEM MANAGED TABLESPACE または
FILE コンテナーだけの DATABASE MANAGED

TABLESPACE だけです。

ユーザーの処置: 代替:

v LONG の代わりに、LOB 列タイプ
(BLOB、CLOB、DBCLOB) を選択してください。

v 正しい属性の表スペースを使用してください。

sqlcode: -1590

SQL1588N
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sqlstate: 56097

SQL1592N 表 table-name は増分処理できないため、
INCREMENTAL オプションは無効で
す。理由コード reason-code。

説明: 理由コード reason-code に基づいて、以下のよう
に原因を識別できます。

32

この表は REFRESH IMMEDIATE マテリアラ
イズ照会表、サポートするステージング表を持
つ REFRESH DEFERRED マテリアライズ照会
表、または PROPAGATE IMMEDIATE ステー
ジング表のいずれでもない。

33

この表がマテリアライズ照会表またはステージ
ング表である場合、この表に対して LOAD

REPLACE または LOAD INSERT が発生し
た。

34

最後の整合性チェック後に表に LOAD

REPLACE が発生した。

35

以下のいずれかです。

v マテリアライズ照会表またはステージング表
が新しく作成された。 表の作成後、表の整
合性を初めてチェックするために完全処理が
必要です。

v SET INTEGRITY ペンディング状態中に、表
自体またはその親 (または、それがマテリア
ライズ照会表またはステージング表である場
合は、基礎表) に新しい制約が追加された。

v これがマテリアライズ照会表またはステージ
ング表の場合は、最後にリフレッシュが行わ
れた後に、表の基礎表に対して LOAD

REPLACE が発生した。

v これがマテリアライズ照会表の場合は、マテ
リアライズ照会表がリフレッシュされる前
に、少なくとも 1 つの基礎表に対して
(FULL ACCESS オプションを使って) フ
ル・アクセスが強制された。

v これがステージング表の場合は、ステージン
グ表が伝搬される前に、少なくとも 1 つの
基礎表に対して (FULL ACCESS オプション
を使って) フル・アクセスが強制された。

v これが据え置きマテリアライズ照会表の場合
は、その対応するステージング表が完了して
いない状態である。

v いくつかの親 (またはマテリアライズ照会表
やステージング表の場合は基礎表) で、整合
性チェックが非増分で行われた。

v データベース・アップグレード前に、表が
SET INTEGRITY ペンディング状態であっ
た。データベース・アップグレード後、初め
て表の整合性チェックを行う場合は、完全処
理が必要です。

v ポイント・イン・タイム・ロールフォワード
操作中、表が SET INTEGRITY ペンディン
グ状態に置かれていた。

ユーザーの処置: INCREMENTAL オプションを指定し
ないでください。 システムは、表全体で制約違反につ
いてチェックします (または、マテリアライズ照会表の
場合は、マテリアライズ照会表定義照会を再計算しま
す)。

sqlcode: -1592

sqlstate: 55019

SQL1594W 非増分データの整合性は、データベース・
マネージャーによる確認がされないままに
なっています。

説明: この表のチェックは、以前に行われていません。
オプション NOT INCREMENTAL が指定されていない
場合、表の増分処理が行われます。以前にチェックされ
ていない表の部分はチェックされないままとなり、
CONST_CHECKED 列の対応する値は 'U' とマークされ
たままとなります。

ユーザーの処置: アクションは不要です。以前にチェッ
クされていないデータの整合性を検証し、システムに表
のデータの整合性を維持させるためには、 SET

INTEGRITY ステートメントに OFF オプションを指定
して発行することでその表を SET INTEGRITY ペンデ
ィング状態に置き、次に IMMEDIATE CHECKED およ
び NOT INCREMENTAL オプションを指定して SET

INTEGRITY ステートメントを再実行してください。

sqlcode: +1594

sqlstate: 01636

SQL1596N table-name に、WITH EMPTY TABLE

を指定することはできません。

説明: WITH EMPTY TABLE 節は、表 table-name に
は指定できません。この理由は、表が以下のいずれかの
条件に該当するためです。

v マテリアライズ照会表またはステージング表である。

v 従属リフレッシュ即時マテリアライズ照会表または従
属伝搬即時ステージング表を持っている。

SQL1592N
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v 参照制約における親である。

v 制約違反のチェックが済んでいないデータ・パーティ
ションがアタッチされている。

v 以前にこの表に対し、DETACH PARTITION 節が指
定された ALTER TABLE ステートメントが実行され
たが、その非同期のデタッチ操作が完了していない。
この表の中に、まだ論理的にデタッチされた状態
(SYSCAT.DATAPARTITIONS.STATUS = 'L') である
データ・パーティションがある。

そのような表を ACTIVATE NOT LOGGED INITIALLY

に変更する場合、WITH EMPTY TABLE 節を指定する
ことはできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 論理的にデタッチされたパーティショ
ンが表に含まれていない場合は、WITH EMPTY TABLE

節なしの ALTER TABLE ステートメントを発行しま
す。

論理的にデタッチされたパーティションが表に含まれて
いる場合は、次の手順を実行します。

1. 非同期のパーティション・デタッチ・タスクが完了
するのを待ちます。

デタッチ・タスクの進行状況は、次の方法でモニタ
ーできます。

v LIST UTILITIES コマンドを使用してデタッチ・
タスクの進行状況をモニターし、ソース表
table-name が含まれる記述を探します。

v SYSCAT.DATAPARTITIONS カタログ・ビューを
使用して、論理的にデタッチされた状態のデー
タ・パーティションがないことを確認します。ま
だ論理的にデタッチされた状態にあるデータ・パ
ーティションは、 STATUS 列に L があります。

2. ALTER TABLE ステートメントを再度実行します。

sqlcode: -1596

sqlstate: 42928

SQL1597N 指定された DB2 構成パラメーターは廃止
されているため、DB2 環境の構成に失敗
しました。

説明: LOGRETAIN および USEREXIT データベース
構成パラメーターは廃止されています。

ログ保存、およびファイルのアーカイブと取得のための
ユーザー出口プログラムの使用は引き続きサポートされ
ています。データベースがログ保存とユーザー出口プロ
グラムを使用するように構成するには、

LOGARCHMETH1 データベース構成パラメーターを使
用する必要があります。

ユーザーの処置: ログ保存を有効にするには、
LOGARCHMETH1 データベース構成パラメーターを
LOGRETAIN に設定します。

ログ保存を有効にし、ログ・ファイルのアーカイブおよ
び取得にユーザー出口プログラムを使用することを指定
するには、LOGARCHMETH1 データベース構成パラメ
ーターを USEREXIT に設定します。

SQL1598N ライセンスの問題のため、データベース・
サーバーへの接続が失敗しました。

説明: このメッセージは以下の状況で返されることがあ
ります。

IBM DB2 Connect Unlimited Edition for System z を
使用してデータベース・サーバーに直接接続している

IBM DB2 Connect Unlimited Edition for System

z を使用してデータベース・サーバーに直接接
続する場合、有効なライセンスが DB2 for

z/OS サブシステム上でアクティブにされてい
ない場合にこのメッセージが返されます。

IBM DB2 Connect Unlimited Edition for System z 以
外のエディションの IBM DB2 Connect を使用してデ
ータベース・サーバーに直接接続している

IBM DB2 Connect Unlimited Edition for System

z 以外のエディションを使用してデータベー
ス・サーバーに直接接続する場合、有効なライ
センスがクライアント・コンピューター上に存
在しない場合にこのメッセージが返されます。

DB2 Connect ゲートウェイ・サーバーを介してデータ
ベース・サーバーに接続している

DB2 Connect ゲートウェイ・サーバーを介して
データベース・サーバーに接続する場合、有効
なライセンスが DB2 Connect ゲートウェイ・
サーバー上に存在しない場合にこのメッセージ
が返されます。

ユーザーの処置: 以下のように、状況に当てはまるシナ
リオに応じてこのメッセージに応答してください。

IBM DB2 Connect Unlimited Edition for System z を
使用してデータベース・サーバーに直接接続している

IBM DB2 Connect Unlimited Edition for System

z を使用してデータベース・サーバーに直接接
続する場合、アクティベーション・キット内の
アクティベーション・プログラムを実行して、
ライセンスをアクティブにしてください。
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IBM DB2 Connect Unlimited Edition for System z 以
外のエディションの IBM DB2 Connect を使用してデ
ータベース・サーバーに直接接続している

IBM DB2 Connect Unlimited Edition for System

z 以外のエディションを使用してデータベー
ス・サーバーに直接接続する場合、 DB2

Connect 製品および有効なライセンス・キーが
ご使用のクライアント・コンピューターにイン
ストールされていることを確認してください。

DB2 Connect ゲートウェイ・サーバーを介してデータ
ベース・サーバーに接続している

DB2 Connect ゲートウェイ・サーバーを介して
データベース・サーバーに接続する場合、有効
なライセンス・キーがゲートウェイ・サーバー
にインストールされていることを確認してくだ
さい。

sqlcode: -1598

sqlstate: 42968

SQL1599N 環境が SAP 用に構成されているため、パ
ブリック別名の作成に失敗しました。

説明: DB2_WORKLOAD という名前のシステム環境変
数の値を SAP に設定することによって、DB2 環境を
SAP 用に構成することができます。

ローカル・スキーマ外のオブジェクトは、パブリック別
名 (パブリック・シノニムとも呼ばれる) を使用するこ
とによって参照できます。パブリック別名は CREATE

PUBLIC ALIAS ステートメントを使用して作成できま
す。

SAP 用に構成された DB2 環境では、パブリック別名は
サポートされません。システム環境変数
DB2_WORKLOAD の値が SAP に設定されている場合
に、パブリック別名を作成しようとすると、このメッセ
ージが返されます。

パブリック別名を作成しなくてもローカル・スキーマ外
のオブジェクトを参照できる方法はいくつかあります。
例えば、完全修飾名を使用する、またはローカル別名を
作成するという方法があります。以下の例では、ローカ
ル・スキーマの名前は schemaA で、tableX という表が
別の schemaB というスキーマにあります。

例 1: 完全修飾名の使用

完全修飾名を使用して次のように tableX を参
照できます。

select * from schemaB.tableX

例 2: ローカル別名の作成

最初にローカル別名を作成することによって次
のように tableX を参照できます。

create alias AX for table schemaB.tableX
select * from AX

ユーザーの処置: パブリック別名を作成する代わりに、
完全修飾名を使用するかローカル別名を作成することに
よって、ローカル・スキーマ外のデータベース・オブジ
ェクトを参照してください。

sqlcode: -1599

sqlstate: 42612

SQL1600N デフォルトのストレージ・グループである
ため、ストレージ・グループ
storage-group をドロップできません。

説明: storage-group-name は現行のデフォルト・ストレ
ージ・グループであるため、DROP STOGROUP を処理
できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 現行のデフォルト・ストレージ・グル
ープをドロップする前に、ALTER STOGROUP ステー
トメントを使用して新規デフォルト・ストレージ・グル
ープを指定します。

sqlcode: -1600

sqlstate: 42893

SQL1601N データベース・システム・モニターの入力
パラメーター parameter が NULL ポイン
ターです。

説明: データベース・システム・モニター API の 1

つが呼び出されましたが、必要なパラメーターではな
く、NULL ポインターが指定されています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なパラメーターの値を使用して、
コマンドを再発行してください。

SQL1602N 入力データ構造 (sqlma) に指定されたオ
ブジェクト・タイプはサポートされていま
せん。

説明: データベース・システム・モニターの Snapshot

API の入力データ構造 (sqlma) の可変データ域に指定さ
れたオブジェクト・タイプは、サポートされていませ
ん。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なオブジェクト・タイプを使用し
て、コマンドを再発行してください。
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SQL1603N パラメーター parameter が、入力データ
構造 (sqlma) に指定されていません。

説明: データベース・システム・モニターの Snapshot

または Estimate Buffer Size API の入力データ構造
(sqlma) に、必須パラメーターが指定されていません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なパラメーターの値を使用して、
コマンドを再発行してください。

SQL1604N パラメーター parameter が NULL で終わ
っていません。

説明: 文字ストリング・パラメーターの終わりには、
NULL 文字が必要です。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 文字ストリング・パラメーターの終わ
りに NULL 文字を追加して、コマンドを再発行してく
ださい。

SQL1605W データベース db-alias がアクティブでは
ありません。

説明: データベース・システム・モニターの Reset API

が、特定のデータベースのために呼び出されましたが、
データベースがアクティブではありませんでした。

コマンドは正常に終了しましたが、何の動作も行われて
いません。

ユーザーの処置: データベースの別名が正しく、データ
ベースがすでに始動していることを確認してください。

SQL1606W データベース・システム・モニターの出力
バッファーがいっぱいです。

説明: データベース・システム・モニターの出力バッフ
ァー域には、戻ってきたデータを収容できる十分な大き
さがありません。可能性の大きい原因は、呼び出しが行
われたときのシステム活動が多すぎることにあり、また
ユーザー・アプリケーションからデータベース・モニタ
ー API 呼び出しが行われた場合は、ユーザーが割り振
ったバッファーが戻りデータを含むのに小さすぎること
にあります。

コマンドは正常に終了し、バッファーがオーバーフロー
する前に集められたデータは、ユーザーのバッファーに
戻されています。

ユーザーの処置: コマンドを再発行するか、あるいはユ
ーザー・アプリケーションからデータベース・モニター
API を呼び出す場合は、もっと大きなバッファーを割り
振るか、または要求する情報量を減らしてください。

SQL1607N 要求されたデータベース・モニター関数の
実行に十分な、作業メモリーがありませ
ん。

説明: データベース・マネージャーが、データベース・
システム・モニター・コマンドを実行するには作業メモ
リーが足りません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 入力パラメーターのバッファー・サイ
ズを減らして、コマンドを再発行してください。

SQL1608W 入力として指定された複数のデータベース
別名が同一のデータベースを参照していま
す。

説明: データベース・システム・モニターの Snapshot

または Estimate Buffer Size API 呼び出しが、 sqlma 入
力データ構造で、複数のデータベース別名に対する要求
を指定して発行され、同じデータベースを指していまし
た。

データベース・システム・モニターは正常に実行されま
したが、出力バッファーには情報のコピーが 1 つしか
返されません。

ユーザーの処置: アクションは不要です。ただし、異な
るデータベースの情報を要求する場合は、入力に指定し
たデータベース別名が正しいことを確認する必要があり
ます。

SQL1609N データベース別名 db-alias はリモート・
データベースであり、モニターできませ
ん。

説明: データベース・システム・モニター API 呼び出
しが、リモート・データベースのデータベース別名を指
定して発行されました。データベース・システム・モニ
ターは、リモート・データベースのモニターをサポート
していません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 入力に指定したデータベース別名が正
しいことを確認し、正しいデータベース別名を使用し
て、コマンドを発行する必要があります。

SQL1610N データベース・システム・モニターの入力
パラメーター parameter が無効です。

説明: データベース・システム・モニター API の 1

つが呼び出されましたが、示されたパラメーターに無効
な値が指定されました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なパラメーターの値を使用して、
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コマンドを再発行してください。

SQL1611W データベース・システム・モニターからデ
ータが戻されませんでした。

説明: データベース・システム・モニター API 呼び出
しが発行された時点で、ユーザーが要求したモニター情
報は利用できませんでした。これは、要求したデータベ
ースまたはアプリケーションがアクティブでなかった場
合、あるいは表グループなどのモニター・グループが
OFF のときに、表情報が要求された場合に発生しま
す。

ユーザーの処置: コマンドは正常に終了しましたが、ユ
ーザーには何もデータが返されません。

モニターしようとしているデータベースまたはアプリケ
ーションが、データベース・システム・モニター API

を呼び出す時点でアクティブであること、または必要な
モニター・グループがアクティブであることを確認する
必要があります。

SQL1612N 指定されたイベント・モニターのターゲッ
ト・パスが無効です。

説明: CREATE EVENT MONITOR ステートメントに
指定されたターゲット・パスが、有効なパス名ではあり
ません。コマンドは処理されませんでした。

ユーザーの処置: 正しいイベント・モニターのターゲッ
ト・パスを使用して、ステートメントの再サブミットを
行なってください。

sqlcode: -1612

sqlstate: 428A3

SQL1613N 指定されたイベント・モニター・オプショ
ンが無効です。

説明: CREATE EVENT MONITOR ステートメントに
指定されたオプションが無効です。可能性のある理由
は、以下のとおりです。

v 指定された MAXFILES、MAXFILESIZE、または
BUFFERSIZE が小さすぎます。

v MAXFILESIZE が BUFFERSIZE より小さくなってい
ます。

v MAXFILESIZE NONE が、MAXFILES が 1 以外の
場合に指定されました。

コマンドは処理されませんでした。

ユーザーの処置: 正しいイベント・モニター・オプショ
ンを使用して、ステートメントの再サブミットを行なっ
てください。

sqlcode: -1613

sqlstate: 428A4

SQL1614N イベント・モニターのアクティブ化中に入
出力エラーが発生しました。理由コード
= reason-code。

説明: イベント・モニターのアクティブ化中に入出力エ
ラーが発生しました。原因は次のように <reason-code>

に基づいています。

1 不明なイベント・モニターのターゲット・タイ
プを見つけました。

2 イベント・モニターのターゲット・パスが見つ
かりませんでした。

3 イベント・モニターのターゲット・パスへのア
クセスが拒否されました。

4 イベント・モニターのターゲット・パスがパイ
プの名前ではありません。

5 読み取りのために、イベント・モニターのター
ゲット・パイプをオープンしている処理があり
ません。

6 予期しない入出力エラーが発生しました。

ユーザーの処置: 可能であれば、理由コードで示されて
いる問題を修正して、 SET EVENT MONITOR ステー
トメントの再サブミットを行なってください。

sqlcode: -1614

sqlstate: 58030

SQL1615W 指定されたイベント・モニターまたは使用
量リストは、すでに要求された状態にあり
ます。

説明: すでにアクティブなイベント・モニターまたは使
用量リストをアクティブ化しようとしたか、またはすで
に非アクティブなイベント・モニターまたは使用量リス
トを非アクティブ化しようとしました。 SET EVENT

MONITOR または SET USAGE LIST ステートメント
は無視されました。

パーティション・データベース環境または DB2

pureCluster 環境で、1 つ以上のメンバーの使用量リスト
は既に要求された状態にありました。ステートメントの
発行時に要求された状態ではなかった使用量リストはす
べて、要求された状態に変更されました。

ステートメントがパーティション表または索引の使用量
リストに対して発行された場合は、1 つ以上のデータ・
パーティションの使用量リストはすでに要求された状態
にありました。ステートメントの発行時に要求された状
態ではなかった使用量リストはすべて、要求された状態
に変更されました。
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ユーザーの処置: 処置は必要ありません。

sqlcode: +1615

sqlstate: 01598

SQL1616N アクティブ・イベント・モニターの最大数
の制限にすでに達しています。

説明: 各データベース・パーティションごとに、最大で
128 個のイベント・モニターを同時にアクティブにする
ことができます。

複数パーティション・データベース環境では、各データ
ベースごとに最大で 32 個のグローバル・イベント・モ
ニターを同時にアクティブにすることができます。

このいずれかの制限に既に達しています。指定されたイ
ベント・モニターをアクティブ化できません。

ユーザーの処置: 可能であれば、アクティブ・イベン
ト・モニターの 1 つを非アクティブ化して、SET

EVENT MONITOR ステートメントを再サブミットして
ください。アクティブなすべてのイベント・モニターを
表示し、それらがグローバルかどうかを判別するには、
以下の照会を使用します:

SELECT EVMONNAME, MONSCOPE FROM

SYSCAT.EVENTMONITORS WHERE

EVENT_MON_STATE(EVMONNAME) = 1

sqlcode: -1616

sqlstate: 54030

SQL1617N 指定されたイベント・モニターは、すでに
MAXFILES と MAXFILESIZE 制限に達
しています。

説明: 指定されたイベント・モニターは、イベント・モ
ニターのターゲット・ディレクトリーに許されるデータ
容量の制限を使用して作成されています。 この制限に
すでに達しています。 指定されたイベント・モニター
はアクティブ化できません。

ユーザーの処置: 可能であれば、いくつかのイベント・
モニター・データ・ファイルをターゲット・ディレクト
リーから削除して、SET EVENT MONITOR ステートメ
ントの再サブミットを行なってください。

sqlcode: -1617

sqlstate: 54031

SQL1618N 指定されたイベント・モニターのターゲッ
ト・パスは、他のイベント・モニターによ
り使用中です。

説明: 指定されたイベント・モニターが、他のイベン

ト・モニターと同じターゲット・パスを使用して、作成
されています。 この別のイベント・モニターは少なく
とも 1 回はアクティブ化され、ターゲット・パスに
.evt または .ctl ファイル、あるいはその両方を残してい
ます。これらのファイルは、入っている通知を読み取っ
ているアプリケーションによって使用中である可能性が
あります。

ユーザーの処置: ほかのイベント・モニターが現在アク
ティブ中の場合は、非アクティブ化にしてください。
アプリケーションが、ターゲット・パスで作成されたフ
ァイルを使用していないことを確認してから、ファイル
を除去して、次に、SET EVENT MONITOR ステートメ
ントの再サブミットを行ってください。

または、異なるターゲット・パスを指定して必要なイベ
ント・モニターを作成し、SET EVENT MONITOR ステ
ートメントの再サブミットを行なってください。

sqlcode: -1618

sqlstate: 51026

SQL1619N アクティブ・イベント・モニターは
DROP できません。

説明: 指定されたイベント・モニターは現在アクティブ
なため、ドロップすることができません。

ユーザーの処置: イベント・モニターを非アクティブ化
して、DROP EVENT MONITOR ステートメントの再サ
ブミットを行ってください。

sqlcode: -1619

sqlstate: 55034

SQL1620N イベント・モニターをフラッシュできませ
ん。 理由コード rc。

説明: イベント・モニターをフラッシュできませんでし
た。 考えられる理由が、以下の理由コードで示されま
す。

1. イベント・モニターがアクティブでない。

2. イベント・モニターはバージョン 6 よりも前の出力
で実行されていて、フラッシュが使用できない。

3. フラッシュは一部のデータベース・パーティション
で成功したが、少なくとも 1 つのデータベース・パ
ーティションで失敗した。

ユーザーの処置: 理由コードに応じたアクションが、以
下のように示されます。

1. イベント・モニターがアクティブであることを確認
し、必要であれば SET EVENT MONITOR

evmonname STATE 1 ステートメントを発行して、
イベント・モニターをアクティブ化してください。

SQL1616N

第 4 章 SQL1500 - SQL1999 329



2. イベント・モニターがバージョン 6 よりも前の出力
で実行されている場合は、フラッシュを試みないで
ください。

3. フラッシュが少なくとも 1 つのデータベース・パー
ティションで失敗した場合、問題が起きているパー
ティションと、フラッシュしているイベント・モニ
ターを示す、ルーチン sqlm_bds_flush_monitor また
は sqlm_bds_flush_monitor_hdl からのすべてのプロー
ブについて db2diag ログ・ファイルを調べます。そ
れから必要なすべての修正アクションを取り (例え
ば、そのパーティションに表書き込みイベント・モ
ニターのために十分なモニター・ヒープがあること
を確認し、そのパーティションの表スペースに十分
なスペースがあるようにします)、さらに以下のステ
ートメントを発行して、イベント・モニターを非ア
クティブ化してから再アクティブ化します。

SET EVENT MONITOR evmonname STATE 0

SET EVENT MONITOR evmonname STATE 1

sqlcode: -1620

sqlstate: 55034

SQL1621N 指定されたイベント・モニターまたは使用
量リストが作成されたトランザクション
は、まだコミットされていません。 イベ
ント・モニターまたは使用量リストはアク
ティブ化できません。

説明: イベント・モニターまたは使用量リストが作成さ
れたトランザクションがコミットされるまで、そのイベ
ント・モニターまたは使用量リストはアクティブ化でき
ません。

ユーザーの処置: イベント・モニターまたは使用量リス
トを作成したトランザクションをコミットして、SET

EVENT MONITOR または SET USAGE LIST ステート
メントの再発行を行ってください。

sqlcode: -1621

sqlstate: 55033

SQL1622N SET EVENT MONITOR STATE ステー
トメントまたは SET USAGE LIST

STATE ステートメントに指定された
STATE 値が無効です。

説明: SET EVENT MONITOR STATE または SET

USAGE LIST STATE ステートメントに指定された
STATE 値が、有効な値の範囲外か、または値が、標識
変数の結果として NULL になっています。

イベント・モニター状態の有効な値は、以下のとおりで
す。

0

イベント・モニターを非アクティブ化します。

1

イベント・モニターをアクティブ化します。

使用量リスト状態の有効な値は、以下のとおりです。

ACTIVE

使用量リストをアクティブ化します

INACTIVE

使用量リストを非アクティブ化します

RELEASED

使用量リストに関連付けられているメモリーを
解放します

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: イベント・モニター状態または使用量
リスト状態の値および/または標識変数を訂正して、ステ
ートメントを再実行してください。

sqlcode: -1622

sqlstate: 42815

SQL1623N sqlma 入力構造に指定されたオブジェク
トが多すぎる sqlmonsz または sqlmonss

API が呼び出されました。

説明: sqlma 入力構造に許されているオブジェクト数の
制限を超えました。

ユーザーの処置: sqlma パラメーターのオブジェクト数
を減らして、もう一度呼び出しを行ってください。

SQL1624N sqlmonsz または sqlmonss API が参照す
るすべてのデータベースは、同じノードに
位置している必要があります。

説明: sqlma パラメーターに、別のノードに存在するデ
ータベースに対する参照が入っていました。

ユーザーの処置: すべてのデータベース・オブジェクト
が同じノードを参照するように、sqlma パラメーターを
修正して、もう一度呼び出しを行ってください。

SQL1625W このモニターは、コード・ページ source

からコード・ページ target に変換できま
せん。この変換は、タイプ type に関連す
るデータに対して試行されました。

説明: 考えられるタイプは以下のとおりです。

1. ステートメント・テキスト
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2. dcs アプリケーション

3. アプリケーション

4. 表

5. ロック

6. 表スペース

ソース・コード・ページからターゲット・コード・ペー
ジへのデータ変換はサポートされていません。このエラ
ーは、以下の状態で発生する可能性があります。

1. ソースとターゲット・コード・ページの組み合わせ
を、データベース・マネージャーがサポートしてい
ません。

2. ソースとターゲット・コード・ページの組み合わせ
は、サーバー・ノードのオペレーティング・システ
ム文字変換ユーティリティーによってサポートされ
ていません。

モニター・アプリケーションのコード・ページと互換性
のないコード・ページのデータベースに関連するデータ
の変換をモニターが試行するときにこの状態が発生する
可能性があります。

ユーザーの処置: サポートされている変換機能のリスト
については、オペレーティング・システムの資料をチェ
ックし、適切な変換機能がインストールされておりデー
タベース・マネージャーに対してアクセス可能なことを
確認してください。

可能ならば、モニターされているデータベースとモニタ
ー・アプリケーションが同じコード・ページにあること
を確認してください。

SQL1626W コード・ページ source からコード・ペー
ジ target への変換中にオーバーフローが
発生しました。ターゲット域のサイズは
max-lenで、データはタイプ type に関連
し、最初の 8 文字は data です。

説明: 考えられるタイプは以下のとおりです。

1. ステートメント・テキスト

2. dcs アプリケーション

3. アプリケーション

4. 表

5. ロック

6. 表スペース

モニターは、表制約のためデータを変換できません。
このデータはそのオリジナル形式に保存されています。

ユーザーの処置: 可能ならば、モニターされているデー
タベースとモニター・アプリケーションが同じコード・
ページにあることを確認してください。

SQL1627W スナップショット API 要求が自己記述型
データ・ストリーム・レベルで出されまし
たが、サーバーは固定サイズ構造形式のス
ナップショットしか返せませんでした。

説明: スナップショット要求を発行するアプリケーショ
ンが SQLM_DBMON_VERSION6 以降のレベルで要求を
出したのに対して、スナップショットを返すサーバーは
データの低レベルのビューを返しました。

ユーザーの処置: スナップショットの自己記述型データ
形式 (DB2 バージョン 6 以降) では、収集情報は、サ
ーバー・レベルを含めて、スナップショット・データ・
ストリームの一部として返されます。 DB2 のバージョ
ン 6 よりも前のレベルでは、スナップショット収集情
報は sqlm_collected 構造で返されます。このスナップシ
ョット・データ・ストリームを解析するためには、
sqlm_collected 構造と古いデータ・ストリーム処理方式
を使用しなければなりません。

SQL1628W 出力バッファーがいっぱいなので、リモー
トのスイッチ取得操作が結果の一部だけを
返しました。結果をすべて取り出すには、
最小バッファー・サイズ size バイトを使
用してください。

説明: 与えられた出力バッファーは、スイッチ・データ
をすべて返すために十分な大きさではありませんでし
た。 モニターは、この出力バッファーによって可能な
だけのデータを返しました。

ユーザーの処置: より大きなデータ・バッファーを割り
振ってから、スイッチ要求を出し直してください。

SQL1629W リモートのスナップショット操作がノード
node-list で失敗しました。理由コード
reason-list

説明: 以下のいずれかの理由 <reason-code> で、リモー
ト・ノードでの操作中に障害が起こりました。

1 ノード障害または通信エラーのため、FCM が
ターゲット・ノードと通信を行うことができま
せんでした。

2 スナップショット操作がターゲット・ノードで
完了しませんでした。 特定の sqlca について
は管理通知ログを参照してください。

ユーザーの処置: エラーの原因がノード障害または通信
エラーであれば、その通信エラーを解決するか、または
エラーを訂正できなかったノードを再始動する必要があ
ります。

エラーの原因がリモート・ノードでのスナップショット
操作エラーであれば、失敗した操作による sqlca につい
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て管理通知ログ を調べ、そのコードについての指示を
参照して問題を訂正してください。

SQL1630N 指定されたイベント・モニターは、すでに
PCTDEACTIVATE 制限に達していま
す。

説明: 指定された Write to Table イベント・モニター
が PCTDEACTIVATE 制限を設定して作成されました。
DMS 表スペースの占有量を指定するのは、イベント・
モニターが自動的に非アクティブ化する前でなければな
らず、この制限に既に達しています。指定されたイベン
ト・モニターはアクティブ化できません。

ユーザーの処置: 表スペースで使用されるスペースを削
減し、SET EVENT MONITOR ステートメントを再サブ
ミットしてください。あるいは、イベント・モニターを
ドロップし、PCTDEACTIVATE しきい値を高くしてそ
れを再作成してください。

sqlcode: -1630

sqlstate: 54063

SQL1631N タイプ event-monitor-type のイベント・モ
ニター event-monitor-name が既にアクテ
ィブになっています。イベント・モニター
はアクティブ化されませんでした。

説明: タイプ ACTIVITIES, STATISTICS または
THRESHOLD VIOLATIONS のイベント・モニターは、
一度に 1 つだけアクティブにすることができます。同
じタイプのイベント・モニターが既にアクティブになっ
ているため、イベント・モニターのアクティブ化は失敗
しました。

ユーザーの処置: このイベント・モニターをアクティブ
化する前に、イベント・モニター event-monitor-name を
非アクティブ化してください。

sqlcode: -1631

sqlstate: 5U024

SQL1632W 別の収集およびリセット統計要求が既に進
行中であるため、収集およびリセット統計
要求は無視されました。

説明: 前の収集およびリセット統計要求が既に進行中で
あるため、収集およびリセット統計要求は無視されまし
た。このデータベースでは、一度に 1 つの収集および
リセット統計要求のみ処理されます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

sqlcode: +1632

sqlstate: 01H53

SQL1633W アクティブなアクティビティー・イベン
ト・モニターがないため、アプリケーショ
ン・ハンドル application-handle、作業単
位 ID unit-of-work-id、およびアクティビ
ティー ID activity-id で識別されるアクテ
ィビティーをキャプチャーできませんでし
た。

説明: アプリケーション・ハンドル、作業単位 ID、お
よびアクティビティー ID で識別されるアクティビティ
ーをキャプチャーしようとしました。これには、アクテ
ィビティー・イベント・モニターが作成され、その状態
がアクティブに設定される必要があります。現在、アク
ティブ状態のアクティビティー・イベント・モニターが
ありません。

ユーザーの処置: アクティビティー・イベント・モニタ
ーが既に存在するものの、アクティブ状態でない場合、
その状態をアクティブに設定してください。このデータ
ベースにアクティビティー・イベント・モニターがない
場合は作成し、その状態をアクティブに設定してくださ
い。この手順を再呼び出ししてください。

sqlcode: +1633

sqlstate: 01H53

SQL1634N アクティブな統計イベント・モニターがな
いため、統計を収集できませんでした。

説明: ワークロード管理統計を収集しようとしました。
これには、統計イベント・モニターが作成され、その状
態がアクティブに設定される必要があります。現在、ア
クティブ状態の統計イベント・モニターがありません。

ユーザーの処置: 統計イベント・モニターが既に存在す
るものの、アクティブ状態でない場合、その状態をアク
ティブに設定してください。このデータベースに統計イ
ベント・モニターがない場合は作成し、その状態をアク
ティブに設定してください。この手順を再呼び出しして
ください。

sqlcode: -1634

sqlstate: 51042

SQL1635N スナップショットのサイズは snapshot-size

バイトで、これは許可される最大サイズ
max-size バイトを超えています。

説明: 要求されたスナップショットのサイズが大きすぎ
てスナップショット・バッファーに入らないため、スナ
ップショットが失敗しました。

ユーザーの処置: スナップショットのサイズを削減し
て、GET SNAPSHOT コマンドを再実行します。

SQL1630N • SQL1635N
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これが複数のデータベース・パーティションにわたるグ
ローバル・スナップショットの場合は、GET

SNAPSHOT コマンドを各データベース・パーティショ
ン上で別個に実行してください。

SQL1636N イベント・モニターがアクティブ化の際に
エラーを検出しました。理由コード
reason-code

説明: イベント・モニターのアクティブ化の間に、以下
の理由コードに示されるエラーが検出されました。

1

イベント・モニターは正常にアクティブ化され
ました。しかし、これは DB2 pureCluster 環境
であり、エラーが発生して、このグローバル・
イベント・モニターまたは表書き込みイベン
ト・モニターの再始動機能がないか制限された
状態になっています。モニター・メンバーがイ
ベント・モニターを実行できなくなった場合、
システムは別のメンバーでイベント・モニター
を再始動できない場合があります。

2

イベント・モニターは、現在のメンバーでのア
クティブ化に失敗しました。しかし、これは
DB2 pureCluster 環境であり、このグローバ
ル・イベント・モニターまたは表書き込みイベ
ント・モニターは別のメンバーで正常にアクテ
ィブ化されている可能性があります。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1

詳細について、管理通知ログおよび db2diag.log

を調べてください。メンバーに影響を及ぼす問
題を修正して、完全な再始動機能を確実に有効
にするためにイベント・モニターを非アクティ
ブ化してから再アクティブ化してください。

2

詳細について、管理通知ログおよび db2diag.log

を調べてください。メンバーに影響を及ぼす問
題を修正してください。イベント・モニターが
アクティブ状態かどうか調べて、必要に応じて
イベント・モニターを非アクティブ化し、完全
な再始動機能を確実に有効にするためにイベン
ト・モニターを再アクティブ化してください。

sqlcode: -1636

sqlstate: 560CS

SQL1637N 透過 DDL ではサポートされない節が指
定されたため、ステートメントが失敗しま
した。指定された節: clause。

説明: 透過 DDL を使用することによって、CREATE

TABLE、ALTER TABLE、および DROP TABLE など
のよく知られている SQL ステートメントを使用してフ
ェデレーテッド環境のリモート表を作成、変更、および
ドロップすることができます。よく知られている同じ
SQL ステートメントを使用してローカル表とリモート
表の両方を処理できる機能により、フェデレーテッド・
データベース環境の管理が単純化されます。リモート表
での透過 DDL の使用を有効にするには、OPTIONS 節
を指定した CREATE TABLE ステートメントを使用し
て表を作成します。

このメッセージは、透過 DDL でサポートされない節を
指定して CREATE TABLE ステートメントまたは
ALTER TABLE ステートメントが呼び出されるときに
返されます。

ユーザーの処置: サポートされない節を指定せずにステ
ートメントを再実行してください。

sqlcode: -1637

sqlstate: 428I2

SQL1638N ストレージ・グループ・パスをリダイレク
トできません。

説明: プロセスが SET STOGROUP PATHS コマンド
または db2SetStogroupPaths API を使用してストレー
ジ・グループ・パスを変更できないときに、それを試行
しました。例えば、表スペースのリストア時にストレー
ジ・グループ・パスをリダイレクトしようとすると、こ
のメッセージが返されることがあります。ストレージ・
グループ・パスは、リダイレクトされるデータベースの
リストア時にのみリダイレクトできます。

ユーザーの処置: 解決策は以下のとおりです。アクティ
ブ・データベースのストレージ・グループ・パスを変更
するには、ALTER STOGROUP ステートメントを使用
してください。リダイレクト・リストアを実行するに
は、REDIRECT オプションを使用して RESTORE

DATABASE コマンドを発行してください。リダイレク
ト・リストア中に、SET STOGROUP PATHS コマンド
または db2SetStogroupPaths API を使用してストレー
ジ・グループ・パスをリダイレクトできます。

sqlcode: -1638

sqlstate: 5U057
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SQL1639N データベース・サーバー上のセキュリティ
ー関連のデータベース・マネージャー・フ
ァイルに、必要なオペレーティング・シス
テム許可がないため、データベース・サー
バーで認証を実行できませんでした。

説明: DB2 データベース・システムでは、ご使用のイ
ンスタンスとデータベース・ディレクトリー、およびそ
れらのディレクトリーにあるファイルに、最小限のレベ
ルのオペレーティング・システム許可がある必要があり
ます。インスタンスおよびデータベース・ディレクトリ
ーが DB2 データベース・マネージャーによって作成さ
れた場合は、許可は正確であり、これらの許可を変更す
ることで DB2 データベース・マネージャーの機能が失
敗する可能性があります。ルート以外のユーザーがイン
ストールしたインスタンスやオペレーティング・システ
ム・ベースの認証については、DB2 ファイルの許可は
より複雑になります。

セキュリティー関連の DB2 データベース・マネージャ
ー実行可能ファイルに、データベース・マネージャーが
リモート接続の認証関連のタスクを実行するのに必要な
許可がない場合に、このメッセージが返されます。

これらのセキュリティー関連のファイルに必要な許可が
ない可能性がある理由には、次のようないくつかの理由
があります。

v DB2 インスタンスがルート以外のユーザーによりイ
ンストールされ、また、オペレーティング・システ
ム・ベースの認証が db2rfe コマンドを使用して有効
化されていない。

v DB2 データベース・マネージャー・ファイルのオペ
レーティング・システム許可が誤って変更された。

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で、このメッセ
ージに応答します。

v インスタンスがルート以外のユーザーによりインスト
ールされたものである場合は、db2rfe コマンドを使用
してオペレーティング・システム・ベースの認証を有
効にします。

v スーパーユーザーとして以下のコマンドを実行して、
このインスタンスの DB2 データベース・マネージャ
ー・バイナリー・ファイルのすべてのオペレーティン
グ・システム許可をリセットします。

db2iupdt -k <instance-name>

ここで <instance-name> は影響を受けるインスタンス
の名前です。

db2rfe コマンドおよび db2iupdt コマンドを使用する場
合は、両方ともデータベース・マネージャー・インスタ
ンスを停止してから再始動する必要があります。

sqlcode: -1639

sqlstate: 08001

SQL1640N オブジェクト object-name に対して使用量
リストを作成できません。

説明: 使用量リストは、通常の表および索引に対しての
み作成できます。使用量リストを作成できるオブジェク
トのタイプについて詳しくは、関連トピックのセクショ
ンを参照してください。

ユーザーの処置: 有効な表または索引オブジェクトの名
前を使用してください。

sqlcode: -1640

sqlstate: 42809

SQL1641N ファイル・システムのマウント設定によ
り、1 つ以上の DB2 データベース・マネ
ージャー・プログラム・ファイルのルート
権限での実行が妨げられたため、db2start

コマンドが失敗しました。

説明: UNIX 環境および Linux 環境の root にインスト
ールされたインスタンスが存在する場合、DB2 データ
ベース・マネージャーのいくつかの実行可能プログラム
は、いわゆる「実行時にユーザー ID を設定する」
(setuid) プログラムとなります。 setuid プログラムは、
プログラムを実行したユーザーの特権ではなく、プログ
ラムの所有者の特権で実行します。例えば、DB2 デー
タベース・マネージャー・プログラム (db2start プログ
ラムなど) の所有者は root であるため、db2start コマン
ドを実行したユーザーの特権に関係なく、root 特権で実
行されます。

マウントされたファイル・システムにおいてプログラム
を setuid 特権で実行する機能は、ファイル・システム
のマウント時に nosuid オプションを使用して構成しま
す。 nosuid オプションを使用してファイル・システム
をマウントすると、setuid 特権でのプログラムの実行が
妨げられます。

UNIX および Linux 環境において、データベース・マ
ネージャー・プログラムがあるファイル・システムが
nosuid オプションを指定してマウントされたために、デ
ータベース・インスタンスを開始するのに必要な DB2

データベース・マネージャー・プログラムをルートとし
て実行できなかった場合に、このメッセージが返されま
す。

ユーザーの処置:

SQL1639N
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1. DB2 製品ファイル (sqllib ディレクトリーおよび
db2start プログラムを含む) があるファイル・システ
ムを、nosuid オプションを指定しないで再マウント
してください。

2. db2start コマンドを再実行してください。

SQL1642N 接続要求がリモート・コンピューターによ
り拒否されたため、データベース・マネー
ジャーがリモート・コンピューター上のイ
ンターネット・ソケットへの接続に失敗し
ました。

説明: ネットワークを介してリモート・データベースと
対話するには、DB2 データベース・マネージャーは通
信プロトコル (TCP/IP など) およびオペレーティング・
システム・インターフェース (インターネット・ソケッ
トなど) を使用して、リモート・データベースがあるコ
ンピューター上のデータベース関連のオペレーティン
グ・システム・サービスに接続する必要があります。

DB2 データベース・マネージャーが TCP/IP 通信プロ
トコルを使用してリモート・コンピューターに接続しよ
うとして、CONNECT という TCP/IP 機能からエラー・
コード ECONNREFUSED または
WSAECONNREFUSED を受け取ると、このメッセージ
が返されます。通常、データベース・マネージャーが接
続しようとしているリモート・コンピューター上のデー
タベース関連オペレーティング・システム・サービスが
アクティブでないために、接続が拒否されます。

このエラーが返される原因となるシナリオには、以下の
ような複数のシナリオがあります。

v リモート・コンピューター上のデータベース・マネー
ジャーが停止している

v リモート・データベースのカタログ方法に問題がある

v リモート・データベース・サーバーの構成方法に問題
がある

v リモート・データベース・サーバーの DB2COMM レ
ジストリー変数が、クライアントで使用されている通
信プロトコルに設定されていない

v リモート・コンピューター上のファイアウォール・ソ
フトウェアにより、データベース・マネージャーの接
続の試行がブロックされている

v リモート・コンピューターで処理できる数より多くの
TCP/IP 接続要求がある

ユーザーの処置: 考えられる原因を以下のように体系的
に除去することで、このエラーに対応します。

1. リモート・コンピューター上のデータベース・マネ
ージャーが正常に開始していることを確認します。

2. データベースが正しくカタログされていることを確
認してください。

3. リモート・データベース用のデータベース・マネー
ジャー構成ファイルの項目が有効で整合性があるこ
とを確認します。

4. リモート・データベース・サーバーの DB2COMM

環境変数が、クライアントで使用されている通信プ
ロトコルに設定されていることを確認します。

5. ファイアウォール・ソフトウェアがリモート・コン
ピューターへの TCP/IP 接続をブロックしていない
ことを確認します。

6. すべてのアプリケーションによりリモート・コンピ
ューターに送信される接続要求の数が、そのコンピ
ューターで処理できる要求数より少ないことを確認
します。

ここにリストされた考えられる原因を除去したら、
db2support コマンドを使用して DB2 およびシステムの
診断情報を収集して、IBM ソフトウェア・サポートに
連絡してください。

SQL1643C データベース・マネージャー・インスタン
スのメモリーの制限に達したため、データ
ベース・マネージャーが共有メモリーの割
り振りに失敗しました。

説明: 各データベース・パーティションに割り振りでき
るメモリーの最大量は、データベース・マネージャー・
パラメーター instance_memory により制御されます。
DB2 メモリーの使用量は、ワークロードや構成に応じ
て異なります。これに加え、database_memory のセルフ
チューニングが有効になっていれば、それも要因の 1

つとなります。instance_memory の計算やインスタン
ス・メモリーの制限についてパラメーターが受ける影響
の原因となる多くの要因には、以下のようなものがあり
ます。

v データベース・マネージャー・パラメーター
instance_memory を使用して、データベース・パーテ
ィションに割り振りできるメモリーの最大量を指定で
きます。

v データベース・マネージャー・パラメーター
instance_memory を AUTOMATIC に設定すると、コ
ンピューターの物理 RAM および DB2 データベース
製品のライセンスにより許容される最大値に基づいて
算出される制限まで、データベース・マネージャー・
インスタンスのメモリーを必要に応じて増やすことが
できます。

インスタンス・メモリーの制限に達したために、データ
ベースのアクティブ化やデータベースのロールフォワー
ドなどのアクティビティー中にデータベース・マネージ
ャーが共有メモリーを割り振りできない場合に、このメ
ッセージが返されます。
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ユーザーの処置:

1. ADMIN_GET_DBP_MEM_USAGE 表関数、または
-dbptnmem パラメーターを指定した db2pd コマンド
を使用して、特定のデータベース・パーティション
またはすべてのデータベース・パーティションに対
して DB2 インスタンスが使用するインスタンス・
メモリーの合計使用量を判別します。

2. データベース・マネージャー・パラメーター
instance_memory の設定値まで値を増やすか、
instance_memory を AUTOMATIC に設定します。

3. instance_memory にできるだけ大きい値を設定するか
instance_memory を AUTOMATIC に設定しても、こ
のエラーが発生し続ける場合は、db2support ユーテ
ィリティーを使用して診断情報を収集し、IBM ソフ
トウェア・サポートに連絡してください。

sqlcode: -1643

sqlstate: 57019

SQL1644N 接続要求がリモート・コンピューターによ
りリセットされたため、データベース・マ
ネージャーがリモート・コンピューター上
のインターネット・ソケットへのデータ送
信に失敗しました。

説明: ネットワークを介してリモート・データベースと
対話するには、DB2 データベース・マネージャーは通
信プロトコル (TCP/IP など) およびオペレーティング・
システム・インターフェース (インターネット・ソケッ
トなど) を使用して、リモート・データベースがあるコ
ンピューター上のデータベース関連のオペレーティン
グ・システム・サービスに接続する必要があります。

DB2 データベース・マネージャーが TCP/IP 通信プロ
トコルを使用してリモート・コンピューターにデータを
送信しようとして、RECV という TCP/IP 機能からエラ
ー・コード ECONNRESET または WSAECONNRESET

を受け取ると、このメッセージが返されます。

このエラーが返される原因となるシナリオには、以下の
ような複数のシナリオがあります。

v クライアント・サイドの接続プールは使用可能で、デ
ータベース・アプリケーションがデータベース接続の
失敗後に再試行していない。

v データベース・エージェントがリモート・コンピュー
ターから強制的に切断された。

v リモート・コンピューター上のデータベース・エージ
ェントが強制終了した。

v リモート・コンピューター上の DB2 データベース関
連オペレーティング・システム・スレッドがタイムア
ウトになった。

v 接続が TCP/IP レベルでリモート・ゲートウェイまた
はサーバーによりクローズされた。

ユーザーの処置: 以下のようにして、考えられる原因を
体系的に調査して解決します。

クライアント・サイドの接続プールの問題

クライアント・サイドの接続プールが使用可能
である場合は、データベース・アプリケーショ
ンが、データベース接続の失敗を受信したあと
にデータベース接続を再試行することを確認し
ます。

データベース・エージェントの強制切断

1. 管理者が保守を実行するためにすべてのユ
ーザーとエージェントをリモート・コンピ
ューターから強制的に切断する場合などの
ように、何らかのイベントによりデータベ
ース・エージェントがリモート・コンピュ
ーターから強制的に切断されていないか調
査します。

2. データベース・エージェントが強制的にリ
モート・コンピューターから切断されてい
る場合は、データベース管理者またはシス
テム管理者と協力してデータベース・サー
バーをオンラインの状態に戻して要求を処
理できるようにしてから、作業単位を再試
行します。

データベース・エージェントの強制終了

1. リモート・コンピューターでの何らかの障
害によりデータベース・エージェントが強
制終了されていないか調査します。例え
ば、主要データベース・マネージャー・プ
ロセスの強制終了が、データベース・エー
ジェントの強制終了の原因となっている可
能性があります。

2. リモート・コンピューターでの障害により
主要データベース・マネージャー・プロセ
スが強制終了されている場合は、データベ
ース管理者またはシステム管理者と協力し
てデータベース・サーバーをオンラインの
状態に戻して要求を処理できるようにして
から、作業単位を再試行します。

スレッドのタイムアウト

1. リモート・コンピューター上の診断ログ
で、オペレーティング・システム・スレッ
ドのタイムアウトを示すエラー・メッセー
ジがないか確認します。

2. DB2 データベース関連オペレーティング・
システム・スレッドが、アイドル・スレッ
ド・タイムアウト (IDTHTOIN) のオペレー
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ティング・システム・パラメーターより長
く実行されている場合は、以下の修正アク
ションを 1 つ以上実行します。

v IDTHTOIN パラメーターの値を増やす。

v 接続プールがゲートウェイで使用可能に
なっている場合は、その接続プールを使
用不可にする。

v データベース・アプリケーションが必要
以上に長くリソースを開いたままにして
いないことを確認する。例えば、データ
ベース・アプリケーションが WITH

HOLD カーソルが必要なくなったらそれ
をクローズすることを確認します。

リモート・ゲートウェイまたはサーバーによりクローズ
される接続

TCP/IP 接続がリモート・ゲートウェイまたは
サーバーでクローズされる原因となっている可
能性のある、DB2 データベース製品の外部で
の問題を解決します。接続がクローズされる原
因となる可能性のある問題の例として、以下の
ようなものがあります。

v ファイアウォール・ソフトウェアのエラーま
たは障害

v 電源障害

v ネットワーク障害

ここにリストされた考えられる原因を除去したら、
db2support コマンドを使用して DB2 およびシステムの
診断情報を収集して、IBM ソフトウェア・サポートに
連絡してください。

sqlcode: -1644

sqlstate: 08001

SQL1645N 接続がリモート・コンピューターにより強
制終了されたため、データベース・マネー
ジャーがリモート・コンピューター上のイ
ンターネット・ソケットへの接続またはデ
ータ送信に失敗しました。

説明: ネットワークを介してリモート・データベースと
対話するには、DB2 データベース・マネージャーは通
信プロトコル (TCP/IP など) およびオペレーティング・
システム・インターフェース (インターネット・ソケッ
トなど) を使用して、リモート・データベースがあるコ
ンピューター上のデータベース関連のオペレーティン
グ・システム・サービスに接続する必要があります。

このエラーが返される原因となるシナリオには、以下の
ような複数のシナリオがあります。

v メモリーの割り振りに失敗したため、リモート・コン
ピューターでデータベース・エージェントを開始でき
なかった。

v データベース・エージェントがリモート・コンピュー
ターから強制的に切断された。

v リモート・コンピューター上のデータベース・エージ
ェントが強制終了した。

v 接続が TCP/IP レベルでリモート・ゲートウェイまた
はサーバーによりクローズされた。

ユーザーの処置: 以下のようにして、考えられる原因を
体系的に調査して解決します。

新規データベース・エージェントの開始の失敗

1. リモート・コンピューターの診断ログを調
査して、メモリー制限が超過され、それが
原因でメモリーの割り振りが失敗していな
いか判別します。

2. リモート・コンピューターでメモリー制限
に達した場合、またはリモート・コンピュ
ーターでメモリーの割り振りが失敗した場
合、データベース管理者またはシステム管
理者と協力してメモリー割り振り問題の原
因を解決してから、作業単位を再試行しま
す。

データベース・エージェントの強制切断

1. 管理者が保守を実行するためにすべてのユ
ーザーとエージェントをリモート・コンピ
ューターから強制的に切断する場合などの
ように、何らかのイベントによりデータベ
ース・エージェントがリモート・コンピュ
ーターから強制的に切断されていないか調
査します。

2. データベース・エージェントが強制的にリ
モート・コンピューターから切断されてい
る場合は、データベース管理者またはシス
テム管理者と協力してデータベース・サー
バーをオンラインの状態に戻して要求を処
理できるようにしてから、作業単位を再試
行します。

データベース・エージェントの強制終了

1. リモート・コンピューターでの何らかの障
害によりデータベース・エージェントが強
制終了されていないか調査します。例え
ば、主要データベース・マネージャー・プ
ロセスの強制終了が、データベース・エー
ジェントの強制終了の原因となっている可
能性があります。

2. リモート・コンピューターでの障害により
主要データベース・マネージャー・プロセ
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スが強制終了されている場合は、データベ
ース管理者またはシステム管理者と協力し
てデータベース・サーバーをオンラインの
状態に戻して要求を処理できるようにして
から、作業単位を再試行します。

リモート・ゲートウェイまたはサーバーによりクローズ
される接続

TCP/IP 接続がリモート・ゲートウェイまたは
サーバーでクローズされる原因となっている可
能性のある、DB2 データベース製品の外部で
の問題を解決します。接続がクローズされる原
因となる可能性のある問題の例として、以下の
ようなものがあります。

v ファイアウォール・ソフトウェアのエラーま
たは障害

v 電源障害

v ネットワーク障害

ここにリストされた考えられる原因を除去したら、
db2support コマンドを使用して DB2 およびシステムの
診断情報を収集して、IBM ソフトウェア・サポートに
連絡してください。

sqlcode: -1645

sqlstate: 08001

SQL1646N fenced ユーザー ID が、sqllib ディレク
トリーまたは他のインスタンスまたはデー
タベースのディレクトリーにある、要求さ
れたファイルにアクセスできないため、ル
ーチンが失敗しました。

説明: DB2 データベース・マネージャーは、ルーチン
を DB2 fenced ユーザーとして実行することで、DB2

データベース・アドレス・スペースの外部にあるユーザ
ー定義の関数およびストアード・プロシージャーを実行
します。デフォルトの fenced ユーザー ID は
"db2fenc1" で、デフォルト・グループは "db2fadm1" で
す。

fenced ユーザー ID が、sqllib ディレクトリーおよび他
のインスタンスやデータベースのディレクトリーにある
DB2 データベース関連ファイル (実行可能ファイルやラ
イブラリー・ファイル) にアクセスできる必要がありま
す。インスタンスおよびデータベースのディレクトリー
が DB2 データベース・マネージャーにより作成された
場合は、そのファイルおよびディレクトリーのオペレー
ティング・システム許可は正確に設定されているので変
更すべきではありません。

fenced ストアード・プロシージャーまたはルーチンを直
接処理している場合、またはヘルス・モニターなどの

DB2 ユーティリティーが fenced モード・プロセスとし
て実行されている場合に、このメッセージが返されるこ
とがあります。

このエラーの代表的な原因として、DB2 データベー
ス・マネージャーがインスタンスおよびデータベースの
ディレクトリーを作成したあとに、DB2 データベース
関連ファイルまたはディレクトリーのオペレーティン
グ・システム・ファイル許可が誤って変更されたことが
挙げられます。

ユーザーの処置: 以下のトラブルシューティング・ステ
ップを実行して、このエラーに対応します。

v 可能であれば、使用可能なデータベース診断情報
(db2diag ログ・ファイルなど) またはオペレーティン
グ・システムの診断情報を確認して、DB2 データベ
ース・マネージャーまたは db2fmp プロセス自体がア
クセスできなかったファイルまたはディレクトリーを
判別します。

v DB2 データベース関連ファイルおよびディレクトリ
ー (sqllib ディレクトリーおよび db2fmp 実行可能フ
ァイル自体を含む) のオペレーティング・システム許
可と、インスタンスおよびデータベースのディレクト
リーが最初に作成されたときに DB2 データベース・
マネージャーが設定したデフォルトの許可 (資料に書
かれています) を比較します。

sqlcode: -1646

sqlstate: 58004

SQL1648N SQL ステートメントまたはコマンド/ユー
ティリティーは、DB2 pureCluster 環境
のメンバー member-id の状態が原因で処
理できません。

説明: メンバーの状態が原因で SQL ステートメントま
たはコマンド/ユーティリティーの処理ができません。こ
れは、以下のいずれかによる可能性があります。

v あるメンバーに対してデータベース・マネージャーが
停止処理または開始処理をしている。

v 障害が発生したメンバーに対してメンバー・クラッシ
ュ・リカバリーが実行されている。

ユーザーの処置: 要求を再試行してください。このエラ
ーの最も一般的な原因は、メンバーが停止処理中または
開始処理中になっているという理由であるため、システ
ム管理者に連絡して援助してもらうことが必要な場合が
あります。エラーが続く場合は、技術サービス担当者に
連絡してください。

sqlcode: -1648

sqlstate: 57061
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SQL1649W データベースの非アクティブ化は成功しま
したが、データベースは入出力書き込み操
作中断モードで使用可能な状態のままで
す。

説明: データベースは、入出力書き込み操作中断モード
になっているときにはシャットダウンできません。デー
タベースは、入出力書き込み操作が再開されたときにシ
ャットダウンされます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。SET WRITE

RESUME コマンドを発行して入出力書き込み操作を再
開し、データベースを完全に非アクティブ化します。

SQL1650N 呼び出された関数は、すでにサポートされ
ていません。

説明: このバージョンのデータベース・マネージャーで
はすでにサポートされていない API を呼び出そうとし
ました。

ユーザーの処置: 必要な関数は、別の API 呼び出しで
サポートされている可能性があります。関数が別の API

呼び出しでサポートされているかどうかを判別すること
の詳細は、DB2 インフォメーション・センター
(http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9) を参照
してください。

Windows アプリケーションが V9 以前のバージョン番
号の sqledgne API または db2DbDirGetNextEntry API

を呼び出す場合、現行のバージョン番号 (つまり、V9)

の db2DbDirGetNextEntry API を呼び出すように更新す
る必要があります。

SQL1651N DB2 サーバーのバージョンがこの機能を
サポートしていないため、この要求を実行
できません。

説明: 新しい機能の一部は、古い DB2 サーバーのバー
ジョンに対してサポートされていません。また、このエ
ラーの原因として、サーバー・バージョンがサポートし
ていない長さの修飾子を持つ参照オブジェクトの要求も
考えられます。

ユーザーの処置: 最新バージョンの DB2 サーバーがイ
ンストールされている、またはサーバーが最新バージョ
ンの DB2 サーバーにアップグレードされている DB2

サーバーに対して、要求を実行してください。

SQL1652N ファイル入出力エラーが発生しました。

説明: ファイルのオープン、読み取り、書き込みまたは
クローズのいずれかでエラーが発生しました。

ユーザーの処置: 詳細については db2diag ログ・ファ
イルを調べてください。また、ディスク・フル条件、フ

ァイル許可およびオペレーティング・システム・エラー
もチェックしてください。

SQL1653N 無効なプロファイル・パスが指定されまし
た。

説明: 生成されるサーバー情報があるファイルへの絶対
パスを指定しなくてはなりません。

ユーザーの処置: 指定されたプロファイル・パスが正し
く、NULL でないことを確認してください。

SQL1654N インスタンス・パスのエラーを検出しまし
た。

説明: インスタンス・パスを戻すことができませんでし
た。

ユーザーの処置: DB2INSTANCE パスが正しく指定さ
れているかをチェックしてください。指定された完全な
パスの長さが、オペレーティング・システムによってサ
ポートされている最大長に近くないかをチェックしてく
ださい。

SQL1655C ディスク上のデータにアクセスする際のエ
ラーにより、操作が完了しませんでした。

説明: ディスク上のデータにアクセスする際に問題が発
生したため、操作を完了できません。SQL ステートメ
ントがロールバックされたか、または操作がアボートさ
れました。データベースは引き続きアクセス可能です。

ユーザーの処置: アプリケーションは操作を再試行でき
ますが、失敗が続く可能性もあります。操作の失敗が継
続する場合には、DB2 システム管理者に連絡して詳し
く調査する必要があるかもしれません。

管理通知ログで詳細情報を調べると、問題の診断に役立
つ場合があります。エラーを調べてその原因を判別し、
必要に応じて IBM ソフトウェア・サポートに連絡して
ください。

DB2 データがエラーであると判断される場合は、表ス
ペースまたはデータベースをリストアおよびロールフォ
ワードしてください。

ハードウェアまたは他のソフトウェアが原因であること
が分かった場合は、該当するシステムを修復してくださ
い (DB2 の停止が必要になる場合があります)。

sqlcode: -1655

sqlstate: 58030
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SQL1656C データの処理中にエラーが発生しました。
操作は完了しませんでしたが、データベー
スは引き続きアクセス可能です。IBM ソ
フトウェア・サポートに連絡してくださ
い。

説明: DB2 ページ不整合が検出されたため、操作を完
了できません。SQL ステートメントが失敗したか、操
作がアボートされました。データベースは引き続きアク
セス可能です。

ユーザーの処置: IBM ソフトウェア・サポートに連絡
して、この問題の解決に役立つどんな診断データを集め
る必要があるか問い合わせてください。アプリケーショ
ンは操作を再試行できますが、失敗が続く可能性もあり
ます。

sqlcode: -1656

sqlstate: 58004

SQL1657W データベースは正常に非アクティブ化され
ました。データベースが HADR 1 次デー
タベースであり、それが非アクティブ化さ
れたときに切断済みピア状態であったた
め、データベースが再始動するときにそこ
でクラッシュ・リカバリーが自動的に実行
されます。

説明: 通常は、以下のいずれかの方法を使用して
HADR 1 次データベースを非アクティブ化することがで
きます。

v DEACTIVATE DATABASE コマンドまたは
sqle_deactivate API

v FORCE オプションを指定した db2stop コマンド

HADR 1 次データベースは、切断済みピア状態であると
きに非アクティブ化されると、不整合状態で非アクティ
ブ化されるため、そのデータベースが再始動するときに
クラッシュ・リカバリーが自動的に実行されます。

データベースが正常に再始動されない限り、このデータ
ベースでオフライン・バックアップ操作を実行しようと
すると失敗します。

ユーザーの処置: 応答は必要ありません。

データベースの再始動時に、データベース・マネージャ
ーはこのデータベースに対して自動的にクラッシュ・リ
カバリーを実行します。

SQL1658N オブジェクト name の静止操作が失敗し
ました。理由コード: reason-code

説明: 保守アクティビティーを実行する前に、オブジェ
クトを静止することにより、データベース・マネージャ
ーのインスタンスまたはデータベースからユーザーを強
制的に切断することができます。

このメッセージが返された具体的な理由は、reason-code

によって示されます。

1

WRITE SUSPEND 状態にあるデータベースを
静止しようとしました。

2

少なくとも 1 つのデータベースが WRITE

SUSPEND 状態にあるデータベース・マネージ
ャー・インスタンスを静止しようとしました。

ユーザーの処置: 以下のように、理由コードに応じてこ
のエラーに対応します。

理由コード 1

WRITE SUSPEND 状態にあるデータベースを
静止するには、以下のステップを実行します。

1. RESUME オプションを指定した SET

WRITE コマンドを使用するか、
DB2_RESUME_WRITE オプションを指定し
た db2SetWriteForDB API を使用して、デ
ータベースでの書き込みを再開します。

2. 静止操作を再実行します。

理由コード 2

1 つ以上のデータベースが WRITE SUSPEND

状態になっているインスタンスを静止するに
は、以下のステップを実行します。

1. インスタンス内の各データベースの
suspend_io 構成パラメーターを参照するこ
とにより、WRITE SUSPEND 状態にあるデ
ータベースを判別します。

2. WRITE SUSPEND 状態にあるそれぞれのデ
ータベースで、RESUME オプションを指定
した SET WRITE コマンドを使用するか、
DB2_RESUME_WRITE オプションを指定し
た db2SetWriteForDB API を使用して、デ
ータベースでの書き込みを再開します。

3. 静止操作を再実行します。
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SQL1659N データベース・マネージャーが開始された
とき、Host Channel Adapter (HCA) の
数は、クラスター・キャッシング・ファシ
リティー (CF) における構成値より少ない
数でした。

説明: データベース・マネージャーの始動時に、重大で
はないエラーが発生しました。CF において 1 つ以上の
HCA と通信を確立できませんでしたが、それぞれのク
ラスター・キャッシング・ファシリティー (CF) は、少
なくとも 1 つの HCA によって接続されています。
HCA が少ないほど、CF のスループット能力は低下し
ます。また、冗長度の低下により、ダウン時間が発生す
るリスクが大きくなります。

ユーザーの処置: 'db2cluster -cm -list -alert' を実行して
クラスター・アラートを調べ、応答していない HCA を
識別します。アラートに示された修正アクションにした
がって、報告された問題を解決します。

SQL1660N サーバー情報を収集するためにディスカバ
リーで使用するサーバーのジェネレーター
が失敗しました。

説明: サーバー・システム障害が発生しました。

ユーザーの処置: この障害を DB2 サーバー管理者に報
告してください。障害の詳細は、サーバーの db2diag ロ
グ・ファイルにあります。

SQL1661N 検索しようとした情報を HADR スタンバ
イ・データベースで検出できなかったため
に照会が失敗しました。

説明: ステートメントまたはコマンドが HADR スタン
バイ・データベースでは使用できない XML 値の検索を
試行しています。これは、その値がまだスタンバイ上で
再生されていないために生じている可能性があります。

ユーザーの処置: 後で読み取り可能な HADR スタンバ
イで照会を再試行するか、HADR 1 次データベースに対
して照会をサブミットしてください。

sqlcode: -1661

sqlstate: 58004

SQL1662N メンバー member-number 上のデータベー
ス database で log-archive-method のロ
グ・ファイル log-file のアーカイブまたは
取得中にログ・アーカイブ圧縮が失敗しま
した。理由コード: reason-code

説明: アーカイブ・ログ・ファイルの圧縮が使用可能に
なっていますが、アーカイブ・ログ・ファイルのアーカ
イブ中または取得中にエラーが発生しました。

ユーザーの処置: 詳細については db2diag.log ファイル
を調べてください。

IBM サポートに連絡してください。

SQL1663W log-archive-method におけるログ・アーカ
イブ圧縮が完全には有効になっていませ
ん。

説明: log-archive-method を DISK、TSM、または
VENDOR に設定するまで、log-archive-method における
ログ・アーカイブ圧縮は完全には有効になりません。

ユーザーの処置: UPDATE DATABASE

CONFIGURATION コマンドで、log-archive-method を
DISK、TSM、または VENDOR に変更できます。

SQL1665N データベース・ロギングにロー・デバイス
を使用している場合、ログ・アーカイブ圧
縮はサポートされないので、コマンドが失
敗しました。

説明: まだアーカイブされていないログ・ファイルがロ
ー・デバイス上にある場合、ログ・アーカイブ圧縮はサ
ポートされません。このエラーは、次のような場合に受
け取ります。

v ログ・アーカイブ圧縮を使用可能にするコマンドが発
行され、LOGPATH または NEWLOGPATH データベ
ース構成パラメーターが既にロー・デバイスを指して
いる。

v NEWLOGPATH データベース構成パラメーターをロ
ー・デバイスに設定するコマンドが発行され、ログ・
アーカイブ圧縮が既にアクティブになっている。

v ログ・アーカイブ圧縮を使用可能にして、
NEWLOGPATH データベース構成パラメーターをロ
ー・デバイスに設定するコマンドが発行された。

ユーザーの処置: ログ・アーカイブ圧縮を使用する場合
は、LOGPATH および NEWLOGPATH のどちらもロ
ー・デバイスを指さないようにしてください。

ロー・デバイスを指すように NEWLOGPATH を設定す
る必要がある場合は、まずログ・アーカイブ圧縮を無効
化してから NEWLOGPATH 構成パラメーターの設定を
再試行してください。

SQL1670N DISCOVER データベース・マネージャー
構成パラメーターで指定されたディスカバ
ー・タイプが、ディスカバリーが無効であ
ると示しています。

説明: DISCOVER データベース・マネージャー構成フ
ァイルの DISABLE 値が無効です。

ユーザーの処置: DISCOVER の機能が必要な場合、発
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見タイプを KNOWN または SEARCH に変更してくだ
さい。

SQL1671N 検索ディスカバリー要求が失敗しました。
詳細については管理通知ログをチェックし
てください。

説明: 以下のいずれかの理由で、検索ディスカバリー要
求が失敗しました。

1. 初期化の失敗 (sqleCommonInitializationForAPIs)

2. クライアント・インスタンス・パスを検索できない
(sqloinstancepath)

3. 出力ファイルのオープンができない (sqlofopn)

4. 出力ファイルへの書き込みができない (sqlofprt)

5. メモリーを獲得できない (sqlogmblk)

6. データベース・マネージャー構成を検索できない
(sqlfcsys)

7. NetBIOS 呼び出しが失敗した

8. DB2 内部システム関数が失敗した
(sqlogpid、sqlogmt)

詳細については db2diag ログ・ファイルを調べてくださ
い。

ユーザーの処置:

1. 初期化が失敗した場合、マシンのリブートか製品の
再インストールをしてください。

2. インスタンス・パスの障害の場合、DB2INSTANCE

の値が正しく設定されているか確認してください。

3. ファイルのオープンあるいは書き込みができない場
合、Intel マシンの場合は <sqllib

path>¥<instance>¥tmp ディレクトリーに、UNIX マシ
ンの場合は <instance path>/sqllib/tmp ディレクトリ
ーにあるファイルのオープンおよび書き込みを行う
ためのアクセスがあるかどうか、調べてください。

4. メモリー獲得の失敗の場合、マシンの使用可能メモ
リーを調べてください。

5. DBM 構成検索が失敗した場合、マシンのリブートか
製品の再インストールをしてください。

6. NetBIOS 呼び出しが失敗した場合は、次のようにし
てください。

v Add Name が戻りコード 13 で失敗した場合、
DBM 構成で構成されている nname がネットワー
ク上の、別の IBM データ・サーバー・クライア
ント/DB2 サーバーの構成に使用されていないか、
調べてください。

v NetBIOS が適切にインストールされて、正しく機
能しているか調べてください。

v 問題に応じてネットワークを調べてください。

7. DB2 内部システム関数が失敗した場合、マシンのオ
ペレーティング・システム関数が正しく機能してい
るか、調べてください。

DB2 サービスでは、これらの関数から返されて db2diag

ログ・ファイルに書き込まれているエラー・コードに関
する詳細を提供することができます。

SQL1673N DISCOVER INTERFACE への入力とし
て指定されたアドレス・リストが無効で
す。

説明: このアプリケーション・プログラムは無効な入力
アドレス・リスト・ポインターを使用しました。このア
ドレス・リストは何も指していません。

ユーザーの処置: 有効なアドレス・リスト・ポインター
がこのアプリケーション・プログラムに指定され、
NULL 値でないことを確認してください。

SQL1674N DISCOVER INTERFACE への入力とし
て指定されたサーバー・アドレスが無効で
す。

説明: このアプリケーション・プログラムは無効な入力
サーバー・アドレス・ポインターを使用しました。この
サーバー・アドレスは何も指していません。

ユーザーの処置: 有効なサーバー・アドレスがこのアプ
リケーション・プログラムに指定され、 NULL 値でな
いことを確認してください。

SQL1675N ディスカバリー機能は DB2

Administration Server に対してのみ使用
できます。与えられた通信情報は
Administration Server にアクセスしてい
ません。

説明: KNOWN ディスカバリー要求は、 DB2

Administration Server でない DB2 サーバーに対して発
行されました。指定された通信情報は正しくありませ
ん。

ユーザーの処置: DB2ADMINSERVER がアクセス中の
DB2 サーバー・インスタンスに設定されているか検証
してください。このインスタンスは、サーバー・インス
タンスが DB2 Administration Server であることを示し
ます。正しい通信情報を指定して KNOWN ディスカバ
リー要求を再試行してください。

SQL1677N DB2 クラスター・サービス・エラーのた
めに、DB2START または DB2STOP プ
ロセスが失敗しました。
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説明: DB2 クラスター・サービスは要求された操作を
実行できませんでした。

ユーザーの処置: db2cluster コマンドを使用して DB2

クラスター・サービスの状況をトラブルシューティング
してください。

SQL1678W インスタンスが db2stop INSTANCE ON

コマンドを使用して以前に停止されている
ため、CF (ID identifier) の DB2START

はホスト host-name では使用できませ
ん。CF 二重化はこのインスタンスでは使
用できません。

説明: 複数のクラスター・キャッシング・ファシリティ
ー (CF) がこの DB2 インスタンスで構成されています
が、db2stop INSTANCE ON コマンドを使用することに
よって、CF は一時的にインスタンスに参加できないよ
うにされています。

この問題の一般的な原因は、CF のローリング・アップ
グレードを許可するため、または CF 二重化なしでイン
スタンスを開始できるようにするためです。CF サーバ
ーがエラーのために開始に失敗した場合、これによりエ
ラーの原因がユーザーによって解決されるときにインス
タンスが開始できるようになります。

ユーザーの処置: CF が使用可能になったら、db2start

INSTANCE ON コマンドに続いて db2start CF コマンド
を発行して、CF を開始しこのインスタンスで使用でき
るようにしてください。CF が開始されると、データベ
ース・マネージャーによって CF 二重化が自動的に再確
立されます。

SQL1679N DB2START が、ホスト host-name、ID

identifier の CF を開始できませんでし
た。理由コード reason-code

説明: 理由コードは、このエラーが戻された理由を示し
ています。

1

このメッセージが理由コード 1 で返される理
由は複数あります。例えば、次のような理由が
あります。

v クラスター・キャッシング・ファシリティー
(CF) があるホストが使用不可になってい
る。

v CF があるホストとの接続を確立しようとし
て TCP/IP 通信エラーが発生した。

v CF メモリーのデータベース・マネージャー
構成パラメーター CF_MEM_SZ が、使用可
能なメモリー量を超える値に設定されている

ため、DB2 クラスター・サービスが CF に
対してメモリーを割り振ることができなかっ
た。

ユーザーの処置: 以下のように、理由コードに応じてこ
のメッセージに応答します。

1

1. 以下のトラブルシューティング・アクティ
ビティーを実行してください。

v ホストで、リモート・コマンドを実行す
るための正しい許可が .rhosts または
host.equiv ファイルに定義されていること
を確認してください。

v このアプリケーションが最大数 (500 +

(1995 - 2 * total_number_of_nodes)) を超
えるファイル記述子を同時に使用してい
ないことを確認してください。

v すべての Enterprise Server Edition 環境変
数がプロファイル・ファイルで定義され
ていることを確認してください。

v プロファイル・ファイルが有効な Korn

シェルのスクリプト・フォーマットで記
述されていることを確認してください。

v すべてのホスト名値が、再始動オプショ
ンの入った sqllib ディレクトリーの
db2nodes.cfg ファイルに定義されている
ホスト名を持っているかを確認してくだ
さい。

v DB2FCMCOMM レジストリー変数が正し
い IP 形式 (TCPIP4 または TCPIP6) で
指定されていることを確認してくださ
い。

v CF_MEM_SZ データベース・マネージャ
ー構成パラメーターが有効な値に設定さ
れていることを確認してください。

2. 次に DB2START コマンドを再実行してく
ださい。

SQL1680W ホスト host-name、ID identifier の DB2

メンバーの DB2START の処理中にエラ
ーが発生しました。理由コード
reason-codeデータベース・マネージャー
は、別の使用可能なホストでメンバーをリ
カバリー・モードで非同期に開始しようと
します。

説明: ホスト上でメンバーを開始しようとするときにエ
ラーが発生しました。このエラーの結果、DB2START

コマンドが失敗しました。
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理由コードは、このエラーが戻された理由を示していま
す。

1

ホストが使用不可であるか、ホストとの接続を
確立しようとするときに TCP/IP 通信エラーが
発生したために、ホストに到達できません。

ユーザーの処置: 以下のように、理由コードに応じてこ
のメッセージに対応します。

1

理由コード 1 の場合、以下のトラブルシュー
ティング・アクティビティーを実行してくださ
い。

1. ホストが、.rhosts または host.equiv ファイ
ルの正しい許可を持っていることを確認し
てください。

2. このアプリケーションが同時に (500 +

(1995 - 2 * total_number_of_nodes)) を超え
るファイル記述子を使用していないことを
確認してください。

3. すべての Enterprise Server Edition 環境変数
がプロファイル・ファイルで定義されてい
ることを確認してください。

4. プロファイル・ファイルが Korn シェルの
スクリプト・フォーマットで記述されてい
ることを確認してください。

5. すべてのホスト名値が、再始動オプション
の入った sqllib ディレクトリーの
db2nodes.cfg ファイルに定義されているホ
スト名を持っているかを確認してくださ
い。

6. DB2FCMCOMM レジストリー変数が正しく
設定されていることを確認してください。

7. DB2START コマンドを再実行してくださ
い。

SQL1681W インスタンスが db2stop INSTANCE ON

コマンドを使用して以前に停止されている
ため、DB2 メンバー (ID identifier) の
DB2START はホスト host-name では使用
できません。データベース・マネージャー
は、別の使用可能なホストで DB2 メンバ
ーを light モードで非同期に開始しようと
します。リカバリー・モードにある間、
DB2 メンバーはクライアント接続を受け
付けません。

説明: ホストのインスタンスは db2stop INSTANCE

ON コマンドで停止されています。そのようにする理由
の 1 つは、ホストを保守目的またはソフトウェアのロ

ーリング・アップグレードのためにダウンするためで
す。メンバーはこのホストで開始できませんでした。し
かし、データベース・マネージャーは、別の使用可能な
ホストでこのメンバーを light モードで開始しようとし
ます。

ユーザーの処置: ユーザーは DB2 LIST コマンドを発
行して、メンバーが開始されているかどうか、およびど
のホストで開始されているかを検出できます。ホストで
のソフトウェア・アップグレードまたは保守作業が完了
したら、ユーザーは db2start INSTANCE ON コマンド
を発行してホスト上でインスタンスを開始し、db2start

MEMBER コマンドを再発行してメンバーをこのホスト
に再配置する必要があります。

SQL1682W ホスト host-name での DB2START の処
理が成功しました。以前の DB2 メンバー
の DB2START 障害またはホスト障害の
ため、DB2 メンバーはデータベース・マ
ネージャーによってこのホストに再配置さ
れました。

説明: メンバーは以前に停止されたときに、restart light

モードで実行中でした。メンバーのホーム・ホストがア
クティブになり、データベース・マネージャーによって
ホーム・ホストに再配置するまで、このメンバーは引き
続き restart light モードで実行されます。

ユーザーの処置: 処置は必要ありません。

SQL1683N DB2START の処理中にエラーが発生しま
した。データベース・マネージャーは、
DB2 メンバー (ID identifier) をホスト
host-name で light メンバーとして再始動
しようとして失敗しました。

説明: ホスト上で実行中の DB2 アイドル・プロセスが
ないか、DB2 アイドル・プロセスの 1 つのアクティブ
化が失敗したために、メンバーはホストの light メンバ
ーとして開始できませんでした。

ユーザーの処置: ホストで問題を調査してください。

SQL1684N DB2START の処理中にエラーが発生しま
した。データベース・マネージャーは、
DB2 pureCluster 環境のコンポーネント
を開始できませんでした。

説明: メモリーまたは CPU リソースの不足、あるいは
DB2 クラスター・ファイル・システムの問題のため
に、DB2 pureCluster 環境のコンポーネントを開始でき
ませんでした。

ユーザーの処置: db2cluster コマンドを実行して DB2

クラスター・ファイル・システムの正常性を確認してく
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ださい。さらに、DB2 pureCluster インスタンスのホス
トに十分なメモリーおよび CPU リソースがあることを
確認してください。

SQL1685N データベース・マネージャーが 1 つ以上
の CF を開始できなかったために、DB2

メンバー (ID identifier) の DB2START

の処理の間にエラーが発生しました。

説明: データベース・マネージャーがクラスター・キャ
ッシング・ファシリティー (CF) を開始できなかったた
めに、DB2 メンバーは開始できませんでした。

このメッセージが返される理由はいくつかあります。例
えば、CF_MEM_SZ メモリー構成パラメーターがシステ
ムの物理メモリー限度よりも大きな値に設定されたため
に、このメッセージが返されることがあります。
CF_MEM_SZ の設定が大きすぎるためにこのメッセージ
が返される場合は、要求を処理するためのシステム・リ
ソースが不足していることを示すメッセージが db2diag

ログ・ファイルに含められます。

ユーザーの処置: 以下のステップを実行して、インスタ
ンスに機能する CF が構成されていることを確認してく
ださい。

1. 以下の db2cluster コマンドを使用して CF の問題を
識別します。

db2cluster -cm -list -alert

2. -clear パラメーターを指定した db2cluster コマンド
を使用して、識別した問題を解決します。

db2cluster -cm -clear -alert

これらのパラメーターを指定して db2cluster コマンドを
実行するには、SYSADM、SYSCTL、または
SYSMAINT 権限が必要です。

CF が保守中である場合、保守の完了後に db2start

INSTANCE ON コマンドを実行します。

SQL1686N データベース・マネージャーがホストをア
クティブ化できなかったために、ホスト
host-name での DB2START の処理中にエ
ラーが発生しました。

説明: DB2 クラスター・サービスがホストをアクティ
ブ化して DB2 pureCluster クラスターを再結合しようと
して失敗しているときに、データベース・マネージャー
がホストでのインスタンスの開始を試みました。

ユーザーの処置: DB2 クラスター・サービスがホスト
をアクティブ化して DB2 クラスターに再結合すること
に失敗した原因を判別してください。

SQL1687N DB2STOP の処理中にエラーが発生しま
した。DB2 メンバー (ID identifier) は再
始動リカバリーを実行中か、未解決の未確
定トランザクションがあります。

説明: 再始動リカバリーの実行中、または未解決の未確
定トランザクションがある場合は、メンバーは停止でき
ません。

ユーザーの処置:

1. -list パラメーターを指定した db2instance コマンドを
使用して、このメンバーの状況を判別してくださ
い。DB2_MEMBER 管理ビューまたは
DB2_GET_INSTANCE_INFO 表関数を使用すること
もできます。

2. 未確定トランザクションがある場合は解決してくだ
さい。

SQL1688N DB2STOP は CF (ID identifier) を停止で
きませんでした。理由コード reason。

説明: 理由コードは、このエラーが戻された理由を示し
ています。

1

クラスター・キャッシング・ファシリティー
(CF) は引き続きダーティー・ページを持って
いるかロックを保持しています。

2

指定された CF はインスタンス内で実行されて
いる唯一の CF です。

3

1 次 CF は、2 次 CF が PEER 状態になって
テークオーバーの準備が整うまでは停止できま
せん。2 次 CF は、初期の CATCHUP 状態か
ら PEER 状態への移行が完了していません。

4

インスタンスは CF 1 次ロールのフェイルオー
バーの処理中であり、CF は停止できません。

ユーザーの処置: 以下のように、理由コードに応じてこ
のメッセージに対応します。

1

実行中のアクティブなメンバーがないことを確
認してください。db2stop CF コマンドを再度
発行する前に、CF がダーティー・ページをフ
ラッシュするのを待機する必要もあります。

2

以下のステップを実行してください。
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1. アクティブなメンバーがある場合、db2stop

MEMBER コマンドを使用して各メンバーを
停止します。

2. メンバーが停止した後に、db2stop のグロー
バル呼び出しを使用して CF を停止しま
す。

3

2 次 CF が PEER 状態に移行するまで待機し
てから、このコマンドを再実行します。この情
報については、DB2_CF 管理ビューの STATE

列を参照してください。

4

グローバルの db2stop FORCE コマンドを実行
してインスタンスを停止します。

SQL1689W DB2STOP の処理が正常に終了しまし
た。しかし、DB2 メンバー (ID identifier)

が、ホーム・ホスト host-name 以外のホ
ストでリカバリー・モードで実行されてい
ました。

説明: メンバーは正常に停止しましたが、メンバーが実
行されていたホストがホーム・ホストではありませんで
した。そのメンバーは別の DB2 メンバーのホストで
light モードで実行されていました。一般に、light モー
ドで実行中の DB2 メンバーを停止することは推奨され
ていません。

ユーザーの処置: 処置は必要ありません。

メンバーがホーム・ホスト以外のホストで light モード
で実行されている場合、ユーザーは必要なアクションを
実行して、メンバーを停止する前にデータベース・マネ
ージャーによってメンバーがホーム・ホストに再配置さ
れるようにすることを推奨します。

SQL1690N DB2 メンバーまたは CF (ID identifier、
ホスト host-name) の DB2STOP の処理中
にエラーが発生しました。理由コード
reason-code

説明: 理由コードは、このエラーが戻された理由を示し
ています。

1

ホストが使用不可であるか、ホストとの接続を
確立しようとするときに TCP/IP 通信エラーが
発生したために、ホストに到達できません。

このメッセージは、パスワードの有効期限が切れている
ときに返される場合もあります。

ユーザーの処置: 以下のように、理由コードに応じてこ

のメッセージに対応します。

1

理由コード 1 の場合は、以下のトラブルシュ
ーティング・アクティビティーを実行します。

v ホストが、.rhosts または host.equiv ファイ
ルの正しい許可を持っていることを確認して
ください。

v このアプリケーションが同時に (500 + (1995

- 2 * total_number_of_nodes)) を超えるファ
イル記述子を使用していないことを確認して
ください。

v すべての Enterprise Server Edition 環境変数
がプロファイル・ファイルで定義されている
ことを確認してください。

v プロファイル・ファイルが Korn シェルのス
クリプト・フォーマットで記述されているこ
とを確認してください。

v すべてのホスト名値が、再始動オプションの
入った sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg

ファイルに定義されているホスト名を持って
いるかを確認してください。

v DB2FCMCOMM レジストリー変数が正しく
設定されていることを確認してください。

次に DB2STOP コマンドを再実行してくださ
い。

詳しくは、db2diag ログ・ファイルを参照してくださ
い。

SQL1691N ホスト host-name での DB2STOP の処理
中にエラーが発生しました。理由コード
reason-codeデータベース・マネージャー
は、ホストを保守のためにダウンできませ
んでした。

説明: 理由コードは、このエラーが戻された理由を示し
ています。

1

ホスト上で 1 つ以上の DB2 メンバーまたは
クラスター・キャッシング・ファシリティー
(CF) が引き続きアクティブであり、停止でき
ませんでした。

2

インスタンスが引き続きアクティブであり、こ
のホストで実行中の CF を停止できません。
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アクティブな DB2 メンバーまたは CF が実行中である
ため、ホスト上のインスタンスを停止できませんでし
た。

ユーザーの処置: 以下のように、理由コードに応じてこ
のメッセージに対応します。

1

db2stop MEMBER または db2stop CF コマン
ドを実行してメンバーまたは CF を停止してか
ら、ホスト上のインスタンスを停止してくださ
い。ホスト上のインスタンスを強制的にシャッ
トダウンするには、db2stop INSTANCE ON コ
マンドに FORCE オプションを指定して実行し
ます。

2

すべてのメンバーが停止していることを確認し
てから db2stop INSTANCE ON コマンドを再
試行します。

SQL1692N DB2STOP の処理中にエラーが発生しま
した。データベース・マネージャーは、
DB2 pureCluster 環境のコンポーネント
を停止できませんでした。

説明: DB2 pureCluster 環境のコンポーネントは DB2

クラスター・サービスに応答できず、シャットダウンし
ませんでした。

ユーザーの処置: プロセスまたはプロセス間通信 (IPC)

リソースは手動でクリーンアップする必要があります。

SQL1693N データベース・マネージャーがホストの非
アクティブ化に失敗したため、ホスト
host-name での DB2STOP の処理中にエ
ラーが発生しました。データベース・マネ
ージャーは、ホストを保守のためにダウン
できませんでした。

説明: DB2 クラスター・サービスがホストを一時的に
DB2 pureCluster クラスターから外すことに失敗してい
るときに、データベース・マネージャーがホスト上のイ
ンスタンスを停止しようとしました。

ユーザーの処置: DB2 クラスター・サービスがホスト
を一時的に DB2 pureCluster クラスターの外に出すこと
に失敗した原因を判別してください。

SQL1694N コマンド・オプション option は、DB2

pureCluster インスタンスには無効です。

説明: 一部のオプションは、特定のインスタンス・タイ
プでのみサポートされます。指定されたオプションは、
DB2 pureCluster インスタンスでは使用できません。

ユーザーの処置: DB2 pureCluster インスタンスでサポ
ートされるコマンド・オプションを使用してください。

sqlcode: -1694

sqlstate: 56038

SQL1695N コマンド・オプション option は、DB2

pureCluster インスタンス以外のインスタ
ンスには無効です。

説明: 一部のオプションは、特定のインスタンス・タイ
プでのみサポートされます。指定されたオプションは、
DB2 pureCluster インスタンス以外のインスタンスでは
使用できません。

ユーザーの処置: DB2 pureCluster インスタンス以外の
インスタンスでサポートされるコマンド・オプションを
使用してください。

sqlcode: -1695

sqlstate: 56038

SQL1700N データベースのアップグレード中に、予約
済みスキーマ名 name がデータベースで
見つかりました。

説明: データベースに含まれる 1 つ以上のデータベー
ス・オブジェクトでスキーマ名 name が使用されていま
すが、これはデータベース・アップグレード先となる
DB2 コピー・バージョンでは予約されたスキーマ名で
す。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 予約済みスキーマ名を使用するすべて
のデータベース・オブジェクトがドロップされているこ
とを確認し、別のスキーマ名を使用して、オブジェクト
を再作成してください。

データベース・アップグレードを取り消し、データベー
ス・アップグレード前にデータベースがあった DB2 コ
ピー・バージョンを使用して修正を行います。

もう一度データベース・アップグレードを行う前に、予
約済みスキーマ名が使用されていないことを確認してく
ださい。

その後、データベースのアップグレード先である DB2

コピー・バージョンから UPGRADE DATABASE コマ
ンドを再発行します。

SQL1701N データベースが異常終了したため、データ
ベースをアップグレードできません。

説明: データベースのアップグレードを試みる前に、
(例えば電源障害のために) データベースが異常終了しま
した。データベースを正常にアップグレードできるよう
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にするには、まずデータベースを再始動する必要があり
ます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: データベースのアップグレードを試み
る前に、データベースが格納されていた DB2 コピーを
使用して RESTART DATABASE コマンドを発行する必
要があります。その後、アップグレード先の DB2 コピ
ー・バージョンから UPGRADE DATABASE コマンド
を再発行します。

SQL1702W protocol 接続マネージャーが、正常に始動
しました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1703W データベースのアップグレード中に
db2event ディレクトリーを作成できませ
んでした。

説明: データベースは正常にアップグレードされました
が、db2event ディレクトリーを作成できませんでした。

これは警告です。

ユーザーの処置: イベント・モニターを使用するには、
db2event ディレクトリーを作成する必要があります。
db2event ディレクトリーは、アップグレード後のデータ
ベースが格納されるデータベース・ディレクトリーの中
に作成する必要があります。データベース・アップグレ
ード後のデータベース・ディレクトリーを判別するに
は、LIST DATABASE DIRECTORY コマンドを発行で
きます。

SQL1704N データベースのアップグレードに失敗しま
した。理由コード reason-code

説明: データベースのアップグレードに失敗しました。
理由コードは以下のとおりです。

2

データベースが以下のいずれかの状態である可
能性があるため、データベースをアップグレー
ドできません。

v バックアップ・ペンディング状態

v リストア・ペンディング状態

v ロールフォワード・ペンディング状態

v トランザクション不整合状態

v HADR は、データベースが不整合であると
マークしました。

3

データベース・ログがいっぱいです。

4

ディスク・スペースが足りません。

5

データベース構成ファイルを更新できません。

7

データベース・サブディレクトリーまたはデー
タベース・ファイルのいずれかにアクセスでき
ません。

8

データベース・コンテナー・タグを更新できま
せん。

9

表スペース・アクセスが許されていません。

17

システム・カタログ表スペースから新規ページ
を割り振ることができません。

21

データベースのアップグレードは、カタログ・
パーティションでは完了しましたが、その他の
すべてのデータベース・パーティションで完了
したわけではありません。ノード障害や接続障
害などのシステム・エラーのためにアップグレ
ードできないデータベース・パーティションが
あります。

22

データベース・パーティションの障害や接続障
害などのシステム・エラーによりカタログ・パ
ーティションをアップグレードできないため、
データベースのアップグレードが失敗しまし
た。

24

dbpath/db2event/db2detaildeadlock イベント・モ
ニター・ディレクトリーの作成エラー。dbpath

はデータベースの作成に使用されるファイル・
パスです。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいた解決策は、以下
のとおりです。

2

データベース・アップグレードを取り消し、ア
ップグレード前にデータベースがあった DB2

コピー・バージョンで必要な訂正アクションを
実行してデータベースの状態を修正してくださ
い。HADR システムでは、HADR 1 次データ
ベースのアップグレードを試行する前に、stop
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HADR を発行する必要があります。データベー
スのアップグレード先である DB2 コピー・バ
ージョンから UPGRADE DATABASE コマン
ドを再サブミットします。

3

データベース構成パラメーター logfilsiz または
logprimary をより大きな値に増やしてくださ
い。 UPGRADE DATABASE コマンドを再サ
ブミットしてください。

4

十分なディスク・スペースがあることを確認し
て、UPGRADE DATABASE コマンドを再サブ
ミットしてください。

5

データベース構成ファイルも更新に問題があり
ました。データベース構成ファイルが他のユー
ザーによって排他的に保持されておらず、更新
可能であることを確認してください。
UPGRADE DATABASE コマンドを再サブミッ
トしてください。問題が続く場合は、IBM 技
術員に連絡してください。

7

データベース・バックアップからデータベース
をリストアしてください。

8

UPGRADE DATABASE コマンドを再サブミッ
トしてください。問題が続く場合、IBM サー
ビス担当者に連絡してください。

9

データベース・アップグレードを取り消し、表
スペース・アクセスを訂正してください。デー
タベースのアップグレード先である DB2 コピ
ー・バージョンから UPGRADE DATABASE

コマンドを再サブミットします。表スペースの
訂正に必要なアクションについてはメッセージ
SQL0290N を参照してください。

17

システム・カタログ表スペースが自動ストレー
ジ DMS 表スペースまたは SMS 表スペースで
ある場合、システム・カタログ表スペースのた
めに少なくとも 50% の空きディスク・スペー
スが使用できることを確認してから、データベ
ースをアップグレードします。システム・カタ
ログ表スペースが DMS 表スペースである場
合、データベース・アップグレードを元に戻し
て、アップグレード前のデータベースが格納さ

れていた DB2 コピー・バージョンから、シス
テム・カタログ表スペースにさらにコンテナー
を追加します。データベースのアップグレード
用に 50% のフリー・スペースを割り振らなけ
ればなりません。データベースのアップグレー
ド先である DB2 コピー・バージョンから
UPGRADE DATABASE コマンドを再サブミッ
トします。

21

管理通知ログをチェックして、アップグレード
できないデータベース・パーティションを判別
してください。状態を訂正し、UPGRADE

DATABASE コマンドを再サブミットします。
データベース・アップグレードはアップグレー
ドを必要とするデータベース・パーティション
でしか行われないため、どのデータベース・パ
ーティションからでも UPGRADE DATABASE

コマンドをサブミットできます。

22

カタログ・パーティションでのデータベース・
パーティション障害状態を訂正してください。
UPGRADE DATABASE コマンドを再サブミッ
トしてください。

24

dbpath/db2event/db2detaildeadlock イベント・モ
ニター・ディレクトリーを除去します (dbpath

はデータベースの作成に使用されるファイル・
パス)。UPGRADE DATABASE コマンドを再
サブミットしてください。

SQL1705W データベース・ディレクトリー項目を、現
行リリース・レベルに更新できません。

説明: 前のリリースからアップグレードされたばかりの
データベースのデータベース・ディレクトリーで、1 つ
以上のデータベース別名を更新できませんでした。

ユーザーの処置: アップグレード後のデータベースに関
するデータベース別名をアンカタログした後、同じ情報
を使って再びカタログします。

SQL1706W ワード・サイズ・インスタンスの更新中
に、このインスタンスのノード・ディレク
トリー内で、ローカルではないデータベー
スが少なくとも 1 つ見つかりました。

説明: ワード・サイズ・インスタンスの更新中に、この
インスタンスで作成されていないデータベースが少なく
とも 1 つ見つかりました。インスタンスの更新を正常
に完了するには、このようなデータベースが、このイン
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スタンスと同じワード・サイズを持っていなければなり
ません。

ユーザーの処置: インスタンスでカタログされたデータ
ベースがすべて、同じワード・サイズを持つようにして
ください。

SQL1707N インスタンスのワード・サイズを更新でき
ません。

説明: インスタンスのワード・サイズを更新しようとし
て、エラーが発生しました。IBM サービス担当者に連
絡してください。

ユーザーの処置: IBM サービス担当者に連絡してくだ
さい。

SQL1708W データベースのアップグレードが完了しま
したが、警告コード warning-code が出さ
れました。

説明: データベースのアップグレードは完了しました
が、警告が生成されました。警告コードは以下のとおり
です。

1

1 つ以上のデータベース・パーティションがア
ップグレードされませんでした。

ユーザーの処置: 警告コードに基づく解決方法:

1

UPGRADE DATABASE コマンドを再発行しま
す。

SQL1751N 結果として生成されるデータベース・パー
ティション・グループには、パーティショ
ン・マップで使用できるノードが含まれま
せん。

説明: データベース・パーティション・グループには、
パーティション・マップで使用できるノードが少なくと
も 1 つ含まれる必要があります。表スペースのないデ
ータベース・パーティション・グループにノードが追加
される場合、このデータベース・パーティション・グル
ープには表スペース用のコンテナーが定義されていない
ため、そのノードをパーティション・マップに含めるこ
とはできません。ノードが追加される場合、そのデータ
ベース・パーティション・グループのすべての表スペー
ス用のコンテナーが他方のノードになければ、どちらの
ノードもパーティション・マップに含めることはできま
せん。

ユーザーの処置: 少なくとも 1 つのノードを追加しな
いまま、データベース・パーティション・グループ内の
すべてのノードをドロップしないでください。データベ

ース・パーティション・グループに表スペースが既に定
義されているものの、表が存在しない場合には、少なく
とも 1 つのノードにすべての表スペース用のコンテナ
ーがあることを確認してください。

sqlcode: -1751

sqlstate: 428C0

SQL1752N データベース・パーティション・グループ
db-partition-group の中に表スペースを作
成できません。

説明: 表スペースが SYSTEM TEMPORARY 表スペー
スである場合にのみ、データベース・パーティション・
グループ IBMTEMPGROUP を指定できます。

ユーザーの処置: SYSTEM TEMPORARY 表スペース
の場合、データベース・パーティション・グループ
IBMTEMPGROUP を指定してください。他の種類の表
スペースの場合は、IBMTEMPGROUP 以外のデータベ
ース・パーティション・グループを指定してください。

sqlcode: -1752

sqlstate: 429A1

SQL1753N データベース・パーティション
database-partition-number には、データベ
ース・パーティション・グループ
IBMTEMPGROUP で定義されているすべ
ての SYSTEM TEMPORARY 表スペー
スのためのコンテナーがありません。

説明: データベース・パーティションをデータベース・
パーティション・グループに含めるには、その前に、こ
のデータベースに関するデータベース・パーティショ
ン・グループ IBMTEMPGROUP で定義済みのすべての
SYSTEM TEMPORARY 表スペース用のコンテナーが定
義されていなければなりません。

ユーザーの処置: ALTER TABLESPACE ステートメン
トを発行することにより、すべてのデータベース・パー
ティションで、このデータベースの各 SYSTEM

TEMPORARY 表スペース用のコンテナーを追加してく
ださい。

sqlcode: -1753

sqlstate: 57052

SQL1754N この索引表スペースまたは LONG 表スペ
ースは、PRIMARY 表スペースと同じデ
ータベース・パーティション・グループに
入っていません。

説明: CREATE TABLE ステートメントで指定された
すべての表スペースは、同じデータベース・パーティシ
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ョン・グループに属する必要があります。

ユーザーの処置: CREATE TABLE ステートメントで
指定されたすべての表スペースが同じデータベース・パ
ーティション・グループに属していることを確認してく
ださい。

sqlcode: -1754

sqlstate: 42838

SQL1755N データベース・パーティション dbpartnum

には、データベース・パーティション・グ
ループ dbpartgrpname で定義されている
すべての表スペースのためのコンテナーが
ありません。

説明: データベース・パーティション・グループ内のす
べての表スペースには、すべてのデータベース・パーテ
ィションで定義されたコンテナーがなければなりませ
ん。そうでない場合、データベース・パーティションを
データベース・パーティション・グループの再配分また
は ALTER DATABASE PARTITION GROUP ステート
メントの LIKE DBPARTITIONNUM 節に含めてはなり
ません。

ユーザーの処置: ALTER TABLESPACE ステートメン
トを発行し、このデータベース・パーティション上のす
べての表スペースにコンテナーを追加してください。

SQL1756N 複数の節は、ON DBPARTITIONNUMS

節を使用せずにコンテナーを指定します。

説明: CREATE TABLESPACE の場合、ON

DBPARTITIONNUMS 節を使用しない USING 節を一度
のみ指定できます。

ALTER TABLESPACE の場合、ON

DBPARTITIONNUMS 節を使用しない ADD 節を一度の
み指定できます。

このステートメントは処理されませんでした。

ユーザーの処置: ステートメントを訂正して、もう一度
やり直してください。

sqlcode: -1756

sqlstate: 428B1

SQL1757N ON DATABASE PARTITION 節を伴わ
ない USING 節がありません。

説明: CREATE TABLESPACE ステートメントで、各
USING 節が ON DATABASE PARTITION 節を指定し
ます。しかし、データベース・パーティション・グルー
プに、すべてのデータベース・パーティションは組み込
まれていないので、すべてのデータベース・パーティシ

ョン・グループのすべてのデータベース・パーティショ
ンにコンテナーがあるわけではありません。

このステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ON DATABASE PARTITION 節を使
用しない USING 節が指定されているか、または、デー
タベース・パーティション・グループの各データベー
ス・パーティションが一回 ON DATABASE

PARTITION 節に組み込まれていることを確認してくだ
さい。

sqlcode: -1757

sqlstate: 428B1

SQL1758W 特定ノードに指定されていないコンテナー
は、他のノードの表スペースで使用されま
せん。

説明: ALTER TABLESPACE および CREATE

TABLESPACE ステートメントには、このデータベー
ス・パーティション・グループのすべてのデータベー
ス・パーティションに対するコンテナー指定が組み込ま
れています。 ON DATABASE PARTITION 節が後に続
かないコンテナーの指定は、冗長であるため無視されて
います。

このステートメントは処理されました。

ユーザーの処置: 複数ノードでコンテナーが必要な場
合、ALTER TABLESPACE ステートメントを発行し、
必要なコンテナーを追加してください。

sqlcode: +1758

sqlstate: 01589

SQL1759W 再配分データベース・パーティション・グ
ループでは、追加されたデータベース・パ
ーティションを含めたり、ドロップされた
データベース・パーティションを除外した
りするために、データベース・パーティシ
ョン・グループ database-partition-group-

name 内のオブジェクト用のデータベー
ス・パーティションを変更する必要があり
ます。

説明: この警告は、 ALTER DATABASE PARTITION

または ALTER TABLESPACE ステートメントを使用し
てなされた変更が、データベース・パーティション・グ
ループのパーティション・マップを変更しなかったこと
を示しています。データベース・パーティション・グル
ープのパーティション・マップを、データベース・パー
ティション・グループで定義された表スペースまたはパ
ーティション・マップにないドロップされるデータベー
ス・パーティションを使用して定義された表がない場
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合、次のステートメントで即時に変更のみします。

この警告は次の場合に発行されます。

v ALTER DATABASE PARTITION ADD DATABASE

PARTITION を使用することにより 1 つ以上のデー
タベース・パーティションを追加する場合。

v ALTER DATABASE PARTITION DROP DATABASE

PARTITION を使用することにより 1 つ以上のデー
タベース・パーティションをドロップする場合。

v コンテナーが表スペースに対して追加され、それ以降
コンテナーは使用されるデータベース・パーティショ
ンは要求されません。

これらのすべての場合、表はすでにデータベース・パー
ティション・グループ内の表スペースを使用して定義さ
れています。

ユーザーの処置: データベース・パーティションのため
にデータベース・パーティションを組み込みまたは除外
する場合、REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION コ
マンドまたは API を発行してください。それに代わる
方法として、すべての表をドロップするには、データベ
ース・パーティション・グループの表スペースを使用し
てください。

sqlcode: +1759

sqlstate: 01618

SQL1760N ストアード・プロシージャー
procedure-name の定義に使用される
CREATE PROCEDURE または ALTER

MODULE ステートメントは、有効な
LANGUAGE 節、EXTERNAL 節、およ
び PARAMETER STYLE 節を持ってい
るか、または SQL プロシージャー本体
が組み込まれていなければなりません。

説明: プロシージャー procedure-name の定義に使用さ
れる CREATE PROCEDURE または ALTER MODULE

ステートメントに、必須の節がありません。
LANGUAGE 節、EXTERNAL 節、および
PARAMETER STYLE 節を指定しなければなりません。
SQL プロシージャーだけがプロトタイプの公開を許可
するので、モジュールで定義された外部プロシージャー
は完全に指定されなければなりません。

SQL プロシージャーの定義時には、ALTER MODULE

の PUBLISH アクションを使用して SQL プロシージャ
ー・プロトタイプを定義するのでない限り、SQL プロ
シージャー本体を組み込まなければなりません。

ユーザーの処置: 足りない節を追加した後で、もう一度
やり直してください。

sqlcode: -1760

sqlstate: 42601

SQL1761N データベース・パーティション・グループ
db-partition-group はバッファー・プール
bpname に定義されていません。

説明: 表スペースのためのデータベース・パーティショ
ン・グループは、バッファー・プールにまだ定義されて
いません。このデータベース・パーティション・グルー
プとバッファー・プールの組み合わせを使用するよう、
表スペースを作成または変更することはできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 可能なアクションは以下のとおりで
す。

v 表スペースのデータベース・パーティション・グルー
プを既に定義しているバッファー・プールを指定する

v バッファー・プールを変更して、表スペースのデータ
ベース・パーティション・グループを追加する

v CREATE TABLESPACE の場合、バッファー・プール
に定義されているデータベース・パーティション・グ
ループを指定する

sqlcode: -1761

sqlstate: 42735

SQL1762N アクティブ・ログ・ファイルに割り振るだ
けの十分なスペースがないため、データベ
ースに接続することができません。

説明: アクティブ・ログ・ファイルに割り振るだけの十
分なディスク・スペースがありません。次のような理由
が考えられます。

v リカバリー・ログを保管するのに使用するデバイスで
使用できるスペースが足りない。

v ユーザー出口が有効である場合は、正しくないパス、
正しくないインストール・ディレクトリー、共有違
反、またはその他の問題のために、ユーザー出口プロ
グラムが失敗した可能性があります。

v ログ・アーカイブが使用可能になっている場合、ロ
グ・アーカイブ方式が機能していないか、ターゲット
がアクセス不能になっている可能性があります。

ユーザーの処置: それぞれの原因について、次のように
対処してください。

v データベースが少なくとも LOGPRIMARY ログ・フ
ァイルで開始するために、 DB2 では新規ログを割り
振るための追加のスペースを必要とする場合があるの
で、 1 次ログ用にデバイスに十分なスペースがある
ことを確認してください。リカバリー・ログが非アク
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ティブであっても、スペースを解放するためにリカバ
リー・ログを削除しないでください。

v ユーザー出口プログラムを手操作で呼び出すことによ
り、ユーザー出口プログラムが正しく操作しているこ
とを確認してください。ユーザー出口プログラムのコ
ンパイルおよびインストールについては、ユーザー出
口プログラムのサンプル・ソース・コードで提供され
ている指示を検討してください。アーカイブ宛先パス
が存在しているかを確認してください。

v ログ・アーカイブ方式が正しく機能していることを確
認してください。エラーが発生する場合は、
db2diag.log ファイルで詳細を確認してください。

最後の手段として、LOGPRIMARY または LOGFILSIZ

データベース構成パラメーター、あるいはこの両方の値
を減らして、アクティブ・ログ・ファイルの設定を小さ
くして使用するようにしてください。これにより、ディ
スク・スペースの所要量が減ります。

問題を判別し、訂正した後に、接続ステートメントを再
発行してください。

SQL1763N 表スペース table-space-name に対する
ALTER TABLESPACE ステートメント
は、理由 reason-code のため無効です

説明: ALTER TABLESPACE ステートメントに指定さ
れた節どうしを連携させて使用することはできません。

1

CONVERT TO LARGE 節は単独で指定する必
要があります。

2

BEGIN NEW STRIPE SET コンテナー節は、
その他のコンテナー節
(ADD、DROP、EXTEND、REDUCE または
RESIZE) とともに指定することはできません。

3

表スペースに対してスペースを追加または除去
する場合には、以下のようになります。

1. 各コンテナーのサイズを増やす場合は、同
じステートメントに EXTEND と RESIZE

を使用できます。

2. 各コンテナーのサイズを減らす場合は、同
じステートメントに REDUCE と RESIZE

を使用できます。

3. スペースを別のデータベース・パーティシ
ョンに移さない場合には、同じステートメ
ントで EXTEND と REDUCE を使用でき
ません。

4. スペースを別のデータベース・パーティシ
ョンに移さない場合には、同じステートメ
ントで ADD を REDUCE または DROP と
ともに使用できません。

5. スペースを別のデータベース・パーティシ
ョンに移さない場合には、同じステートメ
ントで DROP を EXTEND または ADD と
ともに使用できません。

4

自動ストレージ管理表スペースを変更する際
に、コンテナー節を REDUCE オプションと結
合させて使用することはできません。

5

非自動ストレージ管理表スペースを変更する際
に、コンテナー節を指定する必要があります。

6

自動ストレージを使用するよう、TEMPORARY

表スペースおよびシステムで管理される表スペ
ース (SMS) を変換することはできません。

7

データベースにストレージ・グループがありま
せん。

8

ALTER TABLESPACE ステートメントを使っ
て、自動ストレージを使用するよう、DEVICE

コンテナーを含む DMS (データベースで管理
される表スペース) を変換することはできませ
ん。

9

REBALANCE 節は単独で指定する必要があり
ます。

10

REDUCE MAX 節、またはサイズを指定した
REDUCE 節は、再利用可能ストレージ属性を
持つ、自動ストレージによって管理される表ス
ペースでのみ使用できます。

11

再利用可能ストレージ属性を持たない表スペー
スでは、高水準点を削減する (または低くする)

節を使用できません。

12

MAX、数値、PERCENT、または STOP いずれ
かの節を指定した REDUCE オプションと、
STOP 節を含んだ LOWER HIGH WATER

MARK オプションは、一緒に指定して実行す
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ることができません。これらと他のオプション
を併用することもできません。

13

ADD、DROP、RESIZE、EXTEND、REDUCE、
LOWER HIGH WATER MARK、および
BEGIN_STRIPE_SET 節は、MANAGED BY

AUTOMATIC STORAGE 節や USING

STOGROUP 節とは併用できません。

14

自動ストレージ・ハイブリッド表スペースを変
更する際は、USING STOGROUP 節を指定でき
ません。

ユーザーの処置:

1

独自の ALTER TABLESPACE ステートメント
に CONVERT TO LARGE 節を指定して発行
します。

2

BEGIN NEW STRIPE SET コンテナー操作と
他の操作を同一ステートメントの中で使用する
場合は、 BEGIN NEW STRIPE SET 操作を、
その操作独自の ALTER TABLESPACE ステー
トメントに移動してください。

3

表スペースへのページの追加と、表スペースか
らのページの除去の両方を行う場合は、 2 つ
の ALTER TABLESPACE ステートメントを使
用してください。

4

ALTER ステートメントからコンテナー節を除
去し、ステートメントを再発行してください。

5

削減するコンテナーのリストを含むコンテナー
節を指定して、ステートメントを再発行してく
ださい。

6

自動ストレージを使用するよう TEMPORARY

表スペースを変換するには、自動ストレージに
よって管理される新しい TEMPORARY 表スペ
ースを作成し、古い TEMPORARY 表スペース
をドロップしてください。表スペースをシステ
ム管理から自動ストレージ管理に変換するに
は、すべてのデータを手動で移動する必要があ
ります。

7

CREATE STOGROUP ステートメントを使用し
てストレージ・グループを作成します。表スペ
ースを自動ストレージによって管理できるの
は、ストレージ・グループが作成されている場
合のみです。

8

DEVICE コンテナーを使用するデータベース管
理表スペースを自動ストレージ管理に変換する
には、以下のステップを実行します。

1. 表スペースまたはデータベース・レベルの
リダイレクト・リストア操作を実行しま
す。

2. USING AUTOMATIC STORAGE オプショ
ンを指定して SET TABLESPACE

CONTAINERS コマンドを発行します。

9

独立した ALTER TABLESPACE ステートメン
トで REBALANCE 節を発行します。

10

REDUCE MAX 節、またはサイズを指定した
REDUCE 節を使用する前に、表スペースを自
動ストレージ管理に変換し、表スペースに再利
用可能ストレージ属性があることを確認しま
す。

11

高水準点を削減する (または低くする) 節を使
用する前に、再利用可能ストレージ属性を表ス
ペースに設定する必要があります。

12

各 ALTER TABLESPACE ステートメントで
は、高水準点を削減する (または低くする) 節
を 1 つだけ使用してください。

13

ALTER ステートメントから ADD、DROP、
RESIZE、EXTEND、REDUCE、LOWER HIGH

WATER MARK、または BEGIN_STRIPE_SET

節を除去し、ステートメントを再発行します。

14

表スペースに自動ストレージ・コンテナーだけ
が含まれるようにするために REBALANCE 節
を発行します。リバランス操作が完了した後、
USING STOGROUP 節を指定した ALTER

TABLESPACE を発行します。

sqlcode: -1763
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sqlstate: 429BC

SQL1764N ALTER TABLESPACE ステートメント
で RESIZE アクションに指定されたサイ
ズが、現在の表スペース・コンテナーのサ
イズより小さくなっています。

説明: ALTER TABLESPACE ステートメントの
RESIZE アクションを使用して指定したサイズが、表ス
ペース・コンテナーの現在の大きさより小さくなってい
ます。コンテナーのサイズのみを大きくすることができ
ます。

ユーザーの処置: 表スペース・コンテナーの現在のサイ
ズの値よりも大きなサイズを指定してください。

sqlcode: -1764

sqlstate: 560B0

SQL1765W 更新が正常に完了しました。 しかし、2

次データベース・サーバーで索引の作成、
再作成、または再編成がリカバリーされて
いない可能性があります。

説明: HADR を有効にする場合は、データベース構成
パラメーター LOGINDEXBUILD をオンに設定し、デー
タベースまたはデータベース・マネージャーの構成パラ
メーター INDEXREC を RESTART または ACCESS に
設定することをお勧めします。そうしないと、HADR を
使用する現在または将来の 2 次データベース・サーバ
ー上では、現在または将来の 1 次データベース・サー
バーでの索引の作成、再作成、または再編成はリカバリ
ーできなくなることがあります。リカバリーできない索
引には無効のマークが付けられ、HADR のテークオーバ
ー・プロセスの終了時点か、または HADR テークオー
バーの後の索引へのアクセス時点に、暗黙で再ビルドさ
れます。

ユーザーの処置: フル・ロギングを有効にするには、デ
ータベース構成パラメーター LOGINDEXBUILD を更新
するか、または SQL ステートメント ALTER TABLE

LOG INDEX BUILD ON を発行します。ログ済みの索
引作成操作の再実行を有効にするには、構成パラメータ
ー INDEXREC を RESTART または ACCESS に更新し
ます。

SQL1766W コマンドは正常に完了しました。しかし、
HADR 開始まで LOGINDEXBUILD は
有効ではありませんでした。

説明: HADR の開始前にデータベース構成パラメータ
ー LOGINDEXBUILD が ON に設定されていないと、
現在または将来の 1 次データベース・サーバーでの索
引の作成、再作成、または再編成を、HADR を使用する

現在または将来の 2 次データベース・サーバー上では
リカバリーできなくなることがあります。

ユーザーの処置: フル・ロギングを有効にするには、デ
ータベース構成パラメーター LOGINDEXBUILD を ON

に設定します。

SQL1767N HADR の開始を完了できません。理由コ
ード = reason-code。

説明: HADR の開始を完了できません。理由コードに
対応する説明は、以下のとおりです。

1

START HADR AS STANDBY コマンドを発行
しましたが、そのときのデータベースの状態
は、ロールフォワード・ペンディングでもロー
ルフォワード進行中でもありませんでした。

2

HADR スタンバイ・データベース上では
START HADR AS PRIMARY を発行できませ
ん。

3

START HADR AS STANDBY をアクティブな
データベース上で発行することはできません。

97

コマンドは、DB2 pureCluster 環境で発行され
ました。

98

有効な HADR ライセンスがインストールされ
ていません。コマンドは正常に完了しませんで
した。

99

コマンドは、複数パーティション・インスタン
ス環境で発行されました。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1

1 次データベースのバックアップ・イメージま
たはスプリット・ミラーからスタンバイ・デー
タベースを初期化してから、 START HADR

AS STANDBY コマンドを再発行してくださ
い。

2

スタンバイ・データベースを 1 次データベー
スに変更する予定の場合、TAKEOVER コマン
ドを発行します。
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3

1 次データベースをスタンバイ・データベース
に変更する予定の場合、現在のスタンバイから
TAKEOVER コマンドを発行します。標準デー
タベースをスタンバイに変更する場合、先にそ
のデータベースを非アクティブ化する必要があ
ります。

97

DB2 pureCluster 環境では HADR フィーチャ
ーはサポートされていません。

98

有効な HADR ライセンスを入手してインスト
ールし、コマンドを再サブミットします。

99

複数パーティション・インスタンス環境では
HADR フィーチャーはサポートされていませ
ん。

SQL1768N HADR を始動できません。理由コード =

reason-code。

説明: 理由コードに対応する説明は、以下のとおりで
す。

1

循環ロギングを使用中のため、データベースを
リカバリーできません。

2

データベースでは、無限にアクティブなロギン
グが有効になっています。

3

データベースでは、DATALINKS が有効になっ
ています。

4

hadr_local_host 構成パラメーターの項目が無効
です。

5

hadr_local_svc 構成パラメーターのサービス名
が無効です。

6

hadr_remote_svc 構成パラメーターのサービス
名が無効です。

7

1 次データベースは、HADR タイムアウト期間
内にスタンバイへの接続を確立できませんでし

た。このエラー条件の原因となるシナリオは複
数あります。例えば、1 次データベースの
hadr_timeout 構成パラメーターまたは
hadr_peer_window 構成パラメーターの値がスタ
ンバイ・データベースでの値と異なる場合、こ
のメッセージが理由コード 7 で返されます。

8

1 つ以上の HADR データベース構成パラメー
ターに値がありません。

9

ロー・ログを使用するようにデータベースが構
成されています。しかし、HADR は、データベ
ース・ログ・ファイルでのロー I/O (直接ディ
スク・アクセス) の使用をサポートしていませ
ん。

10

STOP HADR コマンド、データベースの非アク
ティブ化、または内部エラーが原因で、HADR

シャットダウンによってコマンドは中断されま
した。

11

構成パラメーター hadr_remote_host、
hadr_local_host、または hadr_target_list によっ
て指定されている項目が、同じ IP 形式に解決
されません。

12

hadr_remote_host 構成パラメーターの項目が無
効です。

13

HADR スタンバイ・データベースは、少なくと
も 1 つの通常バッファー・プールがないと開
始できません。メモリー不足のため、バッファ
ー・プールを開始できませんでした。

14

hadr_target_list 構成パラメーターの項目に、
hadr_remote_host および hadr_remote_svc 構成
パラメーターに指定されたペアが含まれていま
せん。

15

hadr_target_list 構成パラメーターの項目を、有
効な TCP/IP アドレスに解決できません。

16

hadr_target_list 構成パラメーターに指定されて
いる項目が正しい形式ではありません。
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17

hadr_syncmode 構成パラメーターが
SUPERASYNC の場合、hadr_replay_delay 構成
パラメーターはゼロ以外の値にのみ設定できま
す。

18

HADR 1 次データベースでは、
hadr_replay_delay 構成パラメーターは 0 にの
み設定できます。

19

1 次データベースがもう 1 つ検出されたため
1 次データベースとして始動できません。

98

有効な HADR ライセンスがインストールされ
ていません。コマンドは正常に完了しませんで
した。

99

HADR の開始時に内部エラーが発生しました。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1

データベースは、リカバリー可能なデータベー
スでなければなりません。データベース構成パ
ラメーター logarchmeth1 または logarchmeth2

を OFF 以外の値に設定することにより、ロ
グ・アーカイブをアクティブ化してください。
オフラインでデータベース・バックアップを取
ってデータベースをリカバリー可能にし、コマ
ンドを再発行してください。

2

無限にアクティブなロギングを無効にしてか
ら、コマンドを再発行してください。

3

DATALINKS を NO に設定して、コマンドを
再発行するために、データベース・マネージャ
ー構成ファイルを更新します。

4

hadr_local_host 構成パラメーターをローカル・
ホストに関連した IPv4 アドレスまたは IPv6

アドレスにマップできることを確認します。

5

hadr_local_svc 構成パラメーターが有効なサー
ビス名に設定されていることを確認します。
UNIX プラットフォームの場合、/etc/services

ファイルを編集してください。 Windows の場
合、%SystemRoot

%¥system32¥drivers¥etc¥services を編集してくだ
さい。または、このパラメーターのリテラル・
ポート番号を指定してもかまいません。

6

hadr_remote_svc 構成パラメーターが有効なサ
ービス名であることを確認します。 UNIX プ
ラットフォームの場合、/etc/services ファイル
を編集してください。 Windows の場合、
%SystemRoot%¥system32¥drivers¥etc¥services を
編集してください。または、このパラメーター
のリテラル・ポート番号を指定してもかまいま
せん。

7

以下のトラブルシューティングのステップを実
行します。

1. スタンバイがオンラインになっていて、ネ
ットワークが機能していることを確認して
ください。

2. 1 次データベースとスタンバイ・データベ
ースに両立しない構成設定があることを示
すその他のエラー・メッセージがないか、
db2diag.log ファイルを確認します。

3. hadr_remote_host および hadr_remote_svc 構
成パラメーターが 1 次データベースとスタ
ンバイ・データベースで正しく設定されて
いることを確認します。

4. hadr_timeout 構成パラメーターの値が 1 次
データベースとスタンバイ・データベース
の両方で同じであることを確認します。

5. hadr_peer_window 構成パラメーターの値が
1 次データベースとスタンバイ・データベ
ースの両方で同じであることを確認しま
す。

6. ネットワークの速度が遅い場合は
hadr_timeout 構成パラメーターを大きくす
るか、または BY FORCE オプションを使
用して 1 次データベースを開始します。

8

1 つ以上の HADR データベース構成パラメー
ターに値があることを確認してください。

9

ロー I/O (ダイレクト・ディスク・アクセス)

デバイスを使用する代わりに、ログ・ファイル
のファイル・システム・ストレージのみを使用
するようにデータベースを再構成します。
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DB2 インフォメーション・センターの logpath

および newlogpath データベース構成パラメー
ターの説明を参照してください。

10

HADR シャットダウンの原因を突き止め、必要
であれば START HADR コマンドを再発行し
ます。

11

hadr_local_host、hadr_remote_host、および
hadr_target_list 構成パラメーターが同じ IP 形
式 (IPv4 または IPv6) になっていること、ま
たは同じ形式に解決できることを確認してくだ
さい。

12

hadr_remote_host 構成パラメーターを IPv4 ま
たは IPv6 アドレスにマップできることを確認
してください。

13

dbheap 構成パラメーターが適切に構成されて
いること、および、定義済みのバッファー・プ
ールのサイズに対して十分なメモリーがシステ
ムにあることを確認してください。その後で、
操作を再試行してください。HADR スタンバイ
上のバッファー・プールのサイズを変更する必
要がある場合、新しいバッファー・プールのサ
イズを含む 1 次データベースからのバックア
ップ・イメージを使用して、新しいデータベー
ス・リストア操作を実行する必要があります。

14

hadr_target_list 構成パラメーターに、構成パラ
メーター hadr_remote_host および
hadr_remote_svc で指定されたペアの項目があ
ることを確認します。

15

hadr_target_list 構成パラメーターで指定された
すべての項目が、有効なホスト/サービスのペア
であることを確認します。

16

hadr_target_list 構成パラメーターの項目が正し
い形式であることを確認します。

17

hadr_replay_delay 構成パラメーターを 0 に設
定するか、または hadr_syncmode 構成パラメー
ターを SUPERASYNC に変更します。

18

HADR 1 次データベースで、hadr_replay_delay

構成パラメーターが 0 に設定されていること
を確認します。

19

1 次データベースとするデータベースを決定し
ます。もう一方の 1 次データベースはドロッ
プするか、またはスタンバイへの変換を試行し
ます。両方を 1 次にする場合は、互いの
hadr_target_list からそれらを除去することによ
り、それらを独立したものとなるようにする必
要があります。

98

有効な HADR ライセンスを入手してインスト
ールし、コマンドを再サブミットします。

99

問題が解決しない場合は、IBM サポートに連
絡してください。

SQL1769N HADR の停止を完了できません。理由コ
ード = reason-code。

説明: 理由コードに対応する説明は、以下のとおりで
す。

1

コマンドは、標準データベースで発行されまし
た。

2

コマンドは、アクティブな HADR スタンバ
イ・データベースで発行されました。

3

STOP HADR コマンド、データベースの非アク
ティブ化、または内部エラーが原因で、HADR

シャットダウンによってコマンドは中断されま
した。

97

コマンドは、DB2 pureCluster 環境で発行され
ました。

98

有効な HADR ライセンスがインストールされ
ていません。コマンドは正常に完了しませんで
した。

99

コマンドは、複数パーティション・インスタン
ス環境で発行されました。
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ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1

HADR はこのデータベース上で稼働していない
ので、アクションは不要です。指定したデータ
ベース別名が正しいことを確認してください。

2

ユーザーは、データベースを非アクティブ化し
てから、コマンドを再発行する必要がありま
す。

3

別の STOP HADR コマンドが原因でコマンド
が中断された場合、これ以上のアクションは不
要です。そうでない場合は、データベース・イ
ンスタンスが始動していることを確認し、
STOP HADR コマンドを再発行してください。

97

DB2 pureCluster 環境では HADR フィーチャ
ーはサポートされていません。

98

有効な HADR ライセンスを入手してインスト
ールし、コマンドを再サブミットします。

99

複数パーティション・インスタンス環境では
HADR フィーチャーはサポートされていませ
ん。

SQL1770N HADR のテークオーバーを完了できませ
ん。理由コード = reason-code。

説明: 理由コードに対応する説明は、以下のとおりで
す。

1

非強制的テークオーバー (役割の切り替え)

は、HADR スタンバイ・データベースが以下の
いずれかの状態である場合にのみ実行できま
す。

v ピア状態

v 超非同期 (SUPERASYNC) モードのリモー
ト・キャッチアップ状態。

2

HADR スタンバイ・データベースが強制的テー
クオーバーを試行しました。スタンバイがロー
カル・ソースからログを読み取っている際に
は、強制的テークオーバーは許可されません。

この状況には、ローカル・キャッチアップ状態
(ローカルのログ・パスやオーバーフロー・パス
から読み取る) と、ログ取得が進行中のリモー
ト・キャッチアップ・ペンディング状態が含ま
れます。ログ取得が進行中でないリモート・キ
ャッチアップ・ペンディング状態、ピア状態、
および切断済みピア状態の際には、強制的テー
クオーバーが許可されます。

3

スタンバイはオンライン・バックアップから作
成され、ログ内のそのバックアップのエンドポ
イントまでスタンバイが再生する前にテークオ
ーバーが試みられました。

4

標準または HADR 1 次データベースに対して
コマンドが発行されました。

5

非アクティブなスタンバイ・データベースに対
してコマンドが発行されました。

6

1 次データベースをスタンバイ・データベース
に切り替えようとして、エラーが発生しまし
た。

7

テークオーバー中に通信エラーが発生しまし
た。

8

STOP HADR コマンド、データベースの非アク
ティブ化、または内部エラーが原因で、HADR

シャットダウンによってコマンドは中断されま
した。

9

PEER WINDOW ONLY コマンド・パラメータ
ーが指定された状態で、HADR スタンバイ・デ
ータベースが強制的テークオーバーを試行しま
した。強制的テークオーバーを試行したとき
に、スタンバイ・データベースがピア時間では
なかったため、テークオーバーが失敗しまし
た。ピア時間がスタンバイ・データベースで構
成されていないか、あるいは、スタンバイ・デ
ータベースで構成されているピア時間外で強制
的テークオーバーが試行されました。

10

TAKEOVER コマンドが DB2 高可用性フィー
チャー環境で実行されました。クラスター・マ
ネージャーが返したエラーのために、テークオ
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ーバー操作を完了できませんでした。テークオ
ーバー操作は失敗しました。テークオーバー操
作に関係する DB2 高可用性災害時リカバリー
(HADR) データベースは、テークオーバー操作
が試みられた前の状態のままです。

11

再生遅延が有効になっている HADR スタンバ
イでは、テークオーバーは (強制と非強制のど
ちらも) 許可されていません。

97

コマンドは、DB2 pureCluster 環境で発行され
ました。

98

有効な HADR ライセンスがインストールされ
ていません。コマンドは正常に完了しませんで
した。

99

コマンドは、複数パーティション・インスタン
ス環境で発行されました。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1

スタンバイ・データベースがピア状態に達する
まで待ってください。 代わりに、TAKEOVER

コマンドの BY FORCE オプションを使用する
ことができます。 BY FORCE オプションを使
うと、リモート・キャッチアップ・ペンディン
グ状態からテークオーバーすることができま
す。ただし、スタンバイ・データベースは、1

次データベースに接続できる場合、速やかにリ
モート・キャッチアップ・ペンディング状態か
らリモート・キャッチアップ状態に移って、再
びテークオーバーが許可されなくなることがあ
ります。また、リモート・キャッチアップ・ペ
ンディング状態からのテークオーバーを強制す
ると、古い 1 次データベース上でコミット済
みのトランザクションが、新しい 1 次では欠
落することになる可能性があります。

HADR ペアが SUPERASYNC モードである場
合、1 次データベースからクライアントを切断
することを考慮してください。このようにする
と、スタンバイ・データベースが受信バッファ
ー内の追加ログ・ファイルを処理することによ
りキャッチアップできるようになります。

2

スタンバイ・データベースがピア状態、切断済
みピア状態、またはアーカイブからログ・ファ
イルを取得中でないリモート・キャッチアッ
プ・ペンディング状態の際に、TAKEOVER

HADR コマンドを再発行してください。スタン
バイ・データベースを強制的にリモート・キャ
ッチアップ・ペンディング状態または切断ピア
状態にすることができます。それには、スタン
バイ・データベースと 1 次データベースの間
の接続を切断します。これを行うには、STOP

HADR コマンドまたは DEACTIVATE

DATABASE コマンドを 1 次データベースで実
行するか、あるいは 1 次データベースとスタ
ンバイ・データベースの間のネットワークを使
用不可にします。

3

スタンバイがオンライン・バックアップの終わ
りに達するまでの許容時間を長くしてから、コ
マンドを再発行してください。

4

このコマンドは、標準または HADR 1 次デー
タベースではサポートされていません。このコ
マンドは、HADR スタンバイ・データベースで
のみ発行してください。

5

スタンバイ・データベースをアクティブにして
から、TAKEOVER コマンドを発行してくださ
い。

6

このメッセージの原因として可能性があること
については、 2 つの HADR データベース・パ
ーティションのデータベース・ログを参照して
ください。それらのデータベース・パーティシ
ョンの役割は、変更されていない可能性があり
ます。 2 つのデータベース・パーティション
の HADR_DB_ROLE データベース構成パラメ
ーターの値を確認してください。

7

このメッセージの原因として可能性があること
については、 2 つの HADR データベース・パ
ーティションのデータベース・ログを参照して
ください。それらのデータベース・パーティシ
ョンの役割は、変更されていない可能性があり
ます。 2 つのデータベース・パーティション
の HADR_DB_ROLE データベース構成パラメ
ーターの値を確認してください。

8
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HADR シャットダウンの原因を突き止め、必要
であれば TAKEOVER HADR コマンドを再発
行します。

9

スタンバイ・データベースをピア時間外に強制
的にテークオーバーするには、PEER WINDOW

ONLY パラメーターを指定せずに TAKEOVER

HADR コマンドを再発行します。スタンバイ・
データベースをピア時間外に強制的にテークオ
ーバーすることがサポートされている場合で
も、テークオーバーがピア時間外に発生したと
きに、トランザクションが損失するリスクは大
きくなります。

1 次データベースが失敗し、データまたはトラ
ンザクションの損失のリスクを理由に、スタン
バイ・データベースをピア時間外に強制的にテ
ークオーバーしない場合、1 次データベースの
失敗に対する、強制的テークオーバー以外の代
替応答を考慮してください。

1 次データベースとスタンバイ・データベース
との高可用性ソリューションにおいて、1 次デ
ータベースの失敗に応答するための一般的な方
針は、失敗した 1 次データベースのデータベ
ース操作をスタンバイ・データベースにテーク
オーバーさせることです。ただし、1 次データ
ベースの失敗に応答するための他の方針も存在
します。これには、スタンバイ・データベース
にフェイルオーバーする代わりに、失敗した 1

次データベースを修正してから再始動すること
が含まれます。修正して再始動するというこの
方針は、フェイルオーバーの方針に比べて、ユ
ーザー・アプリケーションのデータベース・ソ
リューションの可用性に不利な影響を及ぼしま
すが、データまたはトランザクションの損失の
リスクを軽減するといった別の長所も持ってい
ます。

10

クラスター・マネージャー診断情報を検討し
て、クラスター・マネージャーが返したエラー
を判別してください。可能であればクラスタ
ー・マネージャーからのエラーの原因を修復
し、TAKEOVER コマンドを再実行してくださ
い。

11

hadr_replay_delay 構成パラメーターを 0 に設
定することによって再生遅延を無効にし、
TAKEOVER コマンドを再発行してください。

97

DB2 pureCluster 環境では HADR フィーチャ
ーはサポートされていません。

98

有効な HADR ライセンスを入手してインスト
ールし、コマンドを再サブミットします。

99

複数パーティション・インスタンス環境では
HADR フィーチャーはサポートされていませ
ん。

SQL1771N リカバリー不能なデータベースは、HADR

1 次または HADR スタンバイのどちらの
データベースとしても使用できません。

説明: 循環ロギングを HADR 1 次またはスタンバイの
役割のデータベースに対して使用することはできませ
ん。 HADR にはリカバリー可能なデータベースが必要
です。

ユーザーの処置: データベースを標準の役割に変換する
か、または循環ロギングを使用しないようにしてくださ
い。

SQL1772N HADR 1 次または HADR スタンバイの
どちらのデータベースでも、無限にアクテ
ィブなロギングを有効にすることはできま
せん。

説明: 無限にアクティブなロギングを HADR 1 次また
はスタンバイの役割のデータベースで有効にすることは
できません。

ユーザーの処置: データベースを標準の役割に変換する
か、または無限ロギングを使用しないようにしてくださ
い。

SQL1773N このステートメントまたはコマンドは、読
み取り可能 HADR スタンバイ・データベ
ースではサポートされていない機能を必要
とします。理由コード = reason-code。

説明: 理由コードに対応する説明は、以下のとおりで
す。

1

UR 以外の分離レベルが使用され、
DB2_STANDBY_ISO レジストリー変数はオフ
になっています。

2

照会は無効な索引へのアクセスを試行しまし
た。

SQL1771N
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3

読み取り可能な HADR スタンバイ・データベ
ースに対して照会を実行しようとしましたが、
この照会には以下のいずれかの問題がありま
す。

v 照会で使用しようとしたデータ・タイプは、
読み取り可能な HADR スタンバイ・データ
ベースに対する照会に使用できないもので
す。

v 照会で使用しようとした LOB 値または
XML 値は、データベース表にインライン・
データとして格納されていないものです。

4

照会は、作成済みまたは宣言済み一時表へのア
クセスを試行しました。

5

書き込み操作が HADR スタンバイ・データベ
ースで試行されました。

6

操作は HADR スタンバイ・データベースで暗
黙的な再バインドを試行しました。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1

UR 分離レベルだけが HADR スタンバイ・デ
ータベースでサポートされています。自動的な
分離強制を可能にするために、分離レベルを
UR に変更するか、DB2_STANDBY_ISO レジ
ストリー変数を UR に設定します。

2

無効な索引は HADR スタンバイ・データベー
スに自動的に再ビルドされません。HADR 1 次
データベースで LOGINDEXBUILD データベー
ス構成パラメーターを ON に設定すると、
HADR スタンバイ・データベースの索引が 1

次データベースの索引と同期されます。

3

HADR スタンバイ・データベースで読み取りで
きないデータ・タイプを使用しないように、ま
たインラインではない XML 値や LOB 値を照
会しないように照会を変更してください。

4

作成済みまたは宣言済み一時表にアクセスしな
いために照会を変更してください。

5

ステートメントまたはコマンドを変更し、書き
込み操作が要求されないようにするか、HADR

1 次データベースに接続して書き込み操作を実
行します。

6

パッケージを再バインドするために HADR 1

次データベースに接続してください。

sqlcode: -1773

sqlstate: 51045

SQL1774N HADR 1 次または HADR スタンバイの
どちらかのデータベースで、表スペースの
リストアを発行できません。

説明: HADR 1 次または HADR スタンバイ・データ
ベース上の表スペース・レベルのリストアは許可されま
せん。

ユーザーの処置: データベースを標準の役割に変換して
から、データベースに対してリストア・コマンドを発行
してください。

1 次データベースで失われたデータのリカバリーを目的
とする場合に、リストアするデータがスタンバイにあれ
ば、 1 次データベース上で表スペースをリストアする
よりも、TAKEOVER コマンドを実行して、スタンバ
イ・データベースを 1 次データベースに変換すること
を検討してみてください。

SQL1776N HADR スタンバイ・データベースでコマ
ンドを発行できません。理由コード =

reason-code。

説明: 理由コードに対応する説明は、以下のとおりで
す。

1

このコマンドは、HADR スタンバイ・データベ
ースではサポートされていません。

2

テークオーバーで HADR データベースが役割
を切り替える間は、接続要求を行えません。

3

UPGRADE DATABASE コマンドは、HADR

スタンバイ・データベースではサポートされて
いません。

4

再生用時間枠がアクティブである間は、HADR

スタンバイ・データベースへの接続要求は許可
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されません。再生用時間枠は、スタンバイに対
して DDL またはメンテナンス操作が再生され
るときにアクティブになります。

5

HADR スタンバイ側への接続要求は、スタンバ
イ側で、以前のスタンバイ・アクティベーショ
ンの再生ログ位置の中の最高位置に達するまで
は許可されません。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1

スタンバイ側での読み取りを可能にしてクライ
アント接続を許可する方法か、または 1 次側
に接続して操作を行う方法を考慮します。

2

テークオーバー操作が完了してから、目的のデ
ータベースへの接続を再試行してください。テ
ークオーバー操作は 1 次データベース役割を
再配置するため、テークオーバーを行う前のサ
ーバーとは異なるサーバーで、目的のデータベ
ースがアクティブになっている場合がありま
す。

3

1 次データベースに対して UPGRADE

DATABASE コマンドを発行し、データベー
ス・アップグレードが成功した後、スタンバイ
を再作成してください。

4

HADR 1 次データベースに接続するか、スタン
バイ・データベースの再生用時間枠が非アクテ
ィブになるまで待ってください。

5

スタンバイ・データベースの以前のアクティベ
ーションにおける再生が、再生ログ位置の中の
最高位置に達したときに、コマンドを再発行し
ます。この位置について、db2diag.log を確認し
てください。"db2pd -hadr" コマンドを使用す
ると、現在の再生位置を取得できます。

sqlcode: -1776

sqlstate: 08004

SQL1777N HADR はすでに開始しています。

説明: このエラーが生じるのは、所定の役割ですでに稼
働しているデータベース上で START HADR コマンド
を発行した場合です。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1790W 許可 ID authorization-id が使用を許可さ
れている少なくとも page size のページ・
サイズを持つデフォルトの表スペースが検
出されませんでした。

説明: プロシージャー NNSTAT は、実行されたステー
トメントの履歴を保存するための
SYSPROC.FED_STATS 表を作成できませんでした。十
分なページ・サイズ (少なくとも pagesize) の表スペー
スが見つかりませんでした。

ユーザーの処置: 少なくとも pagesize のページ・サイ
ズの表スペースが存在することを確認してください。

sqlcode: +1790

sqlcode: 01670

SQL1791N 指定したサーバー定義、スキーマ、または
ニックネームは存在しません。

説明: プロシージャー NNSTAT は、サーバー定義、ス
キーマ、およびニックネームを入力として受け入れます
が、そのようなオブジェクトのうちの 1 つ以上が見つ
かりません。

ユーザーの処置: 既存のサーバー定義、スキーマ、また
はニックネームを指定して、ステートメントを再サブミ
ットしてください。

sqlcode: -1791

sqlstate: 42704

SQL1792W リモート・カタログとローカル・カタログ
のスキーマに矛盾があるため、指定したニ
ックネームの統計は完全には更新されませ
んでした。

説明: リモート・スキーマは変更されました。リモート
表またはビューか、あるいはその列または列データ・タ
イプのうちの 1 つのどちらかが、ニックネームの作成
以後に変更されました。

ユーザーの処置: 新しいニックネームを作成して、もう
一度ステートメントを再サブミットしてください。

sqlcode: +1792

sqlcode: 01669

SQL1777N
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SQL1800N 構造体 sqle_request_info への無効なポイ
ンターがカタログ管理コマンド/API に渡
されました。

説明: カタログ管理コマンド/API にパラメーターとし
て渡された、構造体 sqle_request_info へのポインターが
無効でした。クライアント構成援助要求のためには、こ
のポインターは NULL であってはなりません。

ユーザーの処置: sqle_request_info への有効なポインタ
ーを指定し、コマンドを再サブミットしてください。

SQL1801N 要求タイプが無効です。

説明: 指定された要求タイプはこのコマンドでサポート
されていません。

ユーザーの処置: この要求タイプが、次のサポートされ
ている要求タイプの 1 つであることを確認してくださ
い。

1. SQLE_CCA_REQUEST - CCA カタログ・ノードは
カタログに対して要求し、スキャン・コマンドをオ
ープンします

2. SQLE_DAS_REQUEST - DAS カタログ・ノードはカ
タログに対して要求し、スキャン・コマンドをオー
プンします

3. SQLE_CND_REQUEST - CCA および DAS カタロ
グ項目のスキャン・コマンドをオープンします

SQL1802N この要求タイプに属する項目がありませ
ん。

説明: 提供された要求タイプによりカタログを作成され
たノード・ディレクトリーの項目がありません。

ユーザーの処置: 同じ要求タイプを使用して項目をカタ
ログを作成し、コマンドを再サブミットしてください。

SQL1803N 要求された操作は、「パッケージ・ロック
なし」モードでは実行されません。影響を
受けるパッケージは pkgschema.pkgname

0Xcontoken です。

説明: データベース・マネージャーは、現在 「パッケ
ージ・ロックなし」モードで作動しています。このモー
ドは、DB2_APM_PERFORMANCE レジストリー環境変
数を "ON" に設定してアクティブとなっています。

このモードでは、次のクラスの操作は、パッケージでの
影響のために実行できなくなります。

v パッケージを無効にする操作

v パッケージを作動不能にする操作

v パッケージのバインド、再バインド (明示的あるいは
暗黙的) またはドロップ

要求された操作は、このいずれかの方法によりパッケー
ジ pkgschema.pkgname 0Xcontoken に影響を与えるた
め、この操作は許可されません。

ユーザーの処置: "パッケージ・ロックなし" モードで
許可されない操作を実行しないでください。 要求され
た操作を実行するには、"パッケージ・ロックなし" モー
ドを終了する必要があります。 これは、
DB2_APM_PERFORMANCE 環境レジストリー変数の設
定を解除することで実行されます。変数の変更を有効に
するには、データベース・マネージャーを一度停止し
て、再始動してください。

sqlcode: -1803

sqlstate: 57056

SQL1804N 現行接続には既にアクティブ・ステートメ
ントがあり、データ・ソースは単一の接続
で複数のアクティブ・ステートメントを処
理できるようになっていないため、この接
続でそのステートメントを実行できませ
ん。フェデレーテッド・データ・ソースの
名前は、data-source-name です。

説明: DB2_ONE_REQUEST_PER_CONNECTION サー
バー・オプションを 'Y' に設定すると、1 つの接続でア
クティブ・ステートメントを 1 つしかサポートしない
ODBC ドライバーと連携するようにフェデレーテッド・
データ・ソースを構成できます。一般的に、1 つの接続
で複数のアクティブ・ステートメントをサポートする
ODBC ドライバーを使用するときには、
DB2_ONE_REQUEST_PER_CONNECTION サーバー・オ
プションはまったく設定しないか、'N' に設定する必要
があります。

DB2_ONE_REQUEST_PER_CONNECTION サーバー・オ
プションが 'Y' に設定されているフェデレーテッド・デ
ータ・ソースに対して、1 つの接続で複数のステートメ
ントを実行しようとすると、このメッセージが返されま
す。

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で、このエラー
に対応します。

v どの接続においても、ステートメントは一度に 1 つ
だけ実行します。

v ALTER SERVER ステートメントを使用し、次のよう
に DB2_ONE_REQUEST_PER_CONNECTION サーバ
ー・オプションを 'N' に設定することにより、1 つの
接続で複数のステートメントを同時に実行できるよう
にします。

ALTER SERVER <server-name> OPTIONS(
ADD DB2_ONE_REQUEST_PER_CONNECTION ’N’)

sqlcode: -1804

SQL1800N
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sqlstate: 57064

SQL1805N 挿入、更新、または削除の操作においてニ
ックネームの使用法がサポート対象外であ
るため、操作は処理されませんでした。

説明: ニックネームとは、アプリケーションが表やビュ
ーなどのデータ・ソース・オブジェクトを参照するのに
使用する ID のことです。フェデレーテッド環境では、
フェデレーテッド・システムには存在してもフェデレー
テッド・データベース自体には存在しないオブジェクト
を参照するためにニックネームを使用する必要がありま
す。

フェデレーテッド環境での挿入、更新、または削除の操
作でニックネームを使用するときには、制約事項があり
ます。例えば、次のような制約事項があります。

v 大きい SQL ステートメントの副節の中で
INSERT、UPDATE、または DELETE ステートメント
がネストされている場合、ネストされているステート
メントではニックネームを参照できません。

v 挿入、更新、または削除の操作を実行する SQL プロ
シージャーは、ニックネームを参照できません。

v トリガーの本体にある挿入、更新、または削除の操作
では、ニックネームを参照できません。

挿入、更新、または削除の操作において、サポートされ
ないこれらいずれかの方法でニックネームの使用を試行
すると、このメッセージが返されます。

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で、このメッセ
ージに応答します。

v フェデレーテッド・システムには存在してもフェデレ
ーテッド・データベース自体には存在しないデータ・
ソース・オブジェクトを更新するには、コンパウンド
SQL ステートメント、SQL プロシージャー、および
トリガー以外の方式を使用します。

v ニックネームまたは統合された 3 部構成の名前に対
する挿入、更新、または削除の操作すべてを、コンパ
ウンド SQL ステートメント、SQL プロシージャ
ー、またはトリガーから除去します。

sqlcode: -1805

sqlstate: 429A9

SQL1806N 2 フェーズ・コミット・トランザクション
では無効であるフェデレーテッド・サーバ
ー・トポロジーに対してトランザクション
が分散されているため、この 2 フェー
ズ・コミット・トランザクションは失敗し
ました。

説明: 2 フェーズ・コミット・トランザクションでは、
次のような、X/Open 分散トランザクション処理 (DTP)

モデルの複数の構成要素があります。

v トランザクション ID

v トランザクション・マネージャー

v リソース・マネージャー

フェデレーテッド・システムでは、次の追加構成要素が
あります。

v フェデレーテッド・サーバーがフェデレーテッド・ト
ランザクション・マネージャーになる

フェデレーテッド・トランザクション・マネージャー
は、トランザクション・マネージャーの代わりにトラン
ザクション管理機能の一部を実行し、XA インターフェ
ースを使用してトランザクション・マネージャーとやり
取りします。フェデレーテッド・トランザクション・マ
ネージャーは、クライアントまたはトランザクション・
マネージャーから 2 フェーズ・コミット要求を受け取
り、フェデレーテッド 2 フェーズ・コミット要求をフ
ェデレーテッド・データ・ソースに送信します。

このメッセージは、あるフェデレーテッド・サーバー B

が別のフェデレーテッド・サーバー A からフェデレー
テッド 2 フェーズ・コミット要求を受け取り、フェデ
レーテッド・サーバー B がフェデレーテッド 2 フェー
ズ・コミット要求をデータ・ソース C に送信する必要
がある場合に返されます。

ユーザーの処置:

1. 失敗したトランザクションに加え、失敗したトラン
ザクションに関係するフェデレーテッド・サーバ
ー・トポロジーとリモート・データ・ソースを確認
してください。

2. フェデレーテッド・サーバーが、同じトランザクシ
ョンの中でフェデレーテッド 2 フェーズ・コミット
要求の受け取りとデータ・ソースへのフェデレーテ
ッド 2 フェーズ・コミット要求の送信を両方とも行
う必要があることのないように、フェデレーテッ
ド・サーバー・トポロジーとリモート・データ・ソ
ースを変更してください。

SQL1807N フェデレーテッド・データ・ソースに対す
る SQL ステートメントの一部が指定デ
ータ・ソースではサポートされないため、
この SQL ステートメントの実行は失敗
しました。フェデレーテッド・データ・ソ
ースの名前は、data-source-name です。サ
ポートされない節: clause。

説明: フェデレーテッド・データ・ソースごとに、サポ
ートされる SQL ステートメントの構文が異なります。
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このメッセージは、示されたフェデレーテッド・デー
タ・ソースではサポートされない SQL 構文または SQL

節、あるいは示されたフェデレーテッド・データ・ソー
スの現行の構成と両立しない SQL 構文または SQL 節
の使用を試みると、返されます。

このメッセージは、以下の理由で返される可能性があり
ます。

v DEFAULT キーワードを指定した SQL ステートメン
トの実行が照会言語構文でサポートされないフェデレ
ーテッド・データ・ソースに対して、値に DEFAULT

キーワードを含む SQL ステートメントの実行が試行
されました。

v 挿入、更新、または削除の操作を許可しない構成にな
っているフェデレーテッド・データ・ソースで、更新
可能なカーソルを開こうとしました。つまり、
DB2_IUD_ENABLE サーバー・オプションが 'N' に設
定されているデータ・ソースに対して、FOR

UPDATE OF 節が含まれるステートメントが実行され
ています。

ユーザーの処置: メッセージが返された理由に応じて、
このメッセージに対応してください。

v ステートメントに DEFAULT キーワードが含まれて
いる場合には、DEFAULT キーワードを指定せずにス
テートメントを書き直し、ステートメントを再実行し
ます。

v カーソルを開こうとしている場合は、以下のいずれか
の方法で対応してください。

– カーソルが作成されているステートメントでデータ
の挿入、更新、または削除が行われない場合には、
カーソルを読み取り専用で再作成します。

– 以下のコマンドを使用して DB2_IUD_ENABLE を
'Y' に設定することにより、挿入、更新、および削
除の操作を有効にします。

ALTER SERVER <server-name> OPTIONS(
ADD DB2_IUD_ENABLE ’Y’)

挿入、更新、および削除の操作を許可するようにデ
ータ・ソースを構成した後、カーソルを再作成しま
す。

SQL1808N フェデレーテッド環境では無効であるアク
セス・プランが照会オプティマイザーで生
成されたため、SQL ステートメントの実
行は失敗しました。理由コード:

reason-code

説明: アクセス・プランは、EXPLAIN 可能ステートメ
ントを解決するために必要なデータにアクセスする操作
順序を指定します。照会オプティマイザーは、EXPLAIN

可能な SQL または XQuery ステートメントがコンパイ

ルされる度にアクセス・プランを生成します。

このメッセージは、フェデレーテッド環境では無効なア
クセス・プランがオプティマイザーで生成されたときに
返されます。アクセス・プランのどの部分が無効である
かについて、以下の理由コードで示されます。

1

述部の一部が見つかりません。

2

ステートメントには、位置指定更新操作または
位置指定削除操作が含まれています。位置指定
更新操作または位置指定削除操作は、結果セッ
トのデータを変更する更新操作または削除操作
です。位置指定更新操作と位置指定削除操作で
は、カーソルを使用する必要があります。

3

ニックネームの列に 1 つの要素が見つかりま
せん。

アクセス・プランについて何が無効であるかに関するこ
の情報は、IBM サポート担当員向けの付加情報です。

ユーザーの処置: 以下の手順を実行してこのエラーに対
応します。

1. オプティマイザーで別のアクセス・プランが作成さ
れるようにステートメントを書き換えます。

2. ステートメントを再び実行します。

3. 書き換えた後も引き続きステートメントが失敗する
場合には、診断情報を収集し、IBM サポートに連絡
して支援を得てください。

sqlcode: -1808

sqlstate: 58004

SQL1809N ラッパーの本体の照会の一部はローカルで
評価する必要があるため、トラステッド・
ラッパーの挿入、更新、または削除操作は
失敗しました。ラッパー名:

wrapper-name。

説明: ニックネームまたは統合された 3 部構成の名前
を参照する挿入、更新、または削除操作の実行は、ロー
カル・データベース・パーティションではサポートされ
ません。

このメッセージは、トラステッド・ラッパーを使用して
ローカル・データベース・パーティション上の表を照会
する SQL ステートメントの結果セット上で更新可能カ
ーソルを開こうとすると返されます。
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ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で、このエラー
に対応します。

v 挿入、更新、または削除の操作が不要な場合は、カー
ソルを読み取り専用として再オープンします。

v DB2_FENCED ラッパー・オプションを 'Y' に設定し
て ALTER WRAPPER ステートメントを使用するこ
とによりラッパーを変更してトラステッドを解除し、
カーソルを再オープンします。

SQL1810N ローカルで評価する必要がある要素とリモ
ートで評価する必要がある要素がステート
メントに含まれているため、挿入ステート
メントまたは更新ステートメントが実行さ
れなかったか、カーソルを開くことができ
ませんでした。

説明: フェデレーテッド環境では、SQL ステートメン
トの各部の評価をローカルとリモートのどちらで行うか
については多くの要因が関係します。例えば、次のよう
な要因があります。

v 照会オプティマイザーがより効率的であると判断し
て、リモートではなくローカルで SQL ステートメン
トの一部が実行されることがあります。

v リモート・データ・ソースでは評価できないために
SQL ステートメントの一部がローカルで実行される
こともあります。例えば:

– リモート・データ・ソースによってサポートされな
い関数または構文がステートメントの式に含まれて
いる場合には、ステートメントをローカルで評価す
る必要があります。

– VALUES 節を指定した INSERT ステートメントと
SET 節を指定した UPDATE ステートメントは両
方ともローカルで評価する必要があります。

このメッセージは、以下の場合に返されます。

v フェデレーテッド・データ・ソースの表を参照する照
会の結果セット上で位置指定更新を実行しようとする
が、照会の式はローカルでしか評価できない場合。

v ローカルでしか評価できない要素とリモートでしか評
価できない要素が含まれるステートメントを実行しよ
うとしている場合。

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で、このエラー
に対応します。

v VALUES 節を指定した INSERT ステートメントと
SET 節を指定した UPDATE ステートメントのどちら
も使用しないようにステートメントを変更してから、
ステートメントを再実行します。

v 結果セット上でカーソルを開こうとしたときにこのメ
ッセージが返され、更新または削除の操作が不要な場
合、カーソルを読み取り専用として再オープンしま
す。

v データ・ソースによってサポートされない要素がステ
ートメントに含まれないようにステートメントを変更
することにより、ローカルでステートメントを評価せ
ずにフェデレーテッド・データベースからフェデレー
テッド・データ・ソースにステートメントが送信され
るようにします。

SQL1815N データベース・パーティション・フィーチ
ャーが使用可能である場合には、フェデレ
ーションは XML データに対してサポー
トされません。

説明: データベース・パーティション・フィーチャーが
使用可能である場合、XML データ・タイプ列があるリ
モート表に対してニックネームは作成できません。

ユーザーの処置: XML データでフェデレーションを使
用するには、データベース・パーティション・フィーチ
ャーを使用可能にせずに、新規データベース・インスタ
ンスを作成してください。

sqlcode: -1815

sqlstate: 55076

SQL1816N ラッパー wrapper-name を、フェデレーテ
ッド・データベースに定義を試みているデ
ータ・ソース (server-type server-version)

の type-or-version にアクセスするために
使用することはできません。

説明: 指定したラッパーは、定義するデータ・ソースの
タイプまたはバージョンをサポートしていません。

ユーザーの処置: 資料を調べて、そのデータ・ソースの
タイプおよびバージョンをサポートするラッパーを見つ
けてください。 CREATE WRAPPER ステートメントに
よって、ラッパーはフェデレーテッド・データベースに
登録されていなければなりません。 そのラッパーが指
定されるよう CREATE SERVER ステートメントを再コ
ーディングし、もう一度 CREATE SERVER ステートメ
ントを実行してください。

sqlcode: -1816

sqlstate: 560AC

SQL1817N CREATE SERVER ステートメントは、
フェデレーテッド・データベースに定義す
るデータ・ソースの type-or-version を識
別していません。
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説明: 指定したラッパーを CREATE SERVER ステー
トメントが参照している場合、そのステートメントは、
フェデレーテッド・データベースに定義されるデータ・
ソースの type-or-version を識別していなければなりませ
ん。

ユーザーの処置: CREATE SERVER ステートメント
で、定義されるデータ・ソースの type-or-version が指定
されるよう、type-or-version オプションをコーディング
してください。 その後、もう一度 CREATE SERVER

ステートメントを実行してください。

sqlcode: -1817

sqlstate: 428EU

SQL1818N サブミットした ALTER SERVER ステ
ートメントを処理できませんでした。

説明: ALTER SERVER ステートメントが参照してい
るデータ・ソース (またはデータ・ソースのカテゴリー)

内の表またはビューのニックネームを参照する SELECT

ステートメントによる作業単位で、その ALTER

SERVER ステートメントは処理されます。

ユーザーの処置: 作業単位を完了させた後、ALTER

SERVER ステートメントを再サブミットしてください。

sqlcode: -1818

sqlstate: 55007

SQL1819N サブミットした DROP SERVER ステー
トメントを処理できませんでした。

説明: DROP SERVER ステートメントが参照している
データ・ソース (またはデータ・ソースのカテゴリー)

内の表またはビューのニックネームを参照する SELECT

ステートメントによる作業単位で、その DROP

SERVER ステートメントは処理されます。

ユーザーの処置: 作業単位を完了させた後、DROP

SERVER ステートメントを再サブミットしてください。

sqlcode: -1819

sqlstate: 55006

SQL1820N LOB 値に対するアクションが失敗しまし
た。 理由コード = reason-code

説明: 理由コードには、以下のものがあります。

1. LOB 値を格納するのに十分なバッファー・スペース
がありませんでした。

2. このリモート・データ・ソースは、LOB データ・タ
イプでの現行アクションをサポートしていません。

3. 内部プログラム制限を超えているものがあります。

ユーザーの処置: LOB のサイズを削減するか、または
LOB データ・タイプで適用されている関数を置換して
ください。最後の手段として、ステートメントから
LOB データ・タイプを除去してください。

sqlcode: -1820

sqlstate: 560A0

SQL1821W 検索された LOB 値は変更されている可
能性があります。

説明: LOB 値は、据え置き検索基盤で評価されます。
LOB 値は最初にアクセスされたときと、実際に検索さ
れたときの間で変更されている可能性があります。

ユーザーの処置: "deferred_lob_retrieval" を "N" in

SYSSERVEROPTIONS にセットし、照会を再サブミッ
トするか、警告を無視してください。

sqlcode: +1821

sqlstate: 01621

SQL1822N 予期しないエラー・コード error-code を
データ・ソース data-source-name から受
け取りました。関連テキストとトークンは
tokens です。

説明: データ・ソースを参照中に、フェデレーテッド・
サーバーは DB2 と同等のものにマップしないデータ・
ソースから予期しないエラー・コードを受け取りまし
た。

考えられるエラー・コードには以下が含まれます。

v 4901 15 よりも多いカーソルをオープンしようとして
います

v 4902 行サイズが 32K の制限を超えました

このエラーは、データ・ソースが使用できない場合にも
返される可能性があります。

ユーザーの処置: このデータ・ソースで指定された適切
なメッセージの位置およびエラーの訂正可能なアクショ
ンにより、問題の根本の原因を識別し、訂正してくださ
い。

sqlcode: -1822

sqlstate: 560BD

SQL1823N サーバー server-name からデータ・タイプ
data-type-name に存在するデータ・タイ
プ・マッピングがありません。

説明: 試行は、オブジェクトのニックネームを作成させ
ました。 オブジェクトの 1 つ以上の列のタイプが現在
フェデレーテッド・サーバーにとって不明です。不明タ
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イプの名前はこのメッセージにリストされています。

ユーザーの処置: CREATE TYPE MAPPING ステート
メントを使用して指定されたサーバーのタイプ名を指定
したマップを作成してください。

sqlcode: -1823

sqlstate: 428C5

SQL1824W この UNION ALL のオペランド内の基本
表のいくつかは、同じ表の可能性がありま
す。

説明: ニックネームはリモート基本表、リモート・ビュ
ー、リモート別名またはリモート・ニックネームを参照
することができます。 UNION ALL ビューの 2 つのオ
ペランドが異なるニックネームを参照する場合、これら
のオペランドは同じ表を指している可能性があります
(両方がリモート基本表として知られているのではない場
合)。このメッセージはユーザーに、1 つのリモート基本
表が 2 つのオペランドを介して更新または削除によっ
て 2 回更新または削除をしている可能性があることを
警告するのに発行されます。

ユーザーの処置: すべてのオペランドが異るリモート表
を示していることを確認してください。 2 つのオペラ
ンドが同じリモート基本表を指している場合、更新また
は削除操作を反転するロールバックを発行していると見
なします。

sqlcode: +1824

sqlstate: 01620

SQL1825N フェデレーテッド・データ・ソースに対す
る SQL ステートメントの一部がフェデ
レーテッド環境ではサポートされないた
め、この SQL ステートメントの実行は
失敗しました。フェデレーテッド・デー
タ・ソースの名前は、data-source-name で
す。理由コード: reason-code

説明: フェデレーテッド・システムでの
INSERT、UPDATE、または DELETE ステートメントの
使用には、いくつかの制約事項が適用されます。

このメッセージが返された特定の理由が、以下の理由コ
ードで示されます。

1

フェデレーテッド・データベースで、LOB デ
ータの挿入、更新、または削除が試行されまし
た。

2

UNION ALL 節で作成されたビューに対して、
挿入、更新、または削除の操作実行が試行され
ました。

ユーザーの処置: 以下のように、理由コードに応じてこ
のメッセージに対応します。

1

示されたデータ・ソースの LOB データの挿
入、更新、または削除は、データ・ソースのネ
イティブ・インターフェースを使って実行しま
す。

2

挿入、更新、または削除の操作で UNION ALL

ビューを使用しないようにステートメントを書
き換え、ステートメントを再実行します。

sqlcode: -1825

sqlstate: 429A9

SQL1826N システム・カタログ・オブジェクト
object-name で、column-name 列に対して
無効な value 値が列に対して指定されま
した。

説明: システム・カタログ・オブジェクト object-name

で、column-name 列に対して無効な value 値が列に対し
て指定されました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 指定されたシステム・カタログ・オブ
ジェクトの指定された列の有効な値については、「SQL

リファレンス」を参照してください。ステートメントを
訂正して、もう一度やり直してください。

sqlcode: -1826

sqlstate: 23521

SQL1827N サーバー server-name に対するローカル許
可 ID auth-ID で定義されるユーザー・マ
ッピングはありません。

説明: 定義されていないユーザー・マッピングをドロッ
プあるいは変更しようとしました。

ユーザーの処置: ALTER USER MAPPING ステートメ
ントの場合、まず、CREATE USER MAPPING ステー
トメントを使用しているユーザー・マッピングを作成し
てください。それから、ユーザー・マッピングを変更し
ます。 DROP USER MAPPING ステートメントの場
合、ユーザー・マッピングがないため、これ以上のアク
ションは不要です。

sqlcode: -1827
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sqlstate: 42704

SQL1828N リモート・サーバー server-name またはリ
モート・サーバーのグループに対して、サ
ーバー・オプション option-name が定義
されていません: サーバー・タイプ
server-type、バージョンserver-version、お
よびプロトコル server-protocol

説明: 定義されていないサーバー・オプションをドロッ
プあるいは変更しようとしました。

ユーザーの処置: ALTER SERVER ステートメントの
場合は、まず、CREATE SERVER ステートメントを使
用してサーバー・オプションを作成してください。それ
から、サーバー・オプションを変更します。 DROP

SERVER ステートメントの場合は、サーバーのサーバ
ー・オプションが存在しないため、これ以上のアクショ
ンは不要です。

sqlcode: -1828

sqlstate: 42704

SQL1829W フェデレーテッド・サーバーが、データ・
ソース server-name から警告メッセージ
warning-code を受け取りました。関連テ
キストとトークンは tokens です。

説明: 不明の警告 warning-code がデータ・ソース
server-name で発生しました。メッセージのトークンは
tokens です。

ユーザーの処置: データ・ソースに関する診断情報を使
用して、取るべき修正アクションがあれば、それを判別
してください。

sqlcode: +1829

sqlstate: 0168O

SQL1830N RETURNS 節は、EXPRESSION AS 節を
使用して、述部指定より先に指定しなけれ
ばなりません。

説明: RETURNS 節が、EXPRESSION AS 節の入った
PREDICATE 節の前に指定されていません。 RETURNS

節が述部指定の後に組み込まれているか、または欠落し
ている可能性があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: PREDICATE 節の前に RESULTS 節
を置いて CREATE FUNCTION ステートメントを指定
してください。

sqlcode: -1830

sqlstate: 42627

SQL1831N 副表 subtable-name の表統計は更新できま
せん。

説明: ステートメントは、副表として定義されている表
subtable-name に対して NPAGES、 FPAGES、または
OVERFLOW の統計値を更新しようとしています。型付
き表の場合、これらの統計は表階層のルート表を使用し
て更新することしかできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 副表の代わりに、表階層のルート表に
対するカタログ統計を更新してください。

sqlcode: -1831

sqlstate: 428DY

SQL1832N SQL 関数として定義されているため、ル
ーチン routine-name をフィルターを定義
するために使用できません。

説明: ルーチン (関数または方式) routine-name が、ユ
ーザー定義の述部指定または索引拡張子定義として
FILTER 節に指定されています。このルーチンを
LANGUAGE SQL で定義することはできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: LANGUAGE SQL で定義されていな
い関数を指定してください。

sqlcode: -1832

sqlstate: 429B4

SQL1833N ポート port_number 上で、リモート拡張
検索サーバー host_name への接続を確立
できなかったか、接続が終了しました。

説明: 拡張検索ラッパーが、ポート port_number 上
で、リモート拡張検索サーバー host_name へ接続しよう
としましたが、確立できなかったか、またはリモート・
サーバーによって終了しました。

ユーザーの処置: リモート拡張検索サーバーのホスト名
とポート番号を確認してください。拡張検索サーバーが
稼働中であるかどうかも確認してください。

SQL1834N ユーザー定義列 column_name は、ラッパ
ー Wrapper_name の固定列と同一です
が、異なるデータ・タイプを使用していま
す。

説明: CREATE NICKNAME ステートメントまたは
ALTER NICKNAME ステートメントには、ラッパー
Wrapper_name の固定列と同じ名前のユーザー定義列が
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含まれていますが、別のデータ・タイプを使用していま
す。

ユーザーの処置: CREATE NICKNAME ステートメン
トの列定義で、ラッパー Wrapper_name の固定列を指定
しないようにしてください。固定列を指定する場合に
は、固定列の名前とデータ・タイプ/データ・タイプ長が
固定列定義と一致していなくてはなりません。固定列ま
たはデータ・タイプを変更することは許可されません。

SQL1835N タイプ object_type の拡張検索オブジェク
ト object_name が、リモート拡張検索サ
ーバー es_host_name で見つかりませんで
した。

説明: タイプ object_type の拡張検索オブジェクト
object_name が、リモート拡張検索サーバー
es_host_name で見つかりませんでした。

ユーザーの処置: オブジェクト名がこのサーバーに定義
されており、そのタイプは object_type であることを確
認してください。

SQL1836N ユーザー定義列 column_name およびリモ
ート拡張検索サーバー es_host_name のフ
ィールド名との間に列のマッピングが存在
しません。

説明: DATASOURCE または CATEGORY オプション
で指定されたデータ・ソースのいずれにも、ユーザー定
義列 column_name と同一のフィールド名は含まれてい
ません。

ユーザーの処置: 列名が、次のどちらかのフィールドで
定義されていることを確認してください。

v DATASOURCE オプションで指定されたデータ・ソー
ス

v CATEGORY オプションで指定されたカテゴリーのデ
ータ・ソース

SQL1837N option_type オブジェクト object_name の
必須指定のオプション option_name は、
ドロップできません。

説明: オプションの中には、フェデレーションで必要な
ものがあります。オプションをドロップできません。

ユーザーの処置: このデータ・ソースのフェデレーショ
ンの資料を参照して、オプションを別の値に設定するこ
とが可能かどうかを確認してください。関連オブジェク
トをドロップすることが必要な場合があります。

sqlcode: -1837

sqlstate: 428GA

SQL1838N 検索ステートメント statement が、無効な
拡張検索照会です。

説明: 拡張検索ラッパーが、リストにある検索ステート
メントを処理しようとしましたが、構文に誤りがあるた
め、照会ができませんでした。

ユーザーの処置: 検索ステートメントを訂正して、要求
をもう一度やり直してください。 拡張検索ニックネー
ムを使用している場合の、有効な SQL 検索ステートメ
ントの作成に関する情報は、ドキュメンテーションを参
照してください。

SQL1839N 1 つ以上の検索パラメーターが無効です。

説明: 拡張検索ラッパーは、指定された検索パラメータ
ーを使用しようとしましたが、このパラメーターは拡張
検索では無効です。

ユーザーの処置: 有効な SQL 検索ステートメントの書
き方の情報に関しては、「IBM DB2 Life Sciences Data

Connect Planning, Installation, and Configuration Guide

(Part: Extended Search Wrapper)」を参照してください。

SQL1840N option-type オプション option-name を
object-name オブジェクトに追加すること
はできません。

説明: このオプションは追加できません。オプションの
中にはオブジェクトによって設定するものがあり、それ
らは追加したりオーバーライドしたりできません。

ユーザーの処置: このデータ・ソースのフェデレーショ
ンの資料を参照してください。このオブジェクトに関連
するオプションに対して有効なアクションについて調べ
てください。

sqlcode: -1840

sqlstate: 428GA

SQL1841N object-name オブジェクトについて、
option-type オプション option-name の値
は変更できません。

説明: このオプションの値はドロップできません。オプ
ションの中にはオブジェクトによって設定するものがあ
り、それらは追加したりオーバーライドしたりできませ
ん。

ユーザーの処置: このデータ・ソースのフェデレーショ
ンの資料を参照してください。このオブジェクトに関連
するオプションに対して有効なアクションについて調べ
てください。関連オブジェクトをドロップし、新しいオ
プション値によりそれを作成しなおすことが必要な場合
があります。 SET SERVER OPTION ステートメントに
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対する応答としてこのメッセージが出された場合は、
ALTER SERVER ステートメントを使用することが必要
になることがあります。

sqlcode: -1841

sqlstate: 428GA

SQL1842N text の付近にあるオブジェクト
object-name のタイプ option-type のオプシ
ョン option-name が無効です。理由コー
ド = reason-code

説明: 指定されたオプションの構文が無効であるか、ま
たはオプションを指定された値に設定できません。エラ
ーに関するさらに詳しい情報が理由コードによって示さ
れます。理由コードには、以下のものがあります。

01

予期しない文字です。

02

エレメント名または属性名が予期されていまし
たが、見つかりませんでした。

03

参照の後、最小/最大オカレンスが予期されま
す。

04

属性名の後に複数個のコロンがあります。

05

最小/最大オカレンスが整数値ではありません。

06

最小/最大オカレンスが範囲外です。

07

最小オカレンスが最大オカレンスより大きくな
っています。

08

列テンプレート・オプションの中の参照が列
("column") ではありませんでした。

09

名前空間指定に '=' 区切り文字が欠落していま
す。

10

名前空間指定に開始引用符または終了引用符が
欠落しています。

11

テンプレート内で参照が重複しています。

12

DB2 インスタンスが 32 ビットの場合は、ラ
ッパー・オプション option-name は許可されて
いません。

13

2 つのラッパー・オプションまたはオプション
値に互換性がありません。ラッパー・オプショ
ン option-name は、"DB2_FENCED" が "Y" に
設定されている場合にのみ有効です。

14

ラッパー・オプション option-name は、この特
定のプラットフォーム上ではサポートされてい
ません。

15

ラッパーがスレッド・セーフではないため、ラ
ッパーをこのプラットフォーム上の DB2 スレ
ッド型エンジンにロードできません。

16

wait-time パラメーターの有効な最小値は 1000

マイクロ秒です。

ユーザーの処置: このデータ・ソースのフェデレーショ
ンの資料を参照してください。正しいオプション構文に
ついて確認し、ステートメントをコーディングしなおし
てください。理由コードには、以下のものがあります。

01

指定された位置の付近にあるオプション値につ
いて調べ、無効な文字を変更または削除してく
ださい。

02

指定された位置の付近にあるオプション値につ
いて調べ、構文を訂正してください。

03

テンプレート・オプション値内の各参照の後に
範囲指定 "[min,max]" が指定されていることを
確認してください。

04

テンプレートでサポートされる名前の修飾は 1

レベルだけです。余分の修飾を除去してくださ
い。

05

範囲指定の最小オカレンス値と最大オカレンス
値が整数であることを確認してください。

06
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範囲指定 "[min,max]" の値が、このデータ・ソ
ースで可能な範囲内であることを確認してくだ
さい。

07

範囲指定を訂正してください。最初の数値は第
2 の数値以下でなければなりません。

08

列テンプレート・オプション値内の参照を、ト
ークン 'column' で置き換えてください。

09,10

名前空間オプション値を、'name="specification"'

という形式でコーディングしなおしてくださ
い。

11

テンプレートをコーディングしなおしてくださ
い。参照が反復しないようにしてください。

12

32 ビット DB2 インスタンス用の option-name

ラッパー・オプションを指定しないでくださ
い。

13

"DB2_FENCED" ラッパー・オプションのオプ
ション値を調べてください。

14

「SQL リファレンス」を参照して、必要なラ
ッパー・オプションを調べてください。このデ
ータ・ソースには 64 ビット・クライアントを
インストールして使用してください。

15

"DB2_FENCED" ラッパー・オプションに値 Y

を指定してください。

16

有効な wait-time 値を指定してステートメント
を再発行してください。

sqlcode: -1842

sqlstate: 42616

SQL1843N nickname-name.column-name ニックネーム
列に対して operator-name 演算子はサポー
トされていません。

説明: 一部のデータ・ソースでは、ニックネーム列と共
に指定できる演算子に制限があります。

ユーザーの処置: このデータ・ソースのフェデレーショ
ンの資料を参照してください。ステートメントをコーデ
ィングしなおし、無効な式を除去または変更してくださ
い。その後、ステートメントを再びサブミットしてくだ
さい。

sqlcode: -1843

sqlstate: 429BP

SQL1844W 列 column-name のデータは、リモート・
データ・ソースとフェデレーテッド・サー
バーの間で切り捨てられました。

説明: リモート・データ・ソースとフェデレーテッド・
サーバーの間でのデータ転送において、文字が切り捨て
られました。切り捨てはさまざまな状況で発生すること
があります。その中には、ニックネーム列定義が不正で
ある (リモート・データ・ソース列データに対して列が
小さすぎる) 場合や、リモート・データ・ソースから戻
されるデータのサイズに制限がある変換またはタイプ
cast 関数が存在する場合が含まれます。

ユーザーの処置: この問題を訂正するには、リモート・
データ・ソースから戻されるデータのサイズに制限があ
るかもしれないタイプ・キャストまたは変換関数が、ス
テートメントに含まれているかどうかを確認してくださ
い。ステートメントにそのような関数が含まれているな
ら、データ・ソースからもっと大きいデータが戻される
ことが可能になるよう、ステートメントをコーディング
しなおしてください。その後、ステートメントを再びサ
ブミットしてください。ステートメントにそのような関
数が含まれていない場合、または関数を訂正しても問題
が解決しない場合、 DB2 カタログの中のニックネーム
のローカル列指定を調べてください。 ALTER

NICKNAME ステートメントまたは DROP NICKNAME

および CREATE NICKNAME ステートメントを使用す
ることにより、列指定を変更して、列サイズがリモー
ト・データ・ソースから戻されるデータの入る大きさに
なるようにしてください。

sqlcode: +1844

sqlstate: 01004

SQL1846N object-name-1 オブジェクトの
option-type-1 オプション option-name-1

が、 object-name-2 オブジェクトの
option-type-2 オプション option-name-2 と
矛盾しています。

説明: 2 つ以上の互換性のないオプションまたはオプシ
ョン値が指定されました。

ユーザーの処置: このデータ・ソースのフェデレーショ
ンの資料を参照してください。このオブジェクトで指定

SQL1843N

第 4 章 SQL1500 - SQL1999 373



できる有効なオプションを確認してください。その後、
再度ステートメントをコーディングおよびサブミットし
てください。

sqlcode: -1846

sqlstate: 42867

SQL1847N object-name object-type のテンプレート置
換エラー。理由コード = reason-code。追
加テキストおよびトークン text。

説明: XML 文書の構築中に、ラッパーがテンプレート
の値を置換しようとして問題を検出しました。ニックネ
ーム・レベルと列レベルのテンプレートの間に矛盾があ
ることが原因であると思われます。理由コードには、以
下のものがあります。

01

参照名がテンプレート中に見つからない。欠落
している参照が追加テキストの中で示されま
す。

02

属性参照をエレメント・コンテンツによって置
換できない。エラーのある参照が追加テキスト
の中で示されます。

ユーザーの処置: このデータ・ソースのフェデレーショ
ンの資料を参照してください。さらに詳しい診断情報が
db2diag ログ・ファイルに記録されている場合がありま
す。必要に応じて、 ALTER NICKNAME ステートメン
トを使用することによりテンプレートの構文を訂正して
ください。その後、元のステートメントを再びサブミッ
トしてください。

sqlcode: -1847

sqlstate: 428G9

SQL1860N 表スペース tablespace-name は、表スペー
ス tablespace-name と互換性がありませ
ん。理由コード = reason-code。

説明: 指定された表スペースは、以下のいずれかの理由
で互換性がありません。

1

パーティション表のすべての表スペース (デー
タ、LONG、索引) が、同じデータベース・パ
ーティション・グループでなければなりませ
ん。

2

パーティション表のデータ表スペースは、すべ
て SMS、すべて REGULAR DMS、またはす

べて LARGE DMS のいずれかでなければなり
ません。パーティション索引の索引表スペース
は、すべて REGULAR DMS、またはすべて
LARGE DMS でなければなりません。

3

すべてのデータ表スペースのページ・サイズが
同じでなければなりません。すべての索引表ス
ペースのページ・サイズが同じでなければなり
ません。すべての LONG 表スペースのペー
ジ・サイズが同じでなければなりません。ただ
し、データ表スペース、索引表スペース、およ
び LONG 表スペースのページ・サイズは、そ
れぞれ異なっていても構いません。

4

各データ表スペースのエクステント・サイズ
は、他のデータ表スペースのエクステント・サ
イズと同じでなければなりません。各索引表ス
ペースのエクステント・サイズは、他の索引表
スペースのエクステント・サイズと同じでなけ
ればなりません。LONG データの格納に使用さ
れる表スペースのエクステント・サイズも、す
べての表スペースについて同じでなければなり
ません。ただし、さまざまな目的に使用される
表スペースのエクステント・サイズは、一致し
ている必要はありません。

5

パーティション化表の LONG データは、どの
データ・パーティションについてもデータと同
じ表スペースに格納されていなければなりませ
ん。または、いずれも対応するデータ・パーテ
ィションの表スペースとは異なる複数の
LARGE 表スペースに格納されていなければな
りません。このエラーは、データ表スペースと
は異なるが LARGE 表スペースではない表スペ
ースを指定する LONG IN 節が使用された場合
に発生することがあります。 LONG IN は、デ
ータ表スペースと等しい REGULAR 表スペー
スを指定する場合のみ使用できます (つまり、
LONG IN 節はそれが完全に省略された場合の
デフォルトの動作と同じくデータ表スペースを
指定するだけであり、LONG IN 節を冗長的に
使用する場合になります)。

ユーザーの処置: 表の他の表スペースに一致する表スペ
ースを指定してください。

sqlcode: -1860

sqlstate: 42838
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SQL1870N キー・シーケンス列が範囲外であるため、
範囲がクラスター化された表に行を挿入で
きませんでした。

説明: キー・シーケンスの値が定義された範囲外である
ため、範囲がクラスター化された表に行を挿入できませ
んでした。

ユーザーの処置: 範囲がクラスター化された表で定義さ
れた範囲を参照するには、この表に定義された制約を照
会し、「RCT」という名前の制約を検索します。 例え
ば、 SELECT * FROM SYSIBM.SYSCHECKS WHERE

NAME='RCT' AND TABLE=<rct table-name> としま
す。

v 有効な WITH OVERFLOW オプションで、範囲がク
ラスター化された表をドロップおよび再作成できま
す。これにより、範囲がクラスター化された表が作成
され、範囲外のレコードが処理可能になりますが、配
列は保証されず、ロックの危険性が高くなります。

v このレコードが含まれる新しい範囲定義で、範囲がク
ラスター化された表をドロップおよび再作成できま
す。

v 範囲がクラスター化された表レコードの UNION ALL

であるビューを定義し、範囲外のレコードが含まれる
別個の表を作成できます。これにより、挿入、更新、
削除、マージ、および照会をビューで実行できます。

sqlcode: -1870

sqlstate: 23513

SQL1871N この機能は範囲がクラスター化された表で
はサポートされません。理由コード =

reason-code。

説明: 一部の機能は範囲がクラスター化された表では使
用できません。理由コード:

1

VALUE COMPRESSION および COMPRESS

SYSTEM DEFAULT は使用できません。

2

クラスタリング索引が範囲がクラスター化され
た表で作成できません。

3

列の追加はサポートされていません。

4

SET DATA TYPE はサポートされていませ
ん。

5

PCTFREE の変更はサポートされていません。

6

APPEND モードの変更はサポートされていま
せん。

7

列属性は変更できません。

8

型付き表はサポートされていません。

10

ALTER TABLESPACE および REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP コマンド
は、範囲がクラスター化された表を含む表スペ
ースの定義に使用されたデータベース・パーテ
ィション・グループではサポートされていませ
ん。

11

LOAD ユーティリティーはサポートされていま
せん。

12

表の再編成はサポートされていません。

13

表の切り捨てはサポートされていません。

14

タイプ XML の列を使用できません。

15

COMPRESS YES はサポートされていません。

17

この理由コードは、パーティション・データベ
ース環境で範囲がクラスター化された表を作成
しようとしたが、CREATE TABLE ステートメ
ントで指定された分散キーとシーケンス・キー
との関係に問題がある場合に返されます。問題
は、DISTRIBUTE BY HASH 節で指定された
分散キーが、ORGANIZE BY KEY SEQUENCE

節で指定されたシーケンス・キーの列の単一の
列サブセットでないというものです。

分散キーとシーケンス・キーの間のこの関係
を、以下の例に示します。

例 1: 分散キーがシーケンス・キーの単一の列
サブセットである。

CREATE TABLE ...
ORGANIZE BY KEY SEQUENCE (colA, colB)
... DISTRIBUTE BY HASH (colA)
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例 2 (エラー): 分散キーがシーケンス・キーの
単一の列サブセットではない。

CREATE TABLE ...
ORGANIZE BY KEY SEQUENCE (colA, colB)
... DISTRIBUTE BY HASH (colC)

18

この理由コードは、範囲がクラスター化された
マテリアライズ照会表を作成しようとしたが、
CREATE TABLE ステートメントで
DISALLOW OVERFLOW 節が指定されている
場合に返されます。定義済みの範囲に入らない
キー値を持つレコードが、範囲がクラスター化
されたマテリアライズ照会表に挿入されないよ
うにすることはできません。

ユーザーの処置: この表で無効な機能が要求された場
合、 ORGANIZE BY KEY SEQUENCE 節を使用しない
表の作成を考慮してください。表がすでに存在する場合
はそれをドロップし、表を再作成する必要があります。
理由コード:

1

VALUE COMPRESSION 節または COMPRESS

SYSTEM DEFAULT 節を除去してください。

2

キーワード CLUSTER を CREATE INDEX ス
テートメントから除去してください。

3

列を追加するには、表をドロップし、追加列を
使用して再作成する必要があります。

4

SET DATA TYPE 節を ALTER TABLE ステ
ートメントから除去してください。

5

PCTFREE 節を ALTER TABLE ステートメン
トから除去してください。

6

APPEND 節を ALTER TABLE ステートメント
から除去してください。

7

列属性を変更するには、表をドロップし、新規
の列属性を使用して再作成する必要がありま
す。

8

型付き表定義を ORGANIZE BY KEY

SEQUENCE 節とともに使用しないでくださ
い。

10

範囲がクラスター化された表を含む表スペース
の定義に使用されたデータベース・パーティシ
ョン・グループを変更または再配分するには、
以下のステップを実行します。

1. 範囲がクラスター化された表をドロップし
て、変更または再配分する対象のデータベ
ース・パーティション・グループに属さな
い表スペースで再作成します。

2. ALTER TABLESPACE コマンドまたは
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドを再び呼び出します。

11

LOAD ユーティリティーの代わりに IMPORT

ユーティリティーを使用することを考慮してく
ださい。データのサブセットを使用して、複数
の IMPORT コマンドを並行して発行し、パフ
ォーマンスを向上できます。さらに、キー・シ
ーケンス範囲の異なる領域をデータに追加す
る、並列挿入アプリケーションの使用を考慮し
てください。

12

表の再編成は範囲がクラスター化された表では
必要ありません。

13

表をドロップし、再作成してください。

14

データ・タイプ XML で定義されている列を除
去するか、または別のサポートされているユー
ザー・タイプを使用してください。

15

COMPRESS YES 節を除去してください。

17

パーティション・データベース環境で範囲がク
ラスター化された表を作成するには、CREATE

TABLE ステートメントに以下のいずれかの変
更を行い、ステートメントを再び実行してくだ
さい。

v DISTRIBUTE BY HASH 節ではなく
DISTRIBUTE BY REPLICATION 節を使用
します。

v DISTRIBUTE BY HASH 節で、ORGANIZE

BY KEY SEQUENCE 節でシーケンス・キー
に指定された列のいずれかである単一の列
を、分散キーとして指定します。

SQL1871N
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18

DISALLOW OVERFLOW 節を指定せずに
CREATE TABLE ステートメントを再び実行し
てください。

sqlcode: -1871

sqlstate: 429BG

SQL1880N option-name は、ラッパー wrapper-name

またはフェデレーテッド・データ・ソース
server-name のいずれかまたは両方により
カーソル object-name に対してサポートさ
れている option-type オプションではあり
ません。

説明: フェデレーテッド・データ・ソース server-name

でラッパー wrapper-name を使用してニックネームにア
クセスするカーソル cursor-name は、タイプ option-type

のオプション option-name を使用して宣言されました
が、ラッパーまたはデータ・ソース自体のいずれかがこ
のオプションをサポートしません。

カーソルをオープンできません。

ユーザーの処置: このオプションではカーソルをオープ
ンしないでください。

sqlcode: -1880

sqlstate: 428EE

SQL1881N option-name は、object-name に対して有効
な option-type ではありません。

説明: 指定されたオプションが存在しないか、あるいは
操作している特定のデータ・ソース、データ・ソース・
タイプ、またはデータベース・オブジェクトに対して有
効ではないと思われます。

ユーザーの処置: SQL リファレンスを参照して、必要
なオプションを調べてください。次に、実行するステー
トメントを訂正して再サブミットしてください。

sqlcode: -1881

sqlstate: 428EE

SQL1882N option-type オプション option-name は、
object-name に対して option-value に設定
できません。

説明: 指定した値に正しい区切り文字が欠落している
か、または値が無効です。

ユーザーの処置: SQL リファレンスを参照して、必要
な値を調べてください。次に、実行するステートメント

を訂正して再サブミットしてください。値は必ず単一引
用符で区切ってください。

sqlcode: -1882

sqlstate: 428EF

SQL1883N option-name は、object-name に対して必須
option-type オプションです。

説明: サブミットしたステートメントを処理するために
DB2 が必要とするオプションを指定しませんでした。

ユーザーの処置: 実行するステートメントに必要なオプ
ションを見つけるには、資料を参照してください。次
に、このステートメントを訂正して再サブミットしてく
ださい。

sqlcode: -1883

sqlstate: 428EG

SQL1884N object_type オブジェクト object_name に
対して option_name オプションが複数回
指定されました。

説明: 同じオプションを複数回参照するステートメント
が入力されました。

ユーザーの処置: ステートメントを再びコーディングし
て、必要なオプションの参照を 1 回のみにします。そ
の後、ステートメントを再びサブミットしてください。

sqlcode: -1884

sqlstate: 42853

SQL1885N option_type オプション option_name は、
object_name に対して既に定義されていま
す。

説明: すでに値を持っているオプションの値を入力しま
した。

ユーザーの処置: 該当するカタログ・ビューに照会を行
って、オプションが現在設定されている値を判別してく
ださい。このオプション値が必要な値と違う場合は、ス
テートメントを再びコーディングして SET キーワード
を OPTIONS キーワードの後にしてください。このオプ
ションのオプションがどのカタログ・ビューに含まれる
のかを調べてください。カタログ・ビューについては、
DB2 インフォメーション・センターを参照してくださ
い。

sqlcode: -1885

sqlstate: 428EH

SQL1880N
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SQL1886N object-name に対して option-type オプショ
ン option-name が定義されていないた
め、operation-type 操作が無効です。

説明: 操作しているデータ・ソース、データ・ソース・
タイプ、またはデータベース・オブジェクトに定義され
ていないオプションの値を変更または削除しようと試み
ました。

ユーザーの処置: 実行するステートメントに SET を指
定した場合は、ステートメントを再びコーディングし
て、SET を省略するか、またはSET を ADD で置き換
えます (ADD がデフォルトです)。不正な DROP 節が
あれば、すべて削除してください。その後、ステートメ
ントを再びサブミットしてください。

sqlcode: -1886

sqlstate: 428EJ

SQL1887N SPECIFICATION ONLY 節が必要です。

説明: ニックネームに対する CREATE INDEX ステー
トメントには、SPECIFICATION ONLY 節が必要です。

ユーザーの処置: SPECIFICATION ONLY 節を追加し
て、ステートメントを再サブミットしてください。

sqlcode: -1887

sqlstate: 42601

SQL1888N ポート番号 port-number は無効です。

説明: 代替サーバーの更新コマンドに指定したポート番
号は有効ではありません。その値は数値ではないか、ま
たは長さが無効です。値は 1 から 14 文字の長さでな
ければならず、すべてブランクにすることはできませ
ん。

ユーザーの処置: ポート番号を数値で指定したことと、
長さが 14 文字を超えていないことを確認してくださ
い。

有効なポート番号を指定して、コマンドを再サブミット
してください。

SQL1889W 代替サーバーの更新の要求は無視されまし
た。

説明: 要求は、データベース・サーバーに対してのみ適
用することができます。

ユーザーの処置: データベース・サーバーでその要求を
出してください。

SQL1890N ホスト名 host-name が無効です。

説明: 代替サーバーの更新コマンドに指定したホスト名
は有効ではありません。値は 1 文字以上 255 文字以下
の長さでなければならず、すべてブランクにすることは
できません。

ユーザーの処置: ホスト名の長さは、255 文字を超えて
いないことを確認してください。

有効なホスト名を使用して、コマンドを再サブミットし
てください。

SQL1891N ホスト名パラメーターのアドレスは無効で
す。

説明: アプリケーション・プログラムが、ホスト名
(host name) パラメーターに無効なアドレスを使用しま
した。そのアドレスが割り振られていないバッファーを
指しているか、またはそのバッファー内の文字ストリン
グに NULL 終止符がありません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正
して、有効なアドレスを使用し、入力ストリングが
NULL で終了するようにしてください。

SQL1892N ポート番号パラメーターのアドレスは無効
です。

説明: アプリケーション・プログラムが、ポート番号
(port number) パラメーターに無効なアドレスを使用しま
した。そのアドレスが割り振られていないバッファーを
指しているか、またはそのバッファー内の文字ストリン
グに NULL 終止符がありません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正
して、有効なアドレスを使用し、入力ストリングが
NULL で終了するようにしてください。

SQL1900N コマンドは正常に完了しました。

説明: コマンド行ユーティリティーが、コマンドを正常
に終了しました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL1901N このコマンドの構文が正しくありません。

説明: コマンド行ユーティリティーがコマンドを処理で
きませんでした。

ユーザーの処置: コマンドの訂正と再サブミットを行っ
てください。

SQL1886N • SQL1901N
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第 5 章 SQL2000 - SQL2499

SQL2000N ユーティリティー・コマンドに指定された
ドライブは、有効なディスケット・ドライ
ブまたはハード・ディスクではありませ
ん。

説明: ユーティリティー・コマンドに指定された入出力
ドライブが存在しません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 正しいドライブ名を使用して、ユーテ
ィリティー・コマンドを再サブミットしてください。

SQL2001N ユーティリティーへの割り込みが発生しま
した。 出力データが不完全の可能性があ
ります。

説明: 割り込みキー・シーケンスが押されたか、または
呼び出し側終了アクションでユーティリティーが呼び出
されています。

このメッセージは、データベース・カタログ・ノードが
ダウンしている場合に、データベース・ノードでのバッ
クアップまたはリストア処理中に返されます。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 必要に応じて、アプリケーションを再
始動するか、またはコマンドを再発行してください。割
り込まれたコマンドからの出力データは不完全な可能性
があるので、使用するべきではありません。

SQL2002N 指定されたデータベース・ユーティリティ
ー・コマンドはリモート・データベースに
対して無効です。 コマンドで指定された
データベースはローカル・ワークステーシ
ョンになければなりません。

説明: データベース・ユーティリティー・コマンドはロ
ーカル・データベースにのみ有効です。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: ユーティリティーをローカルで実行し
てください。

SQL2003C システム・エラーが発生しました。

説明: オペレーティング・システム・エラーが発生しま
した。戻りコードは SQLCA の「SQLERRD[0]」フィー
ルドにあります。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: SQLCA 内 の「SQLERRD[0]」フィー
ルドにあるエラー戻りコードを調べてください。可能で
あれば、エラーを修正して、コマンドを再サブミットし
てください。

SQL2004N 処理中に、SQL エラー sqlcode が発生し
ました。

説明: エラーが起きたときに、ユーティリティーが
SQL ステートメントを使用していました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージの
SQLCODE (メッセージ番号) を調べてください。 変更
を行って、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2005C 読み取り操作中に入出力エラーが発生しま
した。データが不完全な可能性がありま
す。

説明: 入出力操作中に、不完全なデータが読み取られま
した。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 修正可能な入出力エラーかどうか判別
して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2006C 書き込み操作中に入出力エラーが発生しま
した。データが不完全な可能性がありま
す。

説明: 入出力操作中に、不完全なデータが書き込まれま
した。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 修正可能な入出力エラーかどうか判別
して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2007N 指定されたバッファー・サイズ buffersize

4K バッファーは、 pagesize ページ・サ
イズのオブジェクトには小さすぎます。

説明: pagesize ページ・サイズのオブジェクトのバック
アップを行うには、ページ・サイズよりも大きいバッフ
ァーが必要です。 データベースをバックアップする
と、データはまず内部バッファーにコピーされます。
バッファーがいっぱいになると、データがこのバッファ
ーからバックアップ・メディアに書き込まれます。 指
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定されたバッファー・サイズ buffersize 4K バッファー
は不適当です。

ユーザーの処置: より大きいバッファー・サイズを使用
してください。

SQL2008N callerac パラメーターが有効な範囲内では
ないか、または要求されたアクションの順
序が正しくないため、ユーティリティー・
コマンドを処理できませんでした。

説明: 各ユーティリティーは、有効な callerac の値の
リストをそれぞれ持っています。

このメッセージは、以下のいずれかの理由で返される可
能性があります。

v callerac パラメーター値が受け入れ可能な値ではない

v 要求されたアクションの順序が正しくない

ユーザーの処置: ユーティリティーにとって有効な
callerac パラメーターを使用してコマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL2009C メモリー・リソースが不十分だったため、
バックアップまたはリストアに失敗しまし
た。

説明: この問題は以下の状況で発生します。

1. データベースのバックアップまたはリストアの試行
は、ユーティリティー・ヒープのスペースが不十分
であったため、失敗しました。

2. ユーティリティーはオンライン・バックアップの試
行中に実行されたままでした。

ユーザーの処置: このメッセージの説明に記載された、
考えられるすべての事例を解決するには、コマンドを再
発行します。このとき、以下のパラメーターを指定しな
いでオートノミック・モードを呼び出します。

WITH num-buffers BUFFERS
PARALLELISM n
BUFFER buffer-size

パラメーターを明示的に指定する場合、それぞれの事例
における適切なアクションは以下のとおりです。

1. コマンド UPDATE DB CFG FOR <DBNAME>

USING UTIL_HEAP_SZ <VALUE> を使用して
UTIL_HEAP_SZ データベース構成パラメーターを増
やします。バックアップおよびリストアの場合、こ
の値は、少なくともバッファー数 * バッファー・サ
イズと同じ大きさでなければなりません。 バックア
ップおよびリストアのバッファーの詳細について
は、DB2 インフォメーション・センター
(http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9)

で、"optimizing restore performance"、"optimizing

backup performance" などの語句を使用して検索して
ください。

注: RESTORE を試行した時にはデータベースがもう
存在しない場合、空のデータベースを作成し、上記
のようにその UTIL_HEAP_SZ を増やしてから新し
いデータベースへのリストアを再試行してくださ
い。

2. ユーティリティーが実行されていないことを確認し
てからオンライン・バックアップを再試行してくだ
さい。

SQL2010N ユーティリティーが、データベースへの接
続中にエラー error を見つけました。

説明: ユーティリティーはデータベースに接続できませ
んでした。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージのエラー
番号を調べてください。変更を行って、コマンドを再サ
ブミットしてください。

SQL2011N ユーティリティーが、データベースへの切
断中にエラー error を見つけました。

説明: ユーティリティーはデータベースから切断できま
せんでした。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージのエラー
番号を調べてください。変更を行って、コマンドを再サ
ブミットしてください。

SQL2012N 割り込み処理が使用できませんでした。

説明: ユーティリティーが割り込み処理を使用できませ
んでした。実際の戻りコードは、SQLCA の
「SQLERRD[0]」フィールドにあります。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: SQLCA 内 の「SQLERRD[0]」フィー
ルドにあるエラー戻りコードを調べてください。可能で
あれば、エラーを修正して、コマンドを再サブミットし
てください。

SQL2013N ユーティリティーがデータベース・ディレ
クトリーにアクセスできませんでした。エ
ラー error が返されました。

説明: ユーティリティーがデータベース・ディレクトリ
ーにアクセスしているときに、エラーが発生しました。

ユーティリティーは処理を停止します。

SQL2008N
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ユーザーの処置: database パラメーターのパスがデー
タベース・ディレクトリーのパスでない場合は、正しい
パスを使用して、コマンドを再サブミットしてくださ
い。そうでない場合は、詳細について、メッセージのエ
ラー番号を調べてください。変更を行って、コマンドを
再サブミットしてください。

SQL2014N データベース環境エラーが発生しました。

説明: ユーティリティーが、database environment コマ
ンドからエラーを受け取りました。データベース・マネ
ージャー構成ファイルと当該データベース構成ファイル
に、互換性のない値が入っている可能性があります。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: データベース・マネージャー構成ファ
イルとデータベース構成ファイルの矛盾している値をチ
ェックしてください。コマンドを再サブミットしてくだ
さい。

SQL2015N database パラメーターが無効です。デー
タベース名が長すぎるか、指定されていな
いか、または名前のアドレスが無効です。

説明: データベース名は必須です。データベース名は 1

文字から 8 文字までのデータベース・マネージャー基
本文字セットから選択しなければなりません。名前は、
有効なアプリケーション・アドレスに位置している必要
があります。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 有効なデータベース名を使用して、コ
マンドを再サブミットしてください。

SQL2016C program-name のパスが、PATH コマンド
に含まれていません。

説明: ユーティリティーがオペレーティング・システム
の Select Path を使用して、要求されたプログラムを見
つけることができませんでした。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: PATH コマンドを更新して、示され
たプログラム名へのパスを組み込んでください。

SQL2017N すでに開始しているセッションが多すぎる
か、または OS/2 Start Session が正常に
完了していません。

説明: 以下に示す理由のために、BACKUP または
RESTORE ユーティリティーが新しいセッションを始動
できませんでした。

v すでに開始されているセッションの数が最大値に達し
ています。

v OS/2 Start Session プログラムがエラーを返しまし
た。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: いくつかの現行セッションが処理を停
止するまで待って、コマンドを再サブミットしてくださ
い。または、詳細について、SQLCA の
「SQLERRD[0]」フィールドを参照して、コマンドを再
サブミットしてください。

SQL2018N ユーティリティーが、ユーザーの許可 ID

またはデータベース許可をチェックしよう
としたときに、エラー error が起きまし
た。

説明: ユーザーがユーティリティーを実行しようとしま
したが、以下のいずれかが起きました。

v ユーザー許可 ID が無効。

v データベースに対するユーザーの許可にアクセスしよ
うとしたときに、エラーが発生した。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージのエラー
番号を調べてください。変更を行って、コマンドを再サ
ブミットしてください。

SQL2019N ユーティリティーをデータベースにバイン
ドする際に、エラーが発生しました。

説明: 実行されている現在のレベルのユーティリティー
はデータベースにバインドされていないため、システム
はすべてのユーティリティーをデータベースにバインド
しようとしましたが、このバインド処理が失敗しまし
た。エラーの原因として、以下のような状況が考えられ
ます。

v ディスク・スペースの不足

v 開いているファイルが多すぎる (または、それに類似
したシステム・リソースの問題)

v バインドされるユーティリティー・プログラムのリス
ト (db2ubind.lst) が欠落しているか、無効である

v いずれかのユーティリティーのバインド・ファイル
(db2uxxxx.bnd) が欠落しているか、無効である

v ユーティリティーをバインドするための許可が不十分
(ユーティリティー・プログラムに対する BIND 特
権、およびシステム・カタログに対する SELECT 特
権が必要です)
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RESTORE ユーティリティーの場合、データベースはリ
ストアされますが、少なくとも 1 つのユーティリティ
ーがデータベースにバインドされません。他のユーティ
リティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: システム・リソースを求めて競合して
いる可能性のあるすべてのアクティビティーを完了させ
て、ユーティリティー・コマンドを再サブミットしてく
ださい。エラーが続く場合は、以下のいずれかのアクシ
ョンを実行してください。

v DBADM 権限を持つユーザーに、コマンドの再試行を
依頼してください。

v データベース・マネージャーを再インストールする
か、または最新の更新処理を再適用するか、あるいは
その両方を行ってください。

v (フォーマット・オプションを使用せずに、
db2ubind.lst ファイルにリストされた db2uxxxx.bnd フ
ァイルをバインドすることにより) ユーティリティ
ー・プログラムを個別にデータベースにバインドする
と、特定の問題を識別できます。また、そうすること
で、いくつかのユーティリティーが正常に作動する可
能性もあります。

SQL2020N ユーティリティーが、データベースに正し
くバインドされていません。

説明: ユーティリティーがデータベースにバインドされ
なかったか、またはデータベースにバインド・ユーティ
リティーのパッケージがインストールされたバージョン
のデータベース・マネージャーと互換でないために、す
べてのユーティリティーがデータベースに再バインドさ
れましたが、依然としてインストールされたバージョン
のデータベース・マネージャーとパッケージの間には、
ユーティリティーとバインド・ファイルが互換でないと
いうタイム・スタンプの矛盾があります。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーを再イン
ストールするか、または最新の更新処理を再適用する
か、あるいはその両方を行ってください。ユーティリテ
ィー・コマンド再サブミットしてください。

SQL2021N ドライブに正しいディスケットが入ってい
ません。

説明: Backup Database または Restore Database に使用
するディスケットが、ドライブに入っていないか、また
は無効です。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 正しいディスケットがドライブに挿入
されていることを確認するか、または新しいディスケッ
トを挿入してください。

SQL2023N ログ制御ファイルにアクセス中に、ユーテ
ィリティーで入出力エラー code が起きま
した。

説明: 以下の 2 つのログ制御ファイルが存在します。

v 1 次ログ制御ファイル SQLOGCTL1.LFH

v 2 次ログ制御ファイル SQLOGCTL2.LFH

2 次ログ制御ファイルは、1 次ログ制御ファイルで問
題が発生した場合に使用する 1 次ログ制御ファイル
のミラー・コピーです。

DB2 データベース・マネージャーは、1 次ログ制御フ
ァイルにアクセス中に読み取りまたは書き込みエラーを
受け取りました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: エラー戻りコードの値を記録してくだ
さい。入出力エラーが修復可能かどうかを判別してくだ
さい。

SQL2024N ユーティリティーがファイル・タイプ
file-type へのアクセス中に、入出力エラー
code が起きました。

説明: 指定されたファイルにアクセス中に入出力エラー
が発生しました。

リストア処理が異常終了したかどうかを判別するには、
拡張子が“.BRG”のファイルを使用します。このファイル
は、リストア操作の対象であったデータベースのローカ
ル・データベース・ディレクトリーに入っています。

拡張子“.BRI”のファイルは、増分 RESTORE 操作の進行
状況に関する情報を保管します。このファイルは、リス
トア増分操作の対象となったデータベースのローカル・
データベース・ディレクトリーに入っています。

このファイルの名前は、データベース・トークンにファ
イル・タイプ拡張子を連結して作成されます。たとえ
ば、データベース“SAMPLE”にデータベース・トークン
“SQL00001”が割り当てられると、 BRI ファイルには
“instance/NODE0000/sqldbdir/SQL00001.BRI”という名前
が付きます。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: エラー戻りコードを記録してくださ
い。入出力エラーが修復可能かどうかを判別してくださ
い。

SQL2025N 入出力エラーが発生しました。エラー・コ
ード: code。このエラーが発生したメディ
ア: dir_or_devices。

説明: 示されたメディア上のファイルのアクセス中に入
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出力エラーが発生しました。

ユーティリティーまたは操作が処理を停止しました。

メディアが「TSM」である場合、IBM Tivoli Storage

Manager に関連した問題があります。一般的な TSM 関
連の問題には、不十分な COMMTIMEOUT の設定値に
起因する TSM セッションのタイムアウトがあります。

ユーザーの処置:

1. 特定のエラー・コードを検索するためにログ分析ツ
ールを使用して、db2diag 診断ログ・ファイルから詳
細情報を収集してください。

db2diag -rc <RC>

2. 以下のように、メディアのタイプに応じてこのエラ
ーに対応します。

v メディアが TSM である場合、IBM Tivoli インフ
ォメーション・センターで、「API 戻りコード 数
字順」などの語句を使用してエラー・コードの全
文を検索してください。

v 他のメディア・タイプでは、dir_or_devices がアク
セス可能であることを確認し、メディア・エラー
がないかを検査します。たとえばメディア TAPE

の場合、テープ・ライブラリーがオンラインであ
ることを確認します。TAPE へのバックアップを
しようとしており、可変ブロック・サイズのテー
プを使用している場合、バッファー・サイズ・オ
プションを、磁気テープ装置がサポートする範囲
内まで削減します (このパラメーターが指定され
ていない場合、データベース・マネージャーは自
動的に 'optimal' 値を選択します)。

SQL2026N データベースからの内部的切断中に、エラ
ー sqlcode が起きました。

説明: internal disconnect コマンドが失敗しました。
SQLCODE がメッセージに返されています。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージの
SQLCODE (メッセージ番号) を調べてください。 変更
を行って、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2027N データベースへの内部接続中に、エラー
sqlcode が起きました。

説明: 内部接続が失敗しました。 SQLCODE がメッセ
ージに返されています。データベース・マネージャー構
成ファイルと当該データベース構成ファイルに、互換性
のない値が入っている可能性があります。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージの
SQLCODE (メッセージ番号) を調べてください。変更を

行って、コマンドを再サブミットしてください。データ
ベース・マネージャー構成ファイルの値と、バックアッ
プ・イメージのデータベース・マネージャー構成ファイ
ルの値が互換であることをチェックしてください。

SQL2028N 割り込みハンドラーのインストール中に、
エラー sqlcode が起きました。

説明: ユーティリティーが、割り込みハンドラーを使用
できませんでした。 SQLCODE がメッセージに返され
ています。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージの
SQLCODE (メッセージ番号) を調べてください。変更を
行って、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2029N エラー error が command-file-name の処
理中に起きました。

説明: 指定されたコマンド・ファイル、またはオペレー
ティング・システムからエラーが返されました。

ユーザーの処置: ROLLFORWARD リカバリーの有効
なデータベースの 『変更部分のみのバックアップ』 が
要求されたか、またはユーザー出口の使用が要求されて
いるにもかかわらず 『変更部分のみのバックアップ』
が要求されました。

SQL2030N name ドライブがいっぱいです。 このド
ライブには、少なくとも number バイト
の空きスペースが必要です。

説明: 指定されたドライブに、内部で使用するサブディ
レクトリーと情報ファイルを作成するための十分なスペ
ースがありません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 指定したドライブに示されたスペース
を確保して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2031W 警告! 装置 device に、ターゲットまたは
ソースのメディアを取り付けてください。

説明: データベース・ユーティリティー処理は、指定さ
れた装置上のメディアとの間で、データの書き込みまた
は読み取りのいずれかを行います。 ユーティリティー
は、操作に適したメディアを取り付けられるように、制
御を戻します。

ユーティリティーは、続行の応答を待ちます。

ユーザーの処置: メディアを取り付けて、処理を続行す
るか終了するかを示す callerac パラメーターを指定し
て、ユーティリティーに戻ってください。
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SQL2032N parameter パラメーターが無効です。

説明: パラメーターの指定が正しくありません。 値が
範囲外か、または正しくありません。

ユーザーの処置: パラメーターに正しい値を指定して、
コマンドを再サブミットしてください。

sqlcode: -2032

sqlstate: 22531

SQL2033N データベース・ユーティリティーの処理で
の TSM のアクセス時に、エラーが発生
しました。 TSM 理由コード:

reason-code。

説明: 一般的な TSM の理由コードは、以下のとおり
です。

106

指定されたファイルは、別の処理で使用されて
います。別の処理で現在使用されているファイ
ルに対する読み取りまたは書き込みを行おうと
しました。

137

TSM 認証障害。

168

パスワード・ファイルが必要ですが、ユーザー
はルートではありません。DSMI_DIR 環境変数
が 32 ビット版の dsmtca プログラムが含まれ
るディレクトリーを指すものの、DB2 インス
タンスが 64 ビットであるか、またはその逆で
ある場合に、このメッセージがよく生成されま
す。

400

無効なオプションが TSM に渡された
OPTIONS パラメーターに指定されました。

406

TSM はオプション・ファイルを検索または読
み取ることができません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: TSM の一般的な問題に対する対応
は、以下のとおりです。

106

正しいファイルまたはディレクトリー名を指定
したことを確認し、許可を訂正するか、あるい
は新規のロケーションを指定してください。

137

TSM パラメーター PASSWORDACCESS が
GENERATE に設定されている場合、システム
管理者が dsmapipw ユーティリティーを使用し
てパスワードを設定したことを確認してくださ
い。PASSWORDACCESS が PROMPT に設定
されている場合、TSM_NODENAMEおよび
TSM_PASSWORD データベース構成パラメー
ターが正しく設定されていることを確認してく
ださい。

168

DSMI_DIR が正しいバージョンの dsmtca が入
っているディレクトリーを指すようにしてか
ら、インスタンスを再始動してコマンドを再度
実行してください。

400

BACKUP または RESTORE コマンドに指定さ
れた OPTIONS パラメーターが正しいことを確
認してください。

406

DSMI_CONFIG 環境変数が有効な TSM オプシ
ョン・ファイルを指していることを確認してく
ださい。インスタンスの所有者が dsm.opt ファ
イルへの読み取りアクセスを持っていることを
確認してください。DSMI_CONFIG 環境変数が
db2profile で設定されていることを確認してく
ださい。

SQL2034N parm パラメーターのアドレスが無効で
す。

説明: アプリケーション・プログラムが、このパラメー
ターに無効なアドレスを使用しました。そのアドレスが
割り振られていないバッファーを指しているか、または
そのバッファー内の文字ストリングに NULL 終止符が
ありません。

ユーザーの処置: 有効なアドレスがアプリケーション・
プログラムで使用され、入力ストリングが NULL で終
了していることを確認してください。

SQL2035N ユーティリティーが非割り込みモードで実
行中に、警告状況 warn が発生しまし
た。

説明: 呼び出し中のアプリケーションが、非割り込み
モードでユーティリティーを呼び出しました。 その操
作中に、警告状況が発生しました。

ユーザーの処置: 非割り込み 条件を callerac パラメー
ターに指定せずに操作を再サブミットするか、警告を回
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避するアクションを取って操作を再サブミットしてくだ
さい。

SQL2036N ファイル、名前付きパイプ、またはデバイ
スのパス path/device が無効です。

説明: ユーティリティーを呼び出しているアプリケーシ
ョンが、無効なソースまたはターゲット・パスを指定し
ました。指定されたパス、ファイル、名前付きパイプ、
またはデバイスは存在しない可能性があるか、または正
しく指定されていません。

ユーザーの処置: 正しいパスまたは装置を表すパスを使
用して、ユーティリティー・コマンドを再発行してくだ
さい。

SQL2037N TSM をロードできませんでした。

説明: データベース・ユーティリティーへの呼び出し
が、バックアップのターゲットまたはソースとして
TSM を指定していました。 TSM クライアントのロー
ドが試みられました。 TSM クライアントがシステムで
使用できないか、またはロード・プロシージャーでエラ
ーが発生しました。

ユーザーの処置: TSM がシステムで使用できることを
確認してください。 TSM が使用できるようになった後
でコマンドを再サブミットするか、または TSM を使用
せずにコマンドを再サブミットしてください。

SQL2038N 処理中にデータベース・システム・エラー
errcode が起きました。

説明: いずれかのユーティリティーを処理中に、データ
ベース・システム・エラーが発生しました。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージのエラ
ー・コードを調べてください。修正アクションを取った
後で、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2039N ユーティリティーを呼び出しているアプリ
ケーションが終了しました。

説明: ユーティリティーを呼び出しているアプリケーシ
ョンが終了しました。 ユーティリティーのアプリケー
ション側が、呼び出し中のアプリケーションと同じ処理
にあるので、アプリケーションとともに終了しました。
その結果、ユーティリティーのエージェント側も終了し
ました。

ユーザーの処置: アプリケーションが終了した理由を判
別した後で、コマンドを再発行してください。

SQL2040N データベース別名パラメーター dbalias が
無効か、または指定されていません。

説明: バックアップまたはリストア・ユーティリティー
を呼び出しているアプリケーションが、無効なデータベ
ース別名パラメーターを指定しました。 別名は 1 から
8 バイトで、文字はデータベース・マネージャー基本文
字セットから選択する必要があります。

ユーザーの処置: 有効なデータベース別名を使用して、
Backup または Restore コマンドを再発行してくださ
い。

SQL2041N 指定されたバッファー・サイズ・パラメー
ターが無効です。 バッファー・サイズ
は、0、または 8 から 16384 (8 と 16384

を含む) の間で指定する必要があります。

説明: ユーティリティーを呼び出しているアプリケーシ
ョンが、無効な buffer size パラメーターを指定しまし
た。 バッファー・サイズは、 内部バッファー・サイズ
の決定に使用されます。 値は、このバッファー用に取
得される 4K ページの数です。 値は、 0 または 8 か
ら 16384 (16 と 16384 を含む) 間で指定する必要があ
ります。

バックアップまたはリストア・ユーティリティーの実行
では、0 を指定すると、データベース・マネージャー構
成に定義されているデフォルト・バッファー・サイズが
使用されます。

ターゲットのメディアがディスケットの場合、buffer

size はディスケットのサイズより小さくなるようにして
ください。

SQL2042W 警告! 装置 device へのアクセス中に、入
出力エラー error が発生しました。追加
情報 (ある場合): additional-information メ
ディアが正しくマウントされ、正しい位置
にあることを確認してください。

説明: ユーティリティーを呼び出しているアプリケーシ
ョンが、テープ装置に対する読み取りまたは書き込みを
行っているときに、入出力エラーが発生しました。ユー
ティリティーは、テープを正しい位置に取り付けられる
ように、制御を戻します。

このメッセージには問題の診断をする手助けとなる追加
情報が入っています。

ユーティリティーは、続行の応答を待ちます。

ユーザーの処置: テープを正しい位置に取り付けた後、
処理を続行するか終了するかを指定してユーティリティ
ーに戻ってください。

エラー、装置および追加情報 (ある場合) は、問題を診
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断し訂正するのに使用することができます。

SQL2043N 子処理、またはスレッドを開始できませ
ん。

説明: データベース・ユーティリティーの処理中に要求
された子処理またはスレッドを開始できません。 新し
い処理またはスレッドを作成するためのメモリーが不十
分だと思われます。 ユーティリティーは処理を停止し
ます。

ユーザーの処置: 処理またはスレッドの数のシステム制
限に達していないことを確認してください (制限を増や
すか、あるいはすでに実行されている処理またはスレッ
ドの数を減らしてください)。新しい処理またはスレッド
に対する十分なメモリーが存在することを確認してくだ
さい。 ユーティリティー・コマンド再サブミットして
ください。

SQL2044N メッセージ・キューのアクセス中にエラー
が発生しました。 理由コード:

reason-code

説明: データベース・ユーティリティーの処理中に、い
ずれかのメッセージ・キューに関して、予期しないエラ
ーまたは間違ったメッセージを受け取りました。以下が
理由コードのリストです。

1 メッセージ・キューを作成できません。 メッ
セージ・キューの許容数に達しました。

2 メッセージ・キューからの読み取り中に、エラ
ーが発生しました。

3 メッセージ・キューへの書き込み中に、エラー
が発生しました。

4 メッセージ・キューから、無効なメッセージを
受け取りました。

5 メッセージ・キューのオープン中に、エラーが
発生しました。

6 メッセージ・キューのクローズ中に、エラーが
発生しました。

7 メッセージ・キューの照会中に、エラーが発生
しました。

8 メッセージ・キューの削除中に、エラーが発生
しました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: メッセージ・キューの許容数に達して
いないことを確認してください。必要に応じて、使用中
のメッセージ・キューの数を少なくして、ユーティリテ
ィー・コマンドを再サブミットしてください。

SQL2045W 警告! エラー error がメディア media へ
の書き込み中に起こりました。

説明: データベース・ユーティリティー処理がメディア
media に書き込み中に、error を検出しました。ユーテ
ィリティーは、ユーザーが問題の解決またはその操作の
キャンセルを試みることができるように、制御を戻しま
す。

ユーティリティーは、続行の応答を待ちます。

ユーザーの処置: オペレーティング・システムに対する
トラブルシューティングの資料を調べて、error 条件を
訂正してください。処理を続行または終了するべきであ
ることを示す、正しい caller action パラメーターを指定
して、ユーティリティーに戻ってください。

SQL2046N 操作がタイムアウトになったため、構成パ
ラメーター parameter-name を更新できま
せんでした。

説明: クラスター・キャッシング・ファシリティー
(CF) はインスタンス・レベルで指定され、DB2

pureCluster 環境での操作で重要ないくつかのサービスを
提供します。CF 構造には、DB2 pureCluster インスタン
スの各データベースの情報を含む、DB2 pureCluster イ
ンスタンスのエレメントに関する情報が含まれます。

CF 構造メモリー・パラメーターは、オンラインで構成
可能であり、実行時のサイズ変更要求を受け入れます。
構造メモリー・パラメーター
(CF_GBP_SZ、CF_SCA_SZ、および CF_LOCK_SZ な
ど) のサイズ変更要求は、CF_DB_MEM_SZ に設定され
たメモリー制限によって集合的に制限されます。

構造メモリー・パラメーターの更新操作は、時間制限内
で完了する必要があります。このメッセージは、操作が
その時間制限を超えた場合に返されます。操作は完了し
ませんでした。

ユーザーの処置: SHOW DETAIL 節を指定した GET

DB CFG コマンドを使用して CF 構造に割り振られた
メモリーの合計量を確認してください。構造メモリー・
パラメーターは合計してパラメーター CF_DB_MEM_SZ

の値を超えてはなりません。

資料で推奨されているように、parameter-name の値をす
べての CF 構造メモリー・パラメーター間で定義されて
いる関係に従った値に設定します。

sqlcode: -2046

sqlstate: 5U050
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SQL2047N データベース構成パラメーター
parameter-name を指定の値に増やす要求
を満たすために必要な使用可能メモリーが
CF にありません。

説明: クラスター・キャッシング・ファシリティー
(CF) はインスタンス・レベルで指定され、DB2

pureCluster 環境での操作で重要ないくつかのサービスを
提供します。CF 内の構造には、DB2 pureCluster インス
タンスの各データベースの操作に重要なエレメントが入
っています。

CF メモリー全体は、データベース・マネージャー構成
パラメーター CF_MEM_SZ によって制限されます。

各データベースに使用可能な CF メモリーは、データベ
ース構成パラメーター CF_DB_MEM_SZ によって制限
されます。CF_DB_MEM_SZ は上限にすぎず、そのサイ
ズのメモリーが予約されているわけではないことに注意
してください。

使用可能な CF メモリーは、他のアクティブなデータベ
ース (サポートされている場合) や CF の内部目的のた
めに消費される場合があります。

このメッセージは、parameter-name を CF_MEM_SZ ま
たは CF_DB_MEM_SZ で使用可能なメモリー量を超え
る値に設定しようとする場合に返されます。

ユーザーの処置: SHOW DETAIL 節を指定した GET

DB CFG コマンドを使用して CF 構造に使用可能なメ
モリーの合計量を確認してください。CF 全体に使用可
能なメモリー量を示すパラメーターは CF_MEM_SZ で
す。すべての CF 構造に使用可能なメモリー量を示すパ
ラメーターは CF_DB_MEM_SZ です。

parameter-name の値をより小さい値に設定してくださ
い。

sqlcode: -2047

sqlstate: 5U051

SQL2048N オブジェクト object のアクセス中に、エ
ラーが起きました。理由コード:

reason-code

説明: データベース・ユーティリティーの処理でのオブ
ジェクトのアクセス時に、エラーが発生しました。以下
が理由コードのリストです。

1

無効なオブジェクト・タイプが見つかりまし
た。

2

オブジェクトのロック処理が失敗しました。
ロック待ちが、データベース構成に指定されて
いるロック・タイムアウト限界に達した可能性
があります。

3

データベース・ユーティリティーの処理中に、
オブジェクトのアンロック処理が失敗しまし
た。

4

オブジェクトに対するアクセスが失敗しまし
た。

5

データベース内のオブジェクトが壊れていま
す。

6

複数ある中の 1 つの理由により表スペースに
アクセスできない場合、理由コード 6 でこの
メッセージが返されます。例えば、次のような
理由があります。

v 表スペースの状態がアクセス試行のタイプを
サポートしていません。データベースの状態
が静止、オフライン、バックアップ進行中な
どの場合、ある種のデータベース・アクセス
が行えない可能性があります。

v 1 つ以上の表スペース・コンテナーを使用で
きません。

例えば、既にバックアップ処理中の表スペース
をバックアップしようとすると、理由コード 6

でこのメッセージが返される可能性がありま
す。

7

オブジェクト削除操作が失敗しました。

8

このパーティションに定義されていない表への
ロード/静止を試行しました。

9

BACKUP ユーティリティーは　オブジェクト
の処理中に予期しない場所でファイルの終わり
を検出しました。これは、必ずしもデータが破
損しているという意味ではありませんが、
BACKUP ユーティリティーは現在の状態でデ
ータを処理することはできません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置:
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1

object が有効なタイプであることを確認してく
ださい。

2

locktimeout データベース構成パラメーターを増
やしてください。

3

object のロック中に問題が発生しないことを確
認して、操作を再試行してください。

4, 7

object が存在し、アクセス可能であることを確
認してください。アクセスするための適切な権
限/許可を持っていることを確認してください。

5

オブジェクトが db2rhist.asc である場合、イン
スタンス所有者が db2rhist ファイルにアクセス
できることを確認してください。許可が正しく
設定されている場合、db2rhist ファイルが破損
している可能性があります。既存のファイルを
現在の場所から移動するか、削除してくださ
い。次回にアクセスする必要が生じたとき、新
しい db2rhist ファイルが DB2 によって作成さ
れます。注: db2rhist ファイルを削除すると、
db2rhist ファイル内の履歴情報は失われます。

object がその他のデータベース制御ファイルで
あれば、データベースをリカバリーする必要が
あるかもしれません。

6

MON_GET_TABLESPACE 表関数を使用して表
スペースの現在の状態を判別し、以下のトラブ
ルシューティング・ステップを実行します。

v 表スペースがオフラインである場合、原因と
なっている問題を判別して修正してくださ
い。例えば:

– ファイル・システムがマウントされていな
い場合、ファイル・システムをマウントし
てから表スペースをオンラインにします。

– 表スペースのファイルが削除されている場
合、リストア操作を実行します。

v 表スペースが静止している場合、RESET 節
または EXCLUSIVE 節のいずれかを指定し
た QUIESCE TABLESPACES FOR TABLE

コマンドを使用して、表スペースを使用可能
にしてください。なお、QUIESCE RESET

または QUIESCE EXCLUSIVE 操作を実行

するには、静止状態を保持しているユーザー
ID が必要になる可能性があります。

v 表スペースがバックアップ処理中の場合、バ
ックアップ操作が完了するのを待ちます。

8

適切な表を指定していることを確認してくださ
い。

9

指定された表で REORG 操作を実行し、
BACKUP コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL2049N CF メモリーが十分でないためにデータベ
ースのアクティブ化が失敗しました。理由
コード = reason-code。

説明: データベースのアクティブ化の際にデータベー
ス・マネージャーは、クラスター・キャッシング・ファ
シリティー (CF) の内部の構造用にメモリーを割り振り
ます。この割り振りは、データベース・マネージャー構
成パラメーター、データベース構成パラメーター、およ
び DB2 レジストリー変数によって決定されます。これ
らのパラメーターおよび変数には、以下のものが含まれ
ます。

v CF_GBP_SZ

v CF_SCA_SZ

v CF_LOCK_SZ

v CF_DB_MEM_SZ

v NUMDB

v DB2_DATABASE_CF_MEMORY

DB2_DATABASE_CF_MEMORY レジストリー変数の使
用は、CF_DB_MEM_SZ データベース構成パラメーター
と NUMDB データベース・マネージャー構成パラメー
ターに合わせて調整する必要があります。

例:

4 つのデータベースを一度にアクティブにする
場合、構成パラメーターを以下のように調整す
る必要があります。

v データベース・マネージャー構成パラメータ
ー NUMDB を少なくとも 4 に設定する必要
があります。

v 4 つのデータベースそれぞれのデータベース
構成パラメーター CF_DM_MEM_SZ を
AUTOMATIC に設定する場合、各データベ
ースに割り振られる CF メモリーのパーセン
テージを反映するようにレジストリー変数
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DB2_DATABASE_CF_MEMORY を設定する
必要があります (この例の場合は 25)。

このメッセージは、1 つ以上のデータベースで、CF の
内部の構造用のメモリー割り振りに対応するだけの十分
なメモリーが CF に割り振られていない場合に返されま
す。

理由コードは、CF メモリー割り振りのどの部分に問題
があったかを示します。

1

グループ・バッファー・プール (GBP)。

2

共用通信域 (SCA)。

3

グローバル・ロック・マネージャー (LOCK)。

4

このデータベースに必要な CF メモリーの合
計。

5

このデータベースに割り当てられる CF メモリ
ーの合計のパーセンテージ。

ユーザーの処置: 以下に示す 1 つ以上の方法でこのメ
ッセージに対応してください。

全般:

v CF_MEM_SZ にさらに大きな値を設定して、CF 全体
のメモリー・サイズを増やします。

v 各 CF 構造構成パラメーターに AUTOMATIC 設定を
使用して、DB2 がこれらのパラメーターに適切な値
を計算するようにします。

理由コード 1 から 4 の場合:

v 理由コードに応じて、個々の CF 構造構成パラメータ
ーを減らします。

1

CF_GBP_SZ データベース構成パラメーター

2

CF_SCA_SZ データベース構成パラメーター

3

CF_LOCK_SZ データベース構成パラメータ
ー

4

CF_DB_MEM_SZ データベース構成パラメー
ター

理由コード 4 と 5 の場合:

v 他のデータベースが使用する CF メモリーの合計を判
別して、このデータベースの CF メモリー要件に適応
するために設定を変更する必要があるかどうかを確認
します。

SQL2051N DB2 メンバーと CF の間に通信障害があ
りました。理由コード = reason-code。
CF ID: CF-id。ホスト名: host-name。

説明: このメッセージは、データベース・マネージャー
が、DB2 メンバーとクラスター・キャッシング・ファ
シリティー (CF) の間の通信を妨げる問題を検出した場
合に返されます。

通信問題の性質は以下の理由コードで示されます。

1

ユーザー・レベル Direct Access Programming

Library (uDAPL) でエラーが発生または検出さ
れました。

2

ソケット・レイヤーでエラーが発生または検出
されました。

3

エラーの性質は判別できませんでした。

ユーザーの処置: トラブルシューティングの資料を参照
してください。

SQL2052N バックアップ・ユーティリティーが 1 つ
以上の DB2 メンバーの必要な情報および
メタデータを収集できなかったため、バッ
クアップ操作が失敗しました。

説明: DB2 pureCluster 環境では、DB2 メンバーからバ
ックアップ操作を実行する場合、バックアップ・ユーテ
ィリティーはインスタンス内の他のすべての DB2 メン
バーに関するリカバリー・メタデータを収集する必要が
あります。このメッセージは、バックアップ・ユーティ
リティーが 1 つ以上のメンバーのメタデータ情報を収
集できない場合に返されます。バックアップ・ユーティ
リティーは、メタデータの処理に必要な直列化を実行で
きなかった可能性があります。

ユーザーの処置:

1. バックアップ・エージェントまたはロガー EDU に
関連した通信エラーまたは入出力エラーについて
は、db2diag ログ・ファイルを確認してください。エ
ラーを修正してから、バックアップ操作を再実行し
てください。

SQL2051N

第 5 章 SQL2000 - SQL2499 389



2. バックアップ操作が引き続き失敗する場合、以下の
ステップを実行してください。

a. バックアップ・ユーティリティーがメタデータ情
報を収集できなかった原因を解決します。

b. バックアップ操作を再び実行します。

sqlcode: -2052

sqlstate: 5U055

SQL2054N バックアップまたはコピー・イメージが壊
れています。

説明: 使用中のバックアップまたはコピー・イメージが
壊れています。

これは、リストア・ユーティリティーが、圧縮イメージ
が正しく圧縮解除されなかったことを判別したことも意
味します。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 有効なイメージではないイメージを廃
棄してください。有効なイメージを使用して、ユーティ
リティー・コマンドを再サブミットしてください。

SQL2055N メモリー・セット memory-heap のメモリ
ーにアクセスできません。

説明: 処理中に、データベース・ユーティリティーがメ
モリーにアクセスできませんでした。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーを停止し
て再始動し、ユーティリティー・コマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL2056N メディア media で無効なメディア・タイ
プが見つかりました。

説明: データベース・ユーティリティーの処理中に、無
効なメディア・タイプが見つかりました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 使用しているメディアが、ユーティリ
ティーによってサポートされているタイプのメディアで
あることを確認してください。有効なメディア・リスト
を使用して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2057N メディア media は、すでに他の処理によ
ってオープンされています。

説明: データベース・ユーティリティーの処理中に指定
されたソースまたはターゲットのメディアは、すでに他
の処理によってオープンされています。 ユーティリテ

ィーは、処理のための共有アクセスを許しません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 使用しているメディアが現在使用され
ていないことを確認してください。 有効なメディア・
リストを使用して、コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL2058W メディア media でメディア終了の警告が
出されました。

説明: データベース・ユーティリティーの処理中に、メ
ディア終了の警告が出されました。 このエラーは、無
効な磁気テープ装置ブロック・サイズが指定された場合
にも発生します。

ユーティリティーは、続行の応答を待っています。

ユーザーの処置: メディア終了状況を訂正して、処理を
続行または終了するべきであることを示す、正しい
caller action パラメーターを指定して、ユーティリティ
ーに戻ってください。

リストア時刻で使用される磁気テープ装置ブロック・サ
イズ (あるいはブロッキング因数) は、バックアップ中
に使用されるものと同一である必要があります。 変数
ブロック・サイズが使用されている場合、使用バッファ
ー・サイズの方が小さいか、あるいは磁気テープ装置の
最大ブロック・サイズと同じである必要があります。

SQL2059W メディア device で、装置がいっぱいであ
るという警告が出されました。

説明: データベース・ユーティリティーの処理中に、装
置がいっぱいであるという警告が出されました。

ユーティリティーは、続行の応答を待っています。

ユーザーの処置: 装置がいっぱいである状況を訂正し
て、処理を続行または終了するべきであることを示す、
正しい caller action パラメーターを指定して、ユーティ
リティーに戻ってください。

SQL2060W 装置 device が空です。

説明: データベース・ユーティリティーの処理中に、空
の装置が見つかりました。 ユーティリティーは、続行
の応答を待っています。

ユーザーの処置: メディアを取り付けて、処理を続行ま
たは終了するべきであることを示す、caller action パラ
メーターを指定して、ユーティリティーに戻ってくださ
い。
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SQL2061N メディア media へのアクセスが拒否され
ました。

説明: データベース・ユーティリティーの処理中に、デ
バイス、ファイル、名前付きパイプ、TSM、またはベン
ダー共有ライブラリーへのアクセスの試みが拒否されま
した。ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: ユーティリティーが使用するデバイ
ス、ファイル、名前付きパイプ、TSM、またはベンダー
共有ライブラリーで、要求されたアクセスが許可されて
いることを確認し、ユーティリティー・コマンドを再サ
ブミットしてください。

SQL2062N メディア media のアクセス中に、エラー
が起きました。理由コード: reason-code

説明: データベース・ユーティリティーの処理中、装
置、ファイル、またはベンダー共有ライブラリーにアク
セスしているとき、予期しないエラーが起こりました。
以下が理由コードのリストです。

1 装置、ファイル、またはベンダー共有ライブラ
リーの初期設定に失敗しました。

他の理由コードがベンダー API コードを参照します。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: ユーティリティーが使用している装
置、ファイル、またはベンダー共有ライブラリーが使用
できることを確認し、ユーティリティー・コマンドを再
サブミットしてください。コマンドがまだ失敗する場合
は、技術サービス担当者に連絡してください。

他の理由コードについては、コードの詳細についてのふ
さわしいベンダー資料を参照してください。

SQL2065W 指定されたメディア media がユーティリ
ティーに接続された唯一のメディアである
場合、指定された呼び出し側アクション
caller-action は許されません。

説明: データベース・ユーティリティーに接続されてい
るメディアが 1 つだけなので、指定された呼び出し側
アクションは許されません。

ユーザーの処置: 処理を続行または終了するべきである
ことを示す、正しい caller action パラメーターを指定し
て、ユーティリティーに戻ってください。

SQL2066N 指定された表スペース名 name がデータ
ベースに存在しないか、またはユーティリ
ティーの操作に使用できません。

説明: 指定された表スペース名は構文的に正しくても、

データベースに存在しないか、またはユーティリティー
処理で使用できません。

表スペースは、以下の理由を含むいくつかの理由で許可
されない場合があります。

v 使用中のユーティリティーがバックアップ操作であれ
ば、表スペースが SYSTEM または USER 表スペー
スであるか、あるいは不整合状態であるため、その表
スペースが許可されていないと思われます。

v 使用中のユーティリティーがリストア操作であれば、
表スペースの別のリストア操作またはロールフォワー
ド操作が既に進行中であるために、表スペースが許可
されていない可能性があります。

v ユーティリティーがロールフォワード操作であれば、
表スペースのリストアが既に進行中であるために、表
スペースが許可されていない可能性があります。

ユーザーの処置: 有効な表スペースを指定して、ユーテ
ィリティー・コマンドを再サブミットしてください。

SQL2068N メディア media で、無効なイメージが見
つかりました。 メディア・ヘッダーがあ
りません。

説明: データベース・ユーティリティーの処理中に、無
効なイメージが見つかりました。 ユーティリティー
が、有効なメディア・ヘッダーを見つけることができま
せんでした。ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 正しいバックアップまたはコピー・イ
メージを使用して、コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL2069N メディア media で、無効なイメージが見
つかりました。 イメージは、データベー
ス別名 dbalias 用に作成されています。

説明: データベース・ユーティリティーの処理中に、無
効なイメージが見つかりました。 イメージは、異なる
データベース別名から作成されています。 ユーティリ
ティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 正しいバックアップまたはコピー・イ
メージを使用して、コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL2070N メディア media で、無効なイメージが見
つかりました。 イメージにタイム・スタ
ンプ timestamp が含まれています。

説明: データベース・ユーティリティーの処理中に、無
効なイメージが見つかりました。 イメージは、異なる
タイム・スタンプを持つバックアップまたはコピーから

SQL2061N

第 5 章 SQL2000 - SQL2499 391



作成されています。 ユーティリティーは処理を停止し
ます。

ユーザーの処置: 正しいバックアップまたはコピー・イ
メージを使用して、コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL2071N 共有ライブラリー shr-lib-name のアクセ
ス中に、エラーが起きました。 理由コー
ド: reason-code

説明: データベース・ユーティリティーの処理でのベン
ダーの共有ライブラリーのアクセス中に、予期しないエ
ラーが発生しました。以下が理由コードのリストです。

1

無効な共有ライブラリー・パスが見つかりまし
た。

2

ライブラリー (またはそのライブラリーが必要
とするライブラリー) が存在しないか、ライブ
ラリーには有効な形式がないため、ロードでき
ません。これは、32 ビットのライブラリーが
64 ビットのインスタンスにロードされている
か、その逆であることを意味する場合がありま
す。

3

共有ライブラリーのアンロード中に、エラーが
発生しました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 理由コードごとに、次のような対応を
します。

1

リストアまたはバックアップ・コマンドに正し
いパスを指定してください。パスが有効で、正
しい共有ライブラリーを含むことを確認しま
す。バックアップおよびリストア・コマンドの
詳細については、DB2 インフォメーション・
センター (http://publib.boulder.ibm.com/

infocenter/db2luw/v9) で、"restore database

command"、"backup database command" などの
用語を使用して検索してください。

2

正しいライブラリーを指定していることを確認
してください。ご使用のシステムで 32 ビッ
ト・バイナリーと 64 ビット・バイナリーを実
行できる場合、DB2 に、正しい形式のライブ
ラリーをロードするように指示していることを
確認してください。

TSM の使用中に失敗が発生する場合、TSM

API Client が正しくインストールされているこ
とを確認してください。

詳しくは、db2diag ログ・ファイルを参照して
ください。

3

使用中の TSM クライアントのバージョンが
DB2 インスタンスと互換性があるかを確認し
てください。詳細については、DB2 インフォ
メーション・センター (http://

publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9)

で、"TSM clients" などの用語を使用して検索
してください。

SQL2072N 共有ライブラリー shr-lib-name をバイン
ドできません。理由コード: reason-code

説明: データベース・ユーティリティーの処理での共有
ライブラリーのバインド中に、エラーが発生しました。
ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 理由コードが、ベンダー・ユーティリ
ティーからメッセージに返されていることに注意して、
可能なら修正してください。有効な共有ライブラリーま
たは別のサポートされているメディアを使用して、コマ
ンドを再サブミットしてください。

SQL2073N DATALINK 処理が、データベース・サー
バーまたは DB2 Data Links Manager で
の内部問題のため失敗しました。

説明: DATALINK 値を処理中に、予期しないエラーが
発生しました。

ユーザーの処置: コマンドを再サブミットしてくださ
い。問題がまだ続く場合は、DB2 および DB2 Data

Links Manager をシャットダウンして再始動した後に、
コマンドを再サブミットしてください。

リストア・ユーティリティーでは、WITHOUT

DATALINK を指定することで DATALINK 処理を避け
ることができます。

SQL2074N データベース・サーバーの内部問題のた
め、DATALINK の処理が失敗しました。

説明: DATALINK 値を処理中に、予期しないエラーが
発生しました。

ユーザーの処置: コマンドを再サブミットしてくださ
い。問題がまだ続く場合は、DB2 をシャットダウンお
よび再始動してからコマンドを再サブミットしてくださ
い。

リストア・ユーティリティーでは、WITHOUT
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DATALINK を指定することで DATALINK 処理を避け
ることができます。

SQL2075N DATALINK 処理が DB2 Data Links

Manager での内部問題のため失敗しまし
た。

説明: DATALINK 値を処理中に、予期しないエラーが
発生しました。

ユーザーの処置: コマンドを再サブミットしてくださ
い。問題がまだ続く場合は、 DB2 Data Links Manager

をシャットダウンして再始動した後に、コマンドを再サ
ブミットしてください。

リストア・ユーティリティーでは、WITHOUT

DATALINK を指定することで DATALINK 処理を避け
ることができます。

SQL2076W DB2 Data Links Manager server-name が
データベースに登録されていません。

説明: DB2 Data Links Manager server-name がデータ
ベースに ADD DATALINKS MANAGER コマンドで登
録されませんでした。

ユーザーの処置: ADD DATALINKS MANAGER コマ
ンドが失敗した理由の詳細については、管理通知ログを
チェックしてください。

SQL2077W 利用できる Data Links Manager に対す
る調整処理が正常に完了しました。利用で
きない Data Links Manager について
は、調整処理はペンディングになっていま
す。詳細情報については、管理通知ログを
参照してください。

説明: 表データで参照されている Data Links Manager

の一部またはすべてが、調整処理中、使用できませんで
した。利用できる Data Links Manager に対する調整処
理が正常に完了しました。利用できない Data Links

Manager の調整処理がペンディングになっているため、
表はデータ・リンク調整ペンディング (DRP) 状態にな
っています。

ユーザーの処置: 表データで参照されているすべての
Data Links Manager で調整が正常に完了したときに、表
はデータ・リンク調整ペンディング状態から解放されま
す。使用できなかった Data Links Manager を始動し
て、もう一度調整を実行してください。

SQL2078N DB2 Data Links Manager を正常に追加
またはドロップできませんでした。理由コ
ード = reason-code。

説明: 以下の理由コードで示されたいずれかの理由で、
DB2 Data Links Manager を追加またはドロップできま
せんでした。

01 追加される DB2 Data Links Manager がデータ
ベースにすでに登録されています。

02 ドロップされる DB2 Data Links Manager がデ
ータベースに登録されていません。

03 データベース・マネージャー構成パラメーター
DATALINKS が NO に設定されています。

04 データベースには、登録できる DB2 Data

Links Manager の最大数がすでにあります。

ユーザーの処置: 理由コードに応じたアクションは以下
のとおりです。

01 DB2 Data Links Manager を複数回追加しない
でください。

02 登録されていない DB2 Data Links Manager を
ドロップしないでください。

03 UPDATE DATABASE MANAGER

CONFIGURATION コマンドを使用してデータ
ベース・マネージャー構成パラメーター
DATALINKS を YES に設定し、操作を再試行
してください。

04 許可された最大数より多くの DB2 Data Links

Manager を追加しないでください。

SQL2079N 共有ライブラリー shr-lib-name からエラ
ーが報告されました。戻りコード:

return-code。

説明: データベース・ユーティリティーの処理中に、ベ
ンダーの共有ライブラリーからエラーが報告されまし
た。 表示された戻りコードは、有効なベンダー API の
戻りコードの 1 つに対応しています。 ユーティリティ
ーは処理を停止します。

API 戻りコードには、以下のものがあります。

3

DB2 製品とベンダー製品が非互換です。

4

無効なアクションが要求されました。

8

無効なユーザー ID が指定されました。

9
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無効なパスワードが指定されました。

10

無効なオプションが指定されました。

12

無効な装置ハンドルが指定されました。

13

無効なバッファー・サイズが指定されました。

30

ベンダー製品内で、重大エラーが発生しまし
た。

その他

ベンダー製品により、特定の重大エラーが戻さ
れました。

ユーザーの処置: 提供されている共有ライブラリーが有
効であることを確認してください。 ベンダー API の戻
りコードと対応する db2diag ログ・ファイル項目を基に
して必要な訂正アクションを試行し、ユーティリティ
ー・コマンドを再サブミットしてください。

SQL2080N スナップショットのバックアップに失敗し
ました。バックアップ中のデータベース
は、ボリューム・ディレクトリー内で固有
ではありません。

説明: スナップショット・バックアップを使用すれば、
DB2 データベースのバックアップおよびリストア操作
において、データ・コピーと移動に高速なコピー・テク
ノロジーを利用できます。

DB2 データベースに対するスナップショット・バック
アップが試行されました。しかし、バックアップ対象の
データベースと同じボリューム・ディレクトリー内に他
の 1 つ以上のデータベースがカタログされているた
め、スナップショット・バックアップ・ユーティリティ
ーはコピーに必要なすべてのデータベース・エレメント
を一意に識別することができませんでした。

スナップショット・バックアップの実行対象となってい
るデータベースと同じボリューム・ディレクトリー内に
他の DB2 データベースがカタログされている場合、バ
ックアップ対象ではないデータベースのファイルがバッ
クアップ・イメージに含まれる可能性があります。複数
のデータベースのファイルがバックアップ・イメージに
含まれる場合、このイメージを使っていずれかのデータ
ベースを正常にリストアすることはできません。

スナップショット・バックアップまたはリストアは、ボ
リューム・ディレクトリー内で固有の DB2 データベー
スに対してのみ実行できます。

スナップショットのバックアップに失敗しました。

ユーザーの処置: 複数のデータベースを含んでいるボリ
ューム・ディレクトリー内の DB2 データベースに対し
てスナップショット・バックアップを実行するには、次
のようにします。

v ターゲット・ボリューム・ディレクトリー内の他のす
べてのデータベースをドロップまたは移動します。

v BACKUP コマンドを再び実行します。

SQL2081N リストアするデータベースのエレメントの
中に、既存のデータベースのエレメントと
同じ名前のものが 1 つ以上あるため、ス
ナップショット・リストアに失敗しまし
た。理由コード = reason-code。

説明: スナップショット・バックアップを使用すれば、
DB2 データベースのバックアップおよびリストア操作
において、データ・コピーと移動に高速なコピー・テク
ノロジーを利用できます。

スナップショット・バックアップ・イメージからの
DB2 データベースのリストアが試行されました。しか
し、reason-code に示される理由のために、スナップシ
ョット・リストア・ユーティリティーはコピーに必要な
すべてのデータベース・エレメントを一意に識別するこ
とができませんでした。

1 ターゲット・ボリューム・ディレクトリー内
に、他の 1 つ以上のデータベースがカタログ
されています。

ターゲット・ボリューム・ディレクトリー内に
別のデータベースが存在する場合、リストアに
よってボリューム・ディレクトリーが置き換え
られて、既存のデータベースはアンカタログさ
れます。

2 バックアップ・イメージ内のデータベース・デ
ィレクトリーのある部分が別のデータベースに
よって使用されているため、リストア中に、バ
ックアップ・イメージ内の完全なデータベー
ス・ディレクトリーをディスク上に作成できま
せん。

例えば、データベースの作成時には、そのデー
タベースのメタデータを保管するためのディレ
クトリー階層が DB2 サーバーによって作成さ
れます。その際、DB2 インスタンスの名前を
使ってディレクトリーが作成され、その下に
は、データベース・パーティション用のディレ
クトリーが作成される場合があります。その下
には、データベース・トークン (作成された最
初のデータベースは SQL00001、2 番目に作成
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されたデータベースは SQL00002 など) を使っ
た名前のディレクトリーがあります。

ターゲット・ボリューム・ディレクトリー上に
同じ名前のディレクトリーが存在する場合、
SQL00001、SQL00002、などの名前を持つディ
レクトリーを含むスナップショット・バックア
ップ・イメージをリストアすることはできませ
ん。

3 バックアップ・イメージからリストアされるロ
グ・ディレクトリーはディスク上に既に存在し
ており、空ではありません。

バックアップ・イメージからリストアされるロ
グ・ディレクトリーがディスク上に既に存在し
ていてデータを含んでいる場合には、データが
予期せず上書きされることを防ぐために、DB2

はこれらのディレクトリーをリストアしませ
ん。

スナップショットのリストアに失敗しました。

ユーザーの処置: スナップショット・バックアップ・イ
メージから、複数のデータベースを含む特定のターゲッ
ト・ボリューム・ディレクトリーに DB2 データベース
をリストアするには、ターゲット・ボリューム・ディレ
クトリー内の他のすべてのデータベースをドロップまた
は移動してください。

スナップショット・バックアップ・イメージからログ・
ディレクトリーをリストアするためには、ログ・ディレ
クトリーがディスク上に存在しないか、空であることを
確認してください。その後、RESTORE コマンドを再び
実行します。

SQL2084N 次のデータベース、ワークロード、または
サービス・スーパークラスに対して定義で
きるワーク・アクション・セットは 1 つ
だけです: db-or-ssc-name。

説明: 次のデータベース、ワークロード、またはサービ
ス・スーパークラスに対して、すでにワーク・アクショ
ン・セットが定義されています: db-or-ssc-name。どの時
点でも、データベース、ワークロード、またはサービ
ス・スーパークラスに対して定義できるワーク・アクシ
ョン・セットは 1 つだけです。

ユーザーの処置:

1. 以下のいずれかを実行します。

v 別のデータベース、ワークロード、またはサービ
ス・スーパークラスを指定します。

v データベース、ワークロード、またはサービス・
スーパークラスに対して現在定義されているワー
ク・アクション・セットをドロップします。

2. 要求を再発行してください。

sqlcode: -2084

sqlstate: 5U017

SQL2085N マッピング・ワーク・アクションで指定さ
れたサービス・サブクラス
work-action-name をデフォルトのサービ
ス・サブクラスにすることはできません。

説明: アクティビティーをマップするワーク・アクショ
ンを定義する場合、デフォルトのサービス・サブクラス
を指定することはできません。

ユーザーの処置: デフォルトのサービス・サブクラスで
はない異なるサービス・サブクラスを指定し、要求を再
試行してください。

sqlcode: -2085

sqlstate: 5U018

SQL2086N 作業クラス work-class-name に指定された
範囲が無効です。

説明: FROM パラメーターまたは TO パラメーターの
いずれかに対して指定された値が無効です。 FROM 値
はゼロまたは正の倍精度値でなければならず、TO 値は
正の倍精度値または UNBOUNDED (上限を指定しない
場合) でなければなりません。TO 値が UNBOUNDED

でない場合、その値は FROM 値以上でなければなりま
せん。

ユーザーの処置: FROM 値と TO 値の両方に対して有
効な値を指定し、要求を再試行してください。

SQL2088W 指定された接続の自動統計プロファイルは
無効にされました。

説明: WLM_SET_CONN_ENV ストアード・プロシー
ジャーを使用して、特定のデータベース接続に対してワ
ークロード管理 (WLM) 構成設定を適用することができ
ます。 NONE 以外の値を持つ <sectionactuals> 名をス
トアード・プロシージャーの「settings」パラメーターに
組み込むことで、指定された接続の section actuals の収
集が有効になります。

WLM_SET_CONN_ENV ストアード・プロシージャーを
使って section actuals の収集を有効にすると、このメッ
セージが戻されます。

section actuals の収集と自動統計プロファイル
(AUTO_STATS_PROF データベース構成パラメーターを
使って有効にする) を同時に使用することはできませ
ん。接続で section actuals の収集を有効にする場合、そ
の接続の自動統計プロファイルは無効になります。
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ユーザーの処置: このメッセージに対する応答は必要あ
りません。

この接続の自動統計プロファイルをリストアするには、
WLM_SET_CONN_ENV ストアード・プロシージャーを
再び実行し、「settings」パラメーターで以下の名前と値
の対を指定することにより、section actuals の収集を無
効にします。

<sectionactuals>NONE</sectionactuals>

sqlcode: +2088

sqlstate: 01HN2

SQL2089N 最後の接続属性をワークロード
workload-name 接続の定義からドロップで
きません。

説明: ALTER WORKLOAD ステートメントの結果、
ワークロード workload-name から最後の接続属性がドロ
ップされます。この操作は許可されていません。ワーク
ロードの定義で指定された接続属性が少なくとも 1 つ
必要です。

ユーザーの処置: ALTER WORKLOAD ステートメン
トにより、ワークロードの定義内に少なくとも 1 つの
接続属性が残ることを確認してください。

sqlcode: -2089

sqlstate: 5U022

SQL2090N ワークロードが無効になっていないか、ワ
ークロードにアクティブなワークロード・
オカレンスが含まれているか、あるいはし
きい値またはワーク・アクション・セット
がワークロードに関連付けられているた
め、ワークロード workload-name をドロ
ップできません。

説明: ワークロード workload-name のドロップを試行
しましたが、以下のいずれかの理由で失敗しました。

v ワークロードが無効になっていない。

v ワークロードにアクティブなワークロード・オカレン
スが含まれている。

v しきい値がワークロードに関連付けられている。

v ワーク・アクション・セットがワークロードに関連付
けられている。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行します。

v ワークロードがまだ無効になっていない場合、ALTER

WORKLOAD ステートメントを発行してワークロー
ドを無効にし、新しいワークロード・オカレンスがア
クティブにならないようにします。

v システムで実行中のアクティブなワークロード・オカ
レンスがなくなるまで待機し、DROP ステートメント
を発行してワークロードをドロップします。

v しきい値がワークロードに関連付けられている場合、
DROP THRESHOLD ステートメントを発行して、関
連付けられているしきい値をドロップします。

v ワーク・アクション・セットがワークロードに関連付
けられている場合、DROP WORK ACTION SET ス
テートメントを発行して、関連付けられているワー
ク・アクション・セットをドロップします。

sqlcode: -2090

sqlstate: 5U023

SQL2091N 残りのストレージ・パスには、表スペース
tablespace-name 内のデータをリバランス
するための十分なストレージ・スペースが
含まれていません。

説明: ドロップ対象の 1 つ以上のストレージ・パスに
コンテナーが設定されている表スペースをリバランスす
るよう要求されました。データ・サーバーは、リバラン
スの操作中にこれらのコンテナーをドロップします。た
だし、ドロップ対象のコンテナーから移動されるデータ
を格納するには、表スペースの残りのパスに十分なスペ
ースが必要です。データ・サーバーは既存のコンテナー
を自動的に拡張し、必要に応じて残りのパス上に新しい
コンテナーを作成しますが、残りのパスには、移動され
るデータを入れるための十分なストレージがありませ
ん。

ユーザーの処置: この方法でリバランスするそれぞれの
表スペースごとに、ドロップされるコンテナーの数とサ
イズを判別することにより、残りのストレージ・パスに
移動されるデータ量を推定します。リバランスの操作を
正常に実行するには、少なくともこれだけの量の空きス
ペースが必要です。残りのストレージ・パスの空きスペ
ースの量を増やすか、新しいストレージ・パスをデータ
ベースに追加してください。

sqlcode: -2091

sqlstate: 57011

SQL2092N ストレージ・パス storage-path はドロッ
プ・ペンディング状態です。現在の要求を
処理できません。

説明: 1 つ以上のストレージ・パスが、ドロップ・ペン
ディング状態です。

ユーザーの処置: ドロップ・ペンディング状態のストレ
ージ・パスを、ALTER DATABASE ステートメントま
たは ALTER STOGROUP ステートメントから削除しま
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す。その後、要求を再試行してください。

sqlcode: -2092

sqlstate: 55073

SQL2093N 指定されたストレージ・パスをドロップで
きません。少なくとも 1 つのストレー
ジ・パスをストレージ・グループに関連付
ける必要があります。

説明: ストレージ・グループには、それに関連付けられ
たストレージ・パスが少なくとも 1 つ必要です。
ALTER STOGROUP ステートメントは、ストレージ・
グループのすべてのストレージ・パス ( またはドロッ
プ・ペンディング状態ではない残りのパス) をドロップ
しようとしています。

ユーザーの処置: 少なくとも 1 つのストレージ・パス
をドロップしないよう、ALTER STOGROUP ステート
メントを変更してください。すべてのストレージ・パス
をドロップする必要がある場合には、1 つ以上の新しい
ストレージ・パスを同時に追加するよう ALTER

STOGROUP ステートメントを変更してください。新し
いストレージ・パスには、ドロップされるパスからコン
テナーとデータを移動するための十分な空きスペースが
必要です。

sqlcode: -2093

sqlstate: 428HH

SQL2094W 表スペース tablespace-name のリバランス
でコンテナーが追加/ドロップされなかっ
たか、またはすべてのコンテナーを作成す
るためのディスク・スペースが不足してい
ました。理由コード: reason-code

説明: リバランスの操作では、ドロップ・ペンディング
状態のストレージ・パスからコンテナーをドロップし
て、新しく追加されたストレージ・パスに新しいコンテ
ナーを作成しようと試みます。さらに、この操作では、
すべてのデータベース・ストレージ・パスをまだ含んで
いないストライプ・セット用のコンテナーも作成しよう
と試みます。この警告は、以下のいずれかの理由コード
の結果として、1 つ以上のデータベース・パーティショ
ンで生成されました。

1

追加/ドロップする必要のあるコンテナーがあり
ません。

2

ドロップする必要のあるコンテナーはありませ
んが、表スペースのいくつかのストライプ・セ
ットには、すべてのストレージ・パス用のコン

テナーが含まれていません。ただし、ストレー
ジ・パスにはどの新しいコンテナー用の十分な
ディスク・スペースもありません。または、表
スペースが最大サイズに達しました。

3

ドロップする必要のあるコンテナーはありませ
んが、表スペースのいくつかのストライプ・セ
ットには、すべてのストレージ・パス用のコン
テナーが含まれていません。いくつかのストレ
ージ・パスには十分なディスク・スペースがな
いため、または表スペースの最大サイズに達し
たため、いくつかのコンテナーを作成できませ
んでした。新しいコンテナーは表スペースに追
加され、データがリバランスされます。

4

いくつかのコンテナーをドロップする必要があ
ります。表スペースのいくつかのストライプ・
セットには、すべてのストレージ・パス用のコ
ンテナーが含まれていません。ただし、対応す
るストレージ・パスには、作成されるどのコン
テナー用の十分なディスク・スペースもありま
せん。ドロップ・ペンディング状態のストレー
ジ・パス上のコンテナーはドロップされ、デー
タがリバランスされます。

5

いくつかのコンテナーをドロップする必要があ
ります。表スペースのいくつかのストライプ・
セットには、すべてのストレージ・パス用のコ
ンテナーが含まれていません。いくつかのコン
テナーを作成するためのディスク・スペースは
ありますが、すべて作成するには不十分です。
ドロップ・ペンディング状態のストレージ・パ
スにあるコンテナーはドロップされ、必要に応
じて新しいコンテナーがストライプ・セットに
追加されます。データがリバランスされます。

ユーザーの処置:

1

リバランスは必要ありません。

2

いっぱいになったストレージ・パスの空きスペ
ース量を増やすか、表スペースの許容最大サイ
ズを増やします。その後、要求を再試行してく
ださい。

3

現在のリバランスが完了するまで待ちます。そ
の後、いっぱいになったストレージ・パスの空
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きスペース量を増やすか、表スペースの許容最
大サイズを増やします。その後、要求を再試行
してください。

4

現在のリバランスが完了するまで待ちます。そ
の後、いっぱいになったストレージ・パスの空
きスペース量を増やして、要求を再試行しま
す。

5

現在のリバランスが完了するまで待ちます。そ
の後、いっぱいになったストレージ・パスの空
きスペース量を増やして、要求を再試行しま
す。

ストレージ・パスの空きスペース量を増やすには、ファ
イル・システムのサイズを増やすか、データベース以外
のデータを削除してください。

sqlcode: +2094

sqlstate: 01690

SQL2095W 1 つ以上の自動ストレージ表スペースがパ
スに存在するため、ストレージ・パス
storage-path はドロップ・ペンディング状
態です。

説明: ストレージ・パス storage-path をデータベース
からドロップするよう要求されました。1 つ以上の自動
ストレージ表スペースのコンテナーがこのストレージ・
パスに存在するため、これを直ちに除去することはでき
ず、ドロップ・ペンディング状態に置かれます。ストレ
ージ・パス上のすべてのコンテナーが除去されるまで
は、そのストレージ・パスは除去できません。

複数のストレージ・パスをドロップしようとしている場
合、このメッセージは他のストレージ・パスにも適用さ
れる可能性があります。

ユーザーの処置: 以下の 1 つ以上のタスクを実行し
て、ストレージ・パスからコンテナーを除去してくださ
い:

v すべての自動ストレージ TEMPORARY 表スペースを
ドロップします。その後、これらの表スペースを再作
成します。新しく作成された表スペースは、ドロッ
プ・ペンディング状態のストレージ・パスを使用しま
せん。

v ALTER TABLESPACE ステートメントの
REBALANCE 節を使用することにより、ドロップ対
象のストレージ・パスからデータとコンテナーを移動
します。

v 不要な表スペースをドロップします。

ドロップ・ペンディング状態のストレージ・パスを使用
している自動ストレージ表スペースをリストするには、
以下の SQL ステートメントを発行できます:

SELECT DISTINCT A.TBSP_NAME, A.TBSP_ID,

A.TBSP_CONTENT_TYPE

FROM SYSIBMADM.SNAPTBSP A,

SYSIBMADM.SNAPTBSP_PART B

WHERE A.TBSP_ID = B.TBSP_ID AND

B.TBSP_PATHS_DROPPED = 1

sqlcode: +2095

sqlstate: 01691

SQL2096N しきい値 threshold-name をドロップでき
ません。このしきい値は無効になっておら
ず、しきい値キューは空ではありません。
あるいは、しきい値の制御下でアクティビ
ティーが実行中です。

説明: しきい値 threshold-name をドロップしようとし
て失敗しました。このしきい値は無効になっておらず、
しきい値キューは空ではありません。あるいは、しきい
値の制御下でアクティビティーが実行中です。

ユーザーの処置: しきい値が無効になっていない場合は
それを無効にしてください。しきい値がワーク・アクシ
ョン・セットの一部である場合、ALTER WORK

ACTION SET ステートメントを使用してそれを無効に
する必要があります。しきい値がワーク・アクション・
セットの一部でない場合、ALTER THRESHOLD ステー
トメントを使用してそれを無効にします。しきい値を無
効にすると、しきい値の制御下で新しい要求を実行する
ことはできません。キューイングしきい値の並行性の制
限に達した場合、DISABLE アクションによって新しい
要求とキューを結合できなくなります。現在実行中の要
求が完了するか、あるいはキューに要求が存在しなくな
るまで待機し、DROP THRESHOLD ステートメントを
再度発行してください。

sqlcode: -2096

sqlstate: 5U025

SQL2097N ルーチン WLM_REMAP_ACTIVITY の
少なくとも 1 つの入力パラメーターが無
効であるため、指定したサービス・サブク
ラスにアクティビティーをマップできませ
ん。理由コード = reason-code。

説明: 1 つ以上の入力パラメーターが無効であるため、
ルーチン WLM_REMAP_ACTIVITY が失敗しました。
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理由コードは以下のとおりです。

1

アクティビティーは、そのアクティビティーの
サービス・スーパークラスの下にあるサービ
ス・サブクラスにのみ再マップできます。
service_superclass_name パラメーターでアクテ
ィビティーのサービス・スーパークラス名を指
定するか、これを NULL に設定してくださ
い。service_superclass_name パラメーターを
NULL に設定すると、デフォルトとして、この
入力パラメーターはアクティビティーの現在の
サービス・スーパークラス名になります。

2

アクティビティーのサービス・スーパークラス
の下にある有効なサービス・サブクラスを
service_subclass_name パラメーターで指定する
必要があります。

3

log_evmon_record パラメーターに Y を指定す
ると、アクティビティーがパーティションで再
マップされる際、イベント・モニター・レコー
ドが THRESHOLD VIOLATIONS イベント・
モニターに記録されます。log_evmon_record パ
ラメーターに N を指定すると、アクティビテ
ィーがパーティションで再マップされる際、イ
ベント・モニター・レコードは THRESHOLD

VIOLATION イベント・モニターに記録されま
せん。

ユーザーの処置: 理由コードの条件が満たされることを
確認して、WLM_REMAP_ACTIVITY ルーチンを再び呼
び出します。

sqlcode: -2097

sqlstate: 5U046

SQL2098N 要求された操作は、スキーマ転送操作によ
って現在使用されているオブジェクト、ま
たは以前に生成されたオブジェクトと競合
するため、実行できません。理由コード:

rc

説明: 要求された操作は、転送操作と両立しません。以
下の理由コードは、エラーを示します。

1

ストレージ・パスが転送操作によってアクセス
されていると、そのストレージ・パスを変更で
きません。この競合は、転送操作によってステ
ージング・データベース上でストレージ・パス
が追加されているとき、またはドロップされて

いるとき、あるいはターゲット・データベース
上でストレージ・パスがドロップされていると
きに発生することがあります。

2

コンテナーを持たず、使用可能になっていない
表スペースで、要求された操作を実行できませ
ん。

3

表スペース名は、転送操作用に予約されていま
す。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいて、以下のいずれ
かのアクションを行ってください。

1

スキーマの転送が完了するまで待った後、
ALTER STORAGE PATH コマンドを再発行し
てください。

2

使用できない表スペースをドロップしてくださ
い。使用できない表スペースでは操作を実行し
ないでください。

3

別の表スペース名を指定してください。

SQL2101N 関連するデータベース・オブジェクトまた
は構成との非互換性のために、
ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャー
を完了できませんでした。理由コード:

reason-code

説明: SYSPROC.ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャ
ーを使用すると、1 つの表スペースから別の表スペース
にデータを移動できます。例えば、再利用可能ストレー
ジが有効になっていない既存の DMS 表スペースがある
場合、このプロシージャーを使用して、再利用可能スト
レージが有効になった新しい DMS 表スペースにデータ
を移行できます。このエラーが戻された理由は、次のよ
うな理由コードによって示されます。

1

DB2_SKIPDELETED レジストリー変数が有効
になっている。DB2 バージョン 9.7 フィック
スパック 2 より前では、オンラインの
ADMIN_MOVE_TABLE 操作は、
DB2_SKIPDELETED レジストリー変数が有効
になっている場合には実行できません。

26

SQL2098N • SQL2101N

第 5 章 SQL2000 - SQL2499 399



プロトコル表
SYSTOOLS.ADMIN_MOVE_TABLE がこのプ
ロシージャーによって作成されなかったため、
これを使用できない。

ユーザーの処置: まず、示された理由コードに応じて次
のように対応します。

1

DB2_SKIPDELETED レジストリー変数を無効
にします。

26

表 SYSTOOLS.ADMIN_MOVE_TABLE を削除
します。

次に、ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャーを再び呼
び出してください。

sqlcode: -2101

sqlstate: 5UA0M

SQL2102N プロシージャー実行中の内部的な障害のた
めに、ADMIN_MOVE_TABLE プロシー
ジャーを完了できませんでした。理由コー
ド: reason-code

説明: SYSPROC.ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャ
ーを使用すると、1 つの表スペースから別の表スペース
にデータを移動できます。例えば、再利用可能ストレー
ジが有効になっていない既存の DMS 表スペースがある
場合、このプロシージャーを使用して、再利用可能スト
レージが有効になった新しい DMS 表スペースにデータ
を移行できます。このエラーが戻された理由は、次のよ
うな理由コードによって示されます。

12

予期しない内部エラーが発生しました。

13

コピー・オプションとしてロードが使用されま
したが、スワップ・フェーズで FORCE オプシ
ョンが設定されませんでした。

18

プロシージャーは表の索引を作成しようとしま
したが、表には索引の部分として指定できない
列だけが含まれているため、作成できませんで
した。

19

ステージング表に対するアクティブなロックが
多すぎるため、再生フェーズ中にステージング
表のいくつかの行を処理できませんでした。

22

ターゲット表のロード中に、エラーが発生した
か、行が拒否されました。

28

ソース表からターゲット表に統計をコピーする
際にエラーが発生しました。

31

CLUSTER および NON_CLUSTER オプション
は互いに互換性がありません。

32

システム期間テンポラル表では KEEP オプシ
ョンはサポートされていません。

ユーザーの処置: 示された理由コードに応じて、次のよ
うに対応します。

12

この予期しない結果を報告するために、DB2

サービス担当員に連絡して、db2diag ログ・フ
ァイルおよび (DIAGPATH データベース・マ
ネージャー構成パラメーターで指定された) 診
断ディレクトリー・パスの内容を提出します。

13

ロード操作はリカバリー不能です。この点を認
識してバックアップ・イメージを作成できるよ
うにするために、FORCE オプションを
COPY_USE_LOAD と共に使用してください。

18

この表の移動を試みる前に、索引の部分として
指定可能な列を表に作成します。

19

より少ない数の挿入、更新、または削除アクテ
ィビティーが表に対して発生しているときに操
作を再試行してください。

22

db2diag ログ・ディレクトリー内の db2load 出
力ファイルを調べて、ターゲット表を正常にロ
ードできない原因となっているエラーまたはデ
ータを訂正してください。

28

統計をコピーできません。NO_STATS または
NEW_STATS オプションを指定して操作を再試
行してください。

31
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CLUSTER および NON_CLUSTER オプション
を同時に指定することはできません。どちらか
1 つのみを指定するか、デフォルトの動作が望
ましいのであればどちらも指定しないでくださ
い。

32

KEEP オプションを指定せずに
ADMIN_MOVE_TABLE SWAP 操作を再試行し
てください。

sqlcode: -2102

sqlstate: 5UA0M

SQL2103N ソース表またはターゲット表の一部の特性
が ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャ
ーによってサポートされないため、
ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャー
を完了できませんでした。理由コード:

reason-code

説明: SYSPROC.ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャ
ーを使用すると、1 つの表スペースから別の表スペース
にデータを移動できます。例えば、再利用可能ストレー
ジが有効になっていない既存の DMS 表スペースがある
場合、このプロシージャーを使用して、再利用可能スト
レージが有効になった新しい DMS 表スペースにデータ
を移行できます。データベースに現存するソース表また
はターゲット表に対して ADMIN_MOVE_TABLE プロ
シージャーを操作できません。操作を妨げている特性
は、次のような理由コードによって示されます。

6

ソース表のタイプがサポートされないか、参照
制約が表に対して定義されています。

7

検証操作で、表の間の相違点が見つかりまし
た。行数または列の値が 2 つの表の間で整合
していません。

14

ソース表はアクティブなイベント・モニターの
対象であるため、移動できません。

16

ソース表およびターゲット表の変更可能な表フ
ラグまたは索引が同期していません。

17

同じであるべき列定義または索引が異なってい
ます。

20

指定されたターゲット表はサポートされていま
せん。

21

指定されたターゲット表が空ではありません。

33

システム期間テンポラル表またはアプリケーシ
ョン期間テンポラル表をターゲット表として指
定できません。

ユーザーの処置: 示された理由コードに応じて、次のよ
うに対応します。

6

サポートされる表タイプに変更して、表に対す
る参照制約とテキスト検索索引をすべて除去し
ます。

7

オンライン表移動操作を再び開始します。これ
により、プロトコル表のエラーが修正されるは
ずです。

14

表の移動を試みる前に、イベント・モニターを
無効にします。

16

ソースおよびターゲット表間での変更可能な表
フラグまたは索引の相違を訂正するために、ス
ワップ・フェーズを再試行します。

17

ソース表とターゲット表で列定義および索引定
義が同じになるように変更します。

20

サポートされるようにターゲット表を変更する
か、別の、サポートされるターゲット表を指定
します。

21

空のターゲット表を指定するか、ターゲット表
のすべての項目を削除して、操作をやり直しま
す。

33

システム期間テンポラル表またはアプリケーシ
ョン期間テンポラル表ではない表をターゲット
表として指定します。

sqlcode: -2103

sqlstate: 5UA0M
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SQL2104N 現在、このユーザーは
ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャー
を完了することができません。理由コード
: reason-code

説明: SYSPROC.ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャ
ーを使用すると、1 つの表スペースから別の表スペース
にデータを移動できます。例えば、再利用可能ストレー
ジが有効になっていない既存の DMS 表スペースがある
場合、このプロシージャーを使用して、再利用可能スト
レージが有効になった新しい DMS 表スペースにデータ
を移行できます。試行された表移動操作は、データベー
ス・オブジェクトまたは操作の状態と矛盾しています。
このエラーが戻された理由は、次のような理由コードに
よって示されます。

4

オンライン表移動操作は、指定された操作を許
可しない状態になっています。

8

進行中のオンライン表移動操作はありません。
このため、指定された操作は許可されません。

9

オンライン表移動操作が進行中です。同じ表に
対する並列的なオンライン表移動操作は許可さ
れません。

15

この表はオンライン表移動操作のターゲット
表、ステージング表、またはプロトコル表であ
るため、移動できません。

29

部分再編成の操作が進行中であるため、オンラ
イン表移動のコピー・フェーズの実行は許可さ
れません。

ユーザーの処置: 示された理由コードに応じて、次のよ
うに対応します。

4

オンライン表移動操作の現在の状態において適
切な操作を指定してください。

8

許可される操作を指定してください。

9

競合するオンライン表移動操作が完了するまで
待ってください。

15

オンライン表移動操作が完了するまで待ってく
ださい。

29

部分再編成の操作が完了するまで待ってくださ
い。

sqlcode: -2104

sqlstate: 5UA0M

SQL2105N プロシージャー実行の前提条件が満たされ
ないため、ADMIN_MOVE_TABLE プロ
シージャーを完了できませんでした。理由
コード: reason-code

説明: SYSPROC.ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャ
ーを使用すると、1 つの表スペースから別の表スペース
にデータを移動できます。例えば、再利用可能ストレー
ジが有効になっていない既存の DMS 表スペースがある
場合、このプロシージャーを使用して、再利用可能スト
レージが有効になった新しい DMS 表スペースにデータ
を移行できます。ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャ
ーを正常に実行するには、特定の情報やオブジェクトが
あらかじめ存在する必要があります。次の理由コード
は、満たされなかった項目を示しています。

10

プロトコル表の中に索引情報が見つかりませ
ん。

11

期待されたデータがプロトコル表の中に見つか
りません。

23

列をドロップするにはユニーク索引が存在する
必要があるため、指定された列をドロップでき
ませんでした。ドロップ対象の列は、そのユニ
ーク索引の中に存在することはできません。

24

通常データ、ラージ・オブジェクト (LOB) デ
ータ、または索引のための表スペースが指定さ
れましたが、これら 3 つの表スペースがすべ
て指定されたわけではありません。

25

LONG、LOB、構造化タイプ、または XML 列
を持つ表を移動するよう指定されましたが、そ
の表にはユニーク索引 (ただし XML 列を含む
ユニーク索引を除く) が定義されていません。

30

SQL2104N

402 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



NOT NULL として定義する列を追加する場
合、DEFAULT 値を指定しなければいけないの
で、この列を指定されたとおりに追加できませ
んでした。

ユーザーの処置: 示された理由コードに応じて、次のよ
うに対応します。

10

オンライン表移動操作を再び開始します。これ
により、プロトコル表のエラーが修正されるは
ずです。

11

オンライン表移動操作を再び開始します。これ
により、プロトコル表のエラーが修正されるは
ずです。

23

新しいユニーク索引を表に作成するか、ユニー
ク索引からドロップ対象の列を除去するか、列
のドロップを試行しない状態で、オンライン表
移動操作を再試行します。

24

3 つの表スペース・パラメーター (通常デー
タ、ラージ・オブジェクト・データ、および索
引) をすべて指定します。または、これらのパ
ラメーターを 1 つも指定しないでください。

25

ユニーク索引を表に作成します。または、表の
移動を試行しないでください。

30

NOT NULL として定義する追加列に
DEFAULT 値を指定してください。

sqlcode: -2105

sqlstate: 5UA0M

SQL2150W バックアップ・イメージに含まれている表
スペースがリストアされました。呼び出し
側の要求に応じて、これらの表スペースの
1 つ以上がスキップされていることがあり
ます。

説明: RESTORE DATABASE コマンドが出されまし
た。 バックアップ・イメージ内の表スペースの一部の
みをリカバリーするよう、ユーザーが指示しました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL2154N RESTORE が正常に終了しませんでし
た。表スペースのリストアに使用されたバ
ックアップが、データベースの現在のログ
順序に関連していません。

説明: 表スペースのリストアの場合は、バックアップ
が、データベースの現在のログ順序中に取られている必
要があります。 ログ・ファイルの順序は、前にリスト
アされたデータベース、または処理されたログ・ファイ
ルによって決定されます。 さらに、ロールフォワー
ド・リカバリーに対してデータベースが最後に可能にな
った後に、バックアップを取る必要があります。

表スペース・リストアは停止しました。

ユーザーの処置: 正しいバックアップ・イメージを使用
して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2155W open scan が発行されたために、リカバリ
ー履歴ファイルが変更されました。

説明: ファイルがスキャンのためにオープンされたの
で、リカバリー履歴ファイルが変更されました。読み取
ったデータに不整合がある可能性があります。

ユーザーの処置: スキャンから整合性のあるデータを得
ることが必要な場合は、リカバリー履歴ファイルをクロ
ーズして、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2157N すでに 8 つのリカバリー履歴ファイル・
スキャンがオープンしています。

説明: この処理では、8 つのリカバリー履歴ファイルの
スキャンがすでにオープンされています。 8 つを超え
るスキャンのオープンは許されていません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 1 つ以上の CLOSE RECOVERY

HISTORY FILE SCAN コマンドを発行して、コマンド
を再発行してください。

SQL2160W 損傷を受けたリカバリー履歴ファイルは置
換されました。 処理は続行されます。

説明: リカバリー履歴ファイルへのアクセス中に、エラ
ーが発生しました。ユーティリティーは、代替コピーか
らファイルをリカバリーできます。ユーティリティーは
処理を続けます。

ユーザーの処置: ユーティリティーは正常に処理を続け
ます。リカバリー履歴ファイルが再び損傷を受けないよ
うに、適切な予防策を講じる必要があります。

SQL2150W • SQL2160W
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SQL2161N 損傷を受けたリカバリー履歴ファイルを修
正できませんでした。指定されたアクショ
ンが失敗しました。

説明: リカバリー履歴ファイルへのアクセス中に、エラ
ーが発生しました。ユーティリティーがファイルをリカ
バリーできません。ユーティリティーは処理を停止しま
す。

ユーザーの処置: 処理を続けるには、リカバリー履歴フ
ァイルを除去して、コマンドを再サブミットしてくださ
い。ユーティリティーが新しいファイルを再生成しま
す。壊れたファイルのデータは失われます。壊れたファ
イルを調べて、保管できる情報がないかどうかをチェッ
クしてください。リカバリー履歴ファイルが再び損傷を
受けないように、適切な予防策を講じる必要がありま
す。

SQL2162N データベース・パーティション
dbpartitionnum 上のデータベース
database-name およびログ・ストリーム
log-stream-ID のログ・ファイル
log-file-number にアクセスする権限がデー
タベース・マネージャーにないため、リカ
バリー操作が失敗しました。

説明: ファイル許可の設定により、データベース・マネ
ージャーは指定されたログ・ファイルにアクセスできま
せん。リカバリー (ロールフォワードまたはクラッシ
ュ・リカバリー) を続行できません。

ユーザーの処置: ログ・ファイルが保管されているファ
イル・システムをチェックしてください。これらのロ
グ・ファイルにアクセスするために必要な許可がインス
タンスの所有者に与えられていることを確認して、リカ
バリー操作を再試行してください。

SQL2163N データベース・パーティション番号
partition_number に関して、データベース
を指定された時点までリカバリーするため
のバックアップ・イメージが、リカバリー
履歴ファイル中に見つかりません。

説明: データベースを指定された時点までリカバリーす
るためのバックアップ・イメージが、リカバリー履歴フ
ァイル中に見つかりません。このエラーは、履歴ファイ
ルの整理が実施された場合に発生することがあります。

ユーザーの処置: もっと後の時点を指定して試行してく
ださい。ログの終了を指定する場合は、履歴ファイルに
バックアップ・イベントのレコードが含まれていること
を確認してください。

SQL2164N データベース・パーティション番号
partition_number に関して、RECOVER

ユーティリティーは指定されたリカバリー
履歴ファイル filename を検出できません
でした。

説明: RECOVER コマンドに指定されたリカバリー履
歴ファイルが見つかりませんでした。

ユーザーの処置: ファイル名を確認し、コマンドを再サ
ブミットしてください。

SQL2165W ヒストリー・ファイル・レコードに保管さ
れている表スペース数が、db2HistoryData

データ構造の poTablespace フィールドの
割り振られた表スペース数を超えていま
す。

説明: db2HistoryData の iNumTablespaces フィールド
の値が、取り出されるヒストリー・ファイル・レコード
内の表スペース数より小さい値です。表スペース・デー
タは、iNumTablespaces の値で切り捨てられました。

ユーザーの処置: poTablespace のメモリー割り当てを増
やして、さらに多くの表スペースが割り振れるように
し、iNumTablespaces の値を対応する大きな数に更新し
ます。db2HistoryOpenStruct データ構造の
oMaxTablespaces フィールドの値によって表される表ス
ペース数 (db2HistoryOpenScan API によって返される)

は、ヒストリー・ファイル内の項目を読み取るのに十分
であることが保証されています。

SQL2166N データベース database が存在しないた
め、RECOVER コマンドは失敗しまし
た。

説明: RECOVER コマンドはデータベースのリカバリ
ーに必要なバックアップ・イメージとログ・ファイルの
判別に、リカバリー履歴ファイルを利用します。

指定されたデータベースが存在しないため、DB2 はリ
カバリー履歴ファイルを見つけることができませんでし
た。

ユーザーの処置: 指定されたデータベース名が正しいこ
とを確認するか、または RECOVER コマンドの USING

HISTORY FILE 節を使用してデータベースのリカバリ
ー履歴ファイルを指定します。

SQL2167W ヒストリー・ファイル・レコードに保管さ
れているログ・ストリーム数が、関数に渡
された割り振り済みログ・ストリーム数を
超えています。

説明: db2HistoryData データ構造の

SQL2161N
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ioLogRange.iNumLogStreams フィールドの値が、取り出
されるヒストリー・ファイル・レコード内のログ・スト
リーム数より小さい値です。ログ・ストリーム・データ
は、ioLogRange.iNumLogStreams の値に切り捨てされま
した。

ユーザーの処置: ioLogRange.oStream のメモリー割り
当てを増やして、さらに多くのログ・ストリームが割り
振れるようにし、ioLogRange.iNumLogStreams の値を対
応する大きな値に更新します。db2HistoryOpenStruct デ
ータ構造の oMaxLogStreams フィールドの値によって表
されるログ・ストリーム数 (db2HistoryOpenScan API に
よって返される) は、ヒストリー・ファイル内の項目を
読み取るのに十分であることが保証されています。

SQL2170N ユーティリティーはリカバリー履歴ファイ
ルの中で同じ ID を持つ項目を検出しま
した。書き込みできません。

説明: ユーティリティーは、リカバリー履歴ファイルの
中で書き込み中に同じ ID (秒単位のタイム・スタンプ)

を持つ項目を検出しました。リカバリー履歴ファイルへ
の書き込みが終了します。データベース・マネージャー
がリカバリー履歴ファイルの ID の固有性を確認し、 1

秒単位で複数の要求に対して準備をします。ただし、数
秒の間に要求が多数ある場合には失敗する可能性があり
ます。

ユーザーの処置: アプリケーションが履歴ファイルに多
数の項目を生成するユーティリティー
(backup、quiesce、 load) を実行している場合、この問題
を防ぐためにユーティリティーの要求を調整してくださ
い。

SQL2171N 指定されたオブジェクト・パーツがファイ
ルに存在しないため、リカバリー履歴ファ
イルの更新が失敗しました。

説明: リカバリー履歴ファイルの更新が指定された項目
が、ファイルに存在しません。ユーティリティーは処理
を停止します。

ユーザーの処置: 有効な項目を使用して、コマンドを再
サブミットしてください。

SQL2172W このユーティリティーは完了しています
が、エラー error のため、リカバリー履
歴ファイルでイベントをログできません。

説明: このユーティリティーはリカバリー履歴ファイル
を書き込み中、エラーを検出しています。この警告は処
理に影響を与えません。

ユーザーの処置: エラー条件を訂正し、この警告がこれ
から発生しないようにしてください。

SQL2180N フィルター指定に不正な構文または不正な
パスワード・キーが使用されました。

説明: 与えられたフィルター指定が、不正な構文または
不正なパスワード・キーのいずれか、あるいは両方を使
用しています。

ユーザーの処置: 診断情報を保管しておき、IBM サー
ビスに連絡してください。

SQL2181N フィルター付きリカバリーを行っていると
きに内部エラーが発生しました。

説明: フィルター付きリカバリーを行っているときに内
部エラーが発生しました。リカバリーは終了します。

ユーザーの処置: 表の状態を変更するよう試みていると
きにエラーが発生した場合、表スペース全体にフィルタ
ーを掛けてください。診断情報を保管しておき、IBM

サービスに連絡してください。

SQL2200N 表または索引名の修飾子が長すぎます。

説明: 許可 ID は 1 から 128 バイトの長さでなけれ
ばなりません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 正しい修飾子で、コマンドを再サブミ
ットしてください。

SQL2203N tablename パラメーターが無効です。表名
が長すぎる、許可 ID しか指定されてい
ない、表名が指定されていない、名前のア
ドレスが無効である、のいずれかです。

説明: 表名の指定が必要です。1 から 128 文字
(MBCS 環境では、バイト単位) の長さで指定してくだ
さい。表名は、有効なアプリケーション・アドレスに位
置している必要があります。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 正しい表名を使用して、コマンドを再
サブミットしてください。

SQL2204N iname パラメーターが無効です。索引名
が長すぎるか、または許可 ID しか指定
されていないか、または索引名のアドレス
が無効です。

説明: 索引を指定する場合、名前は 1 から 128 バイト
の長さでなければなりません。索引は、有効なアプリケ
ーション・アドレスに位置している必要があります。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 有効な索引名を使用して、コマンドを
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再サブミットしてください。

SQL2205N 指定された索引が無効であるため、要求さ
れた操作が失敗しました。理由コード:

reason-code

説明: 指定された索引パラメーターは、要求された操作
には無効です。理由コードのリストを以下に示します。

1

指定された schema.table-name または
schema.index-name に、指定された索引が存在
しません。

2

指定された索引は拡張索引です。 表の再編成
ユーティリティーは、索引拡張子に基づいて索
引をサポートしていません。

3

表で定義されている索引はすべて、以下の操作
が有効になっている疑似削除でなければなりま
せん。インプレース表 REORG、オンライン
LOAD、CLEANUP オプションをともなう
REORG INDEXES。

4

クラスタリング索引以外の索引が、表 REORG

コマンドで指定されました。

5

索引拡張子に基づく表に索引が存在する場合
は、インプレース表 REORG は許可されませ
ん。

6

CREATE TABLE コマンドの ORGANIZE BY

節を使用する 1 つ以上のディメンションを持
つ表の REORG TABLE に対して索引を指定す
ることはできません。

7

REORG TABLE に指定する索引は、XML 領域
の索引、XML 列パスの索引、または XML 列
上の索引にすることはできません。

8

索引が指定されているか、クラスタリング索引
が表に存在する場合、REORG INDEXSCAN の
み使用できます。

9

RECLAIM EXTENTS オプション付きの
REORG INDEX に指定された索引は、データ

ベース管理スペース (DMS) 表スペースに存在
していなければなりません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

ユーティリティーまたは操作が処理を停止しました。

ユーザーの処置: 有効な索引を指定するか、または索引
を指定しないで (該当する場合)、コマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL2207N datafile パラメーターで指定されたファイ
ル・パスが無効です。

説明: datafile パラメーターが、デフォルト・ファイ
ル・パスを示す値ではありません。また、datafile パラ
メーターは、有効な非デフォルト値ではありません。
以下のいずれかがあてはまる可能性があります。

v ポインターが無効です。

v ポインターが、ファイル・パスの指定に対して長すぎ
るストリングを指しています。

v 指定されたパスの値が無効です (サーバー・マシン上
で)。

v サーバー・マシンのファイル・パスが、適切な区切り
文字で終了していません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 有効な datafile パラメーターを使用し
て、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2208N 表スペースまたは LONG 表スペース・パ
ラメーターで指定された表スペース
tablespace-name が無効です。

説明: 表スペースまたは LONG 表スペース・パラメー
ターに、有効な値が入っていません。下記のいずれかの
状態が存在する可能性があります。

v ポインターが無効です。

v ポインターが、表スペース名に対して長すぎるストリ
ングを指しています。

v 指定された表スペースが存在しません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 有効な表スペースまたは LONG 表ス
ペース・パラメーターを指定してコマンドを再サブミッ
トするか、またはこれらのパラメーターを使用しないで
ください。後者の場合は、表再編成ユーティリティー
が、表自体が存在する表スペースを使用します。
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SQL2211N 指定された表が存在しません。

説明: 表がデータベースに存在しません。表名または許
可 ID が正しくありません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な表名を使用して、コマンドを再
サブミットしてください。

SQL2212N 指定された表はビューです。表再編成ユー
ティリティーをビューに対して実行するこ
とはできません。

説明: 表再編成ユーティリティーをビューに対して実行
することはできません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 有効な表名を使用して、コマンドを再
サブミットしてください。

SQL2213N 指定された表スペースは、SYSTEM

TEMPORARY 表スペースではありませ
ん。

説明: REORG ユーティリティーでは、指定する表スペ
ースはすべて、 SYSTEM TEMPORARY 表スペースで
なければなりません。 与えられた表スペース名は、シ
ステム一時表を保留するために定義されている表スペー
スではありません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: SYSTEM TEMPORARY 表スペース
の名前を使用してコマンドを再サブミットするか、ある
いは表スペース名パラメーターを使用しないでくださ
い。 後者の場合、REORG ユーティリティーは、表自
体が常駐する表スペースを使用します。

SQL2214N このユーザー ID は、表 name に対して
REORG ユーティリティーを実行する権
限を持っていません。

説明: 適切な許可を持たずに、指定した表またはその索
引を再編成しようとしました。適切な許可とは、表に対
する CONTROL 特権、あるいは
SYSADM、SYSCTRL、SYSMAINT、DBADM、
SQLADM のいずれかの権限です。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 適切な権限または特権を持つユーザー
としてログオンして、REORG ユーティリティー・コマ
ンドを再サブミットしてください。

SQL2215N データベースへこれまでの作業をコミット
している間に、 SQL エラー sqlcode が
発生しました。

説明: ユーザーは、Reorganize Table コマンドに指定さ
れたデータベースにすでに接続されています。これまで
の作業をデータベースに対してコミットしているとき
に、エラーが発生しました。

ユーティリティーは、ロールバックもデータベース接続
の切断も行わずに、処理を停止します。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージの
SQLCODE (メッセージ番号) を調べてください。変更を
行って、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2216N データベース表または索引の再編成中に、
SQL エラー sqlcode が発生しました。

説明: データベース表または索引の再編成中に、エラー
が発生しました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージの
SQLCODE (メッセージ番号) を調べてください。 変更
を行って、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2217N REORG ユーティリティーによって使用
されている SYSTEM TEMPORARY 表
スペースのページ・サイズは、表データが
存在する (LONG または LOB 列データ
を含む) 表スペースのサイズに一致してい
なければなりません。原因は、次の理由コ
ード reason-code に基づいています。

説明: 理由コードのリストを以下に示します。

1 原因は、表のデータに一時表スペースを選択し
たことに関係しています。

2 原因は、表の LONG または LOB データに一
時表スペースを選択したことに関係していま
す。

システム一時表が REORG ユーティリティーに明示的
に指定されている場合、REORG ユーティリティーによ
って使用されている SYSTEM TEMPORARY 表スペー
スのページ・サイズは、表データが存在する (LONG ま
たは LOB 列データを含む) 1 つ以上の表スペースのサ
イズに一致しているか、または LONG データの適切な
コンテナーを指定する必要があります。以下のいずれか
が、この制約事項に違反しています。

v 表のデータが、指定された SYSTEM TEMPORARY

表スペースのページ・サイズとは異なるページ・サイ
ズを持つ表スペースに存在しています。
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v SYSTEM TEMPORARY 表スペースおよび表の通常デ
ータのページ・サイズとは異なるページ・サイズを持
つ表スペースにデータが存在する LONG または
LOB 列が表に入っていますが、LONG または LOB

データ・オブジェクトの正しいページ・サイズを持つ
表スペースは見つかりませんでした。

SYSTEM TEMPORARY 表スペースまたは LONG

TEMPORARY 表スペースが REORG ユーティリティー
に指定されていなかった場合には、このユーティリティ
ーは内部的に SYSTEM TEMPORARY 表スペースを検
索していました。 表データと同じページ・サイズを使
用する SYSTEM TEMPORARY 表スペースがデータベ
ースに存在しなかったか、あるいはその時点で使用でき
ませんでした。

ユーザーの処置: 表データと同じページ・サイズを使用
する SYSTEM TEMPORARY 表スペースがデータベー
スに存在しない場合、その表データのページ・サイズに
一致するページ・サイズで SYSTEM TEMPORARY 表
スペースを作成してください。表データのページ・サイ
ズが LOB または LONG データのページ・サイズとは
異なる場合、そのページ・サイズを使用する SYSTEM

TEMPORARY 表スペースが必ず存在するようにしま
す。

表データと同じページ・サイズを使用する SYSTEM

TEMPORARY 表スペースがデータベースに存在してい
ても、コマンドを出したときに使用できなかった場合、
SYSTEM TEMPORARY 表スペースが使用できるように
なってからコマンドを出し直してください。

SQL2218N REORG ユーティリティーに指定された
1 つ以上のパラメーターが非互換です。

SQL2219N 表 table-name に対する指定された
INPLACE 表の再編成アクションは、 1

つ以上のノードで許可されていません。理
由コード: reason-code

説明: 以下の理由コードによって示されている制限に違
反しているため、ステートメントを処理できません。

1

オリジナルのデータまたは索引オブジェクトが
変更されているため、表の再編成を RESUME

できません。

2

指定された表に対して RESUME すべき再編成
がありません。

3

非クラスター表の再編成を RESUME するよ
う、索引を指定することはできません。

4

再編成を開始するよう指定されたオリジナルの
索引がドロップされているため、表の再編成を
RESUME できません。

5

RESUME するよう指定された索引が、表の再
編成が一時停止されたときに指定された索引と
同じではありません。

6

状況ファイルが破壊されているか欠落している
ため、表の再編成を RESUME できません。

7

状況ファイルにアクセスしようとして、入出力
エラーが発生しました。

8

INPLACE 表の再編成は、指定された表ですで
に進行中です。

9

前に一時停止された表の再編成が停止されてい
ないため、START は許可されません。

10

PAUSE または STOP がすでに発行されていま
す。 指定されたアクションは非同期であり、
すぐに有効にならない可能性があります。

11

PAUSE または STOP する表の再編成がありま
せん。

12

INPLACE 表の再編成は、付加モードの表には
許可されません。

13

INPLACE 表の再編成は、行の変更タイム・ス
タンプ列が欠落している表には許可されませ
ん。

14

INPLACE 表の再編成は、COMPRESS YES

ADAPTIVE を指定して圧縮された表では許可
されません。

INPLACE 表の再編成は、データがページ・レ
ベルで圧縮されていても、圧縮設定が
COMPRESS NO または COMPRESS YES
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STATIC のいずれかに変更された表では同様に
許可されません。 COMPRESS YES

ADAPTIVE を指定して設定された表では、ユ
ーザーが表を別の圧縮設定に変更した場合、表
が再編成されるまでデータはページ・レベルで
圧縮された状態を保ちます。

ユーザーの処置:

1

STOP を発行してから、START を発行しま
す。

2

RESUME するための未解決の表の再編成があ
りません。指定した表を再編成するには、
START アクションを発行してください。

3

オリジナルの表の再編成は索引を使用していな
いため、RESUME に索引を指定することはで
きません。索引を使用せずに再編成を続行する
か、既存の再編成を STOP して、索引名を指
定して START を発行してください。

4

既存の、一時停止されている表の再編成を
STOP し、START を発行してください。

5

正しい索引を指定して、RESUME コマンドを
再サブミットしてください。 RESUME に索引
が指定されていない場合、デフォルトでオリジ
ナルの索引が使用されます。

6

状況ファイル "<tablespaceID>.<objectID>.OLR"

がデータベース・ディレクトリーにあり、アク
セス可能であることを確認して、コマンドを再
サブミットします。ファイルが損傷している場
合は、表の再編成を STOP して、START しま
す。

7

状況ファイル "<tablespaceID>.<objectID>.OLR"

がアクセス可能であることを確認して、コマン
ドを再サブミットします。

8

表の再編成はすでに進行中のため、START ま
たは RESUME は許可されません。

9

表の REORG が一時停止されました。 一時停
止されている REORG を RESUME するか、
または REORG を STOP して、START して
ください。

10

オリジナルの STOP または PAUSE が完了す
るまでお待ちください。

11

指定した表に対して再編成が実行されているこ
とを確認します。

12

表を ALTER して APPEND モードを OFF に
するか、表をオフラインで再編成します。

13

表に対して従来方式の表再編成を実行すること
により、行の変更タイム・スタンプ値に欠落値
がないことを確認してください。

14

表を再編成するため、オンライン表移動操作ま
たは従来方式の表再編成を実行してください。

SQL2220W コンプレッション・ディクショナリーは 1

つ以上のデータ・オブジェクトに対してビ
ルドされませんでした。

説明: コンプレッション・ディクショナリーを 1 つ以
上のデータ・オブジェクトに対してビルドできませんで
した。オブジェクトに、レコードが含まれていないか、
このページ・サイズに適格な最小レコード長より大きい
レコードが含まれていないかのいずれかです。新規ディ
クショナリーは作成されませんでした。操作は継続して
完了しました。操作より前にディクショナリーが存在し
ていた場合、そのディクショナリーは保持されており、
行は圧縮の対象とされました。

ユーザーの処置: 管理ログを参照して、どのデータ・オ
ブジェクトが警告の原因となっているかを判別してくだ
さい。

SQL2221N 指定された表 table-name がエクステント
再利用の要求と両立しないため、REORG

コマンドが失敗しました。

説明: REORG TABLE RECLAIM EXTENTS コマンド
が発行された場合、指定された表名がサポートされるの
は、その表がマルチディメンション・クラスタリング
(MDC) 表または挿入時クラスタリング (ITC) 表であ
り、MDC 表または ITC 表がデータベース管理スペー
ス (DMS) 表スペースに入っている場合だけです。
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RECLAIM EXTENTS オプション付きの REORG

INDEXES ALL コマンドが発行された場合、指定された
表名に対する索引は、データベース管理スペース (DMS)

の表スペースに存在していなければなりません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行します。

v DMS 表スペースに入っている MDC 表または ITC

表を指定する表名を、REORG RECLAIM EXTENTS

コマンドで使用します。

v 索引が DMS 表スペースに存在する表を、REORG

INDEXES ALL コマンドで使用します。

sqlcode: -2221

sqlstate: 5U044

SQL2222N 指定されたデータ・パーティション
data-partition-name が無効です。理由コー
ド: reason-code

説明: 以下の理由コードで示されているように、その要
求では、指定したデータ・パーティション名は無効で
す。

1

そのデータ・パーティション名は指定された表
に存在しません。

2

ON DATA PARTITION 節は REORG INDEX

コマンドではサポートされていません。

3

データ・パーティションがアタッチされた状態
またはデタッチされた状態のため、操作を実行
できません。

ユーザーの処置: メッセージにリストされた理由コード
に基づいて、以下のアクションを実行してください。

1

有効なデータ・パーティション名を付けるか、
またはデータ・パーティション名を付けずに、
要求の再サブミットを行ってください。

2

ON DATA PARTITION 節なしでコマンドを再
サブミットしてください。

3

SYSCAT.DATAPARTITIONS カタログ・ビュー
を照会して、パーティションの STATUS 列の
値を確認してください。

STATUS が「A」の場合、パーティションは新
規にアタッチされています。以下のステップを
実行してください。

1. SET INTEGRITY ステートメントを発行し
て、アタッチされたパーティションを通常
の状況にします。つまり、STATUS が空ス
トリングの状況にします。

2. SET INTEGRITY が正常に完了してから、
要求を再サブミットします。

STATUS 値が「D」、「L」、または「I」の場
合、パーティションはデタッチされています
が、デタッチ操作が完了していません。デタッ
チされたパーティションのデータまたは索引の
再編成は許可されていません。

デタッチ操作が完了すると、パーティションは
もはやソース表の一部ではなくなります。デタ
ッチの完了後に、新規に作成されたターゲット
表のデータまたは索引を再編成できます。

SQL2300N 表名の ID が長すぎるか、または表名の
一部として指定されていません。

説明: 表名は完全修飾を行う必要があります。形式は
authid.tablename でなければなりません (authid は 1 バ
イト以上 128 バイト以下、tablename は 1 バイト以上
128 バイト以下)。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 正しい修飾子の入った完全修飾表名を
指定して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2301N tablename パラメーターが無効です。パラ
メーターが長すぎるか、または許可 ID

しか指定されていないか、または名前のア
ドレスが無効です。

説明: 表名は完全修飾で、形式 authid.name (authid は
1 バイト以上 128 バイト以下、name は 1 バイト以上
128 バイト以下) でなければならず、また有効なアプリ
ケーション・アドレスになければなりません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 正しい表名を使用して、コマンドを再
サブミットしてください。

SQL2302N 索引リストは無効です。リストのアドレス
が無効か、またはリストの項目数が指定さ
れた索引の数より少ないか、またはリスト
内の索引のアドレスが無効です。

説明: リストのアドレスが無効か、リストの項目数が指
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定された索引の数より少ないか、またはリスト内の索引
のアドレスが無効です。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 有効な索引リストを指定して、コマン
ドを再サブミットしてください。

SQL2303N statsopt パラメーターが無効です。

説明: Run Statistics コマンドの statsopt パラメーター
は、以下のいずれかでなければなりません。

v T (基本表のみ)

v I (基本索引のみ)

v B (基本表と基本索引の両方)

v D (表と分散)

v E (表、分散、基本索引)

v X (拡張索引のみ)

v Y (拡張索引と基本表)

v A (すべて)

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 有効な statsopt パラメーターを使用
して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2304N sharelev パラメーターが無効です。参照
の場合は 'R'、変更の場合は 'C' でなけ
ればなりません。

説明: RUN STATISTICS コマンドの sharelev パラメ
ーターは、参照の場合は R、変更の場合は C でなけれ
ばなりません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 有効な sharelev パラメーターを使用
して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2305N 指定された表はビューまたはニックネーム
です。ユーティリティーをビューまたはニ
ックネームに対して実行することはできま
せん。

説明: 指定された tname パラメーターは、表ではなく
ビューまたはニックネームです。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 有効な tname パラメーターを使用し
て、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2306N 表または索引 name が存在しません。

説明: name で示された表または索引がデータベースに
存在しないか、または name で示された索引が、指定さ
れた表に定義されていません。表またはいずれかの索引
の修飾子が正しくない可能性があります。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 有効な表名および索引を使用して、コ
マンドを再サブミットしてください。

SQL2307N 指定された表はシステム表です。
RUNSTATS ユーティリティーをシステム
表に対して実行することはできません。

説明: Run Statistics ユーティリティー・コマンドは、
システム表に対して実行されていない可能性がありま
す。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 有効な表名を使用して、コマンドを再
サブミットしてください。

SQL2308N 索引名 name の修飾子が長すぎるか、ま
たは索引名の一部として指定されていませ
ん。

説明: 索引名は完全修飾名でなければなりません。形式
は authid.name で、 authid は 1 から 128 バイトで、
name は 1 から 128 バイトでなければなりません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 正しい修飾子の入った完全修飾名を指
定して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2309N 索引名 name が無効です。名前が長すぎ
るか、または修飾子だけが指定されていま
す。

説明: 索引名は完全修飾名でなければなりません。形式
は authid.name で、 authid は 1 から 128 バイトで、
name は 1 から 128 バイトでなければなりません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 有効な索引を指定して、コマンドを再
サブミットしてください。

SQL2310N ユーティリティーが統計を生成できません
でした。エラー sqlcode が返されまし
た。

説明: ユーティリティーで統計データの収集中に、エラ
ーが発生しました。

ユーティリティーは処理を停止します。
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ユーザーの処置: 詳細については、 メッセージ・エラ
ー番号を調べてください。変更を行って、コマンドを再
サブミットしてください。

SQL2311N ユーザーは、表 name に対して
RUNSTATS ユーティリティーを実行する
権限を持っていません。

説明: ユーザーは、適切な許可を持たずに指定された表
の統計を実行しようとしました。RUNSTATS コマンド
で指定された表が表階層のルート表である場合、メッセ
ージで返される表名は、指定されたルート表の副表であ
る可能性があります。

表の場合、表に対する CONTROL 特権、あるいは
SYSADM、SYSCTRL、SYSMAINT、DBADM、
SQLADM、LOAD のいずれかの権限が必要です。

統計ビューの場合、次の権限がどちらも必要です:

v 表に対する CONTROL 特権、あるいは SYSADM、
SYSCTRL、SYSMAINT、DBADM、SQLADM のいず
れかの権限

v ビューの行にアクセスするための適切な特権。つま
り、それぞれの表、統計ビュー、または統計ビューで
参照されるニックネームに対する SYSADM、
DBADM、DATAACCESS、CONTROL、SELECT のい
ずれかの特権または権限が必要です。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 適切な許可を使用して RUNSTATS

ユーティリティー・コマンドを呼び出してください。

SQL2312N 操作を実行するためには、 統計ヒープ・
サイズが小さすぎます。推奨されるヒー
プ・サイズは num ページです。

説明: データベース構成パラメーター stat_heap_sz の
設定が、表で非均等分散統計を収集するには十分な大き
さではありません。

ユーザーの処置: データベース構成パラメーター
stat_heap_sz を推奨値に更新して、もう一度やり直して
ください。

SQL2313W 統計ヒープ内の使用可能メモリーがすべて
使用されています。統計は合計 n2 行のう
ち最初の n1 行について収集されます。

説明: データベース構成パラメーター stat_heap_sz の
設定が、表で非均等分散統計を収集するには十分な大き
さではありません。 <n2> 行の内、<n1> 行のみが処理
できました。

ユーザーの処置: データベース構成パラメーター

stat_heap_sz を 20% に更新して、もう一度やり直して
ください。

SQL2314W いくつかの統計が不整合な状態になってい
ます。 新しく収集された object1 統計
が、既存の object2 統計と矛盾していま
す。

説明: 照会オプティマイザーは、統計を使用して照会の
最良のアクセス・プランを決定します。不整合な統計が
存在していると、オプティマイザーは、整合した統計の
セットが使用可能な場合より精度の低い情報を使ってア
クセス・プランの評価を実行します。その結果、アクセ
ス・プランが最良のものとならなくなる可能性がありま
す。

この警告の考えられる原因は、以下のとおりです。

1. 表で RUNSTATS を発行すると、表レベルの統計が
既存の索引レベルと矛盾する状態になる可能性があ
ります。同様に、索引だけに対して、または索引の
作成中に RUNSTATS を発行した場合、表レベルの
統計が矛盾した状態になる可能性があります。例え
ば、ある表について索引レベルの統計が収集され、
後でその表からかなりの数の行が削除された場合、
その表に対して RUNSTATS を発行すると、表のカ
ーディナリティーが FIRSTKEYCARD より小さい状
態、つまり不整合状態になる可能性があります。

2. 多くの挿入、更新、または削除が並行して発生して
いるときに RUNSTATS を ALLOW WRITE

ACCESS オプションを付けて発行した場合には、表
の統計が収集される時と索引の統計が収集される時
の間に表が変更されるために、不整合が発生する場
合があります。

3. RUNSTATS に TABLESAMPLE オプションを付けて
発行する場合には、標本の大きさが極端に少ない
と、統計が不正確に補外される場合があり、不整合
となります。不正確な補外は、SYSTEM サンプリン
グの方が BERNOULLI サンプリングより高い確率で
発生します。

ユーザーの処置: 不整合の原因を突き止め、再び統計を
収集して、不整合を解決してください。

1. RUNSTATS を発行して表レベルの統計と索引レベル
の統計の両方を収集してください。

2. 挿入、更新、および削除が最小限であるか、まった
く行われていない時に統計を収集してください。あ
るいは、並行して行われる挿入、更新、および削除
が大きな問題ではない場合に、 ALLOW READ

ACCESS オプションを付けて RUNSTATS を発行し
てください。
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3. 標本をもっと大きくするか、または TABLESAMPLE

SYSTEM を付けて RUNSTATS が発行された場合に
は、TABLESAMPLE BERNOULLI オプションを代わ
りに使用してください。

sqlcode: +2314

sqlstate: 01650

SQL2315N RUNSTATS ユーティリティーは、
option-name オプションで呼び出されまし
た。しかし、この表の統計プロファイルが
存在しません。

説明: この表の統計プロファイルがカタログ表
SYSIBM.SYSTABLES に存在しません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: この表の統計プロファイルを作成する
には、SET PROFILE または SET PROFILE ONLY オ
プションを使用します。 RUNSTATS ユーティリティー
のオプションについては、このユーティリティーのドキ
ュメンテーションを参照してください。

option-name はトークンで、"USE PROFILE"、"UNSET

PROFILE"、または "UPDATE PROFILE" のいずれかに
することができます。

SQL2316W 統計プロファイルの Runstats コマンド・
ストリングが最大サイズを超えました。
Runstats コマンド・ストリングは最大サ
イズで切り捨てられて、カタログ表
SYSIBM.SYSTABLES に保管されます。

説明: STATISTICS_PROFILE 列の最大サイズは 32768

バイトです。統計プロファイルのサイズがこれより大き
い場合、Runstats コマンド・ストリングは最大サイズに
切り捨てられます。

ユーティリティーは処理を続けます。

ユーザーの処置: 統計プロファイルを見るには、カタロ
グ表 SYSIBM.SYSTABLES の STATISTICS_PROFILE

列を参照してください。既存の統計プロファイルが望ま
しいものでない場合は、 RUNSTATS ユーティリティー
を再度発行し、それに UPDATE PROFILE または
UPDATE PROFILE ONLY オプションを指定することに
より、プロファイルを変更してください。 RUNSTATS

ユーティリティーのオプションについては、このユーテ
ィリティーのドキュメンテーションを参照してくださ
い。

SQL2317W RUNSTATS に対して SYSTEM

SAMPLING が指定されましたが、これ
は、指定された統計ビューではサポートさ
れません。代わりに BERNOULLI

SAMPLING が実行されました。

説明: RUNSTATS で指定された統計ビューに対するペ
ージ・レベルのサンプリング (SYSTEM SAMPLING) を
実行できませんでした。ページ・レベルのサンプリング
は、ビューが 1 つの基本表で定義されている場合に限
って実行可能です。また、複数の表がビューに含まれ、
しかも以下の条件が満たされる場合にも、ページ・レベ
ルのサンプリングが可能です。

v 複数の表の間で定義された参照整合性の制約に含まれ
るすべての主キーおよび外部キー列で、等価述部を使
用して表が結合される

v リレーションシップのどの親表の行も、検索条件によ
ってフィルターされない

v すべての表の中で、それ自身は親表ではない 1 つの
子表が識別される

参照整合性の制約はインフォメーショナルです。ビュー
が前述の基準を満たす場合、ページ・レベルのサンプリ
ングが子表に対して実行されます。

指定された統計ビューはこれらの条件を満たさないた
め、行レベルのサンプリング (BERNOULLI

SAMPLING) が代わりに実行されました。

ユーザーの処置: この警告が戻されることを防ぐには、
統計ビューに対して BERNOULLI SAMPLING を指定し
てください。

sqlcode: +2317

sqlstate: 0168V

SQL2406N データベースのロールフォワードが必要な
ために、BACKUP が実行できません。

説明: データベースが不整合状態にあるために、バック
アップが失敗しました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: ROLLFORWARD コマンドを使用し
て、データベースを使用可能にしてください。その後
で、BACKUP コマンドを再サブミットしてください。

SQL2412C データベース・ユーティリティーの実行中
に、壊れたデータベース・ページが見つか
りました。

説明: ユーティリティーの処理中に、壊れたデータベー
ス・ページが見つかりました。 データベースは予測不
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能状態になり、ユーティリティーは続行できません。

ユーザーの処置: メッセージ番号 (SQLCODE) を記録
してください。

トレースがアクティブな場合は、オペレーティング・シ
ステムのコマンド・プロンプトから、独立トレース機能
を呼び出してください。技術サービス担当者に、以下の
情報を知らせてください。

v 問題の説明

v SQLCODE またはメッセージ番号

v SQLCA (可能であれば)

v トレース・ファイル (可能であれば)

SQL2413N データベースが回復可能でないか、または
バックアップ・ペンディング条件が有効に
なっているため、オンライン・バックアッ
プを実行できません。

説明: リストア時に、順方向リカバリーが要求されてい
る場合に、データベースが順方向リカバリー用にロギン
グされていないと、オンライン・バックアップは実行で
きません。 順方向リカバリーは、データベース構成の
LOGARCHMETH1 または LOGARCHMETH2 パラメー
ターを設定し、次にデータベースのオフライン・バック
アップを実行することによって有効になります。

ユーザーの処置: オフライン・バックアップを行うか、
またはロールフォワード・リカバリーのためにデータベ
ースを再構成してオフライン・バックアップを発行し、
以後のオンライン・バックアップを可能にしてくださ
い。

SQL2416W 警告! 装置 device がフルです。 新しいメ
ディアをマウントしてください。

説明: ユーティリティーが使用しているテープがいっぱ
いになりました。

ユーザーの処置: 別のテープを取り付けて、処理を続行
するかどうかを callerac パラメーターに指定して、処理
を続けてください。

SQL2417N アーカイブ・ログはリカバリー不能データ
ベース上では許可されません。

説明: アーカイブ・ログ・コマンドは、リカバリー可能
モードにあるデータベースでのみ使用できます。データ
ベースがリカバリー可能モードであるのは、
LOGARCHMETH1 が
DISK、TSM、VENDOR、USEREXIT、または
LOGRETAIN に設定されているか、または
LOGARCHMETH2 が DISK、 TSM、または VENDOR

が設定されている場合です。

ユーザーの処置: 指定されたデータベースがリカバリー
可能モードにあることを確認して、コマンドを再発行し
てください。

SQL2418N バックアップ用に指定されたデータベース
が存在しません。

説明: Database Backup コマンドの dbase パラメータ
ーに指定されたデータベースが見つかりません。

ユーザーの処置: データベース・バックアップ・ユーテ
ィリティーに正しいデータベース別名が指定されてお
り、この別名に対するデータベースが存在することを確
認してください。 正しい別名を指定して、コマンドを
再サブミットしてください。

SQL2419N ターゲット・ディスク disk がいっぱいに
なりました。

説明: データベース・ユーティリティーの処理中に、タ
ーゲット・ディスクがいっぱいになりました。 ユーテ
ィリティーは停止し、ターゲットは削除されます。

ユーザーの処置: ユーティリティーが使用できる十分な
ディスク・スペースが存在することを確認するか、また
はターゲットを、テープなどの他のメディアに変更して
ください。

unix ベース・システムでは、カレント・ユーザー ID に
許可されている最大ファイル・サイズを超えたために、
このディスク・フル状態になる場合があります。 chuser

コマンドを使用して、fsize を更新してください。リブ
ートが必要になる場合があります。

unix ベース・システム以外では、オペレーティング・シ
ステムに許可されている最大ファイル・サイズを超過し
たために、このディスク・フル状態になる場合がありま
す。 ターゲットをテープなどの別のメディアに変更す
るかあるいは複数のメディアを使用してください。

SQL2420N 装置 device には、初期バックアップ制御
情報が入る十分なスペースがありません。

説明: バックアップ処理中に、バックアップ・イメージ
の先頭に初期バックアップ・ヘッダーを作成する必要が
あります。 このヘッダーは、テープにバックアップす
るときは、1 本のテープに収まらなくてはなりません。
このテープには、このヘッダーを含むのに十分なスペー
スがありません。

ユーザーの処置: バックアップ操作を再サブミットし、
出力を新しいテープに変更するか、またはこのヘッダー
に十分なスペースが提供できるように、現在のテープの
位置付けを変更してください。

SQL2413N • SQL2420N

414 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



SQL2421N データベースをリカバリーできないか、ま
たはバックアップ・ペンディング状態が生
じているため、表スペース・レベルのバッ
クアップを実行できません。

説明: このメッセージは、データベースをリカバリーで
きないか、またはバックアップ・ペンディング状態が生
じているために、表スペース・レベルのバックアップを
実行できない場合に返されます。これは、以下の状態の
ときに発生する可能性があります。

v データベースがオフライン・バックアップ・ペンディ
ング状態にあります。これは、トポロジーの変更によ
り、またはデータベースがリカバリー可能になったと
きに生じることがあります。

v リストア時に、順方向リカバリーが要求されている場
合に、データベースが順方向リカバリー用にロギング
されていないと、表スペース・レベルのバックアップ
は実行できません。

ユーザーの処置:

1. 以下のいずれかを実行します。

v データベースのフルバックアップを実行します。

v ロールフォワード・リカバリー用にデータベース
を再構成します。順方向リカバリーは、データベ
ース構成パラメーター LOGARCHMETH1 または
LOGARCHMETH2 のいずれかを設定し、次いでデ
ータベースのオフライン・バックアップを実行す
ることによって構成します。

2. オフライン・バックアップを実行して、その後の表
スペース・レベルのバックアップが可能になるよう
にします。

SQL2423N 一部の索引ファイルが脱落しているため
に、データベースをバックアップすること
はできません。

説明: バックアップに必要な一部の索引ファイルが脱落
しています。データベースをバックアップする前に、こ
れらの索引ファイルを再作成しなければなりません。

ユーザーの処置: 'db2recri' プログラムを実行し、脱落
している索引ファイルを再作成してから、バックアッ
プ・コマンドを再サブミットしてください。

SQL2424N Data Links Manager での非同期コピー操
作が完了していないため、バックアップは
正常に終了しませんでした。

説明: TSM またはベンダー提供のアーカイブ・サーバ
ーが操作可能状態でない可能性があります。

ユーザーの処置: TSM またはベンダー提供のアーカイ
ブ・サーバーが操作可能状態であることを確認し、バッ

クアップ・コマンドを再サブミットしてください。

SQL2425W オンライン・バックアップ用のログ・ファ
イルが切り捨てられませんでした。

説明: オンライン・バックアップの間、バッファーされ
たログ・レコードはすべて強制的にディスクに送られ、
最後のアクティブ・ログ・ファイルは切り捨てられま
す。 現在のバックアップでは、最後のアクティブ・ロ
グ・ファイルの切り捨てに失敗しました。この結果、新
しいログ・レコードは、バックアップ中に使用されてい
た最後のログ・ファイルに書き込まれ続けます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。 バックアッ
プ中に使用されていた最後のアクティブ・ログ・ファイ
ルは、いっぱいになった時点で非アクティブになりま
す。

SQL2426N データベースは、増分バックアップ操作を
許可するように構成されていません。 理
由コード = reason-code。

説明: データベースに対して変更トラッキングがアクテ
ィブ化されており、非増分バックアップが表スペースに
対して実行されるまでは、その表スペースに対して増分
バックアップは使用可能になっていません。

可能性のある理由コードは、以下のとおりです。

1. 構成パラメーター TRACKMOD が、データベースに
対して設定されていない。

2. TRACKMOD 構成パラメーターは設定されている
が、少なくとも 1 つの表スペースで、TRACKMOD

パラメーターの設定以降、増分バックアップ以外取
られていない。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいたアクションは、
以下のとおりです。

1. TRACKMOD データベース構成パラメーターをオン
に設定してデータベースの変更トラッキングをアク
ティブ化し、次に完全なデータベース・バックアッ
プを実行します。

2. db2diag ログ・ファイルを調べて表スペースの名前を
判別した後、その表スペースの完全バックアップを
実行します。

SQL2427N プラグイン・ライブラリー filename に
は、エントリー・ポイント entrypoint が
含まれていないため、バックアップするこ
とができません。

説明: 圧縮されたバックアップ・イメージは、イメージ
に組み込まれているプラグイン・ライブラリーを使用し
て作成されています。ただし、ライブラリーには、バッ
クアップ・イメージがリストアされた時に圧縮解除する

SQL2421N

第 5 章 SQL2000 - SQL2499 415



ために必要なすべての関数が含まれていません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: バックアップ・イメージの圧縮解除に
必要なすべての関数が含まれるライブラリー名を指定し
て、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2428N 要求されたログ・ファイルのうち 1 つ以
上を取り出すことができなかったため、
BACKUP が完了しませんでした。

説明: イメージのロールフォワード・リカバリーを正常
に実行するために必要なログのいずれかを取り出すこと
ができず、それをバックアップ・イメージ中にコピーで
きないなら、それらのログを含むバックアップは失敗し
ます。

ユーザーの処置: 障害の発生したログ検索試行の原因に
ついては、管理通知ログを参照してください。エラーを
訂正して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2429N データベースのバックアップに失敗しまし
た。次のデータベース・パーティションが
エラーを戻しました:

database-partition-list。

説明: パーティション・データベースのバックアップが
1 つ以上のデータベース・パーティションで失敗しまし
た。

DB2 データベース・サーバーがパーティション・デー
タベースをバックアップする場合、パーティションのい
ずれかで失敗すると全体のバックアップが失敗します。

バックアップ操作が終了しました。バックアップ・イメ
ージは生成されませんでした。

ユーザーの処置:

1. エラーを戻したパーティションごとに、エラーの原
因となった問題を訂正してください。

2. BACKUP コマンドを再実行してください。

SQL2430W データベースのバックアップに成功しまし
たが、このデータベース・パーティション
に以下の表スペースが存在しません:

table-space-list。

説明: DB2 データベース・サーバーは、このパーティ
ションが含まれるパーティション・データベースのバッ
クアップを正常に完了しました。

しかし、BACKUP コマンドで指定された表スペースの
一部がこのパーティションに存在しません。これは、指
定された表スペースがこのデータベースの他のパーティ
ションにあるか、あるいは指定された表スペースのリス
トにエラーが含まれているためです。

バックアップは正常に完了しました。

ユーザーの処置:

1. BACKUP コマンドで指定された表スペースのリスト
が正しいかどうか調べてください。

2.

v 指定された表スペースのリストが正しい場合、ア
クションは不要です。

v 指定された表スペースのリストにエラーが含まれ
ている場合、リストを訂正してから BACKUP コ
マンドを再実行してください。

SQL2431W データベースのバックアップに成功しまし
た。各データベース・パーティションごと
に、バックアップ操作中にアクティブにな
っていたログ・ファイルだけが、バックア
ップ・イメージに含まれます。

説明: DB2 データベース・サーバーはパーティショ
ン・データベースのバックアップを正常に完了しまし
た。

各データベース・パーティションのバックアップ・イメ
ージに、バックアップ時にアクティブであったログ・フ
ァイルのみが含まれます。バックアップ・イメージに含
まれるログ・ファイルのいずれかがデータベース最小リ
カバリー時間を含む期間に及ばない場合、これらのロ
グ・ファイルのみを使用して、全体のパーティション・
データベースをロールフォワードすることはできませ
ん。

データベース・オブジェクトの最小リカバリー時間
(MRT) は、データベース・オブジェクトをロールフォワ
ードできる最も早い時点のことです。

パーティション・データベースでは、データベース
MRT は、そのデータベース・パーティションの中で最
も遅い MRT になります。

パーティション・データベースをロールフォワードでき
るのは、データベース MRT を含めた時間まで及ぶロ
グ・ファイルのセットが、すべてのデータベース・パー
ティションに存在する場合のみです。

バックアップ・イメージに含まれるログ・ファイルがこ
の要件を満たしていない場合があります。

バックアップは正常に完了しました。

ユーザーの処置: データベース・リカバリー・ストラテ
ジーで、バックアップ・イメージに含まれるログ・ファ
イルのみを使用して、パーティション・データベースを
ロールフォワードする場合、"ON ALL

DBPARTITIONNUMS" パラメーターを指定してバック
アップ・コマンドを再実行してください。これにより、
バックアップ・イメージに含まれるログ・ファイルは、
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データベースをロールフォワードすることができるよう
になります。

SQL2432N スナップショット・バックアップが失敗し
ました。 EXCLUDE LOGS パラメータ
ーが指定されましたが、次に示すログ・デ
ィレクトリーは他のデータベース・パスお
よびデバイスから独立していないため、こ
れらのログ・ディレクトリーを除外できま
せん: log-directory-list

説明: スナップショット・バックアップを使用すれば、
DB2 データベースのバックアップおよびリストア操作
において、データ・コピーと移動に高速なコピー・テク
ノロジーを利用できます。

スナップショット・バックアップで EXCLUDE LOGS

パラメーターが指定されましたが、指定されたログ・デ
ィレクトリーのパスには、バックアップ対象のデータベ
ースによって使用される他のパスまたはストレージ・デ
バイスと共通のパスまたはストレージ・デバイスが含ま
れています。

ログ・ディレクトリーのパスまたはストレージ・デバイ
スが、バックアップ対象データベースによって使用され
る他のパスまたはストレージ・デバイスと共通している
場合には、ログ・ディレクトリーを含めることなく、共
通のパスまたはストレージ・デバイスをスナップショッ
ト・バックアップに含めることはできません。

例えば、DB2 データベースの作成時には、デフォルト
でメイン・データベース・ディレクトリーの下にログ・
ディレクトリーが作成されます。スナップショット・バ
ックアップではメイン・データベース・ディレクトリー
の下のすべてのデータが対象となるため、結果として生
成されるバックアップ・イメージにはログ・ディレクト
リーも含まれます。 DB2 データベースの作成時にデフ
ォルトのログ・パスを使用した場合、そのデータベース
に対してスナップショット・バックアップを実行すると
きには、バックアップ・イメージからログを除外できま
せん。

データベース・ディレクトリーのグループ分け方法は、
さまざまなストレージ管理ソフトウェアで提供されるス
ナップショット・バックアップ・サポートに応じて異な
ります。詳しくは、DB2 インフォメーション・センタ
ーのトピック『スナップショット・バックアップのため
の DB2 データベース・ディレクトリーの構成』を参照
してください。

スナップショットのバックアップに失敗しました。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行できます。

v スナップショット・バックアップ・イメージからログ
を除外しないことを選択する。

v EXCLUDE LOGS パラメーターを使わずに BACKUP

コマンドを再サブミットする。

v スナップショット・バックアップ・イメージからログ
を除外できるようにするために、ログ・ディレクトリ
ーを再構成する。

v データベース構成パラメーター newlogpath を使っ
て、他のすべてのデータベース・パスから独立したロ
グ・ディレクトリー・パスを指定する。

v EXCLUDE LOGS を使って BACKUP コマンドを再
発行する。

v 現在のデータベース・パスを確認するには、
DBPATHS 管理ビューを使用できます。

DBPATHS 管理ビューの使用法について、詳しくは
DB2 インフォメーション・センターのトピック
『DBPATHS』を参照してください。

SQL2434N リダイレクト・リストア操作のロールフォ
ワード・フェーズの際に表スペース操作を
再生できなかったため、このリストア操作
は失敗しました。

説明: リダイレクト・リストアは、バックアップが終了
した時点で、リストアされたデータベースの表スペー
ス・コンテナー・セットが元のデータベースのコンテナ
ー・セットとは異なるリストアです。

リストアされたデータベースによって使用される新しい
表スペース・コンテナーを定義すると、元の表スペー
ス・コンテナーのアーキテクチャーとは異なる新しい表
スペース・コンテナーのアーキテクチャーを定義できま
す。例えば、現在 2 つの表スペース・コンテナーを使
用しているデータベースが 1 つの表スペース・コンテ
ナーを使用するように変更するリダイレクト・リストア
操作を使用できます。

リストアされたデータベースで使用される表スペースの
アーキテクチャーが元のデータベースのアーキテクチャ
ーとは異なる場合、ロールフォワードの際に再生する必
要がある、新しい表スペース・アーキテクチャーでは無
効な表スペース変更操作が、データベース・ログ・ファ
イルに存在する可能性があります。

このメッセージは、リダイレクト・リストア操作中、タ
ーゲットの表スペース・コンテナー・アーキテクチャー
では無効な表スペース操作をロールフォワード・ユーテ
ィリティーが再生しようとしたときに返されます。つま
り、このメッセージが返されるのは、ロールフォワー
ド・ユーティリティーが REGULAR または USER

TEMPORARY いずれかの DMS 表スペースに対して表
スペース操作を実行しようとしたものの、それを行う
と、定義された最大許可サイズを超えて表スペースのサ
イズが増加してしまう場合です。この許可サイズは
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PAGESIZE データベース構成パラメーターで決定されま
す。

ユーザーの処置:

1. RESTORE コマンドに REDIRECT パラメーターを指
定してリダイレクト・リストアを再度開始します。

2. リストアされるデータベースによって使用される新
しい表スペース・コンテナーを SET TABLESPACE

CONTAINERS コマンドを使用して定義します。その
とき、ロールフォワード操作で表スペース操作の再
生を強制的に省くように、IGNORE

ROLLFORWARD CONTAINER OPERATION パラメ
ーターを指定します。

3. RESTORE コマンドに CONTINUE パラメーターを
指定してリストア操作を完了します。

sqlcode: -2434

sqlstate: 58004

SQL2435N このデータベースの CF で使用可能なメ
モリーが十分でないためにデータベースの
アクティブ化が失敗しました。データベー
ス名: database-name。

説明: このメッセージは、DB2 pureCluster 環境で複数
のデータベースをアクティブにしようとしたものの、そ
のうちの 1 つのデータベースのクラスター・キャッシ
ング・ファシリティー (CF とも呼ばれる) のメモリー
が十分でないために、そのデータベースのアクティブ化
が失敗したときに返されます。

cf_mem_sz データベース・マネージャー構成パラメータ
ーを使用して、CF で使用可能な合計メモリー量を構成
できます。 DB2_DATABASE_CF_MEMORY レジスト
リー変数を使用すると、cf_db_mem_sz データベース構
成パラメーターが AUTOMATIC に設定されている各デ
ータベースに割り当てられる合計 CF メモリーのパーセ
ンテージを構成することができます。(cf_db_mem_sz set

が特定の値に設定されているデータベースはすべて、
DB2_DATABASE_CF_MEMORY レジストリー変数を無
視します。)

DB2_DATABASE_CF_MEMORY レジストリー変数の使
用は、cf_db_mem_sz データベース構成パラメーターお
よび numdb データベース・マネージャー構成パラメー
ターに合わせて調整する必要があります。

例:

4 つのデータベースを一度にアクティブにする
場合、構成パラメーターを以下のように調整す
る必要があります。

v データベース・マネージャー構成パラメータ
ー numdb を 4 に設定する必要があります

v 4 つのデータベースそれぞれのデータベース
構成パラメーター cf_dm_mem_sz を
AUTOMATIC に設定する場合、レジストリ
ー変数 DB2_DATABASE_CF_MEMORY を
25 に設定する必要があります

numdb が 1 より大きいときに
DB2_DATABASE_CF_MEMORY レジストリー変数が
100 に設定されると、このエラーが発生する場合があり
ます。

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で、このエラー
に対応します。

v 他のデータベースが使用する CF メモリーの合計を判
別して、このデータベースの CF メモリー要件に適応
するために設定を変更する必要があるかどうかを確認
します。

v このデータベースの cf_db_mem_sz データベース構成
パラメーターが automatic に設定されている場合、
DB2_DATABASE_CF_MEMORY レジストリー変数の
値を変更することにより、このデータベースの CF で
使用可能なメモリーの量を増やします。

SQL2436N 表 table-name は、データ再配分の前提条
件を満たすのに失敗しました。理由コード
= reason-code。

説明: 再配分ユーティリティーを使用して、データベー
ス・パーティションを追加または除去した後にデータベ
ース・パーティション間でデータ配分をリバランスした
り、必要に応じてパーティション間でデータ配分を行っ
たりできます。データベースでデータの再配分を試行す
るときに (例えば、REDISTRIBUTE DATABASE

PARTITION GROUP コマンドを使用する場合)、再配分
に適していない状態の表が 1 つ以上含まれていること
を再配分ユーティリティーが判別した場合に、このメッ
セージが戻されます。

REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION GROUP コマ
ンドに PRECHECK YES OR PRECHECK ONLY コマ
ンド・パラメーターが指定されていた場合、このエラ
ー・メッセージには、失敗した最初のチェックと、デー
タ再配分が開始されないことが記述されます。その他の
すべての場合、データ再配分は試行されますが失敗し、
部分的に処理された表が「再配分ペンディング」状態に
なります。

表がデータ再配分の前提条件を満たすことに失敗した理
由が、以下の理由コードで示されます。

1

表が「SET INTEGRITY ペンディング」状態で
す。

2
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表が「ロード進行中」状態です。現在この表に
対して LOAD ユーティリティーの操作が実行
中であり、この LOAD が完了するまではアク
セスは許可されません。

3

表が「ロード・ペンディング」状態です。この
表に対する直前の LOAD 試行が失敗しまし
た。この LOAD 操作の再始動または終了の時
点まで、表へのアクセスは許可されません。

4

表が「読み取りアクセスのみ」状態です。この
状態は、オンライン LOAD 処理 (READ

ACCESS オプションを指定した LOAD

INSERT) 中、またはオンライン LOAD 操作後
で、SET INTEGRITY ステートメントを使って
すべての制約が表の新しく付加された部分で妥
当性検査される前に発生することがあります。
この表に対する更新アクティビティーは許可さ
れません。

5

表が「REORG ペンディング」状態です。これ
は、REORG の推奨対象となる操作が含まれる
ALTER TABLE ステートメントの後に発生す
る可能性があります。

6

表は使用できません。

7

表は MDC 表で、据え置き索引クリーンアッ
プ・ロールアウト操作が進行中です。

8

表は、タイプが「WRITE TO TABLE」である
アクティブ・イベント・モニターのターゲット
表です。

9

表が「ロード再始動不可」状態です。これは、
部分的にロードされた状態で、ロード再始動操
作を実行できません。

10

表が FULL アクセス・モード
(SYSCAT.TABLES で ACCESS_MODE='F') で
はありません。

11

表に現在接続されている
(SYSCAT.DATAPARTITIONS.STATUS = 'A')

データ・パーティションがあります。

12

表にデタッチされたデータ・パーティション
(SYSCAT.DATAPARTITIONS.STATUS = 'D')

があり、それらのデタッチされたデータ・パー
ティションに関して増分的に保守しなければな
らない従属表があります。

13

表に、現在実行中の索引クリーンアップ操作に
関係している、デタッチされたデータ・パーテ
ィション
(SYSCAT.DATAPARTITIONS.STATUS = 'I') が
あります。

ユーザーの処置: table-name に修正を加えますが、その
表以外にもデータベース・パーティション・グループに
問題のある表がないか注意してください。データベー
ス・パーティション・グループにあるすべての表をチェ
ックすることによって、再配布の試行が複数回失敗する
ことを回避できます。詳しくは、データ再配分中の表の
状態のトラブルシューティングに関する資料を参照して
ください。

1

表 table-name に対して IMMEDIATE

CHECKED オプションを指定して SET

INTEGRITY ステートメントを実行してから、
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドを再度発行してください。ま
たは、REDISTRIBUTE DATABASE

PARTITION GROUP コマンドで EXCLUDE パ
ラメーターを指定して表を除外します。

2

ロード操作が完了するまで待機し、
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドを再度発行します。LOAD

QUERY コマンドを使用して、ロード操作の進
行状況をモニターできます。または、
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドで EXCLUDE パラメーター
を指定して表を除外します。

3

RESTART または TERMINATE コマンド・パ
ラメーターを指定して LOAD コマンドを発行
し、それぞれのコマンドで、直前に失敗したこ
の表に対する LOAD 操作を再始動または終了
します。ロード操作が完了したら、
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドを再度発行します。または、
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION
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GROUP コマンドで EXCLUDE パラメーター
を指定して表を除外します。

4

LOAD QUERY コマンドを発行して、表がロー
ド中かどうかをチェックします。ロード中の場
合は、LOAD ユーティリティーが完了するまで
待機するか、または必要に応じて、直前に失敗
した LOAD 操作を再始動または終了してくだ
さい。LOAD が現在進行中でない場合は、
IMMEDIATE CHECKED オプションを指定し
て SET INTEGRITY ステートメントを発行
し、表の新しくロードされた部分の制約を検証
してください。表が「読み取りアクセスのみ」
状態ではなくなったら、REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP コマンドを
再度発行します。または、REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP コマンドで
EXCLUDE パラメーターを指定して表を除外し
ます。

5

REORG 操作を実行して表をアクセス可能に
し、REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドを再度発行します。または、
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドで EXCLUDE パラメーター
を指定して表を除外します。

6

表をドロップしてから、またはその表をバック
アップからリストアしてから、REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP コマンドを
再度発行します。または、REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP コマンドで
EXCLUDE パラメーターを指定して表を除外し
ます。

7

ロールアウトされたブロックの索引のクリーン
アップが完了したら、REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP コマンドを
再度発行してください。または、
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドで EXCLUDE パラメーター
を指定して表を除外します。

8

イベント・モニターの活動が完了するまで待機
するか、SET EVENT MONITOR STATE ステ
ートメントを使用してイベント・モニターを非
アクティブ化します。CONTINUE パラメータ
ーまたは ABORT パラメーターを指定して、

REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドを再サブミットしてくださ
い。または、REDISTRIBUTE DATABASE

PARTITION GROUP コマンドで EXCLUDE パ
ラメーターを指定して表を除外します。

9

LOAD TERMINATE または LOAD REPLACE

コマンドを発行して、表を「ロード再始動不
可」以外の状態にします。CONTINUE または
ABORT オプションのいずれかを使用して、
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドを再サブミットしてくださ
い。または、REDISTRIBUTE DATABASE

PARTITION GROUP コマンドで EXCLUDE パ
ラメーターを指定して表を除外します。

10

table-name の従属即時マテリアライズ照会表お
よびステージング表で、IMMEDIATE

CHECKED オプションを指定した SET

INTEGRITY ステートメントを実行します。
CONTINUE または ABORT オプションのいず
れかを使用して、REDISTRIBUTE DATABASE

PARTITION GROUP コマンドを再サブミット
してください。または、REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP コマンドで
EXCLUDE パラメーターを指定して表を除外し
ます。

11

表 table-name に対して IMMEDIATE

CHECKED オプションを指定して SET

INTEGRITY ステートメントを実行してから、
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドを再度発行してください。ま
たは、REDISTRIBUTE DATABASE

PARTITION GROUP コマンドで EXCLUDE パ
ラメーターを指定して表を除外します。

12

デタッチされたデータ・パーティションに関し
て、依然として増分的に保守する必要がある表
の従属即時マテリアライズ照会表およびステー
ジング表に対して SET INTEGRITY ステート
メントを IMMEDIATE CHECKED オプション
を指定して実行してください。
SYSCAT.TABDETACHEDDEP カタログ・ビュ
ーを照会して、これらのデタッチされた従属表
を探し出してください。 CONTINUE または
ABORT オプションのいずれかを使用して、
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドを再度発行してください。ま
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たは、REDISTRIBUTE DATABASE

PARTITION GROUP コマンドで EXCLUDE パ
ラメーターを指定して表を除外します。

13

デタッチされたパーティションの索引クリーン
アップが完了するのを待機します。CONTINUE

または ABORT オプションのいずれかを使用
して、REDISTRIBUTE DATABASE

PARTITION GROUP コマンドを再サブミット
してください。または、REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP コマンドで
EXCLUDE パラメーターを指定して表を除外し
ます。

sqlcode: -2436

sqlstate: 55019

SQL2437N ユーティリティーが暗黙非表示列の処理方
法を解決できなかったため、データ移動コ
マンドが失敗しました。データは移動しま
せんでした。

説明: LOAD、IMPORT、INGEST、および EXPORT な
どのユーティリティーを使用して、DB2 データベース
の中および外にデータを移動できます。

以下に示すいくつかの方式で、データ移動ユーティリテ
ィーが暗黙非表示列を処理する方法を指定できます。

v データ移動操作に含める列のリストを明示的に指定す
る。

v データ移動コマンドに、非表示列関連のパラメーター
を指定する。

v すべてのデータ移動ユーティリティーが非表示列を扱
う方法を示す、非表示列関連の DB2 レジストリー変
数を設定する。

暗黙非表示列を格納する 1 つ以上の表の中または外へ
データを移動しようとしたものの、非表示列の処理方法
を指定する前述の方式がいずれも利用されていないため
に、暗黙非表示列をデータ移動操作に含めるかどうかを
データ移動ユーティリティーが判別できない場合に、こ
のメッセージが返されます。

ユーザーの処置: 適切なコマンド・パラメーターまたは
DB2 レジストリー変数を使用して暗黙非表示列の処理
方法を指定し、ユーティリティーを再実行します。

SQL2438W データ移動コマンドは成功しました。しか
し、ユーティリティーは、データ移動操作
に関係した 1 つ以上の表に暗黙非表示列
が含まれていることを検出したものの、そ
れらの暗黙非表示列の処理方法を解決でき
ませんでした。暗黙非表示列内のデータは
移動しませんでした。

説明: LOAD、IMPORT、INGEST、および EXPORT な
どのユーティリティーを使用して、DB2 データベース
の中および外にデータを移動できます。

以下に示すいくつかの方式で、データ移動ユーティリテ
ィーが暗黙非表示列を処理する方法を指定できます。

v データ移動操作に含める列のリストを明示的に指定す
る。

v データ移動コマンドに、非表示列関連のパラメーター
を指定する。

v すべてのデータ移動ユーティリティーが非表示列を扱
う方法を示す、非表示列関連の DB2 レジストリー変
数を設定する。

暗黙非表示列を格納する 1 つ以上の表の中または外へ
データを移動する際、非表示列の処理方法を指定する前
述の方式がいずれも利用されていないために、暗黙非表
示列をデータ移動操作に含めるかどうかをデータ移動ユ
ーティリティーが判別できない場合に、このメッセージ
が返されます。

データが移動されましたが、暗黙非表示列内のデータは
移動されませんでした。

ユーザーの処置: 暗黙非表示列内のデータを移動する必
要がある場合は、適切なコマンド・パラメーターまたは
DB2 レジストリー変数を使用して暗黙非表示列の処理
方法を指定し、データ移動操作を再実行します。

今後この警告を回避するには、暗黙非表示列を含む表の
中または外へデータを移動する際に、適切なコマンド・
パラメーターまたは DB2 レジストリー変数を使用して
暗黙非表示列の処理方法を指定します。
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第 6 章 SQL2500 - SQL2999

SQL2501C データベースはリストアされましたが、リ
ストアされたデータベース内のデータは使
用できません。

説明: RESTORE ユーティリティーが、リストアされた
データベースからデータを読み取ることができなかった
か、またはデータベースの一部のみがリストアされまし
た。両方の原因が、リストアされたデータベースが使用
できないことを示しています。

データベースは使用できず、RESTORE ユーティリティ
ーは処理を停止します。

ユーザーの処置: RESTORE コマンドを再サブミットし
てください。

SQL2502C バックアップ・ファイルの読み取り中に、
エラーが発生しました。物理的にディスク
の読み取りができないか、または指定され
たディスクに有効なバックアップ・ファイ
ルが含まれていません。

説明: RESTORE ユーティリティーがディスクまたはデ
ィスケットを読んでいるときに、オペレーティング・シ
ステム・エラーが発生したか、そのディスクまたはディ
スケットに、データベース・ディレクトリーのバックア
ップが入っていないか、あるいは以前のバックアップの
結果が入っていません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 指定した入力ドライブがディスケッ
ト・ドライブの場合は、現在使用中のディスケットをチ
ェックしてください。入力ドライブがハード・ディス
ク・ドライブの場合は、それが正しいハード・ディスク
であることを確認してください。上記が適用可能であれ
ば、正しい入力ドライブとディスケットを使用して、コ
マンドを再サブミットしてください。

SQL2503N RESTORE が正常に終了しませんでし
た。データベースのリストアに使用したバ
ックアップに、不適切なデータベースが含
まれています。

説明: バックアップ・ディスクに入っているデータベー
スの名前が、 RESTORE コマンドに指定されたデータ
ベース名と一致しません。前のリリースのバックアッ
プ・イメージがリストアされたために、 RESTORE ユ
ーティリティーは、データベースがリストアされるまで
その名前を判別できません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 間違ったデータベース名をコマンドで
使用した場合は、正しいデータベース名を使用して、コ
マンドを再サブミットしてください。指定した入力ドラ
イブがディスケット・ドライブの場合は、現在使用中の
ディスケットをチェックしてください。入力ドライブが
ハード・ディスク・ドライブの場合は、それが正しいハ
ード・ディスクであることを確認してください。上記が
適用可能であれば、正しい入力ドライブとディスケット
を使用して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2504W 最初のバックアップ・ディスケットを、ド
ライブ drive に挿入してください。

説明: RESTORE ユーティリティーは最初のバックアッ
プ・ディスケットを読んで、バックアップされたデータ
ベース・ディレクトリーのパスを決定します。バックア
ップ・メディアがディスケットで、そのディスケット
が、指定された入力ドライブ内で見つからない場合に
は、ユーティリティーが呼び出し側へこの指示を返しま
す。呼び出し側プログラムは、ユーザーに対して照会を
行い、ユーザーからの応答を受け取ってユーティリティ
ーへ戻ります。

ユーティリティーは呼び出し側からの応答を待ちます。

ユーザーの処置: ディスケットの挿入をユーザーに促し
て、処理を継続するか終了するかを指示する callerac パ
ラメーターを使用して、ユーティリティーへ戻ってくだ
さい。

SQL2505W 警告! データベース name がドライブ
drive に存在します。このデータベースの
ファイルが削除されることになります。

説明: リストア中のデータベースがすでに存在する場合
は、リストア処理が開始される前に、そのファイルが削
除されます。ユーティリティーは、この警告を呼び出し
側に戻します。呼び出し側は、ユーザーに対して照会を
行い、ユーザーからの応答を受け取ってユーティリティ
ーに戻ります。一度データベースがドロップされると、
二度とアクセスできません。

ユーティリティーは呼び出し側からの応答を待ちます。

ユーザーの処置: データベース・ファイルが削除される
ことをユーザーに警告し、処理を継続するか終了するか
を指示する callerac パラメーターを使用してユーティリ
ティーへ戻ってください。
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SQL2506W データベースはリストアされましたが、デ
ータベースに余分なファイルがある可能性
があります。

説明: 変更部分のみバックアップが実行され、バックア
ップ間でデータベース・ファイルが削除されていた場合
は、 RESTORE ユーティリティーが、それらの削除さ
れたファイルをデータベースに追加します。入出力エラ
ー、または内部的に停止したデータベースへの内部接続
の失敗のために、リストア処理が余分なファイルを削除
できませんでした。

ユーティリティーは正常に終了します。

ユーザーの処置: データベースをそのまま使用するか、
またはもう一度リストアしてください。 RESTORE ユ
ーティリティーを再実行する前に、 DB2 構成がリスト
アされたデータベース構成と互換であることを確認して
ください。

SQL2507W RESTORE ユーティリティーが、データ
ベースに正しくバインドされていません。

説明: RESTORE ユーティリティーがデータベースにバ
インドされなかったか、またはデータベースにバイン
ド・ユーティリティーのパッケージが、インストールさ
れているバージョンの DB2 と互換ではないために、す
べてのユーティリティーがデータベースに再バインドさ
れました。ただし、インストールされているバージョン
の DB2 とパッケージの間には、ユーティリティーとバ
インド・ファイルが互換ではないという、タイム・スタ
ンプの矛盾が存在しています。

データベースはリストアされていますが、ユーティリテ
ィーが正しくバインドされていません。

ユーザーの処置: DB2 をインストールするかまたは最
新の更新を再適用して、ユーティリティー・コマンドを
再サブミットしてください。

SQL2508N データベース・リストアの timestamp パ
ラメーター timestamp が無効です。

説明: NULL または有効なタイム・スタンプの一部、
タイム・スタンプの完全なコンポーネントから構成され
る部分のいずれかが timestamp パラメーターに入ってい
なければなりません。

ユーザーの処置: 有効なタイム・スタンプの値を使用し
て、リストア操作を再サブミットしてください。

SQL2509N database drive パラメーターが無効です。

説明: 指定されたドライブが存在していないか、あるい
はデータベースが指定されたドライブ上に存在しない
か、または指定されたドライブにカタログされていませ
ん。 RESTORE は db2uexit コマンドを使用して、デー
タベースのリストアを実行する必要があります。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 有効なドライブを使用して、ユーティ
リティー・コマンドを再サブミットしてください。

SQL2510N オペレーティング・システムのセマフォ
ー・エラーが発生しました。

説明: wait または post セマフォーで、エラーが発生し
ました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーを停止し
て再始動し、ユーティリティー・コマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL2511N ユーティリティーが、データベースのドロ
ップ中に、エラー error を見つけまし
た。

説明: ユーティリティーがデータベースをドロップでき
ませんでした。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージのエラー
番号を調べてください。変更を行って、コマンドを再サ
ブミットしてください。

SQL2512N ユーティリティーが、データベースの作成
中に、エラー error を見つけました。

説明: ユーティリティーがデータベースを作成できませ
んでした。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージのエラー
番号を調べてください。変更を行って、コマンドを再サ
ブミットしてください。

SQL2513N ユーティリティーが、データベースの名前
変更中に、エラー error を見つけまし
た。

説明: ユーティリティーがデータベース名を変更できま
せんでした。

ユーティリティーは処理を停止します。
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ユーザーの処置: 詳細については、メッセージのエラー
番号を調べてください。変更を行って、コマンドを再サ
ブミットしてください。

SQL2514N RESTORE が正常に終了しませんでし
た。データベースのリストアに使用したバ
ックアップには、インストールされている
データベース・マネージャーのバージョン
と互換性のないリリース番号を持つデータ
ベースが含まれています。

説明: リストアされたデータベースのリリース番号が、
インストールされているバージョンのデータベース・マ
ネージャーのリリース番号と互換性がありません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーのリリー
ス・レベルと互換性のあるバックアップを使用して、コ
マンドを再サブミットしてください。

SQL2515N このユーザーにはデータベースに対して
RESTORE DATABASE ユーティリティ
ーを実行する権限がありません。

説明: ユーザーが SYSADM 権限を持たずに
RESTORE DATABASE ユーティリティーを実行しよう
としました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: RESTORE DATABASE コマンドを実
行するための適切な許可を持っていることを確認してく
ださい。

SQL2516N ワークステーション上の少なくとも 1 つ
のデータベースが使用中なので、
RESTORE ユーティリティーは完了でき
ません。

説明: いくつかの状況においては、RESTORE ユーティ
リティーは、データベースに関連するディレクトリー名
を変更することによって、データベースを異なったディ
レクトリーへ移動することができます。ただし、ワーク
ステーション上の処理がデータベースを使用している場
合には、上記の処理を行うことはできません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: ワークステーション上のデータベース
が使用中でなくなるまで待って、コマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL2517W データベースは正常にリストアされた後、
現行リリースにアップグレードされまし
た。しかし、データベース操作により、警
告コードまたはエラー・コード
warn-err-code およびランタイム・トーク
ン tokens が戻されました。

説明: リストア・ユーティリティーを使用して、あるバ
ージョンの DB2 データベースを新しいバージョンの
DB2 データベースにアップグレードすることができま
す。アップグレードは、古いデータベース・マネージャ
ー・インスタンスを新しいバージョンで再作成した後、
古いインスタンスからのバックアップ・イメージを新し
いインスタンスにリストアすることによって行えます。
このシナリオでは、新しいデータベース・インスタンス
にデータベースをリストアした後、リストア・ユーティ
リティーは自動的にアップグレード操作を実行します。
このメッセージが戻されるのは、リストア・ユーティリ
ティーが自動的に実行するアップグレード操作で警告ま
たはエラーが戻されたときです。

ユーザーの処置: 以下のトラブルシューティング・ステ
ップを実行して、このメッセージに対応します。

1. ランタイム・トークン warn-err-code にリストされて
いる警告コードまたはエラー・コードのテキストを
確認します。

2. アップグレードされたデータベースにアクセスする
前に、ランタイム・トークン warn-err-code にリスト
されている警告コードまたはエラー・コードに応じ
て対処します。

RESTORE DATABASE コマンドを発行したユーザーに
は、データベースに対する DBADM 権限が与えられま
す。リストア前に他のユーザーが DBADM 権限を持っ
ていた場合、SECADM 権限を持つユーザーと協力し
て、それらのユーザーに DBADM 権限を付与してくだ
さい。

SQL2518N RESTORE が正常に終了しませんでし
た。データベース構成ファイルのリストア
中に入出力エラーが発生しました。

説明: 入出力エラーのために、データベース構成ファイ
ルがリストアできませんでした。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 入出力エラーが修復可能かどうかを判
別してください。コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL2514N
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SQL2519N データベースがリストアされましたが、リ
ストア後のデータベースは現行リリースに
アップグレードされませんでした。エラー
sqlcode、トークン tokens が戻されまし
た。

説明: リストアに使用したデータベース・バックアップ
は、以前のリリースの DB2 データベース製品のもので
した。データベース・ファイルがリストアされた後、そ
のデータベースを現行リリースにアップグレードしよう
としました。データベース・アップグレードは失敗しま
した。

データベースのリストアは完了しましたが、データベー
スはアップグレードされませんでした。

ユーザーの処置: 詳細については、戻された
SQLCODE (メッセージ番号) を調べてください。データ
ベースにアクセスする前に、必要な修正を行って、
UPGRADE DATABASE コマンドを発行してください。

SQL2520W データベースがリストアされました。構成
ファイルのバックアップ・バージョンが使
用されました。

説明: データベースがリストアされるときに、現在のデ
ータベース構成ファイルが、必ずしもそのバックアッ
プ・バージョンで置き換えられるわけではありません。
現在のデータベース構成ファイルは使用できませんでし
た。したがって、バックアップ・バージョンで置き換え
られました。

ユーティリティーは正常に完了しました。

ユーザーの処置: リストア処理の後で、データベース構
成ファイルのいくつかの値が異なる可能性があります。
その構成パラメーターが期待どおりの値に設定されてい
るか調べてください。構成パラメーターが必要な値に設
定されていることをチェックしてください。

SQL2521W データベースはリストアされましたが、
file-type ファイルの削除中に入出力エラー
code が発生しました。

説明: リストア処理は正常に実行されました。指定され
たファイルは、入出力エラーのために削除されませんで
した。

リストア処理が異常終了したかどうかを判別するには、
拡張子が“.BRG”のファイルを使用します。このファイル
は、リストア操作の対象であったデータベースのローカ
ル・データベース・ディレクトリーに入っています。

拡張子“.BRI”のファイルは、増分 RESTORE 操作の進行
状況に関する情報を保管します。このファイルは、リス
トア増分操作の対象となったデータベースのローカル・

データベース・ディレクトリーに入っています。

このファイルの名前は、データベース・トークンにファ
イル・タイプ拡張子を連結して作成されます。たとえ
ば、データベース“SAMPLE”にデータベース・トークン
“SQL00001”が割り当てられると、 BRI ファイルには
“instance/NODE0000/sqldbdir/SQL00001.BRI”という名前
が付きます。

ユーティリティーは正常に完了しました。

ユーザーの処置: .BRG または .BRI ファイルを手動で
削除してください。ファイルが削除できない場合は、技
術サービス担当者に連絡してください。

SQL2522N バックアップされたデータベース・イメー
ジに指定されたタイム・スタンプの値と一
致するバックアップ・ファイルが、複数存
在します。

説明: バックアップ・イメージ・ファイルのファイル名
は、データベース別名とタイム・スタンプのコンポーネ
ントで構成されています。ファイル名は、ソース・デー
タベース別名と、Database Restore 呼び出しに指定され
たタイム・スタンプ・パラメーターから作成されます。
タイム・スタンプの部分が、複数のバックアップ・イメ
ージのファイル名が見つかるように、指定されていた可
能性があります。タイム・スタンプが指定されなかった
場合、リストアでは暗黙的にどのバックアップ・イメー
ジとも一致します。これは、複数のバックアップ・イメ
ージがある場合に、1 つだけを一致させることが不可能
であることを意味しています。

ユーザーの処置: 一致するバックアップ・ファイルが 1

つだけになるようにタイム・スタンプの各部分を指定し
てから、操作を再サブミットしてください。

SQL2523W 警告! 名前は一致していても、バックアッ
プ・イメージのデータベースとは異なる既
存のデータベースにリストアしようとして
います。ターゲット・データベースは、バ
ックアップ・バージョンによって上書きさ
れます。ターゲット・データベースに関連
したロールフォワード・リカバリー・ログ
は削除されます。

説明: ターゲット・データベースのデータベース別名と
名前が、バックアップ・イメージ・データベースの別名
と名前と同じです。データベース・シードが同じでない
ということは、データベースが同じでないことを示して
います。ターゲット・データベースは、バックアップ・
バージョンによって上書きされます。ターゲット・デー
タベースに関連したロールフォワード・リカバリー・ロ
グは削除されます。現在の構成ファイルは、バックアッ
プ・バージョンで上書きされます。
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ユーザーの処置: 処理の続行または終了を示す callerac

パラメーターを指定して、ユーティリティーに戻ってく
ださい。

SQL2524W 警告! 同じだと思われる既存のデータベー
スにリストアしようとしていますが、既存
のデータベースの別名 dbase はバックア
ップ・イメージの別名 dbase に一致して
いません。ターゲット・データベースは、
バックアップ・バージョンによって上書き
されます。

説明: ターゲット・データベースとデータベース・イメ
ージのシードは同じなので、これらは同じデータベース
であることを示していますが、データベース名は同じで
すが、データベース別名が異なっています。ターゲッ
ト・データベースは、バックアップ・バージョンによっ
て上書きされます。

ユーザーの処置: 処理の続行または終了を示す callerac

パラメーターを指定して、ユーティリティーに戻ってく
ださい。

SQL2525W 警告! バックアップ・イメージのデータベ
ースとは異なる既存のデータベースにリス
トアしようとしています。既存のデータベ
ースの別名 dbase はバックアップ・イメ
ージの別名 dbase に一致していません
が、データベース名は同じです。ターゲッ
ト・データベースは、バックアップ・バー
ジョンによって上書きされます。ターゲッ
ト・データベースに関連したロールフォワ
ード・リカバリー・ログは削除されます。

説明: ターゲット・データベースとデータベース・イメ
ージの別名が異なり、データベース名が同じで、データ
ベース・シードが同じではないので、これらは異なるデ
ータベースであることを示しています。ターゲット・デ
ータベースは、バックアップ・バージョンによって上書
きされます。ターゲット・データベースに関連したロー
ルフォワード・リカバリー・ログは削除されます。現在
の構成ファイルは、バックアップ・バージョンで上書き
されます。

ユーザーの処置: 処理の続行または終了を示す callerac

パラメーターを指定して、ユーティリティーに戻ってく
ださい。

SQL2526W 警告! バックアップ・イメージ・データベ
ースと同じ既存のデータベースにリストア
しようとしています。別名は同じですが、
既存のデータベースのデータベース名
dbname はバックアップ・イメージのデー
タベース名 dbname に一致していませ
ん。ターゲット・データベースは、バック
アップ・バージョンによって上書きされま
す。

説明: ターゲット・データベースとデータベース・イメ
ージのデータベース別名は同じで、データベース・シー
ドも同じですが、データベース名が異なっています。こ
れらは同じデータベースです。ターゲット・データベー
スは、バックアップ・バージョンによって上書きされま
す。

ユーザーの処置: 処理の続行または終了を示す callerac

パラメーターを指定して、ユーティリティーに戻ってく
ださい。

SQL2527W 警告! バックアップ・イメージ・データベ
ースとは異なる既存のデータベースにリス
トアしようとしています。既存のデータベ
ースのデータベース名 dbname はバック
アップ・イメージのデータベース名
dbname に一致していませんが、別名は同
じです。ターゲット・データベースは、バ
ックアップ・バージョンによって上書きさ
れます。ターゲット・データベースに関連
したロールフォワード・リカバリー・ログ
は削除されます。

説明: ターゲット・データベースとデータベース・イメ
ージの別名が同じで、データベース名が同じでなく、デ
ータベース・シードが同じではないので、これらは異な
るデータベースであることを示しています。ターゲッ
ト・データベースは、バックアップ・バージョンによっ
て上書きされます。ターゲット・データベースに関連し
たロールフォワード・リカバリー・ログは削除されま
す。現在の構成ファイルは、バックアップ・バージョン
で上書きされます。

ユーザーの処置: 処理の続行または終了を示す callerac

パラメーターを指定して、ユーティリティーに戻ってく
ださい。
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SQL2528W 警告! バックアップ・イメージ・データベ
ースと同じ既存のデータベースにリストア
しようとしています。既存のデータベース
の別名 dbase は、バックアップ・イメー
ジの別名 dbase に一致しておらず、また
既存のデータベースのデータベース名
dbname はバックアップ・イメージのデー
タベース名 dbname に一致していませ
ん。ターゲット・データベースは、バック
アップ・バージョンによって上書きされま
す。

説明: ターゲット・データベースとデータベース・イメ
ージの別名が異なり、データベース名が異なり、データ
ベース・シードが同じなので、これらは異なるデータベ
ースであることを示しています。現在のデータベース
は、バックアップ・バージョンによって上書きされま
す。

ユーザーの処置: 処理の続行または終了を示す callerac

パラメーターを指定して、ユーティリティーに戻ってく
ださい。

SQL2529W 警告! バックアップ・イメージ・データベ
ースとは異なる既存のデータベースにリス
トアしようとしています。既存のデータベ
ースの別名 dbase はバックアップ・イメ
ージの別名 dbase に一致しておらず、既
存のデータベースのデータベース名
dbname はバックアップ・イメージのデー
タベース名 dbname に一致していませ
ん。ターゲット・データベースは、バック
アップ・バージョンによって上書きされま
す。ターゲット・データベースに関連した
ロールフォワード・リカバリー・ログは削
除されます。

説明: ターゲット・データベースとデータベース・イメ
ージの別名が異なり、データベース名が異なり、データ
ベース・シードが同じではないので、これらは異なるデ
ータベースであることを示しています。現在のデータベ
ースは、バックアップ・バージョンによって上書きされ
ます。ターゲット・データベースに関連したロールフォ
ワード・リカバリー・ログは削除されます。現在の構成
ファイルは、バックアップ・バージョンで上書きされま
す。

ユーザーの処置: 処理の続行または終了を示す callerac

パラメーターを指定して、ユーティリティーに戻ってく
ださい。

SQL2530N バックアップ・イメージが壊れています。
このバックアップ・イメージからのデータ
ベースのリストアは不可能です。

説明: リストア中のバックアップ・イメージは壊れてい
て、データベースのリストアを行うことはできません。

ユーザーの処置: このバックアップ・イメージは、使用
できないため廃棄してください。可能であれば、前のバ
ックアップからリストアしてください。

SQL2531N リストアのために選択されたバックアッ
プ・イメージは、無効なデータベース・バ
ックアップ・イメージです。

説明: リストアのために選択されたファイルは、有効な
バックアップ・イメージではありません。選択されたフ
ァイルが壊れているか、またはバックアップ・テープが
正しく位置付けられていません。

ユーザーの処置: 正しいバックアップ・イメージ・ファ
イルの位置を判別して、 Restore コマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL2532N このバックアップ・ファイルには、タイ
ム・スタンプ timestamp に取った、デー
タベース dbalias のバックアップ・イメー
ジが含まれています。これは、要求された
バックアップ・イメージではありません。

説明: リストアのために選択されたファイルが、要求さ
れたバックアップ・イメージを含んでいません。イメー
ジは、要求されたデータベースとは別のデータベースで
す。

ユーザーの処置: テープを使用している場合は、正しい
テープが取り付けられていることを確認してください。
リストアまたはロードをディスクから行なっている場合
は、ファイル名を変更する必要があります。ファイル
を、データベース名とタイム・スタンプに一致する正し
いファイル名に変更してください。適切なアクションを
取った後で、コマンドを再サブミットしてください。

SQL2533W 警告! 装置 device のバックアップ・ファ
イルには、タイム・スタンプ timestamp

に取られたデータベース database のイメ
ージが含まれています。これは、要求され
たバックアップ・イメージではありませ
ん。

説明: テープの位置から読み取られたバックアップ・イ
メージに、バックアップ・ファイルの最初のイメージの
ヘッダーと一致しないメディア・ヘッダーが入っていま
す。
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ユーザーの処置: テープが正しいバックアップ・ファイ
ルに位置付けられていることを確認して、処理を続行す
るかどうかを示す callerac パラメーターを指定して、ユ
ーティリティーに戻ってください。

SQL2534W 警告! 装置 device のメディアが、有効な
バックアップ・メディア・ヘッダーに置か
れていません。

説明: テープ位置から読み取られたデータに、有効なバ
ックアップ・メディア・ヘッダーが入っていません。

ユーザーの処置: テープが正しい位置に取り付けられて
いることを確認して、処理を続けるかどうかを示す
callerac パラメーターを指定して、ユーティリティーに
戻ってください。

SQL2535W 警告! デバイス device のメディアの終わ
りに達しました。 次のソース・メディア
をマウントしてください。

説明: テープの終わりに到達し、処理されるべきデータ
がまだ残っています。 バックアップまたはロード・ソ
ースの残りが、他の 1 つ以上のテープに存在していま
す。

ユーザーの処置: ソース・イメージの入った次の順番の
テープをマウントして、処理の続行または終了を示す
callerac パラメーターを指定して、Restore または Load

コマンドを再サブミットしてください。

SQL2536W 警告! 装置 device のバックアップ・イメ
ージには、間違ったシーケンス番号が含ま
れています。 正しいシーケンス番号は
number です。

説明: テープが、順序の異なるバックアップ・イメー
ジ・ファイルに位置付けられています。 バックアッ
プ・イメージの入ったテープは、バックアップ・イメー
ジのシーケンス番号 sequence のファイルに位置付ける
必要があります。

ユーザーの処置: バックアップ・イメージの入ったテー
プを正しいファイルに位置付け、処理の続行または終了
を示す callerac パラメーターを指定して、Restore コマ
ンドを再サブミットしてください。

SQL2537N リストア後のロールフォワードが必要で
す。

説明: リストアされたデータベースを使用できるように
するためのロールフォワードが必要ないことを示す
SQLUD_NOROLLFWD が、データベース・リストア・
ユーティリティーの rst_type パラメーターに指定されま
した。リストアするデータベースはオンライン・モード

でバックアップされているか、または発行されたリスト
アが表スペース・レベルのリストアであった場合、デー
タベースを使用できる状態にするには、ロールフォワー
ド処理が必要です。

ユーザーの処置: rst_type パラメーターに
SQLUD_NOROLLFWD を指定せずに、Database Restore

コマンドを再サブミットしてください。

SQL2538N メディア media でバックアップ・イメー
ジの予期しないファイルの終わりに達しま
した。

説明: バックアップ・イメージ・ファイルからの読み取
りおよびリストアの実行中に、予期しないファイルの終
わりに達しました。このバックアップ・イメージは使用
できず、リストア操作は終了します。

ユーザーの処置: 使用できるバックアップ・イメージ・
ファイルを使用して、Database Restore コマンドを再サ
ブミットしてください。

SQL2539W 警告! バックアップ・イメージ・データベ
ースと同じ既存データベースをリストアし
ます。データベース・ファイルは削除され
ます。

説明: ターゲット・データベースとデータベース・イメ
ージの別名、名前、シードが同じなので、これらは同一
のデータベースであることを示しています。 現在のデ
ータベースは、バックアップ・バージョンによって上書
きされます。

ユーザーの処置: 処理の続行または終了を示す callerac

パラメーターを指定して、ユーティリティーに戻ってく
ださい。

SQL2540W リストアは成功しましたが、非割り込みモ
ードでデータベースをリストア中に、警告
warn が出されました。

説明: データベース・リストア・ユーティリティーは非
割り込みモードで (たとえば、WITHOUT PROMPTING

を指定して) 呼び出されました。処理中に、1 つ以上の
警告が見つかりましたが、その時点では戻されませんで
した。リストアは正常に完了し、見つかった警告メッセ
ージはこのメッセージの後で表示されます。

ユーザーの処置: この警告の原因が、処理結果に影響を
及ぼしていないことを確認してください。
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SQL2541W ユーティリティーは成功しましたが、バッ
クアップ・イメージの入ったファイルをク
ローズできませんでした。

説明: ユーティリティーは成功しましたが、バックアッ
プ・イメージの入ったファイルをクローズできません。

ユーザーの処置: バックアップ・イメージの入ったファ
イルのクローズを試みてください。

SQL2542N 指定されたソース・データベースの別名
database-alias とタイム・スタンプ
timestamp に一致する、データベース・イ
メージ・ファイルがありません。

説明: バックアップ・イメージ・ファイルのファイル名
は、データベース別名とタイム・スタンプのコンポーネ
ントで構成されています。ファイル名は、ソース・デー
タベース別名と、Database Restore 呼び出しに指定され
たタイム・スタンプ・パラメーターから作成されます。
指定されたソース・データベースの別名とタイム・スタ
ンプに一致するファイル名が、ソース・ディレクトリー
に存在しません。

以下の状態が適用される可能性があります。

1. バックアップへのパスがリストア・コマンドで誤っ
て指定された。

2. バックアップ・イメージ、またはバックアップ・イ
メージがあるディレクトリーにアクセスする許可が
ない。

3. 自動増分リストア操作を実行しており、データベー
ス履歴内のタイム・スタンプとロケーションに基づ
いて必要イメージが見つからなかった。

4. パーティション・データベース環境でデータベース
をリストアしており、そのデータベースがもう存在
せず、さらにリストアされる最初のデータベース・
パーティションがカタログ・パーティションではな
い。

5. TSM メディアからリストアしようとしており、現在
のインスタンスにより使用される TSM API クライ
アント構成はバックアップ・イメージにアクセスで
きない。

ユーザーの処置: 前述の状態に対応する適切な応答は以
下のとおりです。

1. データベース・バックアップ・イメージが、メディ
ア・ソースに存在することを確認してください。結
果的に一致するバックアップ・イメージへの正しい
パスおよび正しいタイム・スタンプを指定して、操
作を再サブミットしてください。リストア・コマン
ドの使用についての詳細は、DB2 インフォメーショ
ン・センターで、"using restore database utility" など
の語句を使用して検索してください。

2. バックアップ・イメージ、およびバックアップ・イ
メージがあるディレクトリーにアクセスする許可が
あることを確認してください。

3. データベース履歴を調べて対応するバックアップ項
目を確かめてから、リストされているロケーション
がバックアップ・イメージの実際のロケーションに
一致することを確認してください。 データベース履
歴を更新して、結果が一致するように操作をやり直
すか、または RESTORE INCREMENTAL ABORT

コマンドを発行して、処理中に作成されたリソース
をすべてクリーンアップしてください。

4. パーティション・データベースをリストアするとき
には、常にカタログ・パーティションを最初にリス
トアしてください。パーティション・データベース
環境でのリストアについての詳細は、DB2 インフォ
メーション・センターで、"restore utility partitioned

database" などの語句を使用して検索してください。

5. イメージを TSM から取得できるかを検査するに
は、db2adutl ユーティリティーに QUERY オプショ
ンを付けて使用します。別のサーバー上の別のイン
スタンスから取得したバックアップ・イメージをリ
ストアする場合、オプション NODENAME、
OWNER を必ず使用してください。またオプション
で、バックアップ・イメージが最初にとられた TSM

ノードの TSM 設定に対応する PASSWORD を使用
してください。イメージを取得できることの確認が
完了すると、同じオプションを RESTORE コマンド
のオプション・ストリングに渡すことができます。
db2adutl ユーティリティーについての詳細は、DB2

インフォメーション・センターで、"db2adutl" などの
語句を使用して検索してください。

DB2 インフォメーション・センター:

http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9

SQL2543N データベースに指定されたターゲット・デ
ィレクトリーが無効です。

説明: リストア・ユーティリティーを呼び出しているア
プリケーションが、作成する新しいデータベースのター
ゲット・ディレクトリーを指定しました。このディレク
トリーが存在しないか、またはデータベースの作成に有
効なディレクトリーでないかのどちらかです。 データ
ベースの作成に無効なディレクトリーとは、長さが 215

文字を超えるディレクトリーです。

ユーザーの処置: 有効なターゲット・ディレクトリーを
指定して、Backup または Restore コマンドを再発行し
てください。
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SQL2544N データベースをリストアしているディレク
トリーがフルになりました。

説明: データベースのリストア中に、リストア先のディ
レクトリーがフルになりました。リストアされるデータ
ベースは使用できません。リストアは終了し、リストア
中のデータベースが新しいデータベースの場合は、削除
されます。

ユーザーの処置: リストアするデータベースのために十
分なディレクトリーのスペースを解放して、Restore を
再発行するか、または新しいデータベースにリストアす
る場合は、リストアするデータベースを含む十分なスペ
ースがあるディレクトリーを指定してください。

SQL2545W 警告! TSM サーバー上のバックアップ・
イメージは、取り付け可能なメディアに保
管されています。使用できるようになるま
でに必要な時間は不明です。

説明: バックアップ・イメージは、TSM サーバーによ
ってすぐにはアクセスできません。リストア処理は続行
可能で、サーバーにデータの取り出しを要求します。た
だし、必要な時間は不明です。

ユーザーの処置: 処理の続行または終了を示す callerac

パラメーターを指定して、ユーティリティーに戻ってく
ださい。

SQL2546N メディア media のイメージは、バックア
ップまたはコピーの順序の 1 番目ではあ
りません。

説明: リストアまたはロード・リストア中は、バックア
ップまたはコピーの最初のイメージを、最初に処理する
必要があります。 メディアで見つかったイメージは、
最初のイメージではありません。

ユーティリティーは、続行の応答を待ちます。

ユーザーの処置: 正しいバックアップまたはコピー・イ
メージを持つメディアを取り付けて、処理を続行または
終了するべきであることを示す、正しい caller action パ
ラメーターを指定して、ユーティリティーに戻ってくだ
さい。

SQL2547N バックアップ・イメージが前のリリースで
作成され、ロールフォワード・リカバリー
が要求されているため、データベースはリ
ストアされませんでした。

説明: 物理ログ・ファイル・フォーマットが、これらの
リリースの間で、ロールフォワードを無効にするように
変更されました。

ユーザーの処置: データベースの作成に使用したバージ

ョンの DB2 を使用して、データベースをリストアし、
ログの最後までロールフォワードしてください。 この
ときに、オフラインのフル・データベース・バックアッ
プを取得してください。 この新しいバックアップ・イ
メージは、新しいリリースの DB2 にリストアできま
す。

SQL2548N バックアップ・イメージ内に示されたデー
タベースのコード・ページ code-page は
無効であるか、サポートされていません。
リストア操作は失敗しました。

説明:

1. リストアしているバックアップ・イメージは、この
サーバーに適用されているフィックスパック・レベ
ルより新しいフィックスパック・レベルのサーバー
で作成されている可能性があります。 その場合、サ
ポートされていない新しいコード・ページがこのイ
メージに含まれている可能性があります。

2. バックアップ・イメージは破壊されており、無効な
コード・ページ情報が含まれています。

ユーザーの処置: 新しいフィックスパック・レベルが適
用されているサーバーから、それよりフィックスパッ
ク・レベルの低いサーバーにイメージをリストアしよう
とする場合、そのコード・ページが両方のサーバーでサ
ポートされていることを確認してください。 あるい
は、リストア先のサーバーに新しいフィックスパックを
適用してください。

SQL2549N バックアップ・イメージのすべての表スペ
ースがアクセス不能か、またはリストアす
る表スペース名のリストにある 1 つ以上
の表スペース名が無効であるため、このデ
ータベースはリストアされませんでした。

説明: バックアップ・イメージの表スペースにより使用
されたコンテナーが使用できないか既に使用中です。あ
るいは、リストア・コマンドのリストで指定された 1

つ以上の表スペース名がバックアップ・イメージに存在
していません。

ユーザーの処置: リダイレクトされたリストアを使用し
てこのバックアップ・イメージの表スペースのコンテナ
ーを再定義するか、リストアする有効な表スペース名の
リストを指定してください。転送操作中にこのエラーが
発生する場合、失敗転送操作からの、ステージング・デ
ータベースによって既に使用されているコンテナーが原
因の可能性があります。これにより、これ以降の転送操
作は、そのステージング・データベースにリストアする
ときに失敗するようになります。転送ステージング・デ
ータベースをドロップし、RESTORE DATABASE コマ
ンドを再発行してください。
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SQL2550N ノード node1 のデータベース・バックア
ップをノード node2 にリストアできませ
ん。

説明: リストアに対して使用されるバックアップ・イメ
ージは、異なるノードからデータベースをバックアップ
します。同じノードでのみバックアップをリストアでき
ます。

ユーザーの処置: ノードの正しいバックアップ・イメー
ジがあることを確認し、要求を再度発行してください。

SQL2551N カタログ・ノード node1 を伴うデータベ
ースをカタログ・ノード node2 を伴うデ
ータベースにリストアできません。

説明: DB2 pureCluster 環境以外の環境では、カタロ
グ・ノードは 1 つのノードにのみ存在できます。この
メッセージは、バックアップ・イメージと、リストア先
のノードの間に不一致がある場合に返されます。これ
は、次の場合発生します。

1. バックアップ・イメージはカタログ・ノード node1

を指定し、リストアはカタログ・ノードがノード
node2 である既存のデータベースに試行しました。

2. リストアを新規データベースで試行して、カタロ
グ・ノードは先にリストアされませんでした。

ユーザーの処置: 正しいバックアップ・イメージがリス
トアされていることを確認してください。

既存のデータベースにリストアしていて、カタログ・ノ
ードを node2 に変更する場合は、先に既存のデータベ
ースをドロップする必要があります。

新規データベースにリストアしている場合は、カタロ
グ・ノード node1 を先にリストアしてください。

SQL2552N 無効な報告書ファイル名がリストア・コマ
ンドに指定されました。

説明: 報告書のファイル名の長さは、許可される 255

の制限を超えました。

ユーザーの処置: 許可範囲内の長さの報告書のファイル
名を指定して、リストア・コマンドを再サブミットして
ください。

SQL2553I RECONCILE ユーティリティーは正常に
完了しました。

説明: ユーティリティーは正常に完了しました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL2554N RECONCILE ユーティリティーは理由コ
ード reason-code で失敗しました。
component に問題がある可能性がありま
す。

説明: 可能性のある理由コードは、以下のとおりです。

1 DB2 Data Links Manager への接続が不明であ
る。

2 表または DATALINK 列が DB2 Data Links

Manager で定義されていない。

3 DB2 Data Links Manager が停止されている可
能性があります。

4 入出力問題。

5 例外表に、ファイル・リンク制御で定義されて
いるデータ・リンク列が入っている。

6 表が“データ・リンク調整不可能”状態である。

7 例外表は、型付き表での調整には許可されてい
ない。

8 ALTER TABLE が、表を“データ・リンク調整
ペンディング”または“データ・リンク調整不可
能”状態にすることができなかったか、あるい
は“データ・リンク調整ペンディング”または“デ
ータ・リンク調整不可能”状態から解除するこ
とができなかった。

9 データ・リンク・サポートがオンになっていな
い。

10 表は、SET INTEGRITY ペンディング状態で
す。

11 例外の処理中に、必要な DB2 Data Links

Manager が使用できなかった。表がデータ・リ
ンク調整ペンディング中の状態である。

12 調整処理を割り当てられた時間枠内に DB2

Data Links Manager で完了できませんでした。
詳細については管理通知ログをチェックしてく
ださい。

13 一定の時間、進行がなかったため、調整処理は
終了しました。

ユーザーの処置: 可能な解決方法:

1 DB2 Data Links Manager が稼働中で、ADD

DATALINKS MANAGER コマンドによってデ
ータベースに登録されていることを確認してく
ださい。 データベースの接続を試行して、
DB2 Data Links Manager で該当する接続が確
立したことを確認してください。

2 表が DB2 Data Links Manager に存在していな
いようです。 調整するものはありません。
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3 DB2 Data Links Manager が停止されている可
能性があります。 DB2 Data Links Manager の
開始を試みてください。

4 レポート・ファイルのファイル許可および十分
なスペースがあることを確認してください。
DLREPORT パラメーターには完全修飾パスが
必要です。 調整される表が損傷を受けていな
いことを確認してください。

5 例外表のデータ・リンク列をすべて“NO LINK

CONTROL”として再定義してください。

6 SET INTEGRITY ステートメントを使用して、
表をデータ・リンク調整不可能状態から解除し
てください。 RECONCILE ユーティリティー
を繰り返してください。

7 例外表を指定しないでください。

8 SET INTEGRITY コマンドを使用して、表を“

データ・リンク調整ペンディング”状態にする
か、あるいは“データ・リンク調整ペンディン
グ”または“データ・リンク調整不可能”状態をリ
セットするよう試みてください。

9 データベース・マネージャー構成パラメーター
DATALINKS の値が NO に設定されていま
す。 RECONCILE を使用するには、パラメー
ター DATALINKS の値を YES に設定しなけ
ればなりません。

10 表で調整を実行するためには、その表が SET

INTEGRITY ペンディング状態であってはなり
ません。 SET INTEGRITY ペンディング状態
を除去するには、SET INTEGRITY コマンドを
使用します。

11 もう一度調整を実行します。

12 reconcile コマンドが、DB2 Data Links Manager

からの検査を待機中にタイムアウトなりまし
た。 reconcile コマンドを再試行してくださ
い。

13 調整コマンドを再サブミットしてください。問
題が解決しない場合は、IBM サポートに連絡
してください。

SQL2555I データベースがリストアされた後、
RESTORE DATABASE コマンドの発行
元である現行の DB2 リリースに正常にア
ップグレードされました。

説明: データベースのリストアに使用したバックアップ
は、以前の DB2 リリースのものです。データベースが
リストアされた後、RESTORE DATABASE コマンドが

発行された場所の DB2 リリースにアップグレードされ
ました。

RESTORE DATABASE コマンドを発行したユーザーに
は、データベースに対する DBADM 権限が与えられま
す。リストア前に他のユーザーが DBADM 権限を持っ
ていた場合、(SECADM 権限を持つ) セキュリティー管
理者はこれらのユーザーに DBADM 許可を付与する必
要があります。

RESTORE DATABASE コマンドが正常に完了しまし
た。さらに、データベース・リストア後に自動的に発行
された UPGRADE DATABASE コマンドも正常に完了
しました。

ユーザーの処置: データベースをアップグレードした後
に必要なアップグレード後タスクの詳細については、
DB2 インフォメーション・センターを参照してくださ
い。

SQL2560N ターゲット・データベースがソース・デー
タベースと同一でないため、表スペースの
リストア操作が失敗しました。

説明: RESTORE DATABASE コマンドまたは
db2Restore API を使用して、データベースまたはデータ
ベース内の 1 つ以上の表スペースをバックアップ・イ
メージからターゲット・データベースにリストアできま
す。

表スペース・レベルのバックアップからリストア操作を
実行するには、満たさなければならない条件がいくつか
あります。例えば、リストア操作が指定されているター
ゲット・データベースは、以下のいずれかの条件を満た
している必要があります。

v 指定されたターゲット・データベースは、バックアッ
プ・イメージ取得元のデータベースである。

v 指定されたターゲット・データベースは存在せず、リ
ストア・コマンドまたは API 呼び出しで再作成オプ
ションが指定されている。

バックアップ・イメージの作成元のデータベースでも新
規作成されたデータベースでもないターゲット・データ
ベースに対してデータベース・リストア操作または表ス
ペース・レベルのリストア操作を実行しようとすると、
このメッセージが返されます。

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で、このエラー
に対応します。

v ターゲット・データベースとしてバックアップ・イメ
ージ取得元のデータベースを指定してリストア操作を
再実行します。
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v 再作成オプションを使用し、存在していないターゲッ
ト・データベースを指定して、リストア操作を再実行
します。

SQL2561W 警告! 表スペース・イメージからデータベ
ースの再ビルド中であるか、または表スペ
ースのサブセットの使用中です。ターゲッ
ト・データベースは上書きされます。リス
トア・ユーティリティーは次の sqlcode

sqlcode もレポートします。

説明: RESTORE ユーティリティーが、REBUILD オプ
ションを指定して発行され、リストアする表スペース・
イメージ、またはバックアップ・イメージからリストア
する表スペースのリストを指定しました。まだデータベ
ースが存在していない場合は、リストアに使用できる表
スペースおよびイメージ内の属性と同じデータベース属
性を使用してデータベースが作成されます。データベー
スがすでに存在する場合、リストアに使用できる表スペ
ースを使用し、この警告とともに戻される sqlcode に基
づいて、データベースは上書きされます。

表スペースのサブセットをリカバリー不能なデータベー
スからリストアする場合、完全なデータベース・リスト
アを実行しない限り、リストアに含まれていない表スペ
ースをリカバリーすることは決してできません。

ユーザーの処置: 処理の続行または終了を示す callerac

パラメーターを指定して、ユーティリティーに戻ってく
ださい。

SQL2563W リストア処理は正常に完了しましたが、1

つ以上の表スペースがバックアップからリ
ストアされませんでした。

説明: リストア処理は正常に完了しました。以下の理由
から、バックアップ内の 1 つ以上の表スペースがリス
トアされません。

v 表スペースのコンテナーにアクセス中にエラーが発生
しました。バックアップが取られた後で、表スペース
がドロップされている場合、アクションは不要です。

v バックアップの表スペースのサブセットのみをリスト
アするためにリストア・コマンドが表スペースのリス
トで呼び出されました。アクションは不要です。

ユーザーの処置: このメッセージがサブセット・リスト
アにより発生したものでない場合、表スペースの照会関
数を使用して、表スペースの状態をチェックしてくださ
い。表スペースが 「ストレージ定義ペンディング」状
態の場合は、リストアが正常に完了するように、その表
スペースのストレージ定義を訂正する必要があります。
表スペースの回復の詳細については、「管理ガイド」を
参照してください。

SQL2565N RESTORE に指定されたオプションは、
提供されたバックアップ・イメージでは使
用できません。

説明: バックアップ・イメージに含まれているデータベ
ースが、既存のデータベースで、リストアされるデータ
ベースと一致しません。 リストアに指定したオプショ
ンでは、リストアされるデータベースが新規であるか、
またはバックアップ・イメージのデータベースと同じで
あることが要求されます。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 正しいデータベース名を指定して、コ
マンドを再サブミットしてください。

SQL2566W リストア処理は正常に完了しましたが、1

つ以上の表スペースで表が DRP/DRNP

状態になっています。詳細については
db2diag ログ・ファイルを調べてくださ
い。

説明: 以下のいずれかの理由のため、1 つ以上の表スペ
ースには、「データ・リンク調整ペンディング (DRP)」
または「データ・リンク調整不可能 (DRNP)」に表があ
ります。

v バックアップ・イメージと異なるデータベース名、別
名、ホスト名、またはインスタンスを持つデータベー
スにリストアしている。このリストアの後にロールフ
ォワードが行われない場合、DATALINK 列を持つ表
はすべて、DRNP 状態に置かれます。

v WITHOUT DATALINK オプションを指定してリスト
アが行われ、このリストアのあとにロールフォワード
が行われない。 DATALINK 列を指定した表は DRP

状態となります。

v 使用できない状態になったバックアップ・イメージか
らリストアしている。このリストアの後にロールフォ
ワードが行われない場合、DATALINK 列を持つ表は
すべて、DRNP 状態に置かれます。

v DATALINK 列情報が DB2 Data Links Manager に存
在していない。 影響を受ける表は DRNP 状態になり
ます。

v DB2 Data Links Manager でファイルの再リンクを試
行中、高速調整を伴うリストアが失敗した。影響を受
ける表は DRNP 状態になります。

ユーザーの処置: 管理通知ログで、どの表が
DRP/DRNP 状態に書き込まれているかを確認してくだ
さい。 DRP/DRNP 状態になっている表の調整について
の情報は、管理ガイドを参照してください。
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SQL2570N オペレーティング・システムの非互換性ま
たはリストア・コマンドの不正確な仕様の
ために、ソース OS source-OS 上で作成
されたバックアップからのターゲット OS

target-OS へのリストアの試行は失敗しま
した。理由コード: reason-code

説明: 可能性のある理由コードは、以下のとおりです。

1 target-OS および source-OS は互換性のあるシ
ステムではありません。

2 圧縮されたバックアップのクロスプラットフォ
ーム・リストアを試行しましたが、圧縮解除ラ
イブラリーは指定されませんでした。デフォル
トでは、source-OS にあるバックアップ・イメ
ージのライブラリーが使用されます。このライ
ブラリーは target-OS でのリストアには適して
いません。

3 圧縮ライブラリーのみのリストアが試行された
のは target-OS 上で、これはバックアップがと
られたオペレーティング・システム
(source-OS) とは異なります。

ユーザーの処置: 各理由コードにおける応答は、以下の
とおりです。

1 この特定のバックアップ・イメージを使用する
には、そのバックアップがとられたオペレーテ
ィング・システムとリストア互換性があるシス
テムにリストアしてください。あるタイプのオ
ペレーティング・システムから別のオペレーテ
ィング・システムにデータベースを移動するに
は、db2move ユーティリティーを使用してくだ
さい。互いにリストア互換性があるプラットフ
ォームの詳細および db2move ユーティリティ
ーの詳細については、 DB2 インフォメーショ
ン・センター (http://publib.boulder.ibm.com/

infocenter/db2luw/v9) で、"cross-platform backup

and restore"、"using different operating systems"

などの語句を使用して検索してください。

2 target-os 用にコンパイルされた圧縮解除ライブ
ラリーを指定して、リストア操作を再試行して
ください。たとえば、db2 restore db sample

comprlib libdb2compr.a とします。

3 圧縮ライブラリーを使用できないオペレーティ
ング・システムで圧縮ライブラリーをリストア
しないでください。

SQL2571N 自動リストアを続行できません。理由コー
ド: reason-code

説明: 自動リストア処理中にエラーが検出されました。
このエラーは、増分リストアまたはデータベースの再ビ
ルド中に、表スペース・イメージからまたはデータベー
ス・イメージ内の表スペースのサブセットから発生しま
した。ユーティリティーは予定通り完了できませんでし
た。ユーティリティーは処理を停止します。

増分リストアの場合、このエラーは初期定義がリストア
された後に返され、必要な増分リストア・セットの処理
は正常に完了できません。

再ビルドの場合、このエラーは初期ターゲット・イメー
ジがリストアされた後に返され、残りの必要なリスト
ア・セットの処理は正常に完了できません。

以下のいずれかが、エラーの原因と思われます。

1 指定したタイム・スタンプに対応するバックア
ップ・イメージがデータベース履歴に見つかり
ません。

2 リストアする表スペースを判別しようとしたと
きにエラーが発生しました。

3 必要なバックアップ・イメージがデータベース
履歴に見つかりません。

4 対象とした増分再ビルドに、間違った再ビル
ド・タイプが指定されました。

5 単なる一時的な表スペースを自動的にリストア
することはできません。

ユーザーの処置: これが増分リストアまたは増分再ビル
ドである場合は、RESTORE INCREMENTAL ABORT

コマンドを発行して、処理中に作成された可能性のある
リソースをすべてクリーンアップしてください。手操作
による増分リストアを実行して、このバックアップ・イ
メージからデータベースをリストアしてください。

これが非増分再ビルドである場合は、必要であれば、意
図どおりにデータベースを再ビルドするために必要な残
りのイメージに対して表スペース・リストアを発行し
て、再ビルドを完了してください。追加情報について
は、DB2 診断ログを参照してください。

SQL2572N 順序に従わないイメージの増分リストアを
行おうとしました。タイム・スタンプ
timestamp-value のバックアップ・イメー
ジが、リストアが試行されたイメージの前
にリストアされていなければならないた
め、表スペース tablespace-name にエラー
が発生しました。

説明: 増分バックアップの方法で生成されたイメージを
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リストアする場合、次の順序でイメージをリストアして
ください。

1. データベースをリストアする増分を DB2 に指示す
るため、まず最終イメージをリストアします。

2. 増分イメージのセットの前に、データベースまたは
表スペースのイメージを完全にリストアします。

3. 増分および差分のイメージのセットを、これらが生
成された日時順にリストアします。

4. 最終イメージをもう一度リストアします。

バックアップ・イメージの各表スペースは、失敗したバ
ックアップ・イメージを正常にリストアする前にリスト
アする必要のあるバックアップ・イメージを認識してい
ます。このメッセージを呼び出したイメージを正常にリ
ストアする前に、このメッセージで報告されたタイム・
スタンプでイメージをリストアする必要があります。示
されたイメージの前に、リストアする追加のイメージが
あったかもしれませんが、これがエラーに遭遇した最初
の表スペースでした。

ユーザーの処置: 増分バックアップ・イメージのセット
の順序が正しいことを確認し、増分リストア処理を続行
してください。

SQL2573N 増分バックアップ・イメージは増分
RESTORE 操作の一部としてリストアす
る必要があります。

説明: 増分バックアップ・イメージを使用して
RESTORE 操作を行おうとしました。増分バックアップ
自体をリストアすることはできません。これは増分
RESTORE 操作の一部としてのみリストアできます。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: このバックアップ・イメージをリスト
アするには、 INCREMENTAL 修飾子を使用して
RESTORE コマンドを再発行してください。非増分
RESTORE 操作を実行するには、 非増分バックアッ
プ・イメージを指定してください。

SQL2574N 増分 RESTORE 操作の一部としてリスト
アされるバックアップ・イメージに、ター
ゲット・イメージより新しいものを指定す
ることはできません。

説明: ターゲット・イメージは増分 RESTORE 操作の
一部として最初にリストアされるイメージです。このイ
メージには、表スペース定義その他、リストア中のデー
タベースの制御構造が入っています。 RESTORE ユー
ティリティーは、データベースを破壊する恐れがあるた
め、増分 RESTORE 操作中にターゲット・イメージよ
り新しいイメージをリストアすることはできません。

増分 RESTORE 操作は、ターゲット・イメージより新
しいタイム・スタンプを持つバックアップ・イメージを
リストアしようとしたために失敗しました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: ターゲット・イメージより古いタイ
ム・スタンプを持つバックアップ・イメージを指定し
て、コマンドを再発行してください。

SQL2575N 指定した増分バックアップ・イメージのタ
イム・スタンプが、表スペース
tablespace-number についてリストアされ
た最後のイメージのタイム・スタンプより
古くなっています。最後のバックアップ・
イメージのタイム・スタンプは timestamp

です。

説明: 増分 RESTORE 操作を実行するには、バックア
ップ・イメージは各表スペースについて、最も古いもの
から最も新しいものへと日時順にリストアしなければな
りません。増分 RESTORE 操作が、指定した表スペー
スについてリストアされた前のイメージのタイム・スタ
ンプより古いタイム・スタンプを持つバックアップ・イ
メージを指定していました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 表スペースについてリストアされた最
後のイメージのタイム・スタンプより新しいタイム・ス
タンプを持つバックアップ・イメージを指定して、コマ
ンドを再発行してください。

SQL2576N 表スペース tablespace-name を増分
RESTORE 操作の一部としてリストア中
ですが、RESTORE コマンドに
INCREMENTAL 節が指定されていませ
ん。

説明: 増分的に表スペースをリストアするには、各
RESTORE コマンドが INCREMENTAL 節を指定してい
なければなりません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: INCREMENTAL 節を指定して、
RESTORE コマンドを再発行してください。

SQL2577N バックアップの圧縮解除用ライブラリーが
見つかりません。

説明: リストアされているイメージは圧縮されたバック
アップですが、圧縮解除ライブラリーが指定されておら
ず、イメージにライブラリーも見つかりません。

RESTORE ユーティリティーには、バックアップを圧縮
解除するプラグイン・ライブラリーが必要です。このラ
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イブラリーは、通常はバックアップ・イメージ自身に保
管されていますが、この場合、バックアップの作成者が
ライブラリーを除外しています。ライブラリー名は、
RESTORE ユーティリティーのパラメーターとしても指
定されます。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: イメージのデータ圧縮解除ができるラ
イブラリー名を指定して、コマンドを再サブミットして
ください。

SQL2578N 指定されたオブジェクトがバックアップ・
イメージで見つかりませんでした。

説明: リストアされる要求のある特定オブジェクトはバ
ックアップ・イメージに存在しません。

RESTORE ユーティリティーが、バックアップ・イメー
ジから単一オブジェクトをリストアしようとしました。
このタイプのオブジェクトは、バックアップ・イメージ
に存在しません。

バックアップ履歴ファイルおよび圧縮解除ライブラリー
は、個々にリストアできるオブジェクトです。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 該当するオブジェクトを含むバックア
ップ・イメージを指定して、コマンドを再サブミットし
てください。

SQL2580W 警告! 既存のログ・ファイルが含まれてい
るパスにログをリストアしようとしていま
す。リストア中に既存のログ・ファイルを
上書きしようとすると、リストア操作は失
敗します。

説明: 指定されたログ・ターゲット・パスには、ログ・
ファイル名の形式に適合する名前のファイルが少なくと
も 1 個含まれています。後でリストア操作において同
じ名前のログ・ファイルを抽出しようとすると、このこ
とが原因でリストアが失敗することになります。

ユーザーの処置: ログ・ターゲット・パスから既存のロ
グ・ファイルを削除するか、またはログ・ターゲットに
存在するファイルが、このバックアップ・イメージから
抽出されるどのログのファイル名とも一致しないように
してください。その後、リストア処理を継続するか終了
するかを示す callerac パラメーターを指定して、ユーテ
ィリティーを戻します。

SQL2581N リストア処理において、指定されたパスに
バックアップ・イメージからログ・ファイ
ルを抽出できません (またはログ・ディレ
クトリーをリストアできません)。理由コ
ード rc。

説明: バックアップ・イメージからログ・ファイルの抽
出を試行中に、エラーが発生しました。これは以下のい
ずれかの理由による可能性があります。

1 バックアップ・イメージにログは含まれていま
せん。

2 指定されたログ・ターゲット・パスはいっぱい
または無効であった可能性があります。

3 バックアップ・イメージ中のログ・ファイル名
が、ログ・ターゲット・パスに既に存在するロ
グ・ファイルと一致する場合もあります。

4 ファイルの書き込みを試行中に入出力エラーが
発生しました。

5 ディスク上の 1 次ログ・ディレクトリーに
は、リストア時に破棄されるログ・ファイルが
含まれています。

6 ディスク上のミラー・ログ・ディレクトリーに
は、リストア時に破棄されるログ・ファイルが
含まれています。

ユーザーの処置:

1 バックアップ・イメージにリストアするログ・
ファイルが含まれていることを確認してくださ
い。含まれていない場合は、コマンドに
LOGTARGET パラメーターを指定せずに再サ
ブミットしてください。

2 指定された LOGTARGET パスが有効であるこ
と、およびバックアップ・イメージから抽出す
るすべてのログ・ファイルが入るだけの十分な
スペースがあることを確認してください。コマ
ンドを再サブミットしてください。

3 ログ・ターゲット・パスの中に、リストアする
バックアップ・イメージ中のログ・ファイルと
同じ名前のログ・ファイルが存在しないことを
確認してください。コマンドを再サブミットし
てください。

4 追加情報については、DB2 診断ログを参照し
てください。問題の解決を試みて、コマンドを
再サブミットしてください。

5 または 6

以下のいずれか 1 つを行うことができます。

v ログ・ファイルをアーカイブできるようにす
るために、1 次ログ・ディレクトリーから手
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動でログ・ファイルをコピーまたは移動しま
す。その後、RESTORE DATABASE コマン
ドを再び呼び出します。

v LOGTARGET パラメーターとともに、
INCLUDE FORCE パラメーターまたは
EXCLUDE FORCE パラメーターのいずれか
を使用して、RESTORE DATABASE コマン
ドを再び呼び出します。

SQL2582W 警告! 表スペース・イメージからまたは表
スペースのサブセットを使用して、データ
ベースを再ビルドする新規要求が検出され
ました。この要求は、現在進行中の再ビル
ドを異常終了し、このバックアップ・イメ
ージを使用して新規再ビルドを開始しま
す。ターゲット・データベースは上書きさ
れます。

説明: RESTORE ユーティリティーに REBUILD オプ
ションを指定して発行されましたが、データベースの再
ビルドがすでに進行中であることが検出されました。こ
の操作が実行されることがあれば、現在進行中の再ビル
ドを異常終了し、このバックアップ・イメージをターゲ
ットとして使用して新規再ビルドを開始することになり
ます。データベースは上書きされます。

それ以後データベースの再ビルド・フェーズ中に発行す
るコマンドには、REBUILD オプションを指定しないで
ください。

ユーザーの処置: 処理の続行または終了を示す callerac

パラメーターを指定して、ユーティリティーに戻ってく
ださい。

SQL2583N 直前の増分リストアがまだ進行中であるた
め、意図されたリストア・コマンドは処理
できません。

説明: RESTORE ユーティリティーは、直前の増分リス
トア操作が完了していないことを検出しました。意図さ
れたリストア・コマンドは、直前の増分リストアの一部
ではなく、直前の増分リストアが異常終了されない場合
は処理されません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: INCREMENTAL ABORT オプション
を指定してリストアを発行してから、意図したリスト
ア・コマンドを再発行してください。

SQL2584N スナップショット・リストアが失敗しまし
た。理由: ログ・ディレクトリーをリスト
アする必要があるにもかかわらず、有効な
LOGTARGET が指定されていません。

説明: スナップショット・バックアップを使用すれば、
DB2 データベースのバックアップおよびリストア操作
において、データ・コピーと移動に高速なコピー・テク
ノロジーを利用できます。

スナップショット・バックアップ・イメージは全体とし
てリストアされる必要があります。このため、スナップ
ショット・バックアップ・イメージ内にデータベース・
ログが存在する場合、これらもまた、イメージの残りの
部分とともにリストアされなければなりません。

リストア対象のスナップショット・バックアップ・イメ
ージ内にデータベース・ログがあるため、イメージの残
りの部分とともにこれらをリストアする必要がありま
す。しかし、指定されたログ・ディレクトリーのパスに
は、リストア対象のデータベースによって使用される他
のパスまたはストレージ・デバイスと共通のパスまたは
ストレージ・デバイスが含まれています。

ログ・ディレクトリーのパスに、他のデータベース・パ
スやストレージ・デバイスと共通のパスやストレージ・
デバイスが含まれることは、それほど珍しいことではあ
りません。例えば、DB2 データベースの作成時には、
デフォルトでメイン・データベース・ディレクトリーの
下にログ・ディレクトリーが作成されます。ログ・パス
に他のデータベース・パスやストレージ・デバイスと共
通のパスまたはストレージ・デバイスが含まれる場合に
は、LOGTARGET パラメーターを使ってログ・ディレ
クトリーのターゲット・ロケーションを指定するのでな
い限り、スナップショット・リストアでログ・ディレク
トリーをリストアすることはできません。

LOGTARGET が指定されていないか、無効な
LOGTARGET が指定されているため、スナップショッ
ト・リストアが失敗しました。

ユーザーの処置: LOGTARGET パラメーターを使って
RESTORE コマンドを再サブミットしてください。

SQL2585N 選択されたバックアップ・イメージは、デ
ータベース dbalias、タイム・スタンプ
timestamp、元のインスタンス
instance-name に関するものです。このバ
ックアップ・イメージを現在のインスタン
スにリストアできません。

説明: リストア対象として選択されたバックアップ・イ
メージは、現在のインスタンスと一致しないインスタン
スに基づいています。

スナップショット・バックアップ・イメージは、元のイ
ンスタンスと同じ名前のインスタンスにのみリストアで
きます。

ユーザーの処置: 現在のインスタンスで使用できるスナ
ップショット・バックアップ・イメージを見つけるに

SQL2582W

438 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



は、db2acsutil ユーティリティーを使用します。

特定のスナップショット・バックアップ・イメージをリ
ストアするには、次のようにします。

1. このスナップショット・バックアップ・イメージが
作成された元のインスタンスに移動します。

2. コマンドを再サブミットしてください。

SQL2590N スキーマ転送エラーが発生したため、要求
された RESTORE 操作を完了できませ
ん。理由コード: rc。

説明: データベース・バックアップ・イメージからター
ゲット・データベースに表スペースおよびスキーマを転
送するために、TRANSPORT オプションを指定して
RESTORE DATABASE コマンドを使用した際に、エラ
ーが発生しました。以下の理由コードは、エラーを示し
ます。

1

転送されている表スペースおよびスキーマのリ
ストは、有効な転送可能セットではありませ
ん。

2

転送されている表スペースおよびスキーマに
は、スキーマ転送をサポートしていないデー
タ・タイプの列を持つ表が含まれています。

3

表スペースまたはスキーマが既にターゲット・
データベースに存在しています。

4

転送されている表スペースおよびスキーマのリ
ストに、システム・カタログが含まれていま
す。システム・カタログは転送できません。

5

デフォルトのステージング・データベースはす
べて使用中です。

6

ロード・コピー・リカバリーを解決するため
に、ロールフォワードでユーザーの対話を必要
とします。

7

バックアップ・イメージには SYSCATSPACE

表スペースが含まれている必要があります。

8

転送は、パーティション・データベース環境と
DB2 pureCluster 環境ではサポートされませ
ん。

10

ターゲット・データベースで LSN を大きくし
ようとして失敗しました。

12

他の転送のセッションが既に進行中であるた
め、スキーマ転送の表スペース ID を予約でき
ません。

13

表スペースがスキーマ転送用に予約されている
ため、ストレージ・パスはドロップされます。

14

ステージング・データベースの作成時に警告が
発生しました。

15

表スペースの転送中にターゲット・データベー
スでエラーが発生しました。

16

表スペースの転送中にステージング・データベ
ースでエラーが発生しました。

17

表スペース ID のマッピングが解決されない
か、妥当性検査されないため、スキーマの転送
が停止しました。以下のいずれかの状態でエラ
ーが発生しました。

v ステージング・データベースとターゲット・
データベースの間で表スペース ID をマップ
している。

v クライアントによって提供された表スペース
ID をサーバーのメモリーに対して妥当性検
査している。

v マップされた表スペースが無効である。

18

ソース・データベースまたはステージング・デ
ータベースとターゲット・データベースとの互
換性の妥当性検査時にエラーが発生しました。

19

ターゲット・データベースで転送可能セットの
一部の DDL オブジェクトを作成できません。

20
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指定されたバックアップ・イメージは、オンラ
イン・バックアップ操作を使用して作成されま
したが、RESTORE コマンドで LOGTARGET

パラメーターが指定されませんでした。

21

転送されている表スペースおよびスキーマに
は、スキーマ転送をサポートしていない範囲パ
ーティション表が含まれています。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいて、以下のいずれ
かのアクションを行ってください。

1

スキーマ・リストに存在するすべてのオブジェ
クトが表スペース・リストに含まれるように
(およびその逆も同じになるように) してくださ
い。失敗オブジェクトについては、db2diag ロ
グ・ファイルを参照してください。

2

以下のステップを実行して、理由コード 2 に
対応してください。

1. db2diag ログ・ファイルの診断の詳細を確認
して、スキーマ転送をサポートしていない
データ・タイプとして定義された列を識別
します。

2. 次のいずれかのアクションを実行して、ス
キーマ転送がサポートされていない列を除
去します。

v サポートされていないデータ・タイプの
列をドロップします。

v サポートされていないデータ・タイプの
列を含む表をドロップします。

v 転送するスキーマのリストからサポート
されていない列を含む表スペースおよび
スペースを除去します。

3. リストア操作を再び実行します。

3

以下のいずれかのアクションを実行して表スペ
ースまたはスキーマとの競合を解決し、
RESTORE DATABASE コマンドを再発行して
ください。

v ターゲット・データベース上で、競合が生じ
ている表スペースをドロップまたは名前変更
する。

v ソース・データベースから表スペースをドロ
ップまたは名前変更し、別のバックアップ・
イメージを作成する。

v 問題の表スペースおよびスキーマを転送可能
セットから除外する。表スペースおよびスキ
ーマを除去する際、残りの表スペースおよび
スキーマは有効な転送可能セットを定義して
いることを確認する必要があります。

4

表スペース・リストからシステム表スペースを
除去し、RESTORE DATABASE コマンドを再
発行してください。

5

RESTORE DATABASE コマンドを再発行する
際、STAGE IN オプションを使用して非デフォ
ルトのステージング・データベース名を指定す
るか、他の転送がデフォルトのステージング・
データベース名の解放を完了するのを待つこと
ができます。

6

ロールフォワード・ログにロード・コピー・リ
カバリー操作が含まれないようにしてくださ
い。

7

SYSCATSPACE 表スペースをバックアップ・
イメージに追加してください。

8

データベースが、パーティション・データベー
ス環境または DB2 pureCluster 環境として構成
されていない単一ノード・データベースとなる
ようにしてください。

10

ターゲット・データベースで LSN を大きくし
ようとしたときに発生したエラーについて、
db2diag.log を確認してください。

12

ターゲット・データベースに対する並行転送操
作はサポートされていません。既存のスキーマ
転送が完了するまで待った後、RESTORE

DATABASE コマンドを再発行してください。

13

スキーマの転送が完了するまで待った後、スト
レージ・パスを変更する操作を再実行してくだ
さい。ターゲット・データベースへの接続をク
リーンアップし、ステージング・データベース
をドロップしてください。 RESTORE

DATABASE コマンドを再発行してください。

14
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ステージング・データベースの作成中のエラー
について、db2diag.log を確認してください。エ
ラーを解決し、ステージング・データベースを
ドロップした後、RESTORE DATABASE コマ
ンドを再発行してください。

15

ターゲット・データベースでのエラーについ
て、db2diag.log を確認してください。エラーを
解決し、ステージング・データベースをドロッ
プした後、RESTORE DATABASE コマンドを
再発行してください。

16

ステージング・データベースでのエラーについ
て、db2diag.log を確認してください。エラーを
解決し、ステージング・データベースをドロッ
プした後、RESTORE DATABASE コマンドを
再発行してください。

17

転送可能セット外の表スペースとの従属関係を
持つオブジェクトが転送可能セットに含まれな
いようにしてください。例えば、転送可能セッ
ト内のオブジェクトは、転送可能セットに含ま
れていない別の表スペースで定義された索引を
持つことができません。エラーの原因に関する
詳細について、db2diag.log を確認してくださ
い。エラーを解決し、ステージング・データベ
ースをドロップした後、RESTORE DATABASE

コマンドを再発行してください。

18

以下の設定は、転送操作でサポートされていま
せん。

v 自動ストレージが有効になっているバックア
ップ・イメージから自動ストレージが有効に
なっていないターゲット・データベース。

v データベース構成がそれぞれ異なるバックア
ップ・イメージからターゲット・データベー
ス。以下のデータベース構成パラメーターは
同じでなければなりません。

– データベース・テリトリー

– コード・ページ、コード・セット

– 国/地域コード

– 照合シーケンスおよび代替照合シーケンス

エラーの原因に関する詳細について、
db2diag.log を確認してください。エラーを解決
し、RESTORE DATABASE コマンドを再発行
してください。

19

一部のオブジェクトが無効であるか、一部の従
属関係が存在していない可能性があります。エ
ラーの原因に関する詳細について、db2diag.log

を確認してください。エラーを解決し、
RESTORE DATABASE コマンドを再発行して
ください。

20

LOGTARGET パラメーターを指定して、
RESTORE コマンドを再び呼び出します。

21

以下のステップを実行して、理由コード 21 に
対応してください。

1. db2diag ログ・ファイルの診断の詳細を確認
して、範囲パーティション表を識別しま
す。

2. 次のいずれかのアクションを実行して、範
囲パーティション表を除去します。

v 範囲パーティション表をドロップしま
す。

v 転送する表スペースのリストから範囲パ
ーティション表を含む表スペースを除去
します。

3. リストア操作を再び実行します。

SQL2600W 許可ブロックへの入力パラメーター・ポイ
ンターが無効か、またはブロック・サイズ
が正しくありません。

説明: 許可構造パラメーターへのポインターが NULL

か、許可構造へのポインターが「構造の長さ」フィール
ドに指定された長さより小さい領域を指しているか、ま
たは「許可構造の長さ」フィールドが正しい値にセット
されていません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 入力パラメーターの値を訂正して、コ
マンドを再サブミットしてください。

SQL2650N 無効なパラメーター parameter_name が
API-name read log API に渡されました。
理由コード = reason-code。

説明: 無効なパラメーターが、read log API に渡され
ました。可能性のある理由コードは、以下のとおりで
す。

01

無効なアクションが指定されています。
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02

ログの開始レコード ID が、現在のデータベー
スのアクティブ・ログのレコード ID より大き
い値です。

03

ログの開始レコード ID から終了レコード ID

までのログ・レコード ID の範囲が、ログ・レ
コードのスパンに対して十分な大きさではあり
ません。

04

ログの開始レコード ID が、実際のログ・レコ
ードの開始を表していません。

05

ログの開始レコード ID の場所を判別できませ
んでした。

06

ログの終了レコード ID が、ログの開始レコー
ド ID より小さいか、または同じです。

07

バッファーが、示されたサイズには無効です。

08

バッファーが、ログ・レコードを格納するのに
十分なサイズではありません。

09

ポインターが無効です。

10

フィルター・オプションが無効です。

11

ログ・ファイル・パスが無効です。

12

オーバーフロー・ログ・ファイル・パスが無効
です。

13

検索ログ・オプションが無効です。

14

指定されたメモリー割り振りのバイト数が小さ
すぎます。

15

該当する API フィールドに入れるには、ロ
グ・シーケンス番号が大きすぎます。

16

piStartLRI のログ・レコード ID タイプが無効
です。

17

piStartLRI および piEndLRI のログ・レコード
ID タイプが同じではありません。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいて、以下の指示に
従ってください:

01

アクションが DB2READLOG_QUERY、
DB2READLOG_READ、または
DB2READLOG_READ_SINGLE のいずれかで
あることを確認してください。

02

ログの開始レコード ID の値を小さくしてくだ
さい。

03

ログの終了レコード ID が、ログの開始レコー
ド ID より十分に大きいことを確認してくださ
い。

04

ログの開始レコード ID が、ログの初期レコー
ド ID、または読み取りログ情報構造に戻され
る次のログの開始レコード ID であることを確
認してください。

05

ログの開始レコード ID が、データベース・ロ
グ・パスのログ・エクステントに存在すること
を確認してください。

06

ログの終了レコード ID が、ログの開始レコー
ド ID より大きいことを確認してください。

07

バッファーが log buffer size パラメーターに指
定されたサイズで割り振られていることを確認
してください。

08

割り振られるバッファーのサイズを増やしてく
ださい。

09

メモリーが正しく割り振られて、ポインターが
適切に初期化されていることを確認してくださ
い。

10
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フィルター・オプションが
DB2READLOG_FILTER_OFF または
DB2READLOG_FILTER_ON のいずれかである
ことを確認してください。

11

ログ・パス・フィールドが定義されていて、有
効なディレクトリーを指していることを確認し
てください。

12

オーバーフロー・ログ・パス・フィールドが定
義されていて、有効なディレクトリーを指して
いることを確認してください。

13

検索オプションが
DB2READLOG_RETRIEVE_OFF、
DB2READLOG_RETRIEVE_LOGPATH、または
DB2READLOG_RETRIEVE_OVERFLOW のい
ずれかであることを確認してください。

14

内部的に割り振られるバイト数を増やしてくだ
さい。

15

現在使用中のバージョンではログ・シーケンス
番号を格納する際のデータ・タイプが制限され
るため、最新のバージョンまたはレベルのログ
読み取り API を使用してください。

16

piStartLRI のログ・レコード ID タイプが
DB2_READLOG_LRI_1 または
DB2_READLOG_LRI_2 であることを確認して
ください。

17

piStartLRI のログ・レコード ID タイプが
piEndLRI のログ・レコード ID タイプと一致
することを確認してください。

SQL2651N データベースに関連するログ・レコード
は、非同期で読み取ることができません。

説明: asynchronous read log API が、LOG RETAIN ま
たは USER EXITS ON を持たない接続されたデータベ
ースに対して使用されました。 順方向リカバリーが可
能なデータベースのみが、関連するログ読み取りを行う
ことができます。

ユーザーの処置: データベースのデータベース構成を更
新して、LOG RETAIN と USER EXITS ON のいずれ

か、または両方を使用することを、asynchronous read

log API に示してください。

SQL2652N db2ReadLog または db2ReadLogNoConn

API を実行するために必要なメモリーが
不足しています。

説明: db2ReadLog または db2ReadLogNoConn API に
よって使用される内部構造およびバッファーの割り振り
が失敗しました。

ユーザーの処置: プロセスが使用可能なメモリーの量を
増やしてください (実メモリーまたは仮想メモリーを増
やすか、不要なバックグラウンド・プロセスを除去す
る)。

SQL2653W リストア、ロールフォワード、またはクラ
ッシュ・リカバリーが、ログのシーケンス
番号の範囲を再利用している可能性があり
ます。理由コード reason-code

説明: リストア、ロールフォワード、またはクラッシ
ュ・リカバリーが、ログのシーケンス番号の範囲を再利
用している可能性があります。可能性のある理由コード
は、以下のとおりです。

1

リストアが行われました。

2

ロールフォワードが行われました。

3

クラッシュ・リカバリーが行われました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL2654W 現在のアクティブ・ログの終わりまで、デ
ータベース・ログが非同期で読み取られま
した。

説明: データベース・アクティブ・ログのすべてのロ
グ・レコードが、非同期ログ・リーダーによって読み取
られました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL2655N 非同期に読み取られているデータベースに
関連しないログ・ファイル name を、非
同期ログ・リーダーが見つけました。

説明: 非同期ログ・リーダーが、指定されたログ・ファ
イルからログ・レコードを読み取ろうとしました。 指
定されたログ・ファイルは、非同期に読み取られている
データベースに関連していません。
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ユーザーの処置: このログ・ファイルを、データベー
ス・ログ・ディレクトリーから取り除いてください。
正しいログ・ファイルを、データベース・ログ・ディレ
クトリーに移動して、Asynchronous Read Log API の呼
び出しを再実行してください。

SQL2656N 読み取れないログ・ファイル name を、
非同期ログ・リーダーが見つけました。

説明: 非同期ログ・リーダーが、指定されたログ・ファ
イルからログ・レコードを読み取ろうとしました。 指
定されたログ・ファイルは壊れていて、読み取ることが
できません。

ユーザーの処置: ログの読み取り開始順序を大きくし
て、指定したログ・ファイルの後から読み取りが始まる
ように、Asynchronous Read Log API の呼び出しを再実
行してください。

SQL2657N ログ・リーダーは、ログ・ストリーム
log-stream-id の中で log-file-name という
名前のログ・ファイルを検出できないた
め、ログ読み取り操作は失敗しました。

説明: ログ・レコードは、DB2 データベース・ログか
ら読み取ることができます。あるいは、db2ReadLog API

を使用してログ・マネージャーを照会し、ログの現行状
態に関する情報を入手することもできます。

このメッセージは、db2ReadLog API が呼び出されたも
のの、このログ・リーダーが指定ログ・ストリームの指
定ログ・ファイルでログ・レコードにアクセスできない
場合に返されます。これが発生する 1 つの理由とし
て、最近、newlogpath データベース構成パラメーターを
使用してログ・パスが変更され、必須ログ・ファイルが
古いログ・パスに置かれている場合が挙げられます。

ユーザーの処置:

1. ログ・アーカイブが使用可能になっている場合、以
下のトラブルシューティング・ステップを実行しま
す。

a. db2diag ログ・ファイルで関連エラーを見つける
ことにより、データベース・ログ・ファイルが正
常にアーカイブおよびリトリーブされていること
を確認します。

b. ログ・アーカイブが正しく機能していないことを
示すエラーが db2diag ログ・ファイルに存在する
場合、ログ・アーカイブの問題をトラブルシュー
ティングおよび解決します。

2. 以下の一般的なトラブルシューティング・ステップ
を実行します。

a. db2ReadLog API が見つけようとしていたログ・
ファイル (ランタイム・トークン log-file-name で
示されるファイル) の場所を判別します。

b. 手動で必須ログ・ファイルをデータベース・ログ
のパス (logpath データベース構成パラメーターで
示されるパス) にコピーします。

3. db2ReadLog API の呼び出しを再サブミットします。

SQL2701N progname のコマンド行オプションが無効
です。理由コード: reason-code

説明: データ分割ユーティリティーのコマンド行オプシ
ョンが無効です。 次が有効なオプションです。

v -c "構成ファイル名"

v -d "分配ファイル名"

v -i "入力ファイル名"

v -o "出力ファイル接頭部"

v -h 使用法メッセージ

ユーザーの処置: 各理由コードごとに、次のようになり
ます。

1 '-' で始まるオプションがありません。

2 'h' (または 'H') を除く各オプションの後には、
引数が必要です。

3 無効なオプションがありました。

4 オプションの引数が長すぎます (最大 80 文
字)。

SQL2702N 構成ファイル config-file のオープンに失
敗しました。

説明: このユーティリティーは構成ファイル config-file

を読み取ることができません。

ユーザーの処置: 構成ファイルが存在し、読み取り可能
であることを確認してください。

SQL2703N ログ・ファイル log-file のオープンに失敗
しました。

説明: このユーティリティーはログ・ファイル log-file

を書き込みまたは追加するためにオープンできません。

ユーザーの処置: ログ・ファイルが存在し、読み取り可
能であることを確認してください。

SQL2704N 入力ファイル input-data-file のオープンに
失敗しました。

説明: このユーティリティーは入力データ・ファイル
input-data-file を読み取ることができません。

SQL2656N

444 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



ユーザーの処置: 入力ファイルが存在し、読み取り可能
であることを確認してください。

SQL2705N 入力パーティション・マップ・ファイル
in-map-file のオープンに失敗しました。

説明: このユーティリティーは入力パーティション・マ
ップ・ファイル in-map-file を読み取ることができませ
ん。

ユーザーの処置: 入力パーティション・マップ・ファイ
ルが存在し、読み取り可能であることを確認してくださ
い。

SQL2706N 出力パーティション・マップ・ファイル
out-map-file のオープンに失敗しました。

説明: このユーティリティーは出力パーティション・マ
ップ・ファイル out-map-file を書き込みまたは追加する
のにオープンできません。

ユーザーの処置: 出力パーティション・マップ・ファイ
ルが存在し、読み取り可能であることを確認してくださ
い。

SQL2707N 分散ファイル dist-file のオープンに失敗
しました。

説明: このユーティリティーは分散ファイル dist-file

を書き込みまたは追加するのにオープンできません。

ユーザーの処置: 分散ファイルが書き込み可能であるこ
とを確認してください。

SQL2708N 出力データ・ファイルout-data-file のオー
プンに失敗しました。

説明: このユーティリティーは出力データ・ファイル
out-data-file を書き込み用にオープンできません。

ユーザーの処置: 出力データ・ファイルが書き込み可能
であることを確認してください。

SQL2709N 構成ファイルの行 line に構文エラーがあ
ります。

説明: キーワードおよびその引数の仕様で構文エラーが
あります。

ユーザーの処置: キーワードおよびその引数は、'=' サ
インで区切る必要があります。

SQL2710N 構成ファイルの行line に無効なキーワード
があります。

説明: 構成ファイルに未定義のキーワードがあります。

ユーザーの処置: 有効なキーワード (大文字小文字を区
別しない) は、以下のとおりです。

v DESCRIPTION、CDELIMITER、SDELIMITER、
NODES、TRACE、MSG_LEVEL、RUNTYPE、
OUTPUTNODES、NODES、OUTPUTNODES、
OUTPUTTYPE、PARTITION、MAPFILI、
INFILE、MAPFILO、OUTFILE、DISTFILE、
LOGFILE、NEWLINE、HEADER、FILETYPE

SQL2711N 構成ファイルの行 line の列区切り文字
(CDELIMITER) が無効です。

説明: 構成ファイルで指定された列区切り文字
(CDELIMITER) が無効です。

ユーザーの処置: 列区切り文字 (CDELIMITER) が単一
バイト文字であるようにしてください。

SQL2712N 構成ファイルの行 line のストリング区切
り文字 (SDELIMITER) が無効です。

説明: 構成ファイルで指定されたストリング区切り文字
(SDELIMITER) が無効です。

ユーザーの処置: ストリング区切り文字
(SDELIMITER) にピリオドがあってはいけません。

SQL2713N 構成ファイルの行 line の実行タイプ
(RUNTYPE) が無効です。

説明: 構成ファイルで指定された実行タイプ
(RUNTYPE) が無効です。

ユーザーの処置: 有効な実行タイプ (RUNTYPE) は
PARTITION か ANALYZE (大文字小文字を区別しない)

です。

SQL2714N 構成ファイルの行line のメッセージ・レベ
ル (MSG_LEVEL) が無効です。

説明: 構成ファイルで指定されたメッセージ・レベル
(MSG_LEVEL) の値が無効です。

ユーザーの処置: 有効なメッセージ・レベル
(MSG_LEVEL) は CHECK または NOCHECK (大文字
小文字を区別しない) です。
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SQL2715N 構成ファイルの行 line のチェック・レベ
ル (CHECK_LEVEL) が無効です。

説明: 構成ファイルで指定されたチェック・レベル
(CHECK_LEVEL) の値が無効です。

ユーザーの処置: 有効なチェック・レベル
(CHECK_LEVEL) は CHECK または NOCHECK (大文
字小文字を区別しない) です。

SQL2716N 構成ファイルの line 行目のレコード長
(RECLEN) reclen が無効です。

説明: 構成ファイルに指定されているレコード長
(RECLEN) reclen の値が無効です。

ユーザーの処置: レコード長 (RECLEN) は 1 から
32767 までの間でなくてはなりません。

SQL2717N 構成ファイルの line 行目のノード仕様
(NODES) が無効です。理由コード
reason-code

説明: 構成ファイルで指定されたノード仕様 (NODES)

が無効です。

ユーザーの処置: 各理由コードごとに、次のようになり
ます。

1 NODES はすでに定義されています。

2 この形式は無効です。 有効な例:

NODES=(0,30,2,3,10-15,57)

3 各項目は 0 と 999 の間の数値でなくてはなり
ません。

4 範囲仕様は低い数値から高い数値を指定しなく
てはなりません。

SQL2718N 構成ファイルの行 line の出力ノード仕様
(OUTPUTNODES) が無効です。理由コー
ド reason-code

説明: 構成ファイルで指定された出力ノード仕様
(OUTPUTNODES) が無効です。

ユーザーの処置: 各理由コードごとに、次のようになり
ます。

1 OUTPUTNODES はすでに定義されています。

2 この形式は無効です。 有効な例:

OUTPUTNODES=(0,30,2,3,10-15,57)

3 各項目は 0 と 999 の間の数値でなくてはなり
ません。

4 範囲仕様は低い数値から高い数値を指定しなく
てはなりません。

SQL2719N 構成ファイルの行 line の出力タイプ
(OUTPUTTYPE) が無効です。

説明: 構成ファイルで指定された出力タイプ
(OUTPUTTYPE) が無効です。

ユーザーの処置: 有効な出力タイプ (OUTPUTTYPE)

は W (write) または S (stdin) で、大文字小文字を区別
しません。

SQL2720N パーティション・キーの数が最大の
"256" を超えました。構成ファイルの行
line でエラーを検出しました。

説明: 定義されたパーティション・キー数は、最大制限
256 を超えることはできません。

ユーザーの処置: 構成ファイルで定義されたパーティシ
ョン・キーを 1 つまたは複数除去してください。

SQL2721N 構成ファイルの行 line のパーティショ
ン・キー仕様 (PARTITION) が無効で
す。理由コード reason-code

説明: 構成ファイルで指定されたパーティション・キー
仕様 (PARTITION) が無効です。 有効な形式は以下の
とおりです。

PARTITION=<key name>,
<position>,
<offset>,
<len>,
<nullable>,
<datatype>

区切られたデータ・ファイルの場合は <position> を定
義し、そうでない場合は <offset> および <len> を定義
しなくてはなりません。

ユーザーの処置: 各理由コードごとに、次のようになり
ます。

1 フィールドは ',' 文字で区切られなくてはなり
ません。

2 <position>、<offset>、および <len> は正の整数
でなくてはなりません。

3 <nullable> は {N,NN,NNWD} から値を使用し
なくてはなりません。

4 有効 <data type> には以下のものがあります。
SMALLINT、INTEGER、CHARACTER、
VARCHAR、FOR_BIT_CHAR、
FOR_BIT_VARCHAR、 FLOAT (バイナリー数
値のみ)、DOUBLE (バイナリー数値のみ)、
DATE、TIME、TIMESTAMP、DECIMAL

(x、y)。
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5 DECIMAL データ・タイプの場合、精度 (x) お
よび位取り (y) を必ず指定し、正の整数でなく
てはなりません。

6 CHARACTER または VARCHAR データ・タ
イプの場合、<len> を指定する必要がありま
す。

SQL2722N 構成ファイルの行 line のログ・ファイル
仕様 (LOGFILE) が無効です。

説明: 構成ファイルで指定されたログ・ファイル仕様
(LOGFILE) が無効です。

ユーザーの処置: このログ・ファイル仕様 (LOGFILE)

は次の形式のいずれかでなくてはなりません。

v LOGFILE=<log file name>,<log type>

v LOGFILE=<log file name>

<log type> には W (書き込み) または A (付加) のみが
使用でき、大文字小文字は区別されません。

SQL2723N 構成ファイルの行 line のトレース仕様
(TRACE) が無効です。

説明: 構成ファイルで指定されたトレース仕様
(TRACE) が無効です。

ユーザーの処置: トレース仕様 (TRACE) は必ず 0 か
ら 65536 (含まない) までの正の整数でなくてはなりま
せん。

SQL2724N ノード・リストの指定が無効です。

説明: このノード・リスト仕様が無効です

ユーザーの処置: 1 つまたは 2 つのパラメーターのう
ちの 1 つ: NODES および MAPFILI (入力パーティシ
ョン・マップ) は構成ファイル内で指定されなくてはな
りません。

SQL2725N 出力パーティション・マップのファイル名
が指定されていませんでした。

説明: 実行タイプが ANALYZE の場合、出力パーティ
ション・マップのファイル名が定義されていなければな
りません。

ユーザーの処置: 出力パーティション・マップのファイ
ル名を指定してください。

SQL2726N 定義されたパーティション・キーがありま
せん。

説明: 少なくとも 1 つのパーティション・キーを定義
しなくてはなりません。

ユーザーの処置: パーティション・キーを 1 つまたは
複数指定してください。

分散キーの変更は、表スペースが単一区画のデータベー
ス・パーティション・グループと関連した表にのみ実行
できます。

分散キーは、ALTER TABLE ステートメントを使用し
て追加またはドロップすることができます。

設計アドバイザーを使用して単一パーティションから複
数パーティション・データベースにマイグレーションす
ることもできます。インフォメーション・センターで、
『設計アドバイザーを使用した、単一パーティション・
データベースから複数パーティション・データベースへ
のマイグレーション』という表題のトピックを探してく
ださい 。

SQL2727N パーティション・キー key-name がレコー
ド長 reclen を超えています。

説明: 非区切りデータの場合、キーの開始位置はレコー
ド長以下でなくてはなりません。

ユーザーの処置: キーの開始位置をレコード長以下にし
てください。

SQL2728N 出力ノード out-node がノード・リストに
定義されていません。

説明: 出力ノード・リストは、 NODES または入力パ
ーティション・マップ・ファイルから派生したノード・
リストのサブセットでなければなりません。

ユーザーの処置: すべての出力ノード・リストがノー
ド・リストに定義されていることを確認してください。

SQL2729N パーティション・マップ・ファイルが無効
です。理由コード: reason-code

説明: パーティション・マップ・ファイルに少なくとも
1 つのエラーがあります。

特定のエラーは、次のような理由コードによって示され
ます。

1

パーティション・マップ・ファイルを読み取れ
ません。

2

パーティション・マップ・ファイルの値の数が
1 または 32768 ではありません。

3

パーティション・マップ・ファイルのノード番
号が 0 と 999 の間にありません。
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4

パーティション・マップ・ファイル内のデータ
の形式が有効ではありません。

ユーザーの処置:

1

パーティション・マップ・ファイルのファイル
許可をチェックしてください。また、別のプロ
グラムがパーティション・マップ・ファイルを
削除または変更していないかチェックしてくだ
さい。

2

結果として設定されるデータベース・パーティ
ション・グループの種類に応じて、(単一パーテ
ィションから成るデータベース・パーティショ
ン・グループの場合は) ただ 1 つの値のみ、ま
たは (複数パーティションから成るデータベー
ス・パーティション・グループの場合は) 正確
に 32 768 個の値をパーティション・マップ・
ファイルに必ず含めてください。

3

ノード番号が 0 以上 999 以下の範囲内である
ことを確認してください。

4

パーティション・マップ・ファイルの値が 0

以上の整数あることを確認してください。

SQL2730N 出力データ・ファイル out-data-file へヘッ
ダーを書き込み中のエラーです。

説明: 出力データ・ファイルへヘッダーを書き込み中に
入出力エラーが発生しました。

ユーザーの処置: ファイル入出力エラーに関するオペレ
ーティング・システム (OS) の資料をチェックし、出力
装置に十分なスペースがあることを確認してください。

SQL2731N 入力データ・ファイル filename からの読
み取り中にエラーが発生しました。

説明: 入力データ・ファイルから読み取り中に入出力エ
ラーが発生しました。

ユーザーの処置: ファイル入出力エラーに関するオペレ
ーティング・システム (OS) の資料をチェックしてくだ
さい。

SQL2732N 入力データ・ファイルの行 line にバイナ
リー・データが入っています。

説明: バイナリー・データはこのユーティリティー・プ
ログラムのホスト・バージョンで許可されていません。

ユーザーの処置: ご使用の入力ファイル・データをチェ
ックしてください。

SQL2733N 実行タイプ (RUNTYPE) は構成ファイル
内で定義されていません。

説明: 実行タイプ (RUNTYPE) は PARTITION または
ANALYZE として定義されなくてはなりません。

ユーザーの処置: 構成ファイル内で実行タイプ
(RUNTYPE) を指定してください。

SQL2734N 構成ファイルの行 line のパラメーター
32KLIMIT の指定が無効です。

説明: 構成ファイルのパラメーター 32KLIMIT の仕様
が無効です。

ユーザーの処置: パラメーター 32KLIMIT は YES ま
たは NO であり、大文字小文字を区別しません。

SQL2735W 入力データ・ファイルのレコード rec-no

は空レコードだったので廃棄されました。

説明: 入力データのレコード rec-no がスペースしか内
容がなかったため廃棄されました。

ユーザーの処置: 入力データ・ファイルのレコード
rec-no をチェックしてください。

SQL2736N 入力データ・ファイルの行 line でレコー
ドを処理中に sqlugrpi_api がエラーを戻
しました。

説明: パーティション・キー・フィールドに無効なデー
タが入っています。

ユーザーの処置: 入力データ・ファイルの行 line をチ
ェックしてください。

SQL2737N 入力データ・ファイルの行 line のレコー
ドを処理中に、出力ノード out-node の出
力データ・ファイルの書き込みに失敗しま
した。

説明: ノード out-node の出力データ・ファイルにレコ
ードを書き込み中に入出力エラーが発生しました。

ユーザーの処置: ファイル入出力エラーに関するオペレ
ーティング・システム (OS) の資料をチェックし、出力
装置に十分なスペースがあることを確認してください。
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SQL2738W ノード out-node の出力データ・ファイル
への書き込み中に、入力データ・ファイル
の行 line でレコードが切り捨てられまし
た。実際の書き込みの長さは real-len で
すが reclen を予想しました。

説明: 予期される書き込み長 (RECLEN) が実際の書き
込み長と一致しません。

ユーザーの処置: 構成ファイルで定義されたレコード長
の値を調整してください。

SQL2739N このレコード長はバイナリー数値データ・
ファイルで指定されていませんでした。

説明: バイナリー数値入力データ・ファイルの場合、レ
コード長を定義する必要があります。

ユーザーの処置: ご使用の構成ファイルでレコード長を
指定してください。

SQL2740N 浮動データ・タイプは非バイナリー入力デ
ータ・ファイルでは許可されていません。

説明: 浮動データ・タイプは、ファイル・タイプが
BIN (バイナリー) のときにのみ、サポートされます。

ユーザーの処置: データ・タイプおよび入力データ・フ
ァイルが一致していることを確認してください。

SQL2741N 構成ファイルの行 line に無効なファイ
ル・タイプ仕様があります。

説明: 構成ファイル内のファイル・タイプ仕様
(FILETYPE) が無効です。

ユーザーの処置: ファイル・タイプ・パラメーターの有
効な値は、以下のとおりです。

v ASC (定位置 ASCII データ・ファイル)

v DEL (区切り ASCII データ・ファイル)

v BIN (すべての数値データをバイナリー形式にする
ASC ファイル)

v PACK (すべての 10 進データをパック 10 進数形式
にする ASC ファイル)

v IMPLIEDDECIMAL (10 進データを暗黙の 10 進形式
にする DEL ファイル)

すべての値は大文字小文字の区別をしません。

SQL2742N 区分化キー partition-key の長さが、その
精度と一致しません。

説明: バイナリー入力データ・ファイルにおいて、 10

進データ・タイプのパーティション・キーはパック 10

進数であるため、その長さ LENGTH は

LENGTH=(PRECISION+2)/2 (整数除算) という式で計算
される値でなければなりません。

ユーザーの処置: 入力データ・ファイルがバイナリー・
データ・ファイルの場合、 10 進タイプのパーティショ
ン・キーの長さをその精度と一致させてください。

SQL2743N 区分化キー partition-key の長さが、その
データ・タイプと一致しません。

説明: バイナリー入力データ・ファイルでは、整数、短
整数、浮動およびダブル・データ・タイプを使用するパ
ーティション・キーの長さは、事前定義された定数でな
くてはなりません。たとえば整数の 4、短整数の 2、浮
動の 4、およびダブルの 8 です。

ユーザーの処置: 構成ファイルのパーティション・キー
の定義をチェックしてください。

SQL2744N 構成ファイルの line 行目に、file に対し
て不正なファイル名の指定があります。

説明: ファイル名の最大長は 80 バイトです。

ユーザーの処置: 構成ファイルをチェックしてくださ
い。

SQL2745N 構成ファイルの行line に無効なNEWLINE

フラグがあります。

説明: NEWLINE フラグは YES または NO のいずれ
かでなくてはならず、ない場合は NO になります。

ユーザーの処置: 構成ファイルの NEWLINE フラグの
仕様をチェックしてください。

SQL2746N レコード record-number を入力データ・
ファイルから読み取り中に完了していない
レコードが見つかりました。

説明: 固定長定位置 ASC ファイルまたはバイナリー数
値データ・ファイルの場合、各レコードは、構成ファイ
ルの RECLEN パラメーターの値と同じ長さを持ってい
る必要があります。

ユーザーの処置: 入力データ・ファイルを完了してくだ
さい。

SQL2747N 入力データ・ファイルからレコード
rec-no を読み取り中に、長すぎるレコー
ドがありました。

説明: 定位置 ASC 入力データ・ファイル、または
32KLIMIT パラメーターをオンにした、区切られたデー
タ・ファイルの場合、最大レコード長は 32 キロバイト
の制限を超えることはできません。
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ユーザーの処置: 入力データ・ファイルをチェックし、
レコード長が 32 キロバイトを超えないようにしてくだ
さい。

SQL2748N レコード record-number の長さは、length

バイトです。これはパーティション・キー
key を入れるのに短すぎます。

説明: 固定長定位置 ASC ファイルまたはバイナリー数
値データ・ファイルの場合、各レコードは、すべてのパ
ーティション・キーを保留するのに十分な長さがある必
要があります。

ユーザーの処置: ご使用の入力データ・ファイルのレコ
ード長をチェックしてください。

SQL2749N レコード rec-no のパーティション・キー
key-no がレコードの最初の 32k バイトに
ありません。

説明: 区切られたデータ・ファイルのレコードが 32k

バイトより大きい場合、それぞれのレコードのすべての
パーティション・キーがレコードの最初の 32k バイト
内になければなりません。

ユーザーの処置: 入力データ・ファイルのレコード
rec-no をチェックしてください。

SQL2750N 構成ファイルの行 line-number の長さが
255 バイトを超えています。

説明: 構成ファイル内の行の最大長は 255 バイト以下
でなくてはなりません。

ユーザーの処置: 構成ファイルファイルをチェックし、
すべての行が 255 バイト以下であるようにしてくださ
い。

SQL2751N レコード rec-no の実際の長さ
actual-reclen が、予期された長さ
exp-reclen と一致しませんでした。

説明: 固定長 ASC データ・ファイル (NEWLINE パラ
メーターが YES で、RECLEN パラメーターがゼロでは
ない) に対して新規行チェックが必要で、それぞれのレ
コードの実際の長さが予期されたレコードと一致しなけ
ればなりません。

ユーザーの処置: 入力データ・ファイルのレコード
rec-no をチェックしてください。

SQL2752N 構成ファイルの line 行目に、無効なコー
ド・ページ指定 codepage があります。

説明: コード・ページの指定が無効です。 正の整数を
指定してください。

ユーザーの処置: 構成ファイルのコード・ページの指定
をチェックしてください。

SQL2753N アプリケーションのテリトリー・コードと
コード・ページを取得できませんでした。
関数 function-name からの戻りコードは
rc です。

説明: プログラムは、その環境のテリトリー・コードと
コード・ページを取得できませんでした。

ユーザーの処置: データベース・システム管理者に確認
してください。

SQL2754N コード・ページ source-cp をコード・ペー
ジ target-cp に変換することはできませ
ん。

説明: データベースはこの 2 つのコード・ページ間の
コード・ページ変換をサポートしません。

ユーザーの処置: データが変換可能なコード・ページに
なっているか確認してください。

SQL2755N IMPLIEDDECIMAL および
PACKEDDECIMAL 形式には、10 進デ
ータがありません。

説明: 有効な 10 進データの形式は、相互排他である
SQL_PACKEDDECIMAL_FORMAT、
SQL_CHARSTRING_FORMAT、または
SQL_IMPLIEDDECIMAL_FORMAT のいずれかです。

ユーザーの処置: 10 進データの形式を確認し、値を訂
正して、コマンドを再実行してください。

SQL2756N 構成パラメーター parameter-name を更新
する別の要求が現在進行中なので、この構
成パラメーターを更新できませんでした。

説明: DB2 pureCluster 環境では、クラスター・キャッ
シング・ファシリティー (CF) 構造はデータベースのメ
モリー・リソースです。CF 構造には、グループ・バッ
ファー・プール (GBP)、共用通信域 (SCA)、ロック
(LOCK) が含まれます。CF 構造に対応する構成パラメ
ーターは、それぞれ CF_GBP_SZ、CF_SCA_SZ、および
CF_LOCK_SZ です。

データベース構成パラメーター CF_DB_MEM_SZ は、
このデータベースの合計の CF メモリー制限を制御しま
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す。すべての CF 構造のメモリーはこの制限内に収まり
ます。

データベース構成パラメーター parameter-name の値が
CF_DB_MEM_SZ のパラメーター値を超える場合、要求
は完了せず、操作はタイムアウトになります。

このメッセージは、CF 構造メモリーの更新が完了せ
ず、その同じ CF 構造のメモリーを更新する別の要求が
行われている場合に返されます。

ユーザーの処置: SHOW DETAIL 節を指定した GET

DB CFG コマンドを使用して、CF 構造のペンディング
状態の更新要求を確認してください。

すべての CF 構造のメモリーの値が CF_DB_MEM_SZ

の値よりも小さいことを確認してください。

ペンディング状態の更新要求が完了するかタイムアウト
するのを待ってください。

sqlcode: -2756

sqlstate: 5U052

SQL2761N 表名またはデータベース・パーティショ
ン・グループのいずれか 1 つだけを指定
できます。

説明: 表名またはデータベース・パーティション・グル
ープ名のいずれかを指定してください。両方は指定でき
ません。

ユーザーの処置: コマンド行オプションをチェックして
ください。

SQL2762N このユーティリティーはデータベース・イ
ンストール・パスの検索に失敗しました。

説明: このユーティリティーはデータベース・マネージ
ャーがインストールされている場所を知っている必要が
あり、そのバインド・ファイルを検索できます。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーが正しく
インストールされていることを確認してください。

SQL2763N 表 tbl-name が見つかりませんでした。

説明: 表 tbl-name を sysibm.systables に置くことがで
きません。

ユーザーの処置: 表がこのデータベースに存在すること
を確認してください。

SQL2764N データベース・パーティション・グループ
db-partition-group が見つかりませんでし
た。

説明: データベース・パーティション・グループ

db-partition-group が
SYSCAT.DBPARTITIONGROUPDEF の中に見つかりま
せん。

ユーザーの処置: データベース・パーティション・グル
ープがこのデータベースに存在することを確認してくだ
さい。

SQL2765W このユーティリティーは出力区分化マッ
プ・ファイル out-map-file のオープンに失
敗しました。

説明: このユーティリティーは出力パーティション・マ
ップ・ファイルを書き込みまたは追加するのにオープン
できません。stdout への出力に書き込みます。

ユーザーの処置: ファイル・アクセス許可をチェックし
てください。

SQL2766N この区分化マップは正しいサイズ
map-size ではありません。

説明: パーティション・マップのサイズが正しくありま
せん。このデータベースのデータが壊れています。

ユーザーの処置: データベース管理者に連絡し、この問
題を解決してください。

SQL2767N コマンド行オプションが無効です。

説明: 無効なコマンド行オプションがあります。

ユーザーの処置: 正しいコマンド行オプションを指定し
てください。

SQL2768N deprecated-API API は推奨されなくな
り、replacement-API API に置き換わりま
した。

説明: 分散マップの項目数が 4096 個から 32768 個に
拡張されたため、非推奨 API によってこれを戻すこと
ができません。

ユーザーの処置: 非推奨 API の代わりに、置き換わっ
た API を使用してください。

SQL2796N 不適切にパーティション化されたレコード
が見つかりました。

説明: ロード・ユーティリティーを LOAD_ONLY パ
ーティション・モードで実行しているときに、レコード
のロード先となるデータベース・パーティションに一致
しないデータ・ファイル・レコードが見つかりました。

ユーザーの処置: 各データベース・パーティションのデ
ータ・ファイル内のレコードを調べて、各レコードが適
切なデータベース・パーティションにロードされること
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を確認してください。この作業を行うには、レコードを
1 つの別個のファイルに入れた後、PARTITION_ONLY

パーティション・モードを使用してそのファイルに対し
てロード・ユーティリティーを呼び出すことができま
す。これにより、宛先となるデータベース・パーティシ
ョンごとにレコードがグループ化されます。

SQL2800N CREATE、DROP、あるいは CHANGE

NODE が失敗しました。 理由コード
reason-code

説明: 指定された入力パラメーターが次の理由コードで
示されるように無効であるため、ユーティリティーは、
ノードの追加、ドロップ、あるいは変更ができませんで
した。

v (1) ノード番号が指定されていません。

v (2) TCP/IP ホスト名が指定されていません。

v (3) コンピューター名が指定されていません。

v (4) ノード番号が無効です。

v (5) ポート番号が無効です。

v (6) TCP/IP ホスト名が無効です。

v (7) サービス・ファイル内のインスタンスのポート値
が定義されていません。

v (8) ポート値が、サービス・ファイル内のインスタン
スに定義されている有効範囲内にありません。

v (9) ノード番号がユニーク番号ではありません。

v (10) ホストの名前とポートの対がユニークではありま
せん。

v (11) ホスト名の値に、対応するポート 0 がありませ
ん。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

v (1) ノード番号を指定したことを確認してください。

v (2) TCP/IP ホスト名を指定したことを確認してくださ
い。

v (3) コンピューター名を指定したことを確認してくだ
さい。

v (4) ノード番号が 0 から 999 であることを確認して
ください。

v (5) ポート番号が 0 から 999 であることを確認して
ください。

v (6) 指定したホスト名は、システムで定義済みであ
り、操作可能であることを確認してください。

v (7) システムの TCP/IP サービスには、インスタンス
用の項目が入っていることを確認してください。

v (8) システムのサービス・ファイルに指定されている
ポート値のみを使用していることを確認してくださ
い。

v (9) 指定したノード番号はユニーク番号であることを
確認してください。

v (10) db2nodes.cfg ファイルで、新規のホスト名とポー
トの対がまだ定義されていないことを確認してくださ
い。

v (11) 指定したホスト名用に、ポート値 0 が定義され
ていることを確認してください。

SQL2801N DB2NCRT コマンドの構文に誤りがあり
ます。

説明: DB2NCRT ユーティリティーはパーティショ
ン・データベース・システムに新規のノードを作成しま
す。

DB2NCRT /n:node
/u:username,password
[/i:instance]
[/h:host]
[/m:machine]
[/p:port]
[/o:instance owning

machine]
[/g:netname]

コマンド引数の意味は、次のようになっています。

v /n ノード番号を指定してください。

v /u DB2 サービスに対してアカウント名およびパスワ
ードを指定します。

コマンド・オプションは以下のとおりです。

v /i デフォルト / 現行インスタンス名と異なる場合、
インスタンス名を指定してください。

v /h ホスト名がマシンのデフォルト TCP/IP でない場
合は、TCP/IP のホスト名を指定してください。

v /m ノードがリモート・マシンで作成された場合は、
ワークステーション名を指定してください。

v /p これがマシンの最初のノードでない場合は、論理
ポート番号を指定してください。

v /o マシンの最初のノードを作成する時に、インスタ
ンス所有マシンのコンピューター名を指定してくださ
い。

v /g ネットワーク名あるいは IP アドレスを指定しま
す。

ユーザーの処置: 有効なパラメーターを使用してコマン
ドを再入力してください。
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SQL2802N DB2NCHG コマンドの構文に誤りがあり
ます。

説明: DB2NCHG ユーティリティーはパーティショ
ン・データベース・システムで与えられたノードに対す
るノード構成を変更あるいは更新します。

DB2NCHG /n:node
[/h:host]
[/m:machine]
[/p:port]
[/i:instance]
[/u:username,

password]
[/g:netname]

コマンド・オプションは以下のとおりです。

v /h TCP/IP ホスト名を変更します。

v /m ワークステーション名を変更します。

v /p 論理ポート番号を変更します。

v /i デフォルト / 現行インスタンス名と異なる場合、
インスタンス名を指定してください。

v /u ログオン・アカウント名とパスワードを変更しま
す。

v /g ネットワーク名あるいは IP アドレスを指定しま
す。

ユーザーの処置: 上記の有効なコマンド・オプションの
いずれかを指定して DB2NCHG コマンドを発行してく
ださい。

SQL2803N DB2NDROP コマンドの構文に誤りがあり
ます。

説明: DB2NDROP ユーティリティーはパーティショ
ン・システムからノードをドロップします。

DB2NDROP /n:node
[/i:instance]

コマンド・オプションは以下のとおりです。

v /i デフォルト / 現行インスタンス名と異なる場合、
インスタンス名を指定してください。

ユーザーの処置: 上記の有効なコマンド・オプションの
いずれかを指定して DB2NDROP コマンドを発行してく
ださい。

SQL2804N DB2NLIST コマンドの構文に誤りがあり
ます。

説明: DB2NLIST ユーティリティーはパーティショ
ン・システムのすべてのノードをリストします。

DB2NLIST [/i:instance]
[/s]

コマンド・オプションは以下のとおりです。

v /i デフォルト / 現行インスタンス名と異なる場合、
インスタンス名を指定してください。

v /s ノードの状況を表示します。

ユーザーの処置: 上記の有効なコマンド・オプションの
いずれかを指定して DB2NLIST コマンドを発行してく
ださい。

SQL2805N サービス・エラーが発生しました。理由コ
ード reason-code

説明: CREATE、DROP あるいは ADD NODE 処理中
に、以下の理由コードで示すサービス・エラーが発生し
ました。

v (1) サービスを登録できません。

v (2) 要求されたユーザー権ポリシーを設定できませ
ん。

v (3) サービスのログオン・アカウントを設定できませ
ん。

v (4) サービスを削除できません。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

v (1) ワークステーション名が DB2NCRT 中に指定され
ている場合、ワークステーション名が正しいか確認す
る。

v (2) 指定ユーザー名が正しいか確認する。

v (3) 指定ユーザー名およびパスワードが有効か確認す
る。

v (4) ノードが別のマシンにある場合、そのマシンが作
動中であるか確認する。

問題が続く場合、IBM サービス担当者に連絡してくだ
さい。

SQL2806N インスタンス instance に対するノード
node が見つかりません。

説明: ノードがないため、DB2NDROP が失敗しまし
た。

ユーザーの処置: ノード番号が正しいか確認してコマン
ドを再発行してください。

SQL2807N インスタンス instance に対するノード
node はすでに存在します。

説明: ノードがすでにあるため、DB2NCRT は失敗し
ました。

ユーザーの処置: ノード番号が正しいか確認してコマン
ドを再発行してください。
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SQL2808W インスタンス instance に対するノード
node はすでに削除されました。

説明: DB2NDROP 処理は正常に完了しました。

ユーザーの処置: これ以上のアクションは不要です。

SQL2809W ノード: node がインスタンス: instance {

ホスト: host-name マシン: machine-name

ポート: port-num} に追加されました。

説明: DB2NCRT 処理は正常に完了しました。

ユーザーの処置: これ以上のアクションは不要です。

SQL2810W ノード: node がインスタンス: instance {

ホスト: host-name マシン: machine-name

ポート: port-num} で変更されました。

説明: DB2NCHG 処理は正常に完了しました。

ユーザーの処置: これ以上のアクションは不要です。

SQL2811N インスタンスがパーティション・データベ
ース・インスタンスではないため、コマン
ドは無効です。

説明: インスタンスがパーティション・データベース・
インスタンスの場合にのみコマンドが有効です。

ユーザーの処置: 指定されたインスタンス名が有効であ
ることを確認してください。 インスタンス名がコマン
ド行で指定されていない場合、DB2INSTANCE 環境が有
効なパーティション・データベース・インスタンスに設
定されているか確認してください。

SQL2812N db2drvmp コマンドに対して無効な引数が
入力されました。

説明: 使用法:

db2drvmp add node_number
from_drive to_drive

drop node_number
from_drive

query [node_number]
[from_drive]

reconcile [node_number]
[from_drive]

このコマンドの有効な引数は以下のとおりです。

add 新規データベース・ドライブ・マップを発行し
ます。

drop 既存のデータベース・ドライブ・マップを除去
します。

query データベース・マップを照会します。

reconcile

レジストリーの内容が破壊されたときに、デー
タベース・マップ・ドライブを修理します。

node_number

ノード番号。 追加およびドロップの操作には
パラメーターが必要です。

from_drive

マップされるためのドライブ文字。 追加およ
びドロップの操作には、このパラメーターが必
要です。

to_drive

マップ先のドライブ名。 このパラメーター
は、加算操作のみに必要です。 これは、他の
操作には適用できません。

ユーザーの処置: 有効な引数を使用してコマンドを再入
力してください。

SQL2813I ドライブ drive-1 からドライブ drive-2 へ
のドライブ・マッピングが、ノード node

に対して追加されました。

説明: ドライブ・マッピングが正常に追加されました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL2814I ノード node について、ドライブ drive か
らのドライブ・マッピングが削除されまし
た。

説明: ドライブ・マッピングは正常に削除されました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL2815I ノード node のドライブ・マッピングは、
drive-1 - drive-2 です。

説明: 通知メッセージ。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL2900W INGEST ユーティリティーは、入力レコ
ードの事前パーティション化処理を実行で
きません。理由コード: reason-code

説明: INGEST ユーティリティーは、分散キーを使用
してパーティション番号を特定し、そのパーティション
のいずれかのフラッシャーに入力レコードを送付しま
す。理由コードによって明示された状態のために、
INTEST ユーティリティーはレコードをランダムにフラ
ッシャーに送付します。理由コードには、以下のものが
あります。

1
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NUM_FLUSHERS_PER_PARTITION 構成パラ
メーターが 0 に設定されたため、すべてのパ
ーティションにおいてフラッシャーが 1 つし
かありません。

2

ターゲット表は、分散キーがないタイプのもの
です。

3

少なくとも 1 つの分散キー列が、タイプ
DB2SECURITYLABEL のものです。

4

ターゲット表には、SQL ステートメントで指
定されていない分散キー列が少なくとも 1 つ
あります。

5

ターゲット表には、対応するフィールドがない
分散キー列、または複数のフィールドに対応す
る分散キー列が少なくとも 1 つあります。

6

UPDATE ステートメントの WHERE 述部また
は MERGE ステートメントの ON 述部が、
dist-key-col1 = value1 AND dist-key-col2 =

value2 AND ... という形式でないか、またはす
べての分散キー列を含んでいません。

7

数値タイプの分散キー列が少なくとも 1 つあ
りますが、それに対応するフィールドは厳密に
同じ数値タイプ (精度および位取りなども同じ)

ではありません。

ユーザーの処置: これによりパフォーマンスに悪影響が
及んでいる場合は、理由コードに応じて、以下のように
構成パラメーターまたは INGEST コマンドを変更して
ください。

1

NUM_FLUSHERS_PER_PARTITION 構成パラ
メーターを 1 以上に設定します。

2

分散キーがあるターゲット表を指定します。

3

分散キーにタイプ DB2SECURITYLABEL の列
が含まれない表を指定します。

4

すべての分散キーが SQL ステートメントに指
定されていることと、各分散キーがちょうど 1

つのフィールドに対応していることを確認しま
す。

5

すべての分散キーが SQL ステートメントに指
定されていることと、各分散キーがちょうど 1

つのフィールドに対応していることを確認しま
す。

6

UPDATE ステートメントの WHERE 述部また
は MERGE ステートメントの ON 述部を変更
して、すべての分散キー列が指定された、
dist-key-col1 = value1 AND dist-key-col2 =

value2 AND ... という形式のものになるように
します。

7

フィールド定義を変更して、数値の分散キー列
に対応する各フィールドが、その分散キー列と
厳密に同じタイプ (精度および位取りなども同
じ) になるようにします。

SQL2901I INTEST ユーティリティーは、タイム・
スタンプ timestamp に完了しましたエラ
ー数: number。警告数: number。メッセー
ジ・ファイル: file-name。

説明: INGEST ユーティリティーは正常に完了しまし
たが、いくつかのエラーまたは警告が返されました。エ
ラーまたは警告の内容を判別するには、示されたメッセ
ージ・ファイルを参照してください。

エラー数には、ユーティリティーがリカバリーできなか
ったエラーが含まれています。ユーティリティーがリカ
バリーできたエラーは含まれていません。

ユーザーの処置: 今後このメッセージを受け取りたくな
い場合には、エラーまたは警告の原因を修正します。

SQL2902I INGEST ユーティリティーは、タイム・
スタンプ timestamp に完了しましたエラ
ー数: number。警告数: number。

説明: INGEST ユーティリティーは正常に完了しまし
たが、いくつかのエラーまたは警告が返されました。

エラー数には、ユーティリティーがリカバリーできなか
ったエラーが含まれています。ユーティリティーがリカ
バリーできたエラーは含まれていません。

ユーザーの処置: 今後このメッセージを受け取りたくな
い場合には、エラーまたは警告の原因を修正します。
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SQL2903W 構成パラメーター parameter は、自動的
に値 value に調整されました。理由コー
ド = reason-code

説明: INGEST SET または INGEST コマンドは正常に
完了しましたが、ユーザー指定の構成パラメーターがオ
ーバーライドされました。このメッセージが INGEST

SET コマンドに対して発行された場合、このオーバーラ
イド値は、CLP セッションの残りの部分において効果
を保ちます。このメッセージが INGEST コマンドに対
して発行された場合、このオーバーライド値は、
INGEST DATA コマンドにおいてのみ効果を保ちます。

理由コードに対応する説明は、以下のとおりです。

1

commit_count および commit_period 構成パラメ
ーターは、同じ INGEST コマンド上では 0 に
設定できません。 commit_period は 1 に設定
されました。

2

commit_count 構成パラメーターは 1000 の倍数
に設定する必要があるため、最も近い 1000 の
倍数に丸められました。

3

ロック・リストまたはトランザクション・ログ
のいずれかがスペース不足になったため、
commit_count 構成パラメーターは小さい数値に
なりました。ロック・リストまたはトランザク
ション・ログがスペース不足になる直前にコミ
ットされた行数が、新しい値になります。

4

ロック・リストまたはトランザクション・ログ
のいずれかがスペース不足になったため、
commit_period 構成パラメーターは小さい数値
になりました。最後のコミットが行われた時か
ら、ロック・リストまたはトランザクション・
ログがスペース不足になった時までの秒数が、
新しい値になります。

10

以下のいずれかが当てはまるため、
num_flushers_per_partition 構成パラメーターが
0 に調整されました。

v UPDATE 操作で、検索キーに該当する列が
ないか、検索キーのすべての列が更新キー
(SET 節で指定) にもあります。

v DELETE 操作で、検索キーに該当する列が
ありません。

検索キーは、すべての列のセット (c1、c2 ...)

であり、次の形式で WHERE 節または ON 節
で指定されます。

(c1 = $field1) AND
(c2 = $field2) AND ...
(cn = $fieldn)
[AND (any other conditions)]

(大括弧で囲まれた最後の AND 条件はオプシ
ョンです。)

11

表の分散キーの少なくとも 1 つの列が更新キ
ー (SET 節で指定) にもあるため、
num_flushers_per_partition 構成パラメーターは
パーティション・データベース環境で 0 に調
整されました。

12

検索キー (WHERE 節で指定) には存在し、更
新キー (SET 節で指定) には存在しない列が少
なくとも 1 つ含まれる索引がないため、
num_flushers_per_partition 構成パラメーターが
1 に調整されました。

14

num_flushers_per_partition 構成パラメーターは
max_connections データベース・マネージャー
構成パラメーター以下でなければならないた
め、max_connections の値に調整されました。

15

num_flushers_per_partition 構成パラメーターは
max_coordagents データベース・マネージャー
構成パラメーター以下でなければならないた
め、max_coordagents の値に調整されました。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1

このメッセージを受け取らないようにするに
は、commit_count をデフォルト値の 0 のまま
にする場合、commit_period を 0 に設定しない
ようにします。

2

このメッセージを受け取らないようにするに
は、commit_count を 1000 の倍数に設定しま
す。

3

このメッセージを受け取らないようにするに
は、以下の 1 つ以上を行います。
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v ロック・リストがスペース不足になったため
に警告が発生した場合、locklist または
maxlocks データベース構成パラメーターを増
やします。

v トランザクション・ログがスペース不足にな
ったために警告が発生した場合、logfilsiz、
logprimary、または logsecond データベース
構成パラメーターを増やします。

v commit_count 構成パラメーターを減らして、
新しい値または小さい値にします。

4

このメッセージを受け取らないようにするに
は、以下の 1 つ以上を行います。

v ロック・リストがスペース不足になったため
に警告が発生した場合、locklist または
maxlocks データベース構成パラメーターを増
やします。

v トランザクション・ログがスペース不足にな
ったために警告が発生した場合、logfilsiz、
logprimary、または logsecond データベース
構成パラメーターを増やします。

v commit_period 構成パラメーターを減らし
て、新しい値または小さい値にします。

10

このメッセージを受け取らないようにするに
は、以下のいずれかを行います。

v INGEST コマンドを発行する前に、以下のコ
マンドを発行します。

INGEST SET NUM_FLUSHERS_PER_PARTITION 0

v 検索キーには該当する列がない場合、
INGEST コマンド上の SQL ステートメント
を変更し、次の形式の検索キーを指定しま
す。

(c1 = $field1) AND
(c2 = $field2) AND ...
(cn = $fieldn)

v 検索キーのすべての列が更新キーにも存在す
る場合、検索キーに更新キーの列すべてが含
まれることはないように検索キーまたは更新
キーを変更します。

11

このメッセージを受け取らないようにするに
は、以下のいずれかを行います。

v INGEST コマンドを発行する前に、コマンド
INGEST SET

NUM_FLUSHERS_PER_PARTITION 0 を発
行します。

v 表の分散キーの列が更新されないように
INGEST コマンド上の SQL ステートメント
を変更します。

12

このメッセージを受け取らないようにするに
は、以下のいずれかを行います。

v INGEST コマンドを発行する前に、コマンド
INGEST SET

NUM_FLUSHERS_PER_PARTITION 1 を発
行します。

v 検索キーには含まれ、更新キーには含まれな
い列が少なくとも 1 つ存在する索引を定義
します。

14

このメッセージを受け取らないようにするに
は、以下のいずれかを行います。

v INGEST コマンドを発行する前に、INGEST

SET コマンドを発行して、
num_flushers_per_partition 構成パラメーター
を max_connections データベース・マネージ
ャー構成パラメーター以下の値に設定しま
す。

v max_connections データベース・マネージャ
ー構成パラメーターを AUTOMATIC または
num_flushers_per_partition 構成パラメーター
以上の値に設定します。

15

このメッセージを受け取らないようにするに
は、以下のいずれかを行います。

v INGEST コマンドを発行する前に、INGEST

SET コマンドを発行して、
num_flushers_per_partition 構成パラメーター
を max_coordagents データベース・マネージ
ャー構成パラメーター以下の値に設定しま
す。

v max_coordagents データベース・マネージャ
ー構成パラメーターを AUTOMATIC または
num_flushers_per_partition 構成パラメーター
以上の値に設定します。

SQL2904W データがフィールド長より長いため、行番
号 line-number およびバイト位置
byte-position のフィールド値は切り捨てら
れました。

説明: 示されたフィールドには、そのフィールドの長さ
より長い値が指定されています。値は切り捨てられまし
た。例えば、そのフィールドが CHAR(3) として定義さ
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れているのに値が "ABCDEF"である場合、値は "ABC"

に切り捨てられます。

ユーザーの処置: 切り捨てを容認できる場合には、これ
以上のアクションは不要です。このメッセージを回避す
るには、これより長いフィールド長を INGEST コマン
ドで指定するか、フィールド値の長さがフィールドの長
さ以下になるように入力データを編集します。

SQL2905I 表 table-name に対する SQL sql-statement

ステートメント (入力ファイル file-name

の行 line-number からのデータを使用) の
発行で、以下のエラーが発生しました。

説明: このメッセージは、リストされている以下のメッ
セージについて、エラーが発生した行と入力ファイルの
識別情報を提供します。

この表は、INGEST コマンドの SQL ステートメント、
または例外表のいずれかで指定されたものです。表が
SQL ステートメントで指定されたものであり、SQL ス
テートメントが INSERT または REPLACE であり、さ
らに INGEST コマンドが例外表を指定した場合、
INGEST ユーティリティーは例外表へのレコードの挿入
を試行します。その他の場合、INGEST ユーティリティ
ーはレコードを破棄します。

ユーザーの処置: INGEST コマンドのターゲット表に
対する SQL ステートメントの発行でエラーが発生し、
INGEST ユーティリティーが正常に行を例外表に挿入し
た場合、例外表のデータを訂正し、それを例外表からタ
ーゲット表にコピーします。その他の場合、入力ファイ
ル内の示された行にあるデータが正しいことを確認しま
す。必要であれば、入力ファイルのデータを訂正し、訂
正済みの行のみが含まれる入力ファイルを使用して
INGEST ユーティリティーを再実行します。

SQL2906I 表 table-name に対する SQL sql-statement

ステートメント (パイプ pipe-name の行
line-number からのデータを使用) の発行
で、以下のエラーが発生しました。

説明: このメッセージは、リストされている以下のメッ
セージについて、エラーが発生した行と入力パイプの識
別情報を提供します。

この表は、INGEST コマンドの SQL ステートメント、
または例外表のいずれかで指定されたものです。表が
SQL ステートメントで指定されたものであり、SQL ス
テートメントが INSERT または REPLACE であり、さ
らに INGEST コマンドが例外表を指定した場合、
INGEST ユーティリティーは例外表へのレコードの挿入
を試行します。その他の場合、INGEST ユーティリティ
ーはレコードを破棄します。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL2907I 表 table-name に対する SQL sql-statement

ステートメント (TCP/IP ポート
port-number の行 line-number からのデー
タを使用) の発行で、以下のエラーが発生
しました。

説明: このメッセージは、リストされている以下のメッ
セージについて、エラーが発生した行と入力 TCP/IP ポ
ートの識別情報を提供します。

この表は、INGEST コマンドの SQL ステートメント、
または例外表のいずれかで指定されたものです。表が
SQL ステートメントで指定されたものであり、SQL ス
テートメントが INSERT または REPLACE であり、さ
らに INGEST コマンドが例外表を指定した場合、
INGEST ユーティリティーは例外表へのレコードの挿入
を試行します。その他の場合、INGEST ユーティリティ
ーはレコードを破棄します。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL2908I パイプ pipe-name から受信した行
line-number のデータのフォーマット中
に、以下の警告またはエラーが発生しまし
た。

説明: このメッセージは、リストされている以下のメッ
セージについて、エラーが発生した入力パイプの識別情
報を提供します。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL2909I TCP/IP ポート port-number から受信した
行 line-number のデータのフォーマット中
に、以下の警告またはエラーが発生しまし
た。

説明: このメッセージは、リストされている以下のメッ
セージについて、エラーが発生した入力 TCP/IP ポート
の識別情報を提供します。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL2910N タイプ field-type のすべてのフィールドに
関し、修飾子 modifier の使用法の一貫性
が保たれていません。

説明: あるフィールドに修飾子が指定されているときに
は、類似したタイプを持つすべてのフィールドにそれら
の修飾子を指定する必要があります。例えば、ある 10

進フィールドに RADIX POINT が指定されている場
合、INTEGER、DECIMAL、DECLFOAT、および
FLOAT のその他すべてのフィールドに同じ RADIX
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POINT 文字を指定する必要があります。ある DATE フ
ィールドにフォーマット・ストリングが指定されている
場合、DATE のその他すべてのフィールドに同じフォー
マット・ストリングを指定する必要があります。ある
INTEGER フィールドに EXTERNAL が指定されている
場合には、INTEGER、DECFLOAT、および FLOAT の
その他すべてのフィールドに EXTERNAL を指定する必
要があります。 (ただし、タイプ DECIMAL のフィー
ルドには、PACKED または ZONED を指定できます。
しかし、タイプ DECIMAL のすべてのフィールドに
は、DECIMAL のその他すべてのフィールドと同じ
EXTERNAL、PACKED、または ZONED いずれかの修
飾子を指定する必要があります。)

ユーザーの処置: 類似したタイプのすべてのフィールド
にそれらの修飾子を指定して INGEST コマンドを再発
行します。

SQL2911N 2 進数フィールド・タイプは、フォーマッ
トが POSITIONAL であるときにのみ指
定できます。

説明: INGEST コマンドで 2 進数フィールド・タイプ
が指定されましたが、入力ファイルのフォーマットが
POSITIONAL ではありません。コマンドは失敗しまし
た。

ユーザーの処置: 以下のいずれかです。

v 入力データが区切り形式である場合には、文字データ
を指定するフィールド・タイプに変更します。例え
ば、フィールド・タイプが INTEGER である場合に
は、それを INTEGER EXTERNAL に変更します。フ
ィールド・タイプが DB2SECURITYLABEL である場
合、それを DB2SECURITYLABEL NAME または
DB2SECURITYLABEL STRING に変更します。

v 入力データが定位置形式である場合には、INGEST コ
マンドで FORMAT POSITIONAL を指定するように
変更します。必要であれば、POSITION 節をそれぞれ
のフィールド定義に追加します。

SQL2912N INGEST コマンドは、いずれかのフィー
ルド・タイプが 2 進数である場合には、
RECORDLEN パラメーターを指定する必
要があります。

説明: 2 進数フィールド・タイプを指定する INGEST

コマンドでは、RECORDLEN パラメーターを使用して
各レコードの長さもバイト単位で指定する必要がありま
す。コマンドは失敗しました。

ユーザーの処置: RECORDLEN パラメーターを指定し
て INGEST コマンドを再発行します。

SQL2913N フィールド field-name は、終了位置また
は長さを指定していません。

説明: FORMAT POSITIONAL を指定した INGEST コ
マンドで、フィールド長を指定または暗黙指定する必要
があります。あるいは、POSITION パラメーターで終了
位置を指定する必要があります。コマンドは失敗しまし
た。

ユーザーの処置: INGEST コマンドを再発行し、フィ
ールドの終了位置またはフィールド長のいずれかを指定
します。

SQL2914I INGEST ユーティリティーは次の取り込
みジョブを開始しました。job-ID。

説明: INGEST ユーティリティーを開始しています。
ジョブ ID は、RESTART パラメーターに指定されたも
のであるか、または (指定されていない場合は) ユーテ
ィリティーが生成したデフォルトのジョブ ID です。こ
のジョブ ID は、INGEST コマンドの実行中に INGEST

GET STATS コマンドで使用できます。INGEST コマン
ドが失敗した場合は、後で RESTART CONTINUE パラ
メーターまたは RESTART TERMINATE パラメーター
を指定して INGEST コマンドを使用するときに、この
ジョブ ID を使用できます。

ユーザーの処置: 後のコマンドで必要になる場合に備え
て、ジョブ ID を保存します。

SQL2915N すべてのフィールド長の合計は number

ですが、指定されたレコード長は length

しかありません。

説明: INGEST コマンドの RECORDLEN で指定され
た長さは、各フィールド定義で指定されたフィールド長
の合計以上でなければなりません。コマンドは失敗しま
した。

ユーザーの処置: フィールド長または RECORDLEN パ
ラメーターを訂正します。

SQL2916N INGEST コマンドは、どのフィールドも
参照しない SQL ステートメントを指定
しています。

説明: INGEST コマンドに含まれる SQL ステートメン
トで少なくとも 1 つのフィールドを指定する必要があ
るため、このコマンドは失敗しました。

ユーザーの処置: SQL ステートメントに少なくとも 1

つのフィールドが含まれるように変更し、コマンドを再
発行します。
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SQL2917N SHM_MAX_SIZE 構成パラメーターが小
さすぎます。

説明: SHM_MAX_SIZE 構成パラメーターの大きさが
十分でなかったため、INGEST が失敗しました。このパ
ラメーターの最小設定値は、以下のように概算できま
す。

11000 +
(nTrans x 500) +
(NUM_FORMATTERS x 500) +
(nParts x 50) +
((NUM_FLUSHERS_PER_PARTITION x nParts) x 4000) +
(MSG_BUF_COUNT x (100 + MSG_BUF_SIZE)) +
(numFields x 66300) +
(1.5 x NUM_FORMATTERS x sumOfAllFieldLengths)

説明:

v nTrans は、入力ソースの数 (操作が INSERT または
REPLACE の場合) で、それ以外の場合は 1 です。

v nParts は、サーバー上のデータベース・パーティショ
ンの数です。

v sumOfAllFieldLengths は、すべてのフィールド定義内
の合計バイト数です。

ユーザーの処置: SHM_MAX_SIZE の設定値を大きく
して INGEST コマンドを再発行します。

SQL2918N INGEST コマンドで指定されたキーワー
ド keyword1 および keyword2 の組み合わ
せが無効です。

説明: INGEST コマンドは、キーワードの組み合わせ
が無効であるために失敗しました。

ユーザーの処置: 矛盾するキーワードを除去し、コマン
ドを再発行します。

SQL2919N INGEST ユーティリティーは、タイプ
type の表をサポートしません。

説明: INGEST コマンドで非サポートの表タイプが指
定されました。コマンドは失敗しました。

ユーザーの処置: サポートされる表タイプを指定して
INGEST コマンドを再発行します。

SQL2920N clause 節はどのフィールドも参照してい
ません。

説明: WHERE または ON 節を使用する SQL ステー
トメントを指定する INGEST コマンドには、少なくと
も 1 つのフィールドを指定する検索条件が含まれてい
る必要があります。コマンドは失敗しました。

ユーザーの処置: 検索条件を指定して INGEST コマン
ドを再発行します。

SQL2921N フィールド field-name が定義されていま
せん。

説明: 指定されたフィールドは INGEST コマンドの
SQL ステートメントに出現しますが、未定義です。コ
マンドは失敗しました。

ユーザーの処置: フィールド名を、INGEST コマンド
で定義されている名前に訂正します。

SQL2922I 入力ファイル file-name の行 line-number

のデータのフォーマット中に、以下の警告
またはエラーが発生しました。

説明: このメッセージは、リストされている以下のメッ
セージに対して、エラーが発生した入力ファイルの識別
用に提供されます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL2923N データ・タイプ data-type は無効なフィー
ルド・タイプです。

説明: 示されたデータ・タイプは無効なフィールド・タ
イプです。有効なフィールド・タイプのリストについて
は、DB2 インフォメーション・センターで、INGEST

コマンドの説明を参照してください。

ユーザーの処置: INGEST ユーティリティーがサポー
トするフィールド・タイプに訂正し、コマンドを再発行
します。

SQL2924N フィールド field-name に DEFAULTIF

パラメーターが指定されていますが、それ
に対応する列 column-name は生成列で
す。

説明: DEFAULTIF パラメーターを指定するフィールド
は、述部または式では使用できません。コマンドは失敗
しました。

ユーザーの処置: SQL ステートメントでのこのフィー
ルドの使用法を変更するか、DEFAULTIF パラメーター
を除去し、コマンドを再発行します。

SQL2925N フィールド field-name に DEFAULTIF

パラメーターが指定されていますが、それ
に対応する列 column-name にはデフォル
ト値がありません。

説明: フィールド定義で DEFAULTIF パラメーターを
指定した場合、フィールドの対応する列にはデフォルト
値が必要です。コマンドは失敗しました。

ユーザーの処置: フィールド定義から DEFAULTIF パ
ラメーターを削除するか、デフォルト値が存在する列に
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フィールドが対応するように SQL ステートメントを変
更し、INGEST コマンドを再発行します。

SQL2926N フィールド field-name に DEFAULTIF

パラメーターが指定されていますが、それ
に対応する列 column-name には定数でも
NULL でもないデフォルト値がありま
す。

説明: INGEST コマンドに DEFAULTIF パラメーター
が指定されている場合、ターゲット表の対応する列のデ
フォルト値は定数または NULL でなければなりませ
ん。

ユーザーの処置: SQL ステートメントでのこのフィー
ルドの使用法を変更するか、DEFAULTIF パラメーター
を除去し、コマンドを再発行します。

SQL2927N 行 line-number のフィールド値およびフィ
ールド field-number は、値タイプ
value-type に変換できません。

説明: 示されたフィールドの値をこのフィールドのデー
タ・タイプに変換できないために、データ・タイプの不
一致が存在する可能性があります。

ユーザーの処置: 入力ファイルを修正するか、フィール
ドのタイプを変更し、コマンドを再発行します。

SQL2928N 入力ソース input-source は名前付きパイ
プではありません。

説明: INGEST コマンドでデータ・ソースが名前付き
パイプとして指定されていますが、それは名前付きパイ
プではありません。コマンドは失敗しました。

ユーザーの処置: 入力ソースが正しく指定されているこ
とを確認し、コマンドを再発行します。

SQL2931N 名前付きパイプ pipe-name のオープン、
読み取り、またはクローズでエラーが発生
しました。

説明: INGEST コマンドで指定された名前付きパイプ
をオープン、読み取り、またはクローズできませんでし
た。ユーザー・エラー、環境の問題、または内部エラー
が発生したためと考えられます。コマンドは失敗しまし
た。

ユーザーの処置: IBM サービス担当者に連絡してくだ
さい。

SQL2932N INGEST ユーティリティーは、プロセス
間通信 (IPC) リソースの割り振りを
number 回試行した後に失敗しました。リ
ソース・タイプ resource-type-code。

説明: INGEST ユーティリティーは、プロセス間 IPC

リソースの割り振りを、示された回数試行した後に失敗
しました。リソース・タイプが以下のいずれかである可
能性があります。

1. 共有メモリー

2. リスナー・キュー

3. セマフォー

通常、このメッセージは、リソースの割り振り試行時に
発生したエラーを示す以前のメッセージに続けて出され
ます。

ユーザーの処置: 前のエラー・メッセージを調べて、発
生したエラーを判別します。エラーを修正し、INGEST

コマンドを再実行します。 Linux および UNIX では、
IPC リソースを割り振るためのシステム・リソースが十
分にない場合には、ipcrm コマンドを使用して既存の
IPC リソースを除去します。

SQL2933N INGEST コマンドにおいて、構成パラメ
ーター parameter で求められている
seconds 秒以内のデータの受け取りが行わ
れませんでした。

説明: INGEST コマンドが失敗しました。

構成パラメーターが TCPIP_TIMEOUT である場合、
INGEST コマンドは、クライアントが接続した後、少な
くとも示された秒数の間、TCP/IP クライアントからデ
ータを受け取りませんでした。

パラメーターが PIPE_TIMEOUT である場合、INGEST

コマンドは、コマンドでパイプが開いた後、少なくとも
示された秒数の間、パイプからデータを受け取りません
でした。

ユーザーの処置: 示された時間内にデータを送信するの
に妨げとなっている問題がデータ・ソース (TCP/IP クラ
イアントまたはパイプ) に存在しないことを確認しま
す。データを送信するためにデータ・ソースでさらに時
間が必要である場合には、関係する構成パラメーターの
値を増やすか、それをタイムアウトなしの 0 に設定し
ます。

SQL2934N サービス名 service-name のマップ先ポー
ト番号 port-number が、許容値である
start-of-range から end-of-range の範囲外
にあります。
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説明: INGEST コマンドで指定された (または解決先
の) ポート番号は、許容範囲内に含まれている必要があ
ります。 INGEST コマンドが失敗しました。

ユーザーの処置: 許容範囲内のポート、または範囲内の
ポート番号にマップするサービス名を指定して INGEST

コマンドを再発行します。

SQL2935W データがフィールド長より長いため、行番
号 line-number およびフィールド番号
field-number のフィールド値は切り捨てら
れました。

説明: 示されたフィールドには、そのフィールドの長さ
より長い値が指定されています。値は切り捨てられまし
た。例えば、そのフィールドが CHAR(3) として定義さ
れているのに値が "ABCDEF"である場合、値は "ABC"

に切り捨てられます。

ユーザーの処置: 切り捨てを容認できる場合には、これ
以上のアクションは不要です。このメッセージを回避す
るには、これより長いフィールド長を INGEST コマン
ドで指定するか、フィールド値の長さがフィールドの長
さ以下になるように入力データを編集します。

SQL2936N ホスト host-name にあるポート番号
port-number は、既に使用中です。

説明: そのポートは、別の稼働中アプリケーションによ
って使用されているため、INGEST コマンドで使用でき
ません。 INGEST コマンドが失敗しました。

ユーザーの処置: 使用されていないポートを指定して
INGEST コマンドを再発行します。

SQL2937N フィールド field-name の DEFAULTIF

節は位置を指定していますが、定位置形式
ではありません。

説明: INGEST コマンドで DEFAULTIF 節が指定され
ましたが、入力ファイルのフォーマットが
POSITIONAL ではありません。コマンドは失敗しまし
た。

ユーザーの処置: 以下のいずれかです。

v 入力データが区切り形式である場合には、
DEFAULTIF 節から位置指定を除去します。

v 入力データが定位置形式である場合には、INGEST コ
マンドで FORMAT POSITIONAL を指定するように
変更します。必要であれば、POSITION 節をそれぞれ
のフィールド定義に追加します。

SQL2938N フィールド field-name の開始/終了位置の
ペア begin、end が無効です。理由コード
reason-code

説明: 入力の非区切り文字付き ASCII ファイル内にあ
る、指摘されたデータベース列に対する入力データを位
置指定するフィールド指定が、以下の理由コードによっ
て示された理由で無効です。

1

開始位置が 0 です。

2

終了位置が開始位置より小さいです。

3

終了位置が 32 767 より大きいです。

INGEST コマンドが失敗しました。

ユーザーの処置: 理由コードで示された以下の処置を講
じてから、コマンドを再サブミットします。

1

0 より大きい開始位置を指定します。

2

開始位置より大きい終了位置を指定します。

3

32 767 以下の終了位置を指定します。

SQL2939N コマンド・パラメーター parameter の値
value が、許容値である start-of-range か
ら end-of-range の範囲外にあります。

説明: 示されたコマンド・パラメーターの現行値は、許
容範囲外にあるため、無効です。

コマンドは失敗しました。

ユーザーの処置: コマンド・パラメーターに対して許容
範囲内の値を指定してコマンドを再発行します。

SQL2940N INGEST ユーティリティーは、バージョ
ン version より前の DB2 サーバー・バー
ジョンをサポートしません。

説明: INGEST ユーティリティーは、メッセージで示
されたバージョンより前の DB2 サーバーのバージョン
にある表にデータを取り込む機能はサポートしません。

ユーザーの処置: メッセージで示されたバージョン以降
のバージョンの DB2 サーバーに接続し、ユーティリテ
ィーを再実行します。
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SQL2941N フィールド field-name における長さ、精
度、または位取りの value が無効です。

説明: フィールド定義のフィールド・タイプで指定され
ている長さ、精度、または位取りが無効です。このエラ
ーの例を以下に示します。

v フィールドの最大長が 32767 であるため、
CHAR(70000) を指定するフィールド定義は無効で
す。

ユーザーの処置: フィールド定義の長さ、精度、または
位取りを訂正します。

SQL2942N フィールド field-name に DEFAULTIF

節が指定されていますが、このフィールド
は複数の列と関連付けられているか、式の
中で使用されています。

説明: フィールド定義で DEFAULTIF が指定されてい
る場合、そのフィールドは 1 つの列だけに割り当てる
必要があり、その列に割り当てられた式の一部を構成す
ることはできません。例えば、次の INGEST コマンド
を考慮します。

INGEST FROM FILE my_file.txt FORMAT DELIMITED
...
UPDATE my_table
SET (c1, c2, c3, c4, c5) =

($field1, $field2, $field2,
$field3, $field4+$field5)

WHERE $field3 = 1;

$field1 だけに DEFAULTIF を指定できます。 $field2

は、複数の列に割り当てられているため、これを指定で
きません。 $field3 は、述部でも使用されているため、
指定できません。 $field4 および $field5 は、式で使用
されているため、これを指定できません。

ユーザーの処置: DEFAULTIF 修飾子を除去します。あ
るいは、フィールドが 1 つの列だけに割り当てられ、
かつその列に割り当てられた式の一部にフィールドが使
用されないように SQL ステートメントを変更します。

SQL2943N SQL ステートメント内の更新される列が
すべて GENERATED ALWAYS として
定義されているため、INGEST ユーティ
リティーは表を更新できません。

説明: 以下のいずれかに該当する場合、INGEST ユー
ティリティーは表に対する挿入または更新ができませ
ん。

v INGEST コマンドの SQL ステートメントが INSERT

(MERGE ステートメントの一部となっているものを
含む) であり、以下のいずれかに該当する。

– 表名の後に指定されたすべての列が GENERATED

ALWAYS として定義されている。

– 表名の後に列は指定されていないが、表の非表示列
を除くすべての列が GENERATED ALWAYS とし
て定義されている。

v INGEST コマンドの SQL ステートメントが
UPDATE (MERGE ステートメントの一部となってい
るものを含む) であり、SET 節に指定されたすべての
列が GENERATED ALWAYS として定義されてい
る。

ユーザーの処置: GENERATED ALWAYS として定義
されていない列を少なくとも 1 つ指定するように、コ
マンドを変更します。

SQL2944N フィールド数が、表内の指定された列また
は暗黙に指定されている列の数と同じでは
ありません。

説明: INGEST コマンドで INSERT ステートメントを
指定するときに VALUES 節を指定しなかった場合、フ
ィールド数は、表内の指定された列または暗黙に指定さ
れている列の数と同じでなければなりません。 (暗黙に
指定されている列の数は、表内の非表示列を除く列の数
を指します。)

例えば、以下の INGEST コマンドでは 2 つのフィール
ドに対し 3 つの列が指定されています。

INGEST FROM FILE my_file.del FORMAT DELIMITED
($field1 INTEGER EXTERNAL, $field2 CHAR(32))
INSERT INTO my_table(col1, col2, col3);

ユーザーの処置: 指定または暗黙指定された表列の数と
フィールド数が同じになるようにコマンドを変更する
か、INSERT ステートメントに VALUES 節を追加しま
す。

SQL2945N タイプ DB2SECURITYLABEL のフィー
ルドでは、区切り文字付きファイルに
NAME または STRING を指定する必要
があります。

説明: INGEST コマンドで FORMAT DELIMITED を
指定する場合、タイプ DB2SECURITYLABEL のすべて
のフィールドで、NAME または STRING 修飾子を指定
する必要があります。

ユーザーの処置: タイプ DB2SECURITYLABEL のすべ
てのフィールドに NAME または STRING 修飾子を追
加します。
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SQL2946N INGEST コマンドに、このファイル・フ
ォーマットのフィールド・リストが含まれ
ている必要があります。

説明: INGEST コマンドでは、区切り形式の場合にの
みフィールド・リストを省略できます。定位置形式の場
合には、フィールド・リストを指定する必要がありま
す。

ユーザーの処置: INGEST コマンドにフィールド・リ
ストを追加します。

SQL2947N ID が job-id である取り込みジョブが見つ
かりませんでした。

説明: 示された ID を持つ取り込みジョブが見つから
なかったため、コマンドは失敗しました。

ユーザーの処置:

v INGEST GET STATS コマンドを発行する場合、まだ
実行中である取り込みジョブの ID を指定します。こ
れらの ID を表示するには、INGEST LIST コマンド
を発行します。

v INGEST コマンドに RESTART パラメーターを指定
して発行する場合、再開データがまだ取り込み再開表
にある取り込みジョブの ID を指定します。これらの
ID を表示するには、次の照会を発行します。

SELECT jobid FROM systools.ingestrestart

SQL2948N INGEST コマンドは、列 column-name で
使用されているデータ・タイプ data-type

をサポートしません。

説明: INGEST コマンドは、示されたデータ・タイプ
を持つ列を更新できません。

ユーザーの処置: INGEST コマンドからこの列名を除
去するか、示された列が更新されないようにコマンドの
SQL ステートメントを変更します。

SQL2949N 列に割り当てられた値または述部で使用さ
れる値が長すぎるか範囲外です。

説明: このメッセージの前に、入力ソース名と行番号を
示すメッセージが表示されます。示された入力レコード
内のいずれかのフィールドが、表列において長すぎるか
範囲外です。

ユーザーの処置: 別の表を指定するか、入力データを以
下のように編集します。

v 表の数値列に対応するすべてのフィールド値が、この
列のデータ・タイプの範囲内である。

v 表の文字列に対応するすべてのフィールド値が、この
列の長さ以下の長さである。

SQL2950N ビュー view-name の基本表が、複数のセ
キュリティー・ポリシーによって保護され
ています。

説明: 更新可能ビューに取り込みを行い、そのビューに
複数の基本表があるとき、セキュリティー・ポリシーに
よって保護されている基本表は、すべて同じセキュリテ
ィー・ポリシーによって保護される必要があります。

ユーザーの処置: 以下のいずれかです。

v 別の表またはビューを指定します。

v セキュリティー・ポリシーによって保護されている基
本表がすべて同じセキュリティー・ポリシーによって
保護されるように、基本表を変更します。

SQL2951N セキュリティー・ポリシー security-policy

が見つかりませんでした。

説明: INGEST コマンドで指定された表は、示された
ID を持つセキュリティー・ポリシーで保護されていま
すが、カタログ・ビュー SYSCAT.SECURITYPOLICIES

にはその ID のセキュリティー・ポリシーがありませ
ん。

ユーザーの処置: 有効なセキュリティー・ポリシーで保
護されるように表を変更します。問題が解決しない場合
は、IBM 技術サポートに連絡してください。

SQL2952N コード・ページ code-page が無効なコー
ド・ページであるか、クライアントのコー
ド・ページと互換性がないか、または
INGEST コマンドでサポートされませ
ん。

説明: INGEST コマンドの INPUT CODEPAGE パラメ
ーターで指定されているコード・ページ番号は、以下の
いずれかの理由で無効です。

v この番号は無効なコード・ページです。

v DB2 または INGEST コマンドはこのコード・ページ
をサポートしません。

v このコード・ページはクライアントのコード・ページ
と互換性がありません。

ユーザーの処置: INPUT CODEPAGE パラメーターの
コード・ページ番号を訂正し、コマンドを再発行しま
す。

SQL2953N 行 line-number のバイト位置 number から
始まるフィールド値は、値タイプ
field-type に変換できません。

説明: 示されたバイト位置にあるフィールド値をこのフ
ィールドのデータ・タイプに変換できないために、デー
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タ・タイプの不一致が存在する可能性があります。

ユーザーの処置: 入力ファイルを修正するか、フィール
ドのタイプを変更し、コマンドを再発行します。

SQL2954N INGEST コマンドで指定できるフィール
ド定義は、最大 number 個です。

説明: INGEST コマンドは、許可された数を超えてフ
ィールド定義が指定されたため、失敗しました。

ユーザーの処置: フィールド定義の数がメッセージで示
された最大数以下になるように、コマンドからフィール
ド定義を除去します。

SQL2955N INGEST ユーティリティーは、ファイル
filename を検出できませんでした。

説明: INGEST ユーティリティーに必要なファイルが
見つかりませんでした。 DB2 Data Server Client または
DB2 Data Server Runtime Client のインストールが不完
全であるか、損傷を受けた可能性があります。

ユーザーの処置: DB2 Data Server Client または DB2

Data Server Runtime Client を再インストールします。

SQL2957N INGEST ユーティリティーは、再開ログ
表 table-name を検出できませんでした。

説明: INGEST コマンドで RESTART パラメーターを
省略したか (この場合、デフォルトの RESTART NEW

になる)、以下のいずれかが指定されました。

v RESTART NEW

v RESTART CONTINUE

v RESTART TERMINATE

INGEST コマンドを再開可能にするには、まず再開ログ
表を作成する必要があります。

ユーザーの処置:

v INGEST コマンドを再開可能にしない場合、コマンド
を再発行し、RESTART OFF を指定します。

v 直前の INGEST コマンドの再開情報をクリーンアッ
プする場合は、再開ログ表が存在しないので、アクシ
ョンは不要です。

v INGEST コマンドを再開可能にする場合は、まず再開
ログ表を作成し、INGEST コマンドを再発行します。

– サーバーがバージョン 10.1 である場合は、以下の
ようにパラメーターを設定してプロシージャー
SYSPROC.SYSINSTALLOBJECTS を実行します。

- tool-name: 'INGEST'

- action: 'C'

- tablespace-name: DB2 インフォメーション・セ
ンターの説明どおり

- schema-name: NULL

– サーバーが V9.5、V9.7、または V9.8 である場合
は、以下の SQL ステートメントを発行します。

CREATE TABLE SYSTOOLS.INGESTRESTART (
JOBID VARCHAR(256) NOT NULL,
APPLICATIONID VARCHAR(256) NOT NULL,
FLUSHERID INT NOT NULL,
FLUSHERDISTID INT NOT NULL,
TRANSPORTERID INT NOT NULL,
BUFFERID BIGINT NOT NULL,
BYTEPOS BIGINT NOT NULL,
ROWSPROCESSED INT NOT NULL,

PRIMARY KEY (JOBID,
FLUSHERID,
TRANSPORTERID,
FLUSHERDISTID))

IN your-tablespace
DISTRIBUTE BY (FLUSHERDISTID);

GRANT SELECT, INSERT, UPDATE, DELETE
ON TABLE SYSTOOLS.INGESTRESTART TO PUBLIC;

SQL2958N INGEST コマンドは再開できませんでし
た。入力ソースの数、または
NUM_FLUSHERS_PER_PARTITION の
設定のいずれかが元の INGEST コマンド
と一致しないためです。元の入力ソースの
数: number-of-input-sources。元の
NUM_FLUSHERS_PER_PARTITION の
値: number-of-flushers。現在の入力ソース
の数: number-of-input-sources。現在の
NUM_FLUSHERS_PER_PARTITION の
値: number-of-flushers。

説明: INGEST コマンドで RESTART CONTINUE が
指定されました。失敗した INGEST コマンドを再開す
るには、再開するコマンドが以下の要件を満たす必要が
あります。

v NUM_FLUSHERS_PER_PARTITION 構成パラメータ
ーが、元のコマンドのときと同じでなければなりませ
ん。

v 入力がファイルまたはパイプからのデータである場合
には、入力ファイルまたは入力パイプの数が元のコマ
ンドのときと同じでなければなりません。

要件の包括的なリストについては、DB2 インフォメー
ション・センターで、INGEST コマンドのトピックを参
照してください。

ユーザーの処置: 以下のいずれかです。

v NUM_FLUSHERS_PER_PARTITION 構成パラメータ
ーを、元の INGEST コマンドが実行されたときの値
に設定します。
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v 再開される INGEST コマンドを変更して、元のコマ
ンドのときと同じ数のファイルまたはパイプを指定し
ます。

v RESTART CONTINUE パラメーターを除去します。
この場合コマンドは、失敗したコマンドが中断した場
所から再開する代わりに、始めから開始します。

SQL2959W ユーティリティーは、この後に示されるエ
ラーから復旧しました。理由コード
reason-code再接続回数: number。再試行回
数: number。

説明: INGEST ユーティリティーは、このメッセージ
に続いて示されるエラーを受け取りましたが、COMMIT

の発行、または ROLLBACK の発行と SQL ステートメ
ントの再発行によりエラーから復旧しました。このユー
ティリティーは、ステートメントをメッセージで示され
た回数再発行しました。以下の理由コードは、ユーティ
リティーがエラーからどのように復旧したかを示してい
ます。

1

ユーティリティーは、取り込み構成パラメータ
ー COMMIT_PERIOD または
COMMIT_COUNT で要求されているよりも早
くコミットを発行することにより復旧しまし
た。この理由コードの場合、再接続回数および
再試行回数は "0" です。

2

ユーティリティーは、ROLLBACK を発行し、
指定された回数の再接続または再試行を行うこ
とにより復旧しました。

ユーザーの処置: このメッセージを受け取らないように
するには、このメッセージの後に示されるエラー・メッ
セージの説明を参照し、必要な修正処置を行います。

エラー・メッセージが SQL0911N である場合には、理
由コードに応じて以下のいずれかの処置を行うこともで
きます。

v 理由コード 2: COMMIT_COUNT、
COMMIT_PERIOD、または
NUM_FLUSHERS_PER_PARTITION いずれかの取り
込み構成パラメーターを小さくする。

v 理由コード 68: COMMIT_COUNT または
COMMIT_PERIOD いずれかの取り込み構成パラメー
ターを小さくするか、locklist または maxlocks いず
れかのデータベース構成パラメーターを大きくする。

SQL2960N 行 row-number には、ターゲット表の無効
なセキュリティー・ラベル・ストリングが
含まれています。

説明: フィールド定義は DB2SECURITYLABEL

STRING を指定していますが、入力ソースの対応するフ
ィールドの値は無効なセキュリティー・ラベル・ストリ
ングです。行はロードされません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかです。

v フィールド定義が正しい場合、入力ソースのフィール
ド値を変更して、有効なセキュリティー・ラベル・ス
トリングを指定します。

v 入力ソースのフィールド値がバイナリーのセキュリテ
ィー・ラベルである場合、フィールド定義から
STRING キーワードを削除します。

v 入力ソースのフィールド値がセキュリティー・ラベル
名である場合、フィールド定義を変更して、
DB2SECURITYLABEL NAME を指定します。

SQL2961N INGEST コマンドで指定できる入力ファ
イル名またはパイプ名は、最大 number

個です。

説明: INGEST コマンドは、許容数を超える入力ファ
イル名またはパイプ名が指定されたため、失敗しまし
た。

ユーザーの処置: 入力ファイル名またはパイプ名の数が
メッセージで示された最大数以下になるように、コマン
ドから入力ファイル名またはパイプ名を除去します。

SQL2962N 再開がオンになっている場合、INGEST

コマンドで指定されているニックネームの
サーバー・オプション
DB2_TWO_PHASE_COMMIT を 'Y' に
設定する必要があります。

説明: INGEST ユーティリティーは、以下のすべてが
当てはまる場合に、このメッセージを発行します。

v INGEST コマンドで RESTART パラメーターが省略
されているか、RESTART NEW または RESTART

CONTINUE が指定されています。

v ターゲット表がニックネームです。

v ニックネームに対する挿入または更新を試行すると、
ユーティリティーは理由コード 18 でメッセージ
SQL30090N を受け取ります。

ユーティリティーはニックネームが参照するリモート表
と再開ログ表 (ローカル) の両方を更新する必要がある
ため、SQL30090 エラーが発生します。これには 2 フ
ェーズ・コミット・プロトコルが必要ですが、ニックネ
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ームを含んだサーバー定義がサーバー・オプション
DB2_TWO_PHASE_COMMIT を 'Y' に設定して定義さ
れていません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを行ってください。

v ニックネームを含んだサーバー定義を、サーバー・オ
プション DB2_TWO_PHASE_COMMIT 'Y' を指定す
るように変更します。例えば、次のようにします。

ALTER SERVER my_server
OPTIONS(ADD DB2_TWO_PHASE_COMMIT ’Y’)

SET SERVER OPTION コマンドが CLP 接続だけに
影響を与えるのに対し、INGEST ユーティリティーは
その独自の接続を確立するため、コマンド SET

SERVER OPTION を使用して取り込みユーティリテ
ィーに対して DB2_TWO_PHASE_COMMIT オプショ
ンを設定することはできません。カタログのサーバー
定義でサーバー・オプションを設定する必要がありま
す。

v サーバー・オプション DB2_TWO_PHASE_COMMIT

を 'Y' に設定したニックネームを指定します。

v INGEST ユーティリティーが再開ログ表に再開情報を
保持しないように RESTART OFF を指定します。

v ニックネームではないターゲット表を指定します。

SQL2963N フィールド field-name の POSITION パ
ラメーターで指定された開始位置または終
了位置が無効です。

説明: フィールド定義で長さが指定されていない場合、
INGEST ユーティリティーは長さとして end_position -

start_position + 1 を使用します。この長さには、次の制
限が適用されます。

v EXTERNAL 修飾子を指定したタイプ
SMALLINT、INTEGER、BIGINT、DECIMAL、
REAL、FLOAT 、および DECFLOAT のフィールド
の最大長は 50 です。

v タイプ DATE、TIME、および TIMESTAMP(p) のフ
ィールドに書式制御ストリングを指定する場合、フィ
ールド長は、書式制御ストリングと一致する最も小さ
い値の長さ以上でなければなりません。

v 書式制御ストリングが指定されていない場合は、次の
ようになります。

– DATE の場合、フィールド長は 8 から 10 の間で
なければなりません。

– TIME の場合、フィールド長は 4 から 8 の間でな
ければなりません。

– TIMESTAMP の場合、フィールド長は 19 から 32

の間でなければなりません。

ユーザーの処置: 数値フィールドの場合は、フィールド

長または終了位置を訂正してください。フィールド
DATE、TIME、または TIMESTAMP の場合は、書式制
御ストリングまたは終了位置を訂正してください。

SQL2964N 取り込みジョブ job-ID がまだアクティブ
であるため、INGEST コマンドを再開で
きません。

説明: INGEST コマンドは、実行中の別の INGEST コ
マンドのジョブ ID を使って再開することはできませ
ん。

ユーザーの処置: 示されているジョブ ID を使用して
取り込みジョブを再始動する予定であった場合は、ジョ
ブがまだ実行中であるため、アクションは不要です。ジ
ョブが失敗した場合は、示されているジョブ ID を使用
して再開することができます。

別の取り込みジョブを再開する予定であった場合は、そ
のジョブのジョブ ID を指定してください。

SQL2965I 表 table-name に対する SQL ステートメ
ント sql-statement の発行中に警告または
エラーが発生しました。

説明: このメッセージは、以下のメッセージのエラーが
発生したときに操作されていた表を示します。表が再開
表 (systools.ingestrestart) である場合、その再開表に破
損、損傷、または欠落が発生した可能性があります。

ユーザーの処置: 表が再開表 (systools.ingestrestart) で
ある場合、次のようにします。

v INGEST コマンドでその他のエラーが発生せず、正常
に完了する場合は、アクションは不要です。今後この
メッセージを受け取りたくない場合には、SQL 操作
失敗の原因となったエラーを訂正します。

v さらに他のエラーが発生して INGEST コマンドが失
敗する場合、以下を行います。

1. SQL 操作失敗の原因となったエラーを訂正しま
す。

2. INGEST コマンドに RESTART TERMINATE

'jobID' を指定して実行し、再開表からこのジョブ
の項目を削除します。 ('jobID' は、失敗した
INGEST コマンドのジョブ ID です。これは、
INGEST コマンドの RESTART NEW パラメータ
ーで指定した ID か、INGEST コマンドによって
生成されたジョブ ID のいずれかです。)

3. 元の INGEST コマンドを最初から実行します。
(RESTART CONTINUE は指定しないでくださ
い。)

4. それでも問題が解決されず、再開表にその他の取
り込みジョブに関する情報が何も含まれていない
場合は、SYSPROC.SYSINSTALLOBJECTS プロシ
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ージャーを実行して、再開表をドロップして再作
成します。再開表を作成した後、ステップ 3 を繰
り返します。

5. それでも問題が解決しない場合は、IBM 技術サポ
ートに連絡してください。

表が再開表でない場合は、IBM 技術サポートに連絡し
てください。

SQL2966I データベースへの接続中に以下の警告また
はエラーが発生しました。データベース名
またはローカル別名: dbname。ユーザー
ID: user-ID

説明: INGEST ユーティリティーがデータベースに接
続し、警告またはエラーが発生すると、ユーティリティ
ーはこのメッセージを発行し、警告メッセージまたはエ
ラー・メッセージがそれに続きます。

ユーザーの処置: このメッセージに続いて出されるメッ
セージに関するユーザー応答を参照してください。それ
でも問題が解決しない場合は、次のことを確認してくだ
さい。

v データベースまたは別名が存在し、INGEST が実行さ
れているマシン上で正しくカタログされている。デー
タベース・ディレクトリー項目でノード名が指定され
る場合、ノードが正しくカタログされていることを確
認します。

– ノード定義でサービス名が指定される場合、次のこ
とを確認します。

- INGEST が実行されているマシン上で、サービ
ス名が正しいポート番号にマップされている。

- データベース・サーバーはそのポート番号で
listen している。

– ノード定義でポート番号が指定される場合、指定さ
れたポート番号でデータベース・サーバーが listen

していることを確認します。

v 示されているユーザー ID とそれに対応する DB2 許
可 ID に、データベース・サーバーに接続する権限が
あることを確認します。

問題が INGEST ユーティリティーにあるか、またはそ
れ以外の場所にあるかを判別するために、次のようにし
て、メッセージで示されているパラメーターを使用して
データベース・サーバーに直接接続してみてください。

db2 "CONNECT TO dbname USER user USING pwd"

SQL2967I データベース・パーティションへの接続中
に以下の警告またはエラーが発生しまし
た。パーティション番号: number。サーバ
ー上のデータベース名: dbname。ホスト名
: hostname。サービス名またはポート番号:

service-name-or-port-number。ユーザー ID:

user-ID。

説明: INGEST ユーティリティーが DPF 環境で実行さ
れ、各ターゲット表の分散キーの値を判別できる場合、
取り込みユーティリティーは各データベース・パーティ
ションに直接接続します。ユーティリティーがデータベ
ース・パーティションに接続し、警告またはエラーが発
生すると、ユーティリティーはこのメッセージを発行
し、警告メッセージまたはエラー・メッセージがそれに
続きます。

ユーザーの処置: このメッセージに続いて出されるメッ
セージに関するユーザー応答を参照してください。それ
でも問題が解決しない場合は、次のことを確認してくだ
さい。

v CLP で接続されているデータベースが、INGEST が
実行されているマシン上で正しくカタログされてい
る。データベース・ディレクトリー項目でノード名が
指定される場合、ノードが正しくカタログされている
ことを確認します。

v INGEST が実行されているマシンから、示されている
ホストへのアクセスが可能であること。

v メッセージでサービス名が示される場合、次のことを
確認します。

– INGEST が実行されているマシン上で、サービス
名が正しいポート番号にマップされている。

– データベース・サーバーはそのポート番号で listen

している。

v メッセージでポート番号が示される場合、示されてい
るポート番号でデータベース・サーバー・パーティシ
ョンが listen していることを確認します。

v 示されているユーザー ID とそれに対応する DB2 許
可 ID に、データベース・サーバー・パーティション
に接続する権限があることを確認します。

問題が INGEST ユーティリティーにあるか、またはそ
れ以外の場所にあるかを判別するために、メッセージで
示されているパラメーターを使用してデータベース・サ
ーバー・パーティションに直接接続してみてください。
例えば、次のようにします。

db2 "SET CLIENT CONNECT_DBPARTITIONNUM num"
db2 "CONNECT TO dbname USER userID USING password"
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SQL2968N 数値が必要な場所で非数値のフィールド値
が使用されています。

説明: このメッセージの前に、入力ソース名と行番号を
示すメッセージが表示されます。示された入力レコード
内のいずれかのフィールドに非数値が入っていますが、
これが使用されている場所では数値が必要です。

ユーザーの処置: 以下のいずれかです。

v INGEST コマンドの SQL ステートメントを変更し、
数値が必要な場所では、非数値が入り得るフィールド
を使用しないようにします。

v 入力データを編集し、数値が必要な場所で使用される
すべてのフィールドに数値が入るようにします。

SQL2969N 分散キーの列にマップされるフィールド
に、その列のタイプとしては無効な値また
は範囲外の値が入っています。ユーティリ
ティーはこの入力レコードを事前パーティ
ション化できません。フィールド値:

field-value。列のタイプ: column-type。列
の長さ: number。

説明: パーティション・データベース環境では、ユーテ
ィリティーは、分散キーの列にマップされるフィールド
の値を調べ、その値によってレコードの送信先パーティ
ションを決定します。フィールドの値が、対応する分散
キーの列のタイプとしては無効である場合または範囲外
である場合に、ユーティリティーはこのメッセージを発
行します。例えば、分散キーの列のタイプが INTEGER

であるのに、そのフィールドに「ABC」が入っている場
合に、ユーティリティーはこのメッセージを発行しま
す。「列のタイプ」は、フィールドに対応する分散キー
の列のタイプです。「列の長さ」は、バイト単位の列の
長さです。

ユーティリティーは、このレコードを DB2 に送信しま
せん。DUMPFILE パラメーターが指定されている場合
は、ユーティリティーは、このレコードをダンプ・ファ
イルに書き込みます。

ユーザーの処置: このメッセージを受け取らないように
するには、入力データのフィールド値を訂正してくださ
い。

SQL2970N データベース db-name はノード
node-name を使用していますが、ユーティ
リティーは、そのノードをノード・ディレ
クトリー内に見つけられませんでした。

説明: データベース・ディレクトリーには、指定された
データベースのエントリーが入っていますが、そのエン
トリーには、存在しないノードが指定されています。

ユーザーの処置: ノードを定義するか、またはデータベ
ース・ディレクトリー内のエントリーを変更して、存在
するノードを指定してください。

SQL2972N 1 つ以上のコマンド・パラメーターまたは
入力データが元のコマンドと矛盾している
ため、INGEST コマンドを再開できませ
ん。

説明: INGEST コマンドに RESTART CONTINUE が
指定されていますが、以下の状況の 1 つ以上に該当し
ています。

1. ターゲット表と再開表
(SYSTOOLS.INGESTRESTART) が、異なる表スペー
ス内にありますが、これらの 2 つの表スペースはレ
ベルが異なっています。

2. 指定された取り込みジョブ ID に属する再開表のレ
コードが、INGEST ユーティリティー以外によって
変更されています。

3. 再開する INGEST コマンドの入力ファイルまたは入
力パイプが、元のコマンドと同じレコードを同じ順
序で提供していません。

4. 以下の INGEST コマンド・パラメーターの 1 つ以
上が、元のコマンドと異なっています。

v SQL ステートメント。

v フィールド数および全フィールド属性を含む、フ
ィールド定義リスト。

5. SQL コマンドで更新されるターゲット表の列の 1

つ以上が、元のコマンドのときの定義と異なる定義
になっています。

6. Database Partitioning Feature 環境の場合:

v 元の INGEST コマンドが実行された後に、データ
ベース・パーティションが追加または削除されて
います。

v 元の INGEST コマンドが実行された後に、パーテ
ィション間でデータが再配分されています。

ユーザーの処置: ユーザー応答は、どの制約が違反され
たかによって異なります。

1. ターゲット表および再開表が入っている表スペース
をリストアして、それらの表スペースを同じレベル
にします。

2. 再開表の内容を復元します。

3. 元のコマンドと同じレコードを同じ順序で提供す
る、入力ファイルまたは入力パイプを指定します。

4. 元のコマンドと一致するように、INGEST コマンド
の SQL ステートメントおよびフィールド定義リス
トを変更します。
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5. INGEST コマンドのターゲット表の名前が正しくな
い場合は、正しい名前を指定します。INGEST コマ
ンドのターゲット表が、元の INGEST コマンドの後
に変更された場合は、失敗した INGEST コマンドを
再開することはできません。元の INGEST コマンド
を最初から実行する必要があります。

6. データベース・パーティションの追加や削除、また
はパーティション間でのデータの再配分を実行した
場合は、失敗した INGEST コマンドを再開すること
はできません。元の INGEST コマンドを最初から実
行する必要があります。

SQL2973N タイプ field-type のフィールド field-name

に、無効な書式制御ストリング
format-string が指定されています。

説明: フィールド定義に、有効ではない日付、時刻、ま
たはタイム・スタンプの書式制御ストリングが指定され
ています。

有効な日付、時刻、またはタイム・スタンプの書式制御
ストリングについては、DB2 インフォメーション・セ
ンターのセクション『インポート・ユーティリティー用
のファイル・タイプ修飾子』に説明があります。書式制
御ストリングを INGEST コマンドに指定する場合、単
一引用符で囲む必要があります。

ユーザーの処置: 書式制御ストリングが単一引用符で囲
まれていること、および有効な書式であることを確認し
てください。INGEST コマンドを再実行してください。

SQL2974N 1 次データベース接続が失われたため、
INGEST コマンドを続行できません。

説明: INGEST コマンドの初期化中に、1 次データベ
ース接続が失われました。DB2 診断ログ・ファイルに
追加情報が入っている可能性があります。

ユーザーの処置: 接続が失われた原因となった問題を解
決します。接続を再確立して INGEST コマンドを再実
行します。

SQL2975N INGEST コマンドが再開可能である場
合、RECONNECT_COUNT 取り込み構成
パラメーターは 0 に設定されていなけれ
ばなりません。

説明: RECONNECT_COUNT 取り込み構成パラメータ
ーに 0 より大きい値が設定されているのに、INGEST

コマンドの RESTART パラメーターが省略されている
か (この場合デフォルトの NEW となります)、
RESTART NEW または RESTART CONTINUE が指定
されています。

ユーザーの処置: RECONNECT_COUNT 取り込み構成

パラメーターに 0 を設定するか、または RESTART

OFF を INGEST コマンドに指定してください。

SQL2976W フィールド field-name に、長さおよび終
了位置に関して矛盾する値が指定されてい
ます。理由コード reason-code

説明: フィールド長とフィールドの終了位置との間に矛
盾があります。示されている理由コードから、矛盾内容
およびユーティリティーによる解決方法が分かります。

1

フィールド・タイプは 2 進法の
SMALLINT、INTEGER、または BIGINT で
す。(終了位置) - (開始位置) + 1 によって指定
される長さは 2、4、または 8 ですが、フィー
ルド・タイプの長さと一致していません。ユー
ティリティーは、指定された終了位置を使用し
ます。

例えば、フィールド定義が SMALLINT

POSITION(1:4) の場合、SMALLINT は 2 バイ
トですがユーティリティーは 4 バイト読み取
ります。フィールドに SMALLINT の範囲外の
値が入っている場合、ユーティリティーは、そ
のフィールド値を SMALLINT に変換しようと
するときにエラーを発行します。

2

フィールド・タイプは 2 進法の
SMALLINT、INTEGER、または BIGINT です
が、(終了位置) - (開始位置) + 1 によって指定
される長さが 2、4、または 8 のいずれでもあ
りません。ユーティリティーは、フィールド・
タイプの長さと一致するように終了位置を調整
します。

例えば、フィールド定義が SMALLINT

POSITION(1:3) の場合、ユーティリティーは終
了位置を 2 に調整します (SMALLINT は 2

バイトであるため)。

3

フィールド・タイプは 2 進法の
DECIMAL、REAL、FLOAT、または
DECFLOAT ですが、(終了位置) - (開始位置)

+ 1 によって指定される長さがフィールド・タ
イプの長さと矛盾しています。ユーティリティ
ーは、フィールド・タイプの長さと一致するよ
うに終了位置を調整します。

例えば、フィールド定義が REAL

POSITION(1:5) の場合、ユーティリティーは終
了位置を 4 に調整します (REAL は 4 バイト
であるため)。
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4

フィールド・タイプに指定されたフィールド長
が、(終了位置) - (開始位置) + 1 と矛盾してい
ます。指定された長さが (終了位置) - (開始位
置) + 1 を超えている場合、ユーティリティー
は長さを (終了位置) - (開始位置) + 1 に調整
します。指定された長さが (終了位置) - (開始
位置) + 1 より短い場合、ユーティリティー
は、(開始位置) + 長さ - 1 に終了位置を調整
します。

例えば、フィールド定義が CHAR(10)

POSITION(1:8) の場合、ユーティリティーは長
さを 8 に調整します。フィールド定義が
CHAR(8) POSITION(1:10) の場合、ユーティリ
ティーは終了位置を 8 に調整します。

ユーザーの処置: このメッセージを受け取らないように
するには、理由コードおよび入力ソースのデータ形式に
応じて以下のいずれかを実行します。

1

フィールド・タイプまたは終了位置を変更しま
す。

2

フィールド・タイプまたは終了位置を変更しま
す。

3

フィールド・タイプ、精度、位取り、または終
了位置を変更します。

4

フィールドの終了位置または長さを変更しま
す。

SQL2977I 前のエラーのため、INGEST ユーティリ
ティーは終了します。

説明: ユーティリティーは、続行を妨げるエラーを受け
取りました。ユーティリティーは終了します。

このエラーの前にコミットされていた行は、表に残され
ます。

ユーザーの処置: 前のエラー・メッセージの説明および
ユーザー応答を参照してください。

INGEST コマンドに RESTART NEW を指定していた場
合、または RESTART オプションを省略していた場合
は (この場合はデフォルトの NEW になります)、エラ
ーを修正し、同じ INGEST コマンドに RESTART

CONTINUE を指定して再実行してください。

SQL2978I 以下のエラーが発生し、number 回の再接
続および number 回の再試行を実行しま
したが、INGEST ユーティリティーはリ
カバリーできませんでした。理由コード:

reason-code

説明: 取り込み構成パラメーター
RECONNECT_COUNT または RETRY_COUNT に 0 よ
り大きい値が設定されており、ユーティリティーはリカ
バリー可能エラーを受け取りました。ユーティリティー
はエラーからのリカバリーを試みましたが、理由コード
の示す理由のため、リカバリーできませんでした。

1

再接続の試行回数が、RECONNECT_COUNT

取り込み構成パラメーターの値に達しました。

2

再試行の回数が、RETRY_COUNT 取り込み構
成パラメーターの値に達しました。

3

ユーティリティーが中断されたか、または強制
終了するエラーが発生しました。

ユーザーの処置: このメッセージの後に示されるエラ
ー・メッセージの説明を参照し、必要な修正処置を行い
ます。

エラー・メッセージが SQL0911N である場合には、
SQL0911N 理由コードに応じて以下のいずれかの処置を
行うこともできます。

v 理由コード 2:

COMMIT_COUNT、COMMIT_PERIOD、または
NUM_FLUSHERS_PER_PARTITION 取り込み構成パ
ラメーターの値を小さくする。

v 理由コード 68: COMMIT_COUNT または
COMMIT_PERIOD 取り込み構成パラメーターの値を
小さくするか、locklist または maxlocks データベー
ス構成パラメーターを大きくする。

エラーを簡単に回避できない場合、ユーティリティーを
リカバリーするには、現行メッセージ (SQL2978I) で受
け取った理由コードに応じて以下の取り込み構成パラメ
ーターのうち、1 つ以上の設定を大きくしてください。

v 理由コード 1 の場合:

– RECONNECT_COUNT

– RECONNECT_PERIOD

v 理由コード 2 の場合:

– RETRY_COUNT

– RETRY_PERIOD
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SQL2979I INGEST ユーティリティーは timestamp

に開始されました。

説明: INGEST ユーティリティーは、示されたタイ
ム・スタンプに開始されました。ユーティリティーは、
ジョブ ID を示すメッセージも発行します。

ユーザーの処置: 処置は必要ありません。

SQL2980I INGEST ユーティリティーは、タイム・
スタンプ timestamp に正常に完了しまし
た

説明: INGEST ユーティリティーは、警告もエラーも
出さずに完了しました。

ユーザーの処置: ユーザーの応答は不要です。

SQL2981N システム関数またはシステム・コマンドを
呼び出し中にエラーが発生しました。関数
またはコマンド: function-or-command-

name。理由コード: reason-code 追加トー
クン: additional-tokens。

説明: オペレーティング・システムの関数またはコマン
ドを呼び出し中に、予期しないエラーが発生しました。
理由コードには、以下のものがあります。

1

コマンドが /usr/bin または /bin のいずれにも
見つかりませんでした。この理由コードの場
合、当メッセージの「追加トークン」フィール
ドはブランクです。

2

関数またはコマンドが、当メッセージの「追加
トークン」フィールドに示すシステム・エラ
ー・コードで失敗しました。UNIX の場合、エ
ラー・コードはシステム・ヘッダー・ファイル
errno.h に定義されています。Windows のエラ
ー・コードについては、Microsoft の資料を参
照してください。

3

関数またはコマンドが、予期される形式で出力
を戻しませんでした。当メッセージの「追加ト
ークン」フィールドに、その出力の最後の行を
示しています。

ユーザーの処置: ユーザー応答は、理由コードに応じて
異なります。

1

指定されたコマンドが /usr/bin または /bin に
インストールされていて、実行可能であること

を確認します。これが問題ではない場合は、
IBM 技術サポートに連絡してください。

2

システム・エラー・コードによって問題を解決
できない場合は、IBM 技術サポートに連絡し
てください。

3

コマンドまたは関数が、オペレーティング・シ
ステムに付属していたバージョンであって、イ
ンストール済み環境用に作り替えられたバージ
ョンではないことを確認します。これが問題で
はない場合は、IBM 技術サポートに連絡して
ください。

SQL2982W 許可 ID auth-ID は、現在 INGEST コマ
ンドを実行していません。

説明: INGEST LIST または INGEST GET STATS コ
マンドが発行されましたが、現在データベースに接続し
ている許可 ID は、INGEST コマンドを実行していませ
ん。先程、この許可 ID で別のセッションから INGEST

コマンドを発行したという場合は、コマンドの初期化が
完了していないか、あるいは既にコマンドが終了してい
る可能性があります。

ユーザーの処置: 先程、この許可 ID で別のセッショ
ンから INGEST コマンドを発行し、まだコマンドが完
了していない場合は、コマンドの初期化が完了するまで
数秒待ってください。そうすれば、コマンドは、
INGEST LIST または INGEST GET STATS の出力に表
示されるようになります。

SQL2979I • SQL2982W

472 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



第 7 章 SQL3000 - SQL3499

SQL3001C 出力ファイルのオープン中に入出力エラー
(理由 = reason) が発生しました。

説明: 出力ファイルをオープンしているときに、システ
ム入出力エラーが発生しました。

コマンドは処理されません。データは処理されません。

ユーザーの処置: IMPORT/LOAD の場合は、出力ファ
イルが存在することを確認してください。 EXPORT の
場合は、出力メディアに、十分なフリー・スペースがあ
ることを確認してください。正しいパスの入った、有効
な出力ファイル名を使用して、コマンドの再サブミット
をしてください。追加情報については、メッセージ・フ
ァイルを調べてください。

SQL3002C 出力データ・ファイルへの書き込み中に入
出力エラーが発生しました。

説明: 出力データ・ファイルへ書き出しているときに、
システム入出力エラーが発生しました。出力が完了して
いないか、またはディスクがいっぱいの可能性がありま
す。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 出力データ・ファイルが完全でない場
合には、それを消去して、コマンドの再サブミットをし
てください。

SQL3003C 出力データ・ファイルのクローズ中に入出
力エラーが発生しました。

説明: 出力データ・ファイルをクローズしているとき
に、システム入出力エラーが発生しました。

ファイルはクローズされません。

ユーザーの処置: 出力データ・ファイルが完全でない場
合には、それを消去して、コマンドの再サブミットをし
てください。

SQL3004N 指定されたファイル・タイプがサポートさ
れていないため、load、import、または
export いずれかのユーティリティーが失
敗しました。

説明: load ユーティリティーおよび import ユーティリ
ティーを使用してファイルから DB2 データベースにデ
ータを挿入することや、export ユーティリティーを使用
して DB2 データベースからファイルにデータをエクス
ポートすることができます。これらのユーティリティー

で使用がサポートされているのは、ごく一部のファイ
ル・フォーマットに過ぎません。

load、import、または export いずれか 1 つのユーティ
リティーで、サポートされないファイル・タイプを使用
しようとすると、このメッセージが返されます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: filetype というパラメーターに有効な
値を指定して、コマンドまたは API を再サブミットし
ます。

SQL3005N 処理は中断されました。

説明: 処理中に割り込みがありました。ユーザーが割り
込みキー・シーケンスを押した可能性があります。

ユーティリティーは処理を停止します。コミットされて
いないデータベースの更新は、ロールバックされます。

ユーザーの処置: コマンドを再サブミットしてくださ
い。インポートを行っている場合は、commitcount およ
び restartcount パラメーターの使用法について、「コマ
ンド・リファレンス」を参照してください。ロードを行
っている場合は、ロードの再始動方法について、「コマ
ンド・リファレンス」を参照してください。

SQL3006C メッセージ・ファイルのオープン中に入出
力エラーが発生しました。

説明: メッセージ・ファイルをオープンしているとき
に、システム入出力エラーが発生しました。このエラー
は、クライアントまたはサーバーに関する問題を示して
いる可能性があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 正しいパスの入った、有効なメッセー
ジ・ファイル名を使用して、コマンドを再サブミットし
てください。

SQL3007C メッセージ・ファイルへの書き込み中に入
出力エラーが発生しました。

説明: メッセージ・ファイルへ書き出しているときに、
システム入出力エラーが発生しました。

処理は完了しない可能性があります。

ユーザーの処置: メッセージ・ファイルが不完全な場合
には、それを消去して、コマンドを再サブミットしてく
ださい。
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SQL3008N ユーティリティーが、データベースへの接
続中にエラー error を見つけました。

説明: IMPORT または EXPORT ユーティリティー
が、データベースに接続できませんでした。

データはインポートまたはエクスポートされません。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージのエラー
番号を調べてください。変更を行って、コマンドを再サ
ブミットしてください。

SQL3009N Action String パラメーターが無効か、ま
たは長すぎます。

説明: コマンドの Action String (例えば、エクスポート
での「REPLACE into ...」またはインポートおよびロー
ドでの「INSERT into ...」) パラメーターが無効です。
Action String ポインターが誤っている可能性がありま
す。 Action String 構造に、無効な文字が入っている可
能性があります。 Action String 構造に、無効な文字が
入っている可能性があります。推奨されないパラメータ
ーまたは新規パラメーターのいずれかが Action String

に使用されている可能性があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: Action String ポインターと、これが
示す構造を調べてください。有効な Action String を指
定して、コマンドを再実行してください。

SQL3010N METHOD パラメーターが無効です。

説明: コマンドの METHOD パラメーターが無効で
す。 METHOD ポインターが誤っている可能性がありま
す。 METHOD が示している構造が誤っている可能性が
あります。 METHOD 構造に、無効な文字が入っている
可能性があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: METHOD ポインターとそれが指す構
造を調べてください。有効な METHOD を指定して、コ
マンドを再サブミットしてください。

SQL3011C コマンドの処理に十分な大きさのストレー
ジがありません。

説明: メモリーの割り振りエラーが発生しました。コマ
ンドの処理に十分なメモリーが使用できないか、または
ストレージの解放エラーが発生しました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: アプリケーションを停止してくださ
い。可能な解決方法は、以下のとおりです。

v システムに十分な実メモリーおよび仮想メモリーがあ
ることを確認してください。

v バックグラウンド処理を除去してください。

v データベースの util_heap_sz を増やしてください。

v LOAD で使用するバッファーのサイズを減らしてく
ださい。

v util_heap_sz が LOAD、BACKUP、RESTORE、およ
び REORG ユーティリティーによって共有されてい
る場合は、実行中のこれらのユーティリティーの並行
インスタンスを少なくしてください。

SQL3012C システム・エラーが発生しました。

説明: オペレーティング・システム・エラーが発生しま
した。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: メッセージ・ファイルを調べて問題を
訂正し、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3013N filetmod の長さが許容範囲を超えていま
す。 0 以上 8000 以下にしてください。

説明: 指定された filetmod が、許容範囲 (ゼロ以上
8000 以下) を超えています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: filetmod ポインターとそれが指す構造
を調べてください。有効な filetmod を指定して、コマン
ドを再サブミットしてください。

SQL3014C メッセージ・ファイルのクローズ中に入出
力エラーが発生しました。

説明: メッセージ・ファイルをクローズしているとき
に、システム入出力エラーが発生しました。

メッセージ・ファイルはクローズされません。

ユーザーの処置: メッセージ・ファイルが不完全な場合
は、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3015N 処理中に、SQL エラー sqlcode が発生し
ました。

説明: ユーティリティーの呼び出し中に、SQL エラー
が発生しました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージの
SQLCODE (メッセージ番号) を調べてください。 変更
を行って、コマンドを再サブミットしてください。
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SQL3016N ファイル・タイプの filetmod パラメータ
ーで、予期しないキーワード keyword が
検出されました。

説明: ユーティリティーのファイル・タイプに適用され
ないキーワードがファイル・タイプ修飾子で検出されま
した ( filetmod パラメーターまたは CLP コマンドの
MODIFIED BY の後の句)。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: ファイル・タイプ修飾子を除去する
か、あるいはファイル・タイプ修飾子に少なくとも 1

つの有効なキーワードを指定してください。 ファイ
ル・タイプ修飾子の詳細については、「コマンド・リフ
ァレンス」を参照してください。

SQL3017N 区切り文字が無効であるか、または 2 回
以上使用されています。

説明: 区切り文字付き ASCII ファイル (IMPORT また
は LOAD コマンドでは DEL、INGEST コマンドでは
FORMAT DELIMITED) で、次の 2 つのエラーのいず
れかが発生しました。

v 列区切り文字、文字ストリング区切り文字、または小
数点に指定された文字が無効です。

– SBCS または UTF-8 データの場合、区切り文字の
有効範囲は 0x00 - 0x7F です。

– MBCS データの場合、区切り文字の有効範囲は
0x00 - 0x3F です。

– EBCDIC MBCS データの場合も、区切り文字の有
効範囲は 0x00 - 0x3F ですが、 SHIFT-OUT

(0x0E) または SHIFT-IN (0x0F) 文字であってはな
らないことを除きます。

v 上記の複数の項目に、同一の文字が指定されていま
す。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 指定した区切り文字を調べて、その妥
当性と固有性を確認してください。有効な区切り文字オ
ーバーライドを使用して、コマンドを再サブミットして
ください。

SQL3018N ピリオドが、文字ストリング区切り文字と
して指定されました。

説明: 区切り文字付き ASCII (DEL) の場合、ピリオド
は文字ストリング区切り文字として指定できません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な区切り文字オーバーライドを使
用して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3019N コマンドに Action String パラメーターが
指定されていません。

説明: このユーティリティー呼び出しには Action

String (たとえば "REPLACE into ...") パラメーター が
指定されていません。このパラメーターは必須です。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: Action String パラメーターを指定し
てコマンドを再実行してください。

SQL3020N このユーザーには、指定された EXPORT

コマンドを実行する権限がありません。

説明: ユーザーは、DATAACCESS 権限、あるいはエ
クスポートで扱われる各表に対する CONTROL 特権ま
たは SELECT 特権を持たずにデータをエクスポートし
ようとしました。

エクスポート処理は実行されません。

ユーザーの処置: 表からデータをエクスポートする前
に、適切な許可を取得してください。

SQL3021N このユーザーには、指定された IMPORT

コマンドを表 name に対して実行する権
限がありません。

説明: 指定されたオプションと表に対する適切な許可を
取得せずに、データをインポートしようとしました。

INSERT オプションを使ってインポートするには、以下
のいずれかの権限が必要です。

v DATAACCESS 権限

v 表、ビュー、または階層全体に対する CONTROL 特
権

v 表、ビュー、または階層全体に対する INSERT およ
び SELECT 特権

注: 「階層全体」とは、階層に含まれるすべての副表ま
たはオブジェクト・ビューを指します。

INSERT_UPDATE、REPLACE、または
REPLACE_CREATE オプションを使って既存の表または
ビューにインポートするには、以下のいずれかの権限が
必要です。

v DATAACCESS 権限

v 表、ビュー、または階層全体に対する CONTROL 特
権

注: 「階層全体」とは、階層に含まれるすべての副表ま
たはオブジェクト・ビューを指します。
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CREATE または REPLACE_CREATE オプションを使用
して、まだ存在しない表にインポートするには、以下の
いずれかの権限が必要です。

v DBADM 権限

v データベースに対する CREATETAB 権限、および以
下のいずれかの権限:

– 表のスキーマ名が存在しない場合、データベースで
の IMPLICIT_SCHEMA 権限

– スキーマに対する CREATEIN 特権 (表のスキーマ
名が存在する場合)

インポート処理は実行されません。

ユーザーの処置: インポート操作を実行する権限がある
ことを確認してください。

SQL3022N Action String パラメーターの SELECT

処理中に、SQL エラー sqlcode が発生し
ました。

説明: IMPORT または EXPORT で、 Action String

(たとえば "REPLACE into ...") 構造の SELECT ストリ
ングを処理しているときに、 SQL エラーが発生しまし
た。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージの
SQLCODE (メッセージ番号) を調べてください。 変更
を行って、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3023N database name パラメーターが無効で
す。

説明: database name パラメーターが無効です。詳細に
ついては、SQLCA の「SQLERRD[0]」フィールドを参
照してください。

データベース名は、1 から 8 文字でなければならず、
文字はデータベース・マネージャー基本文字セットから
使用する必要があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な database name パラメーター
を使用して、ステートメントの再サブミットを行ってく
ださい。

SQL3024N フォーマット・ファイルのオープン中に入
出力エラーが発生しました。

説明: フォーマット・ファイルのオープン中に、システ
ム入出力エラーが発生しました。このエラーは、クライ
アントまたはサーバーに関する問題を示している可能性
があります。

原因として、このフォーマット・ファイルが別のアプリ
ケーションにより使用中であることが考えられます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: パスを含め、フォーマット・ファイル
が有効であることと、現在別のアプリケーションによっ
て使用されていないことを確認してください。

コマンドを再サブミットしてください。追加情報につい
ては、診断ログ・ファイルを調べてください。

SQL3025N ファイル名またはパスを指定するパラメー
ターが無効です。

説明: パラメーターに、無効なパス、ディレクトリー、
またはファイル名が入っています。

IMPORT および EXPORT の場合は、datafile パラメー
ターを確認してください。

LOAD の場合は、タイプ sqlu_media_list の以下のパラ
メーターの各項目を確認してください。datafile が有効
なファイル名を持ち、lobpaths、copytarget および
workdirectory が、最終区切り文字と NULL 終止符を含
む、サーバー上の有効なパスを持つ必要があります。

lobpaths、copytarget、および workdirectory へのポインタ
ーは、有効なポインターまたは NULL でなければなり
ません。

これらの構造のターゲットへのポインターは、有効なポ
インターでなければなりません。

sessions および media_type が正しく指定されているこ
とをチェックしてください。

また、lobpaths パラメーターを指定する場合は、
media_type がデータ・ファイル構造に指定されているも
のと同じであることをチェックしてください。

filetype が IXF の場合は、ファイル名の長さが長すぎる
可能性があります。

DB2 データベース・マネージャーに指定されたファイ
ルまたはパスに対する読み取り権限がない場合にも、こ
のエラーが戻されます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: DB2 データベース・マネージャーに
指定されたファイルまたはパスに対する読み取り権限が
あるかどうか確認してください。

有効なパラメーターを使用して、ステートメントの再サ
ブミットを行ってください。
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SQL3026N msgfile または tempfiles path パラメータ
ーが無効です。

説明: IMPORT または EXPORT の場合は、msgfile パ
ラメーターに、無効なパス、ディレクトリー、またはフ
ァイル名が入っています。

LOAD の場合は、msgfile パラメーターに、クライアン
トで無効なパス、ディレクトリー、ファイル名が入って
いるか、または tempfiles path がサーバーで無効です。

アプリケーションが接続されているデータベースがリモ
ート・データベースの場合は、 msgfile は完全修飾され
ている必要があります。 ローカル・データベースの場
合、まだ完全修飾されていない場合は、ユーティリティ
ーが msgfile の完全修飾を行います。 msgfile へのポイ
ンターが有効なことも確認してください。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な msgfile または tempfiles path

パラメーター、あるいはその両方を指定して、ステート
メントの再サブミットを行ってください。

SQL3027N フォーマット・ファイルの読み取り中に入
出力エラーが発生しました。

説明: フォーマット・ファイルからの読み取り中に、シ
ステム入出力エラーが発生しました。このエラーは、ク
ライアントまたはサーバーに関する問題を示している可
能性があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: フォーマット・ファイルが読み取り可
能であることを確認してください。

SQL3028N export 方法標識が無効です。 'N' または
'D' でなければなりません。

説明: export 方法標識は、名前の場合は 'N'、デフォル
トの場合は 'D' でなければなりません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な方法標識を使用して、ステート
メントの再サブミットを行ってください。

SQL3029N filetype パラメーターが指定されていませ
ん。

説明: filetype パラメーターが指定されなかったか、ま
たは NULL です。システムが、データ・ファイルに使
用する形式を判別できません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な filetype を使用して、ステート
メントの再サブミットを行ってください。

SQL3030C 入力ファイルのオープン中に入出力エラー
(理由 = reason) が発生しました。

説明: 入力ファイルをオープンしているときに、システ
ム入出力エラーが発生しました。このエラーは、クライ
アントまたはサーバーに関する問題を示している可能性
があります。

エラーの原因として可能性があるのは、入力ファイルが
別のアプリケーションで使用中であるということです。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: パスの入った入力ファイルが有効で、
このファイルが別のアプリケーションで使用されていな
いことを確認してください。追加情報については、メッ
セージ・ファイルを調べてください。

コマンドを再サブミットしてください。

SQL3031C 入力ファイルの読み取り中に入出力エラー
が発生しました。

説明: 入力ファイルを読み取っているときに、システム
入出力エラーが発生しました。このエラーは、クライア
ントまたはサーバーに関する問題を示している可能性が
あります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 入力ファイルが読み取り可能であるこ
とを確認してください。

SQL3032N 指定されたファイル・タイプの
LOAD/IMPORT method 標識が無効で
す。これは 'N'、'P'、あるいは 'default'

である必要があります。

説明: IXF ファイル・タイプを使用する場合、
LOAD/IMPORT メソッドの標識は、N (名前)、P (定位
置)、あるいは D (デフォルト) のいずれかにしてくださ
い。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なメソッド標識を使用して、コマ
ンドを再サブミットしてください。

SQL3033N ターゲット指定に
INSERT、REPLACE、CREATE、
INSERT_UPDATE または
REPLACE_CREATE などのキーワードが
欠落しているか、またはキーワードのつづ
りが誤っています。

説明: IMPORT の場合、 Action String (たとえば、
"REPLACE into ...") パラメーターに キーワード
INSERT、 REPLACE、 CREATE、 INSERT_UPDATE、

SQL3026N

第 7 章 SQL3000 - SQL3499 477



または REPLACE_CREATE が入っていません。 LOAD

の場合には Action String パラメーターには、キーワー
ド INSERT、REPLACE、あるいは RESTART が含まれ
ません。キーワードの後には、少なくとも 1 つのブラ
ンクが必要です。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な Action String パラメーターを
指定して、コマンドを再実行してください。

SQL3034N ターゲット指定からキーワード INTO が
欠落しているか、またはつづりが間違って
います。

説明: INTO キーワードが指定されていないか、または
そのつづりが誤っています。 INTO の後には、少なく
とも 1 つのブランクが必要です。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な Action String (例えば
"REPLACE into...") パラメーターを指定して、コマンド
を再サブミットしてください。

SQL3035N ターゲット指定の tablename パラメータ
ーが無効です。

説明: IMPORT の場合、Action String (たとえば、
"REPLACE into ...") の tablename パラメーターが 無効
です。 LOAD では、Action String の tablename あるい
は 例外表名 が無効です。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な tablename を指定して、コマ
ンドを再サブミットしてください。すべてのコマンド・
キーワードおよびパラメーターが正しい順序で入力され
ているか確認してください。

SQL3036N ターゲット指定の tcolumn-list に、右括
弧がありません。

説明: tcolumn-list は、括弧で区切る必要があります。
リストが右括弧で終了していません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: Action String (例えば "REPLACE into

...") パラメーターに有効で完全な列リストを指定して、
ステートメントを再サブミットしてください。

SQL3037N インポート処理中に、SQL エラー
sqlcode が発生しました。

説明: Action String (例えば "REPLACE into ...") パラ
メーターの処理中に SQL エラーが発生しました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージの
SQLCODE (メッセージ番号) を調べてください。 変更
を行って、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3038N Action String パラメーターに予期しない
文字が含まれています。

説明: IMPORT の場合、Action String (例えば
"REPLACE into ...") パラメーターの列リストの右小括
弧の後ろに、ブランク以外の文字があります。 LOAD

では、Action String パラメーターの列リストの右小括弧
か、例外表名、あるいはその両方の後ろに、ブランク以
外の文字があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な Action String パラメーターを
指定して、コマンドを再実行してください。

SQL3039W DATA BUFFER の LOAD で使用できる
メモリーは全 LOAD 並列処理を禁止しま
す。 value のロード並列処理が使用され
ます。

説明: LOAD ユーティリティーが、システム構成に基
づいて SMP 活用の CPU 並列処理の最適レベルを判別
しようとしたか、またはユーザーがユーティリティーを
呼び出したときに、LOAD 並列処理に対して値を指定し
ました。 そのときに、以下のいずれかの制限が発生し
ました。

1. ユーティリティー・ヒープの空きメモリーの量で
は、この度合いの並列処理はできない。

2. DATA BUFFER パラメーターが、指定された並列処
理または使用できる並列処理には小さすぎる値で指
定された。

より少ないメモリーを必要とする、より低い並列処理の
度合いが使用される。

ユーザーの処置:

1. このメッセージを無視すれば、LOAD が並列に対し
て小さい値を使用して、正常に完了します。 ただ
し、ロード・パフォーマンスは最適ではない可能性
があります。

2. ユーティリティーを呼び出すときに LOAD に対して
小さい値を指定してください。

3. ユーティリティー・ヒープのサイズを増やしてくだ
さい。

4. データ・バッファー・パラメーターのサイズを増や
すか、またはパラメーターをブランクのままにして
LOAD ユーティリティーがユーティリティー・ヒー
プのフリー・スペースに基づいてデフォルトを判別
できるようにします。
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SQL3040N ユーティリティーが、option-name パラメ
ーターで指定されたファイル名 file-name

を使用できません。理由コード:

reason-code

説明: 以下のいずれかの理由コードが適用されます。

1

ファイル file-name が有効な sqlu_media_list で
ないか、または提供された値が無効です。
media_type は SQLU_CLIENT_LOCATION で
なければなりません。

2

提供されたファイル名が十分ではありません。
提供されたファイル名の数に
SQLU_MAX_SESSIONS を掛けた数よりも多く
の文書をエクスポートする必要があります。

3

パス名とファイル名の組み合わせが、ファイル
ごとに 255 バイトという最大長を超えていま
す。

4

ファイル file-name にアクセスできません。

5

ファイル名 file-name にパス名が含まれていま
すが、パスを含めてはなりません。

6

開始位置と入力データの長さの合計が、ファイ
ル名 file-name を持つファイルのサイズを超え
ています。

ユーザーの処置: どの理由コードが当てはまるかを判別
し、問題を訂正してコマンドの再サブミットを行ってく
ださい。

SQL3041N 指定された日付値は、Sybase ではサポー
トされていません。

説明: Sybase は、1753 年より前の日付値をサポートし
ていません。

ユーザーの処置: 有効な日付値を指定して、再度コマン
ドを発行してください。

SQL3042N DATALINK 列に指定された LINKTYPE

が無効です。

説明: DATALINK 列の LINKTYPE に指定された値が
無効です。

ユーザーの処置: 指定された LINKTYPE をチェックし

ます。 値を訂正して、コマンドを再サブミットしてく
ださい。

SQL3043N DATALINK 列の DATALINK

SPECIFICATION が無効です。

説明: DATALINK 列の DATALINK SPECIFICATION

が、以下のいずれかの理由で無効です。

v DL_URL_REPLACE_PREFIX に値が指定されていな
い。

v DL_URL_DEFAULT_PREFIX に値が指定されていな
い。

v DL_URL_SUFFIX に値が指定されていない。

v DL_URL_REPLACE_PREFIX または
DL_URL_DEFAULT_PREFIX または
DL_URL_SUFFIX 以外のキーワードが入っている。

ユーザーの処置: 指定を訂正してコマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL3044N DATALINK 列の DATALINK

SPECIFICATION に接頭部の重複指定が
存在します。

説明: DATALINK 列の DATALINK SPECIFICATION

に DL_URL_REPLACE_PREFIX または
DL_URL_DEFAULT_PREFIX の重複指定が存在します。

ユーザーの処置: 重複指定を除去してコマンドを再サブ
ミットしてください。

SQL3045N METHOD パラメーターの dcolumn 位置
が、1 より小さいか、または区切り文字付
き ASCII ファイルでの列の最大数 (1024)

より大きくなっています。

説明: dcolumn 位置が、1 より小さいか、または区切り
文字付きファイルでの最大列数 (1024) より大きくなっ
ています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な dcolumn 位置を指定して、コ
マンドを再サブミットしてください。

SQL3046N METHOD パラメーターの列数が、1 よ
り小さくなっています。

説明: デフォルト以外の METHOD 方法の場合、指定
された列数は正の数 (0 より大きい) でなければなりま
せん。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: METHOD パラメーターで有効な列数
を指定して、コマンドを再実行してください。
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SQL3047N METHOD に指定された LOAD/IMPORT

メソッドは、区切り文字付き ASCII ファ
イルには無効です。 'P' または 'デフォル
ト' である必要があります。

説明: 区切り文字付き ASCII ファイルに対して唯一有
効な LOAD/IMPORT 方法は、位置の場合は P、または
デフォルトの場合は D です。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なインポート方法を使用して、コ
マンドを再サブミットしてください。

SQL3048N 入力ファイルから指定された列が、データ
ベースの列より少なくなっていますが、デ
ータベースの列のいずれかが NULL 可能
ではありません。

説明: ターゲット表に指定された列数よりも少ない列数
が METHOD リストに指定されている場合は、欠落して
いる入力列の値が NULL としてロードされます。 1 つ
以上のこれらの入力列に対応するターゲット表の列が
NULL にすることができないので、 NULL は挿入でき
ません。

ファイルはロードされません。

ユーザーの処置: 入力ファイルと同数の列を持つか、ま
たは NULL 値化可能な列を持つ新しい表を定義してく
ださい。 コマンドを再サブミットしてください。

SQL3049N データベースの列 name のデータ・タイ
プ type が、このフォーマット・ファイル
と互換ではありませんが、データベースの
列は NULL 可能ではありません。

説明: データベースの列タイプがこのファイルには無効
です。データベースの列が NULL にできないために、
ユーティリティーは終了しました。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: データベース表を再定義して、列がフ
ァイルからロードされる列と互換になるようにしてくだ
さい。

SQL3050W データの変換は、IXF ファイル・コー
ド・ページ file-code-page とアプリケーシ
ョン・コード・ページ
application-code-page の間で行われます。

説明: IXF データ・ファイルの IMPORT が発行され、
IXF ファイルの文字データのコード・ページが、インポ
ート処理を呼び出しているアプリケーションのコード・

ページと異なる場合は、データ・ファイルのコード・ペ
ージから、アプリケーションのコード・ページへの変換
が行われ、処理は続けられます。

IXF データ・ファイルの LOAD が発行され、IXF ファ
イルの文字データのコード・ページが、データベースの
コード・ページと異なる場合は、データ・ファイルのコ
ード・ページから、データベースのコード・ページへの
変換が行われ、処理は続けられます。

ユーザーの処置: 変換を実行したくない場合は、
FORCEIN オプションを使用して、ユーティリティーを
呼び出し、それ以外の場合、アクションは不要です。

SQL3051W column-name にロードされるデータがロー
ドされましたが、IXF コード・ページか
らアプリケーション・コード・ページへの
変換が実行されませんでした。

説明: CLOB または DBCLOB 列へロードされたデー
タは分離ファイルに保管され、その中で何の変換も実行
されませんでした。

適切なデータをロードするためには、IXF ファイルと同
じコード・ページをもつアプリケーションからユーティ
リティーを呼び出してください。

ユーザーの処置: これは警告です。

SQL3052N type パス・パラメーターが欠落していま
すが、必要です。理由コード: reason-code

説明: 理由コード:

1 入力データ・ファイルは別のパスにあり、ター
ゲット表には type 列があります。type パス・
パラメーターを指定する必要があります。

2 ロードはリモート側で接続されたクライアント
から発行されており、type データの含まれるフ
ァイルがあります。 type パス・パラメーター
を指定する必要があります。

ユーザーの処置: パスを指定して、コマンドを再サブミ
ットしてください。

SQL3053N ワークシート・フォーマット・ファイルに
エクスポートされる行が、8191 行を超え
ています。

説明: ワークシート形式ファイル (WSF) に配置可能な
行の最大数は 8191 です。

EXPORT ユーティリティーは、ファイルに 8191 行を
書き込むと処理を停止します。

ユーザーの処置: このエラーを防ぐには、SELECT ス
テートメントを使用して、エクスポートされる行数を減
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らし、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3054N 入力ファイルが、有効な PC/IXF ファイ
ルではありません。このファイルは、有効
な H レコードを含むには小さすぎます。

説明: 予期される最初のレコードの終わりが検出される
前に、ファイルの終わりに達しました。ファイルが
PC/IXF ファイルではない可能性があります。

LOAD/IMPORT ユーティリティーの処理を停止します。
データはインポートされません。

ユーザーの処置: 入力ファイルが正しいことを確認して
ください。

SQL3055N 入力ファイルが、有効な PC/IXF ファイ
ルではありません。最初のレコードの「長
さ」フィールドを数値に変換できません。

説明: 最初のレコードの「長さ」フィールドにある値
が、ASCII 表現の数値ではありません。ファイルが
PC/IXF ファイルではない可能性があります。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: 入力ファイルが正しいことを確認して
ください。

SQL3056N 入力ファイルが、有効な PC/IXF ファイ
ルではありません。 H レコードの「長
さ」フィールドの値が、小さすぎます。

説明: H レコードの「長さ」フィールドの値が、有効
な H レコードに対する十分な大きさになっていませ
ん。ファイルが PC/IXF ファイルではない可能性があり
ます。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: 入力ファイルが正しいことを確認して
ください。

SQL3057N 入力ファイルが、有効な PC/IXF ファイ
ルではありません。最初のレコードの「タ
イプ」フィールドが H ではありません。

説明: 最初のレコードの「タイプ」フィールドが H で
はありません。最初のレコードは有効な H レコードで
はありません。ファイルが PC/IXF ファイルではない可
能性があります。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: 入力ファイルが正しいことを確認して
ください。

SQL3058N H レコードの「ID」フィールドが IXF

ではありません。

説明: H レコードの「ID」フィールドが、ファイルを
PC/IXF ファイルとして識別していません。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: H レコードの「ID」フィールドを調
べてください。

SQL3059N H レコードの「バージョン」フィールド
が無効です。

説明: H レコードの「バージョン」フィールドに、無
効な値が入っています。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: H レコードの「バージョン」フィー
ルドを調べてください。

SQL3060N H レコードの「HCNT」フィールドが数
値に変換できないか、または値が範囲を超
えています。

説明: H レコードの「Heading-record-count」フィール
ドが、 ASCII 表現の数字ではないか、またはこのフィ
ールドには無効な数字になっています。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: H レコードの「HCNT」フィールドを
調べてください。

SQL3061N H レコードの「1 バイト・コード・ペー
ジ」と「2 バイト・コード・ページ」フィ
ールドの両方、またはいずれかが数値に変
換できないか、または値が範囲を超えてい
ます。

説明: H レコードの「1 バイト・コード・ページ」と
「2 バイト・コード・ページ」フィールドが、ASCII 表
現の数値ではないか、またはこのフィールドには無効な
数値になっています。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: H レコードの「1 バイト・コード・
ページ」と「2 バイト・コード・ページ」フィールドを
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調べて、該当する値に変更して、コマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL3062N H レコードの「2 バイト・コード・ペー
ジ」フィールドが数値に変換できないか、
または値が範囲を超えています。

説明: H レコードの「2 バイト・コード・ページ」フ
ィールドが、ASCII 表現の数字ではないか、またはこの
フィールドには無効な数字になっています。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: H レコードの「2 バイト・コード・
ページ」フィールドを調べて、該当する値に変更して、
コマンドを再サブミットしてください。

SQL3063N H レコードの 1 バイト・コード・ページ
の値 value-1 が、アプリケーションの 1

バイト・コード・ページの値 value-2 と互
換性がありません。FORCEIN オプショ
ンは指定されていません。

説明: H レコードの単一バイトのコード・ページの値
がアプリケーション・コード・ページの値と互換性があ
りません。 FORCEIN オプションが使用されていないと
き、値 1 から 2 への変換がサポートされていないと、
データのロードはできません。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: このデータをロードするには、
FORCEIN オプションを指定して、コマンドを再実行し
てください。

SQL3064N H レコードの 2 バイト・コード・ページ
の値 value-1 が、アプリケーションの 2

バイト・コード・ページの値 value-2 と互
換性がありません。FORCEIN オプショ
ンは指定されていません。

説明: H レコードの 2 バイトのコード・ページの値が
アプリケーション・コード・ページの値と互換性があり
ません。 FORCEIN オプションが使用されていないと
き、値 1 と 2 が同一でないと、データのロードはでき
ません。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: 2 バイト・コード・ページの値が一致
しないデータをロードするには、FORCEIN オプション
を指定してコマンドを再実行してください。

SQL3065C アプリケーションのコード・ページの値が
判別できません。

説明: アプリケーションのコード・ページの判別中に、
システムがエラーを見つけました。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
またはアンロードされません。

ユーザーの処置: サービス担当者に連絡してください。

SQL3066N T レコードの読み取り中または探索中
に、ファイルの終わりに達しました。

説明: システムが T レコードを探索しているとき、ま
たは T レコードを読み取っているときに、ファイルの
終わりに達しました。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: 入力ファイルの T レコードを調べて
ください。 PC/IXF ファイルをあるメディアから別のメ
ディアにコピーしている場合は、コピーをオリジナルと
比較するか、またはコピー処理を繰り返してください。

SQL3067N T レコードの「長さ」フィールドを数値
に変換できません。

説明: T レコードの「長さ」フィールドが、ASCII 表
現の数字ではありません。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: T レコードの「長さ」フィールドを
調べてください。

SQL3068N T レコードの「長さ」フィールドの値
が、小さすぎます。

説明: T レコードの「長さ」フィールドの値が十分に
大きくないので、T レコードは無効です。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: T レコードの「長さ」フィールドを
調べてください。

SQL3069N H レコードに続く、A レコード以外の最
初のレコードが、T レコードではありま
せん。

説明: H レコードの後の A レコードではない最初のレ
コードが、T レコードでもありません。 H レコードの
後には、すぐに T レコードが続く必要がありますが、T
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レコードの前に A レコードが存在する可能性がありま
す。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: H レコードに続くレコードを調べて
ください。

SQL3070N A レコードの「長さ」フィールドの値が
範囲を超えています。

説明: A レコードの「長さ」フィールドが、このフィ
ールドには無効な数字です。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: A レコードの「長さ」フィールドを
調べてください。

SQL3071N T レコードの「データ変換」フィールド
が C ではありません。

説明: T レコードの「データ変換」フィールドが C 以
外の値です。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: T レコードの「データ変換」フィー
ルドを調べてください。

SQL3072N T レコードの「データ・フォーマット」
フィールドが、M ではありません。

説明: T レコードの「データ形式」フィールドが M 以
外の値です。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: T レコードの「データ形式」フィー
ルドを調べてください。

SQL3073N T レコードのマシン・フォーマット・フ
ィールドが PCbbb (b はブランク) では
ありません。

説明: T レコードのマシン形式フィールドが、PCbbb

以外の値です。それぞれの b はブランクです。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: T レコードのマシン形式フィールド
を調べてください。

SQL3074N T レコードの「データ・ロケーション」
フィールドが I ではありません。

説明: T レコードの「データ・ロケーション」フィー
ルドが I 以外の値です。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: T レコードの「データ・ロケーショ
ン」フィールドを調べてください。

SQL3075N T レコード内の CCNT が数値に変換でき
ないか、または値が範囲を超えています。

説明: T レコードの「C レコード・カウント」フィー
ルドが、ASCII 表現の数字になっていないか、またはこ
のフィールドには無効な数字になっています。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: T レコードの「CCNT」フィールドを
調べてください。

SQL3076N T レコードの「名前の長さ」フィールド
が数値に変換できないか、または値が範囲
を超えています。

説明: T レコードの「名前の長さ」フィールドが、
ASCII 表現の数字ではないか、またはこのフィールドに
は無効な数字になっています。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: T レコードの「名前の長さ」フィー
ルドを調べてください。

SQL3077N T レコードの「CCNT」フィールドに指定
された C レコードの数 value が、許され
る最大値 maximum を超えています。

説明: T レコードの「CCNT」フィールドの値が、この
リリースの示された最大許容値を超えています。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: T レコードの「CCNT」フィールドを
調べてください。

SQL3078N A レコードの「長さ」フィールドを数値
に変換できません。

説明: A レコードの「長さ」フィールドが、ASCII 表
現の数字ではありません。
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ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: A レコードの「長さ」フィールドを
調べてください。

SQL3079N C レコードの「長さ」フィールドを数値
に変換できません。

説明: C レコードの「長さ」フィールドが、ASCII 表
現の数字ではありません。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: C レコードの「長さ」フィールドを
調べてください。

SQL3080N C レコードの「長さ」フィールドの値
が、小さすぎます。

説明: C レコードの「長さ」フィールドの値が十分に
大きくないので、C レコードは無効です。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: C レコードの「長さ」フィールドを
調べてください。

SQL3081N C レコードが足りません。

説明: (正しい位置で) 見つかった C レコードの数が、
T レコードの C レコード・カウント (CCNT) に指定さ
れた数より少なくなっています。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: T および C レコードを調べてくださ
い。

SQL3082N C レコードの読み取り中または探索中
に、ファイルの終わりに達しました。

説明: システムが C レコードを探索しているとき、ま
たは C レコードをまだ読み取っているときに、ファイ
ルの終わりに達しました。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: 入力ファイルの C レコードを調べて
ください。 PC/IXF ファイルをあるメディアから別のメ
ディアにコピーしている場合は、コピーをオリジナルと
比較するか、またはコピー処理を繰り返してください。

SQL3083N 列 name に対する C レコードの「D レ
コード ID」フィールドの値が、数値に変
換できません。

説明: 示された列に対する C レコードの「D レコード
ID」フィールドが、ASCII 表現の数字ではありません。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: C レコードの「D レコード ID」フィ
ールドを調べてください。

SQL3084N 列 name に対する C レコードの「D レ
コード位置」フィールドの値が、数値に変
換できません。

説明: 示された列に対する C レコードの「D レコード
位置」フィールドが、ASCII 表現の数字ではありませ
ん。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: C レコードの「D レコード位置」フ
ィールドを調べてください。

SQL3085N 列 name に対する C レコードの「D レ
コード ID」、および「D レコード位置」
フィールドの値が範囲を超えているか、ま
たは前の C レコードと矛盾しています。

説明: 示された列に対する C レコードの「D レコード
ID」、および「D レコード位置」フィールドに、範囲を
超えているか、または前の C レコードとの関連で正し
くない値が入っています。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: C レコードの「D レコード ID」およ
び「D レコード位置」フィールドを調べてください。

SQL3086N データベースの列 name へのロードを指
定されたソース列がないか、または存在し
ないソース列が指定されていますが、デー
タベースの列は NULL にすることはでき
ません。

説明: 示された列にエクスポートされるように指定され
た PC/IXF 列がないか、または指定された PC/IXF ソー
ス列が存在しません。データベースの列が NULL にで
きないために、NULL は挿入することができません。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: METHOD パラメーターの名前や位置
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に誤りがないかどうか、また Action String (例えば、
"REPLACE into...") パラメーターで明示されている、ま
たは暗黙に指定されている項目の数よりも、METHOD

パラメーター内の項目の数が少なくなっていないかどう
かを確認してください。

SQL3087N データベースの列 name へのロードを指
定されたソース列が無効か、またはデータ
ベースの列は NULL 可能ではありませ
ん。

説明: このメッセージで示されたデータベースの列に
PC/IXF 列をロードできません。理由はメッセージ・ロ
グの前のメッセージで示されています。データベースの
列が NULL にできないために、NULL は挿入すること
ができません。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: 前のメッセージを読んで、列が無効な
理由を理解してください。

SQL3088N データベースの列 name へのロードが指
定されたソース列が、データベースの列と
互換ではありませんが、データベースの列
は NULL 可能ではありません。

説明: ソース PC/IXF 列が、ターゲット・データベー
スの列と互換性がありません。列のタイプまたは長さ
が、互換でない可能性があります。データベースの列が
NULL にできないために、NULL は挿入することができ
ません。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: ソース PC/IXF ファイルの列を、デ
ータベースの列と比較してください。

SQL3089N D レコードが予期されている位置に、D

レコードではないレコードがあります。

説明: D レコードがあるべき位置に、D レコード以外
のレコードがあります。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: ファイル内の D レコードを調べてく
ださい。

SQL3090N D レコードの「長さ」フィールドを数値
に変換できません。

説明: D レコードの「長さ」フィールドが、ASCII 表
現の数字ではありません。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: D レコードの「長さ」フィールドを
調べてください。

SQL3091N D レコードの「長さ」フィールドの値が
範囲を超えています。

説明: D レコードの「長さ」フィールドが、このフィ
ールドには無効な数字です。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: D レコードの「長さ」フィールドを
調べてください。

SQL3092N D レコードの「ID」フィールドに、予期
されていない値が含まれています。

説明: D レコードの「ID」フィールドが無効です。 1

つ以上の D レコードが、間違った順序で書き込まれた
可能性があります。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: D レコードの「ID」フィールドを調
べてください。

SQL3093N 入力ファイルは、有効な WSF ファイル
ではありません。

説明: ワークシート形式 (WSF) ファイルの最初のレコ
ードが、ファイルの開始 (BOF) レコードではないか、
または WSF ファイルのバージョンがサポートされてい
ません。

IMPORT ユーティリティーは処理を停止します。データ
はインポートされません。

ユーザーの処置: ファイルが有効な WSF ファイルで
あり、その名前が正しく入力されていることを確認して
ください。

SQL3094N 入力列 name が見つかりませんが、対応
するデータベースの列は NULL 可能では
ありません。

説明: 示された列が、入力ファイルに存在しません。対
応するデータベースの列が NULL にすることができな
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いために、データが列にロードできません。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。エラーが発生する前に処理された列は、デ
ータベース内に存在します。

ユーザーの処置: 入力ファイルに指定した列名があるこ
とを確認してください。

SQL3095N 指定された列の位置 position は、1 から
256 までの有効範囲内の値ではありませ
ん。

説明: 1 から 256 の有効範囲にない列の位置が指定さ
れました。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。エラーが発生する前に処理された列は、デ
ータベース内に存在します。

ユーザーの処置: 指定した列の位置が 1 から 256 の範
囲内にあることを確認してください。

SQL3096N データベースの列 name のデータ・タイ
プ type が、 WSF 列タイプと互換ではあ
りませんが、データベースの列は NULL

可能ではありません。

説明: 示されたデータベースの列と互換であるワークシ
ート形式 (WSF) 列タイプがありません。データベース
の列が NULL にできないために、IMPORT ユーティリ
ティーは処理を停止します。

データはインポートされません。

ユーザーの処置: データベース表を再定義して、その列
が WSF ファイルからインポートされる列と互換になる
ようにしてください。コマンドを再サブミットしてくだ
さい。

SQL3097N WSF レコードの「レコード長」フィール
ドが、このレコード・タイプには無効で
す。

説明: ワークシート形式 (WSF) レコードは、 予期さ
れた固定長または可変長の範囲です。ただし、レコード
に固定長が入っていないか、または可変長が範囲を超え
ています。 WSF ファイルが損傷を受けたか、または間
違って生成されました (Lotus 製品のレベルが、データ
ベース・マネージャーによってサポートされていない可
能性があります)。

IMPORT ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: サポートされているレベルの Lotus

製品を使用して、WSF ファイルを再生成してくださ
い。

SQL3098N 入力ファイルの行番号が、1 から 8192 ま
での有効範囲を超えています。

説明: ワークシート形式 (WSF) スプレッドシートが含
むことができる行の最大数は 8192 です。セル調整に、
有効範囲外の値が入っています。 WSF ファイルが損傷
を受けたか、または間違って生成されました (Lotus 製
品のレベルが、データベース・マネージャーによってサ
ポートされていない可能性があります)。

IMPORT ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: サポートされているレベルの Lotus

製品を使用して、WSF ファイルを再生成してくださ
い。

SQL3099N 入力ファイルの列番号が、1 から 256 ま
での有効範囲を超えています。

説明: ワークシート形式 (WSF) スプレッドシートが含
むことができる列の最大数は 256 です。セル調整に、
有効範囲外の値が入っています。 WSF ファイルが損傷
を受けたか、または間違って生成されました (Lotus 製
品のレベルが、データベース・マネージャーによってサ
ポートされていない可能性があります)。

IMPORT ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: サポートされているレベルの Lotus

製品を使用して、WSF ファイルを再生成してくださ
い。

SQL3100W 出力 DEL フォーマット・ファイルの列
番号 column-number (name で識別される)

が、 254 バイトより長くなっています。

説明: 示された出力列の長さまたは最大長が 254 バイ
ト以上になっています。 254 バイトより大きな列は、
他のいくつかの製品ではサポートされていません。

フィールド全体が切り捨てられずにエクスポートされま
す。

DB2 バージョン 9.5 より前の場合のみ、データが DEL

ファイル・フォーマットでエクスポートされて出力ファ
イル内の 1 つ以上の列の長さが 254 バイトより長くな
った場合に、このメッセージが返されます。

ユーザーの処置: 出力ファイルが他の製品で処理できな
い場合は、正しくない列のサブストリングのみをエクス
ポートするか、表を再定義するか、または DEL 列内の
データを手操作で切り捨ててください。
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SQL3101W 行 row-number の列 column-number に文
字ストリング区切り文字があります。

説明: システムは、エクスポートされる文字ストリング
の両側に文字ストリング区切り文字を置きますが、文字
ストリング内にすでに区切り文字を持つ文字ストリング
が見つかりました。

区切り文字は文字ストリングの両側に置かれます。その
ストリングを後で使用すると、切り捨て処理が行われま
す。処理の続行は可能です。

ユーザーの処置: 出力表またはファイルの指示された列
および行のデータを検討してください。 データの損失
を防ぐには、区切り文字をデータ内にない文字に変更し
てください。

SQL3102W METHOD パラメーターの列数が、Action

String (例えば "REPLACE into...") パラ
メーターの列数よりも大きくなっていま
す。

説明: 入力ファイルまたは表から取り出される列数が、
出力表またはファイルに置かれる列数より大きくなって
います。

出力表またはファイルに指定された列のデータのみが処
理されます。余った入力列のデータは処理されません。

ユーザーの処置: 出力表またはファイルのデータを検討
してください。

SQL3103W METHOD パラメーターの列数が、Action

String (例えば、"REPLACE into...") パ
ラメーターの列数よりも小さくなっていま
す。

説明: 入力ファイルまたは表から取り出される列数が、
出力表またはファイルに置かれる列数より小さくなって
います。

入力表またはファイルに指定された列のデータのみが処
理されます。余った出力列のデータは処理されません。

ユーザーの処置: 出力表またはファイルのデータを検討
してください。

SQL3104N エクスポート・ユーティリティーが、ファ
イル name へのデータのエクスポートを
開始しています。

説明: これは通常の開始メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3105N エクスポート・ユーティリティーが、
number 行のエクスポートを完了しまし
た。

説明: これは、メッセージ・ファイルの最後に印刷され
る、エクスポート・ユーティリティーのサマリー・メッ
セージです。 このメッセージは、エクスポート・ユー
ティリティーが終了する前に SELECT ステートメント
から処理された行数を示します。

ユーザーの処置: 0 の sqlcode がユーティリティーか
ら返された場合は、処置を行う必要はありません。
3107 の sqlcode が返された場合は、エクスポート中に
出された警告について、メッセージ・ファイルをチェッ
クして、必要に応じて、コマンドを再サブミットしてく
ださい。負の sqlcode が返された場合は、エクスポート
中にエラーが発生し、データ・ファイルには、要求した
すべてのデータが含まれていない可能性があります。エ
ラーを訂正して、コマンドを再サブミットする必要があ
ります。

SQL3106N メッセージ・ファイルへのメッセージのフ
ォーマット中に、エラーが発生しました。

説明: エラー・メッセージが不完全か、または形式が正
しくない可能性があります。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3107W LOAD 処理中に少なくとも 1 つの警告メ
ッセージを受け取りました。

説明: LOAD コマンドを使用して、ファイル、テー
プ、または名前付きパイプからデータをデータベースに
ロードすることができます。LOAD 処理からの警告また
はエラーは、メッセージ・ファイルに出力するように指
定できます。メッセージ・ファイルが指定されていない
場合、警告またはエラーは標準出力に出力されます (デ
ータベース・マネージャー・インスタンスがパーティシ
ョン・データベース環境として構成されている場合を除
きます)。

処理中に少なくとも 1 つの警告を受け取った場合に、
このメッセージは返されます。メッセージ・ファイルを
使用している場合は、警告およびエラーがそこに出力さ
れます。

この警告は処理に影響を与えません。

ユーザーの処置: メッセージ・ファイルの警告を検討し
てください。
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SQL3108W 行 row-number と列 column-number の
DATALINK 値によって参照されているフ
ァイルにアクセスできません。理由コード
= reason-code。

説明: このメッセージが表示される考えられる原因は、
次の reason-code の値に依存します。

1 DATALINK 値データ・ロケーション・フォー
マットが無効です。

2 DATALINK 値 DB2 Data Links Manager がデ
ータベースに登録されていません。

3 DATALINK リンク・タイプ値が無効です。

4 DB2 Data Links Manager で DATALINK 値参
照ファイルを検出できません。

5 DATALINK 値参照ファイルはすでにデータベ
ースにリンクされています。

6 DATALINK 値参照ファイルはリンクのために
アクセスできません。セット・ユーザー ID

(SUID) またはセット・グループ (SGID) の許
可ビットがオンになっている、シンボリック・
リンクまたはファイルである可能性がありま
す。

7 DATALINK 値 URL またはコメントが長過ぎ
ます。

8 DATALINK 値参照ファイルをデータベースへ
リンクできません。 DB2 Data Links Manager

が、DB2 ユーザーがこのファイルにリンクす
ることを許可していません。

ユーザーの処置: アクションは次のように reason-code

に基づいています。

1 データ・ロケーション・フォーマットを訂正し
てください。ホスト名が指定されていなけれ
ば、FILE LINK CONTROL のサポートが使用
可能である場合のみ、DB2 はローカル・ホス
ト名をデフォルトとして使用することができま
す。 このサポートを有効にすることに関する
詳細は、「管理ガイド」を参照してください。

2 正しい DB2 Data Links Manager が指定されて
いることを確認して、正しい場合はデータベー
スに登録してください。登録された DB2 Data

Links Manager は、FILE LINK CONTROL の
サポートが使用可能でない場合は無視されま
す。このサポートを有効にすることに関する詳
細は、「管理ガイド」を参照してください。

3 リンク・タイプ値を訂正してください。

4 正しいファイルが指定され、そのファイルが存
在するかどうかチェックしてください。

5 ファイルの既存の参照をリンク解除するか、ま
たはこのステートメントでファイルを指定しな
いようにしてください。

6 ディレクトリーのリンクは許可されていませ
ん。シンボリック・リンクではなく、実際のフ
ァイル名を使用してください。 SUID または
SGID がオンの場合は、DATALINK タイプを
使用してこのファイルをリンクできません。

7 データ・ロケーション値またはコメントの長さ
を小さくしてください。

8 DB2 Data Links Manager 管理者に連絡して、
必要な許可を入手してください。

SQL3109N ユーティリティーが、ファイル name か
らデータのロードを開始しています。

説明: これは通常の開始メッセージです。このメッセー
ジは、ソース・ファイルの代わりに、サーバーに作成さ
れた一時ファイルの名前を示す可能性があります。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3110N ユーティリティーが処理を完了しました。
number 行が、入力ファイルから読み取ら
れました。

説明: これは正常な終了メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3111C 入力データ・ファイルのクローズ中に入出
力エラーが発生しました。

説明: 入力データ・ファイルをクローズしているとき
に、システム入出力エラーが発生しました。このエラー
は、クライアントまたはサーバーに関する問題を示して
いる可能性があります。

ファイルはクローズされません。

ユーザーの処置: 入出力エラーについて、入力ファイル
を調べてください。

SQL3112W 指定された入力ファイルの列が、データベ
ースの列より少なくなっています。

説明: 入力ファイルの指定された列が、出力ファイルの
列より少なくなっています。表の余分な列は NULL 値
可能として定義されているので、その列内の値は NULL

で埋められます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。
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SQL3113W データベース列 name のデータ・タイプ
type が、この形式ファイルと互換性があ
りません。NULL 値が列に挿入されま
す。

説明: データベース列タイプがこのファイルには無効で
す。列は NULL にすることができるので、NULL が挿
入されます。

NULL 値が、示された列にロードされます。

ユーザーの処置: この列で NULL が受け入れられない
場合は、以下のいずれかを行ってください。

v 表のデータを編集してください。

v 可能であれば、データベース表の別の互換列をターゲ
ット列として使用して、コマンドを再サブミットして
ください。

v データベース表を再定義して、列がロードされる列と
互換になるようにして、コマンドを再サブミットして
ください。

SQL3114W 行 row-number、列 column-number の text

の後に、ロードされていないデータがあり
ます。

説明: 以下のデータが列に含まれていると思われるた
め、示されている行と列のデータがロードされていませ
ん。

v 終了ストリング区切り文字

v 分離改行文字または復帰制御文字

v 区切り文字のないストリング値

ロードされたテキストは、text トークンに示されていま
す。

フィールドの内容が不完全な可能性があります。

ユーザーの処置: 出力表の値を入力ファイルの値と比較
してください。必要に応じて、入力ファイルを訂正して
コマンドを再サブミットするか、または表のデータを編
集してください。

SQL3115W 行 row-number、列 column-number の text

で始まるフィールドの値が、最長許容表列
よりも長すぎます。値は切り捨てられまし
た。

説明: フィールドの値が 32700 バイトより長くなって
います。

32700 バイトより後の値は、切り捨てられました。

ユーザーの処置: 出力表の値を入力ファイルの値と比較
してください。必要に応じて、入力ファイルを訂正して
コマンドを再サブミットするか、または表のデータを編

集してください。不一致の文字ストリング区切り文字を
チェックしてください。

SQL3116W 行 row-number、列 column-number のフィ
ールドの値が抜けていますが、ターゲット
列は NULL にできません。

説明: 入力ファイルに NULL のフィールド値が見つか
りました。表のターゲット列は NULL にできないの
で、ロードすることができません。

ASCII ファイル以外のファイルの場合は、列番号の値
が、欠落データの行内のフィールドを示します。 ASCII

ファイルの場合は、列番号の値が、欠落データの行内の
バイト位置を示します。

行はロードされません。

ユーザーの処置: 必要に応じて、入力ファイルを訂正し
てコマンドを再サブミットするか、または表のデータを
編集してください。

SQL3117W 行 row-number、列 column-number のフィ
ールドの値が SMALLINT 値に変換でき
ません。NULL がロードされました。

説明: 示されたフィールドの値が、SMALLINT 値に変
換できません。データ・タイプが不一致である可能性が
あります。値が 2 バイトの整数よりも大きい可能性が
あります。

区切り文字付き ASCII (DEL) ファイルの場合、列番号
の値が問題の値の入った行内のフィールドを示していま
す。 ASCII ファイルの場合は、列番号の値が、問題の
値が始まる行内のバイト・ロケーションを示します。

NULL 値がロードされます。

ユーザーの処置: 入力値を調べてください。 必要に応
じて、入力ファイルを訂正してコマンドを再サブミット
するか、または表のデータを編集してください。

SQL3118W 行 row-number、列 column-number のフィ
ールドの値が SMALLINT 値に変換でき
ませんが、ターゲット列は NULL 可能で
はありません。行はロードされませんでし
た。

説明: 示されたフィールドの値が、SMALLINT 値に変
換できません。データ・タイプが不一致である可能性が
あります。値が 2 バイトの整数よりも大きい可能性が
あります。表の出力列は NULL 可能ではないため、
NULL をロードできません。

区切り文字付き ASCII (DEL) ファイルの場合、列番号
の値が問題の値の入った行内のフィールドを示していま
す。 ASCII ファイルの場合は、列番号の値が、問題の
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値が始まる行内のバイト・ロケーションを示します。

行はロードされません。

ユーザーの処置: 入力ファイルを訂正してコマンドを再
サブミットするか、または表のデータを編集してくださ
い。

SQL3119W 行 row-number、列 column-number のフィ
ールドの値が INTEGER 値に変換できま
せん。NULL がロードされました。

説明: 示されたフィールドの値が INTEGER 値に変換
できないために、データ・タイプの不一致が存在する可
能性があります。

区切り文字付き ASCII (DEL) ファイルの場合、列番号
の値が問題の値の入った行内のフィールドを示していま
す。 ASCII ファイルの場合は、列番号の値が、問題の
値が始まる行内のバイト・ロケーションを示します。

NULL 値がロードされます。

ユーザーの処置: 入力値を調べてください。 必要に応
じて、入力ファイルを訂正してコマンドを再サブミット
するか、または表のデータを編集してください。

SQL3120W 行 row-number、列 column-number のフィ
ールドの値が INTEGER 値に変換できま
せんが、ターゲット列は NULL 可能では
ありません。行はロードされませんでし
た。

説明: 示されたフィールドの値が INTEGER 値に変換
できないために、データ・タイプの不一致が存在する可
能性があります。表の出力列は NULL 可能ではないた
め、NULL をロードできません。

区切り文字付き ASCII (DEL) ファイルの場合、列番号
の値が問題の値の入った行内のフィールドを示していま
す。 ASCII ファイルの場合は、列番号の値が、問題の
値が始まる行内のバイト・ロケーションを示します。

行はロードされません。

ユーザーの処置: 入力ファイルを訂正してコマンドを再
サブミットするか、または表のデータを編集してくださ
い。

SQL3121W 行 row-number、列 column-number のフィ
ールドの値が FLOAT 値に変換できませ
ん。NULL がロードされました。

説明: 指定されたフィールドの値は、FLOAT 値に変換
できません。 データ・タイプが不一致である可能性が
あります。

区切り文字付き ASCII (DEL) ファイルの場合、列番号

の値が問題の値の入った行内のフィールドを示していま
す。 ASCII ファイルの場合は、列番号の値が、問題の
値が始まる行内のバイト・ロケーションを示します。

NULL 値がロードされます。

ユーザーの処置: 入力値を調べてください。 必要に応
じて、入力ファイルを訂正してコマンドを再サブミット
するか、または表のデータを編集してください。

SQL3122W 行 row-number、列 column-number のフィ
ールドの値が FLOAT 値に変換できませ
んが、ターゲット列は NULL 可能ではあ
りません。行はロードされませんでした。

説明: 指定されたフィールドの値は、FLOAT 値に変換
できません。 データ・タイプが不一致である可能性が
あります。表の出力列は NULL 可能ではないため、
NULL をロードできません。

区切り文字付き ASCII (DEL) ファイルの場合、列番号
の値が問題の値の入った行内のフィールドを示していま
す。 ASCII ファイルの場合は、列番号の値が、問題の
値が始まる行内のバイト・ロケーションを示します。

行はロードされません。

ユーザーの処置: 入力ファイルを訂正してコマンドを再
サブミットするか、または表のデータを編集してくださ
い。

SQL3123W 行 row-number、列 column-number のフィ
ールドの値が PACKED DECIMAL 値に
変換できません。NULL がロードされま
した。

説明: 示されたフィールドの値が PACKED DECIMAL

値に変換できません。データ・タイプが不一致である可
能性があります。

区切り文字付き ASCII (DEL) ファイルの場合、列番号
の値が問題の値の入った行内のフィールドを示していま
す。 ASCII ファイルの場合は、列番号の値が、問題の
値が始まる行内のバイト・ロケーションを示します。

NULL 値がロードされます。

ユーザーの処置: 入力値を調べてください。 必要に応
じて、入力ファイルを訂正してコマンドを再サブミット
するか、または表のデータを編集してください。

SQL3124W 行 row-number、列 column-number のフィ
ールドの値が PACKED DECIMAL 値に
変換できませんが、ターゲット列は
NULL 可能ではありません。行はロード
されませんでした。

説明: 示されたフィールドの値が PACKED DECIMAL
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値に変換できません。データ・タイプが不一致である可
能性があります。表の出力列は NULL 可能ではないた
め、NULL をロードできません。

区切り文字付き ASCII (DEL) ファイルの場合、列番号
の値が問題の値の入った行内のフィールドを示していま
す。 ASCII ファイルの場合は、列番号の値が、問題の
値が始まる行内のバイト・ロケーションを示します。

行はロードされません。

ユーザーの処置: 入力ファイルを訂正してコマンドを再
サブミットするか、または表のデータを編集してくださ
い。

SQL3125W ターゲット・データベースの列よりデータ
が長いために、行 row-number、列
column-number の文字データが切り捨てら
れました。

説明: 入力ファイルのフィールド・データの長さが、ロ
ードされる先であるデータベース・フィールドの長さよ
り長くなっています。

文字データは切り捨てられました。

ユーザーの処置: 出力表の値を入力ファイルの値と比較
してください。必要に応じて、入力ファイルを訂正して
コマンドを再サブミットするか、または表のデータを編
集してください。データベースの列の幅は増やすことが
できません。必要に応じて、もっと幅の広い列で表を定
義して、処理を繰り返してください。

SQL3126N リモート・クライアントにはファイルおよ
びディレクトリーの絶対パスが必要です。

説明: リモートとしてカタログされたデータベースに接
続し、LOAD コマンドを発行するには、データ・ファイ
ルの絶対パスが必要です。

lobpaths、copytarget、tempfiles、および part_file_location

へのポインターは絶対パスか NULL でなければなりま
せん。

ユーザーの処置: 有効な絶対ファイルおよびパス名を指
定して、ステートメントを再サブミットしてください。

SQL3128W データがデータベースの列より長いため
に、行 row-number、列 column-number に
data が含まれるフィールドが、DATE フ
ィールドに合わせて切り捨てられます。

説明: 示されたフィールドの日付値が、日付のストリン
グ表現の長さより長くなっています。

日付値は、表に合うように切り捨てられます。

ユーザーの処置: 出力表の値を入力ファイルの値と比較

してください。必要に応じて、入力ファイルを訂正して
コマンドを再サブミットするか、または表のデータを編
集してください。

SQL3129W 日付、時刻、またはタイム・スタンプのフ
ィールドがブランクで埋められました。行
番号: row-number。列番号:

column-number。フィールド内のテキスト:

text。

説明: 入力ファイルのフィールド・データが、データベ
ースの列より短くなっていました。

データの右側がブランクで埋められます。

ユーザーの処置: 出力表の値を入力ファイルの値と比較
してください。必要に応じて、入力ファイルを訂正して
コマンドを再サブミットするか、または表のデータを編
集してください。

SQL3130W データがデータベースの列より長いため
に、行 row-number、列 column-number に
text が含まれるフィールドが、「TIME」
フィールドに合わせて切り捨てられます。

説明: 示されたフィールドの時刻値が、時刻のストリン
グ表現の長さより長くなっています。

時刻値は、表に合うように切り捨てられます。

ユーザーの処置: 出力表の値を入力ファイルの値と比較
してください。必要に応じて、入力ファイルを訂正して
コマンドを再サブミットするか、または表のデータを編
集してください。

SQL3131W データがデータベースの列より長いため
に、行 row-number、列 column-number に
text が含まれるフィールドが、
「TIMESTAMP」フィールドに合わせて
切り捨てられます。

説明: 示されたフィールドのタイム・スタンプの値が、
タイム・スタンプのストリング表現の長さより長くなっ
ています。

タイム・スタンプの値は、表に合うように切り捨てられ
ます。

ユーザーの処置: 出力表の値を入力ファイルの値と比較
してください。必要に応じて、入力ファイルを訂正して
コマンドを再サブミットするか、または表のデータを編
集してください。
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SQL3132W 列 column の文字データがサイズ size に
切り捨てられます。

説明: 文字データ列に、エクスポートできるデフォルト
の最大文字列より長い定義サイズがあり、各値は、指定
されたサイズに切り捨てられます。

たとえば、デフォルト値によって、LOB 列の最初の
SQL_LONGMAX バイトがエクスポートされます。
LOB 列全体が必要な場合には、ファイル・タイプ修飾
子に LOBSINFILE キーワードを指定しなければなりま
せん。LOB の各列が別個のファイルに保管されます。

ユーザーの処置: これは警告です。アクションは不要で
す。

SQL3133W 行 row-number と列 column-number のフ
ィールドに無効な DATALINK 値が含ま
れています。NULL がロードされまし
た。

説明: 指定されたフィールドの DATALINK 値は無効
です。区切り文字付き ASCII (DEL) ファイルの場合、
列番号の値が問題の値の入った行内のフィールドを示し
ています。 ASCII ファイルの場合は、列番号の値が、
問題の値が始まる行内のバイト・ロケーションを示しま
す。

NULL 値がロードされます。

ユーザーの処置: 入力値を調べてください。 必要に応
じて、入力ファイルを訂正してコマンドを再サブミット
するか、または表のデータを編集してください。

SQL3134W 行 row-number と列 column-number のフ
ィールドに無効な DATALINK 値が含ま
れていますが、ターゲット列は NULL 可
能ではありません。行はロードされません
でした。

説明: 指定されたフィールドの DATALINK 値は無効
です。区切り文字付き ASCII (DEL) ファイルの場合、
列番号の値が問題の値の入った行内のフィールドを示し
ています。 ASCII ファイルの場合は、列番号の値が、
問題の値が始まる行内のバイト・ロケーションを示しま
す。

ユーザーの処置: 入力値を調べてください。 必要であ
れば、入力ファイルを訂正してコマンドの再サブミット
を行ってください。

SQL3135N METHOD パラメーターの列数が、ター
ゲット表の列数よりも大きくなっていま
す。

説明: METHOD パラメーターのデータ列の数は、実際
の表のデータ列の数と同じか、またはそれより小さくな
ければなりません。

ユーザーの処置: 入力列の正しい数を METHOD パラ
メーターに指定して、コマンドを再サブミットしてくだ
さい。

SQL3137W 行 row-number が短すぎます。NULL 可
能でないデータベースの列にロードされる
入力値のうち、少なくとも 1 つが足りま
せん。行はロードされませんでした。

説明: 区切り文字付き ASCII ファイルからロードして
いる場合は、行に含まれているフィールドが少なすぎま
す。区切り文字付き ASCII ファイル以外のファイルか
らロードしている場合は、行に含まれているデータのバ
イト数が少なすぎます。少なくとも 1 つの NULL にで
きないターゲット列に対する入力値がありません。

行はロードされません。

ユーザーの処置: 入力ファイルとターゲット表の内容を
調べてください。入力ファイルを訂正してコマンドを再
サブミットするか、または表のデータを編集してくださ
い。

SQL3138W 入力データ・ファイルが終わるまでに、文
字ストリングの終了区切り文字が見つかり
ませんでした。

説明: 文字ストリングの終了区切り文字が検出される前
に、入力データ・ファイルの終わりに達しました。

文字ストリングの終了区切り文字が、データの終わりに
想定されます。

ユーザーの処置: 出力表の値を入力ファイルの値と比較
してください。必要に応じて、入力ファイルを訂正して
コマンドを再サブミットするか、または表のデータを編
集してください。

SQL3139W ユーティリティーによるデータベースから
の切断中に、エラー error が起きまし
た。

説明: IMPORT または EXPORT ユーティリティー
は、データベースから切断することができませんでし
た。

出力データが不完全の可能性があります。

ユーザーの処置: メッセージのエラー番号を使用して、
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エラーを正確に判別してください。

SQL3140W 行 row-number、列 column-number のフィ
ールドの値が 10 進浮動小数点値に変換で
きません。NULL がロードされました。

説明: 指定されたフィールドの値は、10 進浮動小数点
値に変換できません。 データ・タイプが不一致である
可能性があります。

区切り文字付き ASCII (DEL) ファイルの場合、列番号
の値が問題の値の入った行内のフィールドを示していま
す。 ASCII ファイルの場合は、列番号の値が、問題の
値が始まる行内のバイト・ロケーションを示します。

NULL 値がロードされます。

ユーザーの処置: 入力値を調べてください。 必要に応
じて、入力ファイルを訂正してコマンドを再サブミット
するか、または表のデータを編集してください。

SQL3141W 行 row-number、列 column-number のフィ
ールドの値が 10 進浮動小数点値に変換で
きませんが、ターゲット列は NULL 可能
ではありません。行はロードされませんで
した。

説明: 指定されたフィールドの値は、10 進浮動小数点
値に変換できません。 データ・タイプが不一致である
可能性があります。表の出力列は NULL 可能ではない
ため、NULL をロードできません。

区切り文字付き ASCII (DEL) ファイルの場合、列番号
の値が問題の値の入った行内のフィールドを示していま
す。 ASCII ファイルの場合は、列番号の値が、問題の
値が始まる行内のバイト・ロケーションを示します。

行はロードされません。

ユーザーの処置: 入力ファイルを訂正してコマンドを再
サブミットするか、または表のデータを編集してくださ
い。

SQL3142W 列 column-number の列ヘッディングは、
240 バイトに切り捨てられます。

説明: LOTUS 1-2-3** および Symphony** プログラム
は、ラベル・レコードに対して 240 バイトの制限を持
っています。エクスポートに対して、240 バイトを超え
る列ヘッディングが指定された場合は、 240 バイトに
切り捨てられます。

列ヘッディングは切り捨てられます。 処理を続行しま
す。

ユーザーの処置: 列ヘッディングが 240 バイトまたは
それ以下であることを確認してください。出力ワークシ
ート形式 (WSF) ファイルの列に、名前を指定したとき

に発生する可能性があるエラーについてチェックしてく
ださい。

SQL3143W 可変長の列 column-number の最大長が
240 バイトの制限を超えています。列から
のデータは切り捨てられる場合がありま
す。

説明: LOTUS 1-2-3** および Symphony** プログラム
は、ラベル・レコードに対して 240 バイトの制限を持
っています。 240 バイトを超える長さの文字フィール
ドが、ワークシート形式 (WSF) ファイルに書き込まれ
る場合、データは常に 240 バイトに切り捨てられま
す。

処理を続行します。列に対する後続のデータ入力項目
は、切り捨てられる可能性があります。

ユーザーの処置: 出力を確認してください。切り捨てに
より列の重要なデータが失われる場合は、サブストリン
グ処理により、いくつかのフィールドで列からデータを
選択して調べるか、またはデータベースを設計し直して
ください。

SQL3144W 固定長の列 column-number の最大長が
240 バイトの制限を超えています。列から
のデータは切り捨てられる場合がありま
す。

説明: Lotus 1-2-3** および Symphony** プログラム
は、ラベル・レコードに対して 240 バイトの制限を持
っています。 240 バイトを超える長さの文字フィール
ドが、ワークシート形式 (WSF) ファイルに書き込まれ
る場合、データは常に 240 バイトに切り捨てられま
す。

列のすべてのデータ項目は切り捨て処理されますが、メ
ッセージ・ログには追加メッセージは書き込まれませ
ん。

処理を続行します。

ユーザーの処置: 出力を確認してください。切り捨てに
より列の重要なデータが失われる場合は、サブストリン
グ処理により、いくつかのフィールドで列からデータを
選択して調べるか、またはデータベースを設計し直して
ください。

SQL3145W 行 row-number、列 column-number のデー
タは 240 バイトに切り捨てられます。

説明: Lotus 1-2-3** および Symphony** プログラム
は、ラベル・レコードに対して 240 バイトの制限を持
っています。 240 バイトを超える長さの文字フィール
ドが、ワークシート形式 (WSF) ファイルに書き込まれ
る場合は、常に 240 バイトに切り捨てられます。この
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メッセージは、その列に関連するメッセージ SQL3143

の後に続きます。

処理を続行します。データは切り捨てられます。

ユーザーの処置: 出力を確認してください。切り捨てに
より列の重要なデータが失われる場合は、サブストリン
グ処理により、いくつかのフィールドで列からデータを
選択して調べるか、またはデータベースを設計し直して
ください。

SQL3146N 行 row-number 列 column-number の
DATE または TIMESTAMP の値が、範
囲を超えています。

説明: 日付またはタイム・スタンプの値が無効です。ワ
ークシート形式 (WSF) ファイルに有効な日付の値は、
01-01-1900 から 12-31-2099 までです。

セル・レコードは作成されません。

ユーザーの処置: 出力ファイルの値を入力表の値と比較
してください。必要に応じて、入力値を訂正してコマン
ドを再サブミットするか、または表のデータを編集して
ください。

SQL3147W ワークシート・フォーマット・ファイルに
エクスポートした行が、2048 を超えてい
ます。

説明: エクスポートされた行数が 2048 を超えていま
す。第 1 世代の製品は 2048 を超える行をサポートし
ません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: 2048 を超える行は、第 2 世代または
第 3 世代の製品によってのみ読み取ることができま
す。

SQL3148W 入力ファイルからの行が表に挿入されませ
んでした。 SQLCODE sqlcode が戻され
ます。

説明: 入力ファイルから読み取った行のデータを挿入す
るデータベース処理が失敗しました。 入力ファイルの
1 つ以上のフィールドが、データベース内の挿入先のフ
ィールドと互換でない可能性があります。

入力データの次の行から処理が継続されます。

ユーザーの処置: 挿入されなかった行の行番号について
は、メッセージ・ファイルの次のメッセージを参照して
ください。入力ファイルとデータベースの内容を調べて
ください。 必要に応じて、データベースまたは入力フ
ァイルを変更して、もう一度やり直してください。

SQL3149N number-1 行が、入力ファイルから処理さ
れました。 number-2 行が、正常に表に挿
入されました。number-3 行が、拒否され
ました。

説明: このサマリー・メッセージにより、入力ファイル
から読み取られた行データの数、データベース表に挿入
された行数、または拒否された行数を知ることができま
す。 INSERT_UPDATE オプションを使用している場
合、更新された行数は、挿入された数と拒否された数を
処理された行数から引いた数です。

ユーザーの処置: これはサマリー・メッセージなので、
ありません。詳細メッセージが修正アクションを示しま
す。

SQL3150N PC/IXF 形式ファイルの H レコードに
は、製品 product、日付 date、および時刻
time が入っています。

説明: PC/IXF ファイルを作成した製品と作成日時に関
する情報が与えられます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3151N FORCEIN オプションが指定されている
ために、 H レコードの 1 バイト・コー
ド・ページ値 code-page から、アプリケ
ーションの 1 バイト・コード・ページ値
code-page へのデータ変換は実行されませ
ん。

説明: FORCEIN オプションが指定されているために、
IXF のコード・ページからアプリケーションのコード・
ページへの変換は行われません。

ユーザーの処置: アクションは不要です。IXF ファイ
ルのコード・ページからアプリケーションのコード・ペ
ージへの変換を、データベース・マネージャーがサポー
トしている場合は、FORCEIN オプションなしで操作を
やり直すことができ、データが変換されます。

SQL3152N H レコードの 2 バイト・コード・ページ
の値 value が、アプリケーションの 2 バ
イト・コード・ページの値 value と互換
性がありません。FORCEIN オプション
が指定されているため、データの挿入が行
われます。

説明: レコードの 2 バイト・コード・ページとアプリ
ケーションの 2 バイト・コード・ページが互換性があ
りません。 FORCEIN オプションが使用されていたため
に、データは挿入されました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。
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SQL3153N PC/IXF 形式ファイルの T レコードは、
名前 name、修飾子 qualifier、およびソー
ス source を持っています。

説明: データが抽出された表の名前、表を作成した製
品、およびデータのオリジナル・ソースに関するオプシ
ョン情報が与えられます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3154W H レコードの HCNT 値と T レコードの
CCNT 値が、互換ではありません。T レ
コードの CCNT 値が使用されます。

説明: H レコード内の HCNT 値と T レコード内の
CCNT 値が、一致しません。

T レコードの CCNT 値が使用されます。

ユーザーの処置: CCNT 値が正しいことを確認してく
ださい。値が正しくない場合、HCNT または CCNT 値
に必要な変更を行なって、コマンドを再サブミットして
ください。

SQL3155W 列 name の C レコードの「名前の長さ」
フィールドが無効です。列からのデータは
ロードされません。

説明: 示された列に対する C レコードの「名前の長
さ」フィールドの値が無効です。

示された列のデータはロードされません。

ユーザーの処置: C レコードの「名前の長さ」フィー
ルドを変更して、コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL3156W 列 name に対する C レコードの NULL

フィールドが無効です。列からのデータは
ロードされません。

説明: 示された列に対する C レコードの null フィー
ルドが無効です。

示された列のデータはロードされません。

ユーザーの処置: C レコードの null フィールドを変更
して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3157W 列 name に対する C レコードの「タイ
プ」フィールドが無効です。列からのデー
タはロードされません。

説明: 示されている列に対する C レコードの「タイ
プ」フィールドが無効です。コード・ページの値と列タ
イプが互換でない可能性があります。

示された列のデータはロードされません。

ユーザーの処置: C レコードの「タイプ」フィールド
を変更して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3158W 列 name に対する C レコードの「1 バイ
ト・コード・ページ」フィールドが無効で
す。列からのデータはロードされません。

説明: 示された列に対する C レコードの「1 バイト・
コード・ページ」フィールドが無効です。

示された列のデータはロードされません。

ユーザーの処置: C レコードの「1 バイト・コード・
ページ」フィールドを変更して、コマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL3159W 列 name に対する C レコードの「2 バイ
ト・コード・ページ」フィールドが無効で
す。列からのデータはロードされません。

説明: 示された列に対する C レコードの「2 バイト・
コード・ページ」フィールドが無効です。

示された列のデータはロードされません。

ユーザーの処置: C レコードの「2 バイト・コード・
ページ」フィールドを変更して、コマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL3160W 列 name に対する C レコードの「列の長
さ」フィールドが無効です。列からのデー
タはロードされません。

説明: 示された列に対する C レコードの「列の長さ」
フィールドが無効です。

示された列のデータはロードされません。

ユーザーの処置: C レコードの「列の長さ」フィール
ドを変更して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3161W 列 name に対する C レコードの「精度」
フィールドが無効です。列からのデータは
ロードされません。

説明: 示された列に対する C レコードの「精度」フィ
ールドが無効です。

示された列のデータはロードされません。

ユーザーの処置: C レコードの「精度」フィールドを
変更して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3162W 列 name に対する C レコードの「位取
り」フィールドが無効です。列からのデー
タはロードされません。
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説明: 示された列に対する C レコードの「位取り」フ
ィールドが無効です。

示された列のデータはロードされません。

ユーザーの処置: C レコードの「位取り」フィールド
を変更して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3163W 浮動小数点の列 name に対する C レコー
ドの「列の長さ」フィールドがブランクで
す。00008 の値が使用されます。

説明: 示されている列に対する C レコードの「列の長
さ」フィールドがブランクです。

列の長さとして 00008 が使用されます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3164W 浮動小数点の列 name に対する C レコー
ドの「列の長さ」フィールドが無効です。
列からのデータはロードされません。

説明: 示された列に対する C レコードの「列の長さ」
フィールドが無効です。示された列は浮動小数点の列で
す。

示された列のデータはロードされません。

ユーザーの処置: C レコードの「列の長さ」フィール
ドを変更して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3165W 列 name に対する C レコードの「列タイ
プ」フィールド type が無効です。列から
のデータはロードされません。

説明: 示された列に対する C レコードの列タイプが無
効です。

示された列のデータはロードされません。

ユーザーの処置: C レコードの「列タイプ」フィール
ドを変更して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3166W データベース列 name へのロードが指定
された PC/IXF 列が存在しないか、また
は指定した PC/IXF 列が存在しません。
NULL が挿入されます。

説明: 示された列へのロードが指定された PC/IXF 列
が存在しないか、または指定した PC/IXF ソース列が存
在しません。

NULL 値が、示された列にロードされます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。この列で
NULL が許容されない場合は、METHOD パラメーター
の名前や位置に誤りがないかどうか、また Action String

(例えば、"REPLACE into ...") パラメーターで明示され

ている、または暗黙に指定されている列の数よりも、
METHOD パラメーター内の項目の数が少なくなってい
ないかどうかを調べてください。

SQL3167W データベースの列 name へのロードが指
定された PC/IXF 列が無効です。NULL

が挿入されます。

説明: このメッセージで示されたデータベースの列に
PC/IXF 列の値をロードできません。理由はログの前の
メッセージで示されています。

NULL 値が、示された列にロードされます。

ユーザーの処置: 前のメッセージを読んで、列が無効な
理由を理解してください。

SQL3168W データベースの列 name へのロードが指
定された PC/IXF 列がデータベースの列
と互換ではありません。NULL が挿入さ
れます。

説明: ソース PC/IXF とターゲット・データベースの
列タイプまたは長さに、互換性がない可能性がありま
す。

NULL 値が、示された列にロードされます。

ユーザーの処置: ソース PC/IXF ファイルの列とデー
タベースの列を比較してください。

SQL3169N FORCEIN オプションが、PC/IXF 列
name をデータベースの列 name にロード
可能にするために、使用されている可能性
があります。

説明: これは単なる FORCEIN オプションの使用に関
する情報です。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3170W データ行の途中で、ファイルの終わりに達
しました。データの不完全な行はロードさ
れませんでした。

説明: 現在のデータ行が終わる前に、ファイルの終わり
に達しました。ファイルには、予期されたデータの一部
しか入っていない可能性があります。

不完全なデータ行はロードされません。

ユーザーの処置: PC/IXF ファイルをあるメディアから
別のメディアにコピーしている場合は、コピーをオリジ
ナルと比較するか、またはコピー処理を繰り返してくだ
さい。
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SQL3171W 列のヘッダー行に、ラベルのないレコード
がありました。レコードは処理されません
でした。

説明: IMPORT ユーティリティーは、ワークシート形
式 (WSF) ファイルのヘッダー行 (1 行目) には、ラベ
ル・レコードのみを予期しています。

システムは、そのレコードを処理せず、次のレコードの
処理を続けます。

ユーザーの処置: スプレッドシート・ファイルの最初の
行から、列のヘッディングを除くすべてのデータと情報
を取り除いてください。コマンドを再サブミットしてく
ださい。

SQL3172W 指定された入力列 name が見つかりませ
んでした。対応するデータベース列に
NULL 値が入ります。

説明: 指定された入力列が、入力スプレッドシート・フ
ァイルで見つかりませんでした。データベースの列は
NULL 値を含むことが可能なので、NULL になりまし
た。

ユーザーの処置: 指定した入力列名を確認してくださ
い。

SQL3173N 列 name に挿入されたデータは、常に列
の幅より文字数が少なくなります。

説明: データベースの列の幅が、ワークシート形式
(WSF) ラベル・レコードの最大値を超えています。

処理を続行します。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3174W データベースの列 name のデータ・タイ
プ type が、WSF の列タイプと互換性が
ありません。NULL 値が、この列に挿入
されます。

説明: データベースの列タイプが、ワークシート形式
(WSF) ファイルには有効ではありません。列は NULL

にすることができるので、NULL が列にインポートされ
ます。

ユーザーの処置: この列で NULL が受け入れられない
場合は、以下のいずれかを行ってください。

v 表のデータを編集してください。

v 可能であれば、データベース表の別の互換列をターゲ
ット列として使用して、コマンドを再サブミットして
ください。

v データベース表を再定義して、その列が WSF ファイ
ルからインポートされる列と互換になるようにして、
コマンドを再サブミットしてください。

SQL3175W データベースの行 row、列 column に対す
る入力レコードが無効です。

説明: スプレッドシート・ファイルのレコードが、デー
タベースの列のデータ・タイプと互換ではありません。
データベースの列が GRAPHIC データ・タイプの場合
は、入力データに奇数バイトが入っている可能性があり
ます。

列を NULL にすることができる場合は、NULL が挿入
されます。列を NULL にすることができない場合は、
行がインポートされません。

ユーザーの処置: 表のデータを編集するか、またはデー
タベース・マネージャーのデータベースにインポートす
るスプレッドシート・ファイルのデータが有効であるこ
とを確認して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3176W WSF ファイルの行 row 列 column の値
が、日付の値の範囲を超えています。

説明: スプレッドシート・ファイルのレコードに、有効
なワークシート形式 (WSF) の日付を表現するには大き
すぎるかまたは小さすぎる値が含まれています。有効な
WSF の日付は 1 から 73050 (1 と 73050 を含む) で
す。

列を NULL にすることができる場合は、NULL が挿入
されます。列を NULL にすることができない場合は、
行がインポートされません。

ユーザーの処置: 表のデータを編集するか、またはデー
タベース・マネージャーのデータベースにインポートす
るスプレッドシート・ファイルのデータが有効であるこ
とを確認して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3177W WSF 形式ファイルの行 row、列 column

に対する値が、時刻の値の範囲を超えてい
ます。

説明: スプレッドシート・ファイルのレコードに、有効
なワークシート形式 (WSF) の時刻を表現するには大き
すぎるかまたは小さすぎる値が含まれています。 WSF

の時刻はゼロ以上の値ですが、1 よりも小さくなってい
ます。

列を NULL にすることができる場合は、NULL が挿入
されます。列を NULL にすることができない場合は、
行がインポートされません。

ユーザーの処置: 表のデータを編集するか、またはイン
ポートされる値が、入力スプレッドシート・ファイルの
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時刻の値であることを確認して、コマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL3178W データベースの行 row-number 列
column-number に対する WSF ファイルの
レコード・タイプは、時刻の値の表現には
無効です。

説明: 入力値が整数値です。時刻の値は、浮動小数点数
によって表記するか、またはワークシート形式 (WSF)

スプレッドシート・ファイルの日付の一部分として表記
しなければなりません。

列を NULL にすることができる場合は、NULL が挿入
されます。列を NULL にすることができない場合は、
行がインポートされません。

ユーザーの処置: 表のデータを編集するか、またはイン
ポートされる値が、入力スプレッドシート・ファイルの
時刻の値であることを確認して、コマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL3179W 入力ファイルの行 row に、データベース
の NULL にできない列に挿入するデータ
がありません。この行は挿入されません。

説明: 入力ファイルの行データには、NULL 可能でな
い列には無効なデータが含まれているか、またはそのた
めのデータが欠落しています。その行の残りのデータベ
ース列の値は挿入されていません。

処理は次の行から続けられます。行は挿入されません。

ユーザーの処置: 表のデータを編集するか、またはスプ
レッドシート・ファイルのデータがデータベース・マネ
ージャー・データベースへの挿入に有効であることを確
認してください。

SQL3180W ディスケット number をドライブ drive

に挿入してください。

説明: これは、示されたドライブに示されたディスケッ
トを挿入するためのプロンプトを表示する、アプリケー
ションの要求です。

ユーティリティーは、ディスケットがドライブに挿入さ
れるまで、再呼び出しを待ちます。

ユーザーの処置: ディスケットの挿入をユーザーに促し
て、処理を継続するか終了するかを指示する callerac パ
ラメーターを使用して、ユーティリティーへ戻ってくだ
さい。

SQL3181W 予期された終了レコードが見つからないう
ちに、ファイルの終わりに達しました。

説明: データベース・マネージャーによって作成された
PC/IXF ファイルのロード中に、最後の A レコードとし
て予期されたサブタイプ E の A レコードが見つかりま
せんでした。

入力ファイルが壊れている可能性があります。

処理を続行します。

ユーザーの処置: ロードされなかったデータをチェック
してください。データが欠落している場合は、表を編集
するか、または入力ファイルを変更して、コマンドを再
サブミットしてください。 PC/IXF ファイルをあるメデ
ィアから別のメディアにコピーしている場合は、コピー
をオリジナルと比較するか、またはコピー処理を繰り返
してください。

SQL3182W ディスケット number をドライブ drive

に挿入してください。現在挿入されている
ディスケットが正しいディスケットでない
か、あるいは継続ディスケットが無効で
す。

説明: 複数ディスケットに含まれている PC/IXF ファ
イルのロード中に、ディスケットの挿入の要求がアプリ
ケーションに送られ、ディスケットがドライブに存在す
るという確認が戻されましたが、継続のディスケットが
存在しないか、または有効ではありません。このアクシ
ョンは、最初のディスケットには適用されません。

ユーティリティーは、アプリケーションからの応答を待
ち、処理を続けるか、または停止します。

ユーザーの処置: 正しいディスケットがドライブに入っ
ていることをユーザーに確認してください。正しいディ
スケットがドライブに入っている場合は、処理の終了に
設定された callerac パラメーターを指定して、もう一度
ユーティリティーを呼び出してください。

SQL3183W filetmod パラメーターの複数の区切り文
字オーバーライドが、ブランクで区切られ
ていません。

説明: filetmod パラメーターの少なくとも 1 つの
COLDEL、CHARDEL、DECPT キーワードが、filetmod

パラメーターの先頭になく、その後にブランク (スペー
ス) が続いていません。この状態は、 ASCII (DEL) 区
切りファイルの LOAD/IMPORT またはエクスポート中
に発生する可能性があります。

ユーティリティーは処理を停止します。誤りのある区切
り文字オーバーライドは無視されます。

ユーザーの処置: 正しい filetmod パラメーターを指定
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して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3184W 表を作成中に、SQL 警告 SQLCODE が発
生しました。

説明: 表は作成されましたが、元の表と異なる可能性が
あります。

ユーザーの処置: 新規に作成された表と作成予定であっ
た表の定義を比較してください。 ALTER TABLE など
のコマンドを使用して、必要な修正を行います。状況に
ついての詳細は、警告メッセージに示された SQLCODE

を参照してください。

SQL3185W 入力ファイルの行 row-number のデータの
処理中に、前のエラーが発生しました。

説明: このメッセージは、メッセージ・ファイル内にリ
ストされている前のメッセージ (たとえば SQL3306) に
対して、エラーが発生した行の識別用に提供されます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3186W ログがいっぱいであるか、またはロック・
スペースがすべて使用されているために、
データがデータベースにロードされません
でした。 SQLCODE sqlcode が戻されま
す。コミットが試みられ、コミットが成功
すれば、操作が続行されます。

説明: データベース・トランザクション・ログがいっぱ
いであるか、もしくはアプリケーションで使用可能なロ
ック・スペースがいっぱいであるために、ユーティリテ
ィーが行データをデータベースに挿入できませんでし
た。

完了したデータベース・トランザクションがコミットさ
れ、もう一度挿入が試みられます。再試行の挿入処理で
も同様の失敗が示される場合、ユーティリティーは処理
を停止します。

ユーザーの処置: 引き続いてユーティリティーの処理が
失敗すると、データベースは最後のコミット後の状態に
ロールバックされ、ユーティリティーが最初に呼び出さ
れる前の状態ではありませんので注意してください。

SQL3187W 索引の作成中に、エラーが発生しました。
SQLCODE sqlcode が戻されます。

説明: エラーが発生した時点で、IMPORT ユーティリ
ティーが索引を作成していました。いくつかの表には、
索引がすでに存在している可能性があります。

このエラーは、PC/IXF ファイルのインポート中にのみ
発生します。

ユーティリティーは処理を続けます。ファイルはインポ

ートされましたが、索引は表に作成されていません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: このエ
ラーは、前にリストされた原因に加えて、CREATE

NICKNAME ステートメントがフェデレーテッド・サー
バーで発行され、データ・ソースの表の索引に列が多過
ぎるとき、または合計索引行サイズがフェデレーテッ
ド・サーバー・カタログで示されないときに発生しま
す。メッセージの sqlcode は検出された問題について詳
細情報を提供します。

ユーザーの処置: 作成されなかった索引の名前について
は、メッセージ・ログ内の次のメッセージ (SQL3189)

を読んでください。 CREATE INDEX コマンドを使用
して、索引を作成してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: フェデ
レーテッド・サーバー・カタログに作成されていない索
引を判別するには、データ・ソース・カタログとフェデ
レーテッド・サーバー・カタログから選択してくださ
い。以下のいずれかを行ってください。

v CREATE INDEX コマンドを使用して、索引を作成し
てください。 当初の索引作成を妨げることになった
制限に違反することがないようにするため、ふさわし
いなら列の切り捨てを実施するようにしてください。

v なにもしないで、フェデレーテッド・サーバーが索引
情報なしで機能することを許可します。

直前の両方のリストされたオプションが可能なパフォー
マンス含意を持っています。

SQL3188N 表の内容の削除中に、エラーが発生しまし
た。

説明: REPLACE オプションを使用して
LOAD/IMPORT 処理を実行している場合は、データを表
に挿入し直す前に、指定されたデータベース表が切り捨
てられます。切り捨て処理中に、エラーが発生しまし
た。このエラーは、システム期間テンポラル表の場合に
返されます (これは切り捨てできないため)。

ユーティリティーはエラーで終了します。

ユーザーの処置: コマンドを再サブミットしてくださ
い。表がシステム期間テンポラル表である場合、
REPLACE オプションを指定しないでこのコマンドを再
サブミットします。

SQL3189N 前のメッセージは、列 column-list の索引
name を示しています。

説明: 索引の作成中にエラーが発生した場合は、常にこ
のメッセージがメッセージ SQL3187 の後に続きます。
name は、作成が失敗した索引の名前です。 column list

は、索引列名のストリングです。ストリングの各列の前
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には、昇順または降順を示す正 (+) または負 (-) 符号が
付けられます。

ユーティリティーは処理を続けます。

ユーザーの処置: CREATE INDEX コマンドを使用し
て、手操作で索引を作成してください。

SQL3190N indexixf オプションは、このインポート操
作には無効です。

説明: INDEXIXF が IMPORT コマンドの filetmod パ
ラメーターで使用されている場合、以下のそれぞれも必
要になります。

v IMPORT 処理は、表の内容を置き換える必要があり
ます。

v METHOD パラメーターを NULL にする必要があり
ます。

v 各 IXF 列は、同名のデータベースの列をターゲット
にしている必要があります。

ユーティリティーは処理を停止します。データはインポ
ートされません。

ユーザーの処置: INDEXIXF オプションを使用しない
か、または INDEXIXF オプションで有効な他のパラメ
ーターを使用して、コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL3191N string で始まる行 row-number、列
column-number のフィールドが、ユーザー
指定の DATEFORMAT、
TIMEFORMAT、または
TIMESTAMPFORMAT に一致していま
せん。この行は拒否されます。

説明: データがユーザー指定の形式に一致していませ
ん。 フィールドの欠落、列区切り文字の不一致、また
は範囲外の値が原因だと思われます。

ユーザーの処置: 入力値を調べてください。 入力ファ
イルを訂正するか、あるいはデータに一致する
DATEFORMAT、TIMEFORMAT、または
TIMESTAMPFORMAT を指定し、コマンドを再サブミ
ットしてください。

SQL3192N filetmod で、ストリング string で始まる
ユーザー指定のフォーマット keyword が
無効です。

説明: 複数指定されているか、または無効な文字を含ん
でいるため、ユーザー指定の形式は無効です。

形式は 2 重引用符で囲まなければなりません。

有効な DATEFORMAT 指定子は "YYYY"、"M"、およ
び "D" 文字です。

有効な TIMEFORMAT 指定子は、"AM"、"PM"、"TT"

と "H"、"M"、および "D" の文字です。

有効な TIMESTAMPFORMAT 指定子は "UUUUUU"、
および DATEFORMAT と TIMEFORMAT の指定子す
べてです。ただし、日付形式指定子と時刻形式指定子の
両方の隣を "M" にすることはできません。

データ・ファイル内の対応する値が可変長である場合、
フィールド区切り文字が必要です。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 形式指定子を調べてください。 形式
を訂正し、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3193N 指定されたビューまたはマテリアライズ照
会表は更新できません。 このビューに
LOAD/IMPORT したり、このマテリアラ
イズ照会表に LOAD することはできませ
ん。

説明: LOAD/IMPORT ユーティリティーは、ビューが
更新可能な場合にのみ、そのビューに対して実行するこ
とができます。 指定されたビューは、その中のデータ
の変更を許さないように定義されています。

LOAD ユーティリティーは、マテリアライズ照会表が複
製されていない場合のみ、マテリアライズ照会表に対し
て実行できます。 指定された表は複製されたマテリア
ライズ照会表です。

IMPORT ユーティリティーは、マテリアライズ照会表が
ユーザー保守のマテリアライズ照会表である場合にの
み、そのマテリアライズ照会表に対して実行できます。
指定された表は、システム保守のマテリアライズ照会表
です。

LOAD/IMPORT ユーティリティーの処理を停止します。
挿入されるデータはありません。

ユーザーの処置: 更新可能な表またはビューの名前を使
用して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3194N 指定された表はシステム表です。システム
表はロードできません。

説明: ユーティリティーは、システム表に対して実行で
きません。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: 有効な表名を使用して、コマンドを再
サブミットしてください。
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SQL3195W ドライブ drive のディスケット number

は、出力ファイルには使用できません。書
き込み可能なフリー・スペースがあるフォ
ーマット済みディスケットを挿入してくだ
さい。

説明: EXPORT ユーティリティーは、以下のいずれか
の理由のために、PC/IXF ファイルへのエクスポートに
現在のディスケットを使用できません。

v 出力ファイルをディスケット上でオープンできませ
ん。ディスケットがフォーマット (初期化) されてい
ない可能性があります。

v ディスケットの使用可能なフリー・スペースが十分で
ありません。

この警告コードは、指定されたドライブに別のディスケ
ットを挿入するためのプロンプトを表示する、アプリケ
ーションの要求です。

ユーティリティーは、ディスケットがドライブに挿入さ
れるまで、再呼び出しを待ちます。

ユーザーの処置: ディスケットの挿入をユーザーに促し
て、処理を継続するか終了するかを指示する callerac パ
ラメーターを使用して、ユーティリティーへ戻ってくだ
さい。

SQL3196N 入力ファイルが見つかりませんでした。

説明: データベースにロードされるソース・ファイル
が、datafile パラメーターで示されているパスに見つか
りません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 入力ファイルが存在し、そのファイル
へのパスが正しいことを確認してください。

SQL3197N インポートまたはエクスポートの複数コピ
ーを実行しようとしました。

説明: システムで、インポートまたはエクスポート・ユ
ーティリティーの複数インスタンスを実行しようとしま
したが、これはサポートされていません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 他の処理が同じユーティリティーを実
行しようとしていないときに、2 次操作の再サブミット
を行なってください。

SQL3201N 指定された表は、他の表がそれに依存して
いるために置換できません。

説明: 他の表とのリレーションシップにおいて親である
表は、置き換えることができません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: INSERT などの別のオプションを選択
するか、またはユーティリティー操作に対して別のター
ゲットを選択してください。

SQL3202N ロード・ユーティリティーがパーティショ
ン・ロックの獲得に失敗しました。

説明: ロード・ユーティリティーがパーティション・ロ
ックの獲得に失敗しました。現在、別のロード・ユーテ
ィリティーが同じ表へのロードを行っており、現行ロー
ドと同じ db-partition に接続されています。

ユーザーの処置: 同じ表への複数のロードを並行して実
行する場合は (複数の出力 db-partition で成る非結合セ
ットであることが前提)、それぞれのロードを異なる
db-partition に接続されたデータベース接続から実行する
ことにより、ロード・コーディネーター・エージェント
を別々の db-partition に置く必要があります。

SQL3203N 指定されたターゲットが主キーを持ってい
ないか、またはすべての列が主キーになっ
ているために、そのターゲットに対して
INSERT_UPDATE オプションを使用する
ことができません。

説明: INSERT_UPDATE オプションは、ターゲット表
が主キーを持っていて、ターゲット列に主キーのすべて
の列が含まれている場合にのみ有効です。さらに、ター
ゲット列のリストおよびターゲット表には、主キーの一
部ではない列が少なくとも 1 つは入っている必要があ
ります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: INSERT などの別のオプションを選択
するか、またはユーティリティー操作に対して別のター
ゲットを選択してください。

SQL3204N INSERT_UPDATE オプションはビューに
対しては適用されません。

説明: INSERT_UPDATE オプションはビューには無効
ですが、ユーティリティー操作のターゲットとしてビュ
ーが選択されています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: INSERT などの別のオプションを選択
するか、またはユーティリティー操作に対して別のター
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ゲットを選択してください。

SQL3205N 指定されたビューは、基本表がそれに依存
しているために置換できません。

説明: 基本表が他の表 (それ自体を含みます) とのリレ
ーションシップで親表であるビューは、置き換えること
ができません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: INSERT などの別のオプションを選択
するか、またはユーティリティー操作に対して別のター
ゲットを選択してください。

SQL3206N 指定されたビューは、定義に副照会が含ま
れているために置換できません。

説明: 定義に副照会が入っているビューは、置き換える
ことができません。ビュー定義が他のビューの定義に依
存している場合、他のビューは副照会を持つことはでき
ません。ターゲット・ビューの基になるビューの定義の
どこかで副照会が使用されている場合、 REPLACE オ
プションを使用することはできません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: INSERT などの別のオプションを選択
するか、またはユーティリティー操作に対して別のター
ゲットを選択してください。

SQL3207N 無効な表のリストが指定されました。理由
コード reason-code

説明: 指定の traversal-order-list/subtable-list は無効で
す。理由コードの説明は以下のとおりです。

1. traversal-order-list で指定された表が PRE-ORDER 様
式でない。

2. traversal-order-list で指定された表が接続されていな
い。

3. スキーマ名の不一致が traversal-order-list/subtable-list

にある。

4. REPLACE オプションで、traversal-order-list で欠落
している副表がある。

5. Subtable-list が等しくないか、あるいは
traversal-order-list のサブセットである。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいて、ユーザー・ア
クションは以下のようになります。

1. traversal-order-list を PRE-ORDER 様式にする。

2. traversal-order-list のすべての表を接続する。

3. スキーマ名を同じにする。

4. REPLACE オプションが使用されている場合、階層
にあるすべての副表が入っているか確認する。

5. subtable-list を traversal-order-list と等しくするか、
traversal-order-list のサブセットにする。

SQL3208W 型付き表から regular 表へデータをイン
ポートしています。

説明: ユーザーは、型付き表から regular 表へのデー
タ・インポートを指定しました。 object_id 列はインポ
ート中にキャストされないことに注意してください。

ユーザーの処置: この操作は意図的なものであるか、確
認してください。

SQL3209N CREATE オプションを指定したインポー
トでは、副表名および属性名の変更をする
ことができません。

説明: CREATE オプションが使用されている場合、副
表名および属性名の変更はできません。

ユーザーの処置: IMPORT コマンドをチェックして、
subtable-list の指定がないことを確認してください。

SQL3210N オプション option は、command-name の
階層と非互換です。

説明: option は、EXPORT、IMPORT、または LOAD

の階層と非互換です。

ユーザーの処置: 階層サポートのコマンド構文をチェッ
クしてください。

SQL3211N LOAD は型付き表をサポートしません。

説明: LOAD は型付き表をサポートしません。
IMPORT を使用するようにしてください。

ユーザーの処置: IMPORT を使用して階層データをデ
ータベースに入れてください。

SQL3212N DATALINK 列を持つ表または削除ペンデ
ィング状態の表スペースの LOAD コマン
ドの TERMINATE オプションは現在サ
ポートされていません。

説明: DATALINK 列の入った表、または削除ペンディ
ング状態の表スペースに存在する表に対する、破壊、割
り込み、または強制された LOAD 操作の終了が試行さ
れました。 これは現在サポートされていません。

ユーザーの処置: 破壊、割り込み、または強制された
LOAD 操作を回復するために、LOAD コマンドの
RESTART オプションを使用してください。
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SQL3213I 索引付けモードは mode です。

説明: 索引付けモード値は以下のとおりです。

REBUILD

索引は完全に再作成されます

INCREMENTAL

索引は拡張されます

DEFERRED

索引は更新されませんが、次にアクセスする前
にリフレッシュが必要だとしてマークされま
す。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3214N LOAD ユーティリティーは、ユニーク索
引または XML 列を持つ表の据え置き索
引付けをサポートしていません。

説明: ユニーク索引を持つ表に索引付けモード
DEFERRED が指定されました。これは有効ではありま
せん。

ユーザーの処置: 索引付けモード
AUTOSELECT、REBUILD、または INCREMENTAL を
指定してコマンドを再発行してください。

SQL3215W ロード・ユーティリティーは現在、他のタ
ーゲット表のオブジェクトと同じ表スペー
スに表の索引オブジェクトが存在する表の
DMS 表スペースにロードを行い、
COPY オプションとともに指定されてい
る場合の INCREMENTAL 索引付けをサ
ポートしていません。 REBUILD 索引付
けモードが代わりに使用されます。

説明: INCREMENTAL 索引付けモードはこの操作では
サポートされていません。 REBUILD 索引付けモードが
代わりに使用されます。

ユーザーの処置: ユーザーは、ロードされる表内の他の
オブジェクトと共有されていない表スペースに索引を定
義することによって、この警告を回避できます。または
COPY オプションの使用を避けてください。 COPY オ
プションの代わりの全リストについては、DB2 の資料
を参照してください。

SQL3216W ロード・ユーティリティーの開始時に、表
の索引オブジェクトと INCREMENTAL

索引保守とに互換性がありませんでした。
INCREMENTAL 索引付けは、このロー
ド・ユーティリティー操作中には実行でき
ません。 REBUILD 索引付けモードが代
わりに使用されます。

説明: INCREMENTAL 索引付けは、互換性のある索引
オブジェクトをロード・ユーティリティーの開始時に持
つ表のみで使用できます。索引付けモード REBUILD を
使用してロードを行うと、整合性のある方法で表索引が
再作成されます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3217W INCREMENTAL 索引付けモードは、
INSERT INTO アクションを使用してデ
ータを付加するために LOAD を使用する
ときのみサポートされます。現在の
LOAD アクションは action です。ユーテ
ィリティーは索引付けモード mode を代
わりに使用します。

説明: INCREMENTAL 索引付けは、ロード INSERT

アクションを使用して表にデータを付加するときのみ使
用できます。 REPLACE、 RESTART、または
TERMINATE アクションとともにロードを行うときは、
この機能はサポートされません。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3218C 損傷を受けた 1 つ以上の索引ファイルを
見つけたため、LOAD ユーティリティー
は操作を続行できません。 データベース
を再始動し、LOAD コマンドを再サブミ
ットしてください。

説明: ターゲット表でディスク・データ構造の索引が不
整合状態にあるため、LOAD ユーティリティーは操作を
続行できません。

ユーザーの処置: アプリケーションをすべて終了し、影
響を受けたデータベースに RESTART DATABASE コマ
ンドを出して、損傷を受けた索引を再作成してくださ
い。 その後、LOAD コマンドを再サブミットしてくだ
さい。

SQL3219N LOAD ユーティリティーは、ターゲット
表の制約チェックを無効にできませんでし
た。

説明: ターゲット表の制約チェックを無効にしようと試
みているときに、LOAD ユーティリティーが問題を見つ
けました。

ユーザーの処置:

v ターゲット表に SET INTEGRITY OFF コマンドを出
してから、LOAD ユーティリティーを実行してくだ
さい。

v 前に失敗した LOAD 操作の後、REPLACE モードで
LOAD を試みている場合、LOAD TERMINATE コマ
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ンドを使用して表スペースにアクセス可能状態にして
から、LOAD REPLACE コマンドを出してください。

SQL3220W ボリューム volume-name が
directory-name ディレクトリーで見つかり
ませんでした。このディレクトリーにボリ
ュームをコピーして、LOAD/IMPORT を
続行してください。

説明: 複数の IXF ファイルの LOAD/IMPORT が試み
られましたが、いずれかのファイルが指定されたディレ
クトリーにありません。 LOAD/IMPORT は、最初のフ
ァイルと同じディレクトリーで残りのファイルを探しま
す。

インポートは終了します。

ユーザーの処置:

v 残りのファイルを見つけて、それを最初のファイルと
同じディレクトリーに置いてください。 その後で、
callerac に SQLU_CONTINUE を指定して、もう一度
LOAD/IMPORT を呼び出してください。
LOAD/IMPORT は、ファイルの処理を続けます。

v callerac に SQLU_TERMINATE を指定して
LOAD/IMPORT を呼び出し、LOAD/IMPORT を終了
します。

SQL3221W ...COMMIT WORK が開始されました。
入力レコード・カウント = count

説明: インポートは処理済みの作業を COMMIT 中で
す。

ユーザーの処置: このメッセージの直後に SQL3222W

メッセージが表示されない場合は、COMMIT が失敗し
ており、表またはビューをチェックして、インポートさ
れたレコードを調べる必要があります。 その後で、正
常にインポートされている行をスキップするために、そ
のレコード数を RESTARTCOUNT に設定してインポー
トを再開し、残りのファイルをインポートすることがで
きます。 (CREATE 、REPLACE_CREATE または
REPLACE を使用していた場合、次のインポートは
INSERT オプションを指定して呼び出してください。)

SQL3222W ...すべてのデータベース変更の COMMIT

が成功しました。

説明: COMMIT は成功しました。

ユーザーの処置: このメッセージには、処置は必要あり
ません。

SQL3223N タイプ・ポインター parameter のパラメ
ーターが、正しく指定されていません。

説明: タイプ parameter のパラメーターが適切に指定
されていません。ポインターは、NULL ポインターであ
るか、適切な値を指すかのいずれかでなければなりませ
ん。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 正しいパラメーターを指定して、もう
一度ユーティリティーを呼び出してください。

SQL3225N RESTARTCOUNT 値 または
SKIPCOUNT 値 value がファイルの行数
(rows) より大きくなっています。行はロ
ードされませんでした。

説明: ユーティリティーが、行が表/ビューにロードさ
れない結果となる、入力ファイルの行数より大きな
RESTARTCOUNT 値または SKIPCOUNT 値を指定して
呼び出されました。

ユーザーの処置: RESTARTCOUNT 値または
SKIPCOUNT 値が正しいことを確認し、ユーティリティ
ーを再呼び出ししてください。

SQL3227W レコード・トークン token1 は、ユーザ
ー・レコード数 token2 を参照していま
す。

説明: 表のロード、インポートあるいはエクスポート中
にエラーあるいは警告が発生しました。問題発生時に
CPU 並列処理は 1 より大きくなっており、特殊なユニ
ーク・トークンによりユーザー・レコードを識別する
SQL メッセージが書き込まれました。このメッセージ
は、そのユニーク・レコード・トークンを、ソース・ユ
ーザー・データのレコード番号にマップするものになり
ます。

ユーザーの処置: 該当するアクションについては、オリ
ジナルの SQL メッセージを参照してください。

SQL3228N DEFERRED INDEXING は、DATALINK

列を持つ表ではサポートされていません。

説明: ロード・ユーティリティーの“indexing mode”オ
プションが“deferred”として指定されました。このオプシ
ョンは、DATALINK 列を持つ表ではサポートされてい
ません。

ユーザーの処置: 異なる索引付けモードを指定してロー
ド・コマンドを出し直してください。
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SQL3229W 行 row-number と列 column-number のフ
ィールド値が無効です。行は拒否されまし
た。理由コード: reason-code

説明: 入力ファイルの行データには、無効なデータが含
まれています。

理由コード:

1 その行および列のファイル名が見つかりませ
ん。

2 その行および列のファイル名にアクセスできま
せん。

3 その列に対してデータが長すぎます。

この行は挿入されません。処理は次の行から続けられま
す。

ユーザーの処置: 必要であれば、入力ファイルを訂正し
てコマンドの再サブミットを行ってください。

SQL3230N データ・ファイル・コード・ページ
datafile-codepage からデータ・タイプ
data-type のデータベース・コード・ペー
ジ database-codepage へのコード・ページ
変換は、サポートされていません。

説明: CODEPAGE ファイル・タイプ修飾子または IXF

ファイルのヘッダー情報で示されるデータ・ファイル・
コード・ページは、このデータ・タイプのデータベー
ス・コード・ページと非互換です。

ユーザーの処置: 入力データを、このデータ・タイプと
互換性のあるコード・ページに変更してください。

SQL3232W ファイル file-name への書き込み中に、エ
ラーが発生しました。代わりに file-name

が使用されました。

説明: 指定されたファイルに LOB または XML 文書
を書き込んでいる間に、エラーが発生しました。新しい
ファイル名が使用されました。障害の詳細な記録につい
ては、db2diag ログ・ファイルを調べてください。

エクスポートで、オリジナル・ファイルへの書き込みが
できませんでした。ファイル・サイズ制限を超えている
など、ファイルに問題があると見なされます。その次の
ファイル名を使用して、同じパスに書き込みを行いま
す。エクスポートが再び書き込みに失敗する場合は、パ
スにエラーがあると見なされます。たとえば、パスのフ
ァイル・システムがいっぱいになっていたり、このパス
でファイルの書き込みまたは作成を行うための十分なア
クセス権がエクスポートにないことがあります。その場
合は、XML TO / LOBS TO オプションで指定されてい
る、その次に使用可能なパスの使用が試みられます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3233W XML データ指定子 (XDS) 内の属性
attribute-name は無視されました。理由コ
ード: reason-code

説明: 理由コード:

1 属性 attribute-name が認識されません。

2 属性 attribute-name を特定の列に適用できませ
ん。

ユーザーの処置: 属性名を確認し、必要であれば訂正し
てください。

SQL3234N 列 col-number の XML データ指定子
(XDS) が無効です。属性名:

attribute-name、文字番号: char-number、理
由コード: reason-code

説明: XDS ストリングを構文解析しようとした際にエ
ラーが検出されました。 char-number は、エラーが発生
した位置を表します。位置を判別できなかった場合、こ
れは 0 に設定されます。

可能性のある理由コードは、以下のとおりです。

1 XDS ストリングの形式が誤っています。

2 必須属性が欠落しています。

3 属性名が無効です。

4 属性値が無効です。

5 重複する属性名が見つかりました。

ユーザーの処置: 有効な XML データ指定子を指定し
て、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3235N ユーティリティーは、指定された type パ
ス path-name パラメーターを使用するこ
とができません。理由コード: reason-code

説明: 以下のいずれかの理由コードが適用されます。

1

パス path-name が有効な sqlu_media_list でな
いか、または提供された値が無効です。
media_type は SQLU_LOCAL_MEDIA でなけ
ればならず、すべてのパス名は有効なパス区切
り文字で終了している必要があります。

2

提供されたパスに、EXPORT ユーティリティ
ーがタイプ type のすべてのデータを保留する
のに十分なスペースがありません。

3
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パス path-name にアクセスできません。

ユーザーの処置: どの理由コードが当てはまるかを判別
し、問題を訂正してコマンドの再サブミットを行ってく
ださい。

SQL3236N XMLVALIDATE オプションの IGNORE

節でスキーマ schema-name が指定されて
いますが、このスキーマは MAP 節内の
スキーマ・ペアの左側にも存在します。

説明: XMLVALIDATE オプションの IGNORE 節で指
定されたスキーマが MAP 節内のスキーマ・ペアの左側
にも存在することはできません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な XMLVALIDATE オプション
を指定して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3237N 指定された EXPORT Action String を
XMLSAVESCHEMA オプションと併用す
ることはできません。理由コード:

reason-code

説明: 理由コード:

1 XML 固有の処理上、Action String が長すぎま
す。

2 Action String に、XMLSAVESCHEMA オプシ
ョンと非互換の「WITH」節が含まれていま
す。

ユーザーの処置: XMLSAVESCHEMA オプションを指
定せずにコマンドを再サブミットするか、または Action

String を変更してください。

SQL3238N WSF ファイル・フォーマットは feature

と非互換です。

説明: LOAD、IMPORT、および EXPORT ユーティリ
ティーは、feature の WSF ファイル・フォーマットを
サポートしていません。

ユーザーの処置: サポートされる別のファイル・フォー
マットを使用してください。

SQL3239W 一部の XML 文書のスキーマ情報は、
XDS に含まれません。

説明: 挿入された XML 文書の妥当性検査に 1 つ以上
の XML スキーマが使用されましたが、これらのスキー
マは、もうデータベースに存在しません。このため、こ
れらの XML 文書のスキーマ情報は、エクスポートされ
るデータ・ファイルに書き込まれません。

SQL3240N 許可 ID authorization-id には、セキュリ
ティー・ポリシー policy-name によって保
護されている表に対してこのユーティリテ
ィーを実行するために必要な LBAC 信用
証明情報がありません。

説明: ユーティリティーを保護表に対して実行するに
は、表への新しい行の挿入を許可する LBAC 信用証明
情報が許可 ID authorization-id になければなりません。

ユーザーの処置: SECADM 権限を持つユーザーが、表
への新しい行の挿入を許可する許可 ID authorization-id

LBAC 信用証明情報を付与するようにします。その表に
保護されている行があるものの、保護されている列がな
い場合には、セキュリティー・ポリシー policy-name の
一部である任意のセキュリティー・ラベルを付与するだ
けで十分です。その表に保護されている列がある場合に
は、LBAC 信用証明情報がすべての保護されている列へ
の書き込みを許可していなければなりません。

sqlcode: -3240

sqlstate: 5U014

SQL3241W 入力ソース内の行 row および列 column

には、ターゲット表の無効なセキュリティ
ー・ラベルが含まれています。

説明: 入力ソースにあるデータ・タイプ
DB2SECURITYLABEL の列の値は、ターゲット表を保
護しているセキュリティー・ポリシーに有効なセキュリ
ティー・ラベルではありません。データ・タイプ
DB2SECURITYLABEL の列に挿入されるすべてのセキ
ュリティー・ラベルは、その表を保護しているセキュリ
ティー・ポリシーの一部でなければなりません。行はロ
ードされません。

ユーザーの処置: 入力・ソース列を確認して、値がター
ゲット表を保護しているポリシーに対して有効であるこ
とを確認してください。入力ソースの値がストリング形
式である場合、セキュリティー・ラベルに関連したファ
イル・タイプ修飾子を指定する必要があります。必要で
あれば、入力データ・ソースを訂正してコマンドの再サ
ブミットを行ってください。

sqlcode: +3241

sqlstate: 01H53

SQL3242W 入力ソース内の行 row および列 column

には、ターゲット表の無効なセキュリティ
ー・ラベル・ストリングが含まれていま
す。

説明: SECLABELCHAR ファイル・タイプ修飾子が指
定されましたが、DB2SECURITYLABEL 列の値は、セ
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キュリティー・ラベル・ストリングに対して適切な形式
ではありません。行はロードされません。

ユーザーの処置: DB2SECURITYLABEL 列の入力ソー
スにある値が正しい形式であることを確認してくださ
い。必要であれば、入力データ・ソースを訂正してコマ
ンドの再サブミットを行ってください。

sqlcode: +3242

sqlstate: 01H53

SQL3243W 入力ソースの行 row および列 column 内
のセキュリティー・ラベル・ストリングに
は、エレメント element が含まれていま
すが、それは、セキュリティー・ラベル・
コンポーネント component では無効なエ
レメントです。

説明: SECLABELCHAR ファイル・タイプ修飾子が指
定されましたが、セキュリティー・ラベル・ストリング
には、指定されたコンポーネントの無効なエレメントが
入っています。行はロードされません。

ユーザーの処置: 以下のようにセキュリティー・ラベ
ル・ストリングを注意深く確認してください。

v エレメントが、ターゲット表を保護しているセキュリ
ティー・ポリシー内でそのエレメントのコンポーネン
トがリストされているのと同じ順序でリストされてい
ることを確認してください。

v エレメントのスペルをチェックしてください。

必要であれば、入力データ・ソースを訂正してコマンド
の再サブミットを行ってください。

sqlcode: +3243

sqlstate: 01H53

SQL3244W 入力ソース内の行 row および列 column

には security-label-name という名前のセキ
ュリティー・ラベルが含まれていますが、
ターゲット表を保護しているセキュリティ
ー・ポリシー policy-name に関して、この
セキュリティー・ラベルが見つかりませ
ん。

説明: SECLABELNAME ファイル・タイプ修飾子が指
定されましたが、セキュリティー・ポリシー
policy-name について、security-label-name という名前の
セキュリティー・ラベルが見つかりません。行はロード
されません。

ユーザーの処置: 入力・ソース列を確認して、値がター
ゲット表を保護しているセキュリティー・ポリシーに対
して有効とみなせることを確認してください。必要であ

れば、入力データ・ソースを訂正してコマンドの再サブ
ミットを行ってください。

sqlcode: +3244

sqlstate: 01H53

SQL3245W ユーザーには必要な LBAC 信用証明情報
がないため、入力ソース内の行 row およ
び列 column をターゲット表に挿入できま
せん。

説明: ユーザーが適切なセキュリティー・ラベルおよび
(または) 免除信用証明情報を持っていない場合には、保
護表に行を挿入することは許可されません。行はロード
されません。

ユーザーの処置: この操作のために必要となるふさわし
いセキュリティー・ラベルまたは免除を付与するように
データベース・セキュリティー管理者に依頼してくださ
い。必要な場合は、コマンドを再サブミットしてくださ
い。

sqlcode: +3245

sqlstate: 01H53

SQL3250N COMPOUND=value が無効です。理由コ
ード: reason-code

説明: インポート・ユーティリティーに
COMPOUND=x オプションが指定されていますが、理由
コードが reason-code である以下の理由により処理でき
ません。

1 INSERT_UPDATE オプションが使用されてい
るときは、これは無効です。

2 これは、次のファイル・タイプ修飾子で無効で
す。
IDENTITYIGNORE、IDENTITYMISSING、
GENERATEDIGNORE、GENERATEDMISSING

3 インポートされているデータベースが、前のリ
リースのサーバーまたはゲートウェイを通して
アクセスされています。

4 値が許容範囲の 1 から 100 を超えています。
(DOS または Windows の場合、最大値は 7 で
す)。

5 インポートされている表は階層または型付き表
です。

6 インポートされている表は、列を生成していま
す。

7 XMLVALIDATE USING XDS オプションが使
用されているときは、これは無効です。
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8 USEDEFAULTS ファイル・タイプ修飾子が指
定されている場合、それは無効です。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

理由コード 1 の場合:

v ファイル・タイプ修飾子オプションから
COMPOUND=x を除去するか、INSERT オプション
を使用してください。

理由コード 2、3、5、6、8 の場合:

v ファイル・タイプ修飾子オプションから
COMPOUND=x を除去してください。

理由コード 4 の場合:

v COMPOUND=x の x を正しい値に設定してくださ
い。

理由コード 7 の場合:

v COMPOUND=x を除去するか、XMLVALIDATE

USING XDS オプションを除去してください。

SQL3251N インポート中に、error-count を超えるエ
ラーが発生しました。

説明: ユーティリティーにおいて、COMPOUND オプ
ションが使用されている場合に、 sqlca (最大値は 7) で
中継可能な数を超える数のエラーが検出されました。こ
れらのエラーのメッセージは、メッセージ・ファイルに
は出力されません。

ユーティリティーは処理を続けます。

ユーザーの処置: インポート中に挿入された行ごとのす
べてのエラー・メッセージが必要な場合は、
COMPOUND オプションを使用しないか、または
COMPOUND 値を 7 以下で使用してください。

SQL3252N Load METHOD method オプションは、
指定されたファイル・フォーマットとは非
互換です。

説明: ロード・ユーティリティーは、指定されたファイ
ル・フォーマットとは非互換の METHOD オプションで
呼び出されました。

ユーザーの処置: 制約事項および非互換性についての資
料を確認し、この制約事項に適合する別の METHOD オ
プションまたはファイル・フォーマットを使用してロー
ド・コマンドを再発行してください。

SQL3253N ユーティリティーは、データベース
database にある SQL ステートメント
statement からのデータのロードを開始し
ています。

説明: これは、カタログ済みデータベースから取り出す
SQL ステートメントからのロードが開始されたことを
示す通知メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3254N ユーティリティーは、データベース
database の表 schema.tablename からデー
タのロードを開始します。

説明: これは、カタログ済みデータベース上の表にある
内容を取り出す SQL ステートメントからのロードが開
始されたことを示す通知メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3255N ロード・ユーティリティーは、
SOURCEUSEREXIT source user exit の
実行中にエラーを検出しました。理由コー
ド reason。

説明: ロード・ユーティリティーは、ソース・ユーザー
出口の実行中またはその実行の試行中にエラーを検出し
ました。これは以下のいずれかの理由によります。

理由コード:

1. 指定されたソース・ユーザー出口ファイルが見つか
りませんでした。

2. ソース・ユーザー出口が異常終了したか、ゼロ以外
の戻りコードを戻しました。

ユーザーの処置:

1. ソース・ユーザー出口が存在し、そこに正しい許可
があり、それが "sqllib" パスの "bin" サブディレク
トリーにあることを確認してください。その後、
Load を再発行してください。

2. ソース・ユーザー出口アプリケーションをデバッグ
して、それが設計したとおりに作動していることを
確認してください。その後、Load を再発行してくだ
さい。

SQL3256N ロード・ユーティリティーは、指定された
ファイル・タイプのデータの処理中にエラ
ーを検出しました。

説明: ロード・ユーティリティーは、指定したファイ
ル・タイプのデータを処理している時にエラーを検出し
ました。データの形式が無効です。ユーティリティーが
処理を停止しました。
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ユーザーの処置: データが正しいファイル・タイプ形式
になっていることを確認してください。

SQL3257N ロード・ユーティリティーは、指定された
ファイル・タイプのデータの処理中にエラ
ーを検出しました。理由コード reason。
該当する場合、レコード番号は record

num で列番号は column num です。

説明: ロード・ユーティリティーは、指定したファイ
ル・タイプのデータを処理している時にエラーを検出し
ました。ユーティリティーが処理を停止しました。これ
は以下のいずれかの理由によります。

理由コード:

1. データ・ファイル・ヘッダー情報が無効であるか欠
落しています。

2. 特定の record num のレコード・ヘッダー情報が無
効であるか欠落しています。

3. 特定の record num の列ヘッダー情報が無効である
か欠落しています。

4. レコード番号 record num にある特定の列番号
column num の列データは、無効であるか欠落してい
ます。

ユーザーの処置: 1 から 4。データが正しいファイル・
タイプ形式になっていることを確認してください。

SQL3260N LDAP ディレクトリーへのアクセス中に
予期しないエラーが発生しました。エラ
ー・コード = error-code

説明: LDAP ディレクトリーへのアクセス中に予期し
ないエラーが発生しました。コマンドは処理されませ
ん。

ユーザーの処置: メッセージ番号 (SQLCODE) とエラ
ー・コードを記録してください。独立トレース機能を使
用して DB2 トレースを取得してください。さらに IBM

サービス担当者に連絡してください。

SQL3261N 必要な入力パラメーターが指定されなかっ
たために、 REGISTER LDAP コマンド
が正常に完了しませんでした。理由コード
= reason-code。

説明: 以下の理由コードに示されているとおりに必要な
入力パラメーターが指定されなかったために、
REGISTER LDAP コマンドが正常に完了しませんでし
た。

1 ネットワーク ID パラメーターが指定されてい
ませんでした。

2 パートナー LU パラメーターが指定されていま
せんでした。

3 トランザクション・プログラム (TP) 名パラメ
ーターが指定されていませんでした。

4 モード・パラメーターが指定されていませんで
した。

5 Netbios NNAME パラメーターが指定されてい
ませんでした。

6 TCP/IP ホスト名パラメーターが指定されてい
ませんでした。

7 TCP/IP サービス名パラメーターが指定されて
いませんでした。

8 IPX アドレスが指定されていませんでした。

9 コンピューター名が指定されていませんでし
た。

10 インスタンス名が指定されていませんでした。

ユーザーの処置: 必要な入力パラメーターを指定して、
コマンドを再サブミットしてください。

SQL3262N TCP/IP サービス名 name が無効です。

説明: 指定された TCP/IP サービス名が無効です。

ユーザーの処置: TCP/IP サービス名が構成されてい
て、ローカル etc/services ファイルに予約済みであるこ
とを確かめてから、コマンドを再サブミットしてくださ
い。または TCP/IP サービス名に割り当てられているポ
ート番号を指定してください。

SQL3263N サポートされていないプロトコル・タイプ
です。

説明: 指定されたプロトコル・タイプはコマンドでサポ
ートされていません。

ユーザーの処置: サポートされているプロトコル・タイ
プを使用してコマンドを再サブミットしてください。

SQL3264N DB2 サーバーが LDAP に登録されてい
ません。

説明: DB2 サーバーが LDAP に登録されていなかった
ために、コマンドは正常に完了しませんでした。

ユーザーの処置: REGISTER LDAP コマンドを使用し
て DB2 サーバーを LDAP に登録してください。 次に
コマンドを再サブミットしてください。

SQL3257N

第 7 章 SQL3000 - SQL3499 509



SQL3265N LDAP 認証の途中で予期しないエラーが
発生しました。

説明: 予期しない LDAP システム・エラーのために
LDAP ユーザーの認証ができませんでした。

ユーザーの処置: 独立トレース機能を使用して DB2 ト
レースを取得してください。さらに IBM サービス担当
者に連絡してください。

SQL3266N LDAP ユーザー・パスワードが間違って
います。

説明: 指定されたパスワードは、指定されたユーザー識
別名 (DN) の正しいパスワードではありません。

ユーザーの処置: 正しいパスワードを使用してコマンド
を再サブミットしてください。

SQL3267N authid は、要求されたコマンドを実行す
るために十分な権限を持っていません。

説明: LDAP ユーザーが、要求されたコマンドを実行
するために十分な権限を持っていなかったために、コマ
ンドが正常に完了しませんでした。

ユーザーの処置: LDAP ユーザーに操作を実行するた
めの許可があることを確認してください。

SQL3268N LDAP スキーマには、DB2 現行リリース
との互換性がありません。

説明: サーバーに定義された LDAP スキーマに、現在
の DB2 のリリースで使用されている DB2 オブジェク
ト・クラスまたは属性、あるいはその両方の定義が入っ
ていません。

ユーザーの処置: LDAP スキーマを DB2 オブジェク
ト・クラスおよび属性とともに拡張する方法について
は、DB2 管理ガイドを参照してください。

SQL3269N LDAP サーバーが使用できないために、
DB2 は LDAP ディレクトリー内の情報
にアクセスできませんでした。

説明: LDAP サーバーが使用できないために、DB2 は
LDAP ディレクトリー内の情報にアクセスできませんで
した。

ユーザーの処置: 以下のアクションを実行してくださ
い。

1. LDAP サーバーがアクティブであることを確認して
ください。

2. TCP/IP がマシンに正常に構成されているかどうかを
確認してください。

3. "db2set DB2LDAPHOST" コマンドを実行して、
DB2LDAPHOST レジストリー変数が TCP/IP ホスト
名と LDAP サーバーのポート番号に設定されている
かどうかを確認してください。 DB2LDAPHOST が
設定されていない場合、"db2set

DB2LDAPHOST=<host-name>:<port-number>" コマン
ドを使用して設定できます。<host-name> は LDAP

サーバーの TCP/IP ホスト名で、<port-number> は
LDAP サーバーの TCP/IP ポート番号です。 デフォ
ルト・ポート番号は 389 です。

SQL3270N LDAP ユーザーの識別名 (DN) が無効で
す。

説明: LDAP ユーザーの識別名 (DN) が無効です。

ユーザーの処置: 有効な LDAP ユーザー DN を使用
してコマンドを再サブミットしてください。

SQL3271N LDAP ユーザーの識別名 (DN) またはパ
スワード、あるいはその両方が現在のログ
オン・ユーザーについて定義されていませ
ん。

説明: CLI 構成または DB2 レジストリー変数などのユ
ーザー・プリファレンスの設定時に、LDAP ユーザーの
DN およびパスワードが現在のログオン・ユーザーに定
義されていなければなりません。

ユーザーの処置: 現在のログオン・ユーザーについての
LDAP ユーザーの DN およびパスワードの構成方法に
ついては、IBM eNetwork LDAP 資料を参照してくださ
い。

SQL3272N ノード node-name が LDAP ディレクト
リーに見つかりませんでした。

説明: ノード node-name が LDAP ディレクトリーに
見つからなかったため、コマンドが正常に完了しません
でした。

ユーザーの処置: ノード名が正しいことを確認してか
ら、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3273N データベース database-alias が LDAP デ
ィレクトリーに見つかりませんでした。

説明: データベース database-alias が LDAP ディレク
トリーに見つからなかったため、コマンドが正常に完了
しませんでした。

ユーザーの処置: データベース名が正しいことを確認し
てから、コマンドを再サブミットしてください。
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SQL3274W データベースは正常に作成されました。
ただし、データベースは LDAP ディレク
トリーにカタログされませんでした。
SQLCODE = sqlcode

説明: データベースは正常に作成されました。 ただし
操作中にエラーが発生したため、データベースを LDAP

ディレクトリーにカタログを作成できませんでした。

ユーザーの処置: SQLCODE に示されているとおりに
エラーを訂正してください。次に CATALOG LDAP

DATABASE コマンドを使用して、データベースを
LDAP ディレクトリーにカタログを作成してください。

SQL3275W データベースは正常にドロップされまし
た。 ただしデータベースは LDAP ディ
レクトリーでアンカタログされませんでし
た。 SQLCODE = sqlcode

説明: データベースは正常にドロップされました。 た
だし操作中にエラーが発生したため、データベースを
LDAP ディレクトリーでアンカタログできませんでし
た。

ユーザーの処置: SQLCODE に示されているとおりに
エラーを訂正してください。次に UNCATALOG LDAP

DATABASE コマンドを使用して、データベースを
LDAP ディレクトリーでアンカタログしてください。

SQL3276N LDAP 命名コンテキストを取得できませ
んでした。

説明: LDAP サーバーで LDAP 命名コンテキストを照
会できませんでした。

ユーザーの処置: LDAP ディレクトリー管理者に連絡
して、使用中の LDAP サーバーの LDAP 命名コンテキ
ストを取得してください。 IBM eNetwork Directory

V2.1 を使用している場合、これは LDAP 接尾部の名前
です。次に "db2set DB2LDAP_BASEDN=<naming-

context>" コマンドを使用して、現在のマシンの命名コ
ンテキストを設定してください。

SQL3277N データベース database-alias は LDAP デ
ィレクトリーにすでに存在します。

説明: 同じ名前のデータベースが LDAP ディレクトリ
ーにすでに存在するために、コマンドが正常に完了しま
せんでした。

ユーザーの処置: 他の別名を使用してコマンドを再サブ
ミットしてください。

SQL3278N ノード node は LDAP ディレクトリーに
すでに存在します。

説明: 同じ名前のノードが LDAP ディレクトリーにす
でに存在するため、コマンドが正常に完了しませんでし
た。

ユーザーの処置: 他の別名を使用してコマンドを再サブ
ミットしてください。

SQL3279N LDAP が使用できないため、コマンドが
正常に完了しませんでした。

説明: LDAP サポートが現在のマシンで使用できない
ため、コマンドが正常に完了しませんでした。

ユーザーの処置: LDAP サポートがインストールされ
ている場合、コマンド "db2set

DB2_ENABLE_LDAP=YES" を実行して LDAP サポー
トを有効にしてください。

LDAP サポートがインストールされていない場合は、セ
ットアップ・プログラムを実行し、LDAP サポートのイ
ンストールを選択する必要があります。

SQL3280N DRDA サーバーへの接続に失敗しまし
た。

説明: この IBM データ・サーバー・クライアントに
DB2 Connect がインストールされておらず、この LDAP

データベースをカタログするときにゲートウェイ・ノー
ドが指定されなかったため、DRDA サーバーへの接続に
失敗しました。

ユーザーの処置: この IBM データ・サーバー・クライ
アントに DB2 Connect をインストールするか、または
有効なゲートウェイ・ノードでこの LDAP データベー
スを再カタログしてください。

SQL3281N OSTYPE パラメーターが無効です。

説明: 指定された OSTYPE パラメーターが無効であっ
たため、データベース・サーバーは LDAP に登録され
ませんでした。 OSTYPE パラメーターは、サーバーの
オペレーティング・システム・タイプを記述します。

ユーザーの処置: DB2 によってサポートされているオ
ペレーティング・システム・タイプ (OSTYPE) を指定
してコマンドを再サブミットしてください。

SQL3282N 与えられた信用証明情報は無効です。

説明: 指定されたユーザーの識別名 (DN) とパスワー
ドのいずれか、あるいは両方が無効でした。

このエラーは、LDAP をサポートする Windows 2000

ドメイン環境のユーザーが、十分な権限のないローカ
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ル・アカウントにログインした場合に発生することがあ
ります。

ユーザーの処置: ユーザーの識別名 (DN) とパスワー
ドの両方に有効な値を使用して、コマンドを再サブミッ
トしてください。

Windows 2000 ドメイン環境では、十分な権限を付与さ
れたアカウントでログオンするようにしてください。

SQL3283W データベース・マネージャー構成が正しく
更新されました。ただし、LDAP ディレ
クトリーでプロトコル情報は更新されてい
ません。 SQLCODE = sqlcode-value

説明: データベース・マネージャー構成が正しく更新さ
れました。ただし、LDAP 操作中にエラーが発生したた
め、LDAP ディレクトリーでプロトコル情報を更新でき
ませんでした。

ユーザーの処置: SQLCODE に示されているとおりに
エラーを訂正してください。その後、UPDATE LDAP

NODE コマンドを使用して LDAP ディレクトリーのプ
ロトコル情報を更新してください。

SQL3284N nodetype パラメーターが無効です。

説明: 指定された nodetype パラメーターが無効であっ
たため、データベース・サーバーは LDAP に登録され
ませんでした。

ユーザーの処置: データベース・サーバーを LDAP に
登録するとき、有効な nodetype を使用してください。
有効な nodetype パラメーターの値は SERVER、MPP、
および DCS です。

SQL3285N LDAP がサポートされていないため、コ
マンドが正常に完了しませんでした。

説明: LDAP がこのプラットフォームでサポートされ
ていないため、コマンドが正常に完了しませんでした。

ユーザーの処置: LDAP がこのプラットフォームでサ
ポートされていない場合、次のコマンドを発行して
LDAP サポートを無効にしてください。
db2set DB2_ENABLE_LDAP=NO

SQL3300N 入力ファイルのレコードの順序に、誤りが
あります。

説明: ワークシート形式 (WSF) ファイルのレコードは
昇順 (行 1、列 1 ... 行 1、列 256; 行 2、列 1 ...) で
あると予想されます。 WSF ファイルが損傷を受けた
か、または間違って生成されました (Lotus 製品のレベ
ルが、データベース・マネージャーによってサポートさ
れていない可能性があります)。

IMPORT ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: サポートされているレベルの Lotus

製品を使用して、WSF ファイルを再生成してくださ
い。

SQL3301N 入力ファイルの途中で、BOF レコードが
見つかりました。

説明: ファイルの開始 (BOF) レコードは、ワークシー
ト形式 (WSF) ファイルの最初のレコードでなければな
りません。それは、ファイルの他のロケーションに存在
することはできません。 WSF ファイルが損傷を受けた
か、または間違って生成されました (Lotus 製品のレベ
ルが、データベース・マネージャーによってサポートさ
れていない可能性があります)。

IMPORT ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: サポートされているレベルの Lotus

製品を使用して、WSF ファイルを再生成してくださ
い。

SQL3302N データを何もインポートしないうちに、
EOF レコードが見つかりました。

説明: 入力ファイルは有効ですが、インポートで使用で
きるデータが含まれていません。

IMPORT ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 有効なデータを使用して入力ファイル
を再生成します。

SQL3303N Action String パラメーターに CREATE

または REPLACE_CREATE キーワード
を使用する場合、ファイル・タイプは
IXF でなければなりません。

説明: IXF 以外のファイル・タイプは、Action String

(たとえば "REPLACE into ...") パラメーターの
CREATE または REPLACE_CREATE キーワードでは
許可されていません。

IMPORT ユーティリティーは処理を停止します。データ
はインポートされません。

ユーザーの処置: ファイル・タイプを IXF に変更する
か、あるいは INSERT、INSERT_UPDATE、または
REPLACE を使用してください。

SQL3304N 表が存在しません。

説明: コマンドに指定されたパラメーターには、存在す
る表が必要です。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。
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ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行します。

v 既存の表名を使用して、コマンドを再サブミットして
ください。

v 入力ファイルが PC/IXF ファイルの場合は、CREATE

オプションを使用して、コマンドを再サブミットして
ください。

SQL3305N この表はすでに存在しているので、作成で
きません。

説明: CREATE キーワードは、新しい表が作成される
べきであることを示しますが、指定された名前の表がす
でに存在しています。

IMPORT ユーティリティーは処理を停止します。データ
はインポートされません。

ユーザーの処置: 既存の表を消去するか、または
CREATE 以外のキーワードを使用して、コマンドを再
サブミットしてください。

SQL3306N 行を表に挿入している間に、SQL エラー
sqlcode が発生しました。

説明: 表へ行を挿入しているときに、SQL エラーが発
生しました。

SQL エラーが重大でない場合、その行は拒否され、ユ
ーティリティーは処理を続けますが、それ以外の場合、
ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 実際のエラーの詳細については、メッ
セージ・ファイル内の他のメッセージを調べ、必要に応
じて、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3307N METHOD パラメーターの列数が Action

String パラメーターの項目数と一致しな
いか、または METHOD パラメーターに
指定された列が存在しません。

説明: IMPORT コマンドに CREATE または
REPLACE_CREATE オプションが指定されています。以
下のいずれかです。

v NAMES または POSITIONS 方法標識が METHOD

パラメーターに指定されていると、METHOD に明示
的に指定された列数が、Action String (例えば
"REPLACE into ...") パラメーターに明示的に指定さ
れた列数と等しくなりません。

v DEFAULT 方法標識が METHOD パラメーターに指定
されている場合は、PC/IXF ファイルの列数が、Action

String パラメーターに指定された列数より小さくなっ
ています。

v METHOD パラメーターに指定されたある列が、
PC/IXF ファイルに存在しません。

IMPORT ユーティリティーは処理を停止します。表は作
成されません。

ユーザーの処置: METHOD と Action String パラメー
ターに指定した列を訂正するか、または METHOD パラ
メーターに指定した列を訂正してください。

SQL3308N PC/IXF の列 name のコード・ページ値
が、アプリケーションのコード・ページ値
と非互換です。FORCEIN パラメーター
は指定されていません。

説明: 列とアプリケーションのコード・ページの値が互
換性がありません。 FORCEIN パラメーターが指定され
ていないと、 IXF ファイルのコード・ページから、ア
プリケーションのコード・ページへの変換がサポートさ
れていない場合は、データをロードできません。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: このようなコード・ページを持つデー
タをロードするには、 FORCEIN オプションを指定し
て、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3309N PC/IXF ファイルの列 name は
GRAPHIC 列として定義されています。
FORCEIN パラメーターは指定されてい
ません。

説明: PC/IXF ファイルのロード中に、GRAPHIC デー
タ列が見つかりました。 FORCEIN パラメーターが使用
されていないため、データをロードできません。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
されません。

ユーザーの処置: GRAPHIC データを持つデータをロー
ドする場合は、FORCEIN パラメーターを指定して、コ
マンドを再サブミットしてください。

SQL3310N PC/IXF ファイルの列 name が無効です。

説明: IMPORT コマンドに CREATE または
REPLACE_CREATE オプションが指定されています。
PC/IXF ファイルのインポート中に、無効な C レコード
を持つ列が見つかりました。

IMPORT ユーティリティーは処理を停止します。表は作
成されません。

ユーザーの処置: 入力ファイルの列定義情報を確認して
ください。
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SQL3311N この PC/IXF ファイルをインポート
CREATE モードで使用することはサポー
トされていません。理由コード =

reason-code。

説明: 理由コード:

1

索引列の名前に 16 進値の 0x2B または 0x2D

が含まれるため、索引情報が保管されませんで
した。

2

XML 列はサポートされていません。

3

MDC キーが保管されませんでした。

4

表パーティション・キーが保管されませんでし
た。

5

コード・ページ変換のために索引名が切り捨て
られました。

6

保護された表はサポートされていません。

7

エクスポート中に、'SELECT * FROM

<TABLE-NAME>' 以外のアクション・ストリン
グが使用されました。

8

エクスポート中にメソッド N が使用されまし
た。

9

列名が PC/IXF 形式には長すぎます。長さに合
わせて切り捨てられました。

10

UDT 名が PC/IXF 形式には長すぎます。長さ
に合わせて切り捨てられました。

11

コード・ページ変換のために型付き表情報が切
り捨てられました。

12

UDT に関連付けられたスキーマが PC/IXF 形
式には長すぎます。長さに合わせて切り捨てら
れました。

13

10 進浮動小数点列はサポートされていませ
ん。

14

エクスポート中に
IMPLICITLYHIDDENINCLUDE 修飾子が使用
されました。

ユーザーの処置: エクスポート時にデータへの影響はあ
りませんでしたが、このファイルをインポート
CREATE 操作に使用して表を再作成することはできま
せん。一部の情報が欠落することになるためです。理由
コード 1、3、4、5、7、8、9、11 および 14 の場合、
ユーザーはファイル・タイプ修飾子 FORCECREATE を
使用することによって、このファイルを使用した
CREATE 操作を強制的に実行することができます。理
由コード 2、6、10、12、13 の場合は、db2look ツール
を使用して表情報を抽出し、インポート INSERT また
は REPLACE 操作を実行できます。

SQL3313N ディスクがいっぱいです。処理は終了しま
した。

説明: ディスクまたはディスケットがいっぱいです。
PC/IXF ファイルへのエクスポート中に、PC/IXF デー
タ・ファイルがハード・ディスクに存在するか、PC/IXF

データ・ファイルとデータベースが同じドライブに存在
するか、または PC/IXF データ・ファイルとメッセー
ジ・ファイルが同じドライブに存在しています。

EXPORT ユーティリティーは処理を停止します。エク
スポートされたデータは完全ではありません。

ユーザーの処置: ディスクまたはディスケットにもっと
多くのスペースを確保するか、あるいはデータベースま
たはメッセージ・ファイルとは別のドライブに、デー
タ・ファイルが置かれるように指定して、コマンドを再
サブミットしてください。

SQL3314N A レコードの「日付と時刻」フィールド
が、H レコードの「日付と時刻」フィー
ルドと一致しません。

説明: PC/IXF ファイルのロード中に、ヘッダー (H) レ
コードの実行識別情報とは異なる実行識別情報 (「日付
と時刻」フィールド内) を持つ A レコードが、PC/IXF

ファイルで見つかりました。このアクションは、継続フ
ァイルの先頭にある A レコードには適用されません。

入力ファイルが壊れている可能性があります。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 壊れたファイルを再作成するか、また
は壊れたファイルを修復して、可能な限りのデータを回
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復してください。コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL3315N サブタイプ C の A レコードの「ボリュ
ーム」フィールドが無効です。

説明: データベース・サービスによって作成された
PC/IXF ファイルのロード中に、無効なボリューム情報
(「ボリューム」フィールド内) を持つ A レコードが、
PC/IXF ファイルで見つかりました。

入力ファイルが壊れている可能性があります。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 壊れたファイルを再作成するか、また
は壊れたファイルを修復して、可能な限りのデータを回
復してください。コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL3316N 入力ファイルの一部をクローズ中に入出力
エラーが発生しました。

説明: 複数パート PC/IXF ファイルのロード中に、シ
ステムが入力 PC/IXF ファイルを構成しているファイル
のいずれかをクローズしているときに、入出力エラーが
発生しました。このアクションは、PC/IXF ファイルを
構成するファイルのグループの最後のファイルには適用
されません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL3317N filetmod パラメーターで示されたストリ
ングに、矛盾する情報が含まれています。

説明: filetmod ストリングが、出力ファイルに対して世
代と製品ファミリーを定義しています。複数の世代また
は製品ファミリーが、ストリングに定義されています。

ユーティリティーは処理を停止します。出力ファイルは
作成されませんでした。

ユーザーの処置: filetmod ストリングを変更して、1 つ
の世代および製品ファミリーのみを定義してください。
コマンドを再サブミットしてください。

SQL3318N filetmod パラメーターで、キーワードが
重複しています。

説明: COLDEL、CHARDEL、または DECPT キーワー
ドが、filetmod パラメーターに複数回現れます。この状
態は、区切り文字付き ASCII (DEL) ファイルの使用
に、発生する可能性があります。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード

またはエクスポートされません。

ユーザーの処置: 正しい filetmod パラメーターを指定
して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3319N 表の作成中に、SQL エラー sqlcode が発
生しました。

説明: 表を作成しているときに、SQL エラーが発生し
ました。

IMPORT ユーティリティーは処理を停止します。表は作
成されませんでした。データはインポートされませんで
した。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージの
SQLCODE (メッセージ番号) を調べてください。 変更
を行って、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3320N filetmod パラメーターのキーワードの後
に、区切り文字または小数点がありませ
ん。

説明: COLDEL、CHARDEL、または DECPT キーワー
ドが、filetmod パラメーターの最後にあります。キーワ
ードに続く区切り文字または小数点がありません。この
状態は、区切り文字付き ASCII (DEL) ファイルの使用
に、発生する可能性があります。

ユーティリティーは処理を停止します。データはロード
またはエクスポートされません。

ユーザーの処置: 正しい filetmod パラメーターを指定
して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3321C ログがフルであるか、またはロック・スペ
ースがすべて使用されているために、デー
タはデータベースへインポートされません
でした。リカバリーは失敗しました。
SQLCODE sqlcode が戻されます。

説明: データベース・トランザクション・ログがいっぱ
いであるか、もしくはアプリケーションで使用可能なロ
ック・スペースがすべて使用されているために、
IMPORT ユーティリティーが行データをデータベースに
挿入できませんでした。すべての作業はコミットされま
したが、データベース・トランザクション・ログまたは
ロック・スペースがいっぱいであるため、ユーティリテ
ィーは行を挿入できませんでした。

ユーティリティーは処理を停止します。それまでのすべ
ての変更はコミットされましたが、現在行はインポート
されませんでした。

ユーザーの処置: データベース・ファイルおよびアプリ
ケーションで使用可能な量のロック・スペースが含まれ
たファイル・システムに残っているスペースをチェック
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してください。最大ログ・サイズ、ロック・リストの最
大ストレージ、またはデータベース構成ファイルの単一
アプリケーションで使用可能なロック・リストの割合を
考慮してください。

SQL3322N オペレーティング・システムのセマフォ
ー・エラーが発生しました。

説明: wait/post セマフォーで、エラーが発生しまし
た。

ユーティリティーは処理を停止します。 EXPORT ユー
ティリティーの場合は、メディア上のデータが不完全に
なっている可能性があります。 IMPORT ユーティリテ
ィーの場合は、まだコミットされていないデータがロー
ルバックされます。

ユーザーの処置: DB2 の停止と再始動を行なって、ユ
ーティリティーの再サブミットを行なってください。

SQL3324N 列 name に、認識されないタイプの type

があります。

説明: SQL ステートメントから戻されるデータの列は
サポートされません。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 必要な
データのデータ・タイプは、フェデレーテッド・サーバ
ー、またはアクセスしたいデータ・ソースによってサポ
ートされていません。

ユーザーの処置: エラーを訂正して、コマンドを再発行
してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: サポー
トされているデータ・タイプを指定してプログラムを再
サブミットしてください。

SQL3325W 行 row-number のすべての列の値が
NULL なので、行は WSF データ・ファ
イルには含まれません。

説明: WSF ガジェットのエクスポート中で、SELECT

ステートメントがすべて NULL 値の行になった場合、
行は WSF ファイルに追加されません。 SQL3105N メ
ッセージに示される行の合計は、SELECT ステートメン
トから返された行数であって、WSF ファイル内の行数
ではありません。

コマンドは処理を続行します。

ユーザーの処置: アクションは不要です。これは通知メ
ッセージです。

SQL3326N Action String パラメーターの表名に続く
列リストが無効です。

説明: 表名の後に列リストがある Action String (たとえ
ば "REPLACE into ...") パラメーターを指定して
IMPORT または LOAD を呼び出しても、 これが無効
だった場合、このメッセージが出されます。 たとえ
ば、以下の Action String パラメーターは失敗します。

tablea() に挿入
括弧内に列が無い

tablea(2 語) に挿入
無効な列名

tablea(grant.col1) に挿入
列名は修飾できない

tablea(x1234567890123456789) に挿入
長すぎる列名

tablea(,col1,col2) に挿入
列名の欠落

コマンドは続行されません。

ユーザーの処置: 有効な列リストで Action String パラ
メーターを変更して、もう一度ユーティリティーを呼び
出してください。

SQL3327N システム・エラーが発生しました (理由コ
ード 1 = reason-code-1 および 理由コー
ド 2 = reason-code-2)。

説明: 処理中にシステム・エラーが発生しました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 可能であれば、SQLCA からすべての
エラー情報を記録してください。メッセージ・ファイル
を保存してください。データベースを使用しているすべ
てのアプリケーションを終了してください。システムを
リブートしてください。データベースを再始動してくだ
さい。コマンドをやり直してください。

十分なメモリー・リソースがあってもこの問題が続く場
合は、オペレーティング・システムのコマンド・プロン
プトで、独立トレース機能を呼び出してください。

SQL3330W 行 row-number の文字フィールドの長さが
奇数ですが、ターゲット・データベースの
列は GRAPHIC 列です。行はロードされ
ませんでした。

説明: 偶数の長を持つ文字フィールドのみが、データベ
ースの GRAPHIC 列にロードされます。

行はロードされません。
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ユーザーの処置: IMPORT コマンドに CREATE オプ
ションを使用して、データを新しい表にロードするか、
またはこの列はこの表にロードしないでください。

SQL3331C 指定されたアクセスは、ファイル (または
ディレクトリー) の許可設定で許されてい
ません。

説明: これは、他のエラー・メッセージをともなう場合
があります。 このメッセージは、ファイル属性が一致
していないにもかかわらず、ファイルまたはディレクト
リーにアクセスしようとしたことを示しています。原因
は、以下のいずれかであると考えられます。

v 書き込み処理のための読み取り専用装置上のファイル
のオープン

v 書き込み処理のための読み取り専用ファイルのオープ
ン

v ファイルではなくディレクトリーのオープン

v ロックまたは共有違反の検出

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ファイルが使用されていない時にユー
ティリティーを再実行するか、または書き込みが許可さ
れているパスとファイルへ出力を切り替えて、ユーティ
リティーを再実行してください。

SQL3332C 開くことができるファイルの最大数に達し
ました。

説明: このメッセージは、他のエラー・メッセージをと
もなう場合があります。 このメッセージは、オープン
できるファイルの数が最大値に達していることを示して
います。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 他のアプリケーションを終了させて、
オープンされているファイルの数を減らし、ユーティリ
ティーを再実行してください。

SQL3333C ファイルまたはディレクトリーが存在しま
せん。

説明: このメッセージは、他のエラー・メッセージをと
もなう場合があります。 このメッセージは、アクセス
するファイルまたはディレクトリーが存在しないか、ま
たは見つからないことを示しています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なパスの入った正しいファイル名
を使用して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3334C 使用できる十分なストレージがありませ
ん。

説明: このメッセージは、他のエラー・メッセージをと
もなう場合があります。 このメッセージは、ファイル
をオープンするために使用できる十分なストレージがな
いことを示しています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: アプリケーションを停止してくださ
い。可能な解決方法は、以下のとおりです。

v システムに十分な実メモリーおよび仮想メモリーがあ
ることを確認してください。

v バックグラウンド処理を除去してください。

SQL3335C ファイル・システムがいっぱいです。

説明: このメッセージは、他のエラー・メッセージをと
もなう場合があります。 このメッセージは、書き込み
処理に使用できるスペースが装置にないことを示してい
ます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 装置に使用可能なスペースを確保する
には、不要なファイルを削除するか、または使用可能な
スペースがある装置に出力データの宛先を変更してくだ
さい。

SQL3337N サーバーへのデータの書き込み中に入出力
エラーが発生しました。

説明: サーバー上の一時ファイルへデータを書き込もう
としたときに、入出力エラーが発生しました (一時ファ
イルは、データベース・マネージャーのインスタンスの
sqllib ディレクトリーの下にある tmp ディレクトリーに
作成されます)。サーバー上のファイル・システムが、い
っぱいになっている可能性があります。

ユーティリティーは処理を停止します。データベースは
変更されません。

ユーザーの処置: サーバーのシステム管理者に連絡し
て、サーバー上のスペースを使用可能にし、コマンドを
再サブミットしてください。

SQL3338N サーバー上の一時メッセージ・ファイルの
読み取り中に入出力エラーが発生しまし
た。

説明: サーバー上の一時メッセージ・ファイルを読み取
ろうとしたときに、システム入出力エラーが発生しまし
た。

IMPORT 処理は完了しますが、データベース・クライア
ント・システム上のメッセージ・ファイルが空、または
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不完全となっている可能性があります。

ユーザーの処置: リモート・データベースへ照会して、
ユーティリティーの処理が正常に終了しているかどうか
を確かめてください。

SQL3340N 表に対する同時読み取りアクセスを使って
ロードを実行できません。理由コード =

reason-code。

説明: LOAD コマンドの ALLOW READ ACCESS オ
プションは、reason-code に指定されているように、以
下の場合にはサポートされません。

1. LOAD REPLACE を使用している場合。

2. INDEXING MODE DEFERRED を使用している場
合。

3. ターゲット表が SET INTEGRITY ペンディング状態
にあり、読み取りアクセスのみ状態にない場合。

4. 索引が無効とマークされている場合。

5. ALLOW READ ACCESS オプションが使用されて
いないロードで LOAD TERMINATE または LOAD

RESTART を使用した場合、または元のロードから
の一時ファイルが欠落している場合。

ユーザーの処置: ALLOW NO ACCESS オプションを
指定して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3341N USE オプションに指定された表スペース
名が無効です。理由コード =

reason-code。

説明: 索引の表スペース以外の表スペースにおける索引
の再ビルドに使用できるのは、 SYSTEM TEMPORARY

表スペースだけです。 SYSTEM TEMPORARY 表スペ
ースのページ・サイズは、索引の表スペースのページ・
サイズと一致している必要があります。

ユーザーの処置: 正しいページ・サイズを持つ
SYSTEM TEMPORARY 表スペースを参照する表スペー
ス名を使って、コマンドを再サブミットしてください。
reason-code は、次のように失敗を記述します。

1. USE 節の表スペース名が見つかりません。

2. 表スペースは、SYSTEM TEMPORARY 表スペース
でなければなりません。

3. SYSTEM TEMPORARY 表スペースのページ・サイ
ズは、索引表スペースのページ・サイズと一致して
いる必要があります。

SQL3342N このユーザー ID には、LOCK WITH

FORCE オプションを使用するための十分
な権限がありません。

説明: ロード・ユーティリティーの LOCK WITH

FORCE オプションには SYSADM または SYSCTRL 権
限が必要です。

ユーザーの処置: 十分な権限のあるユーザー ID で、
ロード・コマンドを再発行してください。

SQL3343N ロードが失敗してからのロールフォワード
後には、ロードの再開は許可されません。

説明: ロールフォワードが終わる前に失敗したロード
は、ロールフォワードが完了しても再開できません。

ユーザーの処置: TERMINATE モードを使用してロー
ドを終了するか、表をドロップしてください。

SQL3346N USE TablespaceName オプションは無視
されました。理由コード = reason-code。

説明: USE TablespaceName は、INDEXING MODE

REBUILD の ALLOW READ ACCESS ロードに対して
のみ有効です。 INDEXING MODE AUTOSELECT が指
定されている場合、ロードは索引の再ビルドを選択した
場合にのみ、代替表スペースを使用します。

ユーザーの処置: 理由コードの説明を参照してくださ
い。

1. 索引付けモードは USE TablespaceName オプション
と非互換です。

2. 表に索引がありません。

3. LOAD TERMINATE は、別々の表スペースを使用す
る必要がありません。

4. USE TablespaceName は、ALLOW READ ACCESS

ロードに対してのみサポートされています。

SQL3400N METHOD に指定された方法は、非区切
り文字付き ASCII ファイルには無効で
す。これはロケーションの 'L' である必
要があります。

説明: 非区切り文字付き ASCII ファイルからロードし
ている場合、列はファイル内のロケーションによって選
択される必要があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ソース・ファイルの列に対する有効な
ロケーションのセットを指定して、コマンドを再サブミ
ットしてください。
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SQL3401N METHOD に指定された方法は、どの
filetype でも無効です。

説明: ファイルの列の選択方法が、filetype に許されて
いない値です。以下のいずれかの方法標識を選択してく
ださい。

v P (位置の場合)

v N (名前の場合)

v L (ロケーションの場合)

v D (デフォルトの場合)

これ以上の制約は、filetype に基づきます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なメソッド標識を使用して、コマ
ンドを再サブミットしてください。

SQL3402N ゼロの値を持つ一組の開始ロケーションと
終了ロケーションが、 NULL にはできな
い列 name に指定されました。

説明: 開始ロケーションと終了ロケーションがゼロに設
定されている一組のロケーションが、示されている列に
指定されましたが、列は NULL にすることができませ
ん。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ソース・ファイルの列に対する有効な
ロケーションのセットを指定して、コマンドを再サブミ
ットしてください。

SQL3403N 列 name への挿入のための、開始ロケー
ションと終了ロケーションのペアが無効で
す。 (begin end)

説明: 入力の非区切り文字付き ASCII ファイル内の示
されているデータベース列に対して、入力データを位置
づけるフィールド指定が無効です。フィールド指定に以
下のいずれかのエラーがあります。

v 開始ロケーションが 0 未満です。

v 終了ロケーションが 0 未満です。

v 終了ロケーションが開始ロケーションより小さくなっ
ています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ソース・ファイルの列に対する有効な
ロケーションのセットを指定して、コマンドを再サブミ
ットしてください。

SQL3404N 列 name への挿入のための開始ロケーシ
ョンと終了ロケーションのペアが、無効な
数です。

説明: 入力の非区切り文字付き ASCII ファイル内の示
されているデータベース列に対して、データを位置づけ
るフィールド指定が無効です。ロケーションの対が、50

バイト以上のフィールドを定義しています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ソース・ファイルの列に対する有効な
ロケーションのセットを指定して、コマンドを再サブミ
ットしてください。

SQL3405N 列 name への挿入のための、開始ロケー
ションと終了ロケーションのペアが、無効
な日付です。

説明: 非区切り文字付き ASCII ファイル内の示されて
いるデータベース列に対して、データを位置づけるフィ
ールド指定が無効です。ロケーションの対が、日付の外
部表現には無効なフィールド長を定義しています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ソース・ファイルの列に対する有効な
ロケーションのセットを指定して、コマンドを再サブミ
ットしてください。

SQL3406N 列 name への挿入のための開始ロケーシ
ョンと終了ロケーションのペアが、無効な
時間です。

説明: 入力の非区切り文字付き ASCII ファイル内の示
されているデータベース列で、データを位置づけている
フィールド指定が無効です。ロケーションの対が、時刻
の外部表現には無効なフィールド長を定義しています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ソース・ファイルの列に対する有効な
ロケーションのセットを指定して、コマンドを再サブミ
ットしてください。

SQL3407N 列 name への挿入のための開始ロケーシ
ョンと終了ロケーションのペアが、無効タ
イム・スタンプです。

説明: 入力の非区切り文字付き ASCII ファイル内の示
されているデータベース列に対して、データを位置づけ
るフィールド指定が無効です。ロケーションの対が、タ
イム・スタンプの外部表現には無効なフィールド長を定
義しています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ファイルの列に対する有効なロケーシ
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ョンのセットを指定して、コマンドを再サブミットして
ください。

SQL3408W 列 name への挿入のための開始ロケーシ
ョンと終了ロケーションのペアが、ターゲ
ット列よりも長いフィールドを定義してい
ます。データは切り捨てられる可能性があ
ります。

説明: 入力の非区切り文字付き ASCII ファイルからの
データを含むためのフィールド指定が、 ターゲット・
データベースのサイズ (または最大サイズ) よりも大き
いフィールドを定義しています。

ユーティリティーは処理を続けます。必要に応じて、切
り捨てが行われます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3409W 列 name への挿入のための、一組の開始
ロケーションと終了ロケーションが、ター
ゲットの固定長列よりも短いフィールドを
定義しています。データは埋め込まれま
す。

説明: 示されたデータベースの列は固定長列です。入力
の非区切り文字付き ASCII ファイルからのデータを含
むためのフィールド指定が、ターゲット・データベース
の列のサイズより小さいフィールドを定義しています。

ユーティリティーは処理を続けます。示されたデータベ
ースの列へ入力される値は、必要に応じて、右側にスペ
ースが埋め込まれます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3410N 列 name への挿入のための、一組の開始
ロケーションと終了ロケーションが、
GRAPHIC 列として無効です。

説明: 示されたデータベース列に挿入される、ASCII

ファイルの入力データを位置付けるフィールド指定が、
奇数バイトのフィールドを定義しています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ソース・ファイルの列に対する有効な
ロケーションのセットを指定して、コマンドを再サブミ
ットしてください。

SQL3411W 行 row-number、列 column-number のフィ
ールドの値が、GRAPHIC 列には無効で
す。null が挿入されます。

説明: 示されたフィールドの値が、受け入れ可能な
GRAPHIC の値ではありません。値に、奇数バイトが含
まれている可能性があります。 DEL ファイルの場合

は、列番号の値が、示された行のフィールドを示しま
す。 ASCII ファイルの場合は、列番号の値が、値が始
まる行内のバイト・ロケーションを示します。

行は挿入されません。

ユーザーの処置: NULL が受け付けられない場合は、
入力ファイルを修正して、コマンドを再サブミットする
か、または表のデータを編集してください。

SQL3412W 行 row-number、列 column-number のフィ
ールドの値が GRAPHIC 列には無効です
が、ターゲット列は NULL にすることが
できません。この行は挿入されません。

説明: 示されたフィールドの値が、受け入れ可能な
GRAPHIC の値ではありません。値に、奇数バイトが含
まれている可能性があります。ターゲット列が NULL

にできないために、NULL が挿入できません。 DEL フ
ァイルの場合は、列番号の値が、示された行のフィール
ドを示します。 ASCII ファイルの場合は、列番号の値
が、値が始まる行内のバイト・ロケーションを示しま
す。

行は挿入されません。

ユーザーの処置: アクションは不要です。その行が必要
な場合には、入力ファイルを修正して、コマンドを再サ
ブミットするか、または表のデータを編集してくださ
い。

SQL3413W 行 row-number、列 column-number のフィ
ールドの値が、ターゲット列には短すぎま
す。null が挿入されます。

説明: 示されたフィールドの値は、ターゲット列には短
すぎるので、受け付けられません。列番号の値が、フィ
ールドが始まる行内のバイト・ロケーションを示してい
ます。

NULL の値が挿入されます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。NULL が受
け付けられない場合は、内部フィールドを修正して、コ
マンドを再サブミットするか、または表のデータを編集
してください。

SQL3414N 一時ファイル filename が見つかりません
でした。

説明: ロード・フェーズの終わりで、ロードを再始動す
るために、一時ファイルが必要な情報を指定して作成さ
れます。 この時点の前にロードに割り込みが行われる
と、このファイルは作成されません。

このメッセージは、ロードの再始動時にこのファイルを
検出できなかったことを表します。
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ユーティリティーは停止します。

ユーザーの処置: 割り込みが行われる時点によっては、
ビルド・フェーズで、ロードを再始動できる場合があり
ます。

SQL3415W 行 row-number および列 column-number

のフィールド値を、入力データ・ファイル
のコード・ページから、データベースのコ
ード・ページへ変換できません。null 値
がロードされました。

説明: 示されたフィールドの値が、入力データ・ファイ
ルのコード・ページからデータベースのコード・ページ
へ変換できません。

ユーザーの処置: NULL が受け付けられない場合は、
入力データ・ファイルを修正して、コマンドを再サブミ
ットするか、または表のデータを編集してください。

SQL3416W 行 row-number および列 column-number

のフィールド値を、入力データ・ファイル
のコード・ページから、データベースのコ
ード・ページへ変換できません。行はロー
ドされませんでした。

説明: 示されたフィールドの値が、入力データ・ファイ
ルのコード・ページからデータベースのコード・ページ
へ変換できません。

ユーザーの処置: アクションは不要です。その行が必要
な場合には、入力データ・ファイルを修正して、コマン
ドを再サブミットするか、または表のデータを編集して
ください。

SQL3417N ロケーション・ペア pair-number の開始
と終了がコード・ページ codepage で無効
です。

説明: コード・ページが DBCS エンコードそのもので
あるため、ロケーション・ペアはコード・ページで無効
です。これは、コード・ページの文字すべてが 2 バイ
ト長であることを意味します。偶数バイトすべてが、ロ
ケーション・ペアに指定される必要があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ソース・ファイルの列に対する有効な
ロケーションのセットを指定して、コマンドを再サブミ
ットしてください。

SQL3418W データが DB2 を使用してエクスポートさ
れた場合には、NOCHARDEL ファイル・
タイプ修飾子は指定しないでください。こ
れは、区切り文字のないベンダー・デー
タ・ファイルをサポートするために提供さ
れます。

説明: NOCHARDEL ファイル・タイプ修飾子は、区切
り文字のないベンダー・データ・ファイルをサポートす
るために提供されます。これは、データ・ファイルが
DB2 EXPORT で作成された時に使用されることは想定
していません。DEL ファイル・フォーマットでは、区
切り文字がデータ損失または破損を回避するために使用
され、そのためデフォルトの動作の一部となります。

ユーザーの処置: NOCHARDEL が IMPORT または
LOAD コマンドで必要であるかどうか確認してくださ
い。

SQL3419W 指定したソート・オプションは、ベンダ
ー・ソートによってサポートされていませ
ん。操作を続行するために、デフォルトの
DB2 ソートが使用されます。

説明: ベンダーのソート・ライブラリーは DB2 レジス
トリー変数 DB2SORT の設定により活動状態になりま
す。現在のソート指定には、このベンダー・ソート・ラ
イブラリーではサポートされていない機能が必要です。
DB2 は操作を続行するために、デフォルトのソートを
使用します。ベンダー・ソートでサポートされない機能
は以下のとおりです。

v IDENTITY_16BIT 照合を使用して作成されたデータ
ベース。

v データベース構成パラメーター ALT_COLLATE の
IDENTITY_16BIT への設定。

v ロードのターゲット表に XML 列が含まれる場合。

v ロードのターゲット表に、データ・パーティションお
よびローカル索引が含まれる場合。

ユーザーの処置: アクションは不要です。
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SQL3500W ユーティリティーが timestamp に phase

フェーズを開始しています。

説明: これは、フェーズが開始されつつあることと、前
のフェーズが終了したことを示す情報メッセージです。
フェーズは、(現れる順序で) 以下の通りです。

v LOAD

v BUILD

v DELETE

LOAD フェーズ中に、データが表にロードされます。
作成するべき索引がある場合は、BUILD フェーズが
LOAD フェーズに続きます。ユニーク索引で重複キーが
見つかった場合は、DELETE フェーズが BUILD フェー
ズに続きます。

LOAD の完了前に、LOAD が終了した場合は、LOAD

を再始動するフェーズを判別する必要があります。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3501W 順方向リカバリーがデータベースに対して
使用できないため、表が存在する表スペー
スが、バックアップ・ペンディング状態に
置かれません。

説明: データベースに対して順方向リカバリーが不可能
な場合を除いて、バックアップ・ペンディング状態に置
かれる、表が存在する表スペースとなる LOAD の呼び
出しに、COPY NO が指定されました。

ユーティリティーは処理を続けます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3502N 許される警告の合計数を超える number

の警告を、ユーティリティーが見つけまし
た。

説明: コマンドの発行中に出された警告の数が、ユーテ
ィリティーの呼び出しで指定された警告の合計数を超え
ました。

ユーティリティーは終了します。

ユーザーの処置: 適切なオプションで、正しいデータが
ロードされていることを確認するか、または許容警告数
を増やしてください。 コマンドを再サブミットしてく
ださい。

SQL3503W 指定された合計数と等しい number 行
を、ユーティリティーがロードしました。

説明: ロードされた行数は、ユーティリティーの呼び出
しで指定された行の合計数と同じでした。

ユーティリティーは正常に完了しました。

ユーザーの処置: 応答は必要ありません。

SQL3504W 整合点を確立中です。

説明: 以下の場合、呼び出し時の SAVECOUNT パラ
メーターに指定された通常インターバル以外の時点で整
合点が確立されます。

v メモリーまたは一時ファイルに保持されているメタデ
ータの容量のしきい値に達した場合。

v コピー・イメージおよびロードに対して、終了しなけ
ればならない装置エラーが起きた場合。

ユーザーの処置: このメッセージの後も LOAD が継続
される場合、アクションは不要です。 LOAD が終了し
た場合は、すべてのエラーを訂正 (装置をアクティブ化
するか、または整合点が確立されるインターバルを減ら
してください) した後で、再始動することができます。

SQL3505N RECLEN オプションの filetmod に指定
された長さが、1 から 32767 までの有効
範囲内ではありません。

説明: filetmod パラメーターに、ASC ファイルに対す
る RECLEN オプションが指定されています。指定され
た長さが無効です。

ユーザーの処置: 指定した長さを訂正して、コマンドを
再サブミットしてください。

SQL3506W 行 row-number、列 column-number の
NULL 標識に指定された値が無効です。
'N' が値として使用されます。

説明: ASC ファイルの場合、NULL 標識列は、データ
列ごとに指定することができ、'Y' または 'N' を持って
いる必要があります。 'Y' は、列が NULL 値であるこ
とを示し、'N' は、列がデータを含んでいることを示し
ます。上記のいずれの値も NULL 標識列にない場合、
'N' が値として想定され、データが列にロードされま
す。

ユーザーの処置: データまたは NULL 標識が正しくな

© Copyright IBM Corp. 2012 523



い場合は、入力ファイルを修正して、コマンドを再サブ
ミットしてください。

SQL3507N NULL 標識に指定された列番号が 0 から
32767 までの有効な範囲にないか、または
null 標識パラメーターが無効です。

説明: null_ind パラメーターで、NULL 標識の列が
ASC ファイルに対して指定されましたが、いずれかの
列が有効ないか、または NULL 標識に渡されるポイン
ターが有効ではありません。

ユーザーの処置: パラメーターを訂正して、コマンドを
再サブミットしてください。

SQL3508N ロードまたはロード照会中に、タイプ
file-type のファイルまたはパスへのアクセ
スでエラー。 理由コード: reason-code パ
ス: path/file.

説明: ロードまたはロード照会の処理中に、ファイルに
アクセスしようとしてエラーが起こりました。 ユーテ
ィリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: ロードを実行していて、表スペースが
ロード・ペンディング状態にない場合には、その問題を
修正して、ロード・ユーティリティーをもう一度呼び出
してください。 表がロード・ペンディング状態にある
場合には、 RESTART または REPLACE モードでロー
ド・ユーティリティーを呼び出すか、あるいは 1 つ以
上の表スペースのバックアップをリストアしてくださ
い。表スペースの状態は、LOAD QUERY コマンドを使
用して判別することができます。

以下が理由コードのリストです。

1

ファイルをオープンすることはできません。

これは、ファイル名が正しくないか、あるいは
ファイル / ディレクトリーに対して十分な権限
がないためと考えられます。問題を訂正して、
ロードを再始動または再実行してください。

ロードの一時ファイルが破棄されているか、ま
たは先行して行われたバックアップから、デー
タベースがリストアされている可能性がありま
す。ロードの再開はこれらの状況下ではサポー
トません。ロードを終了し、表をロード・ペン
ディングの状態から解除してください。

2

ファイルの読み取り/スキャンを行うことができ
ません。

これは、ハードウェア・エラーの結果と考えら
れます。エラーがハードウェア・エラーの場合

は、適切なアクションを実施してから、ロード
を再始動または再実行してください。

3

ファイルへの書き込みまたはサイズ変更ができ
ません。

これは、ディスクがいっぱいの状態であるか、
あるいはハードウェア・エラーと考えられま
す。 このメッセージ内に後述しているファイ
ル・タイプのリストを参照し、ロードの実行に
十分なスペースがあることを確認するか、ある
いは別のロケーションを使用するように指定し
てください。ロードを再始動または再実行して
ください。エラーがハードウェア・エラーの場
合は、適切なアクションを実施してから、ロー
ドを再始動または再実行してください。

4

ファイルに無効なデータが含まれています。

ロードに必要なファイルに、無効なデータが入
っています。 TEMPFILES_PATH に記述され
ているアクションを参照してください。

5

ファイルをクローズすることができません。

ロードを再始動または再実行できない場合に
は、IBM サービス担当者に連絡してくださ
い。

6

ファイルを削除することができません。

ロードを再始動または再実行できない場合に
は、IBM サービス担当者に連絡してくださ
い。

7

パラメーターが間違って指定されています。フ
ァイル・タイプのリストを参照し、エラーのあ
るパラメーターを判別し、正しいパラメーター
を指定してロードを再実行してください。

以下がファイル・タイプのリストです。

SORTDIRECTORY

workdirectory パラメーターが正しく指定されて
いることを確認してください。ロードされるデ
ータの索引キーの 2 倍のサイズが入る、十分
な結合スペースがすべてのディレクトリー内に
なければなりません。 また、ロード挿入およ
びロード再始動では、表内の既存のデータの索
引キーの 2 倍の余裕がなければなりません。
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MSGFILE

messagefile パラメーターが適切に指定されてい
る、ことを確認してください。ロード中に出さ
れるメッセージを書き込むのに十分なディス
ク・スペースがなければなりません。

これがロード照会の場合には、ローカル・メッ
セージ・ファイル・パラメーターが、その状態
が照会中であるロードに使用された messagefile

パラメーターと同じでない、ことを確認してく
ださい。

TEMPFILES_PATH

tempfiles path パラメーターが正しく指定され
ているかどうか確認してください。

SQL3509W ユーティリティーが、表から number 行
を削除しました。

説明: ユニーク索引を持つ表がロードされている場合
は、削除フェーズ中に、索引のユニーク性に違反する行
が表から削除されます。このメッセージは、削除された
行数に関する情報を提供します。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3510N ソート・フェーズ用の作業ディレクトリー
にアクセスできません。

説明: ソート・フェーズ用に指定された 1 つ以上の作
業ディレクトリーが、存在しないか、または読み取り/書
き込み許可を持っていません。

ユーザーの処置: 指定した作業ディレクトリーが存在
し、読み取り/書き込み許可が正しくセットアップされて
いることを確認して、コマンドを再サブミットしてくだ
さい。

SQL3511W 行 row-number、列 column-number に指定
されたファイルが見つかりません。NULL

がロードされました。

説明: 示されたフィールドのファイル名が見つかりませ
ん。データ・タイプが不一致である可能性があります。

区切り文字付き ASCII (DEL) ファイルの場合、列番号
の値が問題の値の入った行内のフィールドを示していま
す。 ASCII ファイルの場合は、列番号の値が、問題の
値が始まる行内のバイト・ロケーションを示します。

NULL 値がロードされます。

ユーザーの処置: 入力値を調べてください。 必要に応
じて、入力ファイルを訂正してコマンドを再サブミット
するか、または表のデータを編集してください。

SQL3512W 行 row-number 列 column-number に指定
されたファイルが見つかりませんが、ター
ゲット列は NULL 可能ではありません。
行はロードされませんでした。

説明: 示されたフィールドのファイル名が見つかりませ
ん。表の出力列は NULL 可能ではないため、NULL を
ロードできません。

区切り文字付き ASCII (DEL) ファイルの場合、列番号
の値が問題の値の入った行内のフィールドを示していま
す。 ASCII ファイルの場合は、列番号の値が、問題の
値が始まる行内のバイト・ロケーションを示します。

行はロードされません。

ユーザーの処置: 入力ファイルを訂正してコマンドを再
サブミットするか、または表のデータを編集してくださ
い。

SQL3513N ファイルのコード・ページが、データベー
スのコード・ページと一致しません。 フ
ァイルはロードされません。

説明: オリジナル・データベースとは異なるコード・ペ
ージを持つ DB2CS ファイルは、そのデータベースにロ
ードできません。

ユーザーの処置: データベースのコード・ページを変更
してコマンドを再サブミットするか、または別のファイ
ル・タイプ (PC/IXF など) を使用して、データをオリジ
ナル・データベースから新しいデータベースに移してく
ださい。

SQL3514N ユーティリティー・システム・エラーが発
生しました。関数コード: function。 理由
コード: reason-code エラー・コード:

error-code

説明: データベース・ユーティリティーの処理中に、シ
ステム・エラーが発生しました。

ユーザーの処置: function の値に応じて、以下の異なる
アクションが必要です。

考えられる関数コードは以下の通りです。

v 1 - ロードのソート中にエラーが発生しました。

ロードの再始動をやり直してください。 エラーが引
き続き発生する場合には、関数、理由コード、および
エラー・コードを技術サービス担当者に連絡してくだ
さい。

v 2 - ベンダーのソート・ユーティリティーの使用中に
エラーが発生しました。

ベンダーのソートの代わりに、IBM データ・サーバ
ー・クライアント/DB2 サーバー・ソート・ユーティ
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リティーを使用して、ロードをやり直してください。
これを実行するためには、サーバーのプロファイル・
レジストリーの値をブランクにリセットしてくださ
い。新しいプロファイル・レジストリーの値を有効に
するには、データベース・マネージャーを再始動しな
ければならないことがあります。エラーが引き続き発
生する場合には、関数、理由コード、およびエラー・
コードをベンダー・ソート技術サービス担当者に連絡
してください。

SQL3515W ユーティリティーは、timestamp に phase

フェーズを完了しました。

説明: これは、フェーズが完了したことを示す情報メッ
セージです。フェーズは、(現れる順序で) 以下の通りで
す。

v LOAD

v BUILD

v DELETE

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3516N ユーティリティーは、指定に応じるロード
を再始動できませんでした。

説明: 障害が発生する前に、ロード・ユーティリティー
が、ロードによって実行された最後の整合点に矛盾を見
つけました。この状態は、システム・エラーまたは無効
なログ・ファイルによって発生する可能性があります。

ユーザーの処置: Build フェーズからロードを再始動し
て、表を整合状態に戻し、索引を作成 (可能であれば)

するか、または REPLACE オプションを指定して、ロ
ードを実行してください。

SQL3517N 予期しないレコードが、入力ソースから読
み取られました。

説明: ユーティリティーが、無効なフォーマットのレコ
ードを見つけました。オリジナル・ソースからコピーし
たときに、ソースが壊れていた可能性があります。

処理は終了します。

ユーザーの処置: オリジナル・ソースからバイナリー形
式でレコードをコピーして、LOAD または Import を再
始動してください。

SQL3518N ソースのデータには、ロードする表との互
換性がありません。

説明: 以下のいずれかの理由で、ソースがこの表のロー
ドに使用できません。

v 表定義が、ソースの表定義と一致しません。

v ソースが、ロードされる表とは異なるプラットフォー
ムで作成されています。

v ソースが、ロードされる表とは異なるコード・ページ
を持つ表から作成されています。

ユーザーの処置: 表とソースの両方が正しく指定されて
いることを確認してください。異なる定義の表から、あ
るいは異なるプラットフォームまたはコード・ページか
らデータをロードする場合は、 IXF または DEL など
の別のファイル・タイプを使用してください。

SQL3519W ロード整合点が開始されました。 入力レ
コード・カウント = count

説明: ロード・ユーティリティーが、すでにロードされ
ている表データをコミットするために、整合点を実行し
ようとしました。

ユーザーの処置: このメッセージのすぐ後に、メッセー
ジ SQL3520W が表示されない場合は、整合点が失敗し
ました。表が整合状態まで戻され、すべての索引 (複数
の場合) が作成されたことを確認するために、ロードを
Build フェーズから再始動する必要があります。そうす
ると、ロードされたレコードのチェックが可能になりま
す。ロードが成功した行をスキップして、ファイルの残
りのレコードをロードするために、 RESTARTCOUNT

にそのレコード数を設定して、もう一度ロードを開始し
ます。

このメッセージの後にメッセージ SQL3520W が続く場
合、このメッセージは情報のみで、処置は必要ありませ
ん。

SQL3520W ロード整合点が成功しました。

説明: ロードによって実行された整合点が成功しまし
た。

ユーザーの処置: これは単なる通知メッセージです。応
答は必要ありません。

SQL3521N 入力ソース・ファイル sequence-num が提
供されませんでした。

説明: 複数入力ファイルを使用するロードが呼び出され
ましたが、すべてのファイルが提供されたわけではあり
ませんでした。 DB2CS ファイル・タイプの場合は、固
有に作成されたすべての入力ソース・ファイルを提供す
る必要があります。 IXF ファイル・タイプの場合は、
すべての入力ソース・ファイルを正しい順序で提供する
必要があります。

ユーティリティーは終了します。

ユーザーの処置: すべての入力ソース・ファイルを提供
し、すでにロードされたデータに対して
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RESTARTCOUNT を適切に設定したユーティリティー
を再始動してください。

SQL3522N ログ・リテインとユーザー出口の両方が使
用できないときに、コピー・ターゲットを
提供することはできません。

説明: ログ・リテインとユーザー出口の両方が無効にな
っているデータベースのロードの呼び出しに、コピー・
ターゲットが指定されました。このようなデータベース
には、コピー・ターゲットは無効です。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: データベースがログ・リテインとユー
ザー出口を無効にする必要を確認して、コピー・ターゲ
ットを指定せずにロードを呼び出してください。

SQL3523W メッセージ・ファイルから取り出すメッセ
ージがありません。理由コード: rc。

説明: LOAD 一時メッセージ・ファイルの照会からメ
ッセージが返されませんでした。考えられる戻りコード
は以下の通りです。

1 LOAD 一時メッセージ・ファイルが存在しませ
ん。

2 LOAD 一時メッセージ・ファイルにメッセージ
が存在しません。

ユーザーの処置: 有効な表名が指定されているかどうか
確認してください。表名が正しく指定されていて、メッ
セージが予期される場合、データベース・モニターをチ
ェックし、ユーティリティーがアクティブで、ロックな
どのリソースを待機していないことを確かめてくださ
い。 LOAD ユーティリティーが進行中になるまで
LOAD 一時メッセージ・ファイルは作成されず、
LOAD ユーティリティーの完了の後で削除されることに
注意してください。

CLP コマンドの構文には、次のようなキーワード
TABLE が含まれます。

LOAD QUERY TABLE <tablename>

TABLE キーワードを無視することにより、ロード照会
でファイル名 tablename のバイナリー・ロード・メッセ
ージ・ファイルがオープンします。

SQL3524N オプション option は、無効な値 value を
持っています。

説明: 指定する値は整数でなければなりません。オプシ
ョンごとの範囲は、以下のようになります。

1. TOTALFREESPACE: 値は、0 から 100 の範囲にあ
る必要があり、フリー・スペースとしての表の最後
に付加される表の合計ページのパーセントとして解
釈されます。

2. PAGEFREESPACE: 値は、0 から 100 までの範囲に
ある必要があり、フリー・スペースとして残される
データ・ページごとのパーセントとして解釈されま
す。

3. INDEXFREESPACE: 値は、0 から 99 までの範囲に
ある必要があり、索引のロード時に、フリー・スペ
ースとして残される索引ページのパーセントとして
解釈されます。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 値を訂正して、コマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL3525N option-1 オプションは、option-2 オプショ
ンとは非互換です。

説明: 非互換オプションがユーティリティーに対して提
供されました。

ユーザーの処置: オプションの 1 つを除去または修正
して、コマンドを再サブミットしてください。有効なオ
プションの詳細については、「コマンド・リファレン
ス」を参照してください。

SQL3526N 修飾子節 clause は現行ロード・コマンド
に矛盾しています。 理由コード:

reason-code

説明: 指示されたこのロード・ファイル・タイプ・モー
ド (修飾子) は、ご使用のロード/インポート/エクスポー
ト・コマンドに互換性がありません。これは以下のいず
れかの理由によります。

1

現行のオプションでは、 RECLEN および
NOEOFCHAR ファイル・タイプ修飾子を指定
する必要があります。それらのオプションの 1

つ以上がコマンドで欠落しています。

2

指示されたオプション (DEL または ASC な
ど) が入力または出力データ・ファイルのフォ
ーマットと矛盾している。

3

生成されたかまたは ID に関連したファイル・
タイプ修飾子を指定しましたが、そのような列
はターゲット表に入っていません。

4
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バージョン 8 より前のクライアントが使用さ
れている場合、ユニーク索引に非 ID 生成列を
持つ表をロードすることはできない。ただし、
この列が CREATE INDEX ステートメントの
INCLUDE 節に指定されているか、または
GENERATEDOVERRIDE ファイル・タイプ修
飾子が使用されている場合は除きます。 バー
ジョン 8 より前のクライアントの場合は、
ORGANIZE BY 節に非 ID 生成列がある表を
ロードするときに、GENERATEDOVERRIDE

ファイル・タイプ修飾子を指定する必要があり
ます。

5

IDENTITYOVERRIDE ファイル・タイプ修飾子
は、GENERATED BY DEFAULT ID 列を持つ
表をロードしている場合は使用できません。

6

生成された列 (パーティション・キーの一部)

が長いフィールドまたは LOB 列に関して定義
されている場合、LOBSINFILE ファイル・タイ
プ修飾子を、パーティション化されたデータベ
ース・ロードに指定することはできない。

7

GENERATEDMISSING または
IDENTITYMISSING 修飾子を現在のロードまた
はインポート・コマンドで使用した場合、表の
すべての列がロード操作から除外される結果と
なります。

8

ID 列がパーティション・キーの一部である場
合、あるいはパーティション・キーに生成され
た列が、パーティション・キーにない ID 列に
依存する場合で、現在のロード・モードが
PARTITION_ONLY、 LOAD_ONLY または
LOAD_ONLY_VERIFY_PART であるか、もし
くは SAVECOUNT オプションの値が 0 より
大きい場合は、IDENTITYOVERRIDE ファイ
ル・タイプの修飾子を指定しなくてはなりませ
ん。

9

ターゲット表に ID 列について定義済みの生成
された列が含まれ、GENERATEDOVERRIDE

ファイル・タイプ修飾子が指定されている場
合、IDENTITYOVERRIDE ファイル・タイプ修
飾子も同様に指定される必要があります。 こ
れにより、生成された列の値は常に、表の ID

列の値と整合した方法で計算されます。

10

DUMPFILEACCESSALL ファイル・タイプ修飾
子が有効なのは、ユーザーがターゲット表のロ
ードに対する SELECT 特権を持ち、
DUMPFILE 修飾子を指定し、そして DB2 サ
ーバー・データベースのパーティションが
UNIX ベースのオペレーティング・システムに
置かれている場合だけです。

11

USEDEFAULTS ファイル・タイプ修飾子は、
RECLEN 修飾子を持つ IXF ファイル・タイプ
または ASC ファイル・タイプと結合させて使
用することはできません。

12

セキュリティー・ラベルに関連したファイル・
タイプ修飾子を指定しましたが、そのような列
はターゲット表に入っていません。

13

IMPLICITLYHIDDENINCLUDE ファイル・タ
イプ修飾子は、暗黙非表示列が存在しない表を
ロードするときには、指定できません。

14

IMPLICITLYHIDDENINCLUDE ファイル・タ
イプ修飾子は、SELECT * 照会を使用せずに表
をエクスポートするときには、指定できませ
ん。

ユーザーの処置: 使用しているオプションの必要項目を
チェックしてください。一致する修飾子節 (ファイル・
タイプ・モード) およびユーティリティー・オプション
を使用してコマンドを再発行してください。

SQL3527N CODEPAGE オプションに対して
FILETMOD パラメーターで指定された数
は無効です。

説明: FILETMOD パラメーターの CODEPAGE オプシ
ョンは無効です。

ユーザーの処置: コード・ページの数を訂正し、コマン
ドを再サブミットしてください。

SQL3528W CLP コマンドで指定した区切り文字 (列
区切り文字、ストリング区切り文字、ある
いは小数点) が、アプリケーション・コー
ド・ページからデータベース・コード・ペ
ージに変換される可能性があります。

説明: CLP コマンドがクライアントからサーバーに送
信されると、コード・ページが異なる場合、このコマン
ドは、クライアントのコード・ページから、サーバーの
コード・ページへ変換される可能性があります。
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ユーザーの処置: 区切り文字が変換されていないかどう
か確認するには、16 進のフォーマットで指定する必要
があります。

SQL3529N operation-name 操作が、サポートされてい
ないデータ・タイプ data-type を列
column-number で見つけました。

説明: operation-name 操作は、列 column-number にあ
るデータ・タイプ data-type をサポートしていません。

ユーザーの処置: サポートされているデータ・タイプに
ついては、表定義およびデータ移動の手引きを調べてく
ださい。

SQL3530I ロード照会ユーティリティーは、パーティ
ション partitionnumber での agenttype の
進行状況をモニターしています。

説明: ロード照会ユーティリティーが MPP 環境で呼び
出されました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3531I LOAD RESTART が行われました。

説明: 現在照会されているロードに RESTART オプシ
ョンが与えられました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3532I ロード・ユーティリティーは現在 phase

フェーズです。

説明: これは、現在照会されているロードのフェーズを
示す情報メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3533I ロード・ユーティリティーは現在、
number の number を作成中です。

説明: これは、現在照会されているロードが BUILD

フェーズである場合に返される情報メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3534I ロードの DELETE フェーズのおよそ
number パーセントが完了しています。

説明: これは、現在照会されているロードが DELETE

フェーズである場合に返される情報メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3535W LOAD コマンド・パラメーター
parameter-name は、現在サポートされて
いません。この値は LOAD ユーティリテ
ィーによって無視されます。

説明: LOAD コマンドに、現在はサポートされていな
いパラメーターが入っています。

ユーザーの処置: LOAD のための一時ソート・スペー
スの情報および LOAD パフォーマンス調整に関する指
示については、DB2 資料を参照してください。

SQL3536N SYSTEM TEMPORARY 表スペース
table-space-name がいっぱいです。

説明: 索引キーをソートしているときに、LOAD ユー
ティリティーは表スペースがいっぱいの状態であること
を検出しました。

ユーザーの処置: SYSTEM TEMPORARY 表スペース
table-space-name に割り振られているスペースが、作成
される索引全体のサイズの少なくとも 2 倍であること
を確認してください。 LOAD ユーティリティーを再始
動してください。

SQL3537N LOAD ユーティリティーの実行中に、ソ
ート・メモリーを割り振ることができませ
んでした。

説明: ソート処理のために、LOAD ユーティリティー
で使用できる処理仮想メモリーが十分にありません。

ユーザーの処置: このメッセージを受け取ったアプリケ
ーションを終了してください。ソート処理のために使用
できる仮想メモリーが十分にあるかどうか確認してくだ
さい。

可能な解決方法は、以下のとおりです。

v すべてのアプリケーションをデータベースから切断
し、対応するデータベース構成ファイルのソート・ヒ
ープ・パラメーター (sortheap) のサイズを小さくしま
す。

v バックグラウンド処理を中止、または現在実行中の他
のアプリケーションを終了、あるいはその両方を行い
ます。

v 使用できる仮想メモリーの量を増やします。

SQL3538N 複数の LOAD で同じ一時ファイル・パス
を使用しているため、LOAD QUERY ユ
ーティリティーが失敗しました。

説明: 少なくとも 1 つの他の LOAD が、照会された
LOAD と同じ TEMPFILES PATH を使用して呼び出さ
れ、現在も進行中です。 LOAD QUERY ユーティリテ
ィーは、照会する LOAD を固有に決定できません。
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ユーザーの処置: 代わりに、LOAD QUERY の TABLE

パラメーターを使用してください。

SQL3539N LOAD TERMINATE が少なくとも 1 回
試行されているため、LOAD RESTART

を実行できません。

説明: LOAD TERMINATE は、LOAD TERMINATE

の完了後でなければ実行できません。

ユーザーの処置: ユーザーは LOAD TERMINATE の
み実行することができます。

SQL3550W 行 row-number、列 column-number のフィ
ールド値は NULL ではありませんが、タ
ーゲット列は GENERATED ALWAYS

として定義されています。

説明: 入力ファイルに NULL ではないフィールド値が
見つかりました。ターゲット列がタイプ GENERATED

ALWAYS であるため、値をロードできません。
column-number は、データが欠落している行のフィール
ドを示しています。

ユーザーの処置: LOAD では、identityoverride ファイ
ル・タイプ修飾子が使用されている場合のみ、明示的に
NULL ではないフィールド値を GENERATED

ALWAYS ID 列にロードできます。 ID 列ではない
GENERATED ALWAYS 列の場合、明示的に NULL で
はない値を行にロードするために generatedoverride ファ
イル・タイプ修飾子を使用できます。 これらの修飾子
の使用が適切でなければ、LOAD が行を受け入れる場
合、フィールド値を NULL で置き換えなければなりま
せん。

IMPORT の場合、GENERATED ALWAYS 列をオーバ
ーライドする方法はありません。 ユーティリティーが
行を受け入れる場合、フィールド値を除去して NULL

で置き換えなければなりません。

SQL3551W ユーティリティーがオーバーライドする
GENERATED ALWAYS 列が少なくとも
1 つ、表に含まれています。

説明: “override”ファイル・タイプ修飾子 (たとえば
IDENTITYOVERRIDE または GENERATEDOVERRIDE)

が指定されています。

IDENTITYOVERRIDE の場合、GENERATED ALWAYS

と定義された ID 列のユニーク性プロパティーに違反す
る可能性があります。

GENERATEDOVERRIDE の場合、その列定義に対応し
ない値の入った、ID 列ではない GENERATED

ALWAYS 列が生じる可能性があります。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3600N 表 table-name はユーザー保守のマテリア
ライズ照会表であるか、または SET

INTEGRITY ペンディング状態にないた
め、 SET INTEGRITY ステートメント
の IMMEDIATE CHECKED オプション
は無効です。

説明: SET INTEGRITY ステートメントの
IMMEDIATE CHECKED オプションが有効なのは、表
が SET INTEGRITY ペンディング状態に置かれていて
それがユーザー保守のマテリアライズ照会表でない場合
か、SET INTEGRITY ペンディング状態に置かれた上位
レベルのいずれかの表も呼び出しリストに入っていて、
中間上位レベルのすべての表もそのリストに入っている
場合のみです。

ユーザーの処置:

1. OFF オプションを指定して SET INTEGRITY ステ
ートメントを使用し、表を SET INTEGRITY ペンデ
ィング状態にしてください。

2. ユーザー保守のマテリアライズ照会表については、
IMMEDIATE UNCHECKED オプションを使用して
ください。

3. この表の上位表を、チェック対象の表のリストに含
めてください。 この上位表は SET INTEGRITY ペ
ンディング状態であり、すべての中間上位表もこの
リストに入っている必要があります。

4. 表がデータ移動なしの状態にあるが SET

INTEGRITY ペンディング状態にない場合は、FULL

ACCESS オプション付きで SET INTEGRITY ステ
ートメントを指定して、表を強制的にデータ移動な
しの状態から出してください。 SET INTEGRITY ペ
ンディング状態のままになっているすべての従属即
時マテリアライズ照会表も、その後の REFRESH

TABLE ステートメントで完全な再計算を強制され、
SET INTEGRITY ペンディング状態のままになって
いるすべての従属即時ステージング表は、従属する
マテリアライズ照会表をリフレッシュするために使
用できなくなります。

sqlcode: -3600

sqlstate: 51027

SQL3601W ステートメントにより 1 つ以上の表が自
動的に SET INTEGRITY ペンディング
状態になりました。

説明: 表は、整合性制約を強制するため、または基本
表、下層即時マテリアライズ照会表、下層ステージング
表の間のデータのリレーションシップを強制するため
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に、SET INTEGRITY ペンディング状態に置かれまし
た。具体的には、以下のステートメントにより、リスト
の表のうち少なくとも 1 つが SET INTEGRITY ペンデ
ィング状態に置かれました。

v ALTER TABLE ... ATTACH ステートメントは、
ATTACH のターゲット表を強制的に SET

INTEGRITY ペンディング状態にしました。

v ALTER TABLE ... DETACH ステートメントは、下層
即時マテリアライズ照会表または下層ステージング表
を強制的に SET INTEGRITY ペンディング状態にし
ました。

v SET INTEGRITY ステートメントは、下層外部キー
表、下層即時マテリアライズ照会表、または下層ステ
ージング表を強制的に SET INTEGRITY ペンディン
グ状態にしました。

デタッチされたパーティションは新しく作成されたデタ
ッチされた表に存在し、デタッチされたその従属マテリ
アライズ照会表およびステージング表が保守されるまで
アクセスできません。

ユーザーの処置: SET INTEGRITY ペンディング状態
にある表の整合性の妥当性を検査するには、それらの表
に対して IMMEDIATE CHECKED または IMMEDIATE

UNCHECKED オプションを指定した SET INTEGRITY

ステートメントを実行します。どの表が SET

INTEGRITY ペンディング状態かを判別するには、以下
の照会を発行してください。

SELECT TABSCHEMA, TABNAME, STATUS
FROM SYSCAT.TABLES
WHERE STATUS = ’C’

デタッチされた表のどれが ALTER TABLE ... DETACH

ステートメントによって作成されていてまだアクセスで
きないかを判別するには、以下の照会を発行してくださ
い。

SELECT TABSCHEMA, TABNAME, TYPE
FROM SYSCAT.TABLES
WHERE TYPE = ’L’

sqlcode: +3601

sqlstate: 01586

SQL3602W CHECK DATA 処理で制約違反が見つか
り、それらは例外表に移動されました。

説明: SET INTEGRITY ステートメントの実行でチェ
ックされるように指定された制約に違反する行が存在し
ます。 それらの表は、例外表に移動されます。

ユーザーの処置: 制約に違反した行については、例外表
をチェックしてください。行は、オリジナル表から削除

されますが、訂正することが可能で、例外表から戻すこ
とができます。

sqlcode: +3602

sqlstate: 01603

SQL3603N SET INTEGRITY ステートメントによる
整合性の処理で、制約、ユニーク索引、生
成された列、または XML 列の索引に関
する整合性違反が見つかりました。関連す
るオブジェクトは name で識別されま
す。

説明: SET INTEGRITY ステートメントによって検査
された表で整合性に違反する行が見つかりました。整合
性違反の原因は、次のいずれかです。

v 表の制約に違反しました。表の制約は name で識別さ
れます。

v ユニーク索引に違反しました。ユニーク索引は name

で識別されます。

v 生成された列の列値が、生成式の結果に一致しませ
ん。生成された列は name で識別されます。

v 整合性に違反する XML 列の索引が表に含まれていま
す。XML 列は name で識別されます。

行は表からまだ削除されていません。表は SET

INTEGRITY ペンディング状態のままです。

ユーザーの処置: FOR EXCEPTION オプションを使っ
て SET INTEGRITY ステートメントを再び実行し、例
外表の情報を使ってデータを訂正してください。

sqlcode: -3603

sqlstate: 23514

SQL3604N SET INTEGRITY ステートメント、
LOAD ユーティリティー、または
INGEST ユーティリティーに指定されて
いる表 table-name に対応する例外表
excp-table-name が、正しい構造でない
か、ユニーク索引、XML データに対する
索引、制約、生成列、またはトリガーを使
って定義されているか、SET

INTEGRITY ペンディング状態にある
か、あるいはタイプが無効であるかのいず
れかです。理由コード reason-code

説明: 表に対応する例外表は、オリジナル表の定義と同
様な定義を持っている必要があります。例外表に定義で
きるオプション列は、例外表を記述している資料の関連
するセクションに指定されています。生成された列が例
外表にないと思われます。例外表には、制約、トリガ
ー、ユニーク索引、または XML データに対する索引を
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定義することはできません。例外表自体が SET

INTEGRITY ペンディング状態であってはなりません。
例外表は、データ・パーティション表、範囲がクラスタ
ー化された表、デタッチされた表のいずれであってもな
りません。例外表は、リフレッシュ即時マテリアライズ
照会表も従属伝搬即時ステージング表も持つことはでき
ません。例外表は、マテリアライズ照会表またはステー
ジング表であってはなりません。例外表は、チェック対
象の表と同じセキュリティー・ポリシーと保護列セット
を持つ必要があります。

対応する理由コードは、以下のとおりです。

1

例外表は、SET INTEGRITY ペンディング状態
です。

2

例外表は、正しい列構造になっていません。

3

例外表は制約を持っています。

4

例外表はトリガーを持っています。

5

例外表は生成された列を持っています。

6

例外表はユニーク索引を持っています。

7

例外表は、マテリアライズ照会表またはステー
ジング表です。

8

例外表は、従属リフレッシュ即時マテリアライ
ズ照会表、または従属伝搬即時ステージング表
を持っています。

9

例外表は、ロード先の表と同じです。

10

例外表は、範囲がクラスター化された表です。

11

例外表は、データがパーティション化された表
です。

12

例外表は、デタッチされた表です。

13

例外表は、チェック対象の表と同じセキュリテ
ィー・ポリシーも保護列セットも持っていませ
ん。

14

例外表は、XML データに対する索引を使って
定義されています。

15

表では行レベルまたは列レベルのアクセス制御
が設定されており、例外表ではそうではありま
せん。

ユーザーの処置: 資料内の関連するセクションに示され
ているように例外表を作成し、ステートメントまたはユ
ーティリティーを再実行してください。

sqlcode: -3604

sqlstate: 428A5

SQL3605N SET INTEGRITY ステートメントに指定
されている表 table-name が、チェックの
ためにリストされていないか、または 2

回以上指定されている例外表です。

説明: FOR EXCEPTION 節が SET INTEGRITY ステ
ートメントに指定されている場合は、以下のいずれかに
よって、このエラーが発生した可能性があります。

v 表が、チェックされる表のリストにありませんでし
た。

v チェックされる表が、例外表と同じでした。

v 例外表が、チェックされる複数の表に指定されていま
す。

ユーザーの処置: 表名を訂正して、コマンドを再発行し
てください。

sqlcode: -3605

sqlstate: 428A6

SQL3606N チェック中の表の数が、SET

INTEGRITY ステートメントに指定され
ている例外表の数に一致しません。

説明: 例外表と、呼び出しリストに指定されたマテリア
ライズ照会表またはステージング表でない表の間には、
1 対 1 の対応が存在します。 呼び出しリストに指定さ
れている、マテリアライズ照会表またはステージング表
である表は、対応する例外表を持つことはできません。

ユーザーの処置: マテリアライズ照会表またはステージ
ング表でない表の例外表が存在していない場合は、作成
し、コマンドを再度実行するために、その例外表を呼び
出しリストに指定してください。マテリアライズ照会表
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およびステージング表の例外表は指定しないでくださ
い。

sqlcode: -3606

sqlstate: 428A7

SQL3608N 親表または基礎表 parent-table-name が
SET INTEGRITY ペンディング状態にあ
る間、または SET INTEGRITY ステー
トメントによって SET INTEGRITY ペ
ンディング状態に置かれる場合は、 SET

INTEGRITY ステートメントを使って従
属表 dependent-table-name をチェックでき
ません。

説明: 親表や基礎表は、SET INTEGRITY ステートメ
ントの前または後に SET INTEGRITY ペンディング状
態になることはできません。また、従属表をチェックす
るために呼び出しリストに含まれている必要がありま
す。

ユーザーの処置: SET INTEGRITY ステートメントを
実行して親表をチェックし、親表が SET INTEGRITY

ペンディング状態になっていないことを確認してくださ
い。従属表がマテリアライズ照会表またはステージング
表の場合は、SET INTEGRITY ステートメントを実行し
て基礎表をチェックし、基礎表が SET INTEGRITY ペ
ンディング状態でないことを確認してください。

従属表がマテリアライズ照会表またはステージング表で
ない場合は、最初に親表をチェックすることをお勧めし
ます。 また、従属表をチェックしたり、親表を呼び出
しリストに組み込むこともできます。 この場合、親表
に制約違反の行があり、これらの行が削除されずに例外
表に入れられていると、ステートメントが失敗すること
があります。これは、FOR EXCEPTION オプションが
使用されていない場合に発生することがあります。

従属表がマテリアライズ照会表またはステージング表の
場合は、最初に基礎表をチェックすることをお勧めしま
す。また、従属マテリアライズ照会表をリフレッシュし
て、基礎表を呼び出しリストに含めることもできます。
この場合、親表に制約違反の行があり、これらの行が削
除されずに例外表に入れられていると、ステートメント
が失敗することがあります。これは、FOR EXCEPTION

オプションが使用されていない場合に発生することがあ
ります。

参照サイクルの場合は、すべての表を呼び出しリストに
含める必要があります。

sqlcode: -3608

sqlstate: 428A8

SQL3700W 装置 device がフルです。 他のアクティ
ブ装置 active-devices があります。 新し
いメディアを取り付けるか、または適切な
アクションを行ってください。

説明: 指定された装置上のメディアがフルです。 この
装置は、いずれかの active-devices + 1 の、データのア
ンロード先ターゲット装置です。

ユーザーの処置: 以下のいずれかのアクションを実行し
てください。

v 指定した装置に新しいターゲット・メディアを取り付
け、呼び出し側アクション 1 (SQLU_CONTINUE) を
使用してアンロードを呼び出すことにより、 アンロ
ードを続けてください。

または

v active-devices がゼロ以外の場合は、呼び出し側アクシ
ョン 4 (SQLU_DEVICE_TERMINATE) で UNLOAD

ユーティリティーを呼び出すことにより、この装置な
しでアンロードを続行します。

または

v 呼び出し側アクション 2 (SQLU_TERMINATE) を指
定して、 UNLOAD ユーティリティーを呼び出すこと
により、 アンロードを続けてください。

SQL3701W lobpaths パラメーターが指定されました
が、表に LOB または長いデータが含ま
れていません。 このパラメーターは無視
されます。

説明: lobpaths パラメーターが、 LOB および長いデー
タに対して独立したターゲットを指定しています。 表
に LOB または長いデータが入っていないために、
lobpaths パラメーターによって指定されているターゲッ
トは使用されません。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3702W 警告。 装置 device に対して SQLCODE

sqlcode を受信しました。アンロードは、
この装置なしで続けられます。

説明: アンロード先ターゲットの 1 つである、指定装
置に対して、SQLCODE sqlcode が検出されました。 ア
ンロードは続けられますが、 この装置は無視されま
す。

ユーザーの処置: 指定された装置上のロードされたメデ
ィアは、アンロードされたデータを含まず、アンロード
されたデータをロードするときに、LOAD ユーティリテ
ィーに指定するメディアに含んではなりません。装置に
関する問題を修正するには、返された SQLCODE を
「メッセージ・リファレンス」で調べてください。
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SQL3703W タイプ type ページの yyy のうちの xxx

がアンロードされ、ターゲット・メディア
に書き込むために送られました。

説明: アンロードされる表は、指定されたデータ・タイ
プの yyy ページで構成されています。このうち xxx ペ
ージが UNLOAD ユーティリティーによって処理され、
データをターゲット・メディアに書き込むメディア・ラ
イターに送信されました。

type は、以下のいずれかです。

v 0 (通常データ)

v 2 (長いデータおよび割り振り情報)

v 3 (LOB データ)

v 4 (LOB 割り振り情報)

Long および LOB データの場合、未使用スペースはア
ンロードされないけれども、データの再ロードの際に再
作成されるため、xxx が yyy より小さくなく可能性があ
る点に気を付けてください。

通常データの場合でも、xxx = yyy の場合、最終メッセ
ージが発行されない場合があります。 代わりに、 メッ
セージ 3105 が、 アンロードが正常に終了したことを
示すために使用されます。

ユーザーの処置: これは通知メッセージです。 アクシ
ョンは不要です。

SQL3704N 指定された num_buffers パラメーターが
無効です。

説明: num_buffers パラメーターは、 ユーティリティ
ーが使用するバッファーの数を決定します。最小値は、
lobpaths パラメーターが指定されていない場合は 2

で、 lobpaths パラメーターが指定されている場合は 3

です。 これは、 ユーティリティーが作業するために最
低限必要な値です。 ただし、 このパラメーターが指定
されないと、 最適なバッファー数をユーティリティー
が使用します。 この最適な数は、 ユーティリティーが
実行される内部処理の数、 および lobpaths パラメータ
ーが指定されているかどうかによって異なります。指定
されたバッファーの数が最適な数より小さい場合は、い
くつかの処理が、 使用するためにバッファーを待つこ
とになります。 したがって、 このパラメーターに 0

を指定して、 ユーティリティーにバッファー数を選択
させることが推奨されます。 このパラメーターのみを
指定する場合は、ユーティリティー・ストレージ・ヒー
プのサイズのために、ユーティリティーが使用するメモ
リーの容量を制限する必要があります。

ユーザーの処置: 有効な num_buffers パラメーターを
使用して、 コマンドを再サブミットしてください。

SQL3705N 指定されたバッファー・サイズ・パラメー
ターが無効です。 バッファー・サイズ
は、0 または 8 から 250000 の間で指定
する必要があります。複数バッファーの場
合は、バッファー・サイズの合計が
250000 を超えてはなりません。

説明: ユーティリティーを呼び出しているアプリケーシ
ョンが、無効な buffer size パラメーターを指定しまし
た。 バッファー・サイズは、 内部バッファー・サイズ
の決定に使用されます。 値は、このバッファー用に取
得される 4K ページの数です。 値は、0 または 8 から
250000 の間で指定する必要があります。複数バッファ
ーがある場合、バッファー数にバッファー・サイズを掛
けた値は 250000 以下でなければなりません。

0 が指定された場合は、 以下のようになります。

v 通常データがデータベース管理記憶表スペースに存在
する表の場合は、表スペースに対して、 デフォル
ト・バッファー・サイズが、 表スペースのエクステ
ント・サイズまたは 8 の大きい方になります。

v 通常データがシステム管理ストレージ表スペースに存
在する表の場合は、デフォルト・バッファー・サイズ
が 8 になります。

ユーザーの処置: 有効なバッファー・サイズを指定し
て、コマンドを再発行してください。

SQL3706N path/file で、ディスク・フル・エラーが発
生しました。

説明: データベース・ユーティリティーの処理中に、デ
ィスク・フル・エラーが発生しました。ユーティリティ
ーは停止します。

ユーザーの処置: ユーティリティーで使用可能な十分な
ディスク・スペースがあることを確認するか、または出
力をテープなどの別のメディアに変更してください。

SQL3707N size1 を指定した sort memory size パラ
メーターが無効です。最小許容値は size2

です。

説明: ソート・メモリー・サイズが、 索引のキーのソ
ートに十分な大きさではありません。

ユーザーの処置: 有効なソート・メモリー・サイズを指
定して、 コマンドを再発行してください。

最小ストレージ容量のみを使用させるには、0 (これをデ
フォルトにします) を指定してください。ただし、最小
値より多くを使用すると、ソートのパフォーマンスが向
上するはずです。
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SQL3783N コピー・ロケーション・ファイルのオープ
ン中に、 エラーが発生しました。ファイ
ルのオープンのエラー・コードは errcode

です。

説明: ロード・リカバリーでコピー・ロケーション・フ
ァイルのオープン中に、エラーが発生しました。オペレ
ーティング・システムのファイルのオープンの戻りコー
ドが返されます。

ユーザーの処置: 詳細については、 メッセージのエラ
ー・コードを調べてください。可能であれば、エラーを
修正して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3784W コピー・ロケーション・ファイルからの読
み取り中に、無効なデータが見つかりまし
た。行 line-no で、エラー・タイプ
errtype の障害が発生しました。

説明: ロード・リカバリーでコピー・ロケーション・フ
ァイルの読み取り中に、無効なデータが見つかりまし
た。行番号とエラー・タイプが返されます。ユーティリ
ティーは、続行の応答を待ちます。

ユーザーの処置: コピー・ロケーション・ファイルのデ
ータを訂正して、処理を継続または終了するべきである
ことを示す正しい caller action パラメーターを指定し
て、ユーティリティーに戻ってください。

SQL3785N エラー sqlcode (追加情報 additional-info)

により、表 schema.tablename に対するロ
ード・リカバリーが、ノード node-number

で timestamp に失敗しました。

説明: ロード・リカバリー中に、重大エラーが発生しま
した。ユーティリティーは処理を停止します。

(注: パーティション・データベース・サーバーを使用し
ている場合、ノード番号は、エラーの発生しているノー
ドを示しています。そうでない場合、これは関係のない
ものなので無視してください。)

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージのエラ
ー・コードを調べてください。修正アクションを取った
後で、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3798W ロールフォワード・リカバリー API を呼
び出してロード・リカバリーを継続するた
めのパラメーター parameter に、無効な
値が使用されています。

説明: ロード・リカバリーが進行中に、渡されたパラメ
ーターのいずれかが、ロード・リカバリーの現在の状態
には無効でした。

ユーザーの処置: エラーの値を訂正して、処理を継続ま

たは終了するべきかを示す正しい caller action パラメー
ターを指定して、ユーティリティーに戻ってください。

SQL3799W 警告 sqlcode (追加情報 additional-info) に
より、表 schema.tablename のロード・リ
カバリーが、ノード node-number で
timestamp にペンディングになっていま
す。

説明: ロード・リカバリー中に、警告状態が見つかりま
した。ユーティリティーは、続行の応答を待ちます。

(注: パーティション・データベース・サーバーを使用し
ている場合、ノード番号は、エラーの発生しているノー
ドを示しています。そうでない場合、これは関係のない
ものなので無視してください。)

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージのエラ
ー・コードを調べてください。必要な修正を加えた後、
処理を継続するか終了するかを示す適切な caller action

パラメーターを指定して、ユーティリティーに戻ってく
ださい。

SQL3802N 無効な静止モード quiesce-mode が見つか
りました。

説明: 無効な静止モードが quiesce API に渡されまし
た。

ユーザーの処置: 正しいパラメーターを使用して、コマ
ンドを再サブミットしてください。

SQL3804N 索引が無効です。

説明: ユーティリティー・コマンドの処理中に、無効な
索引が見つかりました。

ユーザーの処置: 「管理ガイド」を調べて、索引をもう
一度妥当性検査する適切な方法を決め、状態を修復した
後でコマンドを再サブミットしてください。

SQL3805N アプリケーション、または指定された表の
1 つ以上の表スペースの状態が、 loadapi

アクションまたは quiescemode action を
禁止しています。理由コード =

reason-code。

説明: load API に渡された loadapi アクション
(quiescemode または callerac) が、アプリケーションの
状態、または表の 1 つ以上の表スペースの状態と矛盾
しています。

可能性のある理由コードは、以下のとおりです。

01
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指定された表の 1 つ以上の表スペースが、
loadapi アクションまたは quiescemode を禁止
しています。

02

アプリケーションが、 論理作業単位の開始に
なっていません。この状態は、 指定された
load アクションを禁止します。

03

アプリケーションの状態が、指定された load

アクションを禁止しています。

04

表の 1 つ以上の表スペースが、静止状態の最
大数によって、すでに静止されています。

05

システム・カタログ表スペースを静止すること
ができません。

06

表スペースがバックアップ・ペンディング状態
の場合、LOAD コマンドに COPY オプション
を指定することは許可されていません。

07

不正なフェーズでロードを再始動しようとしま
した。

08

パーティション・キーが ID 列に依存し、すべ
ての表パーティションがロード・フェーズから
再開されない表への、ロードの再試行です。
再開されたロードが ID 列への依存により初期
ロードのハッシュと異なる可能性がある場合、
このようなロードは行のハッシュとして許可さ
れません。

09

データベースが WRITE SUSPEND 状態である
ため、QUIESCE TABLESPACES FOR TABLE

コマンドが失敗しました。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

01

正しい loadapi アクションまたは quiescemode

を使用してコマンドを再サブミットするか、ま
たは表の表スペースの状態を修正してくださ
い。

02

正しい load アクションでコマンドを再サブミ
ットするか、 COMMIT または ROLLBACK

のいずれかをサブミットして現行の作業単位を
完了してください。

03

正しいロード・アクションを使用して、コマン
ドを再サブミットしてください。

04

静止状態の最大数に達している表の表スペース
を判別してください。 これらの表スペースを
QUIESCE RESET してください。

05

システム・カタログ表スペースに存在しない表
を指定して、コマンドを再サブミットしてくだ
さい。

06

copy パラメーターを除去して、コマンドを再
サブミットしてください。

07

ロードが再始動するフェーズを判別して正しい
フェーズでコマンドを再サブミットしてくださ
い。

08

TERMINATE アクションを使用し、その後元の
ロード・コマンドを再サブミットして、ロード
操作を終了してください。

09

データベースの入出力書き込み操作を再開し、
QUIESCE TABLESPACES FOR TABLE コマン
ドを再サブミットしてください。

SQL3806N 表の制約のすべてが、 ロードされる表に
対してオフになっているわけではありませ
ん。

説明: load API が呼び出されたときに、ロードされる
表に対する 1 つ以上の制約がオンになっていました。

ユーザーの処置: すべての表コンテナーがオフになった
後で、コマンドを再サブミットしてください。

SQL3807N インスタンスまたはデータベース name

はペンディング状態にあります。

説明: 他のユーザーが quiesce コマンドをサブミット
し、まだ完了していません。
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ユーザーの処置: quiesce が完了するのを待ってくださ
い。

SQL3808N インスタンスまたはデータベース name

は非静止状態にあります。

説明: 他のユーザーが unquiesce コマンドをサブミット
し、まだ完了していません。

ユーザーの処置: unquiesce が完了するのを待ってくだ
さい。

SQL3901N 重大ではないシステム・エラーが発生しま
した。理由コード reason-code

説明: 重大ではないシステム・エラーにより、処理が終
了しました。

ユーザーの処置: トレースがアクティブな場合は、オペ
レーティング・システムのコマンド・プロンプトから、
独立トレース機能を呼び出してください。技術サービス
担当者に、以下の情報を知らせてください。

v 問題の説明

v SQLCODE および組み込み理由コード

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

SQL3902C システム・エラーが発生しました。これ以
上の処理を行うことはできません。理由コ
ード = reason-code。

説明: システム・エラーが発生しました。

ユーザーの処置: トレースがアクティブな場合は、オペ
レーティング・システムのコマンド・プロンプトから、
独立トレース機能を呼び出してください。技術サービス
担当者に、以下の情報を知らせてください。

v 問題の説明

v SQLCODE および組み込み理由コード

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

SQL3910I 同期セッションが正常に完了しました。

説明:

ユーザーの処置:

SQL3911I テスト同期セッションが正常に完了しまし
た。

説明:

ユーザーの処置:

SQL3912I STOP が正常に完了しました。

説明:

ユーザーの処置:

SQL3913I STOP を発行しましたが、現在アクティ
ブな同期セッションはありません。

説明:

ユーザーの処置:

SQL3914I ユーザー割り込みが行われました。 同期
セッションは正常に停止しました。

説明:

ユーザーの処置:

SQL3915I 結果がサテライト・コントロール・サーバ
ーにアップロードされる前にユーザー割り
込みが行われました。 結果は、次の同期
セッション時にアップロードされます。

説明:

ユーザーの処置:

SQL3916I STOP 要求を受け取りました。 同期セッ
ションは正常に停止しました。

説明:

ユーザーの処置:

SQL3917I 結果がサテライト・コントロール・サーバ
ーにアップロードされる前に STOP 要求
を受け取りました。 結果は、次の同期セ
ッション時にアップロードされます。

説明:

ユーザーの処置:

SQL3918I 同期進行情報を正常に取得しました。

説明:

ユーザーの処置:

SQL3919I サテライトがサテライト・コントロール・
サーバーに接触する前に STOP 要求を受
け取りました。 同期は正常に停止しまし
た。

説明:

ユーザーの処置:
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SQL3920I このサテライトのアプリケーション・バー
ジョンは、このサテライトのグループで使
用可能なものと一致しません。 同期は実
行できません。

説明: サテライトによって報告されたアプリケーショ
ン・バージョンが、サテライト・コントロール・サーバ
ーに存在しません。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3921I このサテライトは、サテライト・コントロ
ール・サーバーで使用不可になっていま
す。 同期は実行できません。

説明: 使用不可のとき、サテライトは同期を行うことが
できません。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3930W 実行する同期スクリプトがありません。

説明: 同期スクリプトは、実行のためサテライトにダウ
ンロードされませんでした。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡して、同期スクリプトがこのサテライトのための
サテライト・コントロール・データベースで使用可能で
あることを確認してください。

SQL3931W テスト同期セッションが正常に完了しまし
た。 ただし、サテライト ID をサテライ
ト・コントロール・データベースで見つけ
られませんでした。

説明: サテライト ID がサテライトで正しく定義され
ていないか、このサテライトがサテライト・コントロー
ル・データベースに定義されていません。

ユーザーの処置: DB2SATELLITEID レジストリー変数
を使用する場合は、サテライトのユニークな ID に設定
されていることを確認してください。オペレーティン
グ・システム・ログオン ID をサテライト ID として使
用している場合、それを使ってログオンしてください。

SQL3932W テスト同期セッションが正常に完了しまし
た。 ただし、サテライトのアプリケーシ
ョン・バージョンがローカルで設定されて
いないか、またはこのサテライトのグルー
プのものがサテライト・コントロール・サ
ーバーに存在しません。

説明: サテライトのアプリケーション・バージョンが、

このサテライトのグループで使用可能なものとは異なり
ます。

ユーザーの処置: サテライトのアプリケーション・バー
ジョンが正しい値に設定されていることを確認してくだ
さい。

SQL3933W テスト同期セッションが正常に完了しまし
た。 ただし、サテライトのリリース・レ
ベルは、サテライト・コントロール・サー
バーのリリース・レベルではサポートされ
ていません。

説明: サテライトのリリース・レベルは、サテライト・
コントロール・サーバーのレベルの 1 つ上から 2 つ下
までの範囲内でなければなりません。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3934W テスト同期セッションが正常に完了しまし
た。 ただし、このサテライトはサテライ
ト・コントロール・サーバーで無効になっ
ています。

説明: サテライトは、サテライト・コントロール・サー
バーで使用不可の状態に置かれています。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3935W テスト同期セッションが正常に完了しまし
た。 ただし、このサテライトはサテライ
ト・コントロール・サーバーで障害状態に
なっています。

説明: サテライトがコントロール・サーバーで障害状態
になっています。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3936W 進行情報がありません。

説明: 同期セッションが、進行情報が記録される段階に
達していないか、このサテライトのためのアクティブな
同期セッションがありません。

ユーザーの処置: 同期セッションがアクティブであるこ
とを確認するか、後で進行情報を照会してください。

SQL3937W このサテライトのアプリケーション・バー
ジョンが、このサテライトのグループで使
用可能なものと一致しません。

説明: サテライトは、そのグループの特定のアプリケー
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ション・バージョンとのみ同期を行うことができます。
このサテライトのアプリケーション・バージョンは、コ
ントロール・サーバーでサテライトのグループのために
使用できません。

ユーザーの処置: サテライトのアプリケーション・バー
ジョンが正しい値に設定されていることを確認してくだ
さい。

SQL3938W スクリプトの実行中に割り込みが行われま
した。 同期セッションは停止しました
が、サテライトが不整合状態にある可能性
があります。

説明: 同期化処理のスクリプト実行フェーズが実行され
ているときに、割り込みが行われました。 同期セッシ
ョンは停止しましたが、スクリプトが不適切な場所で停
止された可能性があるため、サテライトが不整合状態に
なっている場合があります。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3942I 同期セッション ID がサテライト用に正
しく設定されました。

説明: セッション ID がサテライト用に正しく設定さ
れました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3943N 同期セッション ID が、最大長である
length 文字を超えています。

説明: 指定された同期セッション ID が、許可されて
いる最大長 length 文字よりも長くなっています。

ユーザーの処置: ID が nnn 文字を超えないことを確
認してください。

SQL3944I サテライトの同期セッション ID が正し
くリセットされました。

説明: サテライトのセッション ID が正しくリセット
されました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3945I サテライトの同期セッション ID が正し
く検索されました。

説明: このサテライトのセッション ID が正しく検索
され、返されました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL3946N 同期セッション ID 操作が失敗しまし
た。

説明: 同期セッション ID 操作が不明な理由で失敗し
ました。

ユーザーの処置: 製品が正しくインストールされている
ことを確認してください。 問題が解決しない場合、
DB2 サービスに連絡してください。

SQL3950N 同期セッションがアクティブになっていま
す。 アクティブにできる同期セッション
は 1 つだけです。

説明: 一度にアクティブにできる同期セッションは 1

つだけです。

ユーザーの処置: 現在の同期セッションが正常に完了す
るのを待ってから、別のセッションを開始してくださ
い。

SQL3951N サテライト ID がローカルで見つかりま
せん。

説明: オペレーティング・システム・ログオンが行われ
なかったか、または DB2SATELLITEID レジストリー変
数が設定されていません。

ユーザーの処置: オペレーティング・システム・ログオ
ン ID をサテライト ID として使用している場合、オペ
レーティング・システムにログオンしてください。
DB2SATELLITEID レジストリー変数を使用する場合
は、サテライトのユニークな ID に設定されていること
を確認してください。

SQL3952N サテライト ID をサテライト・コントロ
ール・サーバーで見つけることができませ
んでした。

説明: サテライト ID がこのサテライトで正しく定義
されていないか、このサテライトがサテライト・コント
ロール・サーバーで定義されていません。

ユーザーの処置: DB2SATELLITEID レジストリー変数
を使用する場合は、サテライトのユニークな ID に設定
されていることを確認してください。オペレーティン
グ・システム・ログオン ID をサテライト ID として使
用している場合、それを使ってログオンしてください。
それ以外の場合は、ヘルプ・デスクまたはシステム管理
者に連絡してください。
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SQL3953N このサテライトは、サテライト・コントロ
ール・サーバーで使用不可になっていま
す。

説明: サテライト ID がサテライト・コントロール・
サーバーで使用不可になっています。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3954N このサテライトは、サテライト・コントロ
ール・サーバーで障害状態になっていま
す。

説明: 直前の同期セッションが失敗したため、サテライ
トが障害状態になっています。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3955N サテライト・コントロール・データベース
名またはその別名が見つかりませんでし
た。

説明: サテライト・コントロール・データベースが正し
くカタログされていません。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3956N このサテライトのアプリケーション・バー
ジョンがローカルで定義されていません。

説明: アプリケーション・バージョンがこのサテライト
でローカルに定義されていないか、または正しく定義さ
れていません。

ユーザーの処置: アプリケーション・バージョンが正し
い値に設定されていることを確認してください。

SQL3957N 通信障害のため、サテライト・コントロー
ル・データベースに接続できません:

SQLCODE=sqlcode、
SQLSTATES=sqlstate、トークン=token1、
token2、token3。

説明: 通信サブシステムによって、エラーが検出されま
した。詳細については、sqlcode を参照してください。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3958N 同期セッション中にエラーが発生しました
: SQLCODE=sqlcode、
SQLSTATES=sqlstate、トークン=token1、
token2、token3。

説明: 通信サブシステムが不明なエラーを見つけまし
た。詳細については、sqlcode を参照してください。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3959N 通信障害のため、同期セッションを開始で
きません: SQLCODE=sqlcode、
SQLSTATES=sqlstate、トークン=token1、
token2、token3。

説明: 通信サブシステムによって、エラーが検出されま
した。詳細については、sqlcode を参照してください。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3960N 通信障害のため、結果をサテライト・コン
トロール・サーバーにアップロードできま
せん: SQLCODE=sqlcode、
SQLSTATES=sqlstate、トークン=token1、
token2、token3。

説明: 通信サブシステムによって、エラーが検出されま
した。詳細については、sqlcode を参照してください。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3961N サテライト・コントロール・サーバーで認
証を受けられません。

説明: サテライト・コントロール・データベースに接続
中、認証エラーが検出されました。

ユーザーの処置: サテライト・コントロール・データベ
ースに接続するときに必要なリモート管理ユーザー ID

またはパスワード、あるいはその両方が正しくありませ
ん。 正しいユーザー ID およびパスワードを指定する
か、ヘルプ・デスクまたはシステム管理者に連絡してく
ださい。

SQL3962N データベース・エラーのため、同期を開始
できませんでした: SQLCODE=sqlcode、
SQLSTATES=sqlstate、トークン=token1、
token2、token3。

説明: サテライト・コントロール・サーバーで、同期を
妨げるエラーが発生しました。

ユーザーの処置: もう一度同期を行ってください。 問
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題が解決しない場合、ヘルプ・デスクまたはシステム管
理者に連絡してください。

SQL3963N データベース・エラーのため、結果をアッ
プロードできません:

SQLCODE=sqlcode、
SQLSTATES=sqlstate、トークン=token1、
token2、token3。

説明: サテライト・コントロール・サーバーに結果をア
ップロード中、エラーが発生しました。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3964N サテライトのリリース・レベルがサテライ
ト・コントロール・サーバーにサポートさ
れていないため、同期が失敗しました。

説明: サテライトのリリース・レベルは、サテライト・
コントロール・サーバーのレベルの 1 つ上から 2 つ下
までの範囲内でなければなりません。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3965N サテライト・コントロール・サーバー障害
のため、同期スクリプトをダウンロードで
きません: SQLCODE=sqlcode、
SQLSTATES=sqlstate、トークン
=token1、token2、token3。

説明: サテライトが、サテライトとの同期に必要なスク
リプトをダウンロードできません。 この障害で可能性
のある原因の 1 つは、サテライトの属性を持つパラメ
ーター化されたスクリプトをコントロール・サーバーが
インスタンス化できないことです。もう 1 つの原因と
して、リソース制約のため、サテライト・コントロー
ル・サーバーが一時的に要求を完了できなかったことが
考えられます。

ユーザーの処置: 要求を再試行してください。問題が解
決しない場合、ヘルプ・デスクまたはシステム管理者に
連絡してください。

SQL3966N 同期セッションが失敗しました。 理由コ
ード reason-code

説明: 同期セッションは、以下のいずれかの理由で完了
できませんでした。

v (01) 認証情報がない。

v (02) 同期に必要ないくつかのスクリプトがない。

v (03) システム・ファイルがないか、または壊れてい
る。

v (04) システム・エラーのため、スクリプトを実行でき
なかった。

ユーザーの処置: 要求を再試行してください。問題が解
決しない場合、ヘルプ・デスクまたはシステム管理者に
連絡してください。

SQL3967N 進行情報が見つかりません。

説明: このサテライトの同期セッションの進行を調べる
ことができません。 データが壊れているか、または存
在しません。

ユーザーの処置: 同期セッションがアクティブで、進行
情報がない場合、ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3968N スクリプト障害のため、同期を正常に完了
できませんでした。ただし、実行の結果は
サテライト・コントロール・サーバーに送
られました。

説明: 同期スクリプトの 1 つが、実行中に失敗しまし
た。 戻りコードが定義された成功コード・セット内に
ないか、またはスクリプトの実行に失敗しました。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3969N スクリプト実行中に割り込みを受け取った
ため、同期が失敗しました。

説明: 割り込みを受け取ると、スクリプト実行は失敗し
ます。 システムが不整合状態にあると思われるため、
このタイプの異常終了によって同期セッションは失敗し
ます。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。

SQL3970N 同期セッションが失敗しました。
SQLCODE sqlcode、SQLSTATE

sqlatate。このエラーはロケーション
location で見つかりました。

説明: 不明なエラーのため、スクリプト実行が失敗しま
した。

ユーザーの処置: ヘルプ・デスクまたはシステム管理者
に連絡してください。
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第 9 章 SQL4000 - SQL4499

SQL4001N line 行目の column 列目の文字 character

が無効です。

説明: 指定された文字は、SQL ステートメントでは有
効な文字ではありません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 無効な文字を取り除くか、または置き
換えてください。

SQL4002N token-1 と token-2 は、宣言されていない
ホスト変数で、どちらも単一の SQL ス
テートメントの記述子名として使用できま
せん。

説明: 示された ID はホスト変数として宣言されてい
ません。記述子名が使用前に宣言されていません。単一
ステートメント内の複数の記述子名が無効なので、少な
くともホスト変数の 1 つが無効です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメント内の記述子名または未
宣言のホスト変数の使用を修正してください。 ステー
トメントには、他の未宣言のホスト変数が入っている可
能性があります。

SQL4003N line 行目の SQL ステートメントは、現在
のバージョンのプリコンパイラーではサポ
ートされていません。

説明: プリコンパイラーのリリース番号とデータベー
ス・マネージャーのインストールされたバージョンが互
換性がありません。指定されたステートメントはデータ
ベース・マネージャーでサポートされていますが、プリ
コンパイラーでサポートされていません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 現行バージョンのプリコンパイラーを
使用して、プリコンパイル処理を繰り返してください。

SQL4004N パッケージ名が無効です。

説明: パッケージ名に、無効な文字が含まれています。
名前が長すぎるか、または PACKAGE オプションを持
つ名前が指定されていません。

パッケージは作成されません。

ユーザーの処置: 有効なパッケージ名を指定するか、ま
たは PACKAGE オプションを指定しないで、コマンド

を再サブミットしてください。

SQL4005N line 行目の位置 position で、無効なトー
クン token が見つかりました。

説明: SQL ステートメントの構文エラーが、指定され
たトークン token で見つかりました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメント、特に示されたトーク
ンの周辺を調べてください。構文を修正してください。

SQL4006N 構造のネストが深すぎます。

説明: ネスト構造の数が、最大値 25 を超えています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ネスト構造の数を減らしてください。

SQL4007N ホスト構造 host-structure にフィールドが
ありません。

説明: ホスト構造 host-structure 内にはフィールドがあ
りません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ホスト構造にフィールドを追加してく
ださい。

SQL4008N 完全修飾であっても、ホスト変数 name

をユニークに参照できません。

説明: 完全修飾であっても、ホスト変数 name が少な
くとも 1 つの別の非修飾または部分修飾ホスト変数と
一致しません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ホスト変数を名前変更してください。

SQL4009N データ長の式が無効です。

説明: データ長の式に構文エラーがあるか、または複雑
すぎます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: サイズ式の構文をチェックしてくださ
い。

SQL4010N コンパウンド SQL ステートメントに不
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正なネストがあります。

説明: このエラーは、コンパウンド SQL ステートメン
トのサブステートメントとして、BEGIN COMPOUND

節が見つかった場合に戻されます。

ユーザーの処置: ネストした BEGIN COMPOUND な
しで、ステートメントの再サブミットを行なってくださ
い。

SQL4011N コンパウンド SQL ステートメントに、
無効な SQL サブステートメントがあり
ます。

説明: このエラーは、コンパウンド SQL ステートメン
トで、無効なサブステートメントが見つかったときに戻
されます。有効なステートメントは、以下のとおりで
す。

v ALTER TABLE

v COMMENT ON

v CREATE INDEX

v CREATE TABLE

v CREATE VIEW

v 位置付けられた DELETE

v 検索済み DELETE

v DROP

v GRANT

v INSERT

v LOCK TABLE

v REVOKE

v SELECT INTO

v 位置付けられた UPDATE

v 検索済み UPDATE

ユーザーの処置: 無効なサブステートメントなしで、プ
リコンパイルの再サブミットを行なってください。

sqlcode: -4011

sqlstate: 42910

SQL4012N コンパウンド SQL ステートメントで、
COMMIT の使用法が無効です。

説明: このエラーは、COMPOUND SQL ステートメン
トの COMMIT の後に、サブステートメントが見つかっ
たときに戻されます。

ユーザーの処置: COMMIT サブステートメントを最後
のサブステートメントにして、プリコンパイルの再サブ
ミットを行なってください。

SQL4013N 対応する BEGIN COMPOUND ステート
メントのない END COMPOUND ステー
トメントが見つかりました。

説明: このエラーは、先行する BEGIN COMPOUND

のない END COMPOUND ステートメントが見つかった
ときに戻されます。

ユーザーの処置: END COMPOUND を取り除くか、ま
たは BEGIN COMPOUND を追加して、プリコンパイル
の再サブミットを行なってください。

SQL4014N SQL コンパウンド構文が正しくない。

説明: このエラーは、コンパウンド SQL ステートメン
トに構文エラーが入っている時に戻されます。可能性の
ある理由は、以下のとおりです。

v END COMPOUND が脱落しています。

v サブステートメントの 1 つが空です (ゼロ長または
ブランク) 。

ユーザーの処置: 構文エラーを修正して、プリコンパイ
ルをやり直してください。

SQL4015N プリプロセスでエラーが発生しました。

説明: 外部プリプロセッサーが、1 つ以上のエラーで終
了しました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 詳細については、対応するソース・フ
ァイルの“.err”ファイルを参照してください。

SQL4016N 指定されたプリプロセッサーが見つかりま
せん。

説明: PREPROCESSOR オプションで指定されたプリ
プロセッサーが見つかりません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: プリプロセッサーを現在のディレクト
リーから実行できることを確認し、PREPROCESSOR オ
プションの構文もチェックしてください。

SQL4017W プリプロセスが正常に完了しました。

説明: PREPROCESSOR オプションで指定した外部コ
マンドを使用して、入力ファイルのプリプロセスを正常
に完了しました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL4011N
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SQL4018W プリプロセス済みファイル
preprocessed-file の処理を開始していま
す。

説明: プリコンパイラーは現在、プリプロセス済みファ
イルを処理しています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL4019W プリプロセス済みファイル
preprocessed-file の処理を完了しました。

説明: プリコンパイラーが、プリプロセス済みファイル
の処理を完了しました。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL4020N 'long' ホスト変数 token-1 が無効です。代
わりに 'sqlint32' を使用してください。

説明: プリコンパイル・オプション LONGERROR YES

が有効か、あるいはプリコンパイル・オプション
LONGERROR が指定されておらず、プラットフォーム
に 8 バイトの 'long' がある場合、INTEGER ホスト変
数はデータ・タイプ 'long' ではなく 'sqlint32' で宣言さ
れていなければなりません。

8 バイトの 'long' タイプを持つ 64 ビット・プラットフ
ォームでは、'long' ホスト変数が BIGINT データ・タイ
プに使用されるよう指定するために LONGERROR NO

を使用することができます。 移行性を最大にするに
は、INTEGER および BIGINT データ・タイプには、そ
れぞれ 'sqlint32' と 'sqlint64' を使用するようお勧めしま
す。

ユーザーの処置: ホスト変数の現行のデータ・タイプ
を、メッセージに指定されたデータ・タイプと置き換え
てください。

SQL4100I sqlflag-type SQL 言語構文が、標識機能に
よってチェックされる構文に使用されてい
ます。

説明: プリコンパイラー・チェックを渡す SQL ステー
トメントは、示された構文に対する flagger によるチェ
ックを受けます。構文の逸脱がある場合は、ステートメ
ントに対する警告メッセージが出されます。

処理を続行します。

ユーザーの処置: ありません。これは単なる通知メッセ
ージです。

SQL4102W テキスト text で始まるトークンで、 SQL

構文の逸脱が起きました。

説明: SQLFLAG プリコンパイラー・オプションに指定
された SQL 言語構文から逸脱していることが、 flagger

によって検出されました。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4103W データ定義ステートメントが CREATE

SCHEMA ステートメント内にありませ
ん。

説明: FIPS 標準は CREATE SCHEMA ステートメン
ト内に入っているすべてのデータ定義ステートメント
(DD ステートメント) が必要です。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4104W 非標準組み込みコメントがあります。

説明: SQL ステートメントの組み込みコメントが、フ
ラグが付けられる標準の必要性に合致していません。こ
のコメントが、少なくとも 2 つの連続したハイフンか
ら始まっていません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4105W SQL 構文の逸脱が発生しました。このス
テートメントは完了していません。

説明: この SQL ステートメントはすべての必須エレメ
ントが検索される前に終了していました。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4106W ID identifier が 19 文字以上あります。

説明: 許可 ID、表 ID、列名、相関名、モジュール
名、カーソル名、プロシージャー名、またはパラメータ
ー名の長さが 128 バイトを超えています。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4018W
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SQL4107W 列 column に無効な長さ、精度、または位
取り属性があります。

説明: 以下のいずれかの条件に一致していません。

v 長さの値はゼロ以上の必要があります。

v 精度の値はゼロ以上の必要があります。

v 位取りの値は精度の値より大きくなってはいけませ
ん。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4108W 標識変数に厳密な数以外のデータ・タイプ
または非ゼロの位取りがあります。

説明: 標識変数のデータ・タイプはゼロの位取りを伴う
厳密な数である必要があります。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4109W SET FUNCTION SPECIFICATION は列
column を参照します。

説明: 以下のいずれかの条件に一致していません。

v DISTINCT SET FUNCTION の COLUMN

REFERENCE は、 SET FUNCTION SPECIFICATION

から派生した列を参照できません。

v ALL SET FUNCTION の VALUE EXPRESSION 内の
COLUMN REFERENCEs は、 SET FUNCTION

SPECIFICATION から派生した列を参照できません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4110W column が入っている VALUE

EXPRESSION は、演算子を含むことはで
きません。

説明: VALUE EXPRESSION は OUTER REFERENCE

COLUMN REFERENCE に演算子を含むことはできませ
ん。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4111W COLUMN REFERENCE がなくなってい
るか、ALL 列関数 function に対し無効で
す。

説明: ALL SET FUNCTION SPECIFICATION の
VALUE EXPRESSION を COLUMN REFERENCE に組
み込む必要があります。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4112W 列 column はユニークではなく修飾が必要
です。

説明: 指定された列は、現行スコープ内でユニークでは
ありません。修飾は必須列をユニークに識別するために
提供されなくてはなりません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4113W VALUE EXPRESSION に SET

FUNCTION SPECIFICATION を含める
ことはできません。

説明: ALL SET FUNCTION の VALUE EXPRESSION

に SET FUNCTION SPECIFICATION を含めることはで
きません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4114W 列 column は現行スコープ内の表の列を識
別しません。

説明: 以下のいずれかの条件に一致していません。

v 修飾子として使用される表または相関名が存在しませ
ん。

v 列名が現行スコープまたは修飾子のスコープ内に存在
しません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4115W OUTER REFERENCE 列 column を含む
列関数は、HAVING 節の副照会にありま
せん。

説明: 列関数は、OUTER REFERENCE COLUMN
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REFERENCE が入っている場合、 HAVING 節の副照会
内に入っていなくてはなりません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4116W SUM または AVG 関数の結果を文字スト
リングにすることはできません。

説明: 文字ストリングは、SET FUNCTION

SPECIFICATION の SUM または AVG の結果に対して
無効です。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4117W 演算子 operator はこのコンテキスト内で
は無効です。

説明: 以下のいずれかの条件に一致していません。

v DISTINCT SET FUNCTION が入っている VALUE

EXPRESSION は 2 項演算子を含むことはできませ
ん。

v 単項演算子に続く最初の文字は、正または負符号であ
ることはできません。

v 1 次が文字ストリング・タイプの場合、VALUE

EXPRESSION が演算子を含まないようにしてくださ
い。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4118W この exptype EXPRESSION は非互換デー
タ・タイプを比較しています。

説明: 次のデータ・タイプのいずれかが一致していませ
ん (exptype によって識別される)。

v exptype = COMPARISON - 比較演算子は一致しなく
てはなりません

v exptype = BETWEEN - 3 つの VALUE

EXPRESSION が一致しなくてはなりません

v exptype = IN - VALUE EXPRESSION、副照会および
すべての VALUE SPECIFICATION が一致しなくて
はなりません

v exptype = QUANTIFIED - VALUE EXPRESSION お
よび副照会が一致しなくてはなりません

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4119W LIKE 述部のオペランドが文字ストリン
グではありません。

説明: 以下のいずれかの条件に一致していません。

v LIKE 述部の列のデータ・タイプが文字ストリングで
はありません

v LIKE 述部のパターンのデータ・タイプが文字ストリ
ングではありません

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4120W ESCAPE 文字は 1 バイト文字ストリング
でなくてはなりません。

説明: LIKE 述部の ESCAPE 文字は長さ 1 を伴う文字
ストリングのデータ・タイプを持っている必要がありま
す。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4121W WHERE 節、GROUP BY 節、または
HAVING 節はグループ化されたビュー
schema-name.view に対して無効です。

説明: FROM 節の識別された表が GROUP ビューの場
合、 TABLE EXPRESSION には WHERE 節、GROUP

BY 節、または HAVING 節が含まれないようにしてく
ださい。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4122W schema-name.name が FROM 節に複数回
指定されています。

説明: 以下のいずれかの条件に一致していません。

v 表名は、FROM 節で複数回発生します。

v 相関名は表名または FROM 節の相関名と同一です。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。
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SQL4123W 表参照は、GROUP ビューの FROM 節
で 1 回のみ許可されています。

説明: 表名によって識別された表が GROUP ビューの
場合、 FROM 節は確実に 1 つの表参照が入っていな
くてはなりません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4124W 列関数から派生した列 column への参照
は、WHERE 節内では無効です。

説明: WHERE 節の SEARCH CONDITION に直接入
っている VALUE EXPRESSION は、列関数から派生し
た列への参照を含んではいけません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4125W WHERE 節に列関数がある場合、
HAVING 節には WHERE 節が含まれて
いる必要があります。

説明: SEARCH CONDITION に直接入っている
VALUE EXPRESSION が列関数の場合、 WHERE 節は
HAVING 節に入っていなくてはなりません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4126W column の COLUMN REFERENCE は
OUTER REFERENCE でなくてはなりま
せん。

説明: SEARCH CONDITION に直接入っている
VALUE EXPRESSION が関数の場合、列関数式内の
COLUMN REFERENCE は OUTER REFERENCE でな
くてはなりません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4127W 列 column は現行スコープ内で重複してい
ます。

説明: 指定された列が現行スコープ内で重複していま
す。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4128W column-name の COLUMN REFERENCE

はグループ化中の列または列関数内で指定
されている必要があります。

説明: HAVING 節の SEARCH CONDITION 内の副照
会に入っている各 COLUMN REFERENCE は、
GROUP 化列を参照するか列関数で指定されなくてはな
りません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4129W SELECT LIST として * を使用している
場合、表 schema-name.table の DEGREE

は 1 でなければなりません。

説明: TABLE EXPRESSION の DEGREE は、 * の
SELECT LIST が EXISTS 述部以外で指定されている場
合は 1 でなくてはなりません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4130W 列関数は、表 schema-name.table で始まる
TABLE EXPRESSION に対して有効では
ありません。

説明: 以下のいずれかの条件に一致していません。

v TABLE EXPRESSION が GROUP ビューの場合、副
照会の SELECT LIST は SET FUNCTION

SPECIFICATION を含むことができません。

v TABLE EXPRESSION が GROUP ビューの場合、
QUERY SPECIFICATION の SELECT LIST は
column function を含むことができません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4131W column の COLUMN REFERENCE が無
効です。

説明: 以下のいずれかの条件に一致していません。

v GROUP 表の場合、COLUMN REFERENCE は
GROUP 列を参照または SET FUNCTION

SPECIFICATION 内で指定されなくてはなりません。
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v GROUP 表ではなく、かつ SET FUNCTION

SPECIFICATION の入った VALUE EXPRESSION の
場合、各 COLUMN REFERENCE を SET

FUNCTION SPECIFICATION で指定しなくてはなり
ません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4132W DISTINCT が 2 回以上指定されていま
す。

説明: 以下のいずれかの条件に一致していません。

v QUERY SPECIFICATION の副照会を除外するのに、
DISTINCT を QUERY SPECIFICATION で複数回指
定してはいけません。

v その副照会に入っているほかの副照会を除外するの
に、 DISTINCT を副照会で複数回指定してはいけま
せん。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4133W COMPARISON PREDICATE 副照会に
GROUP BY または HAVING 節を含め
ることはできません。

説明: 副照会が COMPARISON PREDICATE で指定さ
れる場合、 FROM 節の TABLE EXPRESSION が
GROUP BY または HAVING 節を含んでいない表名を
識別します。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4134W COMPARISON PREDICATE 副照会は、
GROUP ビューを識別できません。

説明: 副照会が COMPARISON PREDICATE で指定さ
れる場合、 FROM 節の TABLE EXPRESSION が
GROUP ビューを含んでいない表名を識別します。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4135W AUTHORIZATION IDENTIFIER authid

が無効です。

説明: 表名に接頭部として付ける AUTHORIZATION

IDENTIFIER が無効です。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4136W 表またはビュー schema-name.name はすで
に存在しています。

説明: 指定された表名またはビュー名はすでにこのカタ
ログ内に存在しています。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4137W COLUMN DEFINITION がありません。

説明: 少なくとも 1 つは COLUMN DEFINITION が
CREATE TABLE に対して指定される必要があります。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4138W ターゲットのデータ・タイプ type1 は、
ソースのデータ・タイプ type2 に互換性
がありません。

説明: データ・タイプは一致する必要があります。

v FETCH ステートメントで、ソースおよびターゲット
間のデータ・タイプ。

v SELECT ステートメントで、ソースおよびターゲット
間のデータ・タイプ。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4139W schema-name.table の VIEW COLUMN

LIST を必ず指定してください。

説明: QUERY SPECIFICATION によって指定された表
のほかの 2 つの列が同じ列名を持っている場合、また
は表の列に命名されていない列がある場合、 VIEW

COLUMN LIST を指定しなくてはなりません。

処理を続行します。

SQL4132W
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ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4140W エラーが発生し、flagger が停止しまし
た。モジュール名 = module-name。内部
エラー・コード = error-code

説明: flagger が内部エラーを検出しました。構文に、
bindfile または package オプションも指定されている場
合は、処理は継続されますが、flagger の処理は続行でき
ません。その他の場合は、処理が続けられます。

ユーザーの処置: メッセージのこのメッセージ番号
(SQLCODE)、モジュール名、およびエラー・コードを記
録してください。技術サービス担当者に連絡し、記録し
た情報を提供してください。

SQL4141W モジュール module-name のメッセージ
message-number の作成を試行中にエラー
が発生しました。

説明: FLAGGER は未定義メッセージの作成を試行し
ていました。

処理を続行します。

ユーザーの処置: メッセージのこのメッセージ番号
(SQLCODE)、モジュール名、およびエラー・コードを記
録してください。技術サービス担当者に連絡し、記録し
た情報を提供してください。

SQL4142W flagger の操作に十分なメモリーがありま
せん。内部エラー・コード = error-code

説明: flagger の処理に十分なメモリーがありません。
構文に、bindfile または package オプションも指定され
ている場合は、処理は継続されますが、flagger の処理は
続行できません。その他の場合は、処理が続けられま
す。

ユーザーの処置: システムに十分な実メモリーと仮想メ
モリーがあることを確認して、 不要なバックグラウン
ド処理を取り除いてください。

SQL4143W flagger メモリーの解放時に、エラーが発
生しました。内部エラー・コード =

error-code

説明: flagger が、 割り振られているメモリーを解放で
きません。構文に、bindfile または package オプション
も指定されている場合は、処理は継続されますが、
flagger の処理は続行できません。その他の場合は、処理
が続けられます。

ユーザーの処置: flagger の機能が必要な場合は、プリ
コンパイルを再始動してください。

SQL4144W モジュール module-name 内で、
FLAGGER への呼び出しで内部エラーが
見つかりました。 内部エラー・コード =

error-code

説明: FLAGGER が内部エラーを検出しました。

プリプロセスは続行しますが、 FLAGGER 操作は中断
されます。

ユーザーの処置: メッセージのこのメッセージ番号
(SQLCODE)、モジュール名、およびエラー・コードを記
録してください。技術サービス担当者に連絡し、記録し
た情報を提供してください。

SQL4145W FLAGGER からシステム・カタログへの
アクセス中のエラー。構文のみをチェック
するのにフラグを付けて続行します。
SQLCODE = nnn SQLERRP = modname

SQLERRD1 = nnn Creator = creatorname

表 = tablename

説明: システム・カタログに FLAGGER がアクセス中
に内部エラーがありました。

flagger を使用した構文チェックのみ使用して処理を続行
します。

ユーザーの処置: メッセージのこのメッセージ番号
(SQLCODE)、モジュール名、およびエラー・コードを記
録してください。技術サービス担当者に連絡し、記録し
た情報を提供してください。

SQL4146W 内部エラーのためセマンティクス処理が停
止しました。モジュール名 =

module-name。内部エラー・コード =

error-code

説明: FLAGGER はセマンティクス分析ルーチンで重
大な内部エラーを検出しました。

flagger を使用した構文チェックのみ使用して処理を続行
します。

ユーザーの処置: メッセージのこのメッセージ番号
(SQLCODE)、モジュール名、およびエラー・コードを記
録してください。技術サービス担当者に連絡し、記録し
た情報を提供してください。

SQL4147W flagger のバージョン番号が無効です。

説明: 無効な flagger のバージョン番号が、プリコンパ
イラー・サービス COMPILE SQL STATEMENT API に
渡されました。構文に、bindfile または package オプシ
ョンも指定されている場合は、処理は継続されますが、

SQL4140W
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flagger の処理は続行できません。その他の場合は、処理
が続けられます。

ユーザーの処置: 有効な flagger のバージョン番号を指
定してください。「コマンド・リファレンス」を参照し
てください。

SQL4170W 列 column を NOT NULL として必ず宣
言してください。

説明: UNIQUE として識別された列は、 NOT NULL

オプションを使用して定義されなくてはなりません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4171W ビュー表 schema-name.table は、更新可能
である必要があります。

説明: WITH CHECK OPTION 節が指定されている場
合、ビュー表は更新可能でなければなりません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4172W 列名の数が無効です。

説明: VIEW COLUMN LIST の列名の数は、 QUERY

SPECIFICATION で指定された表の DEGREE と同じも
のである必要があります。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4173W 使用する前にカーソル cursor を宣言しな
くてはなりません。

説明: 指定されたこのカーソルは、DECLARE

CURSOR ステートメントで宣言されていません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4174W カーソル cursor はすでに宣言されていま
す。

説明: 指定されたカーソルは、DECLARE CURSOR ス
テートメント内ですでに宣言されています。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4175W * または列名のみが、このコンテキストで
有効です。

説明: UNION を指定する場合、QUERY EXPRESSION

および QUERY TERM で識別された 2 つの TABLE

EXPRESSION の使用に対する SELECT LIST は、 * ま
たは COLUMN REFERENCE を構成する必要がありま
す。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4176W schema-name1.table1で始まる QUERY

EXPRESSION と schema-name2.table2で
始まる QUERY TERM で識別される表
の記述は、同一である必要があります。

説明: UNION を指定する場合、2 つの表の記述は列名
以外、同一である必要があります。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4177W SORT SPECIFICATION number はカー
ソル cursor の DEGREE 外にあります。

説明: SORT SPECIFICATION が無符号の整数を含んで
いる場合、0 より大きく、および表の列数より大きくな
くてはなりません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4178W 表 schema-name.table は読み取り専用の表
です。

説明: DELETE、INSERT、または UPDATE は読み取
り専用の表で指定されました。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4179W 表 schema-name.table は SEARCH

CONDITION に含まれるほかの副照会の
FROM 節で、識別される必要はありませ
ん。

SQL4170W
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説明: DELETE または UPDATE で指定される表を、
SEARCH CONDITION に含まれている副照会の節内で
使用できません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4180W 表 schema-name1.table1 は DECLARE

CURSOR で指定された最初の表
schema-name2.table2 ではありません。

説明: DELETE または UPDATE ステートメントで指
定された表は、 DECLARE CURSOR ステートメントの
FROM 節で指定された最初の表である必要がありま
す。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4181W TARGET SPECIFICATION 数は、カー
ソル cursor の DEGREE と一致しませ
ん。

説明: FETCH ステートメントの TARGET

SPECIFICATION 数が、指定された表の DEGREE と一
致しません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4182W INSERT ステートメントのターゲット表
schema-name.table は、FROM 節または副
照会内にもあります。

説明: 命名された表は QUERY SPECIFICATION また
は QUERY SPECIFICATION に含まれるほかの副照会の
FROM 節で識別することはできません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4183W 指定された列数が、指定された値の数と一
致していません。

説明: INSERT ステートメントで、指定された列数が指
定された値数と一致しません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4184W 指定された列数が、表 schema-name.table

で始まる QUERY SPECIFICATION の
DEGREE と一致しません。

説明: INSERT ステートメントで、指定された列数が
QUERY SPECIFICATION で指定された表の DEGREE

と一致しません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4185W データ・タイプまたは長さの不一致が列
column と INSERT または UPDATE 項
目の間にあります。

説明: 以下のいずれかの条件に一致していません。

v 列名のデータ・タイプが文字ストリングの場合、
INSERT または UPDATE ステートメントの対応する
項目は、列名の長さと同等またはそれ以下の文字スト
リングである必要があります。

v 列名のデータ・タイプが絶対数の場合、 INSERT ま
たは UPDATE ステートメントの対応する項目は、絶
対数である必要があります。

v 列名のデータ・タイプが近似数の場合、 INSERT ま
たは UPDATE ステートメントの対応する項目は、近
似数である必要があります。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4186W このコンテキストでは、 GROUP BY ま
たは HAVING 節を使用したり、グルー
プ化したビューを識別したりできません。

説明: SELECT ステートメントの TABLE

EXPRESSION の FROM 節で指定された表は、 GROUP

BY または HAVING 節を含む必要はなく、GROUP ビ
ューを識別する必要もありません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4187W SELECT LIST で指定されたエレメント
数は、 SELECT TARGET LIST の数値
と一致している必要があります。

説明: SELECT LIST ステートメントで、SELECT

LIST で指定されたエレメント数は、 SELECT TARGET
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LIST のエレメントの数と一致していなければなりませ
ん。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4188W 列関数は、UPDATE ステートメントの
SET 節で許可されていません。

説明: UPDATE ステートメントの SET 節内 VALUE

EXPRESSION は、列関数を含む必要はありません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4189W NOT NULL 列 column に対して NULL

を指定できません。

説明: NULL が UPDATE ステートメントの SET 節内
で指定されている場合、対応する列が null 値を許可し
ます。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4190W 認識されないデータ・タイプのホスト変数
が参照されています。ホスト変数位置は
position です。

説明: 位置 position のホスト変数参照は、標準で認識
されないデータ・タイプです。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4191W 列 column-name のデータ・タイプが認識
されていません。

説明: 列のデータ・タイプは標準で認識されません。

処理を続行します。

ユーザーの処置: SQL ステートメントを訂正してくだ
さい。

SQL4192W 表 schema-name.table はカタログ内で検索
されません。

説明: 命名された表またはビューは、システム・カタロ
グ内に存在していません。

SQL4300N このプラットフォームには Java サポート
がインストールされていないか、または正
しく構成されていません。

説明: Java ストアード・プロシージャーおよびユーザ
ー定義関数に対するサポートはこのサーバー上にインス
トールも構成もされていません。

ユーザーの処置: サーバー用互換 Java Runtime

Environment あるいは Java Development Kit がインスト
ールされています。 "JDK_PATH" 構成パラメーターが
正しく設定されているかどうかを確認してください。

sqlcode: -4300

sqlstate: 42724

SQL4301N Java または .NET インタープリターの始
動あるいは通信ができません。理由コード
reason-code。

説明: Java インタープリターを開始、停止または通信
を試行中に、エラーが発生しました。 理由コードに
は、以下のものがあります。

1 Java 環境変数あるいは Java データベース構成
パラメーターが無効です。

2 Java インタープリターに対する Java ネイティ
ブ・インターフェースの呼び出しは失敗しまし
た。

3 "db2java.zip" ファイルが壊れているか欠落して
います。

4 Java インタープリターは自身を終了し、再始動
できません。

5 従属 .NET ライブラリーをロードできませんで
した。

6 .NET インタープリターの呼び出しが失敗しま
した。

ユーザーの処置: Java の場合、 Java データベース構
成パラメーター (jdk_path および java_heap_sz) が正し
く設定されているかどうかを確認してください。サポー
トされる Java Runtime Environment がインストールさ
れていることを確認してください。 内部 DB2 クラス
(COM.ibm.db2) がユーザー・クラスでオーバーライドさ
れないことを確認してください。

.NET の場合、.NET プロシージャーまたは関数を実行
できるよう、 DB2 インスタンスが正しく構成されてい
ることを確認してください (システム PATH に
mscoree.dll がなければなりません)。 sqllib/bin ディレク
トリーに db2clr.dll が存在していること、およびグロー
バル・アセンブリー・キャッシュに IBM.Data.DB2 がイ
ンストールされていることを確認してください。
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sqlcode: -4301

sqlstate: 58004

SQL4302N プロシージャーまたはユーザー定義関数
name、特定名 spec-name が打ち切られま
した。例外 string。

説明: プロシージャーあるいはユーザー定義関数が異常
終了し、例外が送出されました。管理通知ログに、異常
終了したルーチンのスタックのトレースバックが含まれ
ています。

ユーザーの処置: ルーチンをデバッグして例外を除去し
てください。

sqlcode: -4302

sqlstate: 38501

SQL4303N Java ストアード・プロシージャーあるい
はユーザー定義関数 name、特定名
spec-name が外部名 string から認識でき
ません。

説明: このストアード・プロシージャーあるいはユーザ
ー定義関数を宣言した CREATE PROCEDURE あるいは
CREATE FUNCTION ステートメントには、誤った形式
の EXTERNAL NAME 節があります。外部名は次のよ
うに形式化される必要があります:

"package.subpackage.class!method"

ユーザーの処置: CREATE PROCEDURE あるいは
CREATE FUNCTION を訂正して再実行してください。

sqlcode: -4303

sqlstate: 42724

SQL4304N Java ストアード・プロシージャーまたは
ユーザー定義関数 name、特定名
spec-name は、Java クラス class をロー
ドできませんでした。理由コード
reason-code。

説明: CREATE PROCEDURE あるいは CREATE

FUNCTION ステートメントの EXTERNAL NAME 節で
与えられた Java クラスをロードできません。理由コー
ドには、以下のものがあります。

1 クラスが CLASSPATH で見つからない。

2 クラスが必須インターフェース
(“COM.ibm.db2.app.StoredProc”または
“COM.ibm.db2.app.UDF”) を実行しなかった
か、あるいは Java“public”アクセス・フラグが
欠落している。

3 デフォルトのコンストラクターが失敗したかあ
るいは使用できない。

4 “jdbc:default:connection”のドライバーをロードで
きなかった。

5 デフォルト・コンテキストを設定できなかっ
た。

ユーザーの処置: コンパイルした ".class" ファイルが
CLASSPATH たとえば "sqllib/function" の下にインスト
ールされているか確認してください。 必要な Java イン
ターフェースを実行していて "public" であることを確認
してください。

sqlcode: -4304

sqlstate: 42724

SQL4306N Java ストアード・プロシージャーまたは
ユーザー定義関数 name、特定名
spec-name が、Java メソッド method、シ
グニチャー string を呼び出せませんでし
た。

説明: CREATE PROCEDURE あるいは CREATE

FUNCTION ステートメントの EXTERNAL NAME 節で
与えられた Java メソッドが見つかりません。宣言され
た引数リストがデータベースの予想するものと一致しな
いか、あるいは "public" インスタンス・メソッドでない
可能性があります。

ユーザーの処置: Java インスタンス・メソッドが
"public" フラグとこの呼び出しの引数リストを指定して
いることを確認してください。

sqlcode: -4306

sqlstate: 42724

SQL4400N authorization-ID には、DB2

Administration Server で管理タスクを実
行する許可がありません。

説明: ユーザーは、DB2 Administration Server で試行
された管理アクションを実行するのに必要な権限を持っ
ていません。

ユーザーの処置: DASADM 権限を持つユーザー ID を
使って、DB2 Administration Server への要求をサブミッ
トしてください。 DB2 Administration Server に対して
管理アクションを行うためには、DASADM 権限が必要
です。 DASADM グループは、DB2 Administration

Server の構成パラメーターです。 GET ADMIN

CONFIGURATION コマンドを使って DB2

Administration Server の構成パラメーターを表示して、
DASADM の現在の設定を確認してください。構成パラ
メーターの値を変更するには、UPDATE ADMIN

SQL4302N
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CONFIGURATION コマンドを使用します。

SQL4401C DB2 Administration Server が起動中にエ
ラーを検出しました。

説明: DB2 Administration Server の起動中にエラーが
検出されました。

ユーザーの処置: 追加情報については DB2

Administration Server の First Failure Data Capture Log

を参照してください。 DB2 Administration Server を再
始動するには必要に応じて該当するアクションをとって
ください。

問題が続く場合、技術サービス担当者に連絡してくださ
い。

SQL4402W DB2ADMIN コマンドは成功しました。

説明: すべての処理が正常に完了しました。

ユーザーの処置: これ以上のアクションは不要です。

SQL4403N コマンドの構文が無効です。

説明: コマンドは無効な引数または無効な数のパラメー
ターを使用して入力されました。

ユーザーの処置: 有効な引数でコマンドを再サブミット
してください。

SQL4404N DB2 Administration Server が存在しませ
ん。

説明: DB2 Administration Server がこのマシンで見つ
かりませんでした。

ユーザーの処置: マシン上に DB2 Administration

Server を作成してください。

v Windows オペレーティング・システムでは、次のコ
マンドを使用します。

db2admin create

v UNIX プラットフォームでは、ルート権限を持ってい
ることを確認し、 DB2DIR/instance ディレクトリー
(DB2DIR は DB2 のインストール・パス) から次のコ
マンドを発行します。 <ASName> は Administration

Server の名前です。

dascrt <ASName>

SQL4405W DB2 Administration Server はすでに存在
します。

説明: DB2 Administration Server がすでにこのマシン
に存在しています。

ユーザーの処置: これ以上のアクションは不要です。

SQL4406W DB2 Administration Server を正常に開始
しました。

説明: すべての処理が正常に完了しました。

ユーザーの処置: これ以上のアクションは不要です。

SQL4407W DB2 Administration Server を正常に停止
しました。

説明: すべての処理が正常に完了しました。

ユーザーの処置: これ以上のアクションは不要です。

SQL4408N DB2 Administration Server はアクティブ
であるためドロップされませんでした。

説明: DB2 Administration Server をドロップするに
は、その前に停止する必要があります。

ユーザーの処置: DB2 Administration Server を停止す
るには、次のコマンドを入力してください。

DB2ADMIN STOP

SQL4409W DB2 Administration Server はすでにアク
ティブです。

説明: DB2ADMIN START コマンドは DB2

Administration Server がすでにアクティブのため処理さ
れません。

ユーザーの処置: これ以上のアクションは不要です。

SQL4410W DB2 Administration Server はアクティブ
になっていません。

説明: DB2ADMIN STOP コマンドは DB2

Administration Server がアクティブになっていないた
め、処理されません。

ユーザーの処置: これ以上のアクションは不要です。

SQL4411N サーバー・インスタンスが DB2

Administration Server でないため、要求
された操作は許可されません。

説明: 要求された操作は、DB2 Administration Server

に対して発行されたときにのみ有効です。

ユーザーの処置: DB2 Administration Server は
DB2ADMIN コマンドを使用してセットアップします。

SQL4412N DB2 Administration Server に対するログ
オン・ユーザー・アカウントが無効です。

説明: 要求されたタスクを実行するためには、DB2

Administration Server が有効なログオン・ユーザー・ア
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カウントで実行されている必要があります。 このエラ
ーの発生原因は、アカウントがセットアップされていな
いか、またはログオン・ユーザー・アカウントに有効な
DB2 ユーザー ID が入っていないかのいずれかです。

ユーザーの処置: ログオン・ユーザー・アカウントがセ
ットアップされている場合は、そのアカウントが有効な
DB2 ユーザー ID を使用していることを確認してくだ
さい。

以下のコマンドを使用して DB2 Administration Server

のログオン・ユーザー・アカウントをセットアップする
ことができます。

DB2ADMIN SETID <userid>
<password>

SQL4413W 使用法: DB2ADMIN が DB2

Administration Server の作成、ドロッ
プ、開始、あるいは停止を行います。

説明: DB2ADMIN コマンドの構文は、以下のとおりで
す。

DB2ADMIN CREATE [
/USER:<username>
/PASSWORD:<password>
]

DROP
START
STOP [/FORCE]
SETID <username>

<password>
SETSCHEDID <username> <password>
/h

コマンド・オプションは以下のとおりです。

CREATE

DB2 Administration Server を作成する

DROP DB2 Administration Server を削除する

START DB2 Administration Server を開始する

STOP DB2 Administration Server を停止する

SETID DB2 Administration Server に対するログオン・
アカウントを設定する

SETSCHEDID

スケジューラーがツール・カタログ・データベ
ースへの接続に使用するログオン・アカウント
を設定する。 スケジューラーが使用可能にな
っており、さらにツール・カタログ・データベ
ースが DB2 Administration Server に対してリ
モートである場合にのみ必要です。

/USER DB2ADMIN CREATE 中のログオン・アカウン
ト名を指定する

/PASSWORD

DB2ADMIN CREATE 中のログオン・アカウン
ト・パスワードを指定する

/FORCE

要求に応答中かどうかに関係なく、DB2ADMIN

STOP 中に DB2 Administration Server を停止
する

/h 使用情報を表示する

ユーザーの処置: 上記の有効なコマンド・オプションの
いずれかを指定して DB2ADMIN コマンドを発行してく
ださい。

SQL4414N DB2 Administration Server はアクティブ
になっていません。

説明: DB2 Administration Server がアクティブでない
場合、要求は処理されません。

ユーザーの処置: DB2 Administration Server を、コマ
ンド DB2ADMIN START を発行して開始し、要求を再
発行してください。

SQL4413W • SQL4414N
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SQL4701N データ・パーティションの最大数
(max-number) を超えました。

説明: データ・パーティションの最大数を超えようとし
ました。

ユーザーの処置: EVERY 節を使用した CREATE

TABLE ステートメントでエラーが発生した場合、イン
ターバルの長さが十分ではありませんでした。より長い
インターバルを指定して、必要なデータ・パーティショ
ンの数を減らしてください。

EVERY 節を使用しない CREATE TABLE ステートメ
ントでエラーが発生した場合、リストされたデータ・パ
ーティションの数が多すぎました。指定するデータ・パ
ーティションの数を減らしてください。

ALTER TABLE ... ATTACH PARTITION または
ALTER TABLE ... ADD PARTITION ステートメントで
エラーが発生した場合、表は許可される最大数のデー
タ・パーティションをすでに持っています。追加デー
タ・パーティションを追加または接続するには、デー
タ・パーティションをデタッチする必要があります。

sqlcode: -4701

sqlstate: 54054

SQL4702N アプリケーション・ハンドル
application-handle、作業単位 ID

unit-of-work-id、およびアクティビティー
ID activity-id で識別されるアクティビテ
ィーが存在しません。

説明: アプリケーション・ハンドル、作業単位 ID、お
よびアクティビティー ID で識別されるアクティビティ
ーに対して操作を実行しようとしました。そうしたアク
ティビティーは現在、このデータベース内に存在しませ
ん。

ユーザーの処置: アプリケーション・ハンドル、作業単
位 ID、およびアクティビティー ID に指定された引数
が、目的としたアクティビティーの引数と一致すること
を確認してください。アクティビティーがシステムを、
アクティビティーに対して操作を実行できる前の状態に
している可能性があることに注意してください。

sqlcode: -4702

sqlstate: 5U035

SQL4703N アプリケーション・ハンドル
application-handle、作業単位 ID

unit-of-work-id、およびアクティビティー
ID activity-id で識別されるアクティビテ
ィーをキャンセルできません。理由コード
= reason-code。

説明: 識別されたアクティビティーの状態またはアクテ
ィビティーのタイプのため、現時点でそのアクティビテ
ィーをキャンセルできません。

ユーザーの処置: 理由コードは状態および取るべき特定
のアクションを示しています。

1 アクティビティーは初期化状態です。初期化が
完了してから、アクティビティーをキャンセル
できます。

2 アクティビティーのタイプがサポートされるア
クティビティー・タイプではないため、アクテ
ィビティーをキャンセルできません。このアク
ティビティーが引き続きこのシステムで実行し
たりキューに入れられたりするのを停止するに
は、FORCE APPLICATION コマンドを使用し
て、このアクティビティーを実行したアプリケ
ーションを強制的に停止させることができま
す。

sqlcode: -4703

sqlstate: 5U016

SQL4704N データベースまたはサービス・スーパーク
ラス db-or-ssc-name で定義できるワー
ク・アクション・セットは 1 つだけで
す。

説明: 指定したデータベースまたはサービス・スーパー
クラス db-or-ssc-name に対して既にワーク・アクショ
ン・セットが定義されています。指定時刻にデータベー
スまたはサービス・スーパークラスに対して定義できる
ワーク・アクション・セットは 1 つだけです。

ユーザーの処置: 異なるデータベースまたはサービス・
スーパークラスを指定するか、またはそのデータベース
またはサービス・スーパークラスに現在定義されている
ワーク・アクション・セットをドロップして、要求を再
試行してください。

sqlcode: -4704
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sqlstate: 5U017

SQL4705N マッピング・ワーク・アクションで指定さ
れたサービス・サブクラス
work-action-name をデフォルトのサービ
ス・サブクラスにすることはできません。

説明: アクティビティーをマップするワーク・アクショ
ンを定義する場合、デフォルトのサービス・サブクラス
を指定することはできません。

ユーザーの処置: デフォルトのサービス・サブクラスで
はない異なるサービス・サブクラスを指定し、要求を再
試行してください。

sqlcode: -4705

sqlstate: 5U018

SQL4706N 作業クラス work-class-name に指定された
範囲が無効です。

説明: FROM パラメーターまたは TO パラメーターの
いずれかに対して指定された値が無効です。 FROM 値
はゼロまたは正の倍精度値でなければならず、TO 値は
正の倍精度値または UNBOUNDED (上限を指定しない
場合) でなければなりません。TO 値が UNBOUNDED

でない場合、その値は FROM 値以上でなければなりま
せん。

ユーザーの処置: FROM 値と TO 値の両方に対して有
効な値を指定し、要求を再試行してください。

sqlcode: -4706

sqlstate: 5U019

SQL4707N workload-name という名前のワークロード
は、データベースへのアクセスが許可され
ていないため、要求にサービス提供できま
せん。

説明: 示されたワークロードは、DISALLOW DB

ACCESS オプションを使用して定義または変更されまし
た。結果として、このワークロードに関連付けられた接
続には、データベースへのアクセスが許可されません。

ユーザーの処置: 示されたワークロードに関連付けられ
た接続にはこのデータベースへのアクセスを許可すべき
でない場合、示されたワークロードにこの接続を関連付
ける意図があったことを確認します。この接続は別のワ
ークロードに関連付けるつもりであった場合には、以下
の点を検証してください。

1. 意図していたワークロードのワークロード属性が接
続属性と一致する。

2. 意図していたワークロードが使用可能である。

3. 意図していたワークロードの評価順序が、示された
ワークロードの評価順序より早い。

示されたワークロードに関連付けられた接続にこのデー
タベースへのアクセスを許可すべきである場合、ALTER

WORKLOAD ステートメントに ALLOW DB ACCESS

オプションを指定して使用することにより、示されたワ
ークロードを変更します。

sqlcode: -4707

sqlstate: 5U020

SQL4708N 現在この作業単位で許可されているのは
COMMIT または ROLLBACK ステート
メントだけです。

説明: 以下のステートメントのいずれかが発行されてい
るため、その他の SQL ステートメントを発行する前に
そのステートメントをコミットまたはロールバックする
必要があります。

v CREATE SERVICE CLASS、ALTER SERVICE

CLASS、または DROP (SERVICE CLASS)

v CREATE THRESHOLD、ALTER THRESHOLD、また
は DROP (THRESHOLD)

v CREATE TRUSTED CONTEXT、ALTER TRUSTED

CONTEXT、または DROP (TRUSTED CONTEXT)

v CREATE WORK ACTION SET、ALTER WORK

ACTION SET、または DROP (WORK ACTION SET)

v CREATE WORK CLASS SET、ALTER WORK

CLASS SET、または DROP (WORK CLASS SET)

v CREATE WORKLOAD、ALTER WORKLOAD、また
は DROP (WORKLOAD)

v GRANT (ワークロード特権) または REVOKE (ワー
クロード特権)

v CREATE AUDIT POLICY、ALTER AUDIT

POLICY、または DROP (AUDIT POLICY)

作業単位の始めに実行されたワークロード割り当てが失
敗しました。現在の作業単位が終了するまで、以降の要
求を処理できません。

ユーザーの処置: 別のステートメントを発行する前に
COMMIT または ROLLBACK します。

sqlcode: -4708

sqlstate: 5U021
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SQL4709N 最後の接続属性をワークロード
workload-name 接続の定義からドロップで
きません。

説明: ALTER WORKLOAD ステートメントの結果、
ワークロード workload-name から最後の接続属性がドロ
ップされます。この操作は許可されていません。ワーク
ロードの定義で指定された接続属性が少なくとも 1 つ
必要です。

ユーザーの処置: ALTER WORKLOAD ステートメン
トにより、ワークロードの定義内に少なくとも 1 つの
接続属性が残ることを確認してください。

sqlcode: -4709

sqlstate: 5U022

SQL4710N ワークロードが無効になっていないか、ワ
ークロードにアクティブなワークロード・
オカレンスが含まれているか、あるいはし
きい値またはワーク・アクション・セット
がワークロードに関連付けられているた
め、ワークロード workload-name をドロ
ップできません。

説明: ワークロード workload-name のドロップを試行
しましたが、以下のいずれかの理由で失敗しました。

v ワークロードが無効になっていない。

v ワークロードにアクティブなワークロード・オカレン
スが含まれている。

v しきい値がワークロードに関連付けられている。

v ワーク・アクション・セットがワークロードに関連付
けられている。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行します。

v ワークロードがまだ無効になっていない場合、ALTER

WORKLOAD ステートメントを発行してワークロー
ドを無効にし、新しいワークロード・オカレンスがア
クティブにならないようにします。

v システムで実行中のアクティブなワークロード・オカ
レンスがなくなるまで待機し、DROP ステートメント
を発行してワークロードをドロップします。

v しきい値がワークロードに関連付けられている場合、
DROP THRESHOLD ステートメントを発行して、関
連付けられているしきい値をドロップします。

v ワーク・アクション・セットがワークロードに関連付
けられている場合、DROP WORK ACTION SET ス
テートメントを発行して、関連付けられているワー
ク・アクション・セットをドロップします。

sqlcode: -4710

sqlstate: 5U023

SQL4711N しきい値 threshold-name をドロップでき
ません。このしきい値は無効になっておら
ず、しきい値キューは空ではありません。
あるいは、しきい値の制御下でアクティビ
ティーが実行中です。

説明: しきい値 threshold-name をドロップしようとし
て失敗しました。このしきい値は無効になっておらず、
しきい値キューは空ではありません。あるいは、しきい
値の制御下でアクティビティーが実行中です。

ユーザーの処置: しきい値が無効になっていない場合は
それを無効にしてください。しきい値がワーク・アクシ
ョン・セットの一部である場合、ALTER WORK

ACTION SET ステートメントを使用してそれを無効に
する必要があります。しきい値がワーク・アクション・
セットの一部でない場合、ALTER THRESHOLD ステー
トメントを使用してそれを無効にします。しきい値を無
効にすると、しきい値の制御下で新しい要求を実行する
ことはできません。キューイングしきい値の並行性の制
限に達した場合、DISABLE アクションによって新しい
要求とキューを結合できなくなります。現在実行中の要
求が完了するか、あるいはキューに要求が存在しなくな
るまで待機し、DROP THRESHOLD ステートメントを
再度発行してください。

sqlcode: -4711

sqlstate: 5U025

SQL4712N しきい値 threshold-name を超えました。
理由コード = reason-code。

説明: 以下の理由でしきい値を超えたため、アクティビ
ティーまたは要求が停止されました。

1

オーバーフロー・エージェントをキューに入れ
ることができません。アクティビティーはオー
バーフロー・エージェントを使用中であり、コ
ーディネーター接続の数を超えたか、あるいは
データベース・コーディネーター・アクティビ
ティーの数を超えています (エージェントの最
大数を決定する、データベース・マネージャー
構成パラメーター max_agents で設定される条
件)。

2

データベース・パーティションごとの接続の最
大数に達しました
(TOTALMEMBERCONNECTIONS 条件)。

3
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特定のサービス・スーパークラスのデータベー
ス・パーティションごとの接続およびキューに
入れられた接続の最大数に達しました
(QUEUEDCONNECTIONS または
TOTALSCMEMBERCONNECTIONS 条件)。

4

データベース・パーティションごとのワークロ
ード・オカレンスの最大数に達しました
(CONCURRENTWORKLOADOCCURRENCES

条件)。

5

データベース・パーティションごとのワークロ
ード・アクティビティーの最大数に達しました
(CONCURRENTWORKLOADACTIVITIES 条
件)。

6

ドメイン内の指定された施行範囲で、データベ
ース・コーディネーター・アクティビティーお
よびキューに入れられたデータベース・コーデ
ィネーター・アクティビティーの最大数に達し
ました (CONCURRENTDBCOORDACTIVITIES

または QUEUEDACTIVITIES 条件)。DB2

pureCluster 環境の場合、施行範囲はメンバー・
レベルです (MEMBER 施行範囲)。DB2

pureCluster 環境以外の環境では、施行範囲はデ
ータベース・レベルです (DATABASE 施行範
囲)。

7

しきい値で許可されている、アクティビティー
の見積コストを超えています
(ESTIMATEDSQLCOST 条件)。

8

しきい値で許可されている、アクティビティー
に戻された行数を超えています
(SQLROWSRETURNED 条件)。

9

しきい値で許可されている、アクティビティー
の最大合計時間を超えています
(ACTIVITYTOTALTIME 条件)。

10

アクティビティーについて要求されている一時
システム・スペースの量が、しきい値で許可さ
れている量を超えています (SQLTEMPSPACE

条件)。

11

存続期間中にアクティビティーによって読み取
られた行数が、しきい値で許可されている数を
超えました (SQLROWSREAD 条件)。

12

現在のサービス・サブクラスでの実行中にアク
ティビティーによって読み取られた行数が、し
きい値で許可されている数を超えました
(SQLROWSREADINSC 条件)。

13

存続期間中にアクティビティーによって使用さ
れた CPU 時間が、しきい値で許可されている
量を超えました (CPUTIME 条件)。

14

現在のサービス・サブクラスでの実行中にアク
ティビティーによって使用された CPU 時間
が、しきい値で許可されている量を超えました
(CPUTIMEINSC 条件)。

15

サービス・サブクラスに関して要求された一時
システム・スペースの総量が、しきい値で許可
されている量を超えています
(AGGSQLTEMPSPACE 条件)。

16

作業単位によって使用された時間が、しきい値
によって許可されている量を超えました
(UOWTOTALTIME 条件)。

17

アクティビティーによって参照される表のデー
タ・タグは、しきい値 (DATATAGINSC IN 条
件) で指定されたデータ・タグのリストにあり
ます。

18

アクティビティーによって参照される表のデー
タ・タグは、しきい値 (DATATAGINSC NOT

IN 条件) で指定されたデータ・タグのリスト
にあります。

ユーザーの処置: 理由コードに応じて、以下のいずれか
のアクションを実行してください:

v 理由コード 1 の場合、データベース・マネージャー
構成パラメーター max_agents の値を増やします。

v その他の理由コードの場合、問題が発生したしきい値
条件の値を増やします。あるいは、アクティビティー
が並行性しきい値に違反した場合は、システム上で実
行されるアクティビティーの数がより少ない別の時間
にアクティビティーを実行してください。
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sqlcode: -4712

sqlstate: 5U026

SQL4713N データベースまたはサービス・スーパーク
ラスで、サービス・クラスの最大数を超え
ました。サービス・クラス
service-class-name を作成できません。

説明: データベースまたはサービス・スーパークラス用
に作成できるサービス・クラスの最大数を超えたため、
サービス・クラス service-class-name を作成できませ
ん。サービス・クラス service-class-name がサービス・
スーパークラスである場合、データベースごとに作成可
能なユーザー定義のサービス・スーパークラスの制限で
ある 64 個を超過します。サービス・クラス
service-class-name がサービス・サブクラスである場合、
サービス・スーパークラスごとに作成可能なユーザー定
義のサービス・サブクラスの制限である 61 個を超過し
ます。

ユーザーの処置: 既存のサービス・クラスを調べて、既
存のサービス・クラスをマージあるいはドロップして新
規のサービス・クラスのためのスペースを作成できるか
どうか確認してください。

sqlcode: -4713

sqlstate: 5U027

SQL4714N サービス・クラス service-class-name が無
効であるため、この要求を完了できませ
ん。

説明: 無効になったサービス・クラスに要求がマップま
たは再マップされているため、要求を完了できません。
サービス・クラス service-class-name は現在無効になっ
ているため、新しい要求を受け入れたり、既に実行中の
要求を完了したりすることができません。

ユーザーの処置: サービス・クラスが無効ではなくなっ
たかどうかを確認するには、データベース管理者に連絡
してください。その時点で要求を再試行してください。
データベース管理者は ALTER SERVICE CLASS を使
用してサービス・クラスを有効にすることができます。

sqlcode: -4714

sqlstate: 5U028

SQL4715N デフォルトのサービス・クラスの下にサー
ビス・サブクラスを作成できません。

説明: デフォルトのユーザー・クラス、デフォルトのシ
ステム・クラスまたはデフォルトの保守クラスの下にサ
ービス・サブクラスを作成することは許可されていませ
ん。

ユーザーの処置: ユーザー定義サービス・スーパークラ
スの下にサービス・サブクラスを作成してください。

sqlcode: -4715

sqlstate: 5U029

SQL4716N 外部ワークロード・マネージャーとの通信
中にエラーが発生しました。

説明: データベース・マネージャーは外部ワークロー
ド・マネージャーとの通信に失敗しました。以下が原因
で、エラーが発生したと考えられます。

v 外部ワークロード・マネージャーがインストールされ
ていない

v 外部ワークロード・マネージャーがインストールされ
ているが、アクティブになっていない

ユーザーの処置: インスタンスが AIX で実行されてい
る場合、AIX WLM がインストールされており、アクテ
ィブになっていることを確認してください。インスタン
スが Linux で実行されている場合、Linux WLM がイン
ストール済みで、アクティブになっていることを確認し
てください。

sqlcode: -4716

sqlstate: 5U030

SQL4717N サービス・クラスにサブクラス、関連した
ワークロード、ワーク・アクション・セッ
ト、ワーク・アクション、接続、アクティ
ビティー、またはしきい値が含まれている
か、あるいはサービス・クラスが無効にな
っていないか、またはデフォルトのサービ
ス・クラスであるため、サービス・クラス
service-class-name をドロップできませ
ん。理由コード = reason-code。

説明: 1 つ以上の条件を満たしていないため、DROP

SERVICE CLASS は失敗しました。理由コードは以下の
とおりです。

1

ユーザー定義のサービス・サブクラスが含まれ
ている場合、サービス・スーパークラスをドロ
ップすることはできません。サービス・スーパ
ークラスの下のすべてのユーザー定義のサービ
ス・サブクラスをドロップしてから、DROP ス
テートメントを再発行してください。

2

ワークロード関連が含まれている場合、サービ
ス・クラスをドロップすることはできません。
ワークロード関連を除去してから、DROP ステ
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ートメントを再発行してください。サービス・
クラスに関連したワークロードを判別するに
は、SYSCAT.WORKLOADS を参照してくださ
い。

3

ワーク・アクション・セット関連が含まれてい
る場合、サービス・クラスをドロップすること
はできません。ワーク・アクション・セット関
連を除去してから、DROP ステートメントを再
発行してください。サービス・クラスに関連し
たワーク・アクション・セットを判別するに
は、SYSCAT.WORKACTIONSETS を参照して
ください。

4

ワーク・アクション関連が含まれている場合、
サービス・クラスをドロップすることはできま
せん。ワーク・アクション関連を除去してか
ら、DROP ステートメントを再発行してくださ
い。サービス・クラスに関連したワーク・アク
ションを判別するには、
SYSCAT.WORKACTIONS を参照してくださ
い。

5

サービス・クラスに関連した接続、ワークロー
ド・オカレンス、またはアクティビティーがい
ずれかのパーティション上に存在する場合、そ
のサービス・クラスをドロップすることはでき
ません。接続、ワークロード・オカレンス、ま
たはアクティビティーが完了するまで待機する
か、FORCE APPLICATION コマンドを使って
ユーザーまたはアプリケーションをサービス・
クラスから強制的に切断するか、あるいはサー
ビス・クラスのアクティビティーをキャンセル
してください。

6

サービス・クラスに関連したしきい値が含まれ
ている場合、そのサービス・クラスをドロップ
することはできません。サービス・クラスに関
連したすべてのしきい値をドロップしてから、
DROP ステートメントを再発行してください。
サービス・クラスに関連したしきい値を判別す
るには、SYSCAT.THRESHOLDS を参照してく
ださい。

7

サービス・クラスが無効になっていません。
ALTER SERVICE CLASS ステートメントを使
用してサービス・クラスを無効にしてくださ
い。

8

サービス・クラスがデフォルトのサービス・ク
ラスになっています。ユーザー定義のサービ
ス・クラスを指定してください。

9

サービス・クラスがしきい値 REMAP

ACTIVITY アクションのターゲットである間
は、そのサービス・クラスをドロップすること
はできません。しきい値をドロップするか、同
じサービス・スーパークラスの下にある別のサ
ービス・サブクラスをターゲットとするよう
REMAP ACTIVITY アクションを変更します。
その後、DROP ステートメントを再発行しま
す。このサービス・クラスをターゲットとする
REMAP ACTIVITY アクションを指定するしき
い値を判別するには、SYSCAT.THRESHOLDS

カタログ・ビューを参照してください。

ユーザーの処置: 理由コードの条件を満たしているかど
うか確認して、DROP SERVICE CLASS ステートメン
トを再発行してください。新しい接続またはアクティビ
ティーがサービス・クラスと結合しないようにするに
は、サービス・クラスをドロップする前にそれを無効に
する必要があります。

sqlcode: -4717

sqlstate: 5U031

SQL4718N デフォルトのサービス・クラス
service-class-name を指定されたとおりに
変更したり関連付けたりすることができま
せん。理由コード = reason-code。

説明: ユーザー定義のサービス・クラスを変更するのと
同じ方法で、デフォルトのサービス・クラス
service-class-name を変更することができません。以下の
理由コードは、発生したデフォルトのサービス・クラス
に関する制限を示しています。

1

デフォルトのシステム・サービス・クラス、デ
フォルトの保守サービス・クラス、およびデフ
ォルトのユーザー・サービス・クラスを無効に
することはできません。

2

デフォルトのシステム・サービス・クラスおよ
びデフォルトの保守サービス・クラスを、ワー
クロード、ワーク・アクション・セット、また
はしきい値と関連付けることができません。さ
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らに、デフォルトのユーザー・サービス・クラ
スをワーク・アクション・セットに関連付ける
こともできません。

3

デフォルトのサービス・サブクラスに指定した
属性の 1 つを変更できません。

4

デフォルトのサービス・サブクラスをワークロ
ードに関連付けることはできません。

5

CPU 共有または CPU 制限は、
SYSDEFAULTSYSTEMCLASS サービス・クラ
スまたはそのサブクラスでは構成できません。
CPU 共有と CPU 制限の一方または両方を、
このデータベースの任意のユーザー・サービ
ス・クラス、および保守サービス・クラスに対
して構成できますが、システム・サービス・ク
ラスに対しては構成できません。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいて、以下のいずれ
かのアクションを行ってください。

1、2、4

ユーザー定義のサービス・クラスを指定してく
ださい。

3

代わりに、親スーパークラスの属性を変更して
ください。

5

CPU 共有と CPU 制限の一方または両方をユ
ーザー・サービス・クラスまたは保守サービ
ス・クラスに対して構成してください。

sqlcode: -4718

sqlstate: 5U032

SQL4719N PREVENT EXECUTION ワーク・アクシ
ョン work-action_name がこのアクティビ
ティーに適用されているため、アクティビ
ティーは実行されませんでした。

説明: PREVENT EXECUTION ワーク・アクションが
原因でアクティビティーを実行できません。

ユーザーの処置: PREVENT EXECUTION ワーク・ア
クションを除去するか、あるいは無効にしてください。

sqlcode: -4719

sqlstate: 5U033

SQL4720N 指定したワーク・アクション・タイプは、
ワーク・アクション work-action-name に
は無効です。理由コード reason-code

説明: 指定したワーク・アクションのタイプは、以下の
いずれかの理由により無効です。

1

同じワーク・アクション・セットの作業クラス
に指定されたワーク・アクション・タイプが重
複しています。

2

ワーク・アクション・タイプは MAP

ACTIVITY ですが、ワーク・アクション・セッ
トはデータベースまたはワークロードに関連付
けられています。マッピング・ワーク・アクシ
ョンは、サービス・クラスに適用されるワー
ク・アクション・セットに対してのみ有効で
す。

3

ワーク・アクション・タイプは THRESHOLD

ですが、ワーク・アクション・セットはサービ
ス・クラスと関連付けられています。しきい値
ワーク・アクションは、データベースまたはワ
ークロードに適用されるワーク・アクション・
セットに対してのみ有効です。

4

ワーク・アクション・タイプは COLLECT

AGGREGATE ACTIVITY DATA ですが、ワー
ク・アクション・セットはデータベースと関連
付けられています。COLLECT AGGREGATE

ACTIVITY DATA ワーク・アクションはサー
ビス・クラスまたはワークロードに適用される
ワーク・アクション・セットに対してのみ有効
です。

ユーザーの処置: 異なるタイプのワーク・アクションを
指定してください。

sqlcode: -4720

sqlstate: 5U034

SQL4721N しきい値 threshold-name を作成または変
更できません (理由コード =

reason-code)。

説明: 以下の理由コードによって示されている制限に違
反しているため、しきい値を作成または変更できませ
ん。

1
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サービス・スーパークラスが存在しません。

2

サービス・サブクラスが存在しません。

3

ワークロード定義が存在しません。

4

このタイプのしきい値は、指定された定義ドメ
インおよび施行範囲ではサポートされていませ
ん。

5

しきい値の条件に指定された値は範囲外です。

6

キューイングしきい値の maxValue が 0 に設
定された場合、queueSize も 0 でなければなら
ず、アクションは STOP EXECUTION でなけ
ればなりません。

7

ALTER THRESHOLD ステートメントを使用し
てしきい値の述部を変更することはできませ
ん。

8

REMAP ACTIVITY アクションで指定されたサ
ービス・クラスが、しきい値のサービス・スー
パークラスの下に存在しません。

9

REMAP ACTIVITY アクションで指定されるサ
ービス・サブクラスと、しきい値のサービス・
サブクラスを同じにすることはできません。

10

指定されたしきい値では REMAP ACTIVITY

アクションがサポートされていません。

11

指定されたしきい値は、デフォルト・サービ
ス・スーパークラスの下のデフォルト・サービ
ス・クラスではサポートされません。

12

REMAP ACTIVITY アクションは、ワーク・ア
クションしきい値ではサポートされません。

13

指定されたしきい値では FORCE

APPLICATION アクションがサポートされてい
ません。

14

指定された実行可能ファイル ID を持つセクシ
ョンは、パッケージ・キャッシュまたはカタロ
グで見つかりませんでした。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1

サービス・スーパークラスを作成してから、
CREATE THRESHOLD または ALTER

THRESHOLD ステートメントを再度発行して
ください。

2

サービス・サブクラスを作成してから、
CREATE THRESHOLD または ALTER

THRESHOLD ステートメントを再度発行して
ください。

3

ワークロードを作成してから、CREATE

THRESHOLD または ALTER THRESHOLD ス
テートメントを再度発行してください。

4

有効な定義ドメインおよび施行範囲を指定して
CREATE THRESHOLD または ALTER

THRESHOLD ステートメントを発行してくだ
さい。

5

有効な範囲の最大値を指定して CREATE

THRESHOLD または ALTER THRESHOLD ス
テートメントを発行してください。

6

queueSize の値を 0 にして、アクション STOP

EXECUTION を指定し、CREATE

THRESHOLD または ALTER THRESHOLD ス
テートメントを発行してください。

7

しきい値をドロップし、希望する述部を使用し
て新規のしきい値を作成します。代わりに、既
存のしきい値を保持したまま、希望する述部を
使用して新規のしきい値を作成することができ
ます。

8

しきい値のサービス・スーパークラスの下にサ
ービス・サブクラスを作成した後、CREATE

THRESHOLD または ALTER THRESHOLD ス
テートメントを再び発行してください。
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9

しきい値のサービス・スーパークラスの下の別
のサービス・サブクラスを指定する REMAP

ACTIVITY アクションを使って、CREATE

THRESHOLD または ALTER THRESHOLD ス
テートメントを発行してください。

10

別のしきい値超過アクションを使用して
CREATE THRESHOLD または ALTER

THRESHOLD ステートメントを発行してくだ
さい。

11

しきい値ドメインに指定されるユーザー定義サ
ービス・サブクラスを使用して CREATE

THRESHOLD または ALTER THRESHOLD ス
テートメントを発行してください。

12

別のしきい値超過アクションをしきい値ワー
ク・アクションとして指定して、CREATE

WORK ACTION SET または ALTER WORK

ACTION SET ステートメントを発行してくだ
さい。

13

CREATE THRESHOLD または ALTER

THRESHOLD ステートメントを発行する際、
しきい値の最大値を超えた場合に取られるアク
ションとして別のアクションを指定してくださ
い。

14

静的 SQL を使用している場合には、正しい実
行可能ファイル ID を指定したことを確認して
ください。動的 SQL の場合、PREPARE ステ
ートメントを使用して、準備済み バージョン
または実行可能バージョンのステートメントを
パッケージ・キャッシュに追加します。

sqlcode: -4721

sqlstate: 5U037

SQL4722N 一致する定義のあるしきい値 object-name

が既に存在しているため、しきい値は作成
されませんでした。

説明: CREATE THRESHOLD ステートメントは、既存
のしきい値定義と一致する新規のしきい値を作成しよう
としました。同じしきい値の述部を使用し、同じドメイ

ンに適用されている場合、2 つのしきい値定義は一致し
ていると判断されます。

新しいしきい値は作成されませんでした。

ユーザーの処置: 名前が name である既存のしきい値
が適切なしきい値である限り、アクションは不要です。
この場合、しきい値は必要なしきい値が作成される前に
ドロップされなければなりません。

sqlcode: -4722

sqlstate: 5U038

SQL4723N 接続属性 connection-attribute の値
connection-attribute-value が既に定義済み
であるか、あるいは重複が検出されまし
た。

説明: 追加されている接続属性値が接続属性に既に存在
するか、または提供されているリスト内で重複していま
す。

ユーザーの処置: 値を除去して、ステートメントを再サ
ブミットしてください。

sqlcode: -4723

sqlstate: 5U039

SQL4724N 接続属性 connection-attribute に定義され
ていないため、値 connection-attribute-

value をドロップできません。

説明: 指定した接続属性値は接続属性に定義されていな
いため、ドロップできません。

ユーザーの処置: 接続属性について定義されている接続
属性値を指定し、ステートメントを再サブミットしてく
ださい。

sqlcode: -4724

sqlstate: 5U040

SQL4725N アクティビティーが取り消されました。

説明: アクティビティーを取り消すのに
WLM_CANCEL_ACTIVITY プロシージャーが使用され
ました。

ユーザーの処置: アプリケーションを続行してくださ
い。

sqlcode: -4725

sqlstate: 57014
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SQL4726N 要求の実行中に ID service-class-id を持つ
サービス・クラスがドロップされたため、
要求を完了できません。

説明: ドロップされたサービス・クラスに要求が再マッ
プされているため、要求を完了できません。サービス・
クラスは要求の実行中にドロップされました。今後の要
求はこのサービス・クラスに再マップされないため、影
響を受けない可能性があります。

ユーザーの処置: 要求を再発行してください。要求の失
敗が続く場合には、何か特定の理由で実行が妨げられて
いる可能性があります。データベース管理者に連絡して
理由を判別してください。

sqlcode: -4726

sqlstate: 5U045

SQL4727N ルーチン WLM_REMAP_ACTIVITY の
少なくとも 1 つの入力パラメーターが無
効であるため、指定したサービス・サブク
ラスにアクティビティーをマップできませ
ん。理由コード = reason-code。

説明: 1 つ以上の入力パラメーターが無効であるため、
ルーチン WLM_REMAP_ACTIVITY が失敗しました。
理由コードは以下のとおりです。

1

アクティビティーは、そのアクティビティーの
サービス・スーパークラスの下にあるサービ
ス・サブクラスにのみ再マップできます。
service_superclass_name パラメーターでアクテ
ィビティーのサービス・スーパークラス名を指
定するか、これを NULL に設定してくださ
い。service_superclass_name パラメーターを
NULL に設定すると、デフォルトとして、この
入力パラメーターはアクティビティーの現在の
サービス・スーパークラス名になります。

2

アクティビティーのサービス・スーパークラス
の下にある有効なサービス・サブクラスを
service_subclass_name パラメーターで指定する
必要があります。

3

log_evmon_record パラメーターに Y を指定す
ると、アクティビティーがパーティションで再
マップされる際、イベント・モニター・レコー
ドが THRESHOLD VIOLATIONS イベント・
モニターに記録されます。log_evmon_record パ
ラメーターに N を指定すると、アクティビテ
ィーがパーティションで再マップされる際、イ

ベント・モニター・レコードは THRESHOLD

VIOLATION イベント・モニターに記録されま
せん。

ユーザーの処置: 理由コードの条件が満たされることを
確認して、WLM_REMAP_ACTIVITY ルーチンを再び呼
び出します。

sqlcode: -4727

sqlstate: 5U046

SQL4728W サービス・クラスに対して、デフォルトの
システム・サービス・クラス
SYSDEFAULTSYSTEMCLASS の優先順
位設定より高い優先順位設定が割り当てら
れました。これにより、パフォーマンスへ
の悪影響が生じる可能性があります。

説明: システム処理がユーザー処理より優先されるよう
にするには、デフォルトのシステム・サービス・クラス
SYSDEFAULTSYSTEMCLASS の優先順位設定を常に、
他のすべてのサービス・クラスに設定されている優先順
位より高くする必要があります。システム・タイプのア
クティビティーはデフォルトのシステム・サービス・ク
ラスで実行されるため、デフォルトのシステム・サービ
ス・クラスのほうに高い優先順位設定を割り当てない
と、パフォーマンスに悪影響が及ぶ可能性があります。

ユーザーの処置: デフォルトのシステム・サービス・ク
ラスの優先順位設定を高くするか、デフォルトのシステ
ム・サービス・クラスより高い優先順位設定を持つ他の
サービス・クラスの優先順位設定を低くしてください。

sqlcode: +4728

sqlstate: 01HN1

SQL4901N 前出のエラーのために、プリコンパイラ
ー・サービスを再び初期設定する必要があ
ります。

説明: 前に関数呼び出しで、エラーが発生しました。要
求された関数呼び出しは、プリコンパイラー・サービス
が再び初期設定されるまで処理されません。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: sqlainit 関数を呼び出して、プリコン
パイラー・サービスを再び初期設定してください。

SQL4902N 関数 function のパラメーター n の少なく
とも 1 つの文字が無効です。

説明: 示された関数の示されたパラメーターには、少な
くとも 1 つの無効な文字が入っています。

関数は完了しません。
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ユーザーの処置: 示されたパラメーターを修正して、再
び関数を呼び出してください。

SQL4903N 関数 name のパラメーター n の長さが無
効です。

説明: 示された関数の示されたパラメーターの長さが無
効です。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: 示されたパラメーターを修正して、再
び関数を呼び出してください。

sqlcode: -4903

sqlstate: 42611

SQL4904N 関数 function のパラメーター n へのポイ
ンターが無効です。

説明: 示された関数の示されたパラメーターへのポイン
ターが無効です。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: 示されたパラメーターを修正して、再
び関数を呼び出してください。

SQL4905N 関数 function のパラメーター n の値が、
有効範囲内ではありません。

説明: 示された関数の示されたパラメーターの値が、そ
のパラメーターの有効な範囲を超えています。 示され
たパラメーターが構造の場合、有効範囲内の値が入って
いるかもしれませんが、全体として見たときには有効で
はありません。 いくつかの構造には、割り振られたサ
イズと使用されているサイズを示すヘッダーが入ってい
ます。 割り振られたサイズが、使用されたサイズより
小さいのは無効です。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: 示されたパラメーターを修正して、再
び関数を呼び出してください。

SQL4906N 指定された表スペース名のリストがロール
フォワード操作に対して不完全です。

説明: 表スペース名のリストは、以下のいずれかの理由
から完全ではありません。

v ポイント・イン・タイムの表スペース・リカバリーの
ために、表スペース・リストを指定する必要がありま
す。

v ポイント・イン・タイムの表スペース・リカバリーの
ために、自己完結的な表スペース名のリストを指定す
る必要があります。すなわち、表スペースに含まれる

すべての表に関連するオブジェクトが格納される表ス
ペースもまた、すべてリストに含める必要がありま
す。

v ポイント・イン・タイムの表スペース・リカバリーは
システム・カタログでは許可されません。

v END-OF-LOGS の表スペース・リカバリーはシステ
ム・カタログに対して許可されていますが、リストに
指定する表スペース名はその表スペース名のみにして
ください。

v ロールフォワードの CANCEL オプションには、 "ロ
ールフォワード進行中" 状態の表スペースがない場合
には、表スペースのリストが必要です。

ユーザーの処置: 表スペースのリストをチェックして、
完全な表スペースのリストを指定してロールフォワー
ド・コマンドを再サブミットしてください。

SQL4907W データベース name はリカバリーされま
したが、ロールフォワード操作のために組
み込まれた表スペース・リスト内の 1 つ
以上の表が、 SET INTEGRITY ペンデ
ィング状態になります。

説明: ポイント・イン・タイムの表スペース・リカバリ
ーで必要な 1 つ以上の表では、リカバリーで使用する
表スペースのリストの外部にある表による参照制約があ
るか、リカバリーで使用する表スペースのリストの外部
にある従属マテリアライズ照会表または従属ステージン
グ表があります。これらの表はすべて、SET

INTEGRITY ペンディング状態に置かれます。これらの
表以外では、ロールフォワード操作は正常に完了しまし
た。

ユーザーの処置: 表スペースの表の状態をチェックし、
必要であれば適切なアクションを行ってください。

SQL4908N データベース name でロールフォワー
ド・リカバリーに指定された表スペース・
リストは、メンバーまたはノード node-list

では無効です。

説明: 以下のうちの 1 つ以上の条件をチェックしてく
ださい。

v 表スペース・リストに含まれる名前が重複していま
す。

v 新規表スペースのロールフォワードを開始する場合、
ロールフォワードされるリストで指定された 1 つ以
上の表スペースは、指定のメンバーまたはノードでロ
ールフォワード・ペンディング状態にありません。

v すでに進行状態の表スペースのロールフォワードを続
行する場合、ロールフォワードされるリストで指定さ
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れた 1 つ以上の表スペースは、指定のメンバーまた
はノードでロールフォワード進行状態にないか、また
はオフラインになります。

ユーザーの処置: リスト中に表スペース名の重複がない
ようにしてください。

どの表スペースでロールフォワードの準備ができていな
いかを調べるには、指定されたメンバーまたはノードで
MON_GET_TABLESPACE 表関数を使用してください。
表スペースのロールフォワード状況を判別するには、ロ
ールフォワード・コマンドの QUERY STATUS オプシ
ョンを使用してください。 ロールフォワード状況が
"TBS pending" である場合、新規の表スペース・ロール
フォワードを開始できます。 ロールフォワード状況が
"TBS working" である場合、表スペース・ロールフォワ
ードがすでに進行中です。

新規の表スペース・ロールフォワードを開始する場合、
表スペースをリストアしてロールフォワード・ペンディ
ング状態にしてください。

表スペースのロールフォワードを続行して、関係する 1

つ以上の表スペースがリストアされ、ロールフォワー
ド・ペンディング状態になった場合、進行中の表スペー
スのロールフォワードは取り消される必要があります。
CANCEL オプションと同じ表スペースのリストを指定
して、再度ロールフォワード・コマンドを実行してくだ
さい。 進行中のロールフォワードが取り消されると、
表スペースはリストア・ペンディング状態になります。
表スペースをリストアして、元のロールフォワード・コ
マンドを再度実行してください。

表スペースのロールフォワードを続行して、関係する 1

つ以上の表スペースがオフラインになった場合、次の 3

つのオプションがあります。

v 表スペースをオンラインに戻し、元のロールフォワー
ド・コマンドを再度実行してください。

v ロールフォワード・コマンドを再サブミットします
が、表スペースのリストからオフラインの表スペース
を除去してください。これらの表スペースはリスト
ア・ペンディングになります。

v CANCEL オプションと同じ表スペースのリストを指
定して、再度ロールフォワード・コマンドを実行して
ください。 進行中のロールフォワードが取り消され
ると、表スペースはリストア・ペンディング状態にな
ります。

SQL4910N オーバーフロー・ログ・パス log-path が
無効です。

説明: ROLLFORWARD コマンドで指定されたオーバ
ーフロー・ログ・パスは無効です。オーバーフロー・ロ
グ・パスはファイル・システムのディレクトリーである

必要があります。このディレクトリーは、インスタンス
所有者 ID によるアクセスが可能でなければなりませ
ん。

ユーザーの処置: 有効なオーバーフロー・ログ・パス
で、コマンドを再サブミットしてください。

SQL4911N ホスト変数のデータ・タイプが無効です。

説明: ホスト変数のデータ・タイプが有効ではありませ
ん。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: ホスト変数のデータ・タイプを訂正し
て、再び関数を呼び出してください。

SQL4912N ホスト変数のデータ長が範囲を超えていま
す。

説明: ホスト変数の長さが無効です。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: ホスト変数の長さを訂正して、再び関
数を呼び出してください。

SQL4913N ホスト変数のトークン ID は、すでに使
用されています。

説明: ホスト変数のトークン ID がすでに使用済みで
す。 トークン ID はモジュール内でユニークでなけれ
ばなりません。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: ホスト変数のトークン ID を訂正し
て、再び関数を呼び出してください。

SQL4914N ホスト変数のトークン ID が無効です。

説明: ホスト変数のトークン ID が有効ではありませ
ん。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: ホスト変数のトークン ID を訂正し
て、再び関数を呼び出してください。

SQL4915N "sqlainit" 関数は、すでに呼び出されてい
ます。

説明: プリコンパイラー・サービスは、 すでに初期設
定されています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。処理を続行し
ます。

SQL4910N
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SQL4916N "sqlainit" 関数は呼び出されていません。

説明: 要求された関数呼び出しが処理される前に、プリ
コンパイラー・サービスが初期設定されている必要があ
ります。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: sqlainit 関数呼び出しを発行して、プ
リコンパイラー・サービスを初期設定してください。

SQL4917N オプション配列のエレメント number が
無効です。

説明: オプション配列に、無効な option.type または
option.value を持つエレメントが入っています。 メッセ
ージ内のエレメント番号は、オプション配列のオプショ
ン部分の n 番目のエレメントです。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: オプション配列に格納されている値を
訂正してださい。 再び関数を呼び出してください。

SQL4918N 関数 "sqlainit" の term_option パラメー
ターが無効です。

説明: term_option パラメーターが無効です。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: term_option パラメーターを訂正し
て、関数を再度呼び出してください。

SQL4919N 関数 "sqlacmpl" の task_array パラメー
ターが小さすぎます。

説明: sqlacmpl 関数呼び出しで、 プリコンパイラー・
サービスに渡されたタスク配列構造が、 短すぎます。

関数は正常に完了しませんでした。

ユーザーの処置: プリコンパイラーによって割り振られ
るプリコンパイラー・タスク配列構造のサイズを増やし
てください。アプリケーション・プログラムを再コンパ
イルしてください。

SQL4920N 関数 "sqlacmpl" の token_id_array パラ
メーターが小さすぎます。

説明: sqlacmpl() 関数呼び出しで、 プリコンパイラ
ー・サービスに渡されたトークン ID 配列構造が小さす
ぎます。

関数は正常に完了しませんでした。

ユーザーの処置: プリコンパイラーによって割り振られ
るプリコンパイラー・トークン ID 配列構造のサイズを
増やしてください。 アプリケーション・プログラムを

再コンパイルしてください。

SQL4921N ロールフォワード・コマンドは、現在すべ
てのデータベース・パーティションに対し
て進行中の先行するポイント・イン・タイ
ム・リカバリーのために失敗しました。

説明: データベースでは、現在すべてのデータベース・
パーティションに対してポイント・イン・タイム・リカ
バリーが進行中です。後続のロールフォワード・コマン
ドの発行は、先行するポイント・イン・タイム・リカバ
リーが完了するか取り消されるまでできません。

ユーザーの処置: ON データベース・パーティション節
を指定せずに STOP オプションを使用した
ROLLFORWARD DATABASE コマンドを再発行してく
ださい。

SQL4930N バインド、再バインド、変更、またはプリ
コンパイル・オプションあるいはオプショ
ンの値 option-name が無効です。

説明: option-name は無効なバインド、再バインド、変
更、またはプリコンパイル・オプションであるか、この
オプションに指定された値が無効です。バインド、再バ
インド、変更、またはプリコンパイルを続行できませ
ん。

ユーザーの処置: バインド、再バインド、変更、または
プリコンパイル・オプションあるいはオプションの値を
訂正して、コマンドまたはステートメントを再試行して
ください。

sqlcode: -4930

sqlstate: 56095

SQL4940N clause 節が許可されていないか、または
必須です。

説明: 示された節は、SQL ステートメント内に現れる
文脈では許されていないか、またはそれがステートメン
ト内で必須とされています。

副照会、INSERT ステートメント、または CREATE

VIEW ステートメントには、INTO、 ORDER BY、また
は FOR UPDATE 節を指定できません。組み込み
SELECT ステートメントには、ORDER BY または
FOR UPDATE 節を指定できません。組み込み SELECT

ステートメントには、副照会内を除いて、セット演算子
を使用できません。カーソル宣言で使用される SELECT

ステートメントには、 INTO 節を指定できません。

組み込み SELECT ステートメントのは、INTO 節を使
用する必要があります。

関数は完了しません。

SQL4916N • SQL4940N

第 10 章 SQL4500 - SQL4999 569



ユーザーの処置: 節の除去または追加を行なって、 ス
テートメントを修正してください。

SQL4941N SQL ステートメントがブランクまたは空
です。

説明: EXEC SQL に続くテキストがブランクまたは空
です。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: EXEC SQL に続いて有効な SQL ス
テートメントが記述されていることを確認してくださ
い。

SQL4942N ステートメントが、ホスト変数 name に
適さないデータ・タイプを選択していま
す。

説明: 組み込み SELECT ステートメントが、ホスト変
数 name に対する選択を行いましたが、変数のデータ・
タイプと対応する SELECT リスト・エレメントの互換
性がありません。列のデータ・タイプが日付と時刻の場
合は、変数のデータ・タイプは適切な最小の長さを持つ
文字でなければなりません。ユーザー定義のデータ・タ
イプの場合、ホスト変数は、ステートメントのトランス
フォーム・グループで定義された FROM SQL トランス
フォーム関数の結果タイプとは互換性のない関連した組
み込みデータ・タイプを使用して定義される場合があり
ます。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: 表定義が現在のものであり、ホスト変
数が正しいデータ・タイプであることを確認してくださ
い。

SQL4943W INTO 節内のホスト変数の数が、
SELECT 節内の項目数と一致していませ
ん。

説明: INTO 節と SELECT 節の両方に指定されたホス
ト変数の数は同じでなければなりません。

関数は処理されます。

ユーザーの処置: アプリケーションを修正して、
SELECT リスト式の数と同じ数のホスト変数を指定して
ください。

SQL4944N 更新または挿入する値は NULL ですが、
オブジェクトの列に NULL 値を入れるこ
とができません。

説明: 以下のいずれかが発生しました。

v 更新値または挿入値は NULL ですが、オブジェクト
となる列が表定義で NOT NULL として宣言されてい
ます。したがって、NULL 値はその列に挿入すること
ができず、その列の値は更新によって NULL に設定
することができません。

v INSERT ステートメントの列名リストに、表定義で
NOT NULL として宣言されている列がありません。

v INSERT ステートメントのビューに、基本表定義で
NOT NULL として宣言されている列がありません。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: オブジェクト表の定義を調べて、
NOT NULL 属性を持っている列を判別して、SQL ステ
ートメントを修正してください。

SQL4945N パラメーター・マーカーの使用法が無効で
す。

説明: パラメーター・マーカーは、動的 SQL ステート
メント内でのみ使用できます。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: 静的 SQL ステートメントに対して
は、パラメーター・マーカーの代わりにホスト変数を使
用してください。

SQL4946N カーソルまたはステートメント名 name

は定義されていません。

説明: ステートメントに指定されたカーソルまたはステ
ートメント名 name が定義されていません。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムをチェ
ックして、カーソルまたはステートメント名が完全で、
しかもつづりが間違っていないことを確認してくださ
い。

SQL4947W INCLUDE SQLDA ステートメントが見
つかりましたが、無視されました。

説明: データベース・マネージャーによって提供される
FORTRAN プリコンパイラーは、 INCLUDE SQLDA

ステートメントをサポートしません。

ステートメントは無視されます。 処理を続行します。

ユーザーの処置: アクションは不要です。このメッセー
ジの出力を防ぐには、プログラムから INCLUDE

SQLDA ステートメントを取り除いてください。
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SQL4950N ユーザー定義 SQLDA が含まれているコ
ンパウンド SQL ステートメントは、こ
の環境でサポートされていません。

説明: ユーザー定義 SQLDA が入っているコンパウン
ド SQL ステートメントは、 16 ビット・アプリケーシ
ョンでサポートされていません。

ユーザーの処置: コンパウンド SQL ブロックの外にス
テートメントを移動するか、あるいは SQLDA の代わり
に、ホスト変数を使用するステートメントとこれを置き
換えてください。

SQL4951N 関数 name の sqlda_id パラメーターが無
効です。

説明: アプリケーション・プログラムの指定関数の
sqlda_id パラメーターが無効です。 sqlda_id パラメー
ターは NULL にはできません。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムの
sqlda_id パラメーターを訂正してください。

SQL4952N 関数 name の sqlvar_index パラメーター
が無効です。

説明: アプリケーション・プログラムの指定関数の
sqlvar_index パラメーターが無効です。 sqlvar_index

が、SQLDA の sqlvar エレメントの数より大きい可能性
があります。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムの
sqlvar_index パラメーターを訂正してください。

SQL4953N 関数 name の call_type パラメーターが無
効です。

説明: アプリケーションの指定関数の call_type パラメ
ーターが無効です。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムの
call_type パラメーターを訂正してください。

SQL4954N 関数 name の section_number パラメータ
ーが無効です。

説明: アプリケーション・プログラムの指定関数の
section_number パラメーターが無効です。次の SQL ス
テートメントの場合は、関数 sqlacall() の
section_number パラメーターが、ステートメント・タイ
プを渡すために使用されることに注意してください。

v CONNECT

v SET CONNECTION

v RELEASE

v DISCONNECT

関数は完了しません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムの
section_number パラメーターを訂正してください。

SQL4970N database-name というデータベースでロー
ルフォワード・リカバリーが停止しまし
た。データベース・パーティション
database-partition-list でロールフォワー
ド・ユーティリティーが、指定された停止
ポイント (ログの終わりまたはポイント・
イン・タイム) に達することができないた
めです。

説明: このメッセージは以下の状況で返されます。

1. ファイルが欠落しているか、ファイルにデータ整合
性の問題があるため、ロールフォワード・ユーティ
リティーは 1 つ以上のファイルにアクセスできませ
ん。以下に例をあげます。

v 指定されたデータベースをロールフォワード・ペ
ンディング状態から出す要求が出されました。し
かし、ロールフォワード・ユーティリティーは、
前のロールフォワード操作から停止ポイントに達
するために必要なアーカイブ・ログ・ファイル
を、指定されたデータベース・パーティション上
のデータベース・ログ・ディレクトリーまたはオ
ーバーフロー・ログ・ディレクトリー内で検出で
きません。

v DB2 pureCluster 環境ではない複数パーティショ
ン・データベース環境の場合: ロールフォワー
ド・ユーティリティーは、データベース・パーテ
ィションをカタログ・パーティションと同期する
ために必要なアーカイブ・ログ・ファイルを検出
できません。

2. これは、指定されたポイント・イン・タイムのタイ
ム・スタンプがログ・ファイル内では到達できな
い、ポイント・イン・タイムのロールフォワードで
した。これは、欠落したログ・ファイルがあること
を示しているか、ポイント・イン・タイムがログの
終わりよりも後であったのでデータベースが使用可
能になっていることを示している可能性がありま
す。パーティション・データベース環境では、
QUERY STATUS オプションを指定した
ROLLFORWARD DATABASE コマンドを使用し
て、ロールフォワードが通常の状態になるようにし
ます。
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",..." がデータベース・パーティション・リストの最後に
表示された場合、完全なデータベース・パーティショ
ン・リストについては、管理通知ログを参照してくださ
い。

ロールフォワード・リカバリーは停止しました。データ
ベースはロールフォワード・ペンディング状態になった
ままです。

ユーザーの処置:

1. QUERY STATUS オプションを指定したロールフォ
ワード・コマンドを発行して、ロールフォワードに
よって最後に処理されたログ・ファイルを判別して
ください。その後、必要なファイル (最後に処理され
たログ・ファイルに続くもの) を、適切な場所に移動
させることによって使用可能にします。

v データベース・ログ・ディレクトリー内またはオ
ーバーフロー・ログ・パス (指定されている場合)

内を調べます。

v ログ・アーカイブが有効である場合、必要なファ
イルがアーカイブ場所にあることを確認します。
ログ・アーカイブ検索メソッドが機能しているこ
とも確認します。管理通知ログでメッセージ
ADM0083I が存在することを調べてから、必要に
応じて検索メソッドを修正します。

これらの 2 点について確認した後に、
ROLLFORWARD DATABASE コマンドを再発行し
ます。

ログ・ファイルが存在していて ROLLFORWARD

DATABASE の再発行が失敗する (ログ・ファイルに
潜在的なデータ整合性の問題がある) 場合、またはロ
グ・ファイルが見つからない場合には、データベー
スをリストアして、そのデータベースを処理された
ログ・ファイルのいずれかで参照されているより前
の時点にまでロールフォワードします (欠落ファイル
のうち最も古いもののタイム・スタンプより前のタ
イム・スタンプを使用します)。

2. ポイント・イン・タイムのタイム・スタンプが正し
く、欠落したログ・ファイルはない場合、指定され
たポイント・イン・タイムはデータベースに対する
どの操作よりも古いものである可能性があります。
この場合は、ROLLFORWARD DATABASE コマン
ドに STOP オプションを指定して発行してくださ
い。これにより、ロールフォワード・リカバリーは
ログ・ファイル内の現行位置で完了します。

SQL4971N ノード node-number のデータベース name

のロールフォワードのリカバリーは、前の
停止中に失敗しました。ロールフォワー
ド・リカバリーは中止してください。

説明: 呼び出し元アクション SQLUM_ROLLFWD の指
定によって指定したデータベースのロールフォワードを
続行する要求が出されました。 直前のロールフォワー
ド・リカバリーの反復は、停止中に失敗しました。 デ
ータベース・レベルでのロールフォワードを行うと、ロ
グ切り捨て中に失敗したことを意味します。 このデー
タベースのロールフォワード・リカバリーは、呼び出し
元アクション SQLUM_ROLLFWD_STOP、
SQLUM_STOP、 SQLUM_ROLLFWD_COMPLETE、ま
たは SQLUM_COMPLETE の指定で現在停止されていま
す。

注: パーティション・データベース・サーバーを使用し
ている場合、ノード番号は、エラーの発生しているノー
ドを示しています。そうでない場合、これは関係のない
ものなので無視してください。

ユーザーの処置: 呼び出し元アクション
SQLUM_ROLLFWD_STOP、 SQLUM_STOP、
SQLUM_ROLLFWD_COMPLETE、または
SQLUM_COMPLETE を使用して ROLLFORWARD

DATABASE コマンドを再発行してください。指定され
た停止時間は、以前の停止時間がすでに処理されている
ため無視されます。

SQL4972N ノード node-number のログ・エクステン
ト extent を、データベースのログ・パス
に移動できませんでした。

説明: ロールフォワード・ユーティリティーは STOP

オプションで呼び出されました。ロールフォワード処理
の一部として、ログ・エクステント extent は切り捨て
られる必要があります。 このエクステントはデータベ
ース・ログ・パスに存在していなくてはなりません。
現在、エクステントはオーバーフロー・ログ・パスに存
在しています。 オーバーフロー・ログ・パスからデー
タベース・ログ・パスへエクステントを移動させようと
しました。 処理は失敗しました。 ロールフォワード処
理は停止されています。

注: パーティション・データベース・サーバーを使用し
ている場合、ノード番号は、エラーの発生しているノー
ドを示しています。そうでない場合、これは関係のない
ものなので無視してください。

ユーザーの処置: オーバーフロー・ログ・パスからデー
タベース・ログ・パスへエクステントを移動し、
ROLLFORWARD DATABASE コマンドを再サブミット
してください。
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SQL4973N データベース name の順方向リカバリー
はデータベース・パーティション node-list

のログ情報がカタログ・データベース・パ
ーティションの対応するレコードに一致し
ないため、完了できません。

説明: ロールフォワード・ユーティリティーは、それぞ
れのデータベース・パーティションで見つかったログ・
ファイルを処理しましたが、指定されたデータベース・
パーティションとカタログ・データベース・パーティシ
ョンの対応レコードの停止点が一致しません。原因は、
カタログ・データベース・パーティションまたは指定さ
れたデータベース・パーティション・ファイルが欠落し
たか、またはカタログ・データベース・パーティション
がロールフォワードされるデータベース・パーティショ
ン・リストに含まれることです。

ROLLFORWARD DATABASE 処理を停止します。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行します。

v カタログ・データベース・パーティションをロールフ
ォワードする必要があるか確認してください。その必
要がある場合、ROLLFORWARD DATABASE コマン
ドを再度サブミットし、カタログ・データベース・パ
ーティションを含めてください。

v ROLLFORWARD DATABASE コマンドと QUERY

STATUS オプションを一緒に使用してどのログ・フ
ァイルが欠落したかを判別してください。 ログ・フ
ァイルを検出したときは、それをログ・パスまたはオ
ーバーフロー・ログ・パスに置き、順方向リカバリー
を再開してください。

v 欠落しているログ・ファイルが見つからない場合、す
べてのデータベース・パーティションのデータベース
をリストアして、最も古い欠落ログ・ファイルより前
の停止時間を使用して、ポイント・イン・タイムのリ
カバリーを実行してください。

SQL4974W ROLLFORWARD DATABASE QUERY

STATUS コマンドは、sqlcode sqlcode を
検出しました。

説明: ROLLFORWARD DATABASE QUERY STATUS

コマンドは、 sqlcode sqlcode のエラーを検出しまし
た。多数の原因により、いくつかのノードの照会が正常
でない可能性があります。最も重大なエラーは sqlcode

で指示されます。 roll-forward status は正常なノードに
対して戻ります。

ユーザーの処置: sqlcode sqlcode について、「メッセ
ージ・リファレンス」、またはオンラインを参照して、
失敗したノードの問題を判別してください。必要な訂正
アクションを実行して、これらのノードの順方向リカバ
リーを継続してください。

SQL4975W ロールフォワードの操作が正常に取り消さ
れました。データベースまたは選択表スペ
ースは、メンバーまたはノード node-list

でリストアされる必要があります。

説明: ロールフォワード操作は正常に完了する前に、キ
ャンセルされました。データベースまたは選択表スペー
スは不整合状態で残されています。データベースまたは
選択された表スペースは、リストされたメンバーまたは
ノードで、リストア・ペンディング状態になっていま
す。

",..." がメンバーまたはノード・リストの終わりに表示さ
れている場合、メンバーまたはノードの完全なリストを
見るには管理通知ログを調べてください。

注: メンバーまたはノード番号は、DB2 pureCluster 環境
およびパーティション・データベース環境でのみ役立つ
情報を提供します。それ以外の場合は、この情報は無視
してください。

ユーザーの処置: リストされたメンバーまたはノード
で、データベースまたは選択された表スペースをリスト
アしてください。MON_GET_TABLESPACE 表関数によ
って、指定されたメンバーまたはノード上のリストア・
ペンディング状態の表スペースを識別できます。DB2

pureCluster 環境以外の環境では、db2dart ユーティリテ
ィーも使用できます。

SQL4976N このコマンドを、非カタログ・ノードでサ
ブミットできません。

説明: ROLLFORWARD DATABASE コマンドは、カタ
ログ・ノード上のみで実行可能です。

BACKUP DATABASE コマンドで ON

DBPARTITIONNUM 節が指定されている場合、コマン
ドはカタログ・ノードでのみ受け入れられます。

ユーザーの処置: コマンドをカタログ・ノードでサブミ
ットしてください。

SQL4977N ドロップされた表のエクスポート・ディレ
クトリー directory が無効です。

説明: ROLLFORWARD コマンドで指定されたエクス
ポート・ディレクトリー・パスは無効です。エクスポー
ト・ディレクトリー・パスはファイル・システムのディ
レクトリーである必要があります。このディレクトリー
は、インスタンス所有者 ID によるアクセスが可能でな
ければなりません。

ユーザーの処置: 有効なエクスポート・ディレクトリ
ー・パスを指定して、コマンドを再サブミットしてくだ
さい。
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SQL4978N ドロップした表にアクセスすることはでき
ません。

説明: ドロップした表にアクセスすることはできませ
ん。 コピーなしの LOAD または NOT LOGGED

INITIALLY 操作のため、表が選択不可の状態になって
いることが原因だと思われます。

ユーザーの処置: DROPPED TABLE RECOVERY オプ
ションを使用して表をリカバリーすることはできませ
ん。

SQL4979W ドロップされた表データをエクスポートす
ることができません。

説明: コマンドはリカバリー処理が試みられている、ド
ロップされた表のデータをエクスポートすることができ
ませんでした。 これは、ROLLFORWARD コマンドで
指定された、ドロップされた表の ID が無効であるか、
またはログのすべてがロールフォワードで使用できるわ
けではない場合に発生します。 この警告は、
ROLLFORWARD ... AND STOP コマンドを使用するド
ロップされた表のリカバリー時に、エラーが発生した時
に生成されます。

ユーザーの処置: ドロップされた表の ID が有効で、
ログのすべてがロールフォワードで使用できることを確
認してから、コマンドを再サブミットしてください。

SQL4980N データベース name 上のリカバリーで、
データベース・パーティション
dbpart-num およびログ・ストリーム
log-stream-ID 上に破損したログ・ファイ
ル log-file が検出されました。

説明: データベースのリカバリー中に破損したログ・フ
ァイルが検出されました。

ログ・ページでチェックサム・エラーが発生した可能性
があります。チェックサム・エラーは、ディスク上のロ
グ・ページの情報が DB2 によって予期される情報と一
致しないことを示します。このログ・ページの内容は信
頼できません。

ユーザーの処置: 解決策は以下のとおりです。

v ハードウェア診断を実行して、システムでなんらかの
ハードウェア障害が生じていないかチェックする。

v このログ・ファイルのコピーとして使用できるものが
他にある場合、データベース・ログ・ディレクトリー
かまたはオーバーフロー・ログ・パスにファイルを置
き、コマンドを再サブミットする。

v ログ・ファイルのコピーが使用できない非パーティシ
ョン・データベース環境のデータベース・ロールフォ
ワード操作の場合、ロールフォワードの停止コマンド

を発行する。これにより、破損したログ・ファイルが
検出される前の時点にデータベースが戻されます。こ
の時点より後のログ・データは使用できないことに注
意してください。

v ログ・ファイルのコピーが使用できないパーティショ
ン・データベース環境のデータベース・ロールフォワ
ード操作の場合、それぞれのデータベース・パーティ
ションをリストアし、破損したログ・ファイルが検出
される前の停止時刻に対してポイント・イン・タイ
ム・ロールフォワードを発行する。この時点より後の
ログ・データベースは使用できないことに注意してく
ださい。

v 問題が解決されない場合は、IBM サポートによる分
析のために、この破損したファイルのコピーを保管す
る。 IBM サポートは破損したページを判別すること
ができます。

SQL4981W ドロップされた表からデータがエクスポー
トされましたが、1 つ以上のデータ・パー
ティションを含んだ表スペースが、ロール
フォワード・リストに含まれていませんで
した。これらのデータ・パーティションの
データは、エクスポート・ディレクトリー
に入りません。

説明: コマンドは、ドロップされた表の 1 つ以上のデ
ータ・パーティションのデータをエクスポートできませ
んでした。これが生じうるのは、パーティション化され
た表が定義されている表スペースすべてが、
ROLLFORWARD コマンドに指定されていたわけではな
かった場合です。これを意図的に行うこともあります。
エクスポート・ディレクトリーのファイルのサイズを制
限するため、パーティション化されたデータのリカバリ
ーを何回かの受け渡しによって行う場合です。データが
エクスポートされなかったデータ・パーティションの詳
細リストについては、管理通知ログを参照してくださ
い。

ユーザーの処置: 管理通知ログにリストされているデー
タ・パーティションを含んだ表スペースを含めた上で、
コマンドを再サブミットしてください。前回スキップさ
れたデータ・パーティションのみをリカバリーする場合
は、既存のエクスポート・ファイルを上書きしないよ
う、異なるエクスポート・ファイル・パスを指定してく
ださい。

SQL4990N 1 つの SQL ステートメントでサポート
されるリテラル数の最大値は number で
す。各リテラルの長さは、最大 value バ
イトです。

説明: COBOL プリコンパイラーにおいて、 1 つの
SQL ステートメントでサポートされるリテラル数の最

SQL4978N

574 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



大値は number です。各リテラルの長さは、最大 value

バイトです。 1 つのリテラルは、ホスト変数以外の任
意の入力エレメントを表します (つまり、ストリング定
数、区切り ID、非区切り ID)。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: SQL ステートメントの中のリテラル
の数を少なくしてください。各リテラルの長さが value

バイト以下になるようにしてください。

SQL4994N プリコンパイルは、ユーザーの割り込み要
求により終了しました。

説明: 割り込みが発生したために、プリコンパイルが終
了しました。ユーザーが割り込みキー・シーケンスを押
した可能性があります。

処理は終了します。パッケージは作成されませんでし
た。

ユーザーの処置: 必要に応じて、プリコンパイルを再サ
ブミットしてください。

SQL4997N 許可 ID が無効です。

説明: アプリケーションに対する許可 ID が指定され
ましたが、その許可 ID が 8 文字より大きいか、また
は許可 ID には無効な文字を使用して定義されていま
す。

許可 ID は PUBLIC (public) であってはならず、 SYS

(sys)、IBM (ibm) または SQL (sql) で始めることはでき
ません。また、許可 ID に下線文字またはデータベー
ス・マネージャー基本文字セットに含まれない文字を使
用することはできません。

関数は処理されません。

ユーザーの処置: 有効な許可 ID を使用して、アプリ
ケーションを再始動してください。

SQL4998C アプリケーションがエラー状態にあり、デ
ータベースとの接続は失われました。

説明: データベースへの接続が切り離されました。

関数は処理されません。

ユーザーの処置: データベースに再接続してください。

SQL4999N プリコンパイラー・サービスまたはランタ
イム・サービスのエラーが発生しました。

説明: プリコンパイラー・サービスおよびランタイム・
サービスが、関数呼び出しを処理することができないデ
ータベース・マネージャー・エラーが発生しました。

プリコンパイラー・サービスまたはランタイム・サービ

ス関数呼び出しは処理されません。

ユーザーの処置: メッセージ番号 (SQLCODE)、および
可能であれば SQLCA からのすべてのエラー情報を記録
してください。

トレースがアクティブな場合は、オペレーティング・シ
ステムのコマンド・プロンプトから、独立トレース機能
を呼び出してください。

v 環境: プリコンパイラー・サービス API を使用する
外部のプリコンパイラー

v 必要な情報は以下のとおりです。

– 問題の説明

– SQLCODE

– SQLCA の内容 (ある場合)

– トレース・ファイル (可能であれば)

SQL4994N
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SQL5001N authorization-ID には、データベース・マ
ネージャー構成ファイルを変更する権限が
ありません。

説明: データベース・マネージャー構成ファイルを
SYSADM 権限を取得せずに、更新またはリセットしよ
うとしました。

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: 適切な許可を取得せずに、データベー
ス・マネージャー構成ファイルを変更しないようにして
ください。 変更が必要な場合には、SYSADM 権限を持
つユーザーに連絡してください。

SQL5005C データベース・マネージャー構成ファイル
またはデータベース構成ファイルのいずれ
かへのアクセスにデータベース・マネージ
ャーが失敗したために、操作は失敗しまし
た。

説明: DB2 データベース製品では、次の 2 種類の構成
ファイルが使用されます。

データベース・マネージャー構成ファイル

データベース・マネージャー構成ファイルは、
DB2 データベース・マネージャー・インスタ
ンスが作成されるときに作成され、システム・
リソースにインスタンス・レベルで影響を与え
るパラメーターが格納されます。また、クライ
アント・インストール済み環境ごとに 1 つの
データベース・マネージャー構成ファイルも存
在し、そこには特定のワークステーションのク
ライアント・イネーブラーに関する情報が格納
されます。データベース・マネージャー構成フ
ァイルは db2systm という名前で、インスタン
ス・ディレクトリーにあります。

データベース構成ファイル

データベース構成ファイルは、データベースが
作成されるときに作成され、そのデータベース
の使用に影響を与えるパラメーターが格納され
ます。各データベースのデータベース構成ファ
イルの名前は SQLDBCONF で、そのデータベ
ースのその他の制御ファイルと共に
「SQLnnnnn」(nnnnn はデータベースが作成さ
れたときに割り当てられた番号) という名前の
ディレクトリーに格納されます。

DB2 データベース・ユーティリティー
(db2start、db2icrt、restore、その他多数) において、デー
タベース・マネージャーがデータベース・マネージャー
構成ファイルまたはデータベース構成ファイルのいずれ
かに対して書き込みまたは読み取りを行う必要があるの
に、データベース・マネージャーが構成ファイルにアク
セスできなかった場合、このメッセージが返されます。

データベース・マネージャーが構成ファイルにアクセス
できなかった理由はいくつか考えられます。例えば以下
のような理由が挙げられます。

v DB2 データベース製品のインストール済み環境がア
ップグレードまたは変更された後、データベース・ア
プリケーションの一部がまだ以前のインストール済み
環境のライブラリーにリンクしようとしている

v DB2 データベース製品のインストール済み環境がア
ップグレードまたは変更された後、
PATH、LIBPATH、LD_LIBRARY_PATH などのオペ
レーティング・システム環境変数がまだ以前のインス
トール済み環境のパスを参照している

v データベース・マネージャーが構成ファイルを検出で
きるはずであった場所にそのファイルが存在しないた
め、オペレーティング・システムのファイル許可の制
限により、データベース・マネージャーが構成ファイ
ルの保管ディレクトリーにアクセスできなかった

v オペレーティング・システムのファイル許可の制限に
より、構成ファイルまたはその保管ディレクトリーに
対してデータベース・マネージャーが書き込みまたは
読み取りを実行できなかった

ユーザーの処置:

1. db2diag ログ・ファイルの診断情報を確認することに
より、データベース・マネージャーがアクセスしよ
うとした特定の構成ファイルを判別します。

例えば、db2diag ログ・ファイルで以下のストリング
を検索します。

v SQLDBCONF

v db2systm

2. データベース・マネージャーが、データベース・マ
ネージャー構成ファイルまたはデータベース構成フ
ァイルのいずれかにアクセスできなかった理由を、
以下のように体系的に除去します。

v PATH、LIBPATH、LD_LIBRARY_PATH などのオ
ペレーティング・システム環境変数に、現行 DB2
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データベース製品インストール済み環境における
正しいパスが含まれるようにします。

v データベース・マネージャー構成ファイルとデー
タベース構成ファイルを見つけ、DB2 データベー
ス・マネージャーに、構成ファイル自体とそれら
の構成ファイルが配置されているディレクトリー
に対する読み取り/書き込み許可があることを確認
します。

SQL5010N データベース・マネージャー構成ファイル
のパス名が無効です。

説明: データベース・マネージャー構成ファイルへのパ
スを判別しているときに、エラーが発生しました。デー
タベース・マネージャー・ディレクトリー構造が、変更
されている可能性があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: コマンドを再サブミットしてくださ
い。それでも、エラーが続く場合は、データベース・マ
ネージャーを再インストールしてください。

SQL5012N ホスト変数 host-variable が正しい数値デ
ータ・タイプではありません。

説明: ホスト変数 host-variable が指定されましたが、
これは使用されたコンテキストでは有効ではありませ
ん。ホスト変数 host-variable は FETCH ステートメン
トの ABSOLUTE または RELATIVE の一部として指定
されたか、 FETCH または INSERT ステートメントの
ROWS 節に指定されました。ホスト変数が以下のいず
れかの理由で使用できませんでした。

v ホスト変数が正しい数値データ・タイプではありませ
ん。位取りがゼロの 10 進データ・タイプと整数デー
タ・タイプが正しい数値データ・タイプです。

v ホスト変数は 10 進データ・タイプですが、位取りが
ゼロではありません。 10 進データ・タイプは、位取
りをゼロにするには、ゼロの 10 進数字を持っていな
ければなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 正しいデータ・タイプになるようにホ
スト変数を変更してください。

sqlcode: -5012

sqlstate: 42618

SQL5018N データベース・マネージャー構成ファイル
内の、ワークステーションへのリモート接
続の数 (numrc) の最大値の入力が有効範
囲内の値ではありません。

説明: ワークステーションへのリモート接続の最大値
は、1 から 255 までの間でなければなりません。

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: ワークステーションへのリモート接続
の最大数に有効な値を指定して、コマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL5020N データベース・マネージャー構成ファイル
内のワークステーションのノード名
(nname) の入力が無効です。

説明: configuration コマンドに指定されたノード名が無
効です。 ノード名は 1 から 8 文字でなければなりま
せん。 すべての文字は、データベース・マネージャー
基本文字セットから選択する必要があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効なノード名を使用して、コマンド
を再サブミットしてください。

SQL5021N データベース・マネージャー構成ファイル
内の索引の再作成パラメーター
(INDEXREC) の入力が無効です。

説明: 構成サービスに対して、データベース・マネージ
ャー構成ファイル内の索引の再作成パラメーター
(INDEXREC) の無効な値が渡されました。無効な値は、
コマンド行プロセッサーまたはプログラム API 呼び出
しを使用して入力された可能性があります。 API 呼び
出しおよびコマンド行プロセッサーでの有効な値は、1

(ACCESS)、2 (RESTART)、3 (RESTART_NO_REDO)、
および 4 (ACCESS_NO_REDO) です。

データベース・マネージャー構成ファイルに対する更新
は拒否されました。

ユーザーの処置: 指定可能ないずれかの値を入力して、
更新要求を再実行してください。

SQL5022N データベース構成ファイル内の索引の再作
成パラメーター (INDEXREC) の入力が無
効です。

説明: 構成サービスに対して、データベース構成ファイ
ル内の索引の再作成パラメーター (INDEXREC) の無効
な値が渡されました。無効な値は、コマンド行プロセッ
サーまたはプログラム API 呼び出しを使用して入力さ
れた可能性があります。 API 呼び出しおよびコマンド
行プロセッサーでの有効な値は、0 (SYSTEM)、1

(ACCESS)、2 (RESTART)、3 (RESTART_NO_REDO)、
および 4 (ACCESS_NO_REDO) です。

データベース構成ファイルに対する更新は拒否されまし
た。

SQL5010N
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ユーザーの処置: 指定可能ないずれかの値を入力して、
更新要求を再実行してください。

SQL5025C データベース・マネージャー構成ファイル
が現行のものではありません。

説明: データベースに接続した後で、データベース・マ
ネージャー構成ファイルが更新されました。 データベ
ース・マネージャー構成ファイルが、接続されたデータ
ベースの構成と互換性がありません。

データベース・マネージャー構成ファイルへのアクセス
は許可されません。

ユーザーの処置: すべてのアプリケーションが、そのデ
ータベースから切断されるまで待ってください。 stop

database manager コマンドを発行した後で、start

database manager コマンドを発行してください。

サンプル・データベースをインストールしている場合
は、それをドロップしてサンプル・データベースを再イ
ンストールしてください。

SQL5030C リリース番号の不一致のため、コマンド処
理が失敗しました。

説明: データベース・マネージャーまたはデータベース
構成ファイルのリリース番号が、コマンド発行元の
DB2 コピーのリリース番号と一致しません。

インスタンスまたはデータベースをアップグレードして
いる場合は、このリリース番号のデータベース・マネー
ジャーまたはデータベースからのアップグレードがサポ
ートされていません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 次のようにして、ご使用のデータベー
スまたはデータベース・マネージャーとコマンド発行元
の DB2 コピーのリリース・レベルが一致することを検
証してください:

v GET DB CFG または GET DBM CFG コマンドを使
用して、データベースまたはデータベース・マネージ
ャーの release 構成パラメーター値を判別します。

v db2level コマンドを使用して、DB2 コピーのリリー
ス番号を判別します。

これらのリリース・レベルが一致しない場合は、以下の
いずれかのアクションを試行できます:

v db2iupdt コマンドを発行して、データベース・マネー
ジャーのリリース・レベルを更新する。

v データベースをバックアップからリストアする。

インスタンスまたはデータベースをアップグレードして
いる場合は、このリリース番号のデータベースまたはデ
ータベース・マネージャーからのアップグレードがサポ

ートされていません。DB2 コピーのリリース番号にア
ップグレードする前に、アップグレード可能なリリー
ス・レベルにアップグレードしておく必要があります。
サポートされるリリース・レベルについては、DB2 イ
ンフォメーション・センターを参照してください。

このエラーがサンプル・データベースで発生した場合に
は、それをドロップした後、db2sampl コマンドを使っ
て再作成してください。

sqlcode: -5030

sqlstate: 58031

SQL5035N データベースを現行リリースにアップグレ
ードする必要があります。

説明: このデータベースは、以前のリリースの DB2 デ
ータベース製品で作成されています。UPGRADE

DATABASE コマンドを発行して、データベースを現行
リリースにアップグレードする必要があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 現行リリースを使ってデータベース・
アクセスを試みる前に、UPGRADE DATABASE コマン
ドを発行してください。

データベース・リストアを発行したときにこのメッセー
ジを受け取った場合は、処理を続ける前に、既存のデー
タベースをドロップしてください。

sqlcode: -5035

sqlstate: 55001

SQL5040N TCP/IP サーバー・サポートで必要なソケ
ット・アドレスのいずれかが、別の処理で
使用されています。

説明: サーバーで必要なソケット・アドレスのいずれか
は、別のプログラムで使用されているか、あるいはデー
タベース・マネージャーが停止してから、TCP/IP サブ
システムで完全に終了していません。

ユーザーの処置: db2stop を発行したばかりの場合に
は、TCP/IP サブシステムがリソースをクリーンアップ
するのに数分お待ちください。そうでない場合には、ワ
ークステーションで、/etc/services ファイルにあるサー
ビス名で予約されているポート番号を使用しているプロ
グラムがワークステーションにないか確認してくださ
い。 ポート番号はソケット・アドレスのコンポーネン
トです。
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SQL5042N 通信プロトコル・サーバー・サポート処理
のいずれかが開始できません。

説明: システム呼び出しができないため、あるいは通信
サブシステムの呼び出しができないため、通信プロトコ
ル・サーバー・サポート処理が正常に開始しません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で問題を調べる
ことができます。

v システム・ログ・レコードを調べる

v トレースをオンにして、db2start を再度実行し、トレ
ース・レコードを調べる

SQL5043N 1 つ以上の通信プロトコルに対するサポー
トを正常に開始できませんでした。ただ
し、コアのデータベース・マネージャーの
機能は正常に開始されました。

説明: 通信プロトコル・サポートが、1 つ以上のプロト
コルについて正常に開始されませんでした。理由とし
て、以下が考えられます。

v 通信サブシステムの構成エラー

v 通信サブシステムの呼び出しエラー

v データベース・マネージャーの構成エラー

v システム呼び出しの障害

v データベース・マネージャーのライセンス・エラー

v クラスター・マネージャーの呼び出しに失敗しまし
た。

正常に開始された通信プロトコルを使用すれば、サーバ
ーに接続することができます。ローカル・クライアント
も、サーバーに接続することができます。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーが、
DB2COMM 環境変数で指定されたすべての通信プロト
コルを開始しようとしました。

このエラーの詳細については管理通知ログをチェックし
てください。ログには、エラーの原因に関するより詳細
な情報と、正常に開始されなかった通信プロトコルも入
っています。

このエラーは、DB2COMM 環境変数によって指定され
た通信プロトコルにのみ影響を与えます。

SQL5047C この関数を実行するためのメモリーが不足
しています。

説明: この関数の実行に使用できる十分なメモリーがあ
りません。

関数は完了しません。

ユーザーの処置: アプリケーションを停止してくださ
い。可能な解決方法は、以下のとおりです。

v 他の処理を終了してください。

v メモリー割り振りを定義する構成パラメーターの値を
減らしてください。

v システムに十分な実メモリーおよび仮想メモリーがあ
ることを確認してください。

SQL5048N データベース・クライアントのリリース・
レベルが、データベース・サーバーのリリ
ース・レベルでサポートされていません。

説明: データベース・クライアントは、クライアントよ
り 1 つ低いレベルから 2 つ高いレベルまでの範囲のリ
リース・レベルをもつデータベース・サーバーしかアク
セスできません。

ユーザーの処置: 以下の中から 1 つ以上を行ってくだ
さい。

v 現在のサーバーのリリース・レベルでサポートされる
範囲まで、クライアント・リリース・レベルをアップ
グレードしてださい。

v 現在のクライアント・リリース・レベルでサポートで
きるレベルまで、サーバー・リリース・レベルをアッ
プグレードしてください。

SQL5050C データベース・マネージャー構成ファイル
の内容が無効です。

説明: データベース・マネージャー構成ファイルが無効
です。ファイルが、テキスト・エディターまたはデータ
ベース・マネージャー以外のプログラムで変更されてい
る可能性があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーを再イン
ストールしてください。

SQL5051N qualifier によって修飾されたオブジェクト
は、スキーマ schema-name で作成されま
せん。

説明: CREATE SCHEMA ステートメントで作成され
たオブジェクトは、スキーマ名とは異る qualifier によ
って修飾されています。 CREATE SCHEMA ステート
メントで作成されたすべてのオブジェクトは、スキーマ
名 schema-name によって修飾されたものか、修飾され
ていないものかのいずれかです。修飾されていないオブ
ジェクトは暗黙的にスキーマ名によって修飾されます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 明示的にスキーマのオブジェクトを
schema-name で修飾するか、オブジェクト名から
qualifier を除去してください。

SQL5042N
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sqlcode: -5051

sqlstate: 42875

SQL5055C データベース構成ファイルの内容が無効で
す。

説明: データベースのデータベース構成ファイルが無効
です。 ファイルが、テキスト・エディターまたはデー
タベース・マネージャー以外のプログラムで変更されて
いる可能性があります。

ユーザーの処置: データベースを再作成するか、または
バックアップ・バージョンからリストアしてください。

sqlcode: -5055

sqlstate: 58031

SQL5060N 指定された構成パラメーター・トークンが
無効です。

説明: 構成サービス API に渡された sqlfupd 構造に指
定されたトークン番号が無効です。 それは、サポート
されているどの構成パラメーターでもありません。ま
た、UPDATE が試みられた場合には、指定されたトー
クンは、変更できない構成パラメーターのものであるこ
とがあります。

ユーザーの処置: DB2 インフォメーション・センター
の構成サービス API の説明で指定されているトークン
番号から有効なものを選択してください。API に対する
呼び出しを修正して、プログラムを再実行してくださ
い。

SQL5061N 構造 sqlfupd への無効なポインターが、
構成サービスに渡されました。

説明: いずれかの構成サービス API にパラメーターと
して渡された構造 sqlfupd へのポインターが無効でし
た。それが NULL か、または count パラメーターで示
されたサイズの割り振られたメモリーのブロックを指し
ていません。

ユーザーの処置: 構成サービス API を呼び出すコード
を修正して、API 呼び出しを再実行してください。

SQL5062N sqlfupd 構造内の無効なポインターが、構
成サービスに渡されました。

説明: パラメーターとして、いずれかの構成サービス
API に渡された構造 sqlfupd に、無効なポインターが入
っていました。ポインターが NULL か、または割り振
られたメモリーのブロックを指していません。構造内の
渡される各トークンは、 API との間で受け渡されるフ
ィールドに対応するポインターを持っている必要があり
ます。

ユーザーの処置: 構成サービスを呼び出すコードを修正
して、プログラムを再実行してください。

SQL5065C データベース・マネージャー構成ファイル
の nodetype 値が無効です。

説明: データベース・マネージャー構成ファイルの
nodetype パラメーターが無効です。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーを再イン
ストールしてください。

SQL5066W トークン token-name のデータベース構成
パラメーター値が切り捨てられています。

説明: データベース構成パラメーター値が、示されてい
るトークンが含むことができる大きさを超えています。

新しいトークンがこのデータベース構成パラメーター値
を表し、古いトークンに含むことができる大きさを値が
超えている場合にのみ使用されます。

ユーザーの処置: このデータベース構成パラメーターと
して新しいトークンを使用してください。

SQL5070N 構成コマンドの count パラメーターが無
効です。これは、0 より大きくなければな
りません。

説明: パラメーターとして、構成サービス API に渡さ
れる count の値は、0 より大きくなければなりません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 構成サービスを呼び出すコードを修正
して、プログラムを再実行してください。

SQL5075N 構成ユーティリティーが中断されました。

説明: 構成ユーティリティーが割り込みを受けました。
ユーザーが割り込みキー・シーケンスを押した可能性が
あります。

コマンドは処理されませんでした。要求した変更は行わ
れません。

ユーザーの処置: コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL5076W 更新が正常に完了しました。
NOTIFYLEVEL の現行値が原因で、一部
のヘルス・モニターの通知が通知ログに発
行されません。

説明: ヘルス・モニターは、通知ログと、指定された
E メールおよびページ連絡先に通知を発行します。

SQL5055C • SQL5076W
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NOTIFYLEVEL の現行値の設定が低すぎるため、アラー
ムと警告の通知を発行できません。 NOTIFYLEVEL

は、アラーム通知の場合は 2 以上、警告通知の場合は
3 以上に設定する必要があります。

ユーザーの処置: データベース・マネージャー構成パラ
メーター NOTIFYLEVEL の値を増やしてください。

SQL5077N パラメーター parameter は、このサーバ
ー・リリースの構成アドバイザーでサポー
トされていません。 サポートされるパラ
メーターには、supported-parameters など
があります。

説明: 指定されたパラメーターは、このサーバー・リリ
ースではサポートされていません。

ユーザーの処置: このパラメーターを指定せずにコマン
ドを再発行するか、サポートされる別のパラメーターと
置き換えてください。

SQL5081N データベース構成ファイル内の、バッファ
ー・プールのサイズ (buffpage) の入力が
有効範囲内の値ではありません。

説明: バッファー・プール・サイズの最小値は、アクテ
ィブ・プログラムの最大数 (maxappls) の 2 倍です。バ
ッファー・プール・サイズの最大値は、524288 (4KB ペ
ージの数) で、オペレーティング・システムによって異
なります。 AIX での最大値は 51000 (Extended Server

Edition は 204000) です (4KB ページ)。 HP-UX で
は、値が 16 から 150000 (4KB ページ) の間でなけれ
ばなりません。

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: バッファー・プールのサイズに有効な
値を指定して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL5083N データベース構成ファイルに指定された初
期ログ・ファイル・サイズ (logfile) の入
力が有効範囲内にありません。

説明: 初期ログ・ファイル・サイズの値は、12 と
(2**32 - 1) の間でなければなりません。

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: 初期ログ・ファイル・サイズに有効な
値を指定して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL5091N データベース構成ファイル内の、1 つのロ
グ・ファイル拡張のサイズ (logext) の入
力が有効範囲内にありません。

説明: 1 つのログ・ファイル拡張のサイズの値は、4 か
ら 256 の間でなければなりません。

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: 1 つのログ・ファイル拡張のサイズに
有効な値を指定して、コマンドを再サブミットしてくだ
さい。

SQL5092N データベース構成ファイル内の、ログ・フ
ァイル拡張の最大許容数 (logmaxext) の
入力が有効範囲内にありません。

説明: ログ・ファイル拡張の最大許容数の値は、0 から
(2 * 10**6) の間でなければなりません。

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: ログ・ファイル拡張の最大許容数に有
効な値を指定して、コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL5093N データベース・マネージャー構成ファイル
内の、エージェント・ヒープのサイズの入
力が有効範囲内にありません。

説明: エージェント・ヒープのサイズの値は、2 から
85 の間でなければなりません。

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: エージェント・ヒープのサイズに有効
な値を指定して、コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL5098W デフォルト・ログ・ファイル・パスが
logfilepath に変更されました。

説明: デフォルト・ログ・ファイル・パスが、データベ
ース・ディレクトリーからグローバル・データベース・
ディレクトリーに変更されました。

ユーザーの処置: 新しいデフォルト・ログ・ファイル・
パスにログ・ファイルのための十分なディスク・スペー
スがあることを確認してください。ディスクまたはパー
ティションが以前のデフォルト・ログ・ファイル・パス
にマウントされていた場合、マウント・ポイントを新し
いデフォルト・ログ・ファイル・パスに変更することを
検討してください。

SQL5099N データベース構成パラメーター parameter

によって示されている値 value が無効で
す。理由コード reason-code。

説明: 名前付きパラメーターの値が、以下のいずれかの
理由により無効です。

1

パス・ストリングの長さが 242 バイト以上で
す。

SQL5077N
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2

パスが存在しません。

3

パスの 1 番目のディレクトリーに
SQLNNNNN 形式の名前があります。(NNNNN

は 00001 から 99999 までの値です)

4

正しい名前のファイルが指定されたパスに見つ
かりましたが、このデータベースのログ・ファ
イルではありませんでした。

5

このパスは、他のデータベースによって現在使
用されています。

6

このパスは、他の目的のために同じデータベー
スによって現在使用されています。

7

パスによって指定された装置は、ログ・ファイ
ルを保留するだけの大きさがありません。

8

ロー・デバイスを
MIRRORLOGPATH、OVERFLOWLOGPATH、
FAILARCHPATH、LOGARCHMETH1、または
LOGARCHMETH2 として指定することはでき
ません。

9

パスにアクセスできません。

10

パス・ストリングの長さが 206 バイト以上で
す。

11

メソッドの DISK を指定する際のターゲット
は、ディレクトリーでなければなりません。

12

メソッドの VENDOR を指定する際のターゲッ
トは、ディレクトリーでなければなりません。

13

LOGARCHMETH1 が USEREXIT または
LOGRETAIN に設定されている場合、
LOGARCHMETH2 は OFF に設定されていな
ければなりません。

14

DISK または VENDOR を指定する際には、タ
ーゲット値を指定する必要があります。

15

LOGARCHMETH1 構成パラメーターを
LOGRETAIN または USEREXIT に設定する場
合、ターゲット値は指定できません。

16

無効なメソッドが指定されました。有効な値に
は、DISK、TSM、VENDOR、USEREXIT、
LOGRETAIN、および OFF があります。

17

データベースがロールフォワード・ペンディン
グになっている時に、循環ロギングに切り替え
ることはできません。

18

1 次ログ・パスがロー・デバイスの場合は
MIRRORLOGPATH を指定できません。

19

構成パラメーターに対して指定された値が無効
です。データベース構成パラメーター
LOGARCHMETH2 に対して、USEREXIT と
LOGRETAIN はいずれも無効な値です。

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: 名前付きパラメーターに有効な値を指
定して、コマンドを再サブミットしてください。

sqlcode: -5099

sqlstate: 08004

SQL5100N データベース・マネージャー構成ファイル
に指定された、並行使用の可能なデータベ
ースの数の入力が大きすぎます。

説明: 要求した変更は、(1) 可能な並行データベースの
許容数が大きくなりすぎるか、または (2) DB2 に許さ
れているセグメント数が少なくなりすぎる原因になりま
す。

可能な並行データベースの許容数は、DB2 に許される
最大セグメント数によって制限されます。次の条件は常
に真でなければなりません。

segments >=
((number of databases * 5) + 1)

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行します。

v DB2 に許される最大セグメント数を増やしてくださ
い。

SQL5100N
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v 可能な並行データベースの数を減らしてください。

SQL5102C 製品の edition-name エディションでは、
DB2 ワークロード・マネージャー
(WLM) がサポートされていません。

説明: このエディションの DB2 では、WLM ユーティ
リティーが提供されていません。

ユーザーの処置: IBM 担当員および認定販売店から
DB2 Performance Optimization Feature のライセンス・キ
ーを購入してください。その後、db2licm コマンドを使
用してライセンスを更新します。

SQL5103N データベース構成ファイル内においてバッ
ファー・プールのサイズ (buffpage) の入
力は、アクティブ・アプリケーションの最
大数 (maxappls) には小さすぎます。

説明: 要求した変更では、アクティブ・アプリケーショ
ンの最大数がバッファー・プールのサイズを超えてしま
います。次の条件は常に真でなければなりません。

bufferpool_size >
(active_processes の数 * 2)

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: 以下のいずれか、または両方を行って
ください。

v バッファー・プールのサイズを増やしてください。

v アクティブなプロセスの最大許容数を減らしてくださ
い。

SQL5112N 構成パラメーター parameter の値は、0

または 1 のどちらかです。

説明: この要求は、parameter に与えられた値が無効の
ため、完了していません。

ユーザーの処置: parameter に指定された値が 0 また
は 1 であることを確認して、要求を再実行してくださ
い。

SQL5113N ALT_COLLATE は Unicode データベー
ス用には更新できません。

説明: 代替照合シーケンス (ALT_COLLATE) データベ
ース構成パラメーターは Unicode 以外のデータベース
にのみ更新できます。 Unicode データベースでは、す
べての表はデータベース作成時に指定した照合シーケン
スを使用して照合する必要があります。

ユーザーの処置: ALT_COLLATE データベース構成パ
ラメーターを Unicode データベース用に更新しないで
ください。

SQL5120N ログの新しいパラメーターと古いパラメー
ターを同時に変更することはできません。

説明: 前のログ・パラメーターと新しいパラメーターの
両方を変更しようとしています。 アプリケーション
は、現行リリースのパラメーターのみをサポートするべ
きです。

要求は拒否されます。

ユーザーの処置: 現行リリースのパラメーターのみを修
正して、コマンドを再試行してください。

SQL5121N データベース構成ファイルの構成オプショ
ンの項目が無効です。

説明: データベース・オプション (SQLF_DETS) に設
定された値が無効です。有効な設定は 0 から 15 まで
です。要求された変更は実行されません。

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: 有効なデータベース・オプションの値
を指定して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL5122N マシン依存のチェックにより、データベー
スへのアクセスが拒否されました。

説明: データベースおよびデータベース構成ファイル
が、コピー・プロテクトのためにアクセスできません。

ユーザーの要求は拒否されます。

ユーザーの処置: SYSADM 権限を持つユーザー ID を
使用して、元のデータベースに戻り、コピー・プロテク
トをオフにするよう構成ファイルを変更した後、新しい
バックアップを作成します (これをデータベース・リス
トアに使用できます)。元のデータベースが使用できない
場合は、サービス担当者に連絡してください。

SQL5123N ログ・コントロール・ファイルのアクセス
中に入出力エラーが発生したために、デー
タベース name を構成できません。

説明: 以下の 2 つのログ制御ファイルが存在します。

v 1 次ログ制御ファイル SQLOGCTL1.LFH

v 2 次ログ制御ファイル SQLOGCTL2.LFH

2 次ログ制御ファイルは、1 次ログ制御ファイルで問
題が発生した場合に使用する 1 次ログ制御ファイル
のミラー・コピーです。

指定されたデータベースで、DB2 データベース・マネ
ージャーが 1 次ログ制御ファイルと 2 次ログ制御ファ
イルのいずれにもアクセスできなかったため、このエラ
ーが戻されました。
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データベース・マネージャーがどちらのログ制御ファイ
ルにもアクセスできないため、このデータベースを使用
することはできません。

要求された変更は実行されませんでした。

ユーザーの処置: データベースをバックアップ・コピー
からリストアするか、またはデータベースを再作成して
ください。

SQL5124N DB2 は、1 つ以上のパーティションのデ
ータベース構成の更新またはリセットに失
敗しました。理由コード reason-code

説明: DB2 は、高速コミュニケーション・マネージャ
ー (FCM) メッセージを使用して更新またはリセットの
要求をブロードキャストします。完全に初期化されてい
ないと、db2start コマンドを発行した直後に FCM 通信
が失敗する可能性があります。

可能性のある理由コードの値は、以下のとおりです。

1

少なくとも 1 つのパーティションの更新また
はリセットが失敗したため、データベース構成
は変更されませんでした。詳細については、
db2diag ログ・ファイルを参照してください。

2

少なくとも 1 つのパーティションの更新また
はリセットが失敗したため、ノード間でデータ
ベース構成が不整合です。詳細については、
db2diag ログ・ファイルを参照してください。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1

すべてのパーティションが稼働中であることを
確認してから、要求を再サブミットしてくださ
い。

2

すべてのパーティションが稼働中であることを
確認してください。要求を再サブミットする
か、構成の更新内容を確認して、すべてのパー
ティションに手動で適用してください。

SQL5125N グローバル・データベース構成パラメータ
ー parameter-name に対する更新操作が指
定されたメンバーに適用できませんでし
た。

説明: グローバル・データベース構成パラメーターの値

は、DB2 pureCluster インスタンス全体で共有されま
す。

グローバル・データベース構成パラメーターの値はすべ
てのメンバーで同じでなければなりません。このエラ
ー・メッセージは、MEMBER 節を指定した UPDATE

DB CFG コマンドを使用してグローバル・データベー
ス構成パラメーターの値を特定のメンバーに適用しよう
とするときに返されます。

ユーザーの処置: MEMBER 節を指定しない UPDATE

DB CFG コマンドを使用して更新操作を発行してくだ
さい。この値は、DB2 pureCluster インスタンスのすべ
てのメンバーに適用されます。

sqlcode: -5125

sqlstate: 5U053

SQL5126N node-type-code のノード・タイプに無効な
データベース・マネージャー構成パラメー
ター parm を変更しようとしました。

説明: 示されたノード・タイプに無効なデータベース・
マネージャー構成パラメーターの変更が試みられまし
た。 "<node-type-code"> は、以下のように定義されま
す。

1 ローカルとリモート・クライアントを持つデー
タベース・サーバー

2 クライアント

3 ローカル・クライアントを持つデータベース・
サーバー

4 ローカルおよびリモート・クライアントを持
つ、パーティション・データベース・サーバー

5 ローカル・クライアントを持つサテライト・デ
ータベース・サーバー

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: 示されたノード・タイプに有効なパラ
メーターを指定して、要求の再サブミットを行ってくだ
さい。

SQL5130N 構成パラメーター parameter に指定され
た値は、start-of-range から end-of-range

の有効範囲内にありません。

説明: parameter の値が有効な範囲内にないために、こ
の要求は行われていません。

ユーザーの処置: parameter の指定された値が有効範囲
内にあるか確認し、要求を再試行してください。
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SQL5131N 構成パラメーター parameter に指定され
た値は、有効な範囲内にありません。 有
効範囲は "-1" か、または start-of-range

から end-of-range の間です。

説明: parameter の値が有効な範囲内にないために、こ
の要求は行われていません。

ユーザーの処置: parameter の指定された値が有効範囲
内にあるか確認し、要求を再試行してください。

SQL5132N 構成パラメーター parameter が NULL

か、あるいは長すぎます。最大長は
maximum-length です。

説明: 構成パラメーターが設定されていないか、または
長すぎます。

ユーザーの処置: 構成パラメーターの値を、示された最
大長内に変更してください。

SQL5133N 構成パラメーター parm の値 value が無
効です。有効な値のセットは value-list で
す。

説明: value は、構成パラメーター parm に指定されて
いる値です。 この値は、value_list に示されている有効
な値の 1 つではありません。

これらの値の意味については、DB2 インフォメーショ
ン・センター (http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/

db2luw/v9) を参照してください。

ユーザーの処置: 構成パラメーターの値を、有効なリス
トに示されている値のいずれかに変更してください。

SQL5134N 構成パラメーター tpname には無効な文
字が含まれています。

説明: tpname の 1 つ以上の文字が、有効範囲にありま
せん。 tpname の文字は、以下のいずれかでなければな
りません。

v A - Z

v a - z

v 0 - 9

v $

v #

v @

v . (ピリオド)

ユーザーの処置: tpname を変更して、コマンドまたは
関数呼び出しを再実行してください。

SQL5135N 構成パラメーターの maxlocks と
maxappls の設定は、ロック・リスト・ス
ペースのすべてを使用するわけではありま
せん。

説明: アクティブ・プロセス数 (maxappls) に、アプリ
ケーションごとのロック・リスト・スペースのパーセン
トの最大値 (maxlocks) を掛けた値は、100 以上でなけ
ればなりません。 つまり、以下のようになります。

maxappls * maxlocks >= 100

これで、割り振られたすべてのロック・リスト・スペー
スを使用できます。

ユーザーの処置: maxappls、maxlocks、またはその両方
の設定を増やしてください。

SQL5136N データベース・マネージャー構成ファイル
内のデフォルトのデータベース・パス
(dftdbpath) の入力が無効です。

説明: dftdbpath によって無効な値が指定されました。
UNIX ベース・システムのデフォルト・データベース・
パスの規則は以下のとおりです。

1. パスはオペレーティング・システムの命名規則に従
わなければならない。

2. パスは存在しなければならない。

3. パスは 215 文字以下でなければならない。

他のプラットフォームの規則は以下のとおりです。

1. パスはドライブ名でなければなりません。

2. ドライブが存在しなければなりません。

ユーザーの処置: dftdbpath を変更して、コマンドまた
は関数呼び出しを再実行してください。

SQL5137N データベース・マネージャー構成ファイル
内の診断ディレクトリー・パス (diagpath)

の入力が無効です。

説明: 指定された診断ディレクトリー・パスが無効とさ
れる理由はいくつかあります。

v 指定されたパスが、サポートされているオペレーティ
ング・システムの命名規則に従っていない。

v パスが存在しません。

v そのパスが代替診断パスと同じパスに設定された。

v 指定されたパスが読み取り専用になっている。

ユーザーの処置: diagpath を変更して、コマンドまたは
関数呼び出しを再実行してください。
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SQL5140N データベース・マネージャー構成パラメー
ター "authentication" の項目は、
SERVER、CLIENT、DCE、
KERBEROS、
SERVER_ENCRYPT、
DCE_SERVER_ENCRYPT、または
KRB_SERVER_ENCRYPT のいずれかで
なければなりません。

説明: 構成パラメーター "authentication" として許可さ
れている値は以下のとおりです。

v SERVER = 0

v CLIENT = 1

v DCE = 3

v SERVER_ENCRYPT = 4

v DCE_SERVER_ENCRYPT = 5

v KERBEROS = 7

v KRB_SERVER_ENCRYPT = 8

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: "authentication" に有効な値を使用し
て、コマンドを再実行してください。

SQL5141N 構成パラメーター avg_appls が範囲を超
えています。 有効な範囲は 1 から
maxappls の値までです。

説明: avg_appls の許容範囲は、 1 から maxappls の値
までです。

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: 以下の中から 1 つ以上を行ってくだ
さい。

v avg_appls の値を、有効な範囲の値に変更してくださ
い。

v maxappls の値をもっと大きな値にした後で、もう一
度 avg_appls を設定してください。

SQL5142N 構成パラメーター agentpri が有効範囲に
ありません。

説明: agentpri の有効な値は -1 か、または 3 桁の数
字で、最初の桁が 2 から 4 までの範囲の優先順位クラ
ス、最後の 2 桁がクラス内の 00 から 31 までの範囲
の優先順位レベルです。 優先順位クラスは、以下のよ
うに定義されています。

2 REGULAR

3 TIMECRITICAL

4 FOREGROUNDSERVER

たとえば、番号 304 は、優先順位レベル 4 を持つ優先
順位クラス 3 (TIMECRITICAL) に対応します。

ユーザーの処置: 構成パラメーターの値を、有効範囲内
の値に変更してください。

SQL5144W パラメーターの更新は有効になりました
が、データベース構成パラメーター
SELF_TUNING_MEM が ON に設定さ
れるまで、AUTOMATIC パラメーターの
セルフチューニングが行われません。

説明: AUTOMATIC メモリー・パラメーターのセルフ
チューニングは、SELF_TUNING_MEM が OFF に設定
されている場合はアクティブではありません。

ユーザーの処置: データベース構成パラメーター
SELF_TUNING_MEM を ON に更新して、
AUTOMATIC メモリー・パラメーターのセルフチュー
ニングを有効にしてください。

SQL5145W パラメーターの更新は有効になりました
が、AUTOMATIC に設定されているパラ
メーターまたはバッファー・プールの数が
十分でないため、AUTOMATIC メモリ
ー・パラメーターのチューニングが非アク
ティブ化されました。

説明: 2 つ以上のチューニング可能なパラメーターまた
はバッファー・プールが AUTOMATIC に設定されてお
り、SELF_TUNING_MEM が ON である場合に、
AUTOMATIC メモリー・パラメーターのセルフチュー
ニングはアクティブになります。セルフチューニングは
アクティブになっていましたが、構成を更新したことが
原因で非アクティブ化されました。

ユーザーの処置: 1 つ以上のチューニング可能なパラメ
ーターまたはバッファー・プールが AUTOMATIC に設
定されると、AUTOMATIC メモリー・パラメーターの
セルフチューニングは再開します。

SQL5146W Parameter_2 が Parameter_3 のとき、
Parameter_1 は Parameter_3 に設定され
ている必要があります。 Parameter_1 は
Parameter_3 に設定されています。

説明: Parameter_2 が AUTOMATIC であれば、
Parameter_1 も同様に AUTOMATIC に設定する必要が
あります。このために、Parameter_1 は AUTOMATIC

に設定されました。

ユーザーの処置: Parameter_1 が DB2 により
AUTOMATIC に設定されました。このパラメーターを
異なる値に設定するには、db2 update database

configuration コマンドの MANUAL オプションを使用し
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て、最初に Parameter_2、続いて Parameter_1 を特定の
値に設定してください。

SQL5147N Parameter_2 が AUTOMATIC である場
合、Parameter_1 を MANUAL に設定で
きません。

説明: Parameter_2 が AUTOMATIC であれば、
Parameter_1 も同様に AUTOMATIC にする必要があり
ます。

ユーザーの処置: Parameter_1 を別の値に設定するに
は、まず Parameter_2 を AUTOMATIC 以外の値に設定
する必要があります。

SQL5148W データベース構成パラメーター
config_param が正常に AUTOMATIC に
更新されましたが、データベース・マネー
ジャー・パラメーター SHEAPTHRES が
0 に設定されるまで、config_param のセ
ルフチューニングが有効になりません。

説明: データベース構成パラメーター config_param の
セルフチューニングが許可されるのは、データベース・
マネージャー構成パラメーター SHEAPTHRES が 0 に
設定されている場合のみです。

ユーザーの処置: データベース構成パラメーター
config_param のセルフチューニングを有効にする場合
は、データベース・マネージャー構成パラメーター
SHEAPTHRES を 0に設定してください。

SQL5150N 構成パラメーター parameter に指定され
た値は、 minimum-value の最小許可可能
値以下です。

説明: この要求は、parameter に与えられた値が小さす
ぎるため、完了していません。 parameter は minimum

value 以上でなければなりません。

ユーザーの処置: parameter の指定された値が有効範囲
内にあるか確認し、要求を再試行してください。

SQL5151N 構成パラメーター parameter に指定され
た値は、 minimum-value の最小許可可能
値以下および -1 ではありません。

説明: この要求は、parameter に与えられた値が無効の
ため、完了していません。 parameter は、許容値 -1

か、または minimum value 以上でなければなりませ
ん。

ユーザーの処置: parameter の指定された値が有効範囲
内にあるか確認し、要求を再試行してください。

SQL5152N 構成パラメーター parameter に対して指
定された値が maximum-value の最大許可
値より大きくなっています。

説明: この要求は、parameter に与えられた値が大きす
ぎるため、完了していません。 parameter は maximum

value 以下でなければなりません。

ユーザーの処置: parameter の指定された値が有効範囲
内にあるか確認し、要求を再試行してください。

SQL5153N 次のリレーションシップが違反している恐
れがあるため更新を完了できません:

condition

説明: 有効な構成ファイルは次のリレーションシップを
保守していなくてはなりません。

condition

更新要求は、構成の結果がリレーションシップに違反し
ているため、完了できませんでした。

ユーザーの処置: 要求を再サブミットし、適切なリレー
ションシップであるか確認してください。

SQL5154N "認証" と parameter の構成値の組み合わ
せが要求されましたが、それは許可されま
せん。理由コード = reason-code。

説明: 理由コードに対応する説明は、以下のとおりで
す。

1. このデータベース・マネージャー構成パラメーター
"authentication" は、 parameter の値が非デフォルト
の場合、値 "CLIENT" がなくてはなりません。

2. データベース・マネージャー構成パラメーター
parameter の設定の前に、データベース・マネージャ
ー構成パラメーター AUTHENTICATION または
SRVCON_AUTH を GSSPLUGIN または
GSS_SERVER_ENCRYPT に更新することはできませ
ん。

3. データベース・マネージャー構成パラメーター
parameter の設定の前に、データベース・マネージャ
ー構成パラメーター AUTHENTICATION または
SRVCON_AUTH を KERBEROS または
KRB_SERVER_ENCRYPT に更新することはできま
せん。

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1. 有効な構成パラメーターの値の組み合わせを使用し
て、コマンドを再度実行してください。
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2. データベース・マネージャー構成パラメーター
parameter を設定してから、ステートメントを再サブ
ミットしてください。

3. データベース・マネージャー構成パラメーター
parameter を設定してから、ステートメントを再サブ
ミットしてください。

SQL5155W 更新が正常に完了しました。 SORTHEAP

の現行値がパフォーマンスに好ましくない
影響を及ぼす可能性があります。

説明: SORTHEAP の値が、現在、ソートしきい値の半
分より大きい値になっています。ソートしきい値はデー
タベース・マネージャー構成パラメーター
SHEAPTHRES の値であり、SHEAPTHRES が 0 に設定
されている場合、これはデータベース・マネージャー構
成パラメーター SHEAPTHRES_SHR の値になります。
これは、パフォーマンスが最適状態より悪くなる原因と
なる可能性があります。

ユーザーの処置: ソートしきい値の値を増やすか、また
はソートしきい値が少なくとも SORTHEAP の 2 倍の
大きさになるように SORTHEAP の値を減らす、あるい
はその両方を行ってください。

大きい方の比率が、たいていの場合、望ましい値です。
構成パラメーターの調整の推奨については、「管理ガイ
ド」を参照してください。

SQL5156N データベース・マネージャー構成パラメー
ター "trust_allclnts" の値は、
NO、YES、または DRDAONLY のいず
れかでなければなりません。

説明: 構成パラメーター "trust_allclnts" として許可され
ている値は以下のとおりです。

v NO = 0

v YES = 1

v DRDAONLY = 2

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: "trust_allclnts" に有効な値を使用し
て、コマンドを再実行してください。

SQL5160N 現在、parameter を更新することはできま
せん。このパラメーターの操作は現在ペン
ディング中です。このパラメーターに対し
て新しい更新を適用するには、その前にす
べてのアプリケーションをデータベースか
ら切断し、データベースを再アクティブ化
する必要があります。

説明: クラスター環境では、このデータベース構成パラ

メーターはペンディング操作を 1 つしか持つことがで
きません。データベースの再アクティブ化の際に、クラ
スター・マネージャーとデータベースの間で整合性が取
れるようにクラスター・リソースが更新されます。

ユーザーの処置: データベース構成パラメーターの他の
更新を可能にするには、すべてのアプリケーションがデ
ータベースから切断されていることを確認して、DB2

CONNECT TO コマンドを発行してください。データベ
ースが明示的にアクティブ化された場合は、これを非ア
クティブ化し、再びアクティブ化してください。

SQL5161N 次の DB2START コマンドまでは、
parameter を更新できません。

説明: クラスター環境では、前のリソースが削除された
後で、データベース・マネージャー構成パラメーターの
更新を実行できます。整合性を維持するために、データ
ベース・マネージャーの再始動時にクラスター・リソー
スが削除されます。

ユーザーの処置: データベース・マネージャー構成パラ
メーターの更新を可能にするには、サーバーに対して
DB2STOP および DB2START を発行してください。

SQL5162N db2dsdriver.cfg 構成ファイルに含まれる
パラメーター parameter1 の値がパラメー
ター parameter2 と同じですが、これらの
パラメーターを同じ値にすることはできま
せん。

説明: db2dsdriver.cfg 構成ファイルにはデータベース情
報が含まれており、以下のドライバーおよびクライアン
トがこのファイルを使用します。

v IBM Data Server Driver for ODBC and CLI

v IBM Data Server Driver Package

v DB2 バージョン 9.7 の場合: CLI およびオープン・
ソース・アプリケーションでは、IBM Data Server

Client および IBM Data Server Runtime Client

db2dsdriver.cfg ファイル内の情報は、IBM Data Server

Client または IBM Data Server Runtime Client 上のシス
テム・データベース・ディレクトリー内にある情報と類
似しています。

クライアント・ドライバー構成ファイルでは、これらの
パラメーターを同じ値にすることができません。1 つの
パラメーターに true を指定した場合、他方には false

を指定する必要があります。

ユーザーの処置:

1. 2 つのパラメーターの値が同じにならないように、
db2dsdriver.cfg ファイル内のいずれか 1 つのパラメ
ーターの値を変更してください。
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2. 新しい db2dsdriver.cfg ファイルの設定を有効にする
には、アプリケーション・プロセスを停止して再始
動します。

SQL5163N 必要な構成パラメーター parameter が
db2dsdriver.cfg 構成ファイルの中にあり
ません。

説明: db2dsdriver.cfg 構成ファイルにはデータベース情
報が含まれており、以下のドライバーおよびクライアン
トがこのファイルを使用します。

v IBM Data Server Driver for ODBC and CLI

v IBM Data Server Driver Package

v DB2 バージョン 9.7 の場合: CLI およびオープン・
ソース・アプリケーションでは、IBM Data Server

Client および IBM Data Server Runtime Client

db2dsdriver.cfg ファイル内の情報は、IBM Data Server

Client または IBM Data Server Runtime Client 上のシス
テム・データベース・ディレクトリー内にある情報と類
似しています。

クライアント・ドライバー構成ファイルには、必要なす
べてのパラメーターが含まれる必要があります。

ユーザーの処置:

1. 必要な構成パラメーターを db2dsdriver.cfg 構成ファ
イルに追加してください。

2. 新しい db2dsdriver.cfg ファイルの設定を有効にする
には、アプリケーション・プロセスを停止して再始
動します。

SQL5164N db2dsdriver.cfg 構成ファイルに含まれる
構成グループ group には少なくとも 1 つ
のパラメーターが必要ですが、パラメータ
ーが存在しません。

説明: db2dsdriver.cfg 構成ファイルにはデータベース情
報が含まれており、以下のドライバーおよびクライアン
トがこのファイルを使用します。

v IBM Data Server Driver for ODBC and CLI

v IBM Data Server Driver Package

v DB2 バージョン 9.7 の場合: CLI およびオープン・
ソース・アプリケーションでは、IBM Data Server

Client および IBM Data Server Runtime Client

db2dsdriver.cfg ファイル内の情報は、IBM Data Server

Client または IBM Data Server Runtime Client 上のシス
テム・データベース・ディレクトリー内にある情報と類
似しています。

ユーザーの処置:

1. db2dsdriver.cfg 構成ファイル内の構成グループにパラ
メーターを追加します。

2. 新しい db2dsdriver.cfg ファイルの設定を有効にする
には、アプリケーション・プロセスを停止して再始
動します。

SQL5165N データベース構成パラメーター parameter

によって示されている値 value が無効で
す。理由コード = reason-code

説明: 示されているデータベース構成パラメーターの更
新が失敗しました。理由コードに対応する説明は、以下
のとおりです。

1

hadr_target_list が、以下のいずれかの理由によ
り無効です。

v ホスト項目が 255 文字を超えています。

v サービス項目が 40 文字を超えています。

v ホスト項目に無効文字が含まれています。ホ
スト項目には英数字、ダッシュ、および下線
を含めることができます。あるいは、数値の
IPv4 または IPv6 アドレス・フォーマット
とすることができます。

2

3 つを超える項目が指定されました。
hadr_target_list の host:port のペアの最大数は
3 です。

4

重複した host:port のペアが項目に含まれてい
ます。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1

長さまたは文字のセットが有効なストリングを
使って、hadr_target_list 構成パラメーターを更
新します。詳細については db2diag.log ファイ
ルを調べてください。

2

最大で 3 組の host:port を指定して、
hadr_target_list 構成パラメーターを更新しま
す。

4

host:port の固有の組み合わせを使用して、
hadr_target_list 構成パラメーターを更新しま
す。
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SQL5180N DB2 は、フェデレーション構成ファイル
file-name を読み取ることができません。

説明: フェデレーテッド構成ファイルが見つからなかっ
たか、または読み取りのためにオープンできませんでし
た。

ユーザーの処置: DB2_DJ_INI レジストリー変数にフェ
デレーション構成ファイルを指定してください。 ファ
イルが存在し、読み取り可能であることを確認してくだ
さい。ファイルのロケーションに対して完全修飾パスが
指定されていることを確認してください。

SQL5181N フェデレーション構成ファイル file-name

で、行 line-number の形式が無効です。

説明: 指定された行が正しい形式ではありません。 項
目は <evname> = <value> の形式に従う必要がありま
す。ここで、<evname>は環境変数名で、<value> は対応
する値です。

項目は次の制限に準拠する必要があります。

v 環境変数名が 255 バイトの最大長で指定されてい
る。

v 環境変数値が 765 バイトの最大長で指定されてい
る。

v ファイル内のすべての行の最大長は 1021 バイトで
す。 この長さを超えるデータは無視されます。

v 環境変数値でファイル名またはディレクトリー名を指
定する場合、名前は完全修飾名にし、以下のいずれの
要素も含めないでください。

– ~ (波形記号) のようなファイル名メタ文字。

– $HOME のような環境変数。

ユーザーの処置: ここで記述されている形式で指定して
ください。

SQL5182N 必須環境変数 variable-name が設定されて
いません。

説明: フェデレーテッド構成ファイル db2dj.ini におい
て、環境変数 variable-name がリストされていないか、
あるいはリストされていても値がありません。

ユーザーの処置: フェデレーテッド構成ファイルの更新
については、フェデレーションについての資料を参照し
てください。

SQL5185N server-type データ・ソースへのパススルー
はサポートされていません。

説明: パススルー機能は、server-type データ・ソースに
アクセスするために使用できません。

ユーザーの処置: 必要ありません。

sqlcode: -5185

sqlstate: 428EV

SQL5186N 指定された DB2 環境変数、DB2 レジス
トリー変数、または DB2 構成パラメータ
ーが廃止されたため、DB2 環境の構成は
失敗しました。変数名またはパラメーター
名: variable-or-parameter-name

説明: 廃止された DB2 環境変数、DB2 レジストリー
変数、DB2 データベース・マネージャー構成パラメー
ター、または DB2 データベース構成パラメーターを設
定することにより DB2 環境の構成を試行すると、この
メッセージが返されます。

ユーザーの処置:

1. DB2 インフォメーション・センターで関連情報を確
認することにより、構成の際に他の変数またはパラ
メーターを使用して同じ目的を達成する方法を調べ
ます。

2. 構成の際に異なる変数またはパラメーターを使用し
て同じ目的を達成するため、自動化スクリプトおよ
びアプリケーションを更新します。

SQL5187N 同じ名前の接続プロシージャーがデータベ
ースに対して定義されているため、プロシ
ージャー procedure-name に対する
operation-type 操作は許可されません。

説明: データベース構成パラメーター
CONNECT_PROC を使用してデータベースに定義された
接続プロシージャーと同じ名前のプロシージャーに対し
ては、操作が制限されます。接続プロシージャー自体を
直接、または CREATE OR REPLACE 操作の結果とし
て変更したりドロップしたりすることはできません。プ
ロシージャーのシグニチャーが異なっていても、同じ名
前のプロシージャーを新規作成することはできません。

ユーザーの処置: 新しいプロシージャーを作成している
場合は、別のプロシージャー名を使用するか、別のスキ
ーマを使用してください。現在使用している接続プロシ
ージャーを変更またはドロップする必要がある場合、
CONNECT_PROC データベース構成パラメーターの値を
別のプロシージャー名または空ストリングに変更する必
要があります。

sqlcode: -5187

sqlstate: 429C8
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SQL5188N タイプ access-control-type のオブジェクト
name に無効のマークが付いているため、
このステートメントは失敗しました。

説明: SQL ステートメントにおいて行または列のアク
セス制御を適用する必要があり、列マスクまたは行許可
のいずれかに現在無効のマークが付いているため、ステ
ートメントは実行できませんでした。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: SECADM 権限を持つユーザーが以下
のいずれかを行う必要があります。

v 列マスクまたは行許可をドロップします。その後必要
に応じてそれを再作成します。

v CREATE または REPLACE ステートメントを発行し
て無効なオブジェクトを再作成します。

sqlcode: -5188

sqlstate: 560D0

SQL5189N 指定されたパスが無効であるために、代替
診断ディレクトリー・パスは設定されませ
んでした。alternate-diagpath

説明: diagpath 構成パラメーターによって指定された 1

次診断パスが使用できない場合にも診断ログを続行でき
るようにするために、alt_diagpath 構成パラメーターで
代替診断ディレクトリー・パスを指定します。 1 次パ
スが使用不可になると、代替診断パスに切り替わりま
す。 1 次診断パスが再び使用可能になると、ロギング
は 1 次診断パスで再開されます。

指定された代替診断ディレクトリー・パスが無効とされ
る理由はいくつかあります。

v パスが存在しません。

v そのパスが 1 次診断パスと同じパスに設定された。

v 指定されたパスが、サポートされているオペレーティ
ング・システムの命名規則に従っていない。

v 指定されたパスが読み取り専用になっている。

ユーザーの処置: 使用する予定の代替診断ディレクトリ
ー・パスが使用可能であることを検証して、パスを設定
してください。回復力を高めるには、diagpath 構成パラ
メーターと alt_diagpath 構成パラメーターでは、常に異
なるファイル・システムを使用すべきです。

SQL5190I 1 次診断ディレクトリー・パスと代替診断
ディレクトリー・パスが同じファイル・シ
ステムを使用しています。

説明: diagpath 構成パラメーターによって指定された 1

次診断ディレクトリー・パスが使用できない場合にも診

断ロギングを続行できるようにするために、alt_diagpath

構成パラメーターで代替診断ディレクトリー・パスを指
定します。

単一のファイル・システムの問題によって両方の診断デ
ィレクトリー・パスが影響を受ける障害シナリオを回避
するため、別々のファイル・システムを指す 1 次およ
び代替診断ディレクトリー・パスを指定してください。

ユーザーの処置: パラメーターは正常に設定されました
が、diagpath および alt_diagpath 構成パラメーターに対
して別々のファイル・システムを使用することで、ロギ
ングの回復力をさらに向上できます。

SQL5191W データ変更操作のターゲットは表
table-name で、それには期間 period-name

が含まれています。操作によって、その期
間の記録時間値が調整されました。

説明: 表 table-name はシステム期間テンポラル表で
す。この表には、期間 period-name が含まれています。
要求されたデータ変更操作の実行結果として、その期間
の記録時間値が調整されました。これは、以下のいずれ
かの理由によるものと考えられます。

v 2 つのトランザクションが同じ行にアクセスしてい
る。最初に開始されたトランザクション内のステート
メントが、2 番目のトランザクション内のステートメ
ントにより既に変更された行を更新したり削除したり
しようとします。この結果、行開始列のタイム・スタ
ンプ値は、2 番目のトランザクションの開始時刻にな
ります。このようなタイム・スタンプ値は、最初のト
ランザクション内のステートメントが使用したはずの
タイム・スタンプ値より後の時点を指します。

v システム期間テンポラル表にデータがロードされ、行
開始列に生成値をオーバーライドする値がロードされ
た。行開始列にロードされた値は、実行されたトラン
ザクションが使用したはずのタイム・スタンプよりも
後の時点のものでした。

更新操作では、調整によってその期間の開始列と終了列
の両方が影響を受ける可能性があります。削除操作で
は、調整によって影響を受けるのはその期間の終了列の
みです。

ステートメントが処理されたとき、その期間の記録時間
が調整されました。

ユーザーの処置: 調整しない場合、ロールバックを発行
し、トランザクションを再試行します。システム期間テ
ンポラル表にデータがロードされ、行開始列に生成値を
オーバーライドする値がロードされた場合は、行開始の
時刻の値が CURRENT TIMESTAMP の値以下であるデ
ータを消去します。そうでない場合には、アクションは
不要です。
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systime_period_adj 構成パラメーターを設定すると、影響
を受ける値の調整をブロックすることができます。

sqlcode: +5191

sqlstate: 01695

SQL5192W MAXIMUM DEGREE に割り当てられた
値を持つワークロードにアプリケーション
が割り当てられているため、
ADMIN_SET_INTRA_PARALLEL への
呼び出しは失敗しました。アプリケーショ
ン名: application-name

説明: MAXIMUM DEGREE ワークロード属性によっ
て割り当てられたパーティション内並列処理の度合いを
示す値が、ADMIN_SET_INTRA_PARALLEL への呼び出
しによって割り当てられた値をオーバーライドします。

ユーザーの処置: パーティション内並列処理の度合いの
制御は、ワークロードとアプリケーションの両方から試
行しないでください。最良の方法を判別し、一方だけを
使用します。

SQL5193N 現行セッション・ユーザーに、使用可能ワ
ークロードの使用権限がありません。

説明: 現行セッション・ユーザーに、使用可能ワークロ
ードの使用権限がありません。DB2 データベースへの
すべての接続は、ワークロードに関連付ける必要があり
ます。接続をワークロードに関連付けるには、接続属性
がワークロードの属性と一致し、ワークロードが使用可
能で、かつセッション・ユーザーにそのワークロードの
使用権限があることが必要です。

ユーザーの処置: データベースにユーザー定義のワーク
ロードがある場合、以下の手順に従います。

1. 接続のマップ先ワークロードを判別します。これ
は、接続の属性を調べ、それらをワークロード定義
の属性と比較することによって行います。

2. 接続を関連付けるワークロードが使用可能であり、
かつ現行セッション・ユーザーにそのワークロード
の使用権限があることを確認します。

データベースにユーザー定義のワークロードがない場
合、以下の手順に従います。

1. デフォルトのユーザー・ワークロード (名前は
SYSDEFAULTUSERWORKLOAD) を使用可能に設定
します。

2. このワークロードの使用権限を現行セッション・ユ
ーザーに付与します。

sqlcode: -5193

sqlstate: 42524

SQL5194N クライアントが InfoSphere Optim

Configuration Manager への接続を取得で
きないため、ドライバー接続が失敗しまし
た。指定された httpControllerURL:

token1。プロトコル・エラー・コード:

token2

説明: クライアントが InfoSphere Optim Configuration

Manager に接続して初期のドライバー・プロパティーを
取得することができないため、データ・サーバーへのド
ライバー接続が失敗しました。

ユーザーの処置: ドライバーの db2dsdriver.cfg 構成フ
ァイルで、connectionSupervisorProperties グローバル・パ
ラメーターの httpControllerURL キーワードを使用し
て、InfoSphere Optim Configuration Manager コントロー
ラーを指定できます。

v InfoSphere Optim Configuration Manager コントローラ
ーが実行されていることを確認してください。

v httpControllerURL 値が正しいことを確認してくださ
い。

v コントローラー・ポートがファイアウォールによって
ブロックされていないことを確認してください。

v ドライバーを InfoSphere Optim Configuration Manager

で制御するつもりがない場合、httpControllerURL キー
ワードを db2dsdriver.cfg 構成ファイルから削除して
ください。

sqlcode: -5194

sqlstate: 08001
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第 12 章 SQL5500 - SQL5999

SQL5500N DB2 は、ベンダーの構成ファイル
file-name を読み取ることができません。

説明: ベンダーの構成ファイルが見つからなかったか、
または読み取りのためにオープンできませんでした。

ユーザーの処置: DB2_VENDOR_INI レジストリー変数
にベンダーの構成ファイルを指定してください。ファイ
ルが存在すること、DB2 からオープンするためのファ
イルの許可があることを確認してください。ファイルの
ロケーションに対して完全修飾パスが指定されているこ
とを確認してください。

SQL5501N ベンダーの構成ファイル file-name で、行
line-number の形式が無効です。

説明: 指定された行が正しい形式ではありません。 項
目は <evname> = <value> の形式に従う必要がありま
す。ここで、<evname> は環境変数名で、<value> は対
応する値です。

項目は次の制限に準拠する必要があります。

v 環境変数名が 255 バイトの最大長で指定されてい
る。

v 環境変数値が 765 バイトの最大長で指定されてい
る。

v ファイル内のすべての行の最大長は 1021 バイトで
す。 この長さを超えるデータは無視されます。

v 環境変数値でファイル名またはディレクトリー名を指
定する場合、名前は完全修飾名にし、以下のいずれの
要素も含めないでください。

– ~ (波形記号) のようなファイル名メタ文字。

– $HOME のような環境変数。

ユーザーの処置: 示されている行が直前に記述した形式
と一致していることを確認してください。
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第 13 章 SQL6000 - SQL6499

SQL6000N QMF データの DB2 変換。

説明: これは正常終了メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL6001N これは、データベース・マネージャーでの
異常終了ではありません。

説明: SQLQMF 機能コマンドが使用されず、直接
SQLQMF 機能のモジュールが実行されました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 提供されている SQLQMF 機能コマ
ンドを使用してください。

SQL6002N プログラム名と CS:IP パラメーターの両
方を指定してください。

説明: コミュニケーション・マネージャーが、ホスト・
ファイルをダウンロードしている時にエラーを見つけま
した。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: コミュニケーション・マネージャー・
メッセージ・ログを調べてください。

SQL6003N CS:IP パラメーターが無効です。

説明: 計算された行のサイズ (計算された列のサイズの
合計) が、最大値の 7000 バイトを超えています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: QMF ホスト・セッションに戻って、
データ列の少ない照会を実行してください。 再度デー
タを EXPORT (エクスポート) した後で、SQLQMF 機
能コマンドを発行してください。

SQL6004N function が予期しない戻りコード code を
返しました。

説明: 処理中に、予期しないエラーが起きました。 コ
ミュニケーション・マネージャーまたは DB2 が、正し
くインストールされていないか、または正しく構成され
ていない可能性があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: コミュニケーション・マネージャーが
インストールされ、適切なホスト通信セッションがアク
ティブになっていることを確認してください。 他のエ

ラーの有無をチェックして、コマンドを再試行してくだ
さい。 問題が続く場合は、コミュニケーション・マネ
ージャーのシステム管理者に連絡してください。

SQL6005N ダウンロードされた QMF ファイルの読
み取り中に、エラーが発生しました。

説明: 次のいずれかの状態が発生しました。

v ファイルをオープンできません。

v 早すぎるファイルの終わりが見つかりました。

v ファイルの読み取り中に、入出力エラーが起きまし
た。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: コミュニケーション・マネージャー・
メッセージ・ログを調べてください。 コマンドを再試
行してください。エラーが続く場合は、コミュニケーシ
ョン・マネージャーのシステム管理者に連絡してくださ
い。

SQL6006N 出力ファイルへの書き込み中に、エラーが
発生しました。

説明: 次のいずれかの状態が発生しました。

v データを書き込む C: ドライブに、十分なスペースが
ありません。

v 出力ファイルがオープンできませんでした。

v ファイルの書き込み中に、入出力エラーが起きまし
た。

v ファイルをクローズするときに、入出力エラーが発生
しました。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合:

db2djlink 出力を保留するために十分なスペースがありま
せん。db2djlink が作成し、使用する一時ファイルには、
さらにスペースが必要です。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: C: ドライブ上に、十分なディスク・
スペースがあることを確認してください。コマンドを再
試行してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: フェデ
レーテッド・サーバーがインストールされているファイ
ル・システムのサイズを増やしてください。AIX オペレ
ーティング・システムで db2djlink に必要なフリー・ス
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ペースの量を見積もるには、次のコマンドを実行しま
す。

ls -e /
install_directory/lib/libdb2euni.a

このコマンドはリストされたファイルに使用されている
バイト数を返します。その数値を 3 倍にしてくださ
い。 その結果が、ファイル・システムに必要なフリ
ー・スペースの見積値です。 必要に応じてファイルシ
ステムのサイズを増加し、コマンドを再実行してくださ
い。

SQL6007N 行 row、列 column の 10 進数値を
ASCII に変換できません。

説明: 示されている 10 進数フィールドが変換できませ
んでした。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ホスト列のデータ・タイプが
DECIMAL であることを確認してください。 QMF

EXPORT を再実行した後で、再度 SQLQMF 機能 コマ
ンドを発行してください。エラーが続く場合は、示され
た列を使用しないで QMF 照会を再実行してください。

SQL6008N コマンドに指定されたファイルは QMF

データ・フォーマットではありません。

説明: filename パラメーターによって指定されたファイ
ルが、予期された QMF フォーマットではありません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 名前を正しくタイプしたことを確認し
てください。 名前が正しい場合は、QMF ホスト・セッ
ションに戻って、コマンド EXPORT DATA TO

filename を再発行してください。 QMF データ・フォー
マットを使用して、エクスポートする必要があります。

SQL6009N QMF からエクスポートされたファイル
に、長すぎる幅 width の列 name があり
ます。列の最大幅は 4000 バイトです。

説明: ダウンロードされた QMF ファイルが、4000 バ
イトを超す幅を持つ列を含んでいます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: QMF ホスト・セッションに戻り、示
された列を指定せずに QMF 照会を再実行して、もう一
度データをエクスポートしてください。その後で、
SQLQMF 機能コマンドを再実行してください。

SQL6010N ダウンロードされた QMF ファイルに
は、255 を超えるデータ列があります。

説明: 処理されているファイルには、256 以上のデータ
列が入っています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: QMF ホスト・セッションに戻り、デ
ータ列を 255 以下にして照会を再実行してください。
再びデータを EXPORT (エクスポート) して、SQLQMF

機能コマンドを再実行してください。

SQL6011N 列 name (number 列目) のデータ・タイプ
number (type-text) は処理できません。

説明: QMF ファイルに、サポートされていないデー
タ・タイプの列が入っています。

SQLQMF 機能は以下のデータ・タイプをサポートして
いません。

v LONG VARCHAR

v LONG VARGRAPHIC

SQLQMF 機能 SQLQMFDB のみが、GRAPHIC デー
タ・タイプをサポートします。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: QMF ホスト・セッションに戻り、示
された列を選択しないで照会を再実行してください。
その後で、SQLQMF 機能コマンドを再実行してくださ
い。

SQL6012N コマンドに指定したパラメーターが多すぎ
ます。

説明: コマンドに指定したパラメーターが多すぎます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 正しい数のパラメーターを指定して、
コマンドを再発行してください。

SQL6013N ホスト・ファイル名 host-filename が長す
ぎるか、または英字で始まっていません。

説明: host filename が英字で始まっていないか、また
はホストが VM システムの場合は host filename、
filetype、または filemode が長すぎます。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 正しい host filename 構文を使用し
て、コマンドを再発行してください。

SQL6007N

598 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



SQL6014N 無効なコマンド構文、コロン (':') をキー
ワードの後に続ける必要があります。

説明: オペランドを持つキーワード・パラメーターに
は、すぐ後に“:”文字が続き、その後にオペランドが続く
キーワードが必要です。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: コマンド構文を確認して、コマンドを
再発行してください。

SQL6015N キーワードが認識されません。

説明: キーワード・パラメーター標識 (“/”) の後に、キ
ーワードではない値が続いています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 別のキーワードの値を使用して、コマ
ンドを再発行してください。

SQL6016N システム/370 ファイル名 name のオペラ
ンドが多すぎます。

説明: ホストが VM システムの場合は、ホスト・ファ
イル名に、4 つ以上のスペース分離トークンが入ってい
ます。 ホストが MVS システムの場合は、ホスト・フ
ァイル名に、組み込みブランクが入っています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 別のキーワードの値を使用して、コマ
ンドを再発行してください。

SQL6017N 追加情報が、インポート・メッセージ・ロ
グ name に含まれている可能性がありま
す。

説明: データベースの IMPORT 操作が、警告またはエ
ラー・メッセージとともに終了しました。

コマンドは作業ファイルを割り振ったまま残していま
す。

ユーザーの処置: このメッセージに先行するメッセージ
と、存在する場合は、IMPORT メッセージ・ログを使用
して、IMPORT が成功したかどうかを判別し、修正アク
ションを決定してください。 インポートが成功した場
合は、DEL、 CRE、 COL、 IML ファイルを消去して
ください。

SQL6018N S/370 ファイル名が指定されていません。

説明: S/370 ファイル名は必須パラメーターです。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ホスト・ファイル名を指定して、コマ

ンドを再発行してください。

SQL6019N 通信簡略セッション ID ID が長すぎる
か、または無効です。

説明: 通信簡略セッション ID に指定された値が、1

バイトより長いか、または英字ではありません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な値を使用して、コマンドを再発
行してください。

SQL6020N データベース名を指定せずに、インポー
ト・オプションが指定されました。

説明: データベース名が指定されずに、インポート・オ
プションが指定されました。

コマンドは終了します。

ユーザーの処置: データベース名を指定して、コマンド
を再発行してください。

SQL6021N データのインポートが成功しました。

説明: これは、SQLQMF 機能がデータをデータベース
にインポートしたときの通常の終了メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL6022N システム・データベース・ディレクトリー
は、すべてのノードによって共有されてい
ません。

説明: すべてのノードが、システム・データベース・デ
ィレクトリーの 1 つの物理コピーにアクセスする必要
があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: sqllib ディレクトリーに常駐するすべ
てのノードがシステム・データベース・ディレクトリー
にアクセスしていることを確認して、要求を再試行して
ください。

SQL6023N このユーザーは、表 name で Get Table

Partitioning Information ユーティリティ
ーを実行する権限を持っていません。

説明: 適切な許可 (DBADM 権限、あるいは表に対す
る CONTROL または SELECT 特権) を持たないユーザ
ーが、指定された表のパーティション情報を取得しよう
としました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 適切な許可を持たずに Get Table

Partitioning Information ユーティリティーを実行しよう
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としないでください。許可については、セキュリティー
管理者に連絡して指示を求めてください。

SQL6024C 表または索引 name がノード node-number

で定義されていません。

説明: アプリケーションはノード node-number に接続
されており、表または索引 name が定義されていませ
ん。

原因は以下のいずれかです。

v アプリケーションが接続しているノードは、表または
索引が作成されたノード・グループのメンバーではあ
りません。

v そのノード・グループはノードを使用していません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 表または索引が定義されたノードにア
プリケーションを接続します。表が作成されたノード・
グループを判別して、NODEGROUPDEF カタログ・ビ
ューから適切な行を選択して、ノード・グループ内のノ
ードのリストを獲得してください。 IN_USE 値が Y に
設定されているノードは、表または索引を定義するノー
ドです。

SQL6025N ノード node1 のデータベース・バックア
ップをノード node2 にリストアできませ
ん。

説明: リストアに使用されるバックアップ・イメージ
は、データベースの別のノードでのバックアップです。

ユーザーの処置: ノードの正しいバックアップ・イメー
ジがあるかを確認して、要求を再試行してください。

SQL6026N カタログ・ノード node1 を伴うデータベ
ースをカタログ・ノード node2 を伴うデ
ータベースにリストアできません。

説明: DB2 pureCluster 環境ではない環境では、カタロ
グ・ノードは 1 つのノードにしか存在できませんが、
バックアップ・イメージと、リストア先のノードとの間
に矛盾があります。これは、次の場合発生します。

v バックアップ・イメージ指定のカタログ・ノード
node1 およびリストアを、カタログ・ノードがノード
node2 の既存のデータベースで試行しようとしまし
た。

v リストアを新規データベースで試行して、カタログ・
ノードは先にリストアされませんでした。 (すべての
ノードでデータベースを作成するため、先にカタロ
グ・ノードをリストアしてください。)

ユーザーの処置: 正しいバックアップ・イメージがリス

トアされていることを確認してください。

既存のデータベースにリストアしていて、カタログ・ノ
ードを node2 に変更する場合は、先に既存のデータベ
ースをドロップする必要があります。

新規データベースにリストアしている場合は、カタロ
グ・ノード node1 を先にリストアしてください。

SQL6027N データベース・ディレクトリーのパス
path が無効です。

説明: CREATE DATABASE または CATALOG

DATABASE コマンドに指定されたパス path が文字 '.'

で始まっているか、または文字ストリング '/.' を含んで
います。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 指定されたパスが完全修飾パスで、最
初の文字が '.' ではなく、文字ストリング '/.' を含んで
いないことを確認してください。その後、要求を再試行
してください。

SQL6028N カタログ・データベースはデータベース
dbname がローカル・データベース・ディ
レクトリーに見つからないため失敗しまし
た。

説明: システム・データベース・ディレクトリーにロー
カル・データベースをカタログするときに、コマン
ド/API はデータベースが常駐するサーバー上のノード
から発行される必要があります。

ユーザーの処置: データベースが常駐するノードから、
コマンド/API を再度発行してください。

SQL6030N START または STOP DATABASE

MANAGER が失敗しました。 理由コー
ド reason-code

説明: 理由コードはエラーの発生したことを示していま
す。 ステートメントは処理できません。

1

インスタンスの sqllib ディレクトリーにアクセ
スできません。

2

プロファイル・ファイル名に追加した絶対パス
名が長すぎます。

3

プロファイル・ファイルをオープンできませ
ん。

4
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以下の理由の場合、理由コード 4 でこのメッ
セージが返されます。

v DBPARTITIONNUM に指定された値が、
sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイ
ルに定義されていません。

v DBPARTITIONNUM または MEMBER に指
定された値が有効な範囲から外れています。
有効な範囲は 0 から 999 です。

5

コマンド・オプションを指定する際には、
nodenum パラメーターを指定する必要がありま
す。

6

ポート・パラメーター値が無効です。

7

新しいホスト名/ポートの対が固有ではありませ
ん。

8

QUIESCE オプションを指定する際には、
FORCE オプションは指定できません。

9

ADD DBPARTITIONNUM オプションを使用す
る際には、hostname および port パラメーター
を指定する必要があります。

10

ADD DBPARTITIONNUM または RESTART

オプション用に sqllib ディレクトリーの
db2nodes.cfg ファイルを更新できません。

11

ホスト名パラメーターの値が無効です。

12

sqledbstrtopt または sqledbstopopt 構造のポイン
ターが無効です。

13

ポートの値が、ご使用の DB2 インスタンス
ID (UNIX 基底システムの /etc/services ファイ
ル) に定義されていません。

14

ポートの値が、ご使用の DB2 インスタンス
ID (UNIX 基底システムの /etc/services ファイ
ル) の有効ポート範囲に定義されていません。

15

ホスト名の値に対応する、sqllib ディレクトリ
ーの db2nodes.cfg ファイルに定義されている
ポート 0 がありません。

16

このコマンドまたはオプション・パラメーター
に指定された値が無効です。

17

NODENUM オプションが指定されない場合、
DROP オプションは指定できません。

18

callerac パラメーターに対して指定された値が
無効です。

19

UNIX ソケット・ディレクトリー
/tmp/db2_<ver>_<rel> /$DB2INSTANCE を作成
できません。

20

ADD DBPARTITIONNUM オプションと共に指
定されたノード番号は、db2nodes.cfg ファイル
に既に存在します。または、データベース・マ
ネージャーの停止コマンドが最後に発行されて
以降、このノードが既に追加されています。

21

ADD DBPARTITIONNUM オプションと共に指
定された表スペースのタイプが無効です。

22

ADD DBPARTITIONNUM オプションと共に指
定された表スペースのノードが範囲外です。

23

コンピューター名パラメーターを ADD

DBPARTITIONNUM オプションで指定する必
要があります。

24

ユーザー名パラメーターを ADD

DBPARTITIONNUM オプションで指定する必
要があります。

25

コンピューター名が無効です。

26

ユーザー名が無効です。

27

パスワードが無効です。
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28

パスワードが期限切れです。

29

指定されたユーザー・アカウントが無効か、期
限切れか、または制限付きです。

31

クラスター相互接続ネット名パラメーターが無
効です。

32

クラスター・マネージャーに対する DB2 デー
タベース・マネージャー呼び出しが失敗しまし
た。

33

ID が、sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg

ファイルに定義されているタイプと一致しませ
ん。

34

QUIESCE オプションに指定された値が無効で
す。

35

QUIESCE オプションが使用される場合、
member パラメーターを指定する必要がありま
す。

36

DB2 pureCluster 環境では、-fixtopology パラメ
ーターを指定した db2iupdt コマンドを使用し
て、失敗した ADD または DROP 操作をリカ
バリーできます。この理由コード
は、-fixtopology パラメーターを指定して
db2iupdt コマンドが呼び出されましたが、クラ
スター・キャッシング・ファシリティーが失敗
した ADD または DROP 操作を検出しなかっ
た場合に返されます。トポロジーの修正が必要
ないため、db2iupdt ユーティリティーがデータ
ベースを停止しようとしたときに、STOP コマ
ンドが失敗しました。

37

指定された新規メンバーまたは CF のトランス
ポート・タイプが、db2nodes.cfg ファイルの
netname フィールドで定義された既存のメンバ
ーと CF で使用されるトランスポート・タイプ
と一致しません。

38

uDAPL 構成問題または uDAPL ランタイム・
エラーのため、DB2 メンバーの始動に失敗し
ました。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1

$DB2INSTANCE ユーザー ID に、そのインス
タンスの sqllib ディレクトリーにアクセスする
必須許可があるか確認してください。

2

プロファイル名の長さと完全修飾パスの長さの
合計が、ファイル sqlenv.h で定義された
SQL_PROFILE_SZ より小さくなるように、プ
ロファイル名を短縮してください。

3

プロファイル・ファイルが存在しているかを確
認してください。

4

DBPARTITIONNUM または MEMBER に有効
な範囲の値 (0 から 999) を指定して、コマン
ドをもう一度呼び出してください。既存のデー
タベース・パーティションを指定する場合は、
db2nodes.cfg に定義されているデータベース・
パーティション番号に対応する値を
DBPARTITIONNUM に指定してください。

5

nodenum パラメーターを指定して、コマンドを
再サブミットしてください。

6

ポート値が 0 と 999 の間にあることを確認し
てください。値が指定されない場合、そのポー
ト値は デフォルト値の 0 にセットされます。

7

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
に新規のホスト名/ポートの対がまだ定義されて
いないことを確認してください。

8

QUIESCE オプションを指定するときに
FORCE オプションを指定しないでください。

9

ADD DBPARTITIONNUM オプションを指定す
る際には、ホスト名およびポートの値を必ず指
定してください。

10
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$DB2INSTANCE ユーザー名にそのインスタン
スの sqllib ディレクトリーへの書き込みアクセ
ス、十分なディスク・スペースがあり、ファイ
ルが存在しているかを確認してください。

11

指定されたホスト名がシステムに定義されてい
るかを確認してください。

12

ポインターが NULL ではなく、sqlepstr() API

の sqledbstrtopt を指しているか、または、
sqlepstr() API の sqledbstopopt 構造を指してい
ることを確認してください。

13

サービス・ファイル (UNIX 基底システムの
/etc/services) にご使用の DB2 インスタンス ID

の項目が入っているかを確認してください。

14

ご使用のインスタンスのサービス・ファイル
(UNIX 基底システムの /etc/services) に定義さ
れているポート値のみを使用しているかを確認
してください。

15

すべてのホスト名値に対し、再始動オプショ
ン・パラメーターの入った sqllib ディレクトリ
ーの db2nodes.cfg ファイルでポート 0 が定義
されていることを確認してください。

16

オプション・パラメーターの指定された値が有
効範囲内にあるか確認してください。

17

DROP オプションを指定するときには ADD

DBPARTITIONNUM オプションを指定してく
ださい。

18

callerac パラメーターに対して指定された値が
有効範囲内にあるか確認してください。

19

すべての中間ディレクトリー
/tmp/db2_<ver>_<rel>/ $DB2INSTANCE を作成
できるかどうか確認するために、/tmp ファイ
ル・システムの許可をチェックしてください。

20

正しいノード番号を指定しているかどうか確認
してください。 データベース・マネージャー

を停止して、db2nodes.cfg ファイルを、前出の
データベース・マネージャー停止コマンド以降
にシステムに追加されたノードで更新してくだ
さい。

21

表スペース・タイプに対して指定された値が有
効範囲内にあるか確認してください。

22

db2nodes.cfg ファイルに表スペース・ノード値
が定義されており、その値が 0 と 999 の間で
あることを確認してください。

23

COMPUTER オプションを使用して、新規ノー
ドを作成するシステムのコンピューター名を指
定してください。

24

USER および PASSWORD オプションを使用
して、新規ノードの有効なドメイン・アカウン
ト・ユーザー名とパスワードを指定してくださ
い。

25

有効なコンピューター名を使用して、コマンド
を再サブミットしてください。

26

有効なユーザー名を使用して、コマンドを再サ
ブミットしてください。

27

有効なパスワードを指定して、コマンドを再サ
ブミットしてください。

28

アカウント・パスワードを変更/更新して、コマ
ンドを再サブミットしてください。

29

有効なユーザー・アカウントを使用して、コマ
ンドを再サブミットしてください。

31

クラスター相互接続ネット名の長さが
SQL_HOSTNAME_SZ の長さを超えないことを
確認してください。

32

次のように、クラスター・マネージャー呼び出
しの失敗の原因となった問題を修正して、コマ
ンドを再サブミットしてください。
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v db2diag ログ・ファイルを確認して、クラス
ター・マネージャーからのエラー・メッセー
ジがあるかどうかを調べます。

v db2diag ログ・ファイル内のクラスター・マ
ネージャー・エラー・メッセージに応じて、
クラスター・マネージャーの構成からパスを
除去できない原因となった問題を修正しま
す。

v START または STOP DATABASE

MANAGER コマンドを再サブミットしま
す。

33

このコマンドを MEMBER または CF オプシ
ョンを指定して発行した場合、ID が sqllib デ
ィレクトリーの db2nodes.cfg ファイルに定義
されているタイプと一致することを確認してく
ださい。

34

QUIESCE オプションに指定された値が有効範
囲内にあることを確認してください。

35

member パラメーターを指定して、コマンドを
再サブミットしてください。

36

トポロジーを修正するためのアクションは不要
です。DB2 pureCluster インスタンスの現在の
トポロジーを確認するには、以下のステップを
実行します。

1. 以下のコマンドを使用してインスタンスの
トポロジーを照会します。

db2instance -list

2. 追加またはドロップ操作後に db2iupdt

-fixtopology が発行された場合、db2start コ
マンドを使用してインスタンスを開始しま
す。

37

別の netname を指定してコマンドを再サブミ
ットします。 db2nodes.cfg ファイルで定義さ
れた指定 netname のトランスポート・タイプ
が、既存のメンバーおよび CF で使用されるト
ランスポート・タイプと一致することを確認し
ます。

38

以下のトラブルシューティング・ステップを実
行して、理由コード 38 に対応してください。

1. DB2 データベース・ログ (db2diag 診断ロ
グ・ファイルなど) およびシステム・ログか
ら得られる診断情報を使用して、正常な始
動操作を妨げている uDAPL 問題を特定し
ます。

2. uDAPL エラーの原因をトラブルシューティ
ングして解決します。

3. 始動操作を再び実行します。

SQL6031N db2nodes.cfg ファイルの行番号 line で
エラーがありました。 理由コード
reason-code

説明: 以下の理由コードによって示されているような
db2nodes.cfg ファイルの問題のため、このステートメン
トを処理できません。

1

インスタンスの sqllib ディレクトリーにアクセ
スできません。

2

db2nodes.cfg ファイル名に追加した絶対パス名
が長すぎます。

3

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
をオープンできません。

4

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
の行 line に構文エラーが存在しています。

5

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
の行 line の dbpartitionnum 値が無効です。

6

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
の行 line の dbpartitionnum 値が順序外です。

7

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
の行 line の dbpartitionnum 値がユニークでは
ありません。

8

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
の行 line のポートの値が無効です。

9

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
の行 line のホスト名/ポート結合がユニークで
はありません。
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10

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
の行 line のホスト名の値が無効です。

11

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
の行 line のポートの値がサービス・ファイル
(UNIX 基底システムの /etc/services ) の DB2

インスタンス ID に対して定義されていませ
ん。

12

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
の行 line のポートの値が、サービス・ファイ
ル (UNIX 基底システムの /etc/services ) で
DB2 インスタンス ID に対して定義されてい
る有効なポートの範囲内にありません。

13

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
の行 line のホスト名の値に対応するポート 0

がありません。

14

複数の項目を伴う db2nodes.cfg ファイルが存
在しますが、データベース・マネージャー構成
は MPP ではありません。

15

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
の行 line のコンピューター名の値が無効で
す。

16

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
の行 line にあるホスト名が、DB2FCMCOMM

レジストリー変数の値と競合します。

21

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
の行 line のタイプの値が無効です。

22

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
に定義されているインスタンスが、有効な
DB2 pureCluster インスタンスではありませ
ん。

31

sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイル
の行 line にあるクラスター相互接続ネット名
が無効です。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1

$DB2INSTANCE ユーザー ID に、そのインス
タンスの sqllib ディレクトリーにアクセスする
必須許可があるか確認してください。

2

インスタンス・ホーム・ディレクトリーのパス
名を短くしてください。

3

db2nodes.cfg ファイルが sqllib ディレクトリー
に存在し、空でないことを確認してください。

4

少なくとも 2 つの値が db2nodes.cfg ファイル
の行ごとに定義され、そのファイルにブランク
行がないことを確認してください。

5

db2nodes.cfg ファイルに定義されている
dbpartitionnum 値の範囲が 0 から 999 の間で
あることを確認してください。

6

db2nodes.cfg ファイルに定義されているすべて
の dbpartitionnum 値が昇順であること確認して
ください。

7

db2nodes.cfg ファイルに定義されている各
dbpartitionnum 値がユニークであることを確認
してください。

8

ポート値が 0 と 999 の間にあることを確認し
てください。

9

db2nodes.cfg ファイルに新規のホスト名/ポート
の対がまだ定義されていないことを確認してく
ださい。

10

行 line の db2nodes.cfg に定義されているホス
ト名の値がシステムに定義され、操作可能であ
ることを確認してください。

11

サービス・ファイル (UNIX 基底システムの
/etc/services) にご使用の DB2 インスタンス ID

の項目が入っているかを確認してください。
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12

ご使用のインスタンスのサービス・ファイル
(UNIX 基底システムの /etc/services) に定義さ
れているポート値のみを使用しているかを確認
してください。

13

ポート値 0 が db2nodes.cfg ファイルのホスト
名に対応して定義されているかを確認してくだ
さい。

14

以下のいずれかのアクションを行ってくださ
い。

v db2nodes.cfg ファイルを除去する。

v db2nodes.cfg ファイルを変更し、項目を 1

つだけ入れる。

v Enterprise Server Edition をインストールす
る。

15

行 line の db2nodes.cfg に定義されているコン
ピューター名の値がシステムに定義され、操作
可能であることを確認してください。

16

ホスト名の値と DB2FCMCOMM レジストリー
変数が正しく設定されていることを確認してく
ださい。

21

値が DB2 pureCluster インスタンスの
MEMBER または CF であることを確認してく
ださい。

22

db2nodes.cfg ファイルに MEMBER の行と CF

の行が両方とも定義されていることを確認して
ください。

31

db2nodes.cfg の行 line に定義されているクラ
スター相互接続ネット名の値がシステムに定義
され、操作可能であることを確認してくださ
い。

SQL6032W total-number ノードで、開始コマンドの処
理が試行されました。 number-started ノ
ードは、正常に開始されました。
number-already-started ノードはすでに開
始されていました。 number-not-started ノ
ードは、開始できませんでした。

説明: このデータベース・マネージャーはすべてのノー
ドで正常に開始しませんでした。 このデータベースの
すべてのデータがアクセス可能でないかもしれません。
正常に開始されている、あるいはすでに実行していたノ
ードのデータがアクセス可能です。

ユーザーの処置: どのノードが開始していないか調べる
インスタンスに関して、sqllib ディレクトリーのログ・
ディレクトリーで作成されるログ・ファイルをチェック
してください。

SQL6033W total-number 個のノードに対して、停止コ
マンドの処理が試行されました。
number-stopped 個のノードが正常に停止さ
れました。 number-already-stopped 個のノ
ードはすでに停止されていました。
number-not-stopped 個のノードは、停止で
きませんでした。

説明: このデータベース・マネージャーはすべてのノー
ドで正常に停止しませんでした。このデータベース・マ
ネージャーは、停止できなかったノードでアクティブの
ままです。

ユーザーの処置: どのノードが停止していないか調べる
インスタンスに関して、 sqllib ディレクトリーのログ・
ディレクトリーで作成されるログ・ファイルをチェック
してください。

SQL6034W データベース・パーティション
database-partition を使用しているデータベ
ースがありません。

説明: DROP DBPARTITIONNUM VERIFY 処理中に
は、このノードがどのデータベースのデータベース・パ
ーティション・グループにも存在しないこと、およびこ
のノードに対してイベント・モニターが定義されていな
いことを確認するために、すべてのデータベースが走査
されます。

ユーザーの処置: コマンド 'db2stop drop dbpartitionnum

<db-partition-number>'を発行することにより、このノー
ドをシステムから除去できます。

SQL6035W データベース・パーティション
partition-name はデータベース database

によって使用されています。

説明: DROP DBPARTITIONNUM VERIFY 処理中に、
データベースをスキャンして、このデータベース・パー
ティションがどのデータベースのデータベース・パーテ
ィション・グループにも存在せず、このデータベース・
パーティションに対してイベント・モニターが定義され
ていないことを確認してください。データベース・パー
ティション partition-name はデータベース database で
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使用中のため、ドロップできません。

ユーザーの処置: データベース・パーティションをドロ
ップする前に、以下を行う必要があります。

1. REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION GROUP

コマンドを使用してデータを再配分し、データベー
ス・パーティションからデータを除去してくださ
い。 ALTER DATABASE PARTITION GROUP ステ
ートメントの DROP DBPARTITIONNUM オプショ
ンを使って、データベース・パーティションをデー
タベース・パーティション・グループからドロップ
します。ドロップするデータベース・パーティショ
ンがメンバーに含まれるすべてのデータベース・パ
ーティション・グループに対して、これを実行して
ください。

2. SYSCAT.BUFFERPOOLDBPARTITIONS を照会し
て、データベース・パーティションにバッファー・
プール・サイズ例外が定義されていないかどうかを
判別してください。行が存在する場合は、ALTER

BUFFERPOOL ステートメントを使用してその行を
除去し、データベース・パーティションのバッファ
ー・プールのサイズを、SYSCAT.BUFFERPOOLS で
定義されているバッファー・プールの NPAGES に
一致するように変更することができます。

3. データベース・パーティションで定義されているイ
ベント・モニターをドロップしてください。

4. 'db2stop drop dbpartitionnum <partition-number>' コマ
ンドを発行してデータベース・パーティションをド
ロップしてください。

SQL6036N START または STOP DATABASE

MANAGER コマンドはすでに進行中で
す。

説明: START DATABASE MANAGER または STOP

DATABASE MANAGER コマンドはすでにシステム上
で進行中です。

ユーザーの処置: 進行中のコマンドの完了を待ち、要求
を再試行してください。

SQL6037N START または STOP DATABASE

MANAGER タイムアウト値に達しまし
た。

説明: データベース・マネージャー構成で定義された
start_stop_time 値がこのノードに達しました。 この値は
分単位での時間を指定し、ここでは、ノードは Start デ
ータベース・マネージャー、Stop データベース・マネ
ージャー あるいは Add Node コマンドに対応している
必要があります。

ユーザーの処置: 以下のことを実行してください。

v 管理通知ログにタイムアウトになったノードに関する
エラー・メッセージが記録されているかをチェックし
てください。エラーの記録がなく、タイムアウトの問
題が残っている場合、データベース・マネージャー構
成ファイルで指定された start_stop_time の値を増やす
必要がある可能性があります。

v タイムアウトが Start データベース・マネージャー・
コマンド中に発生した場合、タイムアウトの発生して
いるノードすべてに対して、 Stop データベース・マ
ネージャー・コマンドを発行してください。

v タイムアウトが Stop データベース・マネージャー・
コマンド中に発生した場合、タイムアウトの発生して
いるノードすべてに対して、あるいはすべてのノード
に対して Stop データベース・マネージャー・コマン
ドを発行してください。既に停止されているノード
は、ノードが停止しているという旨のメッセージを戻
します。

SQL6038N 定義されたパーティション・キーがありま
せん。

説明: ユーザーが、パーティション・キーを指定せずに
「行パーティション情報の取得」ユーティリティーの使
用を試行しました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: パーティション・キーを指定し、要求
を再試行してください。

SQL6039N パーティション列 column-number は現在
NULL 可能として定義されていません。

説明: NULL 可能ではないパーティション列
column-number に NULL 値を代入しようとしました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: NULL 以外の値を代入するか、また
は NULL 可能にするためにパーティション列のタイプ
を変更してください。

SQL6040C 使用できる FCM バッファーがありませ
ん。

説明: 使用できる FCM バッファーありません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 要求を再試行してください。

エラーが持続する場合、データベース・マネージャー構
成ファイルで指定された FCM バッファー
(fcm_num_buffers) 数を増やし、要求を再試行してくださ
い。

FCM_NUM_BUFFER がすでに自動に設定されている場
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合、システムでの全体のメモリー使用量を調べて、他の
アプリケーションが不適切な量のメモリーを使用してい
ないかどうか、および FCM バッファーの割り振りを妨
げていないかどうかを判別する必要もあります。

sqlcode: -6040

sqlstate: 57011

SQL6041C 使用できる FCM 接続項目がありませ
ん。

説明: 使用できる FCM 接続項目がありません。最大
値に達しているため、FCM は自動的に接続項目数を増
加できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 他の処理がこのリソースをいくらか解
放した後に、この要求を再試行してください。

sqlcode: -6041

sqlstate: 57011

SQL6042C 使用できる FCM メッセージ・アンカー
がありません。

説明: 使用できる FCM メッセージ・アンカーがあり
ません。最大値に達しているため、FCM は自動的にメ
ッセージ・アンカーの数を増加できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 他の処理がこのリソースをいくらか解
放した後に、この要求を再試行してください。

sqlcode: -6042

sqlstate: 57011

SQL6043C 使用できる FCM 要求ブロックがありま
せん。

説明: 使用できる FCM 要求ブロックがありません。
最大値に達しているため、FCM は自動的に要求ブロッ
クの数を増加できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 他の処理がこのリソースをいくらか解
放した後に、この要求を再試行してください。

sqlcode: -6043

sqlstate: 57011

SQL6044N データ・タイプ datatype-value、長さ
length の値を持つストリング表記 string

の構文が正しくありません。

説明: 指定されたストリングをターゲット・データ・タ
イプと認識できません。 (「アプリケーション開発の手
引き 」に、データ・タイプについての情報が記載され
ています。) 構文が無効か、または値が範囲外のいずれ
かです。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: ストリング表示またはデータ・タイプ
が正しいことを確認し、要求を再試行してください。

SQL6045N 長さ datatype-length のデータ・タイプ
datatype-value は、サポートされていませ
ん。

説明: このデータ・タイプおよび長さは、パーティショ
ン・キーではサポートされません。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: データ・タイプの詳細は、「管理ガイ
ド」を参照してください。 行パーティション情報 API

の詳細については、「API リファレンス」を参照してく
ださい。

SQL6046N 指定された DROP NODE アクションは
有効ではありません。

説明: DROP NODE コマンドのアクション・パラメー
ターに対する指定された値が無効です。 確認モードの
みが DROP NODE コマンドに対してサポートされてい
ます。 このパラメーターは、値
SQL_DROPNODE_VERIFY にセットされなくてはなり
ません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: アクションが
SQL_DROPNODE_VERIFY にセットされることを確認
し、要求を再試行してください。

SQL6047N 表 name がパーティション・キーを持っ
ていないため、データベース・パーティシ
ョン・グループを再配分できません。

説明: 単一パーティションのデータベース・パーティシ
ョン内で、少なくとも 1 つの表にパーティション・キ
ーがありません。まず、単一パーティション・データベ
ース内にあるすべての表に、パーティション・キーを含
める必要があります。その後、データベース・パーティ
ション・グループを、複数パーティションのデータベー
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ス・パーティション・グループに再配分できるようにな
ります。

操作は実行されません。

ユーザーの処置: ALTER TABLE ステートメントを使
用して、パーティション・キーがない表のためにパーテ
ィション・キーを指定します。その後、要求を再試行し
てください。

あるいは、REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドに EXCLUDE パラメーターを指定し
て、パーティション・キーが存在しない表を除外してく
ださい。

SQL6048N START または STOP DATABASE

MANAGER を処理中に通信エラーが発生
しました。

説明: 追加しようと試みた新しいノードを含む、
sqllib/db2nodes.cfg ファイルで定義されたすべてのノー
ドを使用して、 START または STOP DATABASE

MANAGER コマンドの確立を試行中に TCP/IP コミュ
ニケーション・エラーが発生しました。

このメッセージは、パスワードの有効期限が切れている
ときに返される場合もあります。

ユーザーの処置: 以下のことを実行してください。

v ノードが、.rhosts または host.equiv ファイルの正し
い許可を持っていることを確認してください。

v このアプリケーションが同時に (500 + (1995 - 2 *

total_number_of_nodes)) を超えるファイル記述子を使
用していないことを確認してください。

v すべての Enterprise Server Edition 環境変数がプロフ
ァイル・ファイルで定義されていることを確認してく
ださい。

v プロファイル・ファイルが Korn シェルのスクリプ
ト・フォーマットで記述されていることを確認してく
ださい。

v すべてのホスト名値が、再始動オプションの入った
sqllib ディレクトリーの db2nodes.cfg ファイルに定義
されているホスト名を持っているかを確認してくださ
い。

v DB2FCMCOMM レジストリー変数が正しく設定され
ていることを確認してください。

v 詳しくは、db2diag ログ・ファイルを参照してくださ
い。

SQL6049N 以下のデータベース・パーティションで、
データベース database-name のログ制御
ファイルを検索できませんでした:

database-name。

説明: 以下の 2 つのログ制御ファイルが存在します。

v 1 次ログ制御ファイル SQLOGCTL1.LFH

v 2 次ログ制御ファイル SQLOGCTL2.LFH

2 次ログ制御ファイルは、1 次ログ制御ファイルで問
題が発生した場合に使用する 1 次ログ制御ファイル
のミラー・コピーです。

指定されたデータベース・パーティションにあるデータ
ベース・ディレクトリーの指定されたデータベースで、
DB2 データベース・マネージャーは 1 次ログ制御ファ
イルと 2 次ログ制御ファイルのいずれも検出できませ
んでした。

データベースが開始していません。

",..." がデータベース・パーティション・リストの最後に
表示された場合、完全なデータベース・パーティショ
ン・リストについては、 syslog ファイルを参照してく
ださい。

ユーザーの処置: 指定されたデータベース・パーティシ
ョン上のバックアップからデータベースをリストアする
か、またはデータベースを再作成してください。

SQL6050N 以下のデータベース・パーティションにあ
るデータベース database-name のログ制
御ファイルにアクセス中に入出力エラーが
発生しました: database-name。

説明: 以下の 2 つのログ制御ファイルが存在します。

v 1 次ログ制御ファイル SQLOGCTL1.LFH

v 2 次ログ制御ファイル SQLOGCTL2.LFH

2 次ログ制御ファイルは、1 次ログ制御ファイルで問
題が発生した場合に使用する 1 次ログ制御ファイル
のミラー・コピーです。

指定されたデータベース・パーティションの指定された
データベースで、DB2 データベース・マネージャーは
1 次ログ制御ファイルと 2 次ログ制御ファイルのいず
れにもアクセスできなかったため、このエラーが戻され
ました。

データベース・マネージャーがどちらのログ制御ファイ
ルにもアクセスできないため、このデータベースを使用
することはできません。
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",..." がデータベース・パーティション・リストの最後に
表示された場合、完全なデータベース・パーティショ
ン・リストについては、 syslog ファイルを参照してく
ださい。

ユーザーの処置: 指定されたデータベース・パーティシ
ョンのバックアップからデータベースをリストアする
か、またはデータベースを再作成してください。

SQL6051N データベース name は、ノード node-list

でのロールフォワード・リカバリー用に構
成されていません。

説明: 指定されたデータベースは指定されたノードで、
ロールフォワード・リカバリー用に構成されません。

データベースはすべてのノードでロールフォワードされ
ません。

",..." がノード・リストの最後に表示された場合、完全な
ノード・リストについては、 syslog ファイルを参照し
てください。

ユーザーの処置: 指定ノードでリカバリーが必要か確認
して、次にこのノードでデータベースの最新のバックア
ップ・バージョンをリストアしてください。

SQL6052N ノード node-list でロールフォワード・ペ
ンディング状態にないため、データベース
name をロールフォワードできません。

説明: 指定のデータベースは指定ノードでロールフォワ
ード・ペンディング状態にありません。この理由として
は、データベースがリストアされていないか、または
WITHOUT ROLLING FORWARD オプションを指定し
てリストアされたか、またはロールフォワード・リカバ
リーがこのノードで完了している可能性があります。

データベースはロールフォワードされません。

",..." がノード・リストの最後に表示された場合、完全な
ノード・リストについては、 syslog ファイルを参照し
てください。

ユーザーの処置: 以下のことを実行してください。

1. 指定ノードでリカバリーが必要か確認してくださ
い。

2. このノードのデータベースのバックアップ・バージ
ョンをリストアしてください。

3. ROLLFORWARD DATABASE コマンドを発行して
ください。

SQL6053N ファイル file にエラーがあります。理由
コード = reason-code。

説明: 指定ファイルで、次のような理由コードによって
示されるエラーが発生しました。

1

パーティション・マップ・ファイル内の値の数
が 1 または 32 768 ではありません。

2

分散ファイル内の値の数が 32 768 ではありま
せん。

3

定義ファイルのデータが有効なフォーマットで
はありません。

4

パーティション・マップのデータベース・パー
ティション番号が 0 と 999 の間にありませ
ん。

5

分散ファイル内のすべての値の合計が 4 294

967 295 より大きくなっています。

6

指定されたターゲット・パーティション・マッ
プには、指定されたデータベース・パーティシ
ョン・グループに対して
SYSCAT.DBPARTITIONGROUPDEF で定義さ
れていないデータベース・パーティション番号
が含まれます。

7

指定されたターゲット・パーティション・マッ
プは無効です。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションを次
のように実行します。

1

結果として設定されるデータベース・パーティ
ション・グループの種類に応じて、(単一パーテ
ィションから成るデータベース・パーティショ
ン・グループの場合は) ただ 1 つの値のみ、ま
たは (複数パーティションから成るデータベー
ス・パーティション・グループの場合は) 正確
に 32 768 個の値をパーティション・マップ・
ファイルに必ず含めてください。

2
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分散ファイルには、各ハッシュ・パーティショ
ンに対して 1 つずつ、ちょうど 32 768 個の
値を必ず含めてください。

3

分散ファイル内の値が 0 以上の整数であるこ
と、すべての分散値の合計が 4 294 967 295

以下であることを確認してください。

4

データベース・パーティション番号が 0 以上
999 以下の範囲内であることを確認してくださ
い。

5

32 768 個のパーティションに対するすべての
分散値の合計が 4 294 967 295 以下であるこ
とを確認してください。

6

欠落しているパーティションを追加するために
ALTER DATABASE PARTITION GROUP を発
行します。または、
SYSCAT.DBPARTITIONGROUPDEF で定義さ
れていないパーティションを除外するためにパ
ーティション・マップ・ファイルを変更しま
す。

7

DB2_PMAP_COMPATIBILITY レジストリー変
数を「ON」に設定してデータベースが作成ま
たはマイグレーションされた場合は、4096 項
目の値を含む 8 つの同じセグメントが、ター
ゲット・パーティション・マップに含まれてい
る必要があります。

SQL6054N アーカイブ・ファイル name は、ノード
node-number のデータベース name にとっ
て有効なログ・ファイルではありません。

説明: アーカイブ・ログ・ファイルが指定ノードのロ
グ・ディレクトリーにありますが、有効ではありませ
ん。

ROLLFORWARD DATABASE 処理を停止します。

ユーザーの処置: 正しいアーカイブ・ログ・ファイルを
判別するには、 QUERY STATUS オプションを付け
て、ROLLFORWARD DATABASE コマンドを発行して
ください。正しいアーカイブ・ログ・ファイルをデータ
ベース・ログ・ディレクトリーに移動するか、あるい
は、データベースが整合状態にある場合、ログ・パスを
正しいアーカイブ・ファイルを示すように変更して再び

ROLLFORWARD DATABASE コマンドを発行してくだ
さい。

SQL6055N アーカイブ・ファイル name は、ノード
node-number 上のデータベース name に属
していません。

説明: 指定ノードにあるログ・ディレクトリーのアーカ
イブ・ログ・ファイルは、指定のデータベースに属して
いません。

ROLLFORWARD DATABASE 処理を停止します。

ユーザーの処置: 正しいアーカイブ・ログ・ファイルを
判別するには、 QUERY STATUS オプションを付け
て、ROLLFORWARD DATABASE コマンドを発行して
ください。正しいアーカイブ・ログ・ファイルをデータ
ベース・ログ・ディレクトリーに移動するか、あるい
は、データベースが整合状態にある場合、ログ・パスを
正しいアーカイブ・ファイルを示すように変更して再び
ROLLFORWARD DATABASE コマンドを発行してくだ
さい。

SQL6056N データベース・パーティション・グループ
を再配分できません。理由コード =

reason-code。

説明: 処理は実行できません。理由コードはエラーの発
生したことを示しています。

(1)

データベース・パーティション・グループ仕様
が正しくありません。再配分後のデータベー
ス・パーティション・グループにはデータベー
ス・パーティションが入っていません。

(2)

前の再配分処理が正常に完了していませんでし
た。

(3)

再配分処理がすでに進行中です。

(4)

CONTINUE または ABORT に対して前に異常
終了した再配分コマンドはありません。

(5)

データベース・パーティション・グループのデ
ータは、指定されたように既に再配分されてい
るため、データの再配分は実行されません。

(6)
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REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドはカタログ・データベース・
パーティション・グループから再サブミットさ
れていません。

(7)

REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドは製品の非パーティション・
バージョンでは使用できないか、または適用で
きません。

(8)

既存の作成済み一時表または宣言済み一時表の
あるデータベース・パーティション・グループ
に USER TEMPORARY 表スペースが存在する
場合、再配分は許可されません。

(9)

FULL アクセス・モード (SYSCAT.TABLES で
ACCESS_MODE='F') ではない表を持つデータ
ベース・パーティション・グループに表スペー
スがある場合、REDISTRIBUTE DATABASE

PARTITION GROUP コマンドは許可されませ
ん。

(10)

パーティションが接続された
(SYSCAT.DATAPARTITIONS.STATUS = 'A')

表を持つデータベース・パーティション・グル
ープに表スペースがある場合、REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP コマンドは
許可されません。

(11)

パーティションがデタッチされた表を持つデー
タベース・パーティション・グループに表スペ
ースがあり、これらデタッチされたパーティシ
ョン (SYSCAT.DATAPARTITIONS.STATUS =

'D') に関して増分的に保守しなければならない
従属表がある場合、REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP コマンドは
許可されません。

(12)

索引のクリーンアップがペンディング中の、パ
ーティションがデタッチされた
(SYSCAT.DATAPARTITIONS.STATUS = 'I') 表
を持つデータベース・パーティション・グルー
プに表スペースがある場合、REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP コマンドは
許可されません。

(13)

SET INTEGRITY ペンディング状態
(SYSCAT.TABLES.STATUS='C') の表が含まれ
ているデータベース・パーティション・グルー
プに表スペースがある場合、REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP コマンドは
許可されません。

(14)

クリーンアップがペンディング中の、ロールア
ウトされたブロックを含むデータベース・パー
ティション・グループに MDC 表がある場合、
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドは許可されません。

(15)

REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドの中で NOT

ROLLFORWARD RECOVERABLE キーワード
が指定されていません。

(16)

論理的にデタッチされたパーティション
(SYSCAT.DATAPARTITIONS.STATUS = 'L')

を持つ表があるデータベース・パーティショ
ン・グループ内に表スペースがある場合、
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドは許可されません。

この理由コードは、このデータベース・パーテ
ィション・グループ内の1 つ以上の表に対し
て、ALTER TABLE ステートメントが以前に
DETACH PARTITION 節を指定して実行されて
おり、その非同期デタッチ操作が完了していな
い場合に返されます。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

(1)

再配分時に、データベース・パーティション・
グループのすべてのデータベース・パーティシ
ョンをドロップしないでください。

(2)

前の再配分が失敗した原因を調べ、必要な訂正
アクションをとります。 CONTINUE または
ABORT オプションを使用して、
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドを実行してください。
CONTINUE で、前に異常終了した再配分処理
を完了し、ABORT で前に異常終了した処理の
影響を取り消します。

(3)
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現行コマンドの完了後に、次の
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドを発行します。

(4)

失敗した再配分操作に関連していないデータベ
ース・パーティション・グループで
CONTINUE または ABORT オプションを呼び
出すことはできません。

(5)

別のターゲット・パーティション・マップある
いは再配分ファイルを使用してみてください。
使用しない場合、再配分は不要です。

(6)

カタログ・データベース・パーティションから
コマンドを再発行してください。

(7)

製品のこのバージョンを使用する
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドを発行しないでください。

(8)

USER TEMPORARY 表スペースを使用する作
成済み一時表または宣言済み一時表がデータベ
ース・パーティション・グループに存在しない
状態で、再配分をもう一度要求してください。

(9)

FULL アクセス・モードではない表モードの従
属即時マテリアライズ照会およびステージング
表に対して、SET INTEGRITY ステートメント
を IMMEDIATE CHECKED オプションを指定
して実行してから、REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP コマンドを
再度発行してください。

(10)

接続されたパーティションを持つ表に対して
SET INTEGRITY ステートメントを
IMMEDIATE CHECKED または IMMEDIATE

UNCHECKED オプションを指定して実行して
から、REDISTRIBUTE DATABASE

PARTITION GROUP コマンドを再度発行して
ください。

(11)

デタッチされたパーティションに関して、依然
として増分的に保守する必要がある表の従属即
時マテリアライズ照会およびステージング表に
対して SET INTEGRITY ステートメントを
IMMEDIATE CHECKED オプションを指定し

て実行してください。
SYSCAT.TABDETACHEDDEP カタログ・ビュ
ーを照会して、これらのデタッチされた従属表
を探し出してください。その後で、
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドを再度発行してください。

(12)

デタッチされたパーティションの索引のクリー
ンアップが完了したら、REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP コマンドを
再度発行してください。

(13)

SET INTEGRITY ペンディング状態の表に対し
て SET INTEGRITY ステートメントを
IMMEDIATE CHECKED オプションを指定し
て実行してから、REDISTRIBUTE DATABASE

PARTITION GROUP コマンドを再度発行して
ください。

(14)

ロールアウトされたブロックの索引のクリーン
アップが完了したら、REDISTRIBUTE

DATABASE PARTITION GROUP コマンドを
再度発行してください。

(15)

REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドで NOT ROLLFORWARD

RECOVERABLE キーワードを指定します。

(16)

以下のステップを実行してください。

1. 非同期のパーティション・デタッチ・タス
クが完了するのを待ってください。

デタッチ・タスクの進行状況を次の方法で
モニターできます。

v LIST UTILITIES コマンドを使用してデ
タッチ・タスクの進行状況をモニター
し、ソース表の名前がデータベース・パ
ーティション・グループ内の表の名前と
一致するところの記述を探します。

v SYSCAT.DATAPARTITIONS カタログ・
ビューを使用して、論理的にデタッチさ
れた状態にあるデータ・パーティション
がないことを確認します。依然として論
理的にデタッチされているデータ・パー
ティションがある場合、そのパーティシ
ョンについては STATUS 列が「L」にな
っています。
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2. REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドを再び実行します。

SQL6057N アーカイブ・ファイル name はリストア
されたデータベース name または前もっ
てノード node-number で処理されたロ
グ・ファイルに関係付けられていません。

説明: アーカイブ・ログ・ファイルが、指定ノードのロ
グ・ディレクトリーにありますが、指定されたデータベ
ースには属していません。

ROLLFORWARD DATABASE 処理を停止します。

ユーザーの処置: 正しいアーカイブ・ログ・ファイルを
判別するには、 QUERY STATUS オプションを付け
て、ROLLFORWARD DATABASE コマンドを発行して
ください。正しいアーカイブ・ログ・ファイルをデータ
ベース・ログ・ディレクトリーに移動するか、あるい
は、データベースが整合状態にある場合、ログ・パスを
正しいアーカイブ・ファイルを示すように変更して再び
ROLLFORWARD DATABASE コマンドを発行してくだ
さい。

SQL6058N ノード node-number のデータベース name

のログ・ファイル name を検索中、ロー
ルフォワード・リカバリーが、エラー
error のために停止しました。

説明: ロールフォワード処理は、db2uexit を呼び出し
て、指定ノードのデータベースに対するログ・ファイル
を検索します。このエラーは db2uexit で発生した可能
性があります。

ROLLFORWARD DATABASE 処理を停止します。

ユーザーの処置: 「管理ガイド」にあるユーザー出口の
資料でこのエラーの記述を確認し、ロールフォワード・
リカバリーを再開または終了してください。

SQL6059N ロールフォワード・ユーティリティーに渡
されるポイント・イン・タイムは、
timestamp より大か等しくなければなりま
せん。これはノード node-list のデータベ
ース name に、指定されたポイント・イ
ン・タイムよりも後の情報が含まれるため
です。

説明: 詳細仮想タイム・スタンプがデータベース・バッ
クアップにあります。

",..." がノード・リストの最後に表示された場合、完全な
ノード・リストについては、 syslog ファイルを参照し
てください。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行します。

v timestamp より大か等しいポイント・イン・タイムを
指定して、コマンドを再発行します。

v ノードに前のバックアップをリストアして、
ROLLFORWARD DATABASE コマンドを再発行しま
す。

SQL6061N ノード node-list のログ・ファイルがない
ため、データベース name のロールフォ
ワード・リカバリーは、指定された停止ポ
イント (ログの終わりまたは、ポイント・
イン・タイム)に達することができませ
ん。

説明: ロールフォワード・データベース・ユーティリテ
ィーが、ログ・パスで必要なログ・ファイルで見つかり
ません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行します。

v ROLLFORWARD DATABASE コマンドと QUERY

STATUS オプションを一緒に使用してどのログ・フ
ァイルが欠落したかを判別してください。 ログ・フ
ァイルが見つかったとき、それらをログ・パスに入力
して、順方向リカバリーを再開してください。

v 欠落しているログ・ファイルが見つからない場合は、
すべてのノードでデータベースをリストアし、最も古
い欠落ログ・ファイルのタイム・スタンプより前のタ
イム・スタンプを使って、ポイント・イン・タイム・
リカバリーを行ってください。

SQL6062N データベース name のロールフォワー
ド・リカバリーは、ノード node-list のロ
グ情報がカタログ・ノードの対応レコード
と一致しないため、完了できません。

説明: ロールフォワード・ユーティリティーは、それぞ
れのノードで見つかったログ・ファイルを処理しました
が、指定されたノードとカタログ・ノードの対応レコー
ドの停止点が一致しません。 原因は、カタログ・ノー
ドまたは指定されたノード・ファイルが欠落したか、ま
たはカタログ・ノードがロールフォワードされるノー
ド・リストに含まれることです。

ROLLFORWARD DATABASE 処理を停止します。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行します。

v カタログ・ノードをロールフォワードする必要がある
か確認してください。必要がある場合、
ROLLFORWARD コマンドを再びサブミットして、カ
タログ・ノードを追加してください。

v ROLLFORWARD DATABASE コマンドと QUERY

STATUS オプションを一緒に使用してどのログ・フ
ァイルが欠落したかを判別してください。 ログ・フ
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ァイルが見つかったとき、それらをログ・パスに入力
して、順方向リカバリーを再開してください。

v 欠落しているログ・ファイルが見つからない場合は、
すべてのノードでデータベースをリストアし、最も古
い欠落ログ・ファイルのタイム・スタンプより前のタ
イム・スタンプを使って、ポイント・イン・タイム・
リカバリーを行ってください。

SQL6063N データベース name でのロールフォワー
ド・リカバリーがログ・ファイル・サイズ
の変更のため、ノード node-list で停止し
ました。

説明: ロールフォワード・データベース・ユーティリテ
ィーは、ログ・ファイルのサイズに変更があったため、
ロールフォワードを停止しました。新しいログ・ファイ
ル・サイズを設定するために、再始動する必要がありま
す。

",..." がノード・リストの終わりに表示されている場合、
ノードの完全なリストを見るには診断ログを調べてくだ
さい。

ロールフォワード・リカバリーは停止しました。

(注: パーティション・データベース・サーバーを使用し
ている場合、ノード番号は、エラーの発生しているノー
ドを示しています。そうでない場合、これは関係のない
ものなので無視してください。)

ユーザーの処置: 処理を続行するには
ROLLFORWARD コマンドを再発行してください。

SQL6064N データの再配分中に SQL エラー sqlcode

が発生しました。

説明: データの再配分中にエラーが発生しました。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージの
SQLCODE (メッセージ番号) を調べてください。 必要
とされる変更を実行して、要求を再試行してください。

SQL6065N ファイル file への書き込み中に、エラー
が発生しました。

説明: 次のいずれかの状態が発生しました。

v ファイルをオープンできません。

v ファイルを書き込み中に入出力エラーが発生しまし
た。

v ファイルをクローズするときに、入出力エラーが発生
しました。

コマンドまたはユーティリティーを処理できません。

ユーザーの処置: ファイルが存在すること、およびファ
イルの書き込みアクセスの許可があることを確認してく
ださい。コマンドまたはユーティリティーを再試行して
ください。

SQL6067W ROLLFORWARD DATABASE QUERY

STATUS コマンドは、sqlcode sqlcode を
検出しました。

説明: ROLLFORWARD DATABASE QUERY STATUS

コマンドは、 sqlcode sqlcode のエラーを検出しまし
た。多数の原因により、いくつかのノードの照会が正常
でない可能性があります。最も重大なエラーは sqlcode

で指示されます。 roll-forward status は正常なノードに
対して戻ります。

ユーザーの処置: sqlcode sqlcode について、「DB2 メ
ッセージ・リファレンス」、またはオンラインを参照し
て、失敗したノードの問題を判別してください。必要な
訂正アクションを実行して、これらのノードの順方向リ
カバリーを継続してください。

SQL6068W ロールフォワードの操作は正常に取り消さ
れました。データベースをノード node-list

でリストアする必要があります。

説明: ロールフォワード操作が正常に完了する前に取り
消されたため、データベースは不整合状態のままです。
リストされたノードのリストア・ペンディング・フラグ
がオンの状態です。

",..." がノード・リストの最後に表示された場合、完全な
ノード・リストについては、 syslog ファイルを参照し
てください。

ユーザーの処置: リストされたノードのデータベースを
リストアしてください。

SQL6069N ROLLFORWARD DATABASE コマンド
を、非カタログ・ノードでサブミットでき
ません。

説明: ROLLFORWARD DATABASE コマンドは、カタ
ログ・ノード上のみで実行可能です。

ユーザーの処置: コマンドをカタログ・ノードでサブミ
ットしてください。

SQL6071N 要求された操作を、新規ノードがシステム
に追加されているため処理できません。
この処理が実行される前にシステムを停止
し、開始しなおしてください。

説明: 以下のいずれかです。
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v 新規ノードから要求が出されましたが、このノードは
他のノードと通信できません。

v すべてのノードを停止し、再始動して、新規ノードを
追加する前に、 CREATE または DROP DATABASE

処理が要求されました。

ユーザーの処置: db2stop を発行してすべてのノードを
停止してください。 すべてのノードが正常に停止した
時に、 db2start を発行して新規ノードが含まれるすべて
のノードを開始し、要求された処理の再試行をしてくだ
さい。

sqlcode: -6071

sqlstate: 57019

SQL6072N RESTART オプションを伴う DB2START

は指定したノードがすでにアクティブにな
っているため、続行できません。

説明: 再始動に指定されたノードは、すでにシステムで
アクティブ中です。

ユーザーの処置: 必要に応じて、DB2STOP を発行して
指定ノードを停止し、再び DB2START コマンドを発行
して、ノードを再始動します。

SQL6073N データベース・パーティションの追加操作
の実行に失敗しました。 SQLCODE =

sqlcode

説明: データベース・パーティションの追加操作が
sqlcode sqlcode で失敗しました。

ユーザーの処置: 必要な訂正アクションをとり、要求の
再試行をします。

SQL6074N パーティションのオンライン追加またはド
ロップ操作とは両立しない 1 つ以上のコ
マンド、ステートメント、または操作が進
行中であるため、データベース・パーティ
ション・サーバーを追加またはドロップで
きません。

説明: データベース・パーティション・サーバーの追加
またはドロップ操作と両立しない 1 つ以上のコマン
ド、ステートメント、または操作が進行中です。以下の
インスタンス・レベルのコマンドは、データベース・パ
ーティション・サーバーの追加またはドロップ操作と両
立しません。

v QUIESCE INSTANCE

v UNQUIESCE INSTANCE

v STOP DATABASE MANAGER (db2stop)

v STOP DATABASER MANAGER DBPARTITIONNUM

v START DATABASE MANAGER (db2start)

v START DATABASE MANAGER DBPARTITIONNUM

v START DATABASE MANAGER (再始動オプション
を指定)

以下のデータベース・レベルのコマンドまたは操作は、
データベース・パーティション・サーバーの追加または
ドロップ操作と両立しません。

v CREATE DATABASE

v DROP DATABASE

v QUIESCE DATABASE

v UNQUIESCE DATABASE

v ACTIVATE DATABASE

v DEACTIVATE DATABASE

v データベース・オブジェクトに対する Z ロック

v すべてのデータベース・パーティションに関する単一
システム・ビュー・バックアップ

v データベースのリストア

以下の表スペース・レベルのステートメントおよび操作
は、データベース・パーティション・サーバーの追加ま
たはドロップ操作と両立しません。

v CREATE TEMPORARY TABLESPACE

v TEMPORARY 表スペースの変更

v TEMPORARY 表スペースのドロップ

v 自動ストレージ・パスの更新

以下のストレージ・グループ・レベルのステートメント
および操作は、データベース・パーティション・サーバ
ーの追加またはドロップ操作と両立しません。

v CREATE STOGROUP

v ALTER STOGROUP

v DROP STOGROUP

v RENAME STOGROUP

ユーザーの処置: このエラーに対応するには、以下のス
テップを実行します。

1. -addnode パラメーターを指定した db2pd コマンドを
使用して、データベース・パーティション・サーバ
ーの追加またはドロップ操作と両立しない、進行中
のコマンド、ステートメント、または操作を識別し
ます。

2. 識別されたタスクを終了させるか、それが完了する
まで待ちます。

3. データベース・パーティション・サーバーの追加ま
たはドロップ要求を再サブミットします。

sqlcode: -6074
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sqlstate: 55072

SQL6075W データベース・マネージャーの開始操作
で、データベース・パーティション・サー
バーが正常に追加されました。このデータ
ベース・パーティション・サーバーは、す
べてのデータベース・パーティション・サ
ーバーを停止して再始動するまでアクティ
ブになりません。

説明: STOP DATABASE MANAGER (db2stop) コマン
ドによってすべてのデータベース・パーティション・サ
ーバーが同時に停止されるまでは、新しいデータベー
ス・パーティション・サーバーを含めるよう
db2nodes.cfg ファイルが更新されることはありません。
ファイルが更新されるまでは、既存のデータベース・パ
ーティション・サーバーは新しいデータベース・パーテ
ィション・サーバーと通信できません。

ユーザーの処置: db2stop を発行してすべてのデータベ
ース・パーティション・サーバーを停止してください。
すべてのデータベース・パーティションが正常に停止し
た後、db2start を発行して、新規追加されたものを含む
すべてのデータベース・パーティション・サーバーを開
始してください。

SQL6076W 警告! このコマンドは、このインスタンス
のノードのすべてのデータベース・ファイ
ルを除去します。処理を続行する前に、
DROP NODE VERIFY コマンドを実行
して、このノードにユーザー・データがな
いか確認してください。

説明: このプロシージャーは、指定ノードからデータベ
ース・パーティションを除去します。

ユーザーの処置: DROP NODE VERIFY コマンドが、
このノードをドロップする前に実行されているか確認し
てください。 API を使用している場合、callerac パラメ
ーターが正しく指定されているか確認してください。

SQL6077W db2stop DROP DBPARTITIONNUM プ
ロシージャーは正常に終了しましたが、す
べてのファイルを除去できませんでした。
詳細は、ファイル file を参照してくださ
い。

説明: db2stop DROP DBPARTITIONNUM プロシージ
ャーは正常に終了しましたが、いくつかのユーザー・デ
ータ・ファイルがノードに残っています。

ユーザーの処置: ファイル file の情報は、削除できな
かったファイルからのディレクトリー構造を示していま
す。

SQL6078N db2stop DROP DBPARTITIONNUM プ
ロシージャーは、データベース dbname

のデータベース情報を更新できませんでし
た。

説明: db2stop DROP DBPARTITIONNUM プロシージ
ャーは、データベース dbname のカタログ・ノードにア
クセスできませんでした。

ユーザーの処置: 要求を再試行してください。問題が続
く場合、サービス担当者に連絡してください。

SQL6079W db2stop DROP DBPARTITIONNUM コ
マンドは正常に取り消されました。

説明: db2stop DROP DBPARTITIONNUM コマンド
は、処理を開始する前に停止しました。

ユーザーの処置: ありません。

SQL6080W データベース・マネージャーの開始操作で
データベース・パーティション・サーバー
が正常に追加されましたが、このデータベ
ース・パーティション・サーバー上にはデ
ータベース・パーティションがまだ作成さ
れていません。このデータベース・パーテ
ィション・サーバーは、すべてのデータベ
ース・パーティション・サーバーを停止し
て再始動するまでアクティブになりませ
ん。

説明: STOP DATABASE MANAGER (DB2STOP) コマ
ンドによってすべてのデータベース・パーティション・
サーバーが同時に停止されるまでは、新しいデータベー
ス・パーティション・サーバーを含めるよう
db2nodes.cfg ファイルが更新されることはありません。
ファイルが更新されるまで、既存のデータベース・パー
ティション・サーバーは新しいデータベース・パーティ
ション・サーバーと通信できません。

ユーザーの処置: DB2STOP を発行してすべてのデータ
ベース・パーティション・サーバーを停止してくださ
い。すべてのデータベース・パーティション・サーバー
が正常に停止したら、DB2START を発行して、新しい
ものを含むすべてのデータベース・パーティション・サ
ーバーを開始します。すべてのデータベース・パーティ
ション・サーバーが正常に開始したら、データベース・
システムが使用可能になります。

SQL6081N 通信エラーが、このノードでタイムアウト
となる DB2STOP FORCE コマンドを呼
び出しました。

説明: 1 つ以上のデータベース・ノードで、コミュニケ
ーション・エラーが発生し、 DB2STOP FORCE コマン
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ドで現行ノード上タイムアウトが発生したか、あるいは
1 つ以上のノードでの FORCE 中にサーバーで重大エラ
ーが発生し、 DB2STOP FORCE が終了しました。コミ
ュニケーション・エラーが発生した任意のノードは、
SQL6048N メッセージを受信します。

ユーザーの処置: 以下のことを実行してください。

1. SQL6048N メッセージを受信した、1 つまたはそれ
以上のノードの通信エラーを訂正してください。

2. DB2START コマンドを発行して、 SQL6048N メッ
セージを受信していたすべてのノードが正常に開始
したかを確認してください。

3. 任意のノードから再び DB2STOP FORCE コマンド
を発行してください。

SQL6100N データ・ファイルのパーティション・マッ
プおよびデータベースのパーティション・
マップが同じではありません。

説明: ロード対象のデータは、パーティション化されて
いないか、または表が属するデータベース・パーティシ
ョン・グループ用の現在のパーティション・マップ以外
のパーティション・マップを使用してパーティション化
されました。データをロードできません。

ユーザーの処置: データがパーティション化されていな
い場合、db2split プログラムを使用して、データをパー
ティション化して、パーティション化されたデータをロ
ードしてください。

データがパーティション化された場合、以下のいずれか
を行ってください。

v データ・ファイルのヘッダーにあるパーティション・
マップを使用して、表が属するデータベース・パーテ
ィション・グループを再配分します。その後、要求を
再試行してください。

v データベース・パーティション・グループ用の現在の
パーティション・マップを使ってデータを再パーティ
ション化します。その後、新しくパーティション化さ
れたデータをロードするために、要求を再試行してく
ださい。

SQL6101N このデータ・ファイルは、ノード node-1

のデータが入っていますが、ロード・ユー
ティリティーがノード node-2 に接続され
ています。

説明: ロードしようとしているデータは、アプリケーシ
ョンが接続しているノードのノード番号と異なるノード
番号に関連しています。 データをロードできません。

ユーザーの処置: このノードに関連するデータ・ファイ
ルを見つけて要求を再試行するか、または、このデー
タ・ファイルに関連するノードに接続して、そのノード

で要求を発行してください。

SQL6102W パラメーター name はこれからの使用の
ために予約されています。 値は
default-value に設定してください。

説明: 将来の機能のために予約済みのパラメーターが、
正しくないデフォルト値に設定されました。 将来の互
換性を保証するデフォルト値に設定する必要がありま
す。

ユーザーの処置: パラメーター name が default-value

値に設定されたかを確認して、要求を再試行してくださ
い。

SQL6103C 予期しないユーティリティー・エラーが発
生しました。 理由コード =

reason-code。

説明: 予期しないユーティリティー・エラーが発生しま
した。

ユーザーの処置: メッセージのメッセージ番号
(SQLCODE) と理由コードを記録してください。

トレースがアクティブな場合は、オペレーティング・シ
ステムのコマンド・プロンプトから、独立トレース機能
を呼び出してください。この機能の使用についての情報
は、「管理ガイド」を参照してください。技術サービス
担当者に、以下の情報を知らせてください。

v 問題の説明

v SQLCODE および組み込み理由コード

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

SQL6104N ロード・ユーティリティーは、索引の作成
をサポートしていません。

説明: ロード・ユーティリティーは索引の作成をサポー
トしませんが、ロードしようとしている表には少なくと
も 1 つの定義された索引があります。 索引は明示的に
CREATE INDEX ステートメントによって、または暗示
的に、表の主キーが定義された時に、作成された可能性
があります。

ユーザーの処置: 表で定義されたすべての索引を
DROP INDEX ステートメントでドロップしてくださ
い。主キーを ALTER TABLE ステートメントでドロッ
プしてください。 コマンドを再サブミットしてくださ
い。

ロードが正常に完了したら、要求通り CREATE INDEX

および ALTER TABLE を使用して、索引および主キー
を再作成してください。

SQL6100N • SQL6104N
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SQL6105W ロード・ユーティリティーの処理は完了し
ました。 ロード後の時点で完了したロー
ルフォワードは成功しません。データベー
ス・リカバリー機能が要求された場合にデ
ータベース・バックアップを即時に実行し
ます。

説明: ロード・ユーティリティーはログオンしていませ
ん。 ロードする前にとったバックアップでロールフォ
ワードしようとすると、ロードされたデータの参照を検
出するときに、操作は失敗します。

ユーザーの処置: ロード後にデータベース・リカバリー
機能を使用できるようにするため、データを修正する前
にバックアップを取ってください。

SQL6106N ファイル・タイプ修飾子 "NOHEADER"

が指定されましたが、表が定義されている
データベース・パーティション・グループ
は、単一ノードのデータベース・パーティ
ション・グループではありません。

説明: ロードされるデータは、ヘッダー情報を持たない
ように指定されています。 ただし、示されたターゲッ
ト表は、単一ノード表ではありません。 データをロー
ドできません。

ユーザーの処置: データを db2split を使用して分割し
てください。次に "NOHEADER" オプションなしでロー
ドしてください。

SQL6107N データ・ファイルのパーティション・キー
情報が正しくありません。

説明: データが db2split で分割されていないか、ある
いは db2split 処理が成功していません。

ユーザーの処置: db2split プログラムを使用してデータ
をパーティション化して、パーティション化したデータ
で要求を再度試行してください。列挿入のオプションが
使用されている場合、パーティション列のすべてが列リ
ストで指定されていることを確認してください。

問題が解決しない場合は、技術サービス担当者に連絡し
て次の情報を伝えてください。

v 問題の説明

v SQLCODE および組み込み理由コード

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

SQL6108N データ・ファイル・ヘッダーで定義されて
いるパーティション・キーの番号
(number-1) が、表で定義されているパー
ティション・キーの番号 (number-2) と一
致しません。

説明: db2split 構成ファイルで指定されたパーティショ
ン列が正しくありません。 データが正しく分割されて
いません。

ユーザーの処置: 以下のことを実行してください。

1. 正しいパーティション列が db2split 構成ファイルで
指定されていることを確認します。

2. データを分割します。

3. 新しくパーティション・データでロード処理を発行
します。

SQL6109N ユーティリティーはパーティション列
column-name-1 を予期しましたが、パーテ
ィション列 column-name-2 を検索しまし
た。

説明: db2split 構成ファイルで、以下のいずれかが発生
しました。

v 表で定義されたパーティション列のいずれかが、指定
されていません。

v パーティション列の順序が正しくありません。

v 表のパーティション列でない列が指定されています。

ユーザーの処置: 以下のことを実行してください。

1. db2split 構成ファイルが正しいことを確認します。

2. データを分割します。

3. 新しくパーティション・データでロード処理を発行
します。

SQL6110N ユーティリティーは、列 column-name-1

に対してパーティション列タイプ
column-type-1 を予期していましたが、デ
ータ・ファイルでは、この列はタイプ
column-type-2 としてリストされていま
す。

説明: db2split 構成ファイルが正しくありません。

ユーザーの処置: 以下のことを実行してください。

1. db2split 構成ファイルが正しいことを確認します。

2. データを分割します。

3. 新しくパーティション・データでロード処理を発行
します。

SQL6105W

第 13 章 SQL6000 - SQL6499 619



SQL6111N newlogpath で指定されたパスの下に、サ
ブディレクトリーを作成できません。

説明: 新規ログ・パス・パラメーターが更新された時、
システムは、ノード名をサブディレクトリー名として使
用して、指定されたパスの下にサブディレクトリーを作
成しようとします。 以下のいずれかのオペレーティン
グ・システム・エラーのため、サブディレクトリーを作
成できませんでした。

v ファイル・システムまたはパスにはファイルを作成す
るための適切な許可がありません。

v ファイル・システムには十分なディスク・スペースが
ありません。

v ファイル・システムには十分なファイル・ブロックま
たはノードがありません。

要求された変更は実行されません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行してから、要求
を再試行してください。

v 指定されたパスが存在し、ファイル・システムおよび
パスには読み取り/書き込み許可があることを確認し
てください。

v 別の新規ログ・パスを指定してください。

問題が続く場合、システム管理担当者に連絡してくださ
い。

SQL6112N 要求された変更を実行できません。構成パ
ラメーター設定の結果が有効ではありませ
ん。理由コード reason-code

説明: 構成パラメーターによっては、特定の設定規則が
あります。違反している規則は reason-code によって示
されます。

(4)

max_coordagents または max_connections のい
ずれかで AUTOMATIC 設定を使用する場合、
以下の組み合わせだけが有効です:

v 両方のパラメーターが AUTOMATIC に設定
される。

v max_connections だけが AUTOMATIC に設
定され、その値は max_coordagents よりも大
きい (つまり接続コンセントレーターがオン
になっている)。

(5)

SSL_SVCENAME と SVCENAME を同じにす
ることはできません。

(6)

SSL_SVR_KEYDB、SSL_SVR_STASH、
SSL_CLNT_KEYDB、または
SSL_CLNT_STASH は絶対パスでなければなり
ません。

(7)

SSL_VERSIONS は NULL (デフォルト) また
は 'TLSv1' でなければなりません。

(8)

SSL_CIPHERSPECS には NULL (デフォルト)

を指定するか、以下の暗号仕様を (それぞれコ
ンマで区切って) 適切に組み合わせる必要があ
ります:

v TLS_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA

v TLS_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA

v TLS_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA

(9)

CONNECT_PROC 値は、ゼロ長ストリングであ
るか、パラメーターが正確にゼロ個である既存
の固有のプロシージャー名と一致していなけれ
ばなりません。

(10)

CONNECT_PROC 値を設定する場合は、スキー
マ名とプロシージャー名の両方を指定する必要
があります。名前に含めることができるのは以
下の文字のみです。

v A-Z、a-z、_、0-9。

v スキーマ名とプロシージャー名は、通常 ID

の規則に従っている必要があります。

(11)

CONNECT_PROC パラメーターを更新するに
は、ほとんどの場合、データベースへの接続が
必要です。データベースが非アクティブになっ
ている場合に、パラメーターをゼロ長ストリン
グに設定するためには、接続は必要ありませ
ん。

(12)

CONNECT_PROC パラメーターに対する
DEFERRED 更新は許可されません。このパラ
メーターを更新する場合は、IMMEDIATE を指
定して、変更が即時に有効になるようにしてく
ださい。

ユーザーの処置: 指定された値が規則に違反していない
ことを確認して、要求を再試行してください。

SQL6111N
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第 14 章 SQL6500 - SQL6999

SQL6500W ロード・コマンドの RESTARTCOUNT

で問題が発生する可能性があります。

説明: 同一の表での複数のロード処理は、完全に独立し
ているため、これらの複数のロード処理に対して、同一
の restartcount を有することはほとんど不可能です。

ユーザーの処置: 正しいロード・コマンドがあることを
確認してください。

SQL6501N データベース名がロード・コマンドに指定
されていません。

説明: ロード・コマンドにデータベース名を指定する必
要があります。

ユーザーの処置: データベース名を指定してコマンドを
やり直してください。

SQL6502N データ・ファイルに対するパス名 (パラメ
ーター: data_path) が指定されていませ
ん。

説明: 入力データ・ファイルがリモートの場合、ファイ
ルはローカルに転送されます。リモート・マシンでのフ
ァイルへのパスを提供してください。

ユーザーの処置: リモート・データ・ファイルにパス名
を指定して、コマンドをやり直してください。

SQL6504N 構成ファイルの出力ノード・リスト指定
(パラメーター: outputnodes) にエラーが
あります。

説明: 出力ノード・リストの指定が無効です。

ユーザーの処置: サンプル構成ファイルを調べて、出力
ノード・リスト指定を訂正し、コマンドをやり直してく
ださい。

SQL6505N ロード・コマンドの中で、パーティショ
ン・データベースのパーティション・リス
トの指定 (パラメーター:

PARTITIONING_DBPARTNUMS) にエラ
ーがあります。

説明: パーティション・データベースのパーティショ
ン・リストの指定が無効です。

ユーザーの処置: パーティション・データベースのパー

ティション・リストの指定を訂正して、コマンドをやり
直してください。

SQL6506N プログラムは、システム・カタログ表か
ら、表 table-name のパーティション・キ
ー情報を取り出すことができません。

説明: 表は定義されていないか、または MPP 環境に定
義されていません。

ユーザーの処置: 表が正しく定義されているか確認して
ください。

SQL6507N 構成ファイル内のチェック・レベル (パラ
メーター: check_level) が無効です。

説明: チェック・レベル (パラメーター: check_level)

CHECK あるいは NOCHECK のいずれかです。 デフォ
ルトは CHECK です。

ユーザーの処置: 構成ファイル内のパラメーターを訂正
して、コマンドをやり直してください。

SQL6508N プログラムが、ftp 処理に対する出力パイ
プを作成できません。

説明: 入力データ・ファイルがリモートの場合、ローカ
ル・パイプに転送されます。このローカル・パイプがす
でに存在している場合、処理ができません。

ユーザーの処置: ワークスペースが空であるかどうか確
認してください。

SQL6509N プログラムは、パーティション・エージェ
ントの入力パイプを作成できません。

説明: プログラムが、スプリッター処理に対する一時入
力パイプを作成できません。

ユーザーの処置: ワークスペースが空であるかどうか確
認してください。

SQL6510N プログラムは、パーティション
partition-num のローカルの非 NFS スペー
スに一時ディレクトリーを作成できませ
ん。

説明: プログラムは、すべてのパーティションとパーテ
ィションのロードのために、ローカルの非 NFS スペー
スに一時作業ディレクトリーが必要です。
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ユーザーの処置: ワークスペースが空であるかどうか確
認してください。

SQL6511N ロードはパーティション partition-num に
パーティション・エージェントの出力を作
成できませんでした。

説明: プログラムは、パーティション partition-num に
パーティション・エージェントの一時出力パイプを作成
できません。

ユーザーの処置: ワークスペースが空であるかどうか確
認してください。

SQL6512N ロードは、マージ・エージェントの入力パ
イプをパーティション partition-num に作
成できませんでした。

説明: プログラムは、パーティション partition-num に
マージ・エージェントの一時入力パイプを作成できませ
ん。

ユーザーの処置: ワークスペースが空であるかどうか確
認してください。

SQL6513N ロードは、パーティション partition-num

にロード・エージェントの入力パイプを作
成できませんでした。

説明: プログラムは、パーティション partition-num に
ロード・エージェントの一時入力パイプを作成できませ
ん。

ユーザーの処置: ワークスペースが空であるかどうか確
認してください。

SQL6514N プログラムが、ノード構成ファイル
node-cfg-file を読み取りできません 。

説明: ファイルが存在しないか、または読み取りができ
ないかのいずれかです。

ユーザーの処置: ノード構成ファイルが存在している
か、またファイルの許可についても調べてください。

SQL6515N プログラムは、構成ファイルでロード・コ
マンドを検出できません。

説明: CLP ロード・コマンドは構成ファイルで提供さ
れる必要があります。

ユーザーの処置: 構成ファイルで CLP ロード・コマン
ドを指定してください。

SQL6516N プログラムがデータベース db-name に接
続できません。

説明: データベース・マネージャーがまだ開始していな
いか、または問題が発生しているかのどちらかです。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーの状況を
調べてください。

SQL6517N ロードは、表 tbl-name が定義されている
区分化リストをシステム・カタログ表から
抽出できませんでした。

説明: 表は定義されていないか、または MPP 環境に定
義されていません。

ユーザーの処置: 表がデータベースでどのように定義さ
れていたか調べてください。

SQL6518N レコード長 (ロード・コマンドの reclen )

が無効です。

説明: 有効なレコードは 1 から 32768 の間です。

ユーザーの処置: レコード長を訂正して、コマンドをや
り直してください。

SQL6519N 構成ファイルのモード (パラメーター: モ
ード) mode が無効です。

説明: このプログラムの実行モードは以下のいずれかで
す。SPLIT_ONLY、LOAD_ONLY、SPLIT_AND_LOAD

(デフォルト)、あるいは ANALYZE

ユーザーの処置: 構成ファイルのモードを訂正してくだ
さい。

SQL6520N プログラムが、分割ファイルに対するヘッ
ダー情報を生成する処理に対する出力パイ
プを作成できません。

説明: プログラムが、分割ファイルに対するヘッダー情
報を生成する処理に対する出力パイプを作成できませ
ん。

ユーザーの処置: ワークスペースが空であるかどうか確
認してください。

SQL6521N このプログラムの構成ファイル cfg-file が
ありません。

説明: プログラムには構成ファイルが必要です。

ユーザーの処置: 構成ファイルを作成してください。

SQL6511N
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SQL6522N プログラムがロード・コマンドの入力デー
タ・ファイルに対するパス名を検出しまし
た。

説明: ロード・コマンドで入力データ・ファイルにパス
名を入れることはできません。このためには、分離パラ
メーター (data_path) があります。

ユーザーの処置: 構成ファイルを訂正してください。

SQL6523N パーティション・データベースのパーティ
ション・リスト (パラメーター:

PARTITIONING_DBPARTNUMS) のエレ
メント partition-num は、ノード構成
(db2nodes.cfg) ファイルに定義されていま
せん。

説明: パーティション・データベースのパーティショ
ン・リストにあるすべてのパーティションは、ノード構
成ファイルに項目を持っている必要があります。

ユーザーの処置: パーティション・データベースのパー
ティション・リストを訂正してください。

SQL6524N 出力パーティション・リスト (パラメータ
ー: OUTPUT_DBPARTNUMS) のエレメ
ント partition-num は、表が定義されてい
るパーティション・リストのメンバーでは
ありません。

説明: 出力パーティション・リストのすべてのパーティ
ションは、表が定義されているパーティション・リスト
のメンバーである必要があります。

ユーザーの処置: 出力パーティション・リストを訂正し
てください。

SQL6525N プログラムは入力データ・ファイル
file-name を読み取りできません。

説明: 入力データ・ファイルが見つからないか、あるい
は読み取りできないかのいずれかです。

ユーザーの処置: 入力データ・ファイルが存在している
か、またファイルの許可についても調べてください。

SQL6526N プログラムが現行作業ディレクトリー
cwd に書き込みできません。

説明: 現行作業ディレクトリーが書き込み可能でありま
せん。

ユーザーの処置: 現行作業ディレクトリーの許可を調べ
てください。

SQL6527N 統計データが収集されるパーティション
(パラメーター:

RUN_STAT_DBPARTNUM) は、出力パ
ーティション・リストのメンバーではあり
ません。

説明: 統計データが収集されるパーティションは出力パ
ーティション・リストのメンバーである必要がありま
す。

ユーザーの処置: RUN_STAT_DBPARTNUM パラメー
ターを訂正してください。

SQL6528N レコード長がロード・コマンドで指定され
ていません。

説明: BINARYNUMERICS あるいは
PACKEDDECIMAL 修飾子がロード・コマンドで指定さ
れている場合、レコード長 (reclen) もロード・コマンド
で指定してください。

ユーザーの処置: ロード・コマンドを訂正してくださ
い。

SQL6529N ヘッダーなしオプション (noheader) がロ
ード・コマンドで指定されていません。

説明: 単一ノードのデータベース・パーティション・グ
ループで表が定義される場合、ロード・コマンドで
NOHEADER 修飾子を指定する必要があります。

ユーザーの処置: ロード・コマンドを訂正してくださ
い。

SQL6530N パーティション・キーのデータ・タイプが
浮動あるいは倍精度です。

説明: 入力ファイルが バイナリー以外のデータ・ファ
イルである場合、浮動あるいは倍精度の列は、パーティ
ション・キーとして定義されません。

ユーザーの処置: バイナリー・データ・ファイルを提供
するか、あるいは表の定義を変更してください。

SQL6531N プログラムが表スペースの静止をリセット
できません。

説明: 処理中のロード処理がある可能性があります。
前のロード処理がすべて完了していなければ、別のオー
トローダー・セッションを開始することはできません。

ユーザーの処置: マシンの処理状況を調べてください。
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SQL6532N ロード・コマンドの savecount はゼロ以
外にはセットできません。

説明: 複数のパーティション・ノードがある場合、モー
ドが PARTITION_AND_LOAD の場合、およびコマンド
が REPLACE INTO または INSERT INTO ロード・コ
マンドの場合は、ロード・コマンドの savecount を非ゼ
ロに設定することはできません。

ユーザーの処置: ロード・コマンドを訂正してくださ
い。

SQL6533N ロード・コマンドの restartcount はゼロ
以外にはセットできません。

説明: 複数のパーティション・ノードは、ロード処理で
レコードのランダムな順序を作成するため、restartcount

を指定して RESTART INTO を使用した場合、リカバリ
ーが正常に行われない可能性があります。

ユーザーの処置: ロード・コマンドを訂正してくださ
い。

SQL6534N netrc ファイル netrc-file でエラーがあり
ます。

説明: netrc ファイルが見つからないか、あるいはリモ
ート・ホスト machine に入力がないか、またはファイ
ルの許可が誤っているかのいずれかです。

ユーザーの処置: netrc ファイルが存在しているか、ま
たファイルの許可についても調べてください。

SQL6535N モード PARTITION_ONLY または
ANALYZE は無効です。

説明: 単一ノードのデータベース・パーティション・グ
ループで表が定義される場合、パーティションと分析は
どちらも必要ありません。

ユーザーの処置: モードを LOAD_ONLY または
PARTITION_AND_LOAD に変更してください。

SQL6536N プログラム progname は、ファイル
filename を読み取り用にオープンできませ
んでした。

説明: オートローダー処理は、読み取り用ファイルまた
はパイプを正常にオープンできません。

ユーザーの処置: 構成ファイルがすべて正しいか、確認
してください。

SQL6537N プログラム progname は、ファイル
filename を書き込み用にオープンできませ
んでした。

説明: オートローダー処理は、書き込み用ファイルまた
はパイプを正常にオープンできません。

ユーザーの処置: 構成ファイルがすべて正しいか、確認
してください。

SQL6538N ロードは、パーティション化ファイル
partitioned-file の読み取りに失敗しまし
た。

説明: ロードが LOAD_ONLY モードで呼び出された
場合、入力データ・ファイルはすでにパーティション化
されており、パーティション化されたすべてのファイル
はこのロードによる読み取りが可能でなければなりませ
ん。

ユーザーの処置: 入力データ・ファイルがパーティショ
ン化されているかどうか、およびプログラムの結果のパ
ーティション・ファイルのアクセス許可をチェックして
ください。

SQL6539N 作業環境で検出されない cmd-list には少
なくても 1 つのコマンドがあります。

説明: このプログラムの実行は共通 Unix コマンドに依
存します。 コマンドのいずれかが作業環境で使用でき
ない場合、処理は失敗します。

ユーザーの処置: ご使用のシステムに必要なコマンドが
すべて正しくインストールされているか確認してくださ
い。

SQL6540N ロード・コマンドで指定されたファイル・
タイプ file-type が無効です。

説明: 有効なファイル・タイプは ASC (定位置 ASCII)

あるいは 0 DEL (区切り付き ASCII) です。

ユーザーの処置: 構成ファイルのロード・コマンドを訂
正してください。

SQL6550N パーティション・マップ・ファイル
map-file-name を書き込み用にオープンで
きません。

説明: パーティション・マップのファイル名およびファ
イル・パスをオープンできません。 エラーが発生しま
した。

ユーザーの処置: パーティション・マップのファイル名
およびファイル・パスが正しく指定されており、ファイ
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ルを書き込み用にオープンできることを確認してくださ
い。

SQL6551N パーティション・マップ・ファイルに書き
込み中に、エラーが発生しました。

説明: パーティション・マップ・ファイルに書き込み中
にファイル・システム・エラーが発生しました。

ユーザーの処置: ファイル・パスが正しく、ターゲット
装置にパーティション・マップの出力を保留するだけの
十分なスペースがあることを確認してください。

SQL6552N 書き込み用に、一時構成ファイル filename

を開くときにエラーが発生しました。

説明: 一時ファイルのファイル名およびファイル・パス
をオープンできません。エラーが発生しました。

ユーザーの処置: ユーティリティー一時ファイルのスト
レージ・パスが正しく指定されており、そのパスでファ
イルを書き込み用にオープンできることを確認してくだ
さい。

SQL6553N 一時構成ファイル filename を書き込み中
に、エラーが発生しました。

説明: 一時ファイルに書き込み中にファイル・システ
ム・エラーが発生しました。

ユーザーの処置: ファイル・パスが正しく、ターゲット
装置にファイル・データ用の十分なスペースがあること
を確認してください。

SQL6554N 処理をリモート実行しようとしたときに、
エラーが発生しました。

説明: ユーティリティーは別のデータベース・パーティ
ション上で子処理を開始しようとしましたが、エラーが
発生しました。

ユーザーの処置:

v リモート・アクセス用のユーザー ID とパスワードが
ユーティリティーに提供されなかった場合、ユーティ
リティーを呼び出すユーザー ID に、ターゲット・ノ
ードのプログラムを実行する権限があることを確認し
てください。

v ユーザー ID とパスワードがユーティリティーに提供
された場合は、正しく提供されたことを確認してくだ
さい。

v Windows オペレーティング・システムで実行してい
る場合、すべてのノードのスプリッター操作用の
Windows サービスが DB2 インストール済み環境で正
しく定義されていることを確認してください。

v 問題を解決できない場合は、DB2 サービス担当者に
連絡してください。

SQL6555N ロード・ユーティリティーが、予期しない
通信エラーを検出しました。

説明: ユーティリティーが、以下のいずれかの操作中
に、エラーを見つけました。

v TCP/IP ソケットに接続中です。

v TCP/IP メッセージの読み取りまたは書き込み中で
す。

v TCP/IP 通信を初期化中です。

v 完全ホスト名を検索中です。

v アクティブ TCP/IP ソケットを選択中です。

v アクティブ・ソケットをクローズ中です。

v ポート番号を検索中です。

ユーザーの処置:

v 使用しているロード・ユーティリティーのバージョン
についてサービス名のセットアップを要求された場合
は、サービス名が正しく定義されていることを確認し
てください。

v 並行ロード・ユーティリティーを実行している場合
は、並行ユーティリティー・ジョブ間の競合を避ける
ために、資料のセットアップ要件に従っていることを
確認してください。

v 問題が解決しない場合は DB2 サービス担当者に連絡
してください。

SQL6556W ファイル filename の最後に不完全なレコ
ードが検出されました。

説明: ユーザーによってユーティリティーに提供されて
いるデータ・ファイルの終わりで、不完全なデータ・レ
コードが検出されました。

ユーザーの処置: ソース・データを調べて構文を修正し
てください。

SQL6557N デフォルト・ノード番号の検索に失敗しま
した。

説明: ユーティリティーがデフォルト・ノード番号を判
別しようとしましたが、できませんでした。

ユーザーの処置: ユーティリティー構成ファイルでソー
スおよびターゲットのノード番号を明確に示すか、DB2

サービス担当者に連絡してください。
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SQL6558N ユーティリティーは現行作業ディレクトリ
ーまたはドライブあるいはその両方を判別
できません。

説明: ユーティリティーが、現行作業ディレクトリーお
よび / またはドライブを判別しようとしましたが、エラ
ーが発生しました。

ユーザーの処置: DB2 サービス担当者に連絡してくだ
さい。

SQL6559N オートローダー・ユーティリティーに無効
なコマンド行オプションが与えられまし
た。

説明: サポートされていないか、または古いコマンド行
オプションをオートローダー・ユーティリティーに指定
しました。

ユーザーの処置: サポートされているオプションおよび
機能については、オートローダーの資料あるいはオンラ
イン・ヘルプを参照してください。

SQL6560N パーティションの実行ノードであるノード
node-number が、db2nodes.cfg ファイルに
指定されていません。

説明: パーティションの実行ノードとして指定されてい
るノードが、db2nodes.cfg ファイルにメンバーとして指
定されていません。 このノードを完了する作業を開始
できません。

ユーザーの処置: ノードを db2nodes.cfg ファイルのノ
ード・リスト定義に追加するか、またはパーティション
操作の代替ノードに、ノード構成のメンバーを指定して
ください。

SQL6561N ロードのターゲット・ノード node-number

がデータベース・パーティション・グルー
プの中にありません。

説明: ロードのターゲット・ノードとしてノードが指定
されましたが、このノードはロードされるノード・グル
ープのメンバーではない可能性があります。

ユーザーの処置: データベース・パーティション・グル
ープ定義を調べて、ロードのターゲットとして指定され
たノードがこのデータベース・パーティション・グルー
プに含まれることを確認してください。このノードがデ
ータベース・パーティション・グループに含まれない場
合は、正しいノード・リストを含むようユーティリティ
ーのターゲット・ノード指定を訂正してください。ノー
ドがデータベース・パーティション・グループに含まれ
る場合は、DB2 サービス担当者に連絡してください。

SQL6562N ユーティリティーがインスタンス名を検索
できません。

説明: ユーティリティーがインスタンス名を検索しよう
としましたが、エラーが発生しました。

ユーザーの処置: ユーティリティーが DB2 がインスト
ールされているノードで実行されており、実行中のイン
スタンスが有効であることを確認してください。さらに
詳しくは、DB2 サービス担当者に連絡してください。

SQL6563N 現行ユーザー ID を検索できません。

説明: ユーティリティーは現行ユーザー ID から ID

を取り出そうとしましたが、エラーを検出しました。

ユーザーの処置: DB2 サービス担当者に連絡してくだ
さい。

SQL6564N 提供されたパスワードは無効です。

説明: ユーザーによりユーティリティーに明示パスワー
ドが提供されましたが、パスワードが無効です。

ユーザーの処置: 有効なパスワードを提供してくださ
い。

SQL6565I 使用方法: db2xxld [-config config-file]

[-restart] [-terminate] [-help]

説明:

v '-config' オプションはユーザー指定の構成ファイル
(デフォルトは autoload.cfg ) を使用して、このプログ
ラムを実行します。

v '-restart' オプションは、このプログラムを再始動モー
ドで実行します。完了しなかった最後のオートローダ
ー・ジョブの後、構成ファイルを変更しないでくださ
い。

v '-terminate' オプションは、このプログラムを終了モー
ドで実行します。完了しなかったオートローダー・ジ
ョブの後、構成ファイルを変更しないでください。

v '-help' オプションはこのヘルプ・メッセージを生成し
ます。

オートローダー構成ファイルは、実行される LOAD コ
マンド、ターゲット・データベース、およびユーザーが
指定できるいくつかのオプション・パラメーターの入っ
たユーザー提供のファイルです。サンプル・ディレクト
リーで提供されるサンプル構成ファイル 'AutoLoader.cfg'

には、使用できるオプションやそれらのデフォルト値に
ついてのインライン・コメントが入っています。 この
プログラムを '-restart' および '-terminate' オプションで
実行するときは、完了しなかった最後のジョブの後、構
成ファイルを変更しないでください。
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ユーザーの処置: オートローダー・ユーティリティーの
詳細については、 DB2 の資料を参照してください。

SQL6566N LOAD コマンドがオートローダー構成フ
ァイルから欠落しています。

説明: LOAD コマンドがオートローダー構成ファイル
から欠落しています。パラメーターを指定する必要があ
ります。

ユーザーの処置: オートローダー用の正しい構成ファイ
ルを指定しており、 LOAD コマンドがその中で指定さ
れていることを確認してください。

SQL6567N オートローダー構成ファイルに、複数の
option-name オプションがあります。

説明: オートローダー構成ファイルの中で、オプショ
ン・パラメーターが複数回指定されました。

ユーザーの処置: 構成ファイルを訂正して、各オプショ
ンが多くても 1 つしか存在しないようにしてくださ
い。

SQL6568I ロード・ユーティリティーは現在、すべて
の request-type 要求をディスパッチしてい
ます。

説明: ロード・ユーティリティーは現在、各パーティシ
ョンに対して request-type 操作をディスパッチしていま
す。

ユーザーの処置: これは通知メッセージです。

SQL6569I オートローダーは現在、すべての分割要求
を出しています。

説明: オートローダーは、ターゲット分割区分のそれぞ
れにおいて分割操作を発行中です。

ユーザーの処置: これは通知メッセージです。

SQL6570I オートローダーは、すべてのスプリッター
の完了を待機しています。

説明: オートローダーは、すべてのスプリッターの完了
を待機しています。

ユーザーの処置: これは通知メッセージです。

SQL6571I ロード・ユーティリティーは、すべての操
作が完了するのを待機しています。

説明: ロード・ユーティリティーは、操作が完了するの
を待機しています。

ユーザーの処置: これは通知メッセージです。

SQL6572I ロード操作が区分 node-number で開始し
ています。

説明: ロード操作が指定された区分で開始しています。

ユーザーの処置: これは通知メッセージです。

SQL6573I 区分 node-number でのスプリッター・ユ
ーティリティーのリモート実行が、リモー
ト実行コード code で完了しました。

説明: 指定された区分のスプリッター・ユーティリティ
ーのリモート実行が完了しました。

ユーザーの処置: これは通知メッセージです。

SQL6574I ユーティリティーはソース・データから
MB-count メガバイトを読み取りました。

説明: この情報は定期的に生成され、大きなロード・ジ
ョブの進行状況をユーザーに提供します。

ユーザーの処置: これは通知メッセージです。

SQL6575I ユーティリティーはユーザー・データから
の MB-count メガバイトの読み取りに完了
しました。

説明: このメッセージはロードの完了時に書き込まれ、
処理されたユーザー・データの合計量を示します。

ユーザーの処置: これは通知メッセージです。

SQL6576N オートローダー・ユーティリティーがスレ
ッド化エラーを見つけました。理由コード
reason-code、戻りコード ret-code。

説明: 以下は、理由コード reason-code の説明です。

v 1 - オートローダー・ユーティリティーがスレッドの
作成を試みましたが、失敗しました。戻りコード
ret-code。

v 2 - オートローダー・ユーティリティーがスレッドの
完了の待機を試みましたが、失敗しました。戻りコー
ド ret-code。

ユーザーの処置: スレッド・アプリケーションをサポー
トするオペレーティング・システムで実行中であるこ
と、処理単位のスレッドの限度が十分であることを確認
してください。 スレッドの要件は以下のとおりです。

v 各ロード処理に 1 つのスレッドが開始している、

v すべてのスプリッター処理に 1 つのスレッド、

v スプリッター処理へのデータ送りに 1 つのスレッ
ド。
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SQL6577N オートローダー・ユーティリティーは、ロ
ード・コマンドの ROWCOUNT オプシ
ョンをサポートしていません。

説明: ロード・コマンドの ROWCOUNT オプション
は、オートローダー・ユーティリティーではサポートさ
れていません。

ユーザーの処置: オートローダー構成ファイルにあるロ
ード・コマンドを訂正して、コマンドを再サブミットし
てください。

SQL6578N 無効なオートローダー・オプションです。
RESTART/TERMINATE オプションは、
SPLIT_AND_LOAD または
LOAD_ONLY モードのみで指定できま
す。

説明: オートローダーの RESTART/TERMINATE オプ
ションは、SPLIT_AND_LOAD または LOAD_ONLY モ
ードのみで使用できます。

ユーザーの処置: オートローダー構成ファイルまたはオ
ートローダー・オプション・フラグをチェックしてくだ
さい。

SQL6579N オートローダー構成ファイルの LOAD コ
マンドが無効です。オートローダーの
RESTART および TERMINATE オプシ
ョンはそれぞれ、LOAD RESTART およ
び LOAD TERMINATE 操作を実行する
ために使用されます。

説明: LOAD コマンドに RESTART または
TERMINATE を指定しないでください。代わりに、オー
トローダーの RESTART および TERMINATE オプショ
ンを使用してください。

ユーザーの処置: オートローダー構成ファイルを変更し
ない場合、オプション RESTART または TERMINATE

で db2xxld を開始しなければなりません。

SQL6580I LOAD は、ノード node-num において、
フェーズ restarting-phase で再始動してい
ます。

説明: オートローダーは、LOAD が
LOAD/BUILD/DELETE フェーズのいずれかで再始動し
ていることを確認しました。

ユーザーの処置: これは通知メッセージです。

SQL6581I ロードをノード node-num で再始動するこ
とはできません。

説明: オートローダーは、示されているノードで
LOAD を再始動できないことを確認しました。

ユーザーの処置: これは通知メッセージです。

SQL6582I ノード node-num で LOAD を再始動する
必要はありません。

説明: オートローダーは、示されているノードで
LOAD を再始動する必要がないことを確認しました。

ユーザーの処置: これは通知メッセージです。

SQL6583N パーティション・キー定義が、パーティシ
ョン化データベース・ロード・モード
load-mode と非互換です。

説明: ID 列がパーティション・キー定義の一部として
定義されましたが、指定したロード・モードが
PARTITION_AND_LOAD ではなく、identityoverride 修
飾子が指定されていませんでした。

ユーザーの処置: ロード・モードを
PARTITION_AND_LOAD に変更するか、identityoverride

修飾子を指定するか、または ID 列をパーティション・
キー定義から除去してください。

SQL6577N
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第 15 章 SQL7000 - SQL7499

SQL7001N 不明なコマンド command が要求されまし
た。

説明: REXX に対してサブミットされたコマンドが認
識できませんでした。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: コマンドが有効な SQL ステートメン
トであることを確認して、プロシージャーを再実行して
ください。すべてのコマンドは大文字でなければならな
いことに注意してください。

SQL7002N カーソル名が無効です。

説明: 正しくないカーソル名が指定されました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: カーソル名が、“c1”から“c100”の形式
のいずれかであることを確認してください。

SQL7003N ステートメント名が無効です。

説明: 正しくないステートメント名が指定されました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ステートメントが、“s1”から“s100”の
形式のいずれかであることを確認してください。

SQL7004N 要求の構文が無効です。

説明: REXX が、サブミットされたコマンド・ストリ
ングを解析できませんでした。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 正しいコマンド構文を使用してくださ
い。

SQL7005W この OPEN ステートメントで使用するカ
ーソルが宣言されていません。

説明: OPEN ステートメントが実行されようとしまし
たが、カーソルが宣言されていません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: OPEN ステートメントの前に
DECLARE ステートメントを挿入して、プロシージャー
を再実行してください。

SQL7006N 無効なキーワード keyword が request に
与えられました。

説明: ステートメントに、無効なキーワード keyword

が入っています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 正しいキーワード形式で指定してくだ
さい。

SQL7007N REXX 変数 variable が存在しません。

説明: REXX 変数プールに存在しない REXX 変数が渡
されました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 失敗したコマンドの前に、ホスト変数
リストのすべての変数名が割り当てられていることを調
べてください。 プロシージャーを再実行してくださ
い。

SQL7008N REXX 変数 variable に、矛盾するデータ
が含まれています。

説明: 矛盾するデータを含んだ変数が、REXX に渡さ
れました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 変数が SQLDA の場合は、「デー
タ」と「長さ」フィールドが正しく割り当てられている
ことを確認してください。 REXX 変数の場合は、デー
タのタイプが使用されるコマンドに適していることを確
認してください。

SQL7009N REXX 変数 variable は切り捨てられまし
た。

説明: REXX に渡された変数 variable に、不整合デー
タが入っています。 variable からのデータ・ストリング
は、切り捨てられました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: データ長が、入力 SQLDA に指定さ
れた長さと一致することを確認して、プロシージャーを
再実行してください。

SQL7010N スキャン ID ID が無効です。

説明: REXX に渡されたスキャン ID variable が存在
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しないか、矛盾を含んでいるか、またはデータが欠落し
ています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: スキャン ID に含まれているデータ
が正しく割り当てられていることを確認して、プロシー
ジャーを再実行してください。

SQL7011N 必須パラメーター parameter が指定され
ていません。

説明: パラメーター parameter は REXX コマンド構文
に必須であるのに、指定されていません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 必須パラメーター値を指定して、プロ
シージャーを再実行してください。

SQL7012N データベースに接続中に、ISL 変更を試
みました。

説明: データベースに接続されているときは、分離レベ
ル (ISL) が変更されない場合があります。

コマンドは、無視されます。

ユーザーの処置: 分離レベルの変更が必要な場合は、現
在のデータベースから切断した後で、分離レベルを設定
してそのデータベースに再接続してください。

SQL7013N カーソルおよびステートメント名が一致し
ないか、または属性が保留になっていま
す。

説明: REXX では、カーソルとステートメント名の形
式は、'cnn' と 'snn' ('nn' は 1 から 100 の数字) でなけ
ればなりません。一組のカーソルとステートメントの数
字は、同じでなければなりません。また、c1 から c50

は hold なしで宣言され、c51 から c100 は hold 付き
で宣言されます。

コマンドは、無視されます。

ユーザーの処置: カーソルとステートメント番号の一致
を確認して、プロシージャーを再実行してください。

SQL7014N ホスト変数のコンポーネントの数が誤りで
す。

説明: REXX の場合、コンパウンド・ホスト変数の最
初のコンポーネントが、実際に定義されているコンポー
ネントの数と等しくない数をリストします。

コマンドは、無視されます。

ユーザーの処置: 最初のコンポーネントの数が、実際に
定義されているエレメント数と一致していることを確認

して、プロシージャーを再実行してください。

SQL7015N 変数名 variable は、REXX では無効で
す。

説明: 示された変数名は、REXX では無効です。名前
は、言語の要求を満たしていなければなりません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 名前を REXX の要求に合った名前に
変更して、コマンドを再サブミットしてください。

SQL7016N 無効な構文が SQLDB2 インターフェース
に指定されました。関連エラー: db2-error

説明: SQLDB2 インターフェースに無効な構文が提供
されました (例: 入力ファイルとコマンドが両方とも指
定されているなど)。

ユーザーの処置: 詳細情報については、関連するエラ
ー・コードを参照してください。

SQL7032N SQL プロシージャー procedure-name は
作成されていません。診断ファイルは
file-name です。

説明: SQL プロシージャー procedure-name は作成され
ませんでした。 以下のいずれかが発生しました。

v SQL ストアード・プロシージャーのサポートは、こ
のサーバーでインストールも構成もされていません。
SQL プロシージャーを作成するには、IBM データ・
サーバー・クライアントおよび C コンパイラーをサ
ーバーにインストールしておく必要があります。
DB2 レジストリー変数
DB2_SQLROUTINE_COMPILER_PATH を、プラット
フォーム上の C コンパイラー用の環境設定が入って
いるスクリプトまたはバッチ・ファイルを指すように
設定しなければならない場合もあります。

v DB2 は、SQL ストアード・プロシージャーをプリコ
ンパイルまたはコンパイルできませんでした。 DB2

は、組み込み SQL を含む C プログラムとして SQL

プロシージャーを作成します。プリコンパイルまたは
コンパイルの実行中、CREATE PROCEDURE ステー
トメントの初期解析中にエラーが見つからなかったと
報告されることがあります。

UNIX プラットフォームの場合、診断情報が入っている
ファイルの絶対パスは以下のとおりです。
$DB2PATH/function/routine/sqlproc/ ¥

$DATABASE/$SCHEMA/tmp/file-name

ここで $DATABASE はデータベースの名前を表し、
$SCHEMA は SQL プロシージャーのスキーマ名を表し
ます。

SQL7011N
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Windows オペレーティング・システムの場合、診断情報
が入っているファイルの絶対パスは以下のとおりです。
%DB2PATH%¥function¥routine¥sqlproc¥ ¥

%DATABASE%¥%SCHEMA%¥tmp¥file-name

ここで %DATABASE% はデータベースの名前を表し、
%SCHEMA% は SQL プロシージャーのスキーマ名を表
します。

ユーザーの処置: 互換性のある C コンパイラーおよび
DB2 アプリケーション開発クライアントの両方がサー
バーにインストールされていることを確認してくださ
い。プリコンパイルまたはコンパイル・エラーが起こる
場合、診断ファイル file-name で、プリコンパイラーま
たはコンパイラーからのメッセージについて調べてくだ
さい。

DB2 レジストリー変数
DB2_SQLROUTINE_COMPILER_PATH が、 C コンパ
イラー環境をセットアップしているスクリプトまたはバ
ッチ・ファイルを指していることを確認してください。
UNIX オペレーティング・システムの場合、たとえば
“sr_cpath”という名前のスクリプトを
/home/DB2INSTANCE/sqllib/function/routine ディレクトリ
ーに作成することができます。ここで DB2 レジストリ
ー変数 DB2_SQL_ROUTINE_COMPILER_PATH を設定
するには、以下のコマンドを使用してください。

db2set DB2_SQLROUTINE_COMPILER_PATH =
/home/DB2INSTANCE/sqllib/function/routine/sr_cpath

sqlcode: -7032

sqlstate: 42904

SQL7035W SQL プロシージャー procedure-name の
実行可能プログラムはデータベース・カタ
ログに保管されません。

説明: SQL プロシージャーの実行可能プログラムは 2

メガバイトの制限を超えているので、データベース・カ
タログに保管されません。そのため、データベース・リ
ストア時、または DROP PROCEDURE ステートメント
の ROLLBACK の実行時にも、自動的にはリカバリー
されません。

ユーザーの処置: CREATE PROCEDURE ステートメン
トで警告が出された場合には、 SQL プロシージャー
procedure-name と関連した実行可能ファイルのバックア
ップが保管されていることを確認してください。この警
告がリストア操作または DROP PROCEDURE ステート
メントの ROLLBACK で出された場合には、
procedure-name と関連した実行可能ファイルは、カタロ
グで定義されている SQL プロシージャーに手操作で同
期化される必要があります。

sqlcode: +7035

sqlstate: 01645

SQL7099N 無効なエラー error が発生しました。

説明: REXX 内部エラーが発生しました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: REXX が正しくインストールされて
いることを確認して、プロシージャーを再実行してくだ
さい。エラーが続く場合は、エラー番号を記録して販売
業者に連絡してください。

SQL7035W
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SQL8000N DB2START 処理は失敗しました。有効な
製品ライセンスが見つかりませんでした。
この製品のライセンスを取得した場合、ラ
イセンス・キーが適切に登録されているか
どうか、確認してください。 db2licm コ
マンドを使用してこのライセンスを登録す
ることができます。ライセンス・キーは、
ライセンス製品 CD に入っています。

説明: 有効なライセンス・キーが見つかりません。評価
期間が満了しました。

ユーザーの処置: 製品の完全許可版があるバージョンの
ライセンス・キーをインストールしてください。製品の
ライセンス・キーの取得に関しては、弊社または販売店
でお訪ねください。

SQL8001N 製品ライセンスの問題のため、データベー
スへの接続が失敗しました。

説明: 接続の試行は、以下のいずれかの DB2 ライセン
ス交付の問題のために失敗しました。

v ライセンス・キーが存在しません。

v ライセンス・キーが正しくインストールされていませ
ん。

v ライセンス・キーが期限切れです。

v この DB2 製品のエディションは、ライセンス・キー
をサポートしていません。

ユーザーの処置: データベース管理者に依頼して、DB2

製品のための有効なライセンス・キーが正しくインスト
ールされていること、およびそれが期限切れでないこと
を検証してください。

v ライセンスを表示するには、db2licm -l コマンドを使
用します。

v ライセンスを登録するには、db2licm -a コマンドを使
用します。

v 製品のライセンス・キーの取得に関しては、弊社また
は販売店でお訪ねください。

sqlcode: -8001

sqlstate: 42968

SQL8002N DB2 Connect 製品がないため、またはラ
イセンスが無効なために、ホストへの接続
が失敗しました。

説明: ホスト・サーバーに直接接続する場合、有効なラ
イセンスを持つ DB2 Connect 製品がユーザーのマシン
上に存在しない可能性があります。

ホスト・サーバーに DB2 Connect ゲートウェイを介し
て接続する場合、有効なライセンスが DB2 Connect ゲ
ートウェイ上に存在しない可能性があります。

ユーザーの処置: データベース管理者に依頼して、以下
を確認してください。

ホストに直接接続する場合、まず DB2 Connect 製品が
存在していること、そして適切なライセンス・キーがマ
シンにインストールされていて、それが期限切れではな
いことを確認します。

DB2 Connect ゲートウェイを介して接続する場合、適切
なライセンス・キーがゲートウェイにインストールされ
ていること、およびそれが期限切れではないことを確認
します。

v ライセンスを表示するには、db2licm -l コマンドを使
用します。

v ライセンスを登録するには、db2licm -a コマンドを使
用します。

v 製品のライセンス・キーの取得に関しては、弊社また
は販売店でお訪ねください。

注: 一部の DB2 製品は、ホスト・サーバーへの接続を
サポートしていないことがあります。

sqlcode: -8002

sqlstate: 42968

SQL8003N 要求された機能に対して有効なライセン
ス・キーが見つかりません。

説明: 現行ライセンス・キーでは、要求された機能を実
行できません。

ユーザーの処置: IBM 担当員または認定販売店からこ
の機能用のライセンス・キーを購入し、db2licm コマン
ドを使用してライセンスを更新してください。

SQL8004N 要求された機能に対して有効なライセン
ス・キーが見つかりません。

説明: 現行ライセンス・キーでは、要求された機能を実
行できません。
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ユーザーの処置: 詳細情報については、管理通知ログを
参照してください。

SQL8006W この製品 product-name には、有効なライ
センス・キーが登録されていません。この
製品のライセンスを取得した場合、ライセ
ンス・キーが適切に登録されているかどう
か、確認してください。 db2licm コマン
ドを使用してこのライセンスを登録するこ
とができます。 ライセンス・キーは、ラ
イセンス製品 CD に入っています。 ライ
センス・キーが登録されていない場合も、
評価期間の number 日間はこの製品が使
用できます。評価期間製品を使用された場
合、この製品のインストール・パス中のラ
イセンス・ディレクトリー中にある IBM

ご使用条件に同意されたものとみなされま
す。

説明: この製品の有効なライセンス・キーがインストー
ルされていません。一定の評価期間のあいだは、この製
品が試用できます。評価期間は時間制の使用停止装置
(TIME DISABLING DEVICE) が制御します。

ユーザーの処置: この製品の完全許可版を購入なさった
場合は、製品のインストール・ドキュメントの説明にし
たがってライセンス・キーをインストールしてくださ
い。ライセンス・キーがすでにインストール済みの場合
は、ライセンス・ファイルをチェックして内容が正しい
かどうか確認してください。

評価期間の製品の使用が、IBM ご使用条件およびこの
製品のライセンス情報の資料に記載されています。評価
期間のあいだご試用いただければ、IBM の評価協約を
ご承諾いただけるはずです。

IBM の評価協約をご承諾いただけない場合は、製品の
使用権限がありませんので、インストールした製品を消
去してください。 IBM の担当者または販売店にご連絡
いただければ、この製品と共にプログラムに完全許可を
授与するライセンス・キーが取得できます。

SQL8007W 製品 product-name の評価期間はあと
number 日で満了します。評価版のご使用
条件については、この製品のインストー
ル・パス中のライセンス・ディレクトリー
の中にあるご使用条件の資料を参照してく
ださい。この製品のライセンスを取得した
場合、ライセンス・キーが適切に登録され
ているかどうか、確認してください。
db2licm コマンド行ユーティリティーを使
用してこのライセンスを登録することがで
きます。 ライセンス・キーは、ライセン
ス製品 CD に入っています。

説明: この製品の有効なライセンス・キーがインストー
ルされていません。評価期間は所定の日数で満了しま
す。

ユーザーの処置: この製品は現在、評価モードで実行さ
れており、一定期間のあいだだけ試用できます。評価期
間が満了すると、この製品の完全許可版のライセンス・
キーがインストールされるまで、実行しなくなります。

製品のライセンス・キーの取得に関しては、弊社または
販売店でお訪ねください。

sqlcode: +8007

sqlstate: 0168H

SQL8008N この製品 text にはインストールされた有
効なライセンス・キーがありません。評価
期間の期限はきれています。この製品に固
有な機能は使用できません。

説明: 有効なライセンス・キーが見つかりません。評価
期間が満了しました。

ユーザーの処置: 製品の完全許可版があるバージョンの
ライセンス・キーをインストールしてください。製品の
ライセンス・キーの取得に関しては、弊社または販売店
でお訪ねください。

SQL8009W DB2 Workgroup 製品の並行ユーザー数
が、number のライセンスに規定された数
を超えています。並行ユーザー数は
number です。

説明: 並行ユーザーの数が、定義された DB2 ライセン
スに規定された並行ユーザー数を超えています。

ユーザーの処置: IBM サービス担当者または販売店に
連絡して、追加の DB2 ユーザー権利を取得し、
db2licm コマンドを使用して DB2 ライセンス情報を更
新してください。

sqlcode: +8009

sqlstate: 01632

SQL8010W DB2 Connect 製品の並行ユーザーの数
が、number のライセンスに規定された数
を超えています。並行ユーザー数は
number です。

説明: 並行ユーザーの数が、定義された DB2 ライセン
スに規定された並行ユーザー数を超えています。

ユーザーの処置: IBM サービス担当者または販売店に
連絡して、追加の DB2 ユーザー権利を取得し、
db2licm コマンドを使用して DB2 ライセンス情報を更
新してください。

SQL8006W • SQL8010W
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sqlcode: +8010

sqlstate: 01632

SQL8011W 1 つ以上のデータベース・パーティション
に、 product-name 製品に対して有効な
DB2 ライセンス・キーがインストールさ
れていません。

説明: すべてのデータベース・パーティションで、この
製品の有効なライセンス・キーがありません。一定の評
価期間のあいだは、この製品が試用できます。評価期間
は時間制の使用停止装置 (TIME DISABLING DEVICE)

が制御します。

ユーザーの処置: この製品の完全許可版を購入なさった
場合は、製品のインストール・ドキュメントの説明にし
たがってライセンス・キーをインストールしてくださ
い。ライセンス・キーがすでにインストール済みの場合
は、ライセンス・ファイルをチェックして内容が正しい
かどうか確認してください。

EVALUATE.ARG の IBM の評価協約に、評価期間内の
試用が記載されています。評価期間のあいだご試用いた
だければ、IBM の評価協約をご承諾いただけるはずで
す。

IBM の評価協約をご承諾いただけない場合は、製品の
使用権限がありませんので、インストールした製品を消
去してください。 IBM の担当者または販売店にご連絡
いただければ、この製品と共にプログラムに完全許可を
授与するライセンス・キーが取得できます。

SQL8012W DB2 Enterprise 製品の並行ユーザーの数
が、number のライセンスに規定された数
を超えています。並行ユーザー数は
number です。

説明: 並行ユーザーの数が、定義された DB2 ライセン
スに規定された並行ユーザー数を超えています。

ユーザーの処置: IBM サービス担当者または販売店に
連絡して、追加の DB2 ユーザー権利を取得し、
db2licm コマンドを使用して DB2 ライセンス情報を更
新してください。

sqlcode: +8012

sqlstate: 01632

SQL8013W DB2 Connect 製品の並行データベース接
続数が、 number のライセンスに規定さ
れた数を超えています。データベース接続
数は number です。

説明: 使用している DB2 Connect 製品のライセンスは
同時データベース接続の制限数をサポートします。この

制限を超えた接続数を要求しました。

ユーザーの処置: 同時更新する接続の制限を高くして、
DB2 Connect 製品のバージョンにアップグレードしてく
ださい。

DB2 Connect Enterprise Edition のユーザー: 追加のユー
ザー・パックをお求めいただき、追加ユーザーのライセ
ンスを取得してください。

sqlcode: +8013

sqlstate: 01632

SQL8014N 使用している DB2 Connect 製品のバージ
ョンが TCP/IP プロトコルを指定して使
用するようにライセンスされていません。
TCP/IP を使用できるように、全機能
DB2 Connect 製品にアップグレードして
ください。

説明: DB2 Connect のこのバージョンは SNA 接続に
限定されています。 TCP/IP 接続はサポートされていま
せん。

ユーザーの処置: TCP/IP を使用できるようにするた
め、 DB2 Connect Personal Edition または DB2 Connect

Enterprise Edition などの全機能 DB2 Connect 製品にア
ップグレードしてください。

sqlcode: -8014

sqlstate: 42968

SQL8015N 使用している DB2 Connect 製品のバージ
ョンが同一トランザクションにある複数の
データベースをアップグレードするように
ライセンスされていません。

説明: DB2 Connect このバージョンは、トランザクシ
ョンのシングルデータベースで動作するように限定され
ています。 2 フェーズ・コミット・プロトコルをサポ
ートしません。

ユーザーの処置: 単一トランザクションで複数のデータ
ベースを更新できるようにするため、 DB2 Connect

Personal Edition または DB2 Connect Enterprise Edition

などの全機能 DB2 Connect 製品にアップグレードして
ください。

sqlcode: -8015

sqlstate: 42968

SQL8011W

第 16 章 SQL8000 - SQL8499 635



SQL8017W このマシンのプロセッサー数が、製品
product-name について定義されているラ
イセンス licensed-quantity を超えていま
す。このマシンのプロセッサー数は
processor-quantity です。 IBM 担当員ま
たは認定販売店からプロセッサー・ライセ
ンスをさらに購入し、db2licm コマンドを
使用してライセンスを更新してください。

ユーザーの処置:

SQL8018W この製品の並行ユーザー数が、ライセンス
に規定された数 number を超えていま
す。並行ユーザー数は number です。

説明: 並行ユーザーの数が、ライセンスに規定された並
行ユーザー数を超えています。

ユーザーの処置: IBM サービス担当者または販売店に
連絡して、追加のユーザー権利を取得し、 db2licm コマ
ンドを使用して DB2 ライセンス情報を更新してくださ
い。

sqlcode: +8018

sqlstate: 01632

SQL8019N OLAP スターター・キットのライセンス
を更新しているときにエラーが発生しまし
た。 RC = reason-code。

説明: 不明なエラーが生じたため、ライセンス・ユーテ
ィリティーは OLAP スターター・キットのライセンス
を更新できませんでした。

ユーザーの処置: コマンドをやり直してください。問題
が解決しない場合、 IBM サービス担当者に連絡してく
ださい。

sqlcode: -8019

SQL8020W 1 つのサーバーでの並行コネクター数が、
ライセンスに規定された数 number-sources

を超えています。現在のコネクター数は
number-entitled です。

説明: 現在の並行コネクター数は、ライセンスに規定さ
れた数を超えています。

ユーザーの処置: IBM 担当員または認定販売業者に連
絡して追加のライセンスを取得した後、db2licm コマン
ドを使用して DB2 ライセンス情報を更新します。

SQL8022N データベース・パーティション・ライセン
スなしで、データベース・パーティショ
ン・フィーチャーが使用されています。デ
ータベース・パーティション・フィーチャ
ー・ライセンスなしで、データベース・パ
ーティション・フィーチャーが使用されて
いることが DB2 で検出されました。
IBM 担当員または認定販売業者からデー
タベース・パーティション・フィーチャ
ー・ライセンスを購入し、db2licm コマン
ドを使用してライセンスを更新します。

ユーザーの処置:

SQL8023N product-name 製品の並行ユーザー数が、
ライセンス要綱 entitlement に規定された
数を超えています。並行ユーザー数は
count です。 IBM 担当員または認定販売
店から追加のユーザー別ライセンスを購入
し、db2licm コマンドを使用してライセン
スを更新してください。

ユーザーの処置:

SQL8024N 要求された機能に対して有効なライセン
ス・キーが見つかりません。
product_name 製品の現行ライセンス・キ
ーでは、要求された機能を実行できませ
ん。 IBM 担当員または認定販売店からこ
の機能用のライセンス・キーを購入し、
db2licm コマンドを使用してライセンスを
更新してください。

ユーザーの処置:

SQL8025W サーバー server-name に接続できません。
WebSphere Federated Server の有効なラ
イセンスが見つかりませんでした。

説明: 現在の WebSphere Federated Server ライセンス
では、指定されたデータ・ソースに接続できません。

ユーザーの処置: このエラーの原因として可能性がある
ことについては、管理通知ログを参照してください。こ
の問題が解決しない場合は、IBM サポートに連絡して
ください。

SQL8026W この製品のための有効なライセンスが登録
されていないことが、DB2 サーバーによ
って検出されました。

説明: 使用条件の条項に準拠するためには、有効なライ
センス・キーの登録が必要です。 この製品のライセン

SQL8017W • SQL8026W
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ス・キーは、この製品のメディアの「license」ディレク
トリー内にあります。

ユーザーの処置: 購入した適切なライセンスを登録する
には、db2licm コマンドを使用します。 ご使用条件の本
文は、この製品のインストール・ディレクトリーの
「license」ディレクトリーにあります。

SQL8027N DB2 Enterprise Server Edition のライセ
ンスなしで表パーティション・フィーチャ
ーが使用されています。DB2 Enterprise

Server Edition のライセンスなしで表パー
ティション・フィーチャーが使用されてい
ることが、DB2 によって検出されまし
た。 IBM 担当員または認定販売業者から
DB2 Enterprise Server Edition の有効な
ライセンスを購入し、db2licm コマンドを
使用してライセンスを更新します。

ユーザーの処置:

SQL8028N license ライセンスなしで feature フィー
チャーが使用されています。適切なライセ
ンスなしでこのフィーチャーが使用されて
いることが、DB2 によって検出されまし
た。 IBM 担当員または認定販売業者から
適切なライセンスを購入し、db2licm コマ
ンドを使用してライセンスを更新します。

ユーザーの処置:

SQL8029N 要求された機能に対して有効なライセン
ス・キーが見つかりません。 この製品の
現行ライセンス・キーでは、要求された機
能を実行できません。 IBM 担当員または
認定販売店からこの機能用のライセンス・
キーを購入し、db2licm コマンドを使用し
てライセンスを更新してください。

ユーザーの処置:

SQL8030W 製品 product のライセンスの有効期限
が、あと number 日で切れます。db2licm

コマンドを使ってこのライセンスを登録し
て更新することができます。 ライセン
ス・キーは、ライセンス製品 CD に入っ
ています。

ユーザーの処置:

SQL8100N 表がいっぱいです。

説明: データベースの作成時に、以下のパラメーターが
指定された可能性があります。

v 各ファイルのセグメントで指定できるページの最大数

v セグメントの数

現在、各表の部分がデータベース・セグメント内で複数
ファイルを持っている可能性があります。ファイルは、
セグメントの最大サイズ (セグメントごとの最大ページ
数) まで拡張可能で、さらにデータを加えると、次のセ
グメントに移されます。 これが、構成されたすべての
セグメントについて、セグメントごとの最大ページを使
い果たすまで繰り返された後で、表がいっぱいになりま
す。

したがって、データベース部分ごとのスペースの合計量
は、最大ページ数と最大セグメント数の積によって求め
られます。表の中に構成済みのスペース全体を使用する
部分があるときには、表がいっぱいになります。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

ユーザーの処置:

v 表から行を削除してください。

v もっと大きいスペースを持つように、表を再構成して
ください。

v 最大ページ数および最大セグメント数を大きくした新
しいデータベースを作成し、 オリジナル・データベ
ースをバックアップして、 新しいデータベースにリ
ストアしてください。

フェデレーテッド・システム・ユーザー: 問題を分離し
て要求が失敗したデータ・ソースを突き止め、以下のこ
とを実行してください。

v データ・ソースで表のスペースを増加するステップを
とってください。

v 表がフェデレーテッド・サーバー上にある場合には、
セグメント当たりの最大ページ数およびセグメント数
を大きくした新しいデータベースを作成してくださ
い。オリジナル・データベースをバックアップして、
新しいデータベースをリストアしてください。

SQL8101N データベース・セグメントが間違っている
可能性があります。

説明: このエラーは、以下の 2 つの状況で発生する可
能性があります。

SQL8027N
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1. すべてのデータベース・セグメントは、ID ファイル
を持っています。 そのファイルが無くなったか、ま
たはファイルの内容が正しくない可能性がありま
す。

2. 以前に割り振られたデータベース・セグメントのい
くつかが失われました。

ユーザーの処置:

v ファイル・システムが正しく取り付けられていること
を確認してください。

v バックアップからデータベースをリストアしてくださ
い。

v IBM サービス担当者に連絡してください。

SQL8101N
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第 17 章 SQL9000 - SQL9499

SQL9301N 無効なオプションが指定されているか、ま
たはオプション・パラメーターがありませ
ん。

説明: 指定されたオプションが無効か、またはオプショ
ン・パラメーターが指定されていません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: オプションを訂正して、コマンドを再
サブミットしてください。

SQL9302N 無効なオプション・パラメーター:

option-parameter。

説明: 示されているオプション・パラメーターが無効で
す。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: オプション・パラメーターを訂正し
て、コマンドを再サブミットしてください。

SQL9303N option が指定されていません。

説明: 必須オプション option が指定されていません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 必須オプションを指定して、コマンド
を再サブミットしてください。

SQL9304N 書き込みのためにファイル filename をオ
ープンできません。

説明: コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: システムがそのファイルにアクセスで
きることを確認してください。

SQL9305N name が長すぎます。最大長は max-length

です。

説明: <name> が最大長 <max-length> よりも長くなっ
ています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: <name> が最大長を超えていないこと
を確認してください。

SQL9306N 1 つ以上のフィールド名が長すぎます。最
大長は max-length です。

説明: フィールド名の合計の長さは、指定した接頭部か
列接尾部、またはその両方を含みます。接頭部または接
尾部は、名前または数字のいずれでもかまいません。こ
の長さの合計が最大長を超えないようにしてください。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: すべてのフィールド名が最大長を超え
ていないことを確認してください。

SQL9307N 注釈をデータベースで検索できません。エ
ラー・コード = sqlcode

説明: 列の注釈をデータベースから検索しているとき
に、エラーが発生しました。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 詳細については、エラー・コードを調
べてください。

SQL9308W 列 colname の SQL データ・タイプ
sqltype はサポートされていません。

説明: SQL データ・タイプ sqltype は、指定されてい
るホスト言語ではサポートされていません。

この列の宣言は生成されません。

ユーザーの処置: これが目的の表であるかどうか確認し
てください。
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第 18 章 SQL10000 - SQL10499

SQL10002N 指定されたパスワードが長すぎます。

説明: パスワードの長さは 18 文字以下です。 ただ
し、パスワードが APPC 対話でチェックされる場合
は、8 文字以下でなければなりません。

ユーザーの処置: パスワードが許容限界より長くないこ
とを確認してください。

sqlcode: -10002

sqlstate: 28000

SQL10003C 要求を処理するための十分なシステム・リ
ソースがありません。要求は処理できませ
ん。

説明: データベース・マネージャーが、システム・リソ
ースが不十分なために、要求を処理できませんでした。
このエラーを引き起こす可能性があるリソースは、以下
の通りです。

v システムのメモリー量

v システムで使用可能なメッセージ・キュー ID の数

v クラスター・キャッシング・ファシリティー (CF) の
接続の数。

ユーザーの処置: アプリケーションを停止してくださ
い。可能な解決方法は、以下のとおりです。

v バックグラウンド処理を除去してください。

v このメッセージの「説明」にリストしたリソースを使
用している他のアプリケーションを終了してくださ
い。

v リモート・データ・サービスを使用している場合は、
アプリケーションごとに少なくとも 1 ブロックが使
用されるので、サーバーとクライアント構成でリモー
ト・データ・サービスのヒープ・サイズ (rsheapsz) を
増やしてください。

注: これはバージョン 2 以前のリリースの DB2 のみ
に適用されます。

v メモリーの割り振りを定義する構成パラメーターの値
を減らしてください。 UDF が失敗したステートメン
トに含まれている場合は、ASLHEAPSZ も減らしてく
ださい。

v ラージ・ファイルへのアクセスを回避するか、または
非バッファー入出力を使用します。非バッファー入出
力を使用するには、DB2 レジストリー変数
DB2NTNOCACHE を YES に指定してください。

v 接続中の別のデータベースを非アクティブ化してか
ら、このデータベースをアクティブ化します。

sqlcode: -10003

sqlstate: 57011

SQL10004C データベース・ディレクトリーのアクセス
中に入出力エラーが発生しました。

説明: システム・データベース・ディレクトリーまたは
ローカル・データベース・ディレクトリーにアクセスで
きません。このエラーは、システムがデータベースをカ
タログまたはアンカタログしているときのみでなく、デ
ィレクトリーにカタログされているデータベースにアク
セスしているときにも発生する可能性があります。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置:

v LIST DB DIRECTORY ON <path> (path はデータベ
ースが作成された場所) を実行します。

v 上記のコマンドで正常にデータベースをリストできる
場合は、インスタンス・レベルのディレクトリーにの
み問題があります。

– <inst_home>/sqllib/sqldbdir の下のすべてのファイル
を別のロケーションに移動します (注: カタログ情
報は失われます)。

– 同じパスでデータベースを再度カタログします。
LIST DB DIRECTORY を実行してテストしてくだ
さい。

v LIST DB DIRECTORY ON <path> コマンドでデータ
ベースをリストできなかった場合は、ローカル・デー
タベース・ディレクトリーに問題があります。そこに
カタログされていたデータベースをバックアップ・バ
ージョンからリストアして、カタログします。

sqlcode: -10004

sqlstate: 58031
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SQL10005N CONNECT TO ステートメントのモー
ド・パラメーター parameter が無効で
す。これは、共有アクセスの場合は
SHARE、排他使用の場合は
EXCLUSIVE、または単一ノードで排他使
用の場合はEXCLUSIVE MODE ON

SINGLE NODE でなければなりません。
DB2 Connect の接続の場合には、SHARE

モードのみサポートされます。
EXCLUSIVE MODE ON SINGLE

NODE は、MPP 構成でのみサポートさ
れています。

説明: CONNECT TO ステートメントの mode パラメ
ーターは、共有の場合は SHARE、排他使用の場合は
EXCLUSIVE、単一ノードでの排他使用の場合には
EXCLUSIVE MODE ON SINGLE NODE にしてくださ
い。 DB2 Connect を使用してデータベースに接続して
いる場合には、共有アクセスのみが許可されています。
EXCLUSIVE MODE ON SINGLE NODE は、MPP 構成
でのみサポートされています。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 有効な mode パラメーターを指定し
て、コマンドを再サブミットしてください。

SQL10007N メッセージ msgno が検索できませんでし
た。理由コード: code

説明: 要求されたメッセージ <msgno> が、 メッセー
ジ・ファイルから検索できませんでした。理由コード
<code> は以下のいずれかです。

1. 環境変数 DB2INSTANCE が設定されていないか、ま
たは無効なインスタンスに設定されています。それ
を訂正して、もう一度やり直してください。

2. メッセージ・ファイルは見つかりましたが、許可が
ないためにオープンできませんでした。 メッセー
ジ・ディレクトリー下のファイルに対するファイル
許可をチェックしてください。

3. メッセージ・ファイルが見つかりませんでした。 フ
ァイルが存在しないか、またはメッセージ・ファイ
ルが存在するべきディレクトリーが存在しません。
メッセージ・ディレクトリーの下に、デフォルト・
ディレクトリー、または 'LANG' 環境変数と同じ名
前のディレクトリーがあることを確認してくださ
い。

4. 要求されたメッセージがメッセージ・ファイルに存
在しません。 メッセージ・ファイルが古いか、正し
いファイルではありません。

5. データベースがサポートしていないコード・ページ
に DB2CODEPAGE が設定されているか、クライア
ントのロケールがデータベースでサポートされてい
ないかのいずれかです。

6. 予期しないシステム・エラーが発生しました。もう
一度実行してください。 問題が続く場合は、IBM

サービス担当者に連絡してください。

7. 十分なメモリーがありません。 専用メモリーの取得
に失敗しました。もう一度やり直してください。

ユーザーの処置: 以下を確認した後で、コマンドを出し
直してください。

v DB2INSTANCE 環境変数が、 このコマンドを発行し
たユーザー名を表す正しいリテラル・ストリングに設
定されていることを確認してください。

v このコマンドを発行したユーザー名に正しいホーム・
ディレクトリーが指定されていることを確認してくだ
さい (例えば、/etc/passwd ファイル内)。

v このコマンドを発行したユーザー名で、LANG 環境
変数が、インストールされた言語に対する正しい値、
または 'C' にセットされていることを確認してくださ
い。

v メッセージ・ファイルが古い場合でも、データベー
ス・サーバーの資料でメッセージについての最新情報
を参照できます。

上記のすべてを確認してもエラーが続く場合は、DB2

を再インストールしてください。

SQL10009N 指定されたコード・セット codeset または
テリトリー territory 、あるいはその両方
が無効です。

説明: このバージョンのデータベース・マネージャー
は、 Create Database コマンドで指定されたアクティ
ブ・コード・セットまたはテリトリー、 またはその両
方をサポートしていません。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーでサポー
トされている有効なコード・セットとテリトリーの対に
関する詳細は、「管理ガイド」でデータベースの作成コ
マンドについて参照してください。

SQL10010N 指定されたライブラリー name はロード
されましたが、関数 function を実行でき
ませんでした。

説明: ライブラリー内に関数ルーチンが見つかりませ
ん。

コマンドは処理されません。

SQL10005N • SQL10010N
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ユーザーの処置:

1. ライブラリーが正しく構築されていることを確認し
ます。関数ルーチンが 'ファイルのエクスポート' を
使用して、エクスポートされていることを確認して
ください。

2. データベース・マネージャー・インスタンスまたは
データベース・マネージャー製品の再インストール
が必要になる可能性があります。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: 関数名
が "UnfencedWrapper_Hook" または
"FencedWrapper_Hook" である場合、CREATE

WRAPPER ステートメントで正しいライブラリー名を指
定したことを確認します。"U" または "F" で終わらな
いライブラリー名を指定してください。例えば、AIX 上
で DRDA ラッパーを作成するには 'libdb2drdaU.a' また
は 'libdb2drdaF.a.' ではなく、'libdb2drda.a' というライブ
ラリーを指定します。ラッパー・ライブラリーがベンダ
ーによって提供される場合、ベンダーに連絡して、更新
されたバージョンのラッパー・ライブラリーを入手して
ください。

sqlcode: -10010

sqlstate: 42724

SQL10011N 指定されたライブラリー name のロード
中に、割り込みを受け取りました。

説明: ライブラリーのロード中に、コマンドに対して割
り込みが行われました。割り込みキー (通常 Ctrl+Break

または Ctrl+C) が押された可能性があります。

処理は停止します。

ユーザーの処置: コマンドを再サブミットしてくださ
い。

sqlcode: -10011

sqlstate: 42724

SQL10012N 指定されたライブラリー name のロード
中に予期しないオペレーティング・システ
ム・エラーを受け取りました。

説明: 「プログラム名」フィールドに指定されたライブ
ラリー・モジュールをロードしようとして、予期しない
エラーが発生しました。

ユーザーの処置: 現在のコマンドを再サブミットしてく
ださい。エラーが続く場合は、 データベース・マネー
ジャーを停止して、再始動してください。それでも、エ
ラーが続く場合は、データベース・マネージャーを再イ
ンストールしてください。

再インストールしてもエラーが解決しない場合は、メッ
セージ番号 (SQLCODE)、および可能であれば、SQLCA

内のすべての情報を記録しておいてください。

トレースがアクティブな場合は、オペレーティング・シ
ステムのコマンド・プロンプトから、独立トレース機能
を呼び出してください。その後で、このガイドに記述さ
れているように IBM に連絡してください。

sqlcode: -10012

sqlstate: 42724

SQL10013N 指定されたライブラリー name をロード
できませんでした。

説明: ライブラリー・モジュールが見つかりませんでし
た。

ユーザーの処置: 指定したライブラリーが使用可能であ
ることを確認してください。

v クライアント・アプリケーションが完全修飾パス名を
使ってライブラリーを指定する場合、特定のディレク
トリー・パスにライブラリーが格納されている必要が
あります。クライアント・アプリケーションがパス名
を使用しない場合、デフォルト・ディレクトリー
(<InstanceHomeDir>/sqllib/function) にライブラリーが
格納されている必要があります。<InstanceHomeDir>

は、データベース・マネージャー・インスタンスのホ
ーム・ディレクトリーです。

v データベース・マネージャーの始動時に、このエラ
ー・メッセージが出された場合は、 DB2 インスタン
スまたはデータベース・マネージャー製品のインスト
ールが必要になる可能性があります。

ライブラリーがラッパー・モジュールを識別している場
合、モジュールをインストールし、 (必要に応じて) リ
ンク・エディットして、正しいディレクトリーで使用で
きるようにする必要があります。 さらに、ラッパー・
モジュールが使用するデータ・ソース・クライアント・
ライブラリーも、正しいディレクトリーにインストール
され、使用可能となっている必要があります。

sqlcode: -10013

sqlstate: 42724

SQL10014N 指定されたプログラム名 name の呼び出
しは無効です。

説明: ライブラリー・モジュールまたはプログラム名の
構文が間違っています。

ユーザーの処置: ライブラリーまたはプログラム名が正
しく指定されていることを確認してください。

SQL10011N
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sqlcode: -10014

sqlstate: 42724

SQL10015N 指定されたライブラリー name のロード
に十分なシステム・リソースがありませ
ん。

説明: ライブラリー・モジュールのロードに十分なメモ
リーがありません。

ユーザーの処置: アプリケーションを停止してくださ
い。可能な解決方法は、以下のとおりです。

v バックグラウンド処理を除去してください。

v メモリー割り振りを定義する構成パラメーターの値を
減らしてください。

v メモリーを増やしてください。

sqlcode: -10015

sqlstate: 42724

SQL10017N このコンテキストでは SQL CONNECT

RESET ステートメントを使用できませ
ん。

説明: リモート・プロシージャーに、SQL CONNECT

RESET ステートメントが入っています。

ユーザーの処置: SQL CONNECT RESET ステートメ
ントを取り除いて、リモート・プロシージャーを再実行
してください。

sqlcode: -10017

sqlstate: 38003

SQL10018N ディスクがいっぱいです。処理は終了しま
した。

説明: ディスクがいっぱいです。 PC/IXF ファイルへ
のエクスポート中に、PC/IXF データ・ファイルがハー
ド・ディスクに存在するか、PC/IXF データ・ファイル
とデータベースが同じファイル・システムに存在する
か、または PC/IXF データ・ファイルとメッセージ・フ
ァイルが同じファイル・システムに存在しています。

EXPORT ユーティリティーは処理を停止します。エク
スポートされたデータは完全ではありません。

ユーザーの処置: ディスクにもっと多くのスペースを確
保するか、データベースまたはメッセージ・ファイルと
は別のファイル・システムにデータ・ファイルが置かれ
るように指定して、コマンドを再サブミットしてくださ
い。

SQL10019N 指定されたパスでは、データベースにアク
セスできません。

説明: 以下のいずれかの理由で、データベースにアクセ
スできません。

v パスにデータベース・イメージが入っていません。

v パスのアクセス許可が正しくありません。

ユーザーの処置: パスが有効なデータベースを示してい
ること、および許可が正しいことを確認してください。

sqlcode: -10019

sqlstate: 58031

SQL10021N データベースへの書き込みアクセスが、フ
ァイル許可によって許されません。

説明: 書き込みアクセスが認められていないファイル・
システムに常駐するデータベースに対して、書き込み操
作が行われました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: データベースが常駐するファイル・シ
ステムに対するファイル許可が、書き込みアクセスを許
可していることを確認してください。

SQL10015N
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第 19 章 SQL16000 - SQL16499

SQL16000N 静的コンテキストの context-component コ
ンポーネントへの割り当てがないため、
XQuery 式を処理できません。エラー
QName=err:XPST0001。

説明: 式の静的分析に必要な静的コンテキストのコンポ
ーネント context-component に、値が割り当てられてい
ません。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: context-component に値を割り当てて
ください。

sqlcode: -16000

sqlstate: 10501

SQL16001N 動的コンテキストのフォーカス・コンポー
ネントが割り当てられていないため、トー
クン token で始まる XQuery 式を処理で
きません。エラー
QName=err:XPDY0002。

説明: トークン token で始まる式を評価するには、動
的コンテキストのフォーカス・コンポーネントが割り当
てられている必要があります。トークンが、関連コンテ
キスト項目やコンテキスト・シーケンスのないパス式の
先頭と見なされています。シーケンスがパス式のコンテ
キストとして定義または検索されていないことがこの原
因と考えられます。このエラーの一般的な原因として、
ほかに以下が考えられます。

v トークン token 内の値がリテラル・ストリングとして
指定されているが、区切り文字の引用符がない。

v トークン token 内の値が関数として指定されている
が、左括弧と右括弧がない。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: XQuery 式に出現するトークン token

を調査してください。このトークンが出現する箇所の前
後の XQuery 式を訂正してフォーカス・コンポーネント
を割り当てるか、トークンのためのフォーカス・コンポ
ーネントの割り当てが不要になるよう他の変更を行って
ください。

sqlcode: -16001

sqlstate: 10501

SQL16002N XQuery 式の text の次に、予期しないト
ークン token があります。予期されたト
ークンに token-list が含まれている可能性
があります。エラー
QName=err:XPST0003。

説明: 式の中で text の次に現れる token は無効です。
token-list には、予期しないトークンの代わりに有効に置
き換えることができるトークンが 1 つ以上含まれてい
ます。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 式に正しい構文を使用してください。

sqlcode: -16002

sqlstate: 10505

SQL16003N コンテキストでデータ・タイプ
expected-type が予期されているときに、デ
ータ・タイプ value-type の式は使用でき
ません。エラー QName=err:XPTY0004。

説明: XQuery 式で、タイプ expected-type が予期され
るコンテキストにおいて、タイプ value-type の値が組み
込まれています。

XQuery 式を処理できません。

式で使用されるタイプには、以下の規則が適用されま
す。

v 範囲式のオペランドはそれぞれ、単一の整数に変換で
きなければならない。

v UNION、INTERSECT、または EXCEPT 演算子のオ
ペランドには、ノードのみの項目が含まれなければな
らない。

v 算術式のオペランドは、1 より大きい長さのシーケン
スにすることはできない。

v ノード比較のオペランドは、単一ノードか空シーケン
スのいずれかでなければならない。

v 一般に、原子化の結果が複数の原子値になってはなら
ない。

v 比較式に原子化が適用されるとき、原子化の結果は単
一の原子値でなければならない。その場合、最初の原
子化オペランドの値が 2 番目の原子化オペランドの
値と比較可能であること。

© Copyright IBM Corp. 2012 645



v 名前式に原子化が適用されるとき、原子化の結果は、
xs:QName、xs:string、xdt:untypedAtomic のいずれかの
タイプの単一の原子値でなければならない。

v 文書ノード・コンストラクターの内容シーケンスに、
属性ノードを含めることはできない。

v value-type として (item(), item()+) が使用される場
合、1 つの項目が予期される式の中で、2 個以上の項
目から成るシーケンスが使用されている。

v ORDER BY 節内の orderspec 値は、共通タイプに変
換可能でなければならない。

v 変数にバインドされる値は、宣言されたタイプと一致
しなければならない (タイプが宣言される場合)。

v ソース・タイプ value-type の値からターゲット・タイ
プ expected-type へのキャストは、サポートされるキ
ャストでなければならない。 SQL 処理により
XQuery が呼び出されて、XML データ・タイプを
XML 以外の SQL データ・タイプにキャストするこ
とになる場合、SQL データ・タイプおよび関連する
サイズ制限に基づく名前を使用して生成された、一時
派生 XML スキーマ・タイプによって、XQuery キャ
ストが実行されます。たとえば、target-type トークン
値は、VARCHAR(50) への XMLCAST の場合には
"VARCHAR_50" となり、DECIMAL(9,2) への
XMLCAST の場合には "DECIMAL_9_2" となりま
す。

ユーザーの処置: 正しいタイプの値を指定してくださ
い。

sqlcode: -16003

sqlstate: 10507

SQL16004N タイプ・アノテーションに、内容が要素の
みの複雑なタイプが示されている XQuery

ノードには、fn:data 関数を明示的または
暗黙的に適用することはできません。エラ
ー QName=err:FOTY0012。

説明: 原子化の結果、XQuery 式が XQuery ノードに
fn:data 関数を明示的または暗黙的に適用しようとしまし
た。しかし、ノードのタイプ・アノテーションは内容が
要素のみの複合タイプを示しているため、ノードの型付
きの値は未定義です。 fn:data 関数は、タイプが未定義
のノードに適用されると、タイプ・エラーになります。

XQuery 式は、以下の式において原子化を使用して項目
を原子値に変換します。すなわち、算術式、比較式、引
数の予期されるタイプが ATOMIC である関数呼び出
し、キャスト式、さまざまな種類のノードのコンストラ
クター式、FLWOR 式の ORDER BY 節、タイプ・コン
ストラクター関数、REPLACE VALUE OF 式の
SOURCE 式、および RENAME 式の NEW NAME 式

です。これらの式のいずれかを処理すると、fn:data 関数
が暗黙的に呼び出され、結果としてこのエラーが発生し
ます。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかのアクションを試行し
てください。

v fn:data 関数の呼び出しを、内容が要素のみの複合タ
イプに適した関数呼び出しに置き換えてください。

v 単純タイプのアノテーションを付けられたノード、ま
たは混合内容を含む複合タイプのアノテーションを付
けられたノードに対して、fn:data 関数を呼び出して
ください。

v XQuery 式のコンテキストで一連の原子値が必要な場
合、シーケンスが原子化が可能な項目のみで構成され
ていることを確認してください。

sqlcode: -16004

sqlstate: 10507

SQL16005N XQuery 式は、静的コンテキスト内で定義
されていない要素名、属性名、タイプ名、
関数名、名前空間接頭部、または変数名で
ある variable-name を参照しています。エ
ラー QName=err:XPST0008。

説明: 静的分析フェーズでは、要素名、属性名、タイプ
名、関数名、名前空間接頭部、変数名を解決するのに、
静的コンテキストが使用されます。式が使用する
undefined-name が静的コンテキスト内で見つからない場
合は、静的エラーになります。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 静的コンテキスト内で定義された名前
を使用してください。 QName に接頭部が含まれる場合
は、名前空間宣言によって名前空間接頭部が名前空間に
バインドされていることを確認してください。エラーが
変数参照によるものである場合は、変数が式のスコープ
内のものであることを確認してください。

SQL プロシージャー型言語 (SQL PL) 変数の値が
XMLTABLE または XMLQUERY 関数あるいは
XMLEXISTS 述部の XQuery 式で使用される場合は、式
の入力値を指定する PASSING 節で変数名が指定されて
いることを確認してください。

sqlcode: -16005

sqlstate: 10506

SQL16004N
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SQL16006N XML スキーマをインポートできません。
エラー QName=err:XQST0009。

説明: DB2 XQuery は、スキーマ・インポート機能を
サポートしていません。

スキーマをインポートすることはできません。

ユーザーの処置: 照会プロローグからスキーマ・インポ
ート・ステートメントを除去してください。

sqlcode: -16006

sqlstate: 10502

SQL16007N XQuery パス式が、サポートされない軸
axis-type を参照しています。エラー
QName=err:XQST0010。

説明: DB2 XQuery はすべての軸フィーチャーをサポ
ートしていないため、指定された axis-type はサポート
されません。サポートされる軸として、
child、attribute、descendant、self、descendant-or-

self、parent があります。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: サポートされる軸を指定してくださ
い。

sqlcode: -16007

sqlstate: 10505

SQL16008N XQuery ライブラリー・モジュールを宣言
またはインポートできません。エラー
QName=err:XQST0016。

説明: XQuery ステートメントにモジュール宣言または
モジュール・インポートが存在しますが、DB2 XQuery

はモジュール機能をサポートしていません。

モジュールを宣言またはインポートできません。

ユーザーの処置: 照会プロローグからすべてのモジュー
ル宣言またはモジュール・インポートを除去してくださ
い。

sqlcode: -16008

sqlstate: 10502

SQL16009N function-name という名前の、
number-of-parms 個のパラメーターを持つ
XQuery 関数は、静的コンテキストに定義
されていません。エラー
QName=err:XPST0017。

説明: 関数 function-name の呼び出しに含まれる拡張
QName と number-of-parms が、静的コンテキスト内の

関数シグニチャーの関数名とパラメーター数に一致しま
せん。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかのアクションを試行し
てください。

v 関数呼び出しに渡そうとしているパラメーターの数が
正しいことを確認してください。

v 関数呼び出しが接頭部なしの関数名を使用する場合
は、関数のローカル名がデフォルト関数名前空間内の
関数と一致していることを確認してください。あるい
は正しい接頭部を使用してください。

sqlcode: -16009

sqlstate: 10506

SQL16010N XQuery パス式の最終ステップの結果に、
ノードと原子値の両方が含まれています。
エラー QName=err:XPTY0018。

説明: XQuery パス式の最終ステップに、少なくとも 1

つの XQuery ノードおよび XQuery 原子値が含まれて
います。XQuery パス式の最終ステップでは、タイプの
この組み合わせは許可されません。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 各 XQuery パス式の最終ステップ
が、XQuery ノードのみまたは XQuery 原子値のみを戻
すようにしてください。

sqlcode: -16010

sqlstate: 10507

SQL16011N XQuery パス式の中間ステップ式の結果
に、原子値が含まれています。エラー
QName=err:XPTY0019。

説明: XQuery 式の各中間ステップの評価結果は、
XQuery ノードのシーケンス (空の場合もある) になら
なければなりません。このシーケンスには、どのような
XQuery 原子値も含まれていてはなりません。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: XQuery 式の各中間ステップがノード
のシーケンスを戻すように式を変更してください。

sqlcode: -16011

sqlstate: 10507
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SQL16012N 軸ステップのコンテキスト項目は、
XQuery ノードでなければなりません。エ
ラー QName=err:XPTY0020。

説明: 軸ステップのコンテキスト項目 (現在処理中の項
目) は、XQuery ノードでなければなりません。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: コンテキスト項目がノードになるよう
に軸ステップまたは入力を変更してください。

sqlcode: -16012

sqlstate: 10507

SQL16014N 名前空間宣言属性の値は、リテラル・スト
リングでなければなりません。エラー
QName=err:XQST0022。

説明: XQuery 式に、リテラル・ストリングでない名前
空間宣言属性が含まれています。名前空間宣言属性の値
は、有効な URI を含むリテラル・ストリングか、また
はゼロ長ストリングでなければなりません。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 名前空間宣言属性の値にリテラル・ス
トリングを指定してください。

sqlcode: -16014

sqlstate: 10502

SQL16015N 要素コンストラクターの中で、属性ノード
でない XQuery ノードの後に
"node-name" という名前の属性ノードが
続いています。エラー
QName=err:error-name。

説明: 要素の内容を構成するために使用されるシーケン
スの中で、属性ノードでない XQuery ノードの後に
node-name という名前の属性ノードが続いています。こ
れが発生する特定のコンテキストは、エラー QName に
基づいています。

err:XQTY0024

要素コンストラクターの内容シーケンスの中
で、属性ノードでない XQuery ノードの後に
node-name という名前の属性ノードが続いてい
ます。属性ノードは、内容シーケンスの開始時
にのみ出現します。

err:XUTY0004

INSERT 式のソース式に基づいた挿入シーケン
スの内容の中で、属性ノードでない XQuery ノ
ードの後に node-name という名前の属性ノー
ドが続いています。属性ノードは、挿入シーケ
ンスの開始時にのみ出現します。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 属性ノードが他の属性ノードの後に続
くように内容シーケンスを変更してください。

sqlcode: -16015

sqlstate: 10507

SQL16016N 要素コンストラクター内で属性名
attribute-name を複数回使用することはで
きません。エラー
QName=err:XQDY0025。

説明: XQuery 式の要素コンストラクター内で
attribute-name が複数回使用されています。要素コンス
トラクター内で使用される属性名はユニークでなければ
ならないため、これは許可されません。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 各属性にユニークな名前を指定してく
ださい。

sqlcode: -16016

sqlstate: 10503

SQL16017N 算出処理命令の名前式または内容式では、
ストリング「?>」は許可されません。エ
ラー QName=err:XQDY0026。

説明: 算出処理命令の名前式または内容式にストリング
「?>」を含めることはできません。これらの文字は
XML 処理命令で終了区切り文字として使用するよう予
約済みです。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 名前式または内容式からストリング
「?>」を除去してください。

sqlcode: -16017

sqlstate: 10508

SQL16018N ターゲット・データ・タイプ type-name

に対し、キャスト式のオペランドとして、
または constructor 関数の引数としてスト
リング・リテラルが指定されていません。
エラー QName=err:XPST0083。

説明: ターゲット・データ・タイプ type-name は、
xs:QName、または xs:QName か xs:NOTATION の事前
定義 XML スキーマ・タイプから派生したタイプのいず
れかです。それらのうちいずれかのタイプに対し、キャ
スト式のオペランドまたはコンストラクター関数の引数
としてストリング・リテラルが指定されている必要があ
ります。

SQL16012N
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XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかのアクションを行って
ください。

v type-name がキャスト式のターゲット・データ・タイ
プである場合、オペランドをストリング・リテラルに
変更するか、または異なるターゲット・データ・タイ
プを指定してください。

v type-name がコンストラクター関数の名前として使用
されている場合、引数をストリング・リテラルに変更
するか、または異なるコンストラクター関数を使用し
てください。

sqlcode: -16018

sqlstate: 10510

SQL16020N パス式のコンテキスト・ノードに XQuery

文書ノード・ルートがありません。エラー
QName=err:XPDY0050。

説明: パス式のコンテキスト・ノードの上のルート・ノ
ードは、XQuery 文書ノードでなければなりません。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 各パス式を変更し、コンテキスト・ノ
ードが、XQuery 文書ノードであるルート・ノードを持
つようにしてください。

sqlcode: -16020

sqlstate: 10507

SQL16021N XQuery バージョン宣言が、サポートされ
ない番号 version-number を指定していま
す。エラー QName=err:XQST0031。

説明: DB2 XQuery は、バージョン宣言で指定された
XQuery version-number をサポートしていません。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: DB2 XQuery でサポートされる
version-number を指定してください。DB2 XQuery は現
在、XQuery バージョン 1.0 をサポートしています。

sqlcode: -16021

sqlstate: 10502

SQL16022N タイプ value-type の値は、演算 operator

を使用する式では無効です。エラー
QName=err:XPTY0004。

説明: 式はコンストラクターまたは演算子 operator を
使用するため、XQuery 式のオペランドに定義されたタ
イプ value-type は無効です。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: コンストラクターまたは演算子
operator で使用できる正しいタイプの値を指定してくだ
さい。

sqlcode: -16022

sqlstate: 10507

SQL16023N XQuery プロローグに、同じ名前空間接頭
部 ns-prefix の複数の宣言を含めることは
できません。エラー
QName=err:XQST0033。

説明: プロローグに、名前空間接頭部 ns-prefix の複数
の宣言が含まれています。プロローグ内の名前空間宣言
によって、静的コンテキストで事前に定義された接頭部
をオーバーライドすることはできますが、プロローグ内
で同じ名前空間接頭部を複数回宣言することはできませ
ん。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: プロローグから接頭部の余分な宣言を
除去するか、または余分な宣言に割り当てられている接
頭部を変更してください。照会で使用される接頭部が正
しい名前空間を参照することを確認してください。

sqlcode: -16023

sqlstate: 10503

SQL16024N 接頭部 prefix-name は、再宣言できない
か、または URI http://www.w3.org/XML/

1998/namespace にバインドすることがで
きません。エラー
QName=err:XQST0070。

説明: 名前空間宣言または名前空間宣言属性で、事前定
義名前空間接頭部 "xml" または "xmlns" を再宣言する
ことはできません。

v 名前空間接頭部 prefix-name がこれらの事前定義名前
空間接頭部の 1 つである場合、それが名前空間宣言
または名前空間宣言属性の中で使用されています。こ
のことは許可されていません。

v 接頭部名が "xml" または "xmlns" ではない場合、接
頭部 prefix-name の宣言は接頭部 "xml" に関連した名
前空間 URI を指定します。これは名前空間接頭部
"xml" とのみバインドできます。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかのアクションを行って
ください。

v 接頭部名が "xml" または "xmlns" の場合、その接頭
部名を別の名前空間接頭部に変更します。
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v 接頭部名が "xml" または "xmlns" ではない場合、名
前空間接頭部の宣言で指定された名前空間 URI を変
更します。

v 接頭部 prefix-name を指定している名前空間宣言また
は名前空間宣言属性を除去してください。

sqlcode: -16024

sqlstate: 10503

SQL16025N XQuery 算出コメント・コンストラクター
の内容式の結果が、隣接した 2 つのハイ
フンを含んでいるか、またはハイフン文字
で終了しています。エラー
QName=err:XQDY0072。

説明: XQuery 算出コメント・コンストラクターに指定
された内容に、許可されない文字の組み合わせが含まれ
ています。隣接した 2 つのハイフン (ダッシュ) 文字が
あるか、または最終文字がハイフンになっています。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 各 XQuery 算出コメント・コンスト
ラクターの内容式から、ハイフン文字の無効な使用を除
去してください。

sqlcode: -16025

sqlstate: 10508

SQL16026N element-name という名前の要素のコンス
トラクター内で、複数の属性に名前
attribute-name が使用されています。エラ
ー QName=err:XQST0040。

説明: 要素コンストラクターは属性にユニークな名前を
使用しなければならないため、element-name 内の名前
attribute-name を複数回使用することはできません。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: element-name のすべての属性に、ユ
ニークな名前を使用してください。

sqlcode: -16026

sqlstate: 10503

SQL16027N 算出処理命令コンストラクター内の名前式
の値 value が無効です。エラー
QName=err:XQDY0041。

説明: 名前式の原子値 value はタイプが xs:string また
は xdt:untypedAtomic のものですが、この値を
xs:NCName にキャストすることはできません。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 名前式の value を、原子化してから
タイプ xs:NCName にキャストできる値に変更してくだ
さい。

sqlcode: -16027

sqlstate: 10508

SQL16029N 同じ XQuery 要素コンストラクター内の
複数の名前空間が、同じ名前空間接頭部
prefix-name を使用しています。エラー
QName=err:XQST0071。

説明: 同じ XQuery 算出要素コンストラクター内で名
前空間接頭部 prefix-name を複数回使用することはでき
ません。 prefix-name が「xmlns」の場合は、XQuery 算
出要素コンストラクター内に複数のデフォルト名前空間
が指定されています。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 算出要素コンストラクター内のローカ
ル名前空間宣言に、ユニークな名前空間接頭部を使用し
てください。また、接頭部を持たないローカル名前空間
宣言が式に複数含まれていないことを確認してくださ
い。

sqlcode: -16029

sqlstate: 10503

SQL16030N 算出属性コンストラクターの名前式によっ
て戻された値 value は、接頭部 xmlns の
名前空間に属するか、またはどの名前空間
にも属さずローカル名 xmlns を持ってい
ます。エラー QName=err:XQDY0044。

説明: 算出属性コンストラクターの名前式が、名前空間
http://www.w3.org/2000/xmlns/ (名前空間接頭部 xmlns に
対応) に属する QName を戻す場合、またはどの名前空
間にも属さずローカル名 xmlns を持つ QName を戻す
場合は、エラーです。名前空間接頭部 xmlns は、
XQuery で名前空間宣言属性を識別するために使用され
ます。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 算出属性コンストラクターの名前式
を、接頭部 xmlns の名前空間に属さない値を戻すよう
に変更してください。

sqlcode: -16030

sqlstate: 10508
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SQL16031N 構文 string を使用する XQuery 言語フィ
ーチャーは、サポートされていません。

説明: XQuery 式の string で示される構文は、標準
XQuery 言語仕様で定義されていますが DB2 XQuery で
はサポートされていません。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: XQuery 式から、構文 string で始ま
る非サポートの式を除去してください。

sqlcode: -16031

sqlstate: 10509

SQL16032N ストリング string は無効な URI です。
エラー QName=err:XQST0046。

説明: 名前空間宣言または名前空間宣言属性は、無効な
URI のストリング値を指定しています。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 有効な URI のストリング値を指定し
てください。有効な URI は、World Wide Web

Consortium (W3C) によって仕様が定められた汎用 URI

構文に準拠しなければなりません。

sqlcode: -16032

sqlstate: 10504

SQL16033N キャスト式またはキャスト可能式のターゲ
ット・データ・タイプ type-name は、ス
コープ内 XML スキーマ・タイプ用に定
義された原子データ・タイプではないか、
キャスト式またはキャスト可能式で使用で
きないデータ・タイプです。エラー
QName=err:XPST0080。

説明: キャスト式またはキャスト可能式で、使用できな
いターゲット・データ・タイプ type-name が指定されて
います。事前定義 XML スキーマ・タイプの
xs:NOTATION、xs:anySimpleType、および
xdt:anyAtomicType は、キャスト式またはキャスト可能
式のターゲット・タイプとして使用できません。
type-name がこれらの制限されたタイプの 1 つではない
場合、データ・タイプがスコープ内 XML スキーマ・タ
イプ用に定義されていないか、またはデータ・タイプが
原子タイプではないかのどちらかです。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかのアクションを行って
ください。

v ターゲット・データ・タイプが
xs:NOTATION、xs:anySimpleType、または

xdt:anyAtomicType の場合、異なるターゲット・デー
タ・タイプを指定するか、キャスト式またはキャスト
可能式を除去してください。

v ターゲット・データ・タイプがスコープ内 XML タイ
プによって定義されていない場合、スコープ内のデー
タ・タイプを指定するか、またはそのデータ・タイプ
を含むように XML スキーマを変更してください。

v ターゲット・データ・タイプが原子タイプではない場
合、異なるターゲット・データ・タイプを指定する
か、キャスト式またはキャスト可能式を除去してくだ
さい。

sqlcode: -16033

sqlstate: 10507

SQL16034N シーケンス・タイプで原子タイプとして使
用されている QName qname は、スコー
プ内スキーマ・タイプ定義では原子タイプ
として定義されていません。エラー
QName=err:XPST0051。

説明: QName qname は、スコープ内スキーマ・タイプ
定義で原子タイプとして定義されていないため、原子タ
イプとして使用できません。エラー
QName=err:XPST0051。

ユーザーの処置: 原子タイプとして定義されている
QName を使用してください。

sqlcode: -16034

sqlstate: 10503

SQL16035N 妥当性検査式は、DB2 XQuery でサポー
トされていません。エラー
QName=err:XQST0075。

説明: 妥当性検査フィーチャーは DB2 XQuery でサポ
ートされていないので、妥当性検査式を XQuery 式とし
て使用することはできません。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: すべての妥当性検査式を XQuery 式
から除去してください。

sqlcode: -16035

sqlstate: 10509

SQL16036N 名前空間宣言で指定される URI は、ゼロ
長ストリングにすることはできません。エ
ラー QName=err:XQST0085。

説明: 名前空間宣言で指定される URI は、World Wide

Web Consortium (W3C) によって仕様が定められた汎用
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URI 構文に準拠した有効な URI でなければなりませ
ん。 URI をゼロ長ストリングにすることはできませ
ん。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 名前空間宣言で有効な URI を指定し
てください。

sqlcode: -16036

sqlstate: 10504

SQL16038N fn:dateTime の各引数の時間帯が異なりま
す。エラー QName=err:FORG0008。

説明: 関数 fn:dateTime に、時間帯が異なる引数が含ま
れています。両方の引数の時間帯は、明示的に値の一部
を成している場合もあれば、どちらかの引数に XQuery

実行環境の暗黙的時間帯が使用されている結果である場
合もあります。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: fn:dateTime の両方の引数に同じ時間
帯が使用されるようにしてください。

sqlcode: -16038

sqlstate: 10608

SQL16039N 関数 function name は、引数
argument-number にストリング・リテラル
を予期していました。

説明: function name で示される関数では、引数の番号
argument-number をストリング・リテラルで指定する必
要があります。XQuery 式に、ストリング・リテラルを
使用していない関数 function name の呼び出しが含まれ
ています。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 関数 function name の引数
argument-number をストリング・リテラルに変更してく
ださい。

sqlcode: -16039

sqlstate: 10608

SQL16040N 関数 function name の引数は、SQL デー
タ・タイプが XML の単一の列を特定し
ていません。

説明: 関数 function name では、データ・タイプが
XML の単一の列を持つ SQL 結果表を引数で指定する
必要があります。db2-fn:xmlcolumn の場合、これは、表
またはビュー内の、SQL データ・タイプが XML の列
を指定することによって行います。 db2-fn:sqlquery の

場合、引数として指定される SQL 照会は、外部全選択
の中で SQL データ・タイプが XML の単一の列を指定
しなければなりません。

ユーザーの処置: 関数 function name の引数を、SQL

データ・タイプが XML の単一の列を戻すように訂正し
てください。

sqlcode: -16040

sqlstate: 10608

SQL16041N XQuery 式における fn:boolean 関数の暗
黙的または明示的な呼び出しは、シーケン
スの有効なブール値を計算できませんでし
た。エラー QName=err:FORG0006。

説明: このエラーは、fn:boolean 関数の明示的または暗
黙的な呼び出しに対するシーケンス・オペランドの有効
なブール値が、そのシーケンス・オペランドに対して計
算できなかった場合に生じます。有効なブール値を計算
できるのは、シーケンス・オペランドが以下のいずれか
のシーケンスである場合だけです。

v 空のシーケンス

v 最初の項目の値がノードであるシーケンス

v 値のタイプが xs:string、xdt:untypedAtomic、またはこ
れらのタイプから派生したタイプである、単体のシー
ケンス

v 値が数値タイプまたは数値タイプから派生した、単体
のシーケンス

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 有効なブール値が暗黙的にまたは明示
的に計算される、XQuery 式の中の可能な式を判別して
ください。 fn:boolean 関数の暗黙的な呼び出しは、以下
のタイプの式を処理する際に生じることがあります。

v 論理式 (and、or)

v fn:not 関数呼び出し

v FLWOR 式の where 節

v a[b] のような、特定の種類の述部

v if のような、条件式

v 比較述部式 (some、every)

それぞれの有効なブール値計算のシーケンス・オペラン
ドには、有効なシーケンス・オペランド (説明に示した
もの) があることを確認してください。

sqlcode: -16041

sqlstate: 10608
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SQL16042N 算出処理命令コンストラクター内の名前式
は、大文字と小文字のどの組み合わせでも
「XML」に等しくなることはできませ
ん。エラー QName=err:XQDY0064。

説明: 算出処理命令コンストラクターの名前式の結果と
して得られる NCName は、大文字と小文字のどの組み
合わせでも文字ストリング XML に等しくなることはで
きません。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 名前式を、結果が XML に等しくな
い NCName になるように変更してください。

sqlcode: -16042

sqlstate: 10508

SQL16045N XQuery 式から不明のエラーが出されまし
た。エラー QName=err::FOER0000。

説明: XQuery 式の結果は、不明のエラーになりまし
た。

ユーザーの処置: XQuery 式の問題を修正してくださ
い。

sqlcode: -16045

sqlstate: 10611

SQL16046N XQuery 数値式がゼロ除算をしようとしま
した。エラー QName=err:FOAR0001。

説明: 割り算またはモジュラス演算が、整数値または
10 進値をゼロで割ろうとしました。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: ゼロに等しくない値を除数に使用して
ください。

sqlcode: -16046

sqlstate: 10601

SQL16047N XQuery 式の結果が、算術オーバーフロー
またはアンダーフローになりました。エラ
ー QName=err:FOAR0002。

説明: 算術演算の結果が、許可される最大値を超える値
か、または許可される最小値より小さい値になりまし
た。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 結果が算術オーバーフローまたはアン
ダーフローにならない数値になるように式を変更してく
ださい。

sqlcode: -16047

sqlstate: 10601

SQL16048N XQuery プロローグに複数の
declaration-type 宣言を含めることはでき
ません。エラー QName=err:error-

qname。

説明: プロローグ内で複数の declaration-type 宣言を宣
言すると、エラーになります。 declaration-type 宣言タ
イプは、XQuery プロローグに指定できる以下の宣言の
1 つです。

v コピー名前空間

v 配列

v デフォルト・エレメント名前空間

v デフォルト関数名前空間

v 構造

v バウンダリー・スペース

v デフォルトの空配列

このエラーは、
err:XQST0055、err:XQST0065、err:XQST0066、
err:XQST0067、err:XQST0068、および err:XQST0069 な
どのさまざまなエラー QNames に対して戻すことがで
きます。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: プロローグからタイプ
declaration-type の余分な宣言を除去してください。

sqlcode: -16048

sqlstate: 10502

SQL16049N 関数またはキャスト内の date-type デー
タ・タイプでは、字句値 value は無効で
す。エラー QName=err:FOCA0002。

説明: キャスト式または関数呼び出しに、字句形式が
type-name データ・タイプに合わない value が含まれて
います。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかのアクションを試行し
てください。

v エラーが関数呼び出しによるものである場合は、
QName またはローカル名に使用されるストリング・
パラメーターの字句形式が正しいことを確認してくだ
さい。

SQL16042N
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v エラーがキャスト式によるものである場合は、ソース
値が浮動小数点または倍精度の特殊値
NaN、INF、-INF のいずれでもないことを確認してく
ださい。

sqlcode: -16049

sqlstate: 10602

SQL16051N データ・タイプ "source-type" の値
"value" がターゲット・データ・タイプ
"target-type" に対する暗黙的または明示的
キャストの範囲外です。エラー
QName=err:error-name。

説明: XQuery 式では、source-type のデータ・タイプを
持つ値 value を、暗黙的または明示的にターゲット・デ
ータ・タイプ target-type にキャストする必要がありま
す。値はそのデータ・タイプの定義の範囲外です。
target-type が xs:dateTime または xs:dateTime から派生
したデータ・タイプの場合、範囲は、指定されたタイ
ム・ゾーン内の値、および値のタイム・ゾーン・コンポ
ーネントを使って UTC に変換された値に適用されま
す。

このエラーは、
err:FOAR0002、err:FOCA0001、err:FOCA0003、
err:FODT0001、err:FODT0002、および err:FORG0001 な
どのさまざまなエラー QNames に対して戻すことがで
きます。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: XQuery 式を、特定の値 value に対応
する範囲のターゲット・データ・タイプを使用して変更
するか、または値をターゲット・データ・タイプ
target-type の定義の範囲内に変更してください。

sqlcode: -16051

sqlstate: 10602

SQL16052N 日時演算で NaN を浮動小数点値または倍
精度値として使用することはできません。
エラー QName=err:FOCA0005。

説明: 日時演算に引数として NaN が渡されましたが、
日時演算では NaN は無効なパラメーター値です。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 日時演算に有効な浮動小数点値または
倍精度値を渡してください。

sqlcode: -16052

sqlstate: 10602

SQL16053N 文字ストリングのコード・ポイント
codepoint が無効です。エラー
QName=err:FOCH0001。

説明: XQuery 式の fn:codepoints-to-string 関数に渡され
た値に、正当な XML 文字でない codepoint が含まれて
います。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 引数を有効なコード・ポイントのみを
渡すように変更するか、または式を除去してください。

sqlcode: -16053

sqlstate: 10603

SQL16054N 関数 fn:normalize-unicode の引数として
指定された正規化形式 form は、サポート
されていません。エラー
QName=err:FOCH0003。

説明: fn:normalize-unicode 関数に正規化形式引数とし
て渡された実効値 form は、サポートされていません。
正規化形式の実効値は、前後のブランクがあればそれを
除去し、大文字に変換することにより算出されます。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: サポートされる正規化形式を
fn:normalize-unicode 関数に渡してください。

sqlcode: -16054

sqlstate: 10603

SQL16055N 日時値を伴う算術演算の結果がオーバーフ
ローになりました。エラー
QName=err:FODT0001。

説明: 日時値を伴う算術演算の結果が、許可される最大
値を超える数値になりました。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 結果が許可される最大値を超えない数
値になるように XQuery 式を変更してください。

sqlcode: -16055

sqlstate: 10605

SQL16056N 期間値を伴う算術演算の結果がオーバーフ
ローになりました。エラー
QName=err:FODT0002。

説明: 期間値を伴う算術演算の結果が、許可される最大
値を超える数値になりました。

XQuery 式を処理できません。
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ユーザーの処置: 結果が許可される最大値を超えない数
値になるように XQuery 式を変更してください。

sqlcode: -16056

sqlstate: 10605

SQL16057N 時間帯値 value が無効です。エラー
QName=err:FODT0003。

説明: XQuery 式は、-PT14H00M より小さい、または
PT14H00M より大きい時間帯 value を指定していま
す。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: -PT14H00M より大きい、または
PT14H00M より小さい時間帯値を指定してください。

sqlcode: -16057

sqlstate: 10605

SQL16058N 関数または演算の function-or-operation の
コンテキスト項目が定義されていません。
エラー QName=err:FONC0001。

説明: 関数または演算の name はコンテキスト項目を
必要としますが、コンテキスト項目が定義されていませ
ん。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 関数または演算の name のコンテキ
スト項目が定義されるように XQuery 式を変更してくだ
さい。引数が省略されているために関数または演算がコ
ンテキスト項目を使用する場合は、関数が呼び出される
前にコンテキスト項目が定義されるように式を変更して
ください。

sqlcode: -16058

sqlstate: 10606

SQL16059N xs:QName にキャストされる値 value の
接頭部に対応する、静的に既知の名前空間
が存在しません。エラー
QName=err:FONS0003。

説明: xs:QName にキャストする XQuery 式は接頭部を
使用した value を指定していますが、指定された接頭部
に対応する静的に既知の名前空間がないため、接頭部を
URI にマップできません。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: キャスト式の値の接頭部に、静的に既
知の名前空間として存在するものを指定してください。
接頭部が正しい場合は、指定した接頭部の名前空間宣言
があることを確認してください。

sqlcode: -16059

sqlstate: 10607

SQL16060N QName qname の接頭部に対応した名前空
間が見つかりませんでした。エラー
QName=err:FONS0004。

説明: QName 内の指定された接頭部の名前空間が存在
しないため、要素の拡張 QName を解決できませんでし
た。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 名前空間宣言を追加して接頭部を
URI にバインドするか、または QName に異なる接頭部
を指定してください。

sqlcode: -16060

sqlstate: 10607

SQL16061N 値 value をデータ・タイプ data-type に構
成またはキャスト (暗黙的または明示的キ
ャストを使用) できません。エラー
QName=err:FORG0001。

説明: XQuery 式は値 value を data-type の値として使
用しようとしましたが、値はこのデータ・タイプでは無
効です。このエラーの原因として、以下の状態が考えら
れます。

v データ・タイプ data-type の値を必要とするコンスト
ラクター関数に値 value が渡された。

v value が cast 関数に明示的に渡された、またはターゲ
ット・データ・タイプが datatype のキャスト式で指
定された。

v value を含む式が、その値をターゲット・データ・タ
イプ data-type に暗黙的にキャストした。多くの
XQuery 式が暗黙的なキャストを使用して式を処理し
ます。たとえば、値のデータ・タイプを xs:double に
する必要がある数値の一般的比較では、暗黙的キャス
トが使用されます。

v SQL 処理により XQuery が呼び出されて、XML 値
value を XML 以外の SQL データ・タイプにキャス
トすることになる場合、SQL データ・タイプおよび
関連するサイズ制限に基づく名前を使用して生成され
た、一時派生 XML スキーマ・タイプによって、
XQuery キャストが実行されます。たとえば、
data-type トークン値は、VARCHAR(50) への
XMLCAST の場合には "VARCHAR_50" となり、
DECIMAL(9,2) への XMLCAST の場合には
"DECIMAL_9_2" となります。

XQuery 式を処理できません。
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ユーザーの処置: 以下のいずれかのアクションを試行し
てください。

v データ・タイプ data-type で有効な値を、コンストラ
クターまたはキャスト式で使用してください。

v あるプリミティブ・タイプから別のタイプにキャスト
する式でエラーが発生した場合は、そのソース・タイ
プからそのターゲット・タイプへのキャストがサポー
トされていることを確認してください。そのキャスト
がサポートされていない場合は、式を除去するか、ま
たは値を異なるデータ・タイプにキャストしてくださ
い。

v 暗黙的キャストのデータ・タイプに準拠しない可能性
のある値を暗黙的にキャストする式がないか確認し、
式に条件を追加してエラーを回避してください。

sqlcode: -16061

sqlstate: 10608

SQL16062N 関数 fn:zero-or-one に渡された引数は、
シーケンスに複数の項目が含まれているた
め無効です。エラー
QName=err:FORG0003。

説明: 関数 fn:zero-or-one に引数として渡されたシーケ
ンスに、複数の項目が含まれています。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 関数 fn:zero-or-one に渡されるシーケ
ンスが項目を 1 つのみ含むように、または空シーケン
スになるように式を変更してください。

sqlcode: -16062

sqlstate: 10608

SQL16063N 関数 fn:one-or-more に渡された引数は、
シーケンスが空のため無効です。エラー
QName=err:FORG0004。

説明: 関数 fn:one-or-more に引数として渡されたシー
ケンスが空です。

ユーザーの処置: 関数 fn:one-or-more に渡されるシー
ケンスが空シーケンスでなくなるように式を変更してく
ださい。

sqlcode: -16063

sqlstate: 10608

SQL16064N 関数 fn:exactly-one に渡された引数は、
シーケンスが空か、または複数の項目を含
んでいるため、無効です。エラー
QName=err:FORG0005。

説明: 関数 fn:exactly-one に引数として渡されたシーケ
ンスに含まれる項目数がぴったり 1 つではありません
でした。

ユーザーの処置: 関数 fn:exactly-one に渡されるシーケ
ンスが項目を間違いなく 1 つだけ含むように式を変更
してください。

sqlcode: -16064

sqlstate: 10608

SQL16065N 空シーケンスをデータ・タイプ datatype

に構成またはキャストすることはできませ
ん。エラー QName=err:FORG0006。

説明: コンストラクターまたはキャスト式で指定された
データ・タイプ datatype では、指定されたタイプの空
シーケンスをキャストまたは構成することはサポートさ
れません。

ユーザーの処置: 空シーケンスでない値をコンストラク
ターまたはキャスト式に渡してください。

sqlcode: -16065

sqlstate: 10608

SQL16066N 集約関数 function-name に渡された引数が
無効です。エラー
QName=err:FORG0006。

説明: 集約関数 function-name に渡された引数は、関数
function-name の引数に必要ないずれかの条件を満たさな
いため無効です。

ユーザーの処置: 以下のいずれかのアクションを試行し
てください。

v 関数が fn:avg の場合は、次の条件を満たしているこ
とを確認してください。入力シーケンスに期間値が含
まれる場合、値はすべて xdt:yearMonthDuration 値で
あるか、すべて xdt:dayTimeDuration 値でなければな
らない。入力シーケンスに数値が含まれる場合、値は
すべて単一の共通タイプ (以下の 4 つの数値タイプ
のいずれか。すなわち、
xdt:yearMonthDuration、xdt:dayTimeDuration、またはそ
のサブタイプの 1 つ) にプロモート可能でなければ
ならない。

v 関数が fn:max または fn:min の場合は、次の条件を
満たしていることを確認してください。入力シーケン
スのすべての項目は数値であるか、gt 演算子 (fn:max

SQL16062N

656 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



の場合) または lt 演算子 (fn:min の場合) が定義され
た単一の基本タイプから導出されたものでなければな
らない。入力シーケンスに数値が含まれる場合、値は
すべて単一の共通タイプにプロモート可能でなければ
ならず、かつシーケンス内の値が全順序を持っていな
ければならない。入力シーケンスに期間値が含まれる
場合、値はすべて xdt:yearMonthDuration 値である
か、すべて xdt:dayTimeDuration 値でなければならな
い。

v 関数が fn:sum の場合は、次の条件を満たしているこ
とを確認してください。入力シーケンスのすべての項
目は数値であるか、単一の基本タイプから導出された
ものでなければならない。タイプは加算をサポートし
ていなければならない。入力シーケンスに数値が含ま
れる場合、値はすべて単一の共通タイプにプロモート
可能でなければならない。入力シーケンスに期間値が
含まれる場合、値はすべて xdt:yearMonthDuration 値
であるか、すべて xdt:dayTimeDuration 値でなければ
ならない。

sqlcode: -16066

sqlstate: 10608

SQL16067N 関数 function-name に渡されたフラグ引数
value が無効です。エラー
QName=err:FORX0001。

説明: 関数 function-name に、正規表現フラグ・パラメ
ーターとして渡された value が含まれています。しか
し、関数に渡されたストリングには、フラグとして定義
されていない文字が含まれています。

ユーザーの処置: フラグとして定義された文字のみを含
むストリング引数を渡すように関数呼び出しを変更して
ください。有効な文字としては、s、m、i、または x が
あります。

sqlcode: -16067

sqlstate: 10609

SQL16068N 関数 function-name に渡された正規表現引
数 value が無効です。エラー
QName=err:FORX0002。

説明: 関数 function-name に渡された value は、
XQuery での正規表現に対して指定される規則では無効
です。この規則は、XML スキーマで定められた正規表
現構文を基に、XQuery に適応させるために構文にいく
つかの拡張を追加したものです。 XML スキーマの正規
表現構文に加えられた、XQuery 固有の拡張についての
説明は、製品資料を参照してください。

ユーザーの処置: 正規表現に有効な value を指定して
ください。

sqlcode: -16068

sqlstate: 10609

SQL16069N 関数 function-name に渡された正規表現引
数 value がゼロ長ストリングと一致しま
す。エラー QName=err:FORX0003。

説明: 関数 function-name の呼び出しでパターン・パラ
メーターに指定された value が、ゼロ長ストリングと一
致します。このパターンは入力ストリングのサブストリ
ングと一致することがないため、この関数ではゼロ長ス
トリングは無効なパターンです。

ユーザーの処置: 関数呼び出しに有効なパターンを渡す
か、または式から関数呼び出しを除去してください。

sqlcode: -16069

sqlstate: 10609

SQL16070N 関数 fn:replace に渡された置き換えスト
リング引数 value が無効です。エラー
QName=err:FORX0004。

説明: 関数 fn:replace の呼び出しで置き換えストリン
グ・パラメーターに指定された value は、値に次の無効
な文字が 1 つ以上含まれるため無効です。

v 直後に数字 0 から 9 がなく、直前に「¥」がない
「$」文字。

v 「¥¥」対の一部でないか、直後に「$」文字がない
「¥」文字。

ユーザーの処置: 有効な文字のみを含む value を置き
換えストリングに使用してください。

sqlcode: -16070

sqlstate: 10609

SQL16071N 関数 function-name は、引数であるとみな
されるコンテキスト項目が XQuery ノー
ドでないため、処理できません。エラー
QName=err:FOTY0011。

説明: 関数 function-name はコンテキスト・ノードを必
要としますが、コンテキスト項目がノードではありませ
ん。

ユーザーの処置: コンテキスト項目がノードになるよう
に XQuery 式を変更してください。引数が省略されてい
るために関数がコンテキスト項目を使用する場合は、関
数が呼び出される前にコンテキスト項目がノードになる
ように式を変更してください。

SQL16067N

第 19 章 SQL16000 - SQL16499 657



sqlcode: -16071

sqlstate: 10610

SQL16072N 関数 fn:index-of のシーケンス引数の項目
は、検索引数と比較できません。エラー
QName=err:FOTY0012。

説明: fn:index-of 関数に渡されたシーケンス引数は、シ
ーケンスの項目が検索引数と比較できないため無効で
す。

ユーザーの処置: 検索引数と比較できる項目が含まれる
シーケンスを関数 fn:index-of に渡してください。

sqlcode: -16072

sqlstate: 10610

SQL16074N タイプ type-name の value で始まる字句
表記のある XQuery 原子値は、長さが演
算または関数の制限である size バイトを
超えているため、XQuery 演算または関数
の name では処理できません。

説明: XML 文書に value で始まる字句表記のある原子
値が含まれていますが、この値は XQuery データ・タイ
プ type-name が name で示される XQuery 演算または
関数で使用されるときのサイズ制限である size バイト
を超えています。ステートメントは name でこの原子値
を使用しようとします。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: この長さ制限の可能な回避方法は、以
下のとおりです。

v XML 文書内のこの値を、size バイトを超えない長さ
に変更してください。これには、fn:substring 関数を
使用できます。

v 長さが制限される XQuery 演算または関数 name で
この値を使用することを避けてください。

sqlcode: -16074

sqlstate: 10902

SQL16075N シリアライズされるシーケンスに、属性ノ
ードである項目が含まれています。エラー
QName=err:SENR0001。

説明: XML 値のシリアライズが要求されました。この
XML 値は、XQuery 属性ノードである項目を含むシー
ケンスです。シーケンスの項目としての属性ノードのシ
ーケンス正規化が定義されていないため、シーケンスを
シリアライズできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 属性ノードのみを含むシーケンスの項
目を除去するか、またはシーケンスをシリアライズしよ
うとしないでください。

sqlcode: -16075

sqlstate: 2200W

SQL16076N 一致 XQuery ノード数の内部 ID 制限で
ある limit を超えました。

説明: 一致 XQuery ノードである XQuery 式では、一
致ノード数が limit に制限されています。このエラーを
戻した XQuery 式では、一致 XQuery ノード数の制限
を超えました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ワイルドカード、node() 種類テス
ト、または descendant 軸を使用しないように XQuery

式を変更する必要があります。あるいは、より少ない
XQuery ノード数の値で XQuery 式を実行する必要があ
ります。これは、値を小さい値に分割することによって
行えます。

sqlcode: -16076

sqlstate: 10903

SQL16077N 計算要素コンストラクター、計算属性コン
ストラクター、または名前変更式の名前式
name-string の値を拡張 QName に変換す
ることはできません。エラー
QName=err:XQDY0074。

説明: name-string の値には、拡張 QName に変換しな
ければならない xs:string あるいは xs:untypedAtomic の
データ・タイプが含まれています。ストリングが
xs:QName 値の字句形式に準拠していない場合、あるい
は値の名前空間接頭部が XQuery の静的に既知の名前空
間に見つからない場合、変換は失敗します。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 名前式が、有効な string-name を、
XQuery 式の拡張 QNameに変換できる xs:QName の字
句形式で戻すことを確認してください。名前空間接頭部
が静的に既知の名前空間に含まれていない場合、名前空
間宣言を XQuery プロローグに追加して、名前空間
URI を string-name にある名前空間接頭部と関連付けて
ください。

sqlcode: -16077

sqlstate: 10508
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SQL16080N XQuery 式に、変換式の MODIFY 節の
外部にある 1 つ以上の expression-type 式
が含まれています。エラー
QName=err:XUST0001。

説明: 基本更新式が、変換式の MODIFY 節の一部では
ない式で指定されています。1 つ以上の expression-type

式の結果、更新式以外の式のみを指定可能なコンテキス
トに更新式が作成されました。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 変換式の MODIFY 節に含まれていな
い式から expression-type 式およびその他の基本更新式を
除去してください。

sqlcode: -16080

sqlstate: 10701

SQL16081N 変換式の MODIFY 節の XQuery 式は、
更新中の式または空のシーケンス式ではあ
りません。エラー
QName=err:XUST0002。

説明: 変換式の MODIFY 節の式は、空のシーケンス式
以外の、更新中ではない式です。変換式の MODIFY 節
の式は、更新中の式または空のシーケンス式でなければ
なりません。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: すべての変換式の MODIFY 節の式に
基本更新式が含まれているか、あるいはそれが空のシー
ケンス式であることを確認してください。

sqlcode: -16081

sqlstate: 10702

SQL16082N 1 つ以上の expression-type 式のターゲッ
ト・ノードが、変換式の COPY 節で新規
に作成されたノードではありません。エラ
ー QName=err:XUDY0014。

説明: 基本更新式のターゲット・ノードは、変換式の
COPY 節で新規に作成されたノードでなければなりませ
ん。 1 つ以上の expression-type 式に、新規に作成され
たのでないターゲット・ノードが含まれています。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: すべての expression-type 式およびそ
の他の基本更新式のターゲット・ノードは、変換式の
COPY 節で新規に作成されます。

sqlcode: -16082

sqlstate: 10703

SQL16083N 変換式の MODIFY 節に非互換の
"expression-type" 式が存在します。エラー
QName=err:error-name。

説明: 変換式の MODIFY 節に、同じターゲット・ノー
ドで操作する複数の expression-type 式が含まれていま
す。結果が expression-type 式の処理順序に基づいた非決
定的であるため、これらの基本更新式には互換性があり
ません。

以下のリストは、エラー QName に基づいてエラーの理
由を説明しています。

err:XUDY0015

expression-type の値が rename である場合、同
じターゲット・ノードに適用される複数の
RENAME 式が存在します。

err:XUDY0016

expression-type の値が replace である場合、指
定したキーワードの値を使用せずに、同じター
ゲット・ノードに適用される複数の REPLACE

式が存在します。

err:XUDY0017

expression-type の値が replace value of である
場合、指定したキーワードの値を使用して、同
じターゲット・ノードに適用される複数の
REPLACE 式が存在します。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 変換式の MODIFY 節の式を変更し
て、2 つの expression-type 式に同じターゲット・ノード
が含まれていないか確認してください。

sqlcode: -16083

sqlstate: 10704

SQL16084N トランスフォーム式の COPY 節に割り当
てられた値が、ノードである 1 つの項目
のみを含むシーケンスではありません。エ
ラー QName=err:XUTY0013。

説明: トランスフォーム式の COPY 節を評価した結
果、1 つ以上の無効な割り当てが行われました。割り当
てられた値の少なくとも 1 つが空のシーケンスである
か、複数の項目を含むシーケンスであるか、あるいはア
トミック値でした。割り当てられた値は、ノードである
1 つの項目のみを含むシーケンスでなければなりませ
ん。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: トランスフォーム式の COPY 節のす
べての COPY SOURCE 式が、ノードである 1 つの項
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目のみを含むシーケンスを戻すことを確認してくださ
い。

sqlcode: -16084

sqlstate: 10705

SQL16085N XQuery expression-type 式のターゲット・
ノードが無効です。エラー
QName=err:error-name。

説明: 以下のリストは、エラー QName に基づいて基
本更新式のターゲット・ノードが無効である理由につい
て説明しています。

err:XUTY0005

expression-type の値は "insert into"、"insert as

first into"、または "insert as last into" であ
り、INSERT 式のターゲット・ノードは単一要
素ノードまたは文書ノードではありません。

err:XUTY0006

expression-type の値は "insert before" または
"insert after" であり、前後に指定される
INSERT 式のターゲット・ノードは、親プロパ
ティーが空ではない単一のエレメント、テキス
ト、処理命令、またはコメント・ノードではあ
りません。

err:XUTY0007

expression-type の値は "delete" であり、ターゲ
ット式は 0 個以上からなるノード・シーケン
スを戻しません。

err:XUTY0008

expression-type の値は "replace" または "replace

value of" であり、REPLACE 式のターゲッ
ト・ノードはノードを修飾していないか、2 つ
以上の一連のノードを修飾しているか、文書ノ
ードを修飾しています。文書ノードではないた
だ 1 つのノードを修飾する必要があります。

err:XUTY0009

expression-type の値は "replace" であり、
REPLACE 式のターゲット・ノードの親プロパ
ティーは空です。

err:XUTY0012

expression-type の値は "rename" であり、
RENAME 式のターゲット・ノードは単一エレ
メント、属性、または処理命令ノードではあり
ません。

err:XUDY0020

expression-type の値は "delete" であり、
DELETE 式のターゲット・ノードの親プロパテ
ィーは空です。

err:XUTY0022

expression-type の値は "insert before" または
"insert after" であり、挿入シーケンスには属性
ノードが含まれており、ターゲット・ノードの
親ノードは文書ノードです。それ以外の場合、
expression-type の値は "insert into"、"insert as

first into"、または "insert as last into" であ
り、挿入シーケンスには属性ノードが含まれて
おり、INSERT 式のターゲット・ノードは文書
ノードです。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: expression-type 式を訂正して、説明に
あるように有効なターゲット・ノードを使用してくださ
い。

sqlcode: -16085

sqlstate: 10703

SQL16086N 置換式の置換シーケンスに、指定したター
ゲット・ノードに対して無効なノードが含
まれています。エラー
QName=err:error-name。

説明: 置換シーケンスにあるノードを使用して、ターゲ
ット・ノードを置換することはできません。その理由
は、エラー Qname に基づいて示されています。

err:XUDY0010

キーワードの値が指定されておらず、ターゲッ
ト・ノードが属性ノードではありません。置換
シーケンスに含めることができるのはエレメン
ト、テキスト、コメント、または処理命令ノー
ドのみですが、シーケンスのうち少なくとも 1

つの項目が属性ノードになっています。

err:XUDY0011

キーワードの値が指定されておらず、ターゲッ
ト・ノードが属性ノードになっています。置換
シーケンスに含めることができるのは属性ノー
ドのみですが、シーケンスのうち少なくとも 1

つの項目が属性ノードではありません。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 置換式の WITH 節のソース式を訂正
し、置換シーケンスにターゲット・ノードに対して有効
なノードのみが含まれていることを確認してください。

sqlcode: -16086

sqlstate: 10706
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SQL16087N XQuery トランスフォーム式の結果が、
XQuery および XPath データ・モデルの
有効なインスタンスではありません。追加
情報: token1、token2。エラー
QName=err:XUDY0021。

説明: 変換式に含まれている更新式を適用した結果、
XQuery および XPath データ・モデル (XDM) の無効な
インスタンスが検出されました。XDM インスタンスに
おける特定の制約違反は、トークンに含まれている追加
情報から識別できます。

token1 が "attribute" である場合、変換式の更新式の適用
後に、token2 はターゲット・エレメントで複数回出現し
た属性の名前になります。

XQuery 式を処理できません。

ユーザーの処置: 変換式を訂正して、XDM の結果イン
スタンスが正しいことを確認してください。

token1 が "attribute" である場合、属性を含むすべての更
新式において、ターゲット・エレメントに既に存在し、
同じ変換内で削除または置換されていない属性の名前が
使用されていないことを確認してください。

sqlcode: -16087

sqlstate: 10707

SQL16088N expression-type 式には名前空間接頭部
prefix-string と名前空間 URI uri-string の
バインディングが存在し、element-name

というエレメントに導入されていますが、
これは、そのエレメント・ノードのスコー
プ内名前空間にある同じ接頭部と別の
URI との既存の名前空間バインディング
と競合します。エラー
QName=err:XUDY0023。

説明: expression-type 式は、URI uri-string を使用して
接頭部 prefix-string の新しい名前空間バインディングを
element-name というエレメント・ノードに導入しました
が、これは、そのノードのスコープ内名前空間にある既
存の名前空間バインディングの 1 つと競合します。エ
レメント・ノードは、更新式の中のターゲット、または
更新式の中のターゲットの親である可能性があります。
例えば、挿入式で、既存のエレメントの中に属性が挿入
されることがあります。挿入される属性の QName が接
頭部 P をある URI にバインドし、エレメント・ノード
のスコープ内名前空間が同じ接頭部 P を別の URI にバ
インドする場合には、競合が検出されてこのエラーが出
されます。

ユーザーの処置: expression-type 式で新しい名前空間バ
インディングを意図的に導入しようとしている場合は、

式を修正して、element-name というエレメントのスコー
プ内名前空間にある既存のすべての接頭部とは異なる名
前空間接頭部を使用してください。別の方法として、
element-name というエレメントのスコープ内名前空間に
ある既存の名前空間バインディングと同じ URI を
prefix-string のバインディングで使用するように式を修
正することもできます。

sqlcode: -16088

sqlstate: 10708

SQL16089N トランスフォーム式の変更節にある
expression-type 式が (場合によっては他の
更新式もまた)、element-name というエレ
メントの中に競合する名前空間バインディ
ングを導入しました。接頭部 prefix-string

が uri-string1 にバインドされ、同じ接頭
部の別のバインディングでは異なる名前空
間 URI が使用されています。エラー
QName=err:XUDY0024。

説明: トランスフォーム式の変更節に存在する複数の更
新式による複合的な効果のために、競合する名前空間バ
インディングが element-name というエレメント・ノー
ドに導入されました。例えば、QName の名前空間接頭
部が同じで名前空間 URI が異なる 2 つの属性が挿入さ
れた可能性があります。

expression-type が「挿入」または「置換」である場合、
挿入シーケンスまたは置換シーケンスの属性ノード・シ
ーケンス内の 2 つの属性ノードの間で名前空間バイン
ディングが競合している可能性があります。または、ト
ランスフォーム式の同じ変更節内の別の更新式によって
挿入、置換、または名前変更された属性ノードに関す
る、エレメント element-name に導入された名前空間バ
インディングが競合している可能性もあります。

式のタイプが「名前変更」である場合、新しい名前の名
前空間バインディングは、トランスフォーム式の同じ変
更節内の別の更新式によって挿入、置換、または名前変
更されたノードに関する、エレメント element-name に
同様に導入された名前空間バインディングと競合しま
す。

ユーザーの処置: expression-type 式で新しい名前空間バ
インディングを意図的に導入しようとしている場合は、
式を修正して、ターゲットまたは属性ノード・ターゲッ
トの親が element-name というエレメントである、同じ
トランスフォーム式の更新式で使われている他のすべて
の接頭部とは異なる名前空間接頭部を使用してくださ
い。別の方法として、ターゲットまたは属性ノード・タ
ーゲットの親が element-name というエレメントであ
る、同じトランスフォーム式の更新式で使われている他
の名前空間バインディングと同じ URI を prefix-string
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のバインディングで使用するよう、式を修正することも
できます。

sqlcode: -16089

sqlstate: 10708

SQL16090N 名前変更式のターゲットは処理命令ノード
であり、QName qname-string の名前空間
接頭部が空ではありません。エラー
QName=err:XUDY0025。

説明: 処理命令ノードをターゲット・ノードとする名前
変更式が、トランスフォーム式に含まれています。名前
変更式の中の新しい名前式の処理の結果、QName

qname-string の接頭部が空でなくなっています。処理命
令の名前に接頭部を含めることはできません。

ユーザーの処置: 名前変更式の新しい名前式を変更し
て、結果として得られる QName の接頭部が空になるよ
うにしてください。

sqlcode: -16090

sqlstate: 10709

SQL16100N XML 文書に <!notation notation-name>

の宣言が重複して含まれています。

説明: XML パーサーは XML 文書を解析中に、
notation-name という名前の注釈の複数の宣言を検出しま
した。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書から重複する注釈を除去し
て、操作を再試行してください。

sqlcode: -16100

sqlstate: 2200M

SQL16101N XML スキーマで、要素 element-name の
属性 attribute-name が、複数回宣言されて
います。

説明: XML 文書を解析中に、element-name という名前
の要素の同じ attribute-name という名前を持つ属性が、
複数見つかりました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML スキーマを訂正して、操作を再
試行してください。

sqlcode: -16101

sqlstate: 2200M

SQL16102N XML 文書に含まれる notation-name とい
う名前の記法宣言は、見つからないか、無
効な記法宣言であるか、または有効な
QName を持っていません。

説明: XML 文書を解析中に見つかった notation-name

で識別される XML 記法宣言は、文書または関連スキー
マ/DTD 内に見つからなかったか、誤って宣言されてい
るか、または有効な QName を持っていません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: notation-name で識別される XML 記
法を訂正して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16102

sqlstate: 2200M

SQL16103N 文書エンコード方式では無効な、または表
示できない文字が XML 文書で見つかり
ました。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、文書エンコ
ード方式では無効な、または表示できない文字を検出し
ました。

解析は完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16103

sqlstate: 2200M

SQL16104N XML パーサーで内部エラーが発生しまし
た。パーサー・エラーは parser-error で
す。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、内部エラー
parser-error を検出しました。parser-error の値は、パー
サー内部エラー・コードです。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: 操作を再試行し、エラーが続く場合は
IBM サービス担当者に連絡してください。

sqlcode: -16104

sqlstate: 2200M

SQL16105N XML データが誤っています。タイプ
type-name のデータが予期されましたが、
このタイプでは無効な値である値 value

が見つかりました。

説明: XML パーサーは XML 文書または XML スキ
ーマを処理中に、特定のタイプのデータを検出すること
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を予期していましたが、そのタイプに変換できない値を
検出しました。

データ・タイプが 'datetime' としてリストされた場合、
データ・タイプは、
date、time、duration、gDay、gMonth、
gMonthDay、gYear などの日付データ・タイプまたは時
間データ・タイプです。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16105

sqlstate: 2200M

SQL16106N ノードのデータ・タイプ type-name に、
無効な XML ファセットが指定されてい
ます。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、ノードの指
定されたデータ・タイプに、正しくないまたはサポート
されないファセットが指定されているのを検出しまし
た。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16106

sqlstate: 2200M

SQL16107N XML スキーマのファセット facet-name

に、エラーが含まれています。1 つの理由
は reason-code です。

説明: XML パーサーは XML スキーマを処理中に、指
定されたファセットのエラーを検出しました。以下の理
由の 1 つ以上が該当します。

1. ファセットの値は、そのファセットでは正しくない
か、またはサポートされません。

2. ファセットが同じオブジェクトに複数回指定されて
いました。どのファセットも、オブジェクトあたり
1 回のみ指定できます。

3. ファセット名が無効または不明です。

4. 複合タイプのそのファセットの値は、無効でした。
有効な値は、'#all' または 'list(restriction, extension)'

です。

5. 要素のそのファセットの値は、無効でした。有効な
値は、'#all' または 'list(restriction, extension)' です。

6. このコンテキストで唯一許される空白文字ファセッ
ト値は、'collapse' です。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16107

sqlstate: 2200M

SQL16108N XML スキーマに、ファセット facet1 と
facet2 の無効な組み合わせが含まれていま
す。1 つの理由は reason-code です。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、相互に排他
的か、または競合値か無効値を持つ、facet1 と facet2

で識別される指定ファセットを検出しました。
reason-code は、以下の考えられる理由のいずれかを示
しています。

1 length ファセットおよび maxLength ファセッ
トは両方とも指定されており、相互に排他的で
す。

2 length ファセットおよび minLength ファセッ
トは両方とも指定されており、相互に排他的で
す。

3 maxInclusive ファセットおよび maxExclusive

ファセットは両方とも指定されており、相互に
排他的です。

4 minInclusive ファセットおよび minExclusive フ
ァセットは両方とも指定されており、相互に排
他的です。

5 maxLength ファセットの値は、minLength ファ
セットの値より大きくなければなりません。

6 maxExclusive ファセットの値は、minExclusive

ファセットの値より大きくなければなりませ
ん。

7 maxExclusive ファセットの値は、minInclusive

ファセットの値より大きくなければなりませ
ん。

8 maxInclusive ファセットの値は、minExclusive

ファセットの値より大きくなければなりませ
ん。

9 maxInclusive ファセットの値は、minInclusive

ファセットの値より大きくなければなりませ
ん。

10 totalDigits ファセットの値は、fractionDigits フ
ァセットの値より大きくなければなりません。

11 派生タイプの maxInclusive ファセットの値
が、基本タイプの maxExclusive ファセットの
値より大きいか等しくなっています。
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12 派生タイプの maxInclusive ファセットの値
が、基本タイプの maxInclusive ファセットの
値より大きくなっています。

13 派生タイプの maxInclusive ファセットの値
が、基本タイプの minInclusive ファセットの値
より小さくなっています。

14 派生タイプの maxInclusive ファセットの値
が、基本タイプの minExclusive ファセットの
値より小さいか等しくなっています。

15 派生タイプの maxExclusive ファセットの値
が、基本タイプの maxExclusive ファセットの
値より大きくなっています。

16 派生タイプの maxExclusive ファセットの値
が、基本タイプの maxInclusive ファセットの
値より大きくなっています。

17 派生タイプの maxExclusive ファセットの値
が、基本タイプの minInclusive ファセットの値
より小さいか等しくなっています。

18 派生タイプの maxExclusive ファセットの値
が、基本タイプの minExclusive ファセットの
値より小さいか等しくなっています。

19 派生タイプの minExclusive ファセットの値
が、基本タイプの maxExclusive ファセットの
値より大きいか等しくなっています。

20 派生タイプの minExclusive ファセットの値
が、基本タイプの maxInclusive ファセットの
値より大きくなっています。

21 派生タイプの minExclusive ファセットの値
が、基本タイプの minInclusive ファセットの値
より小さいか等しくなっています。

22 派生タイプの minExclusive ファセットの値
が、基本タイプの minExclusive ファセットの
値より小さいか等しくなっています。

23 派生タイプの minInclusive ファセットの値が、
基本タイプの maxExclusive ファセットの値よ
り大きいか等しくなっています。

24 派生タイプの minInclusive ファセットの値が、
基本タイプの maxInclusive ファセットの値よ
り大きくなっています。

25 派生タイプの minInclusive ファセットの値が、
基本タイプの minInclusive ファセットの値より
小さくなっています。

26 派生タイプの minInclusive ファセットの値が、
基本タイプの minExclusive ファセットの値よ
り小さいか等しくなっています。

27 派生タイプの maxInclusive ファセットの値

が、基本タイプの maxInclusive ファセットの
値と等しくありません。基本タイプの
maxInclusive ファセットは、"true" に設定され
た固定属性によって定義されていました。

28 派生タイプの maxExclusive ファセットの値
が、基本タイプの maxExclusive ファセットの
値と等しくありません。基本タイプの
maxExclusive ファセットは、"true" に設定され
た固定属性によって定義されていました。

29 派生タイプの minInclusive ファセットの値が、
基本タイプの minInclusive ファセットの値と等
しくありません。基本タイプの minInclusive フ
ァセットは、"true" に設定された固定属性によ
って定義されていました。

30 派生タイプの minExclusive ファセットの値
が、基本タイプの minExclusive ファセットの
値と等しくありません。基本タイプの
minExclusive ファセットは、"true" に設定され
た固定属性によって定義されていました。

31 minOccurs 属性の値が、maxOccurs 属性の値を
超えています。

32 派生タイプの totalDigits ファセット値は、対応
する基本タイプの totalDigits ファセット値より
小さいか等しくなければなりません。

33 派生タイプの fractionDigits ファセット値は、
対応する基本タイプの totalDigits ファセット値
より小さいか等しくなければなりません。

34 派生タイプの fractionDigits ファセット値は、
対応する基本タイプの fractionDigits ファセッ
ト値より小さいか等しくなければなりません。

35 派生タイプの totalDigits ファセット値は、対応
する基本タイプの固定属性が "true" に設定さ
れている totalDigits ファセットの値と等しくな
ければなりません。

36 派生タイプの fractionDigits ファセット値は、
対応する基本タイプの固定属性が "true" に設
定されている fractionDigits ファセットの値と
等しくなければなりません。

37 派生タイプの maxLength ファセット値は、対
応する基本タイプの固定属性が "true" に設定
されている maxLength ファセットの値と等し
くなければなりません。

38 派生タイプの minLength ファセット値は、対
応する基本タイプの固定属性が "true" に設定
されている minLength ファセットの値と等し
くなければなりません。

39 派生タイプの length ファセット値は、対応す
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る基本タイプの固定属性が "true" に設定され
ている length ファセットの値と等しくなけれ
ばなりません。

40 派生タイプの whiteSpace ファセット値は、対
応する基本タイプの固定属性が "true" に設定
されている whiteSpace ファセットの値と等し
くなければなりません。

41 fractionDigits ファセット値が totalDigits ファセ
ット値を超えました。fractionDigits ファセット
値は、小数点の右の桁数を表しており、その
totalDigits ファセット値を超えることはできま
せん。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16108

sqlstate: 2200M

SQL16109N XML 文書に無効なコメントが含まれてい
ます。理由コード = reason-code。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、無効なコメ
ントを検出しました。reason-code として可能性のある
値は、以下のとおりです。

1. コメントが <!-- で始まっていませんでした。

2. コメントに -- が含まれていました。

3. コメントが終了していませんでした。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16109

sqlstate: 2200M

SQL16110N XML 構文エラーです。construct を検出
することが予期されていました。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、特定の構成
を検出することを予期していましたが、見つかりません
でした。XML は整形式でないか、または操作によって
は妥当ではありません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16110

sqlstate: 2200M

SQL16111N XML 文書に、無効な CDATA セクショ
ンが含まれています。理由コード =

reason-code。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、reason-code

で示される妥当でないまたは不整形式の CDATA セク
ションを検出しました。可能性のある理由コードは、以
下のとおりです。

1. ネストされた CDATA セクションがあります。

2. CDATA セクションが終了していません。

3. CDATA セクションにシーケンス ']]<' が含まれてい
ます。

4. CDATA セクションがルート要素の外側で見つかり
ました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16111

sqlstate: 2200M

SQL16112N XML スキーマに、必須の 'name' または
'ref' が欠落している誤った要素定義また
は属性定義が含まれています。理由コード
= reason-code。

説明: XML パーサーは XML スキーマを処理中に、誤
った要素定義または属性定義を検出しました。
reason-code の値は、以下のいずれかの理由に該当しま
す。

1. XML スキーマでグローバルに宣言された属性に名前
がありませんでした。グローバルに宣言されるすべ
ての属性には、名前がなければなりません。

2. XML スキーマで name も ref も指定せずに属性が
宣言されています。すべての属性には name または
ref がなければなりません。

3. XML スキーマでグローバルに宣言された要素に名前
がありませんでした。グローバルに宣言されるすべ
ての要素には、名前がなければなりません。

4. XML スキーマで name も ref も指定せずに属性が
宣言されています。すべての要素には name または
ref がなければなりません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16112

sqlstate: 2200M
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SQL16113N XML 文書または XML スキーマに、誤
った属性 attribute-name が含まれていま
す。理由コード = reason-code。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、正しく定義
されていない、または正しく使用されていない属性を検
出しました。reason-code によって示される考えられる
理由は、以下のとおりです。

1 属性に name と ref の両方が指定されていま
す。属性は name か ref のどちらかを持つこと
ができ、この両方を持つことはできません。

2 属性はすでに同じスコープ内で宣言されていま
す。属性名はそれぞれのスコープ内でユニーク
でなければなりません。

3 属性は修飾すべきですが、修飾されていません
でした。

4 属性は修飾されていましたが、修飾すべきでは
ありません。

5 属性はすでに基本で定義されているため、拡張
による派生として現れるべきではありません。

6 ID 属性が参照されていましたが、一度も宣言
されていません。

7 属性は、定義されたその列挙型リストまたは記
法リストと一致しません。

8 属性の値は、名前か名前トークンでなければな
りません。

9 属性は複数の値をサポートしていません。

10 この属性に対応するデータ・タイプ・バリデー
ターが見つかりませんでした。

11 スタンドアロン文書では、属性を正規化する変
更はしないでください。

12 属性の値が無効です。接頭部付き名前空間バイ
ンディングを空にすることはできません。

13 この属性は最上位属性であるため、見つけるこ
とができませんでした。

14 DTD にある属性リストに属性タイプのタイプ
定義が見つかりません。タイプ定義は次のいず
れかでなければなりません。
'CDATA'、'ID'、'IDREF'、'IDREFS'、
'ENTITY'、'ENTITIES' 、'NMTOKEN'、または
'NMTOKENS'。

15 属性は不明エンティティーを参照しています。

16 属性の内容が無効です。内容は、形式
(annotation?, (simpletype?)) に準拠しなければな
りません。

17 属性はデフォルト値を持っています。スタンド
アロン文書では、この値を指定しなければなり
ません。

18 属性はすでに要素で使用されています。属性名
はその親要素内でユニークでなければなりませ
ん。

19 属性に 'fixed' と 'default' の両方のファセット
が指定されています。両方を指定することはで
きません。どちらか一方か、他を指定してくだ
さい。

20 属性の値は、この属性に許されるどの列挙型値
にも一致しませんでした。

21 属性は要素内で定義されていません。

22 属性に無効値が含まれています。

23 属性は関連スキーマで定義されていませんでし
た。

24 属性は宣言されていませんでした。

25 この属性の不良 ID 値があります。

26 属性は必須ですが見つかりませんでした。

27 属性の単純タイプが見つかりません。

28 属性の値が 'fixed' 値と一致しません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16113

sqlstate: 2200M

SQL16114N XML 文書に、重複する値 value を持つ
ID が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、すでに文書
で宣言されている ID 値 value を検出しました。ID 値
は、文書でユニークでなければなりません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16114

sqlstate: 2200M

SQL16115N XML 文書に、未解決の名前空間接頭部を
持つ name という名前の要素または属性
が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、名前空間接
頭部を URI に解決できない、名前 name で識別される
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要素または属性を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16115

sqlstate: 2200M

SQL16116N XML 文書の型宣言に、重複する値 value

が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、型宣言の中
に重複する値を検出しました。型宣言では、
'substitution'、'union'、'extension'、'list'、または
'restriction' を、1 回のみ指定できます。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16116

sqlstate: 2200M

SQL16117N XML 文書はエンティティー entity-name

を宣言していますが、このエンティティー
は終了していません。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、予期される
終了文字のない、entity-name のエンティティー宣言を検
出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16117

sqlstate: 2200M

SQL16118N XML 文書は element-name という名前の
要素を宣言していますが、この要素は終了
していません。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、予期される
終了文字のない、entity-name という名前の要素宣言を検
出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16118

sqlstate: 2200M

SQL16119N XML 文書に entity-name へのエンティテ
ィー参照が含まれていますが、このエンテ
ィティー参照は終了していません。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、予期される
終了文字のない、entity-name のエンティティー参照を検
出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16119

sqlstate: 2200M

SQL16120N 文書型定義 (DTD) に要素 element-name

のコンテンツ・モデル指定が含まれていま
すが、このモデル指定は終了していませ
ん。

説明: XML パーサーは DTD を処理中に、
element-name という名前の要素の、終了していない内容
モデルを検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: DTD を訂正して、操作を再試行して
ください。

sqlcode: -16120

sqlstate: 2200M

SQL16121N XML 文書に entity-name という名前のエ
ンティティーのエンティティー・リテラル
が含まれていますが、このリテラルは終了
していません。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、entity-name

という名前のエンティティーに関連した、終了していな
いエンティティー・リテラルを検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16121

sqlstate: 2200M

SQL16122N XML 文書に無効な文字参照 codepoint が
含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、コード・ポ
イント値 codepoint を持つ無効な文字参照を検出しまし
た。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。
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ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16122

sqlstate: 2200M

SQL16123N XML 文書に含まれている要素
element-name は内容が空ですが、コンテ
ンツ・モデルによりこの要素には内容が必
要です。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、内容を含ま
ない element-name という名前の要素を検出しました。
この要素の内容モデルでは、空の内容にすることは許可
されません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: 文書の要素に内容を追加するか、また
は文書から要素を除去して、操作を再試行してくださ
い。

sqlcode: -16123

sqlstate: 2200M

SQL16124N XML 文書に終了タグがありますが、これ
は tag-name という名前のタグを終了する
ものではありません。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、entity-name

という名前のタグに関連した、終了していない終了タグ
を検出しました。解析または妥当性検査が完了しません
でした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16124

sqlstate: 2200M

SQL16125N XML 文書の内部サブセットに、コード・
ポイント codepoint の無効な文字が含まれ
ています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、内部サブセ
ットの中に、コード・ポイント codepoint で定義された
無効な文字を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16125

sqlstate: 2200M

SQL16126N 文書型定義 (DTD) のコンテンツ・モデル
に、宣言されていない要素 element-name

が含まれています。

説明: パーサーは DTD を解析中に、内容モデルの中
に、element-name という名前の宣言されていない要素を
検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: DTD を訂正して、操作を再試行して
ください。

sqlcode: -16126

sqlstate: 2200M

SQL16127N DTD で、文字 '?'、'*'、または '+' の前
に予期しない空白文字があります。

説明: パーサーは DTD を解析中に、文字 '?'、'*'、ま
たは '+' が現れる位置の前に、予期しない空白文字を検
出しました。このコンテキストでは、空白文字は許可さ
れません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: 予期されない空白文字を除去して、操
作を再試行してください。

sqlcode: -16127

sqlstate: 2200M

SQL16128N XML 文書の属性値 attribute-name に、コ
ード・ポイント codepoint の無効な文字が
含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、
attribute-name で識別される属性値の中に、コード・ポ
イント codepoint を持つ無効な文字を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16128

sqlstate: 2200M

SQL16129N XML 文書はタグ tag-name の終了を予期
しました。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、名前が
tag-name のタグの終了を検出することを予期しました
が、検出しませんでした。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: 欠落している終了タグを追加するか訂
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正して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16129

sqlstate: 2200M

SQL16130N XML 文書に無効なまたは終了していない
処理命令が含まれています。理由コード
= reason-code。

説明: XML パーサーは XML 文書または XML スキ
ーマを処理中に、無効な処理命令を検出しました。以下
の 1 つ以上の理由で、処理命令が無効になっていま
す。

1. 処理命令が終了していませんでした。

2. 処理命令が文字 'xml' (大文字と小文字の組み合わせ
がどうであれ) で始まっていますが、この文字は禁止
されています。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 処理命令を訂正して、操作を再
試行してください。

sqlcode: -16130

sqlstate: 2200M

SQL16131N XML 文書に開始タグ tag-name がありま
すが、このタグは終了していません。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、tag-name で
識別される終了していない開始タグを検出しました。開
始タグに続く内容に終了タグが欠落しているか、または
開始タグと終了タグの間の内容が整形式ではありませ
ん。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16131

sqlstate: 2200M

SQL16132N XML 文書には無効な文書構造が含まれて
います。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、無効な文書
構造を検出しました。パーサーは、インスタンス文書の
プロローグ内または DTD の外部サブセット内に、空白
文字以外の文字データを検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16132

sqlstate: 2200M

SQL16133N XML 文書に無効な名前空間宣言が含まれ
ています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、DOM イン
スタンス内に無効な名前空間宣言を検出しました。名前
空間は、接頭部 "xmlns" と URI http://www.w3.org/2000/

xmlns/ を持っています。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16133

sqlstate: 2200M

SQL16134N XML 文書に name に関連した無効なター
ゲット名前空間が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、インスタン
ス文書の XML スキーマ名前空間 ('http://www.w3.org/

2001/XMLSchema-instance') に一致するターゲット名前空
間を持つ ncname name を使用した属性宣言を検出しま
した。この URI を属性宣言の中でターゲット名前空間
として使用することはできません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: 要素名または属性名を訂正して、操作
を再試行してください。

sqlcode: -16134

sqlstate: 2200M

SQL16135N XML 文書に宣言されていない要素
element-name を参照する属性リストが含
まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、宣言されて
いない element-name という名前の要素を参照する属性
リストを検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16135

sqlstate: 2200M

SQL16136N XML スキーマにファセット・エラーが含
まれています。理由コード =

reason-code。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、ファセット
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のエラーを検出しました。reason-code によって示され
る考えられる理由は、以下のとおりです。

1. ブール・データ・タイプで唯一有効な 'constraining'

ファセットは、PATTERN です。

2. 無効なファセット・タグが検出されました。

3. 派生オブジェクト内の 'enumeration' ファセットの値
は、対応する基本オブジェクトの値空間からのもの
ではありません。

4. 'whiteSpace' ファセットの値は、
'preserve'、'replace'、'collapse' のいずれかでなければ
なりません。

5. 対応する基本タイプの 'whiteSpace' ファセットの値
が 'collapse' の場合、'whiteSpace' ファセットの値に
は、'preserve' と 'replace' のいずれも使用できませ
ん。

6. 対応する基本オブジェクトの whitespace ファセット
の値が 'replace' の場合、派生オブジェクトの
'whitespace' ファセットの値に 'preserve' を使用でき
ません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16136

sqlstate: 2200M

SQL16137N XML 文書に不明な simpleType type-name

が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、不明な単純
タイプであるタイプ名 type-name を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: タイプ名を訂正して、操作を再試行し
てください。

sqlcode: -16137

sqlstate: 2200M

SQL16138N XML 文書に不明な complexType

type-name が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、不明な複合
タイプであるタイプ名 type-name を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: タイプ名を訂正して、操作を再試行し
てください。

sqlcode: -16138

sqlstate: 2200M

SQL16139N XML スキーマで、simpleType type-name

のコンテントにエラーがあります。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、名前が
type-name の simpleType の内容にエラーを検出しまし
た。simpleType 要素定義では、restriction、list、union の
いずれかのみが許可されます。トークンを使用できない
場合もあります。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16139

sqlstate: 2200M

SQL16140N XML 文書に、name または ref 属性を持
たない <group> または <attributeGroup>

指定が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、name または
ref 属性を持たない <group> または <attributeGroup> 指
定を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16140

sqlstate: 2200M

SQL16141N XML スキーマに RESTRICTION または
EXTENSION による無効な派生が含まれ
ています。理由コード = reason-code。

説明: XML パーサーは XML スキーマを処理中に、
RESTRICTION または EXTENSION によって派生した
タイプの問題を検出しました。reason-code 値で示され
る考えられる理由は、以下のとおりです。

1 simpleContent 定義内の RESTRICTION または
EXTENSION 要素の後に無効な子があります。

2 complexContent 定義内の RESTRICTION また
は EXTENSION 要素の後に無効な子がありま
す。

3 RESTRICTION または EXTENSION に BASE

属性が指定されていませんでした。
RESTRICTION または EXTENSION によるあ
らゆる派生には、その派生の基本タイプの識別
が含まれていなければなりません。

4 RESTRICTION または EXTENSION による派
生は、基本タイプまたは XML スキーマによっ
て禁止されています。
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5 スキーマに 'any' の禁止制限が含まれていま
す。'any' の有効な制限としては、
'choice'、'sequence'、'all'、'element' がありま
す。

6 スキーマに 'all' の禁止制限が含まれていま
す。'all' の有効な制限としては、
'choice'、'sequence'、'element' があります。

7 スキーマに 'choice' の禁止制限が含まれていま
す。'choice' の有効な制限としては、
'sequence'、'all'、'leaf' があります。

8 スキーマに 'sequence' の禁止制限が含まれてい
ます。'sequence' の有効な制限としては、
'element' があります。

9 スキーマは、RESTRICTION による派生の
complexType に、単純タイプを使用しようとし
ています。

10 スキーマは、EXTENSION による派生に、値
'final' を持つ単純タイプを使用しようとしてい
ます。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML スキーマを訂正して、操作を再
試行してください。

sqlcode: -16141

sqlstate: 2200M

SQL16142N XML 文書に未定義エンティティー
entity-name が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、entity-name

で識別される定義されていないエンティティーを検出し
ました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16142

sqlstate: 2200M

SQL16143N XML 文書にエンティティー entity-name

の予期しない終了が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、entity-name

という名前のエンティティーの予期しない終了を検出し
ました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: エンティティーを訂正して、操作を再
試行してください。

sqlcode: -16143

sqlstate: 2200M

SQL16144N XML 文書で属性 attribute-name に左不等
号括弧文字 ('<') が含まれていますが、こ
の文字はエンティティーとして指定されて
いません。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、
attribute-name という名前の属性の属性値に、左不等号
括弧文字 ('<') を検出しました。左不等号括弧文字が必
要な場合は、エンティティー '&lt;' として指定しなけれ
ばなりません。これを文字リテラル '<' として指定する
ことはできません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: 属性値を訂正して、操作を再試行して
ください。

sqlcode: -16144

sqlstate: 2200M

SQL16145N XML 文書に、"x" ではなく "X" を使用
して指定された 16 進基数文字参照が含ま
れています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、値が小文字
"x" ではなく大文字 "X" を使用して指定された 16 進
基数文字参照を検出しました。16 進基数文字参照には
小文字 "x" を使用しなければなりません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: 16 進基数文字参照を小文字 "x" を使
用するように訂正して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16145

sqlstate: 2200M

SQL16146N メイン XML 文書が空です。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、空のメイン
XML 文書を検出しました。メイン XML 文書を空にす
ることはできません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16146

sqlstate: 2200M
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SQL16147N XML 文書に、xmlns の名前空間または名
前空間接頭部 'xmlns' の無効な使用があ
ります。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、'xml' または
'xmlns' のような予約済み接頭部が名前空間に明示的にバ
インドされようとしているか、または xml または
xmlns の名前空間のような予約済み名前空間が接頭部に
明示的にバインドされようとしていることを検出しまし
た。予約済み接頭部は、それ自体以外のどの名前空間に
も明示的にバインドすることはできません。また、予約
済み名前空間は、それ自体以外のどの接頭部にもバイン
ドすることはできません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16147

sqlstate: 2200M

SQL16148N XML 文書に、abstract が
true、substitutionGroup が element-name2

に設定された無効な要素 element-name1

が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、abstract が
true に設定され、要素 element-name の置換グループの
メンバーとして定義された要素 element-name1 を検出し
ました。ヘッド要素が element-name2 の置換グループの
メンバーとして、element-name1 の abstract を false に
する必要があります。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16148

sqlstate: 2200M

SQL16149N XML 文書に空の targetNamespace 属性
値が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、空の
targetNamespace 属性値を検出しました。属性値はない
か、または空でない値を含んでいなければなりません。
解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16149

sqlstate: 2200M

SQL16150N XML 文書に、カーディナリティーの異な
るキー・フィールド key-name を参照する
keyref フィールド keyref-name が含まれ
ています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、key フィー
ルド key-name を参照する keyref フィールド
keyref-name のカーディナリティーの不一致を検出しま
した。kweyref でのカーディナリティーは、key のもの
と一致しなければなりません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内の keyref フィールドま
たは key フィールドのカーディナリティーを訂正し
て、操作を再試行してください。

sqlcode: -16150

sqlstate: 2200M

SQL16151N XML 文書に、見つかっていないキー
key-name を参照する keyref フィールド
keyref-name が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、文書内では
不明の key フィールド key-name を参照する keyref フ
ィールド keyref-name を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内の key フィールドの名
前を訂正して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16151

sqlstate: 2200M

SQL16152N XML 文書の同一の複合タイプまたは属性
グループに、1 つのタイプ ID から派生
された複数の属性が含まれています。その
属性の 1 つは attribute-name です。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、同一の複合
タイプまたは属性グループに、1 つのタイプ ID から派
生された複数の属性を検出しました。このプロパティー
を持つ属性の 1 つは、attribute-name で識別されます。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内の複合タイプまたは属性
の属性を訂正して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16152

sqlstate: 2200M
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SQL16153N XML スキーマに、デフォルト値または参
照タイプ type-name の固定値制約とは異
なる固定値をもつ属性タイプ定義が含まれ
ています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、属性と属性
参照タイプの値制約の不一致を検出しました。属性がデ
フォルト値を指定している一方で参照タイプが固定値に
なっているか、または属性が参照タイプ type-name での
指定とは異なる固定値を指定しています。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内の属性参照の値制約を訂
正して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16153

sqlstate: 2200M

SQL16154N ID プロパティーに複数の属性が定義され
ている要素 element-name が XML スキー
マに含まれています。

説明: XML スキーマ (または DTD) の解析中に、
element-name という名前の要素の ID プロパティーを持
つ複数の属性が宣言されていました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML スキーマまたは DTD を訂正し
て、操作を再試行してください。

sqlcode: -16154

sqlstate: 2200M

SQL16155N XML 文書に、誤って指定されたか、また
は無効な URL が含まれています。理由
コード = reason-code。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、誤って指定
された、または無効な URL を検出しました。
reason-code は、以下のどの状態が見つかったかを示し
ています。

1 URL が正しい形式ではありませんでした。

2 URL はサポートされないプロトコルを使用し
ています。

3 現時点では 'localhost' のみがサポートされま
す。

4 プロトコル接頭部がありません。

5 プロトコルの後に // が予期されています。

6 % の後に 2 つの 16 進数字がなければなりま
せん。

7 ホスト・コンポーネントが終了していません。

8 URL の基底部分を相対にすることはできませ
ん。

9 指定された基本 URL に十分なパス・セグメン
トが含まれていないため、その基本 URL を使
用して相対 URL を解決できませんでした。

10 ポート・フィールドは 16 ビット10 進値でな
ければなりません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16155

sqlstate: 2200M

SQL16156N XML 文書に、オープンできなかった基本
文書エンティティーが含まれています。シ
ステム ID=system-id。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、オープンで
きなかった基本文書エンティティーを検出しました。こ
の文書はシステム ID system-id で識別されます。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16156

sqlstate: 2200M

SQL16157N XML スキーマに、派生タイプの包含また
は排除ファセット値 value と基本タイプ
の値スペースとの無効な関係が含まれてい
ます。理由コード = reason-code。

説明: XML パーサーは XML スキーマを処理中に、派
生タイプの包含ファセット値または排他ファセット値と
基本タイプの値空間の間の無効な関係を検出しました。
reason-code は、以下のどの状態が見つかったかを示し
ています。以下の状態の 1 つ以上が該当します。

1. 派生タイプの maxInclusion 値 value が、基本タイプ
の値空間にありません。

2. 派生タイプの maxExclusion 値 value が、基本タイ
プの値空間にありません。

3. 派生タイプの minInclusion 値 value が、基本タイプ
の値空間にありません。

4. 派生タイプの minExclusion 値 value が、基本タイプ
の値空間にありません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: 基本タイプの値空間外のファセット値
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を訂正して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16157

sqlstate: 2200M

SQL16158N XML スキーマに、派生タイプの
minLength、maxLength、または length

ファセット値 dt-length と、基本タイプ値
base-length との比較において、無効な関
係が含まれています。理由コード =

reason-code。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、派生タイプ
のファセットと基本タイプとの間の無効な関係を検出し
ました。reason-code は、以下のどの状態が見つかった
かを示しています。

1. 派生タイプの length 値 dt-length が、基本タイプの
length 値 base-length と等しくありません。

2. 派生タイプの minLength 値 dt-length が、基本タイ
プの minLength 値 base-length より小さいか等しく
なっています。

3. 派生タイプの minLength 値 dt-length が、基本タイ
プの maxlength 値 base-length より大きくなってい
ます。

4. 派生タイプの maxLength 値 dt-length が、基本タイ
プの maxLength 値 base-length より大きくなってい
ます。

5. 派生タイプの maxLength 値 dt-length が、基本タイ
プの minLength 値 base-length より小さいか等しく
なっています。

6. 派生タイプの length 値 dt-length が、基本タイプの
minLength 値 base-length より小さくなっています。

7. 派生タイプの length 値 dt-length が、基本タイプの
maxLength 値 base-length より大きくなっています。

8. 派生タイプの minLength 値 dt-length が、基本タイ
プの length 値 base-length より大きくなっていま
す。

9. 派生タイプの maxLength 値 dt-length が、基本タイ
プの length 値 base-length より小さくなっていま
す。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16158

sqlstate: 2200M

SQL16159N XML 文書の要素 element-name に、名前
属性を持つ無名複合タイプが含まれていま
す。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、element-name

という名前の要素に無名複合タイプを検出しましたが、
complexType は名前属性を持っていました。このコンテ
キストでは、complexType と名前属性の組み合わせは許
可されません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16159

sqlstate: 2200M

SQL16160N XML 文書の要素 element-name に、名前
属性を持つ無名単純タイプが含まれていま
す。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、element-name

という名前の要素に無名単純タイプを検出しましたが、
この要素は名前属性を持っていました。無名タイプと名
前属性の組み合わせは許可されません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16160

sqlstate: 2200M

SQL16161N XML 文書に、予期しない情報項目を持つ
要素が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、(annonation?,

(simpletype | complextype)?, (unique | key | keyref)*) と
一致しない情報項目を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16161

sqlstate: 2200M

SQL16162N XML 文書に、substitution-name をヘッド
とする置換グループの一部にすることので
きない要素 element-name が含まれていま
す。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、指定された
置換グループ substitution-name の一部にすることができ
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ない要素 element-name を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16162

sqlstate: 2200M

SQL16163N XML 文書に、element-name に対する重複
した要素宣言が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、指定された
要素の要素宣言が同じスコープ内で重複していることを
検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16163

sqlstate: 2200M

SQL16164N XML 文書の内容に重複する
<annotation> 要素が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、内容の中に
重複する <annotation> 要素を検出しました。多くても
1 つの <annotation> 要素が予期されています。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を重複する <annotation>

を除去して訂正し、操作を再試行してください。

sqlcode: -16164

sqlstate: 2200M

SQL16165N XML 文書で、ルート要素の前に予期しな
いテキストが含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、ルート要素
の前に予期しないテキストを検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16165

sqlstate: 2200M

SQL16166N XML 文書のエンティティー値に、マーク
アップの一部が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、エンティテ
ィー値に部分的マークアップを検出しました。パーサー
はエンティティーを XML 文書に展開しようとしました
が、結果の XML マークアップは整形式 XMLではあり
ません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16166

sqlstate: 2200M

SQL16167N XML 文書のパラメーター・エンティティ
ーに NDATA が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、パラメータ
ー・エンティティーに NDATA を検出しました。パラ
メーター・エンティティーでの NDATA は正しくあり
ません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16167

sqlstate: 2200M

SQL16168N XML 文書に無効な XML 宣言が含まれ
ていました。理由コード = reason-code。

説明: XML パーサーは XML 文書または XML スキ
ーマを処理中に、欠落しているまたは無効な XML 宣言
を検出しました。reason-code は、以下のどの状態が見
つかったかを示しています。

1 XML 宣言のストリングは、'version'、
'encoding'、'standalone' の順序でなければなりま
せん。

2 宣言は <?XML ではなく <?xml で始まらなけ
ればなりません。ストリング 'xml' は小文字で
なければなりません。

3 XML またはテキスト宣言は、最初の行の最初
の列から始まらなければなりません。

4 XML 宣言には 'version=' ストリングが含まれ
なければなりません。

5 XML 宣言が必要ですが、ありません。

6 指定された XML バージョンはサポートされな
いか無効です。
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7 指定された文書エンコード方式は無効である
か、または自動検知エンコード方式と矛盾しま
す。

8 XML 宣言が終了していません。

9 スタンドアロン属性の値が無効であるか、また
はサポートされません。

10 サポートされる属性は、'version'、'encoding'、
'standalone' のみです。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16168

sqlstate: 2200M

SQL16169N XML 文書に、名前空間には無効な要素ま
たは属性名が含まれていました。理由コー
ド = reason-code。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、名前空間に
起因する無効な XML 要素名または属性名を検出しまし
た。 reason-code は、以下のどの状態が見つかったかを
示しています。

1. 名前空間が有効なとき、名前はコロン文字を 1 つの
み持つことができます。

2. 名前空間が有効なとき、最初または最後の文字をコ
ロンにすることはできません。

3. 名前空間が有効なとき、名前空間接頭部と名前を分
離するため以外は、名前にコロンを含めることは許
可されません。

4. 名前空間が有効な場合、タイプ ID、IDREF、
IDREFS、ENTITY、ENTITIES、または NOTATION

の属性にコロンを含めることは無効です。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16169

sqlstate: 2200M

SQL16170N XML 文書に、不明な基本タイプ
type-name2 を持つタイプ type-name1 が含
まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、不明な基本
タイプ type-name2 を持つタイプ type-name1 を検出しま
した。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内の type-name1 の基本タ
イプを訂正して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16170

sqlstate: 2200M

SQL16171N XML 文書で、単純タイプ type-name に対
する list による派生の内容にエラーが含
まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、simpleType

type-name の宣言の中に、'list' 派生の正しくない指定を
検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内のタイプ宣言を訂正し
て、操作を再試行してください。

sqlcode: -16171

sqlstate: 2200M

SQL16172N XML 文書に、ref 属性と子の内容の両方
を持つ declaration-type 宣言が含まれてい
ます。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、ref 属性と子
の内容を含んだ declaration-type 宣言を検出しました。
ref 属性と子の内容の両方を declaration-type 宣言に含め
ることはできません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16172

sqlstate: 2200M

SQL16173N XML 文書に、許可されていない属性
attribute-name が含まれています。

説明: XML 文書を解析中に、要素内では許可されない
属性 attribute-name が検出されました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16173

sqlstate: 2200M
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SQL16174N XML 文書に、インスタンス文書 uri2 に
指定されている名前空間と一致しないター
ゲット名前空間を持つ XML スキーマ
uri1 が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、ターゲット
名前空間の不一致を検出しました。 XML スキーマでの
ターゲット名前空間が、インスタンス文書でのターゲッ
ト名前空間と一致しません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内のターゲット名前空間を
訂正して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16174

sqlstate: 2200M

SQL16175N XML 文書に、ルート要素 element-name

を解決できなかったスキーマが含まれてい
ます。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、スキーマ文
書のルート要素の解決に関する問題を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16175

sqlstate: 2200M

SQL16176N XML スキーマで、タイプ type-name に
List、Union、または Restriction コンテン
ツが不正に使用されています。

説明: XML 文書を解析中に、指定されたタイプ
type-name が list、union、または restriction を使用して
宣言されていることが検出されましたが、これは許可さ
れません。単純タイプでないタイプに list または union

を使用することはできません。別のタイプから単純タイ
プを派生させる場合は、別のタイプも単純タイプでなけ
ればなりません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16176

sqlstate: 2200M

SQL16177N XML スキーマに、基本タイプ type-name

が見つからなかった派生タイプが含まれて
います。

説明: XML 文書を解析中に派生タイプが検出されまし
たが、その派生タイプの基本タイプ type-name が見つか
りませんでした。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16177

sqlstate: 2200M

SQL16178N XML 文書に、基本属性の定義と矛盾する
派生属性 attribute-name が含まれていま
す。理由コード = reason-code。

説明: XML 文書を解析中に、何らかの点で基本タイプ
と矛盾する派生属性が検出されました。reason-code に
よって示される考えられる理由は、以下のとおりです。

1. REQUIRED 設定が矛盾しています。

2. この派生タイプは基本タイプから有効に派生させる
ことはできません。

3. 値が固定されていないか、または基本とは異なる値
を持っています。

4. ターゲット名前空間が基本ワイルドカード制約で無
効であるか、または基本がワイルドカードを持って
いません。

5. 基本属性 use が禁止されている場合は、派生タイプ
の 'use' 属性を変更できません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16178

sqlstate: 2200M

SQL16179N XML 文書に、simpleType を予期した
derivation-type 宣言を持つ要素または属性
name が含まれています。

説明: XML 文書を解析中に、derivation-type 宣言は、
指定された要素または属性の name に simpleType を予
期していました。SimpleType 以外のタイプが見つかり
ました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。
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sqlcode: -16179

sqlstate: 2200M

SQL16180N XML 文書に空の simpleType コンテンツ
が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、子を持たな
い simpleType を検出しました。simpleType には 1 つ
の子を定義しなければなりません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16180

sqlstate: 2200M

SQL16181N XML 文書に無効な simpleContent が含
まれています。

説明: XML 文書を解析中に、ある無効な
simpleContent が検出されました。内容は RESTRICTION

または EXTENSION でなければなりません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16181

sqlstate: 2200M

SQL16182N XML 文書に無効な complexContent が含
まれています。

説明: XML 文書を解析中に、ある無効な
complexContent が検出されました。内容は
RESTRICTION または EXTENSION でなければなりま
せん。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16182

sqlstate: 2200M

SQL16183N XML 文書の complexType に無効な子が
含まれています。理由コード =

reason-code。

説明: XML 文書を解析中に、complexType に無効な子
が見つかりました。reason-code によって示される考え
られる理由は、以下のとおりです。

1. complexType 内の simpleContent 子の後に無効な子が
見つかりました。

2. complexType 内の complexContent 子の後に無効な子
が見つかりました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16183

sqlstate: 2200M

SQL16184N XML 文書に、タイプ type-name の重複す
るアノテーションが含まれています。

説明: XML 文書を解析中に、タイプ type-name の重複
するアノテーションが検出されました。タイプにアノテ
ーションを付けることができるのは、多くても 1 回で
す。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16184

sqlstate: 2200M

SQL16185N XML 文書に構文エラーがあります。理由
コード = reason-code。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、構文エラー
を検出しました。reason-code によって示される考えら
れる理由は、以下のとおりです。

1 INCLUDE または IGNORE の後に [ を予期し
ました。

2 文書に、名前のない最上位 complexType が含
まれています。

3 'standalone=' ストリングは、メイン XML エン
ティティーでのみ許可されます。

4 テキスト宣言に 'encoding=' ストリングは必須
です。

5 ルート要素が DOCTYPE とは異なります。

6 ID 属性は #IMPLIED または #REQUIRED で
なければなりません。

7 タイプ ENTITY/ENTITIES の属性は、外部の解
析対象外エンティティーを参照しなければなり
ません。

8 文字データは、内容モデルによって許可されま
せん。

SQL16180N

678 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



9 混合内容モデルでは、要素タイプを重複させる
ことはできません。

10 タイプ属性を指定する場合、内容属性は
'textOnly' でなければなりません。

11 next 要素宣言は、elementOnly 内容でのみ許可
されます。

12 要素参照は、混合内容または elementOnly 内容
でのみ許可されます。

13 'type' 属性および 'ref' 属性のいずれかのみ持つ
ことができます。

14 要素のタイプはすでに宣言されています。

15 正しくない xml:space 宣言です。

16 <schema> 要素の情報項目の内容にエラーがあ
ります。

17 属性宣言にタイプと simpleType の両方の宣言
を含めることはできません。

18 ref は、
'type'、'abstract'、'block'、'final'、'nilable'、
'default'、'fixed' のいずれとも一緒に出現するこ
とはできません。

19 ref がありますが、simpleType/form/type が見つ
かりました。

20 complexContent 要素内で指定される基本タイプ
は、それ自体が complexType でなければなり
ません。

21 'anyAttribute' 要素の子には、最大で 1 つの
'annotation' 要素しか含めることができません。

22 <import> 要素の名前空間は、<import> スキー
マの targetNamespace とは異なっていなければ
なりません。

23 <import> 要素の名前空間がない場合は、
<import> スキーマが targetNamespace を持たな
ければなりません。

24 制限によって派生した complexType の内容は
空ですが、基本タイプは空ではなく、制限によ
る派生を使用しても空にすることができませ
ん。

25 コンテンツ・タイプが、基本のコンテンツ・タ
イプの有効な制限ではありません。

26 {item type definition} は、atomic または union

(この場合、すべてのメンバー・タイプが
atomic でなければなりません) の {variety} を
持たなければなりません。

27 {member type definition} はすべて、atomic ま
たは list の {variety} を持たなければなりませ
ん。

28 モデル・グループ定義の子は、minOccurs 属性
と maxOccurs 属性のどちらも指定しないでく
ださい。

29 内容が 'all' のグループは、複合タイプ定義の
コンテンツ・タイプとしてのみ出現しなければ
なりません。

30 モデル・グループが持つ {compositor} 'all' が複
合タイプの {content type} を構成しているとき
は、minOccurs=maxOccurs=1 です。

31 'all' スキーマ・コンポーネント内の要素の
minOccurs/maxOccurs の値は、'0' または '1' で
なければなりません。

32 {attribute wildcard} の意図論理積は、式表現可
能でなければなりません。

33 基本タイプ定義に属性がありません。

34 派生タイプに属性ワイルドカードがあります
が、基本にはありません。

35 派生タイプの属性ワイルドカードは、基本の属
性ワイルドカードの有効なサブセットではあり
ません。

36 派生タイプのワイルドカード属性は、基本のワ
イルドカード属性と同一かそれより強くなけれ
ばなりません。

37 <redefine> の simpleType 子は、restriction 要素
を子として持たなければなりません。

38 simpleType の restriction 子の基本属性は、再定
義 simpleType の名前属性と同じでなければな
りません。

39 <redefine> の complexType 子は、extension 要
素の制限を孫として持たなければなりません。

40 restriction/extension の基本属性は、complexType

と同じでなければなりません。

41 <redefine> 要素の group 子が、自分自身を参照
するグループを含む場合、その参照は 1つのみ
でなければなりません。

42 <redefine> 要素の attributeGroup が自分の参照
を含む場合、その参照は 1 つのみでなければ
なりません。

43 識別制約の内容は、(annotation?, selector,

field+) と一致しなければなりません。

44 XPath 式が欠落しているか空です。

45 複合タイプ定義の一部である <xs:all> モデル・
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グループは、複合タイプ定義のコンテンツ・タ
イプ全体を構成しなければなりません。

46 <annotation> には、<appinfo> および
<documentation> 要素のみ含めることができま
す。

47 XML スキーマのルート要素名は 'schema' にす
る必要があります。

48 混合内容モデルでの個々の要素の反復は、正し
くありません。

49 不良デフォルト属性宣言です。

50 デフォルト属性宣言を予期しました。

51 属性リスト構文エラーです。

52 内容の後が無効です。

53 DOCTYPE にルート要素がありません。

54 DOCTYPE 宣言が終了していません。

55 ここのテキスト宣言は正しくありません。

56 内部サブセットに条件セクションがあります。

57 パラメーター・エンティティーが内部サブセッ
トまたは外部サブセットから伝搬しました。

58 内部サブセット内のマークアップの内側のパラ
メーター・エンティティー参照は許可されませ
ん。

59 エンティティーが内容セクション外の
miscellaneous に伝搬しました。

60 属性値から外部エンティティーを参照すること
はできません。

61 'default' と 'use' の両方がある場合、'use' は値
'optional' を持たなければなりません。

62 ここでは数字エンティティーまたは特殊文字エ
ンティティーのみが正当です。

63 schemaLocation 属性に値のペアが含まれていま
せん。

64 完全な宣言内のパラメーター・エンティティー
置換テキストに、部分的マークアップがありま
す。

65 開始タグと終了タグが異なるエンティティーに
ありました。

66 文書に再帰的エンティティー拡張が含まれてい
ました。

67 ファセットが基本タイプと矛盾します。

68 スタンドアロン文書では、要素内容を持つ、外
部で宣言される要素同士の間に空白文字があっ
てはなりません。

69 パラメーター・エンティティー置換テキスト内
に部分的マークアップがあります。

70 フィールドはそのセレクターのスコープ内の複
数の値と一致します。フィールドは固有な値と
一致しなければなりません。

71 'appinfo' および 'documentation' 以外のスキーマ
要素内では、空白文字以外の文字は許可されま
せん。

72 与えられた索引は、最大属性索引の範囲を超え
ていました。

73 渡された AttTypes 値は不明です。

74 渡された DefAttType 値は不明です。

75 2 項演算ノードに単項ノード・タイプがありま
した。

76 コンテンツ・タイプは混合または子でなければ
なりません。

77 ここでは PCDATA ノードは無効です。

78 単項演算ノードに 2 項ノード・タイプがあり
ました。

79 内容モデル・タイプが不明です。

80 内容 spec タイプが不明です。

81 親要素に内容 spec ノードがありません。

82 作成理由列挙型定数に、不明な値が含まれてい
ます。

83 列挙型定数に、これ以上要素は含まれていませ
ん。

84 自動エンコード方式列挙型定数に、不明な値が
含まれています。

85 対になっていない開始/終了タグが見つかったた
め、続行できません。

86 ワイルドカードの出現範囲が、基本ワイルドカ
ードの範囲の制限ではありません。

87 ワイルドカードが、対応する基本のワイルドカ
ードのサブセットではありません。

88 グループの出現範囲が、基本ワイルドカードの
範囲の制限ではありません。

89 パーティクル間に完全な関数マッピングがあり
ません。

90 パーティクル間に完全に機能するマッピングが
ありません。

91 内容 spec ノード・タイプが無効です。

92 空ストリングが検出されました。

93 ストリングに空白文字のみが含まれています。
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94 複数の小数点が検出されました。

95 無効な文字が検出されました。

96 NULL ポインターが検出されました。

97 グループの出現範囲が、基本グループの出現範
囲の有効な制限ではありません。

98 パーティクル間に完全に機能するマッピングが
ありません。

99 文書に、終了していない文字参照が含まれてい
ました。

100 エンティティー拡張数が、許可される制限を超
えていました。

101 このタイプの属性は、空の値を持つことはでき
ません。

102 複合タイプ定義の表記は OK ですが、
<restriction> は <simpleType> 子を持たなけれ
ばなりません。

103 restriction 内の要素 name/uri が、対応する基本
要素のものと一致しません。

104 セレクターが属性を選択できません。

105 XPath 値の先頭に '|' を使用することは許可さ
れません。

106 XPath 値に '||' を使用することは許可されませ
ん。

107 XPath に属性名が欠落しています。

108 XPath 式に二重コロンを使用することは許可さ
れません。

109 トークン 'AXISNAME_CHILD::' の後に step

を予期しました。

110 XPath の '//' の後に step を予期しました。

111 XPath の '/' の後に step を予期しました。

112 XPath の '//' の後に '/' を使用することは許可
されません。

113 XPath の先頭の '.' の後には '//' のみが許可さ
れます。

114 XPath 値の先頭に '/' を使用することは許可さ
れません。

115 XPath のルートを選択することは許可されませ
ん。

116 XPath 式が空です。

117 XPath 式を '|' で終了することはできません。

118 XPath の '.' の後に無効な文字があります。

119 XPath トークンはサポートされません。

120 NEL オプションを有効にしています。

121 URI 内にスキームが見つかりませんでした。

122 基本タイプは空ですが、派生 complexType に
内容があります。

123 パーサーは XML 記法名を検出することを予期
しましたが、検出しませんでした。

124 終了していない記法宣言が見つかりました。

125 パーサーは文書エンコード方式を検出しません
でしたが、文書エンコード方式は必須です。

126 文書に開始タグより多い終了タグが含まれてい
ました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16185

sqlstate: 2200M

SQL16186N XML 文書で無効な解析対象外エンティテ
ィー参照 entity-name が検出されました。

説明: XML 文書を解析中に、解析対象外エンティティ
ー参照 entity-name が検出されました。この参照は無効
です。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16186

sqlstate: 2200M

SQL16187N XML 文書に、xsi:type 属性で使用されて
いる抽象タイプ type-name が含まれてい
ます。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、xsi:type 属性
で抽象タイプ type-name が使用されていることを検出し
ました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16187

sqlstate: 2200M
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SQL16188N XML 文書に、タイプ type-name の無効な
コンテンツ・アノテーション指定が含まれ
ています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、データ・タ
イプ type-name としては誤った内容 (annotation?...) を検
出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16188

sqlstate: 2200M

SQL16189N XML 文書に、XML スキーマでは見つか
っていない ref 要素 element-name が含ま
れています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、XML スキー
マ内で見つからない ref 要素 element-name を検出しま
した。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16189

sqlstate: 2200M

SQL16190N XML 文書に、名前空間では見つかってい
ないタイプ "prefix:type-name" が含まれて
います。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、名前空間内
で見つからないタイプを検出しました。タイプは
prefix:type-name で識別されます。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内のタイプの使用を訂正し
て、操作を再試行してください。

sqlcode: -16190

sqlstate: 2200M

SQL16191N XML 文書の複合タイプ type-name に、無
効な子が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、複合タイプ
type-name 内で無効な子を検出しました。completType

の子として可能なのは、
group、sequence、choice、all、attribute、または
attributeGroup です。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16191

sqlstate: 2200M

SQL16192N XML 文書に attribute-name の循環
attributeGroup 参照が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、循環
attributeGroup 参照を検出しました。<redefine> の外側で
はこの使用は許可されません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16192

sqlstate: 2200M

SQL16193N XML 文書にどの URI にもマップされて
いない接頭部 prefix-name が含まれていま
す。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、どの URI に
もマップされていない接頭部 prefix-name を検出しまし
た。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16193

sqlstate: 2200M

SQL16194N XML 文書に、xsi:type 属性で使用されて
いるものの、要素 element-name のタイプ
から派生してはいないタイプ type-name

が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、type-name を
指定している xsi:type 属性を検出しましたが、このタイ
プは要素 element-name のタイプから派生したものでは
ありません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内の xsi:type 属性で使用さ
れているタイプを訂正して、操作を再試行してくださ
い。

sqlcode: -16194

sqlstate: 2200M
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SQL16195N XML 文書に無効な再定義が含まれていま
す。namespace-uri はすでに組み込まれて
いるか、または再定義されています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、無効な再定
義を検出しました。名前空間 namespace-uri はすでに組
み込まれているか、または再定義されています。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16195

sqlstate: 2200M

SQL16196N XML 文書に正しく指定されていない要素
element-name が含まれています。理由コ
ード = reason-code

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、element-name

という名前の要素のエラーを検出しました。reason-code

によって示される考えられる理由は、以下のとおりで
す。

1 要素は制限内では空可能になっていますが、基
本内では空可能ではありません。

2 要素が固定されていないか、または固定されて
いても基本と同じ値を持っていません。

3 要素の不許可置換が、基本の不許可置換のスー
パーセットではありません。

4 要素は基本から派生しないタイプを持っていま
す。

5 要素は、基本が属するグループとは異なる
variety のグループに属しています。

6 要素の識別制約のキーが見つかりません。

7 要素は abstract のタイプを指定して宣言されて
います。xsi:type を使用して、abstract でないタ
イプを指定してください。

8 要素はブロッキング制約を持ち、置換を許可し
ていません。

9 要素は、タイプ属性と、simpleType または
complexType のタイプを持つ子を、両方を持つ
ことはできません。

10 要素は固定値またはデフォルト値を持たなけれ
ばならず、かつ単純内容モデルまたは混合単純
内容モデルを持たなければなりません。

11 要素に schemaLocation 属性を指定しなければ
なりません。

12 要素の名前空間は、スキーマ名前空間からのも
のでなければなりません。

13 要素は、置換グループのヘッドにある要素のタ
イプから派生しないタイプを持っています。

14 要素はグローバル宣言されており、ref 属性を
持つことはできません。

15 要素の内容指定式が見つかりませんでした。

16 要素の内容モデルで ',' または ')' 文字 (閉じ括
弧) を予期しました。

17 要素は接頭部に 'xmlns' を持つことはできませ
ん。

18 要素はすでに宣言されています。

19 要素は、単純タイプの内容の中に子としての要
素を持つことはできません。

20 要素は単純タイプを持っていますが、データ・
タイプ・バリデーターが見つかりませんでし
た。

21 要素は、空可能が true に設定された要素と一
致するキーを持っています。

22 要素の識別制約の key 値が重複して宣言され
ています。

23 要素の識別制約の unique 値が重複して宣言さ
れています。

24 要素は値のないキーを持っています。

25 要素の unique 識別制約に指定された値が不十
分です。

26 要素は DOCTYPE で使用されていましたが、
一度も宣言されていません。

27 要素の内容モデルが未確定です。

28 コンテンツ・タイプのパーティクルは非空可能
ですが、要素のコンテンツ・タイプは混合にな
っています。

29 要素の内容が、要素のスキーマ宣言での固定属
性値とは異なります。

30 要素の循環置換グループがあります。

31 要素は、関連する内容モデルでは無効です。

32 要素の値は 'xsi:nil' です。これは、空可能でな
いという要素の宣言と矛盾します。

33 要素が非型付きです。

34 指定された要素は修飾されなければなりませ
ん。

35 指定された要素は修飾することはできません。

36 指定された要素は空ではありませんでしたが、
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xsi:nil=true を指定していました。xsi:nil=true を
指定している要素は、空である必要がありま
す。

37 要素が定義されていません。

38 要素に 'fixed' と 'default' の両方のファセット
が指定されています。両方を指定することはで
きません。どちらか一方か、他を指定してくだ
さい。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16196

sqlstate: 2200M

SQL16197N XML 文書に、要素 element-name に対し
て十分な値が指定されていないキーまたは
キー参照名 name ID 制約が含まれていま
す。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、key または
keyref name 識別制約に指定された値が不十分な要素
element name を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16197

sqlstate: 2200M

SQL16198N XML 文書に、無効な名前 name を持つ
object-type オブジェクトの宣言が含まれて
います。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、無効な名前
name を持つ object-type オブジェクトの宣言を検出しま
した。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16198

sqlstate: 2200M

SQL16199N XML 文書に、complexContent を持つタ
イプ type-name が含まれています。
simpleContent 要素の基本として
complexContent を指定することはできま
せん。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、
simpleContent 要素内に、基本として complexContent が
指定されたタイプ type-nameを検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を異なるタイプを基本に指
定するように訂正して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16199

sqlstate: 2200M

SQL16200N XML 文書の complexType の中に、重複
する参照属性 "prefix:name" が含まれてい
ます。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、complexType

の中に prefix:name という名前の重複する参照属性を検
出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16200

sqlstate: 2200M

SQL16201N XML 文書の公開 ID の中に、無効な
Unicode 文字 hex-value が含まれていま
す。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、公開 ID の
中に無効な Unicode 文字を検出しました。無効な文字
として識別されるのは、16 進値 hex-value です。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16201

sqlstate: 2200M

SQL16202N XML 文書に、関連基数として無効な数字
value が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、関連基数と
して無効な数字 value を検出しました。基数が 10 進ま
たは 16 進になっている可能性があります。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16202

sqlstate: 2200M

SQL16197N
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SQL16203N XML 文書の入力が、開始済みのすべての
タグが終了する前に終了しています。最後
に開始されたタグは、tag-name です。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、すべての開
始タグが閉じられる前に入力の終了を検出しました。最
後に開始されたタグとして識別されるのは、tag-name で
す。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16203

sqlstate: 2200M

SQL16204N XML 文書に、スタンドアロン文書内の外
部エンティティー宣言 ext-entity-name の
参照が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、
ext-entity-name で識別されるスタンドアロン文書内の外
部エンティティーを参照しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16204

sqlstate: 2200M

SQL16205N XML 文書に含まれる要素の数が、内容モ
デル name と突き合わせるには少なすぎ
ます。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、name で識別
される内容モデルと突き合わせることができるだけの数
の要素を検出しませんでした。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16205

sqlstate: 2200M

SQL16206N XML 文書に、使用できる文法のない
URI uri-string の参照が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、URI

uri-string に合う文法を見つけようとしました。文法を使
用できません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16206

sqlstate: 2200M

SQL16207N XML 文書に、定義されていないエンティ
ティー entity-name が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、entity-name

で識別される定義されていないエンティティーを検出し
ました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16207

sqlstate: 2200M

SQL16208N XML 文書の xsi:type に、無効なタイプ
type-name が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、xsi:type 定義
の中に無効なタイプ type-name を検出しました。解析ま
たは妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16208

sqlstate: 2200M

SQL16209N XML 文書は、抽象要素 element-name の
置換グループのメンバーの指定を必要とし
ます。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、抽象要素
element-name の置換グループのメンバーが欠落している
ことを検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16209

sqlstate: 2200M

SQL16210N XML 文書に、ファセット制約に違反する
値 value が含まれていました。理由コー
ド = reason-code。

説明: XML パーサーは XML 文書を処理中に、ファセ
ット制約テストに不合格の値を検出しました。

SQL16203N
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reason-code によって示される考えられる理由は、以下
のとおりです。

1 値の長さが maxLen ファセットを超えていま
す。

2 値の長さが minLen ファセット未満でした。

3 値の長さが len ファセットと等しくありません
でした。

4 値が列挙型になっていませんでした。

5 値の合計桁数が totDigits ファセットを超えて
いました。

6 値のフラクタル桁数が fractDigits ファセットを
超えていました。

7 値は maxInclusive ファセットより大きい値で
した。

8 値は maxExclusive ファセット以上でした。

9 値は minInclusive ファセットより小さい値でし
た。

10 値は minExclusive ファセット以下でした。

11 値が空白文字置換ではありません。

12 値が縮小空白文字ではありません。

13 値が正規表現ファセットと一致しません。

14 値が共用体のどのメンバー・タイプとも一致し
ません。

15 値が位取りファセットを超えています。

16 値が精度ファセットを超えています。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内の制約ファセットに違反
している値を訂正して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16210

sqlstate: 2200M

SQL16211N XML 文書に無効な URI が含まれていま
した。トークン 1=token1。トークン
2=token2。理由コード = reason-code。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、無効な URI

を検出しました。reason-code によって示される考えら
れる理由は、以下のとおりです。

1 URI token1 は、必須コンポーネントをすべて
備えていなければなりません。

2 URI token1 に、汎用 URI でのみ有効なコンポ
ーネント token2 が含まれています。

3 URI token1 に、無効なエスケープ・シーケン
ス token2 が含まれています。

4 URI token1 に、無効な文字 token2 が含まれて
います。

5 URI に含まれる NULL 可能でないコンポーネ
ントが、NULL に設定されています。

6 URI token1 に、非準拠コンポーネント token2

が含まれています。

7 URI token1 に、「host」コンポーネントが指定
されない場合は無効なコンポーネント token2

が含まれています。

8 URI token1 に、「path」コンポーネントが指定
されない場合は無効なコンポーネント token2

が含まれています。

9 URI token1 に、パス指定に組み込めないコン
ポーネント token2 が含まれています。

10 URI に、範囲 (0, 65535) に入らないポート値
token1 が含まれています。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内の URI を訂正して、操
作を再試行してください。

sqlcode: -16211

sqlstate: 2200M

SQL16212N XML 文書では、name の循環定義は許可
されません。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、name の定義
内で name が使用されていることを検出しました。
XML では循環定義は許可されません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16212

sqlstate: 2200M

SQL16213N XML スキーマに、タイプが ID から導出
されるために constraint-type 制約を持っ
てはならない要素 element-name が含まれ
ています。

説明: パーサーは XML スキーマを解析中に、ID から
導出される constaint-type 制約を持ってはならない要素
を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。
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686 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16213

sqlstate: 2200M

SQL16214N XML 文書に含まれるインポートされたス
キーマ import-uri の targetNameSpace

targetns-uri は、declared-uri と宣言された
ものとは異なります。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、名前空間の
不一致を検出しました。インポートされた XML スキー
マ import-uri は、XML 文書で宣言された名前空間
declared-uri とは異なるターゲット名前空間 targetns-uri

を持っています。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書の名前空間の不一致を訂正
して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16214

sqlstate: 2200M

SQL16215N XML 文書に、異なるターゲット名前空間
targetns-uri を持つ組み込みスキーマ
include-uri が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、名前空間の
不一致を検出しました。 URI include-uri に組み込まれ
た XML スキーマは、異なるターゲット名前空間 URI

targetns-uri を持っています。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書の名前空間の不一致を訂正
して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16215

sqlstate: 2200M

SQL16216N XML 文書に、element-type element-name

宣言に必要な属性 attribute-name がありま
せん。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、必須属性
attribute-name が欠落している element-type element-name

宣言を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内のグローバルまたはロー
カル宣言に欠落している属性を追加して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16216

sqlstate: 2200M

SQL16217N XML 文書に、element-type element-name

宣言に入れることができない属性
attribute-name が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、element-type

element-name 宣言内では許可されない attribute-name と
いう名前の属性を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内のグローバルまたはロー
カル宣言から属性を除去して、操作を再試行してくださ
い。

sqlcode: -16217

sqlstate: 2200M

SQL16218N XML 文書に含まれる name1 という名前
の component のグローバル宣言が、複数
回宣言されています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、name で識別
される component の重複するグローバル宣言を検出し
ました。component は、「element」、「group」、また
は「attributeGroup」である可能性があります。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書から重複する宣言を除去し
て、操作を再試行してください。

sqlcode: -16218

sqlstate: 2200M

SQL16219N XML 文書に含まれる name という名前の
type1 のグローバル・タイプ宣言は、複数
回宣言されているか、または type2 とし
ても宣言されています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、name で識別
される type1 の重複するグローバル・タイプ宣言がある
こと、または name が type2 としても宣言されているこ
とを検出しました。グローバル・タイプ宣言は、
simpleType または complexType である可能性がありま
す。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16219

sqlstate: 2200M
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SQL16220N XML 文書に要素または属性 name が含ま
れていますが、この要素または属性の
NOTATION がスキーマで直接的に使用さ
れています。

説明: パーサーが XML 文書を解析中に、スキーマで
NOTATION が直接使用されている要素または属性を検
出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16220

sqlstate: 2200M

SQL16221N XML 文書に、基本タイプ base-type-name

と派生タイプ derived-type-name の定義の
不一致が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、基本タイプ
base-type-name と派生タイプ derived-type-name の定義の
不一致を検出しました。基本タイプのコンテンツ・タイ
プが混合タイプの場合は、派生タイプも混合内容でなけ
ればなりません。基本タイプの内容が要素のみの場合
は、派生タイプも要素のみの内容でなければなりませ
ん。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16221

sqlstate: 2200M

SQL16222N XML 文書に、名前のないグローバル
declaration-type 宣言が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、名前のない
グローバル declaration-type 宣言を検出しました。グロ
ーバル宣言には名前がなければなりません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内のグローバル宣言を訂正
して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16222

sqlstate: 2200M

SQL16223N XML 文書に、許可されないタイプ
type-name の子を持つ <redefine> 要素が
含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、データ・タ

イプ type-name で定義された子を持つ再定義要素を検出
しました。<redefine> 要素にこのタイプの子を含めるこ
とはできません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内の <redefine> 要素を訂
正して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16223

sqlstate: 2200M

SQL16224N XML 文書に、基本要素
base-element-name と派生要素
derived-element-name の定義の不一致が含
まれています。理由コード =

reason-code。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、名前が
base-element-name の基本要素と名前が
derived-element-name の関連派生要素の定義の不一致を
検出しました。reason-code によって示される考えられ
る理由は、以下のとおりです。

1. 派生要素は、基本要素より少ない識別制約を持って
いる。

2. 派生要素が、基本要素に現れない識別制約を持って
いる。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内の基本要素または派生要
素を訂正して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16224

sqlstate: 2200M

SQL16225N XML 文書に、基本タイプのワイルドカー
ドでは許可されない namespace-uri の名前
空間が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に無効な名前空
間を検出しました。これは、ある基本タイプから派生し
たタイプに起因していますが、この基本タイプには
「any」要素があり、その要素定義では namespace-uri

と一致しない名前空間 URI が使用されています。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16225

sqlstate: 2200M
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SQL16226N XML スキーマに、グループ group-name

の無効なグループ仕様が含まれています。
理由コード = reason-code。

説明: XML パーサーは XML スキーマを処理中に、無
効なグループ仕様を検出しました。reason-code によっ
て示される考えられる理由は、以下のとおりです。

1. グループには (all | choice | sequence) が含まれてい
なければなりません。

2. グループに、minOccurs = maxOccurs = 1 がなけれ
ばならない、再定義されるグループの参照が含まれ
ています。

3. 属性グループ仕様が (annotation?.((attribute |

attributeGroup)*, anyAttribute?)) と一致しません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16226

sqlstate: 2200M

SQL16227N XML 文書に、スキーマ内に見つからな
い、"uri:object-name" という名前のオブ
ジェクト "object-type" が含まれていま
す。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、XML スキー
マ内に見つからない、名前が uri:object-name のタイプ
object-type のオブジェクトを検出しました。

ユーザーの処置: XML 文書または XML スキーマを訂
正して、操作を再試行してください。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

sqlcode: -16227

sqlstate: 2200M

SQL16228N <all> の内容は <xs:element> に限定され
ていますが、tag-name が検出されまし
た。

説明: パーサーは XML スキーマ文書を解析中に、エ
レメント tag-name を検出しました。 XML スキーマ
は、<all> の内容を <xs:element> に限定しています。

ユーザーの処置: XML スキーマ文書を訂正して、操作
を再試行してください。

sqlcode: -16228

sqlstate: 2200M

SQL16229N XML 文書に、異なるターゲット名前空間
targetns-uri を持つ再定義スキーマ
schema-uri が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、異なるター
ゲット名前空間を持つ再定義スキーマを検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16229

sqlstate: 2200M

SQL16230N XML 文書に、constraint-name という名前
の識別制約が複数含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、名前
constraint-name を使用する複数の識別制約を検出しまし
た。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内の重複する識別制約名を
変更して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16230

sqlstate: 2200M

SQL16231N XML 文書に、<import> 宣言のない名前
空間 uri の参照が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、インポート
宣言のない名前空間 uri の参照を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書に名前空間のインポートを
組み込んで、操作を再試行してください。

sqlcode: -16231

sqlstate: 2200M

SQL16232N XML 文書の XML 宣言に、
attribute-name の重複する設定が含まれて
います。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、XML 宣言の
中に attribute-name の重複する宣言設定を検出しまし
た。XML 宣言は、「version」、「encoding」、
「standalone」属性の設定を 1 つだけ持つことができま
す。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書の XML 宣言内の重複する
属性設定を除去して、操作を再試行してください。
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sqlcode: -16232

sqlstate: 2200M

SQL16233N XML 文書に、重複する ID 値 ID-value

が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、重複する ID

値 ID-value を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内の重複する ID 値をユニ
ークな ID 値に変更して、操作を再試行してください。

sqlcode: -16233

sqlstate: 2200M

SQL16234N XML 文書に、データ・タイプ type-name

の無効な宣言が含まれています。理由コー
ド = reason-code。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、無効なデー
タ・タイプ宣言を検出しました。reason-code によって
示される考えられる理由は、以下のとおりです。

1. データ・タイプ type-name 用のバリデーターがな
い。

2. 誤ったデータ・タイプである。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16234

sqlstate: 2200M

SQL16235N XML 文書に、範囲外の値 value が含まれ
ています。範囲値 1=rvalue1。範囲値
2=rvalue2。理由コード = reason-code。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、無効な値を
検出しました。reason-code によって示される考えられ
る理由は、以下のとおりです。

1. 値 value が、負の最大値 rvalue1 より小さい。

2. 値 value が、正の最大値 rvalue1 より大きい。

3. 数値 value が、許可される rvalue1 から rvalue2 の
範囲外。

4. 数値 value は、指数を持つ必要がある。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書内の範囲外の値を訂正し
て、操作を再試行してください。

sqlcode: -16235

sqlstate: 2200M

SQL16236N 正規表現を処理中にエラーが検出されまし
た。理由コード = reason-code。可能性の
あるトークン = token。

説明: 正規表現を処理中に、エラーが検出されました。
reason-code は、エラーに関する詳細情報と、可能性の
あるトークン token (空でない場合) の説明を示します。

1 正規表現に、無効なカテゴリー名 token があり
ました。

2 正規表現に、不明なオプションがありました。

3 正規表現に、不明なキーワード token がありま
した。

4 ComplementRanges - 引数は、RangeToken でな
ければなりません。

5 参照番号は、ゼロより大きくなければなりませ
ん。

6 不明なトークン・タイプ。

7 無効な子索引。

8 無効またはゼロ長の置換パターン。

9 無効な Unicode 16 進表記または Unicode コー
ド・ポイント。

10 範囲終了コード・ポイント token が、開始コー
ド・ポイントより小さくなっています。

11 無効な正規表現構文。token にリストされたス
トリングまたは文字を検出することを予期しま
した。

12 16 進表記のオーバーフローです。

13 正規表現の中に予期しない文字が見つかりまし
た。

14 無効な参照番号。

15 円記号文字 (「¥」) の後には文字が必要です。

16 修飾グループ、条件グループ、または文字クラ
ス内のパターンが予期しない終わり方になって
います。

17 条件パターンで、逆参照、アンカー、先読み、
または後読みが予期されています。

18 条件グループの選択項目が 3 つを超えていま
す。

19 U+0040 から u+005f の範囲に含まれる文字
は、¥c の後に続ける必要があります。

20 予期しないメタ文字です。

21 不明なプロパティー。
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22 不明な POSIX 文字クラスの名前。

23 正規表現での「-」文字の無効な使用。

24 アンカーが正規表現内の正しい位置にありませ
ん。

25 現行オプション設定ではサポートされない式が
使用されています。

26 token 内で無効な数量詞が使用されていまし
た。考えられる問題は、予期される桁数、予期
される「}」文字、無効な数量、最小数量が最
大数量を超えていること、または数量値オーバ
ーフローです。

27 トークン token は無効な文字範囲です。

28 token は無効なエスケープ文字です。

29 内部正規表現処理エラー。エラー・コード
token。再試行しても問題が再び発生する場合
は、このメッセージと token の値を添えて
IBM サポートに連絡してください。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: 正規表現を訂正して、操作を再試行し
てください。

sqlcode: -16236

sqlstate: 2200M

SQL16237N XML スキーマに要素 element-name の出
現範囲が含まれていますが、これは基本要
素にとって無効な範囲制限です。

説明: パーサーは XML スキーマを解析中に、要素
element-name 内に出現範囲を検出しましたが、これは基
本要素には無効な出現範囲制限です。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16237

sqlstate: 2200M

SQL16238N XML スキーマに、XPath 値での名前空
間 URI にバインドされない接頭部
prefix-name が含まれています。

説明: XML パーサーは XML スキーマを処理中に、対
応する URI が XPath 値にない接頭部 prefix-name を検
出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML スキーマを訂正して、操作を再
試行してください。

sqlcode: -16238

sqlstate: 2200M

SQL16239N XML 文書に、既存の宣言がまだないタイ
プ type-name の再定義が含まれていま
す。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、type-name に
対応する宣言をスキーマ内で検出しませんでした。再定
義要求は、前の宣言がなければ実行できません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16239

sqlstate: 2200M

SQL16240N XML 文書に、elementOnly 内容でのみ許
可される tag が含まれていました。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、elementOnly

内容でのみ有効な内容を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16240

sqlstate: 2200M

SQL16241N XML 文書の、
「element」、「group」、「choice」、
「sequence」、および 「any」に限定され
ている選択モデル・グループに、tag 内容
があります。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、無効な内容
を検出しました。選択モデル・グループに、
「element」、「group」、「choice」、「sequence」、
「any」のいずれでもない内容 tag が含まれています。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16241

sqlstate: 2200M
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SQL16242N XML 文書に、ユニークなパーティクル属
性規則に違反する name1 および name2

があります。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、ユニークな
パーティクル属性規則に違反する値を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16242

sqlstate: 2200M

SQL16243N XML 文書に、スコープ外のキーまたはユ
ニーク制約を参照する keyref value が含
まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、無効な
keyref を検出しました。keyref value は定義されたキー
またはユニーク制約の名前ですが、keyref のスコープに
含まれません。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16243

sqlstate: 2200M

SQL16244N XML 文書に、spec タイプには無効な操
作 operation-name が含まれています。

説明: パーサーは XML 文書を解析中に、spec タイプ
には無効な操作を検出しました。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書を訂正して、操作を再試行
してください。

sqlcode: -16244

sqlstate: 2200M

SQL16245N XML スキーマ文書 uri の行 lineno また
はその近くで、非修飾 SQL ID string が
見つかりました。

説明: ID string にリレーショナル・スキーマ名が欠落
しており、XML スキーマでグローバル・アノテーショ
ン db2-xdb:defaultSQLSchema が指定されていません。
XML スキーマ文書は、uri をカタログ・ビュー
SYSCAT.XSROBJECTCOMPONENTS の
SCHEMALOCATION 列と突き合わせることによって判
別できます。

XML スキーマを分解に使用できません。

ユーザーの処置: グローバル・アノテーション
db2-xdb:defaultSQLSchema を定義するか、またはマッピ
ングに使用される表またはニックネームを、リレーショ
ナル・スキーマを指定する db2-xdb:table アノテーショ
ンを使用して宣言する必要があります。

sqlcode: -16245

sqlstate: 225DE

SQL16246N XML スキーマ文書 uri の行 lineno また
はその近くに、不完全なアノテーション・
マッピングがあります。理由コード =

reason-code。

説明: uri の line 近くの XML スキーマ項目からデー
タベース・オブジェクトへのマッピングのアノテーショ
ンには、一部の情報が欠落しています。理由コードとし
て可能性のある値は、以下のとおりです。

1. 行セット名が指定されていないか、または完全修飾
されていません。

2. マッピングはターゲット列または条件を指定しなけ
ればなりませんが、ターゲット列も条件も指定され
ていません。

3. XML 内容の処理は指定されていますが、ターゲット
列が指定されていません。マッピングは XML 文書
の内容を式を介して切り捨てる、正規化する、また
は変換することを示していますが、処理された内容
をどこに保管するかがマッピングで示されていませ
ん。

XML スキーマ文書は、uri をカタログ・ビュー
SYSCAT.XSROBJECTCOMPONENTS の
SCHEMALOCATION 列と突き合わせることによって判
別できます。

XML スキーマを分解に使用できません。

ユーザーの処置: XML スキーマ内のアノテーションを
変更してください。 reason-code 基づく可能なアクショ
ンは、以下のとおりです。

1. 行セット名を指定するか、または行セット名を完全
修飾してください。

2. ターゲット列または条件を指定してください。

3. 関連処理が指定された XML 内容のターゲット列を
指定してください。

指定したアノテーションについて、アノテーション付き
XML スキーマの資料で調べて、必要なすべてのコンポ
ーネントに値を与えてください。

sqlcode: -16246
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sqlstate: 225DE

SQL16247N XML スキーマ文書 uri の行 lineno また
はその近くにあるアノテーションは、ソー
ス XML タイプ source-data-type をター
ゲット SQL タイプ target-data-type にマ
ップできません。

説明: XML スキーマ文書 uri の行 lineno またはその
近くにあるアノテーションは、XML スキーマ・タイプ
source-data-type を非互換の SQL タイプ target-data-type

にマップしています。 XML スキーマ文書は、uri をカ
タログ・ビュー SYSCAT.XSROBJECTCOMPONENTS

の SCHEMALOCATION 列と突き合わせることによって
判別できます。

XML スキーマを分解に使用できません。

ユーザーの処置: アノテーション付き XML スキーマ
の資料で XML スキーマ・タイプと SQL タイプの互換
性を調べてください。アノテーションを適切に訂正して
ください。

sqlcode: -16247

sqlstate: 225DE

SQL16248N XML スキーマ文書 uri の行 lineno また
はその近くに、アノテーションのエラーが
あります。エラーの追加情報には、
errordetails が含まれます。

説明: アノテーション付き XML スキーマ文書 uri の
行番号 lineno またはその近くに、アノテーションのエ
ラーが含まれています。エラーの種類としては、無効
値、アノテーション内の未知のエレメントまたは属性、
誤った形式の XML などがあります。エラーの種類、ま
たはエラーのある値に関する追加情報は、errordetails に
示されています。

XML スキーマ文書は、uri をカタログ・ビュー
SYSCAT.XSROBJECTCOMPONENTS の
SCHEMALOCATION 列と突き合わせることによって判
別できます。

XML スキーマを分解に使用できません。

ユーザーの処置: アノテーション付き XML スキーマ
の資料で、正当なアノテーションおよびその構文のリス
トを調べてください。不明なアノテーションを訂正する
か除去してください。

sqlcode: -16248

sqlstate: 225DE

SQL16249N XML スキーマ文書 uri の行 lineno また
はその近くにある db2-xdb:expression、ま
たは db2-xdb:condition アノテーション
annotation-string が、理由コード
reasoncode のため無効です。

説明: 識別された db2-xdb:expression または
db2-xdb:condition アノテーションが、以下の理由コード
の 1 つによって示されるように、無効です。

1. 指定された式のストリングの長さが、許可される最
大値を超えていました。

2. 式の中でキーワード $DECOMP_CONTENT または
$DECOMP_ELEMENTID が出現する回数が、最大値
の 10 回を超えています。

XML スキーマ文書は、uri をカタログ・ビュー
SYSCAT.XSROBJECTCOMPONENTS の
SCHEMALOCATION 列と突き合わせることによって判
別できます。

XML スキーマを分解に使用できません。

ユーザーの処置: アノテーション付き XML スキーマ
の資料で、db2-xdb:expression または db2-xdb:condition

アノテーションの構文および制限を調べてください。式
を適切に訂正してください。

sqlcode: -16249

sqlstate: 225DE

SQL16250N XML スキーマ文書 uri の行 lineno また
はその近くの値 schema-name を持つ
db2-xdb:defaultSQLSchema は、同じ
XML スキーマ内のいずれかの XML ス
キーマ文書で指定された別の
db2-xdb:defaultSQLSchema と競合しま
す。

説明: アノテーション付き XML スキーマを構成する
すべての XML スキーマ文書に渡って、存在できる
db2-xdb:defaultSQLSchema アノテーションの値は 1 つ
だけです。 XML スキーマ文書 uri の行番号 lineno ま
たはその近くの指定された SQL スキーマ名
schema-name は、XML スキーマのこの XML スキーマ
文書内または別の XML スキーマ文書内の
db2-xdb:defaultSQLSchema アノテーションのもう 1 つ
の値と競合します。 XML スキーマ文書は、uri をカタ
ログ・ビュー SYSCAT.XSROBJECTCOMPONENTS の
SCHEMALOCATION 列と突き合わせることによって判
別できます。

XML スキーマを分解に使用できません。

ユーザーの処置: db2-xdb:defaultSQLSchema のすべての
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指定が一貫性のあるものとなるようにアノテーションを
付けられた XML スキーマを訂正してください。

sqlcode: -16250

sqlstate: 225DE

SQL16251N XML スキーマ文書 uri の行 lineno また
はその近くの、表またはニックネーム
table-name について定義された
db2-xdb:table アノテーションが重複して
います。

説明: アノテーション付き XML スキーマに、表また
はニックネーム table-name の db2-xdb:table アノテーシ
ョンが複数あります。 XML スキーマ文書 uri の行
lineno またはその近くの行で、この表またはニックネー
ムの 2 つ目の db2-xdb:table アノテーションが見つかり
ました。 XML スキーマ文書は、uri をカタログ・ビュ
ー SYSCAT.XSROBJECTCOMPONENTS の
SCHEMALOCATION 列と突き合わせることによって判
別できます。

XML スキーマを分解に使用できません。

ユーザーの処置: XML スキーマの XML スキーマ文書
から表またはニックネーム table-name の重複
db2-xdb:table アノテーションを除去することによって、
アノテーション付き XML スキーマを訂正してくださ
い。

sqlcode: -16251

sqlstate: 225DE

SQL16252N XML スキーマ文書 uri の行 lineno また
はその近くで指定されている
db2-xdb:rowSet 名 rowset-name が、既に
別の表またはニックネームに関連付けられ
ています。

説明: アノテーション付き XML スキーマ内の行セッ
トは、1 つの表またはニックネームだけに対応するもの
でなければなりません。行 lineno またはその近くにあ
る行セット宣言は、行セット rowsetname と、それが含
まれている db2-xdb:table アノテーションで指定された
表またはニックネームとの関連を宣言しています。指定
された行セットは、既に別の db2-xdb:table アノテーシ
ョンで異なる表またはニックネームに関連付けられてい
ます。 XML スキーマ文書は、uri をカタログ・ビュー
SYSCAT.XSROBJECTCOMPONENTS の
SCHEMALOCATION 列と突き合わせることによって判
別できます。

XML スキーマを分解に使用できません。

ユーザーの処置: XML スキーマの複数のアノテーショ

ン付き XML スキーマ文書に渡って、各行セット名が 1

つの表またはニックネームのみと固有に関連付けられる
よう、アノテーション付き XML スキーマを訂正してく
ださい。

sqlcode: -16252

sqlstate: 225DE

SQL16253N XML スキーマ文書 uri の行 lineno また
はその近くにある db2-xdb:condition アノ
テーション condition が長すぎます。

説明: db2-xdb:condition に関連付けられた、condition

で始まるストリングの長さが、許可される最大値を超え
ています。 db2-xdb:condition は、XML スキーマ文書
uri の行番号 lineno またはその近くで見つかりました。
XML スキーマ文書は、uri をカタログ・ビュー
SYSCAT.XSROBJECTCOMPONENTS の
SCHEMALOCATION 列と突き合わせることによって判
別できます。

XML スキーマを分解に使用できません。

ユーザーの処置: XML スキーマ文書内の
db2-xdb:condition の条件ストリングのサイズを小さくし
てください。アノテーション付き XML スキーマの資料
で、db2-xdb:condition アノテーションで指定したストリ
ングの制限を調べてください。

sqlcode: -16253

sqlstate: 225DE

SQL16254N XML スキーマ文書 uri の行 lineno また
はその近くにある db2-xdb:locationPath

locationpath が、理由コード reason-code

で無効です。

説明: アノテーション付きスキーマで
db2-xdb:locationPath に指定された値が無効です。理由コ
ードとして可能性のある値は、以下のとおりです。

1. 要素または属性の中に、URI にマップされない名前
空間接頭部を持つものがあります。ロケーション・
パスで使用されるすべての名前空間接頭部は、この
ロケーション・パスを指定するアノテーションが含
まれている XML スキーマ文書の中で、名前空間に
関連付けられていなければなりません。

2. ロケーション・パスの構文が無効です。

3. 指定されたパスは、ルート・ノードから、要素また
は属性が現れるインスタンス文書内ロケーションへ
の、可能などのパスにも一致しません。

4. locationPath にあるエレメントまたは属性名が、XML

スキーマにあるエレメントまたは属性名のいずれと
も対応していません。
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5. ロケーション・パスにあるロケーション・ステップ
の数が許可される最大値を超えています。

XML スキーマ文書は、uri をカタログ・ビュー
SYSCAT.XSROBJECTCOMPONENTS の
SCHEMALOCATION 列と突き合わせることによって判
別できます。

XML スキーマを分解に使用できません。

ユーザーの処置: XML スキーマ内のアノテーションを
変更してください。 reason-code 基づく可能なアクショ
ンは、以下のとおりです。

1. db2-xdb:locationPath 内の名前空間接頭部が正しいこ
とを確認するか、または欠落している名前空間の宣
言を追加してください。

2. db2-xdb:locationPath の値の構文がロケーション・パ
スを表す有効な構文であることを確認してくださ
い。

3. db2-xdb:locationPath の値が、ルート・ノードからロ
ケーション・パスの末尾の要素または属性までの可
能なパスに対応していることを確認してください。

4. locationPath にあるすべてのエレメントおよび属性名
が、XML スキーマにあるエレメントおよび属性名と
対応していることを確認してください。

5. アノテーション付き XML スキーマの資料で、
db2-xdb:locationPath の制限を調べて、ロケーショ
ン・パスのロケーション・ステップの数を制限内に
減らしてください。

sqlcode: -16254

sqlstate: 225DE

SQL16255N XML スキーマ文書 uri の行 lineno また
はその近くで使用されている
db2-xdb:rowSet 値 rowset-name は、
db2-xdb:table アノテーションが使用する
同じ名前と競合します。

説明: このアノテーション付き XML スキーマには、
rowset-name という名前の表またはニックネームを宣言
する db2-xdb:table アノテーションが含まれています
が、このアノテーション付き XML スキーマには
rowset-name をいずれかの表またはニックネームに関連
付けるための db2-xdb:rowSet アノテーション宣言があ
りません。ある行セットがどの db2-xdb:table アノテー
ションによっても宣言されていない場合、その行セット
は、db2-xdb:defaultSQLSchema の値で修飾された同じ名
前の表またはニックネームに暗黙的に関連付けられま
す。アノテーション付き XML スキーマは、
rowset-name という同じ名前を持つ行セットと表または

ニックネームとの間の暗黙の関連付けを基にした
db2-xdb:rowSet アノテーションを使用することと、
rowset-name という名前の表またはニックネームを
db2-xdb:table アノテーションを使って宣言することと
は、同時には実行できません。 XML スキーマ文書は、
uri をカタログ・ビュー
SYSCAT.XSROBJECTCOMPONENTS の
SCHEMALOCATION 列と突き合わせることによって判
別できます。

XML スキーマを分解に使用できません。

ユーザーの処置: rowset-name という名前を使って
db2-xdb:table 要素に db2-xdb:rowSet 子要素を追加する
ことにより、アノテーション付き XML スキーマを訂正
してください。これで行セットが表またはニックネーム
に明示的に関連付けられます。

sqlcode: -16255

sqlstate: 225DE

SQL16256N XML スキーマにグローバル
complexType が欠落していますが、これ
は XML スキーマを分解に使用できるよ
うにする上で必須です。

説明: XML スキーマに、インスタンス文書の潜在的な
ルート要素となる complexType のグローバル要素があ
りません。 XML スキーマを分解に使用できるようにす
るためには、complexType のグローバル要素が少なくと
も 1 つ含まれていなければなりません

XML スキーマを分解に使用できません。

ユーザーの処置: XML スキーマを分解に使用できるよ
うにする前に、complexType のグローバル要素が少なく
とも 1 つ含まれていることを確認してください。

sqlcode: -16256

sqlstate: 225DE

SQL16257N XML スキーマ文書 uri の行 lineno また
はその近くにあるフィーチャー
feature-number が、分解に関してサポート
されていません。エラーの追加情報には、
error-details が含まれます。

説明: 以下のサポートされないフィーチャー番号の 1

つによって示されるように、サポートされないフィーチ
ャーが検出されました。

1. 分解によってサポートされないタイプの列へのマッ
ピング。アノテーション付き XML スキーマの資料
で、許可されるターゲット列のタイプを調べてくだ
さい。
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2. 条件または式を含む選択モデル・グループ内のエレ
メントのマッピング。

3. DB2 for LUW ではないデータ・ソースにある表を識
別するニックネームへのエレメントまたは属性のマ
ッピング。アノテーション付き XML スキーマで参
照されたニックネームは、DB2 for LUW データ・ソ
ースにある表を識別している必要があります。

4. アノテーション付き XML スキーマには、コード・
ページがデータベースのコード・ページとは異なる
表への参照が含まれます。ターゲット表のいずれか
がデータベースのコード・ページとは異なるコー
ド・ページに存在する構成では、分解はサポートさ
れません。

XML スキーマ内にサポートされていないフィーチャー
があると、分解に使用できなくなることがあります。ま
た、分解名前空間内にサポートされていないフィーチャ
ーのアノテーションがあると、分解に使用できなくなる
ことがあります。エラーに関係する入手可能な追加情報
は、error-details で提供されます。

ユーザーの処置: 必要に応じて、XML スキーマからフ
ィーチャーを除去するか、またはフィーチャーに関連付
けられた分解のアノテーションを除去してください。分
解の資料で、指定した XML スキーマ・フィーチャーの
使用に関する制限を調べてください。

sqlcode: -16257

sqlstate: 225DE

SQL16258N XML スキーマに、分解でサポートされて
いないフィーチャーである再帰的要素が含
まれています。識別された再帰的要素は、
タイプ typenamespace:typename" の
"elementnamespace:elementname"です。

説明: 再帰的要素を含む XML スキーマは、分解では
サポートされていません。タイプ
typenamespace:typename の elementnamespace:elementname

と識別された再帰的要素が、少なくとも 1 つ見つかり
ました。

XML スキーマを分解に使用できません。

ユーザーの処置: XML スキーマから再帰の使用を除去
してください。

sqlcode: -16258

sqlstate: 225DE

SQL16259N XML スキーマ文書 uri1 の行 lineno1 の
近くと XML スキーマ文書 uri2 の行
lineno2 の近くで、無効な多対多マッピン
グが検出されました。

説明: 識別された 2 つのアノテーションは、同じ行セ
ットにマップされる要素同士の、無効な多対多の関係を
指定しています。 2 つの要素宣言の最下位の共通祖先
が sequence モデル・グループの場合、要素宣言からそ
のモデル・グループに至るパスのうちどちらか一方でだ
け、そのパス内の 1 つ以上の要素宣言または
modelgroup に maxOccurs>1 を指定できます。 XML ス
キーマ文書は、uri1 と uri2 をカタログ・ビュー
SYSCAT.XSROBJECTCOMPONENTS の
SCHEMALOCATION 列と突き合わせることによって判
別できます。

XML スキーマを分解に使用できません。

ユーザーの処置: 多対多のマッピングがなくなるように
アノテーションを訂正してください。アノテーション付
き XML スキーマの資料で、要素および属性のマッピン
グに関する規則を調べてください。

sqlcode: -16259

sqlstate: 225DE

SQL16260N XML スキーマのアノテーションに、どの
表またはニックネームのどの列へのマッピ
ングも含まれていません。

説明: XML スキーマに、XML 要素または属性をいず
れかの表またはニックネームのいずれかの列にマップす
るアノテーションが含まれていません。

分解を実行するための情報がないため、XML スキーマ
を分解に使用できません。

ユーザーの処置: 少なくとも 1 つの XML 要素または
属性が表またはニックネームの列にマップされるように
XML スキーマにアノテーションを追加してください。

sqlcode: -16260

sqlstate: 225DE

SQL16261N ワイルドカードに指定された名前空間制約
の数が、max-namespaces 個の制限を超え
ています。

説明: 名前空間属性の <xsd:any> または
<xsd:anyAttribute> に明示的にリストされた名前空間の
数が、名前空間数制限の max-namespaces 個より大きく
なっています。リストに特殊値 ##targetNamespace また
は ##local が含まれる場合、これらも制限数に含められ
ます。
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XML スキーマを分解に使用できません。

ユーザーの処置: ワイルドカード定義で指定されている
名前空間制約の数を、max-namespaces 名前空間を超えな
いように少なくしてください。

sqlcode: -16261

sqlstate: 225DE

SQL16262N アノテーション付き XML スキーマの行
セット rowsetname にはマップされる列が
ありません。

説明: 行セット rowsetname が関係する一連のアノテー
ションには、列へのマッピングが何も含まれていませ
ん。行セットを分解のターゲットにするためには、少な
くとも 1 つの列が何らかの XML 要素または属性にマ
ップされなければなりません。

ユーザーの処置: 指定した行セットの列を XML 要素
または属性にマップするアノテーションを追加してくだ
さい。行セットを分解のターゲットにしない場合は、ア
ノテーション付き XML スキーマから行セットの参照を
除去してください。

sqlcode: -16262

sqlstate: 225DE

SQL16263N XML スキーマ文書 uri の行 lineno また
はその近くにある rowSet 名 string がど
のマッピングでも使用されていません。

説明: XML スキーマ文書 uri の行 lineno にある
rowSet 名 string は、XML スキーマのうち少なくとも
1 つのマッピングで指定されている必要があります。

ユーザーの処置: rowSet 名 string が、XML スキーマ
のうち少なくとも 1 つの要素または属性のマッピング
で指定されていることを確認してください。

sqlcode: -16263

sqlstate: 225DE

SQL16264N XML スキーマ文書 uri の行 lineno また
はその近くにある rowSet 名 string が、
annotation-name の下で複数回使用できま
せん。

説明: rowSet 名を annotation-name の下で使用できる
のは一回だけです。これは、1 つの演算順序階層の中で
のみ使用できます。

ユーザーの処置: annotation-name の下の要素
db2-xdb:order の複数インスタンスの下で同じ rowSet 名
を使用することが設計の一部になっているかどうか確認
します。

設計によるものである場合、必要とされる挿入順序と結
果の順序との間の整合性が保たれるよう、影響を受ける
db2-xdb:order 要素を結合してください。

sqlcode: -16264

sqlstate: 225DE

SQL16265N 分解が有効になっていないまたは作動不能
の XML スキーマ xsrobject-name を使用
して XML 文書を分解することはできま
せん。

説明: xsrobject-name で識別される XML スキーマは、
分解を実行できる正しい状態ではありません。 XML ス
キーマが以下のいずれかの状態である可能性がありま
す。

v 分解が有効になっていない (有効にできない可能性が
あります)。

v 分解に対して無効になっている。

v アノテーションで指定された 1 つ以上の表の定義が
変更されたために、分解に対して作動不能になってい
る。

分解の実行は、分解に使用できる XML スキーマを使っ
た場合にのみ可能です。

XML 分解は開始されませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書の分解に使用する XML ス
キーマを、あらかじめ分解に使用できるようにしてくだ
さい。 XML スキーマの分解状況は、xsrobject-name で
識別される XML スキーマの SYSCAT.XSROBJECTS

の DECOMPOSITION 列を選択することによって確認で
きます。

sqlcode: -16265

sqlstate: 225D1

SQL16266N 文書 docid の分解中に、データを挿入し
ようとして SQL エラーが発生しまし
た。戻されたエラー情報には、SQLCODE

sqlcode、 SQLSTATE sqlstate、およびメ
ッセージ・トークン token-list が含まれま
す。

説明: 文書 ID が docid の XML 文書の分解中に、
SQL エラーが発生しました。エラーは、XML 文書内の
いくつかのデータに基づいて SQL 挿入操作をしようと
しているときに発生しました。考えられる原因は以下の
とおりです。データの形式がターゲット列のデータ・タ
イプと非互換。データの長さが列サイズを超えている。
非 NULL と定義されている列に NULL 値を指定した。
sqlcode、sqlstate、メッセージ・トークン・リスト (各ト
ークンは縦線によって区切られています) が提供されま
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す。メッセージ・トークンは切り捨てられる可能性があ
ります。エラーの詳細な説明として、sqlcode に対応す
るメッセージを参照してください。

XML 文書 docid は分解されませんでした。

ユーザーの処置: SQLCODE に関連付けられたメッセ
ージを確認してください。メッセージで提案されている
アクションに従ってください。エラー状態の詳細情報に
ついては、db2diag ログ・ファイルを参照してくださ
い。

sqlcode: -16266

sqlstate: 225D2

SQL16267N 文書 docid の行 lineno またはその近くに
ある XML 値 string は、宣言されたその
XML スキーマ・タイプ type-name では無
効であるか、またはその XML スキー
マ・タイプに関してサポートされる値の範
囲外にあります。

説明: 指定された XML 値 string は、データ・タイプ
type-name の値としてサポートされていません。このエ
ラーは、以下のいずれかの理由で生じることがありま
す。

v その XML 値は、XML スキーマ・タイプ type-name

の値空間に含まれません。この場合、分解に使用され
る XML スキーマによれば、この XML 文書は無効
です。

v その XML 値は、XML スキーマ・タイプ type-name

に関して DB2 でサポートされる値の範囲外です。こ
の場合、その XML 値を現在マップされている列に挿
入できません。ただし、値が character タイプの列に
マップされている場合は、XML 値を字句で表記した
ものを挿入できます。

XML 文書 docid は分解されませんでした。

ユーザーの処置: XML スキーマに関する W3C 勧告を
調べて、XML スキーマ・タイプの値空間を判別してく
ださい。 XML 文書が、分解に使用するアノテーション
付き XML スキーマと一貫性のあることを確認してくだ
さい。値がそのタイプの値空間であると判別できる場
合、XQuery リファレンスの記述に従って、DB2 での値
の範囲制限を確認してください。 XML 値がそのデー
タ・タイプに関して範囲外である場合、その値を含むエ
レメントまたは属性を文字ストリング列にマップしてく
ださい。 XML スキーマの訂正が必要な場合は、XML

スキーマを再度 XML スキーマ・リポジトリー (XSR)

に登録して、分解に使用できるようにする必要がありま
す。その後で、分解を再試行してください。

sqlcode: -16267

sqlstate: 225D3

SQL16268N 文書 docid の lineno またはその近くで見
つかった特殊数値 INF、-INF、または
NaN は、列に割り当てることができませ
ん。

説明: 分解処理中に、ID が docid の文書の行番号
lineno またはその近くで、特殊数値 INF、-INF、NaN

のいずれかが見つかりました。 XML スキーマ浮動小数
点タイプのこれらの特殊値は、数値列に割り当てるには
無効な値です。

XML 文書 docid は分解されませんでした。

ユーザーの処置: 考えられる解決方法は、以下のとおり
です。

v インスタンス文書内にある XML スキーマ浮動小数点
特殊値のあらゆるオカレンスを、有効な DB2 浮動小
数点値に置き換える。

v XML 浮動小数点を、倍精度列や浮動小数点列ではな
く、文字列にマップする。

v 式注釈を使って呼び出し可能な特殊用途のユーザー定
義関数を作成し、これらの値を、数値列に割り当て可
能な数値に変換する。

sqlcode: -16268

sqlstate: 225D4

SQL16269N 文書 "docid" の行 "lineno" またはその近
くにある要素 "namespace:elementname"

は認識されていません。

説明: 文書 docid の行 lineno またはその近くにある要
素 namespace:elementname は、分解に使用されているア
ノテーション付き XML スキーマでは認識されていませ
ん。可能性のある理由は、以下のとおりです。

v 登録済みのアノテーション付き XML スキーマに要素
が定義されていなかった。

v インスタンス文書では、XML スキーマでグループの
先頭が現れる位置に、置換グループのメンバーが現れ
ている。

v XML スキーマに基づいてその位置に予期される要素
が、インスタンス文書では互換タイプの別の要素に置
き換わっている。

XML 文書 docid は分解されませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書 docid が、分解に使用する
アノテーション付き XML スキーマと一貫性のあること
を確認してください。確認方法の 1 つは、妥当性検査
をオンにして XML 分解を再実行することによって、そ
の文書が妥当であることを確認することです。また、置
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換グループや xsi:type など、分解ではサポートされない
フィーチャーを使用していないか確認する必要がありま
す。

アノテーション付き XML スキーマの訂正が必要な場合
は、XML スキーマを再度 XML スキーマ・リポジトリ
ー (XSR) に登録して、分解に使用できるようにする必
要があります。

sqlcode: -16269

sqlstate: 225D5

SQL16270N 文書 "docid" の行 "lineno" またはその近
くにある要素 "namespace:elementname"

は、それが見つかったコンテキストでは無
効です。

説明: 文書 docid の行 lineno またはその近くにある要
素 namespace:elementname の、XML 文書内のルート要
素から見たロケーションは、分解に使用されているアノ
テーション付き XML スキーマで指定されたルートから
見た位置に対応していません。または、要素はアノテー
ション付き XML スキーマで指定されたカーディナリテ
ィーに違反しているために、到達不能である可能性があ
ります。

XML 文書 docid は分解されませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書 docid が、分解に使用する
アノテーション付き XML スキーマと一貫性のあること
を確認してください。確認方法の 1 つは、妥当性検査
をオンにして XML 分解を再実行することによって、そ
の文書が妥当であることを確認することです。

アノテーション付き XML スキーマの訂正が必要な場合
は、XML スキーマを再度 XML スキーマ・リポジトリ
ー (XSR) に登録して、分解に使用できるようにする必
要があります。

sqlcode: -16270

sqlstate: 225D5

SQL16271N 文書 "docid" の行 "lineno" またはその近
くに、不明な属性
"namespace:attributename" があります。

説明: 文書で見つかった、指定された属性は、分解に使
用しているアノテーション付き XML スキーマには見つ
かりません。

XML 文書 docid は分解されませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書が、分解に使用するアノテ
ーション付き XML スキーマと一貫性のあることを確認
してください。確認方法の 1 つは、妥当性検査をオン
にして XML 分解を再実行することによって、その文書
が妥当であることを確認することです。

アノテーション付き XML スキーマの訂正が必要な場合
は、XML スキーマを再度 XML スキーマ・リポジトリ
ー (XSR) に登録して、分解に使用できるようにする必
要があります。

sqlcode: -16271

sqlstate: 225D5

SQL16272N アノテーション付き XML スキーマを、
バージョン xdbversion から現行バージョ
ンにマイグレーションする必要がありま
す。

説明: アノテーション付き XML スキーマのメタデー
タは、現行バージョンの DB2 では無効なバージョン
xdbversion から生成されたものです。このアノテーショ
ン付き XML スキーマを使用する XML 文書の分解
は、このアノテーション付き XML スキーマを現行バー
ジョンにマイグレーションするまで実行できません。

XML 文書の分解は開始されませんでした。

ユーザーの処置: db2xdbmig を実行してメタデータを
現行バージョンにマイグレーションした後に、分解操作
を再試行してください。

sqlcode: -16272

sqlstate: 225D6

SQL16273N XML 文書 docid の XML スキーマ ID

xml-schema-id に、ルート要素
namespace:element-name またはその子孫に
関する有効なマッピングが含まれていませ
ん。

説明: このエラー状態の理由として、以下の可能性があ
ります。

1. ルート要素 namespace:element-name に rowSet およ
び列へのマッピングがありますが、このタイプは
simpleType です。この場合、ルート要素だけを含む
文書の分解は単純であり、アノテーション付き XML

スキーマ分解を使用する必要はありません。

2. ルート要素 namespace:element-name とその子孫の一
部のマッピングで正しくない locationPath が指定さ
れました。

3. ルート要素 namespace:element-name とその子孫の、
要素および属性の宣言にアノテーションがありませ
ん。

XML 文書 docid は分解されませんでした。

ユーザーの処置: 登録済み XML スキーマ内のアノテ
ーションを調べて、このメッセージの「説明」に示して
いるエラーがないかどうか確認してください。さらに、

SQL16270N
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xml-schema-id に対応する行に関してビュー
SYSCAT.XDBMAPSHREDTREES の列
MAPPINGDESCRIPTION のデータに反映される、マッ
プされた項目が意図したとおりのものであるかどうかも
確認してください。間違っているアノテーションをすべ
て訂正し、XML スキーマを再登録して、文書の分解を
再試行してください。

sqlcode: -16273

sqlstate: 225D7

SQL16274N 行セット rowsetname のデータの挿入を準
備中に、SQL エラーが発生しました。戻
されたエラー情報には、SQLCODE

sqlcode、 SQLSTATE sqlstate、およびメ
ッセージ・トークン token-list が含まれま
す。

説明: アノテーション付き XML スキーマに基づき、
指定された行セット rowsetname に関連付けられた表ま
たはニックネームに対して操作の実行を準備中に、SQL

エラーが発生しました。考えられる原因は、以下のとお
りです。

v 行セットに指定された db2-xdb:expression または
db2-xdb:condition の構文が、有効な SQL 式または述
部ではない。

v 式または述部で呼び出された SQL 関数またはユーザ
ー定義関数の宣言済みパラメーターが、その関数に渡
された引数のタイプと非互換である。

sqlcode、sqlstate、メッセージ・トークン・リスト (各ト
ークンは縦線によって区切られています) が提供されま
す。メッセージ・トークンは切り捨てられる可能性があ
ります。エラーの詳細な説明として、sqlcode に対応す
るメッセージを参照してください。

XML 文書の分解は開始されませんでした。

ユーザーの処置: SQLCODE に関連付けられたメッセ
ージを確認してください。メッセージで提案されている
アクションに従ってください。エラー状態の詳細情報に
ついては、db2diag ログ・ファイルを参照してくださ
い。

sqlcode: -16274

sqlstate: 225D2

SQL16275N 名前ストリング string は無効な QName

です。それは structure-type の QName と
して意図されていました。

説明: QName のために XML 文書または XML スキ
ーマを構文解析する際に、有効な QName ではない

string で始まるストリングが検出されました。これは無
効文字で開始するか、または QName に対する無効文字
が含まれていることがあります。

解析または妥当性検査が完了しませんでした。

ユーザーの処置: XML 文書 または XML スキーマ内
の無効な QName を訂正してから、操作を再試行してく
ださい。

sqlcode: -16275

sqlstate: 2200M

SQL16276N アノテーション付き XML スキーマ内で
マップされた表およびニックネームの数
は、maxtables の上限を超えています。

説明: XML スキーマ全体で、<db2-xdb:table> および
db2-xdb:rowSet (これは rowSet ではなく実際のデータベ
ース表またはニックネームを示す) アノテーションで参
照される別個の表またはニックネームの総数が、最大数
maxtables を超えています。

XML スキーマを分解に使用できません。

ユーザーの処置: これらのアノテーションで参照される
別個の表およびニックネームの数を減らして、maxtables

を超えないようにしてください。

sqlcode: -16276

sqlstate: 225DE

SQL16277N グローバル・アノテーション string は、
XML スキーマに複数回出現します。
XML スキーマ文書 uri の行 lineno また
はその近くに、このアノテーションの別の
オカレンスがあります。

説明: アノテーション付き XML スキーマには、最大
で 1 つのアノテーション string のオカレンスしか含め
ることができません。

ユーザーの処置: 複数の string アノテーションの内容
を単一のアノテーションと結合し、その結果得られるア
ノテーションに重複した情報が含まれていないかどうか
を確認してください。

sqlcode: -16277

sqlstate: 225DE

SQL16278W 1 つ以上の文書を分解することができませ
んでした。正常に分解された文書の数は
number-successful です。分解が試行された
文書の数は number-attempted です。

説明: エラー状態のため、1 つ以上の文書が分解されま

SQL16274N
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せんでした。それぞれの文書の状況について、詳しくは
result_report 出力パラメーターを参照してください。

ユーザーの処置: 正常に分解されなかった XML 文書
を分解するには、以下を行います。

1. result_report 出力パラメーター内のエラー・メッセー
ジ情報を確認します。必要に応じて、db2diag ログ・
ファイルで各エラーの詳細情報を調べます。db2diag

ログ・ファイル内の該当する項目は、文書 ID によ
って識別されます。

2. result_report パラメーターに記述されているエラーを
訂正します。

3. 次のようにして、分解プロシージャーをやり直しま
す。

v commit_count に正の値を指定した場合は、正常に
分解されなかった文書だけを対象としてプロシー
ジャーを再サブミットします。

v commit_count に値 0 を指定した場合は、以下の
オプションから選ぶことができます:

– ロールバックを実行した後、すべての文書を対
象としてプロシージャーを呼び出します。

– 変更をコミットした後、正常に分解されなかっ
た文書だけを対象としてプロシージャーを呼び
出します。

4. EVMON_FORMAT_UE_TO_TABLES プロシージャー
によって警告が戻された場合、db2diag ログ・ファイ
ルでエラーの詳細について確認してください。
RESULTREPORT は sqllib/db2dump/evmon ディレク
トリー内の "db2EvmonErrReport_applid.xml" という
ファイルにダンプ出力されています。
RESULTREPORT に記述されている問題を訂正し
て、文書の分解を再試行してください。

sqlcode: +16278

sqlstate: 01H53

SQL16280N XSLT プロセッサーは以下のエラーを戻
しました。error-message。

説明: XSLT プロセッサーは、XML 文書を変換できな
かったため、エラー・テキスト error-message を戻しま
した。XML 文書、関連したスタイルシート文書、また
はパラメーター文書に問題がある可能性があります。

ステートメントは処理できません。

error-message のエラー・テキストが切り捨てられたよう
に見えており、メッセージの残りを参照する必要がある
場合、XSLTRANSFORM 関数を再発行する前に、db2

update dbm cfg using diaglevel 4 を使用してデータベー
ス・マネージャー構成パラメーター diaglevel を 4 に設
定してください。次に、db2diag ログ・ファイルの中に

メッセージ DIA11500E が含まれているかどうかを調べ
て、完全なエラー・メッセージを検索してください。

ユーザーの処置: error-message のエラー・テキストで
示された入力文書を調べます。問題を訂正して、XSLT

プロセッサーを呼び出したステートメントを再サブミッ
トしてください。

sqlcode: -16280

sqlstate: 225X0

SQL16280N
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第 20 章 SQL20000 - SQL20499

SQL20005N 内部 ID 制限 limit がオブジェクト・タイ
プ object-type で超過しました。

説明: 内部 ID は、タイプ object-type のオブジェクト
をユニークに識別します。このタイプのオブジェクトの
内部 ID の制限を超えました。これは、CREATE

DISTINCT TYPE、CREATE TYPE、DECLARE

TYPE、CREATE FUNCTION、CREATE PROCEDURE、
CREATE ROLE、CREATE SEQUENCE、または
CREATE VARIABLE ステートメントか、ID 列を定義
する ALTER TABLE または CREATE TABLE ステー
トメントで発生します。表の索引が最大数を超えた場
合、CREATE INDEX で発生する可能性があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 現在使用されていないタイプ
object-type のオブジェクトをドロップしてください。
object-type が DECLARE TYPE である場合には、使用
されていないすべてのタイプについて、現在のコンパウ
ンド SQL (コンパイル済み) ステートメントの中のタイ
プ宣言を除去します。

sqlcode: -20005

sqlstate: 54035

SQL20010N 構造化タイプのインスタンスが NULL の
場合、変形メソッド method-ID は許可さ
れていません。

説明: メソッド method-ID は、構造化タイプが NULL

のインスタンスで指定されている変形メソッドです。変
形メソッドを NULL インスタンスで処理することはで
きません。メソッド名を使用できない場合もあります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 変形メソッドで使用される NULL イ
ンスタンスを判別してください。コンストラクター関数
を使用して、インスタンスで変形メソッドを使用する前
に構造化タイプの非 NULL インスタンスを作成してく
ださい。

method-ID に関連しているメソッド名を判別するには、
以下の照会を使用してください。

SELECT FUNCSHEMA, FUNCNAME,
SPECIFICNAME

FROM SYSCAT.FUNCTIONS
WHERE

FUNCID = INTEGER(
method-ID
)

sqlcode: -20010

sqlstate: 2202D

SQL20011N トランスフォーム・グループ group-name

は、すでにデータ・タイプ type-name の
サブタイプまたはスーパータイプとして定
義されています。

説明: トランスフォーム・グループ group-name は、す
でに type-name と同じ階層のタイプとして存在していま
す。 type-name のスーパータイプまたはサブタイプとし
て定義されていると思われます。 構造化タイプの中
で、トランスフォーム・グループ名を使用できるのは 1

度だけです。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: トランスフォーム・グループの名前を
変更してください。

sqlcode: -20011

sqlstate: 42739

SQL20012N タイプ type-name には、ドロップする関
連トランスフォーム・グループがありませ
ん。

説明: type-name にトランスフォームに定義されていま
せん。ドロップする対象はありません。

ステートメントは、トランスフォーム・グループをドロ
ップしませんでした。

ユーザーの処置: タイプ名 (必須の修飾子を含む) が
SQL ステートメントに正しく指定されており、そのタ
イプが存在することを確認してください。

sqlcode: -20012

sqlstate: 42740

SQL20013N オブジェクト super-object-name は、オブ
ジェクト sub-object-name のスーパータイ
プ、スーパー表、あるいはスーパービュー
として無効です。

説明: エラーになったステートメントがタイプを作成し
ている場合、super-object-name はユーザー定義の構造化
タイプではないので、sub-object-name のスーパータイプ
ではないタイプです。

エラーになったステートメントが表を作成している場
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合、super-object-name は、表 sub-object-name のスーパ
ー表ではない表です。 なぜなら、型付き表として定義
されていないか、super-object-name が表 sub-object-name

の定義に使用されているタイプの直接のスーパータイプ
ではないからです。

エラーになったステートメントがビューを作成している
場合、super-object-name は、ビュー sub-object-name の
スーパービューではないビューです。 これは、型付き
ビューとして定義されていないか、ビュー
super-object-name のタイプがビュー sub-object-name の
定義に使用されているタイプの直接のスーパータイプで
はないためです。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: CREATE ステートメントの UNDER

節に、有効なタイプ、表、あるいはビューを指定してく
ださい。

sqlcode: -20013

sqlstate: 428DB

SQL20014N タイプ type-name のトランスフォーム・
グループ group-name transform-type トラ
ンスフォーム関数は無効です。理由コード
= reason-code。

説明: トランスフォーム・グループ group-name の
transform-type トランスフォーム関数は無効です。原因
は、以下の reason-code で示されています。

1 FROM SQL トランスフォーム関数に許可され
ているパラメーターは 1 つだけです。

2 FROM SQL トランスフォーム関数のパラメー
ターは、タイプ type-name でなければなりませ
ん。

3 TO SQL トランスフォーム関数の RETURNS

データ・タイプは、タイプ type-name でなけれ
ばなりません。

4 スカラーを返す FROM SQL トランスフォーム
関数の RETURNS タイプは、DECIMAL 以外
の組み込みデータ・タイプでなければなりませ
ん。

5 スカラーを返す FROM SQL トランスフォーム
関数の RETURNS タイプはすべて、DECIMAL

以外の組み込みデータ・タイプでなければなり
ません。

6 TO SQL トランスフォーム関数には、パラメー
ターが少なくとも 1 つ必要です。

7 TO SQL トランスフォーム関数のパラメータ

ー・タイプはすべて、DECIMAL 以外の組み込
みデータ・タイプでなければなりません。

8 TO SQL トランスフォーム関数はスカラー関数
でなければなりません。

9 FROM SQL トランスフォーム関数は
LANGUAGE SQL で作成されていなければな
らないか、あるいは LANGUAGE SQL で作成
された別の FROM SQL トランスフォーム関数
を使用しなければなりません。

10 TO SQL トランスフォーム関数は LANGUAGE

SQL で作成されていなければならないか、あ
るいは LANGUAGE SQL で作成された別の
TO SQL トランスフォーム関数を使用しなけれ
ばなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置:

1 パラメーターが 1 つしかないシグニチャーで
FROM SQL トランスフォーム関数を指定して
ください。

2 パラメーターのタイプが type-name と同じであ
る FROM SQL トランスフォーム関数を指定し
てください。

3 RETURNS タイプが type-name と同じである
TO SQL トランスフォーム関数を指定してくだ
さい。

4 DECIMAL 以外の組み込みデータ・タイプであ
る RETURNS タイプで FROM SQL トランス
フォーム関数を指定してください。

5 行のエレメントがそれぞれ、DECIMAL 以外の
組み込みデータ・タイプである RETURNS タ
イプを持つ、FROM SQL トランスフォーム関
数を指定してください。

6 少なくとも 1 つのパラメーターを持つシグニ
チャーで TO SQL トランスフォーム関数を指
定してください。

7 パラメーター・タイプがすべて、DECIMAL 以
外の組み込みデータ・タイプである、TO SQL

トランスフォーム関数を指定してください。

8 スカラー関数である TO SQL トランスフォー
ム関数を指定してください。

9 LANGUAGE SQL で作成された、または
LANGUAGE SQL で作成された別の FROM

SQL トランスフォーム関数を使用する FROM

SQL トランスフォーム関数を指定してくださ
い。

10 LANGUAGE SQL で作成された、または
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LANGUAGE SQL で作成された TO SQL トラ
ンスフォーム関数を使用する TO SQL トラン
スフォーム関数を指定してください。

sqlcode: -20014

sqlstate: 428DC

SQL20015N トランスフォーム・グループ group-name

は、データ・タイプ type-name に定義さ
れていません。

説明: 示されているトランスフォーム・グループ
group-name は、データ・タイプ type-name に定義され
ていません。データ・タイプ type-name がステートメン
トに明示的に指定されているか、またはそのデータ・タ
イプのトランスフォーム・グループが存在していること
を必要とする構造化タイプの使用に暗黙的に基づいてい
ると思われます。

group-name が空である場合、TRANSFORM GROUP

BIND オプションか CURRENT DEFAULT

TRANSFORM GROUP 特殊レジスターのいずれかが指
定されなかったため、type-name のトランスフォームが
ありませんでした。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: CREATE TRANSFORM ステートメン
トを使用して、データ・タイプ type-name のトランスフ
ォーム・グループ transform-type を定義してください。
トランスフォームをドロップしているときにエラーが発
生した場合、トランスフォーム・グループがデータ・タ
イプに存在していないため、アクションは不要です。

group-name が空である場合、TRANSFORM GROUP

BIND オプションを CURRENT DEFAULT

TRANSFORM GROUP 特殊レジスターに指定してくだ
さい。

sqlcode: -20015

sqlstate: 42741

SQL20016N タイプまたは列 type-or-column-name と関
連したインライン長さの値が小さすぎま
す。

説明: 構造化タイプ type-or-column-name の定義に対し
て、constructor 関数 (32 + 10 * number_of_attributes)

によって戻されるサイズより小さく、また 292 に満た
ない INLINE LENGTH 値が指定されています。列
type-or-column-name の変更に対して、指定された
INLINE LENGTH が現在のインライン長さよりも小さく
なっています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 十分な長さの INLINE LENGTH 値を
指定してください。構造化タイプの場合、この長さは少
なくともそのタイプの constructor 関数によって戻され
るサイズか、少なくとも 292 になります。列の場合、
この長さは現在のインライン長さよりも大きくなりま
す。タイプ (またはこのタイプのスーパータイプ) を変
更して属性を追加している時点でエラーが発生した場
合、その属性を追加することができないか、あるいはタ
イプをドロップして、より大きな INLINE LENGTH 値
で再作成しなければなりません。

sqlcode: -20016

sqlstate: 429B2

SQL20017N このサブタイプの追加はタイプ階層のレベ
ルの最大数を超えています。

説明: タイプ階層のレベル最大数は 99 です。このタイ
プを追加すると最大を超えてしまいます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: このタイプ階層へこれ以上サブタイプ
を追加しないでください。

sqlcode: -20017

sqlstate: 54045

SQL20018N 行関数 function-name は 1 行までしか返
すことができません。

説明: この関数は単一行を返すよう定義されるもので
す。関数を処理した結果が複数行あります。

ユーザーの処置: 1 行までしか返せないような方法で関
数が定義されていることを確認してください。

sqlcode: -20018

sqlstate: 21505

SQL20019N 関数本体から返される結果タイプは
RETURNS 節で定義されたデータ・タイ
プに割り当てられません。

説明: 関数本体から返される各列のデータ・タイプは、
RETURNS 節に定義されている対応する列に割り当てる
必要があります。

関数がスカラー関数の場合は、1 列しかありません。

ユーザーの処置: 対応する列のデータ・タイプが割り当
て可能になるよう、RETURNS タイプまたは関数本体か
ら返されるタイプを変更してください。

sqlcode: -20019

sqlstate: 42866
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SQL20020N 操作 operation-type が型付き表で無効で
す。

説明: operation-type で識別された操作を、型付き表で
実行することはできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ALTER ステートメントから ADD

COLUMN 節または SET DATATYPE 節を除去してく
ださい。属性として新規列の入った構造化タイプの表を
再定義してのみ、列を追加することができます。つま
り、列のデータ・タイプは異なるデータ・タイプの列の
入ったタイプの表を再定義してのみ変更できます。

sqlcode: -20020

sqlstate: 428DH

SQL20021N 継承された列あるいは属性 name の変更
あるいはドロップはできません。

説明: name の値は、ステートメント・コンテキストに
よって、列名または属性名を識別します。 それは、
表、ビューまたはタイプ階層の上記の型付き表、型付き
ビュー、または構造化タイプから継承されています。

v CREATE TABLE ステートメントでは、WITH

OPTIONS 節を CREATE TABLE ステートメントの
列 name に指定することはできません。 表階層のス
ーパー表から継承しているためです。

v ALTER TABLE ステートメントでは、SET SCOPE

節または COMPRESS 節を列 name に指定すること
はできません。 これは表階層のスーパー表から継承
しているためです。

v CREATE VIEW ステートメントでは、WITH

OPTIONS 節を CREATE VIEW ステートメントの列
name に指定することはできません。 ビュー階層のス
ーパービューから継承しているためです。

v ALTER TYPE ステートメントでは、DROP

ATTRIBUTE 節を属性 name に指定することはできま
せん。 タイプ階層のスーパータイプから継承してい
るためです。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 列のオプションは、列が導入されてい
る型付き表階層または型付きビュー階層の表またはビュ
ーにのみ、設定または変更することができます。属性
は、属性が導入されているタイプ階層のデータ・タイプ
からのみ、ドロップすることができます。

sqlcode: -20021

sqlstate: 428DJ

SQL20022N 参照列 column-name の有効範囲はすでに
定義されています。

説明: 参照列 column-name の有効範囲はすでに定義さ
れているので追加できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ADD SCOPE 節を ALTER TABLE

ステートメントから除去できません。

sqlcode: -20022

sqlstate: 428DK

SQL20023N 外部あるいはソース関数のパラメーター
parm-number に定義済みの有効範囲があり
ます。

説明: 参照タイプ・パラメーターは、外部またはソース
のユーザー定義関数を使用するときには有効範囲を定義
できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 有効範囲指定をパラメーターの定義か
ら除去してください。

sqlcode: -20023

sqlstate: 428DL

SQL20024N 有効範囲表あるいはビュー target-name

は、構造化タイプ type-name で定義され
ていません。

説明: 有効範囲表あるいはビュー target-name は、以下
の理由からこの参照の有効範囲としての使用では無効で
す。

v 型付き表以外

v 型付きビュー以外

v REF タイプのターゲット・タイプとは異なる表ある
いはビューのタイプ

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: REF タイプのターゲット・タイプと
同じ型付き表あるいは型付きビューを使用して、参照の
有効範囲を指定してください。

sqlcode: -20024

sqlstate: 428DM

SQL20025N SCOPE が外部関数の RETURNS 節で指
定されていないか、またはソース関数の
RETURNS 節で定義されているかのいず
れかです。
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説明: 2 つの原因が考えられます。

v 参照タイプは、ユーザー定義の外部関数の結果として
使用される場合は有効範囲を定義する必要がありま
す。

v 参照タイプは、ユーザー定義のソース関数の結果とし
て使用される場合は有効範囲を定義できません。関数
はソース関数の有効範囲を使用します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 外部関数を参照タイプと一緒に戻りタ
イプとして定義する場合は、SCOPE 節 が指定されてい
ることを確認してください。参照を戻りタイプとして、
SOURCED 関数を定義する場合には、SCOPE 節が指定
されていないことを確認してください。

sqlcode: -20025

sqlstate: 428DN

SQL20026N タイプ type-name は構造化タイプではな
いか、またはインスタンス化が可能な構造
化タイプではありません。

説明: ステートメントには、インスタンス化することが
できる構造化タイプが必要です。タイプ type-name は以
下のいずれかです。

v 構造化タイプではない

v インスタンス化できないよう定義されている構造化タ
イプである

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 正しいタイプ名がステートメントに使
用されていることを確認してください。

sqlcode: -20026

sqlstate: 428DP

SQL20027N 副表あるいはサブビュー sub-object-name

は、タイプ type-name を指定した副表あ
るいはサブビュー object-name がすでに存
在するために作成されませんでした。

説明: 型付き表階層あるいはビュー階層内では、特定の
サブタイプの副表またはサブビューが 1 個だけ存在し
ます。すでに定義されているタイプ type-name の表また
はビューがあるので、表またはビュー sub-table-name を
作成できませんでした。すでに存在している表またはビ
ューは object-name です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 副表あるいはサブビューが正しいタイ
プで作成されており、なおかつ副表が正しいスーパー表
の下で、あるいはサブビューが正しいスーパービューの

下で作成されていることを確認してください。

sqlcode: -20027

sqlstate: 42742

SQL20028N 表またはビュー table-name は、同じ階層
にある他の表またはビューと異なるスキー
マ名を持つことはできません。

説明: 型付き表階層にある表すべてが、同じスキーマ名
を持つ必要があり、型付きビュー階層にあるビューすべ
てが同じスキーマ名を持つ必要があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 表またはビューのスキーマ名が正しい
ことを確認してください。階層名が指定されている場合
は、そのスキーマ名がルート表またはルート・ビューと
一致していることを確認してください。副表を作成する
場合は、正しいスーパー表の下で作成されることを確認
してください。サブビューを作成する場合は、正しいス
ーパービューの下で作成されることを確認してくださ
い。

sqlcode: -20028

sqlstate: 428DQ

SQL20029N operation は副表またはサブビューに適用
されません。

説明: 操作 operation が、表階層またはビュー階層のル
ートでない表またはビューに適用されました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 操作で、表階層のルート表またはビュ
ー階層のルート・ビューを指定してください。

sqlcode: -20029

sqlstate: 428DR

SQL20030N 型付き表、型付きビュー、または索引拡張
子 object-name がタイプに従属している場
合、構造化タイプ type-name を追加また
はドロップすることはできません。

説明: 構造化タイプの型付き表または型付きビュー、あ
るいはそのサブタイプが存在する場合、構造化タイプの
属性を追加またはドロップすることはできません。また
直接的に、あるいは間接的に type-name を使用している
表に列が存在する場合も、構造化タイプの属性を追加ま
たはドロップできません。さらにタイプ type-name、ま
たはそのサブタイプのいずれかが索引拡張子で使用され
ている場合も、構造化タイプの属性を追加またはドロッ
プできません。表、ビュー、または索引拡張子
object-name が、構造化タイプ type-name に従属する
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表、ビュー、あるいは索引拡張子になっています。タイ
プ、またはその適切なサブタイプに従属する、その他の
表、ビュー、または索引拡張子が存在する可能性があり
ます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 正しいタイプが変更されることを確認
し、構造化タイプ type-name に従属する表、ビュー、お
よび索引拡張子をドロップしてください。

sqlcode: -20030

sqlstate: 55043

SQL20031N オブジェクトが副表で定義されていない可
能性があります。

説明: 主キーおよびユニーク制約は型付き表階層のルー
ト表にのみ定義できます。同様に、ユニーク索引は型付
き表階層のルート表にのみ定義できます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ユニーク索引、主キーまたはユニーク
制約は、表階層のルート表にのみ定義してください。

sqlcode: -20031

sqlstate: 429B3

SQL20032N 指定された列の索引は、副表 table-name

で定義されません。

説明: 索引に指定された列はすべて、副表 table-name

ではなく型付き表階層の高いレベルで導入されました。
よって、索引をこの副表に作成することはできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: まずすべての列が入っている表階層の
表を判別してください。その名前を、索引を作成すると
きに表名として使用してください。

sqlcode: -20032

sqlstate: 428DS

SQL20033N partial-expression を組み込んでいる式に有
効範囲参照が含まれていません。

説明: partial-expression の入った式が、有効範囲を定義
した参照タイプのオペランドを要求しています。式が
DEREF 関数を含む場合、関数の引数は有効範囲を定義
した参照タイプである必要があります。

間接参照演算子 (->) の場合、左のオペランドは有効範
囲を定義した 参照タイプである必要があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: SQL ステートメント構文を修正し

て、オペランドまたは引数が有効範囲を定義した参照タ
イプとなるようにしてください。

sqlcode: -20033

sqlstate: 428DT

SQL20034N データ・タイプ list-type-name は、TYPE

述部の左側のオペランドのデータ・タイプ
left-type-name が含まれる構造化データ・
タイプ階層に含まれていません。

説明: TYPE 述部にリストされているすべてのデータ・
タイプが、TYPE 述部の左オペランドのデータ・タイプ
の入ったタイプ階層に含まれる必要があります。デー
タ・タイプ left-type-name が構造化データ・タイプでは
ない (タイプ階層の一部でない) か、またはデータ・タ
イプ list-type-name が left-type-name が含まれるデー
タ・タイプ階層に入っていません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 式のデータ・タイプと TYPE 述部に
あるリストされたデータ・タイプのすべてが同じデー
タ・タイプ階層内の構造化データ・タイプであるか、確
認してください。 left-type-name が
SYSIBM.REFERENCE の場合、DEREF を使用して、式
の結果データ・タイプを構造化データ・タイプにしてく
ださい。

sqlcode: -20034

sqlstate: 428DU

SQL20035N 間接参照演算子の左側オペランドが無効で
す。パスの式は expression-string で開始し
ます。

説明: パス式の別の演算子の左オペランドが無効です。
可能性のある理由は、以下のとおりです。

v 左オペランドに、引数としての列関数を使用している
列関数が入っています。

v 左オペランドの式に、列関数と GROUP BY 節にな
い列の参照が入っています。

ユーザーの処置: expression-string で開始するパス式の
間接参照演算子の左オペランドを修正してください。

sqlcode: -20035

sqlstate: 428DV

SQL20036N オブジェクト ID の列 column-name を、
間接参照演算子を使用して参照されませ
ん。

説明: 間接参照演算子が右オペランドとして
column-name と一緒に使用されています。この列は間接
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参照のターゲット表のオブジェクト ID の列であり、こ
の演算子に有効ではありません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 間接参照操作で列の名前を修正してく
ださい。

sqlcode: -20036

sqlstate: 428DW

SQL20037N オブジェクト ID の列は型付き表または
ビュー階層のルート表またはルート・ビュ
ー object-name を作成するために必要で
す。

説明: 型付き表階層のルート表を作成するときに、オブ
ジェクト ID (OID) 列が (REF IS 節を使用して)

CREATE TABLE ステートメントに定義される必要があ
ります。

型付きビュー階層のルート・ビューを作成するときに、
オブジェクト ID (OID) 列が (REF IS 節を使用して)

CREATE VIEW ステートメントに定義される必要があ
ります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 必要な OID 列 (REF IS 節) を
CREATE TABLE または CREATE VIEW ステートメン
トに追加してください。

sqlcode: -20037

sqlstate: 428DX

SQL20038N keywords 節を EXTEND USING 節とと
もに使用することはできません。

説明: CREATE INDEX ステートメントの EXTEND

USING 節を keywords 節とともに指定することはできま
せん。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: keywords 節の指定を除去するか、あ
るいは EXTEND USING 節を CREATE INDEX ステー
トメントから除去してください。

sqlcode: -20038

sqlstate: 42613

SQL20039N 索引 index-name の定義が索引拡張子
index-ext-name の定義に一致しません。

説明: 索引定義と索引拡張子定義が一致しません。 ど
この定義が合っていないかを次にリストします。

v EXTEND USING 節の索引拡張子名に続く引数の数
が、索引拡張子のインスタンス・パラメーターの数と
一致していません。

v EXTEND USING 節の索引拡張子名に続く引数のデー
タ・タイプが、対応する索引拡張子のインスタンス・
パラメーターのデータ・タイプと (長さ、精度および
位取りを含めて) 正確に一致していません。

v 索引に指定されている列の数が、索引拡張子のソー
ス・キー・パラメーターの数と一致していません。

v 索引列のデータ・タイプが、対応する索引拡張子のソ
ース・キー・パラメーターのデータ・タイプと (長
さ、精度および位取りを含めて) 正確に一致していま
せん。サブタイプの文字のデータ・タイプの正確な一
致の例外です。索引の列が、ソース・キー・パラメー
ターに対応するように指定されたデータ・タイプのサ
ブタイプである可能性があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 索引拡張子が一致するように修正して
ください。

sqlcode: -20039

sqlstate: 428E0

SQL20040N 範囲生成表関数 range-function-name の結
果の数あるいはタイプが、索引拡張子
index-ext-name のキー変換表関数
transform-function-name の数あるいはタイ
プと一致しません。

説明: 範囲生成関数には以下の条件があります。

v キー・トランスフォーメーション関数として返される
列の 2 倍までの列を戻す

v 偶数の列を持つ (戻り列の最初の半分は開始キーで、
戻り列の残りの半分は停止キー)

v 各開始キー列が停止キー列に対応する同じタイプを持
つ

v 各開始キー列のタイプが対応するトランスフォーメー
ション関数列と同じである

つまり、 a 1:t 1,... a n:t n を関数結果列とキー変換関数
のデータ・タイプにしてください。範囲生成関数の関数
結果列は、 b 1:t 1,...,b m:t m,c 1:t 1,...,c m:t m でなければ
なりません。ここで m <= n および "b" 列は開始キー
列、"c" 列は停止キー列です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: キー・トランスフォーメーション表関
数と一緒に範囲生成表関数を指定してください。

sqlcode: -20040
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sqlstate: 428E1

SQL20041N ターゲット・キー・パラメーターの数ある
いはタイプが索引拡張子 index-ext-name

のキー・トランスフォーム関数
function-name の数あるいはタイプと一致
しません。

説明: ターゲット・キー・パラメーターの数は、キー・
トランスフォーム関数から戻された結果の数と一致する
必要があります。さらに、ターゲット・キー・パラメー
ターのタイプは、対応する関数結果タイプと完全に一致
する必要があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ターゲット・キー・パラメーターに、
正しい数とタイプのパラメーターを指定してください。

sqlcode: -20041

sqlstate: 428E2

SQL20042N 最大許可 parm-type パラメーターが索引
拡張子 index-ext-name 内で超過していま
す。最大数は max-value です。

説明: 指定されたパラメーターが多すぎます。
parm-type が索引拡張子の場合、max-value までのインス
タンス・パラメーターを指定できます。 parm-type が索
引キーの場合、max-value までのキー・ソース・パラメ
ーターを指定できます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: パラメーターの最大数以内の数を指定
してください。

sqlcode: -20042

sqlstate: 54046

SQL20043N ルーチン routine-name の引数が無効で
す。理由コード = reason-code。

説明: ルーチン routine-name はトランスフォーメーシ
ョン関数、範囲指定関数、または FILTER USING 節で
参照されているルーチン (関数またはメソッド) です。
reason-code は、引数が無効である理由を示しています。

1 キー・トランスフォーメーション関数の場合、
引数は observer メソッドまたは索引拡張子イ
ンスタンス・パラメーターではありません。

2 引数として使用されている式が、LANGUAGE

SQL を指定するルーチンを使用しています。

3 引数として使用されている式が副照会です。

4 引数として使用されている式のデータ・タイプ
を構造化タイプにすることはできません。

5 キー・トランスフォーメーション関数の引数を
構造化データ・タイプ、
LOB、DATALINK、XML、LONG

VARCHAR、または LONG VARGRAPHIC の
データ・タイプにすることはできません。

6 引数として使用される式に XMLQUERY また
は XMLEXISTS 式が含まれています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 関数に有効な引数を指定してくださ
い。

sqlcode: -20043

sqlstate: 428E3

SQL20044N ルーチン routine-name または CASE 式
は、CREATE INDEX EXTENSION また
は CREATE FUNCTION ステートメント
では無効です。理由コード =

reason-code。

説明: CREATE INDEX EXTENSION または CREATE

FUNCTION ステートメントで使用されている場合、ル
ーチン (関数またはメソッド) routine-name は無効で
す。routine-name が空である場合、フィルターのために
使用されている CASE 式が無効です。理由コードは次
の理由を示しています。

1 キー・トランスフォーメーション関数は表関数
ではありません。

2 キー・トランスフォーメーション関数は外部関
数ではありません。

3 キー・トランスフォーメーション関数は可変関
数です。

4 キー・トランスフォーメーション関数は外部ア
クション関数です。

5 範囲生成関数は表関数ではありません。

6 範囲生成関数は外部関数ではありません。

7 範囲生成関数は可変関数です。

8 範囲生成関数は外部処理関数です。

9 索引フィルター関数は外部関数ではありませ
ん。

10 索引フィルター関数は可変関数です。

11 索引フィルターは外部処理関数です。

12 フィルター関数または CASE 式の結果タイプ
が整数データ・タイプではありません。
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13 副照会が CASE 式で、またはフィルター関数
の引数として使用されています。

14 キー・トランスフォーメーション関数には、デ
ータベースと同じコード化スキームがありませ
ん。

15 範囲生成関数には、データベースと同じコード
化スキームがありません。

16 索引フィルター関数には、データベースと同じ
コード化スキームがありません。

17 フィルター関数は外部関数ではありません。

20 XMLQUERY または XMLEXISTS が CASE 式
の中で使用されている、またはフィルター関数
の引数として使用されています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: routine-name が空でない場合、
CREATE INDEX EXTENSION または CREATE

FUNCTION ステートメントの特定の節に指定されてい
る関数またはメソッドの規則に従うルーチンを指定して
ください。それ以外の場合、FILTER USING 節の
CASE 式の規則に従う CASE 式を指定してください。

sqlcode: -20044

sqlstate: 428E4

SQL20045N インスタンス・パラメーター
parameter-name のデータ・タイプは索引
拡張子 index-ext-name で無効です。

説明: インスタンス・パラメーターは次のデータ・タイ
プのいずれかです。
VARCHAR、VARGRAPHIC、INTEGER、DECIMAL、ま
たは DOUBLE

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: インスタンス・パラメーター
parameter-name に有効なデータ・タイプを指定してくだ
さい。

sqlcode: -20045

sqlstate: 429B5

SQL20046N predicate-string に続く SELECTIVITY 節
は、有効なユーザー定義述部にのみ指定で
きます。

説明: SELECTIVITY 節が、有効なユーザー定義関数を
含んでいない述部とともに指定されています。有効なユ
ーザー定義関数は、述部に一致する WHEN 節とともに
PREDICATES 節を含んでいます。ユーザー定義述部の

場合を除き、SELECTIVITY 節を指定することはできま
せん。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 述部に続く SELECTIVITY 節を除去
してください。

sqlcode: -20046

sqlstate: 428E5

SQL20047N 探索メソッド method-name が索引拡張子
index-ext-name の中に見つかりません。

説明: ユーザー定義の述部の指数規則に参照されている
メソッド method-name は、索引拡張子 index-ext-name

で指定されている検索メソッドの 1 つに一致する必要
があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 索引拡張子で定義されているメソッド
を指定してください。

sqlcode: -20047

sqlstate: 42743

SQL20048N メソッド method-name の検索引数が、索
引拡張子 index-ext-name の中の対応する
検索メソッドの検索引数と一致していませ
ん。

説明: メソッド method-name に提供された検索引数
が、索引拡張子 index-ext-name の中の対応する検索メソ
ッドの引数と一致しません。引数の数または引数のタイ
プが定義されているパラメーターの数またはタイプと一
致しません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 索引拡張子に定義されたパラメーター
に一致する検索引数を指定してください。

sqlcode: -20048

sqlstate: 428E6

SQL20049N AS PREDICATE WHEN 節にある比較演
算子に続くオペランドのタイプは
RETURNS タイプと一致しません。

説明: ユーザー定義の述部の定義が有効ではありませ
ん。 AS PREDICATE WHEN 節で、比較演算子に続く
オペランドのタイプが関数の RETURNS タイプと一致
しません。

ステートメントは処理できません。
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ユーザーの処置: 正しいデータ・タイプのオペランドを
指定してください。

sqlcode: -20049

sqlstate: 428E7

SQL20050N 検索ターゲットまたは検索引数
parameter-name が、作成されている関数
にある名前に一致していません。

説明: 索引指数規則の検索ターゲットはそれぞれ、作成
されている関数のパラメーター名に一致していなければ
なりません。また索引指数規則の検索引数はそれぞれ、
EXPRESSION AS 節内の式名、または作成されている関
数のパラメーター名に一致していなければなりません。
関数のパラメーター・リストにパラメーター名が指定さ
れていなければなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 検索ターゲットまたは検索引数に、有
効な関数の名前だけを指定してください。

sqlcode: -20050

sqlstate: 428E8

SQL20051N 引数 parameter-name は同一の指数規則中
で検索ターゲットおよび検索引数の両方と
して出現しません。

説明: 指数節で、関数パラメーターを、KEY に続く引
数、および USE キーワードに続いて指定されるメソッ
ドの引数として指定することはできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: パラメーター名は、検索ターゲットま
たは検索引数の 1 つで指定してください。

sqlcode: -20051

sqlstate: 428E9

SQL20052N 列 column-name は更新されないオブジェ
クト ID の列ではありません。

説明: UPDATE ステートメントにはオブジェクト ID

(OID) 列である列の設定が入っています。 OID 列は更
新できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: column-name の SET を UPDATE ス
テートメントから除去してください。

sqlcode: -20052

sqlstate: 428DZ

SQL20053N 型付きビューでの全選択 view-name は無
効です。理由コード = reason-code。

説明: 型付きビュー view-name の定義で指定された全
選択は、型付きビューの全選択に関する規則に従ってい
ません。理由コードとして、以下のものが推定されま
す。

1 サブビュー定義に共通の表の式が入っている
か、サブビュー定義のブランチが単一の表、ビ
ュー、ニックネーム、または別名に及んでいま
せん。

2 表階層のブランチの行設定を、型付きビュー階
層の残りにある同じ表階層のすべてのブランチ
の行設定と区別できるようにするため、データ
ベース・マネージャーによって証明できませ
ん。

3 ルート・ビューの階層のブランチの最初の式
が、以下の状態になっています。

v FROM 節で参照される型付き表または型付
きビューのオブジェクト ID 列ではなく、か
つ REF IS 節で UNCHECKED オプション
が使用されていない。または、

v FROM 節の表が型付きでない場合に、その
列が NULL 可能か、またはその列だけにつ
いてのユニーク索引が定義されておらず、か
つ REF IS 節で UNCHECKED オプション
が使用されていない。または、

v サブビュー内の同じ階層上のブランチの式と
同一でない。

4 サブビューのブランチの範囲が及ぶ表またはビ
ューが、スーパービューのブランチで参照され
ている表またはビューの副表またはサブビュー
ではありません。 サブビューが EXTEND AS

を使用しているか、ルート・ビューでは REF

IS 節の UNCHECKED オプションがオンにな
っていません。

5 全選択には、NODENUMBER あるいは
PARTITION 関数、非 deterministic 関数、ある
いは外部アクションを行うように定義された関
数への参照が含まれます。

6 スーパービューのブランチの範囲が、同じ階層
のうち OUTER を使用しない表またはビューに
及んでいる場合に、サブビューのブランチが
OUTER 表またはビューにまで及ぶことは不可
能です。

7 サブビューの範囲が、それ自身のビュー階層の
ビューに及んでいます。

8 サブビューが、その定義の中の UNION ALL
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以外の設定操作を使用しているか、ルート・ビ
ューの REF IS 節の UNCHECKED オプショ
ンを指定せずに UNION ALL が定義の中で使
用されています。

9 同じ表階層またはビュー階層に範囲が及ぶ
UNION ALL の 2 つのブランチがサブビュー
に入っています。

10 サブビュー定義に GROUP BY または
HAVING 節が入っています。

ユーザーの処置: reason-code に基づいて、ビュー定義
の全選択を変更してください。

1 FROM 節の表あるいはビューを使用します。
複合選択を、ルート¥ビューの REF IS 節の
UNCHECKED オプションを使用することによ
り型付きビューの範囲として可能なビューにカ
プセル化してください。

2 ビュー階層ですでに使用されているものとは異
なる FROM 節で、異なる表またはビューを指
定するか、それぞれのブランチの行の設定を、
型付きビュー階層にある別のブランチの行の設
定と区別して比較できるように明確に定義する
述部を使用します。

3 ルート・ビューの最初の列が、型付きビューに
対する有効なオブジェクト ID の列である規則
に従っているかどうか、確認してください。
REF IS 節で UNCHECKED オプションを使用
することを検討してください。

4 スーパービューのブランチの FROM 節で指定
された表またはビューの副表あるいはサブビュ
ーを指定してください。または、サブビュー定
義の AS (EXTEND なし) 節との組み合わせで
ルート・ビュー定義の UNCHECKED オプショ
ンを使用してください。

5 全選択から関数への参照を除去してください。

6 これが、この階層のブランチの OUTER を使用
するための最初のサブビューである場合、
OUTER が使用されないように FROM 節を変
更してください。スーパービューが OUTER を
使用する場合、サブビューの FROM 節に
OUTER を組み込んでください。

7 サブビューの基本を同じ階層の他のビューにし
ないでください。

8 UNION ALL が使用された場合、ルート・ビュ
ーの REF IS 節で UNCHECKED オプション
を使用して、サブビュー定義の複数のブランチ
を許可します。他の設定操作の場合、設定操作
をビューにカプセル化し、サブビューの

UNCHECKED オプションを使用して、共通の
ビューでのソース化を可能にします。

9 ブランチを統一して、共通のスーパー表または
スーパービューを選択し、述部 (たとえば、
type 述部) を使用して、目的の行のためにフィ
ルターを掛けます。

10 GROUP BY および HAVING 節をビューにカ
プセル化し、ルート・ビューの UNCHECKED

オプションを使用して、共通のビューでのソー
ス化を可能にします。

sqlcode: -20053

sqlstate: 428EA

SQL20054N 表 table-name が無効な状態にあるため、
操作できません。理由コード =

reason-code

説明: 表は、操作を許可しない状態になっています。
reason-code は、操作を妨げている表の状態を示してい
ます。

21

表がデータ・リンク調整ペンディング (DRP)

状態あるいはデータ・リンク調整不可能
(DRNP) 状態になっている。

22

表がチェック・ペンディング・モードではない
ため、生成列式を追加または変更できません。

23

REORG の推奨対象となる ALTER の実行回数
が最大数に達しています。 REORG の推奨対
象となる操作は最大 3 回まで許可されていま
す。それに達したら REORG を実行して、現
在のスキーマと一致するよう表の行を更新しな
ければなりません。

24

表の最後の LOB または LONG 列に対する
DROP COLUMN 節を使用した ALTER

TABLE ステートメントと同じ作業単位の中で
は、LOB または LONG 列に対する ADD

COLUMN 節を使用した ALTER TABLE ステ
ートメントは実行できません。

さらに、バージョン 9.7 以降の DB2 データベ
ース・サーバーの場合、表の最後の XML 列に
対する DROP COLUMN 節を使用した ALTER

TABLE ステートメントと同じ作業単位の中で
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は、XML 列に対する ADD COLUMN 節を使
用した ALTER TABLE ステートメントを実行
できません。

25

表がチェック・ペンディング状態にある。

26

データベース・パーティション・グループが現
在再配分されている表に対する ALTER

TABLE ... ATTACH PARTITION または
ALTER TABLE ... DETACH PARTITION ステ
ートメントの実行は許可されません。

27

表変更またはスキーマ・コピーの操作が、デー
タベース・オブジェクトを管理するための内部
プロシージャーを呼び出しました。プロシージ
ャーによって使用される
SYSTOOLS.DB2LOOK_INFO 表は、その変更ま
たはコピーの操作に対して有効な状態ではあり
ません。その SYSTOOLS.DB2LOOK_INFO 表
は古いバージョンであるか、またはプロシージ
ャーが予期するものと完全に異なっています。

29

以下の 3 つのいずれかの状態にあるパーティ
ションが表にあるため、表を空にする、または
切り捨てる操作は許可されません。

1. アタッチされていて、整合性チェックがま
だ行われていない
(SYSCAT.DATAPARTITIONS.STATUS =

'A')。

2. デタッチされたパーティションで、それら
のデタッチされたパーティションに関して
増分的に保守が必要な従属表がある
(SYSCAT.DATAPARTITIONS.STATUS =

'D')。

3. デタッチされたパーティションで、索引ク
リーンアップが保留になっている
(SYSCAT.DATAPARTITIONS.STATUS =

'I')。

30

以下の 3 つの事柄が該当する場合、LOAD 操
作を再始動することはできません。

1. BUILD、DELETE、または INDEX COPY

PHASE で LOAD 操作が失敗した

2. ターゲット表に XML 列が含まれている

3. また、以下のいずれかも該当する

v 表に、XML 列に対して定義されたユニー
ク索引が含まれている

v 元の LOAD コマンドを使用して
ALLOW READ ACCESS を指定した

v COPY YES が指定された

43

パーティション表にはデタッチされた従属表が
あるため、パーティション索引の作成はサポー
トされません。

44

表が ALTER TABLE ステートメントの
ATTACH PARTITION 操作のソース表で、
MDC ロールアウトの結果として据え置き索引
クリーンアップ操作が表で進行中です。パーテ
ィション索引では据え置き索引クリーンアップ
機構を使用した MDC ロールアウトはサポート
されていないため、アタッチ操作中は維持さ
れ、再構築されず、ロールアウトされたブロッ
クの非同期索引クリーンアップが保留されてい
る RID 索引がソース表にある場合、アタッチ
操作はできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいたアクションは、
以下のとおりです。

21

データ・リンク調整ペンディング (DRP) およ
びデータ・リンク調整不可能 (DRNP) 状態で該
当するアクションを取るための情報について
は、管理ガイドを参照してください。

22

表を変更する前に SET INTEGRITY FOR

table-name OFF を使用してください。次に表を
変更し、SET INTEGRITY FOR table-name

IMMEDIATE CHECKED FORCE GENERATED

を使用して、新規または変更された列の値を生
成してください。

23

REORG TABLE コマンドを使用して、表を再
編成してください。

24

最後の LOB、LONG、または XML 列をドロ
ップした作業単位を完了してから、コマンドを
再発行してください。

25
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変更を実行する前に、SET INTEGRITY によっ
て表のチェック・ペンディング状態を解除する
必要があります。

26

REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION

GROUP コマンドが完了するのを待機してか
ら、ALTER TABLE ステートメントを再発行
してください。

27

SYSTOOLS.DB2LOOK_INFO 表を名前変更する
か、または削除してください。内部プロシージ
ャーが適正なバージョンの
SYSTOOS.DB2LOOK_INFO 表を作成します。
表の変更またはスキーマ・コピーの操作を再サ
ブミットしてください。

29

操作をブロックしている表パーティションの状
態に応じて、適切なアクションを行ってから、
コマンドを再発行してください。

1. SYSCAT.DATAPARTITIONS.STATUS = 'A':

アタッチされたパーティションを持つ表に
対して、IMMEDIATE CHECKED または
IMMEDIATE UNCHECKED オプションを
指定して SET INTEGRITY ステートメント
を実行してください。

2. SYSCAT.DATAPARTITIONS.STATUS = 'D':

デタッチされたパーティションに関して、
依然として増分的に保守する必要がある表
の従属即時マテリアライズ照会およびステ
ージング表に対して SET INTEGRITY ステ
ートメントを IMMEDIATE CHECKED オ
プションを指定して実行してください。
SYSCAT.TABDETACHEDDEP カタログ・
ビューを照会して、これらのデタッチされ
た従属表を探し出してください。

3. SYSCAT.DATAPARTITIONS.STATUS = 'I':

デタッチされたパーティションに対する索
引のクリーンアップが完了するまで待って
ください。進行状況を確認するには、
SYSIBM.SYSTASKS を照会してください。

30

以下のステップによって、理由コード 30 に応
答します。

1. LOAD TERMINATE コマンドを使用して、
表の状態を「ロード中」から「正常」に変
更する。

2. 元の LOAD コマンドを再実行する。

43

IMMEDIATE CHECKED オプションを指定し
た SET INTEGRITY ステートメントを使っ
て、従属表を保守します。その後、パーティシ
ョン索引を作成します。

44

ソース表で据え置き索引クリーンアップ操作が
完了するのを待ち、その後 ALTER TABLE ス
テートメントを再発行してパーティションをア
タッチします。ロールアウト・クリーンアップ
の進行状況をモニターするには、LIST

UTILITIES コマンドを使用します。

sqlcode: -20054

sqlstate: 55019

SQL20055N 選択リストの結果列データ・タイプは、列
column-name の定義済みのデータ・タイプ
と互換性がありません。

説明: column-name に対応する選択リスト式のデータ・
タイプは、構造化タイプの属性に関するデータ・タイプ
に割り当て可能ではありません。

ユーザーの処置: 表の現在の定義と、関連する構造化タ
イプを調べてください。指定された列の選択リスト式の
データ・タイプが、構造化タイプの属性に対して割り当
て可能なデータ・タイプであることを確認してくださ
い。

sqlcode: -20055

sqlstate: 42854

SQL20056N DB2 Data Links Manager name の処理
で、エラーが検出されました。理由コード
= reason-code。

説明: ステートメントを DB2 Data Links Manager が
処理しているときに、以下の理由コードに示されている
ようなエラーが検出されました。

01 DB2 Data Links Manager のデータと表の
DATALINK 値の間で不整合が検出されまし
た。

02 DB2 Data Links Manager が処理中にリソース
の限界に達しました。

03 DB2 Data Links Manager では、128 文字以上
のファイル・パス名はサポートされていませ
ん。

99 DB2 Data Links Manager が内部処理エラーを
見つけました。
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ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいたアクションは、
以下のとおりです。

01 表で調整ユーティリティーを実行してくださ
い。

02 DB2 Data Links Manager 管理者が診断ログか
らのリソースを識別し、訂正アクションを行わ
なければなりません。

03 DATALINK 列に保管するファイルのパス名
(ファイル・システム・プレフィックスを除く)

が 128 文字を超えないようにしてください。
たとえば、URL が "http://server.com/dlfiles/dir1/

.../file1" の場合 (DLFS ファイル・システム・
プレフィックスを "/dlfiles" とすると)、
"/dir1/.../file1" のファイル・パス名が 128 文字
以上にならないようにしてください。

99 DB2 Data Links Manager およびデータベー
ス・マネージャーからの診断ログを保管し、
IBM サービスに連絡してください。

sqlcode: -20056

sqlstate: 58004

SQL20057N サブビュー view-name の列 column-name

は、対応する列がスーパービューで更新可
能な場合、読み取り専用として定義できま
せん。

説明: サブビュー view-name の列 column-name で示さ
れる列は、読み取り専用として (暗黙的に) 定義されて
います。 view-name のスーパービューには、更新可能な
対応列が含まれます。列は、更新可能から、型付きビュ
ー階層での読み取り専用へと変更されません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: CREATE VIEW ステートメントを変
更して、サブビュー view-name の列を更新可能にする
か、あるいはスーパービューをドロップしてから READ

ONLY 節を使用して再作成し、列を強制的に読み取り専
用にします。

sqlcode: -20057

sqlstate: 428EB

SQL20058N マテリアライズ照会表 table-name に指定
された全選択は無効です。理由コード =

reason-code。

説明: マテリアライズ照会表定義には、全選択の内容に
関して特定の規則があります。マテリアライズ照会表の

オプション (REFRESH DEFERRED または REFRESH

IMMEDIATE) を基にした規則と、表が複製されている
かどうかを基にした規則があります。この条件を返す
CREATE TABLE ステートメントにある全選択は、SQL

解説で記述されている規則のいずれかに違反していま
す。

このエラーは、ステージング表の作成時に発生する場合
があります。そのような場合、エラーは、ステージング
表が関連付けられているマテリアライズ照会表の定義で
使用される照会に対して適用されます。

以下の理由コードによって示されている制限に違反して
いるため、ステートメントを処理できません。

1

すべての選択リスト・エレメントには名前がな
ければなりません。

2

全選択は、以下のオブジェクト・タイプを参照
することはできません。

v マテリアライズ照会表

v ステージング表

v 作成済みのグローバル一時表

v 宣言済みのグローバル一時表

v 作成済みのグローバル一時表

v 型付き表

v システム・カタログ表

v マテリアライズ照会表の制限に違反するビュ
ー

v 保護された表

v CREATE NICKNAME または ALTER

NICKNAME ステートメントの DISALLOW

CACHING 節を使用して作成されたニックネ
ーム

v 直接または間接的に、保護された表に依存す
るビュー

3

全選択には、以下のデータ・タイプの列参照ま
たは式を含めることができません:

LOB、LONG、DATALINK、XML、参照、ユー
ザー定義の構造化タイプ、またはこれらのデー
タ・タイプに基づく特殊タイプ。

4

全選択には、以下の列参照または式または関数
が含まれていてはなりません。
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v データの物理的特性に依存する関数。たとえ
ば、DBPARTITIONNUM、
HASHEDVALUE、RID_BIT、RID

v データの変更に依存する関数。例えば、行変
更式または行変更タイム・スタンプ列。

v EXTERNAL ACTION として定義される関数

v LANGUAGE SQL、CONTAINS SQL、
READS SQL DATA、または MODIFIES

SQL DATA として定義される関数

v 期間指定である関数 (DB2 for z/OS の場合)

v NOT SECURED として定義される関数 (行
または列のアクセス制御がアクティブ化され
ている表をマテリアライズ照会表が参照して
いる場合)

5

REPLICATED を指定する場合、以下の制限が
適用されます。

v 集約関数および GROUP BY 節は許可され
ません。

v マテリアライズ照会表は 1 つの表だけを参
照する必要があります。つまり、結合、共用
体、または副照会を組み込むことはできませ
ん。

v PARTITIONING KEY 節は指定できません。

6

REFRESH IMMEDIATE を指定する場合、全選
択には以下を含めることはできません。

v ニックネームへの参照

v SELECT DISTINCT

v 特殊レジスターへの参照、または特殊レジス
ターの値に依存する組み込み関数への参照

v グローバル変数への参照

v 非 deterministic 関数

v OLAP 関数、サンプリング関数、テキスト関
数

v 集約関数の結果を使用する式

v 集約関数 (全選択が GROUP BY 節を含んで
いない場合)

v 再帰的共通表式

v 副照会

7

REFRESH IMMEDIATE を指定する場合、以下
のようになります。

v マテリアライズ照会表は、重複した行を含む
ことはできません。

v GROUP BY 節を指定する場合、すべての
GROUP BY 項目が選択リストに組み込まれ
る必要があります。

v GROUPING SETS、CUBE、または ROLLUP

を含む GROUP BY 節を指定する場合、グ
ループ化セットを繰り返すことはできませ
ん。 C が、GROUPING SETS、CUBE、ま
たは ROLLUP 内でヌル可能な GROUP BY

項目である場合、GROUPING(C) は選択リス
ト内に置かれる必要があります。

v GROUP BY 節が存在しない場合、各基礎表
には少なくとも 1 つのユニーク・キーが定
義されていなければならず、これらのキーの
すべての列はマテリアライズ照会表定義の選
択リスト内になければなりません。

8

REFRESH IMMEDIATE を指定するときに、全
選択が GROUP BY 節を含む場合、以下の制限
が適用されます。

v 選択リストは COUNT(*) または
COUNT_BIG(*) を含んでいる必要がありま
す。

v 各ヌル可能列 C について、選択リストが
SUM(C) を含んでいる場合、COUNT(C) も
必要です。

v 集約関数 SUM()、COUNT()、
COUNT_BIG()、または GROUPING() の 1

つ以上がなければならず、かつ、他の集約関
数があってはなりません。

v HAVING 節は指定できません。

v パーティション・データベース環境では、
GROUP BY 列にマテリアライズ照会表のパ
ーティション・キーが含まれている必要があ
ります。

v 集約関数のネストは許可されません。

9

REFRESH IMMEDIATE を指定する場合、全選
択は副選択でなければなりません。 UNION

ALL が GROUP BY の入力表式でサポートさ
れる場合は例外です。

10

REFRESH IMMEDIATE が指定され、FROM

節が複数の表を参照する場合、明示的に
INNER JOIN 構文を使用しない限り、内部結合
だけがサポートされます。

11
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REFRESH IMMEDIATE を指定する場合、
UNION ALL または JOIN の入力表式には集約
関数を含めることはできません。

12

このマテリアライズ照会表の増分メンテナンス
で要求されたシステム一時表の行の幅または列
数が、データベースで現在利用できる最大の
SYSTEM TEMPORARY 表スペースの収容でき
る制限を超えています。

13

全選択に CONNECT BY 節を含めることはで
きません。

14

CREATE TABLE ステートメントに
MAINTAINED BY FEDERATED_TOOL が指定
されており、SELECT 節に基本表への参照が含
まれていました。

ユーザーの処置: マテリアライズ照会表のオプションを
基にした規則と、マテリアライズ照会表が複製されてい
るかどうかを基にした規則に準拠するように、CREATE

TABLE ステートメントの全選択を変更します。

理由コードに対応するアクションは、以下のとおりで
す。

1

CREATE TABLE ステートメントを修正して、
すべてのエレメントが名前を持つようにします
(AS節を使用して式に名前を付けるか、マテリ
アライズ照会表の定義の列リストにあるすべて
の列に明示的に名前を付けてください)。

2

CREATE TABLE ステートメントを修正して、
サポートされないオブジェクトが参照されない
ようにします。

3

CREATE TABLE ステートメントを修正して、
サポートされない列または式のタイプが参照さ
れないようにします。

4

CREATE TABLE ステートメントを修正して、
サポートされない列、式または関数が参照され
ないようにします。

5

複製されないマテリアライズ照会表を作成する
か、CREATE TABLE ステートメントを修正し

て照会が単一の表を参照し、副照会、集約、ま
たは PARTITIONING 節を含まないようにしま
す。

6

マテリアライズ照会表を REFRESH

DEFERRED として作成するか、以下のように
します。

v ニックネームの参照を除去する

v DISTINCT を除去する

v 特殊レジスター、および特殊レジスターの値
に依存する組み込み関数を除去する

v 非 deterministic 関数を除去する、またはそれ
を deterministic 関数に置き換える

v すべての OLAP、サンプリング、およびテキ
スト関数

v 式から集約関数を除去する、または式を集約
関数へのシンプルな参照に変更する

v 集約関数を除去するまたは GROUP BY 節
を追加する

v CREATE TABLE ステートメントを修正し
て、再帰的共通表式が参照されないようにす
る

v 副照会を除去する

7

マテリアライズ照会表を REFRESH

DEFERRED として作成するか、以下のように
します。

v CREATE TABLE ステートメントを修正して
すべての GROUP BY 項目が選択リストに
置かれるようにする

v GROUP BY 節を修正して、グループ化セッ
トが重複しないようにする

v 選択リストの NULL 可能列 C を除去す
る、または GROUPING(C) を追加する

v CREATE TABLE ステートメントを修正し
て、照会で参照される各表の 1 つ以上のユ
ニーク・キーが選択リストに置かれるように
する

8

マテリアライズ照会表を REFRESH

DEFERRED として作成するか、以下のように
します。

v 選択リストに COUNT(*) または
COUNT_BIG(*) を追加するか、GROUP BY

節を除去する
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v 選択リストに COUNT(*) を追加する、
SUM(C) を除去する、または列 C を NULL

不可に変更する

v サポートされない集約関数を除去するか、そ
れらをサポートされる関数に置き換える

v HAVING 節を除去する

v CREATE TABLE ステートメントを修正し
て、GROUP BY 節がすべてのパーティショ
ン・キー列を含むようにする

9

マテリアライズ照会表を REFRESH

DEFERRED として作成するか、副選択に対す
る表定義または GROUP BY の入力表式内の
UNION ALL に対する表定義を変更します。

10

マテリアライズ照会表を REFRESH

DEFERRED として作成するか、明示的に
INNER JOIN 構文を使用せずに内部結合を使用
します。

11

マテリアライズ照会表を REFRESH

DEFERRED として作成するか、UNION ALL

または JOIN の入力表から集約関数を除去しま
す。

12

マテリアライズ照会表を REFRESH

DEFERRED として作成するか、行の幅または
列数を少なくするか、適切なページ・サイズで
システム TEMPORARY 表スペースを作成しま
す。

13

階層照会を使用してマテリアライズ照会表を作
成することはできません。全選択に CONNECT

BY 節が含まれていないことを確認してくださ
い。

14

レプリケーション・ツールによって保守される
マテリアライズ照会表を作成するには、
CREATE TABLE ステートメントを作成し直し
て、SELECT 節に基本表への参照が含まれない
ようにしてください。

sqlcode: -20058

sqlstate: 428EC

SQL20059W マテリアライズ照会表 table-name は、照
会の処理を最適化するために使用できませ
ん。

説明: マテリアライズ照会表は REFRESH DEFERRED

で定義されており、全選択は現在、照会の処理を最適化
するためにデータベース・マネージャーによってサポー
トされていません。この規則はマテリアライズ照会表オ
プション (REFRESH DEFERRED または REFRESH

IMMEDIATE) を基にしています。この条件を返す
CREATE TABLE ステートメントにある全選択は、SQL

解説で記述されている規則のいずれかに違反していま
す。

マテリアライズ照会表は正常に作成されますが、マテリ
アライズ照会表を直接参照する照会でのみルーティング
されます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。ただし、マテ
リアライズ照会表を直接参照しない照会の処理を最適化
するためにマテリアライズ照会を行いたい場合には、次
のようにすることができます。table-name に対して指定
された全選択を使ってビューを作成した後、ビューから
"SELECT *" だけを実行する全選択を使ってマテリアラ
イズ照会表 table-name を再作成します。こうすれば、
ビューを参照する照会によってマテリアライズ照会表を
ルーティングできます。

sqlcode: +20059

sqlstate: 01633

SQL20060N tbspace-id にある表 table-id の索引
index-id の索引拡張子によって使用されて
いるキー・トランスフォーム表関数が、重
複する行を生成しました。

説明: 索引 index-id によって使用されている索引拡張
子の GENERATE USING 節で指定されたキー・トラン
スフォーム表関数が、重複する行を生成しました。キ
ー・トランスフォーム表関数の呼び出しの場合、重複す
る行は作成されません。このエラーは、表スペース
tbspace-id にある表 table-id の索引 index-id のキー値を
挿入または更新しているときに発生します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 重複する行が作成されないよう、索引
index-id の索引拡張子によって使用されているキー・ト
ランスフォーム表関数のコードを変更しなければなりま
せん。

索引名を判別するには、以下の照会を使用してくださ
い。

SELECT IID, INDSCHEMA, INDNAME
FROM SYSCAT.INDEXES AS I,

SYSCAT.TABLES AS T
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WHERE IID = <index-id>
AND TABLEID = <table-id>
AND TBSPACEID = <tbspace-id>
AND T.TBASCHEMA = I.TABSCHEMA
AND T.TABNAME = I.TABNAME

sqlcode: -20060

sqlstate: 22526

SQL20062N タイプ type-name のトランスフォーム・
グループ group-name にあるトランスフォ
ーム関数 transform-type は、関数またはメ
ソッドとして使用できません。

説明: タイプ type-name のトランスフォーム・グルー
プ group-name に定義されている関数は SQL で作成
(LANGUAGE SQL で定義) されていないため、関数ま
たはメソッドとして使用することができません。この関
数またはメソッドにトランスフォーム・グループを使用
することはできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: LANGUAGE SQL で定義されたトラ
ンスフォーム関数を持つ、タイプ type-name のトランス
フォーム・グループを指定してください。

sqlcode: -20062

sqlstate: 428EL

SQL20063N TRANSFORM GROUP 節をタイプ
type-name に指定しなければなりません。

説明: 関数またはメソッドに、トランスフォーム・グル
ープが指定されていないパラメーターまたは戻りデー
タ・タイプ type-name が入っています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: type-name に定義されているトランス
フォーム・グループ名で TRANSFORM GROUP 節を指
定してください。

sqlcode: -20063

sqlstate: 428EM

SQL20064N トランスフォーム・グループ group-name

は、パラメーターまたは戻りデータ・タイ
プとして指定されたデータ・タイプをサポ
ートしていません。

説明: TRANSFORM GROUP 節に指定されているトラ
ンスフォーム・グループ group-name は、パラメータ
ー・リスト、あるいは関数またはメソッドの RETURNS

節に組み込まれているデータ・タイプに定義されていま
せん。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 関数またはメソッド定義からトランス
フォーム・グループを除去してください。

sqlcode: -20064

sqlstate: 428EN

SQL20065N データ・タイプ type-name のトランスフ
ォーム・グループ type-name は、クライ
アント・アプリケーション用の構造化タイ
プをトランスフォームするために使用でき
ません。

説明: データ・タイプ type-name のトランスフォー
ム・グループ group-name は、クライアント・アプリケ
ーションでのトランスフォーム実行時に使用できないト
ランスフォーム関数を定義しています。可能性のある原
因は、クライアント・アプリケーション用にサポートさ
れていないトランスフォーム関数の定義に基づいていま
す。サポートされていないトランスフォーム関数とし
て、以下が考えられます。

v ROW 関数である FROM SQL 関数

v 複数のパラメーターを持つ TO SQL 関数

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 静的組み込み SQL の場合、
TRANSFORM GROUP BIND オプションを使用して異
なるトランスフォーム・グループを指定してください。
動的 SQL の場合、SET DEFAULT TRANSFORM

GROUP ステートメントを使用して異なるトランスフォ
ーム・グループを指定してください。

sqlcode: -20065

SQL20066N transform-type トランスフォーム関数は、
データ・タイプ type-name のトランスフ
ォーム・グループ group-name に定義され
ていません。

説明: 関数またはメソッドの定義で使用されているトラ
ンスフォーム・グループには、データ・タイプ
type-name のトランスフォーム・グループ group-name

の transform-type トランスフォーム関数が必要です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 関数またはメソッドを作成している場
合、その関数またはメソッドの定義に異なるトランスフ
ォーム・グループを指定してください。動的 SQL ステ
ートメントで構造化タイプを参照している場合、
CURRENT DEFAULT TRANSFORM GROUP 特殊レジ
スターに異なるトランスフォーム・グループを指定して
ください。あるいは、transform-type トランスフォーム
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関数をデータ・タイプ type-name のトランスフォーム・
グループ group-name に追加してください。

sqlcode: -20066

sqlstate: 42744

SQL20067N 複数の transform-type トランスフォーム関
数が、データ・タイプ type-name のトラ
ンスフォーム・グループ group-name に定
義されています。

説明: TO SQL または FROM SQL トランスフォーム
関数は、トランスフォーム・グループに 1 つだけ指定
できます。データ・タイプ type-name のトランスフォー
ム・グループ group-name には、少なくとも 2 つの
FROM SQL または TO SQL トランスフォーム関数 (あ
るいは両方) が定義されています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: それぞれ 1 つずつになるよう、TO

SQL または FROM SQL 定義をトランスフォーム定義
の group-name から削除してください。

sqlcode: -20067

sqlstate: 42628

SQL20068N その属性タイプが直接または間接的にそれ
自身を使用するよう、構造化タイプ
type-name を定義することはできません。
属性 attribute-name によって、直接または
間接使用が生じています。

説明: 直接使用: 以下のいずれかが真であれば、タイプ
A はタイプ B を直接的に使用します。

v タイプ A はタイプ B の属性を持っている

v タイプ B は A のサブタイプ、または A のスーパー
タイプである

間接使用: 以下のいずれかが真であれば、タイプ A は
タイプ B を間接的に使用します。

v タイプ A がタイプ C を使用し、タイプ C がタイプ
B を使用している

その属性タイプのいずれかが直接または間接的にそれ自
身を使用するよう、タイプを定義することはできませ
ん。直接または間接使用の原因は、属性 attribute-name

のタイプです。

ユーザーの処置: タイプを調べて、直接または間接使用
の原因である属性タイプを除去してください。

sqlcode: -20068

sqlstate: 428EP

SQL20069N routine-type routine-name の RETURNS

タイプが、サブジェクト・タイプと同じで
はありません。

説明: メソッド method-name が SELF AS RESULT を
指定しています。このメソッドの RETURNS データ・
タイプは、サブジェクト・データ・タイプに一致してい
なければなりません。

ユーザーの処置: サブジェクト・タイプに一致するよ
う、メソッド method-name の RETURNS タイプを変更
してください。

sqlcode: -20069

sqlstate: 428EQ

SQL20075N column-name の長さが 255 バイトを超え
ているため、索引または索引拡張子
index-name を作成または変更することは
できません。

説明: キー列の長さが 255 を超えているため、索引を
作成または変更できませんでした。

v index-name は索引名です。

v column-name はキー列の名前です。このエラーが
ALTER TABLE 操作または ALTER NICKNAME 操
作から返された場合、column-name の値は列番号で
す。

GENERATE KEY 関数によって返された列が 255 バイ
トを超えているため、索引拡張子を作成できませんでし
た。

v index-name は索引拡張子名です。

v column-name は、GENERATE KEY 関数によって返
された列名です。

ステートメントを処理できませんでした。示されている
索引または索引拡張子が作成されなかったか、または表
またはニックネームを変更できませんでした。

ユーザーの処置: 索引を作成する場合、索引定義から列
を除去してください。表を変更する場合は、新しい列の
長さを許可されている最大長まで短くしてください。索
引拡張子を作成する場合、異なる GENERATE KEY 関
数を指定するか、または列を除去するよう関数を再定義
してください。

sqlcode: -20075

sqlstate: 54008
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SQL20076N データベースのインスタンスについて、指
定されたアクションまたは操作は有効では
ありません。理由コード = reason-code。

説明: エラーがインスタンス・レベルで検出されまし
た。指定された機能エリアがインストールされていなか
ったか、指定された機能エリアがそのインスタンスに対
して有効でなかったため、要求された操作を完了できま
せん。

理由コードのリストおよびインスタンス・レベルで有効
にできる関連する機能エリアは、以下のとおりです。

1. 単一ステートメント内の複数のデータ・ソースに対
する分散要求操作を実行する機能。

ユーザーの処置: 要求されたアクションまたは操作のイ
ンスタンスを有効にします。まず、指定された機能エリ
アがない場合、それをインストールします。次に、指定
された機能エリアを有効にします。有効にするための手
順は、reason-code によって異なります。

1. フェデレーテッド・サーバーの場合は、DBM 変数
<FEDERATED> を YES に設定して、データベー
ス・マネージャーを再始動します。

sqlcode: -20076

sqlstate: 0A502

SQL20077N データ・リンク・タイプ属性を持つ構造化
タイプ・オブジェクトは構成できません。

説明: データ・リンクまたは Reference タイプ属性、
あるいはその両方を持つ構造化タイプのコンストラクタ
ーを呼び出そうとしました。この機能は現在サポートさ
れていません。 6.1 またはそれ以前のバージョンでは、
Reference タイプ属性を持つ構造化タイプ・オブジェク
トの場合にもこのエラーが発生することがあります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを行うことによってエ
ラーを訂正することができます。

1. このタイプのコンストラクターの呼び出しをプログ
ラムから除去します。

2. データ・リンク (あるいは Reference)・タイプ属性を
構造化タイプの定義から除去します。 (そのタイプに
従属している表があると、可能ではない場合もあり
ます。)

sqlcode: -20077

sqlstate: 428ED

SQL20078N タイプ object-type の階層オブジェクト
object-name を操作 operation-type で処理
できません。

説明: 操作 operation-type はタイプ object-type の
object-name という名前の階層オブジェクトを使用して
試行されました。この操作は、階層オブジェクトの処理
をサポートしません。

ステートメントを処理できませんでした。

ユーザーの処置: 正しいオブジェクト名が使用されたか
どうか確認してください。オブジェクト・タイプ
TABLE または VIEW の場合、オブジェクトは表または
ビュー階層の副表の名前でなければなりません。場合に
よっては、オブジェクトで明確にルート表を指定しなけ
ればなりません。索引タイプのオブジェクトの場合、名
前は副表で作成された名前にしてください。

sqlcode: -20078

sqlstate: 42858

SQL20080N メソッド本体が存在しているため、
method-name のメソッド指定をドロップで
きません。

説明: メソッド本体をドロップしなければ、メソッド指
定をドロップすることはできませんが、メソッド指定
method-name にはメソッド本体がまだ存在しています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 同じメソッド指定で DROP METHOD

ステートメントを使用してメソッド本体をドロップした
後、もう一度 ALTER TYPE ステートメントを出してメ
ソッド指定をドロップしてください。

sqlcode: -20080

sqlstate: 428ER

SQL20081N LANGUAGE language-type メソッド指定
method-name に対して、メソッド本体を定
義することはできません。

説明: メソッド指定 method-name が、LANGUAGE

language-type で定義されています。 LANGUAGE が
SQL であれば、メソッド本体は SQL 制御ステートメン
トでなければなりません。その他の言語の場合、
EXTERNAL 節を指定しなければなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: メソッド指定の LANGUAGE に一致
するよう、メソッド本体を変更してください。

sqlcode: -20081

sqlstate: 428ES

SQL20076N

722 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



SQL20082N 式の動的タイプ expression-type-id は、
TREAT 指定のターゲット・データ・タイ
プ target-type-id のサブタイプではありま
せん。

説明: TREAT 指定に指定されている式の結果の動的デ
ータ・タイプは expression-type-id です。示されている
ターゲット・データ・タイプ target-type-id は
expression-type-id の適正サブタイプですが、これは許可
されていません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: TREAT 指定の target-type-id を
expression-type-id のスーパータイプに変更するか、ある
いは結果の動的データ・タイプが target-type-id のサブ
タイプになるよう、式を変更してください。

expression-type-id および target-type-id のデータ・タイ
プ名を判別するには、以下の照会を使用してください。

SELECT TYPEID, TYPESCHEMA, TYPENAME
FROM SYSCAT.DATATYPES
WHERE TYPEID IN INTEGER(

expression-type-id),
INTEGER(

target-type-id
)

)

sqlcode: -20082

sqlstate: 0D000

SQL20083N routine-type routine-id によって返された値
のデータ・タイプが、RESULT として指
定されているデータ・タイプに一致してい
ません。

説明: メソッド routine-id が SELF AS RESULT を指
定しているため、返される値のデータ・タイプは、メソ
ッドを呼び出すために使用されているサブジェクト・デ
ータ・タイプと同じでなければなりません。 SQL メソ
ッド本体にある、または外部メソッドのタイプの TO

SQL トランスフォーム関数にある RETURN ステート
メントによって、誤ったデータ・タイプが生じました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: メソッドまたはトランスフォーム関数
の RETURN ステートメントを変更して、戻り値のデー
タ・タイプが常に、メソッドを呼び出すためのサブジェ
クト・タイプになることを確認してください。

routine-id に関連するルーチン名を判別するには、以下
の照会を使用してください。

SELECT FUNCSCHEMA, FUNCNAME,
SPECIFICNAME

FROM SYSCAT.FUNCTIONS
WHERE FUNCID = INTEGER(

routine-id
)

sqlcode: -20083

sqlstate: 2200G

SQL20084N routine-type routine-name が、既存のメソ
ッドとのオーバーライド・リレーションシ
ップを定義しています。

説明: 以下の条件すべてが真であれば、サブジェクト・
タイプ T のメソッド MT は、サブジェクト・タイプ S

の別のメソッド MS をオーバーライドするよう定義さ
れています。

v MT および MS が、同じ非修飾名と同じパラメータ
ー数を持っている

v T が S の適正サブタイプである

v MT の非サブジェクト・パラメーター・タイプが、対
応する MS の非サブジェクト・パラメーター・タイ
プと同じである (ここで“同じ”とは、長さと精度では
なく、VARCHAR のような基本タイプのことを指し
ています。)

関数とメソッドをオーバーライド・リレーションシップ
にすることはできません。つまり、関数が、最初のパラ
メーターがサブジェクト S のメソッドである場合、ス
ーパータイプ S の別のメソッドをオーバーライドする
ことはできず、サブタイプ S の別のメソッドによって
オーバーライドされることはありません。

さらに、次のものに対するオーバーライド・リレーショ
ンシップはサポートされていません。

v 表および行メソッド

v PARAMETER STYLE JAVA の外部メソッド

v システム生成の mutator と observer メソッド

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 定義されているルーチンを変更して、
routine-name とは異なるルーチン名を使用させるか、あ
るいはルーチンのパラメーターを変更してください。

sqlcode: -20084

sqlstate: 42745
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SQL20085N PARAMETER STYLE JAVA で定義され
たルーチンは、パラメーター・タイプまた
は戻りタイプとして構造化タイプ
type-name を持つことができません。

説明: ルーチンは PARAMETER STYLE JAVA で定義
されていますが、パラメーター・タイプまたは戻りタイ
プが構造化タイプ type-name で定義されています。これ
は、この DB2 バージョンではサポートされていませ
ん。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ルーチンのパラメーター・スタイルを
変更するか、あるいは構造化タイプをルーチン定義から
除去してください。

sqlcode: -20085

sqlstate: 429B8

SQL20086N 列の構造化タイプ値の長さがシステム制限
を超えています。

説明: 構造化タイプ列の長さが、全体のサイズ (インス
タンスの記述子データも含む) で 1 ギガバイトを超えて
います。この列は、直接挿入または更新されている列で
あるか、または生成されている列の場合もあります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 列に割り当てる構造化タイプ値のサイ
ズを小さくしてください。

sqlcode: -20086

sqlstate: 54049

SQL20087N DEFAULT または NULL を属性割り当
てに使用することはできません。

説明: 構造化タイプ列に属性の値を設定するため、
UPDATE ステートメントが属性割り当てを使用してい
ます。この割り当てステートメントの形式は、割り当て
の右側にキーワード DEFAULT または NULL を使用す
ることを許可していません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 属性割り当ての右側に式を指定する
か、または属性割り当て構文を使用しないように割り当
てを変更してください。

sqlcode: -20087

sqlstate: 428B9

SQL20089N 同じタイプ階層で、メソッドと構造化タイ
プを同じ名前にすることはできません。

説明: 指定されたメソッド名は、構造化タイプのスーパ
ータイプまたはサブタイプのいずれかに定義されている
構造化タイプの名前と同じです。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 異なる名前をメソッドに指定してくだ
さい。

sqlcode: -20089

sqlstate: 42746

SQL20090W タイプ DATALINK の属性 attribute-name

を持つ構造化タイプの使用は、型付き表ま
たは型付きビューのタイプに制限されてい
ます。

説明: 属性 attribute-name は、タイプ DATALINK

で、または DATALINK に基づく特殊タイプで定義され
ています。このような属性を含む構造化タイプは、表ま
たはビューのタイプとしてのみ使用できます。表または
ビューの列のタイプとして使用されている場合、NULL

値しか割り当てることができません。

ステートメントは処理を続行します。

ユーザーの処置: 構造化タイプ使用の意図を検討してく
ださい。このタイプが列データ・タイプとして使用され
る場合、属性 attribute-name を構造化タイプから除去す
るか、あるいはデータ・リンク以外のデータ・タイプを
属性に使用してください。

sqlcode: +20090

sqlstate: 01641

SQL20092N 表またはビューが LIKE 節で指定されて
おり、このオブジェクトはこのコンテキス
トでは使用できないため、ステートメント
が失敗しました。

説明: CREATE GLOBAL TEMPORARY TABLE ステ
ートメントまたは DECLARE GLOBAL TEMPORARY

TABLE ステートメントの LIKE 節に、IMPLICITLY

HIDDEN として定義された列を持つ表の名前が指定され
ています。作成済み一時表および宣言済み一時表では暗
黙の非表示属性はサポートされないため、この表は
LIKE 節では指定できません。

ユーザーの処置: 暗黙の非表示列が定義されていない表
の名前を指定します。

IMPLICITLY HIDDEN として定義された列が存在する
作成済み一時表または宣言済み一時表を指定するには、
AS (全選択) オプションを使用し、その表のこれらの列
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を明示的に指定します。そのようにすると、
IMPLICITLY HIDDEN 属性は定義中の列にコピーされ
ません。

sqlcode: -20092

sqlstate: 560AE

SQL20093N 表 table-name をマテリアライズ照会表に
変換できないか、マテリアライズ照会表を
この表に変換できません。理由コード =

reason-code。

説明: 表をマテリアライズ照会表から DEFINITION

ONLY に変更したり、または通常表をマテリアライズ照
会表に変換するために ALTER TABLE ステートメント
が使用されています。以下の理由で、この ALTER

TABLE ステートメントが失敗しました。

1

表は型付き表または階層表です。

2

この表はマテリアライズ照会表ではありません
が、DEFINITION ONLY が指定されました。

3

この表は複製されたマテリアライズ照会表です
が、DEFINITION ONLY が指定されました。

4

表に少なくとも 1 つのトリガーが定義されて
います。

5

表に少なくとも 1 つのチェック制約が定義さ
れています。

6

表に少なくとも 1 つのユニーク制約またはユ
ニーク索引が定義されています。

7

表に少なくとも 1 つの参照制約が定義されて
います。

8

この表は、既存のマテリアライズ照会表の定義
で参照されています。

9

表は、全選択で直接または間接的に (たとえば
ビューを経由して) 参照されています。

10

この表はすでにマテリアライズ照会表です。

11

既存の表の列数が、全選択の選択リストに定義
されている列数に一致していません。

12

既存の表の列のデータ・タイプが、全選択の選
択リストで対応する列に一致していません。

13

既存の表の列の列名が、全選択の選択リストで
対応する列名に一致していません。

14

既存の表の列の NULL 可能特性が、全選択の
選択リストの中の、対応する列の NULL 可能
特性と一致していません。

15

同じ ALTER TABLE ステートメントに別の表
変更がある場合、変換を行うことはできませ
ん。

16

この表は、照会最適化対応の既存のビューの定
義で参照されています。

17

表は保護されている表です。

18

全選択は、キャッシングが許可されていないニ
ックネームを参照します。

19

表が、システム期間テンポラル表、または履歴
表です。

20

セキュリティー管理者により、表に許可または
マスクが定義されています。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいたアクションは、
以下のとおりです。

1

この表は、マテリアライズ照会表に変換できま
せん。代わりに新しいマテリアライズ照会表を
作成してください。

2

この表を変換する必要はありません。アクショ
ンは不要です。

3

SQL20093N

第 20 章 SQL20000 - SQL20499 725



複製された表は、マテリアライズ照会表にしか
できません。代わりに、新しい表を作成してく
ださい。

4

トリガーをドロップして、もう一度 ALTER

TABLE ステートメントを試みてください。

5

チェック制約をドロップして、もう一度
ALTER TABLE ステートメントを試みてくだ
さい。

6

ユニーク制約およびユニーク索引をドロップし
て、もう一度 ALTER TABLE ステートメント
を試みてください。

7

参照制約をドロップして、もう一度 ALTER

TABLE ステートメントを試みてください。

8

この表を参照するマテリアライズ照会表をドロ
ップして、ALTER TABLE ステートメントを
再試行してください。

9

マテリアライズ照会表が、その表自身を照会す
ることはできません。全選択を修正して、変更
されている表への直接または間接的な参照を除
去してください。

10

この表はすでにマテリアライズ照会表であるた
め、この操作は許可されていません。

11

全選択を変更して、正しい列数を選択リストに
組み込んでください。

12

結果の列データ・タイプが対応する既存の列の
データ・タイプに一致するよう、全選択を変更
してください。

13

結果の列名が、対応する既存の列の列名に一致
するよう、全選択を変更してください。

14

NULL 可能特性が一致しないかぎり、この表を
マテリアライズ照会表に変換できません。 代
わりに新しいマテリアライズ表を作成してくだ
さい。

15

SET MATERIALIZED QUERY AS 節を含まな
い ALTER TABLE ステートメントで、他の表
変更を実行してください。

16

この表を参照する照会最適化対応のビューを無
効にしてから、ALTER TABLE ステートメン
トを再試行してください。

17

表から保護を除去するか、またはそれをマテリ
アライズ照会表に変換しないようにします。

18

ALTER TABLE ステートメントで指定された
全選択を訂正して、キャッシングが許可されて
いないニックネームを参照しないようにしま
す。

19

表名を訂正してシステム期間テンポラル表また
は履歴表ではない表を指定するか、または
DROP VERSIONING 文節を指定する ALTER

TABLE ステートメントを使用してシステム期
間テンポラル表を変更してください。

20

許可とマスクを除去するか、またはそれをマテ
リアライズ照会表に変換しないようにします。

sqlcode: -20093

sqlstate: 428EW

SQL20094N 列 column-name が生成列であるか、デー
タ・タイプ DB2SECURITYLABEL で定
義されていて、BEFORE トリガー
trigger-name で使用できないため、ステー
トメントが失敗しました。

説明: 示された列は以下のいずれかであるため、
BEFORE UPDATE トリガーの列名リストに指定するこ
と、あるいは BEFORE トリガーに設定することができ
ません。

v 行開始列

v 行終了列

v トランザクション開始 ID 列

SQL20094N
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v 生成された式列

v データ・タイプ DB2SECURITYLABEL で定義された
列

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 列名リスト、または生成列の新規遷移
変数を設定する SET 割り当てステートメントからこの
列を除去し、ステートメントを再サブミットします。

sqlcode: -20094

sqlstate: 42989

SQL20102N ルーチン routine-name の CREATE また
は ALTER ステートメントが、このルー
チンに許可されていない option-name オ
プションを指定しました。

説明: ルーチン routine-name を作成または変更すると
きに、オプション option-name が指定されました。この
ルーチンの他の特性により、このオプションはこのルー
チンには適用されません。ソース化プロシージャーの場
合、指定できるのは ALTER PARAMETER だけです。
また、ALTER PARAMETER はソース化プロシージャー
に対してのみ指定できます。

ユーザーの処置: ALTER ステートメントの場合、正し
いルーチンが指定されていることを確認してください。
または、失敗したオプションを除去して、ステートメン
トを再発行してください。

sqlcode: -20102

sqlstate: 42849

SQL20108N 結果セットには、ストアード・プロシージ
ャー procedure-name によってオープンさ
れたカーソル cursor-name の位置
position-number にサポートされていない
データ・タイプが含まれています。

説明: 列の少なくとも 1 つ、列 position-number に
DRDA アプリケーション・リクエスター (クライアン
ト) または DRDA アプリケーション・サーバー (サー
バー) のいずれかにサポートされていないデータ・タイ
プが含まれているため、procedure-name で示されている
ストアード・プロシージャーは、cursor-name で示され
ている照会結果セットの少なくとも 1 つを返すことが
できません。このようなストアード・プロシージャーへ
の呼び出しは失敗します。

ユーザーの処置: サーバーのストアード・プロシージャ
ー procedure-name のカーソル cursor-name のための
OPEN ステートメント (およびその後の FETCH ステー
トメント) を変更して、列 position-number でサポート
されていないデータ・タイプを選択しないようにしてく

ださい。 ストアード・プロシージャーを呼び出したク
ライアント・アプリケーションは、ストアード・プロシ
ージャーの変更を反映するように変更しなければならな
い場合があります。

sqlcode: -20108

sqlstate: 56084

SQL20109W DB2 デバッガー・サポートでエラーが発
生しました。理由コード: reason-code

説明: デバッガー・サポートで、デバッグを無効にする
エラー状況になりましたが、通常の実行には影響ありま
せん。以下が理由コードのリストです。

1. デバッガー・サポートがインストールされていませ
ん。

2. デバッガー表のデバッガー・クライアントの IP ア
ドレスに構文エラーがあります。

3. デバッガー・バックエンドとデバッガー・クライア
ントとの通信でタイムアウトが発生しました。

4. デバッガー表 DB2DBG.ROUTINE_DEBUG にアクセ
スしているときに、問題が発生しました。

ユーザーの処置:

1. DB2 サーバー・マシンのデバッガー・オプションが
インストールされているかどうか確認してくださ
い。

2. デバッガー表の IP アドレスが正しい構文になって
いることを確認してください。

3. クライアントのデバッガー・デーモンが開始され、
クライアントとサーバーのポートが一致しているこ
とを確認してください。

4. デバッガー表を正しいレイアウトで作成したことを
確認してください。

sqlcode: +20109

sqlstate: 01637

SQL20111N このコンテキストでは
SAVEPOINT、RELEASE SAVEPOINT、
または ROLLBACK TO SAVEPOINT ス
テートメントを発行できません。理由コー
ド = reason-code。

説明: 以下の理由コードによって示されている制限に違
反しているため、ステートメントを処理できません。

1. セーブポイントをトリガー内で出すことはできませ
ん。

2. セーブポイントをグローバル・トランザクション内
で出すことはできません。

SQL20102N
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ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: トリガーまたはグローバル・トランザ
クションにある SAVEPOINT、RELEASE

SAVEPOINT、または ROLLBACK TO SAVEPOINT ス
テートメントを除去してください。

sqlcode: -20111

sqlstate: 3B503

SQL20112N セーブポイントがすでに存在し、ネストさ
れたセーブポイントはサポートされていな
いため、セーブポイントを設定することが
できません。

説明: セーブポイントは、作業単位の中の特定の時点に
おけるデータとスキーマの状態を示す名前付きエンティ
ティーです。セーブポイントは、いくつかの方法で使用
できます。例えば、データベースをセーブポイントまで
ロールバックできます。セーブポイントは、
SAVEPOINT ステートメントを使用してトランザクショ
ンの中に設定できます。環境によっては、同じトランザ
クションの中にセーブポイントを複数またはネストさせ
て設定することもできます。

このメッセージは、以下の理由のために SAVEPOINT

ステートメントまたは ATOMIC コンパウンド SQL ス
テートメントでエラーが発生したときに返される場合が
あります。

v ネストされたセーブポイントを設定しようとしたが、
セーブポイントが既に存在し、この環境ではネストさ
れたセーブポイントがサポートされていない。

v ネストされたセーブポイントをサポートしないフェデ
レーテッド・データ・ソースに、ネストされたセーブ
ポイントを設定しようとした。

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で、このエラー
に対応します。

v 新しいセーブポイントを設定しようとする前に既存の
セーブポイントを解放します。

v 既存のセーブポイントを再設定するには、以下の手順
に従います。

1. RELEASE SAVEPOINT ステートメントを使用し
て既存のセーブポイントを解放します。

2. SAVEPOINT ステートメントを使用してセーブポ
イントを再作成します。

v ATOMIC コンパウンド SQL の場合: コンパウンド・
ステートメントの終わりの後にセーブポイントを設定
します。

sqlcode: -20112

sqlstate: 3B002

SQL20113N SELF AS RESULT で定義されたメソッ
ド method-id から NULL を返すことはで
きません。

説明: メソッド ID method-id のメソッドが SELF AS

RESULT で定義されています。このメソッドの呼び出し
が構造化タイプの NULL ではないインスタンスを使用
していたため、NULL インスタンスを返すことはできま
せん。

ユーザーの処置: メソッドの戻り値として NULL が返
されないよう、メソッド設定を変更してください。 1

つの方法として、返される構造化タイプの属性をすべて
NULL に変更することが可能です。障害のあったメソッ
ドの名前を判別するには、以下の照会を使用してくださ
い。

SELECT FUNCSCHEMA, FUNCNAME,
SPECIFICNAME

FROM SYSCAT.FUNCTIONS
WHERE FUNCID = method-id

sqlcode: -20113

sqlstate: 22004

SQL20114W 表 table-name の列 column-name の長さ
は、USER デフォルト値の定義された長
さに対して十分ではありません。

説明: 列 column-name が、128 バイトに満たない長さ
で定義されています。この列に節 DEFAULT USER が
指定されました。 USER 特殊レジスターが
VARCHAR(128) と定義されているため、列の長さを超
えるユーザー ID を持つユーザーが table-name にデフ
ォルト値を割り当てようとした場合、エラーが発生しま
す。ユーザー ID が列の長さを超えているユーザーは、
この列を挿入、あるいは列をデフォルト値に更新するこ
とができません。

ユーザーの処置: システム標準によって、列の長さを超
える ID が許可されていない場合、この警告を無視でき
ます。この警告が出されないようにするには、列の長さ
を少なくとも 128 バイトにしなければなりません。表
をドロップしてから再作成することによって、またデー
タ・タイプが VARCHAR であれば、ALTER TABLE で
列の長さを大きくすることによって、この列の長さを変
更できます。

sqlcode: +20114

sqlstate: 01642

SQL20112N
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SQL20115N トランスフォーム・グループ group-name

で、routine-type routine-name を
transform-type トランスフォーム関数とし
て使用することはできません。

説明: routine-type が FUNCTION であれば、
routine-name によって定義されている関数は組み込み関
数であるため、これをトランスフォーム関数として使用
することはできません。 routine-type が METHOD であ
れば、routine-name によって定義されているメソッド
は、メソッドであるため、これをトランスフォーム関数
として使用することはできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: トランスフォーム・グループ
group-name の transform-type トランスフォーム関数とし
て、異なる関数を指定してください。

sqlcode: -20115

sqlstate: 428EX

SQL20116N 検索ターゲット parameter-name のデー
タ・タイプが、索引拡張子
index-extension-name に指定されているソ
ース・キーのデータ・タイプに一致してい
ません。

説明: 検索ターゲットが組み込みまたは特殊データ・タ
イプである場合、そのタイプは、索引拡張子に指定され
ているソース・キーのデータ・タイプに一致していなけ
ればなりません。検索ターゲットのデータ・タイプが構
造化タイプであれば、索引拡張子のソース・キーのデー
タ・タイプと同じ構造化タイプ階層になければなりませ
ん。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 索引拡張子のソース・キーに一致する
データ・タイプで検索ターゲットを指定してください。

sqlcode: -20116

sqlstate: 428EY

SQL20117N OLAP 関数のウィンドウ指定は無効で
す。理由コード = reason-code。

説明: OLAP 関数呼び出しのウィンドウ指定 (OVER

節) が正しく指定されていません。 reason-code が、誤
った指定を示しています。

1 ウィンドウ指定で、ORDER BY なしで
RANGE または ROWS が指定されています。

2 RANGE が指定されていますが、ウィンドウ
ORDER BY 節に複数の sort-key-expression が
入っています。

3 RANGE が指定されていますが、ウィンドウ
ORDER BY 節の sort-key-expression のデー
タ・タイプを持つ減算式に、範囲値のデータ・
タイプを使用することができません。

4 CURRENT ROW の後に UNBOUNDED

PRECEDING が、あるいは CURRENT ROW

の前に UNBOUNDED FOLLOWING が指定さ
れています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ウィンドウ指定を変更して、
reason-code によって示されている無効な指定を訂正し
てください。

1 RANGE または ROWS を指定しているウィン
ドウ指定ごとにウィンドウ ORDER BY 節を追
加します。

2 RANGE を備えたウィンドウ指定が、ウィンド
ウ ORDER BY 節ごとに sort-key-expression を
1 つずつ持つようにします。

3 RANGE を備えたウィンドウ指定ごとに、ウィ
ンドウ ORDER BY 節の sort-key-expression か
ら範囲値 (数値タイプまたは日付時刻タイプで
なければなりません) を減算できることを確認
してください。日付時刻 sort-key-expression の
場合、範囲値は、適切な精度および位取りを持
つ特定の日付時刻期間 DECIMAL タイプでな
ければなりません。

4 BETWEEN および CURRENT ROW を使用し
たウィンドウの仕様で、UNBOUNDED

PRECEDING が AND CURRENT ROW または
UNBOUNDED FOLLOWING の前、CURRENT

ROW AND の後に指定されていることを確認
してください。

sqlcode: -20117

sqlstate: 428EZ

SQL20118N 構造化タイプ type-name で、属性の数が
許可されている最大数を超えています。
最大数は max-value です。

説明: 構造化タイプ type-name の定義で、構造化タイ
プごとに許可されている属性 (継承属性を含む) の最大
数を超えています。 継承属性を含む属性の最大数は
max-value です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 構造化タイプの属性の数が制限を超え
ないようにしてください。

SQL20115N
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sqlcode: -20118

sqlstate: 54050

SQL20119N ROW 関数は、少なくとも 2 つの列を定
義していなければなりません。

説明: RETURNS 節に ROW を指定する関数は、少な
くとも 2 つの列がある列リストを備えていなければな
りません。

ユーザーの処置: RETURNS 節から ROW キーワード
を除去してスカラー関数にするか、または RETURNS

節の列リストに複数の列を指定してください。

sqlcode: -20119

sqlstate: 428F0

SQL20120N SQL TABLE 関数は表結果を返さなけれ
ばなりません。

説明: RETURNS 節に TABLE を指定する SQL 関数
は、表である結果を返さなければなりません。スカラー
全選択の場合は例外ですが、スカラー式は SQL TABLE

関数の結果として返されません。

ユーザーの処置: RETURNS 節から TABLE キーワー
ドを除去してスカラー関数にするか、または TABLE 関
数本体の RETURNS ステートメントに全選択を指定し
てください。

sqlcode: -20120

sqlstate: 428F1

SQL20121N WITH RETURN または SCROLL はカ
ーソル cursor-name にいずれか 1 つだけ
指定できます。

説明: WITH RETURN と SCROLL の両方がカーソル
cursor-name に指定されましたが、これは許されていま
せん。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: DECLARE CURSOR ステートメント
を変更して、NO SCROLL を指定 (または SCROLL キ
ーワードを除去) するか、WITH RETURN 節を除去し
てください。

sqlcode: -20121

sqlstate: 428F3

SQL20123N 両方向スクロール・カーソルに対して戻さ
れた結果セットが、 1 行目より前に位置
付けられていないため、ストアード・プロ
シージャー procedure への呼び出しは失
敗しました。

説明: 両方向スクロールの結果セットがストアード・プ
ロシージャー procedure への CALL によって戻され、1

つ以上のカーソルが 1 行目よりも前に位置付けられて
いません。

ストアード・プロシージャーへの CALL は失敗しまし
た。 このストアード・プロシージャーに定義されたす
べての結果セットは、呼び出し元に戻る前にクローズさ
れました。両方向スクロール・カーソルは、結果セット
から FETCH するために使用できません。 このストア
ード・プロシージャーによって行われたアクションはロ
ールバックされず、エラーがストアード・プロシージャ
ーの実行の終わりに検出されたため、このストアード・
プロシージャーによって開始された外部アクションは完
了しました。

ユーザーの処置: 呼び出し元に戻る前に、結果セットカ
ーソルが 1 行目より前に位置付けられるように、スト
アード・プロシージャーの内容を変更してください。

sqlcode: -20123

sqlstate: 560B1

SQL20128N カーソル cursor-name は両方向スクロー
ルですが、結果表には表関数からの出力を
組み込むことができません。

説明: カーソル cursor-name は両方向スクロールにな
るよう定義されていますが、結果表には表関数からの出
力が組み込まれます。この組み合わせはサポートされま
せん。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 両方向スクロールにならないようにカ
ーソルの定義を変更するか、または結果表に表関数から
の出力が組み込まれないことを確認してください。

sqlcode: -20128

sqlstate: 428F6

SQL20131N タイプ object-type のオブジェクト番号
object-number が、オブジェクトのリスト
に複数回指定されました。

説明: タイプ object-type のオブジェクト名のリスト
に、オブジェクト番号 object-number が複数回指定され
ました。ステートメントの操作をオブジェクトで複数回
実行することはできません。

SQL20119N
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ユーザーの処置: リスト内の重複したオブジェクトを訂
正し、重複するオカレンスを取り除いてください。
(MDC の場合、オブジェクト・タイプは“dimension”とな
ります。)

sqlcode: -20131

sqlstate: 42713

SQL20133N 操作 operation-name は外部ルーチン
routine-name に対して実行できません。操
作は SQL ルーチンでのみ実行可能で
す。

説明: 操作 operation-name を外部ルーチン
routine-name に対して実行しようとしました。しかし、
この操作は SQL ルーチンに対してのみ実行が可能で
す。操作は正常に完了しませんでした。

ユーザーの処置: 指定した名前が SQL ルーチンを識別
することを確認してください。

sqlcode: -20133

sqlstate: 428F7

SQL20134N ルーチン routine-name の SQL アーカイ
ブ (SAR) ファイルがサーバーで作成でき
ませんでした。

説明: DB2 が指定されたルーチンのライブラリーまた
はバインド・ファイルを見つけられないため、ルーチン
routine-name の SQL アーカイブ (SAR) の作成が失敗
しました。バインド・ファイルは、DB2 バージョン
7.1、フィックスパック 2 以降を使用して作成された
SQL ルーチンでのみ使用できます。

ユーザーの処置: DB2 バージョン 7.1、フィックスパ
ック 2 以降を使用して、サーバーにプロシージャーを
再作成し、操作をやり直してください。

sqlcode: -20134

sqlstate: 55045

SQL20135N 指定された SQL アーカイブは、ターゲ
ットの環境に一致しません。理由コード
= reason-code。

説明: 指定された SQL アーカイブが、以下のいずれか
の理由でターゲット環境に適合しません。

1 ターゲット環境のオペレーティング・システム
が、SQL アーカイブが作成されたオペレーテ
ィング・システムと異なります。

2 ターゲット環境のデータベース・タイプおよび
レベルが、SQL アーカイブが作成されたデー
タベース・タイプおよびレベルと異なります。

ユーザーの処置: SQL アーカイブが作成された環境が
ターゲット環境と一致しているかを確認して、コマンド
を再発行してください。環境が一致しない場合は、ター
ゲット環境を使用して SQL ルーチンを手操作で作成す
る必要があります。

sqlcode: -20135

sqlstate: 55046

SQL20136N ルーチン routine-name (特定名
specific-name) が、フェデレーテッド・オ
ブジェクトにアクセスしようとしました。

説明: SQL ステートメントは、1 つ以上のフェデレー
テッド・オブジェクトにアクセスしようとした外部関数
またはメソッドです。このステートメントは、ルーチン
routine-name (特定名 specific-name) から実行されます。
外部関数またはメソッドからフェデレーテッド・オブジ
ェクトにアクセスすることは、現在サポートされていま
せん。

ユーザーの処置: ルーチンからフェデレーテッド・オブ
ジェクトへの参照を除去してください。

sqlcode: -20136

sqlstate: 55047

SQL20138N ルーチン routine-name (特定名
specific-name) は MODIFIES SQL DATA

(SQL データの変更) と定義されていない
ため、ステートメントは説明されない可能
性があります。

説明: ルーチン routine-name (特定名 specific-name) は
CONTAINS SQL (SQL を含む) または READS SQL

DATA (SQL データの読み取り) と定義されています
が、SQL ステートメントを EXPLAIN しようとしまし
た。 SQL ステートメントを説明するには、EXPLAIN

表への書き込みが必要ですが、これは MODIFIES SQL

DATA (SQL データの変更) ルーチンでしか許可されま
せん。

ユーザーの処置: CONTAINS SQL (SQL を含む) また
は READS SQL DATA (SQL データの読み取り) と定
義されているルーチンから SQL ステートメントの
EXPLAIN を試行しないでください。

sqlcode: -20138

sqlstate: 42985

SQL20133N
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SQL20139N 直前のステートメントが失敗したか割り込
まれたため、SQL ステートメントはルー
チン routine-name (特定名 specific-name)

で発行されない可能性があります。

説明: ルーチン routine-name (特定名 specific-name)、
またはネストされたルーチンの実行中、ステートメント
が失敗してロールバックが必要であるか、割り込みが発
生しました。データベース・マネージャーが必要なリカ
バリーを実行できるように、最外部のステートメントか
ら呼び出されるすべてのルーチンが実行を完了し、制御
が最外部ステートメントに戻されることが必要です。こ
のリカバリーが完了するまで、SQL ステートメントは
発行されない可能性があります。

ユーザーの処置: ルーチンは実行を継続します。ルーチ
ンはこの後の SQL ステートメントを実行せず、呼び出
し元のステートメントにできるだけ速やかに制御を戻す
必要があります。

割り込みの初期障害のリカバリーは、すべてのルーチン
が完了した時点で、データベース・マネージャーにより
自動的に実行されます。

sqlcode: -20139

sqlstate: 51038

SQL20140W VALUE COMPRESSION がこの表に対し
て非アクティブになっているため、
COMPRESS 列属性は無視されました。

説明: 以下の状態のいずれかが発生しました。

1. VALUE COMPRESS が表に対して非活動状態である
ため、列に指定された COMPRESS SYSTEM

DEFAULT が無視された。

2. DEACTIVATED VALUE COMPRESSION が指定さ
れ、列が COMPRESS SYSTEM DEFAULT とともに
定義された。

ユーザーの処置: 列に指定された COMPRESS を許可
するには、表を変更し、表の VALUE COMPRESSION

をアクティブ化してください。

sqlcode: +20140

sqlstate: 01648

SQL20142N シーケンス sequence-name を指定されて
いるようには使用できません。

説明: sequence-name が、使用されないコンテキストで
参照されました。 sequence-name は、ID 列用のシステ
ムで生成されたシーケンスです。 これらのシーケンス
は、COMMENT ON SEQUENCE、DROP

SEQUENCE、GRANT または REVOKE ステートメン

ト、あるいは NEXT VALUE か PREVIOUS VALUE 式
では参照されません。

ユーザーの処置: このコンテキストに、ユーザー定義の
シーケンス・オブジェクトの名前を指定してください。

sqlcode: -20142

sqlstate: 428FB

SQL20143N ENCRYPTION PASSWORD 値が設定さ
れていないため、暗号化または暗号化解除
関数が失敗しました。

説明: ENCRYPTION PASSWORD 値が設定されていま
せん。

ユーザーの処置: SET ENCRYPTION PASSWORD ス
テートメントを発行して、ENCRYPTION PASSWORD

値を設定してください。パスワードの長さは最小 6 バ
イトから最大 127 バイトまでです。

sqlcode: -20143

sqlstate: 51039

SQL20144N 指定されたパスワードの長さが 6 バイト
未満か、または 127 バイトを超えていた
ため、暗号化パスワードが無効です。

説明: データは 6 バイトから 127 バイトの長さのパス
ワードで暗号化されなければなりません。

ユーザーの処置: パスワード長が 6 バイトから 127 バ
イトの範囲にあることを確認してください。

sqlcode: -20144

sqlstate: 428FC

SQL20145N 暗号化解除関数が失敗しました。 暗号化
解除に使用されたパスワードが、データの
暗号化に使用されたパスワードと一致しま
せん。

説明: データは、暗号化に使用されたものと同じパスワ
ードを使用して暗号化解除されなければなりません。

ユーザーの処置: データの暗号化と暗号化解除に同じパ
スワードが使用されているかを確認してください。

sqlcode: -20145

sqlstate: 428FD

SQL20146N 暗号化解除関数が失敗しました。 データ
は暗号化されていません。

説明: データは ENCRYPT 関数の結果でなければなり
ません。

SQL20139N
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ユーザーの処置: データ・タイプが ENCRYPT 関数の
結果であることを確認してください。

sqlcode: -20146

sqlstate: 428FE

SQL20147N ENCRYPT 関数が失敗しました。 複数回
の暗号化はサポートされていません。

説明: すでに暗号化されたデータを再び暗号化すること
はできません。

ユーザーの処置: データが暗号化されていないことを確
認してください。

sqlcode: -20147

sqlstate: 55048

SQL20148N ルーチン routine-name (特定名
specific-name) は、コンパウンド本体の最
後の SQL ステートメントとして
RETURN ステートメントを持っていま
す。

説明: RETURN ステートメントは、SQL ROW または
TABLE 関数でコンパウンド本体の最後の SQL ステー
トメントでなければなりません。 ルーチン本体内で
は、他の RETURN ステートメントは許可されていませ
ん。

ユーザーの処置: RETURN ステートメントが 1 つのみ
で、そのステートメントがコンパウンド本体の最後の
SQL ステートメントであることを確認してください。

sqlcode: -20148

sqlstate: 429BD

SQL20149W バッファー・プール操作は完了しました
が、データベースの次回再始動時までは有
効になりません。

説明: バッファー・プールは正常に作成または変更され
ましたが、変更は即時に有効になりません。変更は、デ
ータベースが再始動したときに有効になります。

以下のいずれかの理由で、変更は据え置かれました。

v DEFERRED オプションが指定された。

v 変更が指定され、操作によって NUMBLOCKPAGES

または BLOCKSIZE のいずれかが変更された場合、
そのような変更はすべて常に据え置かれるため、要求
が据え置かれた。

v 変更が指定され、ブロック・ベース領域の以前の変更
がまだ有効になっておらず (データベースの再始動が
行われていない)、新しく提示されたバッファー・プ
ールのサイズがバッファー・プールのブロック領域の

現行サイズより小さい場合、ブロック領域に対する変
更が有効になるときにその変更も有効になるように、
変更を据え置く必要がある。

ユーザーの処置: 次のデータベースの再始動時に変更が
有効となるために、アクションを行う必要はありませ
ん。

sqlcode: +20149

sqlstate: 01649

SQL20150N バッファー・プールのブロック・ページ数
が、このバッファー・プールのサイズには
大きすぎます。

説明: NUMBLOCKPAGES で指定されたブロック・ペ
ージ数を、SIZE で指定されたバッファー・プールのペ
ージ数の 98 パーセントより大きくしないでください。

ユーザーの処置: NUMBLOCKPAGES をゼロに設定す
ることにより、このバッファー・プールのブロック・ベ
ースの入出力を無効にするか、NUMBLOCKPAGES の
値を SIZE の値の 98 パーセントより大きくしないよう
にしてください。

sqlcode: -20150

sqlstate: 54052

SQL20151N BLOCKSIZE に指定された値が、有効な
範囲内にありません。

説明: BLOCKSIZE の値の有効範囲は 2 から 256 の間
です。

ユーザーの処置: BLOCKSIZE の値を、2 以上、256 以
下に変更してください。最適な値は、エクステント・サ
イズです。

sqlcode: -20151

sqlstate: 54053

SQL20152N 指定されたバッファー・プールは、現在ブ
ロック・ベースではありません。

説明: バッファー・プールのブロック・エリアで使用す
るページ数を指定せずに、BLOCKSIZE オプションが使
用されました。

ユーザーの処置: BLOCKSIZE オプションと共に、
NUMBLOCKPAGES の値を指定してください。

sqlcode: -20152

sqlstate: 428FF

SQL20147N
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SQL20153N データベースの分割イメージが延期状態に
なっています。

説明: データベースの分割イメージが延期状態にある間
は使用できません。

ユーザーの処置: このデータベースの分割イメージの入
出力を再開するには、以下の db2inidb コマンドの 1 つ
を発行します。

v db2inidb <db-name> as mirror

v db2inidb <db-name> as snapshot

v db2inidb <db-name> as standby

DB2 pureCluster 環境では、このコマンドは任意のメン
バーから発行可能であり、このコマンドを発行すること
が必要なのは 1 回だけです。

パーティション・データベース環境では、各データベー
ス・パーティションで db2inidb コマンドを実行する必
要があります。各データベース・パーティションで並行
してコマンドを実行できます。

sqlcode: -20153

sqlstate: 55040

SQL20154N 行に対してターゲット表を決定できないた
め、要求されたビュー view-name への挿
入または更新操作は許可されません。理由
コード = reason-code。

説明: 指定したビューに UNION ALL 照会が含まれて
います。 reason-code は、指定した行が以下のいずれか
であることを示します。

1. 基礎となる基本表のチェック制約を満たしていな
い。

2. 複数の基礎となる基本表のすべてのチェック制約を
満たしている。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: デー
タ・ソースの他の特定の制限により、行の挿入が妨げら
れている可能性もあります。

ユーザーの処置: 行セットをパーティションする、基礎
となる基本表で使用されているチェック制約が、挿入さ
れる行のセットをカバーとしていることを確認してくだ
さい。 さらに、更新により任意の基礎表から別の表に
行が移動される場合、UNION ALL で全選択に定義され
たビューに WITH ROW MOVEMENT も指定されてい
ることを確認してください。たとえば、チェック制約
(T1.c1 in (1,2)) on T1、および (T2.c1 in (2,3)) on T2、
およびビュー V1 を T1 と T2 の union として指定。

1. 行 c1 = 4 は、基礎となる基本表のチェック制約を
満たしていない。

2. 行 c1 = 2 は、基礎となる基本表のチェック制約を
満たしている。

フェデレーテッド・システム・ユーザー: 理由が不明な
場合には、問題を切り分けて要求失敗の原因となったデ
ータ・ソースを突き止め、そのデータ・ソースのオブジ
ェクト定義と更新制限を調べてください。

sqlcode: -20154

sqlstate: 23513

SQL20155N 指定されたイベント・モニターのターゲッ
ト表が無効です。理由コード =

reason-code。

説明: CREATE EVENT MONITOR ステートメントの
処理中、またはイベント・モニターのアクティブ化中
に、ターゲット表が無効であると判別されました。理由
コードは、どのような問題なのかをより詳細に示してい
ます。

1. 少なくとも 1 つの列名が、イベント・モニターのデ
ータ・エレメント ID と一致しない。

2. 少なくとも 1 つの列に、イベント・モニターのデー
タ・エレメント ID のデータ・タイプと互換性のな
いデータ・タイプがある。

3. 少なくとも 1 つの列名が、イベント・モニターのデ
ータ・エレメント ID と一致するが、そのエレメン
トはターゲット表で許可されていない。

4. 表の行サイズが、表スペースのページ・サイズに対
して大きすぎる。

5. 必須列がない。

6. Unicode データベース以外のデータベースの場合
は、CCSID UNICODE で表を宣言しないでくださ
い。

7. 表はパーティション化されています。

8. イベント・モニターの出力の保管用に指定された表
の名前は、既に別のイベント・モニターで使用され
ています。

9. 現行リリースでサポートされていない論理データ・
グループに関するイベント・モニター・ターゲット
表があります。

ユーザーの処置: 詳細については、管理通知ログをチェ
ックし、表の定義を訂正してください。

sqlcode: -20155

sqlstate: 55049

SQL20153N
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SQL20156W イベント・モニターは正常にアクティブ化
されましたが、一部のモニター情報が失わ
れている可能性があります。

説明: イベント・モニターは正常にアクティブ化されま
したが、以下のいずれかの理由により、イベント・モニ
ターのいくつかの情報が脱落した可能性があります。

v 列のデータ・タイプが、イベント・モニター・エレメ
ント ID を保留するのに必要なデータ・タイプよりも
小さい。 このデータは切り捨てられます。

v ターゲット表が SYSCAT.EVENTTABLES で見つかっ
たが、表がデータベースに存在しない。対応する表の
モニター情報は記録されません。

v ターゲット表が SYSCAT.EVENTTABLES で見つかっ
たが、表がすべてのデータベース・パーティションに
存在しない。一部のパーティションではモニター情報
が記録されません。

v ファイルへの書き込みを行う統計イベント・モニター
のバッファー・サイズが小さすぎて、最大のレコード
が入りません。

ユーザーの処置: 詳細情報については管理通知ログを確
認してください。これが統計イベント・モニターである
場合は、バッファー・サイズを確認します。小さすぎる
場合は、バッファー・サイズを少なくとも 4 に設定し
てイベント・モニターを再作成してください。その他の
タイプのイベント・モニターについては、必要に応じ
て、すべてのターゲット表を作成するためにイベント・
モニターを再作成します。

sqlcode: +20156

sqlstate: 01651

SQL20157N 許可 ID authorization-ID のユーザーは、
静止状態のインスタンスが静止モード
quiesce-mode にあるときに、そのインスタ
ンスへのアタッチに失敗したか、静止状態
のデータベースへの接続またはそのインス
タンス内にあるデータベースへの接続に失
敗しました。

説明: 指定された許可 ID には、静止状態のインスタ
ンスが QUIESCE RESTRICTED ACCESS モードにある
場合に、そのインスタンスにアタッチしたり、そのイン
スタンス内のデータベースに接続したりするための権限
がありません。インスタンスへのアタッチまたはデータ
ベースへの接続を可能にするには、許可 ID が以下のい
ずれかの基準を満たす必要があります。

v SYSADM、SYSCTRL、または SYSMAINT 権限を保
持する

v QUIESCE INSTANCE または START DATABASE

MANAGER コマンド (あるいは db2InstanceQuiesce

API または db2InstanceStart API) の USER オプショ
ンを使って指定されたユーザーである

v QUIESCE INSTANCE または START DATABASE

MANAGER コマンド (あるいは db2InstanceQuiesce

API または db2InstanceStart API) の GROUP オプシ
ョンを使って指定されたグループのメンバーである

静止状態のデータベースが QUIESCE DATABASE モー
ドにある場合、ユーザーが静止状態のデータベースに正
常に接続するためには、許可 ID が上記のいずれかの基
準を満たしているか、または DBADM 権限または
QUIESCE_CONNECT 特権を保持している必要がありま
す。

静止状態のインスタンス内のデータベースが QUIESCE

INSTANCE モードにある場合、ユーザーが静止状態の
インスタンス内のデータベースに正常に接続するために
は、許可 ID が上記のいずれかの基準を満たしている
か、または DBADM 権限を保持している必要がありま
す。

インスタンスが QUIESCE INSTANCE モードにある場
合、ユーザーが静止状態のインスタンスに正常にアタッ
チするためには、許可 ID が上記のいずれかの基準を満
たしている必要があります。

ユーザーの処置: 静止状態のデータベース、および静止
状態のインスタンス内にあるデータベースに正常に接続
したいとき、また静止状態のインスタンスにアタッチし
たいときには、以下のいずれかのアクションを実行しま
す。

v データベースに接続するには、データベースが静止解
除されるのを待ちます。

v インスタンスへのアタッチ、またインスタンス内のデ
ータベースへの接続を行うには、インスタンスが静止
解除されるのを待ちます。

v 十分な権限を持つ許可 ID を使ってデータベースへの
接続、またはインスタンスへのアタッチを再試行しま
す。

sqlcode: -20157

sqlstate: 08004

SQL20158N DB2 Data Links Manager は、この DB2

コピー・バージョンではサポートされてい
ません。

説明: DB2 Data Links Manager はこの DB2 コピー・
バージョンではサポートされていませんが、以下のいず
れかのアクションを実行しようとしました:

v Data Links 対応データベースを対象とするデータベー
ス・バックアップ・イメージのリストア。

SQL20156W
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v DATALINK データ・タイプを使用するデータベース
のアップグレード。

v DATALINK データ・タイプを使用するデータベー
ス・オブジェクトの作成。DATALINK データ・タイ
プを使用するデータベース・オブジェクトとしては、
表、ビュー、関数、メソッド、特殊タイプ、および構
造化データ・タイプが含まれます。

ユーザーの処置: 以下のいずれかのアクションを行って
ください。

v Data Links をサポートする古いリリースの DB2 コピ
ーでデータベース・バックアップ・イメージを
RESTORE した後、Data Links を使用不可に設定し
て、データベースをバックアップします。次に、デー
タベースのアップグレード先となる DB2 コピー・バ
ージョンを使って RESTORE DATABASE コマンド
を再発行します。

v Data Links をサポートする古いリリースの DB2 コピ
ーを使用して Data Links を使用不可に設定した後、
UPGRADE DATABASE コマンドを再発行します。

v DATALINK データ・タイプへのすべての参照を除去
した後、データベース・オブジェクトを作成するステ
ートメントを再発行します。

sqlcode: -20158

sqlstate: 42997

SQL20159W ステートメント・コンテキストにより、分
離節は無視されます。

説明: インライン SQL として処理されるコンパウン
ド・ステートメントに含まれるステートメントで分離節
が指定されています。分離節は無視され、デフォルト分
離レベルが、コンパウンド・ステートメント内のすべて
のステートメントで使用されます。

ユーザーの処置: 応答は必要ありません。この警告を回
避するには、分離節を除去してください。

sqlcode: +20159

sqlstate: 01652

SQL20160W 許可は USER userid に対して付与されま
した。 グループは、許可名が 8 バイトよ
り長いために認識されませんでした。

説明: 許可名の長さが 8 バイトを超えています。特権
は、一致する名前があるシステムで定義されたグループ
を認識せずに、許可名 userid でユーザーに認可されて
います。処理を続行します。

ユーザーの処置: 認可がユーザーに対してのものである
場合、アクションは不要です。認可がグループに対して

のものである場合、8 バイトを超えるグループ名はサポ
ートされていないため、代替のグループ名を選択する必
要があります。この警告メッセージを防ぐには、許可名
の前に USER キーワードを指定してください。

sqlcode: +20160

sqlstate: 01653

SQL20161W 列名 column-name は、イベント・モニタ
ー表には無効な列です。

説明: INCLUDES または EXCLUDES 節に指定された
列名が、作成しているイベント・モニター表のどの有効
な列とも一致しません。

ユーザーの処置: 指定した列名を確認して、訂正してく
ださい。

sqlcode: -20161

sqlstate: 428AA

SQL20165N FROM 節内の SQL データ変更ステート
メントは、それが指定されるコンテキスト
内では無効です。

説明: SQL データ変更ステートメントは特定のコンテ
キスト内の FROM 節に指定できます。 SQL データ変
更ステートメントは、以下で使用される FROM 節の唯
一の表参照である必要があります。

v SELECT ステートメントの外部全選択

v SELECT INTO ステートメント

v 共通表式の外部全選択

v 割り当てステートメントの唯一の全選択

照会の他の部分で入力変数が使用されている場合、
FROM 節の複数の行 INSERT に USING DESCRIPTOR

節を含めることはできません。 FROM 節の複数の行
INSERT ステートメントは NOT ATOMIC を指定でき
ません。 XQuery ステートメント内の SQL 全選択に、
FROM 節内の SQL データ変更ステートメントを含める
ことはできません。グローバル変数定義の DEFAULT

節内の SQL 全選択に、FROM 節内の SQL データ変更
ステートメントを含めることはできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: FROM 節内の SQL データ変更ステ
ートメントが、サポートされるコンテキストで使用さ
れ、FROM 節の唯一の表参照となるように、ステート
メントを変更してください。

sqlcode: -20165

sqlstate: 428FL
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SQL20166N SELECT 節内の SQL データ変更ステー
トメントが、対称でないビュー、または対
称なビューとして定義できなかったビュー
view-name を指定しました。

説明: SELECT ステートメント内の SQL データ変更
ステートメントのターゲット・ビューは WITH

CASCADED CHECK OPTION で定義される必要があり
ます。あるいは、ビュー定義の全選択 (または参照ビュ
ーのビュー定義の全選択) が WITH CASCADED

CHECK OPTION を使用して定義可能である必要があり
ます。

対称ビューは WITH CASCADED CHECK OPTION を
使用して暗黙的または明示的に定義されたビューです。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 指定したビューで SELECT ステート
メント内の SQL データ変更ステートメントを使用しな
いでください。

sqlcode: -20166

sqlstate: 428FM

SQL20167N 共有メモリーの設定が、要求を処理するの
に十分な大きさではありません。

説明: 以下のいずれかのリソース要求に対して、共有メ
モリー設定のメモリーが不十分です。

v FCM 接続項目

v FCM メッセージ・アンカー

v FCM 要求ブロック

ユーザーの処置: 要求を再試行してください。エラーが
続く場合は、インスタンスを停止および再始動し、(DB2

によって自動的に更新される) 共有メモリー設定サイズ
拡大を有効にして、要求を再試行してください。

sqlcode: -20167

sqlstate: 57011

SQL20168N ALTER BUFFERPOOL ステートメント
は現在実行中です。

説明: ALTER 操作が進行中の場合は、バッファー・プ
ールをドロップまたは変更することはできません。

ユーザーの処置: ALTER 操作が完了するまで待機して
ください。進行中の ALTER 操作の進行を確認するに
は、スナップショット・モニターを使用してください。

sqlcode: -20168

sqlstate: 55051

SQL20169W バッファー・プールが開始されていませ
ん。

説明: ステートメントは成功しましたが、バッファー・
プールが開始されてから有効になります。

ユーザーの処置: ステートメントは正常に完了しまし
た。データベースがアクティブ化されたときに有効にな
ります。これは、すべてのアプリケーションが切断され
た後に発生します。即時にステートメントを有効にする
には、バッファー・プールが開始されたときに再サブミ
ットしてください。バッファー・プールを開始するに
は、IMMEDIATE オプションを使用してバッファー・プ
ールをドロップおよび再作成する方法が可能な場合があ
ります。

sqlcode: +20169

sqlstate: 01654

SQL20170N 指定したアクションを行うための十分なス
ペースが、表スペース tablespace-name に
ありません。理由コード = reason-code。

説明: DROP、REDUCE、RESIZE コンテナー・アクシ
ョンのうち 1 つ以上を使用してスペースを表スペース
から除去すると、その結果は以下のシナリオのいずれか
になります。

1 除去中のスペース量が、スペース量の上限基準
点を超えています。

2 除去中のスペース量によって、表スペースのエ
クステントは必要な 5 つのエクステントより
少なくなります。

ユーザーの処置:

1 スナップショット・モニターを使用して、表ス
ペースで使用できるページ数と、表スペースの
上限基準点を調べてください。これらの値の差
が、除去できるページの最大数です。

2 スナップショット・モニターを使用して、表ス
ペースで使用できるページ数と、表スペースの
エクステント・サイズを調べてください。表ス
ペースで使用できるエクステント数は、使用で
きるページをエクステント・サイズで割った数
と等しくなります。表スペースには、少なくと
も 5 つのエクステント分の使用できるページ
がなければなりません。

sqlcode: -20170

sqlstate: 57059
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SQL20173W イベント・モニターが正常に作成されまし
たが、少なくとも 1 つのイベント・モニ
ター・ターゲット表がすでに存在していま
す。

説明: イベント・モニターを作成中に、データベース・
マネージャーが 1 つ以上のターゲット表を作成しよう
としましたが、それらの名前の表はすでに存在している
ことが判別しました。イベント・モニターは正常に作成
されましたが、ターゲット表は同じ名前のある表を置換
せず、作成されませんでした。イベント・モニターがア
クティブ化されると、これらの表の使用を試みます。ア
クティブ化処理でこれらの表が適切でないと判断される
と、イベント・モニターのアクティブ化で失敗する可能
性があります。

ユーザーの処置: 詳細情報については管理通知ログをチ
ェックしてください。必要であれば、すべてのターゲッ
ト表をドロップし、すべてのターゲット表を作成するイ
ベント・モニターを再作成してください。

sqlcode: +20173

sqlstate: 01655

SQL20178N ビュー view-name には、既に INSTEAD

OF trigger トリガーが定義されていま
す。

説明: ビュー view-name には、既に INSTEAD OF ト
リガーが指定された操作 (UPDATE, DELETE, INSERT)

で定義されています。ビューの操作ごとに 1 つの
INSTEAD OF トリガーのみを定義できます。

ステートメントは処理できません。 INSTEAD OF トリ
ガーは作成されませんでした。

ユーザーの処置: 新規 INSTEAD OF トリガーが必要
であれば、既存のトリガーをドロップしてから、新規ト
リガーを作成してください。

sqlcode: -20178

sqlstate: 428FP

SQL20179N ビュー view-name の定義方法が理由で、
INSTEAD OF トリガーを作成できませ
ん。

説明: INSTEAD OF トリガーは以下では定義できませ
ん。

v WITH CHECK OPTION を使用して定義されたビュー

v 上記のようなビューが直接的または間接的に定義され
たビュー

v 上記のようなビューが直接的または間接的に定義され
たビュー

v unfenced ニックネームを参照するビューで、Database

Partitioning Feature が有効になっている

INSTEAD OF UPDATE トリガーは以下では定義できま
せん。

v WITH ROW MOVEMENT 節で定義されたビューにネ
ストされたビュー

v ビューは INSTEAD OF トリガーのターゲット・ビュ
ーである可能性がある。あるいは、トリガーのターゲ
ット・ビューに直接または間接的に依存するビューで
ある可能性がある。

v ステートメントは処理できません。 INSTEAD OF

トリガーは作成されませんでした。

ユーザーの処置:

v ビューが WITH CHECK OPTION を使用して定義さ
れている場合、WITH CHECK OPTION 節を除去して
ください。

v ビューが WITH ROW MOVEMENT 節を使用して定
義されたビューにネストされている場合、WITH

ROW MOVEMENT 節を除去してください。

v ビューが unfenced ニックネームを参照している場
合、別のビューを指定してください。

sqlcode: -20179

sqlstate: ビューの定義方法が原因で、INSTEAD OF ト
リガーを作成できません

SQL20180N 表 table-name の列 column-name を指定ど
おりに変更することができません。

説明: 列 column-name は、以下のいずれかの理由で変
更できません。

v 表が履歴表として定義されている場合、ALTER

TABLE に ADD COLUMN を指定できません。

v 表が履歴表として定義されている場合、ALTER

TABLE に ALTER COLUMN を指定できません。

v 履歴表の列に対して ALTER TABLE を指定する場
合、ALTER COLUMN で SET GENERATED を指定
できません。

v 既に生成列であるか定義済みデフォルトがある列に対
して ALTER TABLE を指定する場合、ALTER

COLUMN で SET GENERATED AS を指定できませ
ん。

v 表が履歴表として定義されている場合、ALTER

TABLE に DROP COLUMN を指定できません。

v BUSINESS_TIME 期間の一部として定義された列に対
して ALTER TABLE を指定する場合、DROP

COLUMN で DROP NOT NULL を指定できません。
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v システム期間テンポラル表で行開始または行終了とし
て定義された列に対して ALTER TABLE を指定する
場合、DROP COLUMN で DROP GENERATED を指
定できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: この列の名前を変更/ドロップが可能
な列に変更し、必要な属性を指定して表を再作成しま
す。

sqlcode: -20180

sqlstate: 428FR

SQL20183N 表 table-name は指定された表パーティシ
ョン操作と互換性がありません。

説明: 表 table-name の PARTITIONING 節が、以下の
理由で無効です。

ADD PARTITION BY が ALTER TABLE ステートメン
ト、CREATE INDEX ステートメントまたは CREATE

TABLE ステートメントで指定されましたが、その表は
すでにパーティション化された表です。

ADD PARTITION、ALTER PARTITION、DROP

PARTITION、または DROP DISTRIBUTION が ALTER

TABLE ステートメントで指定されましたが、その表は
パーティション化された表ではありません。その表はマ
テリアライズ照会表であるか、またはマテリアライズ照
会表がこの表で定義されています。

HASH パーティションの ADD PARTITION が ALTER

TABLE ステートメントで指定されましたが、その表は
ハッシュを使用してパーティション化されていません。

RANGE パーティションの DROP PARTITION が
ALTER TABLE ステートメントで指定されましたが、
PRESERVE ROWS 節が使用されました。 PRESERVE

ROWS 節は、HASH パーティションを持つパーティシ
ョン表にのみ有効です。

ユーザーの処置: そのステートメントを有効なステート
メントに変更するか、別の表を指定してからそのステー
トメントを再発行してください。

sqlcode: -20183

sqlstate: 428FT

SQL20188N name によって識別される主キーまたはユ
ニーク・キーは、ORGANIZE BY 節の列
のサブセットです。

説明: 主キーまたはユニーク・キーのすべての列が、表
の ORGANIZE BY 節に組み込まれています。この場
合、この表のページの各ブロックに 1 つの行しか含ま
れず、そのブロックの残りのスペースがすべて無駄にな

るため、これは許可されていません。

指定された場合、name は主キーまたはユニーク制約の
制約名です。制約名が指定されなかった場合は、name

が 3 つのピリオドが後に続く主キーまたはユニーク制
約節に指定された最初の列名になります。ユニーク索引
が作成される場合、name がそのユニーク索引の名前に
なります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: キーがディメンションのサブセットに
ならないように、主キーまたはユニーク・キーの定義、
可能であれば、ユニーク索引定義または ORGANIZE

BY 節を変更してください。

sqlcode: -20188

sqlstate: 429BE

SQL20189W メモリー不足のため、次回データベースを
始動するまでバッファー・プール操作
(CREATE/ALTER) は有効になりませ
ん。

説明: CREATE または ALTER BUFFERPOOL ステー
トメントが発行されて、正常に完了しましたが、メモリ
ー不足のため、作成/変更は DEFERRED (延期) されま
した。この変更は、データベースの次回始動時に有効に
なります。

ユーザーの処置: バッファー・プールのアクティブ化ま
たはサイズ変更を、次回の始動まで待ちたくない場合
は、メモリー・リソースを解放し、(同じサイズか異なる
サイズで) 再試行することができます。削減できるメモ
リー・リソースには、他のバッファー・プール、データ
ベース・ヒープ、カタログ・キャッシュ、パッケージ・
キャッシュ、およびユーティリティー・ヒープなどがあ
ります。 これらは、リソースに応じ、ALTER/DROP

BUFFERPOOL または UPDATE DATABASE

CONFIGURATION コマンドを使って削減できます。 今
後、バッファー・プール・メモリーの動的割り振りのた
めの余分なメモリーを予約するためには、
DATABASE_MEMORY データベース構成パラメーター
を増やすことができます。

再試行しない場合:

1. 失敗したのが ALTER BUFFERPOOL の場合は、バ
ッファー・プールの現在のランタイム・サイズで実
行を続けます。バッファー・プールの現在のランタ
イム・サイズは、データベース・モニターを使って
確認できます。

2. 失敗したのが CREATE BUFFERPOOL の場合は、バ
ッファー・プールで作成される表スペースは、一時
的に (次回の始動まで)、一致するページ・サイズを
持つ、隠れたバッファー・プールに入れられます。
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隠れたバッファー・プールは小さいため、この結
果、性能が低下する可能性があります。

再試行する場合:

1. ALTER BUFFERPOOL の場合、コマンドを再サブミ
ットしてください。

2. CREATE BUFFERPOOL の場合、バッファー・プー
ルをドロップして、コマンドを再サブミットしてく
ださい。

sqlcode: +20189

sqlstate: 01657

SQL20190N データの不整合の可能性があるため、フェ
デレーテッド挿入、更新、または削除操作
はコンパイルできません。

説明: データ・ソースがアプリケーション savepoint サ
ポートを提供しておらず、サーバー・オプション
'iud_app_svpt_enforce' が 'Y' に設定されている場合、フ
ェデレーテッド挿入、更新、または削除操作はプリコン
パイル中にブロックされます。これにより、フェデレー
テッド挿入、更新、または削除処理中にエラーを検出し
た場合、ランタイム実行時に発生する可能性のある、デ
ータ不整合の発生が回避されます。

ユーザーの処置: 可能な解決方法は、以下のとおりで
す。

v サーバー・オプション 'iud_app_svpt_enforce' を 'N'

に変更する。

v 挿入、更新、または削除を直接データ・ソースに適用
する。

sqlcode: -20190

sqlstate: 0A503

SQL20191N 動的に準備された CALL ステートメント
の INOUT パラメーターの場合、同じホ
スト変数を USING 節と INTO 節の両方
に使用する必要があります。

説明: CALL ステートメントでは、INOUT パラメータ
ーは単一ホスト変数に対応している必要があります。
動的に準備された CALL ステートメントを実行する場
合は、同じホスト変数を EXECUTE ステートメントの
USING 節と INTO 節の両方に指定する必要がありま
す。

ユーザーの処置: INOUT パラメーターのパラメータ
ー・マーカーに対応するホスト変数を指定する場合は、
EXECUTE ステートメントの USING 節と INTO 節の
両方に同じホスト変数を使用してください。 SQLDA を

使って INOUT パラメーターのパラメーター・マーカー
に対応するホスト変数を指定する場合は、対応する
SQLVAR の SQLDATA ポインターが同じホスト変数を
指している必要があります。

sqlcode: -20191

sqlstate: 560BB

SQL20192N 指定されたモードは、パーティション・デ
ータベース環境でしかサポートされていま
せん。

説明: RECOMMEND PARTITIONINGS または
EVALUATE PARTITIONINGS がパーティション・デー
タベース環境で呼び出されませんでした。これら 2 つ
のモードは、パーティション・データベース環境でのみ
サポートされています。

ユーザーの処置: パーティション・データベース環境で
RECOMMEND PARTITIONINGS または EVALUATE

PARTITIONINGS を呼び出してください。

sqlcode: -20192

sqlstate: 56038

SQL20193N ファイル file-name にアクセス中にエラー
が発生しました。理由コード: reason-code

説明: サーバー上のファイル file-name にアクセスしよ
うとしましたが、エラーが発生しました。理由コード 4

から 10 の場合、file-name は DB2_UTIL_MSGPATH レ
ジストリー変数で指定されたディレクトリー内にある
か、またはインスタンスの一時ディレクトリーであるデ
ィレクトリー内にある可能性があります。検出された指
定エラーは、以下の理由コードによって示されます。

1 ファイル・フォーマットのエラー。

2 通信エラー。

3 メモリー割り振りエラー。

4 DB2_UTIL_MSGPATH レジストリー変数によ
り示されたディレクトリー・パスが存在しませ
ん。

5 ファイルが存在しません。

6 fenced ユーザー ID がファイルを作成できませ
ん (ディレクトリーへの実行アクセスがありま
せん)。

7 fenced ユーザー ID がファイルを読み取れませ
ん (ディレクトリーへの読み取りアクセスがあ
りません)。
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8 fenced ユーザー ID がファイルへの書き込みが
できません (ディレクトリーへの書き込みアク
セスがありません)。

9 ディスク・スペースがありません (ディスクが
満杯です)。

10 ファイルは除去できません。

ユーザーの処置: 理由コードの情報を使用してファイル
をアクセス可能にする方法を判断し、ステートメントを
再サブミットしてください。

sqlcode: -20193

sqlstate: 560BC

SQL20194N バッファー・プール bufferpool-name は、
データベース・パーティション
dbpartitionnum に存在しません。

説明: ALTER BUFFERPOOL ステートメントは、バッ
ファー・プール bufferpool-name を指定していますが、
これはデータベース・パーティション dbpartitionnum に
存在しません。

ユーザーの処置: ALTER DATABASE PARTITION

GROUP ステートメントを使って、データベース・パー
ティション dbpartitionnum を、すでにバッファー・プー
ル bufferpool-name が定義されているデータベース・パ
ーティション・グループに追加します。バッファー・プ
ールが特定のデータベース・パーティション・グループ
と関連付けられていない場合は、そのデータベース・パ
ーティションを任意のデータベース・パーティション・
グループに追加するか、このデータベース・パーティシ
ョンのために新しいデータベース・パーティション・グ
ループを作成します。 ALTER BUFFERPOOL ステート
メントを再度発行します。

sqlcode: -20194

sqlstate: 53040

SQL20195N パスの名前変更構成ファイル config-file

の行番号 line-number を処理中に、エラー
を検出しました。理由コード =

reason-code。

説明: 現在のクラッシュまたはロールフォワード・リカ
バリー処理中に、パスの名前変更構成ファイル
config-file が、コンテナーの名前変更に使用されていま
す。しかし、このファイルのステートメントを処理して
いる間に、line-number 行目でエラーが検出され、それ
によりリカバリー処理の進行が妨げられました。このエ
ラーの説明は、以下の理由コードで示されています。

1. 構文が無効である。

2. コンテナー・パスの長さがコンテナー・パスに許可
されている最大長を超えている。

3. 指定されたコンテナー・パスが直前の行にすでにリ
ストされている。

4. データベース・パスの長さがデータベース・パスに
許可されている最大長を超えている。

5. 指定されたデータベース・パスが直前の行にすでに
リストされている。

6. データベース・パスは、絶対パスでなければならな
い。

7. データベース・パスが誤って指定されている。

8. ワイルドカード文字 ("*") が間違って使用されてい
ます。

ユーザーの処置: 下記の手順に従って対応する変更を構
成ファイルに加えてから、コマンドを再発行してくださ
い。

1. 構文エラーを訂正する。

2. 短いコンテナー・パスを指定する。

3. ファイルから重複するコンテナー・パスを除去す
る。

4. 短いデータベース・パスを指定する。

5. ファイルから重複するデータベース・パスを除去す
る。

6. 相対パスではなく、絶対パスでデータベース・パス
を指定する。

7. ドライブ名の後にコロンを付ける形式でデータベー
ス・パスを指定する (例えば C:)。

8. ワイルドカード文字を使用している場合、以前のパ
スと新しいパスの両方で最後の文字である必要があ
ります。

sqlcode: -20195

sqlstate: 08504

SQL20196N FROM SQL 関数またはメソッドから戻
される 1 つまたは複数の組み込みタイプ
が、TO SQL 関数またはメソッドのパラ
メーターである、対応する組み込みタイプ
と一致しません。

説明: FROM SQL トランスフォーム関数またはメソッ
ドから戻される組み込みタイプは、対応する TO SQL

トランスフォーム関数またはメソッドのパラメーター・
リストにあるタイプと一致している必要があります。

ユーザーの処置: 別の FROM SQL トランスフォーム
関数またはメソッドか、TO SQL トランスフォーム関数
またはメソッドを選択するか、FROM SQL トランスフ
ォーム関数またはメソッドか TO SQL トランスフォー
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ム関数またはメソッドを変更して、FROM SQL 関数ま
たはメソッドから戻される各組み込みタイプが、TO

SQL トランスフォーム関数またはメソッドのパラメー
ターである、対応する組み込みタイプと一致することを
確認してください。

sqlcode: -20196

sqlstate: 428FU

SQL20197N method-name をオーバーライド・メソッド
として定義することはできません。理由コ
ード reason-code

説明: method-name をオーバーライド・メソッドとして
定義しようとしました。このメソッドと元のメソッドの
間のオーバーライド・リレーションシップは、
reason-code によって指定された以下のいずれかの理由
により作成できません。

1 同じ名前を持つ元のメソッドが見つからない。

2 元のメソッドとオーバーライド・メソッドの持
つパラメーターの数が同じではない。

3 オーバーライド・メソッドのパラメーターのデ
ータ・タイプが、元のメソッドの対応するパラ
メーターのデータ・タイプと一致しない。

4 オーバーライド・メソッドのパラメーターのパ
ラメーター名が、元のメソッドの対応するパラ
メーターのパラメーター名と一致しない。

5 オーバーライド・メソッドのパラメーターのロ
ケーター指示が、元のメソッドの対応するパラ
メーターのロケーター指示と一致しない。

6 オーバーライド・メソッドのパラメーターの
FOR BIT DATA 指示が、元のメソッドの対応
するパラメーターの FOR BIT DATA 指示と一
致しない。

7 オーバーライド・メソッドの RETURNS 節
に、AS LOCATOR 節として CAST FROM 節
または FOR BIT DATA 節が含まれています。

8 次の継承されたメソッド属性の 1 つが指定さ
れている: SELF AS RESULT、SQL ルーチン
特性、または外部ルーチン特性。

9 オーバーライド・メソッドの戻りタイプが、元
のメソッドの戻りタイプと一致しない。

10 オーバーライド・メソッドの戻りタイプが、以
下のどちらのサブタイプでもない構造化タイプ
である。

v 元のメソッドの戻りタイプ。

v すでに元のメソッドをオーバーライドしてい
るすべてのメソッドの各戻りタイプ。

ユーザーの処置: 次のように、reason-code によって指
定された理由に基づいてメソッド定義を変更してくださ
い。

1 構造化タイプのスーパータイプに対する既存の
メソッドを識別するメソッド名を使用する。

2 元のメソッドと同じ数のパラメーターをオーバ
ーライド・メソッドに定義する。

3 元のメソッドの対応するパラメーターのデー
タ・タイプと一致するように、データ・タイプ
を変更する。

4 元のメソッドの対応するパラメーターの名前と
一致するように、パラメーター名を変更する。

5 元のメソッドの対応するパラメーターのロケー
ター指示と一致するように、ロケーター指示を
変更する。

6 元のメソッドの対応するパラメーターの FOR

BIT DATA 指示と一致するように、FOR BIT

DATA 指示を変更する。

7 オーバーライド・メソッドに対する AS

LOCATOR 節、CAST FROM 節、および FOR

BIT DATA 節を除去する。

8 SELF AS RESULT メソッド属性と、SQL ルー
チン特性または外部ルーチン特性を除去する。

9 元のメソッドの戻りタイプと一致するように、
戻りタイプを変更する。

10 元のメソッドと、元のメソッドをすでにオーバ
ーライドしているすべてのメソッドのサブタイ
プになるように、戻りタイプを変更する。

sqlcode: -20197

sqlstate: 428FV

SQL20198N メソッド method-name は、自分自身を再
帰呼び出ししています。

説明: メソッドが自分自身を再帰的に呼び出そうとしま
した。再帰の性質は、直接または間接の場合がありま
す。

ユーザーの処置: メソッドの定義を変更してください。

sqlcode: -20198

sqlstate: 55054

SQL20197N
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SQL20199N tbspace-id にある表 table-id の索引
index-id の索引拡張子によって使用されて
いるキー・トランスフォーム表関数が、重
複する行を生成しました。

説明: 索引 index-id によって使用されている索引拡張
子の GENERATE USING 節で指定されたキー・トラン
スフォーム表関数が、重複する行を生成しました。キ
ー・トランスフォーム表関数の呼び出しの場合、重複す
る行は作成されません。このエラーは、表スペース
tbspace-id にある表 table-id の索引 index-id のキー値を
挿入または更新しているときに発生します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 重複する行が作成されないよう、索引
index-id の索引拡張子によって使用されているキー・ト
ランスフォーム表関数のコードを変更しなければなりま
せん。

索引名を判別するには、以下の照会を使用してくださ
い。

SELECT IID, INDSCHEMA, INDNAME
FROM SYSCAT.INDEXES AS I,

SYSCAT.TABLES AS T
WHERE IID = <index-id>

AND TABLEID = <table-id>
AND TBSPACEID = <tbspace-id>
AND T.TBASCHEMA = I.TABSCHEMA
AND T.TABNAME = I.TABNAME

sqlcode: -20199

sqlstate: 22526

SQL20200N url が見つからなかったため、jar-id のイ
ンストールまたは置換が失敗しました。

説明: jar インストールまたは置換プロシージャーで指
定された URL が、有効な jar ファイルを表していませ
んでした。

ユーザーの処置: 有効な jar ファイルを識別する URL

で、jar インストールまたは置換プロシージャーを再実
行してください。

sqlcode: -20200

sqlstate: 46001

SQL20201N jar 名が無効であるため、jar-id のインス
トール、置換または除去が失敗しました。

説明: jar インストール、置換または除去プロシージャ
ーに、無効な jar 名が指定されました。たとえば、jar

ID が不適切なフォーマットであるか、置換または除去
の対象として存在しないか、あるいはすでに存在するた
めにインストールできない可能性があります。

ユーザーの処置: jar id が正しいフォーマットであるこ
とを確認してください。 jar id が存在する場合、インス
トールする前にそれを除去するようお勧めします。除去
または置換プロシージャーの場合は、jar id が存在する
ことを確認してください。

sqlcode: -20201

sqlstate: 46002

SQL20202N class がルーチン routine-name (特定名
specific-name) によって使用中であるた
め、 jar-id の置換または除去が失敗しま
した。

説明: jar ファイル内で指定されているクラスが定義済
みプロシージャーによって現在使用されているか、また
は置換 jar ファイルにプロシージャーが定義されている
指定のクラスが入っていません。

ユーザーの処置: ドロップされるクラスを参照している
すべてのプロシージャーがドロップされていることを確
認し、置換または除去プロシージャーを再サブミットし
てください。

sqlcode: -20202

sqlstate: 46003

SQL20203N ユーザー定義関数またはプロシージャー
function-name に、無効なシグニチャーの
ある Java メソッドがあります。

説明: 関数またはプロシージャーを実装するために使用
される java メソッドのシグニチャーが無効でした。た
とえば、メソッドが対応する create ステートメントの
パラメーターに、マッピング可能でないパラメーターを
持っているか、またはプロシージャーのメソッドが戻り
値を指定している可能性があります。

ユーザーの処置: Java メソッドに一致するパラメータ
ーを指定して、対応する CREATE ステートメントを再
発行するか、またはパラメーターまたは Java メソッド
の戻り値を訂正してクラスを再作成してください。

sqlcode: -20203

sqlstate: 46007

SQL20204N ユーザー定義関数またはプロシージャー
function-name が単一の Java メソッドに
マッピングできませんでした。

説明: 示されている関数またはプロシージャーが一致す
る Java メソッドを見つけられなかったか、または複数
の一致する Java メソッドを見つけました。

ユーザーの処置: Java メソッド、あるいは対応する
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create ステートメントを訂正して、関数またはプロシー
ジャー呼び出しが 1 つの Java メソッドに解決されるよ
うにしてください。

sqlcode: -20204

sqlstate: 46008

SQL20205N ユーザー定義関数またはプロシージャー
function-name に、メソッドに渡すことが
できなかった NULL 値を持つ入力引数が
あります。

説明: "CALLED ON NULL INPUT" で作成された関
数、またはプロシージャーが NULL 値を持つ入力パラ
メーターを持っていますが、この引数の Java データ・
タイプは NULL 値をサポートしていません。 NULL 値
をサポートしていない Java データ・タイプの例は
BOOLEAN、BYTE、SHORT、INT、LONG、または
DOUBLE です。

ユーザーの処置: メソッドが NULL 値で呼び出される
場合は、入力 Java タイプが NULL 値を受け入れ可能
であることを確認してください。関数の場合、
"RETURNS NULL ON NULL INPUT" で関数を作成す
ることができます。

sqlcode: -20205

sqlstate: 39004

SQL20206W プロシージャー function-name が返した結
果セットが多すぎます。

説明: 示されているプロシージャーが、CREATE

PROCEDURE ステートメントで指定された数よりも多
い結果セットを返しました。

ユーザーの処置: 返される結果セットが少なくなるよう
にプロシージャーを変更するか、またはこのプロシージ
ャーをドロップして再作成し、適切な数の結果セットを
指定してください。

sqlcode: +20206

sqlstate: 0100E

SQL20207N jar-id の jar インストールまたは除去プ
ロシージャーが、デプロイメント記述子の
使用を指定しました。

説明: jar インストールまたは置換プロシージャーの
DEPLOY または UNDEPLOY パラメーターが非ゼロで
した。このパラメーターはサポートされていないので、
ゼロにしなければなりません。

ユーザーの処置: DEPLOY または UNDEPLOY パラメ

ーターをゼロに設定して、プロシージャーを再実行して
ください。

sqlcode: -20207

sqlstate: 46501

SQL20208N 表 table-name を作成できません。理由コ
ード = reason-code。

説明: 以下の理由コードによって示されている制限を違
反している、表を作成できません。

1. ステージング表の定義に使用される表が、REFRESH

DEFERRED オプションを指定したマテリアライズ照
会表ではない。

2. ステージング表の定義に使用される表には、すでに
関連するステージング表がある。

3. CREATE TABLE ステートメントが、カタログされ
ていないデータベース・パーティションから発行さ
れた場合、ニックネームを参照するマテリアライズ
照会表は作成されません。

4. 保護された表、保護された表に依存したビュー、ま
たはキャッシングが許可されていないニックネーム
を参照するマテリアライズ照会表は作成できませ
ん。

5. セキュリティー・ポリシーを、マテリアライズ照会
表またはステージング表に追加できませんでした。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1. ステージング表を定義するには、REFRESHED

DEFERRED オプションを使ってマテリアライズ照会
表を指定する。

2. ステージング表と関連しないマテリアライズ照会表
を指定する。

3. カタログ・データベース・パーティションから
CREATE TABLE ステートメントを発行する。

4. CREATE TABLE ステートメントで指定された全選
択を訂正して、キャッシングが許可されていないニ
ックネームを参照しないようにします。

5. SECURITY POLICY 節を CREATE TABLE ステー
トメントから除去してください。

sqlcode:-20208

sqlstate:428FG
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SQL20209N option-type オプションは、表 table-name

には無効です。理由コード reason-code

説明: 以下の理由コードが示す理由により、指定された
オプションは無効です。

1

SET INTEGRITY ペンディング・アクセスなし
状態の表で READ ACCESS オプションを指定
することはできない。

2

表にチェックされていない整合性タイプがある
場合は、FULL ACCESS オプションは無効であ
る。

3

FULL ACCESS オプションは、通常のデータ移
動なしの状態の表またはデタッチされた表に対
してのみ有効である。

4

表が通常のデータ移動なしの状態でない場合
は、FULL ACCESS オプションを
IMMEDIATE UNCHECKED オプションととも
に指定することはできない。

5

ステージング表でない表で PRUNE オプション
は無効である。

6

PRUNE および INCREMENTAL オプションを
同時に指定することはできない。

7

データ・パーティションの関係する操作のため
に表が整合性チェックを必要とする場合は、
ALL オプションを IMMEDIATE UNCHECKED

オプションとともに指定することはできない。

8

以下の場合、ALL または GENERATED

COLUMN オプションを IMMEDIATE

UNCHECKED オプションと一緒に指定するこ
とはできない。すなわち、表のデータベース・
パーティション・キー、表パーティション・キ
ー、マルチディメンション・クラスタリング・
キー、または範囲クラスタリング・キーの参照
先が、ALTER TABLE ステートメントにより
変更されている式を持つ生成列である場合。ま
たは、接続されたデータ・パーティションが表
に含まれている場合。

9

ALLOW READ ACCESS オプションまたは
ALLOW WRITE ACCESS オプションのいずれ
も、次のものには指定できない。すなわち、す
べての行に対して ID 列値を生成させる表、完
全に更新されることになるマテリアライズ照会
表、その生成列または ID 列値を計算させるこ
とになる、ロード済みの表。

10

ALLOW QUERY OPTIMIZATION USING

REFRESH DEFERRED TABLES オプション
は、REFRESH DEFERRED マテリアライズ照
会表でのみ指定できる。

11

このオプションは、テキスト形式で維持される
サマリー表では無効である。

12

このオプションは、テキスト形式で維持される
ステージング表では無効である。

13

SET INTEGRITY ステートメントに複数のター
ゲット表があり、その中のいずれかのターゲッ
ト表が、アタッチされたデータ・パーティショ
ンと非パーティション・ユーザー索引の両方を
持つパーティション表である場合、ALL オプ
ションに IMMEDIATE UNCHECKED オプシ
ョンを指定することはできません。

14

指定された表がシステム期間テンポラル表であ
る場合、SET INTEGRITY ステートメントの中
で GENERATE IDENTITY オプションを指定
することはできません。

15

表がシステム期間テンポラル表である場合、
FORCE GENERATED オプションは指定できま
せん。

16

表がシステム期間テンポラル表である場合、
FOR EXCEPTION 節は指定できません。

ユーザーの処置:

1

READ ACCESS オプションを指定しない。

2
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FULL ACCESS オプションを IMMEDIATE

CHECKED オプションとともに使用する。また
は ALL を整合性オプションとして
IMMEDIATE UNCHECKED オプションととも
に指定する。

3

FULL ACCESS オプションを IMMEDIATE

CHECKED オプションとともに使用する。

4

FULL ACCESS オプションを IMMEDIATE

UNCHECKED オプションなしで使用する。

5

ステージング表でない表をステートメントから
除去する。

6

PRUNE または INCREMENTAL のいずれか 1

つを指定する。

7

ALL オプションを指定する代わりに、
IMMEDIATE UNCHECKED オプションによっ
て検査対象から外す integrity-options を明示的
に指定する。次いでもう 1 つの SET

INTEGRITY ステートメントを IMMEDIATE

CHECKED オプションを指定して発行し、表の
データ・パーティションの整合性を検査する。

8

IMMEDIATE UNCHECKED オプションによっ
て検査対象から外す integrity-options から、
ALL または GENERATED COLUMN オプショ
ンを省略する。次いでもう 1 つの SET

INTEGRITY ステートメントを IMMEDIATE

CHECKED オプションと FORCE

GENERATED オプションを指定して発行し、
新しい式に基づいて生成列値を再計算する。表
内のデータが新しい生成列式を間違いなく満た
す場合は、FORCE GENERATED オプションを
省略できる。

9

ALLOW NO ACCESS オプションを表に指定す
る。

10

ALLOW QUERY OPTIMIZATION USING

REFRESH DEFERRED TABLES オプションを
除去する。

11

テキスト形式で維持されるサマリー表をステー
トメントから除去する。

12

テキスト形式で維持されるステージング表をス
テートメントから除去するか、IMMEDIATE

CHECKED オプションを指定する。

13

サポートされるオプションとターゲット表の組
み合わせを指定して SET INTEGRITY ステー
トメントを再発行する。例えば、SET

INTEGRITY ステートメントを発行するとき
に、ALL と IMMEDIATE UNCHECKED の各
オプションを指定し、影響を受けるパーティシ
ョン表だけをターゲットとして指定する。ある
いは SET INTEGRITY ステートメントを発行
するときに、代わりに IMMEDIATE

CHECKED オプションと複数のターゲット表を
指定する。

14

システム期間テンポラル表に NOT

INCREMENTAL オプションが指定されている
場合、GENERATE IDENTITY オプションを省
く。

15

表がシステム期間テンポラル表である場合、
FORCE GENERATED オプションを除去する。

16

表がシステム期間テンポラル表である場合、
FOR EXCEPTION 節を除去する。

sqlcode: -20209

sqlstate: 428FH

SQL20211N ORDER BY または FETCH FIRST n

ROWS ONLY の指定が無効です。

説明: ORDER BY または FETCH FIRST n ROWS

ONLY は以下においては使用できません。

v ビューの外部全選択

v SQL 表関数の RETURN ステートメントにおける外
部全選択

v マテリアライズ照会表の定義

v 括弧で囲まれていない副選択

ユーザーの処置: 以下のケースでは、次のようにしてく
ださい。
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subselect

ORDER BY または FETCH FIRST n ROWS

ONLY を含む副選択を括弧で囲んでください。

FETCH FIRST n ROWS ONLY

where 節の述部とともに ROW_NUMBER()

OVER() 節を使用してください。 例:

SELECT name FROM
(SELECT

ROW_NUMBER() OVER() AS m, name
FROM emp

) AS e
WHERE m < 10

ORDER BY

ビュー、マテリアライズ照会表、または SQL

表関数を代わりに使って、照会で ORDER BY

を使用してください。

sqlcode: -20211

sqlstate: 428FJ

SQL20212N ユーザー定義ルーチン function-name が
Java クラス class-name を JAR

JAR-name からロードしようとして例外を
検出しました。オリジナル例外
underlying-exception。

説明: ClassNotFoundException が発生しました。
ClassNotFoundException は、クラスが見つからなかった
原因をさらに詳しく説明するオリジナルの Java 例外を
参照している可能性があります。たとえば、基となる例
外は、JAR ファイルの読み取り試行中に発生した入出力
エラーか、またはデータ・ディクショナリーから JAR

を読み取り中に発生した SQL エラーである可能性があ
ります。以下のトークンのうち、SQLCA 制限内に収ま
るだけのトークンが戻されます。

function-name は、実行により ClassNotFoundException

を検出した外部 Java 関数またはプロシージャーの特定
名を識別します。

class-name は、定義の見つからない Java クラスを識別
します。

JAR-name は、識別されたクラスを含むことを予期され
ている、インストール済み JAR を任意で識別します。
外部 Java 関数またはプロシージャーがインストール済
み JAR に含まれるよう定義されていないかぎり、
(none)' が指定されます。

underlying-exception には、この ClassNotFoundException

の結果として発生した、基となる例外の toString() が任
意で含まれます。基となる例外がない場合は、(none)' が
指定されます。

ユーザーの処置: ALTER PROCEDURE を実行して、

クラスの場所を指定したり、指定された JAR またはシ
ステム・クラスパスにクラスがあることを確認したり、
underlying-exception によって報告された条件を訂正しま
す。

sqlcode: -20212

sqlstate: 46103

SQL20223N ENCRYPT または DECRYPT 関数が失
敗しました。 暗号化機能は使用できませ
ん。

説明: 暗号化または暗号化解除要求を実行するための暗
号化機能が使用できません。

ユーザーの処置: 暗号化機能がインストールされていな
い場合は、ENCRYPT または DECRYPT 関数を使用す
る前にインストールしてください。暗号化機能がインス
トールされている場合は、それが正しく機能しているこ
とを確認してください。

sqlcode: -20223

sqlstate: 560BF

SQL20225W バッファー・プール操作 (DROP) は、バ
ッファー・プールが使用中のため、データ
ベースの次回再始動時まで有効になりませ
ん。

説明: DROP BUFFERPOOL ステートメントが発行さ
れて、正常に完了しましたが、表スペースがこのバッフ
ァー・プールをまだ使用しています。表スペースを他の
バッファー・プールに再割り当てることはできますが、
データベースを再始動するまでは、表スペースの再割り
当ては有効になりません。この操作を確定する前に問題
の表スペースがドロップされると、その時点で、メモリ
ーからバッファー・プールが削除されます。このバッフ
ァー・プールは、次にデータベースを再始動するまでメ
モリー内に残るので、その他のバッファー・プールを作
成または変更を行うと、そのことでこのバッファー・プ
ールが再利用される場合は、その作成または変更操作は
据え置かれます。

ユーザーの処置: メモリーからバッファー・プールを削
除するには、データベースを再始動してください。

sqlcode: 20225

sqlstate: 01657

SQL20227N 式 expression の引数 number に必須の節
がありません。

説明: expression 式の number 番の引数には節を指定す
る必要があります。 expression が XMLATTRIBUTES

の場合、XML 属性名を指定する AS 節が必要です。
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expression が XMLFOREST の場合、XML 要素名を指
定する AS 節が必要です。 ステートメントは処理でき
ません。

ユーザーの処置: 引数に必要な節を指定して、ステート
メントを訂正してください。

sqlcode: -20227

sqlstate: 42633

SQL20230N プロシージャー名が CALL ステートメン
トのホスト変数で指定されておらず、引数
が USING DESCRIPTOR 節で指定され
ていない可能性があります。

説明: プロシージャー名は、CALL ステートメントの
ID として指定する必要があり、引数を明白に指定しな
くてはなりません。ホスト変数はプロシージャー名に使
用されない可能性があります。 USING DESCRIPTOR

節が引数の指定に使用されない可能性があります。

ユーザーの処置: CALL ステートメントは、プロシー
ジャー名の ID を指定するためと、引数を明白にリスト
するために書き直しする必要があります。プロシージャ
ー名または引数のいずれかが実行時まで識別されない場
合は、動的に準備された CALL ステートメントを使用
してください。

V8 以前のリリースからマイグレーションされたアプリ
ケーションの場合、CALL_RESOLUTION DEFERRED

プリコンパイル・オプションは動的に準備された CALL

ステートメントを使用するためにアプリケーションが書
き直されるまで使用できます。

sqlcode: -20230

sqlstate: 42601

SQL20238N 表 table-name は、CCSID UNICODE と
して定義されており、SQL 関数または
SQL メソッドで使用することができませ
ん。

説明: 非 Unicode データベースでは、ASCII コード化
スキームを使用した表だけが SQL 関数または SQL メ
ソッドの内部で参照される可能性があります。表
table-name が CCSID UNICODE として定義されている
ため、SQL 関数または SQL メソッドで使用されない可
能性があります。

ユーザーの処置: CCSID UNICODE 表を SQL 関数ま
たは SQL メソッドで使用しないでください。

sqlcode: -20238

sqlstate: 560C0

SQL20239N Unicode コード化スキームで作成された表
を型付き表にはできません。また、
GRAPHIC タイプ、 XML タイプ、また
はユーザー定義タイプをその中で使用する
こともできません。

説明: 非 Unicode データベースでは、Unicode コード
化スキームで作成された表を型付き表にはできません
し、GRAPHIC タイプ、XML タイプ、またはユーザー
定義タイプで定義された列には含まれません。

ユーザーの処置: CCSID UNICODE 節、GRAPHIC タ
イプ、XML タイプ、またはユーザー定義タイプを表定
義から除去してください。

sqlcode: -20239

sqlstate: 560C1

SQL20240N タイプ DB2SECURITYLABEL の列
column-name の指定が無効です。理由コー
ド: reason-code

説明: タイプ DB2SECURITYLABEL の列に関して、
CREATE TABLE または ALTER TABLE ステートメン
トでの属性の指定は、以下の理由で無効となる場合があ
ります。

4

作成済み一時表または宣言済み一時表に関する
セキュリティー・ラベル列を定義することはで
きません。

10

タイプ DB2SECURITYLABEL の列は生成され
た列として定義できません。

ユーザーの処置: タイプ DB2SECURITYLABEL の列の
指定を訂正してから、ステートメントを再サブミットし
てください。

sqlcode: -20240

sqlstate: 42963

SQL20241N ドロップされた表 table-name に対する履
歴ファイル項目の書き込みが失敗しまし
た。

説明: ドロップされた表のリカバリーは、ドロップされ
た表 table-name が常駐する表スペースで可能です。表
スペースがドロップされた表のリカバリーを可能にする
と、履歴ファイル項目が、表のドロップの一部として作
成されます。この履歴ファイルには、ドロップされた表
のリカバリー中に役立つデータが含まれます。ドロップ
された表に新規履歴ファイル項目を書き込むことはでき
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ませんでした。その結果、表のドロップを完了できませ
んでした。

履歴ファイルがあるファイル・システム全体に、このよ
うな失敗の原因があると考えられます。

ユーザーの処置: 履歴ファイルがデータベース・マネー
ジャーによる書き込みができるかどうか確認してくださ
い。ドロップされた表のリカバリーが必要ない場合は、
この機能を無効にし、DROP TABLE ステートメントを
再発行してください。

sqlcode: -20241

sqlstate: 560C2

SQL20242N TABLESAMPLE 節で指定されたサンプ
ルのサイズは無効です。

説明: TABLESAMPLE 節で指定されたサンプルのサイ
ズは、100 以下の正の数値である必要があります。

このステートメントは処理されませんでした。

ユーザーの処置: TABLESAMPLE 節で指定されたサン
プルのサイズを、100 以下の正の数値に変更してくださ
い。

sqlcode: -20242

sqlstate: 2202H

SQL20243N ビュー view-name は MERGE ステート
メントのターゲットですが、operation 操
作の INSTEAD OF トリガーが欠落して
います。

説明: ビュー view-name は、MERGE ステートメント
の直接または間接ターゲットで、INSTEAD OF トリガ
ーをターゲットように定義していますが、すべての操作
に対して、INSTEAD OF トリガーを定義しているわけ
ではありません。 operation 操作に対するトリガーはあ
りません。

ユーザーの処置: ビュー view-name に、
UPDATE、DELETE、および INSERT 操作に対する
INSTEAD OF トリガーを作成するか、またはビューに
対するすべての INSTEAD OF トリガーをドロップして
ください。

sqlcode: -20243

sqlstate: 428FZ

SQL20247N 表 table-name をパーティション化するこ
とができず、この表にはデータ・タイプ
DATALINK の列が含まれています。

説明: データ・タイプ DATALINK の列が含まれるパ

ーティション表を作成するという方法で、表 table-name

の作成または変更が試みられました。表をパーティショ
ン化することと、表にこうした列を含めることの両方を
行うことはできません。

ユーザーの処置: 表を作成または変更してパーティショ
ン化するか、またはデータ・タイプ DATALINK の列を
含めるかのいずれかを行ってください。しかし両方を行
うことはできません。

sqlcode: -20247

sqlstate: 429BH

SQL20249N パッケージ package-name を明示的に再バ
インドする必要があります。

説明: パッケージ package-name には再バインドする必
要があるセクションが含まれています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: REBIND コマンドまたは BIND コマ
ンドを使って、パッケージを明示的に再バインドしてく
ださい。関数およびデータ・タイプの解決方法を保持す
るには、REBIND コマンドで RESOLVE

CONSERVATIVE オプションを指定してください。

sqlcode: -20249

sqlstate: 560C5

SQL20250N データ・パーティションの数が表の表スペ
ースの数を超えています。

説明: パーティション化された表が NO CYCLE で定
義されましたが、指定した表パーティションの数に対し
て十分な表スペースが定義されていません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: CREATE TABLE ステートメント
で、表に対して追加の表スペースを指定するか、表の
NO CYCLE の指定を除去してください。

sqlcode: -20250

sqlstate: 428G1

SQL20251N 最後のデータ・パーティションを表
table-name からデタッチすることはできま
せん。

説明: ALTER TABLE ステートメントの結果、最後に
残ったデータ・パーティションは表からデタッチされま
す。この操作は許可されていません。パーティション化
された表には、標準のまたは接続されている状況にあ
る、少なくとも 1 つのデータ・パーティションがなけ
ればなりません。パーティション化された表は、デタッ
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チされた状況にあるデータ・パーティションのみを持つ
ことはできません。パーティションの状況を判別するに
は、カタログ・ビュー SYSCAT.DATAPARTITIONS を
照会してください。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ALTER TABLE ステートメントによ
り、表内に少なくとも 1 つのデータ・パーティション
が残ることを確認してください。

sqlcode: -20251

sqlstate: 428G2

SQL20253N 競合する削除規則のマルチ・リレーション
シップにより、BEFORE トリガーまたは
生成列が定義されている表を、少なくとも
1 つの上位表に連結削除することになるた
め、BEFORE トリガーまたは生成列
name を作成または変更できません。 制
約 constraint-name1 および
constraint-name2 削除規則間に競合があり
ます。理由コード = reason-code。

説明: CREATE TRIGGER、CREATE TABLE、または
ALTER TABLE ステートメントの BEFORE トリガーま
たは生成列 name の定義は、次の reason-code で指定さ
れた理由により、無効です。

1. 制約 constraint-name1 の削除規則を実行すると、
BEFORE トリガー name および BEFORE トリガー
の本文が、制約 constraint-name2 の外部キーの一部
である列を変更、または、制約 constraint-name2 の
外部キーの一部である生成列が参照する列を変更す
る。

2. 制約 constraint-name1 の削除規則を実行すると、生
成列 name および制約 constraint-name2 の外部キー
の一部である生成列自体の更新が発生する。

3. BEFORE トリガーまたは生成列、name を追加する
と、制約 constraint-name1 と constraint-name2 を実
行を実行するときに両方が同じ列を更新する。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1. 制約 constraint-name1 の削除規則の実行時に
BEFORE トリガーを発生しないよう BEFORE トリ
ガー定義を変更するか、または制約 constraint-name2

の外部キーの一部である列を変更せず、かつ 制約
constraint-name2 の外部キーの一部である生成列が参
照する列を変更しないよう BEFORE トリガーの本文
を変更してください。

2. 制約 constraint-name1 の削除規則の実行時に生成列
が更新されないよう生成列式を変更、または、制約
constraint-name2 の外部キーが生成列を含まないよう
に変更してください。

3. 制約 constraint-name1 と constraint-name2 の両方の
実行時に同じ列を更新しないよう BEFORE トリガー
定義または生成列式を変更してください。

sqlcode: -20253

sqlstate: 42915

SQL20254N 外部キー name は、表 table-name を
RESTRICT または SET NULL のいずれ
かの削除規則が含まれるサイクルにより、
このキー自身に連結削除することになるた
め無効です。理由コード = reason-code。

説明: 参照サイクルに RESTRICT または SET NULL

の削除規則が含まれないようにしてください。
CREATE TABLE または ALTER TABLE ステートメン
トの外部キー name に指定された削除規則は、次の
reason-code で指定された理由により、無効です。

1. 指定された削除規則が RESTRICT または SET

NULL であり、参照リレーションシップにより、表
table-name が表自身に連結削除される。

2. 指定された削除規則が CASCADE でありながら、参
照リレーションシップは、RESTRICT または SET

NULL のいずれかの削除規則が含まれるサイクルに
よって表 table-name が表自身に連結削除される。

FOREIGN KEY 節で指定すると、name は制約名になり
ます。制約名を指定しなかった場合、name は
FOREIGN KEY 節の列リストで指定された、 3 つのピ
リオドが後に続く最初の列名になります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1. 削除規則を CASCADE または NO ACTION に変更
するか、あるいは CREATE TABLE または ALTER

TABLE ステートメントから特定の FOREIGN KEY

節を取り除いてください。

2. 削除規則を NO ACTION、RESTRICT、または SET

NULL に変更するか、または CREATE TABLE また
は ALTER TABLE ステートメントから特定の
FOREIGN KEY 節を取り除いてください。

sqlcode: -20254

sqlstate: 42915

SQL20253N
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SQL20255N 外部キー name は、下層表
descendent-table-name を、競合する削除規
則とのマルチ・リレーションシップによ
り、下層表の上位表 ancestor-table-name

に連結削除することになるため、無効で
す。下層表の制約 constraint-name1 およ
び constraint-name2 の削除規則間に競合
があります。理由コード = reason-code。

説明: CREATE TABLE または ALTER TABLE ステ
ートメントの外部キー name に指定された参照制約は、
次の reason-code で指定された理由により、無効です。

1. リレーションシップが自己参照で、RESTRICT また
は SET NULL の削除規則により指定されており、
表が CASCADE 削除規則とのリレーションシップに
ある従属表である。

2. リレーションシップ がCASCADE 削除規則により指
定されており、RESTRICT または SET NULL 削除
規則との自己参照リレーションシップが表にすでに
存在する。

3. 外部キーは、既存リレーションシップの外部キーと
オーバーラップしており、これらの削除規則が同じ
でないか、またはどちらかが SET NULL である。

4. リレーションシップが CASCADE 削除規則で指定さ
れており、この規則によって、少なくとも 2 つのリ
レーションシップにオーバーラップする外部キーが
あり、これらの削除規則が同じではなく、いずれか
が SET NULL である複数のリレーションシップを
介して、下層表がその上位表に連結削除される。

5. 競合する参照制約の少なくとも 1 つが SET NULL

削除規則で指定されており、その外部キー定義がパ
ーティション・キーまたは MDC 表のディメンショ
ンのいずれかとオーバーラップしている。

6. リレーションシップが CASCADE 削除規則で指定さ
れており、この規則によって、少なくともリレーシ
ョンシップのいずれかが SET NULL の削除規則に
指定されており、オーバーラップする外部キーがあ
り、外部キー定義がパーティション・キーまたは
MDC 表のディメンションとオーバーラップしている
複数のリレーションシップを介して、下層表がその
上位表に連結削除される。

7. BEFORE トリガーと生成列では、新規の参照制約定
義が既存の参照制約と競合する。

8. BEFORE トリガーと生成列では、新規の参照制約に
より、連結削除されたグラフで別の競合する参照制
約の共存が発生する。

FOREIGN KEY 節で指定すると、name は制約名になり
ます。制約名を指定しなかった場合、name は
FOREIGN KEY 節の列リストで指定された、 3 つのピ

リオドが後に続く最初の列名になります。同一の規則が
constraint-name1 および constraint-name2 に適用されま
す。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1. 削除規則を CASCADE または NO ACTION に変更
するか、あるいは CREATE TABLE または ALTER

TABLE ステートメントから特定の FOREIGN KEY

節を取り除いてください。

2. 削除規則を NO ACTION、RESTRICT、または SET

NULL に変更するか、または CREATE TABLE また
は ALTER TABLE ステートメントから特定の
FOREIGN KEY 節を取り除いてください。

3. 既存の外部キー定義にすでに含まれている外部キー
定義に列を定義しないようにするか、または既存の
参照制約の削除規則が SET NULL でない場合は、
新規参照制約の削除規則を同じになるように変更し
てください。

4. 削除規則を NO ACTION、RESTRICT、または SET

NULL に変更するか、または CREATE TABLE また
は ALTER TABLE ステートメントから特定の
FOREIGN KEY 節を取り除いてください。

5. 既存のパーティション・キー定義にすでに含まれて
いる外部キー定義に列を指定しないようにするか、
または CREATE TABLE または ALTER TABLE ス
テートメントから特定の FOREIGN KEY 節を取り
除いてください。

6. 削除規則を NO ACTION、RESTRICT、または SET

NULL に変更するか、または CREATE TABLE また
は ALTER TABLE ステートメントから特定の
FOREIGN KEY 節を取り除いてください。

7. 削除規則を NO ACTION に変更するか、参照制約で
発生するトリガーを除去するか、または、新規の参
照制約を作成しないでください。

8. 削除規則を NO ACTION、RESTRICT、または SET

NULL に変更するか、またはALTER TABLE ステー
トメントから特定の FOREIGN KEY 節を取り除い
てください。

sqlcode: -20255

sqlstate: 42915

SQL20256N 外部キー name は、2 つの表 table-name1

と table-name2 を、CASCADE リレーシ
ョンシップにより同一の上位表
ancestor-table-name に連結削除される一方
で、相互に連結削除することになるため、
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無効です。理由コード = reason-code。

説明: 2 つの表が CASCADE リレーションシップによ
って同じ表に連結削除される場合、それぞれのパスの最
後のリレーションシップの削除規則が RESTRICT また
は SET NULLである 2 つの表を相互に連結削除しない
ようにしてください。 CREATE TABLE または ALTER

TABLE ステートメントの FOREIGN KEY 節内に指定
された削除規則が、次の reason-code で指定される理由
により無効です。

1. リレーションシップが RESTRICT または SET

NULL 削除規則により指定されており、2 つの表が
相互に連結削除される。

2. リレーションシップ がCASCADE 削除規則により指
定されており、それぞれのパスの最後のリレーショ
ンシップの削除規則が RESTRICT または SET

NULLである 2 つの表を相互に連結削除する。 ステ
ートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1. 削除規則を CASCADE または NO ACTION に変更
するか、あるいは CREATE TABLE または ALTER

TABLE ステートメントから特定の FOREIGN KEY

節を取り除いてください。

2. 削除規則を NO ACTION、RESTRICT、または SET

NULL に変更するか、または CREATE TABLE また
は ALTER TABLE ステートメントから特定の
FOREIGN KEY 節を取り除いてください。

sqlcode: -20256

sqlstate: 42915

SQL20257N 全選択中の SQL データ変更ステートメ
ントのターゲット・ビュー viewname に
INSTEAD OF トリガーが定義されている
場合、FINAL TABLE は無効です。

説明: 全選択には、SQL データ変更操作に INSTEAD

OF トリガーを定義されたビューをターゲットとする
INSERT または UPDATE ステートメントなどがありま
す。 INSTEAD OF トリガーでの FINAL TABLE の結
果を戻すことはできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: FINAL TABLE を NEW TABLE に
変更するか、または INSTEAD OF トリガーをドロップ
します。

sqlcode: -20257

sqlstate: 428G3

SQL20258N INPUT SEQUENCE 配列の使用が無効で
す。

説明: ORDER BY 節は INPUT SEQUENCE を指定し
ているのに対して、全選択の FROM 節は INSERT ステ
ートメントを指定していません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 全選択の FROM 節が INSERT ステ
ートメントを指定する場合は、INPUT SEQUENCE を使
用してください。

sqlcode: -20258

sqlstate: 428G4

SQL20259N 全選択の FROM 節中のデータ変更ステ
ートメントのターゲットから、列
column-name を選択できません。

説明: この照会の選択リストに指定できない列を選択し
ました。 NEW TABLE または FINAL TABLE を使っ
て FROM 節に指定された INSERT または UPDATE ス
テートメントのターゲットであるビューまたは全選択内
の列が、この列のベースになっています。選択する列の
ベースは、以下のとおりです。

v 副照会

v SQL データの読み取りまたは変更を行う関数。

v 決定論的 (Deterministic) であるかまたは外部アクショ
ンをともなう関数。

v OLAP 関数。

v シーケンスの次の値。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 選択リストを変更して、列を除去して
ください。

sqlcode: -20259

sqlstate: 428G6

SQL20260N UPDATE ステートメントの割り当て節
は、INCLUDE 列以外の 1 つ以上の列を
指定する必要があります。

説明: UPDATE ステートメントに INCLUDE 列を指定
しましたが、INCLUDE 列に対してしか割り当ては行わ
れていません。 UPDATE ステートメント内の割り当て
のうちの少なくとも 1 つは、UPDATE ステートメント
のターゲットの列に対するものでなければなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: UPDATE ステートメントのターゲッ
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トの列に対する割り当てを指定するようにステートメン
トを変更してください。

sqlcode: -20260

sqlstate: 428G5

SQL20261N UNION ALL ビュー view-name 内の表
table-name への行移動は無効です。

説明: 表 table-name 上のチェック制約が原因で、更新
済みの行が拒否されました。 view-name の別の基礎表に
その行を挿入しようとしたときは、表 table-name はそ
の行を受け入れました。移動される行の宛先表は、元の
表と同じであってはなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ターゲット表での before update トリ
ガーと before insert トリガーの相互作用を確認してくだ
さい。行移動を実行すると、DB2 では最初に更新前ト
リガーが実行されて、それによって行が修正されること
があります。次に、拒否された行は before insert トリガ
ーによって処理される可能性があり、その場合、ターゲ
ット表のチェック制約であらためて受け入れられるよう
にその行が再び修正されることになります。

このように処置されないように、トリガーを変更してく
ださい。

sqlcode: -20261

sqlstate: 23524

SQL20262N ビュー view-name での WITH ROW

MOVEMENT の使用は無効です。理由コ
ード = reason-code。

説明: ビュー view-name は、WITH ROW

MOVEMENT 節を使って定義されています。以下のうち
の 1 つが原因で、この節をビューで用いることはでき
ません。

1. そのビューの最も外側の全選択が UNION ALL では
ない。

2. そのビューには、最も外側の全選択のもの以外のネ
ストされた UNION ALL 操作が入っている。

3. すべてのビュー列が更新可能というわけではない。

4. ビューの 2 つの列が、基本表の同一列をベースにし
ている。

5. 基本ビューのうちの 1 つで、INSTEAD OF

UPDATE トリガーが定義されている。

6. そのビューに、システム期間テンポラル表またはア
プリケーション期間テンポラル表への参照が含まれ
ている。

ビューを作成できません。

ユーザーの処置: 理由コードに応じて、以下の処置を行
ってください。

1. WITH ROW MOVEMENT 節を省略します。 これ
は、UNION ALL のないビューには適用されませ
ん。

2. 最も外側の全選択でのみ UNION ALL が出現するよ
うに、ビュー本体を書き直してください。

3. ビュー定義から更新できない列を省略してくださ
い。

4. 基本表の各列が、ビュー定義内で 1 回のみ参照され
るように、ビュー本体を書き直します。

5. 新たに定義したビュー上で、WITH ROW

MOVEMENT 節を省略して、INSTEAD OF UPDATE

トリガーを使用してください。

6. システム期間テンポラル表またはアプリケーショ
ン・テンポラル表への参照を除去します。

sqlcode: -20262

sqlstate: 429BJ

SQL20263N ビュー view-name2 は、WITH ROW

MOVEMENT を使って定義されているの
で、ビュー view-name1 の更新の試みは無
効です。

説明: view-name1 を更新する試みは失敗しました。こ
れには、WITH ROW MOVEMENT 節を指定して定義さ
れているビュー view-name2 が関与した UNION ALL

操作が直接的または間接的に組み込まれているからで
す。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: ビュー view-name2 をドロップし、
WITH ROW MOVEMENT 節を使わないで再作成してく
ださい。

sqlcode: -20263

sqlstate: 429BK

SQL20264N 表 table-name では、許可 ID auth-id には
列 column-name への access-type アクセ
スがありません。

説明: table-name という名前の表にアクセスする際に、
許可 ID auth-id は access-type のアクセスを列
column-name に対して試行しています。許可 ID には、
その方法で列にアクセスするために必要な LBAC 信用
証明情報がありません。

生成列を作成している場合、生成式に列を含めるには、
列を読み取るための LBAC 信用証明情報が必要です。
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ユーザーの処置: SECADM 権限を持つユーザーに連絡
して、列 column-name への access-type アクセスを許可
する許可 ID authid LBAC 信用証明情報を付与するよう
依頼してください。

sqlcode: -20264

sqlstate: 42512

SQL20267N 関数 function-name (特定の specific-name)

は、SQL データを修正しますが、正しく
ないコンテキストで起動されました。理由
コード = reason-code。

説明: 特定名 specific-name を使った関数 function-name

は、MODIFIES SQL DATA プロパティーを使って定義
されています。このプロパティーをもつ関数を使えるの
は、選択ステートメント、共通表式、副選択である
RETURN ステートメント、SELECT INTO ステートメ
ント、またはSET ステートメント内の行全選択内の最後
の表参照としてのみです。また、表関数に対するどの引
数も、表関数と同じ FROM 節内の表参照と相互に関連
付けられていなければならず、さらにどの表参照も、表
関数内のいずれかの引数と相互に関連付けられていなけ
ればなりません。引数が表参照と相互に関連付けられる
のは、その表参照の列である場合です。

理由コード:

1. 表関数の後に表参照が続いています。

2. 最も外側の副選択中で表関数が参照されていませ
ん。

3. 関数の引数によって参照されていない表参照が、表
関数の前に置かれています。

4. ビュー定義の本体内で表関数が使われています。

5. 表関数が XQuery コンテキスト内の全選択で使用さ
れています。

6. 表関数が OUTER JOIN 演算子によって参照されて
います。あるいは、他の明示的な結合の中でネスト
されています (中間結合表節を使用して)。

7. プロシージャー定義のグローバル変数またはパラメ
ーターに関するデフォルト節で関数が参照されてい
ます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置:

1. 表関数が、FROM 節の最後の表参照になるように、
照会を書き直してください。

2. 最も外側の副選択内に入るように表関数を移動して
ください。

3. 表関数内で相互に関連付けられていない表参照を除
去するか、または表参照と相互に関連付けられてい
る引数を表関数の中に組み込んでください。

4. ビュー定義の本体から表関数を除去してください。

5. XQuery コンテキスト内の全選択から表関数を除去し
てください。

6. OUTER JOIN 演算子を除去するか、またはネストさ
れた明示的結合内には表関数を置かないようにしま
す。

7. プロシージャー定義のグローバル変数またはパラメ
ーターに関するデフォルト節から関数を除去しま
す。

理由コード 1、2、および 3 の場合、共通表式を使って
照会を書き直して、表関数の呼び出しを個別化すること
ができます。例えば:

SELECT c1 FROM
(SELECT c1 FROM t1, t2,

TABLE(tf1(t1.c1) AS tf), t3)
AS x, t4

上記を次のように書き直すことができます。

WITH cte1 AS (SELECT c1 FROM t1,
TABLE(tf1(t1.c1)) AS tf),
x AS (SELECT c1 FROM t2, cte1, t3)

SELECT c1 FROM x, t4;

sqlcode: -20267

sqlstate: 429BL

SQL20268N 照合は適用できませんでした。理由コード
= reason-code。

説明: 照合は理由コード reason-code で適用できません
でした。理由コードおよびその意味は以下のとおりで
す。

1 照合を適用した結果が 32,742 バイトより大き
くなりました。

2 照合は関数 LOCATE、POSITION、および
POSSTR に適用できません。

3 照合は LIKE 述部または %WLDCRD 関数に
適用できません。

4 照合は FOR BIT DATA ストリングに適用でき
ません。

ユーザーの処置: それぞれの理由コードごとに以下のよ
うにします。

1 生成された照合キーはソース・ストリングより
も長く、選択した照合に依存しています。ソー
ス・ストリングの長さを減らすか、あるいは異
なる照合を選択してください。
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2 関数を省略するか、あるいは UCA 以外の照合
を指定してください。

3 関数を省略するか、あるいは UCA 以外の照合
を指定してください。

4 FOR BIT DATA ストリングを使用しないでく
ださい。

sqlcode: -20268

sqlstate: 429BM

SQL20269N 強制されている参照制約の中でニックネー
ム nickname を参照することはできませ
ん。

説明: CREATE TABLE ステートメントの参照制約が
無効です。その制約定義で ENFORCED が指定されてい
ますが、ニックネームが参照されています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: NOT ENFORCED を指定するように
参照制約を変更するか、またはニックネームへの参照を
削除してください。

sqlcode: -20269

sqlstate: 428G7

SQL20271W 名前 name のステートメントの中の位置
number にある名前は、切り捨てられまし
た。

説明: 示されているステートメントの中の 1 つ以上の
名前が切り捨てられました。切り捨てられた最初の名前
は、名前 name および序数位置 number で識別されるも
のです。準備済み照会の describe output を実行してい
る場合、この順序位置は、その照会の選択リスト列に対
する相対値です。 CALL ステートメントの describe

output を実行している場合、この順序位置は、その
CALL の解決先プロシージャーの OUT または INOUT

パラメーターに対する相対値です。 CALL ステートメ
ントの describe input を実行している場合、この順序位
置は、その CALL の解決先プロシージャーの IN また
は INOUT パラメーターに対する相対値です。

列名、パラメーター名、ユーザー定義タイプ名、または
ユーザー定義タイプ・スキーマ名が長すぎるか、または
コード・ページ変換後の結果が長すぎます。

SQLDA 構造を使用する場合、列名、パラメーター名、
ユーザー定義タイプ名、およびユーザー定義タイプ・ス
キーマ名の長さが制限されることに注意してください。

ユーザーの処置: 正確な名前またはスキーマを指定する
ことが必要な場合は、

1. サポートされている最大長を超えて拡張されること
のないようなコード・ページの指定されているクラ
イアントを使用してください。

2. 列名の場合、列の名前がもっと短くなるように表、
ビュー、またはニックネームを変更してください。

3. パラメーター名の場合、パラメーターの名前がもっ
と短くなるようにプロシージャーを変更してくださ
い。

4. ユーザー定義タイプ名またはユーザー定義タイプ・
スキーマ名の場合、ユーザー定義タイプの名前がも
っと短くなるようにユーザー定義タイプをドロップ
および再作成してください。

5. スキーマ名の場合、表、ビュー、プロシージャー、
またはユーザー定義タイプを変更してください。

sqlcode: +20271

sqlstate: 01665

SQL20273N データベースはフェデレーション可能にな
っていないので、ニックネーム統計を更新
できません。

説明: エラーがインスタンス・レベルで検出されまし
た。このインスタンスのフェデレーションは有効になっ
ていないので、要求された操作を完了できません。

ユーザーの処置: DBM 変数 FEDERATED を YES に
設定してから、データベース・マネージャーを再始動し
てください。

sqlcode: -20273

sqlstate: 55056

SQL20274W 一部のニックネーム統計を更新できませ
ん。

説明: DB2 は、ニックネームに対して照会を実行して
統計を収集できないか、または DB2 は、フェデレーテ
ッド・データベース・システムのカタログに更新結果を
書き込めないかのどちらかです。

ユーザーの処置: ログ・ファイルのパスを指定していた
場合、ニックネーム統計の更新エラーはログ・ファイル
に一覧で示されています。

sqlcode: +20274

sqlstate: 550C8

SQL20275N XML 名 xml-name は無効。理由コード =

reason-code。

説明: 以下の理由コードで示されている制約に対する違
反のため、ステートメントを処理できません。

SQL20269N

第 20 章 SQL20000 - SQL20499 755



1. xmlns が属性名として、またはエレメントまたは属
性の名前の接頭部として使用された。

2. 修飾名中の名前空間接頭部は、その有効範囲内で宣
言されていない。

3. エレメントまたは属性の名前は XML QName ではな
い。

4. XML 処理命令の名前が XML NCName ではない。

5. XML 処理命令の名前には「xml」を含めることがで
きない (大/小文字のいずれの組み合わせでも)。

6. XMLTABLE、XMLQUERY、または XMLEXISTS 式
の引数の名前が XML NCName ではない。

ユーザーの処置: XML 名を訂正して、ステートメント
を再サブミットしてください。

sqlcode: -20275

sqlstate: 42634

SQL20276N XML 名前空間接頭部
xml-namespace-prefix は無効です。理由コ
ード = reason-code。

説明: 以下の理由コードで示されている制約に対する違
反のため、ステートメントを処理できません。

1. 名前空間接頭部は XML NCName ではありません。

2. xml または xmlns を名前空間接頭部として再宣言す
ることはできません。

3. 重複する名前空間接頭部が宣言されました。

ユーザーの処置: XML 名前空間接頭部を訂正して、ス
テートメントを再サブミットしてください。

sqlcode: -20276

sqlstate: 42635

SQL20277W コード・ページ source-code-page からコ
ード・ページ target-code-page への変換を
実行中に、文字が切り捨てられました。タ
ーゲット域の最大サイズは、max-len でし
た。ソース・ストリングの長さは
source-len で、その 16 進数表記は string

でした。

説明: SQL ステートメントの実行中に、コード・ペー
ジ変換処理の結果が、ターゲット・オブジェクトの最大
サイズより大きなストリングになりました。ターゲット
領域に入るよう、文字が切り捨てられました。

ユーザーの処置: 切り捨てにより予期しない結果になっ
た場合には、ターゲット列を長くしてからステートメン
トを再び発行してください。

sqlcode: +20277

sqlstate: 01004

SQL20278W 照会の処理の最適化にビュー viewname を
使用することはできません。

説明: ビューが照会内で直接参照されない場合にはビュ
ー上の統計を最適化に使用することを禁止するエレメン
トが、ビューの全選択に組み込まれています。全選択中
のそのようなエレメントには次のものがあります。

v 集約関数

v 別個の操作

v SET 操作 (UNION、EXCEPT、または INTERSECT)

照会の最適化を有効にするためのビューの変更は正常に
完了します。

ユーザーの処置: アクションは不要です。ビューを直接
参照しない照会の最適化がビューの目的であれば、ビュ
ーをドロップするか、または最適化を無効にすることが
できます。また、最適化の妨げとなるエレメントの除去
のために、ビューの全選択を定義することを検討してみ
ることもできます。

sqlcode: +20278

sqlstate: 01667

SQL20279N ビュー view-name を照会の最適化に使用
できません。理由コード = reason-code。

説明: ビューでは ENABLE QUERY OPTIMIZATION

オプションは許可されません。この機能の利点を活用す
る一連の照会に対して全選択が適合していないからで
す。ステートメントは次の理由のいずれかで失敗しまし
た。

1. ビューは、既存のマテリアライズ照会を直接または
間接に参照している。

2. ビューは、型付きビューである。

3. ビューが外部アクションを含む関数を参照してい
る。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいたアクションは、
以下のとおりです。

1. マテリアライズ照会表への参照を除去してくださ
い。

2. 型付きビュー上で統計を指定する手段はありませ
ん。型付きビューではない似通ったビューを定義す
れば、統計を使った最適化を有効にすることができ
ます。

3. ビュー照会から、外部アクションを含む関数への参
照をすべて除去してください。
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sqlcode: -20279

sqlstate: 428G8

SQL20280W log-file-path ファイルの作成または書き込
みの許可が不十分です。

説明: ステートメントは正常に完了しましたが、ユーザ
ーは、指定したログ・ファイル log-file-path の作成や書
き込みの許可を受けていません。

ユーザーの処置: ログ・ファイルに詳細を書き込むに
は、指定したログ・ファイル・パスへの書き込みアクセ
ス権をもっていることを確認してください。または、ロ
グ・ファイル・パスを省略してください。

sqlcode: -20280

sqlcode: 42501

SQL20282N .NET プロシージャーまたはユーザー定義
関数 name、特定名 specific-name で、
.NET クラス class をロードできませんで
した。理由コード reason-code

説明: CREATE PROCEDURE あるいは CREATE

FUNCTION ステートメントの EXTERNAL NAME 節に
指定された .NET クラスをロードできませんでした。理
由コードには、以下のものがあります。

1. .NET ルーチンのアセンブリーが見つかりませんでし
た。

2. 指定されたアセンブリーの中にクラスが見つかりま
せんでした。

3. データベース・カタログの中で指定されたタイプに
合致するタイプのメソッドが、指定されたクラスの
中に見つかりませんでした。

ユーザーの処置:

1. ファイル拡張子も含め、正しいアセンブリー・ファ
イルを指定してください。絶対パスを指定しない場
合は、アセンブリーのインスタンスのうち PATH の
中で検出される最初のインスタンスがロードされる
ため、システム PATH の中にそのアセンブリーのイ
ンスタンスが 1 つだけ存在することを確認してくだ
さい。

2. 応答 1 での記述に従って、アセンブリーが正しく指
定されていることを確認してください。クラス名が
大/小文字の区別も含めて正確に指定されているこ
と、また指定されたアセンブリーの中にそれが存在
していることを確認してください。

3. 応答 2 での記述に従って、クラスが正しく指定され
ていることを確認してください。メソッド名が大/小
文字の区別も含めて正確に指定されていること、ま

た指定されたクラスの中に "public static void" メソ
ッドとしてそれが存在していることを確認してくだ
さい。

sqlcode: -20282

sqlstate: 42724

SQL20284N フェデレーテッド・データ・ソース
server-name 用のプランを作成できませ
ん。理由 = reason-code。

説明: フェデレーテッド・アクセス・プランの立案中
に、以下の理由コードに示されているとおり、述部が欠
落しているか、または照会構文上の問題が原因で、1 つ
以上のデータ・ソースの照会フラグメントを処理できま
せん。

1. 必要な述部が欠落しています。

2. データ・ソースで処理できる述部が、OR 演算子ま
たは BETWEEN 述部を使って別の述部に結合されて
います。

ユーザーの処置: このデータ・ソースのフェデレーショ
ンの資料を参照してください。必要に応じて照会構文を
訂正して、ステートメントを再サブミットしてくださ
い。理由コードに対応するアクションは、以下のとおり
です。

1. 欠落した述部を付け加えてください。

2. OR 演算子ではなく AND 演算子を使って、デー
タ・ソースの述部どうしが互いに隔絶されるように
ステートメント構文を変更してください。

sqlcode: -20284

sqlcode: 429BO

SQL20285N table-name という名前の表にデタッチされ
た従属物があるか、非同期パーティション
のデタッチ操作が完了していないため、こ
のステートメントまたはコマンドは許可さ
れていません。理由コード =

reason-code。

説明: 以前に発行された、データ・パーティションをデ
タッチした ALTER TABLE ステートメントが原因で、
このステートメントまたはコマンドは許可されていませ
ん。具体的な状態は、理由コード reason-code に基づい
て説明されます。

理由コード 1

この表はデタッチ操作のターゲット表で、この
表にはデタッチされた従属物があります。デタ
ッチされた従属物の整合性を保つには、この表
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の現在の内容に合わせてその従属物を増分的に
保守することが必要です。このステートメント
またはコマンドを実行すると、デタッチされた
従属物を増分的に保守できなくなる可能性があ
るため、このステートメントまたはコマンドは
許可されていません。

理由コード 2

表はデタッチ操作のターゲット表であり、非同
期パーティション・デタッチ・タスクが完了し
ていないため、使用可能ではありません。

理由コード 3

表はデタッチ操作のソース表であり、論理的に
デタッチされたパーティションを持っていま
す。非同期パーティション・デタッチ・タスク
が完了していないため、このステートメントま
たはコマンドは許可されていません。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいて、以下のアクシ
ョンを行ってください。

理由コード 1

ステートメントまたはコマンドを発行する前
に、デタッチされた従属物を保守するには、以
下のステップを実行します。

1. SYSCAT.TABDETACHEDDEP 表を照会し
て、表のデタッチされた従属物を特定しま
す。

2. デタッチされた従属物に対して SET

INTEGRITY ステートメントを
IMMEDIATE CHECKED オプション付きで
発行します。

3. ステートメントまたはコマンドを再発行し
てください。

デタッチされた従属物を保守しないで即時にス
テートメントまたはコマンドを発行するには、
以下のステップを実行します。

1. 表に対して SET INTEGRITY ステートメン
トを FULL ACCESS オプション付きで発行
して、デタッチされたプロパティーをリセ
ットします。

2. ステートメントまたはコマンドを再発行し
てください。

注: 2 番目に挙げた一連のステップを実行する
場合、デタッチされた従属物の残りについて
は、後続の SET INTEGRITY ステートメント
で完全な整合性処理が必要になります。

表のデタッチされた従属物を特定するには、次
の照会を発行します。ここで、<schema-name>

と <table-name> を、トークン table-name に関
するメッセージで返された値に置換します。

SELECT DEPTABSCHEMA, DEPTABNAME
FROM SYSCAT.TABDETACHEDDEP
WHERE TABSCHEMA=<schema-name> AND

TABNAME=<table-name>

理由コード 2

以下のステップを実行してください。

1. 非同期のパーティション・デタッチ・タス
クが完了するのを待ってください。

2. ステートメントまたはコマンドを再発行し
てください。

理由コード 3

以下のステップを実行してください。

1. 非同期のパーティション・デタッチ・タス
クが完了するのを待ってください。

2. 表に、論理的にデタッチされたパーティシ
ョンがないことを確認してください。

3. ステートメントまたはコマンドを再発行し
てください。

すべての論理的にデタッチされたパーティショ
ンを見つけるには、次の照会を発行します。こ
こで、 <schema-name> と <table-name> を、ト
ークン table-name に関するメッセージで返さ
れた値に置換します。

SELECT DATAPARTITIONNAME
FROM SYSCAT.DATAPARTITIONS

WHERE TABSCHEMA=<schema-name> AND
TABNAME=<table-name> AND
STATUS=’L’

非同期パーティション・デタッチ・タスクの進行状況を
モニターするには、LIST UTILITIES コマンドを使用し
て、トークン table-nameのメッセージで返されるような
表の非修飾名を含む記述を探します。

sqlcode: -20285

sqlstate: 55057

SQL20287W 指定されたキャッシュ・ステートメントの
環境は、現在の環境とは違うものです。現
在の環境を使用して、指定された SQL

ステートメントを最適化しなおします。

説明: 前に REOPT ONCE を指定して再最適化された
ステートメントの Explain のために Explain 機能が呼び
出されましたが、現在の環境は、キャッシュに入ってい
るステートメントが当初コンパイルされた環境とは異な
っています。現在の環境を使用して、指定されたステー

SQL20287W

758 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



トメントを最適化しなおします。

ステートメントは処理されます。

ユーザーの処置: プランがキャッシュに入っているプラ
ンと一致するために、オリジナルのステートメントが再
最適化され、キャッシュに入れられた際の環境に一致す
る環境で、EXPLAIN を再発行してください。

sqlcode: -20287

sqlstate: 01671

SQL20288N タイプ object-type のオブジェクト
object-name の統計データを更新できませ
んでした。理由コード = reason-code。

説明: 理由コードによって示される理由により、
RUNSTATS または UPDATE のターゲット・オブジェ
クトの統計データを設定できませんでした。可能性のあ
る理由コードは、以下のとおりです。

1. そのターゲット・オブジェクト・タイプで統計デー
タがサポートされていない。

2. 指定された RUNSTATS オプションをビューに対し
て使用することは禁止されている。

3. ターゲット・オブジェクト・タイプの特定の統計に
対する更新はサポートされていない。データ・ペー
ジ統計は、XML パス索引には適用できません。更新
できない特定の統計の詳細については、「SQL リフ
ァレンス」の SYSSTAT.INDEXES カタログ・ビュ
ーの説明を参照してください。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置:

1. RUNSTATS または UPDATE のターゲットとして指
定されたオブジェクト名について、統計が可能であ
ることを確認してください。

2. 最適化対応のビューに対して禁止されている
RUNSTATS オプションを除去してください。

3. ターゲット・オブジェクト・タイプの統計が更新可
能であることを確認してください。

sqlcode: -20288

sqlstate: 428DY

SQL20289N 関数 function-name に対して使用されてい
るストリングの単位 unit が無効です。

説明: ステートメントは、関数に提供されるデータのタ
イプに無効なストリングの単位を使用して組み込み関数
を呼び出しました。これは、以下の理由で発生する可能
性があります。

1. 非ストリング・データが明示的なストリングの長さ
の単位 unit を使用して LENGTH 関数に指定され
た。非ストリング・データに、ストリングの単位を
指定することはできません。

2. ビット・データまたはバイナリー・データが
OCTETS 以外のストリングの単位を使用して指定さ
れた。ビット・データまたはバイナリー・ストリン
グ・データでは、CODEUNITS16 または
CODEUNITS32 は無効です。

3. OCTETS がグラフィック・データとともに使用され
ており、start パラメーターが奇数ではないか、また
は length パラメーターが偶数ではない。

4. OCTETS がグラフィック・データとともに使用され
ており、start パラメーターが奇数ではない。

5. OCTETS がグラフィック・データとともに使用され
ており、code-units パラメーターが偶数ではない。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: 関数の呼び出しを変更して無効なスト
リングの長さの単位を除去するか、処理中のデータ・タ
イプおよび値に対して有効な単位に変更してください。

sqlcode: -20289

sqlstate: 428GC

SQL20290N SQL ステートメントは、パーティション
partition-number で実行できないルーチン
routine-name (特定名 specific-name) を参
照します。

説明: ルーチン routine-name (特定名 specific-name)

が、無効なパーティション番号 partition-number で呼び
出されました。

ユーザーの処置: 現行パーティションでルーチンを実行
するには、パーティション番号のパラメーターに -1 を
指定します。

sqlcode: -20290

sqlstate: 560CA

SQL20296N ALTER TABLE ステートメントを実行す
ると、表 table-name の一部の物理属性が
変更されることになりますが、この表には
デタッチされたパーティションがあり、こ
れらのデタッチされたパーティションに合
わせて増分的に保守する必要のある従属表
があるため、このステートメントの実行は
許可されていません。

説明: 表にはデタッチされたパーティションがあり、そ
れらのデタッチされたパーティションに合わせて増分的
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に保守する必要のある従属表があります。表の何らかの
物理属性を変更すると従属表の増分保守が無効になる恐
れがあるため、そのような変更は許可されていません。
制限を受ける物理属性の変更としては、列の追加、列の
変更、あるいは以下のいずれかの値の変更が含まれるか
もしれません。すなわち、DATA CAPTURE、VALUE

COMPRESSION、APPEND、COMPACT、LOGGED、
ACTIVATE NOT LOGGED INITIALLY です。

ユーザーの処置: 失敗した ALTER TABLE ステートメ
ントを再発行する前に、増分保守の必要な従属表を識別
し、それらの従属表に対して SET INTEGRITY ステー
トメントを、IMMEDIATE CHECKED オプション付き
で実行します。

増分保守が必要な従属表を識別するために以下の照会を
使用できます。ここで <schema name> は table-name の
修飾子であり、<table name> は table-name の表名の部
分です。

WITH
DEP_CNT(TOTAL_DEP) AS (SELECT COUNT(*) FROM

SYSCAT.TABDEP),
DEP_TAB(SCHEMA, NAME, TYPE, PROPERTY, REFRESH,

STATUS, CONST_CHECKED, LEVEL) AS
(SELECT TABLES.TABSCHEMA, TABLES.TABNAME,

TABLES.TYPE, TABLES.PROPERTY,
TABLES.REFRESH, TABLES.STATUS,
TABLES.CONST_CHECKED, 0

FROM SYSCAT.TABLES TABLES
WHERE TABLES.TABSCHEMA=’<schema name>’
AND TABLES.TABNAME=’<table name>’

UNION ALL
SELECT TABDEP.TABSCHEMA, TABDEP.TABNAME,

TABDEP.DTYPE, TABLES.PROPERTY,
TABLES.REFRESH, TABLES.STATUS,
TABLES.CONST_CHECKED,
DEP_TAB.LEVEL + 1

FROM SYSCAT.TABDEP TABDEP, DEP_TAB,
SYSCAT.TABLES TABLES

WHERE TABDEP.DTYPE IN (’S’, ’V’, ’W’, ’T’)
AND TABDEP.BSCHEMA = DEP_TAB.SCHEMA
AND TABDEP.BNAME = DEP_TAB.NAME
AND TABLES.TABSCHEMA = TABDEP.TABSCHEMA
AND TABLES.TABNAME = TABDEP.TABNAME
AND DEP_TAB.LEVEL < (SELECT

DEP_CNT.TOTAL_DEP FROM DEP_CNT))
SELECT DISTINCT * FROM
(SELECT DEP_TAB.SCHEMA, DEP_TAB.NAME
FROM DEP_TAB
WHERE STATUS=’C’

AND (DEP_TAB.TYPE = ’S’
AND DEP_TAB.REFRESH = ’I’
AND SUBSTR(DEP_TAB.CONST_CHECKED,5,1)<>’F’
OR DEP_TAB.TYPE = ’T’
AND SUBSTR(DEP_TAB.PROPERTY,2,1) = ’Y’
AND SUBSTR(DEP_TAB.CONST_CHECKED,7,1)<>’F’)

) X;

sqlcode: -20296

sqlstate: 55057

SQL20301W 表スペース tablespace-name1 のプリフェ
ッチ・サイズは tablespace-name2 と同じ
ではありません。

説明: パーティション化された表によって使用されるす
べてのデータ表スペースは、照会のパフォーマンスを最
適化するために同じプリフェッチ・サイズであることが
必要です。

パーティション化された表によって使用されるすべての
データ・テーブル・スペースのプリフェッチ・サイズが
同じであるようにすると、照会のパフォーマンスは通常
向上します。これにより、オプティマイザーは代替照会
プランのコストをより正確に見積もることが可能にな
り、その結果、最適なプランをより効果的に選択できる
ようになります。プリフェッチ・サイズが大きく異なる
と、代替照会プランのコストを正確に見積もるオプティ
マイザーの機能は低下します。オプティマイザーは、最
も頻繁に出現するプリフェッチ・サイズを選出して、代
替照会プランのコストを計算します。

ユーザーの処置: 表スペースのプリフェッチ・サイズ
は、SYSCAT.TABLESPACES に示されています。表
'table-name' によって使用されるすべてのデータ・テーブ
ル・スペース、および対応するプリフェッチ・サイズを
検索するには、次の照会を発行してください。

SELECT
SUBSTR(DATAPARTITIONNAME,1,15)

DATAPARTITIONNAME,
SUBSTR(TBSPACE,1,15) TBSPACE,
SYSCAT.DATAPARTITIONS.TBSPACEID TBSPACEID,
PREFETCHSIZE

FROM
SYSCAT.TABLESPACES,
SYSCAT.DATAPARTITIONS

WHERE
SYSCAT.TABLESPACES.TBSPACEID =

SYSCAT.DATAPARTITIONS.TBSPACEID
AND TABNAME = ’table-name’

表によって使用されるすべての表スペースのプリフェッ
チ・サイズを一致させるために、この警告の原因となっ
た発行済みステートメントに応じて、以下のオプション
を使用できます。

v 表スペースを変更して、プリフェッチ・サイズがその
表の他の表スペースと一致するように設定します。

v CREATE TABLE ステートメントを発行した場合、そ
の表を除去してから、互換性のある表スペースのセッ
トを使用して表を再作成します。

v ALTER TABLE ステートメントに ADD PARTITION

節を使用して発行した場合、新規に追加されたパーテ
ィションをデタッチしてから、互換性のある表スペー
ス内のパーティションを使用して ALTER TABLE ス
テートメントを再サブミットします。
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v ALTER TABLE ステートメントに ATTACH 節を使
用して発行した場合、新規にアタッチされたパーティ
ションをデタッチしてから、互換性のある表スペース
内の表を使用して ALTER TABLE ステートメントを
再サブミットします。

sqlcode: +20301

sqlstate: 01674

SQL20302W IN または LONG IN 節に、必要以上の
数の表スペースが指定されました。余分な
表スペースは無視されます。

説明: 作成する表がパーティション表でない場合、IN

または LONG IN 節に複数の表スペースが指定されてい
ます。最初に指定された表スペースは、表データまたは
長いデータの保管に使用されます。非パーティション表
では、IN または LONG IN 節に 1 つの表スペースだ
けを指定する必要があります。

作成する表がパーティション表の場合、IN または
LONG IN 節に指定された表スペースの数がその表に定
義されたパーティションの数よりも多くなっています。
パーティションを通常のデータと同じ表スペースに長い
データを使用して作成されたパーティション化された表
に追加するとき、 ADD PARTITION 節内に指定された
LONG IN 節は無視されます。

ステートメントは正常に処理されましたが、追加の表ス
ペースは無視されました。

ユーザーの処置: ありません。

sqlcode: +20302

sqlstate: 01675

SQL20303N ユニーク・パーティション索引には、パー
ティション表のすべてのパーティション列
が含まれている必要があります。

説明: パーティション化された表にユニーク・パーティ
ション索引を作成するには、索引キーにすべてのパーテ
ィション列が含まれている必要があります。

ユーザーの処置: すべてのパーティション列が索引キー
に指定されていることを確認してください。

sqlcode: -20303

sqlstate: 42990

SQL20304N XMLPATTERN 節またはデータ・タイプ
XML の列が関係する無効な索引定義。理
由コード = reason-code。

説明: データ・タイプ XML で定義された列が、索引

の列に組み込まれています (または欠落しています)。こ
の索引定義は、考えられる以下のいずれかの理由コード
のため無効です。

1

データ・タイプ XML で定義されている指定さ
れた列が 1 つありますが、それぞれの XML

値に対して生成する索引キーを指定するための
XMLPATTERN 節が定義から欠落しています。

2

XMLPATTERN 節は存在していますが、複数の
索引列が指定されています。

3

索引は UNIQUE として定義されており、
XMLPATTERN には、descendant 軸、
descendant-or-self 軸、「//」、xml-

wildcards、node()、または processing-

instruction() が含まれています。

4

XMLPATTERN 節は存在していますが、指定さ
れた単一の索引列はデータ・タイプ XML で定
義されていません。

5

XMLPATTERN 節に指定されたパス式は、'/'

または '//' で開始しません。

6

パターン式には、'/' の後に名前テストまたは種
類テストが含まれません。

7

パターン式が、軸ステップ内にサポートされな
い軸を使用しています。サポートされるフォワ
ード軸は、child、attribute、descendant、self、お
よび descendant-or-self だけです。

8

パターン式が、無効な種類テスト、またはパタ
ーン式でサポートされる有効な名前テストまた
は種類テストではない構文を指定しています。

9

パターン式は述部 (大括弧で囲まれた式) を指
定していますが、 XMLPATTERN 節ではパタ
ーン式で述部はサポートされていません。

10

パターン式に、先行する理由コードが適用され
ない、XMLPATTERN 節でサポートされていな
い他の XQuery 構文が含まれます。
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11

z/OS データベース・サーバーで、関数が含ま
れていないときにパターン式内のステップ数が
限度の 50 ステップを超えているか、関数が含
まれているときに 44 ステップを超えていま
す。

12

パターン式内の関数の引数が、構文で指定され
た要件に従っていないか、索引データ・タイプ
が正しくありません。

ユーザーの処置:

1

XMLPATTERN 節を指定してください。

2

索引を XML データのキーとするつもりの場合
は、データ・タイプ XML で定義された列を 1

つだけ指定するようにしてください。そうでな
い場合は、XMLPATTERN 節を除去してくださ
い。

3

UNIQUE の指定を除去するか、XMLPATTERN

定義を変更して、descendant 軸、
descendant-or-self 軸、「//」、xml-

wildcards、node()、または processing-

instruction() を除去してください。

4

XMLPATTERN 節を除去するか、または指定の
列をデータ・タイプ XML で定義された単一の
列に変更してください。

5

パターン式が '/' または '//' から開始すること
を確認してください。 '/' または '//' がその省
略形となっている XQuery 構文は、 CREATE

INDEX ステートメントの XMLPATTERN 節で
サポートされていません。

6

名前テストまたは種類テストを '/' に続くパタ
ーン式に追加します。

7

パターン式からリバース軸を除去します。たと
えば、親軸をパターン式で使用することはでき
ません。

8

CREATE INDEX ステートメントの
XMLPATTERN 節の構文仕様に一致しない、種
類テストまたは名前テストのパターン式を調べ
ます。サポートされない構文を訂正または除去
します。

9

XMLPATTERN 節のパターン式から述部を除去
します。

10

パターン式を変更して、CREATE INDEX ステ
ートメントの XMLPATTERN 節でサポートさ
れていない構文を除去します。パターン式にア
スタリスク ('*') が含まれる場合、パターン式
内の名前テストがワイルドカードを正しく使用
していることを確認してください。 QName と
共に使用される場合、ワイルドカード文字の前
または後にコロンが必要です。コロンがない
と、それは乗算演算子となります。アスタリス
クはパターン式内で乗算演算子として使用する
ことはできません。さらに、XMLPATTERN 節
に他の XQuery 演算子、XQuery 関数、または
XQuery FLWR 式 (for、let、where、return) が
含まれないことも確認してください。

11

パターン式内のステップの数を減らします。
XML 文書内で索引付けが必要な値が 50 より
多いステップを必要とする場合、索引は作成で
きません。

12

パターン式に含まれている関数の引数が
CREATE INDEX ステートメントの
XMLPATTERN 節の構文仕様と一致するかどう
かを確認し、索引付けされる値のデータ・タイ
プを確認します。また、指定した関数が
XMLPATTERN 節でサポートされていることも
確認します。サポートされない構文を訂正また
は除去します。

sqlcode: -20304

sqlstate: 429BS

SQL20304N
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SQL20305N XML 値を挿入または更新することができ
ません。この値が、表 table-name の
index-id で識別される索引を挿入または更
新するときにエラーが検出されたためで
す。理由コード = reason-code。 XML ス
キーマに関連した理由コードの場合、
XML スキーマ ID = xml-schema-id およ
び XML スキーマ・データ・タイプ =

xml-schema-data-type。

説明: 以下の理由コードのいずれかが原因で、このステ
ートメントは続行できず、表および索引は未変更のまま
となります。スキーマ・データ・タイプおよびスキーマ
ID は、すべての理由コードには適用されません。詳細
については、特定の理由コードを参照してください。

1

挿入または更新しようとしている XML 値の中
の少なくとも 1 つの XML ノード値が、識別
されている索引によって課されている長さ制約
を超えています。 XML 列の索引は、特定の長
さが指定された SQL タイプ VARCHAR を使
用するように定義されています。 1 つ以上の
XMLPATTERN 結果値の長さが、VARCHAR

データ・タイプのユーザー指定の長さ制約を超
えています。

2

バージョン 9.5 以前の DB2 データベース・サ
ーバーの場合、挿入または更新の対象となる
XML 値の中の少なくとも 1 つの XML ノー
ド値が、ここに示されている索引によって索引
付けできないリスト・データ・タイプのノード
です。リスト・データ・タイプのノードは、索
引内でサポートされていません。

3

バージョン 9.5 以前の DB2 データベース・サ
ーバーの場合、少なくとも 1 つの XML ノー
ド値が、有効な XML 値であるものの、サポー
トされる範囲外の値であるため、スキーマ・デ
ータ・タイプにキャストできません。DB2 イ
ンフォメーション・センターで、『XML デー
タに対する索引のデータ・タイプ変換』を参照
してください。

4

少なくとも 1 つの XML ノード値は、XML

値として有効であるものの、サポート範囲外の
値であるために、指定された索引の索引デー
タ・タイプにキャストできません。DB2 イン

フォメーション・センターで、『XML データ
に対する索引のデータ・タイプ変換』を参照し
てください。

5

少なくとも 1 つの XML ノード値が、識別さ
れた索引のターゲット索引データ・タイプに対
して無効な XML 値であり、索引定義は無効な
XML 値がエラー (REJECT INVALID

VALUES) を戻すことを指定しています。 DB2

インフォメーション・センターで、『無効な
XML 値』を参照してください。

ユーザーの処置: 索引名および XML パターン節を判
別してください。

索引名 (<index-name>,<index-schema>) は、index-id を使
用した以下の照会を発行することで、
SYSCAT.INDEXES から入手できます。

SELECT INDNAME,INDSCHEMA
FROM SYSCAT.INDEXES
WHERE IID =index-id AND

TABSCHEMA =’schema ’ AND TABNAME =’table-name’

索引名 (<index-name>,<index-schema>) が見つかった後
に、以下の照会を発行することにより、その索引名を使
用して索引データ・タイプおよび XML パターンを
SYSCAT.INDEXES から取得できます。

SELECT DATATYPE, PATTERN
FROM SYSCAT.INDEXXMLPATTERNS
WHERE INDSCHEMA = ’index-schema’ AND
INDNAME = ’index-name’

<xml-schema-id> が "*N" ではない場合、
<xml-schema-id> を使用して以下の照会を発行すること
により、識別されたスキーマ・データ・タイプを踏む
XML スキーマの名前を取得します。

SELECT OBJECTNAME
FROM SYSCAT.XSROBJECTS
WHERE OBJECTID = ’xml-schema-id’

1

XML パターンを使用して、一致する XML ノ
ードのセットを識別し、どのストリング値が索
引によって指定された長さ制約を超えているか
を判別してください。この XML パターンに
fn:upper-case 関数が含まれている場合には、特
定の言語において大文字変換を行った後のスト
リング値が、索引で指定された長さ制約を超え
ている可能性があります。

2

バージョン 9.5 以前の DB2 データベース・サ
ーバーの場合、XML スキーマ名と XML パタ
ーンを使用して、一致する XML ノードのセッ
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トを識別し、対応するスキーマ内にある識別さ
れたスキーマ・データ・タイプ
xml-schema-data-type を検査して、それと比較
してください。どのノード値がリスト・デー
タ・タイプのノードかを判別します。

3

バージョン 9.5 以前の DB2 データベース・サ
ーバーの場合、XML スキーマ名と XML パタ
ーンを使用して、一致する XML ノードのセッ
トを検索し、対応するスキーマ内にある識別さ
れたスキーマ・データ・タイプ
xml-schema-data-type を検査して、それと比較
してください。どのノード値が、XML スキー
マ・データ・タイプ用にサポートされる値の範
囲を超えているかを判別します。

4

XML パターンを使用して、一致する XML ノ
ードのセットを識別し、識別された索引のため
に指定されたデータ・タイプを検査して、それ
と比較してください。どのノード値が、索引デ
ータ・タイプ用にサポートされる値の範囲を超
えているかを判別します。

5

XML パターンを使用して、一致する XML ノ
ードのセットを識別し、作成中の索引のために
指定されたデータ・タイプを検査して、それと
比較してください。どのノード値が索引デー
タ・タイプに対して無効かを判別します。

問題のトラブルシューティングを行う方法についての情
報は、DB2 インフォメーション・センターの『XML 索
引付けの一般的な問題』を参照してください。ロード・
ユーティリティーによりエラー・メッセージが出された
場合は、追加の情報について DB2 インフォメーショ
ン・センターの『XML データのロード時の索引付けエ
ラーの解決』を参照してください。

sqlcode: -20305

sqlstate: 23525

SQL20306N XML 列の索引を作成することができませ
ん。索引への XML 値の挿入中にエラー
が検出されたためです。理由コード =

reason-code。 XML スキーマに関連した
理由コードの場合、XML スキーマ ID =

xml-schema-id および XML スキーマ・デ
ータ・タイプ = xml-schema-data-type。

説明: 以下の理由コードのいずれかが原因で、このステ

ートメントは続行できず、表は未変更のままとなりま
す。スキーマ・データ・タイプおよびスキーマ ID は、
すべての理由コードには適用されません。

1

挿入または更新しようとしている XML 値の中
の少なくとも 1 つの XML ノード値が、作成
しようとしている索引によってによって課され
ている長さ制約を超えています。 XML 列の索
引は、特定の長さが指定された SQL タイプ
VARCHAR を使用するように定義されていま
す。 1 つ以上の XML パターン結果値の長さ
が、VARCHAR データ・タイプのユーザー指
定の長さ制約を超えています。

2

バージョン 9.5 以前の DB2 データベース・サ
ーバーの場合、索引の作成時に索引に挿入され
る XML 値の中の少なくとも 1 つの XML ノ
ード値が、指定された索引によって索引付けで
きないリスト・データ・タイプのノードです。
リスト・データ・タイプのノードは、索引内で
サポートされていません。

3

バージョン 9.5 以前の DB2 データベース・サ
ーバーの場合、少なくとも 1 つの XML ノー
ド値が、有効な XML 値であるものの、サポー
トされる範囲外の値であるため、スキーマ・デ
ータ・タイプにキャストできません。DB2 イ
ンフォメーション・センターで、『XML デー
タに対する索引のデータ・タイプ変換』を参照
してください。

4

少なくとも 1 つの XML ノード値は、XML

値として有効であるものの、サポート範囲外の
値であるために、指定された索引の索引デー
タ・タイプにキャストできません。DB2 イン
フォメーション・センターで、『XML データ
に対する索引のデータ・タイプ変換』を参照し
てください。

5

少なくとも 1 つの XML ノード値が、識別さ
れた索引のターゲット索引データ・タイプに対
して無効な XML 値であり、索引定義は無効な
XML 値がエラー (REJECT INVALID

VALUES) を戻すことを指定しています。 DB2

インフォメーション・センターで、『無効な
XML 値』を参照してください。

ユーザーの処置: 索引定義から XML パターン節を判
別してください。
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<xml-schema-id> が "*N" ではない場合、
<xml-schema-id> を使用して以下の照会を発行すること
により、識別されたスキーマ・データ・タイプを踏む
XML スキーマの名前を取得します。

SELECT OBJECTNAME
FROM SYSCAT.XSROBJECTS
WHERE OBJECTID = ’xml-schema-id’

1

XML パターンを使用して、一致する XML ノ
ードのセットを識別し、どのストリング値が索
引によって指定された長さ制約を超えているか
を判別してください。この XML パターンに
fn:upper-case 関数が含まれている場合には、特
定の言語において大文字変換を行った後のスト
リング値が、索引で指定された長さ制約を超え
ている可能性があります。

2

バージョン 9.5 以前の DB2 データベース・サ
ーバーの場合、XML パターンを使用して、一
致する XML ノードのセットを識別し、対応す
るスキーマ内にある識別されたスキーマ・デー
タ・タイプ xml-schema-data-type を検査して、
それと比較してください。どのノード値がリス
ト・データ・タイプのノードかを判別します。

3

バージョン 9.5 以前の DB2 データベース・サ
ーバーの場合、XML パターンを使用して、一
致する XML ノードのセットを検索し、対応す
るスキーマ内にある識別されたスキーマ・デー
タ・タイプ xml-schema-data-type を検査して、
それと比較してください。どのノード値が、
XML スキーマ・データ・タイプ用にサポート
される値の範囲を超えているかを判別します。

4

XML パターンを使用して、一致する XML ノ
ードのセットを識別し、索引のために指定され
たデータ・タイプを検査して、それと比較して
ください。どのノード値が、索引データ・タイ
プ用にサポートされる値の範囲を超えているか
を判別します。

5

XML パターンを使用して、一致する XML ノ
ードのセットを識別し、索引のために指定され
たデータ・タイプを検査して、それと比較して
ください。どのノード値が索引データ・タイプ
に対して無効かを判別します。

索引がパーティション化されている場合、新し
くアタッチされたパーティション (つまり

SYSDATAPARTITIONS カタログ表の STATUS

列の値が 'A' であるパーティション) が存在す
るならば、索引データ・タイプに対して無効な
ノード値が見つからない可能性があります。こ
のような場合、新しくアタッチされたパーティ
ションをオンラインにするために、SET

INTEGRITY ステートメントを実行してくださ
い。他の制約に違反するために、無効なノード
値が SET INTEGRITY ステートメントによっ
て除去される可能性があります。このため、ス
テートメントを再び発行してください。ステー
トメントを再び処理できなくなったら、索引デ
ータ・タイプに対して無効なノード値を調べて
ください。

問題のトラブルシューティングを行う方法についての情
報は、DB2 インフォメーション・センターの『XML 索
引付けの一般的な問題』を参照してください。

sqlcode: -20306

sqlstate: 23526

SQL20307N 表 source-tablename を表 target-tablename

に接続することができません。理由コード
= reason-code。

説明: ターゲット表の特性は、ALTER

TABLE...ATTACH ステートメントでのソース表の特性
と十分に一致しません。 reason-code は、ミスマッチの
タイプを示しています。

1

ソースおよびターゲット表の列
(SYSCAT.TABLES 内の COLCOUNT 列) の数
が一致しません。

2

ソース表とターゲット表の圧縮節が一致しませ
ん。この不一致には、2 つの可能性がありま
す。つまり、VALUE COMPRESSION と
COMPRESSION SYSTEM DEFAULT が一致し
ない場合と、COMPRESS YES STATIC と
COMPRESS YES ADAPTIVE が一致しない場
合です。

3

表の APPEND モードが一致しません。

4

ソースおよびターゲット表のコード・ページが
一致しません。

5
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ソース表が、複数のデータ・パーティション、
または ATTACHED または DETACHED デー
タ・パーティションのあるパーティション化さ
れた表です。パーティション化されたソース表
をアタッチできるのは、データ・パーティショ
ンが 1 つだけあり、 ATTACHED または
DETACHED データ・パーティションはない場
合だけです。

6

ソース表が、システム表、ビュー、MQT、型付
き表、ORGANIZED BY KEY SEQUENCE

表、作成済み一時表、宣言済み一時表、システ
ム期間テンポラル表、または履歴表です。ソー
ス表は、ここに挙げたどの表にも該当しない基
本表でなければなりません。

7

ターゲット表とソース表が同じです。表をそれ
自体にアタッチすることはできません。

8

NOT LOGGED INITIALLY 節が、ソース表ま
たはターゲット表の両方ではなく、どちらかに
対して指定されていました。

9

DATA CAPTURE CHANGES 節が、ソース表
またはターゲット表の両方ではなく、どちらか
に対して指定されていました。

10

表の分散節が一致しません。分散キーは、ソー
ス表とターゲット表とで同じであることが必要
です。

11

表の ORGANIZE BY DIMENSIONS 節が一致
しません。 ORGANIZE BY DIMENSIONS 節
が指定された表が 1 つだけであるか、または
編成ディメンションが異なっています。

15

表に対するセキュリティー保護が同じではあり
ません。表が異なるセキュリティー・ポリシー
によって保護されています。

16

圧縮節 (COMPRESS NO または COMPRESS

YES) が一致しません。

17

ソース表には、ターゲット・パーティション表
の索引と互換性のある索引がありません。ター

ゲット表の索引は、ユニーク索引であるか、ま
たは REJECT INVALID VALUES 節を指定し
て XML 列に対して定義された索引です。

18

ソース表には、パーティション表の索引と互換
性のある索引がありません。また、ALTER

TABLE ステートメントで REQUIRE

MATCHING INDEXES 節が指定されていま
す。

19

アタッチされているソース表の XML 列のレコ
ード・フォーマットが、ターゲット・パーティ
ション表のレコード・フォーマットと互換性が
ありません。

20

ソース表の行アクセス制御がアクティブになっ
ていますが、ターゲット表の行アクセス制御は
アクティブになっていません。

21

ソース表の列アクセス制御がアクティブになっ
ていて、少なくとも 1 つの列マスクが使用可
能ですが、ターゲット表の列アクセス制御はア
クティブになっていません。

99

ターゲット表が LARGE 表スペースに変換され
た表スペース内に存在して、その索引はまだ大
きな RID をサポートするように再編成または
再ビルドされていません。

ユーザーの処置: ターゲット表の特性と一致するように
ソース表を変更するか、またはソース・テーブルの特性
と一致するようにターゲット表を変更して、表間のミス
マッチを訂正します。

理由コード 4、5、6、および 11 の場合、互換性のため
に、ソース表の特性もターゲット表の特性も簡単には変
更できません。 (理由コード 5 では、source-tablename

がパーティション化されているので、厳密に 1 つの明
確な (アタッチされてもデタッチされてもいない) デー
タ・パーティションが必要です。)

互換性のために、ソース表またはターゲット表のいずれ
かの特性を変更するのが困難である場合には、ターゲッ
ト表と互換性のある表を新規作成して、source-tablename

からこの新しい表にデータをコピーすることができま
す。互換性のあるソース表の作成について詳しくは、
DB2 インフォメーション・センターのタスク「新規ソ
ース表の作成」を参照してください。

1
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次のステートメントを使用して、1 つ以上の列
が不足している表に列を追加できます。

ALTER TABLE ... ADD COLUMN ... DEFAULT ...

追加された列のデフォルト値は、列が既に存在
する表での列のデフォルト値と同じであること
を確認してください。列が既に存在する表の列
に対して、
SYSCAT.COLUMNS.IMPLICITVALUE を照会
します。値が NULL ではない場合、ALTER

TABLE ADD COLUMN ステートメントのデフ
ォルトの節を使用して、デフォルト値が
SYSCAT.COLUMNS.IMPLICITVALUE 内の値
と一致するように設定します。

注: 列を追加できるのは、表の最後の既存列の
後だけです。欠落している列が最後の列ではな
い場合、新規のソース表を作成してください。

またはその代わりに、次の方法で、追加の列を
持つ表から列をドロップすることもできます。

ALTER TABLE ... DROP COLUMN ....

2

複数の値圧縮値の間の調和を実現するには、以
下のいずれかのステートメントを使用します。

ALTER TABLE ... ACTIVATE VALUE COMPRESSION

ALTER TABLE ... DEACTIVATE VALUE
COMPRESSION

行圧縮の調和を実現するには、以下のいずれか
のステートメントを使用します。

ALTER TABLE ... COMPRESS YES

ALTER TABLE ... COMPRESS NO

アダプティブ圧縮の調和を実現するには、以下
のいずれかのステートメントを使用します。

ALTER TABLE ... COMPRESS YES ADAPTIVE

ALTER TABLE ... COMPRESS YES STATIC

3

付加モードの調和を実現するには、以下のいず
れかのステートメントを使用します。

ALTER TABLE ... APPEND ON

ALTER TABLE ... APPEND OFF

4

新しいソース表を作成してください。互換性の
あるソース表の作成について詳しくは、DB2

インフォメーション・センターのタスク「新規
ソース表の作成」を参照してください。

5

次のステートメントを使用して、表示可能な単
一のデータ・パーティションが残るまでソース
表からデータ・パーティションをデタッチしま
す。

ALTER TABLE ... DETACH PARTITION

必要な set integrity ステートメントを入れてく
ださい。または、新しいソース表を作成してく
ださい。互換性のあるソース表の作成について
詳しくは、DB2 インフォメーション・センタ
ーのタスク「新規ソース表の作成」を参照して
ください。

6

許可されないタイプのものではない新規のソー
ス表を作成します。互換性のあるソース表の作
成について詳しくは、DB2 インフォメーショ
ン・センターのタスク「新規ソース表の作成」
を参照してください。

7

ソースまたはターゲット表として使用する適正
な表を判別します。

8

COMMIT ステートメントを入力して、最初に
記録されていない表を記録されるようにする
か、または次のステートメントを入力して、記
録されている表を最初に記録されないようにし
ます。

ALTER TABLE .... ACTIVATE NOT LOGGED
INITIALLY

9

データ・キャプチャー変更がオンになっていな
い表でデータ・キャプチャー変更を有効にする
には、次のステートメントを実行します。

ALTER TABLE ... DATA CAPTURE CHANGES

データ・キャプチャー変更がオンになっている
表でデータ・キャプチャー変更を無効にするに
は、次のステートメントを実行します。

ALTER TABLE ... DATA CAPTURE NONE

10

複数のデータベース・パーティションに及ぶ表
の分散キーを変更できないため、この場合は新
規のソース表を作成することが推奨されます。
単一パーティション・データベースの表で分散
キーを変更するには、次のステートメントを実
行します。
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ALTER TABLE ... DROP DISTRIBUTION

ALTER TABLE ... ADD DISTRIBUTION
(key-specification)

11

ORGANIZE BY DIMENSIONS 節に関連してタ
ーゲット表と一致する新規のソース表を作成し
ます。互換性のあるソース表の作成について詳
しくは、DB2 インフォメーション・センター
のタスク「新規ソース表の作成」を参照してく
ださい。

15

2 つの表は、同じセキュリティー・ポリシーに
よって保護されていること、タイプ
SYSPROC.DB2SECURITYLABEL として定義さ
れた同じ列があること、および同じセットの保
護された列があることが必要です。

16

ALTER TABLE tablename COMPRESS [YES |

NO] を使用して、ソース表とターゲット表の
COMPRESS 属性が一致するようにします。

17

ソース表に互換性のある索引が存在しないター
ゲット・パーティション表の索引のリストを見
つけるには、管理通知ログを参照してくださ
い。ターゲット・パーティション表と互換性の
あるユニーク索引または XML 索引をソース表
に作成します。

18

以下のいずれかを実行します。

v ソース表に互換性のある索引が存在しないタ
ーゲット表における索引のリストを見つける
には、管理通知ログを参照してください。欠
落している索引をソース表に作成して、要求
を再試行します。

v REQUIRE MATCHING INDEXES 節を
ALTER TABLE ステートメントから除去し
て、要求を再試行します。

19

ソース表の XML レコード・フォーマットを更
新して、ターゲット表のレコード・フォーマッ
トと一致するようにします。表の XML レコー
ド・フォーマットを更新するには、いくつかの
方法があります。次の 2 つの方法のいずれを
使用しても、表の XML レコード・フォーマッ
トを更新できます。

v ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャーを使
用して、表に対してオンライン表移動を実行
します。

v 以下のステップを実行します。

1. EXPORT コマンドを使用して、表データ
のコピーを作成します。

2. TRUNCATE ステートメントを使用し
て、表からすべての行を削除し、表に割
り振られたストレージを解放します。

3. LOAD コマンドを使用して、表にデータ
を追加します。

20

アタッチ先の表に必須アクセス制御があること
を確認するか、アタッチ元の表のアクセス制御
を非アクティブにします。

21

アタッチ先の表に必須アクセス制御があること
を確認するか、アタッチ元の表のアクセス制御
を非アクティブにします。

99

コマンド REORG INDEXES ALL FOR TABLE

target-tablename ALLOW NO ACCESS を発行
することにより、ターゲット表の索引を変換し
て大きな RID をサポートするようにします。

sqlcode: -20307

sqlstate: 428GE

SQL20308N STRIP WHITESPACE オプションを使用
した構文解析は、1000 バイト長を超える
空白文字だけのテキスト・ノード・ストリ
ング値が入力に含まれている場合には許可
されません。

説明: STRIP WHITESPACE オプションを付けて XML

の構文解析を行う際、空白文字だけで構成されていて、
長さが 1000 バイトを超えるテキスト・ノード・ストリ
ングが検出されると、失敗します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: PRESERVE WHITESPACE オプショ
ンを使用するか、またはストリング値が空白文字だけで
構成されているテキスト・ノードから 1000 バイトを超
過する分の空白文字を除去するように入力を変更しま
す。

sqlcode: -20308

sqlstate: 54059
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SQL20309N エラー・トレラントな
nested-table-expression の使用が無効で
す。

説明: エラー・トレラントな nested-table-expression

(RETURN DATA UNTIL 節を指定した
nested-table-expression) を以下の場所で参照することはで
きません。

v materialized-query-definition の fullselect。

v 同じステートメント。または挿入、更新、削除操作を
含むコンパウンド・ステートメント。

v 位置指定 DELETE ステートメントまたは位置指定
UPDATE ステートメントのカーソルの SELECT ステ
ートメント。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: nested-table-expression の RETURN

DATA UNTIL 節を除去して、ステートメントを再サブ
ミットしてください。

sqlcode: -20309

sqlstate: 428GG

SQL20316N コンパイル環境が無効です。理由コード
= reason-code。

説明: 提供されたコンパイル環境は、付随する理由コー
ドに指定されている理由により無効です。

1. 提供されたコンパイル環境のフォーマットは正しく
ありません。

2. 提供されたコンパイル環境のバージョンはサポート
されていません。

3. 提供されたコンパイル環境のサイズは無効です。

4. 提供されたコンパイル環境で使用されるコード・ペ
ージはこのデータベースと互換性がありません。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいたアクションは、
以下のとおりです。

1. コンパイル環境を再び獲得し、使用する前にいかな
る変更も行わないようにしてください。

2. 互換性のあるソフトウェアのレベルを使用してコン
パイル環境を再び獲得してください。

3. コンパイル環境を再び獲得し、使用する前にいかな
る変更も行わないようにしてください。

4. このコード・ページと同じコード・ページを持つデ
ータベースを使用してコンパイル環境を再び獲得し
てください。

sqlcode: -20316

sqlstate: 51040

SQL20317N この操作は、コマンドまたはステートメン
トの実行対象となるデータベースに少なく
とも 1 つのストレージ・グループが定義
されている場合にのみサポートされるた
め、コマンドまたはステートメントは失敗
しました。

説明: 自動ストレージにより、表スペースのストレージ
管理が単純化されます。ストレージ・グループを作成す
るとき、ユーザーは、データベース・マネージャーがデ
ータを配置するストレージ・パスを指定します。データ
ベースにストレージ・グループを作成すると、そのデー
タベースには常にデフォルトのストレージ・グループが
存在するようになります。自動ストレージ表スペースを
作成してデータを設定すると、デフォルトまたは指定の
ストレージ・グループを使用するために、それらの自動
ストレージ表スペースのコンテナーとスペース割り振り
がデータベース・マネージャーによって管理されます。

ストレージ・グループを必要とするアクションを、スト
レージ・グループが定義されていないデータベースに対
して実行しようとすると、このメッセージが返されま
す。そのようなアクションの例を以下に挙げます。

v 自動ストレージ表スペースを作成する

v 自動ストレージを使用するよう表スペースを変更する

v USING AUTOMATIC STORAGE 節を指定して SET

TABLESPACE CONTAINERS コマンドを実行するこ
とにより、リストア操作のために自動ストレージを使
用する

v データベースからストレージ・パスをドロップする

バージョン 10 より前のバージョンの DB2 データベー
スの場合:

バージョン 10 より前の DB2 データベースで
は、表スペースで自動ストレージを使用できる
ようにするには、自動ストレージを使用するよ
うにそのデータベースを定義する必要がありま
した。自動ストレージを必要とするアクション
を、自動ストレージが有効になっていないデー
タベースで実行しようとすると、バージョン
10 より前の DB2 データベース・サーバーに
よってこのメッセージが返されます。

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で、このメッセ
ージに応答します。

v このデータベースで自動ストレージ機能を使用するに
は、以下のアクションのいずれか 1 つを実行してく
ださい。
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– バージョン 10 より前の DB2 データベース・サー
バーの場合: 自動ストレージを使用するようデータ
ベースを変換する。

– DB2 バージョン 10 以降の場合: 少なくとも 1 つ
のストレージ・グループを作成する。

v 自動ストレージで管理されない表スペースを作成する
には、CREATE TABLESPACE ステートメントで次の
いずれかの節を使用します。

– MANAGED BY SYSTEM

– MANAGED BY DATABASE

v 自動ストレージを使用せずにリストア操作を実行する
には、USING AUTOMATIC STORAGE 節を指定せず
に SET TABLESPACE CONTAINERS コマンドを呼
び出します。

sqlcode: -20317

sqlstate: 55060

SQL20318N このタイプの表スペースではこの変更は許
可されないため、ALTER TABLESPACE

ステートメントは失敗しました。表スペー
ス名: tablespace-name。表スペースのタイ
プ: tablespace-type。非互換の節: clause。

説明: 以下の操作は、対応する示された表スペースのタ
イプと非互換です。

v MANAGED BY AUTOMATIC STORAGE として定義
された表スペースのコンテナーは、データベース・マ
ネージャーによって管理されます。つまり、データベ
ース・マネージャーは、自動的に既存のコンテナーを
拡張するか、または表スペースが関連付けられたスト
レージ・グループに定義されたストレージ・パスに基
づいて新規コンテナーを作成します。 MANAGED

BY AUTOMATIC STORAGE として定義された表ス
ペースのコンテナーは、ALTER TABLESPACE ステ
ートメントでは変更できません。

v DMS または SMS 表スペースでは、DATA

TAG、OVERHEAD、または TRANSFERRATE 節に
INHERIT オプションを指定することはできません。

v DMS または SMS 表スペースでは、節「USING

STOGROUP」は使用できません。

v TEMPORARY 自動ストレージ表スペースでは、
STOGROUP は変更できません。

v TEMPORARY 表スペースまたはシステム・カタログ
表スペースでは、DATA TAG は設定できません。

ユーザーの処置: ALTER TABLESPACE ステートメン
トを書き換えて、表スペースのタイプと互換性がある操
作が実行されるようにします。

sqlcode: -20318

sqlstate: 42858

SQL20319N SET TABLESPACE CONTAINERS コマ
ンドは、自動ストレージ表スペースに対し
て実行できません。

説明: 自動ストレージ表スペースに関連したコンテナー
はデータベースの制御下にあり、SET TABLESPACE

CONTAINERS コマンドを使用して再定義できません。

ユーザーの処置: データベース内の自動ストレージ表ス
ペースすべてに新規パス・セットを指定するには、
RESTORE DATABASE コマンドの ON オプションを使
用して、1 つ以上のパスを指定してください。

sqlcode: -20319

sqlstate: 55061

SQL20320N 表スペースに指定された最大サイズは無効
です。

説明: CREATE TABLESPACE または ALTER

TABLESPACE ステートメントに指定された最大サイズ
は無効です。表スペースを作成している場合、最大サイ
ズは指定の初期サイズ以上でなければなりません。既存
の表スペースを変更している場合、最大サイズは表スペ
ースの現行サイズ以上でなければなりません。

ユーザーの処置: このメッセージの「説明」に記載した
ように、より大きな値を最大サイズに指定してくださ
い。

sqlcode: -20320

sqlstate: 560B0

SQL20321N データベースにストレージ・グループがな
い場合はストレージ・パスを指定できない
ため、コマンドは失敗しました。

説明: バックアップ・イメージのデータベースではスト
レージ・グループが定義されていませんが、ストレー
ジ・パスが次のいずれかの方法で提供されています。

v ストレージ・パスは RESTORE DATABASE API の
呼び出しに組み込まれている。

v ストレージ・パスは、RESTORE DATABASE コマン
ドの ON オプションによって指定されている。

v ストレージ・パスは SET STOGROUP PATHS コマン
ドによって指定されている。

バージョン 10 より前のバージョンの DB2 データベー
スの場合:

SQL20318N
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バージョン 10 より前は、ストレージ・パスを指定する
ためには、バックアップ・イメージ内の DB2 データベ
ースが、自動ストレージを使用するように定義されてい
なければなりませんでした。バージョン 10 より前の
DB2 データベース・サーバーで、自動ストレージを必
要とするアクションを、自動ストレージが有効になって
いないデータベースのバックアップ・イメージで実行し
ようとすると、このメッセージが返されます。

ユーザーの処置: 適切な処置を取って問題を解決してく
ださい。

v RESTORE DATABASE API を呼び出すときはストレ
ージ・パスを組み込まない。

v RESTORE DATABASE コマンドの ON オプションを
指定しない。

v SET STOGROUP PATHS コマンドを指定しない。

sqlcode: -20321

sqlstate: 55062

SQL20322N 提供されるデータベース名は server-name

(アプリケーションの接続先データベース
の名前) と一致しません。

説明: データベース名は server-name (アプリケーショ
ンの現在の接続先データベースの名前) と一致しませ
ん。データベース名は、明示的に指定されたものか、指
定したデータベース別名により判別されたもののいずれ
かです。

ユーザーの処置: 現在接続しているデータベースを変更
するつもりの場合、ステートメントからデータベース名
を除去するか、または正しい名前を指定してください。
現在接続しているデータベースではなく、特定の名前を
持つデータベースを変更するつもりの場合、ステートメ
ントを再サブミットする前に、現行のデータベースから
切断し、指定のデータベースに接続してください。デー
タベースをバックアップまたは復元する場合、そのデー
タベースに接続して、正しいデータベース名またはデー
タベース別名を指定してください。

sqlcode: -20322

sqlstate: 42961

SQL20323N ストレージ・パス storage-path がストレ
ージ・グループに既に存在するか、または
2 回以上指定されています。

説明: 追加されているストレージ・パスがストレージ・
グループに既に存在するか、または提供されているリス
ト内で重複しています。

ユーザーの処置: コマンドまたはステートメントからパ

スを除去し、コマンドまたはステートメントを再サブミ
ットしてください。

sqlcode: -20323

sqlstate: 42748

SQL20324N 操作 operation はすでに進行中です。

説明: 操作 operation はすでにこのトランザクションで
発行されているか、まだコミットされていない別のトラ
ンザクションの一部として発行されています。

ユーザーの処置: 未解決操作を含むトランザクションを
コミットしてから、ステートメントを再発行してくださ
い。

sqlcode: -20324

sqlstate: 25502

SQL20325N 表スペース tablespace-name にコンテナー
を追加、拡張、または設定すると、最大サ
イズ max-size を超過します。

説明: 表スペース tablespace-name の AUTORESIZE は
YES に設定され、最大サイズも定義されています。し
かし、ALTER TABLESPACE ステートメントによって
表スペースに追加される、または TABLESPACE

CONTAINERS コマンドによって設定されるスペースの
量は、この最大サイズより大きな表スペースのサイズに
なります。

ユーザーの処置: ALTER TABLESPACE ステートメン
トを実行している場合、ステートメントを再サブミット
する前に、表スペースの現行サイズと追加されているス
ペースの量を足したもの以上になるように表スペースの
MAXSIZE を増やしてください。あるいは、表スペース
の AUTORESIZE を NO に設定してください。自動サ
イズ変更を無効にすると、MAXSIZE および
INCREASESIZE の現行値は失われます。

SET TABLESPACE CONTAINERS コマンドを実行して
いる場合、表スペースの最大サイズ以下の合計サイズを
持つコンテナーのセットを指定します。

sqlcode: -20325

sqlstate: 54047

SQL20326N string で終了する XML 要素名、属性
名、名前空間接頭部、または URIが、
1000 バイトの制限を超えています。

説明: システムは、要素名、属性名、名前空間接頭部、
または URI を処理して、ストリングの内部 ID を生成
しようとしています。 UTF-8 で表現すると、ストリン
グの長さが、1000 バイトというストリングに対する制
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限を超えています。 string の値は、制限を超えているス
トリングの末尾の文字群を示します。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: より短い要素名、属性名、名前空間接
頭部、または URI を使用して、操作を再試行してくだ
さい。

sqlcode: -20326

sqlstate: 54057

SQL20327N XML パスの内部表記が 125 レベルの制
限を超えています。

説明: システムは XML パスの内部表現を生成しよう
としています。このパスは、構文解析中または妥当性検
査中の XML 文書の中、あるいは構成される XML 値
の中に存在しているものかもしれません。文書のネスト
が深すぎて、限界に達しています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 文書または構成される XML 値で、
使用する要素および属性のレベルの数を減らしてくださ
い。

sqlcode: -20327

sqlstate: 54058

SQL20328N ターゲット名前空間が namespace で、ス
キーマ・ロケーションが location の文書
は、すでに schema-name で識別される
XML スキーマに追加されています。

説明: このエラーは、XSR_ADDSCHEMADOC ストア
ード・プロシージャーの呼び出し中に発生する可能性が
あります。 1 つの XML スキーマの中に、
targetnamespace と schemalocation が同一の文書が 2 つ
あってはなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 追加しようとしている文書の名前空間
または schemalocation のいずれかを変更してください。

sqlcode: -20328

sqlstate: 42749

SQL20329N 1 つ以上の XML スキーマ文書が欠落し
ているために、XML スキーマの完全性検
査が失敗しました。欠落している XML

スキーマ文書の 1 つは、uri という
uri-type によって識別されます。

説明: 完全な XML スキーマには複数の XML スキー
マ文書が必要なのに、少なくとも 1 つの XML スキー

マ文書が XML スキーマ・リポジトリーから欠落してい
る、ということが XML スキーマ登録完了処理によって
判別されました。欠落している XML スキーマ文書は、
targetnamespace または schemalocation のいずれかの
uri-type、および名前空間または XML スキーマ・ロケ
ーションの値 uri によって識別されます。欠落している
XML スキーマ文書への参照は、XML スキーマに定義
されている XML スキーマ文書の 1 つに含まれている
可能性があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: XML スキーマの XML スキーマ文書
のうち欠落しているものを XML スキーマ・リポジトリ
ーに追加してください。 uri の uri-type で識別される文
書を追加する必要があります。

sqlcode: -20329

sqlstate: 428GI

SQL20330N XML uri-type1 uri1 および XML

uri-type2 uri2 で識別される xsrobject-type

が XML スキーマ・リポジトリーにあり
ません。

説明: ステートメントまたはコマンドを処理するために
XML スキーマ・リポジトリーの XSROBJECT を使用す
ることが必要でしたが、これが見つかりませんでした。

xsrobject-type が XMLSCHEMA の場合、XML 値の妥当
性検査を行うために XML スキーマが必要です。
uri-type1 は NAMESPACE です。XML スキーマのター
ゲット名前空間 uri1 は、ACCORDING TO

XMLSCHEMA URI 節を使用するステートメントで明示
的に識別されている、あるいは XML 値の中で識別され
る可能性があります。オプションの LOCATION 節も指
定されている場合、uri-type2 は LOCATION であり、
uri2 はこの値を示します。LOCATION 節が指定されて
いない場合、これは空ストリングです。

xsrobject-type が EXTERNAL ENTITY の場合、XML 値
の構文解析または妥当性検査を行うために XML 外部エ
ンティティーが必要です。外部エンティティーの識別
は、SYSTEM ID の uri-type1 とシステム ID の uri1、
および PUBLIC ID の uri-type2 と公開 ID の uri2 に
基づいたものとなります。 uri2 が空の場合、使用でき
る公開 ID はありませんでした。

ステートメントまたはコマンドが処理されません。

ユーザーの処置: XML 値を処理する前に、uri1 および
uri2 によって示される XML スキーマまたは XML 外
部エンティティーを登録してください。

sqlcode: -20330

sqlstate: 22532、4274A
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SQL20331N XML コメント値 string は無効です。

説明: XML コメントに 2 つの隣接ハイフンを含めた
り、末尾をハイフンにしたりすることはできません。

ユーザーの処置: XML コメントの値が有効であること
を確認してください。

sqlcode: -20331

sqlstate: 2200S

SQL20332N XML 処理命令値 string は無効です。

説明: XML 処理命令にサブストリング「?>」を含める
ことはできません。

ユーザーの処置: XML 処理命令の値が有効であること
を確認してください。

sqlcode: -20332

sqlstate: 2200T

SQL20333N データ・ソース data-source で整合性制約
に違反したため、操作を実行できませんで
した。関連テキストとトークンは tokens

です。

説明: 挿入、更新、または削除操作がフェデレーテッ
ド・データ・ソースで定義された整合性制約に違反しま
した。違反はデータ・ソースでのトリガーの対話が原因
の可能性があります。

ステートメントは実行できませんでした。オブジェクト
表の内容は変更されません。

データ・ソースの中には、違反された制約に関する特定
の情報を提供しないものや、db2diag ログ・ファイルに
詳細な情報を提供するものがあります。

ユーザーの処置: 操作によって参照されたオブジェクト
に関する制約を調べ、違反の原因を判別してください。
違反された制約に関する詳細について、db2diag ログ・
ファイルを調べてください。

sqlcode: -20333

sqlstate: 23527

SQL20334N Web サービス・データ・ソース tokens

から SOAP Fault を受け取りました。関
連テキストとトークンは text-and-tokens

です。

説明: Simple Object Access Protocol (SOAP) を使用し
ている Web サービス・データ・ソース
data-source-name が、フェデレーテッド・サーバーに
SOAP Fault を送信しました。このエラー状態に関する
詳細情報が tokens に示されます。

ユーザーの処置: tokens で提供される情報を使用し
て、データ・ソース data-source-name の SOAP Fault

の根本原因を識別して訂正してください。

sqlcode: -20334

sqlstate: 560CB

SQL20335N XML uri-type1 uri1 および uri-type2 uri2

によって識別される複数の xsrobject-type

が XML スキーマ・リポジトリー内に存
在しています。

説明: XML スキーマまたは外部エンティティーの識別
に使用される URI に一致する、複数の登録済み
XSROBJECT があります。

xsrobject-type が XMLSCHEMA である場合、XML スキ
ーマの識別は、NAMESPACE の uri-type1 と XML ス
キーマのターゲット名前空間の uri1、および
LOCATION の uri-type2 と XML スキーマ・ロケーシ
ョンの uri2 に基づいたものとなります。 uri2 が空の場
合、スキーマ・ロケーションは指定されていませんでし
た。

xsrobject-type が EXTERNAL ENTITY である場合、外
部エンティティーの識別は、SYSTEM ID の uri-type1

とシステム ID の uri1、および PUBLIC ID の
uri-type2 と公開 ID の uri2 に基づいたものとなりま
す。 uri2 が空の場合、公開 ID は指定されていません
でした。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: uri1 および uri2 の両方が示されてい
る場合、XML スキーマ・リポジトリーからタイプ
xsrobject-type の重複する XSROBJECT をドロップして
ください。XML スキーマの場合であれば、これらの
XML スキーマの一方に XMLSCHEMA ID を明示的に
指定してください。スキーマ・ロケーション (uri2) が空
の場合は、XML スキーマを固有に識別するために
XMLSCHEMA URI および LOCATION を明示的に指定
することもできます。

sqlcode: -20335

sqlstate: 22533、4274B

SQL20336N データ・タイプ source-data-type を持つ値
を、タイプ target-data-type に XMLCAST

できません。

説明: ステートメントに、データ・タイプ
target-data-type にキャストされるデータ・タイプ
source-data-type を持つ最初のオペランドが指定された
CAST が入っています。このキャストはサポートされて
いません。
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ユーザーの処置: キャストがサポートされるよう、ソー
スまたはターゲットのいずれかのデータ・タイプを変更
してください。事前定義されたデータ・タイプについて
は、SQL リファレンスを参照してください。ユーザー
定義特殊タイプの入ったキャストの場合、キャストは基
本データ・タイプとユーザー定義の異なるタイプ間、ま
たは基本データ・タイプにプロモート可能なデータ・タ
イプから、ユーザー定義特殊タイプに対してのみ行われ
ます。

sqlcode: -20336

sqlstate: 42846

SQL20337N BY REF 節が指定されていないか、また
は使用法が誤っています。理由コード =

reason-code

説明: 以下に、reason-code が取り得る値に基づいてエ
ラーを説明します。

1. XMLQUERY、XMLEXISTS、または XMLTABLE 関
数の引数の対応するデータ・タイプが XML 以外の
ものの場合、 BY REF 節を指定することはできませ
ん。このエラーは、BY REF 節が XMLTABLE 列の
定義内で発行され、列のタイプが XML でない場合
にも起きることがあります。

2. XMLTABLE 節がデータ・タイプ XML の列を定義
する場合は、BY REF 節を指定する必要がありま
す。

3. XML シーケンスを戻す XMLQUERY 関数内では
BY REF 節を指定する必要があります。 BY REF

節は、RETURNING SEQUENCE 節に続けて、また
は PASSING 節内で明示的に指定できます。

ユーザーの処置: reason-code に基づいて、以下のアク
ションを取ってください。

1. XML 以外のデータ・タイプに関連している場合は
BY REF 節を除去する。

2. XMLTABLE 関数のデータ・タイプ引数が XML の
場合は、BY REF 節を指定する。

3. RETURNING SEQUENCE キーワードに続けて BY

REF 節を指定するか、または PASSING BY REF 節
を指定する。

sqlcode: -20337

sqlstate: 42636

SQL20338N XMLCAST 指定のソース・オペランドま
たはターゲット・オペランドの一方のデー
タ・タイプは XML でなければなりませ
ん。

説明: XMLCAST 指定には、データ・タイプが XML

のオペランドが 1 つ必要です。 XMLCAST 操作は、
XML タイプ値から SQL タイプ値に向けて、または
SQL タイプ値から XML タイプ値に向けて実行するこ
とができます。ソース・オペランドとターゲット・オペ
ランドが両方とも XML の場合、XMLCAST 指定はこ
れを受け入れるものの、実際のキャスト操作は実行され
ません。

ユーザーの処置: 両方のオペランドが XML 以外の
SQL データ・タイプである場合は、CAST 指定を使用
してください。そうでない場合は、少なくとも 1 つの
オペランドが XML データ・タイプになるように、
XMLCAST 指定を変更してください。

sqlcode: -20338

sqlstate: 42815

SQL20339N XML スキーマ xmlschema-name は、操作
operation を実行できる正しい状態ではあ
りません。

説明: XML スキーマ ID xmlschema-name により識別
された XML スキーマは正しい状態でないため、これに
対して operation で指定された操作を実行することがで
きません。たとえば、XML スキーマがすでに完成して
いるのに、操作が追加の XML スキーマ文書を追加しよ
うとする場合などです。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: XML スキーマの現在の状態を検査し
て、その XML スキーマに有効な操作を判別してくださ
い。 XML スキーマが完成している場合、それ以上の
XML スキーマ文書を追加することはできません。

sqlcode: -20339

sqlstate: 55063

SQL20340N XML スキーマ xmlschema-name に含まれ
ている最低 1 つの XML スキーマ文書
(コンポーネント ID component-id) は、同
じ namespace という名前空間に属してい
る他の XML スキーマ文書に include ま
たは redefine で接続していません。

説明: ID xmlschema-name により識別される XML ス
キーマには、名前空間 namespace 内の複数の XML ス
キーマ文書が含まれています。これらの XML スキーマ
文書のうち少なくとも 1 つは、include または redefine

を使用して同じ名前空間内の他の XML スキーマ文書に
接続していません。このような XML スキーマ文書の 1

つは、XML スキーマ・リポジトリーの中で、コンポー
ネント ID component-id によって識別されます。
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ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 名前空間内のすべての XML スキー
マ文書が include または redefine を使用して接続するよ
うに、XML スキーマ文書を訂正してください。名前空
間の中で接続していない、特に言及されている XML ス
キーマ文書の詳細を調べるため、component-id を使用し
て SYSCAT.XSROBJECTCOMPONENTS を照会するこ
とができます。

sqlcode: -20340

sqlstate: 22534

SQL20341W auth-ID がすでにデータベース・オブジェ
クトの所有者であるため、転送操作は無視
されました。

説明: TRANSFER ステートメントは、データベース・
オブジェクトを許可 ID auth-ID に転送するよう指定し
ていました。許可 ID はすでにデータベース・オブジェ
クトの所有者です。データベース・オブジェクトを転送
する必要はありません。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

sqlcode: +20341

sqlstate: 01676

SQL20342N auth-ID は、タイプ object-type のオブジ
ェクト object-name を所有するために必要
な 1 つ以上の特権 privilege-list をこのオ
ブジェクトに対して持っていません。

説明: TRANSFER ステートメントが、オブジェクトの
所有者になるために必要な特権を持たない許可 ID

auth-ID に、オブジェクトの所有権を転送しようとしま
した。オブジェクト object-name に対する特権
privilege-list は、欠落している特権です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 転送するオブジェクト object-name の
所有者になるために必要なすべての特権 (privilege-list

に示されている) を、許可 ID auth-ID に付与してくだ
さい。

sqlcode: -20342

sqlstate: 42514

SQL20344N object-name2 が関係した従属関係が原因
で、所有権転送 object-name1 が失敗しま
した。理由コード = reason-code。

説明: 以下の理由コードによって示されているとおり、
従属関係が原因で所有権転送が失敗しました。

1 表階層 object-name2 内の表 object-name1 は副
表なので、転送できない。

2 ビュー階層 object-name2 内のビュー
object-name1 はサブビューなので、転送できな
い。

3 索引を定義している表 object-name2 は宣言さ
れたグローバル一時表であるので、索引
object-name1 を転送できない。

4 メソッド本体または機能 object-name1 は、ユ
ーザー定義タイプ object-name2 の作成時に暗
黙的に生成されたので転送できない。

5 パッケージ object-name1 は、SQL プロシージ
ャー object-name2 に依存するために転送でき
ない。

6 イベント・モニター object-name1 はアクティ
ブであるため転送できない。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1 表階層全体を転送する。

2 ビュー階層全体を転送する。

3 宣言されたグローバル一時表をドロップする。

4 このメソッドまたは機能を作成したタイプをド
ロップする。

5 SQL プロシージャーを転送する。

6 イベント・モニターの状態を非アクティブに設
定する。

sqlcode: -20344

sqlstate: 429BT

SQL20345N XML 値が、単一のルート要素を持つ整形
式文書になっていません。

説明: XML 値が整形式文書ではありません。表内に保
管される、または妥当性検査される XML 値は、単一の
ルート要素を持つ整形式 XML 文書でなければなりませ
ん。 XML 値の文書ノードにはテキスト・ノードの子を
含めないでください。ただし、コメント・ノードまたは
処理命令ノードの子を含めることは可能です。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: XML 値を保管または妥当性検査する
には、それが単一のルート要素を持つ整形式文書となる
よう、XML 値を変更する必要があります。文書が整形
式である場合、XML 値の文書ノードに子として含まれ
るのが単一の要素ノードのみであり、テキスト・ノード
の子が含まれていないことを確認してください。そうで
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ない場合、XML 値を保管または妥当性検査しないでく
ださい。

sqlcode: -20345

sqlstate: 2200L

SQL20346N XML スキーマ xmlschema-id には、名前
空間 namespace-uri 内の、
element-local-name という名前のグローバ
ル要素が含まれていません。

説明: 妥当性検査の操作は、名前空間 namespace-uri 内
の明示的なエレメント・ローカル名 element-local-name

が、妥当性検査対象の XML 文書のルート要素であると
指定していました。しかし、SQL ID xmlschema-id の
XML スキーマは、名前空間 namespace-uri 内の
element-local-name をグローバル要素として宣言してい
ません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 妥当性検査対象の XML スキーマお
よび XML 文書にとって、名前空間 namespace-uri 内の
要素ローカル名 element-local-name が正しいものである
ことを確認してください。要素ローカル名、名前空間、
または XML スキーマを変更して、妥当性検査を再試行
してください。

sqlcode: -20346

sqlstate: 22535

SQL20347N XML 値には、名前空間 namespace-uri 内
の element-local-name という名前のルート
要素が含まれていません。

説明: XML 文書のルート要素が、妥当性検査用に指定
された名前空間 namespace-uri 内の必須要素ローカル名
element-local-name と一致していません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ルート要素が、指定された要素ローカ
ル名および名前空間と一致する XML 値を指定してくだ
さい。 XML 値が正しい場合は、指定された要素ローカ
ル名または名前空間を変更してください。

sqlcode: -20347

sqlstate: 22536

SQL20349N プラグイン plugin-name 用のユーザー・
マッピング・リポジトリーのユーザー・マ
ッピングにアクセスできません。理由コー
ド reason-code

説明: プラグイン plugin-name 用のユーザー・マッピ
ング・リポジトリーのユーザー・マッピングにアクセス

できません。エラーの原因は、reason-code に示されて
います。

1

ユーザー・マッピング・プラグインがロードで
きない。

2

ユーザー・マッピング・プラグインが報告した
ユーザー・マッピング・プラグイン API のバ
ージョンは、フェデレーションがサポートする
バージョンとの互換性がない。

3

ユーザー・マッピング・リポジトリーへの接続
が確立できないか、または接続要求がタイムア
ウトになった。

4

ユーザー・マッピング項目が、ユーザー・マッ
ピング・リポジトリー上で見つからない。

5

ユーザー・マッピング・リポジトリーのユーザ
ー・マッピング項目の処理中に、暗号化解除エ
ラーが発生した。

6

ユーザー・マッピング・リポジトリーからの切
断が失敗した。

7

無効なパラメーターがユーザー・マッピング・
プラグインに渡された。

8

ユーザー・マッピング・プラグインの無許可呼
び出しが検出された。

9

ユーザー・マッピング・プラグインの終了が失
敗しました。

10

予期しないエラーが検出されました。

ユーザーの処置: ユーザー・マッピング・プラグインの
詳細については、フェデレーションの資料を参照してく
ださい。アクションは次のように reason-code に基づい
ています。

1

ユーザー・マッピング・プラグインが存在して
おり、正しい位置にあることを確認してくださ
い。
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2

ユーザー・マッピング・プラグインがフェデレ
ーションのサポートするバージョンのユーザ
ー・マッピング・プラグイン API を使用して
いること、およびユーザー・マッピング・プラ
グインが正しいバージョン番号を報告している
ことを確認してください。

3

ユーザー・マッピング・リポジトリーが稼働中
であること、およびユーザー・マッピング・プ
ラグインのリポジトリー接続パラメーターが正
しいことを確認してください。

4

ユーザー・マッピング・リポジトリー上で、対
応するユーザー・マッピング項目を作成してく
ださい。

5

ユーザー・マッピング・プラグインに暗号化解
除ロジックが正しくインプリメントされている
ことを確認してください。

6

ユーザー・マッピング・リポジトリーとネット
ワークが稼働中であるかどうかを確認してくだ
さい。

7

ユーザー・マッピング・プラグインに渡された
すべてのパラメーター値が正しいことを確認し
てください。

8

フェデレーションにユーザー・マッピング・プ
ラグインを呼び出す権限があることを確認して
ください。

9

プラグイン・レベルのグローバル・リソースを
解放できるかどうか確認してください。

10

プラグインがこのエラーを定義済みエラーの 1

つにマップすることを確認してください。エラ
ーのトレース情報を db2diag ログ・ファイルか
ら入手できる場合があります。

sqlcode: -20349

sqlstate: 429BU

SQL20350N プラグイン plugin-name 用のユーザー・
マッピング・リポジトリーで認証が失敗し
ました。

説明: ユーザー・マッピング・リポジトリーでの認証が
失敗したため、プラグイン plugin-name 用のユーザー・
マッピング・リポジトリーのユーザー・マッピングにア
クセスできません。

ユーザーの処置: ユーザー・マッピング・プラグインの
詳細については、フェデレーションの資料を参照してく
ださい。プラグインのリポジトリー接続信用証明情報パ
ラメーターを訂正してください。

sqlcode: -20350

sqlstate: 42516

SQL20351W すでにプラグインが定義されているラッパ
ー wrapper-name のサーバーについて、ラ
ッパー・オプションが無視されました。

説明: サーバーに指定された既存の DB2_UM_PLUGIN

関連オプションは、対応するラッパーの
DB2_UM_PLUGIN 関連オプションを作成または変更し
ても、上書きされません。

ユーザーの処置: サーバーに指定済みの
DB2_UM_PLUGIN 関連オプションを変更するには、サ
ーバー・オプションを直接変更してください。

sqlcode: +20351

sqlstate: 01677

SQL20352W ユーザー・マッピングへの変更はフェデレ
ーテッド・カタログ表だけに適用され、外
部ユーザー・マッピング・リポジトリーに
は適用されません。

説明: DB2_UM_PLUGIN オプションがサーバーに対し
て設定されています。このサーバーのユーザー・マッピ
ングは外部ユーザー・マッピング・リポジトリーから読
み取られますが、CREATE USER MAPPING、ALTER

USER MAPPING、および DROP (USER MAPPING) ス
テートメントはフェデレーテッド・カタログ表内のユー
ザー・マッピングにしか影響を与えません。

ユーザーの処置: 外部ユーザー・マッピング・リポジト
リーへの別のインターフェースを使用して、ユーザー・
マッピングを作成、変更、またはドロップしてくださ
い。

sqlcode: +20352

sqlstate: 01678
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SQL20353N 比較が伴う操作で、データ・タイプ
type-name として定義されたオペランド
name を使用することはできません。

説明: 比較を伴う操作において、データ・タイプ
type-name として定義された、name によって識別される
値を使用することは許可されていません。以下では、結
果が type-name データ・タイプとなる式は許可されてい
ません。

v SELECT DISTINCT ステートメント

v GROUP BY 節

v ORDER BY 節

v DISTINCT を持つ集約関数

v UNION ALL 以外のセット演算子の SELECT または
VALUES ステートメント

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: データ・タイプ type-name では、要
求された処理はサポートされていません。この値のデー
タ・タイプは、CAST または他の関数を使用して、サポ
ートされるデータ・タイプに変更することができるかも
しれません。

sqlcode: -20353

sqlstate: 42818

SQL20354N 表 table-name の行変更タイム・スタンプ
列の指定が無効です。

説明: 以下の理由のいずれかで、行変更タイム・スタン
プ列の指定が無効です。行変更タイム・スタンプ列で
は、以下を行うことはできません。

v 主キーの列にする。

v 外部キーの列にする。

v 関数的依存関係 DEPENDS ON 節の列にする。

v データベース・パーティション・キーの列にする。

v 一時表に対して定義する。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: 構文を訂正して、ステートメントを再
サブミットしてください。

sqlcode: -20354

sqlstate: 429BV

SQL20356N 表 table-name を切り捨てることができま
せん。理由として、表の DELETE トリ
ガーが存在するか、またはこの表が参照制
約において親となっています。

説明: 次のいずれかの理由により、TRUNCATE ステー
トメントを処理できませんでした:

v TRUNCATE ステートメントの結果として、DELETE

トリガーがアクティブ化されます。ただし、
RESTRICT WHEN DELETE TRIGGERS が (暗黙的ま
たは明示的に) ステートメントで指定されています。
切り捨て対象の表に DELETE トリガーが存在する場
合にこの状況が発生する可能性があり、TRUNCATE

ステートメントの結果としてトリガーがアクティブ化
されます。

v 切り捨てられる表は、参照制約における親表となって
います。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: DELETE トリガーが存在するために
ステートメントが失敗した場合は、IGNORE DELETE

TRIGGERS 節を TRUNCATE ステートメントで指定し
てください。参照制約のためにステートメントが失敗し
た場合は、ALTER TABLE ステートメントを使って参
照制約をドロップした後、TRUNCATE ステートメント
を再発行してください。

sqlcode: -20356

sqlstate: 428GJ

SQL20357N 1 つ以上のフェデレーテッド 1 フェー
ズ・コミット・データ・ソース・サイト
で、コミットまたはロールバック処理が失
敗しました。この結果、トランザクション
の結果はすべてのサイトで一貫性のあるも
のとはなっていない可能性があります。後
続の SQL ステートメントは処理できま
す。 理由コード reason-code

説明: フェデレーテッド・サーバーがトランザクション
のコミットまたはロールバックの要求を送信しました
が、要求を完了できないフェデレーテッド 1 フェー
ズ・コミット・データ・ソース・サイトが 1 つ以上あ
ります。サーバー障害、通信リンク障害、または他の障
害が原因かもしれません。トランザクションのコミット
またはロールバックは不完全です。

理由コードは具体的な状況を示しています。

1. コミット障害に更新フェデレーテッド・データ・ソ
ースは関係していない。

2. コミット障害に更新フェデレーテッド・データ・ソ
ースが関係している。

3. ロールバック障害に更新フェデレーテッド・デー
タ・ソースは関係していない。

4. ロールバック障害に更新フェデレーテッド・デー
タ・ソースが関係している。
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5. フェデレーテッド・サーバーで db2fmp 処理が異常
終了したために、コミット処理またはロールバック
処理がエラー '-430' を検出しました。

ユーザーの処置: 詳細については管理通知ログをチェッ
クしてください。フェデレーテッド 1 フェーズ・コミ
ット・データ・ソース・サイトで手動で補正処置を適用
することが必要な場合があります。システム管理者に連
絡して援助を求める必要がある場合があります。

理由 5 の場合、フェデレーテッド・サーバーからアプ
リケーションを切断してください (例えば、'connect

reset' clp コマンドを発行して再接続する)。

sqlcode: -20357

sqlstate: 40003

SQL20358N コミット処理またはロールバック処理がエ
ラーを検出しました。一部のフェデレーテ
ッド 2 フェーズ・コミット・データ・ソ
ース・サイトでのトランザクションが未確
定の可能性があります。後続の SQL ス
テートメントは処理できます。 理由コー
ド reason-code

説明: フェデレーテッド・サーバーがトランザクション
のコミットまたはロールバックの要求を送信しました
が、要求を完了できないフェデレーテッド 2 フェー
ズ・コミット・データ・ソース・サイトが 1 つ以上あ
ります。サーバー障害、通信リンク障害、または他の障
害が原因かもしれません。トランザクションは、フェデ
レーテッド 2 フェーズ・コミット・データ・ソース・
サイトで未確定の可能性があります。

理由コードは具体的な状況を示しています。

1. フェデレーテッド・データ・ソース・サイトからの
コミット確認通知の欠落。

2. フェデレーテッド・データ・ソース・サイトからの
異常終了確認通知の欠落。

3. ロールバック処理がエラーを検出しました。トラン
ザクションは、フェデレーテッド 2 フェーズ・コミ
ット・データ・ソース・サイトで未確定の可能性が
あります。

4. フェデレーテッド・サーバーで db2fmp 処理が異常
終了したために、コミット処理またはロールバック
処理がエラー '-430' を検出しました。

ユーザーの処置: エラーの原因を判別してください。
最も一般的なエラーの原因は、フェデレーテッド・サー
バー障害、フェデレーテッド・データ・ソース・サイト
障害、または接続障害なので、システム管理者に連絡し
て援助を求める必要があります。フェデレーテッド・サ
ーバー障害の場合、RESTART DATABASE コマンドは
このトランザクションのコミット処理またはロールバッ

ク処理を完了します。フェデレーテッド・データ・ソー
ス・サイト障害の場合は、障害が発生したデータ・ソー
スを再始動してください。接続障害の場合は、ネットワ
ーク管理者または通信の専門家、もしくは両者に連絡し
て、問題の原因を判別してください。

理由 3 の場合、フェデレーテッド・データ・ソース・
サイトの未確定トランザクションと考えられるものをチ
ェックして、存在する場合には、それを手動で解決して
ください。

理由 4 の場合、フェデレーテッド・サーバーからアプ
リケーションを切断してください (例えば、'connect

reset' clp コマンドを発行して再接続する)。

sqlcode: -20358

sqlstate: 08007

SQL20360W 指定された許可 ID には、トラステッド
接続を確立できません。

説明: 指定された許可 ID には、トラステッド接続を
確立できません。対応するトラステッド・コンテキスト
が現在定義されていないか、またはサーバーがトラステ
ッド・コンテキストをサポートしていません。

トラステッド接続の作成が失敗し、通常接続が作成され
ました。

フェデレーテッド・システム・ユーザー: フェデレーテ
ッド要求時にこのメッセージが戻される場合、フェデレ
ーテッド・データベースとリモート・サーバーとの間の
トラステッド接続の作成が失敗し、代わりに通常接続が
作成されました。

ユーザーの処置: サーバーがトラステッド・コンテキス
トをサポートしていることと、トラステッド・コンテキ
ストが正しく定義されていることを確認し、トラステッ
ド接続の再確立を試行してください。

フェデレーテッド・システム・ユーザー: リモート・サ
ーバーがトラステッド・コンテキストをサポートしてい
ることと、トラステッド・コンテキストがリモート・サ
ーバーで正しく定義されていることを確認してくださ
い。

sqlcode: +20360

sqlstate: 01679

SQL20361N トラステッド・コンテキスト context-name

内の、許可 ID authorization-name を使用
するユーザー切り替え要求は、理由コード
reason-code のために失敗しました。

説明: トラステッド・コンテキスト context-name 内の
ユーザー切り替え要求が失敗しました。トラステッド接
続は未接続状態です。
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ユーザーの処置: 許可 ID authorization-name および理
由コード reason-code に関する以下の説明に基づいて、
必要なアクションを判別してください。

1 許可 ID は、トラステッド・コンテキストで許
可されたユーザーではありません。トラステッ
ド・コンテキスト定義の説明に従って、トラス
テッド・コンテキストで許可されたユーザーの
許可 ID を提供してください。

2 ユーザー切り替え要求に認証トークンが含まれ
ていませんでした。許可 ID 用の認証トークン
を提供してください。

3 トラステッド・コンテキスト・オブジェクトが
無効であるか、ドロップされたか、またはその
システム許可 ID が変更されています。トラス
テッド接続を確立した許可 ID だけが許可され
ます。この許可 ID を指定してください。

sqlcode: -20361

sqlstate: 42517

SQL20362N 値 value を持つ属性 attribute-name はト
ラステッド・コンテキスト context-name

の定義の一部ではないため、ドロップまた
は変更することができません。

説明: 属性 attribute-name がトラステッド・コンテキス
トに指定されましたが、トラステッド・コンテキストは
この名前の属性を使用して定義されていません。 ステ
ートメントを処理できませんでした。

ユーザーの処置: サポートされない属性の名前を除去し
て、ステートメントを再発行してください。

sqlcode: -20362

sqlstate: 4274C

SQL20363N 値 value を持つ属性 attribute-name は、
トラステッド・コンテキスト context-name

に固有ではありません。

説明: トラステッド・コンテキスト context-name の作
成または変更中に、重複値 value が attribute-name 属性
に対して指定されました。属性名と値の各組は、トラス
テッド・コンテキストに対して固有でなければなりませ
ん。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 固有でない attribute-name の指定は除
去して、ステートメントを再発行してください。

sqlcode: -20363

sqlstate: 4274D

SQL20364N ステートメントの中の位置 number にあ
る名前 name の ID が長すぎます。

説明: 宛先バッファーに収めるのに記述ステートメント
のうち少なくとも 1 つの ID が長すぎます。長すぎる
名前のうち最初のものが、名前 name および順序位置番
号によって示されます。準備済み照会の describe output

を実行している場合、この順序位置は、その照会の選択
リスト列に対する相対値です。 CALL ステートメント
の describe output を実行している場合、この順序位置
は、その CALL の解決先プロシージャーの OUT また
は INOUT パラメーターに対する相対値です。 CALL

ステートメントの describe input を実行している場合、
この順序位置は、その CALL の解決先プロシージャー
の IN または INOUT パラメーターに対する相対値で
す。

列名、パラメーター名、ユーザー定義タイプ名、または
ユーザー定義タイプ・スキーマ名が長すぎるか、または
コード・ページ変換後の結果が長すぎます。 SQLDA 構
造を使用するとき、列名、パラメーター名、ユーザー定
義タイプ名、およびユーザー定義タイプ・スキーマ名の
長さが制限されることに注意してください。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行します。

1. サポートされている最大長を超えて拡張されること
のないようなコード・ページの指定されているクラ
イアントを使用してください。

2. 列名の場合、列の名前がもっと短くなるように表、
ビュー、またはニックネームを変更してください。

3. パラメーター名の場合、パラメーターの名前がもっ
と短くなるようにプロシージャーを変更してくださ
い。

4. ユーザー定義タイプ名またはユーザー定義タイプ・
スキーマ名の場合、ユーザー定義タイプの名前がも
っと短くなるようにユーザー定義タイプをドロップ
および再作成してください。

5. スキーマ名の場合、表、ビュー、プロシージャー、
またはユーザー定義タイプを変更してください。

sqlcode: -20364

sqlstate: 42622

SQL20365W DECFLOAT に関わる算術演算または関
数で、シグナル NaN が検出されました

説明: DECFLOAT 列または値を含む式、算術演算、ま
たは関数で、シグナル NaN (sNaN) が検出されました。
結果は NaN です。

ユーザーの処置: 警告が戻されないようにするには、シ
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グナル NaN を含むタプルを検出し、それを照会から除
外します。

sqlcode: +20365

sqlstate: 01565

SQL20371W トラステッド・コンテキスト context-name

は、ステートメントで指定された一部の
(すべてではない) 許可 ID で使用できな
くなっています。

説明: context-name の ALTER TRUSTED CONTEXT

ステートメントに複数の許可 ID または PUBLIC が指
定された DROP USE FOR 節が含まれていますが、1

つ以上の許可 ID がトラステッド・コンテキストを使用
するように定義されていませんでした。 1 つ以上のユ
ーザーがトラステッド・コンテキストの定義から除去さ
れましたが、1 つ以上の他のユーザーはこれまでこのト
ラステッド・コンテキストを使用することを許可されて
いませんでした。

ステートメントは処理されました。

ユーザーの処置: トラステッド・コンテキストが、意図
されたすべての 許可 ID で使用できなくなっているこ
とを確認してください。

sqlcode: +20371

sqlstate: 01682

SQL20372N トラステッド・コンテキスト context-name

で、他のトラステッド・コンテキストに指
定済みの許可 ID authorization-name が指
定されました。

説明: context-name の CREATE TRUSTED CONTEXT

または ALTER TRUSTED CONTEXT ステートメント
により SYSTEM AUTHID authorization-name が指定さ
れましたが、この許可 ID は別のトラステッド・コンテ
キストを使用するように定義済みです。トラステッド・
コンテキストに対して SYSTEM AUTHID として定義さ
れたシステム許可 ID は、他のトラステッド・コンテキ
ストに SYSTEM AUTHID として関連付けることはでき
ません。

以下の照会を使用して、この許可 ID をすでに使用して
いるトラステッド・コンテキストを判別してください。

SELECT CONTEXTNAME FROM SYSCAT.CONTEXTS
WHERE SYSTEMAUTHID = <authorization-name>

ステートメントを処理できませんでした。

ユーザーの処置: 許可 ID をトラステッド・コンテキ
ストのシステム許可 ID に変更し、CREATE または
ALTER ステートメントを再発行してください。

sqlcode: -20372

sqlstate: 428GL

SQL20373N CREATE TRUSTED CONTEXT または
ALTER TRUSTED CONTEXT ステート
メントで authorization-name が複数回指定
されているか、またはトラステッド・コン
テキストがすでにこの許可 ID または
PUBLIC によって使用されるように定義
済みです。

説明: ステートメントの指定では authorization-name に
よるトラステッド・コンテキストの使用が許可されてい
ますが、指定された許可 ID または PUBLIC はトラス
テッド・コンテキストを使用するようにすでに定義され
ているか、またはこの許可 ID がステートメント内で複
数回指定されています。許可 ID または PUBLIC はト
ラステッド・コンテキストの使用が事前に許可されてい
てはならず、トラステッド・コンテキストに対してステ
ートメント内では一度しか指定できません。

ステートメントを処理できませんでした。

ユーザーの処置: 許可 ID または PUBLIC が複数回指
定されている場合は、authorization-name の余分の指定
を除去して、ステートメントを再発行してください。
ALTER TRUSTED CONTEXT ステートメントに ADD

USE FOR 節が含まれており、トラステッド・コンテキ
ストがその許可 ID または PUBLIC によって使用され
るようにすでに定義されている場合は、指定されたユー
ザーの使用特性をこのトラステッド・コンテキストを使
用するように再定義する代わりに REPLACE USE FOR

節を使用してください。

sqlcode: -20373

sqlstate: 428GM

SQL20374N context-name の ALTER TRUSTED

CONTEXT ステートメントで
authorization-name が指定されています
が、トラステッド・コンテキストは現在こ
の許可 ID または PUBLIC によって使用
されるように定義されていません。

説明: context-name への ALTER TRUSTED CONTEXT

ステートメントで、authorization-name がトラステッ
ド・コンテキストを使用する権限を置換または削除しよ
うとしましたが、指定された許可 ID または PUBLIC

は現在トラステッド・コンテキストを使用するように定
義されていません。

ステートメントを処理できませんでした。

ユーザーの処置: ALTER TRUSTED CONTEXT ステー
トメントに REPLACE USE FOR 節が含まれており、ト
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ラステッド・コンテキストがその許可 ID または
PUBLIC によって使用されるように定義されていない場
合は、指定されたユーザーによって使用されるようにト
ラステッド・コンテキストを定義する代わりに、ADD

USE FOR 節を使用してください。ALTER TRUSTED

CONTEXT ステートメントに DROP USE FOR 節が含
まれている場合、指定された許可 ID または PUBLIC

はいずれも現在トラステッド・コンテキストを使用する
ように定義されていません。

sqlcode: -20374

sqlstate: 428GN

SQL20377N ストリング start-string で始まる
SQL/XML 式または関数引数の中で、正
しくない XML 文字 hex-char が検出され
ました。

説明: SQL/XML 式または関数は、引数の 1 つの SQL

ストリング値を XML ストリングに変換しようとしまし
たが、ストリングには、正しい XML 1.0 文字ではない
Unicode コード・ポイント hex-char の文字が含まれて
います。文字は、ストリング start-string で始まるスト
リング内に含まれています。 hex-char の値は、正しく
ない文字を「#xH」の形式の Unicode コード・ポイント
の形で表しています。ここで H は、1 つ以上の 16 進
文字です。以下の Unicode 文字のセット (正規表現を使
用して定義) が許可されています。#x9 | #xA | #xD |

[#x20-#xD7FF] | [#xE000-#xFFFD] |

[#x10000-#x10FFFF]。このエラーを検出する可能性があ
る SQL/XML 式または関数の例として、XMLCAST、
XMLELEMENT、XMLFOREST、XMLAGG、
XMLDOCUMENT、XMLTEXT、XMLATTRIBUTES、
XMLQUERY、または XMLTABLE などがあります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 正しくない文字 hex-char を除去する
か、それを許可されている文字で置き換えてください。

sqlcode: -20377

sqlstate: 0N002

SQL20379N 許可 ID は、自分の SECADM 権限を使
用して、オブジェクトの所有権を自分自身
に転送することはできません。

説明: SECADM 権限を持つ許可 ID は、自分が所有し
ていないオブジェクトの所有権を自分自身に転送するこ
とはできません。ただし、オブジェクトの所有権を別の
許可 ID に転送することはできます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: オブジェクトの新規所有者として別の

許可 ID を選択してください。

sqlcode: -20379

sqlstate: 42502

SQL20383W RETURN DATA UNTIL 節に指定されて
いるとおり、エラーが検出されて許容され
ました。

説明: RETURN DATA UNTIL 節で指定されていると
おりのエラーが少なくとも 1 つ検出されて許容されま
した。照会の実行は継続しました。照会の結果は、エラ
ーが生じなかった場合の結果とは異なる可能性がありま
す。

ユーザーの処置: 照会結果が完全ではない可能性がある
ことに注意してください。適切な場合は、許容されたエ
ラーの原因を確認して、状況を訂正してください。

sqlcode: +20383

sqlstate: 02506

SQL20384W 指定されたロケールはサポートされていま
せん。メッセージは、英語ロケールで戻さ
れました。

説明: 指定されたロケールはデータベース・マネージャ
ーによってサポートされていません。

ユーザーの処置: 「管理ガイド:プランニング」で『サ
ポートされているテリトリー・コードおよびコード・ペ
ージ』を参照するか、または DB2 InfoCenter でサポー
トされるサーバー言語および対応するロケール値を参照
してください。

sqlcode: +20384

sqlstate: 01684

SQL20386N DECLARE CURSOR ステートメント内
で XQuery 式を指定することはできませ
ん。

説明: DECLARE CURSOR ステートメントで、FOR

キーワードに続けて直接に XQuery 式を指定することは
できません。 XQuery 式は、準備済みステートメント名
を使用した場合に限って、カーソルに関連付けることが
できます。

ユーザーの処置: XQuery 式を DECLARE CURSOR ス
テートメントから除去して、それをステートメント名で
置き換えてください。同じステートメント名を使って
PREPARE ステートメントを発行し、XQuery 式を準備
してください。

sqlcode: -20386

SQL20377N
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sqlstate: 42637

SQL20387N セキュリティー・ラベル・コンポーネント
component-name に対して指定されたエレ
メントが複数あります。

説明: セキュリティー・ラベルは、タイプ ARRAY の
コンポーネントに対して複数のエレメントを持つことが
できません。

ユーザーの処置: セキュリティー・ラベル・コンポーネ
ント component-name に 1 つのエレメントのみを指定
してください。

sqlcode: -20387

sqlstate: 428GP

SQL20388N セキュリティー・ラベル・コンポーネント
component-name に対して指定されたエレ
メントが多すぎます。

説明: タイプ SET または TREE のセキュリティー・
ラベル・コンポーネントは、64 までのエレメントしか
持つことができません。セキュリティー・ラベル・コン
ポーネント component-name に対してこの数を超えるエ
レメントが指定されています。

タイプ ARRAY のセキュリティー・ラベル・コンポー
ネントに関しては、エレメントの最大数は 65 535 で
す。 ALTER SECURITY LABEL COMPONENT ステー
トメントを介してエレメントを追加する場合、DB2 は
エンコードされた値を特定の方法でそれぞれの新規エレ
メントに割り当てるため、実際の上限はこの最大数より
小さいかもしれません。

ユーザーの処置: TREE および SET セキュリティー・
ラベル・コンポーネントに関しては、エレメントを除去
して、64 個以下になるようにしてください。 ARRAY

セキュリティー・コンポーネントに関しては、最大数に
まだ達していない場合、コンポーネントをドロップし、
必要なすべてのエレメントを指定してコンポーネントを
再作成してください。

sqlcode: -20388

sqlstate: 54061

SQL20389N コンポーネント・エレメント element

は、セキュリティー・ラベル・コンポーネ
ント component-name に定義されていませ
ん。

説明: コンポーネント・エレメント element は、セキ
ュリティー・ラベル・コンポーネント component-name

の定義内に存在していません。

ユーザーの処置: コンポーネントに有効なエレメントを

指定してください。以下の照会をサブミットして、セキ
ュリティー・ラベル・コンポーネントの有効なエレメン
トをリストできます。

SELECT ELEMENTVALUE FROM
SYSCAT.SECLABELCOMPONENTELEMENTS

WHERE COMPID=(SELECT COMPID FROM
SYSCAT.SECLABELCOMPONENTS
WHERE COMPNAME = component-name)

スカラー関数 SECLABEL の実行中にこのエラーを受け
取る場合、セキュリティー・ラベル・ストリングも確認
して、値が、そのコンポーネントがセキュリティー・ポ
リシー内でリストされているのと同じ順序でリストされ
ていることを確認してください。

sqlcode: -20389

sqlstate: 4274F

SQL20390N セキュリティー・ラベル・コンポーネント
component-name は、セキュリティー・ポ
リシー security-policy に定義されていない
ので、そのコンポーネントをセキュリティ
ー・ラベル security-label で使用すること
はできません。

説明: セキュリティー・ラベルには、ラベルがその一部
となっているセキュリティー・ポリシーで定義されたコ
ンポーネントの値だけを含めることができます。セキュ
リティー・ラベル・コンポーネント component-name

は、セキュリティー・ポリシー security-policy の一部で
はありません。セキュリティー・ラベル security-label

はそのセキュリティー・ポリシーの一部なので、コンポ
ーネント component-name をそのセキュリティー・ラベ
ル内で使用することはできません。

ユーザーの処置: セキュリティー・ポリシー
security-policy の一部であるセキュリティー・ラベル・
コンポーネントを指定してください。以下の照会を実行
して、セキュリティー・ポリシーの一部であるセキュリ
ティー・ラベル・コンポーネントをリストできます。

SELECT COMPNAME FROM
SYSCAT.SECURITYLABELCOMPONENTS
WHERE COMPID=(SELECT COMPID FROM

SYSCAT.SECURITYPOLICYCOMPONENTRULES
WHERE SECPOLICYID = (SELECT

SECPOLICYID FROM
SYSCAT.SECURITYPOLICIES
WHERE SECPOLICYNAME =

’<security-policy>’) )

sqlcode: -20390

sqlstate: 4274G

SQL20387N
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SQL20391N 表に関連付けられたセキュリティー・ポリ
シーがないため、列 column-name にラベ
ル・ベースのアクセス制御を適用すること
ができません。

説明: SECURED WITH 節を列 column-name と共に使
用する、またはそれをデータ・タイプ
DB2SECURITYLABEL で定義するには、セキュリティ
ー・ポリシーを表に関連付ける必要があります。

ユーザーの処置: CREATE TABLE ステートメントの
SECURITY POLICY 節、または ALTER TABLE ステ
ートメントの ADD SECURITY POLICY 節を使用し
て、表にセキュリティー・ポリシーを追加してくださ
い。

sqlcode: -20391

sqlstate: 55064

SQL20392N 表 table には、すでにセキュリティー・ポ
リシーがあります。

説明: 表は最大で 1 つのセキュリティー・ポリシーし
か持つことができません。一度関連付けると、表のセキ
ュリティー・ポリシーは変更できません。

ユーザーの処置: 別のセキュリティー・ポリシーを表に
割り当てないでください。

sqlcode: -20392

sqlstate: 55065

SQL20393N セキュリティー・ポリシー security-policy

内のコンポーネントの最大数を超過してい
ます。

説明: セキュリティー・ポリシーは最大で 16 のコンポ
ーネントを持つことができます。

ユーザーの処置: セキュリティー・ポリシー
security-policy に対して指定したコンポーネントの数を
減らしてください。

sqlcode: -20393

sqlstate: 54062

SQL20394N セキュリティー・ポリシー policy-name に
使用されるルール・セットに、アクセス・
ルール access-rule は存在していません。

説明: GRANT EXEMPTION ステートメントまたは
REVOKE EXEMPTION ステートメントに指定されたア
クセス規則 access-rule は、セキュリティー・ポリシー
policy-name によって使用される LBAC 規則セットの一
部ではありません。

ユーザーの処置: 指定されたアクセス規則が、指定され
たセキュリティー・ポリシーで使用される規則セットに
対して存在していません。

sqlcode: -20394

sqlstate: 4274H

SQL20395N セキュリティー・ラベル security-label1 を
GRANT すると、許可 ID

authorization-name にも付与されたセキュ
リティー・ラベル security-label2 と競合す
ることになります。

説明: ユーザー、グループ、またはロールが、2 つの別
々のラベル (一方は WRITE アクセス用、もう一方は
READ アクセス用) を付与されている場合、それらのラ
ベルは以下の規則を満たしていなければなりません。

1. タイプ ARRAY のセキュリティー・ラベル・コンポ
ーネントの場合、両方のセキュリティー・ラベルで
値を同じにすることが必要。

2. タイプ SET のセキュリティー・ラベル・コンポーネ
ントの場合、WRITE アクセスで使用されるセキュリ
ティー・ラベルに指定する値を、READ アクセスで
使用されるセキュリティー・ラベルに指定する値の
サブセットにすることが必要。

3. タイプ TREE のセキュリティー・ラベル・コンポー
ネントの場合は、値を同じにすること、あるいは
WRITE アクセスで使用されるセキュリティー・ラベ
ルに指定する値を、READ アクセスで使用されるセ
キュリティー・ラベルのサブツリー値の 1 つにする
ことのどちらかが必要。

ユーザーの処置: 異なるセキュリティー・ラベルを付与
するか、または付与するセキュリティー・ラベルに対し
て以下の変更の 1 つを加えてください。

1. タイプ ARRAY のセキュリティー・ラベル・コンポ
ーネントの場合には必ず、両方のセキュリティー・
ラベルに付ける値を同じにする。

2. タイプ SET のセキュリティー・ラベル・コンポーネ
ントの場合には必ず、WRITE アクセスで使用される
セキュリティー・ラベルに指定する値を、READ ア
クセスで使用されるセキュリティー・ラベルに指定
する値のサブセットにする。

3. タイプ TREE のセキュリティー・ラベル・コンポー
ネントの場合には必ず、値を同じにするか、または
WRITE アクセスで使用されるセキュリティー・ラベ
ルに指定する値を、READ アクセスで使用されるセ
キュリティー・ラベルのサブツリー値の 1 つにす
る。

sqlcode: -20395
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sqlstate: 428GQ

SQL20396N セキュリティー・ポリシー policy-name に
ついて、security-label-name という名前の
セキュリティー・ラベルが見つかりませ
ん。

説明: セキュリティー・ポリシー policy-name につい
て、security-label-name という名前のセキュリティー・
ラベルが見つかりません。これは組み込み関数
SECLABEL_BY_NAME の実行の失敗の原因となりまし
た。

ユーザーの処置: security-label-name のスペルをチェッ
クしてください。正しいセキュリティー・ポリシー名を
使用していることを確認してください。

sqlcode: -20396

sqlstate: 4274I

SQL20397W ルーチン routine-name の実行が完了しま
したが、実行中に少なくとも 1 つのエラ
ー error-code が検出されました。詳細情
報が入手可能です。

説明: ルーチン routine-name の実行が完了しました。
要求された関数の内部実行時に、少なくとも 1 つのエ
ラーが検出されました。検出された最後のエラーは
error-code です。検出されたエラーに関する詳細情報が
入手可能です。

ADMIN_CMD ルーチンの場合は、出力パラメーターお
よび結果セットにデータが追加されています (出力パラ
メーターおよび結果セットがある場合)。

ユーザーの処置: 検出されたエラーの詳細情報を入手す
るには、出力パラメーターおよび結果セットを検索して
ください (出力パラメーターおよび結果セットがある場
合)。実行中にメッセージ・ファイルが生成された場合、
その内容を調べて、エラー状態を解決してください。適
切な場合は、ルーチンを再呼び出ししてください。

sqlcode: +20397

sqlstate: 01H52

SQL20401N MQT または object-name という名前のス
テージング表が表に依存しているので、そ
の表はセキュリティー・ポリシーによって
保護することができません。

説明: マテリアライズ照会表 (MQT) またはステージン
グ表が従属する表であるため、その表を LBAC によっ
て保護することはできません。

ユーザーの処置: 必要であれば、MQT またはステージ

ング表 object-name をドロップし、ステートメントを再
サブミットしてください。

sqlcode: -20401

sqlstate: 55067

SQL20402N 許可 ID auth-id には、 operation-name 操
作を表 table-name に対して実行するため
の LBAC 信用証明情報がありません。

説明: 許可 ID auth-id は、操作 operation-name を表
table-name に対して実行することが許可されていませ
ん。ユーザーは適切なセキュリティー・ラベルまたは免
除証明書あるいはその両方を持っていなければ、保護表
で行を挿入、更新、または削除すること、または表を保
護表に変更することが許可されていません。

ユーザーの処置: データベース・セキュリティー管理者
に依頼して、挿入、更新、または削除操作ができるよう
に必要なセキュリティー・ラベルまたは免除を許可 ID

auth-id に付与してもらってください。表を変更して保
護表にするには、WRITE アクセスのセキュリティー・
ラベルを付与されることが必要です。

sqlcode: -20402

sqlstate: 42519

SQL20403N 許可 ID auth-id はすでに access-type ア
クセス用のセキュリティー・ラベル
(security-label) を持っています。

説明: それぞれの許可 ID は、WRITE アクセスおよび
READ アクセス用にそれぞれ最大 1 つのセキュリティ
ー・ラベルしか持つことができません。セキュリティ
ー・ラベル security-label はすでに access-type アクセス
用の許可 ID auth-id に付与されています。

ユーザーの処置: access-type アクセスに使用されるセ
キュリティー・ラベルを変更する場合、まず REVOKE

SECURITY LABEL ステートメントを使用して、許可
ID auth-id からセキュリティー・ラベル security-label

を取り消してください。

sqlcode: -20403

sqlstate: 428GR

SQL20404N セキュリティー・ラベル・オブジェクト
policy-name.object-name は、現在使用中の
ため、ドロップできません。理由コード
reason-code

説明: セキュリティー・ラベル・オブジェクト
object-name がドロップできませんでした。ドロップで
きなかった理由は、以下のように理由コード
reason-code で指定されます。
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1. 1 つ以上のユーザー、グループ、または役割に付与
されています。

2. 1 つ以上の列を保護するのに使用中です。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1. このセキュリティー・ポリシーのこのセキュリティ
ー・ラベルを付与されたすべてのユーザー、グルー
プ、または役割から、このラベルを取り消します。
以下の照会を使用して、このラベルで認められたす
べてのユーザーを検出することができます。

SELECT GRANTEE FROM SYSCAT.SECURITYLABELACCESS
WHERE SECLABELID = (SELECT SECLABELID FROM
SYSCAT.SECURITYLABELS
WHERE SECLABELNAME = ’<object-name>’ AND

SECPOLICYID = (SELECT SECPOLICYID FROM
SYSCAT.SECURITYPOLICIES

WHERE SECPOLICYNAME = ’<policy-name>’ ) )

2. このセキュリティー・ラベルを使用して列を保護す
るすべての表に対して、表を変更してこのセキュリ
ティー・ラベルをドロップするか、表をドロップし
てください。以下の照会を使用して、保護されるす
べての表およびこのラベルを使用して保護されるす
べての列を検出することができます。

SELECT TABNAME, COLNAME FROM SYSCAT.COLUMNS
WHERE SECLABELNAME = ’<object-name>’ AND

TABNAME = (SELECT TABNAME FROM
SYSCAT.TABLES

WHERE SECPOLICYID = (SELECT SECPOLICYID FROM
SYSCAT.SECURITYPOLICIES
WHERE SECPOLICYNAME = ’<policy-name>’ ) )

sqlcode: -20404

sqlstate: 42893

SQL20405N セキュリティー・ポリシー・オブジェクト
object-name は、現在使用中のため、ドロ
ップできません。理由コード reason-code

説明: セキュリティー・オブジェクト object-name がド
ロップできませんでした。ドロップできなかった理由
は、以下のように理由コード reason-code で指定されま
す。

1. 1 つ以上の表を保護するのに使用されています。

2. それを使用する 1 つ以上のセキュリティー・ラベル
があります。

3. その規則の 1 つ以上に対して 1 つ以上の免除が与
えられています。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1. ALTER TABLE ステートメントを使用して、セキュ
リティー・ポリシーによって保護されている表から

そのセキュリティー・ポリシーを除去してくださ
い。以下の照会を使用して、このセキュリティー・
ポリシーによって保護されているすべての表を検出
することができます。

SELECT TABNAME FROM SYSCAT.TABLES
WHERE SECPOLICYID=(SELECT SECPOLICYID FROM
SYSCAT.SECURITYPOLICIES
WHERE SECPOLICYNAME = ’<object-name>’ )

2. このセキュリティー・ポリシーの一部であるすべて
のセキュリティー・ラベルをドロップしてくださ
い。以下の照会を使用して、このセキュリティー・
ポリシーに属するすべてのセキュリティー・ラベル
を検出することができます。

SELECT SECLABELNAME FROM SYSCAT.SECURITYLABELS
WHERE SECPOLICYID=(SELECT SECPOLICYID FROM
SYSCAT.SECURITYPOLICIES
WHERE SECPOLICYNAME = ’<object-name>’ )

3. すべてのユーザーから、このセキュリティー・ポリ
シーによって使用される規則に付与されているすべ
ての免除を取り消してください。以下の照会を使用
して、このセキュリティー・ポリシーによって使用
される規則に関する免除を付与されているすべての
ユーザーを検出することができます。

SELECT GRANTEE, ACCESSRULENAME FROM
SYSCAT.SECURITYPOLICYEXEMPTIONS
WHERE SECPOLICYID=(SELECT SECPOLICYID FROM
SYSCAT.SECURITYPOLICIES
WHERE SECPOLICYNAME = ’<object-name>’ )

sqlcode: -20405

sqlstate: 42893

SQL20406N セキュリティー・ラベル・コンポーネン
ト・オブジェクト object-name は、セキュ
リティー・ポリシーの一部であるため、ド
ロップできません。

説明: セキュリティー・ラベル・コンポーネント・オブ
ジェクト object-name は、1 つ以上のセキュリティー・
ポリシーから参照されているため、ドロップできません
でした。

ユーザーの処置: このセキュリティー・コンポーネント
を参照するすべてのセキュリティー・ポリシーをドロッ
プしてください。以下の照会を使用して、このセキュリ
ティー・コンポーネントを参照するすべてのセキュリテ
ィー・ポリシーを検出することができます。

SELECT SECPOLICYNAME FROM SYSCAT.SECURITYPOLICIES
WHERE SECPOLICYID = (SELECT SECPOLICYID FROM
SYSCAT.SECURITYPOLICYCOMPONENTRULES
WHERE COMPID = (SELECT COMPID FROM
SYSCAT.SECURITYLABELCOMPONENTS
WHERE COMPNAME = ’<object-name>’ ) )
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sqlcode: -20406

sqlstate: 42893

SQL20408N 表 source-tablename を表 target-tablename

に接続することができません。ソース表の
列 source-columnname とターゲット表の
それに関連する列 target-columnname が一
致しないためです。理由コード =

reason-code。

説明: ターゲット表列の属性が、ALTER TABLE ...

ATTACH PARTITION ステートメント内のソース表にあ
る対応する列 (序数位置で位置合わせされる) の属性と
一致しません。 reason-code は、不一致のタイプおよび
SYSCAT.COLUMNS ビューのどの列で表属性を検出す
べきかを示します。

互換性のために、ソース表またはターゲット表のいずれ
かの特性を変更するのが困難または不可能である場合に
は、ターゲット表と互換性のある表を新規作成して、
source-tablename からこの新しい表にデータをコピーす
ることができます。互換性のあるソース表の作成につい
て詳しくは、DB2 インフォメーション・センターのタ
スク「新規ソース表の作成」を参照してください。

1

列のデータ・タイプ (TYPENAME) が一致して
いません。

2

列の NULL 可能性 (NULLS) が一致していま
せん。

3

列の暗黙的なデフォルト値 (IMPLICITVALUE)

は互換性がありません。

ターゲット表列とソース表列の両方が暗黙的な
デフォルトを持っている場合
(IMPLICITVALUE が NULL でない場合)、そ
の暗黙的なデフォルトは正確に一致していなけ
ればなりません。 IMPLICITVALUE 内の値を
解釈する方法について詳しくは、「SQL リフ
ァレンス」を参照してください。

4

列のコード・ページ
(COMPOSITE_CODEPAGE) が一致していませ
ん。

5

システム圧縮のデフォルト節 (COMPRESS) が
一致していません。

6

source-columnname を保護するソース表のセキ
ュリティー・ラベルは、 target-columnname を
保護するターゲット表のセキュリティー・ラベ
ルと異なります。これら 2 つの表には同じセ
ットの保護される列が存在する必要があり、対
応する列の各対は同じセキュリティー・ラベル
で保護されている必要があります。

7

列の行変更タイム・スタンプ属性が一致してい
ません。

8

構造化、XML、または LOB データ・タイプの
場合、列のインライン長 (INLINE LENGTH)

が一致しません。

9

ソース表の source-columnname に対する列マス
クが存在し、それが使用可能である場合、ター
ゲット表の target-columnname に対する列マス
クも存在し、使用可能でなければなりません。

10

列の ROW BEGIN システム生成属性が一致し
ていません。

11

列の ROW END システム生成属性が一致して
いません。

12

列の TRANSCATION START ID システム生成
属性が一致していません。

ユーザーの処置: 表の不一致を訂正してください。

1

データ・タイプの不一致を訂正するには、以下
のステートメントを発行します。

ALTER TABLE ... ALTER COLUMN ...
SET DATA TYPE ...

2

以下のステートメントのいずれかを発行して、
表のいずれかと一致しない列の NULL 可能性
を変更してください。

ALTER TABLE... ALTER COLUMN...
DROP NOT NULL ALTER TABLE...

ALTER COLUMN... SET NOT NULL

3
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新しいソース表を作成してください。互換性の
あるソース表の作成について詳しくは、DB2

インフォメーション・センターのタスク「新規
ソース表の作成」を参照してください。

4

新しいソース表を作成してください。互換性の
あるソース表の作成について詳しくは、DB2

インフォメーション・センターのタスク「新規
ソース表の作成」を参照してください。

5

列のシステム圧縮を変更するには、以下のステ
ートメントのいずれかを発行して不一致を訂正
します。

ALTER TABLE ... ALTER COLUMN ...
COMPRESS SYSTEM DEFAULT

ALTER TABLE ... ALTER COLUMN ...
COMPRESS OFF

6

列のセキュリティー保護を変更するには、以下
のステートメントのいずれかを発行してくださ
い。

ALTER TABLE ... ALTER COLUMN ...
SECURED WITH ... ALTER TABLE ...

ALTER COLUMN ...
DROP COLUMN SECURITY

7

ターゲット表の target-columnname が行変更タ
イム・スタンプ列として定義されている場合、
source-columnname も行変更タイム・スタンプ
列として定義されていなければなりません。

8

以下のステートメントを発行することにより、
一致しない列のインライン長を変更してくださ
い:

ALTER TABLE ... ALTER COLUMN ...
SET INLINE LENGTH ...

9

次のステートメントを発行して列
target-columnname に対するマスクを作成および
使用可能化した後、ALTER を再試行します。

CREATE MASK ON target-table...
FOR target-columnname... ENABLE

10

ターゲット表の target-columnname が ROW

BEGIN システム生成列として定義されている

場合、source-columnname も ROW BEGIN シ
ステム生成列として定義されていなければなり
ません。

11

ターゲット表の target-columnname が ROW

END システム生成列として定義されている場
合、source-columnname も ROW END システ
ム生成列として定義されていなければなりませ
ん。

12

ターゲット表の target-columnname が
TRANSCATION START ID システム生成列と
して定義されている場合、source-columnname

も TRANSCATION START ID システム生成列
として定義されていなければなりません。

sqlcode: -20408

sqlstate: 428GE

SQL20409N XML 文書または構成される XML 値
に、内部 ID の制限を超える XML ノー
ドの組み合わせが含まれています。

説明: XML 値の各 XML ノードと関連付ける必要のあ
る内部 ID は、XML ノードのレベルの数とこれらのレ
ベル内の下位ノードを組み合わせると ID がオーバーフ
ローするため、生成することができません。

ユーザーの処置: 文書または構成される XML 値で、
XML ノードのレベルの数または下位ノードの数 (特
に、XML ノードのより深いレベルにおいて) を減らし
てください。

sqlcode: -20409

sqlstate: 560CG

SQL20410N XML 値にある XML ノードの下位ノー
ド数が limit-number 下位ノードの制限を
超えています。

説明: 式は、limit-number 下位ノードの制限を超える多
くの下位ノードを持つ XML ノードで XML 値を生成
しました。

ユーザーの処置: XML 値を生成する式を書き直して、
下位ノードの数が制限を超えないようにしてください。

sqlcode: -20410

sqlstate: 560CH

SQL20409N
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SQL20412N XML 値のシリアライゼーションの結果
は、ターゲット・エンコード方式で表示で
きない文字となりました。

説明: XML データのシリアライゼーションでは、ソー
ス UTF-8 エンコード方式以外のエンコード方式に変換
する必要が生じることがあります。ターゲット・エンコ
ードで表示できない文字がソース・エンコードに存在す
る場合、コード・ページ変換は XML シリアライゼーシ
ョンの結果で許可されない置換文字を生成します。

ユーザーの処置: XML 値のすべての文字が表示できる
ターゲット・エンコード方式を選択してください。すべ
ての文字を表示できる Unicode エンコード方式を推奨
します。

sqlcode: -20412

sqlstate: 2200W

SQL20413N 組み込み機能 SECLABEL_TO_CHAR

は、許可 ID auth-id で READ アクセス
のためのセキュリティー・ラベルが取り消
されたために、実行できませんでした。

説明: 組み込み機能 SECLABEL_TO_CHAR を実行す
るには、READ アクセス用のセキュリティー・ラベルが
許可 ID に必要です。READ アクセスのためのセキュリ
ティー・ラベルは、許可 ID auth-id から取り消されて
います。

ユーザーの処置: データベース・セキュリティー管理者
または SECADM 権限のあるユーザーに連絡して、セキ
ュリティー・ラベルを再付与するように依頼してくださ
い。

sqlcode: -20413

sqlstate: 42520

SQL20414N authority-or-privilege 権限または特権を、
許可 ID authorization-ID に付与できませ
ん。

説明: GRANT ステートメントは権限または特権を、そ
の権限または特権を受け取ることが許可されていない許
可名に対して付与することを試行しました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 異なる権限または特権を付与するか、
またはその権限または特権を受け取ることのできる 許
可 IDにそれを付与してください。

sqlcode: -20414

sqlstate: 42521

SQL20415N UNION ALL ビューに対する更新、削
除、または挿入は、基礎表の 1 つが保護
されているために失敗しました。

説明: UNION ALL ビュー内での更新、削除、および
挿入は、そのビューが 1 つ以上の保護表に対して作成
されたものである場合、許可されません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: UNION ALL ビュー内で、更新、削
除、または挿入を行わないでください。

sqlcode: -20415

sqlstate: 429BZ

SQL20416N 提供された値 (seclabel) をセキュリティ
ー・ラベルに変換できませんでした。ポリ
シー ID が policy-id のセキュリティー・
ポリシーのラベルは、 correct-length 文字
の長さであることが必要です。その値は、
value-length 文字の長さです。

説明: INSERT または UPDATE ステートメントは、タ
イプ DB2SECURITYLABEL の列に対して値を指定しま
す。その値は、表を保護するセキュリティー・ポリシー
の一部であるセキュリティー・ラベルとして適切な長さ
ではないために、有効なセキュリティー・ラベルに変換
できません。 seclabel 値が *N の場合、実際の値は
db2diag ログ・ファイルに書き込まれています。

ユーザーの処置: 挿入または更新ステートメントを確認
し、セキュリティー・ラベル列に設定されている値が表
を保護するセキュリティー・ポリシーに対して有効であ
るようにしてください。ターゲット表と同じセキュリテ
ィー・ポリシーで保護されていない表から SELECT を
実行すると、無効な値が生成されることもあります。セ
キュリティー・ラベルをコピーできるのは、同じセキュ
リティー・ポリシーで保護された表の間だけです。特定
のポリシー ID のセキュリティー・ポリシー名を取得す
るには、この SQL 照会を使用してください。 policy-id

は、エラー・メッセージに示されているポリシー ID 番
号に置き換えてください。

SELECT SECPOLICYNAME
FROM SYSCAT.SECURITYPOLICIES
WHERE SECPOLICYID = policy-id

sqlcode: -20416

sqlstate: 23523
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第 20 章 SQL20000 - SQL20499 789



SQL20417W SQL のコンパイルは、データ・ソース
data-source-name に接続しないで完了しま
した。接続エラー error-text が検出されま
した。

説明: フェデレーテッド・サーバーは、データ・ソース
がどのフィーチャーをサポートするかを判別する SQL

コンパイルの際にデータ・ソース data-source-name に接
続できませんでした。 SQL 照会はデフォルトの設定値
を使用してコンパイルされています。コンパイル時にリ
モート・サーバーの機能が正しく判別されていないの
で、実行時にエラーを受け取ることがあります。
error-text には、検出された接続エラーを示す情報が含
まれています。

ユーザーの処置: データ・ソースが使用できる場合にス
テートメントの再コンパイルまたはパッケージのバイン
ドを実行するか、またはエラー・トレラントなネストさ
れた表の式が SQL ステートメントで使用されている場
合には、コンパイルの直後にパッケージを実行してコン
パイル時と実行時の間に接続状態が変化する可能性を小
さくします。必要であれば、error-text 内の情報を使用
して、データ・ソースに接続する際のエラーを解決して
ください。データ・ソース・サーバーへの接続をテスト
する方法については、インフォメーション・センターで
「接続サーバーのテスト」を検索してください。

sqlcode: +20417

sqlstate: 01689

SQL20418N データベース・パーティション・グループ
は、既にバッファー・プールに割り当てら
れています。

説明: 追加しようとしたデータベース・パーティション
が、すでにバッファー・プールに割り当てられていまし
た。

ユーザーの処置: 別のデータベース・パーティション・
グループを選択して、もう一度やり直してください。

sqlcode: -20418

sqlstate: 4274J

SQL20419N 表 table-name では、許可 ID auth-id には
セキュリティー・ラベル
security-label-name を使用して列
column-name を保護するための LBAC 信
用証明情報がありません。

説明: ユーザーは、セキュリティー・ラベルによって保
護された列に書き込むことを許可する LBAC 信用証明
情報がなければ、セキュリティー・ラベルを使用して列
を保護することができません。許可 ID auth-id には、

セキュリティー・ラベル security-label-name によって保
護されたデータに対する書き込みアクセスを許可する
LBAC 信用証明情報がないので、それを使用して表
table-name の列 column-name を保護することはできま
せん。

ユーザーの処置: データベース・セキュリティー管理者
に、セキュリティー・ラベル security-label-name によっ
て保護された列への書き込みアクセスを許可する、許可
ID authid の LBAC 信用証明情報の付与を依頼してくだ
さい。

sqlcode: -20419

sqlstate: 42522

SQL20420N 表 table-name では、許可 ID auth-id には
セキュリティー・ラベル
security-label-name を列 column-name から
除去するための LBAC 信用証明情報があ
りません。

説明: 列を保護しているセキュリティー・ラベルの除去
または取り替えを可能にするには、許可 ID に 列に対
する読み取りと書き込みの両方を許可する LBAC 信用
証明情報があることが必要です。許可 ID auth-id に
は、セキュリティー・ラベル security-label-name で保護
された列に対する読み取りと書き込みの両方を許可する
LBAC 信用証明情報がないので、そのセキュリティー・
ラベルの除去または取り替えができません。

ユーザーの処置: データベース・セキュリティー管理者
に、セキュリティー・ラベル security-label-name によっ
て保護された列への読み取りアクセスおよび書き込みア
クセスの両方を許可する、許可 ID authid の LBAC 信
用証明情報の付与を依頼してください。

sqlcode: -20420

sqlstate: 42522

SQL20421N 表 table-name は、セキュリティー・ポリ
シーによって保護されていません。

説明: セキュリティー・ポリシーによって保護されてい
ない表からセキュリティー・ポリシーを除去することは
できません。

ユーザーの処置: セキュリティー・ポリシーによって保
護されている表を指定してください。

sqlcode: -20421

sqlstate: 428GT
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SQL20422N 表 table-name が非表示の列だけになって
しまうため、ステートメントが失敗しまし
た。

説明: CREATE TABLE または ALTER TABLE ステ
ートメントが、すべての列が暗黙非表示と見なされてい
る表 table-name を作成または変更しようとしました。
これは、次のような場合に発生します。

v CREATE TABLE ステートメントがすべての列の定義
の一部として IMPLICITLY HIDDEN を指定したと
き。

v ALTER TABLE ステートメントが非表示ではない列
を暗黙非表示に変更したとき。

非表示ではない列として定義される列が少なくとも 1

つ含まれるように列定義を変更します。

ユーザーの処置: 表定義に暗黙非表示として定義されて
いない列が少なくとも 1 つ含まれていることを確認し
てください。

sqlcode: -20422

sqlstate: 428GU

SQL20423N サーバー server-name で索引 index-name

を使用してテキスト検索処理中に、エラー
が発生しました。エラー・メッセージは
text-search-error-msg です。

説明: text-search-error-msg で説明されているエラー
は、テキスト検索索引 index-name を使用したテキスト
検索関数の処理中に発生しました。

ユーザーの処置: text-search-error-msg を使用して、エ
ラーの原因を判別してください。エラー・メッセージが
切り捨てられている場合、db2diag ログ・ファイルで完
全なメッセージを参照できます。

text-search-error-msg の最初の語はエラー ID です。エ
ラー ID が「CIE」で始まる場合、db2ts コマンドを使用
して、詳細情報を入手します (例、db2ts help

error-identifier)。

エラー ID が「CIE」で始まっていない場合、DB2 テキ
スト検索の資料を使用して、text-search-error-msg につい
ての詳細情報を入手します。

sqlcode: -20423

sqlstate: 38H10

SQL20424N テキスト検索サポートを使用できません。
理由コード = reason-code。

説明: テキスト検索を使用しようとしてエラーが発生し
ました。

エラーに関するさらに詳しい情報が理由コードによって
示されます。

11

検索サーバーとのソケット通信に失敗しまし
た。

12

検索システム操作中にリカバリー不能エラーが
発生しました。

ユーザーの処置: テキスト検索インスタンス・サービス
を再始動して、操作を再試行してください。エラーが再
び発生する場合、システム管理者に連絡して、テキスト
検索のサポートがインストールされていて、正しく構成
され、システムで始動されていることを確認してくださ
い。

sqlcode: -20424

sqlstate: 38H11

SQL20425N table-name という名前の表にある
column-name という名前の列がテキスト検
索関数の引数として指定されましたが、指
定された列にはアクティブなテキスト検索
索引が存在しないため、ステートメントは
失敗しました。

説明:

1. CONTAINS または SCORE などのテキスト検索関数
が引数として列を指定しましたが、テキスト検索索
引がこの列に存在しません。

2. テキスト検索索引が非アクティブです。

3. テキスト検索索引が無効です。例えば、基礎となる
基本表がドロップされて再作成された場合などに、
テキスト検索索引が自動的に無効にされることがあ
ります。

4. 照会で、異なるタイプのテキスト検索索引を組み合
わせて使用しています。

指定された列に対してテキスト検索処理を実行できませ
ん。

ユーザーの処置:

1. テキスト検索でデータベースが使用可能であるこ
と、および指定された列にテキスト検索索引が作成
されていることを確認してください。

2. ALTER INDEX コマンドを ACTIVATE オプション
付きで実行し、テキスト索引をアクティブ化してく
ださい。

3. 無効なテキスト検索索引が表列に存在する場合、そ
のテキスト索引をドロップして、新しいものを作成
してください。
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4. 照会で複数のテキスト検索索引を組み合わせて使用
している場合、すべての索引がアクティブで、同じ
タイプであることを確認してください。

sqlcode: -20425

sqlstate: 38H12

SQL20426N 矛盾するテキスト検索管理プロシージャー
またはコマンドが同じ索引で実行されてい
ます。

説明: 2 つ以上の矛盾する管理プロシージャーまたはコ
マンドが同じ索引で実行されています。

ユーザーの処置: 現在実行中のプロシージャーまたはコ
マンドが完了してから、管理プロシージャーまたはコマ
ンドを呼び出してください。試行された操作が
DISABLE である場合、この操作を後で再試行するか、
またはコマンドの FORCE オプションを使用してくださ
い。

sqlcode: -20426

sqlstate: 38H13

SQL20427N テキスト検索管理プロシージャーまたはコ
マンドでエラーが発生しました。エラー・
メッセージは text-search-error-msg です。

説明: テキスト検索管理操作が、エラー・メッセージ
text-search-error-msg で失敗しました。

ユーザーの処置: エラー・メッセージ
text-search-error-msg を使用して、エラーの原因を判別し
てください。メッセージが切り捨てられている場合は、
db2diag ログ・ファイルを参照することができます。

text-search-error-msg の最初の語はエラー ID です。エ
ラー ID が「CIE」で始まる場合、db2ts コマンドを使用
して、詳細情報を入手します (例、db2ts help

error-identifier)。

エラー ID が「CIE」で始まっていない場合、DB2 テキ
スト検索の資料を使用して、text-search-error-msg につい
ての詳細情報を入手します。

sqlcode: -20427

sqlstate: 38H14

SQL20428N ACCORDING TO XMLSCHEMA 節で指
定した URI は空ストリングです。

説明: URI キーワードの後に指定されたターゲット名
前空間 URI または LOCATION キーワードの後に指定
されたスキーマ・ロケーション URI が空ストリングで
す。

ユーザーの処置: ACCORDING TO XMLSCHEMA 節
のすべてのターゲット名前空間 URI およびすべてのス
キーマ・ロケーション URI が空ストリングではない有
効な URI であることを確認してください。

sqlcode: -20428

sqlstate: 428GV

SQL20429N このデータベースの FOR BIT DATA で
ないストリングの XML 操作
operation-name は許可されません。

説明: FOR BIT DATA でないため、指定した操作をこ
のストリングで実行することはできません。
operation-name は、XMLPARSE であるか、別の禁止さ
れた操作であるかのいずれかです。

ユーザーの処置: データベース構成パラメーター
ENABLE_XMLCHAR が NO に設定されています。FOR

BIT DATA でないストリングの XMLPARSE を許可す
るには、ENABLE_XMLCHAR を YES に設定してくだ
さい。データベースが Unicode でなく、このデータベ
ース・コード・ページで表示できない文字が構文解析さ
れている XML 値に含まれている場合、文字の置換が発
生する可能性があることに注意してください。

別の方法としては、タイプ XML のホスト変数、式、ま
たはパラメーター・マーカーを使用してステートメント
を変更します。

sqlcode: -20429

sqlstate: 428GW

SQL20430N このコンテキストでは、グローバル変数
variable-name を設定または参照できませ
ん。

説明: コンテキストによっては、グローバル変数を設定
できない場合、または参照できない場合があります。こ
のメッセージは以下の状況で返されることがあります。

v ステートメントが、以下のコンテキストのいずれか
で、名前付きグローバル変数の設定を試行しました。

– コンパウンド SQL (インライン) ステートメント

– 本体がコンパウンド SQL (コンパイル済み) ステ
ートメントでない関数

– メソッド

– 本体がコンパウンド SQL (コンパイル済み) ステ
ートメントでないトリガー

v AUTONOMOUS として定義されたプロシージャーで
グローバル変数が参照されている

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: サポートされない設定、またはグロー
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バル変数の参照を除去してください。

sqlcode: -20430

sqlstate: 428GX

SQL20431N この表指定子について、ROW CHANGE

TIMESTAMP FOR table-designator を戻
すことはできません。

説明: ROW CHANGE TIMESTAMP FOR

table-designator 式は、行変更タイム・スタンプ列として
定義された列のない表には有効ではありません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメントから ROW CHANGE

TIMESTAMP FOR 式を除去するか、表を変更して行変
更タイム・スタンプ列を追加してください。

sqlcode: -20431

sqlstate: 55068

SQL20432N 更新 XML スキーマと互換性のない
enclosing-schema-component に囲まれてい
るか、これによって参照された
schema-component が、オリジナル XML

スキーマに含まれています。この非互換性
の理由は以下のとおりです。 reason-code

(reason-string)。

説明: 別の既存の XML スキーマを更新するよう指定
された XML スキーマは、互換性のある XML スキー
マ更新の基準に適合しません。更新 XML スキーマと互
換性のないエレメント、属性、またはタイプ
enclosing-schema-component に囲まれているか、これに
よって参照されたエレメント、属性、または型付き
schema-component が、オリジナル XML スキーマに含
まれています。この非互換性の具体的な理由は、
reason-code (reason-string) で示されます。

1 (ATTRIBUTE CONTENT)

複合タイプ内で宣言または参照された属性が除
去されたか、内容モデルの一部としていくつか
の必須属性が追加されました。値
schema-component はオリジナル XML スキー
マの囲んでいる複合タイプの名前で、値
enclosing-schema-component は複合タイプを参
照するエレメントの名前です。無名複合タイプ
の場合、値 schema-component は空になりま
す。

2 (ELEMENT CONTENT)

複合タイプ内で宣言または参照されたエレメン
トが除去されたか、内容モデルの一部としてい
くつかの必須エレメントが追加されました。値

schema-component はオリジナル XML スキー
マの囲んでいる複合タイプの名前で、値
enclosing-schema-component は複合タイプを参
照するエレメントの名前です。無名複合タイプ
の場合、値 schema-component は空になりま
す。

3 (FACET CONFLICT)

単純タイプのファセット値が、単純タイプの値
の範囲と互換性のない方法で変更されました。
値schema-component はオリジナル XML スキ
ーマのこのファセットを定義する単純タイプの
名前で、値 enclosing-schema-component は単純
タイプを参照するエレメントまたは属性の名前
です。無名単純タイプの場合、値
schema-component は空になります。

4 (INCOMPATIBLE TYPE)

インスタンス文書妥当性検査が失敗するような
方法で、または単純タイプのアノテーションの
変更のために互換性がなくなるような方法で、
エレメントまたは属性のタイプが変更されまし
た。値schema-component はオリジナル XML

スキーマのタイプ名で、値
enclosing-schema-component はそのタイプを参
照するエレメントまたは属性の名前です。無名
タイプの場合、値 schema-component は空にな
ります。

5 (MIXED INTO NOT MIXED CONTENT)

オリジナル XML スキーマで混合と宣言された
複合タイプの内容モデルが、更新 XML スキー
マで非混合内容に変更されました。値
schema-component はオリジナル XML スキー
マの複合タイプの名前で、値
enclosing-schema-component は複合タイプを参
照するエレメントの名前です。無名複合タイプ
の場合、値 schema-component は空になりま
す。

6 (NILLABLE INTO NOT NILLABLE)

オリジナル XML スキーマで、エレメント宣言
の nillable 属性がオンにされましたが、更新
XML スキーマではオフになりました。値
schema-component はオリジナル XML スキー
マのエレメントの名前で、値
enclosing-schema-component は空です。

7 (REMOVED ELEMENT)

schema-component で宣言されたグローバル・エ
レメントは更新 XML スキーマから除去された
か、抽象化されました。値
enclosing-schema-component は空です。
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8 (REMOVED TYPE)

オリジナル XML スキーマには別のタイプから
派生した schema-component のグローバル・タ
イプが含まれており、そのグローバル・タイプ
は更新 XML スキーマから除去されました。値
enclosing-schema-component は空です。

9 (SIMPLE TO COMPLEX)

オリジナル XML スキーマの単純内容を含む複
合タイプを、更新 XML スキーマで複合内容を
含むよう再定義することができませんでした。
値 schema-component はオリジナル XML スキ
ーマの複合タイプの名前で、値
enclosing-schema-component は複合タイプを参
照するエレメントの名前です。無名複合タイプ
の場合、値 schema-component は空になりま
す。

10 (SIMPLE CONTENT)

オリジナル XML スキーマで定義された単純タ
イプは、更新 XML スキーマと異なる基本タイ
プを持ちます。値schema-component はオリジナ
ル XML スキーマの単純タイプ名で、値
enclosing-schema-component はその単純タイプ
を参照するエレメントまたは属性の名前です。
無名単純タイプの場合、値 schema-component

は空になります。

ユーザーの処置: 上記の説明と reason-code

(reason-string) を比較して、非互換性の原因を特定して
ください。次に問題を訂正し、コマンドを再サブミット
して、XML スキーマを更新してください。

sqlcode: -20432

sqlstate: 22538

SQL20435N SELECT 節に ARRAY_AGG 関数が組み
込まれています。同じ SELECT 節の中の
ARRAY_AGG、LISTAGG、XMLAGG、
および XMLGROUP 関数のすべての呼び
出しの順序は同じではありません。

説明: SELECT 節に ARRAY_AGG が組み込まれてい
て、以下のいずれかの条件が存在しています。

v ARRAY_AGG 関数呼び出しに ORDER BY 節が組み
込まれていて、指定されたソート・キーが、同じ
SELECT 節の中の
ARRAY_AGG、LISTAGG、XMLAGG、または
XMLGROUP 関数呼び出しの少なくとも 1 つのオカ
レンスのソート・キーとは異なっています。

v ARRAY_AGG 関数呼び出しに ORDER BY 節が組み
込まれておらず、指定されたソート・キーが、同じ
SELECT 節の中の

ARRAY_AGG、LISTAGG、XMLAGG、または
XMLGROUP 関数のすべての呼び出しで同じというわ
けではありません。

ユーザーの処置: ソート・キーが同一になるように変更
するか、1 つを除くすべての関数呼び出しでソート・キ
ー指定を除去します。

sqlcode: -20435

sqlstate: 428GZ

SQL20436N 配列に指定されたデータ・タイプが無効で
す。

説明: CREATE TYPE ステートメントの配列、配列コ
ンストラクター、UNNEST に対する引数、
ARRAY_AGG に対する引数、または ARRAY_AGG の
ターゲットに指定されたデータ・タイプが無効です。デ
ータ・タイプの指定には、次の制約が適用されます。

v 以下のデータ・タイプはサポートされていません。

– LONG VARCHAR

– LONG VARGRAPHIC

– REFERENCE

– XML

– BOOLEAN (バージョン 9.7.5 より前)

– 行データ・タイプおよび配列データ・タイプ以外の
ユーザー定義データ・タイプ

v 連想配列の添字データ・タイプは、INTEGER または
VARCHAR でなければなりません。

v UNNEST に対する引数を、ネストされた配列にする
ことはできません。

v ARRAY_AGG に対する引数および ARRAY_AGG の
ターゲットとして、ネストされた配列を指定すること
はできません。

v ARRAY_AGG のターゲットとして、ネストされた配
列を指定することはできません。

v ARRAY タイプまたは ROW タイプを他の ARRAY

タイプの要素としてネストすることはできますが、超
えてはならない最大ネスト・レベルがあります。

ユーザーの処置: CREATE TYPE (配列) ステートメン
ト、配列コンストラクター、UNNEST に対する引数、
ARRAY_AGG に対する引数、または ARRAY_AGG の
ターゲットに指定されたデータ・タイプがサポートされ
ていることを確認してください。

sqlcode: -20436

sqlstate: 429C2
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SQL20437N データ・タイプが ARRAY ではないオブ
ジェクトに配列索引の操作を適用すること
はできません。

説明: object[array index] という形式の配列索引操作
は、タイプが ARRAY でないオブジェクトには適用で
きません。

ユーザーの処置: タイプ ARRAY 用に変数またはパラ
メーターを変更してください。

sqlcode: -20437

sqlstate: 428H0

SQL20438N 配列索引式のデータ・タイプを配列索引タ
イプに割り当てることはできません。

説明: object[array_index] という形式の式において、オ
ブジェクトが通常の配列である場合、配列索引式のタイ
プは INTEGER に割り当て可能でなければなりません。
オブジェクトが連想配列である場合、配列索引式のタイ
プは配列索引のデータ・タイプ (INTEGER または
VARCHAR) に割り当て可能でなければなりません。

ユーザーの処置: 配列索引式のデータ・タイプを、サポ
ートされるものに変更してください。

sqlcode: -20438

sqlstate: 428H1

SQL20439N 配列索引の値 value が範囲外であるか、
または存在しません。

説明: 配列エレメント指定の配列索引の値または
TRIM_ARRAY の 2 番目の引数が範囲外であるか、
NULL 値です。連想配列の配列エレメント指定で配列索
引が指定され、それが配列索引データ・タイプとして有
効である場合、配列索引値 value を持つエレメントはこ
の配列の中に存在しません。

ユーザーの処置: 連想配列の場合:

v NULL 値ではない値を指定します。

v 配列索引データ・タイプが整数である場合は、整数の
範囲内にある数値を値として指定します。

v 配列内に存在する配列索引値を指定します。

通常の配列の場合:

v この値が、割り当てステートメントの対象である配列
エレメント指定で使われる配列索引である場合は、
NULL 値ではなく、1 以上の値で、配列に定義された
最大カーディナリティーより大きくない値に変更して
ください。

v この値が、式に含まれる配列エレメント指定で使われ
る配列索引である場合、または TRIM_ARRAY 関数

の 2 番目の引数である場合には、0 以上の値で、配
列のカーディナリティーより大きくない値に変更して
ください。

sqlcode: -20439

sqlstate: 2202E

SQL20440N カーディナリティーcardinality の配列値が
長すぎます。許可される最大カーディナリ
ティーは max-cardinality です。

説明: 配列値は、そのカーディナリティー cardinality

から最大カーディナリティー max-cardinality への切り
捨てが必要とされる値でした。システム (組み込み) キ
ャストまたは調整関数は、なんらかの方法で値をトラン
スフォームするために呼び出されました。この値が使用
されている場所では、切り捨てが許されていません。

トランスフォームされる配列値は、以下のいずれかで
す。

v ストアード・プロシージャー呼び出しに対する引数

v ARRAY_AGG 関数への呼び出しの結果

v SET ステートメントの右辺で使われる配列コンスト
ラクターの結果

v キャスト関数に対する引数

ユーザーの処置: SQL ステートメントを調べて、トラ
ンスフォーメーションが行われる場所を判別してくださ
い。トランスフォーメーションに対する入力が長すぎる
か、またはターゲットが短すぎます。入力のカーディナ
リティーを明示的に削減するか、ターゲットがサポート
できるカーディナリティーを増やしてください。

sqlcode: -20440

sqlstate: 2202F

SQL20441N データ・タイプ type-name は、使用され
ているコンテキストではサポートされませ
ん。

説明: データ・タイプは、以下のようなさまざまなコン
テキストで指定できます。

v SQL 関数のパラメーター:

– モジュールで定義

– コンパウンド SQL (コンパイル済み) ステートメ
ントを使用して、モジュールで定義されない関数本
体として

v SQL 関数の戻りタイプ:

– モジュールで定義
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– コンパウンド SQL (コンパイル済み) ステートメ
ントを使用して、モジュールで定義されない関数本
体として

v SQL プロシージャーのパラメーター

v SQL 関数で宣言されるローカル変数:

– モジュールで定義

– コンパウンド SQL (コンパイル済み) ステートメ
ントを使用して、モジュールで定義されない関数本
体として

v SQL プロシージャーで宣言されるローカル変数

v トリガーで宣言されるローカル変数 (コンパウンド
SQL (コンパイル済み) ステートメントを使ってトリ
ガー本体として)

v コンパウンド SQL (コンパイル済み) ステートメント
内の SQL ステートメントの式

v グローバル変数

無効なコンテキストには、次のようなものがあります。

v 外部ルーチンでのパラメーターまたは変数

v コンパウンド SQL (インライン) ステートメントによ
って定義された関数本体を持つ関数の戻りタイプ

v 表の列

v SQL PL コンテキスト外の SQL ステートメントのデ
ータ・タイプ

v SQL PL コンテキスト外で参照されるグローバル変数
(モジュール変数を含む)

v SQL PL コンテキスト外から呼び出されるプロシージ
ャーまたは関数の入力/出力パラメーター

v パーティション・データベース環境 (DPF) または対
称型マルチプロセッサー (SMP) 環境において、ネス
トされたタイプ内に定義されているオブジェクトを参
照できるのは、トップレベルの SET および CALL

ステートメントのみです。副照会は、ネストされたタ
イプのオブジェクトを参照できません。

ユーザーの処置: サポートされるコンテキストの最新リ
ストと、このデータ・タイプの使用上の制約事項につい
ては、資料を参照してください。サポートされないコン
テキストで使われているデータ・タイプをすべて除去し
てください。

コマンド・インターフェースからのルーチン参照でデー
タ・タイプを参照している場合には、SQL PL コンテキ
ストの内部からルーチンを呼び出すか、指定されたデー
タ・タイプのグローバル変数をルーチン引数として提供
してください。

sqlcode: -20441

sqlstate: 428H2

SQL20442N 配列値を表示するのに十分な大きさのスト
レージがありません。

説明: 配列値を表示するのに必要なメモリーの量がシス
テムに許可された最大値を超えています。

ユーザーの処置: 可能な解決方法は、以下のとおりで
す。

v 配列値の作成を試行しているステートメントを訂正す
る

v 配列エレメントの数または一部のエレメントのサイズ
を削減する

v APPLHEAPSZ または APPL_MEMORY の値を増やす
(AUTOMATIC に設定されていない場合)

v システムで使用できる物理メモリーの量を増やす

sqlcode: -20442

sqlstate: 57011

SQL20443N 属性 attribute-name の値は length 以下で
なければなりません。

説明: トラステッド・コンテキストまたはワークロード
定義に指定された属性が長すぎます。属性
attribute-name が指定されましたが、値が最大長 length

を超えました。

ユーザーの処置: 長さが length 以下の有効な値を指定
してください。

sqlcode: -20443

sqlstate: 42907

SQL20445N 指定したセキュリティー・ラベルの名前
name が無効です。

説明: セキュリティー・ラベル名は、それが指定された
コンテキストで、既存のセキュリティー・ポリシー名に
よって明示的に修飾されていなければなりません。

ユーザーの処置: 既存のセキュリティー・ポリシー名に
よって明示的に修飾されたセキュリティー・ラベル名を
提供してください。

sqlcode: -20445

sqlstate: 42704

SQL20447N 書式制御ストリング format-string は、
function-name 関数には無効です。

説明: 書式制御ストリング format-string は、
function-name という関数では無効です。

関数の呼び出しに TO_CHAR、TO_DATE、または
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TO_TIMESTAMP という名前が使用された場合でも、
function-name として識別される関数に使用できるのは
VARCHAR_FORMAT または TIMESTAMP_FORMAT

です。

このメッセージは、書式制御ストリングの引数に次のい
ずれかの問題がある場合に戻されます。

1. サポートされない書式制御エレメントがある。

2. 書式に書式制御エレメントが含まれないか、空スト
リングであるか、またはすべてブランクである。

3. 書式制御エレメントが複数回にわたって指定されて
いる。

4. 書式制御ストリングの引数の長さが、許容される最
大長を超えている。

5. サポートされない区切り文字がある。

6. 書式制御エレメントの数が多すぎる。

7. 接頭部または接尾部の書式制御エレメントが、スト
リング内の間違った場所で指定されている (詳しくは
DECFLOAT_FORMAT および VARCHAR_FORMAT

を参照)。

8. 同じコンポーネントを表す複数の書式制御エレメン
トが存在する。例えば、TIMESTAMP_FORMAT 関
数の YYYY および YY (年を示す書式制御エレメン
ト) を両方とも書式制御ストリングで指定することは
できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 書式制御ストリングの引数を変更し
て、function-name 関数を再び呼び出します。

有効な書式制御ストリング引数について、詳しくは、
DB2 インフォメーション・センターの SQL リファレン
スで function-name 関数について参照してください。

sqlcode: -20447

sqlstate: 22007

SQL20448N TIMESTAMP_FORMAT 関数では、書式
制御ストリング format-string を使用して
string-expression を解釈できません。

説明: string-expression および format-string を使って
TIMESTAMP_FORMAT 関数が呼び出されました。関数
の呼び出しに使用された名前は、TO_DATE または
TO_TIMESTAMP の可能性もあります。タイム・スタン
プ値の生成のために、書式制御ストリング format-string

を使って値 string-expression を解釈することができませ
ん。このエラーは、次のいずれかの理由で発生する可能
性があります。

v 指定された書式制御ストリングに対して
string-expression が短すぎる

v 指定された書式制御ストリングに対して
string-expression が長すぎる

v 書式制御ストリングで指定されたテンプレートに
string-expression が準拠しない。例えば:

– 書式制御ストリング内の対応する書式制御エレメン
トに対して string-expression で指定された桁数が多
すぎる (例えば、92007 は YYYY の有効な値では
ない)

– 書式制御ストリング内の対応する書式制御エレメン
トに対して、string-expression 内の値が無効 (例え
ば、45 は DD の有効な値ではない)

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: TIMESTAMP_FORMAT 関数の書式制
御ストリング引数を変更してください。詳しくは、
「SQL リファレンス」の TIMESTAMP_FORMAT 関数
を参照してください。

sqlcode: -20448

sqlstate: 22007

SQL20449N ツリー・エレメント element-value は、こ
の指定場所では無効です。

説明: ツリー・エレメント element-value はツリーに存
在するエレメントですが、ステートメント内のこの指定
場所では無効です。ツリー・コンポーネントのツリー構
造を維持する必要があります。

例えば ALTER SECURITY LABEL COMPONENT ステ
ートメントにおいて、ADD ELEMENT 節の OVER 節
で指定された element-name が、UNDER キーワードの
直後に指定されたツリー・エレメントの直接の子エレメ
ントではありません。

ユーザーの処置: ツリー構造を維持する有効なツリー・
エレメントを指定してください。例えば、UNDER キー
ワードの直後に指定されたツリー・エレメントの直接の
子エレメントである既存のツリー・エレメントだけを指
定します。

sqlcode: -20449

sqlstate: 428H3

SQL20450N 階層照会の中で再帰の限度を超えました。

説明: CONNECT BY 節を使った階層照会は、再帰の
深さ 64 レベルに制限されています。照会はこのレベル
を超過しました。

ユーザーの処置: START WITH および CONNECT BY

節が正しいかどうか検証してください。 64 レベルより
深い再帰が予想される場合には、再帰共通表式を使って
照会を書き直してください。再帰共通表式では任意の深
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さの再帰がサポートされます。

sqlcode: -20450

sqlstate: 54066

SQL20451N 階層照会で循環が検出されました。

説明: CONNECT BY 節を使った階層照会で、
CONNECT BY 検索条件のもとで、それ自身の直接また
は間接の親である行が見つかりました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: CONNECT BY 節が正しいかどうか
検証します。その際、特に PRIOR 演算子を注意深く調
べてください。

v 循環が予想されない場合には、CONNECT BY 節で指
定された検索条件に基づいて、FROM 節によって提
供される結果表に循環データが含まれるかどうか検証
してください。

v 循環が予想される場合には、NOCYCLE キーワードを
CONNECT BY 節に追加します。例えば:

SELECT PK FROM T START WITH PK = 5
CONNECT BY NOCYCLE PRIOR PK = FK

sqlcode: -20451

sqlstate: 560CO

SQL20452N 階層照会の構成 nameがコンテキスト外で
使用されています。

説明: 以下のいずれかの構成が、階層照会のコンテキス
ト外で検出されました。

v LEVEL 疑似列

v PRIOR または CONNECT_BY_ROOT 単項演算子

v SYS_CONNECT_BY_PATH() 関数

v ORDER SIBLINGS BY 節

その理由は、以下のいずれかの可能性があります。

v name が指定されている副選択の中に CONNECT BY

節が存在しない。 name は相関できないことに注意し
てください。

v ORDER SIBLINGS BY が指定されたが、階層照会に
よって提供された部分的順序を破棄する
DISTINCT、GROUP BY、または HAVING 節が存在
する

v name のいずれかの引数が集約関数または OLAP 関
数である

v name 自体が、階層照会の構成の引数である

v PRIOR が CONNECT BY 節のコンテキスト外で指定
されている

v WHERE 節の暗黙的な結合述部で name が指定された

v START WITH 節で name が指定された

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置:

v 階層照会を意図していない場合、name が LEVEL で
あれば、name に一致する列または変数が存在するか
どうか、および照会内で解決可能かどうかを検証して
ください。これらの ID は、通常の ID の解決が失敗
した場合にのみ疑似列と見なされます。

v name を含んでいる副選択の中に CONNECT BY 節
があることを確認します

v 集約関数と階層照会を組み合わせるときには、集約関
数への引数として name を使用することを考慮してく
ださい (その逆ではありません)。例えば、
CONNECT_BY_ROOT MAX(name) ではなく
MAX(CONNECT_BY_ROOT name) を使用します。

v 照会から name を除去します。

sqlcode: -20452

sqlstate: 428H4

SQL20453N タスク task-name は現在実行中のため、
削除できません。

説明: タスク task-name は現在実行中のため、これを
削除する試行が失敗しました。

ユーザーの処置: タスクが完了するまで待ち、
SYSPROC.ADMIN_TASK_REMOVE プロシージャーを
使ってタスクを削除してください。タスクの実行状況を
確認するには、SYSTOOLS.ADMIN_TASK_STATUS ビ
ューを使用できます。

sqlcode: -20453

sqlstate: 5UA01

SQL20454N 外部結合の演算子の使用が無効です。理由
コード = reason-code。

説明: "(+)" として指定される外部結合演算子が、SQL

ステートメント内で誤って使用されました。無効な使用
の意味は、理由コード reason-code で説明されていま
す。

1 FROM 節内で JOIN 構文を使用する副選択の
中で外部結合演算子が使用されています。

2 別の副選択への相関参照を持つ AND 要因の中
で外部結合演算子が使用されています。
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3 AND 要因の中で、複数の表参照から得られる
列に対して外部結合演算子が使用されていま
す。

4 3 つ以上の表参照から得られる列を参照する
AND 要因の中で外部結合演算子が使用されて
います。

5 AND 要因の中の NULL プロデューサーに関す
るいくつかの列参照で、外部結合演算子が欠落
しています。

6 ただ 1 つの表参照からの列参照による AND

要因において外部結合演算子が指定されていま
す。同じ NULL プロデューサー表参照を使っ
て外部結合を実行する AND 要因は他に存在し
ません。

7 複数の外部結合の中で同じ表参照が NULL プ
ロデューサーとして使用されています。

8 循環を形成する別々の外部結合の中で同じ表参
照が NULL プロデューサーおよび外部表とし
て使用されています。

9 列の名前ではない ID とともに外部結合演算子
が使用されています。 ID はグローバル変数、
ローカル変数、遷移変数、またはパラメーター
名である可能性があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 外部結合演算子を使用する代わりに、
FROM 節内で明示的な OUTER JOIN 構文を使用してく
ださい。あるいは、理由コードに応じて、外部結合演算
子の無効な使用を修正または除去することもできます。

sqlcode: -20454

sqlstate: 428H5

SQL20456N ROW CHANGE TIMESTAMP および
GENERATED BY DEFAULT と定義され
ている列に対して、DEFAULT と明示的
な値の両方を指定することはできないた
め、複数行の挿入操作または更新操作が失
敗しました。

説明: 複数行データの挿入操作または更新操作におい
て、ROW CHANGE TIMESTAMP 属性と GENERATED

BY DEFAULT 属性の両方を使って定義された列のいく
つかの行に DEFAULT を指定し、他の行に明示的な値
を指定した状態で、行の挿入または更新が試行されまし
た。

ユーザーの処置: ステートメントを修正して、列のすべ
ての行に対して DEFAULTだけを指定するか、列のすべ
ての行に対して明示的な値を提供してください。あるい

は、この操作に 2 つのステートメントを使用し、1 つ
のステートメントでは列値を DEFAULT に設定して、
もう 1 つのステートメントでは明示的な値に列値を設
定することもできます。

sqlcode: -20456

sqlstate: 560CP

SQL20457N プロシージャー procedure-name は、パラ
メーター number の、サポートされない
バージョン version を検出しました。

説明: 序数位置 number のパラメーターに指定されて
いるバージョン version は、プロシージャー
procedure-name によってサポートされていません。

ユーザーの処置: プロシージャーを呼び出して、パラメ
ーターのサポートされているバージョン番号を指定しま
す。パラメーターのサポートされている最高のバージョ
ン番号は、プロシージャーを呼び出し、そのパラメータ
ーに NULL 値を指定することによって入手できます。

sqlcode: -20457

sqlstate: 38554

SQL20458W プロシージャー procedure-name は、パラ
メーター number1 の内部パラメーター処
理エラーを検出しました。パラメーター
number2 の値には、エラーに関するさら
に詳しい情報が含まれています。

説明: プロシージャー procedure-name の呼び出しの、
序数位置 number1 のパラメーターの形式または内容が
無効です。序数位置 number2 に指定された出力パラメ
ーターに、このエラーへの対処方法に関する情報が含ま
れています。

ユーザーの処置: 序数位置 number2 に指定された出力
パラメーターの情報を参考にして、パラメーター値の形
式または内容を訂正し、プロシージャーを再び呼び出し
てください。

sqlcode: +20458

sqlstate: 01H54

SQL20459W プロシージャー procedure-name は、内部
処理エラーを検出しました。パラメーター
number の値には、エラーに関するさらに
詳しい情報が含まれています。

説明: プロシージャー procedure-name が要求を処理し
ているときに、エラーが生じました。序数位置 number

に指定された出力パラメーターに、このエラーへの対処
方法に関する情報が含まれています。
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ユーザーの処置: 序数位置 number に指定された出力
パラメーターの情報を参考にして、エラーを訂正し、再
びプロシージャーを呼び出してください。

sqlcode: +20459

sqlstate: 01H55

SQL20460W このプロシージャー procedure-name は、
パラメーター number に関して、指定さ
れたバージョン version2 よりも高位のバ
ージョンである version1 をサポートしま
す。

説明: 序数位置 number のパラメーターに関して、よ
り高位のバージョン version1 が、プロシージャー
procedure-name によってサポートされています。指定さ
れたバージョン version2 は、このパラメーターに関し
てサポートされます。

ユーザーの処置: 新しいバージョンのパラメーターでサ
ポートされる追加フィーチャーについての詳細情報は、
資料で確認してください。それらの追加フィーチャーを
利用するには、最新のバージョンにアップグレードして
ください。

sqlcode: +20460

sqlstate: 01H56

SQL20461W プロシージャー procedure-name は、パラ
メーター number で指定されたロケール
locale2 ではなく、別のロケール locale1

に出力を戻しました。

説明: 序数位置 number のパラメーターに指定された
ロケール locale2 は、プロシージャー procedure-name

の出力には使用できませんでした。出力は、ロケール
locale1 を使って戻されました。

ユーザーの処置: 指定のロケール locale2 のサーバーに
メッセージ・ファイル・サポートをインストールする
か、またはサポートされるロケールを指定してくださ
い。

sqlcode: +20461

sqlstate: 01H57

SQL20462W 行変更特殊列を返すことができません。理
由コード = reason-code。

説明: 準備属性として WITH ROW CHANGE

COLUMNS ALWAYS DISTINCT が指定されています
が、データベース・マネージャーは行変更特殊列を返す
ことができません。

ステートメントは正常に準備されています。

ユーザーの処置: 行変更特殊列が必要な場合は、以下の
reason-code 値からアクションを判別してください。

1 準備された SELECT ステートメントは、行変
更列に対して適格ではありません。例えば、
GROUP BY、結合、または UNION が含まれ
ています。行変更特殊列のリターンをサポート
するように SELECT ステートメントを変更し
てください。

2 AS ROW CHANGE TIMESTAMP と定義され
た列が表に存在しません。AS ROW CHANGE

TIMESTAMP 属性が定義された列を持つように
表を変更してください。

3 AS ROW CHANGE TIMESTAMP と定義され
た列が表に追加されていますが、表の再編成が
まだ行われていません。表を再編成してくださ
い。

sqlcode: +20462

sqlstate: 0168T

SQL20464N SECADM 権限を authorization-ID から取
り消そうとしましたが、これは SECADM

権限を持つユーザー・タイプの唯一の外部
許可 ID であるため、操作が拒否されま
した。

説明: ユーザー・タイプの少なくとも 1 つの外部許可
ID が SECADM 権限を保持する必要がありますが、
REVOKE ステートメントは、この権限を持つユーザ
ー・タイプの最後の許可 ID から権限を取り消そうとし
ています。ステートメントは実行できません。
SECADM 権限は取り消されません。

ユーザーの処置: SECADM 権限を authorization-ID か
ら取り消すことができるようにするには、ユーザー・タ
イプの別の外部許可 ID に SECADM 権限を付与してく
ださい。

sqlcode: -20464

sqlstate: 42523

SQL20465N バイナリー XML 値は不完全であるか、
位置 position に 16 進データ text で始ま
る識別不能データを含んでいます。理由コ
ード = reason-code。

説明: バイナリー XML 値の処理中にエラーが発生し
ました。 position バイトにある 16 進の XML データ
の先頭 8 バイトは text です。識別不能なデータがバイ
ナリー XML データの末尾の 8 バイトの中にある場合
は、位置 position からバイナリー XML データの末尾
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までのデータのみが表示されます。理由コードは具体的
な問題を示しています。

1. 指定された XDBX データが不完全です。

2. 挿入操作に XML シーケンスが指定されています
が、これはサポートされていません。

3. 挿入操作に指定された XDBX データに、サポートさ
れないタグが含まれています。

4. 参照されたストリング ID は、事前に定義されてい
ません。

5. 指定された長さが正しくありません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: XML データの問題を修正するか、ま
たはデータ転送にテキスト形式 XML フォーマットを使
用するようにアプリケーションを変更してください。

sqlcode: -20465

sqlstate: 22541

SQL20467N 照会に対する単一値として式を計算するこ
とができないので、ステートメントは実行
されませんでした。無効な式は、ステート
メント内の構文要素 text の付近にありま
す。

説明: 構文要素 text の付近にあるステートメント内の
式は、単一値の結果になる必要があり、以下の要素のい
ずれかで構成されていなければなりません。

v 定数

v 特殊レジスター

v パラメーター・マーカー

v 変数

v 外部アクションを伴わない deterministic 関数

v 上記のいずれかの要素をオペランドとする式

式には、以下の要素のいずれも組み込むことができませ
ん。

v 列名

v 非 deterministic 関数

v 外部アクションを伴う関数

v 上記のいずれかの要素をオペランドとする式

ユーザーの処置: 組み込むことのできない要素をすべて
除去するように式を変更した後に、ステートメントを再
び実行してください。

sqlcode: -20467

sqlstate: 428H7

SQL20469N 理由コード reason-code のため、表
table-name の行または列のアクセス制御の
活動化に失敗しました。

説明: 表 table-name について、行のアクセス制御を明
示的または暗黙的に活動化できないか、または列のアク
セス制御を明示的に活動化できません。理由は以下のい
ずれかです。

37

トリガー object-name が表に対して定義されて
いるが、そのトリガーはセキュアなものとして
定義されていません。

38

表にビューが定義され、トリガー object-name

がそのビューに対して定義されているが、その
トリガーはセキュアなものとして定義されてい
ません。

40

表は、型付き表またはカタログ表のいずれかで
す。

41

表はマテリアライズ照会表によって参照されて
おり、マテリアライズ照会表は NOT

SECURED 属性が指定されている関数を参照し
ています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: エラーを修正し、表の行または列のア
クセス制御の活動化を再試行してください。

sqlcode: -20469

sqlstate: 55019

SQL20470N object-type1 の object-name1 がセキュアな
ものとして定義されておらず、object-type2

の object-name2 がそれに依存しているた
め、CREATE または ALTER ステート
メントが失敗しました。

説明: object-type1 の object-name1 は、object-type2 の
objectname2 が行または列のアクセス制御のためにそれ
に依存しているので、セキュアなものとして定義されて
いる必要があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 行の許可やマスクがオブジェクトに依
存しているか、あるいは行または列のアクセス制御がア
クティブ化されている表を参照するマテリアライズ照会
表がオブジェクトに依存している場合は、そのオブジェ
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クトをセキュアな状態に保つ必要があります。
CREATE または ALTER ステートメントを完了させる
には、従属オブジェクトを、それが不要であることを確
認した上でドロップしてください。

sqlcode: -20470

sqlstate: 428H8

SQL20471N INSERT または UPDATE ステートメン
トは、結果の行が行の許可を満たさないた
め失敗しました。

説明: INSERT または UPDATE 操作のオブジェクトに
対して、行アクセス制御が行われています。表内の行に
対するすべての INSERT または UPDATE の試行は、
結果の行がその表に定義されている行の許可に適合する
ようにチェックされます。

ステートメントは処理できません。 INSERT または
UPDATE 操作は実行されず、表の内容は変更されませ
ん。

ユーザーの処置: 行の許可の定義を調べて、要求された
INSERT または UPDATE 操作が失敗した理由を判別し
てください。これは、データ固有の条件である可能性が
あります。

sqlcode: -20471

sqlstate: 22542

SQL20472N 許可またはマスク object-name の ALTER

ステートメントは、理由コード
reason-code のために失敗しました。

説明: 次のいずれかの理由により、ALTER MASK ま
たは ALTER PERMISSION ステートメントを処理でき
ませんでした。

1

デフォルトの行の許可を変更できません。

2

オブジェクトが無効であるため、ENABLE を
指定できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置:

1

変更可能な行の許可または列マスクの名前を指
定します。

2

無効な状態の場合、行の許可または列マスクを
使用不可にし、それをドロップしてから再作成
します。

sqlcode: -20472

sqlstate: 428H9

SQL20473N NOT SECURE オプションを指定して作
成された関数 function-name が失敗しまし
た。その関数は、表に対して列アクセス制
御が活動化された、列マスクを持つ列
column-name を参照しました。

説明: 非セキュア関数の入力引数は、表に対する列アク
セス制御が活動化された、列マスクの定義されている列
を参照してはなりません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置:

v 関数への入力引数として、そのような列を参照しない
でください。

v 列マスクを使用不可にするかドロップしてから、関数
を再び呼び出してください。

sqlcode: -20473

sqlstate: 428HA

SQL20474N CREATE PERMISSION または
CREATE MASK ステートメントは、理
由コード reason-code のために、オブジェ
クト・タイプ object-type のデータベー
ス・オブジェクト object-name で失敗しま
した。

説明: CREATE PERMISSION または CREATE MASK

ステートメントは、CREATE PERMISSION または
CREATE MASK ステートメント内の定義が以下を参照
しているため、処理できませんでした。

1

行の許可または列マスクが定義されている表。

2

表関数。

3

セキュアでないユーザー定義関数。

4

deterministic ではないとして定義されている関
数、または外部アクションを持つように定義さ
れている関数。
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5

OLAP 仕様。

6

XMLEXISTS 述部。

7

ROW CHANGE 式。

8

シーケンス参照。

9

作成済みまたは宣言済み一時表。

10

XML 列のために暗黙的に作成された表。

11

SELECT 節にある * または name.*。

12

FIELDPROC を使用して定義されている列。

13

複数のコード化スキーム処理を必要とする言語
エレメント。

14

ダッシュ (-) を含む通常の SQL ID。

16

期間の指定を含む行の許可または列マスク。

17

履歴表または期間内に定義された表を参照して
いる行の許可または列マスク。

18

SELECT 節の指定のない集約関数。

19

ニックネーム。

20

メソッド。

21

疑似列。

22

XMLQUERY スカラー関数。

33

列マスクが定義されている列のデータ・タイプ
とは異なる、戻り式のデータ・タイプ。

34

列マスクが定義されている列の長さ属性とは異
なる、戻り式の長さ属性。

35

列マスクが定義されている列の NULL 属性と
は異なる、戻り式の NULL 属性。

36

列マスクが定義されている列の対応する属性と
は異なる、サブタイプまたはコード化スキー
ム。

37

カバーされている属性以外の戻り式の属性。

38

生成された列を定義する式で、列が参照されて
いる。

51

セキュリティー・ラベル列を含む表に対して行
の許可を作成することはできません。

52

行の許可は、セキュリティー・ラベル列を含む
表を参照できません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: エラーを訂正して、CREATE ステー
トメントを再実行してください。

sqlcode: -20474

sqlstate: 428HB

SQL20475N 指定された列に対して列マスクが既に定義
されているため、CREATE MASK ステ
ートメントは失敗しました。列名:

column-name。表名: table-name。既存のマ
スク名: mask-name。

説明: 1 つの列に対して 1 つのマスクしか定義できま
せん。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置:

1. DROP MASK SQL ステートメントを実行して、既
存の列マスクをドロップします。

2. その後、CREATE MASK ステートメントを再び実行
して新しい列マスクを作成します。

SQL20475N

第 20 章 SQL20000 - SQL20499 803



sqlcode: -20475

sqlstate: 428HC

SQL20476N 関数 function-name の呼び出しで、無効な
書式制御ストリング format-string が使用
されました。

説明: 無効な書式制御ストリングが function-name 関数
に指定されました。関数の呼び出しに TO_CHAR また
は TO_NUMBER という名前が使用される場合でも、
function-name の値は VARCHAR_FORMAT または
DECFLOAT_FORMAT のいずれかです。
VARCHAR_FORMAT 関数のための有効な書式制御スト
リングは、以下のものでなければなりません。

v 254 バイトを超えない、データ・タイプの実際の長さ
がある

v サポートされる書式制御エレメントだけを含んでいる

v 結果として生成されるストリングの実際の長さが、結
果の長さ属性を超えない

DECFLOAT_FORMAT 関数のための有効な書式制御ス
トリングは、以下のものでなければなりません。

v 254 バイトを超えない、データ・タイプの実際の長さ
がある

v 少なくとも 1 つの書式制御エレメントを含む

v サポートされる書式制御エレメントだけを含んでいる

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: function-name 関数の書式制御ストリ
ング引数を変更してください。詳しくは、「SQL リフ
ァレンス」の該当する関数の説明を参照してください。

sqlcode: -20476

sqlstate: 22018

SQL20477N 関数 function-name は、書式制御ストリン
グ format-string を使用して引数
string-expression を解釈できません。

説明: 関数 function-name が format-string および
string-expression を使って呼び出されました。関数の呼
び出に使用された名前が TO_NUMBER であっても、
function-name の値は DECFLOAT_FORMAT になりま
す。DECFLOAT(34) 値を生成するために、書式制御ス
トリング format-string を使って引数 string-expression の
値を解釈することができません。

このエラーは、次のいずれかの理由で発生する可能性が
あります。

v 指定された書式制御ストリングに対して
string-expression が長すぎる

v 書式制御ストリングで指定されたテンプレートに
string-expression が準拠しない。例えば:

– 書式制御ストリング内の対応する書式制御エレメン
トに対して string-expression で指定された桁数が多
すぎる (例えば、1234 は 999 の有効な値ではな
い)

– 書式制御ストリング内の対応する書式制御エレメン
トに対して、string-expression 内の値が無効 (例え
ば、$ は S の有効な値ではない)

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 関数 function-name の引数を、有効な
値に変更します。詳しくは、「SQL リファレンス」の
該当する関数の説明を参照してください。

sqlcode: -20477

sqlstate: 22018

SQL20478N 列マスク mask-name が列 column-name に
定義されていますが、列マスクを適用でき
ないか、または失敗したステートメントと
列マスクが競合しているため、ステートメ
ントは失敗しました。理由コード
reason-code

説明: 列マスクへの参照がサポートされていません。エ
ラーの原因は、以下の理由コードによって説明されてい
ます。

1

選択の結果表は、EXCEPT ALL を含むセット
演算、または INTERSECT ALL セット演算子
から派生しています。選択リストの列を参照し
ないように照会を変更するか、またはこのコン
テキストでセット演算を使用しないでくださ
い。

4

mask-name マスクで参照されている
column-name 列と同じ表内の各列は、GROUP

BY 節の中でも単純な列参照として参照されて
いなければなりません。そのような列は、
GROUP BY 節のグループ化式の中で参照され
てはなりません。選択リスト内で列を参照しな
いように照会を変更するか、または mask-name

マスクで参照されている同じ表の各列につい
て、単純な列参照だけを含むように GROUP

BY 節を変更してください。

22

列 column-name は、ステートメント内の表関
数または行関数への入力です。関数の結果への
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参照には、列マスク mask-name が関数の入力
に適用されることを必要とするものと、列マス
クを必要としないものがあります。指定された
列が表関数または行関数への入力である場合に
は、関数の結果へのすべての参照のマスク要件
が同じである必要があります。

30

INSERT または UPDATE 操作は、
column-name に対する列マスク mask-name か
ら返されるマスク値を使用します。マスク値を
返すのに使用された列マスク定義の THEN ま
たは ELSE 節で指定された式が、列
column-name への単純参照ではありません。指
定された INSERT または UPDATE 操作で
は、列マスク定義内の戻り式は、マスクが定義
されている列への単純参照でなければなりませ
ん。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置:

v INSERT または UPDATE 操作にある列への参照を取
り除いてから、操作を再試行してください。

v セキュリティー管理者に連絡して、列マスク定義内の
戻り式の変更を依頼してください。

sqlcode: -20478

sqlstate: 428HD

SQL20479N 表 table-name は行または列のアクセス制
御定義の一部になっているため、その表に
対する ALTER または RENAME ステー
トメントが失敗しました。理由コード
reason-code

説明: ALTER または RENAME ステートメントの表
table-name を、指定どおりに変更することができませ
ん。理由は以下のいずれかです。

1

1 つ以上の列マスクまたは行の許可の定義で、
表が参照されています。

2

1 つ以上の列マスクまたは行の許可の定義で、
表内の列が参照されています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置:

v 許可またはマスクをドロップし、変更または名前変更
の操作が完了した後に、それらを再作成してくださ
い。

v 表で、行と列のアクセス制御保護がない表のウィンド
ウがないようにするため、許可またはマスクが行レベ
ルで定義された表を一時的にプロテクトすることを考
慮してください。

sqlcode: -20479

sqlstate: 42917

SQL20480W 新しく定義されたオブジェクト
object-name は無効とマーク付けされま
す。その理由は、そこで参照されるオブジ
ェクト object-name2 が未定義または無効
であるため、または定義者にアクセス権限
がないためです。

説明: オブジェクト object-name は正常に定義されまし
たが、無効とマーク付けされました。object-name2 (アプ
リケーション・サーバーで定義されていないオブジェク
ト、または無効な状態にあるオブジェクト) を参照する
場合であっても、または定義者にそのオブジェクトのア
クセス権限がない場合でも、ビュー、トリガー、SQL

プロシージャー、SQL 関数などのオブジェクトを正常
に定義することができます。無効なオブジェクトに対し
ては、次回のアクセス時に暗黙的に妥当性再検査が自動
実行されます。または、プロシージャー
SYSPROC.ADMIN_REVALIDATE_DB_OBJECTS を使っ
て明示的に実行することもできます。

ユーザーの処置: object-name2 を定義または有効化する
必要がある場合には、このオブジェクトを作成または妥
当性再検査した後、object-name を再定義してくださ
い。object-name が正常に妥当性再検査されるようにす
るため、このオブジェクトに初めてアクセスする前に、
このオブジェクトで参照されるすべてのオブジェクトが
有効であること、および定義者がそれらにアクセスする
特権を持っていることを確認してください。

sqlcode: +20480

sqlstate: 0168Y

SQL20481N オブジェクト object-name を作成または妥
当性再検査すると、無効な直接/間接の自
己参照が発生する可能性があります。

説明: 作成または置換されようとしているオブジェクト
の定義には、自分自身への直接または間接的な参照が含
まれています。この自己参照は、定義の中で明示的に行
われる場合と、(このオブジェクトを明示的または暗黙的
に参照する別のオブジェクトを参照することによって)
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暗黙的に行われる場合があります。オブジェクト定義の
中に有効な自己参照を含めることができるのは、
CREATE SCHEMA ステートメントを使ってそれを作成
する場合のみです。このようなオブジェクトを置換また
は妥当性再検査できるのは、新しい定義に自己参照が含
まれない場合のみです。

ユーザーの処置: 自己参照を除去するか、CREATE

SCHEMA ステートメントを使って有効な自己参照を持
つオブジェクトを作成してください。

sqlcode: -20481

sqlstate: 429C3

SQL20482N 妥当性再検査の対象として指定されたすべ
てのオブジェクトに対する妥当性再検査が
失敗しました。1 つのオブジェクト
object-name1 がオブジェクト object-name2

を参照しているため、これを妥当性再検査
できませんでした。

説明: SYSPROC.ADMIN_REVALIDATE_DB_OBJECTS

プロシージャーで妥当性再検査の対象として指定された
すべてのオブジェクトを正常に妥当性再検査できません
でした。理由は、それらによって参照される少なくとも
1 つのオブジェクトが存在しないか、引き続き無効であ
るためです。存在しない、または引き続き無効であるオ
ブジェクト object-name2 を参照している 1 つのオブジ
ェクト object-name1 を妥当性再検査できませんでし
た。

ユーザーの処置: 存在すべきオブジェクトをすべて作成
してください。また、妥当性再検査されるオブジェクト
によって参照される、引き続き無効なオブジェクトをす
べて修正してください。無効なオブジェクトについての
情報は SYSCAT.INVALIDOBJECTS カタログ・ビュー
に含まれています。

sqlcode: -20482

sqlstate: 429C4

SQL20483N ルーチン routine-name を呼び出す際の名
前付き引数 parameter-name の使用が無効
です。理由コード: reason_code

説明: このエラーは、以下の理由で発生する可能性があ
ります。

1

routine-name のプロシージャー呼び出しに含ま
れる名前付き引数 parameter-name は、プロシ
ージャー定義の中に存在しません。プロシージ
ャー定義内に存在する名前に parameter-name

を変更してください。この理由コードは、バー
ジョン 9.7 フィックスパック 1 以降には適用
されません。

2

routine-name のルーチン呼び出しに含まれる名
前付き引数 parameter-name の後に、1 つ以上
の無名引数があります。名前付き引数の後に続
くすべての引数もまた、名前付きでなければな
りません。名前付き引数の後のすべての引数が
名前付きになるよう、ルーチン呼び出しを変更
してください。

3

routine-name のルーチン呼び出しで、名前付き
引数 parameter-name が複数回にわたって (明
示的または暗黙的に) 指定されています。引数
parameter-name の参照が 1 度だけとなるよう
に、ルーチン呼び出しを変更してください。

4

アンカタログされたルーチン routine-name の
プロシージャー呼び出しで、名前付き引数
parameter-name が使用されています。アンカタ
ログされたプロシージャーでは、名前付きパラ
メーターはサポートされません。名前付き引数
が含まれないように、プロシージャー呼び出し
を変更してください。

5

routine-name の関数呼び出しで、名前付き引数
parameter-name が指定されており、少なくとも
2 つの候補関数の対応するパラメーターの序数
位置が異なっています。この引数名および関連
付けられている候補関数のセットを使って関数
解決を続行することはできません。関数呼び出
しをより特定化して候補関数のセットが少なく
なるように変更してください。または SQL パ
スを調整するか、関数定義を置換することによ
り、検討される候補関数のセットを変更してく
ださい。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: SQL ステートメント内のルーチン呼
び出しを訂正してください。

sqlcode: -20483

sqlstate: 4274K

SQL20482N
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SQL20484N ルーチン routine-name の呼び出しで、
DEFAULT を使って定義されていないパ
ラメーター parameter-name が省略されて
います。

説明: プロシージャー呼び出しでパラメーター値が省略
されています。DEFAULT 値を持つようパラメーターが
定義されていない限り、これは無効です。 ステートメ
ントは処理できません。

ユーザーの処置: プロシージャー呼び出しを訂正して、
省略されたパラメーターにパラメーター値を指定してく
ださい。

sqlcode: -20484

sqlstate: 428HF

SQL20485N ルーチン routine-name に対する
CREATE ステートメントにおいて、
DEFAULT 付きで定義済みのパラメータ
ーの後に、DEFAULT なしのパラメータ
ーが定義されています。

説明: プロシージャー routine-name の作成中に、
DEFAULT 値が定義されたパラメーター指定の後に、
DEFAULT 値が定義されていないパラメーターが指定さ
れています。DEFAULT が定義されていないすべてのパ
ラメーターは、DEFAULT 値が定義されたパラメーター
の前に指定される必要があります。 ステートメントは
処理できません。

ユーザーの処置: DEFAULT 値を使って定義された最
初のパラメーターの後に続くすべてのパラメーターに対
して、DEFAULT 値を指定してください。または、
DEFAULT 値を使って定義されたすべてのパラメーター
が DEFAULT 値なしで定義されたすべてのパラメータ
ーの後に配置されるよう、パラメーター・リストを再配
列してください。

sqlcode: -20485

sqlstate: 428HG

SQL20490N 表 table-name に VERSIONING 節が指定
されましたが、この表をシステム期間テン
ポラル表として使用することができないた
め、ステートメントが失敗しました。理由
コード reason-code

説明: CREATE または ALTER TABLE ステートメン
トが表をシステム期間テンポラル表にすることを試みま
したが、次に示す理由コードのため、表定義が無効で
す。

1

表が既にシステム期間テンポラル表または履歴
表として定義されています。

2

表には、SYSTEM_TIME 期間または
transaction-start-ID 列がありません。システム期
間テンポラル表には、SYSTEM_TIME 期間と
transaction-start-ID 列がなければなりません。

3

この表はマテリアライズ照会表です。

4

DB2 for z/OS サーバーにおいて、表で列マス
クまたは行の許可が定義されています。

5

transaction-start-ID 列は、表内の
SYSTEM_TIME 期間の row-begin 列および
row-end 列と同じデータ・タイプ、長さ、精
度、および位取りで定義されている必要があり
ます。

6

表または関連した履歴表で NOT LOGGED

INITIALLY 属性がアクティブ化されていま
す。

7

表にセキュリティー・ポリシーが関連付けられ
ています。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 構文を訂正して、ステートメントを再
サブミットしてください。

sqlcode: -20490

sqlstate: 428HM

SQL20491N 期間 period-name の指定が無効なため、
ステートメントが失敗しました。理由コー
ド reason-code

説明: 次に示す理由コードのため、CREATE または
ALTER ステートメント内の期間属性の仕様が無効で
す。

1

期間の row-begin 列名は row-end 列名と同じ
であってはなりません。

2

SQL20484N
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期間の中の列の名前は、表の別の期間の定義に
使用されている列と同じ名前であってはなりま
せん。

3

row-begin 列と row-end 列とで、データ・タイ
プ、長さ、精度、および位取りが同じでなけれ
ばなりません。

4

row-begin 列に指定されたタイム・スタンプの
タイプは、row-end 列に指定されたタイム・ス
タンプのタイプと同じでなければなりません。

5

BUSINESS_TIME 期間では、列は、
GENERATED 節を使って定義された列であっ
てはなりません。

6

SYSTEM_TIME 期間では、row-begin 列は
ROW-BEGIN として定義され、row-end 列は
ROW-END として定義される必要があります。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 構文を訂正して、ステートメントを再
サブミットしてください。

sqlcode: -20491

sqlstate: 428HN

SQL20494N 公開別名 name の修飾に使用できるのは
SYSPUBLIC だけです。スキーマ名
schema-name は使用できません。

説明: 公開別名として修飾名が指定されましたが、修飾
子が SYSPUBLIC ではありません。

ユーザーの処置: 2 部構成の名前を 1 部構成の名前に
変更するか、修飾子 SYSPUBLIC を指定してくださ
い。公開別名を意図していないにもかかわらずステート
メントで PUBLIC が指定された場合には、キーワード
PUBLIC を除去してください。

sqlcode: -20494

sqlstate: 428EK

SQL20495N モジュール初期化プロシージャー
SYS_INIT の定義が無効です。理由コー
ド rc。

説明: 初期化プロシージャー定義が無効な理由として、
次のような可能性があります。

1

SYS_INIT プロシージャー定義にパラメーター
が含まれている。

2

SYS_INIT プロシージャー定義が結果セットを
戻す。

3

SYS_INIT プロシージャーを公開できない。

ユーザーの処置: 有効な構文に従うよう、初期化プロシ
ージャーの定義を変更してください。

sqlcode: -20495

sqlstate: 428HP

SQL20496N ルーチン name はルーチン・プロトタイ
プであるため、呼び出すことができませ
ん。

説明: ルーチン name はモジュール内でプロトタイプ
として定義されていますが、完全にはインプリメントさ
れていません。指定されたルーチン名のルーチン・プロ
トタイプがモジュール内に見つかりましたが、ルーチン
本体がありません。ルーチン定義が未完成であるため、
これを呼び出すことができません。

ユーザーの処置: モジュールを変更して、ルーチン定義
の全体を追加します。もう一度やり直してください。

sqlcode: -20496

sqlstate: 55019

SQL20498N 次のフィールドに指定されたデータ・タイ
プはサポートされていません。field-name

指定されたデータ・タイプは type-name

です。

説明: CREATE TYPE ステートメント内の行に指定さ
れたデータ・タイプが無効です。データ・タイプの指定
には、次の制約が適用されます。

v 以下のデータ・タイプはサポートされていません。

– XML

– LONG VARCHAR

– LONG VARGRAPHIC

– 上記のいずれかのタイプに基づくユーザー定義タイ
プ

– REF (OID 列名参照)

– BOOLEAN (バージョン 9.7.5 より前)

– CURSOR

– SYSPROC.DB2SECURITYLABEL

– ユーザー定義の構造化データ・タイプ

SQL20494N
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– 行データ・タイプでサポートされないデータ・タイ
プの表列または変数のアンカー

– 緩やかに型付けされたカーソルの行のアンカー

v ARRAY タイプまたは ROW タイプを他の ROW タ
イプのフィールド・タイプの要素としてネストするこ
とはできますが、最大ネスト・レベルを超えてはなり
ません。

ユーザーの処置: CREATE TYPE (行) ステートメント
のフィールド、あるいはアンカー表またはアンカー・ビ
ューの列で定義されたフィールドに指定されたデータ・
タイプがサポートされていることを確認してください。

sqlcode: -20498

sqlstate: 429C5

SQL20499N データ・タイプ typename は、keywords

述部のオペランドとしては無効です。

説明: keywords で示される述部では、述部のオペラン
ドとしてデータ・タイプ typename がサポートされませ
ん。

ユーザーの処置: 述部でサポートされるデータ・タイプ
を持つようにオペランドを変更するか、無効なオペラン
ド・データ・タイプの述部を除去します。

sqlcode: -20499

sqlstate: 428HQ

SQL20499N
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第 21 章 SQL20500 - SQL20999

SQL20500N 値のリストにおける行データ・タイプの値
の使用方法が無効です。

説明: リスト内での行タイプの使用が無効です。

次のようなリストで行変数を使用することは無効です。

v 更新操作の代入節または割り当てステートメントのた
めのソース変数リスト。

v 単純な割り当てステートメント用、または SELECT

INTO、FETCH、VALUES INTO ステートメント内の
割り当てステートメント用のターゲット変数リスト。

v 挿入操作の VALUES 節内の 1 行を表す式リスト。

ステートメントは実行できません。

ユーザーの処置: リストに行変数が含まれないようにス
テートメントを書き直すか、単一の行変数値を持つリス
トに置き換えてください。

sqlcode: -20500

sqlstate: 428HR

SQL20501N 指定されたセクションが見つからないた
め、Explain 機能が失敗しました。理由コ
ード = reason-code。

説明: アクセス・プラン情報をセクションから得るため
に Explain 機能が呼び出されましたが、指定されたセク
ションが見つかりませんでした。理由コードは以下のと
おりです。

1

指定された実行可能 ID で示されるセクション
は、指定されたソース・ロケーションに見つか
りませんでした。

2

指定されたアクティビティー情報で示されるセ
クションは、指定されたアクティビティー・イ
ベント・モニター内に見つかりませんでした。

3

指定されたパッケージおよびセクション情報で
示されるセクションは、カタログ内に見つかり
ませんでした。

4

セクションはアクティビティー・イベント・モ
ニターによってキャプチャーされませんでし
た。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1

実行可能 ID およびセクションのソース・ロケ
ーションが正しく指定されたことを確認しま
す。指定された実行可能 ID を持つセクション
がソース・ロケーションに引き続き存在するこ
とを確認してください。ソース・ロケーション
がメモリー内のパッケージ・キャッシュであれ
ば、セクションがキャッシュから既に除去され
た可能性があり、その場合は、これ以上のアク
ションを実行できません。

2

指定されたアクティビティー情報が正しいこ
と、および指定されたアクティビティー・イベ
ント・モニターによってキャプチャーされるア
クティビティーに対応していることを確認しま
す。

3

指定されたパッケージおよびセクション情報
が、カタログ内のセクションに対応しているこ
とを確認してください。

4

ワークロード管理オブジェクトに対する
COLLECT ACTIVITY WITH DETAILS,

SECTION 節を使用して、該当するアクティビ
ティーに関するセクション収集が有効になって
いることを確認します。詳しくはインフォメー
ション・センターを参照してください。

sqlcode: -20501

sqlstate: 4274L

SQL20502N 指定されたアクティビティー・イベント・
モニター evmon_name は表書き込みイベ
ント・モニターでないため、Explain 機能
が失敗しました。

説明: アクティビティー・イベント・モニターによって
キャプチャーされるセクションからアクセス・プラン情
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報を得るために、Explain 機能が呼び出されました。イ
ベント・モニターの種類は表書き込みイベント・モニタ
ーでなければなりません。セクションのソース・ロケー
ションとして指定されたアクティビティー・イベント・
モニターは、表書き込みイベント・モニターではありま
せん。

ユーザーの処置: 表書き込みアクティビティー・イベン
ト・モニターの名前を指定してください。表書き込みイ
ベント・モニターを作成するには CREATE EVENT

MONITOR ...WRITE TO TABLE ステートメントを使用
できます。

sqlcode: -20502

sqlstate: 55074

SQL20503N 指定されたセクションに対して、Explain

機能はサポートされていません。理由コー
ド = reason-code。

説明: アクセス・プラン情報をセクションから得るため
に Explain 機能が呼び出されましたが、このセクション
ではこの操作がサポートされていません。理由コードは
以下のとおりです。

1. 入力として指定されたセクションは、DB2 バージョ
ン 9.7 より前のリリースでキャプチャーされました。
DB2 V9.7 より前のリリースでキャプチャーされたセク
ションに対して Explain 機能を使用することはできませ
ん。

2. 入力として指定されたセクションは、現在の DB2 バ
ージョンより前のリリースでキャプチャーされました。
そのリリースのセクションに対して Explain 機能はもは
やサポートされません。

3. 入力として指定されたセクションは、現在の DB2 バ
ージョンより後のリリースでキャプチャーされました。
現在のリリースより後のリリースでキャプチャーされた
セクションに対して Explain 機能を使用することはでき
ません。

4. 入力として指定されたセクションは、有効なセクショ
ンとして認識されません。

5. セクションにはアクセス・プラン情報が含まれていま
せん。(DDL などの) ステートメントのセクションに
は、アクセス・プランを含まないものもあります。これ
らのセクションに対して Explain 機能を使用することは
できません。

6. ステートメントが無効であるため、セクションが存在
しません。パッケージがバインドされたときにステート
メントにエラーがありました。

7. ステートメントが増分バインド・ステートメントであ
るため、セクションが存在しません。増分バインド・ス

テートメントの場合、カタログにセクションが保管され
ません。これらのステートメントは、アプリケーショ
ン・プロセスの実行中にバインドされます。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1. 有効なリリースでキャプチャーされたセクションを指
定して、Explain 機能を呼び出してください。

2. 有効なリリースでキャプチャーされたセクションを指
定して、Explain 機能を呼び出してください。

3. 有効なリリースでキャプチャーされたセクションを指
定して、Explain 機能を呼び出してください。

4. 有効なセクションを入力に指定して Explain 機能を
呼び出してください。

5. アクセス・プラン情報を含むセクションを指定して、
Explain 機能を呼び出してください。

6. このデータベース・サーバーでステートメントが実行
されることになっている場合は、見つかった問題を訂正
し、ACTION REPLACE オプションを使って
PRECOMPILE または BIND コマンドを再発行します。
問題を訂正した後、Explain 機能を再試行してくださ
い。

7. 増分バインド・ステートメントのセクションに対して
Explain 機能を使用するには、動的ステートメントと同
様の手順に従います。つまり、バインド後にパッケー
ジ・キャッシュ内でステートメントを識別し、ステート
メントのセクションに対応する実行可能 ID を指定して
Explain 機能を呼び出します。

sqlcode: -20503

sqlstate: 55075

SQL20504N 使用されているコンテキストで、アンカ
ー・データ・タイプのターゲット・オブジ
ェクトはサポートされていません。

説明: アンカー・データ・タイプは、以下の任意のオブ
ジェクトを参照できます。

v グローバル変数

v SQL 変数 (ただし別の SQL 変数用のみ)

v モジュール変数

v 表列

v ビュー列

v 表の行

v ビュー内の行

v 強く型付けされたカーソル・データ・タイプを持つカ
ーソル変数に関連した行定義

SQL20503N
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v 弱く型付けされたカーソル・データ・タイプを持つ変
数に関連した行定義 (ただし、その定義に使われる
CONSTANT 節では、すべての結果列を指名する選択
ステートメントが指定される)

アンカー・データ・タイプで参照できないオブジェクト
には、例えば次のものがあります。

v ニックネーム

v ニックネーム内の列

v 型付き表

v 型付き表の列

v 型付きビュー

v 型付きビュー内の列

v 宣言済みのグローバル一時表

v 宣言済みのグローバル一時表内の列

v 弱く型付けされたカーソルに関連した行定義

v データベース・コード・ページまたはデータベース照
合とは異なるコード・ページまたは照合を持つオブジ
ェクト

サポートされるオブジェクト参照の詳細なリストについ
ては、資料を参照してください。

ユーザーの処置: 上記以外のコンテキスト、または資料
で説明されている以外のコンテキストで使われるアンカ
ー・データ・タイプ参照を、すべて除去してください。

sqlcode: -20504

sqlstate: 428HS

SQL20505N 連想配列の UNNEST と共に WITH

ORDINALITY 節を指定することは無効で
す。

説明: UNNEST 表関数の引数が連想配列である場合、
WITH ORDINALITY 節を指定することはできません。
連想配列は、順序位置に従って編成されません。

ユーザーの処置: WITH ORDINALITY 節を除去する
か、UNNEST 関数の引数を通常の配列に変更します。
ステートメントを再試行します。

sqlcode: -20505

sqlstate: 428HT

SQL20506N カーソル・コンストラクター値が別の有効
範囲に割り当てられていたため、カーソル
変数を現在の有効範囲内の OPEN ステー
トメントで使用できませんでした。

説明: カーソル・コンストラクター値がカーソル変数に
割り当てられている有効範囲の外にある OPEN ステー

トメントでカーソル変数は使用できません。

ユーザーの処置: カーソル変数を、カーソル・コンスト
ラクターがカーソル変数に割り当てられているのと同じ
有効範囲内にある OPEN ステートメントで使用してく
ださい。

sqlcode: -20506

sqlstate: 51044

SQL20507N OPEN または FETCH ステートメントで
使われているカーソル変数に関連した照会
は、同じカーソルを使用する別のカーソル
操作を再帰的に呼び出します。

説明: OPEN または FETCH ステートメントで使用さ
れているカーソル変数に関連した照会に、カーソル変数
を引数として渡される関数の呼び出しが含まれていま
す。そして、そのカーソル引数は、関数内でいくつかの
カーソル操作を実行するために使用されます。照会が、
カーソル操作で指定されたものと同じ変数名を指定する
場合、または同じカーソルを参照するカーソル変数を指
定する場合、関数は同じカーソルに対して再帰的に操作
を行うことになります。そのような再帰的カーソル操作
はサポートされていません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: OPEN または FETCH ステートメン
トで使われるカーソル変数に関連した照会を変更してく
ださい。こうして、カーソル変数の引数を受け取る関数
が、OPEN または FETCH ステートメントと同じカーソ
ルを参照しない別のカーソル変数を使用するようにしま
す。ステートメントを再試行します。

sqlcode: -20507

sqlstate: 24525

SQL20508N オブジェクト object-name の妥当性再検査
でエラーが発生しました。失敗した操作は
operation、SQLCODE sqlcode、
SQLSTATE sqlstate、メッセージ・トーク
ンは token-list です。

説明: SYSPROC.ADMIN_REVALIDATE_DB_OBJECTS

プロシージャーによるステートメント operation の処理
が失敗しました。この処理中にエラーが発生しました。
SQLCODE、SQLSTATE、およびメッセージ・トーク
ン・リスト (各トークンは縦線によって区切られていま
す) が提供されます。メッセージ・トークンは切り捨て
られる可能性があります。エラーの詳細な説明として、
sqlcode に対応するメッセージを参照してください。

ユーザーの処置: 失敗した SQL ステートメントの
SQLCODE に関連するメッセージをチェックしてくださ
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い。 メッセージで提案されているアクションに従って
ください。

sqlcode: -20508

sqlstate: 5UA03

SQL20509N モジュール別名 alias-name を DDL ステ
ートメントのターゲット・モジュールとし
て使用することはできません。

説明: ALTER MODULE ステートメント、COMMENT

ステートメント、および DROP ステートメントでは、
別名によって参照されるモジュールを変更、コメント追
加、またはドロップする目的で、モジュール別名
alias-name をターゲット・モジュールとして指定するこ
とはできません。

ユーザーの処置: 別名 alias-name で参照されるモジュ
ール名を指定して、SQL ステートメントを再びサブミ
ットします。

sqlcode: -20509

sqlstate: 560CT

SQL20510N コンパウンド SQL (コンパイル済み) ス
テートメントを使用するコンテキストが無
効です。

説明: コンパウンド SQL (コンパイル済み) ステート
メントは、以下のようなコンテキストで使用できます。

v スタンドアロン・ステートメントとして

v SQL プロシージャーの本体として

v SQL スカラー関数の本体として

v トリガーが以下を使用して定義されていない場合のト
リガーの本体として

– FOR EACH STATEMENT 節

– REFERENCING OLD TABLE 節

– REFERENCING NEW TABLE 節

ユーザーの処置: 次の 1 つを実行し、要求を再試行し
てください。

v 無効なコンパウンド SQL (コンパイル済み) ステート
メントを除去する。

v 無効なコンパウンド SQL (コンパイル済み) ステート
メントを、コンパウンド SQL (インライン) ステート
メントに置き換える。

v トリガー定義の中で使われる場合、トリガー定義を変
更して、コンパウンド SQL (コンパイル済み) ステー
トメントの使用を制限している節を除去してくださ
い。

sqlcode: -20510

sqlstate: 429C6

SQL20511N メッセージ・バッファーの使用可能なスペ
ースが十分にないため、メッセージ・バッ
ファーにデータを入れようとして失敗しま
した。メッセージ・バッファー名:

buffer-name。

説明: バッファー内の使用可能な空きスペースがデータ
に対して小さすぎるため、メッセージ・バッファーにデ
ータを入れようとして失敗しました。

ユーザーの処置: 以下のいずれかの方法で、このメッセ
ージに応答します。

v DBMS_OUTPUT バッファーの場合は、以下のいずれ
かのアクションを実行してください:

– DBMS_OUTPUT.GET_LINE プロシージャーまたは
DBMS_OUTPUT.GET_LINES プロシージャーを呼
び出すことにより、ローカル・メッセージ・バッフ
ァーからデータを取り出してスペースを解放しま
す。

– DBMS_OUTPUT.ENABLE プロシージャーを使用し
て、バッファーのサイズを増やします。

v DBMS_PIPE バッファーの場合、
DBMS_OUTPUT.SEND_MESSAGE 関数を呼び出すこ
とにより、パイプを介してメッセージ・バッファーの
内容を送信します。

v UTL_TCP.READ_LINE バッファーの場合、送信側か
ら送られる 1 行ごとのデータ量を減らします。

sqlcode: -20511

sqlstate: 5UA0P

SQL20512N DBMS_ALERT.REGISTER プロシージャ
ーには、事前に登録されているアラートが
ありません。

説明: 現在のセッションの DBMS_ALERT.REGISTER

プロシージャーには、事前に登録されているアラートが
ありません。

ユーザーの処置: DBMS_ALERT.REGISTER プロシー
ジャーを呼び出してアラートを登録します。

sqlcode: -20512

sqlstate: 5UA04

SQL20513N UTL_FILE のプロシージャー
procedure-name は、ファイル file-name の
削除または名前変更に失敗しました。オペ
レーティング・システム・エラー =

error-text。
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説明: モジュール UTL_FILE 内のプロシージャー
procedure-name は、指定されたファイル file-name の削
除または名前変更に失敗し、オペレーティング・システ
ムから error-text というエラーを受け取りました。

ユーザーの処置: エラー状態の詳細は、システム・エラ
ー「error-text」に示されています。適切な対応として、
以下を行うことができます: プロシージャーの引数が有
効であることを確認する。ファイル file-name が存在
し、その属性が適切であることを確認する。ファイル
file-name を名前変更する場合、ターゲット・ファイルが
まだ存在しないことを確認するか、OVERRIDE パラメ
ーターを TRUE に設定する。

sqlcode: -20513

sqlstate: 5UA0C、5UA0D

SQL20514N UTL_SMTP モジュール・ルーチンで
SMTP サーバー・エラーが検出されまし
た。SMTP エラー・コード =

error-code。

説明: UTL_SMTP モジュール・ルーチンが一時的また
は永続的な SMTP サーバー・エラーを検出しました。

ユーザーの処置: エラー・コード error-code は、検出
された特定の SMTP エラーの詳細を示しています。エ
ラー・コード値が 400 から 499 の範囲に入っている場
合、そのエラーは一時的エラーであり、同じ要求を後で
正常に実行できる可能性があります。エラー・コード値
が 500 から 599 の範囲に入っている場合、そのエラー
は永続エラーであり、正確なエラー・コードに基づいて
エラー状態の解決方法を判断できる可能性があります。
SMTP サーバーの担当者に連絡して SMTP サーバーの
エラーを修正するよう依頼する必要があるかもしれませ
ん。または別の SMTP サーバーを選択することもでき
ます。

sqlcode: -20514

sqlstate: 5UA0E、5UA0F

SQL20515N 動的ステートメント名をカーソル値コンス
トラクターで使用することはできません。

説明: 次のようなカーソル値コンストラクターの中で、
動的ステートメント名が指定されています。

v カーソル値コンストラクターのパラメーター・リスト
で 1 つ以上の名前付きパラメーターも指定されてい
る。

v 強く型付けされたカーソル・データ・タイプの変数に
割り当てられている。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 次の 1 つを実行し、要求を再試行し
てください。

v 動的ステートメント名を SELECT ステートメントに
置き換えます。

v カーソル値コンストラクターからパラメーター・リス
トを除去します。

v カーソル変数を、弱く型付けされたカーソル・デー
タ・タイプに変更します。

sqlcode: -20515

sqlstate: 428HU

SQL20516W ステートメントは正常にコンパイルされま
したが、このステートメント用のアクセ
ス・プランを保持できませんでした。理由
コード = reason-code。

説明: BIND、REBIND、または PRECOMPILE の実行
中にステートメントが正常にコンパイルされましたが、
以前のアクセス・プランを保持できませんでした。理由
コードは以下のとおりです。

101

DB2 バージョン 9.7 より前のバージョンでパ
ッケージが最後にバインドまたは再バインドさ
れました。DB2 バージョン 9.7 より前のバー
ジョンで生成されたセクションのアクセス・プ
ランを保持することはできません。

102

インストール済みバージョンより前の DB2 バ
ージョンでパッケージが最後にバインドまたは
再バインドされましたが、そのバージョンのア
クセス・プランはこのインストール済みバージ
ョンで保持できません。

103

インストール済みバージョンより後の DB2 バ
ージョンでパッケージが最後にバインドまたは
再バインドされましたが、より新しいバージョ
ンのアクセス・プランは古い DB2 バージョン
で保持できない場合があります。インストール
済み DB2 バージョンを、以前のフィックスパ
ック・レベルまたは DB2 バージョンに復帰さ
せた場合に、これが発生する可能性がありま
す。

104

パッケージ内のセクションが有効なセクション
として認識されません。

105
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既存のパッケージの中に照会が見つかりません
でした。新しいステートメントが導入された
か、ステートメント・テキストが変更された
か、または新しいホスト変数がソース・ファイ
ル内で作成された可能性があります。

106

照会の内部表記の変更によって、以前のアクセ
ス・プランがもはや適用されなくなりました。
例えば、次のような変更が発生した可能性があ
ります: 参照されるデータベース・オブジェク
トの変更、データベース・マネージャーの構成
の変更、DB2 SQL 照会コンパイラーの変更。

107

照会のコンパイル環境が変化したため、照会コ
ンパイラーは同じアクセス・プランを生成でき
なくなりました。これに該当する例として、も
はや存在しない索引に以前のアクセス・プラン
がアクセスする場合があります。または、以前
とは異なる最適化レベルで照会がコンパイルさ
れ、以前に選択されたアクセス・プラン・スト
ラテジーが新しい最適化レベルで許可されない
場合もあります。

ユーザーの処置: ほとんどの状況で、この警告は無視で
きます。それは、通常の、予期されるデータベース・オ
ブジェクトの変更やデータベース構成の変更の結果とし
て以前のアクセス・プランの保持に失敗した可能性があ
るためです。状況によっては、照会のパフォーマンスを
監視するか Explain 機能を使用することにより、アクセ
ス・プランを調べて、同じ照会に対して以前に生成され
たアクセス・プランと比べることもできます。その後、
照会のパフォーマンスを調整および監視する適切な手順
に従って、照会のパフォーマンスが良好であることを確
認したり、必要に応じてパフォーマンスを改善すること
ができます。この警告が戻されるのを防ぐには、理由コ
ードに基づいて以下のいずれかのアクションを実行して
ください。

101

BIND、REBIND、または PRECOMPILE コマ
ンドのアクセス・プラン再使用オプションを有
効にする前に、DB2 バージョン 9.7 以降の
DB2 バージョンでパッケージをバインドまた
は再バインドします。

102

BIND、REBIND、または PRECOMPILE コマ
ンドのアクセス・プラン再使用オプションを有
効にする前に、インストール済み DB2 バージ
ョンでパッケージをバインドまたは再バインド
します。

103

BIND、REBIND、または PRECOMPILE コマ
ンドのアクセス・プラン再使用オプションを有
効にする前に、インストール済み DB2 バージ
ョンで (または、インストール済み DB2 バー
ジョンにおいてアクセス・プラン再使用がサポ
ートされるアクセス・プランを持つ DB2 バー
ジョンで) パッケージをバインドまたは再バイ
ンドします。

104

この予期しない結果を報告するために、DB2

サービス担当員に連絡して、db2diag.log ファイ
ルおよび (DIAGPATH データベース・マネー
ジャー構成パラメーターで指定された) 診断デ
ィレクトリー・パスの内容を提出します。

105

この照会に関する既存のアクセス・プランを保
持する必要がある場合には、照会を再フォーマ
ットまたは変更しないでください。または、新
しいホスト変数を参照してください。あるい
は、新しいアクセス・プランが適切であること
を確認することができます。

106

この照会に関する既存のアクセス・プランを保
持する必要がある場合には、参照されるデータ
ベース・オブジェクトまたはデータベース・マ
ネージャー構成を変更しないでください (デー
タベース・マネージャー・コードの変更が原因
でアクセス・プランを再使用できなくなる場合
もあります)。あるいは、照会のパフォーマンス
を調整および監視する適切な手順に従って、照
会が期待どおりに実行されることを確認するこ
ともできます。

107

この照会に関する既存のアクセス・プランを保
持する必要がある場合には、参照されるデータ
ベース・オブジェクト、データベース・マネー
ジャー構成、または最適化オプションを変更し
ないでください。あるいは、照会のパフォーマ
ンスを調整および監視する適切な手順に従っ
て、照会が期待どおりに実行されることを確認
できます。Explain 診断機能を使用して、以前
のアクセス・プランが保持されなかった理由を
調べることもできます。

sqlcode: +20516

sqlstate: 01602
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SQL20518N UTL_SMTP モジュール・ルーチン
routine_name の呼び出しの順序が正しく
ないため、操作は無効です。

説明: SMTP プロトコルでは、特定の順序で操作を実
行する必要があります。ルーチン routine-name が呼び
出されましたが、SMTP プロトコルでは、このルーチン
が実行しようとした操作が正常に完了するには、その前
に別の操作を実行しなければなりません。例えば
UTL_SMTP.WRITE_DATA ルーチンは、
UTL_SMTP.OPEN_DATA ルーチンが正常に完了した後
で呼び出されなければならず、UTL_SMTP.RCPT ルーチ
ンは、UTL_SMTP.MAIL ルーチンが正常に完了した後
で呼び出されなければなりません。

ユーザーの処置: SMTP プロトコルを参照して、
UTL_SMTP モジュール・ルーチンが正しい順序で呼び
出されるようにしてください。

sqlcode: -20518

sqlstate: 5UA0N

SQL20519N ローカル・メッセージ・バッファー内にア
ンパックするデータがありません。

説明: いずれかの DBMS_PIPE.UNPACK_MESSAGE プ
ロシージャーを呼び出して、ローカル・メッセージ・バ
ッファーから次のデータ項目を受け取り、そのデータを
変数に割り当てることができます。このメッセージは、
ローカル・メッセージ・バッファー内に受け取るデータ
がない場合に戻されます。

ユーザーの処置: アプリケーション・ロジックを変更し
て、いずれかの DBMS_PIPE.UNPACK_MESSAGE プロ
シージャーを呼び出す前に、DBMS_PIPE.NEXT_TYPE()

がゼロ以外の値を戻すかどうか検査してください。

sqlcode: -20519

sqlstate: 55019

SQL20521N string の付近の条件付きコンパイル・ディ
レクティブの処理中にエラーが発生しまし
た。理由コード = rc。

説明: SQL コンパイラーは、条件付きコンパイル・デ
ィレクティブが含まれるステートメントを処理していま
した。トークン string 内に指定されたステートメント・
テキスト、またはその付近でエラーが発生しました。考
えられる理由が、理由コードで示されます。

1

選択ディレクティブ内のグローバル変数参照
が、有効なデータ・タイプではありません。有

効なデータ・タイプは、
BOOLEAN、INTEGER、または VARCHAR で
す。

2

選択ディレクティブ内のグローバル変数参照
が、定数として定義されていません。

3

選択ディレクティブ内のグローバル変数参照が
定数として定義されていますが、これは式の評
価を必要としています。

4

BOOLEAN、INTEGER、または VARCHAR の
いずれの定数でもない定数が見つかりました。

5

検索条件として、サポートされていない式また
は述部が指定されています。

6

無効な条件付きコンパイル・ディレクティブが
指定されました。単一の下線文字 (またはドル
記号) が接頭部として使用されていますが、そ
の後に続く文字が、サポートされる条件付きコ
ンパイル・ディレクティブと一致しません。

7

条件付きコンパイル・ディレクティブがサポー
トされていないコンテキストで、条件付きコン
パイル・ディレクティブが指定されました。

8

選択ディレクティブのコード・フラグメント
で、新しい選択ディレクティブが指定されてい
ます。選択ディレクティブのネストはサポート
されていません。

9

選択ディレクティブのキーワードの指定が正し
くありません。必須のキーワードが欠落してい
るか、キーワードが間違った順番で使用されて
います。

10

SQL_CCFLAGS データベース構成パラメータ
ーの値が有効でないため、照会ディレクティブ
を処理できませんでした。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいて、エラーを訂正
してください。

1
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選択ディレクティブのグローバル変数参照を変
更または除去するか、グローバル変数を置き換
えて、サポートされるデータ・タイプを持つも
のとなるようにしてください。

2

選択ディレクティブのグローバル変数参照を変
更または除去するか、グローバル変数を置き換
えて、CONSTANT 節を使用して定義されたも
のとなるようにしてください。

3

選択ディレクティブのグローバル変数参照を変
更または除去するか、グローバル変数を置き換
えて、単純なリテラル値を含む CONSTANT 節
を使用して定義されたものとなるようにしてく
ださい。

4

定数を BOOLEAN、INTEGER、または
VARCHAR の定数に置き換えてください。

5

検索条件に式が含まれず、基本述部か NULL

述部のみが使用されるようにしてください。サ
ポートされていない式や述部を除去してくださ
い。

6

条件付きコンパイルの接頭部文字は、サポート
されているディレクティブと共にのみ使用する
ようにしてください。照会ディレクティブを意
図していた場合、接頭部文字は二重にしなけれ
ばなりません。条件付きコンパイルの使用を意
図していなかった場合は、ID を二重引用符で
区切るか、ID から下線文字 (ドル記号) を除去
する必要があります。

7

コンパイル・ディレクティブを使用するコンテ
キストが有効であることを確認してください。
有効なコンテキストには、SQL プロシージャ
ー定義、コンパイル済み SQL 関数定義、コン
パイル済みトリガー定義、および PL/SQL パッ
ケージ定義があります。

8

既に開始している選択ディレクティブが終了す
る前に、他の選択ディレクティブが開始しない
ようにしてください。ネストのない分離した選
択ディレクティブを使用するか、追加の
_ELSEIF ブロックまたは _ELSE ブロックを使

用して、コンパイル用に選択するコード・フラ
グメントを決定してください。

9

選択ディレクティブの構文を確認して、_IF お
よび _ELSEIF それぞれの後に、対応する
_THEN キーワードが続くようにしてくださ
い。さらに、必ず選択ディレクティブが _END

キーワードで終わるようにしてください。

10

以下のステップを実行してください。

1. [オプション] CURRENT SQL_CCFLAGS 特
殊レジスターを使用して、SQL_CCFLAGS

データベース構成パラメーターを一時的に
オーバーライドします。

2. SQL_CCFLAGS データベース構成パラメー
ターを有効な値に設定します。

sqlcode: -20521

sqlstate: 428HV

SQL20522N WITHOUT OVERLAPS 節の指定が無効
なため、ステートメントが失敗しました。
理由コード reason-code

説明: WITHOUT OVERLAPS 節の仕様が、以下のいず
れかの理由により無効です。

1

表パーティション・キーに BUSINESS_TIME

期間の開始列または終了列が含まれる場合に
は、パーティション化索引で BUSINESS_TIME

WITHOUT OVERLAPS を指定してはなりませ
ん。

2

指定された期間の列を、制約節の中に指定する
ことはできません。

3

DB2 Database for Linux, UNIX, and Windows

サーバーでは、WITHOUT OVERLAPS は、
CREATE INDEX ステートメント内にのみ、な
おかつ索引が UNIQUE として定義される場合
にのみ指定できます。 DB2 for z/OS では、索
引が UNIQUE または UNIQUE WHERE NOT

NULL として定義される場合に、WITHOUT

OVERLAPS は CREATE INDEX または
ALTER INDEX ステートメント内にのみ指定で
きます。

4

SQL20522N
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表分散キーに BUSINESS_TIME 期間の開始列
または終了列が含まれる場合には、ユニーク索
引で BUSINESS_TIME WITHOUT OVERLAPS

を指定することはできません。

5

指定された期間の列を、索引の仕様で指定する
ことはできません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 構文を訂正して、ステートメントを再
サブミットしてください。

sqlcode: -20522

sqlstate: 428HW

SQL20523N 表 table-name が履歴表として指定されま
したが、表定義が履歴表としては無効でし
た。理由コード reason-code

説明: CREATE または ALTER ステートメント内で履
歴表として指定された表について、次に示す理由コード
のため、表定義が無効です。

1

表は、既存のシステム期間テンポラル表、履歴
表、宣言済みグローバル一時表、作成済みグロ
ーバル一時表、マテリアライズ照会表、型付き
表、またはビューであってはなりません。表
は、DB2 for z/OS サーバーではさらに補助
表、クローン表、クローンが定義されている
表、または XML 列用に暗黙的に作成された表
であってもなりません。

2

DB2 for z/OS サーバーでは、表は未完成の表
定義を持っていてはなりません。

3

DB2 for z/OS サーバーでは、その表は表スペ
ース内の唯一の表であってはなりません。

4

表には、ID 列、行変更タイム・スタンプ列、
row-begin 列、row-end 列、transaction-start-ID

列、または生成された式列が含まれていてはな
りません。

5

表に期間定義を含めることはできません。

6

いずれかの参照整合性制約に関係している表は
使用できません。

7

履歴表には、システム期間テンポラル表として
使用される表と同じ数の列が、同じ順序で含ま
れている必要があります。

8

表には、セキュリティー・ラベル列を含めるこ
とも、セキュリティー・ポリシーを関連付ける
こともできません。

9

DB2 for z/OS サーバーでは、システム期間テ
ンポラル表の 1 つの列が ROWID として定義
されている場合には、対応する履歴列が、同じ
生成属性 (GENERATED ALWAYS または
GENERATED BY DEFAULT) を持つ ROWID

として定義されている必要があります。

10

システム期間テンポラル表の対応する列と、関
連付けられた履歴表は、以下の同じ属性を持っ
ている必要があります。

v 名前

v データ・タイプ

v 長さ (インライン LOB の長さ、精度、およ
び位取りを含む)

v NULL 属性

v 非表示属性

v フィールド・プロシージャー (DB2 for z/OS

のみ)

v サブタイプ (FOR BIT、SBCS、または
MIXED DATA 属性) および CCSID

11

DB2 for z/OS サーバーにおいて、表には列マ
スクも行の許可も定義されていてはなりませ
ん。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 構文を訂正して、ステートメントを再
サブミットしてください。

sqlcode: -20523

sqlstate: 428HX

SQL20524N 期間 period-name に関して、期間の指定
または期間節が無効であるため、ステート
メントが失敗しました。理由コード
reason-code

SQL20523N
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説明: 次に示す理由コードのため、期間の指定または期
間節が無効です。

1

表参照に対して期間名が複数回指定されまし
た。

2

SYSTEM_TIME 期間が指定されましたが、表
はシステム期間テンポラル表ではありません。

3

各式は、以下を持つ値を返さなければなりませ
ん。

v 日付データ・タイプ

v タイム・スタンプ・データ・タイプ

v 日付またはタイム・スタンプのストリング表
現のための有効なデータ・タイプ

さらに、以下のサポートされているオペランド
を含めることができます。

v 定数

v 特殊レジスター

v 変数 (ホスト変数、SQL パラメーター、また
は SQL 変数)

v パラメーター・マーカー

v 引数がサポートされるオペランドである組み
込みスカラー関数 (ただし、ネストしている
関数呼び出しやユーザー定義関数は使用でき
ません)

v キャスト・オペランドがサポートされるオペ
ランドである CAST 仕様

v 算術演算子およびオペランドを使用する式

4

DB2 for LUW サーバーの場合、期間の指定が
ビューと共に指定され、そのビュー定義に、
NO SQL 以外のデータ指示を伴うコンパイル済
み関数または外部関数が含まれています。

5

DB2 for z/OS サーバーの場合、式にタイム・
ゾーンを含めることはできず、期間の列の精度
よりも高い精度を式が持つことはできません。

6

FOR SYSTEM_TIME が指定されましたが、
CURRENT TEMPORAL SYSTEM_TIME 特殊
レジスターの値は NULL ではなく、
SYSTIMESENSITIVE バインド・オプションが
YES に設定されています。

7

FOR BUSINESS_TIME が指定されましたが、
CURRENT TEMPORAL BUSINESS_TIME 特殊
レジスターの値は NULL ではなく、
BUSTIMESENSITIVE バインド・オプションが
YES に設定されています。

8

アプリケーション期間テンポラル表ではない表
に対して期間節が指定されたか、またはビュー
定義の最外部の FROM 節でアプリケーション
期間テンポラル表が参照されていないビューに
対して期間節が指定されたか、あるいは instead

of トリガーがビューに定義されました。

9

期間の指定または期間節がニックネームまたは
リモート・オブジェクトに対して指定されまし
た。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 構文を訂正して、ステートメントを再
サブミットしてください。

sqlcode: -20524

sqlstate: 428HY

SQL20525N 表 table-name のタイプが正しくないた
め、この表に対して要求されたアクション
は無効です。理由コード reason-code

説明: 次に示す理由コードにより、表を指定されたとお
りに使用することができません。

1

ADD PERIOD 節を含む ALTER TABLE ステ
ートメントが指定されましたが、表は履歴表で
あり、履歴表には期間を定義できません。

2

DROP PERIOD 節を含む ALTER TABLE ステ
ートメントが指定されましたが、表はシステム
期間テンポラル表であり、期間をドロップする
ことはできません。

3

ALTER VERSIONING 節を含む ALTER

TABLE ステートメントが指定されましたが、
表はシステム期間テンポラル表ではありませ
ん。

4

SQL20525N
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DROP VERSIONING 節を含む ALTER TABLE

ステートメントが指定されましたが、表はシス
テム期間テンポラル表ではありません。

5

RESTRICT キーワード付きの DROP

VERSIONING 節を含む ALTER TABLE ステ
ートメントが指定されましたが、表内の行の履
歴バージョンを参照するトリガー、関数、プロ
シージャー、ビュー、またはマテリアライズ照
会表がある場合には、システム・データ・バー
ジョン管理をドロップすることはできません。

6

システム期間テンポラル表または履歴表に対
し、DROP PARTITION 節を含む ALTER

TABLE ステートメントが指定されました。

7

DB2 for z/OS で、システム期間テンポラル表
または履歴表に対し、ROTATE PARTITION 節
を含む ALTER TABLE ステートメントが指定
されました。

8

DB2 for z/OS で、システム期間テンポラル表
または履歴表である表に対し、ADD CLONE

節が指定された ALTER TABLE ステートメン
トが指定されました。

9

TRUNCATE ステートメントが表の切り捨てを
試行しましたが、表はシステム期間テンポラル
表です。

10

DB2 for z/OS で、ALTER TABLESPACE ステ
ートメントが、システム期間テンポラル表また
は履歴表を含む表スペースの CCSID の変更を
試行しました。

11

CREATE または ALTER TABLE ステートメン
トが、親表または子表のいずれかが履歴表であ
るような参照制約の定義を試行しました。

12

DB2 for Linux, UNIX, and Windows で、シス
テム期間テンポラル表に、DETACH

PARTITION 節を含む ALTER TABLE ステー
トメントが指定されました。

13

履歴表に対し、ADD COLUMN 節を含む
ALTER TABLE ステートメントが指定されま
した。

16

システム期間テンポラル表に生成列を追加する
ALTER TABLE ステートメントが指定されま
した。

17

DB2 for Linux, UNIX, and Windows で、シス
テム期間テンポラル表または履歴表に対し、
ACTIVATE NOT LOGGED INITIALLY を含む
ALTER TABLE ステートメントが指定されま
した。

18

DB2 for Linux, UNIX, and Windows で、シス
テム期間テンポラル表または履歴表に対し、
ADD SECURITY POLICY を含む ALTER

TABLE ステートメントが指定されました。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: アクションが有効な表の名前を指定す
るか、または表に対して別のアクションを指定するよう
に、ステートメントを変更してください。

sqlcode: -20525

sqlstate: 428HZ

SQL20526N 変数 variable-name は、割り当ての順序が
定義されていない 2 つ以上の代入のター
ゲットです。

説明: この変数は、割り当ての順序が定義されていない
2 つ以上の代入のターゲットです。変数の複数の代入
は、変数の SET ステートメントの左辺にある変数が、
変数の SET ステートメントの右辺にある関数に対する
出力パラメーターとしても使用されている場合に場合に
生じることがあります。

次の例では、関数 my_function が 1 つの OUT パラメ
ーターとともに宣言されたと想定します。例では、
my_variable という変数が、2 つの代入のターゲットに
なっています。

CREATE VARIABLE my_variable INTEGER;

SET my_variable = my_function( my_variable );

ユーザーの処置: 1 つ以上の変数参照を、別の変数に変
更してください。

sqlcode: -20526

sqlstate: 42810

SQL20526N

第 21 章 SQL20500 - SQL20999 821



SQL20527N 参照されている期間 period-name が表
table-name にある期間ではないため、ステ
ートメントが失敗しました。

説明: 指定された period-name の名前を持つ期間が、
表 table-name にありません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 期間名と表名が (必要な修飾子があれ
ばそれも含めて) SQL ステートメントに正しく指定され
ていることを確認してください。ステートメントを再サ
ブミットしてください。

sqlcode: -20527

sqlstate: 4274M

SQL20528N データ変更操作のターゲットは表
table-name で、それには期間 period-name

が含まれています。変更しようとした行は
別のトランザクションによっても変更され
ていたため、データ変更操作は失敗しまし
た。

説明: 表 table-name はシステム期間テンポラル表で
す。この表には、期間 period-name が含まれています。
要求されたデータ変更操作は、別のトランザクションに
よって変更された行を変更しようとしました。この結
果、履歴表の関連行の行開始列の値が、終了列の値より
も大きいという状態が生じた可能性があります。これ
は、以下のいずれかの理由によるものと考えられます。

v 失敗したステートメントのトランザクションが開始し
た後に、別のトランザクションが行を更新または挿入
した。その結果、行開始列のタイム・スタンプが、失
敗したステートメントが同じ行を更新または削除した
時点で使用したはずの値より新しい値になった。

v システム期間テンポラル表にデータがロードされ、行
開始列に生成値をオーバーライドする値がロードされ
た。行開始列にロードされた値は、失敗したトランザ
クションが使用したはずのタイム・スタンプよりも後
の時点のものであった。

要求された操作は実行できません。

ユーザーの処置: ステートメントを再試行してくださ
い。影響を受ける値がユニークになるように調整される
ようにするため、systime_period_adj 構成パラメーターを
設定することができます。システム管理者に連絡してく
ださい。

sqlcode: -20528

sqlstate: 57062

SQL20530N 難読化されたステートメントは無効です。
理由コード = rc。

説明: WRAPPED 節が含まれているデータ定義ステー
トメントの処理中にエラーが発生しました。次のような
理由が考えられます。

1

サポートされないプラットフォームまたはバー
ジョンでステートメントがラップされました。

2

ステートメントの難読化された部分が壊れてい
ます。

ユーザーの処置: サポートされるプラットフォームでス
テートメントがラップされたこと、およびステートメン
トが壊れていないことを確認してください。

sqlcode: -20530

sqlstate: 42638

SQL20531N バイナリー XML 値で指定されたバージ
ョン番号 flowed-version はサポートされて
いません。サポートされる最高バージョン
は highest-version です。

説明: 指定されたバージョンは、バイナリー XML フ
ォーマットをサポートしていません。サポートされる最
高バージョンの値が 0 (ゼロ) である場合は、プラット
フォームがバイナリー XML フォーマットをサポートし
ていないことを示しています。指定されたバージョン番
号の値が *N である場合は、サーバーがバイナリー
XML フォーマットを読み取れなかったため、バージョ
ンを判別できないことを示しています。

ユーザーの処置: バイナリー XML フォーマットをサ
ポートするサーバーを使用してください。

sqlcode: -20531

sqlstate: 22544

SQL20532N コマンドまたは API 関数は使用されなく
なったものであるため、コマンドまたは
API ファンクション呼び出しが失敗しま
した。コマンドまたは API 関数名:

command-or-function-name。

説明: 使用されなくなったコマンドの実行や API 関数
の呼び出しを試行すると、このメッセージが返されま
す。

ユーザーの処置: DB2 インフォメーション・センター
で関連情報を参照し、他のコマンドまたは API 関数を

SQL20527N
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使用して同じタスクを実行する方法を判別してくださ
い。

同じタスクを実行する別のコマンドまたは API 関数を
使用するように、自動化されたスクリプトおよびアプリ
ケーションを更新してください。

sqlcode: -20532

sqlstate: 560CZ

SQL20533N 型付き相関節でサポートされないデータ・
タイプが指定されたため、SELECT ステ
ートメントが失敗しました。サポートされ
ないデータ・タイプを持つ列:

column-name。

説明: SELECT ステートメントの副選択にある型付き
相関節は、汎用表関数によって生成される表の外観と内
容を定義するために使用されます。

型付き相関節に指定されたデータ・タイプがサポートさ
れない場合に、このメッセージが返されます。

ユーザーの処置: サポートされるデータ・タイプだけを
型付き相関節に指定して、SELECT ステートメントを再
び実行してください。

sqlcode: -20533

sqlstate: 429BB

SQL20534W スキーマ schema-name には、属性
data-capture-option1 を持つ 1 つ以上の表
が含まれていますが、この属性はスキーマ
属性 data-capture-option2 とは異なってい
ます。

説明: スキーマ内の 1 つ以上の表の DATA CAPTURE

設定が、スキーマ・レベルの設定と異なっています。

表の DATA CAPTURE 属性の設定は、スキーマ・レベ
ルの設定からは独立しているため、表とスキーマ・レベ
ルとで異なる DATA CAPTURE 属性を設定することが
できます。

DATA CAPTURE 属性がスキーマ・レベルで設定された
後、新たに作成される表は、表レベルの指定がなければ
スキーマ・レベルの設定を継承します。

ユーザーの処置: DATA CAPTURE 属性が CHANGES

に設定されている表のリストを検索するには、以下の照
会を実行します。

SELECT TABNAME, TABSCHEMA FROM SYSCAT.TABLES
WHERE TYPE IN (’T’,’S’,’L’)

AND DATACAPTURE <> ’N’

DATA CAPTURE 属性が NONE に設定されている表の
リストを検索するには、以下の照会を実行します。

SELECT TABNAME, TABSCHEMA FROM SYSCAT.TABLES
WHERE TYPE IN (’T’,’S’,’L’)

AND DATACAPTURE = ’N’

sqlcode: +20534

sqlstate: 01696

SQL20535N データ変更操作 operation は、period-name

に関係する暗黙的または明示的な期間指定
のため、ターゲット・オブジェクト
object-name ではサポートされません。理
由コード: reason-code

説明: このデータ変更操作は、操作のターゲットがテン
ポラル表を参照しており、期間指定が指定されていたた
め、サポートされません。期間指定は、特殊レジスター
によって暗黙的に指定されていたか、またはターゲット
として指定された全選択内に明示的に指定されていたか
のどちらかです。示された理由コードから、以下のよう
に詳細な情報が得られます。

1

CURRENT TEMPORAL SYSTEM_TIME 特殊
レジスターにヌル以外の値が入っており、デー
タ変更操作のターゲットが (直接的または間接
的に) システム期間テンポラル表です。システ
ム期間テンポラル表のデータは、期間指定が有
効である場合は変更できません。データ変更ス
テートメントのターゲットは、以下のいずれか
です。

v システム期間テンポラル表

v FROM 節でシステム期間テンポラル表を (直
接的または間接的に) 参照する外部全選択を
使用して定義されたビューで、データ変更操
作に対して定義された INSTEAD OF トリガ
ーを持たないビュー

v FROM 節でシステム期間テンポラル表を (直
接的または間接的に) 参照する全選択

2

CURRENT TEMPORAL SYSTEM_TIME 特殊
レジスターにヌル以外の値が入っており、デー
タ変更ステートメントのターゲットが、WITH

CHECK OPTION を指定して定義されたビュー
です。このビュー定義に、以下の構文要素のい
ずれかを含む WHERE 節が含まれているた
め、データ変更ステートメントは処理できませ
ん。

v システム期間テンポラル表を (直接的または
間接的に) 参照する副照会

SQL20533N
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v 関連付けられたパッケージを持つ SQL ルー
チンの呼び出し

v NO SQL 以外のデータ・アクセス標識を持
つ外部ルーチンの呼び出し

3

データ変更ステートメントのターゲットが、
SYSTEM_TIME の期間指定が後に続く FROM

節で、ビューを参照する全選択として指定され
ています。参照されているビューは、WITH

CHECK OPTION を指定して定義されていま
す。このビュー定義に、以下の構文要素のいず
れかを含む WHERE 節が含まれているため、
データ変更ステートメントは処理できません。

v システム期間テンポラル表を (直接的または
間接的に) 参照する副照会

v 関連付けられたパッケージを持つ SQL ルー
チンの呼び出し

v NO SQL 以外のデータ・アクセス標識を持
つ外部ルーチンの呼び出し

4

CURRENT TEMPORAL BUSINESS_TIME 特殊
レジスターにヌル以外の値が入っており、デー
タ変更ステートメントのターゲットが、WITH

CHECK OPTION を指定して定義されたビュー
です。このビュー定義に、以下の構文要素のい
ずれかを含む WHERE 節が含まれているた
め、データ変更ステートメントは処理できませ
ん。

v アプリケーション期間テンポラル表を (直接
的または間接的に) 参照する副照会

v 関連付けられたパッケージを持つ SQL ルー
チンの呼び出し

v NO SQL 以外のデータ・アクセス標識を持
つ外部ルーチンの呼び出し

5

データ変更ステートメントのターゲットが、
BUSINESS_TIME の期間指定が後に続く
FROM 節で、ビューを参照する全選択として
指定されています。参照されているビューは、
WITH CHECK OPTION を指定して定義されて
います。このビュー定義に、以下の構文要素の
いずれかを含む WHERE 節が含まれているた
め、データ変更ステートメントは処理できませ
ん。

v アプリケーション期間テンポラル表を (直接
的または間接的に) 参照する副照会

v 関連付けられたパッケージを持つ SQL ルー
チンの呼び出し

v NO SQL 以外のデータ・アクセス標識を持
つ外部ルーチンの呼び出し

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 理由コードに応じて適切な処置を行っ
てください。

1

CURRENT TEMPORAL SYSTEM_TIME 特殊
レジスターにヌル値を設定し、データ変更操作
を再度試行します。CURRENT TEMPORAL

SYSTEM_TIME 特殊レジスターの設定の影響
を受けるべきではないアプリケーション・パッ
ケージにステートメントが含まれている場合に
は、SYSTIMESENSITIVE NO を使用してパッ
ケージをバインドしてください。

2

CURRENT TEMPORAL SYSTEM_TIME 特殊
レジスターにヌル値を設定し、データ変更操作
を再度試行します。CURRENT TEMPORAL

SYSTEM_TIME 特殊レジスターの設定の影響
を受けるべきではないアプリケーション・パッ
ケージにステートメントが含まれている場合に
は、SYSTIMESENSITIVE NO を使用してパッ
ケージをバインドしてください。また、データ
変更の関連チェックが不要な場合は、WITH

CHECK OPTION なしで定義された別のビュー
を使用してビューの参照を置き換える方法も、
代替方法として考えられます。

3

データ変更操作のターゲット全選択の期間指定
を除去します。また、データ変更の関連チェッ
クが不要な場合は、WITH CHECK OPTION な
しで定義された別のビューを使用してビューの
参照を置き換える方法も、代替方法として考え
られます。

4

CURRENT TEMPORAL BUSINESS_TIME 特殊
レジスターにヌル値を設定し、データ変更操作
を再度試行します。CURRENT TEMPORAL

BUSINESS_TIME 特殊レジスターの設定の影響
を受けるべきではないアプリケーション・パッ
ケージにステートメントが含まれている場合に
は、BUSTIMESENSITIVE NO を使用してパッ
ケージをバインドしてください。

5

SQL20535N
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データ変更操作のターゲット全選択の期間指定
を除去し、全選択の WHERE 節に明示的な述
部を使用して、データ変更操作のターゲット行
を指定します。

sqlcode: -20535

sqlstate: 51046

SQL20536N この操作はテキスト索引が関与しているた
め、処理できません。理由コード =

reason-code。

説明: この操作は、テキスト索引を直接ターゲットとし
ているか、または操作の結果に依存するテキスト索引を
持っているかのいずれかです。テキスト索引のため、操
作を続行できません。具体的な理由は、理由コードによ
って示されます。

1. 操作がドロップするように要求した表に、テキスト
索引が存在しています。

2. テキスト索引が RUNSTATS コマンドのターゲット
になっています。

3. テキスト索引が REORG コマンドのターゲットにな
っています。

ユーザーの処置:

1. 表をドロップする必要がある場合には、まず表にあ
るテキスト索引をドロップしてください。

2. テキスト索引への参照を RUNSTATS コマンドから
取り除いてください。テキスト索引では統計を収集
できません。

3. テキスト索引への参照を REORG コマンドから取り
除いてください。テキスト索引を再編成することは
できません。

SQL20537W 一連のホスト変数配列および標識配列にお
ける最小配列サイズ minimum-array-size

を、取り出し可能な最大行数として使用し
て、ホスト変数配列内への複数行の取り出
しを続行できます。

説明: COMPATIBILITY_MODE ORA プリコンパイ
ル・オプションにより、FETCH ステートメント内でホ
スト変数配列および標識配列の使用が可能になり、単一
の FETCH ステートメントを使用して配列要素内に複数
の行を取り出すことができます。取り出し可能な行の数
は、配列のサイズで決まります。ホスト変数宣言セクシ
ョンで各配列を宣言する際は通常、同じサイズを使用し
ます。

このメッセージは、COMPATIBILITY_MODE ORA プリ
コンパイル・オプションを使用し、FETCH ステートメ
ント内に指定されたホスト変数配列および標識配列を異

なる配列サイズで宣言している場合に戻されます。ホス
ト変数配列とインディケーター配列のセットに関する最
小配列サイズが、フェッチ可能な最大行数として使用さ
れます。ホスト変数配列および標識配列に入るデータ
は、最小配列サイズまでに限られます。

ユーザーの処置: この警告がプリコンパイル中に戻され
ないようにするには、ホスト変数宣言セクションで宣言
されて、FETCH ステートメントで使用されるホスト変
数配列および標識配列を変更して、すべての配列サイズ
を同一にします。

sqlcode: +20537

sqlstate: 01697

SQL20538W table-name という表の許可またはマスクが
変更されました。この変更を加えた場合、
データのセキュリティーを保つために、こ
の表に基づくマテリアライズ照会表
(MQT) の許可またはマスクを変更しなけ
ればならない可能性があります。

説明: 表 table-name の許可またはマスクが作成、変
更、またはドロップされました。この表に基づく MQT

が最低 1 つあり、マスクまたは許可 (デフォルト許可以
外のもの) を使用してアクセス制御されています。MQT

には、基本表 table-name のデータが含まれています。
データ・セキュリティーを保つには、MQT の基本表に
加えられたアクセス制御の変更を、MQT の許可および
マスクに反映する必要があります。

ユーザーの処置: 表 table-name に基づく各 MQT の許
可とマスクが、基本表 table-name のアクセス制御と一
貫していることを確認してください。

sqlcode: +20538

sqlstate: 01698

SQL20539N 節のキーワードで負の値または NULL 値
が使用されているため、照会が失敗しまし
た。

説明: 照会に OFFSET 節も含めることで、指定された
行番号から行の取り出しを開始することができます。照
会に FETCH FIRST 節または LIMIT 節 (関連した
OFFSET 節の有無を問わず) を含めると、照会で戻され
る行の数を制御できます。これらの節の行数値を式とし
て指定することができますが、この式は、照会のオープ
ン時に評価され、結果として照会では正の数値定数にな
らなければなりません。

指摘された節に指定されている式では、負の値または
NULL 値が戻されます。

SQL20536N
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ユーザーの処置: 正数を戻すように式を変更し、照会を
再発行してください。

sqlcode: -20539

sqlstate: 2201W、2201X

SQL20540N プロシージャーを実行する自律型トランザ
クションが、異常終了しました。ルーチン
名: routine-name。特定名: specific-name。
理由コード: reason-code

説明: プロシージャーを AUTONOMOUS として定義
することで、別個の自律型トランザクション内でその実
行が行われるようにすることができます。プロシージャ
ーの実行によってエラーが発生する際、そのエラーで
は、プロシージャーを終了し、親トランザクションすな
わち呼び出し側トランザクションをロールバックせずに
自律型トランザクションをロールバックしなければなら
なかった可能性があります。このメッセージは、一般に
トランザクションのロールバックを引き起こすエラーに
より、自律型プロシージャーが終了した際に戻されま
す。この場合、自律型プロシージャーの自律型トランザ
クションがロールバックされますが、呼び出し側トラン
ザクションに影響を及ぼすことなく行われます。このメ
ッセージの理由コードとして、自律型プロシージャーを
終了した SQLCODE が考えられます。

ユーザーの処置: 理由コードの SQLCODE に関連付け
られたメッセージを確認し、自律型プロシージャーが終
了した理由を突き止めるためにその情報を利用します。
自律型プロシージャーまたは呼び出し側アプリケーショ
ン内の問題を修正し、プロシージャーを再実行します。

SQL20542N クライアント・リルートによるシームレ
ス・フェイルオーバーの最大試行回数を超
えたため、ステートメントは実行されませ
んでした。

説明: データベース・サーバーへの接続が失われると、
自動クライアント・リルート (ACR) により、代替サー
バーを使用したデータベースへの再接続が試みられた後
に、実行環境が再構成されます。シームレスな自動クラ
イアント・リルート機能を使用している場合、再接続お
よびフェイルオーバーは、データベース・アプリケーシ
ョンに認識されません。シームレスにフェイルオーバー
を行う最初の試みが失敗すると、フェイルオーバーに成
功するか、またはフェイルオーバーの最大試行回数に達
するまで、ACR によって繰り返しフェイルオーバーが
試みられます。

このメッセージは、最大許容試行回数よりも多くのシー
ムレス・フェイルオーバーの実行が ACR によって試み
られた際に戻されます。

このメッセージが戻されるとき、データベース接続はオ
ープン状態です。

ユーザーの処置: ステートメントを再び実行します。

エラーが続く場合は、以下に示すトラブルシューティン
グの手順に従ってください。

1. クライアントおよびサーバーの診断ログから情報を
収集します。

2. データベース・サーバーへの接続が失われている原
因を調べます。

sqlcode: -20542

sqlstate: 54068

SQL20547N 割り当て先が読み取り専用のグローバル変
数であるため、ステートメントは失敗しま
した。変数名: variable-name。

説明: 適切な書き込み権限があれば、グローバル変数を
さまざまな SQL ステートメントで割り当て先として汎
用的に使用できます。ただし、一部のグローバル変数の
定義によって、これらの変数は読み取り専用になりま
す。これは、一部の組み込みグローバル変数の他、
CONSTANT 節を使用して定義されたユーザー定義グロ
ーバル変数にも当てはまります。

読み取り専用のグローバル変数を SQL ステートメント
で割り当て先として使用することはできません。

ユーザーの処置: 読み取り専用のグローバル変数を参照
しないように、ターゲット変数の名前を変更してくださ
い。

sqlcode: -20547

sqlstate: 428I3

SQL20540N
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第 22 章 SQL21000 - SQL21499

SQL21000N テキスト検索オプションがインストールさ
れていないか、あるいは正しく構成されて
いません。

説明:

1. DB2 Text Search または DB2 Net Search Extender

がこのサーバーにインストールされていないか、ま
たは正しく構成されていません。
CONTAINS、SCORE、NUMBEROFMATCHES など
のテキスト検索関数や DESCRIBE TEXT SEARCH

INDEXES コマンドを使用するには、いずれかのテキ
スト検索フィーチャーをシステムに正しく構成し
て、開始しておく必要があります。

2. DB2 pureCluster 環境では DB2 Text Search はサポ
ートされていません。

ユーザーの処置:

1. DB2 Text Search または DB2 Net Search Extender

が正しくインストールされて構成されていること、
およびデータベースがテキスト検索対応であること
を確認してください。

2. DB2 Text Search を使用するために、DB2

pureCluster フィーチャーを使用不可にしてくださ
い。

sqlcode: -21000

sqlstate: 42724

SQL21002N スナップショットのバックアップに失敗し
ました。バックアップ対象のデータベース
はロー・ログを使用するよう構成されてい
ますが、スナップショット・バックアップ
ではロー・ログがサポートされていませ
ん。

説明: データベース・ロギングにロー・デバイスを使用
するデータベースに対しては、スナップショット・バッ
クアップを実行できません。

スナップショットのバックアップに失敗しました。

ユーザーの処置: 次の 2 つの選択肢があります。

v データベース・ロギングのためにロー・デバイスを使
用するデータベースに対してスナップショット・バッ
クアップを実行することはできませんが、データベー

ス・ロギングのためにロー・デバイスを使用するデー
タベースに対して従来のバックアップを実行すること
は可能です。

v ロー・デバイスではなくファイル・パスを参照するよ
うデータベース・ログ・パスを再構成した後、スナッ
プショット・バックアップを実行できます。
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第 23 章 SQL22000 - SQL22499

SQL22000W オブジェクト object-name に対して要求さ
れた構成が見つかりません。 object-type

に対してデフォルト構成を戻します。

説明: このオブジェクトは、そのオブジェクト独自の特
定の構成を持っていないため、そのオブジェクト・タイ
プに対してデフォルト構成が戻されます。

ユーザーの処置: デフォルト構成の振る舞いが正しい場
合、アクションは不要です。

SQL22001W オブジェクト object-name のデフォルト構
成が見つかりません。 object-type に対し
てインストール構成を戻します。

説明: このオブジェクトは、そのオブジェクト独自の特
定の構成を持っていないため、そのオブジェクト・タイ
プに対してインストール構成が戻されます。

ユーザーの処置: インストール構成の振る舞いが正しい
場合、アクションは不要です。

SQL22004N 指定されたオブジェクトに対して要求され
た構成が見つかりません。 object-name に
対してデフォルト構成を戻します。

説明: このオブジェクトは、そのオブジェクト独自の特
定の構成を持っていないため、そのオブジェクト・タイ
プに対してデフォルト構成が戻されます。

ユーザーの処置: デフォルト構成の振る舞いが正しい場
合、アクションは不要です。

SQL22005N 指定されたオブジェクトのデフォルト構成
が見つからないため、object-name のイン
ストール構成を戻します。

説明: このオブジェクトは、そのオブジェクト独自の特
定の構成を持っていないため、そのオブジェクト・タイ
プに対してインストール構成が戻されます。

ユーザーの処置: インストール構成の振る舞いが正しい
場合、アクションは不要です。

SQL22006N object-action-or-contact-name が存在しない
ため、更新できません。

説明: API が、存在しないエレメントの構成の更新を
要求されました。

ユーザーの処置: このエレメントを作成してから、API

呼び出しを再発行してください。

SQL22007N 指定されたヘルス・インディケーターの
ID または名前 Health-Indicator-name が無
効です。

説明: 要求されたアクションは、有効なヘルス・インデ
ィケーターにしか実行できません。指定されたヘルス・
インディケーターは存在しません。

ユーザーの処置: 正しい ID または名前を判別して、
要求を再サブミットしてください。

SQL22008N パラメーター parameter-name の値
parameter-value のフォーマット、タイ
プ、または値が正しくありません。

説明: このパラメーターに対して指定された値が受け入
れ可能なフォーマット、タイプ、または値でないため、
要求されたアクションは実行できません。

ユーザーの処置: このパラメーターの正しいフォーマッ
ト、タイプ、または値を判別して、要求を再サブミット
してください。

SQL22009N このインスタンスのヘルス連絡先情報があ
りません。

説明: このインスタンスのヘルス連絡先情報がありませ
ん。

ユーザーの処置: 現在の連絡先情報が正しい場合、アク
ションは不要です。

SQL22010N パラメーター parameter-name の値
parameter-value がこのパラメーターの受
け入れ可能範囲内にありません。この値
は、parameter-max-value より大きいか、
parameter-min-value より小さいか、または
その両方です。

説明: このパラメーターに指定された値が受け入れ可能
範囲内の値でないため、要求されたアクションは実行で
きません。

ユーザーの処置: このパラメーターに許容値を指定して
要求を再サブミットしてください。

SQL22011W object-name-or-type の構成が見つかりませ
ん。
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説明: オブジェクトまたはオブジェクト・タイプがそれ
自身の特定の構成またはデフォルトの構成を持っていま
せん。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL22012W 暗黙的なインスタンス・アタッチが失敗し
ました。

説明: 明示的なインスタンス・アタッチメントが存在せ
ず、デフォルト・インスタンスへの暗黙的なアタッチメ
ントが失敗しました。 コマンドを実行できません。

ユーザーの処置: DB2 が開始されていて、環境変数が
正しく設定されていることを確認してください。

SQL22013N すでに存在するため、obj-act-contact を追
加できません。

説明: API はすでに存在するアクションまたは通知を
追加するよう要求されました。

ユーザーの処置: 既存のアクションと通知を変更または
削除してください。

SQL22014W ヘルス・モニターは、ヘルス関連のデータ
を戻しませんでした。

説明: このインスタンスのヘルス・データが存在しない
か、またはヘルス・モニターがオフになっています。

ユーザーの処置: このインスタンス上でヘルス・モニタ
ーが実行されていることを確認してください。

SQL22015N 指定されたヘルス・インディケーターの
ID または名前 Health-Indicator-name は、
このオブジェクト・タイプには無効です。

説明: このオブジェクト・タイプには、指定されたヘル
ス・インディケーターは存在しません。

ユーザーの処置: オブジェクト・タイプと ID または
名前を確認してから、要求を再サブミットしてくださ
い。

SQL22016N ヘルス・モニターから、ヘルス・インディ
ケーター Health-Indicator-name の推奨値
が戻されませんでした。理由コード =

reason-code。

説明: ヘルス・モニターが推奨値を戻すことができませ
んでした。理由コードに対応する説明は、以下のとおり
です。

1. ヘルス・インディケーターがアラート状態でない。

2. ヘルス・インディケーターがまだ評価されていな
い。

3. ヘルス・インディケーターが使用不可になってい
る。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1. ヘルス・インディケーターがアラート状態であるこ
とを確認します。問題は既に解決している場合もあ
ります。ヘルス・インディケーターは、アラート状
態と通常の状態との間で変動することがあります。
インディケーターが変動する場合には、ヘルス・イ
ンディケーターの感度の設定値が低すぎて、ヘル
ス・インディケーターがシステムの使用状況の変化
に反応している可能性があります。その場合には、
UPDATE ALERT CONFIGURATION コマンドを使
用することにより、感度を高く設定することを考慮
してください。

2. ヘルス・インディケーターが評価されるようにする
ため、少なくともそのヘルス・インディケーターの
1 回のリフレッシュ・インターバルが完全に経過す
るまで待ちます。要求を再サブミットしてくださ
い。

3. UPDATE ALERT CONFIGURATION コマンドを使
用することによって、ヘルス・インディケーターを
使用可能にします。ヘルス・インディケーターが評
価されるまで待ってから、要求を再サブミットして
ください。

問題が解決しない場合は、IBM サポートに連絡してく
ださい。

SQL22017N ヘルス・モニターで推奨値を生成中に、軽
度のエラーが発生しました。 SQLCODE

= sqlcode

説明: ヘルス・モニターが指定されたヘルス・インディ
ケーターの推奨値を取り出そうとして、軽度のエラーが
検出されました。

ユーザーの処置: SQLCODE に示されているとおりに
エラーを訂正してください。推奨要求を再サブミットし
てください。

問題が解決しない場合は、IBM サポートに連絡してく
ださい。

SQL22018W このヘルス・インディケーターのコレクシ
ョン・データを取り出すことができません
でした。

説明: コレクション・データは、データベース中の表の
中に格納されます。表にアクセスできなかったため、ま
たは表がオリジナルの定義から変更されていて該当する
列が存在しないため、表データを取り出すことができま
せんでした。
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ユーザーの処置: 問題が解決しない場合は、IBM サポ
ートに連絡してください。

SQL22019N 予期しないエラーが発生したため、ヘル
ス・モニターの処理が停止されました。理
由コード = reason-code。

ユーザーの処置: 問題が解決しない場合は、IBM サポ
ートに連絡してください。

SQL22020N 共有メモリー・セグメントの上限値に達し
たため、ヘルス・モニターの処理が停止さ
れました。現在のサイズは size です。

ユーザーの処置: 問題が解決しない場合は、IBM サポ
ートに連絡してください。

SQL22021N 自動化はオフです。

説明: 自動化スイッチが現在オフになっているため、必
要なユーティリティーを実行できません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行してください。

v ヘルス・モニターから提供される推奨に従って、問題
を解決してください。

v 対応する自動化スイッチをオンにしてください。

SQL22022N 保守ウィンドウの期間が短すぎるため、保
守活動を実行できません。

説明: 自動保守構成の中で定義されている保守ウィンド
ウの期間が不十分であるため、必要なユーティリティー
を実行できません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行してください。

v ヘルス・モニターから提供される推奨に従って、問題
を解決してください。

v 対応する自動保守アクティビティーの保守ウィンドウ
の期間を長くしてください。

SQL22025N reorgchk ストアード・プロシージャーに
無効な入力引数が指定されました。

説明: ストアード・プロシージャーの最初の引数には
'T' と 'S' のみがサポートされます。最初の引数に 'T'

が指定される場合、ストアード・プロシージャーへの 2

番目の引数は <schema.table-name> という形式の完全修
飾表名でなければなりません。

ユーザーの処置: 有効な入力引数を使用して再サブミッ
トしてください。

SQL22200N DB2 Administration Server を停止できま
せん。

説明: DB2 Administration Server は、現在クライアン
トからの要求を少なくとも 1 つ処理中であるため、停
止できません。

ユーザーの処置: DB2ADMIN STOP コマンドを
/FORCE オプションを指定して発行し、DB2

Administration Server が現在処理しているすべての要求
を取り消して、DB2 Administration Server を停止しま
す。

SQL22201N DB2 Administration Server は、ホスト
hostname でユーザー authorization-ID の
認証に失敗しました。理由コード
reason-code

説明: DB2 Administration Server は、次の理由によ
り、ユーザー authorization-ID を認証できませんでし
た。

1. ユーザー ID またはパスワードが無効です。

2. パスワードの期限が切れています。

3. ユーザー・アカウントが無効になっています。

4. ユーザー・アカウントが制限されています。

5. DB2 Administration Server は、ルート・ユーザーと
してサブミットされた要求を処理できません。

6. 許可に失敗しました。

ユーザーの処置: 理由コードに応じて、以下の処置を行
ってください。

1. ホスト hostname に有効なユーザー ID とパスワー
ドが指定されていることを確認します。

2. ホスト hostname 上でユーザー authorization-ID のパ
スワードを変更します。 操作については、システム
管理者に連絡してください。パスワードが変更され
たら、再度要求を実行してください。

3. アカウントをアンロックするには、システム管理者
に連絡してください。

4. アカウントに対する制限事項については、システム
管理者に連絡してください。

5. ルート以外のユーザーとして要求を再サブミットし
てください。

6. 内部認証エラーが発生しました。

提案されたソリューションの試行後もこのメッセージを
受け取る場合は、IBM サポートに連絡してください。
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SQL22202W DB2 Administration Server を静止できま
せん。 理由コード reason-code

説明: 以下のいずれかの理由により、DB2

Administration Server の静止操作が失敗しました。

1. DB2 Administration Server がすでに静止されていま
す。

2. DB2 Administration Server が現在 DB2 クライアン
トの代わりに要求を処理中です。

ユーザーの処置: 失敗の理由に応じて、以下のいずれか
を実行してください。

1. アクションは不要です。

2. DB2 Administration Server が要求の処理を終了する
まで待機するか、またはforce オプションを指定して
静止要求を再サブミットします。 静止を強制した場
合、現在処理中の要求はすべて終了されます。

SQL22203W DB2 Administration Server の静止を解除
できません。 理由コード reason-code

説明: 以下のいずれかの理由により、DB2

Administration Server の静止解除操作が失敗しました。

1. The DB2 Administration Server が静止されていませ
ん。

2. 少なくとも 1 つの管理要求の処理が進行中です。

ユーザーの処置: 失敗の理由に応じて、以下のいずれか
を実行してください。

1. アクションは不要です。

2. DB2 Administration Server がすべての管理要求の処
理を完了するまで待機するか、またはforce オプショ
ンを指定して静止解除要求を再サブミットします。
静止解除操作を強制した場合、管理要求と並行して
通常要求を処理できるため、これにより管理要求が
正常に完了しない場合があります。

SQL22204N DB2 Administration Server は、要求実行
中に、重大でないエラーを検出しました。

説明: DB2 Administration Server が要求を処理中、重
要でないエラーが発生しました。

ユーザーの処置: 追加情報については DB2

Administration Server の First Failure Data Capture Log

を参照してください。

トレースがアクティブな場合は、オペレーティング・シ
ステムのコマンド・プロンプトから、独立トレース機能
を呼び出してください。以下の必須情報を用意して、
IBM サポートに連絡してください。

v 問題の説明

v SQLCODE またはメッセージ番号

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

SQL22205C DB2 Administration Server は、要求実行
中に、予期しないエラーを検出しました。

説明: DB2 Administration Server が要求を処理中に、
予期しないエラーが発生しました。

ユーザーの処置: 追加情報については DB2

Administration Server の First Failure Data Capture Log

を参照してください。

トレースがアクティブな場合は、オペレーティング・シ
ステムのコマンド・プロンプトから、独立トレース機能
を呼び出してください。以下の必須情報を用意して、
IBM サポートに連絡してください。

v 問題の説明

v SQLCODE またはメッセージ番号

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

SQL22206N メッセージ・キューのアクセス中にエラー
が発生しました。 理由コード reason-code

説明: メッセージ・キューに対して、予期しないエラー
または悪いメッセージを受信しました。 以下が理由コ
ードのリストです。

1. メッセージ・キューを作成できません。 メッセー
ジ・キューの許容数に達しました。

2. メッセージ・キューからの読み取り中に、エラーが
発生しました。

3. メッセージ・キューへの書き込み中に、エラーが発
生しました。

4. メッセージ・キューから、無効なメッセージを受け
取りました。

5. メッセージ・キューのオープン中に、エラーが発生
しました。

6. メッセージ・キューのクローズ中に、エラーが発生
しました。

7. メッセージ・キューの照会中に、エラーが発生しま
した。

8. メッセージ・キューの削除中に、エラーが発生しま
した。

ユーザーの処置: メッセージ・キューの許容数に達して
いないことを確認してください。必要に応じて、使用中
のメッセージ・キューの数を少なくし、要求を再サブミ
ットしてください。

提案されたソリューションの試行後もこのエラー・メッ
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セージを受け取る場合は、IBM サポートに連絡してく
ださい。

SQL22207N DB2 Administration Server ホスト
hostname スクリプトを実行できません。
理由コード reason-code

説明: 以下のいずれかの理由により、DB2

Administration Server はスクリプトの実行に失敗しまし
た。

1. ユーザーは既存のスクリプトを指定しましたが、そ
のスクリプトが存在しません。

2. スクリプトの作業ディレクトリーが無効です。

3. ステートメントの終了文字が見つからなかったた
め、スクリプトの最後の行の実行が失敗しました。

4. スクリプトの実行中に、システム・エラーが発生し
ました。

ユーザーの処置: 失敗の理由に応じて、以下のいずれか
を実行してください。

1. 指定したスクリプトが、指定されたパスのホスト
hostname に存在することを確認します。

2. 作業ディレクトリーがホスト hostname で有効である
ことを確認します。

3. スクリプトの内容を確認して、要求を再サブミット
します。

4. 追加情報については DB2 Administration Server の
First Failure Data Capture Log を参照してください。

提案されたソリューションを試行した後もこのエラー・
メッセージを受け取る場合は、 DB2 Administration

Server の First Failure Data Capture Log で追加情報を
確認するか、または IBM サポートまでご連絡くださ
い。

SQL22208N DB2 Administration Server は、ホスト
hostname のライブラリー/クラス
library-name で、関数/方式 function-name

の実行に失敗しました。理由コード
reason-code

説明: 以下のいずれかの理由により、DB2

Administration Server は、ライブラリー/クラスで関数/メ
ソッドを実行中にエラーを検出しました。

1. ライブラリー/クラス library-name が見つかりません
でした。

2. 関数/方式 function-name がライブラリー/クラス
library-name に見つかりませんでした。

3. DB2 Administration Server で呼び出された関数/メソ
ッドのバージョンがサポートされていません。

ユーザーの処置: 失敗の理由に応じて、以下のいずれか
を実行してください。

1. ライブラリー library-name がホスト hostname に存
在することを確認します。

2. 追加情報については DB2 Administration Server の
First Failure Data Capture Log を参照してください。
トレースがアクティブな場合は、オペレーティン
グ・システムのコマンド・プロンプトから、独立ト
レース機能を呼び出してください。以下の必須情報
を用意して、IBM サポートに連絡してください。

v 問題の説明

v SQLCODE またはメッセージ番号

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

3. 理由コード 2 の応答を参照。

SQL22209N DB2 Administration Server は、ホスト
hostname で予期しない Java エラーを検
出しました。

説明: DB2 Administration Server が Java インタープリ
ターを開始、または Java インタープリターとの通信を
試行中に、エラーが発生しました。問題の原因として、
以下のことが考えられます。

1. ホスト hostname 上の Java が正しく構成またはイン
ストールされていません。

2. DB2 Administration Server の jdk_path 構成パラメー
ターが正しく設定されていません。

ユーザーの処置: 以下を試行してください。

1. ホスト hostname のシステム管理者に連絡して、Java

が正しくインストールされて、構成されていること
を確認します。

2. DB2 Administration Server の jdk_path 構成パラメー
ターが正しく設定されていることを確認します。
jdk_path 構成パラメーターは、CLP を使って表示で
きます。 このパラメーターは、Java がホスト
hostname 上でインストールされているロケーション
を示している必要があります。

提案されたソリューションの試行後もこのエラー・メッ
セージを受け取る場合は、IBM お客様サポートに連絡
してください。

SQL22210N DB2 Administration Server は、静止中、
指定された要求を実行できません。

説明: DB2 Administration Server は現在静止されてい
るため、要求の実行に失敗しました。 DB2

Administration Server の静止中は、管理要求しか実行で
きません。
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ユーザーの処置: DB2 Administration Server が静止さ
れていないときに、再度要求を実行してください。
DB2 Administration Server がいつ静止解除されるかにつ
いては、データベース管理者に連絡してください。

SQL22211N DB2 Administration Server 構成パラメー
ター parameter-token の設定中または検索
中にエラーが発生しました。理由コード
reason-code

説明: DB2 Administration Server の構成を更新中また
は読み取り中に、以下のエラーが発生しました。

1. 構成パラメーターが不明です。

2. 構成パラメーター値が正しい範囲内にありません。

3. DB2 Administration Server の構成パラメーターを更
新中に、システム・エラーが発生しました。

ユーザーの処置: 理由コードに応じて、次のことを確認
してください。

1. 構成パラメーターが存在している。

2. 構成パラメーターに対して指定された値が正しい範
囲内にある。 構成パラメーターの記述については、
「DB2 管理ガイド: パフォーマンス」の中で、許可
可能値の範囲の記述を参照してください。

3. DB2 Administration Server の First Failure Data

Capture Log で追加情報を確認するか、または IBM

サポートまで連絡してください。

SQL22212N DB2 Administration Server 通信エラーが
検出されました。クライアント・システム
: client-ip-address。 サーバー・システム
server-ip-address。

説明: DB2 Administration Server 通信エラーが検出さ
れました。可能性のある原因は、以下のとおりです。

1. サーバー・システムのサーバーの DB2

Administration Server がシステム管理者によってシャ
ットダウンされた。

2. サーバー・システムの DB2 Administration Server

が、内部エラーまたはシステム・エラーにより終了
した。

3. DB2 Administration Server がサーバー・システムに
インストールされていない。

4. DB2 Administration Server はクライアント・システ
ムで正しくカタログされていない。

5. クライアント・システムまたはサーバー・システム
の通信サブシステムが正しく構成されていないか、
または正常に開始されていない。

6. ネットワーク・エラーが原因で接続が切断された。

7. DB2 Administration Server における内部エラーによ
り、接続が切断された。

ユーザーの処置: 以下のことを検証してください。

1. DB2 Administration Server がシャットダウンされて
いない。

2. DB2 Administration Server が終了されていない。

3. DB2 Administration Server がサーバー・システムに
インストールされている。

4. リモート DB2 Administration Server がクライアン
ト・システムで正しくカタログされている。

5. クライアント・システムとサーバー・システム両方
の通信サブシステムが正しく構成され、開始されて
いる。

6. ネットワークが正しく実行されている。

7. 検証するものはありません。

問題が続く場合は、ネットワーク管理者または IBM サ
ポートまで連絡してください。

SQL22213N DB2ADMIN 処理が正常に行われました。
スケジューラーが正常に開始されていませ
ん。

説明: DB2ADMIN コマンドは正常に DB2

Administration Server を開始しましたが、DB2

Administration Server はスケジューラーを開始できませ
んでした。

ユーザーの処置: 以下のアクションを実行してくださ
い。

v ツール・カタログ・データベースの構成パラメーター
が正しい値に設定されていることを確認します。ツー
ル・カタログ・データベースの構成方法については、
「DB2 管理ガイド」の DB2 Administration Server に
関する項を参照してください。

v ツール・カタログ・データベースを含んでいるデータ
ベース・マネージャーが開始済みであることを確認し
ます。

v ツール・カタログ・データベースがツール・カタロ
グ・インスタンスに対してリモートである場合、スケ
ジューラーのユーザー ID とパスワードが正しく設定
されていることを確認してください。スケジューラー
のユーザー ID には、ツール・カタログ・データベー
スに対する SYSADM 権限が必要です。スケジューラ
ーのユーザー ID とパスワードは、db2admin

setschedid コマンドを使って変更できます。

v ツール・カタログ・データベースが別のスケジューラ
ーに使用されていないことを確認してください。
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推奨されるアクションを実行した後、DB2

Administration Server を停止して再始動します。推奨ア
クションを実行した後も引き続きこのエラー・メッセー
ジを受け取る場合は、IBM サポートに連絡してくださ
い。

SQL22214N 管理ノード node-name は、DB2 ノード・
ディレクトリーに存在しません。

説明: 管理ノード node-name は無効です。 このノード
名は、DB2 ノード・ディレクトリーに存在しません。

ユーザーの処置: LIST ADMIN NODE DIRECTORY コ
マンドを使って、ノード名 node-name が管理ノード・
ディレクトリーに正しくカタログされていることを確認
してください。 この管理ノードが管理ノード・ディレ
クトリーにリストされていない場合は、 CATALOG

ADMIN ... NODE コマンドをサブミットして、この管
理ノードをカタログに入れてください。提案されたソリ
ューションの試行後もこのエラー・メッセージを受け取
る場合は、IBM お客様サポートに連絡してください。

SQL22215W DB2 Administration Server 構成パラメー
ターが正常に更新されました。

説明: 構成パラメーターは正常に更新されましたが、変
更を有効にするためには、DB2 Administration Server を
再始動する必要があります。

ユーザーの処置: 変更を有効にするために、DB2

Administration Server を再始動してください。

SQL22216N 拡張コンソール操作を実行中に、エラーが
発生しました。 理由コード =

reason-code。

説明: この操作を実行中に、予期しないエラーが発生し
ました。可能性のある理由コードは、以下のとおりで
す。

1 コンソールのアクティブ化に使用されたコンソ
ール名の長さが 8 文字を超えている。

2 発行されたオペレーター・コマンドが、許可さ
れている 126 文字を超えている。

3 アクティブ化要求に対して、発行者がリソース
名 MVS.MCSOPER.* (この場合、* はコンソー
ルの名前) に対する読み取り権限を持っていな
い。

4 アクティブ化要求に対して、コンソールがすで
にアクティブであった。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1 コンソール名として指定されたユーザー名が 8

文字を超えているかを確認する。

2 オペレーター・コマンドの長さが 126 文字を
超えているか確認する。

3 リソース MVS.MCSOPER.* (この場合、* はコ
ンソールの名前) に対して必要な読み取り権限
を提供する。

4 アクティブ化しようとしている拡張コンソール
がアクティブ化されていないことを確認する。

SQL22220N DB2 Administration Server がスクリプ
ト・エラーを検出しました。 スクリプ
ト・エラー・コード error-code.

説明: DB2 Administration Server がスクリプトを実行
中、エラーを検出しました。 スクリプトは終了されま
した。エラー・コード error-code。

ユーザーの処置: スクリプトが正しいことを確認してく
ださい。

提案されたソリューションを試行した後もこのエラー・
メッセージを受け取る場合は、 DB2 Administration

Server の First Failure Data Capture Log で追加情報を
確認するか、または IBM サポートまでご連絡くださ
い。

SQL22221N スケジューラーが非アクティブです。 理
由コード reason-code

説明: 次の 1 つ以上の理由でスケジューラーがアクテ
ィブでないので、スケジューラーは要求を処理できませ
んでした。

1. スケジューラーが有効になっていない。

2. スケジューラーが正しく構成されていない。

ユーザーの処置: 以下のことを確認してください。

1. スケジューラーが有効になっていることを確認して
ください。スケジューラーは、SCHED_ENABLE

DB2 Administration Server 構成パラメーターを使っ
て有効になります。 GET ADMIN

CONFIGURATION コマンドを使って DB2

Administration Server の構成パラメーターを表示し
て、SCHED_ENABLE パラメーターの現在の設定を
確認してください。構成パラメーターの値を変更す
るには、UPDATE ADMIN CONFIGURATION コマ
ンドを使用します。

2. スケジューラーが正しく構成されていることを確認
します。スケジューラーを構成するには、 「DB2

管理ガイド」の DB2 Administration Server に関する
項を参照してください。
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提案されたソリューションを試行した後もこのエラー・
メッセージを受け取る場合は、 DB2 Administration

Server の First Failure Data Capture Log で追加情報を
確認するか、または IBM サポートまでご連絡くださ
い。

SQL22222N スケジューラーに対するログオン・ユーザ
ー・アカウントが無効です。

説明: ツール・カタログ・データベースが DB2

Administration Server に対してリモートである場合、ス
ケジューラーにはツール・カタログ・データベースに接
続するための有効なログオン・アカウントが必要です。
このエラーは、そのアカウントがセットアップされてい
ないか、またはログオン・ユーザー・アカウントに有効
な DB2 ユーザー ID が入っていないことが原因で発生
しました。

ユーザーの処置: ログオン・ユーザー・アカウントがセ
ットアップされている場合は、そのアカウントが有効な
DB2 ユーザー ID を使用していることを確認してくだ
さい。 以下のコマンドを使用して、スケジューラーの
ログオン・ユーザー・アカウントをセットアップするこ
とができます。

DB2ADMIN SETSCHEDID <userid> <password>

SQL22223N インスタンス instance-name がホスト
hostname に存在しません。

説明: 要求に指定されたインスタンス instance-name が
ホストに存在しないため、ホスト hostname 上の DB2

Administration Server は要求の実行に失敗しました。

ユーザーの処置: 以下のことを検証してください。

v インスタンス instance-name に対応する、ローカル・
ノード・ディレクトリーにあるノード項目のリモー
ト・インスタンス・フィールドは正しいです。

v インスタンス instance-name はホスト hostname に存
在します。

提案されたソリューションを試行した後もこのエラー・
メッセージを受け取る場合は、 DB2 Administration

Server の First Failure Data Capture Log で追加情報を
確認するか、または IBM サポートまでご連絡くださ
い。

SQL22230N データ・セット dataset がシステムで見つ
かりません。

説明: 次のいずれかの理由が考えられます。

1. データ・セットがカタログされていない。

2. データ・セットが置かれているボリュームがマウン
トされていない。

3. このデータ・セットがカタログに指定されたボリュ
ーム上に存在しない。

4. この操作に必要なデータ・セットまたは PDS/E メン
バー名が指定されていない。

5. データ・セットまたは PDS/E メンバー名に、無効文
字が含まれているか、またはシステムで許可されて
いる最大長を超えている。

この最初の 3 つの理由の詳細については、MVS システ
ム・メッセージの IGW01021T、IGW01508T、および
IGW01511E を参照してください。

ユーザーの処置: データ・セットの名前が正しく入力さ
れており、データ・セットがカタログされており、 そ
のデータ・セットが置かれているボリュームがシステム
にマウントされていることを確認してください。

SQL22231N 要求された操作は、データ・セット
dataset ではサポートされていません。

説明: 指定されたデータ・セットの特定のプロパティー
のため、要求された操作でこのデータ・セットを使用で
きません。適用できないレコード・フォーマットまたは
データ・セット・タイプなどが考えられます。 たとえ
ば、メンバー名が PS データ・セットに対して指定でき
ないなど。

ユーザーの処置: データ・セットに対して、選択された
操作に適切なプロパティーが設定されていることを確認
してください。 追加情報については DB2

Administration Server (DAS) の First Failure Data

Capture Log を参照してください。

SQL22232N ジョブ ID jobid が、ジョブ入力サブシス
テム (JES) に見つかりませんでした。

説明: 次のような理由が考えられます。

1. 指定されたジョブ ID を持つジョブが JES にサブミ
ットされていない。

2. 指定されたジョブ ID を持つジョブが JES からパー
ジされている。

ユーザーの処置: このジョブ ID が、JES にサブミッ
トされたジョブに属しており、まだパージされていない
ことを確認してください。

SQL22236N ファイル入出力エラーが発生しました。
理由コード reason-code

説明: ファイル・システムにアクセス中に、エラーが発
生しました。 理由コードは、以下の通りです。

1. 無効なディレクトリーが指定されました。

2. 存在しないファイルをオープンしようとしました。
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3. 既存ファイルを作成しようとしました。

ユーザーの処置: 理由コードに基づいたアクションは、
以下のとおりです。

1. 有効なディレクトリーを指定します。

2. 存在するファイルを指定します。

3. すでに存在しないファイルを指定します。

SQL22237N パス path に対する操作中にファイル・シ
ステムのエラーが発生しました。理由コー
ド = reason-code。

説明: ファイル・システムにアクセス中に、エラーが発
生しました。 理由コードに対応する説明は、以下のと
おりです。

1 指定されたパスはすでに存在しています。

2 指定したパスは存在しません。

3 現在は読み取り専用になっているファイルまた
はディレクトリーを指定して変更しようとしま
した。

4 現在別のアプリケーションで使用中のファイル
またはディレクトリーを指定して変更または削
除しようとしました。

5 指定したファイルまたはディレクトリーにはア
クセスできません。

6 指定したパスまたは装置は使用できません。

7 指定した空でないディレクトリーは、不適切な
コンテキスト中で指定されています。たとえ
ば、空でないディレクトリーを非再帰的に削除
しようとしています。

8 指定したパスは、ディレクトリーを参照してい
ません。

9 指定したパスは無効です。

10 指定したパス名は長すぎます。

11 ファイル・システム上で使用できるスペースが
もうありません。

12 開くことができるファイルの最大数に達しまし
た。

13 指定したファイルの終わりに達しました。

14 物理的入出力エラーが発生しました。

15 不明のエラーが発生しました

16 新しいディレクトリー名を持つディレクトリー
はすでに存在します。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するユーザー応答
は、以下のとおりです。

1 存在しないパスを指定してください。

2 存在するパスを指定してください。

3 指定したファイルまたはディレクトリーが読み
取り専用でないことを確認してください。

4 指定したファイルまたはディレクトリーが別の
アプリケーションで使用中でないことを確認し
てください。

5 指定したファイルまたはディレクトリーに現行
ユーザーからアクセスできることを確認してく
ださい。

6 指定したパスまたは装置は現在も使用できるこ
とを確認してください。

7 指定したディレクトリーが空であることを確認
してください。

8 指定したパスは、ディレクトリーを参照してい
ることを確認してください。

9 指定したパスは有効であることを確認してくだ
さい。

10 指定したパスが、特定のオペレーティング・シ
ステム上のパス名の上限数内であることを確認
してください。

11 ファイル・システム上で使用できるスペースが
あることを確認してください。

12 1 つ以上のファイルをクローズしてから、操作
をやり直してください。

13 ファイル・マークを越えて読み取りまたはシー
クを操作で行おうとしていないことを確認して
ください。

14 操作を再試行してください。問題が解決しない
場合は、IBM サポートに連絡してください。

15 操作を再試行してください。問題が解決しない
場合は、IBM サポートに連絡してください。

16 存在しないディレクトリー名を指定してくださ
い。

SQL22245N JCL の生成に失敗しました。 理由 (コー
ド [, トークン]) = reason-code

説明: JCL 生成は、以下の理由コードに示される理由
により失敗しました。

01 予約済み JCL スケルトン・パラメーター
&JOB を持つカードが見つからないか、メイン
JCL スケルトンの中の誤った場所に置かれてい
ます。 このカードは、メイン JCL スケルトン
の中で、TEMPLATE カードの後にある、最初
の非コメント・カードでなければなりません。
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02 予約済み JCL スケルトン・パラメーターの使
用が誤りです。 このメッセージの中のトーク
ンに、問題の原因となったパラメーターの名前
が含まれています。

03 メイン JCL スケルトンに、予期されているよ
り多くの、予約済み JCL スケルトン・パラメ
ーター &CTLSTMT が指定されています。 こ
のメッセージの中のトークンは、&CTLSTMT

パラメーターの予期する数に設定されていま
す。

04 メイン JCL スケルトンに、予期されているよ
り多くの、予約済み JCL スケルトン・パラメ
ーター &STEPLIB のオカレンスがあります。
このメッセージの中のトークンは、&STEPLIB

パラメーターの予期する数に設定されていま
す。

05 メイン JCL スケルトンが、TEMPLATE ステ
ートメントで開始されていません。 このステ
ートメントは、メイン JCL スケルトンの中で
最初の非コメント・ステートメントでなければ
なりません。

06 JCL スケルトンの中のジョブ名またはステップ
名に、ジョブまたはステップの順序付けに必要
な JCL スケルトン組み込み関数 &SEQ が含ま
れていません。 JCL スケルトン組み込み関数
&SEQ を JCL スケルトンのジョブ名またはス
テップ名に指定してください。 このメッセー
ジの中のトークンに、誤った JCL ステートメ
ントのフラグメントが含まれています。

07 キーワード JOB が、//JOB-statement に対す
る、JCL スケルトンの中の最初の非コメント・
ステートメントに見つかりません。 コメント
化されているか、または誤ってタイプされてい
るか、または区切りスペース (特にキーワード
の後) が抜けている可能性があります。

08 メイン JCL スケルトンは完了していないか、
または構造に誤りがあります。 特にインスト
リーム JCL プロシージャーがこの JCL スケル
トンで使用されている場合、必須の標準 JCL

ステートメントがコメント化されているか、欠
落しているか、または誤った位置に指定されて
いる可能性があります。

09 JCL スケルトンの中のジョブ名、ステップ名、
または DD 名の構文が無効です。 この理由と
しては、名前フィールドの長さが誤りである
か、またはフィールドに英数字以外の文字が含
まれていることが考えられます。 このメッセ
ージの中のトークンに、誤った JCL ステート
メントのフラグメントが含まれています。

10 JCL スケルトンの中でアンパーサンド記号が誤
って使用されています。 JCL スケルトンに、1

つ以上の孤立したアンパーサンド記号が含まれ
ています。 アンパーサンド記号は、JCL スケ
ルトン・パラメーターの最初の記号であり、ID

と一緒に使用しなければなりません。 このメ
ッセージの中のトークンに、誤った JCL ステ
ートメントのフラグメントが含まれています。

11 予約済み JCL スケルトン・パラメーター
&OBJECT が、JCL スケルトンに見つかりませ
ん。

12 ユーザー定義 JCL スケルトン・パラメーター
は、JCL スケルトンに指定できません。 この
メッセージの中のトークンに、問題の原因とな
った JCL スケルトン・パラメーターの名前が
含まれています。

13 予約済み JCL スケルトン・パラメーターは、
JCL スケルトンに指定できません。 このメッ
セージの中のトークンに、問題の原因となった
予約済み JCL スケルトン・パラメーターの名
前が含まれています。

14 生成された JCL は長すぎて、バッファーを割
り振れません。 このメッセージの中のトーク
ンに、問題の原因となった要求サイズが含まれ
ています。 この問題を回避するには、処理オ
ブジェクトとして選択したデータベース・オブ
ジェクトの数を減らしてください。

ユーザーの処置: 提供された説明に応じて、問題を訂正
してください。 問題が続く場合は、データベース管理
者または IBM サポートに連絡してください。

SQL22247N 既知のディスカバリー操作が失敗しまし
た。

説明: ターゲット DB2 Administration Server でディス
カバリーが無効になっています。

ユーザーの処置: DB2 Administration Server で
DISCOVER 構成パラメーターの値を変更して、ディス
カバリーを有効にしてください。既知のディスカバリー
だけを有効にしたい場合は、値を KNOWN に変更して
ください。既知と検索両方のディスカバリーを有効にし
たい場合は、値を SEARCH に変更してください。構成
パラメーターの値を変更するには、UPDATE ADMIN

CONFIGURATION コマンドを使用します。

SQL22250N 使用法: DASMIGR は、DB2

Administration Server をマイグレーショ
ンするユーティリティーです。このユーテ
ィリティーを起動した DB2 コピーの下で
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実行するようにマイグレーションします。

説明: DASMIGR コマンド構文は、以下のとおりで
す。

DASMIGR [-h | -p [DAS Profile Path]]

コマンド・オプションは以下のとおりです。

-h このメッセージを印刷します。

-p DAS 作業ディレクトリーを、現在の DB2 コ
ピーのインストール・ディレクトリーに移動し
ます。

DAS プロファイル・パス
DAS 作業ディレクトリーの移動先のデフォル
ト・ロケーションをオーバーライドします。こ
のオプションは、-p オプションが指定されてい
る場合のみ有効です。

例:

dasmigr -p "C:¥DB2 PROFILES"

ユーザーの処置: 有効なコマンド・オプションの 1 つ
を指定して DASMIGR コマンドを発行してください。

SQL22251N source-dasname から target-dasname への
DB2 Administration Server のマイグレー
ションが失敗しました。理由コード
reason-code

説明: DB2 Administration Server source-dasname は、
次のいずれかの理由によりマイグレーションできません
でした。

1. ツール・カタログ・データベースがターゲット DB2

Administration Server に作成されていない。

2. ツール・カタログ・データベースがターゲット DB2

Administration Server で正しく構成されていない。

ユーザーの処置: ターゲット DB2 Administration

Server target-dasname で以下のことを試行してくださ
い。

1. ツール・カタログ・データベースが存在しているこ
とを確認する。

2. TOOLSCAT_DB および TOOLSCAT_SCHEMA DB2

Administration Server 構成パラメーターが正しいこと
を確認する。 これらのパラメーターは、ツール・カ
タログ・データベースの名前とスキーマに設定され
ている必要があります。 GET ADMIN

CONFIGURATION コマンドを使って、
TOOLSCAT_DB と TOOLSCAT_SCHEMA の現在の
設定値を表示してください。 DB2 Administration

Server 構成パラメーターの値を変更するには、
UPDATE ADMIN CONFIGURATION コマンドを使
用します。

提案されたソリューションの試行後もこのエラー・メッ
セージを受け取る場合は、IBM お客様サポートに連絡
してください。

SQL22252N DAS マイグレーションは理由コード
reason-code で失敗しました。

説明: DB2 Administration Server をマイグレーション
中にエラーが発生しました。理由コードは以下のとおり
です。

1. マイグレーションを完了するために使用できるシス
テム・リソースが不十分でした。

2. DB2 Administration Server の構成パラメーターが有
効なツール・カタログを示していません。

3. マイグレーション中に重大ではないエラーが発生し
ました。

ユーザーの処置:

1. DAS マイグレーションのために使用できるシステ
ム・リソースが十分にあることを確認してくださ
い。

2. ツール・カタログが作成されており、DB2

Administration Server の構成パラメーターで正しく示
されていることを確認してください。

3. 追加情報については DB2 Administration Server の
First Failure Data Capture Log を参照してください。

SQL22255W 使用法: dasauto [-h|-?] -on|-off

説明: 間違った引数が入力されました。 このコマンド
の有効な引数は以下のとおりです。

-h|-? 使用情報を表示する

-on|-off DB2 Administration Server の自動開始を有効ま
たは無効にする

ユーザーの処置: 次のようにコマンドを入力し直してく
ださい。
dasauto [-h|-?] -on|-off

SQL22256W dasauto コマンドが成功しました。

説明: すべての処理が正常に完了しました。

ユーザーの処置: これ以上のアクションは不要です。

SQL22260I DB2 Administration Server が正常に更新
されました。

SQL22251N
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SQL22261N DB2 Administration Server 更新コマンド
において、予期しないエラーが検出されま
した。

説明: DB2 Administration Server を更新しようとし
て、予期しないエラーが発生しました。

ユーザーの処置: IBM サポートに連絡して、可能であ
ればトレース・ファイルを提供してください。

SQL22262N メジャー・リリース間の DB2

Administration Server の更新はサポート
されていません。

説明: DB2 のマイナー・リリース間でのみ、DB2

Administration Server を更新できます。

ユーザーの処置: DB2 Administration Server マイグレ
ーション・コマンド (dasmigr) を使用して、メジャー・
リリース間の更新を行なってください。

SQL22263I DB2 Administration Server が正常にマイ
グレーションされました。

SQL22264N DB2 Administration Server マイグレーシ
ョン・コマンドにおいて、予期しないエラ
ーが検出されました。

説明: DB2 Administration Server をマイグレーション
しようとして、予期しないエラーが発生しました。

ユーザーの処置: IBM サポートに連絡して、可能であ
ればトレース・ファイルを提供してください。

SQL22265N マイナー・リリース間の DB2

Administration Server のマイグレーショ
ンはサポートされていません。

説明: DB2 のメジャー・リリース間でのみ、DB2

Administration Server をマイグレーションできます。

ユーザーの処置: DB2 Administration Server 更新コマ
ンド (dasupdt) を使用して、マイナー・リリース間の更
新を行なってください。

SQL22266N DB2 Administration Server は現行の
DB2 コピーにすでにインストールされて
います。

説明: DB2 Administration Server は、 DB2

Administration Server 更新コマンドが実行された DB2

コピーの下にすでにインストールされています。

ユーザーの処置: DB2 Administration Server の移動元
となる DB2 コピーから、DB2 Administration Server 更
新コマンドを実行してください。

SQL22267W 使用法: DASUPDT は、DB2

Administration Server を更新するユーテ
ィリティーです。このユーティリティーを
起動した DB2 コピーの下で実行するよう
に移行します。

説明: DASUPDT コマンド構文は、以下のとおりで
す。

DASUPDT [-h | -p [DAS Profile Path]]

コマンド・オプションは以下のとおりです。

-h このメッセージを印刷します。

-p DAS 作業ディレクトリーを、現在の DB2 コ
ピーのインストール・ディレクトリーに移動し
ます。

DAS プロファイル・パス
DAS 作業ディレクトリーの移動先のデフォル
ト・ロケーションをオーバーライドします。こ
のオプションは、-p オプションが指定されてい
る場合のみ有効です。

例:

dasupdt -p "C:¥DB2 PROFILES"

ユーザーの処置: 有効なコマンド・オプションの 1 つ
を指定して DASUPDAT コマンドを発行してください。

SQL22270N 名前 name の連絡先または連絡先グルー
プを連絡先リストに追加できません。

説明: この連絡先または連絡先グループは、すでに連絡
先リストに存在します。

ユーザーの処置: ユニーク名を使って、新しい連絡先ま
たは連絡先グループを作成してください。

SQL22271N 名前 name の連絡先または連絡先グルー
プの情報が見つかりません。

説明: この連絡先または連絡先グループは、連絡先リス
トに見つかりませんでした。

ユーザーの処置: 名前をチェックおよび訂正して、もう
一度やり直してください。

SQL22272N キー key を持つレコードは挿入できませ
ん。

説明: システムはレコードを挿入しようとしましたが、
新規レコードのキー key はすでにシステムに存在しま
す。

ユーザーの処置: システムから重複を除去するか、また
は別のキーを使って新規レコードを挿入してください。

SQL22261N
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SQL22273N キー key を持つレコードが見つかりませ
んでした。

説明: キー key を持つレコードは、このレコードが存
在しないため見つかりませんでした。

ユーザーの処置: キーをチェックおよび訂正して、もう
一度やり直してください。

SQL22280N スケジューラーが静止されているため、こ
のアクションは実行できません。

説明: スケジューラーが再度アクティブ化されるまで
は、アクションを実行できません。

ユーザーの処置: スケジューラーをアクティブ化してく
ださい。

SQL22281N スケジューラーはすでにアクティブです。

説明: スケジューラーはすでにアクティブなので、アク
ティブ化できません。

ユーザーの処置: これ以上のアクションは不要です。

SQL22282N スケジューラーは、ツール・カタログ・デ
ータベースにアクセスできません。 理由
コード = reason-code、SQLCODE

sqlcode。

説明: 以下の理由コード reason-code によって指定され
た理由により、スケジューラーがツール・カタログ・デ
ータベースにアクセスできないため、スケジューラー関
数を処理できません。

1. 指定されたユーザー ID またはパスワードが誤りで
ある。

2. DB2 Administration Server 構成パラメーターのツー
ル・カタログ・データベース構成が誤りである。 以
下の 1 つ以上の DB2 Administration Server 構成パ
ラメーターが誤りである。

v TOOLSCAT_DB

v TOOLSCAT_SCHEMA

3. ツール・カタログ・データベースは、すでに同じシ
ステム上の別のスケジューラーによって使用されて
いる。

4. ツール・カタログ・データベースは、通信プロトコ
ルとして TCP/IP を介してしてサポートされていな
い。

5. 予期しないエラー。 詳しくは、SQLCODE sqlcode

を参照してください。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1. ユーザー ID とパスワードをチェックして、再試行
してください。

2. DB2 Administration Server TOOLSCAT_DB および
TOOLSCAT_SCHEMA 構成パラメーターが正しく設
定されていることを確認してください。 GET

ADMIN CONFIGURATION コマンドを使って、
TOOLSCAT_DB と TOOLSCAT_SCHEMA の現在の
設定値を表示してください。 DB2 Administration

Server 構成パラメーターの値を変更するには、
UPDATE ADMIN CONFIGURATION コマンドを使
用します。 提案されたソリューションの試行後もこ
のエラー・メッセージを受け取る場合は、IBM お客
様サポートに連絡してください。

3. システム管理者に連絡してください。

4. 以下を試行してください。

v ツール・カタログ・データベースがスケジューラ
ーに対してローカルである場合は、 DB2

Administration Server 構成パラメーター
toolscat_inst によって指定されているインスタンス
が TCP/IP 通信を使用するようセットアップして
ください。

v ツール・カタログ・データベースがスケジューラ
ーに対してリモートの場合は、toolscat_db admin

構成パラメーターによって使用されるノードが通
信プロトコルとして TCP/IP をサポートしている
ことを確認してください。

5. 追加情報については DB2 Administration Server の
First Failure Data Capture Log を参照してください。

提案されたソリューションを実行したあともこのメッセ
ージを受け取る場合は、IBM お客様サポートに連絡し
てください。

SQL22283N タスク taskid.suffix がツール・カタログ・
データベースに存在しません。

説明: スケジューラーは、ツール・カタログ・データベ
ースからタスクを検索できません。タスクは、ツール・
カタログ・データベースから除去されているか、または
存在していなかった可能性があります。

ユーザーの処置: タスク・センターを使って、タスクが
存在しているかチェックしてください。

SQL22284N タスク taskid.suffix はスケジュールされて
いません。

説明: 要求アクション「スケジュールされたタスクを今
実行する」は、このタスクが現在実行するようスケジュ
ールされていないために実行できません。

ユーザーの処置: 以下のいずれかを実行してください。

SQL22273N
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v 代わりに「今実行する」を実行する

v このタスクのスケジュールをすべてアクティブ化し、
再度「Run a scheduled task now」を実行する。

SQL22285N スケジューラーは、パーティション番号
partition-number のパーティション・デー
タベースから、対応するホスト名を取得で
きません。

説明: 要求されたパーティション番号は、このパーティ
ション・データベースに存在しません。

ユーザーの処置: LIST DBPARTITIONNUMS コマンド
を使ってノードのリストを表示し、このパーティション
番号が存在するか確認してください。

SQL22286N 必須タスクを実行できません。

説明: 予期しないエラーが発生したため、スケジューラ
ーはタスクの実行に失敗しました。

ユーザーの処置: 追加情報については DB2

Administration Server の First Failure Data Capture Log

を参照してください。

トレースがアクティブな場合は、オペレーティング・シ
ステムのコマンド・プロンプトから、独立トレース機能
を呼び出してください。

SQL22287N ユーザー userid には、タスク taskid.suffix

を実行する許可がありません。

説明: ユーザーにタスクを実行する権限がないために、
タスクは実行されませんでした。

ユーザーの処置: ユーザーがタスクを実行できるように
するには、タスクの所有者がユーザーに実行許可を付与
する必要があります。

SQL22295N ポート port-number を使って、ホスト
host-name の SMTP サーバーと正常に通
信できません。理由コード =

reason-code。

説明: ポート port-number を使用する、ホスト
host-name の SMTP サーバーは、メールを送信するため
のプロトコルのネゴシエーションに失敗しました。 こ
のエラーの説明は、以下の理由コードで示されていま
す。

1. ポート port-number の host-name で実行されている
SMTP サーバーがなかった。

2. SMTP サーバーとの通信中に、予期しないエラーが
検出された。

ユーザーの処置:

1. SMTP サーバー名が正しく指定されており、サービ
ス・ファイルに指定されている SMTP ポートが
SMTP サーバーによって使用されているポート番号
に対応していることを確認してください。

2. オペレーティング・システムのコマンド・プロンプ
トから独立トレース機能を呼び出してください。問
題が解決されない場合は、IBM サポートに連絡して
ください。

sqlcode: -22295

sqlstate: 08001

SQL22296N 受信側アドレスが無効なため、SMTP プ
ロトコルを使ってメールを送信できませ
ん。

説明: SMTP サーバーは、指定されたすべての受信側
に対するメール送信プロトコルを正常にネゴシエーショ
ンできませんでした。

ユーザーの処置: 受信側アドレスが正しく指定されてい
ることを確認してください。

SMTP サーバーが受信側アドレスに到達できないときに
も、このエラーが戻されることがあります。 他のメー
ル・クライアントを使い、同じ SMTP サーバーを使用
する受信側にメールを送信することにより、独立して検
査することができます。 これが成功した場合は、オペ
レーティング・システムのコマンド・プロンプトから独
立トレース機能を呼び出してください。問題が解決され
ない場合は、IBM サポートに連絡してください。

SQL22297I DB2 Administration Server が再始動する
まで構成変更は反映されません。

説明: DB2 Administration Server は正常に構成されま
したが、変更はすぐに有効にはなりません。 変更は、
DB2 Administration Server を再始動すると有効になりま
す。

ユーザーの処置: 次回 DB2 Administration Server を再
始動したときに変更を有効にする場合は、何のアクショ
ンも必要ありません。

SQL22400N 関数または機能の名前
function-or-feature-name が無効です。

説明: 関数または機能の名前 function-or-feature-name

が無効です。有効な関数名および機能名については、
DB2 のドキュメンテーションを参照してください。

ユーザーの処置: 有効な関数名または機能名を指定し
て、要求を再試行してください。

sqlcode: -22400

SQL22285N

842 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



sqlstate: 5U001

SQL22401N エージェント ID agent-ID のアプリケー
ションが存在しません。

説明: エージェント ID agent-ID のアプリケーション
は現在存在しません。アクティブなデータベース・アプ
リケーションをすべて表示するには、 LIST

APPLICATIONS コマンドを使用します。

ユーザーの処置: アクティブなアプリケーションのエー
ジェント ID を指定して、要求を再試行してください。

sqlcode: -22401

sqlstate: 5U002

SQL22402N アクティビティー・モニター・レポートが
見つかりません。

説明: 指定されたレポート ID またはレポート・タイ
プが無効であるため、アクティビティー・モニター・レ
ポートが見つかりません。

ユーザーの処置: 有効なレポート ID または有効なレ
ポート・タイプを指定して、要求を再試行してくださ
い。

sqlcode: -22402

sqlstate: 5U003

SQL22403N モニター・タスク monitoring-task-name の
保管またはドロップ中に指定された 1 つ
以上の値が無効です。理由コード: code

説明: 理由コード code で示される理由のため、モニタ
ー・タスク monitoring-task-name の保管中に指定された
1 つ以上の値が無効です。可能性のある理由コードは、
以下のとおりです。

v アクション・モード action-mode が無効です。

v 指定されたモニター・タスク名 monitoring-task-name

が無効であるため、そのモニター・タスクの作成要求
が失敗しました。

v 指定されたモニター・タスク名 monitoring-task-name

と同じ名前の別のモニター・タスクが検出されたた
め、そのモニター・タスクの作成要求が失敗しまし
た。

v アプリケーション・ロック・チェーンの使用可能性に
対して指定された値が無効であるため、モニター・タ
スクの保管要求が失敗しました。

v モニター・タスクの保管要求が失敗しました。関連す
るレポートが存在しないため、 report-IDs のうちの
1 つ以上のレポート ID が無効です。

v 指定されたモニター・タスク ID monitoring-task-ID

が無効であるため、そのモニター・タスクの変更また
はドロップ要求が失敗しました。関連するモニター・
タスクが存在しないか、または組み込みモニター・タ
スクです。組み込みモニター・タスクは、変更したり
ドロップしたりできません。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

v 新しいモニター・タスクを作成するには、アクショ
ン・モード C を指定します。既存のモニター・タス
クを変更するには、アクション・モード M を指定し
ます。要求を再試行してください。

v モニター・タスクの名前としてヌルまたはブランクを
指定することはできず、 128 文字を超える名前も指
定できません。有効なモニター・タスク名を指定して
から、要求を再試行してください。

v モニター・タスクの名前はユニークでなければなりま
せん。新しいモニター・タスクのためのユニークな名
前を指定して、要求を再試行してください。

v このモニター・タスクでアプリケーション・ロック・
チェーンを使用可能にするには 'Y' を指定します。そ
うでない場合は 'N' を指定します。要求を再試行して
ください。

v 存在するアクティビティー・モニター・レポートの
ID を 1 つ以上指定してから、要求を再試行してくだ
さい。

v 既存のユーザー定義モニター・タスク ID を指定して
から、要求を再試行してください。

sqlcode: -22403

sqlstate: 5U004

SQL22404N 関数または機能 function-or-feature-name

のためのデータベース・オブジェクトを作
成またはドロップする際に指定されたアク
ション・モード action-mode が無効です。

説明: アクション・モード action-mode が無効です。
function-or-feature-name のデータベース・オブジェクト
を作成するには、アクション・モード C を指定しま
す。 function-or-feature-name のデータベース・オブジェ
クトをドロップするには、アクション・モード D を指
定します。

ユーザーの処置: 有効なアクション・モードを指定して
から、要求を再試行してください。

sqlcode: -22404

sqlstate: 5U005
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SQL22405N アクティビティー・モニターは、モニタ
ー・スイッチ monitor-switch がデータベ
ース・マネージャー・レベルでオンになっ
ていないため、必要なスナップショット・
データを収集できません。

説明: アクティビティー・モニターは、モニター・スイ
ッチ monitor-switch がデータベース・マネージャー・レ
ベルでオンになっていないため、必要なスナップショッ
ト・データを収集できません。

ユーザーの処置: モニター・スイッチ・データベース・
マネージャー構成パラメーターを使用することによっ
て、指定されたモニター・スイッチをオンにしてから、
要求を再試行してください。

sqlcode: -22405

sqlstate: 5U006
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第 24 章 SQL27500 - SQL27999

SQL27902N ロードの再始動/終了は、ロード・ペンデ
ィング状態にない表では許可されません。

説明: 再始動または終了は必要ありません。 ロード・
ユーティリティーの再始動および終了モードは、以前に
失敗/割り込みのあったロード操作を再開または取り消す
ために使用されます。 これらは、以前にロード操作が
失敗している表で、その表がロード・ペンディング状態
にある場合にのみサポートされます。 ロード・ペンデ
ィングでない表では、ロード・ユーティリティーの挿入
モードと置換モードだけがサポートされます。

ユーザーの処置: 入力ソースの内容を表に移植するに
は、挿入モードか置換モードを使ってロード・コマンド
を再発行してください。 現在の表の状態を確認するに
は、ロード照会ユーティリティーを使用できます。

SQL27903I agenttype がパーティション
partitionnumber で timestamp に開始され
ました。

説明: これは、DB2 エージェントが指定されたパーテ
ィションで開始されようとしていることを示す通知メッ
セージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27904I 入力ファイルが見つかりませんでした。
標準入力を入力として使用します。

説明: これは、DB2 エージェントが指定されたパーテ
ィションで開始されようとしていることを示す通知メッ
セージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27907I 最大入力レコード長 record-length。

説明: これは、ロード操作に対して使用されるレコード
長を示す通知メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27908I ユーティリティーはチェック・レベル
check-level で実行されています。

説明: これは、切り捨てチェックが使用可能になってい
るかどうかを示す通知メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27909I 区切り文字のないレコードを
numberofrecords 個トレース中です。

説明: これは、最初の numofrecords 個のレコードに対
してトレースが使用可能になっていることを示す通知メ
ッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27910I ストリング区切り文字は chardel、列区切
り文字は coldel、小数点は decept です。
区切り文字のあるレコードを
numofrecords 個トレース中です。

説明: これは、ストリング、列、および小数点に対して
どの区切り文字が使用されているかを示す通知メッセー
ジです。 さらに、このメッセージは、最初の
numofrecords 個のレコードに対してトレースが使用可能
になっていることも示しています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27911I 入力パーティション化マップ・ファイル
filename を読み取り用に正常にオープンし
ました。

説明: この通知メッセージは、入力パーティション化マ
ップ・ファイルが読み取り用に正常にオープンされたこ
とを示しています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27912I 入力パーティション・マップの読み取りが
進行中です。

説明: この通知メッセージは、入力パーティション化マ
ップ・ファイルの読み取りが進行中であることを示して
います。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27913I 入力パーティション・マップを正常に読み
取りました。

説明: この通知メッセージは、入力パーティション化マ
ップ・ファイルが正常に読み取られたことを示していま
す。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27914I 操作モードは mode です。
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説明: この通知メッセージは、パーティション・エージ
ェントの操作モードを示しています。

次の 2 つの操作モードがあります。

v PARTITION

v ANALYZE

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27915I 出力パーティション・マップ・ファイルが
使用されていません。

説明: これは、出力パーティション・マップ・ファイル
が使用されていないことを示す通知メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27916I 出力パーティション・マップ・ファイル
filename を正常にオープンしました。

説明: これは、出力パーティション・マップ・ファイル
が正常にオープンされたことを示す通知メッセージで
す。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27918I 分散ファイル名: filename.

説明: これは、ユーティリティーで使用される分散ファ
イルの名前を示す通知メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27919I 分散ファイル filename を書き込み用に正
常にオープンしました。

説明: この通知メッセージは、分散ファイルが書き込み
用に正常にオープンされたことを示しています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27920I このユーティリティーは numkeys パーテ
ィション・キーを使用しています。

説明: この通知メッセージは、ユーティリティーで使用
されているパーティション・キーの数を示しています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27921I keyname 開始:index 長さ:length 位置:

position タイプ:type。

説明: この通知メッセージは、パーティション・キーの
属性を記述しています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27922I 実行タイプが ANALYZE であるため、出
力データ・ファイルは作成されません。

説明: これは、操作モードが ANALYZE であるため、
出力データ・ファイルが作成されないことを示す通知メ
ッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27926I パーティション partitionnum の出力デー
タは、標準出力に送られます。

説明: これは、パーティション partitionnum の出力デ
ータが標準出力に送られることを示す通知メッセージで
す。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27927I numofrecords 個のレコード (または行) を
処理しました。

説明: これは、numofrecords レコード (または行) が処
理されたことを示す通知メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27928I レコード番号 num を処理中です。

説明: これは、どのレコードが処理されているかを示す
通知メッセージです。 このメッセージは、TRACE オプ
ションが指定されている場合のみ報告されます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27929I ハッシュ関数がパーティション番号を返し
ました: hexvalue (16 進) decvalue (10 進)

説明: この通知メッセージは、ハッシュ関数の結果を
16 進数フォーマットと 10 進数フォーマットの両方で
報告します。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27930N パーティション中に理由コード
reason-code およびパーティション関連レ
コード番号 rec-num でレコードが拒否さ
れました。

説明: レコードが属するパーティションを判別している
とき、レコードがロード中に拒否されました。
'dumpfile' ロード修飾子が指定されていた場合は、パー
ティション相対ダンプ・ファイルの中の、このメッセー
ジにリストしているパーティション相対レコード番号
rec-num のところに、拒否されたレコードを見つけるこ
とができます。
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reason-code で指定されるエラーの説明は、以下のとお
りです。

1. パーティション列のデータ・タイプのストリング標
記が無効です。構文が無効か、または値が範囲外の
いずれかです。

2. パーティション・キーに対応する列の値がレコード
の最初の 32KB に含まれていません。

3. レコードが空 (すべてスペース文字) です。

4. レコード長が予定した長さと一致しません。

5. レコードが不完全です。

6. 生成された列の値を処理中にエラーが発生しまし
た。

ユーザーの処置: reason-code に対応するアクション
は、以下のとおりです。

1. ストリング表示またはデータ・タイプが正しいこと
を確認します。

2. パーティション・キーを含む列の値がレコードの最
初の 32KB に含まれている必要があります。

3. レコードが空である可能性がある場合は、データが
正確であるか確認します。

4. レコード長が予定した長さより長くないか、または
短くないことを確認します。

5. 入力データ・ファイルが完全であることを確認しま
す。

6. 生成された列の値が正しく、準拠していることを確
認します。

SQL27931I 出力パーティション・マップをファイル
filename に書き込み中です。

説明: これは、出力パーティション化マップが filename

に書き込まれていることを示す通知メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27932I 分散マップを filename に書き込み中で
す。

説明: これは、分散マップが filename に書き込まれて
いることを示す通知メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27935I agenttype は、パーティション
partitionnumber で timestamp に終了しま
した。

説明: これは、DB2 エージェントが指定されたパーテ
ィションでの操作を完了したことを示す通知メッセージ
です。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27936I 経過時間: hr 時間、min 分、sec 秒。

説明: これは、合計経過時間を報告する通知メッセージ
です。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27937I スループット: throughput レコード / 秒

説明: これは、指定された DB2 エージェントのスルー
プットを示す通知メッセージです。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27939I 出力パーティションのレコード数: パーテ
ィション番号 partitionnum。 レコード・
カウント: numofrecords。

説明: この通知メッセージは、指定されたパーティショ
ンに対して処理されたレコードの数を示しています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27941I プログラムが異常終了しました。

説明: この通知メッセージは、ユーティリティー・プロ
グラムが異常終了したことを示しています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27942I 警告メッセージが number-of-warnings 個
と拒否レコードが number-of-rejected-

records 個あります。

説明: この通知メッセージは、操作中に
number-of-warnings 個の警告メッセージと
number-of-rejected-records 個の拒否レコードを検出した
ことを報告しています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27945I キー索引: index。 データ: data1 data2

data3 data4 data5。

説明: この通知メッセージは、指定されたパーティショ
ン化キーの属性を報告しています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27947I 構成ファイルの行 linenum に指定された
入力データ・ファイルは無視されます。

説明: 構成ファイルの行 linenum に指定された入力デ
ータ・ファイルは無視されます。 コマンド行オプショ
ンが指定されている場合は使用されますが、指定されて
いない場合は、構成ファイルの中の 1 つ目の入力デー
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タ・ファイルの指定が使用されます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27948I 構成ファイルの行 linenum に指定された
出力データ・ファイルは無視されます。

説明: 構成ファイルの行 linenum に指定された出力デ
ータ・ファイルは無視されます。 コマンド行オプショ
ンが指定されている場合は使用されますが、指定されて
いない場合は、構成ファイルの中の 1 つ目の出力デー
タの指定が使用されます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27949I 構成ファイルの行 linenum に指定された
分散データ・ファイルは無視されます。

説明: 構成ファイルの行 linenum に指定された分散フ
ァイルは無視されます。 コマンド行オプションを指定
すれば使用できますが、指定しない場合、構成ファイル
にある分散ファイルの最初の指定を使用します。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27950I 入力データ・ファイルのタイプは filetype

です。

説明: これは、入力データのフォーマットが filetype で
あることを示す通知メッセージです。

v 0-ASC

v 1-DEL

v 2-BIN

v 3-CUR

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27951I バイナリー数または区切り付き入力デー
タ・ファイルである場合、 NEWLINE フ
ラグは無視されます。

説明: この通知メッセージは、バイナリーまたは区切り
文字付き入力データ・ファイルについて NEWLINE フ
ラグが無視されることを報告しています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27952I NEWLINE フラグがオンになっていま
す。

説明: この通知メッセージは、NEWLINE フラグが有
効であることを報告しています。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27953I 使用法: db2split [-c configuration-file-

name] [-d distribution-file-name] [-i

input-file-name] [-o output-file-name] [-h

help message]

説明:

-c オプションはユーザー指定の構成ファイルを使
用して、このプログラムを実行します。

-d オプションは、分散ファイルを指定します。

-i オプションは、入力ファイルを指定します。

-o オプションは、出力ファイルを指定します。

-h オプションはヘルプ・メッセージを生成しま
す。

SQL27959N パーティション・データベース構成オプシ
ョン option-name が無効です。 理由コー
ド = reason-code。

説明: エラー・メッセージの中で示されているパーティ
ション・データベース構成オプションは、誤って指定さ
れているか、または指定されている他のロード・オプシ
ョンの 1 つと互換性のないものです。

可能性のある理由コードは、以下のとおりです。

1 パーティション・データベース構成オプション
は非パーティション・データベース環境、また
は DB2_PARTITIONEDLOAD_DEFAULT レジ
ストリー変数が OFF に設定されているときに
は指定できません。

2 パーティション・データベース構成オプション
を複数回指定することはできません。

3 db2Load API に渡された piPartLoadInfoIn 入力
構造で、無効なポインターが検出されました。

4 db2Load API に渡された poPartLoadInfoOut 出
力構造で、無効なポインターが検出されまし
た。

5 MODE オプションに指定する引数は、以下の
いずれかでなければなりません。

v PARTITION_AND_LOAD

v PARTITION_ONLY

v LOAD_ONLY

v LOAD_ONLY_VERIFY_PART

v ANALYZE

6 パーティション・エージェントの最大数は、1

つのクラスターで許可されるパーティションの
最大数より小か等しくなければなりません。

7 パーティション・リストのパーティション数の
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最大数は、1 つのクラスターで許可されるパー
ティションの最大数より小か等しくなければな
りません。

8 ISOLATE_PART_ERRS オプションに指定する
引数は、以下のいずれかでなければなりませ
ん。

v SETUP_ERRS_ONLY

v LOAD_ERRS_ONLY

v SETUP_AND_LOAD_ERRS

v NO_ISOLATION

9 STATUS_INTERVAL オプションに指定する値
は、1 から 4000 の範囲内でなければなりませ
ん。

10 最大ポート番号は、最小ポート番号より大か等
しくなければなりません。

11 CHECK_TRUNCATION、NEWLINE、および
OMIT_HEADER オプションには TRUE または
FALSE の引数しか指定できません。

12 RUN_STAT_DBPARTNUM に指定する引数
は、有効なパーティション番号でなければなり
ません。

13 モードが ANALYZE の場合は、
MAP_FILE_OUTPUT オプションを指定する必
要があります。

14 モードが PARTITION_ONLY または
LOAD_ONLY の場合は、リモート・クライア
ントが使用されており、
PART_FILE_LOCATION オプションを指定する
必要があります。 モードが
PARTITION_ONLY または LOAD_ONLY で、
ファイル・タイプが CURSOR の場合は、
PART_FILE_LOCATION オプションを使用し、
ファイル名を指定する必要があります。

15 ロード・アクションの RESTART と
TERMINATE は、モードが
PARTITION_AND_LOAD、LOAD_ONLY、また
は LOAD_ONLY_VERIFY_PART の場合にのみ
使用できます。

16 FILE_TRANSFER_CMD オプションも指定され
ていないかぎり、HOSTNAME オプションは指
定できません。

17 パーティションの分離エラー・モードである
LOAD_ERRS_ONLY と
SETUP_AND_LOAD_ERRS は、ロード・コマ
ンドの ALLOW READ ACCESS または COPY

YES オプションの両方が使用される場合、使
用できません。

18 LOAD_ONLY と LOAD_ONLY_VERIFY_PART

モードは、ロード・コマンドの CLIENT オプ
ションと互換性がありません。

ユーザーの処置: 正しいパーティション・データベース
構成オプションを使って LOAD コマンドを再サブミッ
トしてください。

SQL27960N ファイル・タイプが CURSOR の場合、
PART_FILE_LOCATION は完全修飾基本
ファイル名を指定する必要があります。

説明: タイプ CURSOR の入力ファイルからロードして
いる場合、PART_FILE_LOCATION オプションは、ディ
レクトリーではなく、完全修飾基本ファイル名を指定す
る必要があります。

ユーザーの処置: PART_FILE_LOCATION パーティシ
ョン・データベース構成オプションに正しい引数を指定
して、LOAD コマンドを再サブミットしてください。

SQL27961N モードが ANALYZE でない限り、
ROWCOUNT をパーティション・データ
ベース環境に指定することはできません。

説明: ロード・コマンドの ROWCOUNT オプション
は、モードが ANALYZE である場合を除き、サポート
されていません。

ユーザーの処置: ROWCOUNT オプションを指定せず
に、ロード・コマンドを再サブミットしてください。

SQL27965N DB2_LOAD_COPY_NO_OVERRIDE レジ
ストリー変数の値 value は無効です。

説明: リカバリーの可能性を決める COPY NO プロパ
ティーを指定した LOAD が発行されましたが、
DB2_LOAD_COPY_NO_OVERRIDE レジストリー変数は
無効です。

ユーザーの処置: DB2 インフォメーション・センター
でレジストリー変数の詳細を確かめるか、または、この
レジストリー変数の設定を解除して、リカバリーの可能
性を決める COPY NO を指定した LOAD のオーバー
ライドを停止してください。

SQL27966W DB2_LOAD_COPY_NO_OVERRIDE レジ
ストリー変数の値 value は、 LOAD に
指定されている COPY NO パラメーター
をオーバーライドします。

説明: リカバリーの可能性を決める COPY NO パラメ
ーターを指定した LOAD コマンドが発行されました
が、DB2_LOAD_COPY_NO_OVERRIDE レジストリー変
数はこのパラメーターをオーバーライドします。
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ユーザーの処置: DB2 インフォメーション・センター
で DB2_LOAD_COPY_NO_OVERRIDE レジストリー変
数の詳細を確かめるか、または、このレジストリー変数
の設定を解除して、リカバリーの可能性を決める COPY

NO を指定した LOAD のオーバーライドを停止してく
ださい。

SQL27967W LOAD の中のリカバリーの可能性を決め
る COPY NO パラメーターは、HADR

環境内で NONRECOVERABLE に変換さ
れました。

説明: LOAD の中のリカバリーの可能性を決める
COPY NO パラメーターは、NONRECOVERABLE に変
換されました。これが発生したのは、LOAD が HADR

環境で発行され、しかも
DB2_LOAD_COPY_NO_OVERRIDE レジストリー変数が
設定されていなかったためです。

ユーザーの処置: COPY NO ロード・パラメーター
は、HADR 環境では無効です。 COPY NO パラメータ
ーをオーバーライドするように
DB2_LOAD_COPY_NO_OVERRIDE レジストリー変数を
設定することができますが、 COPY NO パラメーター
が NONRECOVERABLE に変換されるのを容認しても
かまいません。

SQL27970N 互換性のないインポート・オプションの組
み合わせが指定されました。理由コード
= reason-code。

説明: 互換性のないインポート・オプションの組み合わ
せがユーザーにより指定されました。

コマンドは処理されません。

reason-code で指定されるエラーの説明は、以下のとお
りです。

1. SKIPCOUNT および RESTARTCOUNT オプション
は同時に指定できません。

2. オンライン・インポート・モード (ALLOW WRITE

ACCESS) は REPLACE、CREATE および
REPLACE_CREATE インポート・オプションと互換
性がありません。

3. オンライン・インポート・モード (ALLOW WRITE

ACCESS) はバッファー挿入を使用してインポート・
コマンドに指定されました。

4. オンライン・インポート・モード (ALLOW WRITE

ACCESS) はビューに挿入するインポート・コマンド
に指定されました。

5. オンライン・インポート・モード (ALLOW WRITE

ACCESS) は表ロック・サイズを使用してターゲット
表に指定されました。

6. コミット・カウント AUTOMATIC はバッファー挿
入を使用してインポート・コマンドに指定されまし
た。

7. コミット・カウント AUTOMATIC がインポート・
コマンドに指定されましたが、サーバーはこのオプ
ションをサポートしません。 自動コミット・カウン
トをサポートするサーバーは DB2 UDB for Linux,

Unix, and Windows V8.1 フィックスパック 4 以上
です。

8. オンライン・インポート・モード (ALLOW WRITE

ACCESS) がインポート・コマンドに指定されました
が、サーバーはこのオプションをサポートしませ
ん。 オンライン・インポートをサポートするサーバ
ーは Linux、Unix、Windows、System z および
System i です。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1. SKIPCOUNT または RESTARTCOUNT オプション
のいずれかを使用して、コマンドを再実行してくだ
さい。

2. ALLOW WRITE ACCESS を指定せずに、あるいは
INSERT または INSERT_UPDATE インポート・オ
プションを使用して、コマンドを再実行してくださ
い。

3. ALLOW WRITE ACCESS を指定せずに、または
INSERT BUF オプションを使用せずにインポート・
パッケージ (bind files db2uimtb.bnd and

db2uimpm.bnd) を再バインドして、コマンドを再実
行してください。

4. ALLOW WRITE ACCESS を指定せずに、コマンド
を再実行してください。

5. ALLOW WRITE ACCESS を指定せずに、あるいは
LOCKSIZE ROW を使用して表を変更して、コマン
ドを再実行してください。

6. 自動コミット・カウントを指定せずに、または
INSERT BUF オプションを使用せずにインポート・
パッケージ (bind files db2uimtb.bnd and

db2uimpm.bnd) を再バインドして、コマンドを再実
行してください。

7. 非互換サーバーではこのコマンド・オプションを使
用しないでください。

8. 非互換サーバーではこのコマンド・オプションを使
用しないでください。

SQL27971N インポート・ユーティリティーの開始以
降、ターゲット表が変更されました。

説明: このメッセージは、いくつかの理由で戻される可
能性があります。例えば、オンライン・インポートの実

SQL27967W
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行中に、アプリケーションがターゲット表をドロップし
て同じ名前の表を新規作成した場合、このメッセージが
戻されることがあります。

ユーティリティーは処理を停止します。

ユーザーの処置: 必要に応じて、操作をやり直してくだ
さい。

SQL27972N first-failed-row から開始し last-failed-row

で終了する行の範囲が、入力ファイルから
表に挿入されませんでした。SQLCODE =

sqlcode

説明: アトミック・コンパウンド・データベース操作が
入力ファイルからのデータ読み取りの行シーケンスの挿
入に失敗しました。 入力ファイルの 1 つ以上のフィー
ルドが、データベース内の挿入先のフィールドと互換で
ない可能性があります。

入力データの次の行から処理が継続されます。

ユーザーの処置: 入力ファイルとデータベースの内容を
調べてください。 必要に応じて、データベースまたは
入力ファイルを変更して、もう一度やり直してくださ
い。

SQL27980W ユーティリティーはターゲット表またはソ
ース表内で接続されたか、またはデタッチ
されたデータ・パーティションを検出しま
した。

説明: データ・パーティションの一部が接続された状態
またはデタッチされた状態になっています。ユーティリ
ティーは、これらのデータ・パーティションを不明と見
なします。これらのデータ・パーティションに属する入
力ソース・レコードは、インポート・ユーティリティー
またはロード・ユーティリティーによってリジェクトさ
れます。ロード・ユーティリティーによってリジェクト
された行は、例外表 (指定されていた場合) からリカバ
リーできます。エクスポート・ユーティリティーは、こ
れらのデータ・パーティション中に存在する可能性のあ
るデータを処理しません。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27981W ユーティリティーはターゲット表またはソ
ース表内で接続されたか、またはデタッチ
されたデータ・パーティションがあるかど
うかを検査できませんでした。

説明: データ・パーティションの一部が接続された状態
またはデタッチされた状態になっている可能性がありま
すが、ユーティリティーが確認できませんでした。ユー
ティリティーは、これらのデータ・パーティションを不
明と見なします。これらのデータ・パーティションに属

する入力ソース・レコードは、インポート・ユーティリ
ティーまたはロード・ユーティリティーによってリジェ
クトされます。ロード・ユーティリティーによってリジ
ェクトされた行は、例外表 (指定されていた場合) から
リカバリーできます。エクスポート・ユーティリティー
は、これらのデータ・パーティション中に存在する可能
性のあるデータを処理しません。

ユーザーの処置: アクションは不要です。

SQL27982N ベンダー・ロード API (sqluvtld) はサポ
ートされなくなりました。

説明: ベンダー・ロード API (sqluvtld) はサポートされ
なくなりました。サポートされる一括ローダーは、DB2

ロード・ユーティリティーのみです。DB2 ロード・ユ
ーティリティーは、db2Load API を介して実行できま
す。

ユーザーの処置: sqluvtld API か、またはこの API を
呼び出すアプリケーションを使用しないでください。

SQL27983N LOAD ユーティリティーは索引を再ビル
ドできません。

説明: LOAD ターゲット表にはデタッチされたデー
タ・パーティションがあり、そのデタッチされたデー
タ・パーティションに関して増分的にリフレッシュされ
ていない従属マテリアライズ照会表または従属ステージ
ング表があります。この条件では、挿入モードまたは再
始動モードで実行している LOAD ユーティリティーは
ユニーク索引を再ビルドできません。

ユーザーの処置: 従属マテリアライズ照会表または従属
ステージング表がリフレッシュされるまで、LOAD 挿入
を使用した索引付けモードの REBUILD を指定しないで
ください。別の LOAD 索引付けモードを使用するか、
または SET INTEGRITY ステートメントに
IMMEDIATE CHECKED オプションを指定して実行
し、デタッチされたデータ・パーティションに関して、
従属マテリアライズ照会表または従属ステージング表を
保守してください。LOAD の再開によって索引を増分的
に保守できない場合、従属マテリアライズ照会表または
従属ステージング表をリフレッシュできるようにするに
は、その前に、以前に失敗した LOAD 操作を終了しな
ければなりません。

SQL27984W export コマンドが正常に完了しました。
エクスポート中に、一部の再作成情報は
PC/IXF ファイルに保管されませんでし
た。このファイルをインポート CREATE

モードで使用することはサポートされませ
ん。理由コード = reason-code

説明: 理由コード:

SQL27972N
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1 索引列の名前に 16 進値の 0x2B または 0x2D

が含まれるため、索引情報が保管されませんで
した。

2 再作成で XML 列定義が保管されませんでし
た。

3 MDC キー定義が保管されませんでした。

4 表パーティション・キー定義が保管されません
でした。

5 コード・ページ変換のために索引名が切り捨て
られました。

6 保護された表はサポートされていません。

7 'SELECT * FROM <TABLE-NAME>' 以外のア
クション・ストリングはサポートされていませ
ん。

8 メソッド N はサポートされていません。

9 列名が PC/IXF 形式には長すぎます。長さに合
わせて切り捨てられました。

10 UDT 名が PC/IXF 形式には長すぎます。長さ
に合わせて切り捨てられました。

11 コード・ページ変換のために型付き表情報が切
り捨てられました。

12 UDT に関連付けられたスキーマが PC/IXF 形
式には長すぎます。長さに合わせて切り捨てら
れました。

13 10 進浮動小数点の列定義は再作成用に保管さ
れません。

ユーザーの処置: エクスポート時にデータへの影響はあ
りませんでしたが、このファイルをインポート
CREATE 操作に使用して表を再作成することはできま
せん。一部の情報が欠落することになるためです。理由
コード 1、3、4、5、7、8、9、および 11 の場合、ユー
ザーはファイル・タイプ修飾子 FORCECREATE を使用
することによって、このファイルを使用した CREATE

操作を強制的に実行することができます。理由コード
2、6、10、12、13 の場合、ユーザーは、db2look ツール
を使って表情報を抽出し、インポート INSERT または
REPLACE 操作を実行できます。

SQL27985N オートローダー実行可能プログラム
(db2atld) はサポートされなくなりまし
た。

説明: オートローダー実行可能プログラム (db2atld) は
サポートされなくなりました。サポートされる一括ロー
ダーは、ロード・ユーティリティーのみです。ロード・
ユーティリティーは db2Load API、 LOAD CLP コマン
ド、または SYSPROC.ADMIN_CMD ストアード・プロ

シージャーを介して実行されます。

ユーザーの処置: db2atld 実行可能プログラムを使用し
ないでください。

SQL27986W エクスポート中に、PC/IXF ファイルで列
名が切り捨てられました。このファイルを
Method N を使用したインポートで使用
することはサポートされません。

説明: エクスポート時にデータへの影響はありませんで
したが、このファイルを Method N でのインポートに使
用することはできません。一部の列情報が欠落すること
になるためです。

ユーザーの処置: インポートに Method N を使用しな
い場合、アクションは必要ありません。 Method N を使
用する場合は、明示的に短い列名を指定して、Method N

を使用して再びエクスポートをしてください。 PC/IXF

ファイルに短い列名が入っても、これによって既存の表
へのデータのインポートに影響することはありません。
代わりに、オリジナル表の列をより短い名前に変更し
て、再びデータをエクスポートすることもできます。

sqlcode: +27986

sqlstate: 5U036

SQL27987N この PC/IXF ファイルを Method N を使
用したインポートで使用することはサポー
トされていません。

説明: エクスポート時にデータへの影響はありませんで
したが、このファイルを Method N を使用したインポー
トに使用することはできません。一部の列情報が欠落す
ることになるためです。

ユーザーの処置: N 以外の別の Method を使用してイ
ンポートしてください。別の方法としては、明示的に短
い列名を指定して、Method N を使用して再びエクスポ
ートしてください。 PC/IXF ファイルに短い列名が入っ
ても、これによって既存の表へのデータのインポートに
影響することはありません。代わりに、オリジナル表の
列をより短い名前に変更して、再びデータをエクスポー
トすることもできます。

sqlcode: -27987

sqlstate: 5U015

SQL27990W ロード中、少なくとも 1 行が誤ったパー
ティションにあることが検出されました。

説明: LOAD_ONLY_VERIFY_PART モードでロード・
ユーティリティーを使ってパーティション・データベー
スをロードしているときに、誤ったパーティションにあ
ることが検出された入力ファイルの行はすべて破棄され
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852 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



ます。 "dumpfile" 修飾子が指定されている場合は、破
棄された行はダンプ・ファイルに保管されます。 この
メッセージは、複数のパーティション違反がある場合で
も、1 つのロード・ジョブの 1 つのパーティションに
対して 1 回しか表示されません。

ユーザーの処置: 廃棄された行がダンプ・ファイルに保
管された場合は、単に MODE オプションを
PARTITION_AND_LOAD に設定して別のロード・コマ
ンドを発行することにより、その行を正しいパーティシ
ョンにロードすることができます

SQL27991W ロード・コマンドに指定されたパーティシ
ョン・エージェントの数が多すぎます。

説明: ロード・コマンドの
PARTITIONING_DBPARTNUMS パーティション・デー
タベース構成オプションに指定されたパーティション・
エージェントの数が多すぎます。
MAX_NUM_PART_AGENTS ロード・オプションにより
最大数のパーティション・エージェントが指定されてい
ます。この数が指定されていない場合は、デフォルトで
25 になります。

ユーザーの処置: 正しい数のパーティション・エージェ
ントを指定してコマンドを再サブミットしてください。
または、PARTITIONING_DBPARTNUMS オプションを
省略すると、ロード・ユーティリティーが自動的にパー
ティション・エージェントの適切な数を選択します。

SQL27992N データ・ファイルには有効なパーティショ
ン・マップが入っていますが、ロード・モ
ードが LOAD_ONLY ではありません。

説明: ロードは、ファイルの先頭に有効なパーティショ
ン・マップを検出しました。 指定されたロード・モー
ドによって、ユーティリティーはこれをユーザー・デー
タとして扱うため、その結果予期しない結果となる可能
性があります。

ユーザーの処置: ファイル内のデータがすでにパーティ
ション化されているために、データ・ファイルがパーテ
ィション・マップ・ヘッダーで開始されている場合は、
LOAD_ONLY モードでファイルをロードしてくださ
い。 この場合は、 OUTPUT_DBPARTNUMS オプショ
ンを使ってデータのロード先である単一パーティション
を指定することも必要です。

ロードによってファイルの先頭に検出されたパーティシ
ョン・マップが実際にユーザー・データである場合は、
IGNOREHEADER 修飾子を使用してパーティション・マ
ップの検出を使用不可にし、そのデータ・ファイル全体
をロードしてください。

SQL27993W ロード・ユーティリティーの
STATISTICS USE PROFILE オプション
が指定されましたが、統計プロファイルが
存在しません。

説明: カタログ表 SYSIBM.SYSTABLES の中に統計プ
ロファイルが存在しません。ロードを実行するには、そ
の前に統計プロファイルを作成する必要があります。

ロード・ユーティリティーの処理が続行されます。

ユーザーの処置: 統計プロファイルを作成するには、
RUNSTATS ユーティリティーの SET PROFILE または
PROFILE ONLY オプションを使用します。このユーテ
ィリティーのオプションについては、 RUNSTATS のド
キュメンテーションを参照してください。

SQL27994W 特殊レジスターのデフォルトの列はターゲ
ット列よりも短いです。ロードによってこ
の列 (column-num) に対応する列が切り捨
てられる場合があります。

説明: 列 column-num に節
SESSION_USER、CURRENT_USER、SYSTEM_USER、
または CURRENT_SCHEMA が指定されましたが、この
列は 128 バイト未満の長さで定義されたか
(SESSION_USER のみ)、またはコード・ページの変換の
後この列に挿入された列の値がターゲットの長さを超過
している可能性があります。ロードを行うと列の値が切
り捨てられる場合があります。

ユーザーの処置: システム標準によって、列の長さを超
える ID (SESSION_USER) が許可されていない場合、こ
の警告を無視できます。この警告が出されないようにす
るには、列の長さを少なくとも 128 バイトにしなけれ
ばなりません。コード・ページの変換によってこのレジ
スターのデフォルトの列が大きくなった場合、列を長く
してその肥大化に対応してください。

SQL27999N リモート・ターゲット (ニックネーム) へ
の要求された IMPORT 操作を実行でき
ません。理由コード = reason-code。

説明: 要求された IMPORT 操作のターゲットはリモー
ト・データベースに存在し、ニックネームによってロー
カルで参照されます。 IMPORT コマンドに指定された
オプションは、操作を可能にするために必要な制約を満
たしません。操作は拒否されます。

理由コードに対応する説明は、以下のとおりです。

1

ニックネーム上の操作を管理するフェデレーテ
ッド・ラッパーは非リレーショナルです。リレ
ーショナル・ラッパーによって管理されるニッ

SQL27991W
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クネームのみサポートされます。 ODBC ラッ
パーもサポートされません。

2

DATALINK SPECIFICATION 節が指定されま
したが、サポートされていません。

3

サポートされない次のファイル・タイプ修飾子
のいずれかが指定されました: indexixf または
indexschema。

4

dldelfiletype 修飾子 (非サポート) が指定されま
した。

5

サポートされない次のファイル・タイプ修飾子
のいずれかが指定されました: nodefaults また
は usedefaults。

6

no_type_idfiletype 修飾子 (非サポート) が指定
されました。

7

サポートされない次のファイル・タイプ修飾子
のいずれかが指定されました:

generatedignore、generatedmissing、
identityignore、identitymissing、
periodignore 、periodmissing、
transactioidignore、または transactionidmissing。

8

COMMITCOUNT 節が指定されなかったか、
COMMITCOUNT 節の値に AUTOMATIC が指
定されました。COMMITCOUNT 節を使用する
場合は、ゼロ以外の数値を指定する必要があり
ます。

9

ALLOW WRITE ACCESS 節 (必須) が指定さ
れませんでした。

10

サポートされないファイル・タイプが指定され
ました。サポートされるファイル・タイプは
IXF、ASC、または DEL のみです。

11

サポートされないインポート・アクションが指
定されました。サポートされるアクションは
INSERT INTO または INSERT_UPDATE INTO

のみです。

12

ターゲット表にサポートされない次の列タイプ
が含まれます: LOB 列、XML 列、生成列、デ
ータ・リンク列。またはターゲット表が階層表
(型付き表) になっています。

13

サポートされない lobsinfile ファイル・タイプ
修飾子が指定されました。

14

リモート・ターゲットが表でないか、十分な特
権がないためにユーティリティーがニックネー
ムにアクセスできません。インポート操作は、
ニックネームが表に対して定義されていて、か
つ PASSTHRU 特権がユーザーに付与されてい
る場合にのみ可能です。

15

必要なストアード・プロシージャーがターゲッ
ト・データベースに存在しません。ターゲッ
ト・データベースに対して db2updv8 ユーティ
リティー・プログラムを実行してストアード・
プロシージャーを作成します。

ユーザーの処置: 指定されたオプションを訂正して、
IMPORT コマンドを再試行してください。
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第 25 章 SQL29000 - SQL29499

SQL29000N DYN_QUERY_MGMT に指定されている
値が無効です。 DB2 Query Patroller は
このサーバーにインストールされていませ
ん。

説明: データベース構成パラメーター
DYN_QUERY_MGMT を ENABLE に更新しようとしま
したが、DB2 Query Patroller がインストールされていな
いため、更新に失敗しました。

ユーザーの処置: DB2 Query Patroller サーバーをイン
ストールしてください。

SQL29001N このデータベース・クライアント・レベル
には、実行している DB2 Query Patroller

サーバーのレベルとの互換性がありませ
ん。

説明: クライアント・コードとサーバー・コードに互換
性がありません。

SQL29002N DB2 Query Patroller はこのサーバーにイ
ンストールされていません。

説明: DB2 Query Patroller サーバー表がサーバーに存
在しません。

ユーザーの処置: DB2 Query Patroller サーバーをイン
ストールしてください。

SQL29003N DB2 Query Patroller は Java クラス
class-name をロードできませんでした。理
由コード: reason-code

説明: Java クラス class-name のロードを試みていると
きにエラーが起こりました。 理由コードには、以下の
ものがあります。

1 クラスが CLASSPATH で見つからない。

ユーザーの処置: class-name が CLASSPATH にインス
トールされていることを確認してください。

SQL29004N DB2 Query Patroller クラス class-name

は、シグニチャー signature の方式
method-name を呼び出すことができませ
ん。

説明: Java 方式 method-name が見つかりません。

ユーザーの処置: 正しいバージョンの DB2 Query

Patroller クライアントがインストールされていることを
確認してください。

SQL29005N ユーザー user-ID には、有効な Query

Patroller サブミッター・プロファイルが
ありません。

説明: ユーザー user-ID には、Query Patroller の有効
なサブミッター・プロファイルがありません。以下の理
由のいずれかにより、発生している可能性があります。

1. ユーザーにサブミッター・プロファイルがない可能
性があります。

2. ユーザーに所属するユーザーまたはグループ、ある
いはその両方のサブミッター・プロファイルが一時
停止している可能性がある。

ユーザーの処置: データベース管理者に、サブミッタ
ー・プロファイルを作成するか、またはサブミッター・
プロファイルを再アクティブ化するよう要求してくださ
い。

SQL29006N Java 例外 exception-string が検出されまし
た。

説明: Java 例外 exception-string が起こりました。

ユーザーの処置: 問題が続く場合、技術サービス担当者
に連絡してください。

SQL29007N クエリー・コントローラーと通信できませ
ん。

説明: クエリー・コントローラーが実行中でないか、ま
たは通信がタイムアウトになっています。

ユーザーの処置: データベース管理者に、クエリー・コ
ントローラーを開始するよう要求してください。

SQL29008N ジョブ・シーケンス番号の生成でエラーが
発生しました。

説明: ジョブ・シーケンス番号の生成中にエラーが発生
しました。

ユーザーの処置: 問題が続く場合、技術サービス担当者
に連絡してください。

SQL29009N 照会が拒否されました。理由コード
reason-code
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説明: 照会が拒否されました。理由コードは以下のとお
りです。

1. DB2 ではこの照会の結果セットを生成できません。
または、照会にホスト変数、パラメーター・マーカ
ー、特殊レジスター、作成済み一時表、宣言済み一
時表、セッション変数、IDENTITY_VAL_LOCAL 関
数、NEXT VALUE 式、または PREVIOUS VALUE

式が含まれています。照会が実際に実行される時
に、状態が無効である可能性があるため、照会の保
留またはバックグラウンドでの実行ができません。

2. 照会は DB2 表を更新しますが、照会が実際に実行
される時に状態がもう有効ではない可能性があるた
め、照会の保留またはバックグラウンドでの実行が
できません。

3. 照会にはネストしたルーチンが含まれるため、照会
は待機されません。

4. 照会にはネストしたルーチンが含まれるため、保留
またはバックグラウンドでの実行ができません。

5. DB2 によって、この照会を待機することはできませ
ん。照会に配列の挿入が含まれる場合、これが発生
する可能性があります。

6. DB2 では、コンセントレーターがオンのときに照会
をキューに入れることはできません。

7. DB2 では、照会で REOPT ALWAYS オプションが
有効になっている場合に照会をキューに入れること
はできません。

ユーザーの処置: データベース管理者に連絡して理由コ
ードを検査し、該当するコストしきい値を必要に応じて
増やしてください。

SQL29010N 照会サブミットが取り消されました。

説明: ユーザーが照会サブミットを取り消しました。
サブミットされた照会はありません。

SQL29011I 照会 query-ID はバックグラウンドで実行
されます。

説明: ユーザーは、照会をバックグラウンドで実行する
選択をしました。

SQL29012N 照会 query-ID が打ち切られました。

説明: 照会 query-ID が打ち切られました。

説明: クエリー・パトローラー・センターを起動する
か、または qp コマンドを発行して照会が打ち切られた
理由を判別してください。

SQL29013I 照会 query-ID は保留されています。

説明: 照会は Query Patroller によって保留状態になっ
ています。

ユーザーの処置: データベース管理者に連絡し、照会を
開放してください。

SQL29014N DB2 レジストリー変数 registry-variable

に指定されている値は無効です。

説明: registry-variable による以下の制限のため、
registry-variable に指定されている値は無効です。

DQP_NTIER

値は OFF、RUN[:timeout]、または
CHECK[:timeout] のいずれかでなければなりま
せん。

DQP_LAST_RESULT_DEST

32 文字を超える長さは許可されていません。

DQP_TRACEFILE

256 文字を超える長さは許可されていません。

ユーザーの処置: db2set コマンドで DB2 レジストリー
変数 registry-variable の値を訂正し、照会を再サブミッ
トしてください。

SQL29015N ジョブを取り消しているときにエラーが検
出されました。理由コード =

reason-code。

説明: ジョブのキャンセルを試みているときに、エラー
が検出されました。理由コードは SQL または DB2 メ
ッセージをマップしています。

ユーザーの処置: 理由コードを調べ、エラーを訂正し、
操作を再試行してください。

SQL29016N クライアント上のデータ・ソースは、DB2

Query Patroller サーバー上のデータ・ソ
ースに一致していません。

説明: クライアントが接続されているデータ・ソース
は、DB2 Query Patroller サーバーによって使用されてい
るデータ・ソースに一致していません。

ユーザーの処置: DB2 Query Patroller サーバー上の
DB2DBDFT プロファイル変数が、クライアント・デー
タ・ソース名に一致していることを確認してください。

SQL29017N 照会 query-id が取り消されました。

説明: ユーザーが照会を取り消しました。

SQL29010N
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SQL29018N DB2 Query Patroller クライアントがイン
ストールされていません。

説明: ユーザーは、データベース構成パラメーター
DYN_QUERY_MGMT を使用可能にしたデータベースを
照会しています。 しかし、DB2 Query Patroller のクラ
イアント・コードがクライアント・マシンにインストー
ルされていません。

ユーザーの処置: DB2 Query Patroller QueryEnabler コ
ンポーネントをインストールしてください。

SQL29019N ジョブは、DB2 Query Patroller サーバー
にスケジュールされています。

説明: ジョブは、DB2 Query Patroller サーバーにスケ
ジュールされています。

ユーザーの処置: ありません。

SQL29020N 内部エラーが発生しました。エラー =

error。

説明: 内部処理中にエラーが発生しました。

ユーザーの処置: IBM サポートに連絡して、db2diag

ログ・ファイルおよび qpdiag.log ファイルを提供してく
ださい。

SQL29021N ユーザー user-ID は一時停止されていま
す。

説明: ユーザー user-ID は、データベースへの照会の
サブミットを一時停止しています。

ユーザーの処置: データベース管理者に連絡し、サブミ
ッター・プロファイルを再アクティブ化してください。

SQL29018N
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第 26 章 SQL30000 - SQL30499

SQL30000N 後続のコマンドまたは SQL ステートメ
ントの正常な実行に影響を与えない分散プ
ロトコル・エラーのために実行が失敗しま
した: 理由コード reason-code(subcode)

(text)。

説明: 現在の環境コマンドまたは SQL ステートメント
の正常な実行を妨げるシステム・エラーが発生しまし
た。このメッセージ (SQLCODE) は、ステートメントの
コンパイル時、または実行時に出されます。

コマンドまたはステートメントは処理できません。現在
のトランザクションはロールバックされず、アプリケー
ションはリモート・データベースに接続されたままで
す。

ユーザーの処置: メッセージ番号と理由コードを記録し
てください。可能であれば、SQLCA からすべてのエラ
ー情報を記録してください。アプリケーションを再実行
してください。

十分なメモリー・リソースがあってもこの問題が続く場
合は、オペレーティング・システムのコマンド・プロン
プトで、独立トレース機能を呼び出してください。

必要な情報は以下のとおりです。

v 問題の説明

v SQLCODE と理由コード

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

sqlcode: -30000

sqlstate: 58008

SQL30002N 一連のステートメントの前の条件により、
SQL ステートメントを実行できません。

説明: SQL ステートメントは PREPARE にチェーンさ
れていましたが、 PREPARE ステートメントが、プロ
グラムまたはエンド・ユーザーがチェーン・ステートメ
ントを再発行する必要のある、または異なる SQL 要求
を発行する必要のある警告 SQLCODE を受け取りまし
た。このエラーは、クライアント/サーバー環境でのみ発
生します。

v DRDA を使用している分散クライアントが OPEN ス
テートメントを PREPARE に連結しましたが、
PREPARE ステートメントが SQLCODE +1140 を受
け取りました。

ステートメントはチェーンして実行されません。

ユーザーの処置: ステートメントを別の要求としてもう
一度送信する必要があります。

sqlcode: -30002

sqlstate: 57057

SQL30005N サーバーでサポートされていない機能のた
め、実行できませんでした: ロケーション
location 製品 ID pppvvrrm 理由コード
reason-code(subcode)。

説明: SQL ステートメントが要求機能をサポートして
いないサーバーにルーティングされているため、現行の
SQL ステートメントを実行できませんでした。このエ
ラーが、この先の SQL ステートメントの実行完了を妨
げることはありません。

ステートメントは実行できません。 SQLCA はフォーマ
ット済みです。

ユーザーの処置: この SQL コードをプロンプトする
SQL ステートメントを分析する際は支援用の DBA に
通知してください。

location は、要求機能の実行に必要なデータベース・プ
ロトコルをサポートできなかったサーバーの名前を示し
ます。 製品 ID の形式は <pppvvrrm> です。英数字で
8 バイトのフィールドで、機能をサポートできなかった
製品を示します。 ppp は特定のデータベース製品を示
します。 vv は、製品のバージョンを示します。 rr

は、製品のリリースを示します。 m は、製品の修正レ
ベルを示します。

ppvvrrm として可能性のある値は、以下のとおりです。

ppp zOS の場合は DSN、VM/VSE の場合は
ARI、Linux/Unix/Windows の場合は
SQL、System i の場合は QSQ、Java の場合は
JCC です。

vv バージョン番号

rr リリース・レベル

m 修正レベル

サポート外の機能を確認し、問題を訂正してください。
サポート外の機能とその理由については、指定された
reason-code を参照してください。 reason-code として
可能な値と、各コードが対応する機能は以下のとおりで
す。
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0010 LONG_STMTS

0020 LONG255_IDS

0030 EXTENDED_DESCRIBE

0040 EXTENDED_DIAGNOSTICS

0050 KEEP_DYNAMIC

0060 MULTI_ROW_FETCH

0070 MULTI_ROW_INSERT

0080 SQL_CANCEL

0090 SCROLLABLE_CURSORS

0100 CURSOR_ATTRIBUTES

0110 MONITORING

0120 SELECT_WITH_INSERT

0130 DATA_ENCRYPTION

0140 PACKAGE_PATH

0150 2PC_INCOMPATIBILITY

最後に、subcode 値を使用してさらに問題を調べること
もできます。非ゼロの場合、subcode は 1 バイト・コー
ドで作られ、ネットワークにおけるエラーの検出方法を
示します。

v '01'x の場合は、リクエスターとして作用するローカ
ル DB2 がエラーを検出します。 ロケーションと
PRDID はエラーのあるサーバーを示します。

v '02'x の場合は、サーバーがエラーを検出します。 ロ
ケーションと PRDID はローカル DB2 サーバーのロ
ケーションとレベルを示します。

v '03'x の場合は、中間サーバー (ホップ・サイト) がエ
ラーを検出し、エラーの発生したサーバーがそのエラ
ー、そのロケーション、および PRDID によって特定
されます。

v '04'x の場合は、中間サーバー (ホップ・サイト) がエ
ラーを検出し、エラーの発生したサーバーがそのエラ
ー、そのロケーション、および PRDID によって特定
されます。

v '05'x の場合は、中間サーバー (ホップ・サイト) がエ
ラーを検出しました。 SYNCLOG マッピング・エラ
ー。エンド・サーバーの IPv6 アドレスを IPv4 アド
レスにマップできません。

sqlcode: -30005

sqlstate: 56072

SQL30020N 後続のコマンドおよび SQL ステートメ
ントの正常な実行に影響を与える通信デー
タ・ストリームの構文エラーのために、コ
マンドまたは SQL ステートメントの実
行が失敗しました: 理由コード
reason-code(subcode)。

説明: コマンドまたはステートメントは処理できませ
ん。現在のトランザクションはロールバックされ、アプ
リケーションはリモート・データベースから切断されま
す。

いくつかの考えられる理由コードは以下のとおりです。

121C

ユーザーが、要求したコマンドを実行する権限
を持っていないことを示しています。

124C

この要求の DRDA データ・ストリームには構
文エラーがあります。

1232

永続エラーのために、コマンドが完了できませ
んでした。 ほとんどの場合、サーバーは異常
終了の処理に入ります。

1254

クライアントから送信されたコマンドにより、
クライアントに戻す、設計済みメッセージのな
いリモート・サーバーで、非設計済みの、イン
プリメンテーション特有の条件が作成されまし
た。

リモート・サーバーが DB2 UDB for

OS/390、z/OS の場合は、コンソール・ログに
このエラーの情報がないか確認してください。

リモート・サーバーが DB2 UDB for System i

の場合は、通常、エラーを判別するためには、
サーバー・ジョブのジョブ・ログまたは FFDC

(First Failure Data Capture) スプール・ファイ
ル、あるいはその両方が必要です。

リモート・サーバーが DB2 Database for

Linux, UNIX, and Windows の場合は、リモー
ト・データベース・サーバーの管理通知ログに
このエラーに関する情報がないか確認してくだ
さい。

220A

ターゲット・サーバーが、無効なデータ記述を
受け取りました。ユーザー SQLDA を指定した
場合は、フィールドが正しく初期化されている
ことを確認してください。 また、その長さ

SQL30020N
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が、使用するデータ・タイプの最大許容長を超
えていないことを確認してください。

下位レベル・クライアントを持つゲートウェ
イ・サーバー環境で DB2 Connect 製品を使用
している場合、アプリケーションのホスト変数
および照会した表の列の記述が一致しないとき
に、このエラーが発生する可能性があります。

ユーザーの処置:

v 理由コード 121C の場合、DBA に連絡して、要求さ
れたコマンドを実行する権限があるかどうかを確認し
てください。

v 理由コード 220A の場合、SQLDA を直接プログラム
するには、フィールドが正しく初期化されており、そ
の長さが、使用するデータ・タイプの最大許容長を超
えていないことを確認してください。DB2 Connect を
「説明」に書かれているとおりに使用している場合、
アプリケーション・ホスト変数と表の列の記述が一致
しているかどうか確認してください。

v 理由コード 124C の場合、ストアード・プロシージャ
ーの実行が共通して問題となっています。これに当て
はまる場合は、ストアード・プロシージャーのパラメ
ーターが正しく定義されているかどうか (タイプと長
さが、対応する表の列のタイプと一致しているかどう
か) を確認してください。

問題を解決できない場合は (または、このメッセージに
記載されていない理由コードを受け取った場合は)、
DBA に連絡して以下の作業手順を確認してください。

v http://www.ibm.com/software/data/support/ を検索して、
直面している状況を扱った APAR がないか確認す
る。

v リモート・データベースに接続して、アプリケーショ
ンを再実行する。以下の情報を記録して、IBM サポ
ートに連絡します。

– DB2 for z/OS Data Server の場合は、独立トレー
ス機能を呼び出し、このシナリオを再試行してトレ
ース情報を収集します。z/OS トレース、z/OS コン
ソール・ログ、DB2 Connect Server からの
db2support 出力、およびこのアプリケーションがあ
る IBM データ・サーバー・クライアントからの
db2support 出力 (DB2 Connect Server と共存して
いない場合) を提出します。

– DB2 for System i Data Server の場合は、障害の発
生した DRDA サーバー・ジョブによって生成され
たすべての FFDC データ、DB2 Connect Server か
らの db2support 出力、およびこのアプリケーショ
ンがある IBM データ・サーバー・クライアントか
らの db2support 出力 (DB2 Connect Server と共存
していない場合) を収集します。

– 問題の説明

– SQLCODE と理由コード

– SQLCA の内容 (可能な場合)

– IBM データ・サーバー・クライアントおよび DB2

Connect Server トレース・ファイル (可能な場
合)。

sqlcode: -30020

sqlstate: 58009

SQL30021N 後続のコマンドおよび SQL ステートメ
ントの正常な実行に影響を与える分散プロ
トコル・エラーのために実行が失敗しまし
た。レベル level のマネージャー manager

はサポートされていません。

説明: アプリケーションのリモート・データベースへの
正常な接続を妨げるシステム・エラーが発生しました。
このメッセージ (SQLCODE) は、SQL CONNECT ステ
ートメントに対して発生します。 manager と level

は、クライアントとサーバー間の非互換性を識別するた
めの数値です。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: メッセージ番号、 manager、 level の
値を記録してください。 可能であれば、SQLCA からす
べてのエラー情報を記録してください。もう一度、リモ
ート・データベースへの接続を試みてください。

問題が続く場合は、オペレーティング・システムのコマ
ンド・プロンプトで、独立トレース機能を呼び出してく
ださい。その後で、サービス担当者に以下の情報を渡し
てください。

v 問題の説明

v SQLCODE と理由コード

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

sqlcode: -30021

sqlstate: 58010

SQL30040N リソースが使用できないために、実行が失
敗しました。後続のコマンドまたは SQL

ステートメントの正常な実行には影響あり
ません。理由 reason、リソース・タイプ
resource-type、リソース名 resource-name、
製品 ID product-ID。

説明: 示されたリソースが足りないため、アプリケーシ
ョンがコマンドまたは SQL ステートメントを実行でき
ません。 現在のトランザクションはロールバックされ

SQL30021N
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ず、アプリケーションはリモート・データベースに接続
されたままです。

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: 示されたリソースのサイズを増やし
て、コマンドを再サブミットしてください。

sqlcode: -30040

sqlstate: 57012

SQL30041N リソースが使用できないために、実行が失
敗しました。後続のコマンドまたは SQL

ステートメントの正常な実行に影響があり
ます。理由 reason、リソース・タイプ
resource-type、リソース名 resource-name、
製品 ID product-ID。

説明: リモート・データベースでリソースが使用できな
いために、アプリケーションがコマンドまたは SQL ス
テートメントを処理できません。 SQLCODE はステー
トメントのコンパイルまたは実行時に出されます。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合: この状
態はデータ・ソースによっても検出できます。

resource-name が「暗号化」または「暗号解読」の場合
には、パスワードの暗号化または暗号解読のユーザー出
口が使用できないか、またはエラーを含んでいます。

コマンドまたはステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: リモート・データベースのシステム環
境を調べてください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合:

v パスワードの暗号化または暗号解読のユーザー出口が
失敗した場合、 reason はユーザー出口が呼び出され
たときにフェデレーテッド・サーバーが受け取った整
数値です。 暗号化および暗号解読がフェデレーテッ
ド・サーバーによってリンク・エディットされたとき
にエラーが発生していないかどうかを確認してくださ
い。

ユーザーが提供したユーザー出口を使用している場合
には、ユーザー出口のソース・コードを調べて reason

の返された原因を判別してください。ユーザー出口の
ソース・コードでエラーが見つかった場合、そのエラ
ーを修正してフェデレーテッド・サーバーでオブジェ
クト・コードをリンク・エディットし、失敗したコマ
ンドまたはステートメントを再発行してください。

v その他の場合には、問題を分離して要求失敗の原因と
なったデータ・ソースを突き止め、データ・ソースの
問題を訂正し、失敗したコマンドまたはステートメン
トを再発行してください。

sqlcode: -30041

sqlstate: 57013

SQL30050N バインドの進行中の number コマンドま
たは SQL ステートメントは無効です。

説明: アプリケーションが、進行中のプリコンパイル/

バインド時には無効なコマンドまたは SQL ステートメ
ントを発行しようとしています。 <number> は、エラー
のあるコマンドまたは SQL ステートメントを識別する
数値です。

コマンドまたはステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: アプリケーションがデータベース・マ
ネージャーのプリコンパイラー/バインド・プログラムで
ない場合は、コマンドおよび SQL ステートメントを発
行する前に、バインドがアクティブでないことを確認し
てください。

アプリケーションがデータベース・マネージャーのプリ
コンパイラー/バインド・プログラムの場合、メッセージ
番号 (SQLCODE) と <number> の値を記録しておいて
ください。可能であれば、SQLCA からすべてのエラー
情報を記録してください。もう一度バインド操作を行っ
てください。

十分なメモリー・リソースがあってもこの問題が続く場
合は、オペレーティング・システムのコマンド・プロン
プトで、独立トレース機能を呼び出してください。

技術サービス担当者に以下の情報を報告してください。

必要な情報は以下のとおりです。

v 問題の説明

v SQLCODE と理由コード

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

sqlcode: -30050

sqlstate: 58011

SQL30051N 指定したパッケージ名と整合性トークンを
持つバインド処理がアクティブではありま
せん。

説明: プリコンパイル/バインドがアクティブでない場
合に、プリコンパイル/バインド操作を発行しようとした
か、またはアクティブなプリコンパイル/バインド操作中
に、無効なパッケージ名と整合性トークンのいずれか、
またはその両方の使用が試みられました。

コマンドまたはステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: アプリケーションがデータベース・マ
ネージャーのプリコンパイラー/バインド・プログラムで
ない場合、プリコンパイル/バインドがバインド操作の前
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にアクティブになっており、正しい情報がバインド操作
に渡されていることを確認してください。

アプリケーションがデータベース・マネージャーのプリ
コンパイラー/バインド・プログラムの場合は、メッセー
ジ番号 (SQLCODE) と、可能であれば、 SQLCA から
のすべてのエラー情報を記録してください。もう一度や
り直してください。

十分なメモリー・リソースがあってもこの問題が続く場
合は、オペレーティング・システムのコマンド・プロン
プトで、独立トレース機能を呼び出してください。

技術サービス担当者に以下の情報を報告してください。

必要な情報は以下のとおりです。

v 問題の説明

v SQLCODE と理由コード

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

sqlcode: -30051

sqlstate: 58012

SQL30052N プログラム準備の前提事項に誤りがありま
す。

説明: コンパイルされている SQL ステートメントが、
プリコンパイラーによって認識されないために、データ
ベースによって処理されません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: ステートメントが正しいことを確認し
て、もう一度やり直してください。 問題が続く場合
は、 プログラムからそのステートメントを取り除いて
ください。

sqlcode: -30052

sqlstate: 42932

SQL30053N OWNER の値が、 リモート・データベー
スでの許可チェックに合格しませんでし
た。

説明: プリコンパイル/バインドの OWNER オプション
に指定した値が、リモート・データベースでの許可チェ
ックで拒否されました。この SQLCODE はプリコンパ
イル/バインド中に出されます。 これは、 データベー
ス・マネージャーのプリコンパイラー/バインド・プログ
ラムからは出されません。

プリコンパイル/バインド操作は処理されません。

ユーザーの処置: OWNER オプションに指定した ID

を使用する権限を持っていることを確認するか、 また

は OWNER オプションを使用しないでください。

sqlcode: -30053

sqlstate: 42506

SQL30060N authorization-ID は、操作 operation を実
行する特権を持っていません。

説明: 許可 ID <authorization-ID> が適切な許可を付与
せずに、示されている <operation> を実行しようとしま
した。 SQLCODE はステートメントのコンパイルまた
は実行時に出されます。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: <authorization-ID> が、必須の処理の
実行に必要な許可を付与されていることを確認してくだ
さい。

sqlcode: -30060

sqlstate: 08004

SQL30061N データベース別名またはデータベース名
name が、リモート・ノードで見つかりま
せん。

説明: データベース名は、リモート・データベース・ノ
ードでの既存のデータベースではありません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: 正しいデータベース名または別名でコ
マンドを再サブミットしてください。

フェデレーテッド・システム・ユーザーの場合:

SYSCAT.SERVERS の項目が、データ・ソースのデータ
ベース名を正しく指定しているかどうかチェックしてく
ださい。

sqlcode: -30061

sqlstate: 08004

SQL30070N command-identifier コマンドはサポートさ
れていません。

説明: リモート・データベースが、 認識できないコマ
ンドを受け取りました。 現在の環境コマンドまたは
SQL ステートメントは正常に処理されず、後続のコマ
ンドまたは SQL ステートメントも正常に処理されませ
ん。

現在のトランザクションはロールバックされ、アプリケ
ーションはリモート・データベースから切断されます。
ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: メッセージ番号 (SQLCODE) とコマ
ンド ID を記録してください。可能であれば、SQLCA

からすべてのエラー情報を記録してください。リモー
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ト・データベースに接続して、アプリケーションを再実
行してください。

十分なメモリー・リソースがあってもこの問題が続く場
合は、オペレーティング・システムのコマンド・プロン
プトで、独立トレース機能を呼び出してください。

技術サービス担当者に以下の情報を報告してください。

必要な情報は以下のとおりです。

v 問題の説明

v SQLCODE とコマンド ID

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

sqlcode: -30070

sqlstate: 58014

SQL30071N object-identifier オブジェクトはサポートさ
れていません。

説明: リモート・データベースが、認識できないデータ
を受け取りました。現在の環境コマンドまたは SQL ス
テートメントは正常に処理されず、後続のコマンドまた
は SQL ステートメントも正常に処理されません。

現在のトランザクションはロールバックされ、アプリケ
ーションはリモート・データベースから切断されます。
コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: メッセージ番号 (SQLCODE) とオブ
ジェクト ID を記録してください。可能であれば、
SQLCA からすべてのエラー情報を記録してください。
リモート・データベースに接続して、アプリケーション
を再実行してください。

メモリー・リソースが十分にあってもこの問題が発生す
る場合には、以下の情報が必要になります。

トレースがアクティブな場合は、オペレーティング・シ
ステムのコマンド・プロンプトから、独立トレース機能
を呼び出してください。

技術サービス担当者に以下の情報を報告してください。

必要な情報は以下のとおりです。

v 問題の説明

v SQLCODE とオブジェクト ID

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

sqlcode: -30071

sqlstate: 58015

SQL30072N parameter-identifier パラメーターはサポー
トされていません。

説明: リモート・データベースが、認識できないデータ
を受け取りました。現在の環境コマンドまたは SQL ス
テートメントは正常に処理されず、後続のコマンドまた
は SQL ステートメントも正常に処理されません。

コマンドは処理されません。 現在のトランザクション
はロールバックされ、アプリケーションはリモート・デ
ータベースから切断されます。

ユーザーの処置: メッセージ番号 (SQLCODE) とパラ
メーター ID を記録してください。可能であれば、
SQLCA からすべてのエラー情報を記録してください。
リモート・データベースに接続して、アプリケーション
を再実行してください。

十分なメモリー・リソースがあってもこの問題が続く場
合は、オペレーティング・システムのコマンド・プロン
プトで、独立トレース機能を呼び出してください。

技術サービス担当者に以下の情報を報告してください。

必要な情報は以下のとおりです。

v 問題の説明

v SQLCODE とパラメーター ID

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

sqlcode: -30072

sqlstate: 58016

SQL30073N parameter-identifier パラメーターの値
value はサポートされていません。

説明: リモート・データベースが、認識できないデータ
を受け取りました。現在の環境コマンドまたは SQL ス
テートメントは正常に処理されず、後続のコマンドまた
は SQL ステートメントも正常に処理されません。

現在のトランザクションはロールバックされ、アプリケ
ーションはリモート・データベースから切断されます。
コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: メッセージ番号 (SQLCODE) とパラ
メーター ID を記録してください。可能であれば、
SQLCA からすべてのエラー情報を記録してください。
リモート・データベースに接続して、アプリケーション
を再実行してください。

メモリー・リソースが十分にあってもこの問題が発生す
る場合には、以下の情報が必要になります。

トレースがアクティブな場合は、オペレーティング・シ
ステムのコマンド・プロンプトから、独立トレース機能
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を呼び出してください。技術サービス担当者に以下の情
報を報告してください。

必要な情報は以下のとおりです。

v 問題の説明

v SQLCODE、パラメーター ID、および値

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

パラメーター ID の中には以下の入ったものがありま
す。

002F ターゲット・サーバーが、 アプリケーショ
ン・リクエスターの要求するデータ・タイプを
サポートしていません。 たとえば、DB2

Connect が DB2 2.3 への接続に使用されてい
る場合、適切な PTF が DB2 2.3 に適用され
ていないかぎり、このエラーが返されます。サ
ーバーのレベルが、 リクエスターによってサ
ポートされていることを確認してください。

119C, 119D, 119E

ターゲット・サーバーが、アプリケーション・
リクエスターの要求する CCSID をサポートし
ていません。 リクエスターの使用する CCSID

が、 サーバーによってサポートされているこ
とを確認してください。

v 119C - 1 バイトの CCSID を検証します。

v 119D - 2 バイトの CCSID を検証します。

v 119E - 混合バイトの CCSID を検証しま
す。

sqlcode: -30073

sqlstate: 58017

SQL30074N reply-identifier 応答はサポートされていま
せん。

説明: クライアントが、 認識できない応答を受け取り
ました。現在の環境コマンドまたは SQL ステートメン
トは正常に処理されず、後続のコマンドまたは SQL ス
テートメントも正常に処理されません。

現在のトランザクションはロールバックされ、アプリケ
ーションはリモート・データベースから切断されます。
ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: メッセージ番号 (SQLCODE) と応答
ID を記録してください。可能であれば、SQLCA からす
べてのエラー情報を記録してください。リモート・デー
タベースに接続して、アプリケーションを再実行してく
ださい。

十分なメモリー・リソースがあってもこの問題が続く場

合は、オペレーティング・システムのコマンド・プロン
プトで、独立トレース機能を呼び出してください。

技術サービス担当者に以下の情報を報告してください。

必要な情報は以下のとおりです。

v 問題の説明

v SQLCODE と応答 ID

v SQLCA の内容 (ある場合)

v トレース・ファイル (可能であれば)

sqlcode: -30074

sqlstate: 58018

SQL30080N リモート・データベースとのデータの送受
信で、通信エラー reason-code が発生しま
した。

説明: reason-code には、コミュニケーション・マネー
ジャーによって報告されたオリジナルのエラー・コード
が入っています。

APPC エラー・コードの場合、形式は、
pppp-ssssssss-dddddddd で、 pppp は 1 次戻りコード、
ssssssss は 2 次戻りコード、 dddddddd はセンス・デー
タです。これらのエラー・コードの値は、 16 進数表記
で行なわれます。 1 次エラー・コードと 2 次エラー・
コードには、データベース・サーバーとの対話が割り振
れなかったことを示す、0003-00000004 および
0003-00000005 が入っています。センス・データは、
APPC ALLOCATE エラーに対してのみ表示されます。

コマンドは処理されません。データベースへの接続が失
敗するか、またはデータベースに接続されている現在の
トランザクションがロールバックされ、アプリケーショ
ンがデータベースから切り離されます。

APPC 1 次戻りコードと 2 次戻りコードの説明につい
ては、「IBM Communications Manager 1.0 APPC

Programming Guide and Reference (SC31-6160)」を参照
してください。 APPC センス・データの詳細について
は、「IBM Communications Manager 1.0 Problem

Determination Guide (SC31-6156)」を参照してくださ
い。

ユーザーの処置: データベース・マネージャーとコミュ
ニケーション・マネージャーの両方が、 データベー
ス・サーバーで始動していること、およびすべてのコミ
ュニケーション・マネージャー構成パラメーターが正し
いことを確認してください。

注: メッセージに組み込まれた理由コードが
0003-084C0001 の場合、サーバーではないワークステー
ションにリモート接続しようとしたことが、このメッセ
ージの原因の 1 つと考えられます。リモート・ワーク
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ステーションがサーバーであることを確認してくださ
い。 それがサーバーでない場合は、 データベース・マ
ネージャーをサーバーとしてインストールしてくださ
い。
sqlcode: -30080

sqlstate: 08001

SQL30081N 通信エラーが検出されました。使用された
通信プロトコル:protocol。使用している通
信 API: interface。エラーが検出されたロ
ケーション: location。エラーを検出した
通信関数:function。 プロトコル固有エラ
ー・コード: rc1、rc2、rc3。

説明: 通信サブシステムによって、エラーが検出されま
した。

以下は、トークン値の説明です。

protocol、location

エラーが見つかったノードを一意的に特定する
通信プロトコルおよび情報。エラー発生時に
location 情報を使用できない場合、 location ト
ークンは空のままです。有効なトークン値は以
下のとおりです。

v protocol が TCP/IP の場合、location は IPv4

または IPv6 のアドレスです。

v protocol が APPC の場合、location は完全修
飾 LU 名 (networkID.LUname) です。

v protocol が MQ の場合、location は MQ キ
ュー名です。

v protocol が SOAP、SSL、SOCKS、HTTP の
場合、location はドット表記による Internet

アドレスです。

interface

上記のリスト項目のプロトコル・サービスを呼
び出すために使用したアプリケーション・プロ
グラミング・インターフェース。有効なトーク
ン値は、SOCKETS、SOCKS、CPI-C、MQI-

CLIENT、GSKit、HTTP です。

function

エラー・コードを戻した通信サブシステム関数
の名前。

protocol が TCP/IP の場合:

v 理由コード rc1、rc2、rc3 は、以下を表わします。

– rc1 が存在する場合、TCP/IP 関数によって戻され
る errno がこれに入ります。Windows では、これ
は WSA errno です。

– 存在する場合、rc2 には、TCP/IP ネーム・レゾリ
ューション関数により戻された h_errno の値が入
っています。Windows では、これは WSA エラー
番号です。

– rc3 が存在し、"0" が含まれている場合、リモート
側は接続を終了します。エラーをクライアントで受
信した場合は、リモート側がサーバーまたはゲート
ウェイである可能性があります。エラーをゲートウ
ェイで受信した場合、リモート側がクライアントま
たはサーバーである可能性があります。

v protocol = TCP/IP、rc1=*、rc2=*、および rc3=0 の場
合、以下の原因が考えられます。

– サーバーのデータベース・エージェントが、システ
ム管理者によって強制的にオフにされました。

– システムでメモリー制限に達したために、データベ
ース・エージェントが、サーバーで始動できません
でした。

– 接続は、TCP/IP レベルでリモート・サーバーによ
ってクローズされたと考えられます。

– 主要データベース・マネージャー処理の異常終了の
ために、サーバーのデータベース・エージェントが
終了しました。

v Windows で、protocol = TCP/IP、function =

WSAStartup、および rc1 = 0 の場合、rc2 には DB2

が要求した Windows Sockets 仕様のバージョン・レ
ベルが入っていて、rc3 には、Windows Sockets DLL

がサポートしている Windows Sockets 仕様のバージ
ョン・レベルが入っています。原因: バージョン・レ
ベルが一致していません。

v protocol = TCP/IP、function = connect、rc1 =

ECONNREFUSED/WSAECONNREFUSED、AIX

(79)、Windows (10061)、linux (111)、SUN (146)、HP

(239) の場合、接続は拒否されました。可能性のある
理由は、以下のとおりです。

– リモート・データベース・サーバーが、クライアン
トで正しくカタログされていない。クライアント・
ゲートウェイ・サーバーのシナリオでは、ホスト項
目がゲートウェイで正しくカタログされていること
を確認してください。

– サーバーのデータベース・マネージャー構成ファイ
ルが、正しい通信パラメーターで適切に構成されて
いない。SVCENAME データベース・マネージャー
構成パラメーターが TCP/IP サービス名またはポー
ト番号を使って適切に構成されており、このポート
番号が固有であることを確認してください。データ
ベース・マネージャー構成パラメーターが、サーバ
ーで更新された場合は、変更を反映するために、デ
ータベース・マネージャーの停止と再始動を行う必
要があります。指定された TCP/IP サービス名また
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はポート番号が、サーバーとクライアントとで一致
していない可能性があります。サービス・ファイル
を確認して、サービス名が正しいポート番号をマッ
プされていることを確認してください。これを確認
するには、サービス・ファイルを調べるか、コマン
ド "netstat -a" を実行して出力を検査することがで
きます。

– リモート・データベース・サーバーのファイアウォ
ールが作動したため、接続を確立できませんでし
た。クライアントからの接続要求を受け入れるよ
う、ファイアウォールが正しく構成されていること
を確認してください。

– サーバーの DB2COMM 環境変数に、クライアン
トが使用する通信プロトコルが指定されていない。
TCPIP が指定されているか確認します。db2set を
発行して、既に設定されているプロトコルを確認し
てください。値を設定するにはコマンド "db2set

DB2COMM = TCPIP" を実行します。

– サーバーのデータベース・マネージャーが始動して
いないか、または正常に始動していないか、または
ダウンしている。サーバーから返されることになっ
ていたのは SQL1063N であり、SQL5043N ではあ
りません。コマンド "db2start" を発行する前に、
コマンド "db2 update dbm cfg using diaglevel 4"

を使ってデータベース・マネージャー構成パラメー
ター DIAGLEVEL を 4 に設定すると、どのプロ
トコルが正常に開始したかについての詳細情報を管
理通知ログから入手できます。管理通知ログをチェ
ックしてください。

– サーバーがあまりにビジーであるため、現時点では
着信接続のボリュームを処理できない可能性があり
ます。

– ネットワーク障害。この場合は、ネットワーク管理
者に連絡してください。 DB2 の問題ではないこと
を検証するために、プロトコル・テスター pctt を
使用してテストできます。

v protocol = TCP/IP、function = connect、rc1 =

ETIMEDOUT/WSAETIMEDOUT、 AIX

(78)、Windows (10060)、linux (110)、SUN (145)、HP

(238) の場合、接続が確立する前に、接続がタイムア
ウトになりました。可能性のある理由は、以下のとお
りです。

– 間違ったホスト名または IP アドレスが、クライア
ントまたはゲートウェイ、あるいはこの両方のノー
ド・ディレクトリーのホスト名フィールドにカタロ
グされていた。

– ネットワークの速度が遅い、またはサーバーがあま
りにビジーであるために適切な時間内に接続要求に
応答できない。ご使用のシステムの TCP 接続タイ
ムアウト値または

DB2TCP_CLIENT_CONTIMEOUT 値、あるいはそ
の両方の調整が必要である可能性があります。

v protocol = TCP/IP、function = recv、rc1 =

ECONNRESET/WSAECONNRESET、AIX

(73)、Windows (10054)、linux (104)、SUN (131)、HP

(232) の場合、接続はリモート側の「強制」または
「打ち切り」クローズの実行によってリセットされま
した。可能性のある理由は、以下のとおりです。

– 接続は、TCP/IP レベル (例えば、ファイアウォー
ルでの問題、電源障害、ネットワーク障害) でリモ
ート・ゲートウェイまたはサーバーによってクロー
ズされたと考えられる。

– クライアント・サイドの接続プールが有効であり、
接続障害を処理していない。失敗を受け取ったとき
にデータベース接続中で接続プールが有効であれば
接続を再試行するように、アプリケーションをコー
ディングしてください。

– ホスト・マシンのスレッド・タイムアウトが原因で
ある可能性がある。ホストのシステム・ログに
IDTHTOIN メッセージがあるか確認してくださ
い。該当する場合は、設定を調整してください。こ
の設定を調整できなければ、ゲートウェイの接続プ
ールを使用不可にするか、すべてのオブジェクト
(アプリケーションが操作を完了したときの WITH

HOLD カーソルなど) が適切にクローズされてい
ることを確認してください。

– サーバーのデータベース・エージェントが、データ
ベース管理者によって強制的にオフにされました。

– 主要データベース・マネージャー処理の異常終了の
ために、サーバーのデータベース・エージェントが
終了しました。

v protocol = TCP/IP、function = recv、rc1 =

ETIMEDOUT/WSAETIMEDOUT、AIX (78)、Windows

(10060)、linux (110)、SUN (145)、HP (238) の場合、
リモート・システムが応答に失敗したため、接続がド
ロップされました。可能性のある理由は、以下のとお
りです。

– アプリケーションが照会タイムアウト値を設定し
た、または明示的な取り消し要求があったため、
CLI アプリケーションから SQLCancel() が呼び出
されました。アプリケーションが設定した照会タイ
ムアウト値を調整してください。この調整が不可能
である場合は、 db2cli.ini ファイルの
QueryTimeoutInterval 設定を調整してください。
db2cli.ini ファイルで QueryTimeoutInterval=0 (タイ
ムアウトなし) を使用し、QueryTimeout がアプリ
ケーション障害の原因であるかどうかをテストしま
す。このシナリオの場合、既存の接続に障害がある
と思われます。
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– ネットワークの速度が遅い、またはサーバーがあま
りにビジーであるために適切な時間内に recv 要求
に応答できない。ご使用のシステムの TCP recv

タイムアウト値の調整が必要である可能性がありま
す。

v protocol = TCP/IP、function =

selectForConnectTimeout、rc1 = EINPROGRESS/

0、AIX (55)、Windows (0)、linux (115)、SUN

(150)、HP (245) の場合、接続要求は正常に完了する
前にタイムアウトになりました。可能性のある理由
は、以下のとおりです。

– システム接続のタイムアウトまたは
DB2TCP_CLIENT_CONTIMEOUT で設定されたタ
イムアウト値のいずれかが原因でタイムアウトにな
った。これらの値を調整してみてください。

v protocol = TCP/IP、function = selectForRecvTimeout

であり、 rc1 が関係しない場合、recv 要求は正常に
完了する前にタイムアウトになりました。可能性のあ
る理由は、以下のとおりです。

– システム recv タイムアウトまたは
DB2TCP_CLIENT_RCVTIMEOUT で設定されたタ
イムアウト値のいずれかが原因でタイムアウトにな
った。これらの値を調整してみてください。

TCP/IP エラーと原因は上に挙げたものですべてではあ
りません。特定の TCP/IP 通信エラー・コードの詳細に
ついては、DB2 インフォメーション・センターで
「-30081 errors」などの語句を使って検索してくださ
い。

protocol が APPC の場合

v rc1 には、CPI-C 関数からの戻りコードが入ります。

v rc2 が存在する場合、CPI-C 関数呼び出しからのグロ
ーバル errno 値がこれに入ります。

v rc3 は適用外です。

protocol が MQ の場合

v rc1 には、関数の完了コードが入ります (警告なら
1、エラーなら 2)。

v rc2 には、MQ 固有のエラー・コードが入ります。

v rc3 は、MQ では使用されません。

protocol が SOAP の場合、rc1 には、SOAP 通信関数か
らの戻りコードが入ります。

protocol が SSL の場合、rc1 には、Secure Sockets

Layer (GSKit) からの戻りコードが入ります。

protocol が SOCKS の場合

v rc1 には、SOCKS プロキシー・サーバーからの戻り
コードが入ります。

v rc2 には、プロトコルのバージョン (4 または 5) が
入ります。

v rc3 には、使用済み (SOCKS v5) 認証方式が入りま
す。

protocol が HTTP の場合、rc1 にはリモート HTTP サ
ーバーからの HTTP 戻りコードが入ります。

ユーザーの処置: 戻された理由コードとトークン値の組
み合わせによって明らかになった問題を訂正してくださ
い。

sqlcode: -30081

sqlstate: 08001、5UA0G、5UA0H

SQL30082N セキュリティー処理は、理由 reason-code

(reason-string) により失敗しました。

説明: セキュリティー処理中にエラーが発生しました。
セキュリティー・エラーの原因は、reason-code および
対応する reason-string 値によって記述されています。

理由コードのリストおよび対応する理由のストリング
は、以下のとおりです。

0 (NOT SPECIFIED)

特定のセキュリティー・エラーは指定されませ
ん。

1 (PASSWORD EXPIRED)

要求に指定されたパスワードの有効期限が切れ
ています。

2 (PASSWORD INVALID)

要求に指定されたパスワードが無効です。

3 (PASSWORD MISSING)

要求にパスワードが組み込まれていません。

4 (PROTOCOL VIOLATION)

要求がセキュリティー・プロトコルに違反して
います。

5 (USERID MISSING)

要求にユーザー ID が組み込まれていません。

6 (USERID INVALID)

要求に指定されたユーザー ID が無効です。

7 (USERID REVOKED)

要求に指定されたユーザー ID が取り消されて
います。

8 (GROUP INVALID)

要求で指定されたグループが無効です。
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9 (USERID REVOKED IN GROUP)

要求に指定されたユーザー ID がグループ内で
取り消されています。

10 (USERID NOT IN GROUP)

要求で指定されたユーザー ID がグループ内に
ありません。

11 (USERID NOT AUTHORIZED AT REMOTE LU)

要求に指定されたユーザー ID がリモート LU

で許可されていません。

12 (USERID NOT AUTHORIZED FROM LOCAL

LU)

要求に指定されたユーザー ID はローカル LU

から来る時に、リモート LU で許可されていま
せん。

13 (USERID NOT AUTHORIZED TO TP)

要求に指定されたユーザー ID がトランザクシ
ョン・プログラムへのアクセスで許可されてい
ません。

14 (INSTALLATION EXIT FAILED)

インストール・システム出口が正常に実行され
ていません。

15 (PROCESSING FAILURE)

サーバーでのセキュリティー処理が失敗しまし
た。

16 (NEW PASSWORD INVALID)

パスワード変更要求で指定されたパスワード
は、サーバーの要件に合致しませんでした。

17 (UNSUPPORTED FUNCTION)

クライアントの指定したセキュリティー機構
は、このサーバーでは無効です。 いくつか典
型例をあげます。

v クライアントが、パスワードの変更関数をサ
ポートしていないサーバーに、新しいパスワ
ードの値を送信しました。

v クライアントが、パスワードの暗号化をサポ
ートしていないサーバーに
SERVER_ENCRYPT 認証情報を送信しまし
た。認証タイプのカタログ情報はサーバーと
クライアントで同じでなければなりません。

v クライアントが、ユーザー ID だけでは認証
をサポートしていないサーバーにユーザー
ID (パスワードなし) を送信しました。

v クライアントが認証タイプを指定しておら
ず、サーバーがサポートされたタイプで応答

していません。 これには、クライアントが
選択できない複数のタイプをサーバーが戻す
ことが含まれている可能性があります。

v CLIENT AUTHENTICATION タイプは、
「IBM Data Server Driver for ODBC and

CLI」および「IBM Data Server Driver

Package」ではサポートされていません。

18 (NAMED PIPE ACCESS DENIED)

セキュリティー違反のため、Named PIPE にア
クセスできません。

19 (USERID DISABLED または RESTRICTED)

ユーザー ID が無効になっているか、あるいは
今回のオペレーティング環境にはアクセスでき
ないよう使用制限されています。

20 (MUTUAL AUTHENTICATION FAILED)

接続中のサーバーが、相互認証チェックの受け
渡しに失敗しました。 サーバーが偽である
か、または送り返されてきたチケットが損傷を
受けています。

21 (RESOURCE TEMPORARILY UNAVAILABLE)

リソースが一時的に使用できなくなっているた
め、サーバーでのセキュリティー処理が終了し
ました。例えば AIX では、有効なユーザー・
ライセンスがないと思われます。

24 (USERNAME AND/OR PASSWORD INVALID)

指定されたユーザー名または指定されたパスワ
ード、あるいはその両方が無効です。具体的な
原因は、以下のとおりです。

1. 最近 db2ckpw などの DB2 のクリティカル
なファイルに対する許可を変更したか、新
しいフィックスパックに移行した場合に
は、インスタンスを更新する db2iupdt コマ
ンドが実行されていない可能性がありま
す。

2. 使用したユーザー名の形式が無効である可
能性があります。例えば、UNIX および
Linux プラットフォームでは、ユーザー名
はすべて小文字でなければなりません。

3. カタログ情報の指定に誤りがある可能性が
あります。例えば、正しい認証タイプが指
定されていないか、あるいはローカル・シ
ステムでリモート・サーバーがカタログさ
れていない可能性があります (該当する場
合)。認証に関する詳細については、DB2 イ
ンフォメーション・センター
(http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/
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db2luw/v9) で、"authentication" などの用語
を使用して検索してください。

25 (CONNECTION DISALLOWED)

セキュリティー・プラグインが接続を許可しま
せんでした。

26 (UNEXPECTED SERVER ERROR)

サーバー・セキュリティー・プラグインが、予
期しないエラーを検出しました。サーバー上の
管理通知ログ・ファイルには、より具体的な問
題情報が含まれています。以下のような事例
が、問題の原因となる場合があります。

v セキュリティー・サービスが開始していな
い。

v DB2 サービスを開始するユーザー ID に管
理者特権がない。

27 (INVALID SERVER CREDENTIAL)

サーバー・セキュリティー・プラグインが無効
なサーバー証明書を検出しました。

28 (EXPIRED SERVER CREDENTIAL)

サーバー・セキュリティー・プラグインが期限
切れのサーバー証明書を検出しました。

29 (INVALID CLIENT SECURITY TOKEN)

サーバー・セキュリティー・プラグインが、ク
ライアントによって送信された無効なセキュリ
ティー・トークンを検出しました。

30 (CLIENT PLUGIN MISSING API)

クライアント・セキュリティー・プラグイン
に、必要とされる API が含まれていません。

31 (WRONG CLIENT PLUGIN TYPE)

クライアント・セキュリティー・プラグインの
プラグイン・タイプが間違っています。

32 (UNKNOWN CLIENT GSS-API PLUGIN)

クライアント・セキュリティー・プラグインに
は、データベースへの接続に使用可能な対応す
る GSS-API セキュリティー・プラグインがあ
りません。

33 (UNABLE TO LOAD CLIENT PLUGIN)

クライアント・セキュリティー・プラグインが
ロードできません。

34 (INVALID CLIENT PLUGIN NAME)

クライアント・セキュリティー・プラグイン名
が無効です。

35 (INCOMPATIBLE CLIENT PLUGIN API

VERSION)

クライアント・セキュリティー・プラグイン
は、DB2 と互換性のない API バージョンをレ
ポートします。

36 (UNEXPECTED CLIENT ERROR)

クライアント・セキュリティー・プラグイン
が、予期しないエラーを検出しました。

37 (INVALID SERVER PRINCIPAL NAME)

サーバー・セキュリティー・プラグインが、無
効なプリンシパル名を検出しました。

38 (INVALID CLIENT CREDENTIAL)

クライアント・セキュリティー・プラグイン
が、無効なサーバー証明書を検出しました。

39 (EXPIRED CLIENT CREDENTIAL)

クライアント・セキュリティー・プラグイン
が、期限切れのサーバー証明書を検出しまし
た。

40 (INVALID SERVER SECURITY TOKEN)

クライアント・セキュリティー・プラグイン
が、サーバーによって送信された無効なセキュ
リティー・トークンを検出しました。

41 (SWITCH USER INVALID)

クライアントは、トラステッド接続を要求して
トラステッド接続内のユーザーを切り替えるよ
うに構成されています。トラステッド接続が確
立されていないので、ユーザー切り替え要求は
無効です。

42 (ROOT CAPABILITY REQUIRED)

ローカル・クライアントまたはサーバーのパス
ワードを使用した認証は、現在は使用できませ
ん。

43 (NON-DB2 QUERY MANAGER PRODUCT

DISALLOWED CONNECTION)

DB2 ではない照会マネージャー製品が接続を
許可しませんでした。

ユーザーの処置: 適切なユーザー ID またはパスワー
ド (あるいはこの両方) が提供されたことを確認してく
ださい。

ユーザー ID が使用できず、特定のワークステーション
へのアクセスに制限があるか、あるいは一定の時間処理
に制限があります。

17
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サポートされている認証タイプを指定して、コ
マンドを再試行します。カタログ情報に正しい
認証タイプが指定されているかどうかを確認し
てください。認証に関する詳細については、
DB2 インフォメーション・センター
(http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/

v9) で、"authentication" などの用語を使用して
検索してください。

20

サーバーに対する認証メカニズムが開始済みか
どうかを確認してから、やり直してください。

24

このメッセージ内に前述した特定の問題の原因
を解決する方法は、以下のとおりです。

1. DB2IUPDT <InstName> を実行して、イン
スタンスを更新します。

2. 作成されたユーザー名が有効であることを
確認します。DB2 汎用命名規則を復習して
ください。

3. カタログ情報が正しいことを確認します。

25

接続に使用されたデータベース名、またはこの
データベースへの接続に使用された TCP/IP ア
ドレスを変更します。

26

管理通知ログのプラグイン・エラー・メッセー
ジ・テキストに示された問題を解決してくださ
い。セキュリティー・プラグインの使用、セキ
ュリティー・プラグインの例、および追加のト
ラブルシューティング情報について詳しくは、
DB2 インフォメーション・センター
(http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/

v9) を「セキュリティー・プラグイン」などの
語句を使用して検索してください。

問題を訂正することができない場合は、独立ト
レース機能を呼び出して、独立トレース機能を
呼び出し、このシナリオを再試行して情報を収
集し、IBM サポートに提供できるようにして
ください。

27

セキュリティー・プラグインの初期化時にサー
バーの証明書が与えられていて、それがセキュ
リティー・プラグインで認識されるフォーマッ
トになっていることを確認してください。証明
書は、コンテキストの受諾に使用されるので、
ACCEPT または BOTH 証明書でなければなり
ません。

28

DBA に連絡してください。サーバー証明書
は、コマンドが再サブミットされる前に更新す
る必要があります。その更新によって証明書の
ハンドルが変わる場合、db2stop および
db2start が必要になります。サーバー証明書の
更新方法について詳細は、セキュリティー・プ
ラグインで使用される認証メカニズムで使用で
きる資料を参照してください。

29

ステートメントを再サブミットしてください。
問題が続く場合、クライアント・セキュリティ
ー・プラグインが有効なセキュリティー・トー
クンを生成することを確認してください。

30

管理通知ログ・ファイルで、欠落している必須
の API の名前を確かめてから、 欠落している
API をセキュリティー・プラグインに追加して
ください。

31

該当するデータベース・マネージャー構成パラ
メーター内に、正しいタイプのセキュリティ
ー・プラグインを指定してください。例えば、
ユーザー ID/パスワード・ベースのセキュリテ
ィー・プラグインを
SRVCON_GSSPLUGIN_LIST データベース・マ
ネージャー構成パラメーターに指定しないでく
ださい。

32

データベース・サーバーがクライアント上で使
用したものと一致するセキュリティー・プラグ
インをインストールしてください。 指摘され
たセキュリティー・プラグインは、client-plugin

ディレクトリーに置かれていることを確認して
ください。

33

詳細は、クライアント上の管理通知ログ・ファ
イルで調べてください。管理通知ログのエラ
ー・メッセージ・テキストに示された問題を解
決してください。

34

有効なセキュリティー・プラグイン名を指定し
てください。その名前には、ディレクトリー・
パス情報を記入してはなりません。

35
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サポートされているバージョンの API がセキ
ュリティー・プラグインで使用されていて、正
しいバージョン番号が報告されることを確認し
てください。サポートされているバージョンの
詳細については、DB2 インフォメーション・
センター (http://publib.boulder.ibm.com/

infocenter/db2luw/v9) を参照し、「セキュリテ
ィー・プラグイン API のバージョン管理」を
検索してください。

36

詳細は、クライアント上の管理通知ログ・ファ
イルで調べてください。管理通知ログのエラ
ー・メッセージ・テキストに示された問題を解
決してください。

37

管理通知ログ・ファイルで、プリンシパル名を
確認してください。そのプリンシパル名が、セ
キュリティー・プラグインで認識されるフォー
マットになっていることを確認してください。

38

クライアント証明書 (db2secGenerateInitialCred

で生成されたものか、またはインバウンドの代
行証明書として用意されたもの) が、セキュリ
ティー・プラグインで認識されるフォーマット
になっていることを確認してください。証明書
は、コンテキストの開始に使用されるので、
INITIATE または BOTH 証明書でなければな
りません。

39

ステートメントをサブミットするユーザーは、
該当する認証を取得し (または最初の証明書を
再取得し) てから、そのステートメントを再サ
ブミットする必要があります。

40

ステートメントを再サブミットしてください。
問題が続く場合、サーバー・セキュリティー・
プラグインが有効なセキュリティー・トークン
を生成することを確認してください。

41

有効な証明書を使用してトラステッド接続を再
確立してから、ユーザー切り替え要求を再サブ
ミットする必要があります。

42

非ルート・インストールでローカル・クライア
ントまたはサーバー認証を使用可能にするに
は、システム管理者は db2rfe スクリプトを実

行する必要があります。代わりに、セキュリテ
ィー・プラグインを使用して認証を行うことも
できます。

43

ご不明な点については、照会マネージャー製品
の管理者にお問い合わせください。

sqlcode: -30082

sqlstate: 08001

SQL30083N ユーザー ID uid に対するパスワードの変
更試行は、セキュリティー上の理由
reason-code (reason-string) により失敗しま
した。

説明: パスワード変更は、無効あるいは誤ったセキュリ
ティー情報のために、拒否されました。セキュリティ
ー・エラーの原因は、reason-code および対応する
reason-string 値によって記述されています。

理由コードのリストおよび対応する理由のストリング
は、以下のとおりです。

0 (NOT SPECIFIED)

特定のセキュリティー・エラーは指定されませ
ん。

1 (CURRENT PASSWORD INVALID)

要求に指定された旧パスワードが無効です。

2 (NEW PASSWORD INVALID)

要求に指定されたパスワードは、パスワードが
変更されたシステムによって定められたパスワ
ード規則の下では無効です。

3 (CURRENT PASSWORD MISSING)

要求に旧パスワードが組み込まれていません。

4 (NEW PASSWORD MISSING)

要求に新規パスワードが組み込まれていませ
ん。

5 (USERID MISSING)

要求にユーザー ID が組み込まれていません。

6 (USERID INVALID)

要求に指定されたユーザー ID が無効です。

7 (USERID REVOKED)

要求に指定されたユーザー ID が取り消されて
います。 取り消されたユーザー ID に対し
て、パスワードを変更することはできません。

14 (INSTALLATION EXIT FAILED)

インストール・セキュリティー出口が失敗しま
した。
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15 (PROCESSING FAILURE)

サーバーでのセキュリティー処理が失敗しまし
た。

17 (UNSUPPORTED FUNCTION)

パスワード変更機能は、システムによってサポ
ートされていないか、ユーザー・アカウント制
限のために現時点ではサポートされません。

19 (USERID DISABLED または RESTRICTED)

ユーザー ID が無効になっているか、あるいは
今回のオペレーティング環境にはアクセスでき
ないよう使用制限されています。

23 (DCS 項目内の CHGPWD_SDN は構成されていま
せん。) SNA を介して接続されたホスト・システムで

MVS パスワードを変更するには、
,,,,,,,CHGPWD_SDN パラメーター・ストリング
を使って DCS データベースをカタログしなけ
ればなりません。 ,,,,,,,CHGPWD_SDN パラメ
ーター・ストリングは、Password Expiration

Management (PEM) の記号宛先名を識別しま
す。

24 (USERNAME AND/OR PASSWORD INVALID)

指定されたユーザー名または指定されたパスワ
ード、あるいはその両方が無効です。

ユーザーの処置: 正しいユーザー ID と、現行パスワ
ードおよび新規パスワードが提供されていることを確認
してください。

ユーザー ID が使用できず、特定のワークステーション
へのアクセスに制限があるか、あるいは一定の時間処理
に制限があります。

特定の理由コードに関する解説を以下に述べます。

14 発生した問題の詳細記述に関しては、インスタ
ンス・サブディレクトリー (通常は "db2") の
db2pem.log ファイルをチェックしてください。

23 「DB2 Connect ユーザーズ・ガイド」に指定さ
れているとおり、 ,,,,,,,CHGPWD_SDN パラメ
ーターを使って DCS データベースをカタログ
します。

sqlcode: -30083

sqlstate: 08001

SQL30090N 操作がアプリケーション実行環境で無効で
す。理由コード = reason-code。

説明: 操作がアプリケーション実行環境で無効です。
たとえば、ステートメントまたは API の特殊制約事項
を持つアプリケーションでは操作が無効な可能性があり
ます。そのアプリケーションは、 XA 分散トランザク

ション処理環境で操作するものや、CICS や、
CONNECT タイプ 2 接続設定で操作するものや、ある
いはフェデレーテッド・システムの機能を使用して複数
の異機種データ・ソースを更新するものです。操作は拒
否されます。

可能性のある理由コードは、以下のとおりです。

01

データの変更を行う SQL 要求 (INSERT また
は CREATE など) が読み取り専用データベー
スに対して発行されたか、または読み取り専用
データベースに対してストアード・プロシージ
ャーが呼び出されました。読み取り専用データ
ベースには、以下のタイプがあります。

v 同期点マネージャーが使用されていない時、
あるいは遠隔 DRDA データベースがレベル
2 DRDA プロトコルをサポートしていない
時に、接続設定 SYNCPOINT TWOPHASE

を持ち、非 XA/DTP 環境で実行されている
作業単位で操作されるときに、 DRDA を使
用してアクセスされるデータベース。

v 同期点マネージャー・ゲートウェイが使用で
きないか、またはリモート DRDA データベ
ースがレベル 2 DRDA プロトコルをサポー
トしない場合に、XA/DTP 環境の DRDA に
よってアクセスされるデータベース。

v SYNCPOINT ONEPHASE 接続設定が作業単
位に有効なときに、最初に更新されたデータ
ベースではないデータベース。

02

内部コミットを引き起こすプリコンパイル、バ
インド、表の再編成などの API が、CONNECT

タイプ 2 の設定を持つアプリケーション、ま
たは XA/DTP 環境で操作されているアプリケ
ーション内で発行されました。

03

XA/DTP 環境にいる間、ENCINA または
TUXEDO トランザクション処理モニターを使
用する際に、保留カーソルに対して SQL

OPEN が発行されました。

04

XA/DTP 環境にいる間に、DISCONNECT ステ
ートメントが発行されました。

05

CONNECT type 2 または XA/DTP 環境で
COMMIT ステートメントを含むコンパウンド
SQL ステートメントが発行されました。

SQL30090N

第 26 章 SQL30000 - SQL30499 873



06

XA/DTP 環境で SET CLIENT API が発行され
ました。

07

トランザクション・マネージャーによって 2

フェーズ・コミット調整が提供されていない作
業単位内で、2 番目のデータベースがアクセス
されています。 データ整合性を確保するため
に、処理は許可されません。

08

並行して接続されているデータベースとは異な
るソースから、コミット調整を使用するため
に、データベースのアクセスが試みられまし
た。 2 つのタイプの調整は混合できず、現在
のデータベースに対する処理は拒否されます。

09

同期点マネージャー調整のもとにアクセスされ
るデータベースに対して、XA/DTP ローカル・
トランザクションを実行しようとしました。

10

以下のいずれかの場合に、保留カーソルに対し
て SQL OPEN が発行されました。

v XA/DTP 環境あるいは

v フェデレーテッド・サーバーが、2 フェー
ズ・コミット・データ・ソースに定義されて
いるニックネームにアクセスしている

カーソル保留は次の環境ではサポートされませ
ん。

11

パススルーに対する操作は、サポートされてい
ません。

12

挿入 / 更新 / 削除操作にはタイム・スタンプ
列が存在しており、またデータ・ソースに対す
る制限のため、ユニーク索引が必要です。

データ・ソースにアクセスしている更新/削除処
理に対して、

v Fujitsu RDB2 ではユニーク索引が必要で
す。

13

位置付けられた UPDATE あるいは DELETE

処理では、カーソルの SELECT リストに列が
存在している必要がありますが、その列がカー
ソルの SELECT リストに存在しません。

14

更新可能カーソル、カーソル保留、および反復
可能読み取りの分離レベルの組み合わせが不正
です。無効な組み合わせは、以下のとおりで
す。

v 分離レベル反復可能読み取りと WITH

HOLD カーソル

v WITH HOLD カーソルと FOR UPDATE

15

将来の利用のために予約済み

16

SYSCAT.SERVERS におけるタイプ列とプロト
コル列値の組み合わせが不正です。

17

REORG ユーティリティーはニックネームに対
して発行できません。

18

作業単位内の 1 つ以上のデータ・ソースが 1

フェーズ・コミットしかサポートしていないと
きに、複数のデータ・ソースを更新する更新要
求 (または、システム・カタログ表を更新する
DDL 操作) が発行されました。可能性のある
理由は、以下のとおりです。

v 1 フェーズ・コミットのみサポートするデー
タ・ソースを更新しようとしたが、別のデー
タ・ソースが、同じ作業単位内にすでに存在
している。

v 2 フェーズ・コミットをサポートするデー
タ・ソースを更新しようとしたが、 1 フェ
ーズ・コミットをサポートのみする別のデー
タ・ソースが同じ作業単位内にすでに存在し
ている。

v ローカル・フェデレーテッド・サーバー表を
更新しようとしたが、1 フェーズ・コミット
のみサポートするデータ・ソースが同じ作業
単位内で既に更新されている。

v CONNECT タイプ 2 接続設定でアプリケー
ションが動作しているときに、 1 フェー
ズ・コミットをサポートするだけのデータ・
ソースを更新しようとした。

19

アプリケーションのホスト変数のデータ・タイ
プは、パススルー・セッションのデータ・ソー
スでサポートされていません。

20
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作業単位の進行中に、SET CLIENT

INFORMATION が発行されました。

21

指定したデータ・ソースで実行したい操作は、
DB2 がデータ・ソースへのアクセスに使用す
るラッパーでサポートされていません。このラ
ッパーがサポートしている操作については、資
料を参照してください。

22

フェデレーテッド挿入、更新、削除操作、また
は SQL データ・アクセス指定が MODIFIES

SQL DATA のフェデレーテッド・プロシージ
ャーの呼び出しは、関数、データ変更表参照、
動的コンパウンド・ステートメント、トリガ
ー、および次のアプリケーション実行環境では
無効です。

v SAVEPOINT が有効になっている

v 両方向スクロール・カーソルが使用されてい
る

v ターゲット・ビューに、複数の表またはニッ
クネームが含まれている

23

API、データ構造、または設定がサポートされ
ていません。

24

指定されたラッパーでは、データ・タイプ・マ
ッピングがサポートされていません。

25

指定されたラッパーでは、関数マッピングがサ
ポートされていません。

26

SPM が使用され、コンセントレーターが有効
なトラステッド接続では、コミット/ロールバッ
クが処理された後、アプリケーションはトラス
テッド・ユーザー ID のみを切り替えることが
できます。

27

同じラッパー・ライブラリーの複数の 2 フェ
ーズ・コミット・サーバーが同じ接続で使用さ
れています (このような使用法はクライアン
ト・ライブラリーで制限されている)

28

同じラッパー・ライブラリーの 1 フェーズ・
コミット・サーバーと 2 フェーズ・コミッ

ト・サーバーが同じ接続で混用されています
(このような使用法はクライアント・ライブラリ
ーで制限されている)

29

アプリケーションがストアード・プロシージャ
ー内からユーザー切り替え要求を発行しようと
しました。

ユーザーの処置: 以下のいずれかのステップを行うこと
によって、問題を訂正してください。

理由 01、02、03、04、06、19、または 29 の場合

サポートされていないステートメントまたは
API を除去します。

理由 01、02、03、04、06、または 29 に対する代替方
法

失敗したステートメントまたは API をサポー
トする別の環境でアプリケーションを実行しま
す。

理由 05 の場合

COMMIT 要求をコンパウンド・ステートメン
トの外に移動します。

理由 07 の場合

EXEC SQL COMMIT または EXEC SQL

ROLLBACK が、外部トランザクション・マネ
ージャーに対する同期点要求の代わりに発行さ
れる作業単位内でアクセスされるデータベース
が 1 つだけであることを確認します。 作業単
位内で複数のデータベースにアクセスする必要
がある場合は、外部トランザクション・マネー
ジャー製品によって提供されるコミットメン
ト・コントロール・インターフェースを利用し
てください。

理由 08 の場合

作業単位内でアクセスされているすべてのデー
タベースが、(CICS SYNCPOINT など) 外部ト
ランザクション処理モニター、またはローカル
COMMIT および ROLLBACK EXEC SQL な
ど、同じタイプの要求のコミットメント制御下
にあることを確認してください。

理由 09 の場合

次のいずれかのステップを実行します。

v トランザクションを XA/DTP グローバル・
トランザクションとして実行する。

v 非 XA/DTP 環境のデータベースにアクセス
する。
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v トランザクションが読み取り専用の場合に
は、データベースの接続に対して同期点マネ
ージャーのサービスを使用しないでくださ
い。

理由 10 から 17 (フェデレーテッド・サーバー・ユーザ
ー) の場合

問題を分離して要求失敗の原因となったデー
タ・ソースを突き止め、そのデータ・ソースの
制約事項を調べてください。

理由 18 の場合

次のいずれかのステップを実行します。

v 別のデータ・ソースに対して更新をサブミッ
トする前に、COMMIT または ROLLBACK

をサブミットする。

v 複数のデータ・ソースを 1 つの作業単位内
で更新する必要がある場合は、更新が必要な
すべてのデータ・ソースに対して
db2_two_phase_commit server オプションが
'Y' に設定されていることを確認する。

v 更新されるデータ・ソースが、1 フェーズ・
コミットしかサポートしておらず、アプリケ
ーションが CONNECT タイプ 2 接続設定で
操作されている場合は、 CONNECT タイプ
1 接続の設定で操作されるように、アプリケ
ーションを変更する。

理由 20 の場合

API を呼び出す前に、コミットまたはロールバ
ックを実行します。

理由 22 の場合

フェデレーテッド挿入、更新、削除操作、また
は SQL データ・アクセス指定が MODIFIES

SQL DATA のフェデレーテッド・プロシージ
ャーの呼び出しを除去するか、以下を実行しま
す。

v フェデレーテッド挿入、更新、または削除操
作を関数、データ変更表参照、動的コンパウ
ンド・ステートメント、またはトリガーの外
で実行する

v SQL データ・アクセス指定が MODIFIES

SQL DATA のフェデレーテッド・プロシー
ジャーの呼び出しを、関数、動的コンパウン
ド・ステートメント、またはトリガーの外部
で実行する

v または、有効になっている savepoint を解放
する

v 両方向スクロール・カーソルの使用を除去す
る

v 1 つの表またはニックネームだけを参照する
ように、ターゲット・ビューを再定義する

v フェデレーテッド挿入、更新、または削除操
作をトリガーの外で実行する

理由 23 の場合

DB2 インフォメーション・センターで、サポ
ートされている API、データ構造、および設定
のリストを参照してください。

理由 24 の場合

障害の発生したステートメントが CREATE

TYPE MAPPING の場合は、ステートメントを
再サブミットしないでください。障害の発生し
たステートメントが CREATE SERVER の場合
は、フェデレーション・カタログの中にサーバ
ー・タイプのタイプ・マッピングが含まれてい
るかどうかを調べ、それらのマッピングをドロ
ップしてください。いずれの場合も、データ・
ソースのドキュメンテーションを参照して、そ
のデータ・ソースでサポートされるタイプおよ
びタイプ・マッピングについて調べてくださ
い。

理由コード 25 の場合

障害の発生したステートメントが CREATE

FUNCTIONMAPPING の場合は、ステートメン
トを再サブミットしないでください。障害の発
生したステートメントが CREATE SERVER の
場合は、フェデレーション・カタログの中にサ
ーバー・タイプの関数マッピングが含まれてい
るかどうかを調べ、それらのマッピングをドロ
ップしてください。いずれの場合も、データ・
ソースのドキュメンテーションを参照して、そ
のデータ・ソースでサポートされる関数および
関数マッピングについて調べてください。

理由コード 26 の場合

トランザクションの間にトラステッド・ユーザ
ー ID が切り替えられていないことを確認して
ください。

理由コード 27 の場合

アプリケーションは、同じ接続でこのデータ・
ソースの複数の 2 フェーズ・コミット・サー
バーにアクセスすることはできません。別の環
境でアプリケーションを実行してください。

理由コード 28 の場合

アプリケーションは、2 フェーズ・コミット・
サーバーへの接続がアクティブである場合、 1

フェーズ・コミット・サーバーにアクセスでき
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ません (その逆の場合も同様)。別の環境でアプ
リケーションを実行してください。

sqlcode: -30090

sqlstate: 25000

SQL30101W REBIND 要求に指定された BIND オプシ
ョンは、無視されます。

説明: BIND オプションが REBIND 要求に指定されま
したが、データベース・サーバーは、BIND オプション
の再指定をサポートしていません。 指定された BIND

オプションは無視され、オリジナル BIND 要求のオプ
ションが使用されます。

ユーザーの処置: アクションは不要です。これは単に警
告状況です。

データベース・マネージャーが追加警告 SQLCA を戻し
た場合は、 "sqlerrmc" トークンが、この追加 SQLCA

に関する以下の情報を、以下の順序で示します。

v sqlcode (SQL 戻りコード)

v sqlstate (ユニバーサル SQL 戻りコード)

v sqlerrp (製品名)

v sqlerrmc (SQL メッセージ・トークン)

sqlcode: +30101

sqlstate: 01599

SQL30104N BIND または PRECOMPILE オプション
option-name、値 value-name にエラーがあ
ります。

説明: BIND または PRECOMPILE パラメーターの処
理中に、BIND または PRECOMPILE オプション、ある
いは値が受け入れなれなかったか、またはオプションと
値の組が正しくありません。

ステートメントは処理できません。

ユーザーの処置: コマンド・オプションおよび値を調べ
てエラーを判別し、コマンドを再サブミットしてくださ
い。

sqlcode: -30104

sqlstate: 56095

SQL30106N 複数行の INSERT 操作で無効な入力デー
タが検出されました。

説明: 複数行の INSERT 操作の 1 行に対する入力デー
タで、エラーが検出されました。 これ以上行の挿入は
行われません。 ATOMIC 操作の場合、挿入された行は

すべてロールバックされます。 非 ATOMIC 操作の場
合、無効な入力データが含まれた行が検出される前に正
常に挿入された行は、ロールバックされません。

ユーザーの処置: 無効な入力データの含まれた行を訂正
し、挿入されなかった行に対して再度、複数行の
INSERT をサブミットしてください。

sqlcode: -30106

sqlstate: 22527

SQL30108N 接続は失敗しましたが、再確立されまし
た。 特殊レジスターの設定が再生された
可能性があります。新規接続のホスト名ま
たは IP アドレス: host-name。新規接続の
サービス名またはポート番号:

service-name. 理由コード: reason-code

説明: ホスト名または IP アドレス host-name および
サービス名またはポート番号 service-name への接続が再
確立されました。特定の特殊レジスターを除き、すべて
のセッション・リソースはそれぞれの元のデフォルト値
に設定されます。詳細は、「管理ガイド」を参照してく
ださい。 アプリケーションは直前の COMMIT にロー
ルバックされます。

以下の理由コードによって示されるように、元のサーバ
ーによって、失敗した時点より前に特殊レジスターの設
定が戻された可能性があります。

v 1 および 3: 失敗した時点までの特殊レジスターの設
定がすべて戻されました。

v 2 および 4: 前回のコミット・ポイントまでの特殊レ
ジスターの設定がすべて戻されました。このような設
定値は、新しい接続ですべて再生されています。

以下の理由コードによって示されるように、現行グルー
プ内、または新規グループで接続が再確立された可能性
があります。

v 1 および 2: 現行グループ内で接続が再確立されまし
た。

v 3 および 4: 新規グループで接続が再確立されまし
た。

ユーザーの処置: セッション・リソースの再ビルドは、
アプリケーションが担当します。アプリケーションは、
ロールバックされた操作をすべて再実行する必要があり
ます。

sqlcode: -30108

sqlstate: 08506

SQL30101W
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SQL30109N サーバーの現行グループ内または代替グル
ープ内のデータベース・サーバーはすべ
て、元のサーバーのリリース・レベルと互
換性がないリリース・レベルのものである
ため、接続を再確立できませんでした。新
規のホスト名または IP アドレス:

host-name。新規のサーバー名またはポー
ト番号: service-name。新規接続のリリー
ス・レベル: new-release-level。元の接続の
リリース・レベル: old-release-level. 理由
コード: reason-code

説明: サーバーの現行グループ内にある別のデータベー
ス・サーバー、または代替グループ内のデータベース・
サーバーで、接続の再確立が試みられました。理由コー
ドは、これらのいずれが当てはまるかを示します。

1

データベース・サーバーへの接続が失敗しまし
たが、当該グループ内の代替サーバーへの接続
を再確立できませんでした。これは、グループ
内の使用可能なサーバーの中に、初回の接続と
互換性のあるリリース・レベルのものがないた
めです。最後に接続が試みられた、グループ内
の代替サーバーのリリース・レベルは、元の接
続のリリース・レベルとの互換性がありませ
ん。

2

データベース・サーバーへの接続が失敗しまし
たが、サーバーの代替グループ内にあるサーバ
ーへの接続を再確立できませんでした。これ
は、代替グループ内の使用可能なサーバーの中
に、初回の接続と互換性のあるリリース・レベ
ルのものがないためです。最後に接続が試みら
れた、代替グループ内のサーバーのリリース・
レベルは、元のグループにある元のサーバーの
リリース・レベルとの互換性がありません。

ユーザーの処置: 理由コードに対応するアクションは、
以下のとおりです。

1

フェイルオーバーが混合 DB2 for z/OS データ
共有グループ内で発生している場合、手動でデ
ータベースに再接続してください。フェイルオ
ーバーが代替サーバーに対するものである場
合、代替サーバーがフェイルオーバーを処理す
るようセットアップされているか検証してくだ
さい。

2

手動でデータベースに再接続してください。

sqlcode: -30109

sqlstate: 08507

SQL30109N
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第 27 章 SQL32500 - SQL32999

SQL32765W 非 DB2 製品からの警告または通知メッセ
ージ情報: token-list。

説明: DB2 と対話するが、DB2 の一部ではないソフト
ウェア製品が、警告または通知の対象となっている状態
に関する情報を token-list で戻しています。

ユーザーの処置: token-list 内の情報と共に、報告され
ている状態を理解するための情報を提供している製品資
料があればそれらを参考にします。

sqlcode: +32765

sqlstate: (あらゆる SQLSTATE が戻される可能性があ
る)

SQL32766N 非 DB2 製品からのエラー・メッセージ情
報: token-list。

説明: DB2 と対話するが、DB2 の一部ではないソフト
ウェア製品が、エラー状態に関する情報を token-list で
戻しています。

ユーザーの処置: token-list 内の情報と共に、このエラ
ー状態への対処方法を判別するための情報を提供してい
る製品資料があればそれらを参考にします。

sqlcode: -32766

sqlstate: (あらゆる SQLSTATE が戻される可能性があ
る)
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第 3 部 SQLSTATE メッセージ

このセクションには、SQLSTATE とその意味がリストされています。 SQLSTATE

はクラス・コードによってグループ化されており、サブコードについては、対応す
る表をご覧ください。

表 1. SQLSTATE クラス・コード

クラス・コ
ード

意味 サブコードについては、以下を参
照してください。

00 無条件正常終了 882ページの表 2

01 警告 882ページの表 3

02 データなし 887ページの表 4

07 動的 SQL エラー 887ページの表 5

08 接続例外 888ページの表 6

09 トリガー・アクション例外 888ページの表 7

0A 機能がサポートされていない 888ページの表 8

0D ターゲット・タイプ指定が無効 889ページの表 9

0F トークンが無効 889ページの表 11

0K RESIGNAL ステートメントが無効 889ページの表 12

0N SQL/XML マッピング・エラー 889ページの表 13

20 CASE ステートメントにケースが見つからな
い

891ページの表 15

21 カーディナリティー違反 891ページの表 16

22 データ例外 891ページの表 17

23 制約違反 893ページの表 18

24 カーソル状態が無効 894ページの表 19

25 トランザクション状態が無効 895ページの表 20

26 SQL ステートメント ID が無効 895ページの表 21

28 許可指定が無効 895ページの表 23

2D トランザクション終了が無効 895ページの表 24

2E 接続名が無効 896ページの表 25

34 カーソル名が無効 896ページの表 26

36 カーソル感度例外 896ページの表 27

38 外部関数例外 896ページの表 28

39 外部関数呼び出し例外 898ページの表 29

3B SAVEPOINT が無効 898ページの表 30

40 トランザクションのロールバック 898ページの表 31

42 構文エラーまたはアクセス規則違反 899ページの表 32

44 WITH CHECK OPTION 違反 913ページの表 33

45 未処理のユーザー定義例外 913ページの表 34

46 Java DDL 914ページの表 35
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表 1. SQLSTATE クラス・コード (続き)

クラス・コ
ード

意味 サブコードについては、以下を参
照してください。

51 アプリケーション状態が無効 914ページの表 36

53 無効なオペランドまたは矛盾する指定 915ページの表 37

54 SQL または製品の限界を超過 915ページの表 38

55 オブジェクトが前提条件の状態にない 917ページの表 39

56 その他の SQL または製品エラー 919ページの表 40

57 リソースを使用できない、またはオペレータ
ー介入

921ページの表 41

58 システム・エラー 922ページの表 42

5U ユーティリティー 923ページの表 43

クラス・コード 00 無条件正常終了

表 2. クラス・コード 00: 無条件正常終了

SQLSTATE

値
意味

00000 操作は正常に実行されました。警告または例外条件は発生していません。

クラス・コード 01 警告

表 3. クラス・コード 01: 警告

SQLSTATE

値
意味

01002 DISCONNECT エラーが発生しました。

01003 NULL 値が、列関数の引数から除去されました。

01004 ストリングの値をそれより短いストリング・データに代入する際に、切り捨て
られました。

01005 SQLDA の項目数が不足しています。

01007 特権が付与されていません。

0100C 1 つ以上の adhoc の結果セットが、プロシージャーから返されました。

0100D クローズしていたカーソルが、チェーン内の次の結果セットで再度オープンし
ました。

0100E プロシージャーは結果セットを、最大許容数を超えて生成しました。最初の整
数結果セットのみが呼び出し元に戻されました。

01503 結果列の数が、指定されたホスト変数の数よりも大きくなっています。

01504 UPDATE または DELETE ステートメントに、WHERE 節がありません。

01506 算術演算の結果である無効な日付を訂正するため、DATE または
TIMESTAMP の値が調整されました。

01509 ユーザーの仮想計算機に十分なストレージがないため、カーソルについてはブ
ロッキングが取り消されました。

01515 列の非 null 値がホスト変数の範囲外にあるため、 null 値がホスト変数に割り
当てられました。

01516 不適当な WITH GRANT OPTION が無視されました。
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表 3. クラス・コード 01: 警告 (続き)

SQLSTATE

値
意味

01517 変換できない文字を、置換文字で置き換えました。

01519 数値が範囲外であるため、null 値が変数に割り当てられました。

01524 列関数の結果には、算術式を評価することで発生した null 値は含まれませ
ん。

01526 分離レベルがエスカレートされました。

01527 SET ステートメントが AS に存在しない特殊レジスターを参照しています。

01539 接続は成功しましたが、SBCS 文字のみが使用できます。

01543 重複した制約が無視されました。

01545 修飾されていない列名が、相関参照として解釈されました。

01550 指定された記述を持つオブジェクトが既に存在しているため、オブジェクトが
作成されませんでした。

01560 冗長 GRANT は無視されます。

01562 データベース構成ファイル内のログへの新たなパス (newlogpath) が無効です。

01563 ログ・ファイルへの現在のパス (logpath) が無効です。ログ・ファイル・パス
はデフォルトにリセットされました。

01564 ゼロで割り算を行ったため、null 値がホスト変数に割り当てられました。

01565 照会で検出された値 sNaN は、その照会の処理が再開される前に値 NaN に置
き換えられました。

01586 ステートメントにより 1 つ以上の表が自動的に SET INTEGRITY ペンディン
グ状態になりました。

01589 ステートメントに余分な指定があります。

01592 SOURCE 関数を参照する CREATE FUNCTION ステートメントが、以下のい
ずれかの状態になっています。

v 入力パラメーターの長さ、精度、または位取りが、対応するソース関数のそ
れよりも大きい。

v RETURNS または CAST FROM パラメーターの長さ、精度、または位取り
が、ソース関数のそれよりも小さい。

v CREATE FUNCTION ステートメントの CAST FROM パラメーターの長
さ、精度、または位取りが、RETURNS パラメーターのそれよりも大きい。

ランタイムに切り捨てが実行される可能性があります (また、ランタイムにエ
ラーが発生する可能性があります)。

01594 ALL 情報のための SQLDA の項目数が不足しています (明確に区別された名
前を返すために十分な記述子がありません)。

01595 ビューが、既存の無効にされたビューと置き換えられました。

01596 長ストリング・データ・タイプに基づいた特殊タイプに対して、比較関数が作
成されませんでした。

01598 イベント・モニターまたは使用量リストの状態を、その現行の状態に設定しよ
うとしました。

01599 BIND オプションが REBIND で無視されました。

01602 最適化処理中に制限が検出されたため、最適化処理の結果が次善のものになる
可能性があります。
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表 3. クラス・コード 01: 警告 (続き)

SQLSTATE

値
意味

01603 CHECK DATA 処理で制約違反が見つかり、それらは例外表に移動されまし
た。

01604 SQL ステートメントが解釈されましたが、実行されませんでした。

01605 再帰共通表式に無限ループが入っている可能性があります。

01606 ノードまたはシステム・データベース・ディレクトリーが空です。

01607 読み取り専用トランザクションにおける各メンバーの時間の差が、定義された
しきい値を超えています。

01608 サポートされない値が置換されました。

01609 プロシージャーは結果セットを、最大許容数を超えて生成しました。最初の整
数結果セットのみが呼び出し元に戻されました。

01610 1 つ以上の ad hoc の結果セットが、プロシージャーから返されました。

01611 クローズしていたカーソルが、チェーン内の次の結果セットで再度オープンし
ました。

01614 ロケーターの数が結果セットの数を下回っています。

01616 見積もり CPU コストがリソースの限度を超過しています。

01618 データベース・パーティション・グループを再配分することにより、データベ
ース・パーティショニングを変更する必要があります。

01620 UNION ALL の基本表の一部は、同一の表です。

01621 検索した LOB の値は変更されています。

01622 ステートメントは正常に完了しましたが、その完了後にシステム・エラーが発
生しました。

01623 DEGREE の値は無視されます。

01625 スキーマ名が CURRENT PATH ステートメントに複数回出現します。

01626 データベースにアクティブ・バッファー・プールは 1 つだけです。

01627 表が調整ペンディングまたは調整不能状態のため、 DATALINK 値は無効であ
る可能性があります。

01632 同時接続の数が製品のライセンスに規定された数を超えました。

01633 マテリアライズ照会表は、照会の処理を最適化するために使用することはでき
ません。

01636 非増分データの整合性は、データベース・マネージャーによる確認がされない
ままになっています。

01637 デバッグは使用できません。

01639 フェデレーテッド・オブジェクトでは、呼び出し側がデータ・ソース・オブジ
ェクトに対して必要な特権を持っていることが必要です。

01641 データ・リンク・タイプ属性が、構造化タイプの使用を制限しています。

01642 列の長さは、許可されている USER デフォルト値の最大長のために十分では
ありません。

01643 SQL ルーチンで SQLSTATE または SQLCODE 変数への割り当てが上書きさ
れたと思われるため、ハンドラーをアクティブ化しません。

01645 SQL プロシージャーの実行可能プログラムはデータベース・カタログに保管さ
れません。
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表 3. クラス・コード 01: 警告 (続き)

SQLSTATE

値
意味

01648 VALUE COMPRESSION がこの表に対して非アクティブになっているため、
COMPRESS 列属性は無視されました。

01649 バッファー・プール操作は完了しましたが、データベースの次回再始動時まで
は有効になりません。

01650 索引と表の統計が矛盾しています。

01651 イベント・モニターは正常に活動化されましたが、一部のモニター情報が失わ
れている可能性があります。

01652 ステートメント・コンテキストにより、分離節は無視されます。

01653 許可は ユーザーに対して付与されました。 グループは、許可名が 8 バイト
より長いために認識されませんでした。

01654 バッファー・プールが開始されていません。

01655 イベント・モニターが正常に作成されましたが、少なくとも 1 つのイベン
ト・モニター・ターゲット表がすでに存在しています。

01657 メモリー不足のため、バッファー・プール操作は、次回データベースの始動ま
で有効になりません。

01665 列名またはラベルは切り捨てられました。

01667 照会の処理の最適化にビューを使用することはできません。

01669 リモート・カタログとローカル・カタログのスキーマに矛盾があるため、指定
したニックネームの統計は完全には更新されませんでした。

01670 新しい表のデフォルト PRIMARY 表スペースは存在しません。

01671 キャッシュに入っているステートメントの環境は、現在の環境とは違うもので
す。現在の環境を使用して、指定されたステートメントを最適化しなおしま
す。

01674 表スペース属性が照会パフォーマンスに最適ではありません。

01675 必要以上の表スペースが指定されました。余分な表スペースは無視されます。

01676 許可 ID はすでにデータベース・オブジェクトの所有者であるため、転送操作
は無視されました。

01677 プラグインがすでに定義されているサーバーについては、ラッパー・オプショ
ンが無視されました。

01678 ユーザー・マッピングへの変更はフェデレーテッド・カタログ表だけに適用さ
れ、外部ユーザー・マッピング・リポジトリーには適用されません。

01679 指定された許可 ID には、トラステッド接続を確立できません。

01682 トラステッド・コンテキストは、ステートメントで指定された一部の (すべて
ではない) 許可 ID で使用できなくなっています。

01684 指定されたロケールはサポートされていません。メッセージは、英語ロケール
で戻されました。

01686 表スペースを REGULAR から LARGE に変換中です。この表スペース内の表
の索引を再編成または再ビルドして、ラージ RID をサポートする必要があり
ます。

01689 データ・ソースに接続せずに SQL コンパイルが完了しました。

0168A データ・ソースにあるソース・プロシージャーのパッケージ本体が見つからな
かったか、無効です。
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表 3. クラス・コード 01: 警告 (続き)

SQLSTATE

値
意味

0168B 操作が部分的に成功し、部分的に失敗しました。詳しくは GET

DIAGNOSTICS を使用してください。

0168C 10 進浮動小数点演算により、不正確な結果が生成されました。

0168D 10 進浮動小数点演算は無効でした。

0168E 10 進浮動小数点演算により、オーバーフローまたはアンダーフローが発生し
ました。

0168F 10 進浮動小数点演算により、ゼロによる除算が発生しました。

0168H 製品は評価モードで実行されています。有効なライセンス・キーがインストー
ルされていません。

0168M データベース構成パラメーター DECFLT_ROUNDING を変更すると、予期し
ない結果が生じる可能性があります。

0168O フェデレーテッド・サーバーは、データ・ソースから不明な警告を受け取りま
した。

0168Q ラッパーは、リストされている現在のデータ・ソース・サーバー・バージョン
をサポートしています。それ以後のバージョンでラッパーを使用すると、エラ
ーが発生するか、または予期しない結果が生じるおそれがあります。

0168S タスクは除去されませんでした。

0168T WITH ROW CHANGE COLUMNS ALWAYS DISTINCT が指定されました
が、データベース・マネージャーは、固有の行変更列を返すことができませ
ん。

0168V RUNSTATS に対して SYSTEM SAMPLING が指定されましたが、これは、指
定された統計ビューにはサポートされません。代わりに BERNOLLI

SAMPLING が実行されました。

0168Y 新しく定義されたオブジェクトは無効とマーク付けされます。その理由は、そ
こで参照されているオブジェクトが未定義または無効であるため、または定義
者にアクセス権がないためです。

01690 再平衡化の操作でデータを移動する必要がありませんでした。またはデータを
移動中ですが、すべてのストライプ・セットで各ストレージ・パスにコンテナ
ーが存在するわけではありません。

01691 ストレージ・パスはドロップされませんでした。1 つ以上の自動ストレージ表
スペースがパスに存在するため、ドロップ・ペンディング状態です。

01695 データ変更操作の一部として、期間の値が調整されました。

01696 スキーマ内の 1 つ以上の表の属性が、スキーマ自体の属性と異なります。

01697 テキストなし

01698 マテリアライズ照会表の基礎となる表の許可またはマスクが変更された結果、
マテリアライズ照会表の許可またはマスクを変更しなければならない可能性が
あります。

01H51 MQSeries Application Messaging Interface メッセージが切り捨てられました。

01H52 ルーチンの実行は完了しましたが、実行中に少なくとも 1 つのエラーまたは
警告が検出されました。詳細情報が入手可能です。

01H53 ルーチンで警告が発生しました。詳細については、SQLCODE を参照してくだ
さい。
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表 3. クラス・コード 01: 警告 (続き)

SQLSTATE

値
意味

01H54 プロシージャーは正常に戻りましたが、パラメーターの形式または内容のエラ
ーが検出されました。パラメーター値のエラーに関する情報は、出力パラメー
ターとして戻されます。

01H55 プロシージャーは正常に戻りましたが、内部処理エラーが検出されました。内
部エラー状態に関する情報は、出力パラメーターとして戻されます。

01H56 プロシージャーは正常に戻りましたが、指定より高いバージョンのパラメータ
ーをサポートします。

01H57 プロシージャーは、指定されたロケールではなく別のロケールに出力を戻しま
した。

01HN0 有効なワークロードが無効なサービス・クラスと関連付けられています。

01HN1 優先順位設定がデフォルトのシステム・サービス・クラス
SYSDEFAULTSYSTEMCLASS の優先順位設定より上位のサービス・クラスに
割り当てられました。これは、パフォーマンスに悪影響を及ぼすおそれがあり
ます。

01HN2 セクション実行時統計の収集が有効にされたため、自動統計収集が無効にされ
ました。

01HXX 有効な警告 SQLSTATE が、ユーザー定義関数、外部プロシージャー CALL、
またはコマンド呼び出しによって返されました。

クラス・コード 02 データなし

表 4. クラス・コード 02: データなし

SQLSTATE

値
意味

02000 以下のいずれかの例外が発生しました。

v SELECT INTO ステートメントの結果、または INSERT ステートメントの
副選択の結果が、データのない表になった。

v 探索型の UPDATE または DELETE ステートメントで指定された行の数が
ゼロになった。

v FETCH ステートメントで参照されたカーソルの位置が、結果表の最終行の
後になった。

02501 カーソル位置が現在行の FETCH に対して無効です。

02502 削除ホールまたは更新ホールが検出されました。

02506 RETURN DATA UNTIL 節に指定されているとおり、エラーが検出されて許容
されました。

クラス・コード 07 動的 SQL エラー

表 5. クラス・コード 07: 動的 SQL エラー

SQLSTATE

値
意味

07001 ホスト変数の数がパラメーター・マーカーの数として正しくありません。

07002 呼び出しパラメーター・リストまたは制御ブロックが無効です。
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表 5. クラス・コード 07: 動的 SQL エラー (続き)

SQLSTATE

値
意味

07003 EXECUTE ステートメントで識別されたステートメントが、選択ステートメン
トであるか、または準備された状態にありません。

07004 動的パラメーターに USING 節または INTO 節が必要です。

07005 カーソルのステートメント名が、カーソルと関連付けられない準備されたステ
ートメントを識別しました。

07006 データ・タイプが適切でないため、入力ホスト変数を使用できません。

クラス・コード 08 接続例外

表 6. クラス・コード 08: 接続例外

SQLSTATE

値
意味

08001 アプリケーション・サーバーまたは他のサーバーに対して接続を確立できませ
んでした。

08002 接続がすでに存在します。

08003 接続が存在しません。

08004 アプリケーション・サーバーが、接続の確立を拒否しました。

08007 不明なトランザクション解像度です。

08502 トランザクション・マネージャーが使用できないため、 TWOPHASE の
SYNCPOINT を使用して実行中のアプリケーション処理によって発行された
CONNECT ステートメントが失敗しました。

08504 指定されたパスの名前変更構成ファイルの処理中に、エラーが検出されまし
た。

08505 連続可用性環境の初期化に失敗しました。

08506 接続は失敗しましたが、再確立されました。

08507 リリース・レベルが一致しないために、サーバーへの接続の再確立に失敗しま
した。

08508 リモート・ホストが見つかりませんでした。

クラス・コード 09 トリガー・アクション

表 7. クラス・コード 09: トリガー・アクション

SQLSTATE

値
意味

09000 トリガー SQL ステートメントが失敗しました。

クラス・コード 0A サポートされていない機能

表 8. クラス・コード 0A: サポートされていない機能

SQLSTATE

値
意味

0A001 処理が接続可能状態にないため、CONNECT ステートメントは無効です。
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表 8. クラス・コード 0A: サポートされていない機能 (続き)

SQLSTATE

値
意味

0A502 このデータベース・インスタンスではアクションまたは操作ができません。

0A503 データの不整合の可能性があるため、フェデレーテッド挿入、更新、または削
除操作はコンパイルできません。

クラス・コード 0D ターゲット・タイプ指定が無効

表 9. クラス・コード 0D: ターゲット・タイプ指定が無効

SQLSTATE

値
意味

0D000 ターゲット構造化データ・タイプ指定は、ソース構造化データ・タイプの正し
いサブタイプです。

クラス・コード 0E ターゲット・タイプ指定が無効

表 10. クラス・コード 0E: スキーマ名リスト指定が無効

SQLSTATE

値
意味

0E000 パス名リストが無効です。

クラス・コード 0F 無効なトークン

表 11. クラス・コード 0F: 無効なトークン

SQLSTATE

値
意味

0F001 LOB トークン変数は、現在何も値を表していません。

クラス・コード 0K RESIGNAL ステートメントが無効

表 12. クラス・コード 0K: RESIGNAL ステートメントが無効

SQLSTATE

値
意味

0K000 RESIGNAL ステートメントがハンドラー内にありません。

クラス・コード 0N SQL/XML マッピング・エラー

表 13. クラス・コード 0N: SQL/XML マッピング・エラー

SQLSTATE

値
意味

0N002 文字を有効な XML 文字にマップできません。
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クラス・コード 10 XQuery エラー

表 14. クラス・コード 10: XQuery エラー

SQLSTATE

値
意味

10000 XQuery エラー。

10501 XQuery 式で、静的または動的コンテキスト・コンポーネントの割り当てが欠
落しています。

10502 XQuery 式のプロローグでエラーが検出されました。

10503 XQuery または XPath 式に重複する名前が定義されました。

10504 XQuery ネーム・スペース宣言で無効な URI が指定されました。

10505 XQuery 式で文字、トークン、または節が欠落しているか無効です。

10506 XQuery 式は定義されていない名前を参照しています。

10507 XPath または XQuery 式を処理中に入力エラーが検出されました。

10508 XQuery 式に無効な名前式または内容式が含まれています。

10509 サポートされていない XQuery 言語機能が指定されています。

10510 キャスト式のオペランドとして、または constructor 関数の引数としてストリ
ング・リテラルが指定されていません。

10601 XQuery 関数または演算子を処理中に、算術計算エラーが検出されました。

10602 XQuery 関数または演算子を処理中に、キャスト・エラーが検出されました。

10603 XQuery 関数または演算子を処理中に、文字処理エラーが検出されました。

10604 XQuery 関数の処理に文書コンテキストが提供されませんでした。

10605 XQuery 関数または演算子を処理中に、日時エラーが検出されました。

10606 XQuery 関数または演算子を処理するためのコンテキスト項目がありません。

10607 XQuery 関数または演算子を処理中に、ネーム・スペース・エラーが検出され
ました。

10608 XQuery 関数または演算子の引数でエラーが検出されました。

10609 XQuery 関数または演算子を処理中に、正規表現エラーが検出されました。

10610 XQuery 関数または演算子を処理中に、タイプ・エラーが検出されました。

10611 XQuery 関数または演算子を処理中に、原因不明のエラーが検出されました。

10701 XQuery 更新式は、トランスフォーム式の変更節の外部で使用されます。

10702 トランスフォーム式の変更節にある XQuery 式は、更新式または空のシーケン
ス式ではありません。

10703 XQuery 基本更新式のターゲット・ノードが無効です。

10704 XQuery トランスフォーム式に、非互換の基本更新式が含まれます。

10705 XQuery トランスフォーム式のコピー節に、単一の XML ノードではない割り
当て値が含まれています。

10706 XQuery 置換式の置換シーケンスに無効なノードが含まれています。

10707 XQuery トランスフォーム式の結果が、XQuery および XPath データ・モデル
の有効なインスタンスではありません。

10708 XQuery 更新式は、別の更新式またはエレメント・ノードの範囲内ネーム・ス
ペースと競合する、新しいネーム・スペース・バインディングを導入します。

10709 空ではない接頭部を持つ QName が指定された処理命令ノードの名前変更。

10901 XQuery 式の QName の長さが製品の制限を超えています。

890 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



表 14. クラス・コード 10: XQuery エラー (続き)

SQLSTATE

値
意味

10902 XQuery 原子値が DB2 XQuery 演算子または関数の長さ制限を超えています。

10903 一致する XQuery ノードの数が内部制限を超えました。

クラス・コード 20 CASE ステートメントにケースが見つからない

表 15. クラス・コード 20: CASE ステートメントにケースが見つからない

SQLSTATE

値
意味

20000 CASE ステートメント用のケースが見つかりませんでした。

クラス・コード 21 カーディナリティー違反

表 16. クラス・コード 21: カーディナリティー違反

SQLSTATE

値
意味

21000 SELECT INTO の結果が複数行の結果表になったか、または基本述部の副照会
の結果が複数の値になっています。

21501 自己参照表への複数行の INSERT は無効です。

21502 主キーの複数行 UPDATE は無効です。

21504 RESTRICT または SET NULL の削除規則を持つ自己参照表からの複数行
DELETE は無効です。

21505 行関数は 1 行のみを戻さなければなりません。

21506 表の同じ行を、更新、削除または挿入操作のうち、複数のターゲットにするこ
とはできません。

21507 管理タスクに指定された SQL ステートメントの結果は、行が複数になるか、
あるいは列の数が誤ったものになります。

クラス・コード 22 データ例外

表 17. クラス・コード 22: データ例外

SQLSTATE

値
意味

22001 文字データの右側が切り捨てられました。例えば、更新または挿入の値が、列
には長すぎるストリングである、またはホスト変数が小さすぎるため、日時の
値をそのホスト変数に割り当てられない、などが考えられます。

22002 値が NULL、または標識パラメーターがないことが見つかりました。例えば、
標識変数が指定されていないため、 NULL 値がホスト変数に割り当てられな
い、などが考えられます。

22003 数値が範囲を超えています。

22004 PARAMETER STYLE GENERAL と定義されているプロシージャーから、また
は NULL ではない引数で呼び出されているタイプ保護メソッドから NULL 値
を返すことはできません。
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表 17. クラス・コード 22: データ例外 (続き)

SQLSTATE

値
意味

22007 無効な日時フォーマットが検出されました。つまり、無効なストリング表現ま
たは値が指定されました。

22008 日時フィールドにオーバーフローが発生しました。例えば、日付またはタイ
ム・スタンプの算術演算の結果が、有効な日付の範囲内にないことが考えられ
ます。

2200G 最も特定のタイプが一致しません。

2200L XML 値が、単一のルート・エレメントを持つ整形式文書になっていません。

2200M 値を整形式 XML 文書として構文解析すること、または XML スキーマに従
って妥当性検査することに失敗しました。

2200S XML コメントは無効です。

2200T XML 処理命令は無効です。

2200W XML 値にはシリアライズできないデータが含まれています。

22011 サブストリング・エラーが発生しました。例えば、SUBSTR の引数が範囲内に
ないことが考えられます。

22012 0 による除算は無効です。

22018 CAST 指定またはキャスト・スカラー関数の文字値が無効です。

22019 LIKE 述部に無効なエスケープ文字があります。

2201W FETCH FIRST 節または LIMIT 節の行数が無効です。

2201X 結果の OFFSET 節の行数が無効です。

22021 文字がコード化文字セットにありません。

22024 NUL で終了する入力ホスト変数またはパラメーターに、NUL がありません。

22025 LIKE 述部ストリング・パターンに、無効なエスケープ文字のオカレンスがあ
ります。

2202D NULL インスタンスは mutator メソッドで使用されます。

2202E 配列エレメントのエラーです。

2202F 配列データの右側が切り捨てられました。

2202H TABLESAMPLE 節のサンプルのサイズは無効です。

22501 可変長ストリングの長さコントロール・フィールドが、負の値になっている
か、または最大値を超えています。

22504 混合データの値が無効です。

22506 TOD クロックが誤動作しているか、またはオペレーティング・システムの
timezone パラメーターが範囲外であるため、日時特殊レジスターに対する参照
が無効です。

22522 CCSID の値が、完全に無効であるか、データ・タイプまたはサブタイプに対
して無効であるか、またはエンコード・スキーマに対して無効です。

22524 文字変換の結果、切り捨てになりました。

22525 データ・パーティション・キー値が無効です。

22526 キー・トランスフォーム関数が行を生成しなかったか、または重複する行を生
成しました。

22527 複数行の挿入で無効な入力データが検出されました。

22531 組み込みまたはシステム提供ルーチンの引数によってエラーが発生しました。
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表 17. クラス・コード 22: データ例外 (続き)

SQLSTATE

値
意味

22532 XSROBJECT が XML スキーマ・リポジトリー内で見つかりません。

22533 ユニークな XSROBJECT が XML スキーマ・リポジトリー内で見つかりませ
んでした。

22534 XML スキーマ文書が、include または redefine を使用して他の XML スキー
マ文書に接続していません。

22535 XML スキーマは指定されたグローバル・エレメントを宣言していません。

22536 XML 値には、必要なルート・エレメントが含まれていません。

22538 XML スキーマ更新は、既存の XML スキーマと互換性がありません。

22541 バイナリー XML 値に認識されないデータが含まれています。

225D1 指定された XML スキーマに対して分解は有効ではありません。

225D2 XML 文書の分解中に、SQL エラーが発生しました。

225D3 XML 文書の分解により、XML スキーマ・タイプにとって無効な値が検出さ
れました。

225D4 XML 文書の分解により、ターゲット SQL タイプにとって無効な値が検出さ
れました。

225D5 XML 文書の分解により、コンテキスト内で不明または無効な XML ノードが
検出されました。

225D6 指定された XML スキーマで分解をサポートするには、現行バージョンにマイ
グレーションする必要があります。

225D7 XML 文書の分解により、XML スキーマ内でグローバル・エレメント
complexType ではないルート・エレメントが検出されました。

225DE XML スキーマについて分解を有効にすることはできません。

225X0 XSLT プロセッサーはエラーを戻しました。

クラス・コード 23 制約違反

表 18. クラス・コード 23: 制約違反

SQLSTATE

値
意味

23001 親キーの更新または削除が、 RESTRICT 更新または削除の規則によって妨げ
られています。

23502 挿入または更新の値が NULL ですが、列に NULL 値を入れることはできませ
ん。

23503 外部キーの挿入または更新の値が無効です。

23504 親キーの更新または削除が、 NO ACTION 更新または削除の規則によって妨
げられています。

23505 ユニーク索引またはユニーク制約で定められている制約に対する違反が発生し
ました。

23510 RLST 表によるコマンド使用時の制約違反が発生しました。

23511 チェック制約が削除を制限しているため、親行を削除できません。

23512 表に制約定義を満たしていない行があるため、チェック制約を追加できませ
ん。
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表 18. クラス・コード 23: 制約違反 (続き)

SQLSTATE

値
意味

23513 INSERT または UPDATE の結果の行が、チェック制約定義に合いません。

23514 データ・チェック処理が制約違反を見つけました。

23515 表にある指定されたキーの値が重複しているため、ユニーク索引を作成できな
いか、またはユニーク制約を追加できませんでした。

23520 外部キーの値が、親表の親キーとすべて等しくないため、外部キーを定義でき
ません。

23521 カタログ表の更新が、内部制約に違反します。

23522 ID 列またはシーケンスの値の範囲を使い果たしました。

23523 セキュリティー・ラベル列に無効な値が指定されています。

23524 UNION ALL ビュー内の無効な行移動

23525 XML 列での索引の挿入または更新中にエラーが検出されたため、XML 値を
挿入または更新できませんでした。

23526 索引への XML 値の挿入中にエラーが検出されたため、XML 列の索引を作成
することができませんでした。

クラス・コード 24 無効なカーソル状態

表 19. クラス・コード 24: 無効なカーソル状態

SQLSTATE

値
意味

24501 識別されたカーソルがオープンしていません。

24502 OPEN ステートメントで識別されたカーソルが、すでにオープンしています。

24504 UPDATE、DELETE、SET、または GET ステートメントで識別されたカーソ
ルが、行に位置付けられていません。

24506 PREPARE で識別されたステートメントは、オープン・カーソルのステートメ
ントです。

24510 UPDATE または DELETE 操作が削除ホールまたは更新ホールに対して試行さ
れました。

24512 結果表が基本表と一致しません。

24513 カーソル位置が不明のため、FETCH NEXT、PRIOR、CURRENT、または
RELATIVE は許可されません。

24514 以前のエラーによって、このカーソルを使用できません。

24516 カーソルが結果セットにすでに割り当てられています。

24517 カーソルが、外部関数またはメソッドによりオープンされたままになっていま
す。

24525 カーソル上での OPEN または FETCH によって、同一カーソル上で別の再帰
的な操作が試行されました。
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クラス・コード 25 無効なトランザクション状態

表 20. クラス・コード 25: 無効なトランザクション状態

SQLSTATE

値
意味

25000 挿入、更新、または削除操作またはプロシージャー呼び出しは、それらが指定
されたコンテキストでは無効です。

25001 ステートメントは、作業単位の最初のステートメントとしてのみ許可されま
す。

25501 ステートメントは、作業単位の最初のステートメントとしてのみ許可されま
す。

25502 単一トランザクションでは操作を複数回行えません。

クラス・コード 26 無効な SQL ステートメント ID

表 21. クラス・コード 26: 無効な SQL ステートメント ID

SQLSTATE

値
意味

26501 識別されたステートメントが存在しません。

クラス・コード 27 トリガー・データ変更違反

表 22. クラス・コード 27 トリガー・データ変更違反

SQLSTATE

値
意味

27000 同じ SQL ステートメントで、同じ表の同じ行に対する変更が複数回試行され
ました。

クラス・コード 28 無効な許可指定

表 23. クラス・コード 28: 無効な許可指定

SQLSTATE

値
意味

28000 許可名が無効です。

クラス・コード 2D 無効なトランザクション終了

表 24. クラス・コード 2D: 無効なトランザクション終了

SQLSTATE

値
意味

2D521 SQL COMMIT または ROLLBACK が、現在の操作環境では無効です。

2D522 COMMIT と ROLLBACK は、ATOMIC コンパウンド・ステートメントでは
許可されません。

2D528 動的 COMMIT が、アプリケーション実行環境では無効です。

2D529 動的 ROLLBACK が、アプリケーション実行環境では無効です。
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クラス・コード 2E 無効な接続

表 25. クラス・コード 2E: 無効な接続名

SQLSTATE

値
意味

2E000 接続名が無効です。

クラス・コード 34 無効なカーソル名

表 26. クラス・コード 34: 無効なカーソル名

SQLSTATE

値
意味

34000 カーソル名が無効です。

クラス・コード 36 無効なカーソル指定

表 27. クラス・コード 36: 無効なカーソル指定

SQLSTATE

値
意味

36001 SENSITIVE カーソルは、指定した選択ステートメントには定義できません。

クラス・コード 38 外部関数例外

表 28. クラス・コード 38: 外部関数例外

SQLSTATE

値
意味

38XXX 外部ルーチンまたはトリガーにより、有効なエラー SQLSTATE が戻されまし
た。

38001 外部ルーチンは、SQL ステートメントの実行を許可されません。

38002 ルーチンがデータを変更しようとしましたが、このルーチンは MODIFIES

SQL DATA (SQL データの変更) として定義されていません。

38003 ステートメントはルーチンでは許可されていません。

38004 ルーチンがデータの読み取りを試みましたが、このルーチンは READS SQL

DATA (SQL データの読み取り) として定義されていませんでした。

38501 ユーザー定義の関数、外部プロシージャー、またはトリガー (SIMPLE CALL

または SIMPLE CALL WITH NULLS の呼び出し規約を使用) の呼び出し中に
エラーが発生しました。

38502 外部関数は、SQL ステートメントの実行を許可されていません。

38503 ユーザー定義関数が異常終了しました (ABEND)。

38504 予想されるループ状態を停止するために、ユーザーによってユーザー定義関数
が中断されました。

38505 SQL ステートメントは、FINAL CALL のルーチンでは許可されません。

38506 OLE DB プロバイダーからのエラーのため、関数が失敗しました。

896 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



表 28. クラス・コード 38: 外部関数例外 (続き)

SQLSTATE

値
意味

38552 SYSFUN スキーマの関数 (IBM 提供) が異常終了しました。

メッセージ・テキストで次の理由コードの 1 つを検出することができます。

01 数値が範囲外

02 ゼロによる除算

03 算術オーバーフローまたはアンダーフロー

04 無効な日付形式

05 無効な時刻フォーマット

06 無効なタイム・スタンプ・フォーマット

07 タイム・スタンプ期間の無効な文字表示

08 無効なインターバル・タイプ (1、2、4、8、16、32、64、128、256 の
いずれかでなければならない。)

09 ストリングが長すぎる

10 ストリング関数の長さまたは位置が範囲外になっている

11 浮動小数点数では無効な文字表示である

38553 システム・スキーマ内のルーチンがエラーにより終了しました。

38554 プロシージャーは、パラメーターのサポートされないバージョン番号を検出し
ました。

38H01 MQSeries 関数が初期化に失敗しました。

38H02 MQSeries Application Messaging Interface がセッションを終了できませんでし
た。

38H03 MQSeries Application Messaging Interface がメッセージを正常に処理できませ
んでした。

38H04 MQSeries Application Messaging Interface がメッセージを送信できませんでし
た。

38H05 MQSeries Application Messaging Interface がメッセージの読み取りまたは受信
に失敗しました。

38H06 MQSeries Application Messaging Interface サブスクリプション (サブスクリプ
ション解除) 要求が失敗しました。

38H07 MQSeries Application Messageing Inteface が作業単位のコミットに失敗しまし
た。

38H08 MQSeries Application Messaging Interface のポリシー・エラー。

38H09 MQSeries XA (2 フェーズ・コミット) API 呼び出しエラー。

38H0A MQSeries Application Messaging Interface が作業単位をロールバックできませ
んでした。

38H10 テキスト検索処理中にエラーが発生しました。

38H11 テキスト検索サポートを使用できません。

38H12 テキスト検索索引が列に存在しないため、列でテキスト検索を使用できませ
ん。
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表 28. クラス・コード 38: 外部関数例外 (続き)

SQLSTATE

値
意味

38H13 同じテキスト検索索引で、矛盾する検索サーバー管理プロシージャーまたはコ
マンドが実行されています。

38H14 検索サーバー管理プロシージャーまたはコマンド・エラー。

クラス・コード 39 外部関数呼び出し例外

表 29. クラス・コード 39: 外部関数呼び出し例外

SQLSTATE

値
意味

39001 ユーザー定義関数が無効な SQLSTATE を返しました。

39004 IN または INOUT 引数では NULL 値は許可されません。

39501 引数に関連する目印が修正されました。

クラス・コード 3B SAVEPOINT が無効

表 30. クラス・コード 3B: SAVEPOINT が無効

SQLSTATE

値
意味

3B001 セーブポイントが無効です。

3B002 セーブポイントが最大数に達しました。

3B501 重複するセーブポイント名が検出されました。

3B502 RELEASE または ROLLBACK TO SAVEPOINT が指定されましたが、セーブ
ポイントは存在しません。

3B503 SAVEPOINT、RELEASE SAVEPOINT、または ROLLBACK TO SAVEPOINT

は、トリガーまたはグローバル・トランザクションでは許可されていません。

クラス・コード 40 トランザクション・ロールバック

表 31. クラス・コード 40: トランザクション・ロールバック

SQLSTATE

値
意味

40001 自動ロールバックでデッドロックまたはタイムアウトが発生しました。

40003 ステートメント完了が不明です。

40504 システム・エラーのため、作業単位がロールバックされました。

40506 現在のトランザクションは、SQL エラーのためロールバックしました。

40507 現在のトランザクションは、索引を作成するのに失敗したためロールバックし
ました。
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クラス・コード 42 構文エラーまたはアクセス規則違反

表 32. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反

SQLSTATE

値
意味

42501 許可 ID に、識別されたオブジェクトに対して指定された操作を実行する権限
がありません。

42502 許可 ID に、指定された操作を実行する権限がありません。

42504 指定された許可名から、指定された特権、セキュリティー・ラベル、免除、ま
たは役割を取り消すことができません。

42506 所有者の許可が失敗しました。

42508 指定されたデータベース特権は、PUBLIC (共有) には与えられません。

42509 SQL ステートメントは DYNAMICRULES オプションのため許可されません。

42511 DATALINK 値を検索できません。

42512 許可 ID には、保護された列へのアクセス権がありません。

42514 許可 ID には、オブジェクトの所有権に必要な特権が与えられていません。

42516 ユーザー・マッピング・リポジトリーでの認証が失敗しました。

42517 指定された許可 ID はトラステッド・コンテキストの使用を許可されていませ
ん。

42519 この許可 ID は、保護表に対して操作を実行することは許可されていません。

42520 許可 ID にセキュリティー・ラベルがないため、組み込み関数を実行できませ
んでした。

42521 指定された許可 ID に権限または特権を付与できません。

42522 許可 ID に、列を保護したり列から保護を除去する信用証明情報がありませ
ん。

42523 指定された許可名から、指定された特権、セキュリティー・ラベル、または免
除を取り消すことができません。

42524 現行セッションのユーザーにワークロード使用権限がありません。

42601 文字、トークン、または節が、無効もしくは欠けています。

42602 名前に無効な文字が見つかりました。

42603 未終了ストリング定数が見つかりました。

42604 無効な数値またはストリング定数が見つかりました。

42605 スカラー関数に指定された引数の数が無効です。

42606 無効な 16 進定数が見つかりました。

42607 列関数のオペランドが無効です。

42608 VALUES または割り当てステートメントでの NULL または DEFAULT の使
用は無効です。

42609 演算子または述部のオペランドが、すべてパラメーター・マーカーです。

42610 パラメーター・マーカーまたは NULL 値は許可されていません。

42611 列、引数、パラメーター、またはグローバル変数の定義が無効です。

42612 ステートメント・ストリングが、示されているコンテキストでは受け入れられ
ない SQL ステートメントです。

42613 節が相互に排他的です。

42614 重複キーワードは無効です。
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表 32. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE

値
意味

42615 無効な代替が見つかりました。

42616 無効なオプションが指定されています。

42617 ステートメント・ストリングがブランクまたは空です。

42618 ホスト変数は許可されていません。

42620 読み取り専用 SCROLL が UPDATE 節で指定されました。

42621 チェック制約が無効です。

42622 名前またはラベルが長すぎます。

42623 DEFAULT 節を指定できません。

42625 CASE 式が無効です。

42627 RETURNS 節は EXPRESSION AS 節を使用して、述部を指定する前に指定す
る必要があります。

42628 複数の TO SQL または FROM SQL トランスフォーム関数が、トランスフォ
ーム定義に定義されています。

42629 SQL ルーチンにパラメーター名を指定しなければなりません。

42630 ネストされたコンパウンド・ステートメントに SQLSTATE または SQLCODE

変数宣言を指定することはできません。

42631 SQL 関数またはメソッド内の RETURN ステートメントには、戻り値が含まれ
ていなければなりません。

42633 XMLATTRIBUTES または XMLFOREST の引数には AS 節が必要です。

42634 XML 名は無効です。

42635 XML ネーム・スペース接頭部は無効です。

42636 BY REF 節が指定されていないか、または使用法が誤っています。

42637 DECLARE CURSOR ステートメント内で XQuery 式を指定することはできま
せん。

42638 難読化されたステートメントは無効です。

42701 INSERT または UPDATE 操作、あるいは SET 遷移変数ステートメントで、
重複列名が検出されました。

42702 重複する名前があるため、列の参照が未確定です。

42703 未定義の列、属性、パラメーター名、または期間が検出されました。

42704 未定義のオブジェクトまたは制約名が見つかりました。

42705 未定義のサーバー名が見つかりました。

42707 ORDER BY の列名が、結果表の列を識別していません。

42709 重複する列名がキー列リストに指定されました。

42710 重複するオブジェクトまたは制約名が見つかりました。

42711 オブジェクト定義または ALTER ステートメントの中で、列、期間、または属
性名の重複が検出されました。

42712 重複する表指定子が FROM 節で見つかりました。

42713 オブジェクトのリストで、重複オブジェクトが検出されました。

42720 リモート・データベースのノード名が、ノードのディレクトリーに見つかりま
せんでした。
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表 32. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE

値
意味

42723 同じシグニチャーを持つルーチンが、それが定義されているスキーマ、モジュ
ール、または複合ブロックに既に存在します。

42724 ユーザー定義関数またはプロシージャーに使用される外部プログラムにアクセ
スできません。

42725 ルーチンが、(シグニチャーまたは特定のインスタンス名を使わずに) 直接参照
されましたが、そのルーチンの特定インスタンスが複数存在します。

42726 名前派生表に重複する名前が見つかりました。

42727 新しい表に、デフォルト 1 次表スペースがありません。

42728 メンバーの番号またはデータベース・パーティション番号のリストに、重複す
るメンバー番号またはデータベース・パーティション番号が検出されました。

42729 指定されたメンバー番号またはデータベース・パーティション番号は無効で
す。

42730 コンテナー名が、別の表スペースによって既に使用されています。

42731 コンテナー名が、この表スペースによってすでに使用されています。

42732 SET CURRENT PATH ステートメントで、重複スキーマ名が見つかりまし
た。

42734 重複するパラメーター名、SQL 変数名、カーソル名、条件名、またはラベルが
見つかりました。

42735 表スペースのためのデータベース・パーティション・グループがバッファー・
プールに定義されていません。

42736 LEAVE ステートメントに指定されているラベルが見つからないか、または無
効です。

42737 指定された条件は定義されていません。

42738 重複する列名または無名列が、FOR ステートメントの DECLARE CURSOR

ステートメントに指定されました。

42739 重複するトランスフォームが見つかりました。

42740 指定されたタイプのトランスフォームが見つかりませんでした。ドロップされ
たトランスフォームはありません。

42741 トランスフォーム・グループがデータ・タイプに定義されていません。

42742 型付き表または型付きビュー階層の中に、同じタイプの副表またはサブビュー
がすでに存在しています。

42743 索引拡張子の中に検索メソッドが見つかりません。

42744 TO SQL または FROM SQL トランスフォーム関数が、トランスフォーム・
グループに定義されていません。

42745 ルーチンが、既存のメソッドとのオーバーライド・リレーションシップを定義
しています。

42746 同じタイプ階層で、メソッドと構造化タイプを同じ名前にすることはできませ
ん。

42748 ストレージ・パスがデータベースにすでに存在するか、または 2 回以上指定
されています。

42749 XML スキーマには、ターゲット・ネーム・スペースとスキーマ・ロケーショ
ンが同じである XML スキーマ文書がすでに存在しています。
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表 32. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE

値
意味

4274A XSROBJECT が XML スキーマ・リポジトリー内で見つかりません。

4274B ユニークな XSROBJECT が XML スキーマ・リポジトリー内で見つかりませ
んでした。

4274C 指定された属性がトラステッド・コンテキストで見つかりませんでした。

4274D 指定された属性はトラステッド・コンテキストにすでに存在しています。

4274F セキュリティー・ラベル・コンポーネントにコンポーネント・エレメントが定
義されていません。

4274G セキュリティー・ラベル・コンポーネントは、指定したセキュリティー・ラベ
ルにより使用されるセキュリティー・ラベル・ポリシーで定義されていませ
ん。

4274H 指定されたアクセス規則が、指定されたセキュリティー・ポリシーに対して存
在していません。

4274I セキュリティー・ラベルが、指定されたセキュリティー・ポリシーに対して存
在していません。

4274J データベース・パーティション・グループはすでにこのバッファー・プールに
より使用されています。

4274K ルーチンを呼び出す際の名前付き引数の使用が無効です。

4274L 指定されたセクションが見つからないため、Explain 機能が失敗しました。

4274M 未定義の期間名が検出されました。

42802 挿入値または更新値の数が、列の数と同じではありません。

42803 列がグループ列ではないため SELECT または HAVING 節での列の参照が無
効であるか、または GROUP BY 節での列の参照が無効です。

42804 CASE 式の結果式に互換性がありません。

42805 ORDER BY 節の整数が、結果表の列を識別していません。

42806 データ・タイプに互換性がないため、ホスト変数に値を割り当てられません。

42807 データ変更ステートメントはこのオブジェクトに対して許可されていません。

42808 INSERT または UPDATE 操作で識別された列は更新できません。

42809 識別されたオブジェクトは、ステートメントが適用するタイプのオブジェクト
ではありません。

42810 基本表が FOREIGN KEY 節で識別されません。

42811 指定された列数が、SELECT 節の列数と同じではありません。

42813 指定されたビューには、WITH CHECK OPTION を使用できません。

42814 表内で唯一の列であるため、その列をドロップすることはできません。

42815 データ・タイプ、長さ、位取り、値、または CCSID が無効です。

42816 式の日時の値または期間が無効です。

42817 列に従属関係があるため、列をドロップできません。

42818 演算子または関数のオペランドに互換性がないか、または比較可能ではありま
せん。

42819 算術演算のオペランド、または数値を必要とする関数のオペランドが無効で
す。
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表 32. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE

値
意味

42820 数値定数が長すぎるか、またはそのデータ・タイプの範囲内にない値を持って
います。

42821 列または変数への割り当てのデータ・タイプが、このデータ・タイプと非互換
です。

42823 1 つの列しか許可されていない副照会から複数の列が返されました。

42824 LIKE のオペランドがストリングではないか、または最初のオペランドが列で
はありません。

42825 UNION、INTERSECT、EXCEPT、または VALUES の行に、互換性のある列が
ありません。

42826 UNION、INTERSECT、EXCEPT、または VALUES の行が、同じ数の列を持っ
ていません。

42827 UPDATE または DELETE で識別された表が、カーソルによって指定された表
と同じではありません。

42828 UPDATE または DELETE ステートメントのカーソルによって指定された表を
修正できないか、またはカーソルが読み取り専用です。

42829 カーソルによって指定された結果表を修正できないため、 FOR UPDATE OF

が無効です。

42830 外部キーが親キーの記述に適合しません。

42831 主キーの列、ユニーク・キーの列、ROWID 列、行変更タイム・スタンプ列、
行開始列、行終了列、またはアプリケーション期間の列では、NULL 値が許可
されません。

42832 操作がシステム・オブジェクトでは許可されていません。

42834 外部キーのいずれの列にも NULL 値を割り当てられないため、 SET NULL

は指定できません。

42835 名前派生表の間では、循環参照は指定できません。

42836 再帰的な名前派生表の指定は無効です。

42837 列の属性が現在の列属性と非互換であるため、列を変更できません。

42838 無効な表スペースの使用が見つかりました。

42839 索引と長い列は、表から独立した表スペースには入れられません。

42840 無効な AS CAST オプションの使用が見つかりました。

42841 型なし式をユーザー定義タイプまたは参照タイプにすることはできません。

42842 指定されたオプションが、列または期間の記述と矛盾するため、列、期間、ま
たはパラメーターの定義が無効です。

42845 無効な VARIANT または EXTERNAL ACTION 関数の使用が見つかりまし
た。

42846 ソース・タイプからターゲット・タイプへのキャストはサポートされません。

42849 外部ルーチンでは指定されたオプションはサポートされていません。

42852 GRANT または REVOKE で指定された権限が無効であるか、または矛盾して
います。 (例えば、ビューでの GRANT ALTER など)

42853 オプションの代替が両方とも指定されていたか、または同じオプションが複数
回指定されています。
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表 32. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE

値
意味

42854 選択リストの結果列データ・タイプは、型付きビューまたはマテリアライズ照
会表定義に定義されているタイプと非互換です。

42855 このホスト変数に対する LOB の割り当ては許可されません。このカーソルで
の、この LOB のすべてのフェッチに対するターゲット・ホスト変数は、ロケ
ーターあるいは LOB 変数である必要があります。

42858 操作を指定オブジェクトに適用させることができません。

42860 この制約は主キー、ROWID、または期間を強制しているため、この制約を除去
することはできません。

42863 REXX で未定義のホスト変数が見つかりました。

42866 CREATE FUNCTION ステートメントの中の CAST FROM 節または
RETURNS 節に入っているデータ・タイプが、ソース関数から戻されたデー
タ・タイプまたは関数内の RETURN ステートメントに適合しません。

42867 指定されたオプションが矛盾しています。

42872 FETCH ステートメント節がカーソル定義と非互換です。

42875 CREATE SCHEMA で作成するオブジェクトには、スキーマ名と同じ修飾子を
付ける必要があります。

42877 列名は修飾できません。

42878 無効な関数またはプロシージャー名が EXTERNAL キーワードで使用されまし
た。

42879 CREATE FUNCTION ステートメントの 1 つ以上の入力パラメーターのデー
タ・タイプが、ソース関数の対応するデータ・タイプに適合しません。

42880 CAST TO と CAST FROM のデータ・タイプが一致しないか、または固定ス
トリングが必ず切り捨てられる可能性があります。

42881 行ベース関数の使用が無効です。

42882 特定のインスタンス名の修飾子が、関数名の修飾子と等しくありません。

42883 一致するシグニチャーのルーチンが見つかりませんでした。

42884 指定された名前と互換性のある引数を持つルーチンが見つかりませんでした。

42885 CREATE FUNCTION ステートメントで指定した入力パラメーターの数が、
SOURCE 節で指定した関数によって与えられた数と一致しません。

42886 IN、OUT、または INOUT パラメーター属性が一致しません。

42887 コンテキストとの関係で関数が無効です。

42888 表に主キーがありません。

42889 表にはすでに主キーがあります。

42890 列リストが参照節で指定されていますが、識別された親表が、指定された列名
によるユニーク制約を持っていません。

42891 重複する UNIQUE 制約がすでに存在します。

42893 別のオブジェクトが従属しているため、オブジェクトまたは制約をドロップ、
変更、または転送できないか、または権限をオブジェクトから取り消せませ
ん。

42894 DEFAULT 値が無効です。
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表 32. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE

値
意味

42895 静的 SQL で、入力ホスト変数のデータ・タイプにプロシージャーまたはユー
ザー定義関数のパラメーターとの互換性がないため、その入力ホスト変数は使
用できません。

42898 無効な相関参照または遷移表がトリガーで検出されました。

428A0 ユーザー定義関数が基づいているソース派生関数でエラーが発生しました。

428A1 ホスト・ファイル変数によって参照されたファイルにアクセスできません。

428A2 分散キーとして使用できる列が存在しないため、複数パーティション・データ
ベース・パーティション・グループに表を作成できません。

428A3 無効なパスがイベント・モニターに指定されています。

428A4 無効な値がイベント・モニターのオプションに指定されています。

428A5 SET INTEGRITY ステートメントに指定されている例外表が、正しい構造では
ないか、あるいは生成された列、制約、またはトリガーによって定義されてい
ます。

428A6 SET INTEGRITY ステートメントに指定されている例外表は、チェック中の表
の 1 つと同じにはできません。

428A7 チェック中の表の数が、SET INTEGRITY ステートメントに指定されている例
外表の数に一致しません。

428A8 親表または基礎表が SET INTEGRITY ペンディング状態であるときに、下層
表で SET INTEGRITY ステートメントを使用して SET INTEGRITY ペンディ
ング状態をリセットすることはできません。

428A9 指定されたメンバー番号またはデータベース・パーティション番号、あるいは
指定された範囲のメンバー番号またはデータベース・パーティション番号は無
効です。

428AA 列名が、イベント・モニター表には無効な列です。

428B0 ROLLUP、CUBE、または GROUPING SETS に違法なネストがあります。

428B1 特定のデータベース・パーティション用でない表スペース・コンテナーを指定
する節がないか、複数回指定されています。

428B2 コンテナーのパス名が無効です。

428B3 無効な SQLSTATE が指定されました。

428B7 SQL ステートメントで指定された数値は、有効範囲外です。

428BO フェデレーテッド・データ・ソース用のプランを作成できません。

428C0 データベース・パーティション・グループ内の唯一のデータベース・パーティ
ションであるため、このデータベース・パーティションをドロップできませ
ん。

428C1 列のデータ・タイプまたは属性は、1 つの表につき 1 回だけ指定でき、期間
は表に対して 1 度だけ指定できます。

428C2 関数本体を調べた結果、指定された節は CREATE FUNCTION ステートメン
トで指定されていなければならないことがわかりました。

428C4 述部演算子の各サイドにあるエレメントの数が同じではありません。

428C5 データ・ソースからのデータ・タイプについて、データ・タイプのマッピング
が見つかりません。
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表 32. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE

値
意味

428C8 接続プロシージャーと同じ名前のプロシージャーに対するデータ定義操作は許
可されていません。

428C9 INSERT または UPDATE のターゲット列として ROWID、IDENTITY、ROW-

BEGIN、ROW-END、または TRANSACTION-START-ID 列を指定することは
できません。

428CA 追加モードの表にはクラスター索引を作成できません。

428CB 表スペースのページ・サイズは、それに関連するバッファー・プールのペー
ジ・サイズと一致していなければなりません。

428D1 DATALINK の値によって参照されたファイルにアクセスできません。

428D4 FOR に指定されているカーソルを OPEN、CLOSE、または FETCH ステート
メントで参照することはできません。

428D5 終了ラベルが開始ラベルに一致しません。

428D6 UNDO は NOT ATOMIC ステートメントでは許可されていません。

428D7 条件値は許可されていません。

428D8 SQLSTATE または SQLCODE 変数の宣言あるいは使用は許可されていませ
ん。

428DB スーパータイプ、スーパー表、またはスーパービューとしてのオブジェクトは
無効です。

428DC 関数またはメソッドは、このタイプのトランスフォームとして無効です。

428DD 必要なトランスフォームが定義されていません。

428DE PAGESIZE 値はサポートされていません。

428DF CREATE CAST に指定されているデータ・タイプが無効です。

428DG CREATE CAST に指定されている関数が無効です。

428DH 操作は型付き表で無効です。

428DJ 継承された列あるいは属性の、変更あるいはドロップはできません。

428DK 参照列の有効範囲はすでに定義されています。

428DL 外部あるいはソース関数のパラメーターに、定義済みの有効範囲があります。

428DM 参照タイプの有効範囲表またはビューが無効です。

428DN SCOPE が外部関数の RETURNS 節で指定されていないか、またはソース関数
の RETURNS 節で定義されているかのいずれかです。

428DP タイプは構造化タイプではありません。

428DQ 副表またはサブビューに、スーパー表またはスーパービューでない別のスキー
マ名を指定することはできません。

428DR 操作は副表またはサブビューに適用されません。

428DS 指定された列の索引は、副表には定義できません。

428DT 式のオペランドの有効な有効範囲参照タイプは無効です。

428DU タイプが必須タイプ階層の中に入っていません。

428DV 間接参照演算子の左側オペランドが無効です。

428DW オブジェクト ID 列は間接参照演算子を使用して参照できません。

428DX 型付き表または型付きビュー階層のルート表またはルート・ビューを定義する
ために、オブジェクト ID の列が必要です。
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SQLSTATE

値
意味

428DY ターゲット・オブジェクト・タイプの統計を更新できません。

428DZ オブジェクト ID 列を更新できません。

428E0 索引の定義が索引拡張子の定義と一致しません。

428E1 範囲作成表関数の結果が、索引拡張子のキー変換表関数の結果と矛盾していま
す。

428E2 キー・ターゲット・パラメーターの数あるいはタイプが索引拡張子のキー・ト
ランスフォーム関数の数あるいはタイプと一致しません。

428E3 索引拡張子内の関数の引数が無効です。

428E4 関数は、CREATE INDEX EXTENSION ステートメントでサポートされていま
せん。

428E5 ユーザー定義述部で指定できるのは SELECTIVITY 節だけです。

428E6 ユーザー定義述部にあるメソッドの検索引数が、対応する索引拡張子の検索メ
ソッド内の検索引数と一致しません。

428E7 ユーザー定義の述部中の比較演算子の後に続くオペランドのタイプが
RETURNS データ・タイプと一致しません。

428E8 検索ターゲットまたは検索引数パラメーターが、作成された関数のパラメータ
ー名に一致しません。

428E9 引数パラメーター名は同一の指数規則中で検索ターゲットおよび検索引数の両
方として出現しません。

428EA 型付きビューの全選択は無効です。

428EB スーパービュー内の列が更新可能であるなら、そのサブビュー内のそれに対応
する列を読み取り専用にすることはできません。

428EC マテリアライズ照会表に指定された全選択が無効です。

428ED データ・リンクまたは参照タイプ属性を指定した構造化タイプは構成されませ
ん。

428EE オプションがこのデータ・ソースでは無効です。

428EF オプションの値はこのデータ・ソースで無効です。

428EG このデータ・ソースに必須指定のオプションが欠落しています。

428EH すでに定義済みのオプションを追加できません。

428EJ 追加されていないオプションは設定 (SET) またはドロップ (DROP) できませ
ん。

428EK 宣言されたグローバル一時表の修飾子は SESSION でなければなりません。

428EL トランスフォーム関数は、関数またはメソッドでの使用では無効です。

428EM TRANSFORM GROUP 節が必要です。

428EN 使用されていないトランスフォーム・グループが指定されています。

428EP 直接的に、または間接的に構造化タイプをそれ自身に依存させることはできま
せん。

428EQ ルーチンの戻りタイプをサブジェクト・タイプと同じにすることはできませ
ん。

428ER メソッド本体をドロップする前に、メソッド指定をドロップすることはできま
せん。
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SQLSTATE

値
意味

428ES メソッド本体が、メソッド指定の言語タイプに対応していません。

428EU TYPE または VERSION がサーバー定義に指定されていません。

428EV パススルー機能は、データ・ソースのタイプのためにサポートされていませ
ん。

428EW この表をマテリアライズ照会表に変換できないか、またはマテリアライズ照会
表からこの表に変換できません。

428EX 組み込み関数またはメソッドであるため、ルーチンをトランスフォーム関数と
して使用できません。

428EY ユーザー定義述部にある検索ターゲットのデータ・タイプが、指定された索引
拡張子のソース・キーのデータ・タイプに一致していません。

428EZ OLAP 関数のウィンドウ指定は無効です。

428F0 ROW 関数は少なくとも 2 つの列に組み込まれなければなりません。

428F1 SQL TABLE 関数は表結果を返さなければなりません。

428F2 SQL プロシージャーにある RETURN ステートメントのデータ・タイプは
INTEGER でなければなりません。

428F3 SCROLL および WITH RETURN は同時に指定できません。

428F4 FETCH で指定された SENSITIVITY はカーソルには許可されていません。

428F5 ルーチンの呼び出しがあいまいです。

428F6 カーソルはスクロール可能ですが、結果表には表関数からの出力が関連しま
す。

428F7 SQL ルーチンにのみ適用する操作が、外部ルーチンで行われました。

428F9 シーケンス式はこのコンテキストでは指定できません。

428FA 10 進数の位取りをゼロにする必要があります。

428FB シーケンス名は、ID 列用のシステムで生成されたシーケンスであってはなり
ません。

428FC 暗号化パスワードの長さが無効です。

428FD 暗号化解除に使用されたパスワードが、データの暗号化に使用されたパスワー
ドと一致しません。

428FE データが ENCRYPT 関数の結果ではありません。

428FF バッファー・プールの指定が無効です。

428FG ステージング表またはマテリアライズ照会表の定義が無効です。

428FH SET INTEGRITY オプションが無効です

428FI ORDER OF が指定されましたが、この表指定子には ORDER BY 節がありま
せん。

428FJ ORDER BY は、ビューまたはマテリアライズ照会表の外部全選択では許可さ
れません。

428FL SQL データ変更ステートメントは、それが指定されるコンテキスト内では無効
です。

428FM SELECT 節内の INSERT ステートメントが、対称ビューでないビューを指定
しました。
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SQLSTATE

値
意味

428FP サブジェクト・ビューでの各操作では、1 つの INSTEAD OF トリガーが許可
されています。

428FQ INSTEAD OF トリガーが、WITH CHECK OPTION 節を使用して定義される
ビュー、WITH CHECK OPTION 節で定義されるビューに定義されるビュー、
または WITH ROW MOVEMENT 節で定義されるビューにネストされるビュ
ーを指定することはできません。

428FR 列は、指定されたようには変更できません。

428FT 表は指定されたデータ・パーティション操作と互換性がありません。

428FU FROM SQL トランスフォーム関数またはメソッドから戻された組み込みタイ
プが、 TO SQL トランスフォーム関数またはメソッドの対応する組み込みタ
イプと一致しません。

428FV このメソッドをオーバーライド・メソッドとして定義することはできません。

428FZ いくつかの操作に対してのみ INSTEAD OF トリガーの定義を行ったビュー
は、 MERGE ステートメントでのターゲットとして使用することができませ
ん。

428G1 データ・パーティションの数が表の表スペースの数を超えています。

428G2 最後のデータ・パーティションは表からドロップできません。

428G3 全選択中の SQL データ変更ステートメントのターゲット・ビューに
INSTEAD OF トリガーが定義されている場合、FINAL TABLE は無効です。

428G4 INPUT SEQUENCE 配列の使用が無効です。

428G5 UPDATE ステートメントの割り当て節は、INCLUDE 列以外の 1 つ以上の列
を指定する必要があります。

428G6 全選択の FROM 節中のデータ変更ステートメントのターゲットから選択でき
ない列が指定されています。

428G8 ビューを照会の最適化に使用できません。

428GA フェデレーテッド・オプションの追加、ドロップ、変更はできません。

428GC 関数に対して指定されているストリングの単位が無効です。

428GD PARTITION BY 節には 1 つの列を指定しなければならず、その列は
ORGANIZE BY 節の最初の列と同じでなければなりません。

428GE ソース表はパーティション化されたターゲット表に接続できません。

428GF 役割の付与は、循環が作成されることがあるので無効です。

428GG エラー・トレラントな nested-table-expression の使用が無効です。

428GI XML スキーマ文書が欠落しているため、XML スキーマが完全ではありませ
ん。

428GJ 表を切り捨てることができません。理由として、表の DELETE トリガーが存
在するか、この表はステートメントの影響を受ける参照制約の親表となってい
ます。

428GL トラステッド・コンテキストに指定されたシステム許可 ID は、他のトラステ
ッド・コンテキストですでに指定済みです。

428GM トラステッド・コンテキストはこの許可 ID または PUBLIC によって使用さ
れるように定義済みです。
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表 32. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE

値
意味

428GN 指定された許可 ID または PUBLIC は、指定されたトラステッド・コンテキ
ストでは定義されていません。

428GO 列オプションは透過 DDL ステートメント内では無効です。

428GP タイプ ARRAY のコンポーネントに対して、複数のエレメントは指定できま
せん。

428GQ 付与されたセキュリティー・ラベルは、既に付与されている別のセキュリティ
ー・ラベルと競合します。

428GR 同じアクセス・タイプ (READ または WRITE) を持つセキュリティー・ラベ
ルが、すでに許可 ID に付与されています。

428GS プロシージャーのために指定されたオプション値は、ソース・プロシージャー
の対応するオプションと一致しません。

428GT 表はセキュリティー・ポリシーで保護されていません。

428GU 1 つの表には暗黙非表示ではない列が少なくとも 1 つ含まれていなければな
りません。

428GV URI が空ストリングです。

428GX このコンテキストでは、グローバル変数を設定または参照できません。

428GZ SELECT 節に含まれるソート・キーの指定されたインスタンスが、すべて同じ
ではありません。

428H0 タイプが ARRAY ではないオブジェクトに対して副索引作成操作を適用する
ことはできません。

428H1 副索引式のデータ・タイプが、配列に対して無効です。

428H2 使用されているコンテキストで、データ・タイプはサポートされていません。

428H3 指定された場所でツリー・エレメントが無効です。

428H4 階層照会構成がコンテキストの外部で使用されています。

428H5 外部結合演算子の使用が無効です。

428H7 照会に対する単一値として式を計算することができません。

428H8 行レベルまたは列レベルのアクセス制御で別のオブジェクトがこのオブジェク
トに依存しているため、このオブジェクトをセキュア・オブジェクトとして定
義する必要があります。

428H9 PERMISSION または MASK は変更できません。

428HB 指定されているオブジェクトに対して許可またはマスクを作成できません。

428HD 列マスクを適用できないか、またはマスクの定義がステートメントと競合する
ため、ステートメントを処理できません。

428HE ユーザー・マッピングまたはフェデレーテッド・サーバー・オプションが、既
存のユーザー・マッピングまたはフェデレーテッド・サーバー・オプションと
競合します。

428HF ルーチン呼び出しで、DEFAULT によって定義されていないパラメーターが省
略されました。

428HG 使用されるコンテキストでは無効なオプションが、ルーチンのパラメーター定
義に含まれています。

428HH ストレージ・グループに関連したストレージ・パスが少なくとも 1 つ必要で
あるため、ストレージ・パスのドロップが失敗しました。

910 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



表 32. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE

値
意味

428HM CREATE または ALTER で指定されたシステム期間データ・バージョン管理
節が無効です。

428HN 期間の指定が無効です。

428HP モジュール初期化プロシージャー SYS_INIT の定義が無効です。

428HQ 述部のオペランドのデータ・タイプが無効です。

428HR 値のリストにおける行データ・タイプの値の使用方法が無効です。

428HS 使用されているコンテキストで、アンカー・データ・タイプのターゲット・オ
ブジェクトはサポートされていません。

428HT WITH ORDINALITY 節は、指定された UNNEST 引数には無効です。

428HU カーソル値コンストラクターでの動的ステートメント名の使用は無効です。

428HV 条件付きコンパイル・ディレクティブの処理中にエラーが発生しました。

428HW 索引または制約の期間の指定が無効です。

428HX 履歴表に対して表が無効です。

428HY 期間の指定または期間の条件が無効です。

428HZ 表のテンポラル属性は指定された操作では無効です。

428I2 節は透過 DDL ステートメント内でサポートされません。

428I3 割り当て先として指定されたグローバル変数は、読み取り専用のグローバル変
数です。

42901 列関数に列名がありません。

42903 集約関数または OLAP 関数の使用が無効です。

42904 コンパイル・エラーのため、SQL プロシージャーは作成されませんでした。

42907 ストリングが長すぎます。

42908 必要な列リストがステートメントにありません。

42910 このステートメントは、コンパウンド・ステートメントでは許可されません。

42911 10 進数の除算で、結果の位取りが負の値になるものは無効です。

42912 列がカーソルの選択ステートメントの UPDATE 節で識別されていないため、
この列を更新できません。

42914 副照会で参照された表が影響を受けるため、DELETE は無効です。

42915 無効な参照制約が見つかりました。

42916 別名が反復チェーンになるため、別名を作成できません。

42917 オブジェクトを明示的にドロップまたは変更できません。

42918 組み込みデータ・タイプ名 (例えば INTEGER) で、ユーザー定義のデータ・
タイプを作成することはできません。

42919 ネストされたコンパウンド・ステートメントは許可されていません。

42921 コンテナーを表スペースに追加できません。

42925 再帰的名前派生表は SELECT DISTINCT を指定できません。 UNION ALL の
指定が必要です。

42928 WITH EMPTY TABLE は、この表に指定できません。

42932 プログラム準備の前提事項に誤りがあります。
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表 32. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE

値
意味

42939 指定された ID はシステム使用のために予約されているため、この名前は使用
できません。

42961 指定されたサーバー名が現行のサーバーと一致しません。

42962 データ・タイプが無効であるコンテキストで、列が指定されました。

42963 セキュリティー・ラベル列の仕様が無効です。

42968 現行ソフトウェア・ライセンスがないため、接続が失敗しました。

42969 パッケージは作成されませんでした。

42972 結合条件の式または MERGE ステートメントの ON 節が、複数のオペランド
表の列を参照しています。

42985 ステートメントはルーチンでは許可されていません。

42986 サポートされないコンテキストで、名前変更操作内のソース・オブジェクトが
参照されています。

42987 ステートメントが、プロシージャーまたはトリガーで許可されていません。

42989 生成された列 (ID 列は除く) を BEFORE トリガーで使用できません。

42990 キー列がパーティション・キー列のスーパーセットではないため、ユニーク索
引またはユニーク制約は許可されません。

42991 BOOLEAN、BINARY、および VARBINARY データ・タイプは現在内部的に
のみサポートされています。

42993 定義された列が、ログに記録するには大きすぎます。

42994 ロー・デバイス・コンテナーはサポートされていません。

42995 要求された関数は、グローバル一時表に適用されません。

42997 このバージョンの DB2 アプリケーション・リクエスター、DB2 アプリケーシ
ョン・サーバー、または両者の組み合わせでは、機能はサポートされません。

429A1 データベース・パーティション・グループが表スペースについて有効ではあり
ません。

429A9 SQL ステートメントをフェデレーテッド環境で処理できません。

429B2 構造化タイプまたは列に指定されているインライン長さの値が小さすぎます。

429B3 オブジェクトが副表に定義されていない可能性があります。

429B4 データ・フィルター関数は LANGUAGE SQL 関数にはなれません。

429B5 索引拡張子内のインスタンス・パラメーターのデータ・タイプが無効です。

429B8 PARAMETER STYLE JAVA で定義されたルーチンは、パラメーターまたは戻
りタイプとして構造化タイプを持つことができません。

429B9 DEFAULT または NULL を属性割り当てに使用することはできません。

429BA FEDERATED キーワードは、フェデレーテッド・データベース・オブジェクト
と共に使用する必要があります。

429BB 列、パラメーター、または SQL 変数のデータ・タイプがサポートされていま
せん。

429BC ALTER TABLESPACE ステートメントに、複数のコンテナー・アクションが
あります。

429BE 主キーまたはユニーク・キーは、DIMENSIONS 節にある列のサブセットで
す。
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表 32. クラス・コード 42: 構文エラーまたはアクセス規則違反 (続き)

SQLSTATE

値
意味

429BG この機能は範囲がクラスター化された表ではサポートされません。

429BH パーティション表の定義にサポートされていない列定義が含まれており、ID

列、データ・リンク列、または XML 列の可能性があります。

429BJ ビューの WITH ROW MOVEMENT の使用が無効です。

429BK 基本ビューが行移動に関連しているので、ビューを更新する試みは無効です。

429BL SQL データを修正する関数が不正なコンテキストで呼び出されています。

429BM 照合はこのコンテキストでは使用できません。

429BO フェデレーテッド・データ・ソース用のプランを作成できません。

429BP ニックネーム列の式が無効です。

429BS XMLPATTERN 節またはデータ・タイプ XML で定義された列が関係する無
効な索引定義。

429BT 従属関係が原因で所有権転送が失敗しました。

429BU プラグイン用のユーザー・マッピング・リポジトリーからのユーザー・マッピ
ングにアクセスできません。

429BV ROW CHANGE TIMESTAMP 列の仕様が無効です。

429BZ UNION ALL ビューに対する更新、削除、または挿入は、基礎表の 1 つが保
護されているために失敗しました。

429C0 照会には、示された列を使用する述部が含まれていなければなりません。

429C2 それが指定されているコンテキストで、配列に指定されたデータ・タイプは無
効です。

429C3 オブジェクトを作成または妥当性再検査した場合、無効な直接的または間接的
自己参照が発生する可能性があります。

429C4 妥当性再検査の対象として指定されたすべてのオブジェクトに対する妥当性再
検査が失敗しました。

429C5 行タイプのフィールドで、データ・タイプはサポートされていません。

429CA 指定されているコンテキストで、ANALYZE_TABLE 式はサポートされていま
せん。

クラス・コード 44 WITH CHECK OPTION 違反

表 33. クラス・コード 44: WITH CHECK OPTION 違反

SQLSTATE

値
意味

44000 結果の行がビュー定義を満たしていないため、INSERT または UPDATE は許
可されません。

クラス・コード 45 未処理のユーザー定義例外

表 34. クラス・コード 45: 未処理のユーザー定義例外

SQLSTATE

値
意味

45000 未処理のユーザー定義例外です。
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クラス・コード 46 Java DDL

表 35. クラス・コード 46: Java DDL

SQLSTATE

値
意味

46001 Java DDL - 無効な URL。

46002 Java DDL - 無効な jar 名。

46003 Java DDL - 無効なクラスの削除。

46007 Java DDL - 無効なシグニチャー。

46008 Java DDL - 無効なメソッド指定。

46103 Java ルーチンが ClassNotFound 例外を検出しました。

46501 Java DDL - オプションのコンポーネントが設定されていません。

クラス・コード 51 無効なアプリケーション状態

表 36. クラス・コード 51: 無効なアプリケーション状態

SQLSTATE

値
意味

51002 SQL ステートメントの実行要求に対応するパッケージが見つかりませんでし
た。

51003 整合性トークンが一致しません。

51004 SQLDA のアドレスが無効です。

51005 以前のシステム・エラーによって、このエラーを使用できません。

51008 プリコンパイルされたプログラムのリリース番号が無効です。

51015 バインド時にエラーが検出されたセクションを実行しようとしました。

51017 ユーザーはログオンしていません。

51018 エラーによりアプリケーションは未接続状態のままになっています。

51021 アプリケーション処理がロールバック操作を実行するまで、SQL ステートメン
トを実行できません。

51022 接続 (現行または休止のどちらか) が CONNECT ステートメントで指定された
サーバーにすでに存在するときは、許可名を指定した CONNECT は無効で
す。

51023 データベースは、すでにデータベース・マネージャーの他のインスタンスで使
用されています。

51024 ビューの操作不能のマークが付いているため、ビューは使用できません。

51025 XA トランザクション処理環境のアプリケーションが、SYNCPOINT

TWOPHASE でバインドされていません。

51026 イベント・モニターのターゲット・パスが、すでに他のイベント・モニターに
よって使用されているため、イベント・モニターをオンにできません。

51027 表がユーザー保守のマテリアライズ照会表であるか、または SET INTEGRITY

ペンディング状態でないため、SET INTEGRITY ステートメントの
IMMEDIATE CHECKED オプションは無効です。

51028 パッケージが操作不能とマークされているので、使用できません。

914 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



表 36. クラス・コード 51: 無効なアプリケーション状態 (続き)

SQLSTATE

値
意味

51030 ALLOCATE CURSOR または ASSOCIATE LOCATORS ステートメントで参
照されているプロシージャーは、アプリケーション処理内で呼び出されていま
せん。

51034 MODIFIES SQL DATA (SQL データの変更) を使って定義されたルーチン
は、そのルーチンが呼び出されたコンテキストで無効です。

51035 値がこのセッションでまだシーケンスについて生成されていないため、
PREVIOUS VALUE 式は使用できません。

51038 SQL ステートメントは、このルーチンによって最早発行されない可能性があり
ます。

51039 ENCRYPTION PASSWORD 値が設定されていません。

51040 コンパイル環境が無効です。

51041 SQL ステートメントを XA トランザクション内で発行できません。

51042 アクティブな統計イベント・モニターがないため、統計を収集できませんでし
た。

クラス・コード 53 無効なオペランドまたは矛盾する指定

表 37. クラス・コード 53: 無効なオペランドまたは矛盾する指定

SQLSTATE

値
意味

51044 カーソル変数を現行の有効範囲内の OPEN ステートメントで使用することは
できません。

51045 この要求は読み取り専用データベースではサポートされません。

51046 暗黙的または明示的な期間の指定のために、ターゲット・オブジェクトのデー
タ変更操作を行えません。

53038 キーしきい値の数がゼロであるか、またはキーの列数よりも多くなっていま
す。

53040 バッファー・プールは、指定されているようには変更できません。

53045 キー制限定数のデータ・タイプが列のデータ・タイプと同じではありません。

53090 コード化スキーム (ASCII、EBCDIC または Unicode) のうちの 1 つのスキー
ムからのデータのみが、同じ SQL ステートメントで参照できます。

53091 指定されたコード化スキームが、含まれるオブジェクトで現在使用中のコード
化スキームと同じでありません。

クラス・コード 54 SQL または製品の限界の超過

表 38. クラス・コード 54: SQL または製品の限界の超過

SQLSTATE

値
意味

54001 ステートメントが長すぎるか、または複雑すぎます。

54002 ストリング定数が長すぎます。

54004 ステートメントの SELECT または INSERT リストにある表名または項目が多
すぎます。
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表 38. クラス・コード 54: SQL または製品の限界の超過 (続き)

SQLSTATE

値
意味

54006 連結の結果が長すぎます。

54008 キーが長すぎるか、キーの列が長すぎるか、またはキーの持っている列または
期間が多すぎます。

54010 表のレコード長が長すぎます。

54011 表またはビューに指定されている列の数が多すぎます。

54023 関数またはプロシージャーのパラメーターまたは引数の数が、限界を超えてい
ます。

54028 並行 LOB ハンドルが最大数に達しました。

54029 オープン・ディレクトリー・スキャンの最大数に達しました。

54030 イベント・モニターの最大数がすでにアクティブです。

54031 最大数のファイルが、すでにイベント・モニターに割り当てられています。

54032 表が最大サイズに達しました。

54033 パーティション・マップの最大数に達しました。

54034 表スペースのすべてのコンテナー名を結合した長さが長すぎます。

54035 内部オブジェクトの制限を超えました。

54036 コンテナーのパス名またはストレージ・パスが長すぎます。

54037 表スペースのコンテナー・マップが複雑すぎます。

54038 ネストされたルーチンまたはトリガーの最大の深さを超えました。

54040 遷移変数および遷移表列に対する参照が多すぎるか、またはそれらの参照の行
が長すぎます。

54045 タイプ階層の最大レベルを超えています。

54046 索引拡張子内の最大許容可能パラメーター数を超えています。

54047 表スペースの最大サイズを超えました。

54048 十分なページ・サイズの TEMPORARY 表スペースが存在しません。

54049 構造化タイプのインスタンスの長さがシステム制限を超えています。

54050 許可されている最大属性が構造化タイプで超過しています。

54052 バッファー・プールのブロック・ページ数が、このバッファー・プールのサイ
ズには大きすぎます。

54053 BLOCKSIZE に指定された値が、有効な範囲内にありません。

54054 データ・パーティションの数、または表スペース・パーティションの数と対応
するパーティション制限キーの長さとの組み合わせが超過しています。

54057 XML エレメント名、属性名、ネーム・スペース接頭部、または URI が長す
ぎます。

54058 XML パスの内部表記が長すぎます。

54059 空白文字のみを含むテキスト・ノード・ストリング値は、STRIP

WHITESPACE 処理には長すぎます。

54061 セキュリティー・ラベル・コンポーネントに対して指定されたエレメントが多
すぎます。

54062 セキュリティー・ポリシー内のコンポーネントの最大数を超過しています。

54063 イベント・モニターの PCTDEACTIVATE 限界に達しました。
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表 38. クラス・コード 54: SQL または製品の限界の超過 (続き)

SQLSTATE

値
意味

54064 カーソルの 65533 を超えるインスタンスがオープンされました。

54066 階層照会の中で再帰の限度を超えました。

54067 接続の最大数を超えました。

54068 シームレスな自動クライアント・リルートの再試行限度を超えました。

クラス・コード 55 前提条件の状態にないオブジェクト

表 39. クラス・コード 55: 前提条件の状態にないオブジェクト

SQLSTATE

値
意味

55001 データベースをアップグレードする必要があります。

55002 説明表が正しく定義されていません。

55006 オブジェクトは現在使用されているため、ドロップできません。

55007 オブジェクトが現在同じアプリケーション処理によって使用されているため、
オブジェクトを変更できません。

55009 システムが、読み取り専用ファイルまたは書き込み保護ストレージ・メディア
に対して書き込みを試みました。

55011 仮想記憶またはデータベース・リソースを使用できません。

55012 クラスタリング索引はすでに表に存在しています。

55019 オブジェクトが無効な状態にあるため、操作できません。

55022 ファイル・サーバーは、このデータベースに登録されていません。

55023 ルーチン呼び出しエラーが発生しました。

55024 表に関連するデータも他の表スペースにあるため、表スペースをドロップでき
ません。

55025 データベースを再始動する必要があります。

55026 TEMPORARY 表スペースをドロップできません。

55031 エラー・マッピング・ファイルのフォーマットに誤りがあります。

55032 このアプリケーションの始動後にデータベース・マネージャーが停止されたた
め、CONNECT ステートメントは無効です。

55033 イベント・モニターまたは使用量リストが作成または修正された同じ作業単位
で、イベント・モニターまたは使用量リストをアクティブ化できません。

55034 イベント・モニターが操作に対して無効な状態にあります。

55035 表は保護されているため、ドロップできません。

55037 表が複数パーティションのデータベース・パーティション・グループにあるた
め、分散キーをドロップできません。

55038 データベース・パーティション・グループがリバランスされているため、デー
タベース・パーティション・グループを使用できません。

55039 表スペースの現在の状態が理由で、アクセスまたは状態遷移は許可されませ
ん。

55040 データベースの分割イメージが延期状態になっています。

55041 再平衡の進行中は、コンテナーを表スペースに追加できません。
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表 39. クラス・コード 55: 前提条件の状態にないオブジェクト (続き)

SQLSTATE

値
意味

55043 タイプに基づく型付き表または型付きビューが存在している場合、構造化タイ
プの属性は変更できません。

55045 必要なコンポーネントがサーバーで使用できないため、ルーチンの SQL アー
カイブ (SAR) ファイルを作成できません。

55046 指定された SQL アーカイブは、ターゲットの環境に一致しません。

55047 外部関数またはメソッドが、フェデレーテッド・オブジェクトにアクセスしよ
うとしました。

55048 暗号化されたデータは暗号化できません。

55049 イベント・モニター表が正しく定義されていません。

55051 ALTER BUFFERPOOL ステートメントは現在実行中です。

55054 このメソッドをオーバーライド・メソッドとして定義することはできません。

55056 データベースはフェデレーション可能になっていないので、ニックネーム統計
を更新できません。

55057 表にデタッチされた従属物がある間、または非同期パーティション・デタッ
チ・タスクが完了するまでの間は、ステートメントまたはコマンドの実行が許
可されません。

55060 このデータベースで定義されているストレージ・グループがありません。

55061 自動ストレージ表スペースでは表スペース・ストレージは変更できません。

55062 このデータベースに定義されているストレージ・グループがないため、ストレ
ージ・パスを提供できません。

55063 XML スキーマは操作を実行できる正しい状態ではありません。

55064 表にセキュリティー・ポリシーがないため、ラベル・ベースのアクセス制御を
列に適用できません。

55065 表は最大で 1 つのセキュリティー・ポリシーしか持つことができません。

55066 ID はまだラージ RID をサポートしていないため、表は新規ページを割り振る
ことができません。

55067 MQT またはステージング表が従属する表であるため、その表を保護表にする
ことはできません。

55068 行変更タイム・スタンプ式は、表に行変更タイム・スタンプがないために使用
できません。

55069 fenced として定義されたラッパーを使用するソース化プロシージャーの作成ま
たは呼び出しはサポートされていません。

55070 管理タスク表が正しく定義されていません。

55071 データベース・パーティションが追加されているため、要求を実行できませ
ん。

55072 両立しないコマンドが既に進行中なので、データベース・パーティションを追
加できません。

55073 ストレージ・パスがドロップ・ペンディング状態であるため、要求が失敗しま
した。

55074 指定されたアクティビティー・イベント・モニターは表書き込みイベント・モ
ニターでないため、Explain 機能が失敗しました。

55075 指定されたセクションに対して、Explain 機能はサポートされていません。
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表 39. クラス・コード 55: 前提条件の状態にないオブジェクト (続き)

SQLSTATE

値
意味

55076 データベース・パーティション・フィーチャーが使用可能である場合には、フ
ェデレーションは XML データに対してサポートされません。

55077 インスタンス内のすべてのアプリケーションで新しいデータベース・パーティ
ション・サーバーが認識されるまで、データベース・パーティション・グルー
プ上での操作は実行できません。

クラス・コード 56 その他の SQL または製品エラー

表 40. クラス・コード 56: その他の SQL または製品エラー

SQLSTATE

値
意味

56016 データ・パーティションに指定された範囲は無効です。

56023 リモート・オブジェクトへの無効な参照が検出されました。

56031 混合データと DBCS データが、このシステムではサポートされていないた
め、節またはスカラー関数が無効です。

56033 長ストリング列の挿入または更新値は、ホスト変数または NULL である必要
があります。

56038 この環境ではサポートされない要求機能です。

56072 サポートのない下位レベルのサーバー機能により、実行できませんでした。こ
れは、後続の SQL ステートメントの実行には影響しません。

56084 選択リストまたは入力リスト内で、サポートされない SQLTYPE が検出されま
した。

56090 索引または表の変更は許可されていません。

56091 コンパウンド SQL ステートメントを実行した結果、複数のエラーが発生しま
した。

56092 許可名が、ユーザー ID、グループ ID、または役割を一意的に識別しないの
で、許可のタイプを判別できません。

56095 BIND オプションが無効です。

56097 LONG VARCHAR および LONG VARGRAPHIC フィールドは、 DEVICE 上
にビルドされる TABLESPACE では許可されません。

56098 暗黙的な再バインド、再コンパイル、または妥当性再検査中にエラーが発生し
ました。

56099 REAL データ・タイプはターゲット・データベースによってサポートされてい
ません。

560A0 LOB 値におけるアクションが失敗しました。

560AA このデータ・タイプ、節、またはスカラー関数の使用は、Unicode データベー
スでのみサポートされています。

560AC ラッパー定義は、データ・ソースの指定されたタイプまたはバージョンに使用
できません。

560AE 指定された表またはビューは、LIKE 節で許可されていません。

560AF ゲートウェイ・コンセントレーターを使用している場合、 PREPARE ステート
メントはサポートされていません。
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表 40. クラス・コード 56: その他の SQL または製品エラー (続き)

SQLSTATE

値
意味

560B0 新しいサイズ値は、表スペース・コンテナーのサイズ変更には無効です。

560B1 ストアード・プロシージャーのカーソル指定が無効です。

560B7 複数行 INSERT の場合、シーケンス式の使用は各行について同じでなければ
なりません。

560BB 動的に準備された CALL ステートメントの INOUT パラメーターの場合、同
じホスト変数を USING 節と INTO 節の両方に使用する必要があります。

560BC ファイルにアクセス中にエラーが発生しました。

560BD フェデレーテッド・サーバーは、データ・ソースから予期しないエラー・コー
ドを受け取りました。

560BF 暗号化機能は使用できません。

560C0 Unicode コード化スキームで作成された表を SQL 関数または SQL メソッド
で使用することはできません。

560C1 Unicode コード化スキームで作成された表を型付き表にはできません。また、
GRAPHIC タイプまたはユーザー定義タイプをその中で使用することもできま
せん。

560C2 ドロップされた表に対する履歴ファイル項目の書き込みが失敗しました。

560C3 AFTER トリガーが INSERT ステートメント用に挿入される行を修正できませ
ん。

560C5 正常に実行するためには、パッケージを再バインドする必要があります。

560C6 参照制約が全選択内の SQL データ変更ステートメントにより修正される行を
修正できません。

560C8 一部のニックネーム統計を更新できません。

560C9 指定されたステートメントは Explain できません。

560CB フェデレーテッド・サーバーは Web サービス・データ・ソースから SOAP

Fault を受け取りました。

560CD アラート構成設定値の検索時に指定した 1 つ以上の値が無効です。

560CE 最新のコミットまたはロールバック操作のために SQL 変数を参照用に使用で
きません。

560CF 表スペースを LARGE 表スペースに変換できません。

560CG XML 値に、内部 ID の制限を超える XML ノードの組み合わせが含まれてい
ます。

560CH XML 値にある XML ノードに関する下位ノードの最大数を超えています。

560CI クライアントに戻すよう指定された結果セットが無効です。

560CJ 表スペースは、IBMCATGROUP データベース・パーティション・グループに
作成する必要があります。

560CL ソース化プロシージャーの作成または変更はこのデータ・ソースでサポートさ
れていません。

560CN ラッパーには、フェデレーテッド・サーバーにインストール済みの DB2 のリ
リースとの互換性がありません。

560CO 階層照会で循環が検出されました。
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表 40. クラス・コード 56: その他の SQL または製品エラー (続き)

SQLSTATE

値
意味

560CP ROW CHANGE TIMESTAMP および GENERATED BY DEFAULT と定義さ
れている列に対して、DEFAULT と明示的な値の両方を指定することはできな
いため、複数行の挿入操作または更新操作が失敗しました。

560CS イベント・モニターが開始していない、あるいは完全再始動機能付きで開始し
ていない可能性があります。

560CT DDL ステートメントのターゲット・モジュールとしてモジュール名を指定す
る際に、モジュールの別名を使用することはできません。

560CW クラスター・キャッシング・ファシリティー (CF) が置かれているホストでは
操作を実行できません。

560CZ 現在使用されていないコマンド、API 関数、または SQL ステートメントが指
定されました。

560D0 無効なオブジェクトを暗黙的に再度妥当性検査できません。

クラス・コード 57 リソースを使用できない、またはオペレーター介
入

表 41. クラス・コード 57: リソースを使用できない、またはオペレーター介入

SQLSTATE

値
意味

57001 1 次索引がないため、その表は使用できません。

57003 指定されたバッファー・プールはアクティブではありません。

57007 DROP または ALTER がペンディングであるため、オブジェクトを使用できま
せん。

57009 仮想記憶またはデータベース・リソースが一時的に使用できなくなっていま
す。

57011 仮想記憶またはデータベース・リソースを使用できません。

57012 非データベース・リソースを使用できません。これは、以降のステートメント
の正常な実行には影響しません。

57013 非データベース・リソースを使用できません。これは、以降のステートメント
の正常な実行に影響する可能性があります。

57014 要求にしたがって処理が取り消されました。

57016 表スペースがアクティブではないので、アクセスできません。

57017 文字変換が定義されていません。

57019 リソースに問題があるため、ステートメントが失敗しました。

57020 データベースの入っているドライブが、ロックされています。

57021 入出力装置が作動可能になっていません。

57022 ステートメントの許可 ID が適切な DB スペースを所有していないため、表
が作成されませんでした。

57030 アプリケーション・サーバーへの接続が、インストール先定義の限界を超えて
いる可能性があります。

57032 並行処理できる最大数のデータベースが、すでに始動しています。

57033 自動ロールバックなしで、デッドロックまたはタイムアウトが発生しました。
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表 41. クラス・コード 57: リソースを使用できない、またはオペレーター介入 (続き)

SQLSTATE

値
意味

57036 このトランザクション・ログは、現在のデータベースにはありません。

57046 データベースまたはインスタンスが静止しているので、新しいトランザクショ
ンが開始できません。

57047 ディレクトリーがアクセス不能のため、内部データベース・ファイルを作成で
きません。

57048 ストレージ・グループまたは表スペースへのアクセス中にエラーが発生しまし
た。

57049 オペレーティング・システム処理限界に達しました。

57050 ファイル・サーバーは現在使用できません。

57051 見積もり CPU コストがリソースの限度を超過しています。

57052 そのデータベース・パーティションは、すべての TEMPORARY 表スペースに
ついてコンテナーがないため使用できません。

57053 操作が競合するため、この表に対してこの操作を実行することはできません。

57055 使用できる TEMPORARY 表スペースのページ・サイズが不足しています。

57056 データベースが NO PACKAGE LOCK モードであるため、パッケージは使用
できません。

57057 SQL ステートメントの一連の DRDA での前の条件のため、SQL ステートメ
ントは実行されません。

57059 指定したアクションを行うための十分なスペースが、表スペースにありませ
ん。

57060 転送が使用できないため、ステートメントは処理できません。

57061 メンバーの現在の状態では、ステートメントの処理を行えません。

57062 データ変更操作の一部としての期間の調整は許可されていません。

57063 別のメンバーのエラーのため、現在のメンバーでデータ変更ステートメントを
処理することはできません。

57064 フェデレーテッド・データ・ソースへの接続では、複数のアクティブ・ステー
トメントはサポートされていません。

クラス・コード 58 システム・エラー

表 42. クラス・コード 58: システム・エラー

SQLSTATE

値
意味

58004 システム・エラー (必ずしも後続の SQL ステートメントの正常な実行を妨げ
るものではありません) が発生しました。

58005 システム・エラー (後続の SQL ステートメントの正常な実行を妨げます) が
発生しました。

58008 分散プロトコル・エラーのため、実行が失敗しました。このエラーは、後続の
DDM コマンドまたは SQL ステートメントの正常な実行には影響しません。

58009 会話の割り振り解除の原因となる分散プロトコル・エラーのため、実行が失敗
しました。
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表 42. クラス・コード 58: システム・エラー (続き)

SQLSTATE

値
意味

58010 分散プロトコル・エラーのため、実行が失敗しました。このエラーは、後続の
DDM コマンドまたは SQL ステートメントの正常な実行に影響を与えます。

58011 バインド処理の進行中は、DDM コマンドは無効です。

58012 指定したパッケージ名と整合性トークンを持つバインド処理がアクティブでは
ありません。

58014 DDM コマンドはサポートされていません。

58015 DDM オブジェクトはサポートされていません。

58016 DDM パラメーターはサポートされていません。

58017 DDM パラメーターの値がサポートされていません。

58018 DDM 応答メッセージがサポートされていません。

58023 システム・エラーのため、現行プログラムが取り消されました。

58024 基礎オペレーティング・システムでエラーが発生しました。指定された条件:

UTL_FILE.INVALID_OPERATION。

58030 入出力エラーが発生しました。

58031 システム・エラーのため、接続が失敗しました。

58032 fenced モードのユーザー定義関数に処理を使用できません。

58034 DMS 表スペース内のオブジェクトについてページを検索しているときに、エ
ラーが検出されました。

58035 DMS 表スペース内のオブジェクトのためにページを解放している間に、エラ
ーが検出されました。

58036 指定された内部ストレージ・グループまたは表スペース ID が存在しません。

58038 クラスター・マネージャー・エラーのために、実行が失敗しました。このエラ
ーは、後続の SQL ステートメントの正常な実行には影響しません。

クラス・コード 5U ユーティリティー

表 43. クラス・コード 5U: ユーティリティー

SQLSTATE

値
意味

5U001 指定された関数または機能はサポートされていません。

5U002 指定されたアプリケーションは現在存在しません。

5U003 アクティビティー・モニター・レポートが見つかりません。

5U004 モニター・タスクの保管中に指定された 1 つ以上の値が無効です。

5U005 指定されたアクション・モードが無効です。

5U006 必要なモニター・スイッチがオンになっていません。

5U007 CLP エラーが戻されました。詳細については、CLP メッセージ資料を参照し
てください。

5U008 ユーティリティー操作 ID が無効です。

5U009 ストレージ・パスの最大数に達しました。

5U010 非カタログ・データベース・パーティション上でのリストア操作には、自動ス
トレージ・パスを指定できません。

第 3 部SQLSTATE メッセージ 923



表 43. クラス・コード 5U: ユーティリティー (続き)

SQLSTATE

値
意味

5U011 リストア操作には自動ストレージ・パスを指定する必要があります。

5U012 パスでのデータベース・パーティション式の使用法が無効であるか間違ってい
ます。

5U013 データベース・パーティションが使用できないため、リストアを継続できませ
ん。

5U014 許可 ID に、LOAD コマンドを表に対して実行するために必要な LBAC 信用
証明情報がありません。

5U015 メソッド N を使用するインポートでは、PC/IXF ファイルはサポートされてい
ません。

5U016 この時には、識別されたアクティビティーをキャンセルできません。

5U017 1 つのデータベースまたはサービス・スーパークラスに対して 1 つの作業ア
クション・セットだけを定義できます。

5U018 マッピング作業アクションに指定されるサービス・サブクラスは、デフォルト
のサービス・サブクラスであることはできません。

5U019 FROM および TO パラメーターに指定された範囲が無効です。

5U020 無効になっているか、あるいはデータベースへのアクセスが許可されていない
ため、ワークロードはその要求を処理できません。

5U021 アプリケーション処理がコミットまたはロールバック操作を実行するまで、
SQL ステートメントを実行できません。

5U022 最後の接続属性をワークロードの定義からドロップすることはできません。

5U023 ワークロードは無効になっていないか、またはアクティブなワークロード・オ
カレンスがあるために、ドロップできません。

5U024 同じタイプのイベント・モニターが既にアクティブであるために、イベント・
モニターはアクティブにされません。

5U025 しきい値は、無効になっていないか、空ではないキューがあるか、またはアク
ティビティーがしきい値の制御下で実行しているために、ドロップできませ
ん。

5U026 しきい値を超えました。実行は停止しました。

5U027 データベースまたはサービス・スーパークラスで、サービス・クラスの最大数
を超えました。

5U028 サービス・クラスが無効であるために、要求を実行できませんでした。

5U029 デフォルトのサービス・クラスの下にサービス・サブクラスを作成できませ
ん。

5U030 外部ワークロード・マネージャーとの通信中にエラーが発生しました。

5U031 サービス・クラスは、サブクラス、関連ワークロード、作業アクション・セッ
ト、作業アクション、接続、アクティビティー、またはしきい値があるため、
または無効になっていないかデフォルトのサービス・クラスであるために、ド
ロップできません。

5U032 デフォルトのサービス・クラスは指定されているようには変更できません。

5U033 PREVENT EXECUTION 作業アクションがアクティビティーに適用されている
ので、アクティビティーは実行されませんでした。

5U034 指定された作業アクション・タイプは、作業アクションに対して無効です。
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表 43. クラス・コード 5U: ユーティリティー (続き)

SQLSTATE

値
意味

5U035 アクティビティーが存在しません。

5U036 エクスポート中に、列名が PC/IXF ファイル内で切り捨てられました。

5U037 制約事項に違反しているため、しきい値を作成できませんでした。

5U038 一致する定義を持つしきい値が既に存在しているため、しきい値は作成されま
せんでした。

5U039 接続属性に対する接続属性値が既に存在するか、または重複が検出されまし
た。

5U040 指定された接続属性値は、接続属性に対して定義されていないのでドロップで
きません。

5U041 指定されたオブジェクトで監査ポリシーがすでに使用中です。

5U042 監査ポリシーが指定されたオブジェクトと関連付けられていません。

5U043 指定された節は、サービス・スーパークラスではサポートされていません。

5U044 指定された節は、サービス・サブクラスではサポートされていません。

5U045 参照されたサービス・クラスは既にドロップされているため、要求を完了でき
ません。

5U046 ルーチンの少なくとも 1 つの入力パラメーターが無効であるため、指定され
たサービス・サブクラスにアクティビティーをマップできません。

5U047 再編成操作に指定されたオプションが無効です。

5U048 SYSINSTALLOBJECTS プロシージャーが Explain 表のマイグレーションに失
敗しました。

5U049 ロード・ユーティリティーに指定されたオプションは、指定されたロード操作
でサポートされていません。

5U050 操作がタイムアウトになったため、指定された構成パラメーターを更新できま
せんでした。

5U051 指定されたデータベース構成パラメーターを指定された値まで増加させるよう
にとの要求を満たすだけの使用可能メモリーが、クラスター・キャッシング・
ファシリティーにありません。

5U052 同じ構成パラメーターに対する別の更新要求が現在進行中のため、指定された
構成パラメーターを更新できませんでした。

5U053 指定されたグローバル・データベース構成パラメーターの更新操作を、指定さ
れたメンバーで適用することができませんでした。

5U054 データベース・マネージャー構成ファイルに無効値があります。

5U055 バックアップ・ユーティリティーが 1 つ以上の DB2 メンバーの必要な情報お
よびメタデータを収集できなかったため、バックアップ操作が失敗しました。

5U056 クラスター・マネージャー・エラーのため、実行が失敗しました。手動クリー
ンアップを行うまで、このデータベースに対する SQL ステートメントは失敗
することになります。

5U057 ストレージ・グループの現在の状態が理由で、ストレージ・グループ・パスの
リダイレクトは許可されません。

5U0ZZ ルーチンがエラーを検出しました。詳細については、SQLCODE を参照してく
ださい。

5UA01 タスクは現在実行中なので除去できません。
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表 43. クラス・コード 5U: ユーティリティー (続き)

SQLSTATE

値
意味

5UA03 オブジェクトの明示的な妥当性再検査中にエラーが発生しました。

5UA04 DBMS_ALERT.REGISTER プロシージャーには、事前に登録されているアラー
トがありません。

5UA05 無効なファイル名が UTL_FILE モジュール・ルーチンに指定されました。指
定された条件: UTL_FILE.INVALID_FILENAME。

5UA06 無効なパスが UTL_FILE モジュール・ルーチンに指定されました。指定され
た条件: UTL_FILE.INVALID_PATH。

5UA07 無効なファイル・ハンドルが UTL_FILE モジュール・ルーチンに指定されま
した。指定された条件: UTL_FILE.INVALID_FILEHANDLE。

5UA08 無効なモードが UTL_FILE.FOPEN 関数に指定されました。指定された条件:

UTL_FILE.INVALID_MODE。

5UA09 無効な最大行サイズが UTL_FILE.FOPEN 関数に指定されました。指定された
条件: UTL_FILE.INVALID_MAXLINESIZE。

5UA0A UTL_FILE モジュール・ルーチンが読み取りエラーを検出しました。指定され
た条件: UTL_FILE.READ_ERROR。

5UA0B UTL_FILE モジュール・ルーチンが書き込みエラーを検出しました。指定され
た条件: UTL_FILE.WRITE_ERROR。

5UA0C UTL_FILE.FREMOVE プロシージャーが、指定されたファイルを削除できませ
んでした。指定された条件: UTL_FILE.DELETE_FAILED。

5UA0D UTL_FILE.FRENAME プロシージャーが、指定されたファイルの名前を変更で
きませんでした。指定された条件: UTL_FILE.RENAME_FAILED。

5UA0E UTL_SMTP モジュール・ルーチンが一時的な SMTP サーバー・エラーを検出
しました。指定された条件: UTL_SMTP.TRANSIENT_ERROR。

5UA0F UTL_SMTP モジュール・ルーチンが永続的な SMTP サーバー・エラーを検出
しました。指定された条件: UTL_SMTP.PERMANENT_ERROR。

5UA0G TCP タイムアウトが発生しました。指定された条件:

UTL_TCP.TRANSFER_TIMEOUT。

5UA0H TCP/IP ネットワーク・エラー。指定された条件:

UTL_TCP.NETWORK_ERROR。

5UA0I データ・タイプ、長さ、位取り、値、または CCSID が UTL_TCP ルーチンに
対して無効です。指定された条件: UTL_TCP.BAD_ARGUMENT。

5UA0J データ・タイプ、長さ、位取り、値、または CCSID が DBMS_LOB ルーチン
に対して無効です。指定された条件: DBMS_LOB.INVALID_ARGVAL。

5UA0K UTL_FILE モジュール・ルーチンの実行時にファイルへのアクセスが拒否され
ました。指定された条件: UTL_FILE.ACCESS_DENIED。

5UA0L UTL_FILE モジュールで、内部エラー、メモリー不足、またはシステム・エラ
ーが発生しました。指定された条件: UTL_FILE.INTERNAL_ERROR。

5UA0M エラーが発生したため、ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャーが終了しまし
た。

5UA0N UTL_SMTP モジュール・ルーチンの呼び出しの順序が正しくないため、操作
は無効です。指定された条件: UTL_SMTP.INVALID_OPERATION。

5UA0O WRAP 関数または CREATE_WRAPPED プロシージャーに対する引数が無効
です。
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表 43. クラス・コード 5U: ユーティリティー (続き)

SQLSTATE

値
意味

5UA0P メッセージ・バッファーのサイズを超えました。指定された条件:

UTL_TCP.BUFFER_TOO_SMALL。
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第 4 部 通信エラー (メッセージ SQL30081N)

アプリケーションでエラー・メッセージ SQL30081N (sqlcode -30081) が戻される場
合、通信エラーが検出されたことを意味します。通信サブシステムによって検出さ
れた実際のエラーは、-30081 エラー・メッセージのエラー・トークン・リストで戻
されます。

以下のセクションに、戻される可能性がある通信エラーがリストされています。

エラー・コードはプロトコルによって次のようにグループ化されています。

v 『TCP/IP』

v 935ページの『SOAP』

v 936ページの『MQ』

v 936ページの『SSL』

v 937ページの『SOCKS』

v 938ページの『HTTP』

TCP/IP

UNIX 環境で TCP/IP を使用する際に、ユーザーが最も頻繁に検出する可能性があ
るエラー番号 (errnos) が以下の表にリストされています。これは、エラーをすべて
示したリストでは ありません。Errnos は、/usr/include/sys/errno.h ファイルで
見つけられます。Linux では、errnos は /usr/include/asm/errno.h で見つけるこ
とができます。オペレーティング・システムごとの errno 番号が記載されていま
す。

表 44. UNIX の TCP/IP errno。

Errno
AIX® の
errno 番号

HP-UX の
errno 番号

Solaris の
errno 番号

Linux の
errno 番号

説明

EINTR 4 4 4 4
指定された関数がシグナルに
より割り込みを受けました。

EBADF 9 9 9 9

ソケットが不正です。ソケッ
トは破損している可能性があ
ります。

EAGAIN 11 11 11 11
一時的にリソースは利用不能
です。
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表 44. UNIX の TCP/IP errno。 (続き)

Errno
AIX® の
errno 番号

HP-UX の
errno 番号

Solaris の
errno 番号

Linux の
errno 番号

説明

EFAULT 14 14 14 14

アドレスが不正です。

接続時に、アドレスが不正で
す。

受信時に、存在しない処理ア
ドレス・スペースで、または
処理アドレス・スペースの保
護されている部分でデータを
受信するように指示されまし
た。バッファーが無効です。

EBUSY 16 16 16 16 リソースは使用中です。

EINVAL 22 22 22 22

指定された関数に渡された引
数が無効か、ソケットがクロ
ーズされています。これは、
メモリーの上書き、バッファ
ーのオーバーフロー問題が生
じた場合に戻されます。

ENFILE 23 23 23 23
システムで開いているファイ
ルが多すぎます。

EMFILE 24 24 24 24

プロセスごとのファイル記述
子表はいっぱいです。このプ
ロセスのファイル記述子また
はソケットの数を超過しまし
た。

ENOSPC 28 28 28 28
デバイスまたはシステム表に
スペースが残っていません。

EPIPE 32 32 32 32 パイプ接続が切れています。

EWOULDBLOCK 54 246 11 11

接続機能において、TCP/UDP

一時ポートに割り振られる範
囲がすべて使用されていま
す。 (プラットフォームによ
っては、EAGAIN と同じエラ
ー番号が戻されます。)

ENOTSOCK 57 216 95 88
非ソケットでソケット操作が
実行されました。

ENOPROTOOPT 61 220 99 92 オプションが不明です。

EADDRINUSE 67 226 125 98

指定されたアドレスは既に使
用中です。接続を確立した以
前の処理が異常終了したか、
正しくクリーンアップされな
かった可能性があります。

EADDRNOTAVAIL 68 227 126 99

指定されたホスト名または IP

アドレスはローカル・マシン
から使用できません。

930 メッセージ・リファレンス 第 2 巻



表 44. UNIX の TCP/IP errno。 (続き)

Errno
AIX® の
errno 番号

HP-UX の
errno 番号

Solaris の
errno 番号

Linux の
errno 番号

説明

ENETDOWN 69 228 127 100
ネットワークはダウンしてい
ます。

ENETUNREACH 70 229 128 101

使用できるネットワークまた
はホストへの経路がありませ
ん。

ENETRESET 71 230 129 102

ネットワークによってリセッ
ト時に接続がドロップされま
した。

ECONNRESET 73 232 131 104
パートナーによって接続がリ
セットされました。

ENOBUFS 74 233 132 105

呼び出しを完了するためにシ
ステムで使用できるメモリー
またはリソースが不足してい
ます。

EISCONN 75 234 133 106
ソケットはすでに接続されて
います。

ENOTCONN 76 235 134 107
ソケットが接続されていませ
ん。

ETIMEDOUT 78 238 145 110
接続はタイムアウトになりま
した。

ECONNREFUSED 79 239 146 111

接続は拒否されました。デー
タベースへの接続を試みてい
る場合には、サーバーのデー
タベース・マネージャーおよ
び TCP/IP プロトコル・サポ
ートが正常に開始されたこと
を確認してください。

SOCKS プロトコル・サポー
トを使用している場合には、
SOCKS サーバーの TCP/IP

プロトコル・サポートも正常
に開始されるようにしてくだ
さい。

EHOSTDOWN 80 241 147 112 ホストがダウンしています。

EHOSTUNREACH 81 242 148 113
ホストへの経路は存在しませ
ん。

UNIX の TCP/IP 通信エラーについて詳細は、適切なオペレーティング・システム
のテクニカル解説書を参照してください。以下のコマンドを発行することもできま
す。

man function-name

function-name は、エラーを戻した関数の名前を表します。特定の関数によって戻さ
れるエラーに関する追加情報は、マニュアル・ページに記載されています。
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Windows オペレーティング・システム上で TCP/IP を使用する際に、ユーザーが最
も頻繁に検出する可能性があるエラー・コードを以下のリストに示します。これ
は、エラーをすべて示したリストでは ありません。戻されたエラーは、winsock2.h

ファイルで検出できます。開発環境がインストールされていない場合、このファイ
ルはシステムにインストールされていない可能性があります。特定の関数によって
戻されるエラーに関する詳細情報は、Windows Sockets 2 Application Programming

Interface に記述されています。この仕様のコピーは、次の Web サイトから入手で
きます。http://www.sockets.com/winsock2.htm

v WSAEINTR (10004): 割り込まれた関数呼び出し。ブロッキング操作が割り込まれ
ました。

v WSAEFAULT (10014): アドレスが不正です。関数呼び出しの際に、システムが無
効なポインター・アドレスを検出しました。このエラーは、アプリケーションが
無効なポインター値を渡す場合、またはバッファーの長さが小さすぎる場合に発
生します。

v WSAEINVAL (10022): 関数に渡された引数が無効です。このエラーは、ソケット
が有効でなくなった、またはソケットの現在の状態が、呼び出される TCP 関数
と互換性がない (例えば、データベースに接続する前に SQL ステートメントを
発行しようとするときなど) ことを意味する場合もあります。

v WSAEMFILE (10024): オープンされているファイルが多すぎます。オープンされ
ているソケットが多すぎます。各インプリメンテーションでは、使用可能なソケ
ット・ハンドルの最大数が、グローバルに、またはプロセスごとに、あるいはス
レッドごとに定められています。

v WSAEWOULDBLOCK (10035): 一時的にリソースは利用不能です。このエラー
は、即時に完了できない非ブロッキング・ソケットでの操作から戻されます。

v WSAEINPROGRESS (10036): ブロッキング Windows Sockets 操作が進行中で
す。Windows Sockets では、タスク (またはスレッド) ごとに、未解決のブロッキ
ング操作は 1 つしか許されません。そして、他の関数呼び出しが行われた場合、
その関数は WSAEINPROGRESS で失敗します。

v WSAENOTSOCK (10038): 非ソケットでソケット操作が実行されました。操作が
ソケットでないものに対して試行されました。ソケット・パラメーターが正しい
ソケットを参照しなかったか、select() に関する fd_set のメンバーが無効でし
た。

v WSAENOPROTOOPT (10042): プロトコル・オプションが不正です。 getsockopt()

または setsockopt() 呼び出しで、不明、無効、またはサポートされないオプショ
ンまたはレベルが指定されました。

v WSAEADDRINUSE (10048): アドレスがすでに使用されています。通常は、各ソ
ケット・アドレス (プロトコル/IP アドレス/ポート) は 1 箇所でのみ使用できま
す。このエラーが発生するのは、アプリケーションがソケットを IP アドレス/ポ
ートに bind() しようとし、その IP アドレス/ポートが既存のソケット用にすでに
使用されている場合や、ソケットが適切にクローズされていなかったり、クロー
ズの過程の途中であったりする場合です。

v WSAEADDRNOTAVAIL (10049): 要求されたアドレスを割り当てることができま
せん。要求されたアドレスはこのコンテキストでは正しくありません。通常、こ
れはローカル・マシンに有効でないアドレスに対して bind() を試行した結果で
す。さらにこれは、リモート・アドレスまたはポートがリモート・マシンに関し
て正しくないときの、connect()、sendto() の結果である場合もあります。
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v WSAENETDOWN (10050): ネットワークはダウンしています。ソケット操作が非
活動のネットワークに遭遇しました。これはネットワーク・システムの深刻な障
害 (WinSock DLL が暴走するプロトコル・スタックなど) や、ネットワーク・イ
ンターフェースまたはローカル・ネットワーク自体の深刻な障害を示している可
能性があります。

v WSAENETUNREACH (10051): ネットワークが到達不能です。到達不能のネット
ワークに対してソケット操作が試行されました。これは普通、ローカル・ソフト
ウェアからリモート・ホストに到達するための経路がわからないことを意味しま
す。

v WSAENETRESET (10052): リセット時にネットワークが接続をドロップしまし
た。操作の進行中に「キープアライブ」アクティビティーが障害を検出したため
に、接続が切れました。すでに失敗した接続上で SO_KEEPALIVE をセットしよ
うとした場合に、 stsockopt() によってこのエラーが戻されることもあります。

v WSAECONNABORTED (10053): ソフトウェアが接続を打ち切りました。ユーザ
ーのマシンのソフトウェアが、確立された接続を打ち切りました。おそらく、デ
ータ伝送タイムアウトかプロトコル・エラーによるものです。

v WSAECONNRESET (10054): 接続が切断されました。リモート・ピアにより、既
存の接続が強制クローズされました。これは通常は、リモート・マシンのピア・
アプリケーションが突然停止したか、マシンがリブートされたか、あるいはピ
ア・アプリケーションがリモート・ソケットで「ハード・クローズ」を使用した
結果として生じます。また、このエラーは、1 つ以上の操作の進行中に、「キー
プアライブ」アクティビティーが障害を検出したために、接続が切れた結果とし
て生じることもあります。進行中の操作は WSAENETRESET で失敗します。後
続の操作は WSAECONNRESET で失敗します。

v WSAENOBUFS (10055): バッファー・スペースは使用可能ではありません。シス
テムでバッファー・スペースが不足したか、またはキューがいっぱいになったた
めに、ソケット上の操作が実行できませんでした。 1

v WSAEISCONN (10056): ソケットはすでに接続されています。すでに接続されて
いるソケットで接続要求が行われました。

v WSAENOTCONN (10057): ソケットは接続されていません。

v WSAETIMEDOUT (10060): 接続がタイムアウトになりました。一定時間がたって
も接続の相手側が適切に応答しなかったために接続の試行が失敗したか、リモー
ト・ノードが応答しなかったために確立された接続が失敗しました。応答がなか
ったのは、ネットワーク障害またはリモート・システムの障害が原因である可能
性があります。

v WSAECONNREFUSED (10061): 接続は拒否されました。ターゲット・マシンがア
クティブに拒否したため、接続できませんでした。これは通常、リモート・ホス
ト上の非アクティブなサービスに接続を試みた (例えば、実行しているサーバ
ー・アプリケーションがないサービスなど) 結果として生じます。インスタンス
へのアタッチまたはデータベースへの接続を試みる場合には、データベース・マ
ネージャーと、サーバーでの TCP/IP プロトコル・サポートが正常に開始された
ことを確認してください。このエラーは、ターゲット・マシンのファイアウォー
ルが接続を拒否した場合にも生じることがあります。問題を解決するためには、
接続要求を受け入れるよう、ファイアウォールが正しく構成されていることを確
認してください。
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v WSAEHOSTUNREACH (10065): ホストへの経路がありません。現在到達不能の
マシンに対してソケット操作が試行されました。

v WSASYSNOTREADY (10091): 基礎ネットワーク・サブシステムは、ネットワー
ク通信をする用意ができていません。このエラーは、ネットワーク・サービスの
提供に使用される基礎システムが使用不可能な状態になっているために Windows

Sockets インプリメンテーションがこの時点では機能しない場合、WSAStartup()

によって戻されます。適切な Windows Sockets DLL が現行パスに入っており、
複数の WinSock インプリメンテーションを同時に使用していないことを確認し
てください。システムに複数の WinSock DLL がある場合には、パス内で最初の
ものが、現在ロードされているネットワーク・サブシステムに適したものである
こと、また、すべての必要なコンポーネントが現在インストール済みで正しく構
成されていることを確認してください。

v WSAVERNOTSUPPORTED (10092): 要求されている Windows Sockets API サポ
ートのバージョンは、この特定の Windows Sockets インプリメンテーションでは
提供されていません。古い Windows Sockets DLL ファイルにアクセスしていな
いことを確認してください。

v WSANOTINITIALISED (10093): アプリケーションが WSAStartup() を呼び出して
いないか、WSAStartup() が失敗しました。現在アクティブ・タスクが所有してい
ないソケットにアプリケーションがアクセスしている (タスク間でソケットの共
有を試みているなど) か、WSACleanup() の呼び出し回数が多すぎました。あるい
は、接続が終了しました。

v WSA_E_NO_MORE (10110), WSAENOMORE (10102): 使用可能なデータがもうあ
りません。 Windows Sockets バージョン 2 では、WSAENOMORE と
WSA_E_NO_MORE とで競合するエラー・コードが定義されています。エラー・
コード WSAENOMORE は将来のバージョンで取り除かれる予定であり、
WSA_E_NO_MORE だけが残されます。

v WSAHOST_NOT_FOUND (11001): ホストは見つかりません。

v WSATRY_AGAIN (11002): ホストは見つかりません。ローカル・マシンがネー
ム・サーバーから応答を受信しなかったので、ネーム・サーバーからホスト名の
IP アドレスを検索する要求は失敗しました。

v WSANO_DATA (11004): 有効な名前で、要求されたタイプのデータ・レコードは
ありません。ネーム・サーバーまたはホスト・ファイルはホスト名を認識しませ
ん。または、サービス・ファイルではサービス名は指定されていません。

注:

1. WSAENOBUFS (10055) エラー・コードは、使用可能な TCP ポートがない場合
にも生成される場合があります。Windows のレジストリー変数 MaxUserPort を
更新して、より多くのポートにアクセスするようにできます。Windows のレジ
ストリー変数の設定に関する詳細は、「Microsoft サポート オンライン」Web

サイト (http://support.microsoft.com/) で確認することができます。

Windows での TCP/IP 通信エラーの詳細については、Windows Sockets の文書を参
照してください。
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SOAP

SOAP を使用する際に発生するプロトコル・エラーを以下にリストします。括弧内
の数字は、戻りコードに対応する定義された数を示します。

v SOAP_UNEXPECTED_NULL (38301): SOAP 通信関数への入力の 1 つ (SOAP ア
クション、SOAP エンドポイント、または SOAP 本文) が NULL でした。

v HTTP_INITSOCKET (38303): ソケットの初期化エラー。

v HTTP_ERROR_UNKNOWN_PROTOCOL (38304): URL で使用されるプロトコル
が不明です。

v HTTP_INVALID_URL (38305): URL の構文が無効です。

v HTTP_ERROR_CREATE_SOCKET (38306): ソケットの作成エラー。

v HTTP_ERROR_BIND_SOCKET (38307): ソケットのバインド・エラー (バインド
関数)。

v HTTP_ERROR_RESOLVE_HOSTNAME (38308): 指定されたホスト名を解決でき
ませんでした。

v HTTP_ERROR_SOCKET_CONNECT (38309): ソケットへの接続エラー。

v HTTP_ERROR_GET_PROTO (38310): TCP プロトコル名を取得できませんでした
(getprotobyname 関数)。

v HTTP_ERROR_SET_SOCKOPT (38311): ソケット・オプションの設定エラー
(setsockopt 関数)。

v HTTP_ERROR_UNEXPECTED_RETURN (38312): 予期しない HTTP 戻りコー
ド。

v HTTP_ERROR_RETURN CONTENTTYPE (38313): 予期しない HTTP コンテン
ツ・タイプ・ヘッダー属性値。

v SOAP_SAX_INIT (38314): SAX パーサーの初期化エラー。

v SOAP_SAX_CREATE_PARSER (38315): SAX パーサーの作成エラー。

v SOAP_SAX_CREATE_HANDLER (38316): SAX パーサー・ハンドラーの作成エラ
ー。

v SOAP_SAX_ERROR (38317): SOAP の XML 構文解析中に例外が発生しました。

v SOAP_SAX_OUTENCODING (38318): XML メッセージのコード・ページ変換中
にエラーが発生しました。

v HTTP_ERROR_WRITE_SOCKET (39820): ソケットへの書き込みエラー。

v HTTP_ERROR_READ_SOCKET (38322): ソケットからの読み取りエラー。

v HTTP_ERROR_SELECT_WAITREAD (38323): select 関数でソケット・エラーが発
生しました。

v SOAP_ERROR_XML_SERIALIZE (38324): XML SOAP メッセージの書き込みエ
ラー。

v SOAP_ERROR_NO_NS_END (38325): ネーム・スペースの処理エラー。

v SOAP_ERROR_FAULT (38326): Web サービスから SOAP の問題が戻されまし
た。
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MQ

MQ を使用する際に発生するプロトコル・エラー・コードのいくつかを以下にリス
トします。このリストにすべてが掲載されているわけでは ありません。括弧内の数
字は、戻りコードに対応する定義された数を示します。詳細については、 MQ のプ
ロトコルの資料を参照してください。

v MQRC_CHAR_ATTR_LENGTH_ERROR (2006)

v MQRC_CONNECTION_BROKEN (2009)

v MQRC_HANDLE_NOT_AVAILABLE (2017)

v MQRC_HCONN_ERROR (2018)

v MQRC_HOBJ_ERROR (2019)

v MQRC_MSG_TOO_BIG_FOR_Q (2030)

v MQRC_MSG_TOO_BIG_FOR_Q_MGR (2031)

v MQRC_NO_MSG_AVAILABLE (2033)

v MQRC_OBJECT_CHANGES (2041)

v MQRC_Q_FULL (2053)

v MQRC_Q_SPACE_NOT_AVAILABLE (2056)

v MQRC_Q_MGR_NAME_ERROR (2058)

v MQRC_Q_MGR_NOT_AVAILABLE (2059)

v MQRC_UNKNOWN_OBJECT_NAME (2085)

SSL

Secure Sockets Layer (SSL) の使用時に、SSL サポート・ソフトウェア GSKit によ
ってエラーが検出される場合があります。検出されるエラーを以下にリストしま
す。

v 4: メモリー不足です。

v 6: 指定されたキー・ラベルがキー・ファイルで見つかりませんでした。

v 7: パートナーから証明書を受け取っていません。

v 8: 証明書の検証中にエラーが発生しました。

v 102: キー・ファイルの読み取り中に入出力エラーが発生しました。

v 103: キー・ファイルの形式が無効です。キー・ファイルを再度作成してくださ
い。

v 104: キー・ファイルに重複したキーがあります。

v 105: キー・ファイルに重複したラベルがあります。

v 106: キー・ファイルのパスワードが無効か、キー・ファイルが破損しています。

v 107: キー・ファイルのデフォルト・キーの証明書が有効期限切れです。

v 108: GSKit ライブラリーのロード中にエラーが発生しました。GSKit が正しくイ
ンストールされていることを確認してください。

v 201: キー・ファイルのパスワードが指定されていません。

v 202: キー・ファイルのオープン中にエラーが発生しました。キー・ファイルのパ
スが正しいことを確認してください。

v 401: システム日付が無効な値に設定されています。
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v 403: 必要な証明書をパートナーから受け取っていません。

v 404: 必要な証明書をパートナーから受け取りましたが、証明書の形式が間違って
います。

v 405: 受け取った証明書はサポートされないタイプです。

v 406: パートナーとの通信中に、入出力エラーが発生しました。

v 407: 指定されたクライアント証明書ラベルがキー・ファイルで見つかりませんで
した。

v 408: キー・ファイルに提供されたパスワードが正しくありません。

v 409: キーの長さが無効です (長すぎます)。

v 410: 無効な形式の SSL メッセージをパートナーから受け取りました。

v 412: サポートされないプロトコルまたは証明書タイプをパートナーから受け取り
ました。

v 413: 受け取った証明書に無効なシグニチャーが含まれています。

v 414: 無効な形式の証明書をパートナーから受け取りました。

v 415: 無効な SSL プロトコルをパートナーから受け取りました。

v 417: 自己署名証明書が無効です。

v 420: パートナーは SSL プロトコルが完了する前に通信ソケットをクローズしま
した。

v 428: 指定されたキーには秘密鍵が含まれていませんでした。

SOCKS

SOCKS プロトコルの使用時に、以下のエラーが検出される場合があります。

v 01: 一般的な SOCKS サーバー障害

v 02: Socks サーバーで定義されているルール・セットでは接続が許可されていませ
ん

v 03: 宛先ネットワークに到達できません

v 04: 宛先ホストに到達できません

v 05: リモート・ホストによって接続が拒否されました

v 06: TTL の有効期限が切れました (リモート・ホストが離れすぎています)

v 07: コマンドがサポートされていません。(内部エラー)

v 08: アドレス・タイプがサポートされていません。(内部エラー)

v 91: 要求が拒否されたか失敗しました。ユーザーまたはソース・プログラムは
Proxy サーバーへのアクセスを許可されていません。

v 92: SOCKS サーバーが "identd" (IDENT サーバー) と接触できなかったため、要
求が拒否されました。

v 93: クライアント・プログラムと identd が異なるユーザー ID を報告しているた
め、要求は拒否されました。

以下の値によって、使用される認証方式を識別できます。

v 00: 認証なし。

v 01: GSSAPI

v 02: USERNAME/PASSWORD
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v FF: 受け入れ可能な方式は検出されませんでした。

HTTP

HTTP プロトコルの使用時に発生する最も一般的なエラーを以下に示します。

v 400: 不正な要求

v 401: 許可されません。

v 403: 禁止

v 404: 見つかりません

v 407: Proxy 認証が必要です

v 408: 要求がタイムアウトになりました

v 413: 要求エンティティーが大きすぎます

v 414: 要求 URL が長すぎます

v 502: ゲートウェイが不正です。サーバーまたは Proxy が別のサーバー (または
Proxy) から無効な応答を受け取ったことを示します。

v 503: サービスを利用できません。一時的なリソース不足です。

v 504: ゲートウェイがタイムアウトになりました。

v 505: HTTP のバージョンがサポートされていません。
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付録 A. DB2 技術情報の概説

DB2 技術情報は、さまざまな方法でアクセスすることが可能な、各種形式で入手で
きます。

DB2 技術情報は、以下のツールと方法を介して利用できます。

v DB2インフォメーション・センター

– トピック (タスク、概念、およびリファレンス・トピック)

– サンプル・プログラム

– チュートリアル

v DB2 資料

– PDF ファイル (ダウンロード可能)

– PDF ファイル (DB2 PDF DVD に含まれる)

– 印刷資料

v コマンド行ヘルプ

– コマンド・ヘルプ

– メッセージ・ヘルプ

注: DB2 インフォメーション・センターのトピックは、PDF やハードコピー資料よ
りも頻繁に更新されます。最新の情報を入手するには、資料の更新が発行されたと
きにそれをインストールするか、ibm.com にある DB2 インフォメーション・セン
ターを参照してください。

技術資料、ホワイト・ペーパー、IBM Redbooks® 資料などのその他の DB2 技術情
報には、オンライン (ibm.com) でアクセスできます。 DB2 Information Management

ソフトウェア・ライブラリー・サイト (http://www.ibm.com/software/data/sw-library/)

にアクセスしてください。

資料についてのフィードバック

DB2 の資料についてのお客様からの貴重なご意見をお待ちしています。DB2 の資料
を改善するための提案については、db2docs@ca.ibm.com まで E メールを送信して
ください。DB2 の資料チームは、お客様からのフィードバックすべてに目を通しま
すが、直接お客様に返答することはありません。お客様が関心をお持ちの内容につ
いて、可能な限り具体的な例を提供してください。特定のトピックまたはヘルプ・
ファイルについてのフィードバックを提供する場合は、そのトピック・タイトルお
よび URL を含めてください。

DB2 お客様サポートに連絡する場合には、この E メール・アドレスを使用しない
でください。資料を参照しても、DB2 の技術的な問題が解決しない場合は、お近く
の IBM サービス・センターにお問い合わせください。
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DB2 テクニカル・ライブラリー (ハードコピーまたは PDF 形式)

以下の表は、IBM Publications Center (www.ibm.com/e-business/linkweb/publications/

servlet/pbi.wss) から利用できる DB2 ライブラリーについて説明しています。英語お
よび翻訳された DB2 バージョン 10.1 のマニュアル (PDF 形式) は、
www.ibm.com/support/docview.wss?rs=71&uid=swg2700947 からダウンロードできま
す。

この表には印刷資料が入手可能かどうかが示されていますが、国または地域によっ
ては入手できない場合があります。

資料番号は、資料が更新される度に大きくなります。資料を参照する際は、以下に
リストされている最新版であることを確認してください。

注: DB2 インフォメーション・センターは、PDF やハードコピー資料よりも頻繁に
更新されます。

表 45. DB2 の技術情報

資料名 資料番号
印刷資料が入手可能
かどうか 最終更新

管理 API リファレンス SA88-4671-00 入手可能 2012 年 4 月

管理ルーチンおよびビ
ュー

SA88-4672-00 入手不可 2012 年 4 月

コール・レベル・イン
ターフェース ガイドお
よびリファレンス 第 1

巻

SA88-4676-00 入手可能 2012 年 4 月

コール・レベル・イン
ターフェース ガイドお
よびリファレンス 第 2

巻

SA88-4677-00 入手可能 2012 年 4 月

コマンド・リファレン
ス

SA88-4673-00 入手可能 2012 年 4 月

データベース: 管理の
概念および構成リファ
レンス

SA88-4662-00 入手可能 2012 年 4 月

データ移動ユーティリ
ティー ガイドおよびリ
ファレンス

SA88-4693-00 入手可能 2012 年 4 月

データベースのモニタ
リング ガイドおよびリ
ファレンス

SA88-4663-00 入手可能 2012 年 4 月

データ・リカバリーと
高可用性 ガイドおよび
リファレンス

SA88-4694-00 入手可能 2012 年 4 月

データベース・セキュ
リティー・ガイド

SA88-4695-00 入手可能 2012 年 4 月
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表 45. DB2 の技術情報 (続き)

資料名 資料番号
印刷資料が入手可能
かどうか 最終更新

DB2 ワークロード管理
ガイドおよびリファレ
ンス

SA88-4685-00 入手可能 2012 年 4 月

ADO.NET および OLE

DB アプリケーション
の開発

SA88-4665-00 入手可能 2012 年 4 月

組み込み SQL アプリ
ケーションの開発

SA88-4666-00 入手可能 2012 年 4 月

Java アプリケーション
の開発

SA88-4669-00 入手可能 2012 年 4 月

Perl、PHP、Python お
よび Ruby on Rails ア
プリケーションの開発

SA88-4670-00 入手不可 2012 年 4 月

SQL および外部ルーチ
ンの開発

SA88-4667-00 入手可能 2012 年 4 月

データベース・アプリ
ケーション開発の基礎

GI88-4279-00 入手可能 2012 年 4 月

DB2 インストールおよ
び管理 概説 (Linux お
よび Windows 版)

GI88-4280-00 入手可能 2012 年 4 月

グローバリゼーショ
ン・ガイド

SA88-4696-00 入手可能 2012 年 4 月

DB2 サーバー機能 イ
ンストール

GA88-4679-00 入手可能 2012 年 4 月

IBM データ・サーバ
ー・クライアント機能
インストール

GA88-4680-00 入手不可 2012 年 4 月

メッセージ・リファレ
ンス 第 1 巻

SA88-4688-00 入手不可 2012 年 4 月

メッセージ・リファレ
ンス 第 2 巻

SA88-4689-00 入手不可 2012 年 4 月

Net Search Extender 管
理およびユーザーズ・
ガイド

SA88-4691-00 入手不可 2012 年 4 月

パーティションおよび
クラスタリングのガイ
ド

SA88-4697-00 入手可能 2012 年 4 月

pureXML ガイド SA88-4686-00 入手可能 2012 年 4 月

Spatial Extender ユーザ
ーズ・ガイドおよびリ
ファレンス

SA88-4690-00 入手不可 2012 年 4 月
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表 45. DB2 の技術情報 (続き)

資料名 資料番号
印刷資料が入手可能
かどうか 最終更新

SQL プロシージャー言
語: アプリケーション
のイネーブルメントお
よびサポート

SA88-4668-00 入手可能 2012 年 4 月

SQL リファレンス 第
1 巻

SA88-4674-00 入手可能 2012 年 4 月

SQL リファレンス 第
2 巻

SA88-4675-00 入手可能 2012 年 4 月

Text Search ガイド SA88-4692-00 入手可能 2012 年 4 月

問題判別およびデータ
ベース・パフォーマン
スのチューニング

SA88-4664-00 入手可能 2012 年 4 月

DB2 バージョン 10.1

へのアップグレード
SA88-4678-00 入手可能 2012 年 4 月

DB2 バージョン 10.1

の新機能
SA88-4684-00 入手可能 2012 年 4 月

XQuery リファレンス SA88-4687-00 入手不可 2012 年 4 月

表 46. DB2 Connect 固有の技術情報

資料名 資料番号
印刷資料が入手可能
かどうか 最終更新

DB2 Connect Personal

Edition インストールお
よび構成

SA88-4681-00 入手可能 2012 年 4 月

DB2 Connect サーバー
機能 インストールおよ
び構成

SA88-4682-00 入手可能 2012 年 4 月

DB2 Connect ユーザー
ズ・ガイド

SA88-4683-00 入手可能 2012 年 4 月

コマンド行プロセッサーから SQL 状態ヘルプを表示する
DB2 製品は、SQL ステートメントの結果の原因になったと考えられる条件の
SQLSTATE 値を戻します。 SQLSTATE ヘルプは、SQL 状態および SQL 状態クラ
ス・コードの意味を説明します。

手順

SQL 状態ヘルプを開始するには、コマンド行プロセッサーを開いて以下のように入
力します。

? sqlstate または ? class code

ここで、sqlstate は有効な 5 桁の SQL 状態を、class code は SQL 状態の最初の 2

桁を表します。
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例えば、? 08003 を指定すると SQL 状態 08003 のヘルプが表示され、 ? 08 を指
定するとクラス・コード 08 のヘルプが表示されます。

異なるバージョンの DB2 インフォメーション・センターへのアクセス
他のバージョンの DB2 製品の資料は、ibm.com® のそれぞれのインフォメーショ
ン・センターにあります。

このタスクについて

DB2 バージョン 10.1 のトピックを扱っている DB2 インフォメーション・センタ
ー の URL は、http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v10r1 です。

DB2 バージョン 9.8 のトピックを扱っている DB2 インフォメーション・センター
の URL は、http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9r8/ です。

DB2 バージョン 9.7 のトピックを扱っている DB2 インフォメーション・センター
の URL は、http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9r7/ です。

DB2 バージョン 9.5 のトピックを扱っている DB2 インフォメーション・センター
の URL は、http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9r5 です。

DB2 バージョン 9.1 のトピックを扱っている DB2 インフォメーション・センター
の URL は、http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9/ です。

DB2 バージョン 8 のトピックについては、DB2 インフォメーション・センター の
URL (http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v8/) を参照してください。

コンピューターまたはイントラネット・サーバーにインストールされた
DB2 インフォメーション・センターの更新

ローカルにインストールした DB2 インフォメーション・センターは、定期的に更
新する必要があります。

始める前に

DB2 バージョン 10.1 インフォメーション・センターが既にインストール済みであ
る必要があります。詳しくは、「DB2 サーバー機能 インストール」の『DB2 セッ
トアップ・ウィザードによる DB2 インフォメーション・センターのインストー
ル』のトピックを参照してください。インフォメーション・センターのインストー
ルに適用されるすべての前提条件と制約事項は、インフォメーション・センターの
更新にも適用されます。

このタスクについて

既存の DB2 インフォメーション・センターは、自動で更新することも手動で更新
することもできます。

v 自動更新は、既存のインフォメーション・センターのフィーチャーと言語を更新
します。自動更新を使用すると、手動更新と比べて、更新中にインフォメーショ
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ン・センターが使用できなくなる時間が短くなるというメリットがあります。さ
らに、自動更新は、定期的に実行する他のバッチ・ジョブの一部として実行され
るように設定することができます。

v 手動更新は、既存のインフォメーション・センターのフィーチャーと言語の更新
に使用できます。自動更新は更新処理中のダウン時間を減らすことができます
が、フィーチャーまたは言語を追加する場合は手動処理を使用する必要がありま
す。例えば、ローカルのインフォメーション・センターが最初は英語とフランス
語でインストールされており、その後ドイツ語もインストールすることにした場
合、手動更新でドイツ語をインストールし、同時に、既存のインフォメーショ
ン・センターのフィーチャーおよび言語を更新できます。しかし、手動更新では
インフォメーション・センターを手動で停止、更新、再始動する必要がありま
す。更新処理の間はずっと、インフォメーション・センターは使用できなくなり
ます。自動更新処理では、インフォメーション・センターは、更新を行った後
に、インフォメーション・センターを再始動するための停止が発生するだけで済
みます。

このトピックでは、自動更新のプロセスを詳しく説明しています。手動更新の手順
については、『コンピューターまたはイントラネット・サーバーにインストールさ
れた DB2 インフォメーション・センターの手動更新』のトピックを参照してくだ
さい。

手順

コンピューターまたはイントラネット・サーバーにインストールされている DB2

インフォメーション・センターを自動更新する手順を以下に示します。

1. Linux オペレーティング・システムの場合、次のようにします。

a. インフォメーション・センターがインストールされているパスにナビゲート
します。デフォルトでは、DB2 インフォメーション・センター
は、/opt/ibm/db2ic/V10.1 ディレクトリーにインストールされています。

b. インストール・ディレクトリーから doc/bin ディレクトリーにナビゲートし
ます。

c. 次のように update-ic スクリプトを実行します。

update-ic

2. Windows オペレーティング・システムの場合、次のようにします。

a. コマンド・ウィンドウを開きます。

b. インフォメーション・センターがインストールされているパスにナビゲート
します。デフォルトでは、DB2 インフォメーション・センターは、<Program

Files>¥IBM¥DB2 Information Center¥バージョン 10.1 ディレクトリーにイ
ンストールされています (<Program Files> は「Program Files」ディレクトリ
ーのロケーション)。

c. インストール・ディレクトリーから doc¥bin ディレクトリーにナビゲートし
ます。

d. 次のように update-ic.bat ファイルを実行します。

update-ic.bat
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タスクの結果

DB2 インフォメーション・センターが自動的に再始動します。更新が入手可能な場
合、インフォメーション・センターに、更新された新しいトピックが表示されま
す。インフォメーション・センターの更新が入手可能でなかった場合、メッセージ
がログに追加されます。ログ・ファイルは、doc¥eclipse¥configuration ディレク
トリーにあります。ログ・ファイル名はランダムに生成された名前です。例えば、
1239053440785.log のようになります。

コンピューターまたはイントラネット・サーバーにインストールされた
DB2 インフォメーション・センターの手動更新

DB2 インフォメーション・センターをローカルにインストールしている場合は、
IBM から資料の更新を入手してインストールすることができます。

このタスクについて

ローカルにインストールされた DB2 インフォメーション・センター を手動で更新
するには、以下のことを行う必要があります。

1. コンピューター上の DB2 インフォメーション・センター を停止し、インフォ
メーション・センターをスタンドアロン・モードで再始動します。インフォメー
ション・センターをスタンドアロン・モードで実行すると、ネットワーク上の他
のユーザーがそのインフォメーション・センターにアクセスできなくなります。
これで、更新を適用できるようになります。DB2 インフォメーション・センタ
ーのワークステーション・バージョンは、常にスタンドアロン・モードで実行さ
れます。を参照してください。

2. 「更新」機能を使用することにより、どんな更新が利用できるかを確認します。
インストールしなければならない更新がある場合は、「更新」機能を使用してそ
れを入手およびインストールできます。

注: ご使用の環境において、インターネットに接続されていないマシンに DB2

インフォメーション・センター の更新をインストールする必要がある場合、イ
ンターネットに接続されていて DB2 インフォメーション・センター がインス
トールされているマシンを使用して、更新サイトをローカル・ファイル・システ
ムにミラーリングしてください。ネットワーク上の多数のユーザーが資料の更新
をインストールする場合にも、更新サイトをローカルにミラーリングして、更新
サイト用のプロキシーを作成することにより、個々のユーザーが更新を実行する
のに要する時間を短縮できます。
更新パッケージが入手可能な場合、「更新」機能を使用してパッケージを入手し
ます。ただし、「更新」機能は、スタンドアロン・モードでのみ使用できます。

3. スタンドアロンのインフォメーション・センターを停止し、コンピューター上の
DB2 インフォメーション・センター を再開します。

注: Windows 2008、Windows Vista (およびそれ以上) では、このセクションの後の
部分でリストされているコマンドは管理者として実行する必要があります。完全な
管理者特権でコマンド・プロンプトまたはグラフィカル・ツールを開くには、ショ
ートカットを右クリックしてから、「管理者として実行」を選択します。
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手順

コンピューターまたはイントラネット・サーバーにインストール済みの DB2 イン
フォメーション・センター を更新するには、以下のようにします。

1. DB2 インフォメーション・センター を停止します。

v Windows では、「スタート」 > 「コントロール パネル」 > 「管理ツール」
> 「サービス」をクリックします。次に、「DB2 インフォメーション・セン
ター」サービスを右クリックして「停止」を選択します。

v Linux では、以下のコマンドを入力します。

/etc/init.d/db2icdv10 stop

2. インフォメーション・センターをスタンドアロン・モードで開始します。

v Windows の場合:

a. コマンド・ウィンドウを開きます。

b. インフォメーション・センターがインストールされているパスにナビゲー
トします。デフォルトでは、DB2 インフォメーション・センター は、
Program_Files¥IBM¥DB2 Information Center¥バージョン 10.1 ディレクト
リーにインストールされています (Program_Files は Program Files ディ
レクトリーのロケーション)。

c. インストール・ディレクトリーから doc¥bin ディレクトリーにナビゲート
します。

d. 次のように help_start.bat ファイルを実行します。

help_start.bat

v Linux の場合:

a. インフォメーション・センターがインストールされているパスにナビゲー
トします。デフォルトでは、DB2 インフォメーション・センター
は、/opt/ibm/db2ic/V10.1 ディレクトリーにインストールされています。

b. インストール・ディレクトリーから doc/bin ディレクトリーにナビゲート
します。

c. 次のように help_start スクリプトを実行します。

help_start

システムのデフォルト Web ブラウザーが開き、スタンドアロンのインフォメー
ション・センターが表示されます。

3. 「更新」ボタン ( ) をクリックします。(ブラウザーで JavaScript が有効にな
っている必要があります。) インフォメーション・センターの右側のパネルで、
「更新の検索」をクリックします。 既存の文書に対する更新のリストが表示さ
れます。

4. インストール・プロセスを開始するには、インストールする更新をチェックして
選択し、「更新のインストール」をクリックします。

5. インストール・プロセスが完了したら、「完了」をクリックします。

6. 次のようにして、スタンドアロンのインフォメーション・センターを停止しま
す。

v Windows の場合は、インストール・ディレクトリーの doc¥bin ディレクトリ
ーにナビゲートしてから、次のように help_end.bat ファイルを実行します。
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help_end.bat

注: help_end バッチ・ファイルには、help_start バッチ・ファイルを使用し
て開始したプロセスを安全に停止するのに必要なコマンドが含まれています。
help_start.bat は、Ctrl-C や他の方法を使用して停止しないでください。

v Linux の場合は、インストール・ディレクトリーの doc/bin ディレクトリー
にナビゲートしてから、次のように help_end スクリプトを実行します。

help_end

注: help_end スクリプトには、help_start スクリプトを使用して開始したプ
ロセスを安全に停止するのに必要なコマンドが含まれています。他の方法を使
用して、help_start スクリプトを停止しないでください。

7. DB2 インフォメーション・センター を再開します。

v Windows では、「スタート」 > 「コントロール パネル」 > 「管理ツール」
> 「サービス」をクリックします。次に、「DB2 インフォメーション・セン
ター」サービスを右クリックして「開始」を選択します。

v Linux では、以下のコマンドを入力します。

/etc/init.d/db2icdv10 start

タスクの結果

更新された DB2 インフォメーション・センター に、更新された新しいトピックが
表示されます。

DB2 チュートリアル
DB2 チュートリアルは、DB2 データベース製品のさまざまな機能について学習する
ための支援となります。この演習をとおして段階的に学習することができます。

はじめに

インフォメーション・センター (http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v10r1/)

から、このチュートリアルの XHTML 版を表示できます。

演習の中で、サンプル・データまたはサンプル・コードを使用する場合がありま
す。個々のタスクの前提条件については、チュートリアルを参照してください。

DB2 チュートリアル

チュートリアルを表示するには、タイトルをクリックします。

「pureXML ガイド」の『pureXML®』
XML データを保管し、ネイティブ XML データ・ストアに対して基本的な
操作を実行できるように、DB2 データベースをセットアップします。

DB2 トラブルシューティング情報
DB2 データベース製品を使用する際に役立つ、トラブルシューティングおよび問題
判別に関する広範囲な情報を利用できます。
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DB2 の資料
トラブルシューティング情報は、「問題判別およびデータベース・パフォー
マンスのチューニング」または DB2 インフォメーション・センター の
『データベースの基本』セクションにあります。ここには、以下の情報が記
載されています。

v DB2 診断ツールおよびユーティリティーを使用した、問題の切り分け方
法および識別方法に関する情報。

v 最も一般的な問題のうち、いくつかの解決方法。

v DB2 データベース製品で発生する可能性のある、その他の問題の解決に
役立つアドバイス。

IBM サポート・ポータル
現在問題が発生していて、考えられる原因とソリューションを見つけるに
は、IBM サポート・ポータルを参照してください。 Technical Support サイ
トには、最新の DB2 資料、TechNotes、プログラム診断依頼書 (APAR ま
たはバグ修正)、フィックスパック、およびその他のリソースへのリンクが
用意されています。この知識ベースを活用して、問題に対する有効なソリュ
ーションを探し出すことができます。

IBM サポート・ポータル (http://www.ibm.com/support/entry/portal/Overview/

Software/Information_Management/DB2_for_Linux,_UNIX_and_Windows) にア
クセスしてください。

ご利用条件
これらの資料は、以下の条件に同意していただける場合に限りご使用いただけま
す。

適用度: これらのご利用条件は、IBM Web サイトのあらゆるご利用条件に追加で適
用されるものです。

個人使用: これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示をしていただ
くことを条件に、非商業的な個人による使用目的に限り複製することができます。
ただし、IBM の明示的な承諾をえずに、これらの資料またはその一部について、二
次的著作物を作成したり、配布 (頒布、送信を含む) または表示 (上映を含む) する
ことはできません。

商業的使用: これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示をしていた
だくことを条件に、お客様の企業内に限り、複製、配布、および表示することがで
きます。 ただし、IBM の明示的な承諾をえずにこれらの資料の二次的著作物を作
成したり、お客様の企業外で資料またはその一部を複製、配布、または表示するこ
とはできません。

権利: ここで明示的に許可されているもの以外に、資料や資料内に含まれる情報、
データ、ソフトウェア、またはその他の知的所有権に対するいかなる許可、ライセ
ンス、または権利を明示的にも黙示的にも付与するものではありません。

資料の使用が IBM の利益を損なうと判断された場合や、上記の条件が適切に守ら
れていないと判断された場合、IBM はいつでも自らの判断により、ここで与えた許
可を撤回できるものとさせていただきます。
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お客様がこの情報をダウンロード、輸出、または再輸出する際には、米国のすべて
の輸出入関連法規を含む、すべての関連法規を遵守するものとします。

IBM は、これらの資料の内容についていかなる保証もしません。これらの資料は、
特定物として現存するままの状態で提供され、商品性の保証、特定目的適合性の保
証および法律上の瑕疵担保責任を含むすべての明示もしくは黙示の保証責任なしで
提供されます。

IBM® の商標: IBM、IBM ロゴおよび ibm.com は、世界の多くの国で登録された
International Business Machines Corporation の商標です。他の製品名およびサービス
名等は、それぞれ IBM または各社の商標である場合があります。現時点での IBM

の商標リストについては、http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtml をご覧ください。
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付録 B. 特記事項

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。IBM

以外の製品に関する情報は、本書の最初の発行時点で入手可能な情報に基づいてお
り、変更される場合があります。

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM

の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒103-8510

東京都中央区日本橋箱崎町19番21号
日本アイ・ビー・エム株式会社
法務・知的財産
知的財産権ライセンス渉外

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。 IBM お
よびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状態で提
供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むす
べての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域によっ
ては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定の制限
を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のた
め記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありませ
ん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではありませ
ん。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。
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本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム (本プログラムを含む) との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。

IBM Canada Limited

U59/3600

3600 Steeles Avenue East

Markham, Ontario L3R 9Z7

CANADA

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、IBM より提供されます。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定された
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一
部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま
す。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。 IBM は、それらの製品のテストは行
っておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の
要求については確証できません。 IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それら
の製品の供給者にお願いします。

IBM の将来の方向または意向に関する記述については、予告なしに変更または撤回
される場合があり、単に目標を示しているものです。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。これらの名称はすべて架空のものであ
り、名称や住所が類似する企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎませ
ん。

著作権使用許諾:

本書には、様々なオペレーティング・プラットフォームでのプログラミング手法を
例示するサンプル・アプリケーション・プログラムがソース言語で掲載されていま
す。お客様は、サンプル・プログラムが書かれているオペレーティング・プラット
フォームのアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠したアプ
リケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかなる形式
においても、IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、配布することが
できます。このサンプル・プログラムは、あらゆる条件下における完全なテストを
経ていません。従って IBM は、これらのサンプル・プログラムについて信頼性、
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利便性もしくは機能性があることをほのめかしたり、保証することはできません。
サンプル・プログラムは、現存するままの状態で提供されるものであり、いかなる
種類の保証も提供されません。 IBM は、これらのサンプル・プログラムの使用か
ら生ずるいかなる損害に対しても責任を負いません。

それぞれの複製物、サンプル・プログラムのいかなる部分、またはすべての派生し
た創作物には、次のように、著作権表示を入れていただく必要があります。

© (お客様の会社名) (西暦年). このコードの一部は、IBM Corp. のサンプル・プロ
グラムから取られています。 © Copyright IBM Corp. _年を入れる_. All rights

reserved.

商標

IBM、IBM ロゴおよび ibm.com は、世界の多くの国で登録された International

Business Machines Corporation の商標です。他の製品名およびサービス名等は、それ
ぞれ IBM または各社の商標である場合があります。現時点での IBM の商標リスト
については、http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtml をご覧ください。

以下は、それぞれ各社の商標または登録商標です。

v Linux は、Linus Torvalds の米国およびその他の国における商標です。

v Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは Oracle やその関連会社の米国
およびその他の国における商標または登録商標です。

v UNIX は The Open Group の米国およびその他の国における登録商標です。

v インテル、Intel、Intel ロゴ、Intel Inside、Intel Inside ロゴ、Celeron、Intel

SpeedStep、Itanium、Pentium は、Intel Corporation または子会社の米国およびそ
の他の国における商標または登録商標です。

v Microsoft、 Windows、 Windows NT、および Windows ロゴは、Microsoft

Corporation の米国およびその他の国における商標です。
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索引
日本語, 数字, 英字, 特殊文字の順に配列されてい
ます。なお, 濁音と半濁音は清音と同等に扱われて
います。

［カ行］
更新

DB2 インフォメーション・センター 945, 947

ご利用条件
資料 950

［サ行］
資料
印刷 942

概要 941

使用に関するご利用条件 950

PDF ファイル 942

［タ行］
チュートリアル
トラブルシューティング 950

問題判別 950

リスト 949

pureXML 949

特記事項 953

トラブルシューティング
オンライン情報 950

チュートリアル 950

［ハ行］
ヘルプ

SQL ステートメント 944

［マ行］
メッセージ 1, 929

問題判別
チュートリアル 950

利用できる情報 950

D
DB2 インフォメーション・センター
更新 945, 947

バージョン 945

I
IBM Data Server

メッセージ 1, 929

S
SQL ステートメント
ヘルプ
表示 944

© Copyright IBM Corp. 2012 957



958 メッセージ・リファレンス 第 2 巻





����

Printed in Japan

SA88-4689-00



Sp
in
e
in
fo
rm
at
io
n:

IB
M

D
B

2
10

.1
fo

r
L

in
u

x,
U

N
IX

,
an

d
W

in
d

o
w

s
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
第

2
巻

�
�

�


	目次
	第 1 部 メッセージの概要
	第 2 部 SQL メッセージ
	第 1 章 SQL0000 - SQL0499
	第 2 章 SQL0500 - SQL0999
	第 3 章 SQL1000 - SQL1499
	第 4 章 SQL1500 - SQL1999
	第 5 章 SQL2000 - SQL2499
	第 6 章 SQL2500 - SQL2999
	第 7 章 SQL3000 - SQL3499
	第 8 章 SQL3500 - SQL3999
	第 9 章 SQL4000 - SQL4499
	第 10 章 SQL4500 - SQL4999
	第 11 章 SQL5000 - SQL5499
	第 12 章 SQL5500 - SQL5999
	第 13 章 SQL6000 - SQL6499
	第 14 章 SQL6500 - SQL6999
	第 15 章 SQL7000 - SQL7499
	第 16 章 SQL8000 - SQL8499
	第 17 章 SQL9000 - SQL9499
	第 18 章 SQL10000 - SQL10499
	第 19 章 SQL16000 - SQL16499
	第 20 章 SQL20000 - SQL20499
	第 21 章 SQL20500 - SQL20999
	第 22 章 SQL21000 - SQL21499
	第 23 章 SQL22000 - SQL22499
	第 24 章 SQL27500 - SQL27999
	第 25 章 SQL29000 - SQL29499
	第 26 章 SQL30000 - SQL30499
	第 27 章 SQL32500 - SQL32999
	第 3 部 SQLSTATE メッセージ
	第 4 部 通信エラー (メッセージ SQL30081N)
	第 5 部 付録
	付録 A. DB2 技術情報の概説
	DB2 テクニカル・ライブラリー (ハードコピーまたは PDF 形式)
	コマンド行プロセッサーから SQL 状態ヘルプを表示する
	異なるバージョンの DB2 インフォメーション・センターへのアクセス
	コンピューターまたはイントラネット・サーバーにインストールされた DB2 インフォメーション・センターの更新
	コンピューターまたはイントラネット・サーバーにインストールされた DB2 インフォメーション・センターの手動更新
	DB2 チュートリアル
	DB2 トラブルシューティング情報
	ご利用条件

	付録 B. 特記事項
	索引
	［カ行］
	［サ行］
	［タ行］
	［ハ行］
	［マ行］
	D
	I
	S


